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はじめに

ここでは、このマニュアルの目的、対象読者、構成、および表記法、そして関連資料の入手方法につい

て説明します。

（注） このマニュアルには、シスコ製品の最新情報が記載されていない可能性があります。次の URL からシ

スコの製品マニュアルのページにアクセスすることにより、最新資料を入手できます。 
 

http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps556/tsd_products_support_series_home.html 

この項の構成は、次のとおりです。

 • 「目的」（P.xxxix）

 • 「対象読者」（P.xxxix）

 • 「マニュアルの構成」（P.xl）

 • 「関連資料」（P.xli）

 • 「表記法」（P.xlii）

 • 「マニュアルの入手方法およびテクニカル サポート」（P.xliii）

目的
『Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド』では、Cisco Unified 
Communications Manager（旧称 Cisco Unified CallManager）の機能の理解、インストール、設定、管

理、使用、およびトラブルシューティングに必要な情報を提供しています。

対象読者
『Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド』は、Cisco Unified 
Communications Manager システムの管理を担当するネットワーク管理者を対象としています。このマ

ニュアルを使用するには、テレフォニーおよび IP ネットワーキング テクノロジーに関する知識が必要

です。

http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps556/tsd_products_support_series_home.html
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マニュアルの構成
次の表は、このマニュアルの構成を示しています。

章 説明

「割り込みとプライバシー」 Cisco Unified Communications Manager の割り込み機能とプラ

イバシー機能の説明、および設定手順を示しています。

「折返し」 Cisco Call Back の説明、および設定手順を示しています。

「コール制御ディスカバリ」 コール制御ディスカバリ機能の説明、および設定手順を示して

います。

「Call Display Restrictions 機能」 Call Display Restrictions 機能の説明、および設定手順を示して

います。

「コールパークとダイレクト コール

パーク」

Cisco Unified Communications Manager のコールパーク機能と

ダイレクト コールパーク機能の説明、および設定手順を示して

います。

「コール ピックアップ」 Cisco Unified Communications Manager のコール ピックアッ

プ機能の説明、および設定手順を示しています。

「コール スロットリングおよび 
Code Yellow 状態」

コール スロットリング機能の説明、およびその設定に使用する

サービス パラメータを示しています。

「発信側の正規化」 発信側の正規化の説明を示しています。

「Cisco エクステンション モビリ

ティ」

Cisco Unified Communications Manager の Cisco エクステン

ション モビリティの説明、および設定手順を示しています。

「Cisco クラスタ間のエクステン

ションモビリティ」

Cisco Unified Communications Manager 向け Cisco クラスタ間

のエクステンションモビリティ機能の説明、および設定手順を

示しています。

「プロキシ回線サポートのある 
Cisco Unified Communications 
Manager Assistant」

プロキシ回線サポートのある Cisco Unified Communications 
Manager Assistant（Cisco Unified CM Assistant）の説明、お

よび設定手順を示しています。

「シェアドライン サポートのある 
Cisco Unified Communications 
Manager Assistant」

シェアドライン サポートのある Cisco Unified Communications 
Manager Assistant（Cisco Unified CM Assistant）の説明、お

よび設定手順を示しています。

「Cisco Unified Communications 
Manager Auto-Attendant」

Cisco Unified Communications Manager Auto-Attendant の説

明、および設定手順を示しています。

「Cisco Unified Mobility」 モバイル コネクト機能やモバイル ボイス アクセス機能など、

Cisco Unified Mobilityの説明および設定情報を示しています。

「Cisco Unified Mobility Advantage 
と Cisco Unified Mobile 
Communicator の統合」

Cisco Unified Mobility Advantage と Cisco Unified Mobile 
Communicator を Cisco Unified Communications Manager に統

合する処理の説明および設定情報を示しています。

「Cisco WebDialer」 Cisco Unified Communications Manager の Cisco WebDialer の
説明、および設定手順を示しています。

「クライアント識別コードと強制承

認コード」

Client Matter Code（CMC; クライアント識別コード）と 
Forced Authorization Code（FAC; 強制承認コード）の説明、

および設定手順を示しています。

「カスタム電話呼び出し音」 Cisco Unified Communications Manager のカスタム電話呼び出

し音の説明、および設定手順を示しています。
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はじめに

関連資料
Cisco IP テレフォニー関連のアプリケーションと製品の詳細については、次の資料を参照してくださ

い。

 • 『Installing Cisco Unified Communications Manager Release 8.0(2)』

 • 『Upgrading Cisco Unified Communications Manager Release 8.0(2)』

 • 『Cisco Unified Communications Manager Documentation Guide』

 • 『Release Notes for Cisco Unified Communications Manager Release 8.0(2)』

「デバイス モビリティ」 デバイス モビリティ機能の説明、および設定情報を示していま

す。

「サイレント」 サイレント機能の説明、および設定情報を示しています。

「外部コール制御」 外部コール制御機能の説明および設定情報を示しています。

「External Call Transfer Restrictions 
機能」

External Call Transfer Restrictions 機能の説明、および設定手

順を示しています。

「位置情報およびロケーション伝達」 位置情報、位置情報フィルタ、およびロケーション伝達の説明

および設定手順を示します。

「保留復帰」 保留復帰機能の説明、および設定情報を示しています。

「ホットライン」 ホットライン機能の説明および設定情報を示しています。

「即時転送」 Cisco Unified Communications Manager の即時転送機能の説

明、および設定手順を示しています。

「インターコム」 Cisco Unified Communications Manager のインターコム機能の

説明、および設定情報を示しています。

「インターネット プロトコル バー

ジョン 6（IPv6）」
Cisco Unified Communications Manager の IPv6 サポートおよ

びネットワークの他のコンポーネントについて説明します。

「ライセンス」 Cisco Unified Communications Manager でのライセンスの動作

の説明および設定情報を示しています。

「ローカル ルート グループ」 ローカル ルート グループ機能の説明、および設定手順を示し

ています。

「論理パーティション」 論理パーティション機能の説明、および設定手順を示していま

す。

「迷惑呼 ID」 Cisco Unified Communications Manager の迷惑呼 ID 機能の説

明、および設定手順を示しています。

「モニタリングと録音」 コール モニタリング機能とコール録音機能の説明、および設定

情報を示しています。

「Multilevel Precedence and 
Preemption」

Cisco Unified Communications Manager の Multilevel 
Precedence and Preemption 機能の説明、および設定手順を示し

ています。

「保留音」 Cisco Music On Hold（MOH; 保留音）の説明、および設定手

順を示しています。

「プレゼンス」 プレゼンス機能の説明、および設定手順を示しています。

「Quality Report Tool」 Quality Report Tool（QRT）機能の説明、および設定手順を示

しています。

章 説明
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 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』

 • 『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』

 • 『Cisco Unified Communications Manager Call Detail Records Administration Guide』

 • 『Cisco Unified Real-Time Monitoring Tool Administration Guide』

 • 『Cisco Unified Communications Manager Troubleshooting Guide』

 • 『Cisco Unified IP Phone Administration Guide for Cisco Unified Communications Manager』

 • 『Cisco Unified Communications Manager Bulk Administration ガイド』

 • 『Cisco Unified Communications Manager セキュリティ ガイド』

 • 『Cisco Unified Communications Solution Reference Network Design (SRND)』

表記法
このマニュアルでは、次の表記法を使用しています。

表記法 説明

太字 コマンドおよびキーワードは太字で示しています。

イタリック体 ユーザが値を指定する引数は、イタリック体で示しています。

[  ] 角カッコの中の要素は、省略可能です。

{ x | y | z } 必ずいずれか 1 つを選択しなければならない必須キーワードは、波カッコで

囲み、縦棒で区切って示しています。

[ x | y | z ] いずれか 1 つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッコで囲み、縦棒

で区切って示しています。

ストリング 引用符を付けない一組の文字。ストリングの前後には引用符を使用しません。

引用符を使用すると、その引用符も含めてストリングと見なされます。

screen フォント システムが表示する端末セッションおよび情報は、screen フォントで示して

います。

太字の screen フォン

ト

ユーザが入力しなければならない情報は、太字の screen フォントで示してい

ます。

イタリック体の 
screen フォント

ユーザが値を指定する引数は、イタリック体の screen フォントで示していま

す。

例の中で重要な文字を強調しています。

^ ^ 記号は、Ctrl キーを表します。たとえば、画面に表示される ^D というキー

の組み合せは、Ctrl キーを押しながら D キーを押すことを意味します。

<  > パスワードのように出力されない文字は、かぎカッコ（< >）で囲んで示して

います。

[アクション

(Action)]  >  [レポー

ト (Reports)]

Graphical User Interface（GUI; グラフィカル ユーザ インターフェイス）の

コマンド パスです。
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（注）は、次のように表しています。

（注） 「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。

ワンポイント アドバイスは、次のように表しています。

ワンポイント アドバイス 時間を節約する方法です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮できます。

ヒントは、次のように表しています。

ヒント 役立つヒントです。

注意は、次のように表しています。

注意 「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されていま

す。

警告は、次のように表しています。

警告 「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。機器の取り扱い作業
を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止策に留意してください。

マニュアルの入手方法およびテクニカル サポート
マニュアルの入手方法、テクニカル サポート、その他の有用な情報について、次の URL で、毎月更新

される『What's New in Cisco Product Documentation』を参照してください。シスコの新規および改訂

版の技術マニュアルの一覧も示されています。

http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html

『What's New in Cisco Product Documentation』は RSS フィードとして購読できます。また、リーダー 
アプリケーションを使用してコンテンツがデスクトップに直接配信されるように設定することもできま

す。RSS フィードは無料のサービスです。シスコは現在、RSS バージョン 2.0 をサポートしています。

http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html
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1
割り込みとプライバシー

ワンボタン割り込み /C 割り込み機能、割り込み機能、プライバシー機能、および Privacy on Hold 機能

は相互に作用します。これらの機能はシェアドラインだけで機能します。

割り込みは、進行中のコールにユーザを追加します。ソフトキーを押すと、ユーザ（発信側）がシェア

ドライン コール（発信先）に追加され、現在通話中のユーザがビープ音を受信します（設定されてい

る場合）。割り込みは、組み込み会議ブリッジと共有会議ブリッジをサポートしています。

ワンボタン割り込み /C 割り込み機能を使用すると、ユーザは、シェアドライン ボタンを押すだけで

コールに追加されます。ワンボタン割り込み /C 割り込み機能は、組み込み会議ブリッジと共有会議ブ

リッジをサポートしています。

管理者は、プライバシーおよび Privacy on Hold 機能を有効または無効にします。Privacy on Hold をア

クティブにするには、デバイスでプライバシーが有効になっている必要があります。ユーザは、プライ

バシー機能のオンとオフを切り替えます。

管理者は、プライバシー設定を有効または無効にします。プライバシーが有効になっている場合、シス

テムは回線を共有しているすべての電話機からコール情報を削除し、その他のシェアドラインがその

コールに割り込めないようにします。プライバシーが無効になっている場合、システムはシェアドライ

ン アピアランスを持つすべての電話機でコール情報を表示し、その他のシェアドラインがそのコール

に割り込めるようにします。管理者は、すべてのデバイスについてプライバシーを設定したり、または

デバイスごとにプライバシーを設定したりできます。ユーザは、プライバシー機能のオンとオフを切り

替えます。

Privacy on Hold 機能は、シェアドラインのプライベート コールが保留状態にあるとき、プライバシー

を保持します。Privacy on Hold が有効になっている場合、プライバシーが有効なときにブロックされ

る発呼者名および発呼番号は、コールが保留にされたときも引き続きブロックされ、システムは他の

シェアドラインが保留中のコールを再開するのをブロックします。Privacy on Hold が無効になってお

り、プライベート コールが保留にされた場合、システムは、シェアドライン アピアランスを持つすべ

ての電話機で発呼者名と発呼番号を表示し、他のシェアドラインが保留中のコールを再開するのを許可

します。

Privacy on Hold が有効な場合、ユーザは、プライバシーをオンに切り替えることにより、コールの保

留中にその機能をアクティブにできます。同様に、ユーザは、コールの保留中にプライバシーをオフに

切り替えることにより、Privacy on Hold を非アクティブにできます。Privacy on Hold が無効な場合、

プライバシーのオンまたはオフを切り替えても、保留中のコールには影響ありません。

プライバシー コールが保留状態で、同じ電話機で応答された後にオフに切り替えられた場合、システ

ムは、シェアドライン アピアランスを持つすべての電話機でコール情報を表示しますが、別の電話機

が保留中のコールを再開または割り込みできないようにします。

管理者は、すべてのデバイスについて、またはデバイスごとにプライバシーを設定できます。管理者

は、クラスタに対して Privacy on Hold を設定します。

この章では、割り込みとプライバシーに関する次の情報を提供します。

 • 「割り込みの設定チェックリスト」（P.1-2）
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 • 「プライバシーおよび Privacy on Hold の設定チェックリスト」（P.1-4）

 • 「割り込み、プライバシー、および Privacy on Hold の概要」（P.1-6）

 • 「Privacy on Hold」（P.1-11）

 • 「インタラクションおよび制限事項」（P.1-13）

 • 「割り込み、プライバシー、および Privacy on Hold のインストールとアクティブ化」（P.1-16）

 • 「割り込み、プライバシー、および Privacy on Hold の設定」（P.1-17）

 • 「割り込み、プライバシー、および Privacy on Hold 用のサービス パラメータの設定」（P.1-18）

 • 「関連項目」（P.1-19）

割り込みの設定チェックリスト
ワンボタン割り込み /C 割り込み機能、割り込み機能、プライバシー機能、および Privacy on Hold 機能

は相互に作用します。これらの機能はシェアドラインだけで機能します。

割り込みは、進行中のコールにユーザを追加します。ソフトキーを押すと、ユーザ（発信側）がシェア

ドライン コール（発信先）に追加され、現在通話中のユーザがビープ音を受信します（設定されてい

る場合）。割り込みは、組み込み会議ブリッジと共有会議ブリッジをサポートしています。

ワンボタン割り込み /C 割り込み機能を使用すると、ユーザは、シェアドライン ボタンを押すだけで

コールに追加されます。ワンボタン割り込み /C 割り込み機能は、組み込み会議ブリッジと共有会議ブ

リッジをサポートしています。



 

1-3
Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド     

第 1 章      割り込みとプライバシー

    割り込みの設定チェックリスト    

表 1-1 に、組み込み会議ブリッジで割り込み機能を設定する際のチェックリストを示します。表 1-2 
に、共有会議ブリッジで割り込み機能を設定する際のチェックリストを示します。プライバシー機能お

よび Privacy on Hold 機能の設定チェックリストについては、表 1-3 を参照してください。割り込み機

能の詳細については、「割り込み、プライバシー、および Privacy on Hold の概要」（P.1-6）および 「関

連項目」（P.1-19）を参照してください。

表 1-1 組み込み会議ブリッジでの割り込みの設定チェックリスト 

設定手順 関連手順と関連項目 

ステップ 1 組み込み会議ブリッジを使用して割り込みにアクセスする各デバ

イスに Standard User または Standard Feature ソフトキー テンプ

レート（どちらにも [割込み ] ソフトキーが含まれています）を

割り当てます。

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「Cisco 
Unified IP Phone の設定」

ステップ 2 次のオプションの Cisco CallManager サービス パラメータを設

定します。

 • すべてのユーザに対して割り込みを有効にするには、クラス

タ全体のサービス パラメータ Builtin Bridge Enable を [On] 
に設定します。

（注） このパラメータを [Off] にする場合は、[電話の設定

(Phone Configuration)] ウィンドウの [ビルトインブリッ

ジ (Built In Bridge)] フィールドにより、各電話機に対し

て割り込みを設定します。

 • クラスタ全体のサービス パラメータ Party Entrance Tone を 
[True] に設定します（ビープ音のために必要です）（または、

[電話番号の設定 (Directory Number Configuration)] ウィン

ドウで電話番号ごとに [パーティ参加トーン (Party Entrance 
Tone)] 設定項目を設定します）。

 • すべてのユーザに対してワンボタン割り込みを有効にするに

は、Single Button Barge/cBarge Policy を [Barge] に設定し

ます。

（注） このパラメータを [Off] にする場合は、[電話の設定

(Phone Configuration)] ウィンドウの [ワンボタン割込み

(Single Button Barge)] フィールドにより、各電話機に対

してワンボタン割り込みを設定します。

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「サーバ上

のサービスに対するサービス パラメータの設

定」

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「Cisco 
Unified IP Phone の設定」

「パーティ参加トーンと割り込み、C 割り込

み、またはワンボタン割り込み」（P.1-10）

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「電話番号

の設定値」

ステップ 3 [エンドユーザの設定 (End User Configuration)] ウィンドウで、

組み込み会議ブリッジ機能で割り込みにアクセスできる各ユーザ

に対し、[割込み ] ソフトキー テンプレートが割り当てられたデ

バイスを関連付けます。

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「エンド 
ユーザの設定」

ステップ 4 割り込み機能が使用可能であることをユーザに通知します。 ユーザが Cisco Unified IP Phone で割り込み

にアクセスする方法については、電話機のマ

ニュアルを参照してください。
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表 1-2 に、共有会議ブリッジで割り込みを設定する際のチェックリストを示します。

プライバシーおよび Privacy on Hold の設定チェックリス
ト

ワンボタン割り込み /C 割り込み機能、割り込み機能、プライバシー機能、および Privacy on Hold 機能

は相互に作用します。これらの機能はシェアドラインだけで機能します。

Privacy on Hold 機能は、シェアドラインのプライベート コールが保留状態にあるとき、プライバシー

を保持します。Privacy on Hold が有効になっている場合、プライバシーが有効なときにブロックされ

る発呼者名および発呼番号は、コールが保留にされたときも引き続きブロックされ、システムは他の

シェアドラインが保留中のコールを再開するのをブロックします。Privacy on Hold が無効になってお

り、プライベート コールが保留にされた場合、システムは、シェアドライン アピアランスを持つすべ

ての電話機で発呼者名と発呼番号を表示し、他のシェアドラインが保留中のコールを再開するのを許可

します。

表 1-2 共有会議ブリッジ（C 割り込み）での割り込みの設定チェックリスト 

設定手順 関連手順と関連項目 

ステップ 1 C 割り込みを含むソフトキー テンプレートを作成するには、

Standard Feature ソフトキー テンプレートのコピーを作成します。

このユーザが名前を付けたコピーを変更し、リモートで使用中の

コール状態で [選択されたソフトキー (Selected Softkeys、位置順 )] 
リストに [Conference Barge(cBarge)] ソフトキーを追加します。

標準のソフトキー テンプレートのコピーを

作成する方法の詳細については、『Cisco 
Unified Communications Manager アドミ
ニストレーション ガイド』の、非標準ソフ

トキー テンプレートの追加に関する項を参

照してください。

『Cisco Unified Communications Manager 
アドミニストレーション ガイド』の

「Cisco Unified IP Phone の設定」

ステップ 2 オプションのクラスタ全体のサービス パラメータ Party Entrance 
Tone を [True] に設定します（ビープ音のために必要です）。また

は、[電話番号の設定 (Directory Number Configuration)] ウィンド

ウで電話番号ごとに [パーティ参加トーン (Party Entrance Tone)] 設
定項目を設定します。

すべてのユーザに対してワンボタン C 割り込みを有効にするには、

Single Button Barge/cBarge Policy を [cBarge] に設定します。

（注） このパラメータを [Off] にする場合は、[電話の設定 (Phone 
Configuration)] ウィンドウの [ワンボタン割込み (Single 
Button Barge)] フィールドにより、各電話機に対してワンボ

タン C 割り込みを設定します。

『Cisco Unified Communications Manager 
アドミニストレーション ガイド』の「サー

バ上のサービスに対するサービス パラメー

タの設定」

「パーティ参加トーンと割り込み、C 割り

込み、またはワンボタン割り込み」

（P.1-10）

『Cisco Unified Communications Manager 
アドミニストレーション ガイド』の「電話

番号の設定値」

ステップ 3 [エンドユーザの設定 (End User Configuration)] ウィンドウで、共

有会議ブリッジ機能で C 割り込みにアクセスできる各ユーザに対

し、[C割込 ] ソフトキー テンプレートが割り当てられたデバイスを

関連付けます。

電話機のプライバシーを無効にして、C 割り込みを許可します。

『Cisco Unified Communications Manager 
アドミニストレーション ガイド』の「エン

ド ユーザの設定」

ステップ 4 C 割り込み機能が使用可能であることをユーザに通知します。 ユーザが Cisco Unified IP Phone で C 割り

込みにアクセスする方法については、電話

機のマニュアルを参照してください。
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管理者は、プライバシー設定を有効または無効にします。プライバシーが有効になっている場合、シス

テムは回線を共有しているすべての電話機からコール情報を削除し、その他のシェアドラインがその

コールに割り込めないようにします。プライバシーが無効になっている場合、システムはシェアドライ

ン アピアランスを持つすべての電話機でコール情報を表示し、その他のシェアドラインがそのコール

に割り込めるようにします。管理者は、すべてのデバイスについてプライバシーを設定したり、または

デバイスごとにプライバシーを設定したりできます。ユーザは、プライバシー機能のオンとオフを切り

替えます。

Privacy on Hold が有効な場合、ユーザは、プライバシーをオンに切り替えることにより、コールの保

留中にその機能をアクティブにできます。同様に、ユーザは、コールの保留中にプライバシーをオフに

切り替えることにより、Privacy on Hold を非アクティブにできます。Privacy on Hold が無効な場合、

プライバシーのオンまたはオフを切り替えても、保留中のコールには影響ありません。

プライバシー コールが保留状態で、同じ電話機で応答された後にオフに切り替えられた場合、システ

ムは、シェアドライン アピアランスを持つすべての電話機でコール情報を表示しますが、別の電話機

が保留中のコールを再開または割り込みできないようにします。

管理者は、すべてのデバイスについて、またはデバイスごとにプライバシーを設定できます。管理者

は、クラスタに対して Privacy on Hold を設定します。

表 1-3 に、プライバシー機能を設定する際のチェックリストを示します。表 1-1 に、組み込み会議ブ

リッジで割り込み機能を設定する際のチェックリストを示します。表 1-2 に、共有会議ブリッジで割り

込み機能を設定する際のチェックリストを示します。プライバシーの詳細については、「割り込み、プ

ライバシー、および Privacy on Hold の概要」（P.1-6）および 「関連項目」（P.1-19）を参照してくださ

い。

表 1-3 プライバシーおよび Privacy on Hold 設定チェックリスト 

設定手順 関連手順と関連項目 

ステップ 1 クラスタ内のすべての電話機でプライバシーへのアクセスが必

要な場合は、クラスタ全体のサービス パラメータ Privacy 
Setting を [True]（デフォルト）のままにし、[電話の設定

(Phone Configuration)] ウィンドウの [プライバシ (Privacy)] 
フィールドを [デフォルト (Default)] のままにします。引き続

き、次の手順を実行します。

クラスタ内の特定の電話機だけでプライバシーへのアクセスが

必要な場合は、Privacy Setting サービス パラメータを [False] に
設定し、[電話の設定 (Phone Configuration)] ウィンドウの [プ
ライバシ (Privacy)] フィールドを [オン (On)] に設定します。引

き続き、次の手順を実行します。

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「サーバ上

のサービスに対するサービス パラメータの設

定」

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「Cisco 
Unified IP Phone の設定」

ステップ 2 プライバシーのある電話ボタン テンプレートごとに、機能ボタ

ンのいずれかにプライバシーを追加します（電話機モデルの中

には、プライバシー ボタンを使用するものもあります）。

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「電話ボタ

ン テンプレートの設定」

ステップ 3 プライバシーが必要な電話機ユーザごとに、Privacy 機能ボタン

を含む電話ボタン テンプレートを選択します。

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「Cisco 
Unified IP Phone の設定」

ステップ 4 [エンドユーザの設定 (End User Configuration)] ウィンドウで、

シェアドライン アピアランスに関する情報を表示しないユーザ

ごとに、Privacy 機能ボタンが割り当てられたデバイスを関連付

けます。

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「エンド 
ユーザの設定」

ステップ 5 オプションの Privacy on Hold 機能を設定するには、Enforce 
Privacy Setting on Held Calls サービス パラメータを [True] に設

定します。

『Cisco Unified Communications Manager アド
ミニストレーション ガイド』の「サーバ上の

サービスに対するサービス パラメータの設定」
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割り込み、プライバシー、および Privacy on Hold の概要
次の各項で、割り込みとプライバシーについて説明します。

 • 「割り込み」（P.1-6）

 • 「ワンボタン割り込み /C 割り込み」（P.1-6）

 • 「プライバシー」（P.1-11）

 • 「Privacy on Hold」（P.1-11）

割り込み

割り込みを使用すると、シェアドライン上のリモートでアクティブなコールにユーザを追加できます。

回線のリモートでアクティブなコールとは、その回線で電話番号を共有する別のデバイスとの間のアク

ティブな（接続された）コールのことです。割り込みは、この種のリモートで使用中のコールをサポー

トします。

電話機は次の 2 つの会議モードで割り込みをサポートします。

 • 発信先デバイス（割り込まれる電話機）での組み込み会議ブリッジ。このモードは [割込み ] ソフ

トキーを使用します。

 • 共有会議ブリッジ。このモードは [C割込 ] ソフトキーを使用します。

ユーザがリモートで使用中のコール状態で [割込み ] ソフトキーまたは [C割込 ] ソフトキーを押すと、

ユーザがコールに追加されてすべての参加者と通話できるようになり、参加者はすべて割り込みビープ

音を受信します（設定されている場合）。割り込みが失敗した場合、元のコールとステータスはアク

ティブなままです。

使用可能な会議ブリッジ（組み込みまたは共有）がない場合、割り込み要求は拒否され、割り込みの発

信側のデバイスにメッセージが表示されます。

ワンボタン割り込み /C 割り込み

ワンボタン割り込み /C 割り込み機能を使用すると、ユーザは、リモートでアクティブなコールのシェ

アドライン ボタンを押すだけで、コールに追加されてすべての参加者と通話できるようになります。

参加者はすべて割り込みビープ音を受信します（設定されている場合）。割り込みが失敗した場合、元

のコールとステータスはアクティブなままです。

電話機は次の 2 つの会議モードでワンボタン割り込み /C 割り込みをサポートします。

 • 発信先デバイス（割り込まれる電話機）での組み込み会議ブリッジ。このモードはワンボタン割り

込み機能を使用します。

 • 共有会議ブリッジ。このモードはワンボタン C 割り込み機能を使用します。

ステップ 6 プライバシー機能と Privacy on Hold 機能（設定されている場

合）が使用可能であることをユーザに通知します。

ユーザが Cisco Unified IP Phone でプライバ

シーにアクセスする方法については、電話機

のマニュアルを参照してください。

表 1-3 プライバシーおよび Privacy on Hold 設定チェックリスト （続き）

設定手順 関連手順と関連項目 
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リモートで使用中のコールのシェアドライン ボタンを押すと、そのユーザはコールに追加されてすべ

ての参加者と通話できるようになり、参加者はすべて割り込みビープ音を受信します（設定されている

場合）。割り込みが失敗した場合、元のコールとステータスはアクティブなままです。

使用可能な会議ブリッジ（組み込みまたは共有）がない場合、割り込み要求は拒否され、割り込みの発

信側のデバイスにメッセージが表示されます。

表 1-4 に、組み込み会議ブリッジと共有会議ブリッジでの割り込みの違いを示します。

表 1-4 組み込み会議ブリッジと共有会議ブリッジの違い 

アクション

[割込み ] ソフトキーまたはワン

ボタン割り込み機能を使用 

（発信先デバイスでの組み込み会

議ブリッジ）

[C割込 ] ソフトキーまたはワンボタ

ン C 割り込み機能を使用 

（共有会議ブリッジ）

標準ソフトキー テンプレート

にこのソフトキーが含まれて

いる。

（注） ワンボタン割り込み

/C 割り込み機能が有

効の場合、ソフト

キーは使用しません。

はい いいえ

割り込み設定中にメディアが

中断される。

いいえ はい

設定されている場合は、ユー

ザが割り込み設定音を受信す

る。

はい はい

割り込みの発信側の電話機に

名前として表示される内容。

To Barge XXX To Conference

発信先の電話機に名前として

表示される内容。

To/From Other To Conference

その他発信先の電話機に名前

として表示される内容。

To/From Target To Conference

ブリッジが、すでに割り込ま

れているコールへの第 2 の割

り込み設定をサポートしてい

る。

いいえ はい

発信側がコールをリリースす

る。

2 人の元のユーザに対してメ

ディアが中断されない。

ユーザが 2 人だけ残っている場合に

共有会議ブリッジをリリースして、

残っている両ユーザをポイントツー

ポイント コールとして再接続する

ために、メディアが中断される。

発信先がコールをリリースす

る。

発信側を発信先にポイントツー

ポイント コールとして再接続す

るために、メディアが中断され

る。

ユーザが 2 人だけ残っている場合に

共有会議ブリッジをリリースして、

残っている両ユーザをポイントツー

ポイント コールとして再接続する

ために、メディアが中断される。
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組み込み会議を使用した割り込み：ワンボタン割り込み機能または [割込み ] ソフトキー

ワンボタン割り込み機能または [割込み ] ソフトキーは、リモートで使用中のコール状態でだけ使用で

きます。組み込み会議ブリッジは、割り込みの設定時にメディアの中断や元のコールへの表示変更が起

こらないので、便利です。

（注） ワンボタン割り込み機能を使用するには、この機能をデバイスで有効にする必要があります。

割り込みの発信側がコールをリリースすると、割り込みの発信側と発信先の間で割り込みコールがリ

リースされます。発信先デバイスともう一方のデバイスの間の元のコールはアクティブなままです。

残っているすべてのユーザに対して割り込み切断トーン（ビープ音）が再生されます。

発信先デバイスがコールをリリースすると、割り込みの発信側ともう一方のデバイスの間のメディアが

一時的に中断され、その後ポイントツーポイント コールとして再接続されます。接続されたデバイス

を反映するため、割り込みの発信側のデバイスで表示が変更されます。

もう一方のデバイスがコールをリリースすると、元のコールと割り込みコールの両方がリリースされま

す。

割り込みの発信側がコールを保留にした場合、発信先デバイスともう一方のデバイスではコールが継続

されます。

発信先デバイスがコールを保留または会議の状態にした場合やコールを転送した場合、割り込みの発信

側は割り込みコールからリリースされ、元のコールは保留または会議の状態になるか、転送されます。

発信先でメディアが再確立されると、割り込みの発信側はコールに再び割り込むことができます。

もう一方のユーザがコールを保留や会議の状態にした場合やコールを転送した場合は、発信先デバイス

と割り込みの発信側の両方でコールが継続されます。

ネットワークや Cisco Unified Communications Manager で障害が発生した場合、割り込みコールは

（すべてのアクティブなコールと同様に）保持されます。

ほとんどの Cisco Unified IP Phone に、割り込み機能が使用する組み込み会議ブリッジ機能がありま

す。

もう一方のユーザがコールを

リリースする。

3 人のユーザすべてがリリース

される。

ユーザが 2 人だけ残っている場合に

共有会議ブリッジをリリースして、

残っている両ユーザをポイントツー

ポイント コールとして再接続する

ために、メディアが中断される。

発信先がコールを保留にし、

直接転送、参加、またはコー

ルパークを実行する。

発信側がリリースされる。 発信側ともう一方のユーザは接続さ

れたままになる。

表 1-4 組み込み会議ブリッジと共有会議ブリッジの違い （続き）

アクション

[割込み ] ソフトキーまたはワン

ボタン割り込み機能を使用 

（発信先デバイスでの組み込み会

議ブリッジ）

[C割込 ] ソフトキーまたはワンボタ

ン C 割り込み機能を使用 

（共有会議ブリッジ）
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（注） Cisco Unified IP Phone 7940 および 7960 では、2 つのメディア ストリーム暗号化と SRTP ストリーム

を同時にサポートすることはできません。この条件によって動作が不安定にならないよう、システムで

は、デバイス セキュリティ モードが [暗号化 (Encrypted)] に設定されたときは、Cisco Unified IP 
Phone 7940 および 7960 の組み込みブリッジを自動的に使用不可にします。詳細については、『Cisco 
Unified Communications Manager セキュリティ ガイド』を参照してください。

次の設定によって、組み込み会議ブリッジが有効または無効になります。

 • Cisco Unified Communications Manager のクラスタ全体のサービス パラメータ Builtin Bridge 
Enable をオンまたはオフに設定することによって、組み込みブリッジを有効または無効にします。

 • [電話の設定 (Phone Configuration)] ウィンドウで [ビルトインブリッジ (Built In Bridge)] ドロップ

ダウン リスト ボックスを使用することにより（[オン (On)]、[オフ (Off)]、または [デフォルト

(Default)] を選択）、各デバイスに対して組み込みブリッジを有効または無効にします。[オン

(On)] または [オフ (Off)] に設定すると、Builtin Bridge Enable サービス パラメータが上書きされ

ます。デフォルトを選択すると、サービス パラメータの設定が使用されます。

（注） 組み込みブリッジで割り込みを使用するには、前の項目が有効であること、プライバシーが無効である

こと、各デバイスに [割込み ] ソフトキーが割り当てられているか、またはワンボタン割り込み機能が

有効になっていることを確認します。組み込みブリッジで割り込みを使用しない場合は、共有会議ブ

リッジを使用するため、各デバイスに [C割込 ] ソフトキーを割り当てるか、ワンボタン C 割り込み機

能を有効にします。

詳細については、「割り込み、プライバシー、および Privacy on Hold の設定」（P.1-17）を参照してく

ださい。

追加情報

「関連項目」（P.1-19）を参照してください。

共有会議を使用した割り込み：ワンボタン C 割り込み機能または [C割込 ] ソフトキー

ワンボタン C 割り込み機能または [C割込 ] ソフトキーは、リモートで使用中のコール状態でだけ使用

できます。標準ソフトキー テンプレートには、[C割込 ] ソフトキーは含まれていません。[C割込 ] ソ
フトキーを使用するには、管理者がそれをソフトキー テンプレートに追加し、そのソフトキー テンプ

レートをデバイスに割り当てます。

（注） ワンボタン C 割り込み機能を使用するには、この機能をデバイスで有効にする必要があります。

[C割込 ] ソフトキー（またはシェアドライン ボタン）を押すと、共有会議ブリッジが使用可能な場合

はそれを使用して割り込みコールが設定されます。元のコールは分割され、会議ブリッジで結合されま

す。このため、一時的にメディアが中断されます。すべての参加者のコール情報が割り込みに変更され

ます。

割り込まれたコールは会議コールになり、割り込みの発信先デバイスが会議コントローラになります。

これは、会議へのその他のユーザの追加やユーザの切断を実行できます。

いずれかのユーザがコールからリリースされ、会議にユーザが 2 人だけ残った場合、その 2 人のユーザ

は一時的に中断され、その後ポイントツーポイント コールとして再接続されます。この再接続によっ

て、共有会議リソースがリリースされます。
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詳細については、「割り込み、プライバシー、および Privacy on Hold の設定」（P.1-17）を参照してく

ださい。

追加情報

「関連項目」（P.1-19）を参照してください。

割り込みの電話機表示メッセージ

ユーザが SIP デバイスへの割り込みを開始した場合、割り込みの発信側の電話機には「To Barge <表示

名> (Shared Line DN)」と表示されます。

ユーザが SCCP デバイスへの割り込みを開始した場合、割り込みの発信側の電話機には「To Barge <
表示名>」と表示されます。

パーティ参加トーンと割り込み、C 割り込み、またはワンボタン割り込み

パーティ参加トーン機能を使用すると、基本コールがマルチパーティ コールに変更されたとき、つま

り基本コールが割り込みコール、C 割り込みコール、アドホック会議、ミートミー会議、または参加

コールに変更されたときに、電話機でトーンが再生されます。また、ユーザがマルチパーティ コール

から退席したときにも別のトーンが再生されます。

制御側デバイス、つまりマルチパーティ コールの発信側が組み込みブリッジを使用している場合、制

御側デバイスにパーティ参加トーンを設定すると、すべてのユーザにトーンが再生されます。制御側デ

バイスがコールから退席すると、Cisco Unified Communications Manager でコール上の別のデバイス

がトーンを再生できるかどうかが確認されます。コール上の別のデバイスがトーンを再生できる場合、

Cisco Unified Communications Manager によってトーンが再生されます。制御側デバイスがトーンを

再生できない場合、パーティ参加トーン機能を有効にしていても、Cisco Unified Communications 
Manager でトーンは再生されません。

割り込みコールが作成された場合、割り込み発信側と回線を共有している割り込み発信先のパーティ参

加トーン設定により、Cisco Unified Communications Manager でパーティ参加トーンを再生するかど

うかが決まります。

C 割り込みコールが作成された場合、C 割り込み発信側と回線を共有している C 割り込み発信先の

パーティ参加トーン設定により、Cisco Unified Communications Manager でパーティ参加トーンを再

生するかどうかが決まります。ただし、発信先のコールが同じクラスタ内の既存のアドホック会議の場

合、アドホック会議コントローラのパーティ参加トーン設定により、Cisco Unified Communications 
Manager でトーンを再生するかどうかが決まります。

パーティ参加トーン機能を使用するには、デバイスのプライバシー機能をオフにするとともに、マル

チパーティ コールの制御側デバイスで組み込みブリッジを使用できるようにする必要があります。ま

た、Cisco CallManager サービスおよびクラスタ全体をサポートしている Party Entrance Tone サービ

ス パラメータを設定するか、[電話番号の設定 (Directory Number Configuration)] ウィンドウ（[コー

ルルーティング (Call Routing)] > [電話番号 (Directory Number)]）で電話番号ごとに [パーティ参加

トーン (Party Entrance Tone)] 設定項目を設定します。このサービス パラメータについては、[サービ

スパラメータ設定 (Service Parameter Configuration)] ウィンドウの疑問符ボタンをクリックしてくださ

い。[電話番号の設定 (Directory Number Configuration)] ウィンドウの [パーティ参加トーン (Party 
Entrance Tone)] の設定については、『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーショ
ン ガイド』の「電話番号の設定値」を参照してください。
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プライバシー

プライバシーを使用すると、同じ回線（電話番号）を共有する電話機のユーザのコール ステータス表

示機能やコールへの割り込み機能を有効または無効にできます。クラスタ内の各電話機またはすべての

電話機でプライバシーを有効または無効にできます。

デフォルトでは、クラスタ内のすべての電話機でプライバシーが有効になっています。すべての電話機

でプライバシーを有効にするには、クラスタ全体のサービス パラメータを [True] のままにし、電話機

のプライバシー設定をデフォルトのままにします。

特定の電話機にプライバシーへのアクセスを設定するには、次の手順を実行して、プライバシーを有効

または無効にします。

 • サービス パラメータを設定します。

 • 電話機のプライバシー設定を [On] に設定します。

 • 電話ボタン テンプレートに Privacy ボタンを追加します。

 • Privacy ボタンのある電話ボタン テンプレートを各デバイスに追加します。

プライバシー用に設定したデバイスを Cisco Unified Communications Manager に登録すると、プライ

バシーを有効にして設定された電話機の機能ボタンにラベルが付けられ、そのステータスがアイコンで

示されます。ボタンにランプがある場合は、点灯します。

電話機が着信コールを受信すると、ユーザは Privacy 機能ボタンを押してそのコールをプライベートに

します（したがって、シェアドラインにコール情報は表示されません）。Privacy 機能ボタンはオンと

オフを切り替えることができます。

追加情報

「関連項目」（P.1-19）を参照してください。

Privacy on Hold

Privacy on Hold 機能を使用すると、同じ回線（電話番号）を共有する電話機のユーザのコール ステー

タス表示機能や保留コールへの応答機能を有効または無効にできます。

管理者は、クラスタ内のすべての電話機で Privacy on Hold を有効または無効にできます。Privacy on 
Hold を有効にするには、その電話機またはすべての電話機でプライバシー機能を有効にする必要もあ

ります。Privacy on Hold を有効にすると、すべてのプライベート コールで Privacy on Hold が自動的

にアクティブになります。

デフォルトでは、クラスタ内のすべての電話機で Privacy on Hold が無効になっています。すべての電

話機で Privacy on Hold を有効にするには、クラスタ全体のプライバシー サービス パラメータを [True] 
に設定し、クラスタ全体の Enforce Privacy Setting on Held Calls サービス パラメータを [True] に設定

して、電話機のプライバシー設定をデフォルトの設定のままにします。

特定の電話機で Privacy on Hold へのアクセスを設定するには、Enforce Privacy Setting on Held Calls 
サービス パラメータを [True] に設定し、電話機のプライバシー設定を [True] に設定します。

 • Enforce Privacy Setting on Held Calls サービス パラメータを [True] に設定します。

 • プライバシー サービス パラメータを設定します。

 • 電話機のプライバシー設定を [On] に設定します。

 • 電話ボタン テンプレートに Privacy ボタンを追加します。

 • Privacy ボタンのある電話ボタン テンプレートを各デバイスに追加します。
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Privacy on Hold をアクティブにするには、プライベート コール中にユーザが [保留 ] ソフトキーを押し

ます。コールに戻るには、ユーザが [復帰 ] ソフトキーを押します。コールを保留にした電話機には、

保留中のコールのステータス インジケータが表示されます。シェアドラインでは、プライベートおよ

び保留中のコールのステータス インジケータが表示されます。

割り込み、プライバシー、および Privacy on Hold のシス
テム要件

割り込み機能とプライバシー機能が動作するには、次のソフトウェア コンポーネントが必要です。

 • Cisco Unified Communications Manager 5.0 以降

ワンボタン割り込み /C 割り込み機能と Privacy on Hold 機能が動作するには、次のソフトウェア コン

ポーネントが必要です。

 • Cisco Unified Communications Manager 6.1(1) 以降

SIP または SCCP のいずれかを実行する次の電話機は、ワンボタン割り込み /C 割り込み機能による割

り込み、または Cisco Unified Communications Manager ソフトキー テンプレートの [割込み ] ソフト

キーまたは [C割込 ] ソフトキーによる割り込みをサポートしています。

 • Cisco Unified IP Phone（7905、7912、7920、7940、7941、7942、7945、7960、7961、7962、
7965、7970、7971、7975）

（注） SCCP を実行する Cisco Unified IP Phone 7905 および 7912 は、C 割り込みだけをサポートし

ています。SIP を実行する   Cisco Unified IP Phone 7940 および 7960 は、C 割り込みおよび割

り込みをサポートしていません。

SCCP を実行する次の電話機は、電話ボタン テンプレートの Privacy ボタンによるプライバシーをサ

ポートしています。

 • Cisco Unified IP Phone（7905、7912、7940、7931、7941、7942、7945、7960、7961、7962、
7965、7970、7971、7975）

（注） プログラム可能回線キー機能を使用して、プライバシーなどの機能を電話ボタン テンプレート

に設定します。『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「プログラム可

能な回線キー」を参照してください。

SIP を実行する次の電話機は、電話ボタン テンプレートの Privacy ボタンによるプライバシーをサポー

トしています。

 • Cisco Unified IP Phone（7940、7941、7960、7961、7970、7971）

SCCP を実行する次の電話機は、組み込み会議ブリッジ機能をサポートしています。

 • Cisco Unified IP Phone（7940、7960、7970）

SIP を実行する次の電話機は、組み込み会議ブリッジ機能をサポートしています。

 • Cisco Unified IP Phone（7941、7961、7970、7971）

（注） 電話機が Privacy ボタンをサポートしていない場合、デフォルトでは、その電話機のプライバシーは 
[Off] のままです（その電話機と回線を共有するすべてのデバイスが電話情報を表示します）。
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インタラクションおよび制限事項
次の項では、割り込み、プライバシー、および Privacy on Hold におけるインタラクションと制限事項

について説明します。

 • 「インタラクション」（P.1-13）

 • 「制限事項」（P.1-15）

インタラクション

次の各項では、割り込みとプライバシーが Cisco Unified Communications Manager アプリケーション

およびコール処理と通信する方法について説明します。

 • 「割り込みと C 割り込み」（P.1-13）

 • 「割り込みとコールパーク」（P.1-13）

 • 「割り込みと参加」（P.1-13）

 • 「PLAR に対する割り込み、C 割り込み、およびワンボタン割り込みのサポート」（P.1-14）

割り込みと C 割り込み

[割込み ] ソフトキーまたは [C割込 ] ソフトキーのいずれかをソフトキー テンプレートに割り当てるこ

とをお勧めします。各デバイスにこれらのソフトキーのいずれかだけを割り当てることにより、ユーザ

の混乱を避け、パフォーマンスの問題が発生する可能性を防ぎます。

（注） デバイスに対してワンボタン割り込みまたはワンボタン C 割り込みを有効にできます。ただし、両方

同時に有効にはできません。

割り込みとコールパーク

発信先がコールをパークした場合は、割り込みの発信側がリリースされるか（組み込みブリッジを使用

している場合）、割り込みの発信側ともう一方のデバイスが接続されたままになります（共有会議を使

用している場合）。

割り込みと参加

発信先がコールを別のコールと結合した場合は、割り込みの発信側がリリースされるか（組み込みブ

リッジを使用している場合）、割り込みの発信側ともう一方のデバイスが接続されたままになります

（共有会議を使用している場合）。
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PLAR に対する割り込み、C 割り込み、およびワンボタン割り込みのサポート

割り込み、C 割り込み、またはワンボタン割り込みの発信側は、PLAR 用に設定されている共有回線を

介してコールに割り込むことができます。つまり、割り込みの発信先でコール中に PLAR 回線に関連

付けられる事前設定番号が使用されている場合、発信側はコールに割り込むことができます。Cisco 
Unified Communications Manager では、割り込みコールの接続前に PLAR 回線に割り込み呼び出しを

送信することはありません。そのため、割り込みは PLAR 接続先の状態に関係なく行われます。

割り込み、C 割り込み、またはワンボタン割り込みを PLAR と連携させるには、「割り込みの設定

チェックリスト」（P.1-2）の説明に従って、割り込み、C 割り込み、またはワンボタン割り込みを設定

する必要があります。また、PLAR 接続先（PLAR 専用の電話番号）の設定も必要です。次の例では、

SCCP を実行している電話機および SIP を実行している電話機に対して PLAR 機能を有効にする方法

について説明します。

A および A' は、割り込み、C 割り込み、またはワンボタン割り込み用に設定しているシェアドライン 
デバイスを表します。B1 は、PLAR 接続先の電話番号を表します。SIP を実行している A/A' から 
PLAR 機能を有効にする方法については、次の例を参照してください。

ヒント 「ステップ 1」 ～「ステップ 4」 は、SCCP を実行している電話機に対して PLAR を設定する場合に適用

されます。SIP を実行している電話機に対しては、「ステップ 1」 ～「ステップ 6」 を実行してください。

PLAR の設定例

ステップ 1 パーティション（P1 など）とコーリング サーチ スペース（CSS1 など）を作成して、CSS1 に P1 を含

めます （Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、[コールルーティング (Call 
Routing)] > [コントロールのクラス (Class of Control)] > [パーティション (Partition)] または [コーリン

グサーチスペース (Calling Search Space)] を選択します）。

ステップ 2 コーリング サーチ スペース CSS1 とパーティション P1 を含むトランスレーション パターン（TP1 な
ど）を作成します。ヌル パターン（空白パターン）を作成し、[着信側トランスフォーメーションマス

ク (Called Party Transformation Mask)] フィールドには必ず B1 PLAR 接続先の電話番号を入力します 
（Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、[コールルーティング (Call Routing)] > [ト
ランスレーションパターン (Translation Pattern)] を選択します）。

ステップ 3 コーリング サーチ スペース CS1 を A または A' に割り当てます （Cisco Unified Communications 
Manager の管理ページで、[デバイス (Device)] > [電話 (Phone)] を選択します）。

ステップ 4 P1 パーティションを PLAR 接続先 B1 の電話番号に割り当てます （Cisco Unified Communications 
Manager の管理ページで、[コールルーティング (Call Routing)] > [電話番号 (Directory Number)] を選

択します）。

ステップ 5 SIP を実行している電話機の場合、SIP ダイヤル ルールを作成します （Cisco Unified Communications 
Manager の管理ページで、[コールルーティング (Call Routing)] > [ダイヤルルール (Dial Rules)] > 
[SIPダイヤルルール (SIP Dial Rules)] を選択します。[7940_7960_OTHER] を選択します。パターン

の名前（PLAR1 など）を入力します。[保存 (Save)]、[PLARの追加 (Add Plar)] の順にクリックしま

す。[保存 (Save)] をクリックします）。

ステップ 6 SIP を実行している電話機の場合、PLAR 用に作成した SIP ダイヤルルール設定を電話機（この例では 
A および A'）に割り当てます （Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、[デバイス

(Device)] > [電話 (Phone)] を選択します。[SIPダイヤルルール (SIP Dial Rules)] ドロップダウン リス

ト ボックスから SIP ダイヤル ルール設定を選択します）。
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制限事項

割り込みには、次の制限事項があります。

 • 割り込みの発信側は、追加の発信者の会議に参加できません。

 • パフォーマンスを強化するには、組み込みブリッジを無効にするか、シェアドライン アピアラン

スを持たないデバイスや割り込みを使用しないデバイスでプライバシーをオンにします。

 • CTI は、TAPI/JTAPI アプリケーションが呼び出す API を介した割り込みをサポートしていませ

ん。CTI は、[割込み ] ソフトキーまたは [C割込 ] ソフトキーを使用して IP Phone から割り込みが

手動で呼び出された場合に、割り込みのイベントを生成します。

 • 割り込みが設定されたユーザに対しては C 割り込みを設定しないことをお勧めします。各ユーザ

に対して選択する割り込みメソッドは 1 つだけにしてください。

 • 元のコールには G.711 コーデックが必要です。G.711 を使用できない場合は、代わりに C 割り込み

を使用します。

 • [割込み ] ソフトキーを含むソフトキー テンプレートは、すべての IP Phone に割り当てることがで

きます。ただし、割り込み機能をサポートしていない IP Phone もあります（Cisco Unified IP 
Phone 7905 および 7912 は、C 割り込みだけをサポートします）。

 • 割り込みに使用された電話機で暗号化が設定されていない場合、ユーザは暗号化されたコールに割

り込むことができません。このケースで割り込みが失敗すると、ユーザが割り込みを行った電話機

でビジー音が再生されます。

 • 割り込みは、SIP を実行する Cisco Unified IP Phone 7941、7961、7970、および 7971 でサポート

されています。

発信側の電話機に暗号化機能が設定されている場合、割り込み発信側は暗号化された電話機からの

認証されたコールまたは非セキュア コールに割り込むことができます。割り込みが行われた後で、

Cisco Unified Communications Manager はコールを非セキュアに分類します。

発信側の電話機に暗号化機能が設定されている場合、割り込みの発信側は暗号化されたコールに割

り込むことができ、電話機にはコール状態が暗号化であることが示されます。

割り込みに使用された電話機が非セキュアである場合でも、ユーザは認証されたコールに割り込む

ことができます。発信側の電話機がセキュリティをサポートしていない場合でも、認証アイコンは

コール内の認証されたデバイス上に継続して表示されます。

ヒント 割り込み機能が必要な場合は C 割り込みを設定できます。ただし、Cisco Unified 
Communications Manager は自動的にコールを非セキュアに分類します。

 • Cisco Unified IP Phone 7960 および 7940 に暗号化機能を設定した場合、暗号化されたこれらのデ

バイスでは、暗号化されたコールに参加するときに割り込み要求を受け入れることができません。

コールが暗号化されている場合、割り込みは失敗します。電話機では、割り込みが失敗したことを

示すトーンが再生されます。

次の設定を試みると、Cisco Unified Communications Manager の管理ページにメッセージが表示

されます。

 – [電話の設定 (Phone Configuration)] ウィンドウで、[デバイスセキュリティモード (Device 
Security Mode)] に [暗号化 (Encrypted)] を選択し（システム デフォルトは [暗号化

(Encrypted)]）、[ビルトインブリッジ (Built In Bridge)] 設定に [オン (On)] を設定し（デフォ

ルト設定は [オン (On)]）、この特定の設定を作成した後で [挿入 (Insert)] または [更新

(Update)] をクリックする。

 – [エンタープライズパラメータ設定 (Enterprise Parameters Configuration)] ウィンドウで、

Device Security Mode パラメータを更新する。
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 – [サービスパラメータ設定 (Service Parameter Configuration)] ウィンドウで、Builtin Bridge 
Enable パラメータを更新する。

 • 会議内のシェアドライン ユーザの数が、割り込み試行を行っているデバイスの [コール最大数

(Maximum Number of Calls)] 設定の設定値以上の場合、電話機によって制限超過エラーを示す

メッセージが表示されます。

プライバシーには、次の制限事項があります。

 • パフォーマンスを強化するには、組み込みブリッジを無効にするか、シェアドライン アピアラン

スを持たないデバイスや割り込みを使用しないデバイスでプライバシーをオンにします。

 • CTI は、TAPI/JTAPI アプリケーションが呼び出す API を介したプライバシーをサポートしていま

せん。CTI は、Privacy 機能ボタンを使用して IP Phone からプライバシーが有効または無効にされ

た場合に、イベントを生成します。

 • プライバシーは、SIP を実行する Cisco Unified IP Phone 7941、7961、7970、および 7971 でサ

ポートされています。

組み込み会議ブリッジには次の制限事項が適用されます。

 • パフォーマンスを強化するには、組み込みブリッジを無効にするか、シェアドライン アピアラン

スを持たないデバイスや割り込みを使用しないデバイスでプライバシーをオンにします。

 • 発信側はコールのパークやコールの転送を実行できません。また、CTI/JTAPI/TSP インターフェ

イスを介した機能も使用できません。システムがサポートするのは保留と保留解除だけです。

 • 組み込み会議ブリッジは、SIP を実行する Cisco Unified IP Phone 7941、7961、7970、および 
7971 でサポートされています。

Privacy on Hold には、次の制限事項があります。

 • CTI は、TAPI/JTAPI アプリケーションが呼び出す API を介した Privacy on Hold をサポートして

いません。CTI は、プライバシーが有効になっているコールが保留にされ、Privacy 機能ボタンを

使用して IP Phone からプライバシーが有効または無効にされた場合に、イベントを生成します。

割り込み、プライバシー、および Privacy on Hold のイン
ストールとアクティブ化

割り込みシステム機能、プライバシー システム機能、および Privacy on Hold システム機能は、Cisco 
Unified Communications Manager ソフトウェアに標準で備わっています。管理者は、システムで使用

可能にするため、インストール後にこれらの機能をアクティブにします。次の各項では、これらの機能

のアクティブ化について説明します。

 • 「組み込み会議ブリッジでの割り込みのアクティブ化」（P.1-17）

 • 「共有会議ブリッジでの C 割り込みのアクティブ化」（P.1-17）

 • 「プライバシーのアクティブ化」（P.1-17）

 • 「Privacy on Hold のアクティブ化」（P.1-17）



 

1-17
Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド     

第 1 章      割り込みとプライバシー

    割り込み、プライバシー、および Privacy on Hold の設定        

組み込み会議ブリッジでの割り込みのアクティブ化

組み込み会議ブリッジで割り込みをアクティブにするには、ソフトキー テンプレートに [割込み ] ソフ

トキーを追加し、ソフトキー テンプレートをデバイスに割り当て、Builtin Bridge Enable サービス パ
ラメータを [On] に設定し、Party Entrance Tone を [True] に設定します。ワンボタン割り込み機能をア

クティブにするには、この機能を [デバイスプロファイルの設定 (Device Profile Configuration)] ウィン

ドウで有効にする必要もあります。詳細については、「割り込みの設定チェックリスト」（P.1-2）を参

照してください。

（注） すべてのユーザに対して組み込み会議ブリッジで割り込みを設定するには、Builtin Bridge Enable サー

ビス パラメータを [On] に設定します。個々のユーザに対して組み込み会議ブリッジで割り込みを設定

するには、[電話の設定 (Phone Configuration)] ウィンドウで [ビルトインブリッジ (Built In Bridge)] 
フィールドを [オン (On)] に設定します。

共有会議ブリッジでの C 割り込みのアクティブ化

共有会議ブリッジで割り込みをアクティブにするには、ソフトキー テンプレートに [C割込 ] ソフト

キーを追加し、ソフトキー テンプレートをデバイスに割り当て、Party Entrance Tone を [True] に設定

します。ワンボタン C 割り込み機能をアクティブにするには、この機能を [デバイスプロファイルの設

定 (Device Profile Configuration)] ウィンドウで有効にする必要もあります。詳細については、「割り込

みの設定チェックリスト」（P.1-2）を参照してください。

プライバシーのアクティブ化

Privacy Setting サービス パラメータが [True] に設定され、電話機のプライバシー設定がデフォルトの

設定になっている場合、システムは自動的に Cisco Unified Communications Manager クラスタのプラ

イバシーをアクティブにします。また、電話ボタン テンプレートにプライバシーを追加し、電話ボタ

ン テンプレートをデバイスに割り当てる必要があります。詳細については、「プライバシーおよび 
Privacy on Hold の設定チェックリスト」（P.1-4）を参照してください。

Privacy on Hold のアクティブ化

Enforce Privacy Setting on Held Calls サービス パラメータが [True] に設定され、電話機にプライバ

シー機能が設定されている場合、システムは自動的に Cisco Unified Communications Manager クラス

タの Privacy on Hold をアクティブにします。詳細については、「プライバシーおよび Privacy on Hold 
の設定チェックリスト」（P.1-4）を参照してください。

割り込み、プライバシー、および Privacy on Hold の設定
この項の内容は次のとおりです。

 • 「割り込みの設定チェックリスト」（P.1-2）

 • 「プライバシーおよび Privacy on Hold の設定チェックリスト」（P.1-4）

 • 「割り込み、プライバシー、および Privacy on Hold 用のサービス パラメータの設定」（P.1-18）
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ヒント 割り込みまたはプライバシーを設定する前に、「割り込みの設定チェックリスト」（P.1-2）および 「プ

ライバシーおよび Privacy on Hold の設定チェックリスト」（P.1-4）を参照してください。

割り込み、プライバシー、および Privacy on Hold 用のサービス パラメー
タの設定

Cisco Unified Communications Manager には、クラスタ全体のサービス パラメータが 5 つあります。

組み込み会議ブリッジ機能用の Builtin Bridge Enable、プライバシー機能用の Privacy Setting、
Privacy on Hold 機能用の Enforce Privacy Setting on Held Calls 設定、ワンボタン割り込み /C 割り込

み機能用の Single Button Barge/cBarge Policy、および割り込み中に再生されるビープ音用の Party 
Entrance Tone です。

 • Builtin Bridge Enable：デフォルトでは [Off] に設定されています。このパラメータは、[割込み ] 
ソフトキーを使用する電話機で組み込み会議ブリッジ機能を有効または無効にします。このパラ

メータは、Cisco CallManager サービスが使用されており、割り込みが設定されたクラスタ内の各

サーバに対して設定します。[電話の設定 (Phone Configuration)] ウィンドウで [ビルトインブリッ

ジ (Built In Bridge)] が [オン (On)] に設定された場合、サービス パラメータ設定は上書きされま

す。

 • Privacy Setting：デフォルトでは [True] に設定されています。このパラメータは、シェアドライン 
アピアランスに関する情報を表示しない電話機ユーザに対してプライバシー機能を有効または無効

にします。このパラメータは、Cisco CallManager サービスが使用されており、プライバシーが設

定されたクラスタ内の各サーバに対して設定します。特定の電話機だけでプライバシー機能が必要

な場合は、このサービス パラメータを [False] に設定し、[電話の設定 (Phone Configuration)] ウィ

ンドウの [プライバシ (Privacy)] フィールドを [オン (On)] に設定します。

[電話の設定 (Phone Configuration)] ウィンドウの [プライバシ (Privacy)] フィールドがデフォルト

に設定されている場合、電話機は Privacy Setting サービス パラメータの設定を使用します。

 • Enforce Privacy Setting on Held Calls：デフォルトでは [False] に設定されています。このパラ

メータは、Privacy on Hold のコールを維持しない電話機ユーザに対して Privacy on Hold 機能を有

効または無効にします。このパラメータは、Cisco CallManager サービスが使用されており、プラ

イバシーが設定されたクラスタ内の各サーバに対して設定します。

 • Single Button Barge/cBarge Policy：デフォルトでは [Off] に設定されています。このパラメータ

は、回線ボタンを押すだけで割り込みまたは C 割り込みの機能を使用できるよう求める電話機

ユーザに対して、ワンボタン割り込み /C 割り込み機能を有効または無効にします。このパラメー

タは、Cisco CallManager サービスが使用されており、プライバシーが設定されたクラスタ内の各

サーバに対して設定します。

 • Party Entrance Tone：デフォルトでは [False] に設定されています。このパラメータは、割り込み

中に再生されるビープ音を有効または無効にします。このパラメータは、Cisco CallManager サー

ビスが使用されており、割り込み（ビープ音付き）が設定されたクラスタ内の各サーバに対して設

定します。
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関連項目
 • Cisco Unified IP Phone の管理資料（Cisco Unified Communications Manager 用）

 • Cisco Unified IP Phone のユーザ資料とリリース ノート

 • 「割り込みの設定チェックリスト」（P.1-2）

 • 「プライバシーおよび Privacy on Hold の設定チェックリスト」（P.1-4）

 • 「割り込み、プライバシー、および Privacy on Hold の概要」（P.1-6）

 • 「割り込み、プライバシー、および Privacy on Hold のシステム要件」（P.1-12）

 • 「インタラクションおよび制限事項」（P.1-13）

 • 「割り込み、プライバシー、および Privacy on Hold のインストールとアクティブ化」（P.1-16）

 • 「割り込み、プライバシー、および Privacy on Hold の設定」（P.1-17）

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「電話ボタン テン

プレートの設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「Cisco Unified IP 
Phone の設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「ソフトキー テン

プレートの設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「エンド ユーザの

設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「サーバ上のサービ

スに対するサービス パラメータの設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「電話ボタン テン

プレートの設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「Cisco Unified IP Phone」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「プログラム可能な回線キー」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「電話番号の設定

値」

 • 『Cisco Unified Communications Manager セキュリティ ガイド』
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折返し

この章は、次の内容で構成されています。

 • 「折返しの設定チェックリスト」（P.2-1）

 • 「折返しの概要」（P.2-2）

 • 「折返しの動作について」（P.2-3）

 • 「折返しの中断 /再開機能」（P.2-5）

 • 「折返しのシステム要件」（P.2-6）

 • 「インタラクションおよび制限事項」（P.2-7）

 • 「折返しのインストールとアクティブ化」（P.2-9）

 • 「CallBack ソフトキーを含むソフトキー テンプレートの作成」（P.2-9）

 • 「ユーザに対する折返しの情報の提供」（P.2-12）

 • 「折返しのトラブルシューティング」（P.2-12）

 • 「関連項目」（P.2-12）

折返しの設定チェックリスト
折返し機能を使用すると、着信側が応対可能になったときに、Cisco Unified IP Phone で折返し通知を

受信できます。自分の電話機と同じ Cisco Unified Communications Manager クラスタ内、または 
QSIG トランクか QSIG 対応のクラスタ間トランクを経由するリモート PINX にある宛先の電話機に対

して折返しをアクティブ化できます。

折返し通知を受信するには、ビジー音または呼び出し音が聞こえているときに [折返し ] ソフトキーを

押します。ユーザは、リオーダー音が聞こえている間でも、折返しをアクティブ化できます。リオー

ダー音は、無応答タイマーが時間切れになるとトリガーされます。

表 2-1 に、折返し機能を設定する手順を示します。折返し機能の詳細については、「折返しの概要」

（P.2-2）および 「関連項目」（P.2-12）を参照してください。

表 2-1 折返しの設定チェックリスト 

設定手順 関連手順と関連項目

ステップ 1 電話機のソフトキーおよびメッセージを英語以外の言語で表示

する場合、または国に固有のトーンがユーザに聞こえるように

する場合は、ロケール インストーラをインストールしているこ

とを確認します。

Cisco Unified Communications Manager 
Locale Installer のマニュアル
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折返しの概要
折返し機能を使用すると、着信側が応対可能になったときに、Cisco Unified IP Phone で折返し通知を

受信できます。自分の電話機と同じ Cisco Unified Communications Manager クラスタ内、または 
QSIG トランクか QSIG 対応のクラスタ間トランクを経由するリモート PINX にある宛先の電話機に対

して折返しをアクティブ化できます。

折返し通知を受信するには、ビジー音または呼び出し音が聞こえているときに [折返し ] ソフトキーを

押します。ユーザは、リオーダー音が聞こえている間でも、折返しをアクティブ化できます。リオー

ダー音は、無応答タイマーが時間切れになるとトリガーされます。

次の項では、折返し機能に関する次の情報について説明します。

 • 「折返しの動作について」（P.2-3）

 • 「折返しのシステム要件」（P.2-6）

 • 「インタラクションおよび制限事項」（P.2-7）

ステップ 2 Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、

Standard User ソフトキー テンプレートのコピーを作成し、次の

状態に対して CallBack ソフトキーを追加します。

 • オンフック コール状態

 • リングアウト コール状態

 • 接続時（転送打診）コール状態

「CallBack ソフトキーを含むソフトキー テン

プレートの作成」（P.2-9）

ステップ 3 Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、新し

いソフトキー テンプレートを [共通デバイス設定 (Common 
Device Configuration)] に追加します。

「共通デバイス設定での CallBack ソフトキー 
テンプレートの構成」（P.2-10）

ステップ 4 [電話の設定 (Phone Configuration)] ウィンドウで、次のいずれ

かの作業を実行します。

 • 新しいソフトキー テンプレートを含む共通デバイス設定を

選択する。

 • [ソフトキーテンプレート (Softkey Template)] ドロップダ

ウン リスト ボックスから新しいソフトキー テンプレートを

選択する。

「電話機の設定における CallBack ソフトキー 
テンプレートの追加」（P.2-11）

ステップ 5 [電話の設定 (Phone Configuration)] ウィンドウで、Cisco 
Unified IP Phone に正しいユーザ ロケールが設定されているこ

とを確認します。

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「エンド 
ユーザのパスワードの変更」

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「短縮ボタ

ンまたは固定短縮ダイヤルの設定」

Cisco Unified Communications Manager 
Locale Installer のマニュアル

ステップ 6 デフォルトの設定を使用しない場合は、折返しのサービス パラ

メータを設定します。

「折返しのサービス パラメータの設定」

（P.2-11）

ステップ 7 Cisco Unified サービスアビリティ で Cisco CallManager サービ

スをアクティブにしたことを確認します。

『Cisco Unified Serviceability Administration 
Guide』

表 2-1 折返しの設定チェックリスト （続き）

設定手順 関連手順と関連項目
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 • 「折返しのインストールとアクティブ化」（P.2-9）

折返しの動作について
次の例では、応対不可であった電話機が応対可能になった後に、どのように折返しが動作するかを説明

します。

 • 「例：ユーザ A が応対不可のユーザ B にコールする。」（P.2-3）

 • 「例：ユーザ A がユーザ B に対して折返し機能をアクティブにしたが、ユーザ B が応対可能になっ

たときにユーザ A がビジー状態である。」（P.2-4）

 • 「例：ユーザ A がユーザ B にコールする。ユーザ B は、折返しがアクティブになる前に Call 
Forward No Answer（CFNA; 無応答時転送）をユーザ C に設定している。」（P.2-4）

 • 「例：ユーザ A がユーザ B にコールする。ユーザ B は、ユーザ A が折返しをアクティブ化した後

に、ユーザ C にコールを転送するように設定している。」（P.2-5）

 • 「例：ユーザ A とユーザ C が同時にユーザ B にコールする。」（P.2-5）

（注） 発信側の電話機は、アクティブな折返し要求を 1 つだけサポートできます。着信側の電話機は複数の折

返し要求をサポートできます。 
 

折返しは、発信側または着信側の名前または番号については、スペースと 0 ～ 9 までの数字だけをサ

ポートします。折返しを使用する場合、発信側または着信側の名前や番号に # または *（シャープ記号

またはアスタリスク）を含めることはできません。

（注） 折返しがアクティブになった後で発信側（ユーザ A）がリセットされると、折返しは自動的にキャンセ

ルされます。ユーザ A は音声によるアラートを受け取らず、折返し通知画面も表示されません。着信

側（ユーザ B）がリセットされた場合、折返しはキャンセルされません。ユーザ B が対応可能になる

と、ユーザ A は音声によるアラートを受け取り、折返し通知画面が表示されます。

例：ユーザ A が応対不可のユーザ B にコールする。

ユーザ A が、ユーザ A と同じ Cisco Unified Communications Manager クラスタ、または別のクラスタ

にいるユーザ B にコールします。ユーザ B がビジーであるか、または応答しないため、ユーザ A は [折
返し ] ソフトキーを使用して、折返し機能をアクティブにします。次の折返しアクティベーション メッ

セージがユーザ A の電話機に表示されます。

CallBack is activated on <DN of User B>
Press Cancel to deactivate
Press Exit to quit this screen

ユーザ A が [終了 ] ソフトキーを押します。

ユーザ B が応対可能になると（電話機がビジーからオンフックになるか、またはアイドル状態からオ

フフックとオンフック サイクルを完了すると）、ユーザ A は音声によるアラートを受け取り、次のメッ

セージがユーザ A の電話機に表示されます。

<DN of User B> has become available
Time HH:MM MM/DD/YYYY
Press Dial to call
Press Cancel to deactivate
Press Exit to quit this screen
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ユーザ A は [終了 ] ソフトキーを押してから、電話機をオフフックにしてユーザ B の電話番号をダイヤ

ルします。ユーザ B がコールに対応します。ユーザ A とユーザ B が電話機をオンフックにします。

ユーザ A が [折返し ] ソフトキーを押すと、ユーザ A の電話機に次のメッセージが表示されます。

<DN of User B> has become available
Time HH:MM MM/DD/YYYY
Press Dial to call
Press Cancel to deactivate
Press Exit to quit this screen

（注） 折返し通知によりアクティブとなった電話番号に手動でダイヤルしても、折返しのステータスには影響

がありません。

例：ユーザ A がユーザ B に対して折返し機能をアクティブにしたが、ユーザ B が応対可能になった
ときにユーザ A がビジー状態である。

ユーザ A はユーザ B にコールします。ユーザ B は応答しません。ユーザ A は [折返し ] ソフトキーを

使用して、折返し機能をアクティブにします。次の折返しアクティベーション メッセージがユーザ A 
の電話機に表示されます。

CallBack is activated on <DN of User B>
Press Cancel to deactivate
Press Exit to quit this screen

ユーザ A が [終了 ] ソフトキーを押します。

次にユーザ C がユーザ A にコールし、ユーザ A とユーザ C がアクティブなコールでオンフックになり

ます。ユーザ B が応対可能になった（電話機がビジーからオンフックになるか、アイドル状態からオ

フフックとオンフック サイクルを完了した）ときに、ユーザ A はまだアクティブなコールに対応して

います。ユーザ A は音声によるアラートを受信し、ユーザ A の電話機に次のメッセージが表示されま

す。

<DN of User B> has become available
Time HH:MM MM/DD/YYYY
Press Dial to call
Press Cancel to deactivate
Press Exit to quit this screen

ユーザ A はアクティブなコールを中断して、次のいずれかの方法でユーザ B に接続できます。

 • 通知画面の [ダイヤル ] を選択する。ユーザ A がユーザ B にコールしている間、アクティブなコー

ルは自動的に保留になります。

 • [終了 ] ソフトキーを押して通知画面を終了し、アクティブなコールをパーク（または処理）する。

アクティブなコールを処理した後、ユーザ A が [折返し ] ソフトキーを押し、[ダイヤル ] を選択す

ると、ユーザ B にコールできます。

例：ユーザ A がユーザ B にコールする。ユーザ B は、折返しがアクティブになる前に Call Forward 
No Answer（CFNA; 無応答時転送）をユーザ C に設定している。

次のシナリオは、無応答時転送に適用されます。

ユーザ B には、無応答時転送が設定されているため、ユーザ A からのコールは、ユーザ C に転送され

ます。ユーザ A は、ユーザ C がビジーでなければ、折返しを使用してユーザ C に接続し、ユーザ C が
ビジーであれば、ユーザ B に接続します。

ユーザ B またはユーザ C が応対可能（オンフック）になると、ユーザ A は音声によるアラートを受信

し、ユーザ A の電話機にはこれらのユーザが応対可能であることを示すメッセージが表示されます。
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例：ユーザ A がユーザ B にコールする。ユーザ B は、ユーザ A が折返しをアクティブ化した後に、
ユーザ C にコールを転送するように設定している。

次のシナリオは、Call Forward All（CFA; 不在転送）、Call Forward Busy（CFB; 話中転送）、および無

応答時転送をサポートします。

 • ユーザ A が、ユーザ A と同じ Cisco Unified Communications Manager クラスタにいるユーザ B 
にコールします。ユーザ B が応対不可であるため、ユーザ A は折返しをアクティブにします。

ユーザ B がユーザ A に対して応対可能になる前に、ユーザ B はコールをユーザ C へ転送するよう

に設定しました。ユーザ A がユーザ B またはユーザ C のどちらにコールするかは、ユーザ B の
コール転送の設定に依存します。

 • ユーザ A は別のクラスタに存在するユーザ B にコールします。コールは、QSIG トランクを使用

して接続されます。ユーザ B が応対不可であるため、ユーザ A は折返しをアクティブにします。

ユーザ B がユーザ A に対して応対可能になる前に、ユーザ B はコールをユーザ C へ転送するよう

に設定しました。次のいずれかのイベントが発生します。

 – Callback Recall Timer（T3）が満了していない場合、ユーザ A は常にユーザ B にコールしま

す。

 – Callback Recall Timer（T3）が満了した後は、ユーザ A がユーザ B またはユーザ C のどちら

にコールするかは、ユーザ B のコール転送の設定に依存します。

ヒント ユーザ B が応対可能であることをシステムがユーザ A に通知すると、タイマーが起動します。

割り当てられた時間中にユーザ A がコールし直さなかった場合、システムは折返しをキャンセ

ルします。折返しがキャンセルされた後でも、ユーザ A の電話機には、ユーザ B が応対可能で

あるというメッセージが表示されます。ユーザ A はユーザ B にダイヤルできます。

例：ユーザ A とユーザ C が同時にユーザ B にコールする。

ユーザ A とユーザ C が同時にユーザ B にコールします。ユーザ B が応対不可であるため、ユーザ A と
ユーザ C は折返しをアクティブにします。ユーザ A とユーザ C の電話機には、折返しアクティベー

ション メッセージが表示されます。

ユーザ B が応対可能になると、ユーザ A とユーザ C は両方とも音声によるアラートを受信します。ま

た、両方の電話機にユーザ B が応対可能であるというメッセージが表示されます。ユーザ A または

ユーザ C のどちらか先に [ダイヤル ] ソフトキーを押した方が、ユーザ B に接続されます。

折返しの中断 /再開機能
折返しには、折返しを開始したユーザがビジー状態のときに、受信側ユーザが対応可能になって折返し

通知を受け取った場合に、コール完了サービスを中断する機能があります。その後、発信側ユーザが応

対可能になると、そのユーザのコール完了サービスが再開されます。

発信側ユーザ（ユーザ A）が折返し機能をアクティブにした後、受信側ユーザ（ユーザ B）が応対可能

になると、発信側の PINX が Suspend Callback APDU メッセージを送信し、ピアに対しユーザ A が再

び応対可能になるまでユーザ B の監視を中断するように指示します。ユーザ A が応対可能になると、

発信側 PINX は受信側に Resume APDU メッセージを送信し、ユーザ B の監視を再開するよう指示し

ます。

（注） 折返しでは、クラスタ内およびクラスタ間 QSIG トランクの両方、または QSIG 対応クラスタ間トラン

クの中断 /再開折返し通知の開始機能がサポートされています。また、QSIG 対応 H.225 トランクと 
H.323 ゲートウェイに対する中断 /再開通知機能もサポートされています。
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次の例は、中断 /再開機能の動作を示しています。

例：ユーザ A は、ユーザ B が応対可能となったときにビジー状態である。

ユーザ A が、ユーザ A と同じ Cisco Unified Communications Manager クラスタ、または別のクラスタに

いるユーザ B にコールします。ユーザ B がビジーであるか、または応答しないため、ユーザ A は [折返

し ] ソフトキーを使用して、折返し機能をアクティブにします。次の折返しアクティベーション メッセー

ジがユーザ A の電話機に表示されます。

CallBack is activated on <DN of User B>
Press Cancel to deactivate
Press Exit to quit this screen

ユーザ A が [終了 ] ソフトキーを押します。

ユーザ A は、ビジー トリガーを 1 に設定しています。

ユーザ A がビジーになります。ユーザ B が応対可能になります。

ユーザ A は音声によるアラートを受け取らず、折返し通知画面も表示されません。

発信側（ユーザ A）が、受信側（ユーザ B）に Suspend Callback APDU メッセージを送信します。

ユーザ A が応対可能になります。発信側が受信側に Resume Callback APDU メッセージを送信します。

この処理により、ユーザ B に対する監視が再開されます。

ユーザ B が応対可能になると、ユーザ A は音声によるアラートを受け取り、折返し通知画面が表示さ

れます。

折返しのシステム要件
折返しの動作には、次のソフトウェア コンポーネントが必要です。

 • Cisco Unified Communications Manager 5.0 以降

 • クラスタ内の少なくとも 1 台のサーバ上で稼動している Cisco CallManager サービス

 • Cisco CallManager サービスと同じサーバ上で稼動している Cisco Database Layer Monitor サービ

ス

 • Cisco CallManager サービスと同じサーバ上で稼動している Cisco RIS Data Collector サービス

 • 英語以外の電話ロケール、または国に固有のトーンを使用する場合は、Cisco Unified 
Communications Manager Locale Installer

 • Microsoft Internet Explorer 7、Microsoft Internet Explorer 8、Firefox 3.x、または Safari 4.x
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インタラクションおよび制限事項

（注） 電話機の折返し機能ソフトキーおよびメッセージを英語以外の言語で表示する場合や、国に固有のトー

ンがユーザに聞こえるようにする場合は、『Cisco Unified Communications Operating System 
Administration Guide』の説明に従って、ロケール インストーラをインストールします。

Cisco Unified IP Phone 7900 シリーズ、折返しがサポートされている Cisco Unified IP Phone 6900 シ
リーズ、および Cisco IP Communicator では、折返し機能と [折返し ] ソフトキー（発信側および着信

側の電話機で使用できます）がサポートされています。Cisco Unified IP Phone 9971、9951、および 
8961 では、プログラム可能な機能ボタンとして、[折返し ] ソフトキーでの折返しがサポートされてい

ます。折返しは、Cisco Unified Communications Manager Assistant など、シスコ提供によるアプリ

ケーションで使用できます。

（注） 折返しがサポートされている Session Initiation Protocol（SIP）Phone は、Cisco Unified IP Phone 
9971、9951、8961、7975、7971、7970、7965、7962、7961、7945、7942、7941、7911、および 
7906 です。

次のデバイスにコールし、これらのデバイス上で折返しをアクティブにできます。

 • Cisco IP Phone 30 SP+、Cisco IP Phone 12 SP+、Cisco IP Phone 12 SP、Cisco IP Phone 12 S、
Cisco IP Phone 30 VIP

 • Cisco Unified IP Phone 7902、7906、7910、7911、7935、および 7936

 • Cisco VGC Phone（Cisco VG248 Gateway を使用）

 • Cisco Unified IP Phone 7975、7971、7970、7965、7962、7961、7945、7942、および 7941 

 • Cisco Unified IP Phone 9900 および 8900 シリーズ

 • Cisco Unified IP Phone 6961、6941、および 6921

 • Cisco Analog Telephone Adapter（ATA）186 および 188

 • 上記の電話機にコールを転送する CTI ルート ポイント

ヒント Cisco エクステンション モビリティ ユーザがログインまたはログアウトすると、折返しに関連付けら

れているアクティブなコールの完了は、自動的にキャンセルされます。電話機で折返しがアクティブに

された後で着信側の電話機がシステムから削除された場合、発信者が [ダイヤル ] ソフトキーを押すと

リオーダー音が聞こえます。ユーザは折返しをキャンセルまたは再度アクティブにできます。 
 

ボイスメール システムにすべてのコールを転送する場合は、折返しをアクティブにできません。

（注） SIP トランク経由の折返しはサポートされていません。
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SIP を実行する電話機での折返し通知に関する追加情報

SIP を実行する Cisco Unified IP Phone 7960 および 7940 での折返し通知の動作方法は、SCCP を実行

する電話機の場合とは異なります。SIP を実行する Cisco Unified IP Phone 7960 および 7940 は、オン

フック /オフフック状態での折返し通知機能をサポートしていません。SIP 電話機 7960 および 7940 で
回線が使用可能となったことを Cisco Unified Communications Manager が認識する方法は、Cisco 
Unified Communications Manager がその電話機から受け取る SIP INVITE メッセージを監視すること

だけです。電話機から SIP INVITE が Cisco Unified Communications Manager に送信され、その電話

機がオンフックになると、Cisco Unified Communications Manager は SIP 7960/7940 のユーザに音声

によるアラートを送り、折返し通知画面を表示します。

自動転送機能、即時転送機能、およびボイスメール システム機能との機能
インタラクション

次のコール状態は、Cisco Unified Communications Manager の折返し機能が自動転送機能、即時転送

機能、およびボイスメール システム機能と通信する際に予想される発信側の動作を示しています。

着信側（電話機 B）が、不在転送、話中転送、または無応答時転送を使用して着信コールを転送する

か、即時転送を使用してコールをボイスメール システムに転送する場合、発信側（電話機 A）は、折

返し機能に関する次のいずれかの状態になります。

 • VM-Connected 状態：コールはボイスメール システムに接続されています。発信側の電話機（電

話機 A）では、[折返し ] ソフトキーが非アクティブのままです。

 • 元の着信側に関する Ring-Out 状態：着信側のボイスメール プロファイルにはボイスメール パイ

ロットが含まれていません。着信側（電話機 B）では、[即転送 ] ソフトキーを押すと、「キーがア

クティブではありません」というメッセージが表示されます。発信側（電話機 A）では、元の着信

側（電話機 B）に対して折返しをアクティブにできる必要があります。

 • ボイスメール システム機能と新しい着信側としてのボイスメール パイロット番号に関する 
Ring-Out 状態：コールに関して、ボイスメール システム障害またはネットワーク障害が発生して

います。着信側（電話機 B）では、[即転送 ] ソフトキーを押すと、「一時エラー発生」というメッ

セージが表示されます。コール コンテキストには、ボイスメール パイロット番号が「新しい」着

信側として含まれているため、発信側（電話機 A）では、元の着信側（電話機 B）に対して折返し

をアクティブにすることはできません。

 • 通話中のボイスメール ポートと新しい着信側としてのボイスメール パイロット番号に関する 
Ring-Out 状態：コールに関して、ボイスメール ポートが通話中になっています。着信側（電話機 
B）では、[即転送 ] ソフトキーを押すと、「話中」というメッセージが表示されます。コール コン

テキストには、ボイスメール パイロット番号が「新しい」着信側として含まれているため、発信

側（電話機 A）では、元の着信側（電話機 B）に対して折返しをアクティブにすることはできませ

ん。

詳細については、次の項を参照してください。

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「電話機能」

 • 「即時転送」（P.26-1）
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折返しのインストールとアクティブ化
折返し機能は、Cisco Unified Communications Manager をインストールすると自動的にインストール

されます。Cisco Unified Communications Manager をインストールした後に、Cisco Unified 
Communications Manager の管理ページで折返しを設定する必要があります。この設定により、電話機

のユーザは折返し機能を使用できるようになります。

折返し機能は Cisco CallManager サービスに依存するため、Cisco Unified サービスアビリティ で 
Cisco CallManager サービスを必ずアクティブにしてください。

折返しの設定
次の項では、折返しの詳細な設定情報について説明します。

 • 「CallBack ソフトキーを含むソフトキー テンプレートの作成」（P.2-9）

 • 「共通デバイス設定での CallBack ソフトキー テンプレートの構成」（P.2-10）

 • 「電話機の設定における CallBack ソフトキー テンプレートの追加」（P.2-11）

 • 「折返しのサービス パラメータの設定」（P.2-11）

ヒント 折返し機能を設定する前に、「折返しの設定チェックリスト」（P.2-1）を参照してください。

CallBack ソフトキーを含むソフトキー テンプレートの作成

次の手順に従って、CallBack ソフトキーを含むソフトキー テンプレートを作成します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、[デバイス (Device)] > [デバイスの設定

(Device Settings)] > [ソフトキーテンプレート (Softkey Template)] を選択します。

[ ソフトキーテンプレートの設定 (Softkey Template Configuration)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [ソフトキーテンプレートの検索と一覧表示 (Find and List Softkey Templates)] ウィンドウで、

Standard User ソフトキー テンプレートを選択します。

ステップ 3 [コピー (Copy)] アイコンをクリックします。

[ ソフトキーテンプレートの設定 (Softkey Template Configuration)] ウィンドウに、新しい情報が表示

されます。

ステップ 4 [ソフトキーテンプレート情報 (Softkey Template Information)] の [名前 (Name)] フィールドに、

Standard User for Call Back など、テンプレートの新しい名前を入力します。

ステップ 5 [保存 (Save)] ボタンをクリックします。

[ ソフトキーテンプレートの設定 (Softkey Template Configuration)] ウィンドウに、新しい情報が再表

示されます。

ステップ 6 CallBack ソフトキーをテンプレートに追加するには、右上隅の [関連リンク (Related Links)] ドロップ

ダウン リスト ボックスで [ソフトキーレイアウトの設定 (Configure Softkey Layout)] を選択し、[移動

(Go)] をクリックします。
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[ ソフトキーレイアウト設定 (Softkey Layout Configuration)] ウィンドウが表示されます。CallBack ソ
フトキーは、オンフック、リングアウト、および接続時（転送打診）の各コール状態に追加する必要が

あります。

ステップ 7 CallBack ソフトキーをオンフック コール状態に追加するには、[コールステートの選択 (Select a call 
state to configure)] ドロップダウン リスト ボックスから [オンフック (On Hook)] を選択します。

[ ソフトキーレイアウト設定 (Softkey Layout Configuration)] ウィンドウが再表示され、[ 選択されてい

ないソフトキー (Unselected Softkeys)] リストと [ 選択されたソフトキー (Selected Softkeys、位置順 )] 
リストが表示されます。

ステップ 8 [選択されていないソフトキー (Unselected Softkeys)] リストで CallBack ソフトキーを選択し、右矢印

をクリックして [選択されたソフトキー (Selected Softkeys、位置順 )] リストにソフトキーを移動しま

す。

ステップ 9 [保存 (Save)] ボタンをクリックして保存し、処理を続けます。

ステップ 10 CallBack ソフトキーをリングアウト コール状態に追加するには、[コールステートの選択 (Select a call 
state to configure)] ドロップダウン リスト ボックスから [リングアウト (Ring Out)] を選択します。

[ ソフトキーレイアウト設定 (Softkey Layout Configuration)] ウィンドウが再表示され、[ 選択されてい

ないソフトキー (Unselected Softkeys)] リストと [ 選択されたソフトキー (Selected Softkeys、位置順 )] 
リストが表示されます。

ステップ 11 [選択されていないソフトキー (Unselected Softkeys)] リストで CallBack ソフトキーを選択し、右矢印

をクリックして [選択されたソフトキー (Selected Softkeys、位置順 )] リストにソフトキーを移動しま

す。

ステップ 12 [保存 (Save)] ボタンをクリックして保存し、処理を続けます。

ステップ 13 CallBack ソフトキーを接続時（転送打診）コール状態に追加するには、[コールステートの選択

(Select a call state to configure)] ドロップダウン リスト ボックスから [接続時 (転送打診 )(Connected 
Transfer)] を選択します。

ステップ 14 [ソフトキーレイアウト設定 (Softkey Layout Configuration)] ウィンドウが再表示され、[選択されてい

ないソフトキー (Unselected Softkeys)] リストと [選択されたソフトキー (Selected Softkeys、位置順 )] 
リストが表示されます。

ステップ 15 [選択されていないソフトキー (Unselected Softkeys)] リストで CallBack ソフトキーを選択し、右矢印

をクリックして [選択されたソフトキー (Selected Softkeys、位置順 )] リストにソフトキーを移動しま

す。

ステップ 16 [保存 (Save)] ボタンをクリックします。

共通デバイス設定での CallBack ソフトキー テンプレートの構成

次の手順に従って、CallBack ソフトキー テンプレートを共通デバイス設定に追加します。折返し機能

を持つユーザ用にカスタマイズした共通デバイス設定を作成します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、[デバイス (Device)] > [デバイスの設定

(Device Settings)] > [共通デバイス設定 (Common Device Configuration)] を選択します。

[ 共通デバイス設定の検索と一覧表示 (Find and List Common Device Configurations)] ウィンドウが表

示されます。
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ステップ 2 [共通デバイス設定 (Common Device Configuration)] リストに表示された、作成済みのいずれかの共通

デバイス設定を選択します。

ステップ 3 [ソフトキーテンプレート (Softkey Template)] フィールドのドロップダウン リスト ボックスから、

CallBack ソフトキーを含むソフトキー テンプレートを選択します （このテンプレートをまだ作成して

いない場合は、「CallBack ソフトキーを含むソフトキー テンプレートの作成」（P.2-9）を参照してくだ

さい）。

ステップ 4 [保存 (Save)] ボタンをクリックします。

電話機の設定における CallBack ソフトキー テンプレートの追加

次の手順に従って、CallBack ソフトキー テンプレートをユーザごとの電話機に追加します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、[デバイス (Device)] > [電話 (Phone)] を選択

します。

[ 電話の検索と一覧表示 (Find and List Phones)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ソフトキー テンプレートを追加する電話機を検索します。『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「電話機の検索」を参照してください。

ステップ 3 次のいずれかの手順を実行します。

 • [ 共通デバイス設定 (Common Device Configuration)] ドロップダウン リスト ボックスから、新し

いソフトキー テンプレートを含む共通デバイス設定を選択します。

 • [ ソフトキーテンプレート (Softkey Template)] ドロップダウン リスト ボックスから、CallBack ソ
フトキーを含む新しいソフトキー テンプレートを選択します。

ステップ 4 [保存 (Save)] ボタンをクリックします。

[ リセット (Reset)] を押して電話機の設定を更新するよう、ダイアログボックスにメッセージが表示さ

れます。

折返しのサービス パラメータの設定

折返しのサービス パラメータを設定するには、Cisco Unified Communications Manager の管理ページ

の [システム (System)] > [サービスパラメータ (Service Parameters)] にアクセスします。Cisco 
CallManager サービスが実行されているサーバを選択してから、Cisco CallManager サービスを選択し

ます。

Cisco Technical Assistance Center の指示があった場合を除き、デフォルトのサービス パラメータ設定

の使用をお勧めします。折返しのサービス パラメータには、Callback Enabled Flag、Callback Audio 
Notification File Name、Connection Proposal Type、Connection Response Type、Call Back Request 
Protection T1 Timer、Callback Recall T3 Timer、Callback Calling Search Space、No Path 
Preservation、Set Private Numbering Plan for Callback などがあります。これらのパラメータの詳細に

ついては、[サービスパラメータ設定 (Service Parameter Configuration)] ウィンドウの上隅に表示され

ている疑問符ボタンをクリックします。
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ユーザに対する折返しの情報の提供
Web 上で入手可能な Cisco Unified IP Phone のユーザ ガイドに、Cisco Unified IP Phone の折返し機能

の使用方法が記載されています。このガイドは、電話機に表示されている疑問符ボタンのヘルプと併せ

てお読みください。

折返しのトラブルシューティング
Cisco Unified サービスアビリティ の Trace Configuration および Real-Time Monitoring Tool を使用し

て、折返しに関する不具合をトラブルシューティングします。『Cisco Unified Serviceability 
Administration Guide』および 『Cisco Unified Real Time Monitoring Tool Administration Guide』を参

照してください。

追加情報

「関連項目」（P.2-12）を参照してください。

関連項目
 • 「折返しの設定チェックリスト」（P.2-1）

 • 「折返しの概要」（P.2-2）

 • 「折返しの動作について」（P.2-3）

 • 「折返しの中断 /再開機能」（P.2-5）

 • 「折返しのシステム要件」（P.2-6）

 • 「インタラクションおよび制限事項」（P.2-7）

 • 「折返しのインストールとアクティブ化」（P.2-9）

 • 「折返しの設定」（P.2-9）

 • 「ユーザに対する折返しの情報の提供」（P.2-12）

 • 「折返しのトラブルシューティング」（P.2-12）

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「ソフトキー テン

プレートの設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「デバイス デフォ

ルトの設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「サービス パラ

メータの設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「Cisco Unified IP 
Phone の設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』

 • 『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』

 • 『Troubleshooting Guide for Cisco Unified Communications Manager』

 • 『Cisco Unified IP Phones Model 7960 and 7940 User Guide』
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 • 『Cisco Unified IP Phone Administration Guide for Cisco Unified Communications Manager』

 • Cisco Unified Communications Manager Locale Installer のマニュアル
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コール制御ディスカバリ機能は、Service Advertisement Framework（SAF）ネットワーク サービス

（シスコ独自のサービス）を利用して、コール間エージェント情報の動的なプロビジョニングを容易に

します。SAF ネットワーク サービスの採用により、コール制御ディスカバリ機能では、Cisco Unified 
Communications Manager は自身を他の重要な属性（Cisco Unified Communications Manager の管理

ページで設定される電話番号パターンなど）とともにアドバタイズできます。そのため、同じく SAF 
ネットワークを使用する他のコール制御エンティティは、アドバタイズされた情報を使用してルーティ

ングの動作を動的に設定し、適合させることができます。同様に、SAF を使用するすべてのエンティ

ティは、所有する電話番号パターンを他の重要な情報とともにアドバタイズします。したがって、他の

リモート コール制御エンティティは、その情報を学習してコールのルーティングの動作を適合させる

ことができます。

この章は、次の内容で構成されています。

 • 「コール制御ディスカバリの設定チェックリスト」（P.3-2）

 • 「Cisco Unified Communications Manager のコール制御ディスカバリの概要」（P.3-5）

 – 「コール制御ディスカバリの概要」（P.3-5）

 – 「コール制御ディスカバリ機能のコンポーネント」（P.3-6）

 • 「コール制御ディスカバリのシステム要件」（P.3-17）

 • 「インタラクションおよび制限事項」（P.3-17）

 • 「コール制御ディスカバリのインストールとアクティブ化」（P.3-19）

 • 「コール制御ディスカバリの設定」（P.3-19）

 – 「コール制御ディスカバリの設定に関する考慮事項」（P.3-20）

 – 「コール制御ディスカバリの機能パラメータ」（P.3-24）

 – 「SAF セキュリティ プロファイルの設定項目」（P.3-27）

 – 「SAF フォワーダの設定項目」（P.3-29）

 – 「ホステッド DN グループの設定項目」（P.3-33）

 – 「ホステッド DN パターンの設定項目」（P.3-35）

 – 「CCD アドバタイジング サービスの設定項目」（P.3-37）

 – 「コール制御ディスカバリのパーティションの設定項目」（P.3-39）

 – 「CCD 要求サービスの設定項目」（P.3-41）

 – 「ブロックされた学習パターンの設定項目」（P.3-44）

 – 「コール制御ディスカバリの設定レコードの検索」（P.3-47）

 – 「コール制御ディスカバリの設定（手順）」（P.3-49）
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 – 「SAF 対応トランクの設定」（P.3-51）

 – 「ホステッド DN グループに属するホステッド DN パターンの識別」（P.3-52）

 – 「コール制御ディスカバリの設定レコードの削除」（P.3-52）

 • 「エンド ユーザへの情報の提供」（P.3-53）

 • 「コール制御ディスカバリのトラブルシューティング」（P.3-53）

 • 「関連項目」（P.3-53）

コール制御ディスカバリの設定チェックリスト
コール制御ディスカバリ機能は、Service Advertisement Framework（SAF）ネットワーク サービス

（シスコ独自のサービス）を利用して、コール間エージェント情報の動的なプロビジョニングを容易に

します。SAF ネットワーク サービスの採用により、コール制御ディスカバリ機能では、Cisco Unified 
Communications Manager は自身を他の重要な属性（Cisco Unified Communications Manager の管理

ページで設定される電話番号パターンなど）とともにアドバタイズできます。そのため、同じく SAF 
ネットワークを使用する他のコール制御エンティティは、アドバタイズされた情報を使用してルーティ

ングの動作を動的に設定し、適合させることができます。同様に、SAF を使用するすべてのエンティ

ティは、所有する電話番号パターンを他の重要な情報とともにアドバタイズします。したがって、他の

リモート コール制御エンティティは、その情報を学習してコールのルーティングの動作を適合させる

ことができます。表 3-1 は、ネットワークでコール制御ディスカバリ機能を設定するためのチェックリ

ストです。表 3-1 と「関連項目」（P.3-53）を併せて参照してください。

表 3-1 コール制御ディスカバリの設定チェックリスト 

設定手順 関連手順と関連項目

ステップ 1 まだ実行していない場合は、Cisco IOS ルータを SAF フォワー

ダとして設定します。

Cisco IOS ルータをサポートしているマニュ

アルを参照してください。たとえば、

『Cisco IOS Service Advertisement 
Framework Configuration Guide』または

『Cisco IOS Service Advertisement 
Framework Command Reference』を参照し

てください。

Cisco Feature Navigator を使用すると、特定

のソフトウェア リリース、機能セット、また

はプラットフォームをサポートする Cisco 
IOS および Catalyst OS ソフトウェア イメー

ジを判別できます。Cisco Feature Navigator 
にアクセスするには、

http://www.cisco.com/go/cfn に移動します。

ステップ 2 SAF フォワーダの SAF セキュリティ プロファイルを設定しま

す（[拡張機能 (Advanced Features)] > [SAF] > [SAFセキュリ

ティプロファイル (SAF Security Profile)]）。Cisco Unified 
Communications Manager の管理ページでは、複数の SAF セ
キュリティ プロファイルを設定できます。

SAF フォワーダ（SAF 用に設定した Cisco IOS ルータ）は、

ローカル Cisco Unified Communications Manager クラスタの発

行要求およびリモート コール制御エンティティからのサービス 
アドバタイズメントを処理します。

 • 「SAF フォワーダ」（P.3-14）

 • 「SAF セキュリティ プロファイルの設定

項目」（P.3-27）

 • 「コール制御ディスカバリの設定に関す

る考慮事項」（P.3-20）

http://www.cisco.com/go/cfn
http://www.cisco.com/go/cfn


 

3-3
Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド     

第 3 章      コール制御ディスカバリ

    コール制御ディスカバリの設定チェックリスト    

ステップ 3 Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、SAF 
フォワーダを設定します（[拡張機能 (Advanced Features)] > 
[SAF] > [SAFフォワーダ (SAF Forwarder)]）。フェールオー

バーをサポートするために、プライマリおよびバックアップの 
SAF フォワーダを設定することをお勧めします。

 • 「SAF フォワーダ」（P.3-14）

 • 「SAF フォワーダの設定項目」（P.3-29）

 • 「コール制御ディスカバリの設定に関す

る考慮事項」（P.3-20）

ステップ 4 SAF 対応の SIP および H.323 クラスタ間（非ゲートキーパー制

御）トランクを設定します（[デバイス (Device)] > [トランク

(Trunk)]）。

ローカル Cisco Unified Communications Manager クラスタは、

CCD 要求サービスに割り当てられている SAF 対応トランクを

使用して、発信コールを SAF ネットワークを使用するリモート 
コール制御エンティティにルーティングします。

Cisco Unified Communications Manager クラスタは、CCD ア
ドバタイジング サービスに割り当てられている SAF 対応トラ

ンクをホステッド DN の範囲とともにアドバタイズします。し

たがって、リモート コール制御エンティティからのユーザが、

この Cisco Unified Communications Manager の学習パターンへ

の着信コールを行うと、この Cisco Unified Communications 
Manager はこの SAF 対応トランクからの着信コールを受信し

て、コールを正しい DN にルーティングします。

 • 「ホステッド DN パターンと CCD アドバ

タイジング サービス」（P.3-9）

 • 「学習パターンと CCD 要求サービス」

（P.3-11）

 • 「SAF 対応トランクの設定」（P.3-51）

 • 「コール制御ディスカバリの設定に関す

る考慮事項」（P.3-20）

ステップ 5 ホステッド DN グループを設定します。ホステッド DN パター

ンをロケーション別にグループ化することをお勧めします。た

とえば、1 つの市のさまざまな郵便番号を表すホステッド DN 
パターンをグループ化できます （[コールルーティング (Call 
Routing)] > [コール制御ディスカバリ (Call Control 
Discovery)] > [ホステッドDNグループ (Hosted DN Group)]）。

ホステッド DN グループは、Cisco Unified Communications 
Manager の管理ページでグループ化したホステッド DN パター

ンの集合です。ホステッド DN グループを Cisco Unified 
Communications Manager の管理ページで CCD アドバタイジン

グ サービスに割り当てると、CCD アドバタイジング サービス

はホステッド DN グループに含まれるすべてのホステッド DN 
パターンを発行します。

1 つのホステッド DN グループは、1 つのコール制御ディスカバ

リ アドバタイジング サービスだけに割り当てることができま

す。

 • 「ホステッド DN パターンと CCD アドバ

タイジング サービス」（P.3-9）

 • 「ホステッド DN グループの設定項目」

（P.3-33）

 • 「ホステッド DN グループに属するホス

テッド DN パターンの識別」（P.3-52）

 • 「コール制御ディスカバリの設定に関す

る考慮事項」（P.3-20）

ステップ 6 ホステッド DN パターンを設定します （[コールルーティング

(Call Routing)] > [コール制御ディスカバリ (Call Control 
Discovery)] > [ホステッドDNパターン (Hosted DN Pattern)]）。

ホステッド Directory Number（DN; 電話番号）パターンは、

コール制御エンティティに属する電話番号を表すパターンです。

たとえば、Cisco Unified Communications Manager の管理ペー

ジで設定するホステッド DN パターンは、リモート コール制御

エンティティにアドバタイズするローカル Cisco Unified 
Communications Manager クラスタに属する電話番号の範囲で

す。CCD アドバタイジング サービスは、ホステッド DN パ
ターンをアクティブな SAF フォワーダに発行します。

 • 「ホステッド DN パターンと CCD アドバ

タイジング サービス」（P.3-9）

 • 「ホステッド DN パターンの設定項目」

（P.3-35）

 • 「コール制御ディスカバリの設定に関す

る考慮事項」（P.3-20）

表 3-1 コール制御ディスカバリの設定チェックリスト （続き）

設定手順 関連手順と関連項目
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ステップ 7 ローカル Cisco Unified Communications Manager クラスタのホス

テッド DN を発行するには、コール制御ディスカバリ アドバタイ

ジング サービスを設定します （[コールルーティング (Call 
Routing)] > [コール制御ディスカバリ (Call Control Discovery)] > 
[アドバタイジングサービス (Advertising Service)]）。必要な数の 
CCD アドバタイジング サービスを設定できます。

コール制御ディスカバリ アドバタイジング サービスは Cisco 
Unified Communications Manager 内にあり、このサービスに

よってローカル Cisco Unified Communications Manager クラス

タはそのホステッド DN および PSTN フェールオーバー設定を、

SAF ネットワークを使用するリモート コール制御エンティティ

にアドバタイズできます。

 • 「コール制御ディスカバリ アドバタイジ

ング サービス」（P.3-8）

 • 「CCD アドバタイジング サービスの設定

項目」（P.3-37）

 • 「コール制御ディスカバリの設定に関す

る考慮事項」（P.3-20）

ステップ 8 コール制御ディスカバリ専用のパーティションを設定します 
（[コールルーティング (Call Routing)] > [コール制御ディスカ

バリ (Call Control Discovery)] > [パーティション (Partition)]）。

このルート パーティションは、すべての学習パターンがルート 
パーティションの下の番号分析に配置されるように、CCD 要求

サービスによって排他的に使用されます。

Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、パー

ティションを CCD 要求サービスに割り当てます。

ヒント CCD 要求サービスに割り当てるパーティションは、デ
バイスが学習パターンをコールするために使用できる
コーリング サーチ スペースに属している必要がありま
す。そのため、デバイスが使用するコーリング サーチ 
スペースにパーティションを割り当てます。パーティ
ションが含まれたコーリング サーチ スペースをデバイ
スに割り当てないと、デバイスは学習パターンをコール
できません。

 • 「コール制御ディスカバリのパーティ

ションの設定項目」（P.3-39）

 • 「CCD 要求サービスの設定項目」

（P.3-41）

 • 「コール制御ディスカバリの設定に関す

る考慮事項」（P.3-20）

ステップ 9 ローカル Cisco Unified Communications Manager クラスタが 
SAF ネットワークからのアドバタイズメントを受信できるよう

に、コール制御ディスカバリ要求サービスを 1 つ設定します 
（[コールルーティング (Call Routing)] > [コール制御ディスカ

バリ (Call Control Discovery)] > [要求サービス (Requesting 
Service)]）。設定できる CCD 要求サービスは 1 つだけです。

コール制御ディスカバリ要求サービスはローカル Cisco Unified 
Communications Manager 内にあり、このサービスによって

ローカル Cisco Unified Communications Manager は SAF ネッ

トワークを使用するリモート コール制御エンティティからのホ

ステッド DN アドバタイズメントを受信できます。

 • 「コール制御ディスカバリ要求サービス」

（P.3-10）

 • 「CCD 要求サービスの設定項目」

（P.3-41）

 • 「コール制御ディスカバリの設定に関す

る考慮事項」（P.3-20）

ステップ 10 まだ実行していない場合は、SAF ネットワークを使用するよう

にリモート コール制御エンティティを設定します。たとえば、

Cisco Unified Communications Manager Express または他の 
Cisco Unified Communications Manager クラスタを SAF ネット

ワーク用に設定します。

リモート コール制御エンティティをサポート

しているマニュアルを参照してください。
Cisco Unified Communications Manager 
Express のマニュアルなどです。

表 3-1 コール制御ディスカバリの設定チェックリスト （続き）

設定手順 関連手順と関連項目
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Cisco Unified Communications Manager のコー
ル制御ディスカバリの概要

この項は、次の内容で構成されています。

 • 「コール制御ディスカバリの概要」（P.3-5）

 • 「コール制御ディスカバリ機能のコンポーネント」（P.3-6）

コール制御ディスカバリの概要

コール制御ディスカバリ機能は、Service Advertisement Framework（SAF）ネットワーク サービス

（シスコ独自のサービス）を利用して、コール間エージェント情報の動的なプロビジョニングを容易に

します。SAF ネットワーク サービスの採用により、コール制御ディスカバリ機能では、ローカル 
Cisco Unified Communications Manager は自身を他の重要な属性（Cisco Unified Communications 
Manager の管理ページで設定される電話番号パターンなど）とともにアドバタイズできます。そのた

め、同じく SAF ネットワークを使用する他のコール制御エンティティは、アドバタイズされた情報を

使用してルーティングの動作を動的に設定し、適合させることができます。同様に、SAF を使用する

すべてのエンティティは、所有する電話番号パターンを他の重要な情報とともにアドバタイズします。

したがって、他のリモート コール制御エンティティは、その情報を学習してコールのルーティングの

動作を適合させることができます。また、コール制御ディスカバリ機能によって、ネットワークはコー

ル間エージェント通信を有効にするために別のサーバに依存しないで、SAF がサポートされるエン

ティティ間の通信を容易にすることができます。

ヒント コール制御ディスカバリ機能によって、冗長 SIP プロキシまたは複雑なゲートキーパーの設定は不要に

なります。ゲートキーパーの設定では、ネットワーク内のリモート コール制御エンティティのダイヤ

ル プラン解決および到達可能性ステータスが提供されます。

コール制御ディスカバリ機能により、各ローカル Cisco Unified Communications Manager クラスタは

次のタスクを実行できます。

 • SAF ネットワークとの認証された接続を確立します。

 • サーバの IPv4 アドレスまたはホスト名、SAF ネットワークがクラスタに接続するために使用する

シグナリング プロトコルおよびポート番号、クラスタに対して Cisco Unified Communications 
Manager の管理ページで設定される電話番号パターンを提供することによって、クラスタを SAF 
ネットワークにアドバタイズします。

 • SAF ネットワークに登録して、同じく SAF 関連ネットワークを使用する他のリモート コール制御

エンティティからの要求を受信します。

ステップ 11 コール制御ディスカバリの設定後に、リモート コール制御エン

ティティがローカル Cisco Unified Communications Manager に
送信する学習パターンをブロックできます （[コールルーティ

ング (Call Routing)] > [コール制御ディスカバリ (Call Control 
Discovery)] > [ブロックされた学習パターン (Blocked Learned 
Patterns)]）。

 • 「ホステッド DN パターンと CCD アドバ

タイジング サービス」（P.3-9）

 • 「ブロックされた学習パターンの設定項

目」（P.3-44）

 • 「コール制御ディスカバリの設定レコー

ドの削除」（P.3-52）

表 3-1 コール制御ディスカバリの設定チェックリスト （続き）

設定手順 関連手順と関連項目
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 • アドバタイズメントから学習した情報を使用して、パターンをマスター ルーティング テーブルに

動的に追加します。マスター ルーティング テーブルにより、Cisco Unified Communications 
Manager は関連付けられている IP アドレスおよびシグナリング プロトコル情報を使用して、これ

らの接続先へのコールをルーティングおよび設定できます。

 • リモート コール制御エンティティへの接続が失われた場合、SAF ネットワークは、学習した情報

を IP 到達不能としてマークするように Cisco Unified Communications Manager に通知します。そ

の後、コールは PSTN を経由します。

 • 情報のアドバタイズおよび受信の冗長性を提供します。したがって、何らかの理由でサーバがその

プライマリ SAF フォワーダへの接続を失った場合、別のバックアップ SAF ルータを選択して情報

をアドバタイズおよび受信できます。

コール制御ディスカバリ機能のコンポーネント

この項は、次の内容で構成されています。

 • 「コール制御ディスカバリの用語」（P.3-6）

 • 「コール制御ディスカバリ アドバタイジング サービス」（P.3-8）

 – 「CCD アドバタイジング サービスと SAF 対応トランク」（P.3-8）

 – 「ホステッド DN パターンと CCD アドバタイジング サービス」（P.3-9）

 • 「コール制御ディスカバリ要求サービス」（P.3-10）

 – 「学習パターンと CCD 要求サービス」（P.3-11）

 – 「CCD 要求サービスと SAF 対応トランク」（P.3-12）

 – 「ネットワーク取り消しのサポート」（P.3-13）

 • 「SAF フォワーダ」（P.3-14）

ヒント コール制御ディスカバリ機能ではすべてのコンポーネントが連携して動作するため、すべての項を確認

して機能の動作を理解してください。

コール制御ディスカバリの用語

表 3-2 に、コール制御ディスカバリ機能に関連する用語の概要を簡単に示します。各概念の詳細につい

ては、表の説明列にあるリンクをクリックしてください。
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表 3-2 コール制御ディスカバリの用語 

用語 説明

Call Control Discovery
（CCD; コール制御ディスカバ

リ）アドバタイジング サービ

ス

 • Cisco Unified Communications Manager 内にあります。

 • PSTN フェールオーバー設定およびホステッド DN パターンを

ローカル Cisco Unified Communications Manager クラスタの 
SAF トランク アクセス情報とともに、SAF ネットワークを使用

するリモート コール制御エンティティにアドバタイズします。

 • Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [コール

ルーティング (Call Routing)] > [コール制御ディスカバリ (Call 
Control Discovery)] > [アドバタイジングサービス (Advertising 
Service)] で設定されます。

 • 詳細情報：「コール制御ディスカバリ アドバタイジング サービ

ス」（P.3-8）

Call Control Discovery
（CCD; コール制御ディスカバ

リ）要求サービス

 • Cisco Unified Communications Manager 内にあります。

 • ローカル Cisco Unified Communications Manager が SAF ネット

ワークを使用するリモート コール制御エンティティからのアドバ

タイズメントを受信できるようにします。

 • 学習パターン（リモート コール制御エンティティからのホステッ

ド DN パターン）がローカル Cisco Unified Communications 
Manager 上の番号分析に挿入されるようにします。

 • 学習パターンへのコールに対してロード バランシングを実行しま

す。

 • SAF ネットワークからの Cisco Unified Communications 
Manager の取り消しを処理します。

 • Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [コール

ルーティング (Call Routing)] > [コール制御ディスカバリ (Call 
Control Discovery)] > [要求サービス (Requesting Service)] で設

定されます。

 • 詳細情報：「コール制御ディスカバリ要求サービス」（P.3-10）

ホステッド DN パターン  • ローカル コール制御エンティティに属する電話番号パターン。

ヒント たとえば、Cisco Unified Communications Manager の管理
ページの [コールルーティング (Call Routing)] > [コール制御
ディスカバリ (Call Control Discovery)] > [ホステッドDNパ
ターン (Hosted DN Pattern)] で設定するホステッド DN パ
ターンは、リモート コール制御エンティティにアドバタイズ
するローカル Cisco Unified Communications Manager クラス
タの電話番号パターン範囲です。

 • ローカル Cisco Unified Communications Manager の場合、CCD 
アドバタイジング サービスによって SAF フォワーダに発行され

ます。

 • 詳細情報：「ホステッド DN パターンと CCD アドバタイジング 
サービス」（P.3-9）
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コール制御ディスカバリ アドバタイジング サービス

コール制御ディスカバリ アドバタイジング サービスは Cisco Unified Communications Manager 内にあ

り、このサービスによってローカル Cisco Unified Communications Manager クラスタは PSTN フェー

ルオーバー設定、ホステッド DN パターン、およびそのクラスタの SAF 対応トランク アクセス情報

を、SAF ネットワークを使用するリモート コール制御エンティティにアドバタイズできます。Cisco 
Unified Communications Manager の管理ページの [コールルーティング (Call Routing)] > [コール制御

ディスカバリ (Call Control Discovery)] > [アドバタイジングサービス (Advertising Service)] で、必要

な数の CCD アドバタイジング サービスを設定できます。

この項は、次の内容で構成されています。

 • 「CCD アドバタイジング サービスと SAF 対応トランク」（P.3-8）

 • 「ホステッド DN パターンと CCD アドバタイジング サービス」（P.3-9）

CCD アドバタイジング サービスと SAF 対応トランク

次の事項を考慮してください。これらは、SAF 対応トランクと CCD アドバタイジング サービスの連

携に関係します。

学習パターン  • CCD 要求サービスによって番号分析に挿入されるパターン。

 • ローカル Cisco Unified Communications Manager で手動でパー

ジまたはブロックできます。

 • RTMT で表示されます。

 • 詳細情報：「学習パターンと CCD 要求サービス」（P.3-11）

SAF フォワーダ  • Cisco IOS ルータ。

 • リモート コール制御エンティティがホステッド DN パターンをア

ドバタイズするときに、ローカル Cisco Unified Communications 
Manager に通知します。

 • Cisco Unified Communications Manager がクラスタのホステッド 
DN パターンをアドバタイズできるように、ローカル Cisco 
Unified Communications Manager クラスタからの発行要求を受

信します。

 • 詳細情報：「SAF フォワーダ」（P.3-14）

SAF 対応トランク  • CCD アドバタイジング サービスに割り当てられている SAF 対応

トランクは、SAF ネットワークを使用するリモート コール制御

エンティティからの着信コールを処理します。

 • CCD 要求サービスに割り当てられている SAF 対応トランクは、

学習パターンへの発信コールを処理します。

 • 詳細情報：「CCD アドバタイジング サービスと SAF 対応トラン

ク」（P.3-8）および「学習パターンと CCD 要求サービス」

（P.3-11）

表 3-2 コール制御ディスカバリの用語 （続き）

用語 説明
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 • Cisco Unified Communications Manager の管理ページで SAF 対応トランクを設定した後、[CCD
アドバタイジングサービス (CCD Advertising Service)] ウィンドウで CCD アドバタイジング サー

ビスに関連付ける SIP トランクと H.323（非ゲートキーパー制御）トランクを 1 つずつ選択できま

す。CCD アドバタイジング サービスは、ホステッド DN パターン、ホステッド DN パターンの 
PSTN フェールオーバー設定、ノードの IP アドレス、H.323 トランクの動的なポート番号、H.323 
トランクの QSIG 設定、SIP トランクの標準ポート 5060、および SIP ルート ヘッダー情報をアド

バタイズします。CCD アドバタイジング サービスに割り当てられている各トランクの情報をアド

バタイズします。

 • SAF 対応トランクには、事前設定された宛先はありません。リモート コール制御エンティティか

らの着信コールの場合、ローカル Cisco Unified Communications Manager はアドバタイズされた

動的なトランク ポート番号および SIP ルート ヘッダー、またはそのいずれかを使用して、コール

を処理する適切な動的トランクを検索します。

 • CCD アドバタイジング サービスは、割り当てられた、または選択されたトランクと同じノードで

実行され、トランクのタイプごとに同じ一連のホステッド DN パターン範囲をアドバタイズしま

す。

 • リモート コール制御エンティティからローカル Cisco Unified Communications Manager への着信

コールの場合、コールは CCD アドバタイジング サービスによってアドバタイズされた適切な SAF 
対応トランクにルーティングされます。H.323 トランクの場合、コールがルーティングされる前

に、着信の着信側プレフィックスが着信側番号に適用されます。

 • H.323 トランクは、SIP トランクとは異なる機能をサポートします。たとえば、H.323 は QSIG を
サポートし、SIP はプレゼンスをサポートします。機能サポートで H.323 トランクと SIP トランク

の両方を CCD アドバタイジング サービスに割り当てる必要がある場合、両方のトランク タイプを

割り当てます。機能サポートで 1 つのトランク タイプを割り当てることができる場合、クラスタ

に最適な 1 つのトランクを CCD アドバタイジング サービスに割り当てることをお勧めします。

 • SAF 対応 SIP トランクと SAF 対応 H.323（非ゲートキーパー制御）クラスタ間トランクの両方を 
CCD アドバタイジング サービスに割り当てた場合、2 つのトランクに対して着信コールの負荷分

散が発生します。

 • H.323 の設定ウィンドウにある [QSIG Variant] および [ASN.1 ROSE OID Encoding] の設定は、

CCD アドバタイジング サービスによってアドバタイズされます。これらの設定は、着信トンネル

化コールの QSIG メッセージのデコードに影響します。コール制御ディスカバリでは、発信コール

には影響しません。

ホステッド DN パターンと CCD アドバタイジング サービス

ホステッド Directory Number（DN; 電話番号）パターンは、コール制御エンティティに属する一定範

囲の電話番号パターンです。たとえば、Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [コー

ルルーティング (Call Routing)] > [コール制御ディスカバリ (Call Control Discovery)] > [ホステッド

DNパターン (Hosted DN Pattern)] で設定するホステッド DN パターンは、リモート コール制御エン

ティティにアドバタイズするローカル Cisco Unified Communications Manager の電話番号パターンで

す。CCD アドバタイジング サービスは、ローカル クラスタのホステッド DN パターンをアクティブな 
SAF フォワーダに発行します。

 • ローカル Cisco Unified Communications Manager の CCD アドバタイジング サービスは、Cisco 
Unified Communications Manager のホステッド DN サービスに代わってアドバタイジング発行要

求をプライマリ SAF フォワーダに送信します。

 • 各ホステッド DN パターンは、ホステッド DN グループに属します。ホステッド DN グループを 
CCD アドバタイジング サービスに割り当てます。ホステッド DN パターンをホステッド DN グ
ループに入れることで、CCD アドバタイジング サービスは複数のパターンをアドバタイズできま

す。
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 • Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [ホステッドDNパターン (Hosted DN 
Patterns)] ウィンドウで設定済みホステッド DN パターンを更新すると、CCD アドバタイジング 
サービスは、更新されたパターンを含む発行要求をアクティブな SAF フォワーダに再送信します。

発行要求は、CCD アドバタイジング サービスに割り当てられているトランクごとに送信されま

す。

 • ホステッド DN パターンが Cisco Unified Communications Manager の管理ページで追加または削

除された場合、CCD アドバタイジング サービスは、新規発行要求を大きいサービス バージョン番

号で SAF ネットワークに送信します。

 • CCD アドバタイジング サービスに割り当てられているホステッド DN グループを変更した場合、

CCD アドバタイジング サービスは、新しく更新されたホステッド DN グループからパターンを大

きいバージョン番号で、割り当てられている SAF 対応トランクごとに発行します。

 • CCD アドバタイジング サービスは、1 つの発行要求で多くのホステッド DN パターンを送信しよ

うとします。1 つの要求で送信できるよりも多くのホステッド DN パターンがある場合、ローカル 
Cisco Unified Communications Manager は複数の要求を、それぞれに一意のサービス ID を付けて

送信します。

 • 一部のクラスタで、[CCDアドバタイジングサービスの設定 (CCD Advertising Service 
Configuration)] ウィンドウでの SAF トランクの選択に基づいて、同じホステッド DN パターンが

複数回発行される場合があります。たとえば、CCD アドバタイジング サービスの設定に SAF 対応 
SIP トランクと H.323（非ゲートキーパー制御）トランクの両方が含まれている場合、ホステッド 
DN パターン 8902XXXX は、各ノードおよび各 SAF 対応トランクに対して 2 回発行されます。ト

ランクの Cisco Unified Communications Manager グループに 2 つのノードが含まれている場合は、

8902XXX の 4 つの発行要求が送信されます。このアプローチでは、受信エンティティは負荷分散

を実行します。

 • Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [CCDアドバタイジングサービス (CCD 
Advertising Service)] ウィンドウで異なるホステッド DN グループを選択すると、サービスは SAF 
フォワーダに要求を送信してホステッド DN グループの発行を解除し、更新された設定を発行しま

す。

ヒント ホステッド DN グループの関連付けが変更された場合、SAF トランクの関連付けが変更された場合、

SAF トランクが Cisco Unified Communications Manager の管理ページでリセットされた場合、または 
CCD アドバタイジング サービスがリセットされた場合、CCD アドバタイジング サービスは以前の要

求の発行を解除し、新しいサービス ID で再度発行します。また、他のクラスタは SAF ネットワークか

ら取り消しサービス通知を受信し、続いて新しい通知を SAF ネットワークから受信します。

詳細情報

「関連項目」（P.3-53）

コール制御ディスカバリ要求サービス

コール制御ディスカバリ要求サービスは Cisco Unified Communications Manager 内にあり、このサービ

スによってローカル Cisco Unified Communications Manager は SAF ネットワークを使用するリモート 
コール制御エンティティからのアドバタイズメントを受信できます。CCD 要求サービスは、リモート 
コール制御エンティティから番号分析およびローカル キャッシュへの学習パターンの挿入も行います。

Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [コールルーティング (Call Routing)] > [コール

制御ディスカバリ (Call Control Discovery)] > [要求サービス (Requesting Service)] で、CCD 要求サービ

スを 1 つだけ設定できます。
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リモート コール制御エンティティが情報をアドバタイズしていることを SAF フォワーダがローカル 
Cisco Unified Communications Manager に通知した後、CCD 要求サービスは、学習パターンおよび設

定されたパーティションをローカル Cisco Unified Communications Manager の番号分析に挿入し、学

習パターンおよび関連付けられた PSTN フェールオーバー設定をリモート コール制御エンティティか

らローカルにキャッシュします。

この項は、次の内容で構成されています。

 • 「学習パターンと CCD 要求サービス」（P.3-11）

 • 「CCD 要求サービスと SAF 対応トランク」（P.3-12）

 • 「ネットワーク取り消しのサポート」（P.3-13）

学習パターンと CCD 要求サービス

リモート コール制御エンティティ（他の Cisco Unified Communications Manager クラスタや Cisco 
Unified Communications Manager Express など）は、それらのホステッド DN パターンが他のリモー

ト コール制御エンティティにアドバタイズされることを要求します。Cisco Unified Communications 
Manager の場合、アドバタイズされた DN パターンを CCD 要求サービスがローカル Cisco Unified 
Communications Manager の番号分析に挿入した後、Cisco Unified Communications Manager はその

パターンを学習パターンであると見なします。

学習パターンと CCD 要求サービスについて、次の事項を考慮してください。

 • ローカル Cisco Unified Communications Manager の CCD 要求サービスは、リモート コール制御

エンティティによってアドバタイズされるホステッド DN パターンについて学習するために、その

プライマリ SAF フォワーダをホステッド DN サービスに登録します。CCD 要求サービスがホス

テッド DN サービスに登録するには、SAF 対応トランクをサービスに割り当てる必要があり、そ

のサービスを [CCD要求サービスの設定 (CCD Requesting Service Configuration)] ウィンドウでア

クティブ化する必要があります。

 • ローカル Cisco Unified Communications Manager が 1 つまたは複数のアドバタイズメントでリ

モート コール制御エンティティから重複した DN パターンを受信した場合、Cisco Unified 
Communications Manager はコールをルーティングするために最適な一致を実行します。たとえ

ば、Cisco Unified Communications Manager がパターン 813XXXX および 8135XXX を受信しま

す。ユーザが 8135233 をダイヤルした場合、Cisco Unified Communications Manager はコールを

パターン 8135XXX に関連付けられたトランクにルーティングします。

 • Cisco Unified Communications Manager Express などのリモート コール制御エンティティからの

学習パターンが、ローカルで設定されたスタティック パターンと同じ場合、ローカル Cisco 
Unified Communications Manager は発信側デバイスのコーリング サーチ スペースの設定を使用し

て、コールをローカル パターンにルーティングするか学習パターンにルーティングするかを決定

します。

 • CCD 要求サービスは、他の Cisco Unified Communications Manager クラスタや Cisco Unified 
Communications Manager Express などのリモート コール制御エンティティからの、重複する学習

パターンを識別できます。CCD 要求サービスがパターンを処理する方法は、Cisco Unified 
Communications Manager の管理ページでのコール制御ディスカバリの機能パラメータ設定によっ

て異なります。Issue Alarm for Duplicate Learned Pattern 機能パラメータが [True] に設定されてい

る場合、CCD 要求サービスはアラームを発行し、重複する学習パターンを保存します。それらの

パターンを使用するコールは、異なるコール制御エンティティ間でロード バランスされます。

 • 学習パターンのコールが IP を経由できない場合、CCD 要求サービスは PSTN 経由でコールをルー

ティングします。CCD 要求サービスは、学習パターンの PSTN フェールオーバー設定に基づいて、

コールを DID 番号へ転送します。設定されている場合は、発信側デバイスの AAR コーリング 
サーチ スペースが、PSTN フェールオーバー中のコールの転送に使用されます。
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 • CCD 要求サービスがそれ自身のクラスタによってアドバタイズされた学習パターンを受信した場

合、Cisco Unified Communications Manager はパターンを無視します。たとえば、要求サービス

と同じクラスタ内のノードが学習パターンをアドバタイズした場合、Cisco Unified 
Communications Manager はパターンを破棄します。

 • CCD 要求サービスは、すべての学習パターンに対して正規表現チェックを実行し、小文字のワイ

ルドカードを大文字のワイルドカードに変換します。

 • 必要な場合は、使用しなくなった学習パターンをパージでき、リモート コール制御エンティティ

によって学習パターンがアドバタイズされたときにローカル Cisco Unified Communications 
Manager がパターンを無視するように、学習パターンをブロックできます。たとえば、IP アドレ

ス 111.11.11.11 のリモート コール制御エンティティからのプレフィックス 235 の学習パターンを

ブロックする場合、[学習パターンのブロック (Block Learned Patterns)] ウィンドウで関連情報を

入力することによって、このコール制御エンティティのパターンを明確にブロックできます。この

例では、設定を保存した後、CCD 要求サービスはローカル キャッシュを検索し、IP アドレス 
111.11.11.11 のリモート コール制御エンティティからのプレフィックス 235 の学習パターンを

パージします。この情報を持つ後続の通知は、ローカル Cisco Unified Communications Manager 
によってブロックおよび無視されます。パターンのブロックおよびパージは完全一致に基づきま

す。たとえば、235XX を設定すると 235XX がブロックされます。そのパターンのサブセットはブ

ロックされません。リモート コール制御エンティティまたはリモート IP アドレスを指定しない場

合、Cisco Unified Communications Manager はパターンをアドバタイズするすべてのリモート 
コール制御エンティティのパターンをパージおよびブロックします。

Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [ブロックされた学習パターンの検索と一

覧表示 (Find and List Blocked Learned Pattern)] ウィンドウで、パージおよびブロックされた学習

パターンを表示できます。これらのパージまたはブロックされた学習パターンは、RTMT には表

示されません。ブロックされたパターンを Cisco Unified Communications Manager の管理ページ

から削除した場合、それらが SAF ネットワークでまだ使用可能であれば（および、クラスタの学

習パターンの最大数に達していなければ）、Cisco Unified Communications Manager はそれらのパ

ターンを再学習できます。

CCD 要求サービスと SAF 対応トランク

CCD 要求サービスを設定するときに、SAF 対応トランクをサービスに割り当てます。CCD 要求サー

ビスと SAF 対応トランクの連携について、次の事項を考慮してください。

 • Cisco Unified Communications Manager は、発信コールを SAF 対応の SIP または H.323 クラスタ

間（非ゲートキーパー制御）トランク経由で、SAF ネットワークを使用するリモート コール制御

エンティティにルーティングします。つまり、CCD 要求サービスに割り当てる SAF 対応トランク

が、リモート コール制御エンティティから学習 DN パターンへの発信コールを管理します。

 • SAF 対応トランクが 2 つの Cisco Unified Communications Manager ノードを持つ Cisco Unified 
Communications Manager グループを使用する場合、SAF 対応トランクの Cisco Unified 
Communications Manager への登録後、CCD 要求サービスは各ノードで実行されます。

 • リモート Cisco Unified Communications Manager の SAF 対応トランクのデバイス プールに 3 つ
の Cisco Unified Communications Manager ノードが含まれている場合、トランクは 3 つのノード

すべてで実行され、同じ DN パターンのホステッド DN サービスをアドバタイズします。ホステッ

ド DN サービスに登録するローカル Cisco Unified Communications Manager は、DN パターンは

同じだが 3 つのノードの IP アドレスは異なる 3 つのアドバタイズメントを受信します。CCD 要求

サービスは、DN パターンをローカル キャッシュに追加し、パターンを 3 つのノードの IP アドレ

スに関連付けます。リモート Cisco Unified Communications Manager への発信コールの場合、

CCD 要求サービスはダイヤルされたパターンと DN に関連付けられている Cisco Unified 
Communications Manager のリストを、CCD 要求サービスに割り当てられている SAF 対応トラン

クに提供します。表 3-3（P.3-13）に示すように、ロード バランシングが行われます。トランク

は、トランクで可能な順序でコールを確立し、ノードが使用不可の場合はリストの次のノードに移

動します。
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 • CCD 要求サービスは、リモート コール制御エンティティの IP アドレスおよびポート番号を SAF 
対応トランクに提供します。

 • SAF 対応トランクには、事前設定された宛先はありません。学習パターンへの発信コールの場合、

コール制御ディスカバリはコールごとに宛先 IP アドレスを動的なトランクに提供します。

 • リモート コール制御エンティティは、H.323 トランク経由の発信コールに QSIG トンネルが必要

かどうかを判別します。QSIG トンネルが必要であることをリモート コール制御エンティティがア

ドバタイズした場合、Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [H.323設定 (H.323 
Configuration)] ウィンドウで QSIG サポートが不要であることが指定されている場合でも、QSIG 
メッセージは発信コールのメッセージ内でトンネル化されます。

 • CCD 要求サービスは、学習パターンのプロトコル、ローカル トランク、およびパターンをアドバ

タイズしたリモート コール制御エンティティの IP アドレスを考慮することで、学習パターンへの

コールに対するラウンドロビン ロード バランシングを実行します。表 3-3（P.3-13）に、CCD 要
求サービスが SAF 対応の SIP および H.323 クラスタ間トランクを使用して学習パターンへのコー

ルをどのようにロード バランスするかを示します。

ネットワーク取り消しのサポート

CCD 要求サービスは、SAF ネットワークからの取り消しを次のように処理します。

 • リモート コール制御エンティティが特定の学習パターンの発行を解除した場合、CCD 要求サービ

スはソース取り消し要求を SAF ネットワークから受信すると、それらの学習パターンをローカル 
キャッシュおよび番号分析からパージします。この場合、それらの学習パターンへのコールは発生

しません。

 • SAF フォワーダがコール制御エンティティとのネットワーク接続を失うと、SAF フォワーダはそ

のコール制御エンティティから発行された学習パターンを取り消します。この場合、CCD 要求

サービスはそれらの学習パターンを IP による到達不能としてマークし、コールは PSTN ゲート

ウェイ経由でルーティングされます。

失われた接続を復元できず、PSTN フェールオーバー タイマーがタイムアウトする前に新しい通知

要求が着信しない場合、CCD 要求サービスは到達不能な学習パターンを番号分析からすべて登録

解除し、ローカル キャッシュからパージします。この場合、これらの学習パターンへのコールは

発生しません。

表 3-3 学習パターンへのコールに対するラウンドロビン ロード バランシング 

コール 動作

8408XXXX への最初のコー

ルの場合

CCD 要求サービスは SIP トランクを選択し、コールは学習された 
SIP トランク IP アドレス 10.1.1.1/5060、10.1.1.2/5060 の SIP トラン

クにルーティングされます。

8408XXXX への 2 番目の

コールの場合

CCD 要求サービスは、学習された H323 トランク IP アドレス 
10.1.1.1/3456、10.1.1.2/7890 の H323 クラスタ間トランクを選択し

ます。

8408XXXX への 3 番目の

コールの場合

CCD 要求サービスは SIP トランクを選択し、コールは学習された 
SIP トランク IP アドレス 10.1.1.2/5060、10.1.1.1/5060 の SIP トラン

クにルーティングされます。

8408XXXX への 4 番目の

コールの場合

CCD 要求サービスは、学習された H.323 トランク IP アドレス 
10.1.1.2/7890、10.1.1.1/3456 の H.323 クラスタ間トランクを選択し

ます。
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 • ローカル Cisco Unified Communications Manager がプライマリとセカンダリ両方の SAF フォワー

ダへの TCP 接続を失った場合、CCD Learned Pattern IP Reachable Duration 機能パラメータのタ

イマーが期限切れになった後、CCD 要求サービスはすべての学習パターンを IP 到達不能として

マークします。この場合、学習パターンへのすべてのコールは PSTN ゲートウェイを経由してルー

ティングされます。CCD PSTN Failover Duration パラメータのタイマーが期限切れになる前に 
SAF ネットワークへの接続が復元されない場合、CCD 要求サービスは到達不能な学習パターンを

番号分析からすべて登録解除し、ローカル キャッシュからパージします。パージされた学習パ

ターンへのコールは失敗します。

 • ローカル Cisco Unified Communications Manager が SAF フォワーダへの TCP 接続を失うと、そ

の SAF フォワーダは他のすべての SAF フォワーダに接続します。この場合、他の SAF フォワー

ダはコール制御エンティティに通知し、コール制御エンティティは到達不能パターン期間タイマー

が期限切れになった後（Cisco Unified Communications Manager の場合、これは CCD Learned 
Pattern IP Reachable Duration 機能パラメータです）、パターンを IP による到達不能としてマーク

します。Cisco Unified Communications Manager の場合、CCD PSTN Failover Duration パラメー

タのタイマーが期限切れになる前に SAF ネットワークへの接続が復元されない場合、CCD 要求

サービスは到達不能な学習パターンを番号分析からすべて登録解除し、ローカル キャッシュから

パージします。パージされた学習パターンへのコールは失敗します。

詳細情報

「関連項目」（P.3-53）

SAF フォワーダ

SAF フォワーダ（SAF 用に設定した Cisco IOS ルータ）は、リモート コール制御エンティティがホス

テッド DN パターンをアドバタイズしたときに、ローカル Cisco Unified Communications Manager ク
ラスタに通知します。また、SAF フォワーダは、[CCDアドバタイジングサービス (CCD Advertising 
Service)] ウィンドウで設定された設定および登録済みトランクごとに、ローカル Cisco Unified 
Communications Manager クラスタから発行要求を受信します。発行要求には、Cisco Unified 
Communications Manager のホステッド DN パターン、PSTN フェールオーバー設定、トランクのリス

ニング ポート、および（SIP トランクの場合は）SIP ルート ヘッダー フィールドが含まれています。

SIP ルート ヘッダー フィールドにはトランクの URI が含まれています。

表 3-4 に、Cisco Unified Communications Manager がサポートする SAF 配置モデルを示します。

表 3-4 SAF 配置モデル 

配置モデル 説明 注

クラスタ全体 クラスタ内のすべてのノードは、すべ

ての SAF フォワーダに接続できます。

クラスタ全体の配置モデルは、プライ

マリおよびバックアップの SAF フォ

ワーダをサポートできます。
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フェールオーバーをサポートしない単一の SAF フォワーダを設定できます。または、プライマリおよ

びバックアップの SAF フォワーダを設定してフェールオーバーをサポートします。プライマリおよび

バックアップの SAF フォワーダでは、Cisco Unified Communications Manager は、プライマリ SAF 
フォワーダが使用できないときはバックアップ SAF フォワーダに対してアドバタイズおよび登録しま

す。

SAF フォワーダには、Cisco Unified Communications Manager が SAF ネットワークと通信するために

使用する IPv4 アドレスおよびポートが含まれています。起動時に、SAF クライアント コントロール

（Cisco Unified Communications Manager の設定不可能な固有のコンポーネント）は、Cisco Unified 
Communications Manager に登録する最初の SAF フォワーダをプライマリ SAF フォワーダとしてマー

クします。プライマリ SAF フォワーダはホステッド DN サービスに登録します。バックアップはこの

タスクを実行しません。何らかの理由でプライマリ SAF フォワーダが使用不可になると、バックアッ

プ SAF フォワーダはすぐにプライマリ SAF フォワーダに昇格されます。

Cisco Unified Communications Manager の SAF クライアント コントロール コンポーネントは、一定

の間隔で SAF フォワーダにキープアライブ メッセージを送信することによって、SAF フォワーダへの

接続を維持します。SAF クライアント コントロール コンポーネントでは、ネットワーク エラー、TCP 
接続の失敗、または SAF フォワーダの失敗によってキープアライブ応答タイムアウトが発生します。

プライマリ SAF フォワーダが到達不能になると、バックアップ SAF フォワーダが自動的にプライマリ 
SAF フォワーダになり、Cisco Unified Communications Manager の SAF クライアント コンポーネン

トは失敗した SAF フォワーダとの接続を確立しようとします。接続が確立されると、SAF フォワーダ

はバックアップ SAF フォワーダとして再度指定されます。この状況では、SAF クライアント コント

ロール コンポーネントは新しい（現在の）昇格されたプライマリ SAF フォワーダを使用し、現在のプ

ライマリ SAF フォワーダが使用されていることを CCD アドバタイジング サービスと CCD 要求サービ

スに通知します。CCD サービスは、すべての発行要求および登録要求を現在のプライマリ SAF フォ

ワーダに送信します。現在のプライマリ SAF フォワーダは、受信したすべてのホステッド DN サービ

ス アドバタイズメントの通知を SAF クライアント コントロール コンポーネントに送信します。SAF 
クライアント コントロール コンポーネントは、アドバタイズメントを CCD 要求サービスに転送しま

す。CCD 要求サービスは、バックアップ SAF フォワーダから受信した通知をキャッシュされている情

報と比較し、必要に応じて新しい情報を更新、削除、または追加します。SAF クライアント コント

ロール コンポーネントは、失敗した SAF フォワーダに一定の間隔で再接続しようとします。接続試行

が成功すると、SAF クライアント コントロール コンポーネントは以前に失敗した SAF フォワーダに

再登録し、他の SAF フォワーダをバックアップとして再指定します。

ノード固有 クラスタ内の特定のノードが SAF フォ

ワーダに割り当てられ、それらのノー

ドはネットワーク内で設定されている

他の SAF フォワーダよりもこれらの 
SAF フォワーダを優先します。つま

り、特定のノードは、最初は設定され

ている他の SAF フォワーダではなく割

り当てられた SAF フォワーダに常に接

続します。

ノード固有の配置モデルは、プライマ

リおよびバックアップの SAF フォワー

ダをサポートできます。

この配置モデルは、クラスタ内の各

ノードが地理的に離れており、ローカ

ル トラフィックをローカル ノード経由

でルーティングする WAN 経由のクラ

スタリング配置にお勧めします。

COW 配置の場合、プライマリおよび

バックアップの SAF フォワーダを複数

セット設定して、異なる地理的ロケー

ションをサポートできます。

最大で 2 つの SAF フォワーダを特定の

ノードに割り当てることができます。

表 3-4 SAF 配置モデル （続き）

配置モデル 説明 注



 

3-16
Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド

第 3 章      コール制御ディスカバリ        

    Cisco Unified Communications Manager のコール制御ディスカバリの概要

ヒント Cisco Unified Communications Manager は、データベースに 3 つ以上の SAF フォワーダが設定されて

いる場合でも、常にプライマリ SAF フォワーダに対してアドバタイズおよび登録します。プライマリ 
SAF フォワーダがデータベースから削除された場合、バックアップ SAF フォワーダが自動的にプライ

マリ SAF フォワーダになり、Cisco Unified Communications Manager は設定されている別の SAF 
フォワーダをバックアップ SAF フォワーダに昇格させます。 
 

クラスタ全体の配置の場合は、プライマリおよびバックアップの SAF フォワーダを指定できません。

Cisco Unified Communications Manager データベースは、SAF フォワーダの順序リストを Cisco 
Unified Communications Manager に送信します。 
 

SAF フォワーダのいずれかまたは両方が動作しない場合、3 番目の SAF フォワーダが設定されている

場合でも、Cisco Unified Communications Manager は 3 番目の SAF フォワーダに接続しようとはしま

せん。プライマリおよびバックアップの SAF フォワーダの接続が失われた場合、3 番目の SAF フォ

ワーダが設定されている場合でも、Cisco Unified Communications Manager は 3 番目の SAF フォワー

ダに接続しません。

CCD アドバタイジング サービスまたは CCD 要求サービスが SAF ネットワークとの接続を失った場

合、SAF フォワーダは他のすべてのコール制御ディスカバリ サービスにサービスの中断について通知

します。クライアントは引き続き SAF フォワーダに登録しようとします。CCD サービスが SAF ネッ

トワークと再接続した後、SAF フォワーダはすぐにすべての CCD サービスにサービスの復旧について

通知します。

SAF フォワーダが他の SAF フォワーダまたは外部クライアント（Cisco Unified Communications 
Manager や Cisco Unified Communications Manager Express など）の 1 つとの TCP 接続の失敗を検出

すると、Cisco Unified Communications Manager は、SAF フォワーダからネットワーク取り消し通知

を受信した後、学習パターンを到達不能としてマークします。これらの学習パターンへの後続のすべて

のコールは、到達不能学習パターンの PSTN フェールオーバー設定を使用して PSTN 経由でルーティ

ングされます。CCD PSTN Failover Duration 機能パラメータのタイマーは、ネットワーク取り消し通

知の受信後すぐに起動されます。タイマーの進行中に Cisco Unified Communications Manager が別の

ネットワーク取り消し通知を受信した場合、Cisco Unified Communications Manager はタイマーを再

起動します。

ヒント Cisco Unified Communications Manager は、ダイジェスト認証（SHA1）を使用して SAF フォワーダ

と通信します。管理者は、SAF フォワーダのセキュリティ プロファイルを設定します。これにより、

Cisco Unified Communications Manager が SAF フォワーダに送信する要求にユーザ名およびパスワー

ドが含まれます。要求には、ユーザ名およびパスワードが格納される MESSAGE INTEGRITY 属性が

含まれている必要があります。

SAF フォワーダと Cisco Unified Communications Manager の間で接続が失われた場合（サーバまたは

ルータのケーブルが外されるなど）、登録ステータスが正しくなくても正しいように表示される場合が

あります。この場合、SAF キープアライブ タイマー（SAF フォワーダ上）または TCP タイマーの期

限が切れるまで、パターンは到達可能と表示される場合があります。TCP タイマーの期限が切れた後、

パターンは到達不能としてマークされます。

詳細情報

 • 「関連項目」（P.3-53）

 • 『Cisco IOS Service Advertisement Framework Configuration Guide』

 • 『Cisco IOS Service Advertisement Framework Command Reference』
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コール制御ディスカバリのシステム要件
Cisco Unified Communications Manager には、次のシステム要件があります。

 • ローカル Cisco Unified Communications Manager 8.0(2) クラスタ

 • SAF 対応の SIP または H.323 クラスタ間（非ゲートキーパー制御）トランク

 • SAF ネットワークをサポートおよび使用するリモート コール制御エンティティ（他の Cisco 
Unified Communications Manager 8.0(2) クラスタや Cisco Unified Communications Manager 
Express サーバなど）

 • SAF フォワーダとして設定されている Cisco IOS ルータ

ヒント Cisco Feature Navigator を使用すると、特定のソフトウェア リリース、機能セット、またはプ

ラットフォームをサポートする Cisco IOS および Catalyst OS ソフトウェア イメージを判別で

きます。Cisco Feature Navigator にアクセスするには、http://www.cisco.com/go/cfn に移動し

ます。

インタラクションおよび制限事項

自律システム

すべての Cisco Unified Communications Manager クラスタは、同じ Autonomous System（AS; 自律シ

ステム）内のアドバタイズまたは学習されたルートに制限されます。

BLF 登録

ユーザが SAF 学習パターンの BLF ステータスを登録する場合、Cisco Unified Communications 
Manager は SIP 登録メッセージを SIP トランク経由でリモート クラスタに送信します。

この機能は SAF 対応 SIP トランクだけでサポートされます（SAF 対応 H.323 トランクではサポートさ

れません）。

一括管理ツール

一括管理ツールでは、SAF セキュリティ プロファイル、SAF フォワーダ、CCD アドバタイジング 
サービス、CCD 要求サービス、ホステッド DN グループ、ホステッド DN パターンなどの設定をイン

ポートおよびエクスポートできます。設定をインポートおよびエクスポートする方法については、

『Cisco Unified Communications Manager Bulk Administration ガイド』を参照してください。

呼詳細レコード

Cisco Unified Communications Manager は、SAFCCDRequestingService としての onBehalfOf の転送

を、転送理由 SS_RFR_SAF_CCD_PSTNFAILOVER でサポートします。これは、コールが PSTN 
フェールオーバー番号に転送されることを示します。

呼詳細レコードの詳細については、『Cisco Unified Communications Manager Call Detail Records 
Administration Guide』を参照してください。

http://www.cisco.com/go/cfn
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    インタラクションおよび制限事項

着信の着信側設定項目

H.323 プロトコルは、国際エスケープ文字 + をサポートしていません。H.323 ゲートウェイまたはトラ

ンク経由の着信コールについて SAF/コール制御ディスカバリで正しい DN パターンが使用されるよう

にするには、サービス パラメータ、デバイス プール、H.323 ゲートウェイ、または H.323 トランクの

ウィンドウで着信の着信側設定項目を設定する必要があります。つまり、着信の着信側設定項目を設定

することで、着信コールが H.323 ゲートウェイまたはトランクからである場合に、Cisco Unified 
Communications Manager は着信側番号をトランクまたはゲートウェイ経由で送信された元の値に戻し

ます。詳細については、次の例を参照してください。

 • たとえば、発信者が Cisco Unified Communications Manager A に対して +19721230000 に発信し

ます。

 • Cisco Unified Communications Manager A は +19721230000 を受信し、コールを H.323 トランク

に送信する前に番号を 55519721230000 に変換します。この場合、設定は国際タイプのコールに

ついて、国際エスケープ文字 + を除去して 555 を前に付加することを指定しています。

 • トランクからのこの着信コールの場合、Cisco Unified Communications Manager B は 
55519721230000 を受信し、発信者が送信した値を番号分析で使用できるように、番号を 
+19721230000 に戻します。この場合、着信の着信側設定項目の設定は、国際タイプの着信側番号

に対して、555 を除去して +1 を前に付加することを指定しています。

Cisco Unified サービスアビリティ

Cisco Unified サービスアビリティ は、コール制御ディスカバリ機能をサポートするアラームを提供し

ます。アラームを設定する方法については、『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』を参

照してください。コール制御ディスカバリ機能に関連付けられるアラーム定義については、「コール制

御ディスカバリのトラブルシューティング」（P.3-53）を参照してください。

Dialed Number Analyzer

Dialed Number Analyzer を使用すると、ダイヤル プランについて学習パターンを分析できるように、

学習パターンを追加できます。この作業の実行方法については、『Cisco Unified Communications 
Manager Dialed Number Analyzer Guide』を参照してください。

セキュリティ（ダイジェスト認証）

Cisco Unified Communications Manager は、ダイジェスト認証（TLS なし）を使用して SAF フォワー

ダに対して認証します。Cisco Unified Communications Manager がメッセージを SAF フォワーダに送

信すると、Cisco Unified Communications Manager は SHA1 チェックサムを計算してメッセージの 
MESSAGE-INTEGRITY フィールドに含めます。

SAF セキュリティ プロファイルを設定する必要があります。詳細については、「SAF セキュリティ プ
ロファイルの設定項目」（P.3-27）を参照してください。

QSIG

[H.323設定 (H.323 Configuration)] ウィンドウでの [QSIG Variant] および [ASN.1 ROSE OID 
Encoding] の設定は、CCD アドバタイジング サービスによってアドバタイズされます。これらの設定

は、着信トンネル化コールの QSIG メッセージのデコードに影響します。コール制御ディスカバリで

は、発信コールには影響しません。

リモート コール制御エンティティは、H.323 トランク経由の発信コールに QSIG トンネルが必要かど

うかを判別します。QSIG トンネルが必要であることをリモート コール制御エンティティがアドバタイ

ズした場合、Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [H.323設定 (H.323 
Configuration)] ウィンドウで QSIG サポートが不要であることが指定されている場合でも、QSIG メッ

セージは発信コールのメッセージ内でトンネル化されます。
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    コール制御ディスカバリのインストールとアクティブ化    

Real-Time Monitoring Tool

Real-Time Monitoring Toolには、コール制御ディスカバリ機能をサポートする perfmon カウンタが表

示されます。これらの perfmon カウンタについては、『Cisco Unified Real Time Monitoring Tool 
Administration Guide』を参照してください。

Real-Time Monitoring Toolを使用すると、学習パターンおよび SAF フォワーダのレポートを表示でき

ます。

学習パターン レポートには、学習パターン名、タイム スタンプ、パターンの到達可能性ステータス、

パターンのホストとなるリモート コール制御エンティティ、PSTN フェールオーバー設定、宛先 IP ア
ドレスとポートなどの情報が表示されます。RTMT を使用すると、さまざまな条件に基づいて検索で

きます。たとえば、リモート コール制御エンティティの検索を指定すると、リモート コール制御エン

ティティのすべての学習パターンが表示されます。

SAF フォワーダ レポートには、認証ステータス、SAF フォワーダの登録ステータスなどの情報が表示

されます。

これらのレポートの詳細については、『Cisco Unified Real Time Monitoring Tool Administration Guide』
を参照してください。

SAF ネットワークの問題

Cisco Unified Communications Manager が SAF フォワーダに接続できない場合、CCD 要求サービス

または CCD アドバタイジング サービスが非アクティブ（つまり、Cisco Unified Communications 
Manager の管理ページで [アクティブ化された機能 (Activated Feature)] チェックボックスがオフ）で

ないかぎり、これらのサービスの設定を更新しないことをお勧めします。Cisco Unified 
Communications Manager が SAF ネットワークに接続できないときにサービスを更新し、これらの

サービスがアクティブな場合、問題が発生する可能性があります。たとえば、パターンが到達不能また

は到達可能として正しく分類されない、重複したパターンまたは古いパターンが存在する、などです。

また、Cisco Unified Communications Manager が SAF フォワーダに接続できない場合は SAF フォ

ワーダの設定を更新しないことをお勧めします。

コール制御ディスカバリのインストールとアクティブ化
Cisco Unified Communications Manager 8.0(2) のインストール後、必要な設定作業を実行すると、

ネットワークでコール制御ディスカバリ機能をサポートできます。実行する必要がある設定作業につい

ては、「コール制御ディスカバリの設定チェックリスト」（P.3-2）を参照してください。

コール制御ディスカバリの設定

ヒント コール制御ディスカバリ機能を設定する前に、「コール制御ディスカバリの設定チェックリスト」

（P.3-2）を参照してください。

この項は、次の内容で構成されています。

 • 「コール制御ディスカバリの設定に関する考慮事項」（P.3-20）

 • 「コール制御ディスカバリの機能パラメータ」（P.3-24）

 • 「SAF セキュリティ プロファイルの設定項目」（P.3-27）

 • 「SAF フォワーダの設定項目」（P.3-29）
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    コール制御ディスカバリの設定

 • 「ホステッド DN グループの設定項目」（P.3-33）

 • 「ホステッド DN パターンの設定項目」（P.3-35）

 • 「CCD アドバタイジング サービスの設定項目」（P.3-37）

 • 「コール制御ディスカバリのパーティションの設定項目」（P.3-39）

 • 「CCD 要求サービスの設定項目」（P.3-41）

 • 「ブロックされた学習パターンの設定項目」（P.3-44）

 • 「コール制御ディスカバリの設定レコードの検索」（P.3-47）（コール制御ディスカバリに関する設

定の検索の実行方法について説明します。検索と一覧表示のウィンドウでの処理方法について説明

します）

 • 「SAF セキュリティ プロファイルの設定項目」（P.3-27）（コール制御ディスカバリのウィンドウで

の処理手順について説明します。この項では設定項目については説明しません）

 • 「SAF 対応トランクの設定」（P.3-51）

 • 「CCD アドバタイジング サービスの設定項目」（P.3-37）

 • 「コール制御ディスカバリの設定レコードの削除」（P.3-52）

コール制御ディスカバリの設定に関する考慮事項

コール制御ディスカバリ機能を設定する前に、次の考慮事項を確認してください。

 • 「SAF フォワーダ」（P.3-20）

 • 「ホステッド DN パターンとホステッド DN グループ」（P.3-21）

 • 「CCD アドバタイジング サービスと CCD 要求サービス」（P.3-21）

 • 「SAF 対応トランク」（P.3-23）

ヒント この項では、設定に関する考慮事項をすべて説明するわけではありません。この項では、CCD の設定

項目を設定する前に確認する必要がある考慮事項の概要について説明します。この項は、「コール制御

ディスカバリの設定」（P.3-19）に記載されている項と一緒に使用してください。

SAF フォワーダ

 • 冗長性のために、プライマリおよびバックアップの SAF フォワーダを設定することをお勧めしま

す。

 • SAF フォワーダまたは SAF セキュリティ プロファイルを設定する場合、Cisco Unified 
Communications Manager の管理ページの一部の設定は Cisco IOS ルータで入力した設定と一致し

ている必要があります。

 • Cisco Unified Communications Manager は、SAF フォワーダについてクラスタ全体またはノード

固有の配置モデルをサポートします。SAF フォワーダを設定する前に、表 3-4（P.3-14）を確認し

てください。これらの配置モデルについて説明されています。

 • SAF フォワーダに設定できるのは IPv4 だけです。

 • 各 SAF フォワーダには一意の IP アドレスが必要です。

 • Cisco Unified Communications Manager が SAF フォワーダに接続できない場合は SAF フォワー

ダの設定を更新しないことをお勧めします。

 • SAF フォワーダのフィールドの説明については、「SAF セキュリティ プロファイルの設定項目」

（P.3-27）および「SAF フォワーダの設定項目」（P.3-29）を参照してください。
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ホステッド DN パターンとホステッド DN グループ

 • [PSTNフェールオーバー削除桁数 (PSTN Failover Strip Digits)]、[PSTNフェールオーバー付加番

号 (PSTN Failover Prepend Digits)]、および [ホステッドDNをPSTNフェールオーバーとして使

用 (Use HostedDN as PSTN Failover)] の設定は、[ホステッドDNグループの設定 (Hosted DN 
Group Configuration)] ウィンドウと [ホステッドDNパターンの設定 (Hosted DN Pattern 
Configuration)] ウィンドウの両方に表示されます。[ホステッドDNパターンの設定 (Hosted DN 
Pattern Configuration)] ウィンドウでこれらの設定項目を設定しない場合、ホステッド DN グルー

プの設定がホステッド DN パターンに適用されます。

 • 各ホステッド DN グループは、DN 範囲をアドバタイズする 1 つの地理的ロケーションを対象とし

ます。

 • ホステッド DN パターンの検索と一覧表示のウィンドウでは、コール制御ディスカバリ機能の複数

のホステッド DN パターンを同時に追加または更新できるように、.cvs ファイルをダウンロードで

きます。その後、同じウィンドウでパターンをアップロードできます （複数のホステッド DN パ
ターンを BAT で追加または更新することもできます）。

パターンをアップロードするときにパターンの置換を選択した場合は、すべてのホステッド DN パ
ターンが失われます。

.csv ファイルに無効または不正なデータが存在する場合、データは Cisco Unified Communications 
Manager によって無視されます。

 • Cisco Unified Communications Manager では、クラスタごとに最大 2,000 のホステッド DN パター

ンを設定できます。

 • 各ホステッド DN パターンは一意である必要があります。各ホステッド DN パターンは、1 つのホ

ステッド DN グループだけに存在できます。

 • [ホステッドDNパターンの検索と一覧表示 (Find and List Hosted DN Patterns)] ウィンドウでは、

ホステッド DN グループに属するホステッド DN パターンを識別できます。この作業の実行方法に

ついては、「ホステッド DN グループに属するホステッド DN パターンの識別」（P.3-52）を参照し

てください。

 • ホステッド DN グループおよびホステッド DN パターンのフィールドの説明については、「ホス

テッド DN グループの設定項目」（P.3-33）および「ホステッド DN パターンの設定項目」（P.3-35）
を参照してください。

CCD アドバタイジング サービスと CCD 要求サービス

 • Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、CCD アドバタイジング サービスと 
CCD 要求サービスに同じ名前を付けることはできません。

 • Cisco Unified Communications Manager の管理ページでトランクの SAF を有効にし、Cisco 
Unified Communications Manager の管理ページで SAF 対応トランクを CCD アドバタイジング 
サービスと CCD 要求サービスに割り当てる必要があります。SAF 対応 SIP トランクは、UDP ま
たは TCP だけをサポートします。必要な場合は、CCD アドバタイジング サービスと CCD 要求

サービスに対して同じ SAF 対応トランクを使用できます。トランクの SAF の有効化については、

「SAF 対応トランクの設定」（P.3-51）を参照してください。

 • CCD 要求サービスを 1 つ設定できます。CCD アドバタイジング サービスは必要な数だけ設定でき

ます。

 • 1 つの CCD アドバタイジング サービスに関連付けることができるホステッド DN グループは 1 つ
だけです。
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 • コール制御ディスカバリ機能はルート パーティションに依存します。ルート パーティションは 
[CCDパーティション (CCD Partition)] ウィンドウ（[コールルーティング (Call Routing)] > [コー

ル制御ディスカバリ (Call Control Discovery)] > [パーティション (Partition)]）で設定します。こ

のルート パーティションは、すべての学習パターンがルート パーティションの下の番号分析に配

置されるように、コール制御ディスカバリによって排他的に使用されます。このパーティションを 
CCD 要求サービスに割り当てます。

CCD パーティションは Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [コールルーティ

ング (Call Routing)] > [コントロールのクラス (Class of Control)] > [パーティション (Partition)] で
は表示されません。

CCD パーティションのフィールドの説明については、「コール制御ディスカバリのパーティション

の設定項目」（P.3-39）を参照してください。

ヒント [CCD要求サービスの設定 (CCD Requesting Service Configuration)] ウィンドウで [学習パター

ンプレフィックス (Learned Pattern Prefix)] フィールドまたは [ルートパーティション (Route 
Partition)] フィールドを更新すると、システム パフォーマンスに影響を及ぼす場合がありま

す。これらのフィールドが変更されると、番号分析マスター ルーティング テーブルが自動的に

更新されるためです。システム パフォーマンスの問題を回避するために、これらのフィールド

はオフピーク時に更新することをお勧めします。

 • CCD アドバタイジング サービスと CCD 要求サービスの設定を変更した後、[保存 (Save)] をク

リックします。次のイベントを発生させる場合以外は、これらのウィンドウで [リセット (Reset)] 
ボタンをクリックする必要はありません。

 – CCD アドバタイジング サービスの場合：[CCDアドバタイジングサービスの設定 (CCD 
Advertising Service Configuration)] ウィンドウの [リセット (Reset)] ボタンにより、コール制

御ディスカバリ アドバタイジング サービスは既存の発行要求を取り消し、すべての関連情報

を再度発行します。

 – CCD 要求サービスの場合：[CCD要求サービスの設定 (CCD Requesting Service 
Configuration)] ウィンドウの [リセット (Reset)] ボタンにより、要求サービスはローカル 
キャッシュから学習パターンを削除し、SAF ネットワークに再登録します。[CCD要求サービ

スの設定 (CCD Requesting Service Configuration)] ウィンドウの [リセット (Reset)] ボタンを

クリックすると、Cisco Unified Communications Manager はパターンを再度学習できます。

ネットワークへの影響を最小限にするために、[CCDアドバタイジングサービスの設定 (CCD 
Advertising Service Configuration)] または [CCD要求サービスの設定 (CCD Requesting Service 
Configuration)] ウィンドウの [リセット (Reset)] ボタンはオフピーク時にクリックすることをお勧

めします。

[CCDアドバタイジングサービスの設定 (CCD Advertising Service Configuration)] および [CCD要

求サービスの設定 (CCD Requesting Service Configuration)] ウィンドウの [リセット (Reset)] のク

リックでは、トランクはリセットされません。トランクは [トランクの設定 (Trunk Configuration)] 
ウィンドウでリセットします。

 • CCD アドバタイジング サービスを削除すると、割り当てられている各トランクを使用してアドバ

タイズされるすべてのホステッド DN パターンの発行は解除されます。

 • CCD 要求サービスを削除すると、すべての学習パターンはローカル キャッシュおよび番号分析か

ら登録解除されます。

 • リモート コール制御エンティティによってアドバタイズされる学習パターンへユーザに発信コー

ルさせる場合は、デバイスに割り当てるコーリング サーチ スペースに、CCD 要求サービスに割り

当てられているルート パーティションが含まれるようにします。
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 • Cisco Unified Communications Manager が SAF フォワーダに接続できない場合、CCD 要求サービ

スまたは CCD アドバタイジング サービスが非アクティブ（つまり、Cisco Unified 
Communications Manager の管理ページで [アクティブ化された機能 (Activated Feature)] チェック

ボックスがオフ）でないかぎり、これらのサービスの設定を更新しないことをお勧めします。

Cisco Unified Communications Manager が SAF ネットワークに接続できないときにサービスを更

新し、これらのサービスがアクティブな場合、問題が発生する可能性があります。たとえば、パ

ターンが到達不能または到達可能として正しく分類されない、重複したパターンまたは古いパター

ンが存在する、などです。

 • コール制御エンティティが同じホステッド DN パターンをアドバタイズしないようにしてくださ

い。

コール制御エンティティが同じホステッド DN パターンをアドバタイズした場合、問題が発生する

可能性があります。たとえば、次の場合に、アドバタイズしているクラスタ間でコール ルーティ

ング ループが発生する可能性があります。これらのクラスタが、ローカルで設定されている静的

パーティションの前に学習パターン パーティションがあるコーリング サーチ スペースを使用し

て、学習パターンにコールした場合です。

 • CCD アドバタイジング サービスおよび CCD 要求サービスのフィールドの説明については、「CCD 
アドバタイジング サービスの設定項目」（P.3-37）および「CCD 要求サービスの設定項目」

（P.3-41）を参照してください。

SAF 対応トランク

 • SAF 対応 H.323 トランクと SAF 対応 SIP トランクを 1 つずつ設定すると、1 つのクラスタの学習

パターンへのすべての SIP および H.323 コールにサービスを提供できます。

 • SAF 対応トランクを CCD アドバタイジング サービスまたは CCD 要求サービスに割り当てる前

に、トランクに設定を適用してください。設定は [トランクの設定 (Trunk Configuration)] ウィン

ドウで適用します。

 • CCD 要求サービスを設定するときに SAF 対応トランクを選択して割り当てない場合、CCD 要求

サービスは作成されず、パターンは学習されません。

 • SAF 対応の H.323 トランクと SIP トランクの両方を CCD 要求サービスに割り当てる場合、トラン

クに割り当てられるデバイス プールに同じ Cisco Unified Communications Manager グループが存

在するようにしてください。

 • WAN 経由のクラスタリング配置をサポートするには、SAF 対応トランクのセットに関連付ける異

なる Cisco Unified Communications Manager グループを設定します。

 • 冗長性を確保し、コール処理トラフィックを削減するには、SAF 対応トランクに割り当てるデバ

イス プールの Cisco Unified Communications Manager グループ内のノードの数を 2 つまでにする

ことをお勧めします。

 • トランクがルート グループに割り当てられているか、ルート パターンに関連付けられている場合、

トランクの SAF を有効にできません。同様に、トランクの SAF を有効にする場合、トランクを

ルート グループに割り当てるか、ルート パターンに関連付けることはできません。

 • トランクの SAF を有効にする前に、SIP トランクに非セキュアのセキュリティ プロファイルがあ

ることを確認します。認証された、または暗号化されたセキュリティ プロファイルを使用する SIP 
トランクの SAF は有効にできません。

 • CCD アドバタイジング サービスに割り当てられている SAF 対応トランクをリセットすると、

CCD アドバタイジング サービスはホステッド DN パターンの発行を解除し、そのトランクの別の

サービス ID で再度発行します。

 • さまざまな SAF 対応トランクがさまざまな Cisco Unified Communications Manager グループを使

用するように設定されている場合、着信および発信 SAF 関連コール トラフィックは、さまざまな 
Cisco Unified Communications Manager ノード間で分散されます。
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 • SAF 対応トランクの Cisco Unified Communications Manager グループが変更された場合、CCD ア
ドバタイジング サービスは発行解除要求を SAF ネットワークに送信します。また、この Cisco 
Unified Communications Manager ノードでトランクが実行されないため、CCD 要求サービスは

ローカル キャッシュおよび番号分析から学習パターンを削除します。CCD アドバタイジング サー

ビスおよび CCD 要求サービスが新しいノードで開始された後、アドバタイジング サービスは発行

要求を SAF ネットワークに送信し、要求サービスは登録要求を SAF ネットワークに送信します。

 • SAF 対応トランクのデバイス プールを変更した場合、CCD アドバタイジング サービスは発行解除

要求を SAF ネットワークに送信します。また、この Cisco Unified Communications Manager ノー

ドでトランクが実行されないため、CCD 要求サービスはローカル キャッシュおよび番号分析から

学習パターンを削除します。CCD アドバタイジング サービスおよび CCD 要求サービスが新しい

ノードで開始された後、アドバタイジング サービスは発行要求を SAF ネットワークに送信し、要

求サービスは登録要求を SAF ネットワークに送信します。

 • SAF 対応トランクを Cisco Unified Communications Manager の管理ページから削除する場合、[トラ

ンクの設定 (Trunk Configuration)] ウィンドウから削除する前に、トランクを CCD アドバタイジング 
サービスおよび CCD 要求サービスから割り当て解除する必要があります。

 • SAF 対応トランクをリセットするか、トランクの Cisco Unified Communications Manager グルー

プを変更すると、CCD アドバタイジング サービスおよび CCD 要求サービスに影響を及ぼします。

たとえば、トランクをリセットし、10 秒経過した後 CCD 要求サービスがトランクにアクセスでき

ない場合、すべての学習パターンは番号分析およびローカル キャッシュからパージされ、要求

サービスは停止します。

その他の考慮事項

 • PSTN フェールオーバーを確保するために、ルート パターンを設定してゲートウェイに割り当てま

す。

 • クラスタが E.164 をサポートしていない場合、ユーザが E.164 番号をダイヤルできるようにトラン

スレーション パターンを設定する必要があります。

 • Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [ブロックされた学習パターンの検索と一

覧表示 (Find and List Blocked Learned Pattern)] ウィンドウで、パージおよびブロックされた学習

パターンを表示できます。ブロックされたパターンを Cisco Unified Communications Manager の
管理ページから削除した場合、それらが SAF ネットワークでまだ使用可能であれば（および、ク

ラスタの学習パターンの最大数に達していなければ）、Cisco Unified Communications Manager は
それらのパターンを再学習できます。

 • 学習パターンは RTMT で表示されます。

コール制御ディスカバリの機能パラメータ

コール制御ディスカバリ機能をサポートする機能パラメータにアクセスするには、[コールルーティン

グ (Call Routing)] > [コール制御ディスカバリ (Call Control Discovery)] > [機能設定 (Feature 
Configuration)] を選択します。表 3-5 に、コール制御ディスカバリ機能の機能パラメータを示します。

詳細については、[機能設定 (Feature Configuration)] ウィンドウで疑問符をクリックしてください。
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表 3-5 コール制御ディスカバリの機能パラメータ 

機能パラメータ 説明

CCD Maximum Number of Learned Patterns このパラメータは、この Cisco Unified 
Communications Manager クラスタが SAF ネッ

トワークから学習できるパターンの数を指定しま

す。許可される学習パターンの数が多いほど、必

要になるサーバのメモリおよび CPU 処理能力は

大きくなります。Cisco Unified Communications 
Manager がパラメータ設定で指定されているよ

りも多くのパターンを学習しようとすると、ア

ラーム CCDLearnedPatternLimitReached が発行

されます。

1 ～ 20000 の数字を入力できます。20000 がデ

フォルトです。

CCD Learned Pattern IP Reachable Duration このパラメータは、学習パターンがアクティブ

（到達可能）な秒数を指定します。この時間の経

過後、Cisco Unified Communications Manager 
はパターンを到達不能としてマークします。たと

えば、このパラメータを 20 秒に設定します。20 
秒後に Cisco Unified Communications Manager 
が SAF フォワーダと通信できない場合、SAF 
フォワーダへの IP 接続が復元されるまで、学習

パターンへのすべてのコールは PSTN にフェー

ルオーバーします。PSTN フェールオーバー中、

Cisco Unified Communications Manager は新し

いパターンを学習できません。このパラメータに

対して指定した時間が経過した後、Cisco 
Unified Communications Manager は学習パター

ンを到達不能としてマークします。このパラメー

タは、CCD PSTN Failover Duration パラメータ

とともに使用します。CCD PSTN Failover 
Duration パラメータによって、到達不能として

マークされたパターンに PSTN フェールオー

バーによって到達できます。

0 ～ 300 の数字（秒）を入力できます。デフォル

トは 60 秒です。
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CCD PSTN Failover Duration このパラメータは、到達不能 /非アクティブな学

習パターンへのコールが PSTN ゲートウェイ経

由でルーティングされ、その後システムからパー

ジされる時間（分）を指定します。このパラメー

タの設定は、CCD Learned Pattern IP Reachable 
Duration パラメータのタイマーの期限が切れる

まで有効になりません。CCD Learned Pattern IP 
Reachable Duration パラメータの期限切れは、

SAF フォワーダと Cisco Unified 
Communications Manager の間で IP 接続が失敗

し、すべての学習パターンが到達不能としてマー

クされることを意味します。その後、CCD 
PSTN Failover Duration パラメータの期限が切れ

ると、すべての学習パターンはシステムからパー

ジされ、パージされたパターンへのコールは拒否

されます（発信者には、リオーダー音または「番

号を使用できない」というアナウンスが聞こえま

す）。

このパラメータを 0 に設定すると、PSTN フェー

ルオーバーは行われません。つまり、CCD 
Learned Pattern IP Reachable Duration パラメー

タで定義した秒数 SAF フォワーダ に到達できな

い場合、PSTN 経由のフェールオーバー オプ

ションは提供されず、学習パターンへのコールは

即時に失敗します。このパラメータを 525600 に
設定すると、PSTN フェールオーバーは期限切れ

にならず、学習パターンが IP 接続の問題によっ

てパージされることはありません。

0 ～ 525600 の数字（分）を入力できます。デ

フォルトは 2880 です。

Issue Alarm for Duplicate Learned Patterns このパラメータは、Cisco Unified 
Communications Manager が SAF ネットワーク

上の異なるリモート コール制御エンティティか

ら重複するパターンを学習したときに、アラーム 
DuplicateLearnedPattern を発行するかどうかを

指定します。デフォルトは [False] です。

表 3-5 コール制御ディスカバリの機能パラメータ （続き）

機能パラメータ 説明
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SAF セキュリティ プロファイルの設定項目

設定パス：[拡張機能 (Advanced Features)] > [SAF] > [SAFセキュリティプロファイル (SAF Security 
Profile)]

[SAFセキュリティプロファイルの設定 (SAF Security Profile Configuration)] ウィンドウで、SAF フォ

ワーダと Cisco Unified Communications Manager の間でセキュアな接続が行われるように、SAF セ
キュリティ プロファイルを設定します。[SAFフォワーダの設定 (SAF Forwarder Configuration)] ウィ

ンドウで SAF フォワーダを設定するときに、SAF フォワーダに適用する SAF セキュリティ プロファ

イルを選択する必要があります。

コール制御ディスカバリ機能は、Service Advertisement Framework（SAF）ネットワーク サービス

（シスコ独自のサービス）を利用して、コール間エージェント情報の動的なプロビジョニングを容易に

します。コール制御ディスカバリ機能の詳細については、「コール制御ディスカバリ」（P.3-1）を参照

してください。

Cisco Unified Communications Manager は、ダイジェスト認証（SHA1）を使用して SAF フォワーダ

と通信します。

始める前に

このウィンドウで設定する情報の一部は、SAF フォワーダでも設定する必要があります。

CCD Stop Routing On Unallocated Unassigned 
Number

このパラメータは、Cisco Unified 
Communications Manager クラスタや Cisco 
Unified Communications Manager Express など

のリモート コール制御エンティティが未割り当

ての番号の原因コードでコールを拒否したとき

に、Cisco Unified Communications Manager が
引き続きリモート コール制御エンティティに

コールをルーティングするかどうかを指定しま

す。未割り当ての番号は、現在のコール制御エン

ティティ内に存在しないホステッド DN を表しま

す。デフォルトは [True] です。

パラメータが [True] に設定されている場合、

Cisco Unified Communications Manager がリ

モート コール制御エンティティから原因コード

を受信するとすぐに、コールはリリースされま

す。パラメータが [False] に設定されている場合、

Cisco Unified Communications Manager がコー

ルを学習パターンに送達し、リモート コール制

御エンティティが未割り当ての番号の原因値を送

信すると、Cisco Unified Communications 
Manager はこの学習パターンのリモート クラス

タの別の到達可能な IP アドレスを見つけようと

します。到達可能なリモート接続先を使用できる

場合、Cisco Unified Communications Manager 
は使用できる到達可能なリモート クラスタの IP 
アドレスにコールを送達しようとします。

表 3-5 コール制御ディスカバリの機能パラメータ （続き）

機能パラメータ 説明
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SAF セキュリティ プロファイルを設定する前に、「コール制御ディスカバリの設定チェックリスト」

（P.3-2）および「コール制御ディスカバリの設定に関する考慮事項」（P.3-20）を参照してください。

表 3-6 SAF セキュリティ プロファイルの設定項目 

フィールド 説明

[名前 (Name)] SAF セキュリティ プロファイルの名前を入力し

ます。入力した名前は、[SAFセキュリティプロ

ファイルの検索と一覧表示 (Find and List SAF 
Security Profile)] ウィンドウ、および [SAFフォ

ワーダの設定 (SAF Forwarder Configuration)] 
ウィンドウの [SAFセキュリティプロファイル

(SAF Security Profile)] ドロップダウン リスト 
ボックスに表示されます。有効な入力値は、英数

字、ハイフン、ピリオド、アンダースコア、およ

びスペースです。

50 文字まで設定できます。

[説明 (Description)] SAF セキュリティ プロファイルの説明を入力し

ます。¥、"、< >、&、および % を除くすべての

文字を入力できます。

128 文字まで設定できます。

[ユーザ名 (User Name)] Cisco Unified Communications Manager が SAF 
フォワーダに接続するときに要求内に含める値を

入力します。

ヒント Cisco Unified Communications Manager 
が SAF フォワーダに登録できるように、
ルータ（SAF フォワーダ）で入力した同
じユーザ名を入力します。ユーザ名は大
文字と小文字が区別されるため、SAF 
フォワーダで入力したとおりにユーザ名
を入力します。

入力する値は、Cisco Unified Communications 
Manager と SAF フォワーダ間のメッセージ整合

性チェックの共有シークレットを表します。ユー

ザ名は、MESSAGE-INTEGRITY 属性を含む 
Cisco Unified Communications Manager からの

要求内に含まれます。

[ユーザパスワード (User Password)] Cisco Unified Communications Manager が SAF 
フォワーダに接続するときに要求内に含める値を

入力します。

ヒント Cisco Unified Communications Manager 
が SAF フォワーダに登録できるように、
ルータ（SAF フォワーダ）で入力した同
じパスワードを入力します。パスワード
は大文字と小文字が区別されるため、
SAF フォワーダで入力したとおりにパス
ワードを入力します。
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SAF フォワーダの設定項目

設定パス：[拡張機能 (Advanced Features)] > [SAF] > [SAFフォワーダ (SAF Forwarder)]

SAF フォワーダ（コール制御ディスカバリ /SAF 用に設定した Cisco ルータ）は、コール制御ディスカ

バリ機能の Cisco Unified Communications Manager からの発行要求を処理します。また、SAF フォ

ワーダは、コール制御ディスカバリ機能のリモート コール制御エンティティからのアドバタイジング

要求も処理します。コール制御ディスカバリについては、「コール制御ディスカバリ」（P.3-1）を参照

してください。

始める前に

SAF フォワーダを設定する前に、SAF セキュリティ プロファイルを少なくとも 1 つ設定してあること

を確認してください。

このウィンドウで設定する情報の一部は、SAF フォワーダでも設定する必要があります。

SAF フォワーダを設定する前に、「コール制御ディスカバリの設定チェックリスト」（P.3-2）および

「コール制御ディスカバリの設定に関する考慮事項」（P.3-20）を参照してください。

表 3-7 SAF フォワーダの設定項目 

フィールド 説明

[名前 (Name)] SAF フォワーダの名前を入力します。有効な入

力値は、英数字、ハイフン、ピリオド、およびア

ンダースコアです。50 文字まで入力できます。

このフィールドに入力した値は、データベースで 
SAF フォワーダ レコードを分類するために使用

されます。入力した値は、検索を実行するときに 
[SAFフォワーダの検索と一覧表示 (Find and List 
SAF Forwarders)] ウィンドウに表示されます。

[説明 (Description)] SAF フォワーダの説明を入力します。¥、"、< 
>、&、および % を除くすべての文字を入力でき

ます。128 文字まで入力できます。



 

3-30
Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド

第 3 章      コール制御ディスカバリ        

    コール制御ディスカバリの設定

[クライアントラベル (Client Label)] クライアント ラベルによって、SAF フォワーダ

は Cisco Unified Communications Manager ノー

ドを識別できます。有効な入力値は、英数字、ア

ンダースコア、および @ です。50 文字まで入力

できます。

この SAF フォワーダと通信するために選択する

各 Cisco Unified Communications Manager ノー

ドから SAF フォワーダに送信される登録メッ

セージには、一意のクライアント ラベルが含ま

れます。SAF フォワーダは、登録メッセージを

受信すると、SAF フォワーダ上にクライアント 
ラベルが設定されているかどうかを確認します。

クラスタ全体で単一の SAF フォワーダを設定し

た場合、クラスタ内のすべてのノードは同じ 
SAF フォワーダ設定を使用して同じ SAF フォ

ワーダに登録します。クラスタ内のノードに対し

て一意のクライアント ラベルを作成するには、

クライアント ラベル値に @ を追加します。これ

により、登録メッセージにはベース名とそれに続

く @<nodeid> が含まれます。たとえば、1 つの 
SAF フォワーダに接続する 2 ノード クラスタの

クライアント ラベルに abcde_ny@ を入力しま

す。この場合、登録メッセージにはノード 1 の 
abcde_ny@1 またはノード 2 の abcde_ny@2 が
含まれます。

クライアント ラベル値に @ を追加しない場合、

ルータでクライアント ラベルのベース名パラ

メータを設定する必要はありませんが、ルータで

クライアント ラベルを設定する必要があります。

クライアント ラベル値に @ を追加する場合、

ルータでクライアント ラベルのベース名パラ

メータを設定する必要があります。

ヒント 表示された [詳細設定 (Advanced)] セク
ションの [選択済みCisco Unified 
CM(Selected Cisco Unified 
Communications Managers)] ペインに複
数の Cisco Unified Communications 
Manager ノードが表示される場合は、ク
ライアント ラベル値に @ を追加します。
追加しないと、各ノードが同じクライア
ント ラベルを使用して SAF フォワーダ
に登録するためにエラーが発生する場合
があります。

表 3-7 SAF フォワーダの設定項目 （続き）

フィールド 説明
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[SAFセキュリティプロファイル (SAF Security 
Profile)]

この SAF フォワーダに適用する SAF セキュリ

ティ プロファイルを選択します。セキュリティ 
プロファイルのユーザ名およびパスワードは 
SAF フォワーダに送信されるため、SAF フォ

ワーダによって受け入れられるユーザ名およびパ

スワードを含むセキュリティ プロファイルを選

択します （SAF フォワーダは、同じユーザ名お

よびパスワードを使用するように設定されている

必要があります）。

[SAFフォワーダのアドレス (SAF Forwarder 
Address)] 

SAF フォワーダの IPv4 アドレスを入力します。

[SAFフォワーダのポート (SAF Forwarder Port)] SAF フォワーダとの接続を確立するために Cisco 
Unified Communications Manager が使用する

ポート番号を入力します。デフォルト設定は 
5050 です。

入力するポートは、SAF フォワーダで設定する

ポート番号と一致している必要があります。SAF 
フォワーダのポート範囲は 1024 ～ 65535 です。

[TCPキープアライブを有効化 (Enable TCP Keep 
Alive)]

SAF フォワーダと Cisco Unified 
Communications Manager 間の TCP 接続が失敗

したときに Cisco Unified Communications 
Manager に通知されるようにするには、[TCP
キープアライブを有効化 (Enable TCP Keep 
Alive)] チェックボックスをオンにします。この

チェックボックスがオフの場合、（SAF フォワー

ダで設定される）SAF フォワーダ キープアライ

ブ タイマーの期限が切れるまで、Cisco Unified 
Communications Manager には TCP 接続の失敗

は通知されません。

このチェックボックスはオンにしておくことをお

勧めします。

[詳細設定 (Advanced)] の表示 /非表示

[SAF再接続間隔 (SAF Reconnect Interval)] 接続失敗後に Cisco Unified Communications 
Manager が SAF フォワーダへの再接続を試行す

るまでの時間（秒）を入力します。0 ～ 500 の値

を入力します。デフォルト値は 20 です。

表 3-7 SAF フォワーダの設定項目 （続き）

フィールド 説明
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[SAF通知ウィンドウサイズ (SAF Notifications 
Window Size)]

SAF フォワーダが Cisco Unified 
Communications Manager に対して同時に維持で

きる未処理の Notify 要求数を入力します。デ

フォルト値は 7 です。0 ～ 255 の数字を入力でき

ます。

このフィールドに 0 を入力すると SAF フォワー

ダはこの Cisco Unified Communications 
Manager に通知を送信しませんが、CCD アドバ

タイジング サービスが設定されていてアクティ

ブな場合、Cisco Unified Communications 
Manager はホステッド DN を SAF ネットワーク

に発行できます。

[使用可能Cisco Unified CM(Available Cisco 
Unified Communications Managers)]

この設定は、[選択済みCisco Unified 
CM(Selected Cisco Unified Communications 
Managers)] ペインと連携します。

[使用可能Cisco Unified CM(Available Cisco 
Unified Communications Managers)] ペインのす

べてのノードは、[SAFフォワーダの設定 (SAF 
Forwarder Configuration)] ウィンドウで設定する 
SAF フォワーダに接続できます。

必要な場合は、設定されている他の SAF フォ

ワーダよりもこの SAF フォワーダを優先するよ

うに、特定のノードをこの SAF フォワーダに割

り当てることができます。ノードを SAF フォ

ワーダに割り当てるには、ノードを [選択済み
Cisco Unified CM(Selected Cisco Unified 
Communications Managers)] ペインに移動しま

す。ノードを [使用可能Cisco Unified 
CM(Available Cisco Unified Communications 
Managers)] ペインに、またはペインから移動す

るには、ノードを強調表示して上矢印または下矢

印をクリックします。

ノードを 2 つの SAF フォワーダに割り当てた場

合、割り当てられたノードはペインに表示されま

せん。ノードを割り当てることができる SAF 
フォワーダは 2 つだけであるためです。たとえ

ば、3 つの SAF フォワーダ forwarder1、
forwarder2、および forwarder3 があります。

node_2 を forwarder1 および forwarder3 に割り当

てます。この場合、node_2 は forwarder2 の [使
用可能Cisco Unified CM(Available Cisco Unified 
Communications Managers)] ペインに表示されま

せん。

表 3-7 SAF フォワーダの設定項目 （続き）

フィールド 説明
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ホステッド DN グループの設定項目

設定パス：[コールルーティング (Call Routing)] > [コール制御ディスカバリ (Call Control Discovery)] > 
[ホステッドDNグループ (Hosted DN Group)]

ホステッド DN グループは、コール制御ディスカバリ機能でサポートされており、Cisco Unified 
Communications Manager の管理ページでグループ化したホステッド DN パターンの集合です。ホス

テッド DN グループを Cisco Unified Communications Manager の管理ページで CCD アドバタイジン

グ サービスに割り当てると、CCD アドバタイジング サービスはホステッド DN グループに含まれるす

べてのホステッド DN パターンをアドバタイズします。CCD アドバタイジング サービスごとに、割り

当てることができるホステッド DN グループは 1 つだけです。

コール制御ディスカバリ機能の詳細については、「コール制御ディスカバリ」（P.3-1）を参照してくだ

さい。

始める前に

ホステッド DN グループを設定する前に、「コール制御ディスカバリの設定チェックリスト」（P.3-2）
および「コール制御ディスカバリの設定に関する考慮事項」（P.3-20）を参照してください。

[選択済みCisco Unified CM(Selected Cisco 
Unified Communications Managers)]

このペインは、Cluster Over WAN（COW; WAN 
経由のクラスタリング）設定に使用します。

このペインには、設定されている他の SAF フォ

ワーダよりもこの SAF フォワーダを優先する

ノードが表示されます。たとえば、forwarder1 
のこのペインに node_1 および node_2 が表示さ

れている場合、他の SAF フォワーダが設定され

ていても、node_1 および node_2 は常に 
forwarder1 を最初に選択します。

ノードを [選択済みCisco Unified CM(Selected 
Cisco Unified Communications Managers)] ペイ

ンに、またはペインから移動するには、ノードを

強調表示して [使用可能Cisco Unified 
CM(Available Cisco Unified Communications 
Managers)] ペインの下にある上矢印または下矢

印をクリックします。ペインでノードを並べ替え

るには、ノードを強調表示してペインの右にある

上矢印または下矢印をクリックします。

表 3-7 SAF フォワーダの設定項目 （続き）

フィールド 説明
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表 3-8 ホステッド DN グループの設定項目 

フィールド 説明

[名前 (Name)] ホステッド DN グループの名前を入力します。有

効な入力値は、英数字、ハイフン、ピリオド、ア

ンダースコア、およびスペースです。50 文字ま

で入力できます。

入力した値は、[ホステッドDNグループの検索と

一覧表示 (Find and List Hosted DN Groups)] ウィン

ドウ、[ホステッドDNグループの設定 (Hosted 
DN Group Configuration)] ウィンドウ、[ホステッ

ドDNパターンの設定 (Hosted DN Pattern 
Configuration)] ウィンドウ、および [CCDアドバ

タイジングサービスの設定 (CCD Advertising 
Service Configuration)] ウィンドウに表示されま

す。

[説明 (Description)] ホステッド DN グループの説明を入力します。¥、
"、< >、&、および % を除くすべての文字を入力

できます。128 文字まで入力できます。

[PSTNフェールオーバー削除桁数 (PSTN 
Failover Strip Digits)]

コールが PSTN にフェールオーバーするときに

ホステッド DN から除去する桁数を入力します。

0 ～ 16 の値を入力できます。

[PSTNフェールオーバー付加番号 (PSTN 
Failover Prepend Digits)]

コールが PSTN にフェールオーバーするときに

電話番号の先頭に追加する国際エスケープ文字 + 
または数字（0 ～ 9）を入力します。16 文字まで

入力できます。

たとえば、アクセス コードや市外局番を入力し

ます。

[ホステッドDNをPSTNフェールオーバーとし

て使用 (Use HostedDN as PSTN Failover)]
このチェックボックスをオンにした場合、[PSTN
フェールオーバー削除桁数 (PSTN Failover Strip 
Digits)] または [PSTNフェールオーバー付加番

号 (PSTN Failover Prepend Digits)] に入力した設

定は Cisco Unified Communications Manager で
無視されます。

コールが PSTN にフェールオーバーするときに、

ホステッド DN から桁数を除去またはホステッド 
DN に数字を付加する必要がない場合は、[ホス

テッドDNをPSTNフェールオーバーとして使用

(Use HostedDN as PSTN Failover)] チェックボッ

クスをオンにします。このチェックボックスをオ

ンにした場合、[PSTNフェールオーバー削除桁

数 (PSTN Failover Strip Digits)] または [PSTN
フェールオーバー付加番号 (PSTN Failover 
Prepend Digits)] フィールドは無効として表示さ

れます。

このチェックボックスをオンにした場合、発信

コールを行うエンティティは元のホステッド DN 
範囲を PSTN フェールオーバーに使用します。
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ホステッド DN パターンの設定項目

設定パス：[コールルーティング (Call Routing)] > [コール制御ディスカバリ (Call Control 
Discovery)] > [ホステッドDNパターン (Hosted DN Patterns)]

[ホステッドDNパターンの設定 (Hosted DN Pattern Configuration)] ウィンドウは、コール制御ディス

カバリ機能をサポートします。この機能により、Cisco Unified Communications Manager は SAF ネッ

トワークを使用して、同じく SAF をアドバタイズする他のリモート コール制御エンティティから電話

番号パターンなどの情報を学習できます。

ホステッド DN パターンは、Cisco Unified Communications Manager に属する電話番号パターンです。

CCD アドバタイジング サービスは、これらのパターンを SAF ネットワークを使用する他のリモート 
コール制御エンティティにアドバタイズします。これらのパターンをホステッド DN グループに関連付

けます。ホステッド DN グループによって、複数のパターンを CCD アドバタイジング サービスに簡単

に関連付けることができます。

表 3-9 に、[ホステッドDNパターンの設定 (Hosted DN Pattern Configuration)] ウィンドウに表示され

る設定項目を示します。これらの同じ設定が .csv ファイルに表示されます。このファイルでホステッ

ド DN パターンを追加または変更し、Cisco Unified Communications Manager データベースにアップ

ロードできます。

始める前に

ホステッド DN パターンを設定する前に、「コール制御ディスカバリの設定チェックリスト」（P.3-2）
および「コール制御ディスカバリの設定に関する考慮事項」（P.3-20）を参照してください。

コール制御ディスカバリの詳細については、「コール制御ディスカバリ」（P.3-1）を参照してください。

表 3-9 ホステッド DN パターンの設定項目 

フィールド 説明

[ホステッドパターン (Hosted Pattern)] ホステッド DN パターンの値を入力します。最大

で 50 文字です。このフィールドに入力した値は、

CCD アドバタイジング サービスによってリモー

ト コール制御エンティティにアドバタイズされ

ます。

入力できるのは、国際エスケープ文字 + と、それ

に続くパターンまたはダイヤル可能な数字

（0-9A-Da-d）、パターン（[6-9]）、ワイルドカー

ド文字（X）、または（^）と入力の最後にオプ

ションの % または !  です。

[説明 (Description)] ホステッド DN パターンの説明を入力します。¥、
"、< >、&、および % を除くすべての文字を入力

できます。128 文字まで入力できます。
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[ホステッドDNグループ (Hosted DN Group)] このホステッド DN パターンに関連付けるホス

テッド DN グループを選択します。次の両方の条

件を満たす場合、Cisco Unified Communications 
Manager はホステッド DN グループの PSTN 
フェールオーバー設定をホステッド DN パターン

に適用します。

 • [ホステッドDNパターン (Hosted DN 
Patterns)] ウィンドウで、[PSTNフェール

オーバー削除桁数 (PSTN Failover Strip 
Digits)] または [PSTNフェールオーバー付加

番号 (PSTN Failover Prepend Digits)] フィー

ルドを設定していない（つまり、デフォルト

を使用している）。

 • [ホステッドDNパターン (Hosted DN 
Patterns)] ウィンドウで、[ホステッドDNを

PSTNフェールオーバーとして使用 (Use 
HostedDN as PSTN Failover)] チェックボッ

クスをオフにしている。

[PSTNフェールオーバー削除桁数 (PSTN 
Failover Strip Digits)]

IP 接続が使用できず、コールが PSTN にフェー

ルオーバーするときに、電話番号の先頭から除去

する桁数を入力します。0 ～ 16 の値を入力でき

ます。

次のすべての条件を満たす場合、ホステッド DN 
グループの設定が適用されます。

 • このフィールドに 0 を入力した（または空白

のままにした）場合

 • [PSTNフェールオーバー付加番号 (PSTN 
Failover Prepend Digits)] フィールドを空白

のままにした場合

 • [ホステッドDNをPSTNフェールオーバー

として使用 (Use Hosted DN as PSTN 
Failover)] チェックボックスがオフの場合

このフィールドに入力した値がホステッド DN パ
ターンよりも長い場合は、桁が付加される前にパ

ターンのすべての桁が除去されます。

表 3-9 ホステッド DN パターンの設定項目 （続き）

フィールド 説明
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CCD アドバタイジング サービスの設定項目

設定パス：[コールルーティング (Call Routing)] > [コール制御ディスカバリ (Call Control Discovery)] > 
[アドバタイジングサービス (Advertising Service)]

コール制御ディスカバリ アドバタイジング サービスはコール制御ディスカバリ機能をサポートしてお

り、このサービスによって Cisco Unified Communications Manager はクラスタのホステッド DN およ

び PSTN フェールオーバー設定を、SAF ネットワークを使用するリモート コール制御エンティティに

アドバタイズできます。表 3-10 では、CCD アドバタイジング サービスの設定項目について説明しま

す。

[PSTNフェールオーバー付加番号 (PSTN 
Failover Prepend Digits)]

コールが PSTN にフェールオーバーするときに電

話番号の先頭に追加する国際エスケープ文字 + ま
たは数字を入力します。16 文字まで入力できま

す。

次のすべての条件を満たす場合、ホステッド DN 
グループの設定が適用されます。

 • このフィールドに 0 を入力した（または空白

のままにした）場合

 • [PSTNフェールオーバー削除桁数 (PSTN 
Failover Strip Digits)] フィールドを空白のま

まにした場合

 • [ホステッドDNをPSTNフェールオーバー

として使用 (Use HostedDN as PSTN 
Failover)] チェックボックスがオフの場合

[ホステッドDNをPSTNフェールオーバーとし

て使用 (Use HostedDN as PSTN Failover)]
コールが PSTN にフェールオーバーするときに、

ホステッド DN から桁数を除去またはホステッド 
DN に数字を付加する必要がない場合は、[ホス

テッドDNをPSTNフェールオーバーとして使用

(Use HostedDN as PSTN Failover)] チェックボッ

クスをオンにします。このチェックボックスをオ

ンにした場合、[PSTNフェールオーバー削除桁

数 (PSTN Failover Strip Digits)] または [PSTN
フェールオーバー付加番号 (PSTN Failover 
Prepend Digits)] フィールドは無効として表示さ

れます。

このチェックボックスをオンにした場合、発信

コールを行うエンティティは元のホステッド DN 
範囲を PSTN フェールオーバーに使用します。

ホステッド DN パターンの .csv ファイルを変更

する場合は、TRUE または FALSE を入力しま

す。TRUE は、PSTN フェールオーバー中にホス

テッド DN をそのまま使用することを示します。

FALSE は、PSTN フェールオーバー中に電話番

号から桁数を除去および番号を付加することを示

します。

表 3-9 ホステッド DN パターンの設定項目 （続き）

フィールド 説明



 

3-38
Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド

第 3 章      コール制御ディスカバリ        

    コール制御ディスカバリの設定

始める前に

CCD アドバタイジング サービスを設定する前に、「コール制御ディスカバリの設定チェックリスト」

（P.3-2）および「コール制御ディスカバリの設定に関する考慮事項」（P.3-20）を参照してください。

表 3-10 CCD アドバタイジング サービスの設定項目 

フィールド 説明

[名前 (Name)] CCD アドバタイジング サービスの名前を入力し

ます。有効な入力値は、英数字、ハイフン、ピリ

オド、アンダースコア、およびスペースです。

50 文字まで入力できます。

Cisco Unified Communications Manager の管理

ページでは CCD アドバタイジング サービスと 
CCD 要求サービスに同じ名前を付けることはで

きないため、名前は一意にしてください。

[説明 (Description)] CCD アドバタイジング サービスの説明を入力し

ます。¥、"、< >、&、および % を除くすべての

文字を入力できます。128 文字まで入力できま

す。

[SAF SIPトランク (SAF SIP Trunk)] この CCD アドバタイジング サービスで使用する 
SIP トランクを選択します。Cisco Unified 
Communications Manager への着信コールの場

合、コールは CCD アドバタイジング サービスに

よってアドバタイズされた適切なトランクにルー

ティングされます。

トランクがドロップダウン リスト ボックスに表示

されない場合は、トランクを最初に設定したとき

に [トランクサービスタイプ (Trunk Service Type)] 
ドロップダウン リスト ボックスから [コール制御

ディスカバリ (Call Control Discovery)] を選択しま

せんでした。

[SAF H323トランク (SAF H323 Trunk)] CCD アドバタイジング サービスで使用する 
H.323 トランクを選択します。Cisco Unified 
Communications Manager への着信コールの場

合、コールは CCD アドバタイジング サービスに

よってアドバタイズされた適切なトランクにルー

ティングされます。

トランクがドロップダウン リスト ボックスに表

示されない場合は、H.323（非ゲートキーパー制

御）トランクの [トランクの設定 (Trunk 
Configuration)] ウィンドウで [SAFの有効化

(Enable SAF)] チェックボックスをオンにしたこ

とを確認してください。
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追加情報

「関連項目」（P.3-53）を参照してください。

コール制御ディスカバリのパーティションの設定項目

設定パス：[コールルーティング (Call Routing)] > [コール制御ディスカバリ (Call Control Discovery)] > 
[パーティション (Partition)]

CCD 要求サービスはコール制御ディスカバリ機能をサポートしており、このサービスによって Cisco 
Unified Communications Manager は SAF ネットワークを使用するリモート コール制御エンティティ

からのホステッド DN アドバタイズメントを受信できます。また、CCD 要求サービスによって、学習

パターンが番号分析マスター ルーティング テーブルに挿入されます。

[コールルーティング (Call Routing)] > [コール制御ディスカバリ (Call Control Discovery)] > [パーティ

ション (Partition)] にあるパーティションだけが、コール制御ディスカバリ機能をサポートします。つ

まり、すべての学習パターンは CCD 要求サービスに割り当てた CCD パーティションに自動的に属し

ます。コール制御ディスカバリ パーティションによって、学習パターンはコール制御ディスカバリの

このパーティションの番号分析に挿入されます。

CCD パーティションは Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [コールルーティング

(Call Routing)] > [コントロールのクラス (Class of Control)] > [パーティション (Partition)] では表示さ

れません。

始める前に

CCD パーティションを設定する前に、「コール制御ディスカバリの設定チェックリスト」（P.3-2）およ

び「コール制御ディスカバリの設定に関する考慮事項」（P.3-20）を参照してください。

次の作業

パーティションを CCD 要求サービスに割り当てます。

[ホステッドDNグループ (HostedDN Group)] この CCD アドバタイジング サービスに関連付け

るホステッド DN グループを選択します。CCD 
アドバタイジング サービスは、ホステッド DN 
グループに含まれるホステッド DN パターンをア

ドバタイズします。

ホステッド DN グループは 1 つの CCD アドバタ

イジング サービスだけに割り当てることができ

るため、このドロップダウン リスト ボックスに

は未割り当てのホステッド DN グループだけが表

示されます。

[アクティブ化された機能 (Activated Feature)] [アクティブ化された機能 (Activated Feature)] 
チェックボックスをオンにします。[アクティブ

化された機能 (Activated Feature)] チェックボッ

クスをオンにしない場合、CCD アドバタイジン

グ サービスは機能しません。

表 3-10 CCD アドバタイジング サービスの設定項目 （続き）

フィールド 説明



 

3-40
Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド

第 3 章      コール制御ディスカバリ        

    コール制御ディスカバリの設定

CCD 要求サービスに割り当てるパーティションは、デバイスが学習パターンをコールするために使用

できるコーリング サーチ スペースに属している必要があります。そのため、デバイスが使用するコー

リング サーチ スペースにパーティションを割り当てます。パーティションが含まれたコーリング サー

チ スペースをデバイスに割り当てないと、デバイスは学習パターンをコールできません。

表 3-11 コール制御ディスカバリのパーティションの設定項目 

フィールド 説明

[名前 (Name)] CCD 要求サービスに割り当てるパーティション

の名前を入力します。英数字、アンダースコア

（_）、ハイフン（-）、またはスペースを入力でき

ます。50 文字まで入力できます。

[説明 (Description)] パーティションの説明を入力します。¥、"、< >、
&、および % を除くすべての文字を入力できま

す。128 文字まで入力できます。

[スケジュール (Time Schedule)] ドロップダウン リスト ボックスから、この CCD 
パーティションに関連付けるタイム スケジュー

ルを選択します。関連付けられたタイム スケ

ジュールは、パーティションがいつこのクラスタ

の学習パターンへ発信コールできるかを指定しま

す。

デフォルト値は [なし (None)] です。この値は、

time-of-day ルーティングが有効ではなく、パー

ティションが常にアクティブであることを意味し

ます。

パーティションのタイム スケジュールとの関連

は、次のフィールドにある [タイムゾーン (Time 
Zone)] 値との組み合せで、time-of-day ルーティ

ング用のパーティションを設定します。指定され

たタイム スケジュールに対して、このパーティ

ションの学習パターンへの発信コールがチェック

されます。
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CCD 要求サービスの設定項目

設定パス：[コールルーティング (Call Routing)] > [コール制御ディスカバリ (Call Control Discovery)] > 
[要求サービス (Requesting Service)]

CCD 要求サービスはコール制御ディスカバリ機能をサポートしており、このサービスによって Cisco 
Unified Communications Manager は SAF ネットワークを使用するリモート コール制御エンティティ

からのアドバタイズメントを受信できます。また、CCD 要求サービスによって、学習パターンが番号

分析に挿入されます。

Cisco Unified Communications Manager の管理ページで設定できるコール制御ディスカバリ要求サー

ビスは 1 つだけです。

始める前に

CCD 要求サービスを設定する前に、「コール制御ディスカバリの設定チェックリスト」（P.3-2）および

「コール制御ディスカバリの設定に関する考慮事項」（P.3-20）を参照してください。

[タイムゾーン (Time Zone)] 次のいずれかのオプションを選択し、CCD パー

ティションをタイム ゾーンに関連付けます。

 • [発信側デバイス (Originating Device)]：こ

のオプションを選択すると、発信側デバイス

のタイム ゾーンに関連付けられたタイム ス
ケジュールに対してパーティションがチェッ

クされます。

 • [特定のタイムゾーン (Specific Time Zone)]：
このオプションを選択する場合は、ドロップ

ダウン リスト ボックスからタイム ゾーンを

選択します。このタイム ゾーンの中でパー

ティションが指定されたときに、関連付けら

れたタイム スケジュールに対してパーティ

ションがチェックされます。

いずれかのオプションを選択した場合、CCD 学
習パターンへの発信コールが発生すると、Cisco 
Unified Communications Manager の現在時刻が

指定されたタイム ゾーン設定に変換されます。

この指定された時刻は、[スケジュール (Time 
Schedule)] フィールドの値と比較して検証されま

す。

表 3-11 コール制御ディスカバリのパーティションの設定項目 （続き）

フィールド 説明
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表 3-12 CCD 要求サービスの設定項目 

フィールド 説明

[名前 (Name)] CCD 要求サービスの名前を入力します。有効な

入力値は、英数字、ハイフン、ピリオド、アン

ダースコア、およびスペースです。50 文字まで

入力できます。

Cisco Unified Communications Manager の管理

ページでは CCD アドバタイジング サービスと 
CCD 要求サービスに同じ名前を付けることはで

きないため、名前は一意にしてください。

[説明 (Description)] CCD 要求サービスの説明を入力します。¥、"、
< >、&、および % を除くすべての文字を入力で

きます。128 文字まで入力できます。

[ルートパーティション (Route Partition)] ドロップダウン リスト ボックスから、学習パター

ンが属するパーティションを選択します。[ルート

パーティション (Route Partition)] フィールドだけ

が、コール制御ディスカバリ機能をサポートしま

す。つまり、すべての学習パターンは、選択した

パーティションに自動的に属します。このルート 
パーティションは、すべての学習パターンがルー

ト パーティションの下の番号分析に配置されるよ

うに、CCD 要求サービスによって排他的に使用さ

れます。

ドロップダウン リスト ボックスから [なし

(None)] 以外のパーティションを選択する場合、

選択するパーティションは、デバイスが学習パ

ターンをコールするために使用できるコーリング 
サーチ スペースに属している必要があります。

この場合、パーティションが含まれたコーリング 
サーチ スペースをデバイスに割り当てないと、

デバイスは学習パターンをコールできません。

ヒント 一意のパーティションを設定して CCD 
要求サービスに割り当てることを強くお
勧めします。[ルートパーティション
(Route Partition)] ドロップダウン リスト 
ボックスから [なし (None)] を選択する
と、すべてのデバイスが学習パターンを
コールできます。

ヒント [学習パターンプレフィックス (Learned 
Pattern Prefix)] フィールドまたは [ルー
トパーティション (Route Partition)] 
フィールドを更新すると、システム パ
フォーマンスに影響を及ぼす場合があり
ます。これらのフィールドが変更される
と、番号分析マスター ルーティング テー
ブルが自動的に更新されるためです。シ
ステム パフォーマンスの問題を回避する
ために、これらのフィールドはオフピー
ク時に更新することをお勧めします。
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[学習パターンプレフィックス (Learned Pattern 
Prefix)]

CCD 要求サービスが番号分析に登録する前に、

学習パターン プレフィックスがホステッド DN 
パターンに適用されます。学習パターンへの発信

コールの場合、学習パターン プレフィックスは

除去されます。ホステッド DN パターンが番号分

析に登録する前に、ホステッド DN パターンに適

用するプレフィックスを入力します。

学習パターンにコールするには、電話機ユーザは

プレフィックスとそれに続く学習パターンをダイ

ヤルする必要があります。

数字、*、#、または + を入力できます。24 文字

まで入力できます。

ヒント [学習パターンプレフィックス (Learned 
Pattern Prefix)] フィールドまたは [ルー
トパーティション (Route Partition)] 
フィールドを更新すると、システム パ
フォーマンスに影響を及ぼす場合があり
ます。これらのフィールドが変更される
と、番号分析マスター ルーティング テー
ブルが自動的に更新されるためです。シ
ステム パフォーマンスの問題を回避する
ために、これらのフィールドはオフピー
ク時に更新することをお勧めします。

[PSTNプレフィックス (PSTN Prefix)] PSTN フェールオーバーが行われるときに学習パ

ターンに付加される番号を入力します。数字、*、
#、または + を入力できます。24 文字まで入力で

きます。

学習パターンへのコールが PSTN にフェール

オーバーする場合、その学習パターンのリモート 
コール制御エンティティによってアドバタイズさ

れる PSTN フェールオーバー設定が適用された

後で、PSTN プレフィックスが学習パターンに追

加されます。

[使用可能なSAFトランク (Available SAF 
Trunks)]

[使用可能なSAFトランク (Available SAF 
Trunks)] ペインには、CCD 要求サービスに割り

当てられていない SAF 対応トランクのリストが

表示されます。CCD 要求サービスにトランクを

割り当てるには、サービスを強調表示し、下矢印

をクリックしてトランクを [選択されたSAFトラ

ンク (Selected SAF Trunks)] ペインに移動しま

す。

表 3-12 CCD 要求サービスの設定項目 （続き）

フィールド 説明
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ブロックされた学習パターンの設定項目

設定パス：[コールルーティング (Call Routing)] > [コール制御ディスカバリ (Call Control Discovery)] > 
[ブロックされた学習パターン (Blocked Learned Patterns)]

[ブロックされた学習パターンの設定 (Blocked Learned Pattern Configuration)] ウィンドウは、学習パ

ターン（使用しなくなった学習パターンなど）をパージおよびブロックできるようにすることで、コー

ル制御ディスカバリ機能をサポートします。

[選択されたSAFトランク (Selected SAF 
Trunks)]

Cisco Unified Communications Manager は、発

信コールを SAF 対応の SIP または H.323 クラス

タ間（非ゲートキーパー制御）トランク経由で、

SAF ネットワークを使用するリモート コール制

御エンティティにルーティングします。つまり、

CCD 要求サービスに割り当てる SAF 対応トラン

クが、学習 DN パターンへの発信コールを管理し

ます。

[選択されたSAFトランク (Selected SAF 
Trunks)] ペインには、CCD 要求サービスに割り

当てられている SAF 対応トランクのリストが表

示されます。必要な数の SAF 対応トランクを割

り当てることができます。発信コールはラウンド

ロビン方式で管理されます。つまり、学習パター

ンが SIP プロトコルと H.323 プロトコルの両方

をサポートする場合、発信コールはトランク タ
イプを交互に使用します。

CCD 要求サービスからトランクを割り当て解除

するには、サービスを強調表示し、上矢印をク

リックしてトランクを [使用可能なSAFトランク

(Available SAF Trunks)] ペインに移動します。

ペインでトランクを並べ替えるには、トランクを

強調表示してペインの右にある上矢印および下矢

印をクリックします。

ヒント [選択されたSAFトランク (Selected SAF 
Trunks)] ペインには、SAF 対応トランク
が少なくとも 1 つ存在している必要があ
ります。存在しない場合、ローカル クラ
スタに対して CCD 要求サービスは開始
されず、パターンは学習されません。

[アクティブ化された機能 (Activated Feature)] [アクティブ化された機能 (Activated Feature)] 
チェックボックスをオンにします。[アクティブ

化された機能 (Activated Feature)] チェックボッ

クスをオンにしない場合、CCD 要求サービスは

機能しません。

表 3-12 CCD 要求サービスの設定項目 （続き）

フィールド 説明
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必要な場合は、使用しなくなった学習パターンをパージでき、リモート コール制御エンティティに

よって学習パターンがアドバタイズされたときに Cisco Unified Communications Manager がパターン

を無視するように、学習パターンをブロックできます。たとえば、IP アドレス 111.11.11.11 のリモー

ト コール制御エンティティ xyz からのプレフィックス 235 の学習パターンをブロックする場合、[学習

パターンのブロック (Block Learned Patterns)] ウィンドウで関連情報を入力することによって、この

コール制御エンティティのパターンを明確にブロックできます。この例では、設定を保存した後、

CCD 要求サービスはローカル キャッシュを検索し、IP アドレス 111.11.11.11 のリモート コール制御

エンティティ xyz からのプレフィックス 235 の学習パターンをパージします。この情報を持つ後続の

通知は、Cisco Unified Communications Manager によってブロックおよび無視されます。パターンの

ブロックおよびパージは完全一致に基づきます。たとえば、235XX を設定すると 235XX がブロック

されます。そのパターンのサブセットはブロックされません。リモート コール制御エンティティおよ

びエンティティの IP アドレスを指定しない場合、Cisco Unified Communications Manager はパターン

を使用するすべてのリモート コール制御エンティティのパターンをパージおよびブロックします。

ヒント Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [ブロックされた学習パターンの検索と一覧表

示 (Find and List Blocked Learned Pattern)] ウィンドウで、パージおよびブロックされた学習パターン

を表示できます。これらのパージまたはブロックされた学習パターンは、RTMT には表示されません。

ブロックされたパターンを Cisco Unified Communications Manager の管理ページから削除した場合、

それらが SAF ネットワークでまだ使用可能であり、クラスタの学習パターンの最大数に達していなけ

れば、Cisco Unified Communications Manager はそれらのパターンを再学習できます。パターンを 
Cisco Unified Communications Manager が再学習するには、ブロックされた学習パターンのレコード

全体を Cisco Unified Communications Manager の管理ページから削除する必要があります。つまり、

ブロックされた学習パターンの設定の一部だけを削除した場合、Cisco Unified Communications 
Manager はパターンを再学習しません。たとえば、レコードの [リモートコール制御 ID(Remote Call 
Control Identity)] または [リモート IP(Remote IP)] の設定だけを削除した場合などです。 
 

Cisco Unified Communications Manager がパターンをブロックまたはパージするには、学習パターン

が [ブロックされた学習パターン (Blocked Learned Patterns)] ウィンドウで設定するすべてのデータと

一致する必要があります。

表 3-13 に、[ブロックされた学習パターンの設定 (Blocked Learned Pattern Configuration)] ウィンドウ

に表示されるブロックされた学習パターンの設定項目を示します。
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表 3-13 ブロックされた学習パターンの設定項目 

フィールド 説明

[学習パターン (Learned Pattern)] ヒント 電話番号に付加されるプレフィックスに
基づいてすべてのパターンを Cisco 
Unified Communications Manager でブ
ロックする場合は、このフィールドを設
定しないでください。代わりに、[学習パ
ターンプレフィックス (Learned Pattern 
Prefix)] フィールドを設定します。

ヒント 特定のリモート コール制御エンティティ
からのすべての学習パターンをブロック
する場合は、このフィールドを設定しな
いでください。代わりに、[リモートコー
ル制御 ID(Remote Call Control Identity)] 
フィールドまたは [リモート IP(Remote 
IP)] フィールドを設定します。

このフィールドでは、ブロックする学習パターン

を正確に入力します。Cisco Unified 
Communications Manager は完全一致に基づいて

パターンをブロックするため、Cisco Unified 
Communications Manager がブロックするパター

ンを正確に入力する必要があります。たとえば、

235XX を入力した場合、Cisco Unified 
Communications Manager は 235XX のパターン

をブロックします。

[学習パターンプレフィックス (Learned Pattern 
Prefix)]

ヒント [学習パターン (Learned Pattern)] フィー
ルドを設定した場合は、[学習パターンプ
レフィックス (Learned Pattern Prefix)] 
フィールドを設定しないでください。

パターンに付加されるプレフィックスに基づいて

学習パターンをブロックする場合、このフィール

ドにプレフィックスを入力します。たとえば、

+1 を使用する学習パターンをブロックする場合

は、このフィールドに +1 を入力します。

[リモートコール制御 ID(Remote Call Control 
Identity)] または [リモート IP(Remote IP)] 
フィールドを設定する場合、Cisco Unified 
Communications Manager は設定したリモート 
コール制御エンティティからの特定のプレフィッ

クスを使用する学習パターンをブロックします

（プレフィックスを持つパターンをアドバタイズ

するすべてのリモート コール制御エンティティ

からのものではありません）。リモート コール制

御エンティティまたはリモート IP アドレスを入

力しない場合、プレフィックスを使用するすべて

のパターンがブロックされます。
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コール制御ディスカバリの設定レコードの検索

コール制御ディスカバリ機能は、Service Advertisement Framework（SAF）ネットワーク サービス

（シスコ独自のサービス）を利用して、コール間エージェント情報の動的なプロビジョニングを容易に

します。SAF ネットワーク サービスの採用により、コール制御ディスカバリ機能では、Cisco Unified 
Communications Manager は自身を他の重要な属性（Cisco Unified Communications Manager の管理

ページで設定される電話番号パターンなど）とともにアドバタイズできます。そのため、同じく SAF 
ネットワーク サーバを使用する他のコール制御エンティティは、アドバタイズされた情報を使用して

ルーティングの動作を動的に設定し、適合させることができます。同様に、SAF を使用するすべての

エンティティは、所有する電話番号パターンを他の重要な情報とともにアドバタイズします。したがっ

て、他のリモート コール制御エンティティは、その情報を学習してコールのルーティングの動作を適

合させることができます。

コール制御ディスカバリの設定後、Cisco Unified Communications Manager の管理ページの関連する

検索と一覧表示のウィンドウで設定レコードを検索できます。検索と一覧表示のウィンドウでは、特定

の条件に基づいてレコードを検索できます。

（注） ブラウザ セッションでの作業中は、Cisco Unified Communications Manager の管理ページで検索プリ

ファレンスが保持されます。他のメニュー項目に移動してこのメニュー項目に戻った場合でも、検索を

変更するかブラウザを閉じないかぎり、検索プリファレンスは Cisco Unified Communications 
Manager の管理ページで保持されています。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、コール制御ディスカバリ機能の検索と一覧

表示のウィンドウのいずれかに移動するには、次のいずれかの手順を実行します。

 • [ 拡張機能 (Advanced Features)] > [SAF] > [SAF セキュリティプロファイル (SAF Security 
Profile)] を選択します。

[リモートコール制御 ID(Remote Call Control 
Identity)]

ブロックするパターンをアドバタイズするリモー

ト コール制御エンティティの名前を入力します。

たとえば、クラスタまたはサイトの名前を入力で

きます。

このフィールドと [リモート IP(Remote IP)] 
フィールドを空白のままにすると、Cisco 
Unified Communications Manager はパターンを

アドバタイズするすべてのリモート コール制御

エンティティの学習パターンをブロックします。

[リモート IP(Remote IP)] 学習パターンをブロックするリモート コール制

御エンティティの IP アドレスを入力します。

すべてのリモート コール制御エンティティから

の特定の学習パターンをブロックする場合は、こ

のフィールドを設定する必要はありません。特定

のリモート コール制御エンティティからの特定

の学習パターンをブロックする場合に、この

フィールドを設定します。

表 3-13 ブロックされた学習パターンの設定項目 （続き）

フィールド 説明
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 • [ 拡張機能 (Advanced Features)] > [SAF] > [SAF フォワーダ (SAF Forwarder)] を選択します。

 • [ コールルーティング (Call Routing)] > [ コール制御ディスカバリ (Call Control Discovery)] > [ ホ
ステッド DN グループ (Hosted DN Group)] を選択します。

 • [ コールルーティング (Call Routing)] > [ コール制御ディスカバリ (Call Control Discovery)] > [ ホ
ステッド DN パターン (Hosted DN Patterns)] を選択します。

 • [ コールルーティング (Call Routing)] > [ コール制御ディスカバリ (Call Control Discovery)] > [ ア
ドバタイジングサービス (Advertising Service)] を選択します。

 • [ コールルーティング (Call Routing)] > [ コール制御ディスカバリ (Call Control Discovery)] > [ パー

ティション (Partition)] を選択します。

 • [ コールルーティング (Call Routing)] > [ コール制御ディスカバリ (Call Control Discovery)] > [ ブ
ロックされた学習パターン (Blocked Learned Pattern)] を選択します。

ヒント Cisco Unified Communications Manager の管理ページで設定できる CCD 要求サービスは 1 つ
だけであるため、CCD 要求サービスについては検索と一覧表示のウィンドウは表示されません。

[コールルーティング (Call Routing)] > [コール制御ディスカバリ (Call Control Discovery)] > [要
求サービス (Requesting Service)] を選択すると、レコードが設定されている場合は表示されます。 
 

ホステッド DN パターンの検索と一覧表示のウィンドウでは、コール制御ディスカバリ機能の

複数のホステッド DN パターンを同時に追加または更新できるように、.cvs ファイルをダウン

ロードできます。.csv ファイルをダウンロードするには、ウィンドウで [ダウンロード

(Download)] をクリックします。ホステッド DN パターンの検索と一覧表示のウィンドウで、

変更した .csv ファイルをアップロードするには、[ファイルのアップロード (Upload File)] をク

リックします。アップロードするファイルを参照し、既存のパターンを上書きする場合は [既
存パターンの置換 (Replace Existing Patterns)] チェックボックスをオンにして、[ファイルの

アップロード (Upload File)] をクリックします。 
 

[ホステッドDNパターンの検索と一覧表示 (Find and List Hosted DN Patterns)] ウィンドウで

は、ホステッド DN グループに属するホステッド DN パターンを識別できます。詳細について

は、「ホステッド DN グループに属するホステッド DN パターンの識別」（P.3-52）を参照して

ください。

検索と一覧表示のウィンドウが表示されます。ウィンドウには、アクティブな（前の）クエリーのレ

コードも表示される場合があります。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空になっていることを確認

し、「ステップ 3」 に進みます。

特定のレコードをフィルタリングまたは検索するには、次の操作を実行します。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスで、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスで、検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索文字を入力します。
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（注） 別の検索条件を追加するには、[+] ボタンをクリックします。条件を追加した場合は、指定し

たすべての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、[-] ボタンをクリッ

クして最後に追加した条件を削除するか、[フィルタのクリア (Clear Filter)] ボタンをクリック

して、追加したすべての検索条件を削除してください。 
 

[CCDアドバタイジングサービスの検索と一覧表示 (Find and List CCD Advertising Service)] 
ウィンドウで検索パラメータ（[アクティブ化された機能 (Activated Feature)]）で検索する場

合は、検索テキストを指定するときに true または false を指定するには t または f を入力する必

要があります。検索テキストを指定するときに true または false を入力しないでください。

ステップ 3 [検索 (Find)] をクリックします。

条件に一致するレコードがすべて表示されます。[ ページあたりの行数 (Rows per Page)] ドロップダウ

ン リスト ボックスで別の値を選択すると、各ページに表示される項目数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削除 (Delete 
Selected)] をクリックすると、データベースから複数のレコードを削除できます。[すべてを選

択 (Select All)] をクリックして [選択項目の削除 (Delete Selected)] をクリックすると、この選

択対象として設定されているすべてのレコードを削除できます。

ステップ 4 表示されたレコード リストから、目的のレコードのリンクをクリックします。

（注） ソート順を逆にするには、リストのヘッダーにある上矢印または下矢印をクリックします（使

用可能な場合）。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

「関連項目」（P.3-53）を参照してください。

コール制御ディスカバリの設定（手順）

コール制御ディスカバリ機能は、Service Advertisement Framework（SAF）ネットワーク サービス（シ

スコ独自のサービス）を利用して、コール間エージェント情報の動的なプロビジョニングを容易にしま

す。SAF ネットワーク サービスの採用により、コール制御ディスカバリ機能では、Cisco Unified 
Communications Manager は自身を他の重要な属性（Cisco Unified Communications Manager の管理

ページで設定される電話番号パターンなど）とともにアドバタイズできます。そのため、同じく SAF 
ネットワーク サーバを使用する他のコール制御エンティティは、アドバタイズされた情報を使用して

ルーティングの動作を動的に設定し、適合させることができます。同様に、SAF を使用するすべてのエ

ンティティは、所有する電話番号パターンを他の重要な情報とともにアドバタイズします。したがっ

て、他のリモート コール制御エンティティは、その情報を学習してコールのルーティングの動作を適合

させることができます。
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この項では、Cisco Unified Communications Manager データベースのコール制御ディスカバリの設定

を追加、コピー、または更新する方法について説明します。コール制御ディスカバリでは、SAF セ
キュリティ プロファイル、SAF フォワーダ、ホステッド DN グループおよびパターン、CCD アドバタ

イジング サービス、および CCD 要求サービスを設定します。コール制御ディスカバリを設定する前

に、「コール制御ディスカバリの設定チェックリスト」（P.3-2）を参照してください。

ヒント この項では、SAF のトランクを有効にする方法は説明しません。SAF のトランクを有効にする方法に

ついては、「ホステッド DN グループの設定項目」（P.3-33）を参照してください。 
 

ホステッド DN グループに属するホステッド DN パターンを識別するには、「ホステッド DN グループ

に属するホステッド DN パターンの識別」（P.3-52）を参照してください。 
 

この項では、[CCD機能設定 (CCD Feature Configuration)] ウィンドウにアクセスする方法は示しませ

ん。このウィンドウには、コール制御ディスカバリの機能パラメータが表示されます。機能パラメータ

の詳細については、「コール制御ディスカバリの機能パラメータ」（P.3-24）を参照してください。

手順

ステップ 1 次のいずれかの手順を実行します。

 • CCD 要求サービスを設定する場合は、[ コールルーティング (Call Routing)] > [ コール制御ディス

カバリ (Call Control Discovery)] > [ 要求サービス (Requesting Service)] を選択します。[CCD 要

求サービスの設定 (CCD Requesting Service Configuration)] ウィンドウが表示されます。「ステッ

プ 3」 に移動します。

 • [ 拡張機能 (Advanced Features)] > [SAF] > [SAF セキュリティプロファイル (SAF Security 
Profile)] を選択します。

 • [ 拡張機能 (Advanced Features)] > [SAF] > [SAF フォワーダ (SAF Forwarder)] を選択します。

 • [ コールルーティング (Call Routing)] > [ コール制御ディスカバリ (Call Control Discovery)] > [ ホ
ステッド DN グループ (Hosted DN Group)] を選択します。

 • [ コールルーティング (Call Routing)] > [ コール制御ディスカバリ (Call Control Discovery)] > [ ホ
ステッド DN パターン (Hosted DN Patterns)] を選択します。

 • [ コールルーティング (Call Routing)] > [ コール制御ディスカバリ (Call Control Discovery)] > [ ア
ドバタイジングサービス (Advertising Service)] を選択します。

 • [ コールルーティング (Call Routing)] > [ コール制御ディスカバリ (Call Control Discovery)] > [ ブ
ロックされた学習パターン (Blocked Learned Pattern)] を選択します。

[SAF セキュリティプロファイル (SAF Security Profile)]、[SAF フォワーダ (SAF Forwarder)]、[ ホス

テッド DN グループ (Hosted DN Group)]、[ ホステッド DN パターン (Hosted DN Patterns)]、[ パー

ティション (Partition)]、および [CCD アドバタイジングサービス (CCD Advertising Service)] ウィン

ドウの、検索と一覧表示のウィンドウが表示されます。

ステップ 2 検索と一覧表示のウィンドウで、次のいずれかの作業を実行します。

 • コール制御ディスカバリに関連する既存のレコードをコピーするには、「SAF セキュリティ プロ

ファイルの設定項目」（P.3-27）の説明に従ってレコードを検索し、コピーするレコードの横にあ

る [ コピー (Copy)] ボタンをクリックし、「ステップ 3」 に進みます。

 • コール制御ディスカバリに関連する新しいレコードを追加するには、[ 新規追加 (Add New)] ボタ

ンをクリックし、「ステップ 3」 に進みます。

 • 既存のレコードを更新する場合は、適切なレコードを見つけ（「SAF セキュリティ プロファイルの

設定項目」（P.3-27）を参照）、「ステップ 3」 に進みます。
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 • ホステッド DN パターンの検索と一覧表示のウィンドウでは、コール制御ディスカバリ機能の複数

のパターンを同時に追加または更新できるように、.cvs ファイルをダウンロードできます。.csv 
ファイルをダウンロードするには、ウィンドウで [ ダウンロード (Download)] をクリックします。

ステップ 3 適切なフィールドを設定します（次の項を参照）。

 • 「SAF セキュリティ プロファイルの設定項目」（P.3-27）

 • 「SAF フォワーダの設定項目」（P.3-29）

 • 「ホステッド DN グループの設定項目」（P.3-33）

 • 「ホステッド DN パターンの設定項目」（P.3-35）

 • 「コール制御ディスカバリのパーティションの設定項目」（P.3-39）

 • 「CCD アドバタイジング サービスの設定項目」（P.3-37）

 • 「CCD 要求サービスの設定項目」（P.3-41）

 • 「ブロックされた学習パターンの設定項目」（P.3-44）

ステップ 4 ホステッド DN パターンの検索と一覧表示のウィンドウで、変更した .csv ファイルをアップロードす

るには、[ファイルのアップロード (Upload File)] をクリックします。アップロードするファイルを参

照し、既存のパターンを上書きする場合は [既存パターンの置換 (Replace Existing Patterns)] チェック

ボックスをオンにして、[ファイルのアップロード (Upload File)] をクリックします。

ステップ 5 設定情報をデータベースに保存するには、[保存 (Save)] をクリックします。

ヒント [CCDアドバタイジングサービスの設定 (CCD Advertising Service Configuration)] ウィンドウ

の [リセット (Reset)] ボタンにより、コール制御ディスカバリ アドバタイジング サービスは既

存の発行要求を取り消し、すべての関連情報を再度発行します。[CCD要求サービスの設定

(CCD Requesting Service Configuration)] ウィンドウの [リセット (Reset)] ボタンにより、要求

サービスはローカル キャッシュから学習パターンを削除し、SAF ネットワークに再登録し、パ

ターンを再度学習します。ネットワークに影響を及ぼさないようにするために、[リセット

(Reset)] ボタンはオフピーク時にクリックすることをお勧めします。

追加情報

「関連項目」（P.3-53）を参照してください。

SAF 対応トランクの設定

SAF をサポートするように SIP または H.323（非ゲートキーパー制御）トランクを設定できます。SIP 
トランクの場合、[トランクサービスタイプ (Trunk Service Type)] ドロップダウン リスト ボックスから 
[コール制御ディスカバリ (Call Control Discovery)] を選択します。このドロップダウン リスト ボックス

は、トランク タイプおよびトランク プロトコルを割り当てる場合と同じウィンドウに表示されます。ド

ロップダウン リスト ボックスから選択した後でトランク サービス タイプを変更することはできません。

H.323（非ゲートキーパー制御）トランクの場合、（トランク タイプおよびトランク プロトコルを選択

した後で）トランクを設定するときに [トランクの設定 (Trunk Configuration)] ウィンドウで [SAFの

有効化 (Enable SAF)] チェックボックスをオンにします。有効にした後 H.323 トランクで SAF を無効

にする場合は、[SAFの有効化 (Enable SAF)] チェックボックスをオフにします。

トランク設定の考慮事項については、「コール制御ディスカバリの設定に関する考慮事項」（P.3-20）を

参照してください。
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ホステッド DN グループに属するホステッド DN パターンの識別

[ホステッドDNパターンの検索と一覧表示 (Find and List Hosted DN Patterns)] ウィンドウでは、ホス

テッド DN グループに属するホステッド DN パターンを識別できます。[ホステッドDNパターンの検

索と一覧表示 (Find and List Hosted DN Patterns)] ウィンドウで、次のいずれかの作業を実行できます。

 • すべてのホステッド DN パターンを検索できます。結果が表示されると、[ホステッドDNグルー

プ (Hosted DN Group)] にホステッド DN グループが表示されます （GUI では、ホステッド DN グ
ループは結果ではグループ化されます）。

 • [検索 (Find)] ドロップダウン リスト ボックスから [ホステッドDNグループ (Hosted DN Group)] 
を選択し、検索条件にホステッド DN グループを入力することによって、特定のホステッド DN グ
ループを検索できます。

コール制御ディスカバリの設定レコードの削除

この項では、Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、設定済みのコール制御ディス

カバリ レコードを削除する方法について説明します。

始める前に

ブロックされたパターンを Cisco Unified Communications Manager の管理ページから削除した場合、

それらが SAF ネットワークでまだ使用可能であれば（および、クラスタの学習パターンの最大数に達

していなければ）、Cisco Unified Communications Manager はそれらのパターンを再学習できます。

CCD アドバタイジング サービスを削除すると、割り当てられている各トランクを使用してアドバタイ

ズされるすべてのホステッド DN パターンの発行は解除されます。

CCD 要求サービスを削除すると、すべての学習パターンはローカル キャッシュおよび番号分析から登

録解除されます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして [選択項目の削除 (Delete Selected)] をク

リックすると、検索と一覧表示のウィンドウから複数のレコードを削除できます。[すべてを選択

(Select All)] をクリックして [選択項目の削除 (Delete Selected)] をクリックすると、ウィンドウ内のす

べてのレコードを削除できます。

手順

ステップ 1 検索と一覧表示のウィンドウからレコードを削除する場合は、次の作業を実行します。

a. 「コール制御ディスカバリの設定レコードの検索」（P.3-47）の手順を使用して、削除するレコード

を検索します。

b. 削除するレコードをクリックします。

c. [選択項目の削除 (Delete Selected)] をクリックします。

削除の確認を求めるメッセージが表示されます。

d. [OK] をクリックします。

ウィンドウが更新され、レコードがデータベースから削除されます。

ステップ 2 設定ウィンドウからレコードを削除する場合は、次の作業を実行します。

a. 「コール制御ディスカバリの設定レコードの検索」（P.3-47）の手順を使用して、削除するレコード

を検索します。
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b. 設定ウィンドウにアクセスし、設定ウィンドウで [削除 (Delete)] をクリックします。

削除の確認を求めるメッセージが表示されます。

c. [OK] をクリックします。

ウィンドウが更新され、レコードがデータベースから削除されます。

追加情報

「関連項目」（P.3-53）を参照してください。

エンド ユーザへの情報の提供
コール制御ディスカバリ機能は、電話機ユーザなどのエンド ユーザには影響しません。

コール制御ディスカバリのトラブルシューティング
コール制御ディスカバリのトラブルシューティングについては、『Troubleshooting Guide for Cisco 
Unified Communications Manager』を参照してください。

関連項目
 • 「コール制御ディスカバリの設定チェックリスト」（P.3-2）

 • 「Cisco Unified Communications Manager のコール制御ディスカバリの概要」（P.3-5）

 – 「コール制御ディスカバリの概要」（P.3-5）

 – 「コール制御ディスカバリ機能のコンポーネント」（P.3-6）

 • 「コール制御ディスカバリのシステム要件」（P.3-17）

 • 「インタラクションおよび制限事項」（P.3-17）

 • 「コール制御ディスカバリのインストールとアクティブ化」（P.3-19）

 • 「コール制御ディスカバリの設定」（P.3-19）

 – 「コール制御ディスカバリの設定に関する考慮事項」（P.3-20）

 – 「コール制御ディスカバリの機能パラメータ」（P.3-24）

 – 「SAF セキュリティ プロファイルの設定項目」（P.3-27）

 – 「SAF フォワーダの設定項目」（P.3-29）

 – 「ホステッド DN グループの設定項目」（P.3-33）

 – 「ホステッド DN パターンの設定項目」（P.3-35）

 – 「CCD アドバタイジング サービスの設定項目」（P.3-37）

 – 「コール制御ディスカバリのパーティションの設定項目」（P.3-39）

 – 「CCD 要求サービスの設定項目」（P.3-41）

 – 「ブロックされた学習パターンの設定項目」（P.3-44）
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    関連項目

 – 「コール制御ディスカバリの設定レコードの検索」（P.3-47）

 – 「SAF セキュリティ プロファイルの設定項目」（P.3-27） 

 – 「SAF 対応トランクの設定」（P.3-51）

 – 「ホステッド DN グループに属するホステッド DN パターンの識別」（P.3-52）

 – 「コール制御ディスカバリの設定レコードの削除」（P.3-52）

 • 「エンド ユーザへの情報の提供」（P.3-53）

 • 「コール制御ディスカバリのトラブルシューティング」（P.3-53）

 • 『Cisco IOS Service Advertisement Framework Configuration Guide』

 • 『Cisco IOS Service Advertisement Framework Command Reference』



C H A P T E R
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Call Display Restrictions 機能を使用すると、コールまたは接続されている回線についてどのような情

報を表示するかを、コールを行っているユーザに応じて選択することができます。Cisco Unified 
Communications Manager の管理ページの特定の設定項目を使用すると、各コールに関する情報を表示

するか制限するかを選択できます。

たとえば、ホテル環境で、客室とフロント デスクとの間で行われたコールの情報は表示し、客室間で

行われたコールについては、いずれの電話機でもコール情報を表示しないとします。Call Display 
Restrictions 機能を使用すると、このような表示が可能になります。

この章では、Cisco Unified Communications Manager での Call Display Restrictions 機能の使用に関す

る次の情報について説明します。

 • 「Call Display Restrictions の設定チェックリスト」（P.4-1）

 • 「Call Display Restrictions 機能について」（P.4-2）

 • 「Call Display Restrictions のシステム要件」（P.4-4）

 • 「Call Display Restrictions を使用する場合のシナリオ」（P.4-4）

 • 「インタラクション」（P.4-5）

 • 「Call Display Restrictions の設定」（P.4-6）

 • 「関連項目」（P.4-15）

Call Display Restrictions の設定チェックリスト
Call Display Restrictions 機能を使用すると、コールまたは接続されている回線についてどのような情

報を表示するかを、コールを行っているユーザに応じて選択することができます。Cisco Unified 
Communications Manager の管理ページの特定の設定項目を使用すると、各コールに関する情報を表示

するか制限するかを選択できます。

たとえば、ホテル環境で、客室とフロント デスクとの間で行われたコールの情報は表示し、客室間で

行われたコールについては、いずれの電話機でもコール情報を表示しないとします。Call Display 
Restrictions 機能を使用すると、このような表示が可能になります。
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表 4-1 に、Call Display Restrictions を設定する際のチェックリストを示します。Call Display 
Restrictions の詳細については、「Call Display Restrictions 機能について」（P.4-2）および 「関連項目」

（P.4-15）を参照してください。

Call Display Restrictions 機能について
Call Display Restrictions 機能は、Cisco Unified Communications Manager 5.0 以降のバージョンを実

行している Cisco Unified Communications Manager クラスタ内で動作します。Call Display 
Restrictions 機能を有効にするには、次のパラメータを設定する必要があります。

サービス パラメータ

 • Always Display Original Dialed Number

トランスレーション パターンのパラメータ

 • [発呼者回線 IDの表示 (Calling Line ID Presentation)] 

 • [接続先回線 IDの表示 (Connected Line ID Presentation)]

表 4-1 Call Display Restrictions の設定チェックリスト 

設定手順 関連手順と関連項目 

ステップ 1 客室、フロント デスク、クラブ、および PSTN にパーティショ

ンを設定します。「パーティション」（P.4-9）を参照してくださ

い。

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「パーティ

ションの設定」

ステップ 2 コールパークの電話番号を設定するか、またはコールパークの

電話番号の範囲を定義します。客室からのコールパーク取得用

に、各コールパークの電話番号にトランスレーション パターン

を設定します。「コールパーク」（P.4-13）を参照してください。

「コールパーク番号の設定」

ステップ 3 コーリング サーチ スペース内にパーティションを持つユーザだ

けがパーティションを使用できるようにコールパーク電話番号

のパーティションを設定します。「パーティション」（P.4-9）お

よび 「コールパーク」（P.4-13）を参照してください。

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「パーティ

ションの設定」

ステップ 4 客室、フロント デスク、クラブ、PSTN のコーリング サーチ ス
ペースと、客室のパーク範囲（コールパーク用）を設定します。

「コーリング サーチ スペース」（P.4-10）を参照してください。

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「コーリン

グ サーチ スペースの設定」

ステップ 5 客室、フロント デスク、クラブの電話、および PSTN のゲート

ウェイを設定します。「デバイスとゲートウェイ」（P.4-10）を

参照してください。

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「Cisco 
Unified IP Phone の設定」

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「デバイス 
プロファイルの設定」

ステップ 6 トランスレーション パターンとルート パターンを設定します。

「トランスレーション パターン」（P.4-11）を参照してください。

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「トランス

レーション パターンの設定」

『Cisco Unified Communications Manager シ
ステム ガイド』の「ルート プランの概要」
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電話機の設定およびユーザ デバイス プロファイルのパラメータ

 • [プレゼンテーションインジケータを無視 (Ignore Presentation Indicators、内線コールのみ )]

これらの設定を組み合せることによって、各コールの情報表示を許可するか制限するか、および接続先

番号をどのように表示するかを決定できます。

この項の内容は次のとおりです。

 • 「Call Display Restrictions 機能の概要」（P.4-3）

 • 「Call Display Restrictions の有効化」（P.4-3）

Call Display Restrictions 機能の概要

Call Display Restrictions を使用すると、コールまたは接続回線の情報を選択的に表示または制限でき

ます。次のようなニーズがあると思われるホテル環境では、この機能が頻繁に必要になります。

 • 客室とフロント デスクとの間のコールについては、客室とフロント デスクの両方で互いのコール

情報を表示する必要がある。

 • 客室間のコールについては、互いにコール情報を表示しない。

 • 客室とホテルの他の内線（クラブ ハウスなど）との間のコールについては、客室だけにコール情

報が表示されるようにする。

 • 構内電話システム（PSTN）からフロント デスクまたは客室にかかってきた外部コールの場合は、

表示設定が制限されている発信者のコール情報は表示しないようにする。

 • フロント デスクにかかってくるすべてのコールについては、内部コールのコール情報を表示する。

 • フロント デスクで客室からのコールをセキュリティに転送する場合、客室の電話機にはフロント 
デスクのダイヤル番号だけが表示されるようにする。

Call Display Restrictions の有効化

Call Display Restrictions 機能は、さまざまなトランスレーション パターンを通じたコールのルーティ

ングを行ってから実際のデバイスに送達することを基盤にしています。ユーザが適切なトランスレー

ション パターン番号をダイヤルすることによって表示が制限されます。

トランスレーション パターンの設定

Call Display Restrictions を有効にするには、[発呼者回線 IDの表示 (Calling Line ID Presentation)] パ
ラメータと [接続先回線 IDの表示 (Connected Line ID Presentation)] パラメータに適切なオプションを

選択して、表示制限のレベルが異なるトランスレーション パターンを設定します。

これらのパラメータの詳細については、「トランスレーション パターンのパラメータ設定」（P.4-7）を

参照してください。

ヒント トランスレーション パターンに加えて、パーティションとコーリング サーチ スペースも設定する必要

があります。これらの設定の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager アドミニスト
レーション ガイド』の「トランスレーション パターンの設定」の章を参照してください。

電話機の設定およびユーザ デバイス プロファイルの設定

次に [プレゼンテーションインジケータを無視 (Ignore Presentation Indicators、内線コールのみ )] パラ

メータを有効にして、内部コールに関して受け取る表示制限を無視するように設定し、デバイスがリ

モート ユーザのコール情報を表示するようにします。
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この設定の詳細については、「電話の設定」（P.4-8）を参照してください。

エクステンション モビリティが有効になっている電話機にログインするユーザについては、Cisco 
Unified Communications Manager の管理ページの [デバイスプロファイルの設定 (Device Profile 
Configuration)] ウィンドウでも、この項目を設定します。エクステンション モビリティとの対話の詳

細については、「エクステンション モビリティ」（P.4-6）を参照してください。

接続先番号の表示

コールがトランスレーション パターンまたはルート パターンを介してルーティングされた場合や、

Call Forward All（CFA; 不在転送）または Call Forward Busy（CFB; 話中転送）の宛先にルーティン

グされた場合、あるいはコール転送または CTI アプリケーションによってリダイレクトされた場合は、

接続先番号の表示が更新され、変更後の番号またはリダイレクト先の番号が表示されます。

電話機で表示の更新をオフにして、ダイヤル番号だけが表示されるようにするには、Cisco 
CallManager サービス パラメータの「Always Display Original Dialed Number」を [True] に設定しま

す。このサービス パラメータが [True] に設定されている場合、コール期間中は、発信側の電話機にダ

イヤル番号だけが表示されるようになります。

Call Display Restrictions のシステム要件
Call Display Restrictions をサポートしているソフトウェア コンポーネントは、次のとおりです。

 • Cisco Unified Communications Manager

次の Cisco Unified IP Phone（SIP および SCCP）、ソフトウェア ベースのデバイス、およびデスクトッ

プ アプリケーションは、Call Display Restrictions をサポートしています。

 • Cisco Unified IP Phone（7902、7905、7910、7911、7912、7920、7940、7941、7960、7961、
7970、7971）

 • H.323 クライアント（Microsoft NetMeeting デバイスなど）

 • CTI ポート（ソフトウェアベースのアプリケーションが使用する仮想デバイス）

 • Cisco IP Communicator

Call Display Restrictions を使用する場合のシナリオ
次のシナリオで、Call Display Restrictions の使用例を示します。

 • フロント デスクから客室 1 にコール：両方の電話機に互いのコール情報が表示される。

 • フロント デスクから客室 1 にコールし、さらにフロント デスクは客室 2 にコールを転送：最後に

接続された客室 1 と客室 2 では、互いにコール情報が表示されない。

 • 外部（PSTN）からフロント デスクにコール：フロント デスクは外部発信者の表示設定を順守す

る。

 • 外部（PSTN）から客室 1 にコール：客室 1 では外部発信者の表示設定を順守し、外部発信者には

客室 1 のコール情報は表示されない。

 • 客室 1 からフロント デスクにコール：両方の電話機に互いの情報が表示される。

 • 客室 1 から客室 2 にコール：いずれの電話機にも互いの情報は表示されない。

 • 客室 1 からフロント デスクにコールし、フロント デスクはこのコールを客室 2 に転送：最後に接

続された客室 1 と客室 2 では、互いにコール情報は表示されない。
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 • 客室 1 からフロント デスク 1 にコールし、フロント デスク 1 はこのコールをフロント デスク 2 に
転送：最後に接続された客室 1 とフロント デスク 2 では、互いにコール情報が表示される。

 • 客室 1 から客室 2 にコールし、客室 2 はこのコールをフロント デスクに転送：客室 1 とフロント 
デスクでは、互いにコール情報が表示される。

 • クラブ ハウスから客室 1 にコール：クラブ ハウスではコール情報は表示されないが、客室 1 では

コール情報が表示される。

 • 会議コールのすべての参加者：すべての電話機のコール情報表示は「To Conference」になる。

 • 客室 1 からクラブ ハウスにコールし、クラブ ハウスのマネージャはすべてのコールを自分の携帯

電話に自動転送：客室 1 ではクラブ ハウスの番号だけが表示される。

インタラクション
次の各項では、Call Display Restrictions 機能が Cisco Unified Communications Manager のアプリケー

ションおよびコール処理とどのように通信するかを説明します。

 • 「コールパーク」（P.4-5）

 • 「会議リスト」（P.4-6）

 • 「会議とボイスメール」（P.4-6）

 • 「エクステンション モビリティ」（P.4-6）

接続先番号の表示制限は、クラスタで発信されるすべてのコールに適用されます。この設定は、[True] 
に設定されている場合、既存の Cisco Unified Communications Manager アプリケーション、機能、お

よびコール処理と透過的に通信します。設定は、クラスタの内部または外部で終端するコールすべてに

適用されます。

コールパーク

Call Display Restrictions 機能とコールパークを併用する場合は、Call Display Restrictions 機能を維持

するように、各コールパーク番号について関連するトランスレーション パターンを設定する必要があ

ります。コールパーク番号の範囲に対応するように単一のトランスレーション パターンを設定するこ

とはできません。

次のシナリオを例として検討してください。

1. システム管理者は範囲が 77x のコールパークを作成し、P_ParkRange という名前のパーティショ

ンに配置しました （客室の電話では、P_ParkRange パーティションが電話機のコーリング サーチ 
スペースに含まれていることによって客室の電話から可視になっていることを表示できます

（CSS_FromRoom））。

2. 管理者は、各コールパークの電話番号に個別のトランスレーション パターンを設定し、表示設定

には [非許可 (Restricted)] を指定しました （このシナリオでは、管理者は 770、771、772 ... 779 
のトランスレーション パターンを作成しています）。

（注） Call Display Restrictions 機能が正しく動作するためには、単一のトランスレーション パターン

で番号の範囲に対応する（77x や 77[0-9]）のではなく、管理者は個別のトランスレーション 
パターンを設定する必要があります。

3. 客室 1 が客室 2 にコールしました。

4. 客室 2 はコールに応答し、客室 1 はコールをパークしました。
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5. 客室 1 がコールを取ると、客室 2 には客室 1 のコール情報は表示されません。

コールパーク機能の使用方法の詳細については、「コールパークとダイレクト コールパーク」（P.5-1）
を参照してください。

会議リスト

Call Display Restrictions を使用する場合は、会議の参加者リストの情報表示を制限します。会議リス

トの詳細については、『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「Cisco Unified 
IP Phone」の章にある「電話機能」の項を参照してください。

会議とボイスメール

会議やボイスメールなどの機能と Call Display Restrictions を併用する場合は、電話機のコール情報表

示にステータスが反映されます。たとえば、会議機能を起動すると、「To Conference」というコール情

報が表示されます。メッセージ ボタンを選択してボイスメールにアクセスすると、「To Voicemail」と

いうコール情報が表示されます。

エクステンション モビリティ

Call Display Restrictions とエクステンション モビリティを併用するには、Cisco Unified 
Communications Manager の管理ページの [電話の設定 (Phone Configuration)] ウィンドウと Cisco 
Unified Communications Manager の管理ページの [デバイスプロファイルの設定 (Device Profile 
Configuration)] ウィンドウで [プレゼンテーションインジケータを無視 (Ignore Presentation 
Indicators、内線コールのみ )] パラメータを有効にする必要があります。

エクステンション モビリティで Call Display Restrictions を有効にすると、デバイスにログインした

ユーザに関連付けられている回線プロファイルによってコール情報が表示または制限されます。つま

り、ユーザ デバイス プロファイルに入力された（ユーザに関連付けられている）設定は、電話機設定

で入力された設定（エクステンション モビリティが有効になっている電話機のもの）に優先します。

Call Display Restrictions の設定
Call Display Restrictions 機能を使用するには、Cisco Unified Communications Manager を次のように

設定する必要があります。

 • パーティションとコーリング サーチ スペースを設定してからトランスレーション パターンを追加

する。

 • 異なるレベルの表示制限によるトランスレーション パターンを設定する。

 • [電話の設定 (Phone Configuration)] ウィンドウで、[プレゼンテーションインジケータを無視

(Ignore Presentation Indicators、内線コールのみ )] チェックボックスをオンにして、内部コールの

コール情報が常に表示されるようにする。

 • 個々のコールパークの電話番号に、個別のトランスレーション パターンを関連付けて設定するこ

とで、コールパーク機能と連携する。

 • Always Display Original Dial Number サービス パラメータを [True] に設定することで、プライバ

シーを確保し、リダイレクトされたコールに対する接続先番号の更新をブロックする。
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この項では、次のトピックについて取り上げます。

 • 「Call Display Restrictions の設定チェックリスト」（P.4-1）

 • 「トランスレーション パターンのパラメータ設定」（P.4-7）

 • 「電話の設定」（P.4-8）

 • 「設定例」（P.4-9）

ヒント Call Display Restrictions を設定する前に、「Call Display Restrictions の設定チェックリスト」（P.4-1）
を参照してください。

トランスレーション パターンのパラメータ設定

Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [トランスレーションパターンの設定

(Translation Pattern Configuration)] ウィンドウで、次のパラメータを設定します。

ヒント 発信コールについては、着信側のトランスレーション パターン設定が、発信側 Cisco Unified 
Communications Manager クラスタの設定よりも優先される場合があります。

[発呼者回線 IDの表示 (Calling Line ID Presentation)]
Cisco Unified Communications Manager では、コールごとに発信側の電話番号を表示または制限する

ための補足サービスとして、[発呼者回線 IDの表示 (Calling Line ID Presentation)] を使用します。次

のいずれかのオプションを選択することによって、このトランスレーション パターンで発信側の電話

番号を着信側の電話機に表示するか制限するかを決定できます。

 • [デフォルト (Default)]：このオプションは、[発呼者回線 IDの表示 (Calling Line ID Presentation)] 
を変更しません。

 • [許可 (Allowed)]：Cisco Unified Communications Manager によって発信側の番号の表示が許可さ

れます。

 • [非許可 (Restricted)]：Cisco Unified Communications Manager によって発信側の番号の表示がブ

ロックされます。

（注） 着信コールがトランスレーション パターンまたはルート パターンを経由し、[発呼者回線 IDの表示

(Calling Line ID Presentation)] の設定が [許可 (Allowed)] または [非許可 (Restricted)] になっている場

合、発呼者回線の表示はトランスレーション パターンまたはルート パターンの設定によって変更され

ます。

[接続先回線 IDの表示 (Connected Line ID Presentation)]
Cisco Unified Communications Manager では、コールごとに着信側の電話番号を表示または制限する

ための補足サービスとして、[接続先回線 IDの表示 (Connected Line ID Presentation)] を使用します。

次のいずれかのオプションを選択することによって、このトランスレーション パターンで着信側の電

話番号を発信側の電話機に表示するか制限するかを決定できます。

 • [デフォルト (Default)]：このオプションは、[接続先回線 IDの表示 (Connected Line ID 
Presentation)] を変更しません。

 • [許可 (Allowed)]：このオプションは、着信側の電話番号を表示します。
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 • [非許可 (Restricted)]：Cisco Unified Communications Manager によって着信側の電話番号の表示

がブロックされます。

（注） 着信コールがトランスレーション パターンまたはルート パターンを経由し、[接続先回線 IDの表示

(Connected Line ID Presentation)] の設定が [許可 (Allowed)] または [非許可 (Restricted)] になってい

る場合、着信回線の表示インジケータはトランスレーション パターンまたはルート パターンの設定に

よって変更されます。

（注） 接続先番号の表示制限が有効の場合、接続先番号の表示は、変更後の番号またはリダイレクト先の番号

には更新されません。

例

 • ある客室から別の客室にかけられたコールについては、コール情報が表示されないように [発呼者

回線 IDの表示 (Calling Line ID Presentation)] と [接続先回線 IDの表示 (Connected Line ID 
Presentation)] を [非許可 (Restricted)] に設定します。

 • フロント デスクから客室にかけられたコールについては、両方にコール情報が表示されるように [発
呼者回線 IDの表示 (Calling Line ID Presentation)] を [許可 (Allowed)] に設定し、[接続先回線 IDの

表示 (Connected Line ID Presentation)] を [非許可 (Restricted)] に設定します。

ヒント 発信側トランスフォーメーションと着信側トランスフォーメーションの詳細については、『Cisco 
Unified Communications Manager システム ガイド』の「ルート プランの概要」の章を参照してくださ

い。

電話の設定

Call Display Restrictions 機能の設定を完了するには、Cisco Unified Communications Manager の管理

ページの [電話の設定 (Phone Configuration)] ウィンドウで [プレゼンテーションインジケータを無視

(Ignore Presentation Indicators、内線コールのみ )] チェックボックスをオンにします。

エクステンション モビリティと併用する場合は、Cisco Unified Communications Manager の管理ペー

ジの [デバイスプロファイルの設定 (Device Profile Configuration)] ウィンドウでも、この項目を設定す

る必要があります。

[プレゼンテーションインジケータを無視 (Ignore Presentation Indicators、内線コールのみ )] フィール

ドの設定では、次のことに注意してください。

 • 通話相手が内部である場合、Cisco Unified Communications Manager は常にリモート側のコール

情報を表示します。

 • 通話相手が外部で表示が制限されている場合、Cisco Unified Communications Manager はリモー

ト側のコール情報を表示しません。

（注） [発呼者回線 IDの表示 (Calling Line ID Presentation)] および [接続先回線 IDの表示 (Connected Line 
ID Presentation)] では、Cisco Unified Communications Manager が内部発信者の表示設定を無視するよ

うに [プレゼンテーションインジケータを無視 (Ignore Presentation Indicators、内線コールのみ )] パラ

メータを設定してください。外部からの着信コールについては、[プレゼンテーションインジケータを

無視 (Ignore Presentation Indicators、内線コールのみ )] パラメータが設定されていても、受信した表示

インジケータが維持されます。
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 • ホテルのフロント デスクで使用されている電話機では [プレゼンテーションインジケータを無視

(Ignore Presentation Indicators、内線コールのみ )] チェックボックスがオンになっているため、フ

ロント デスクでは内部コールのコール情報を常に表示できます。

ヒント 電話の設定の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイ
ド』の「Cisco Unified IP Phone の設定」の章を参照してください。デバイス プロファイルの設定の詳

細については、『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「デバイ

ス プロファイルの設定」の章を参照してください。

設定例

次に、Call Display Restrictions 機能を有効にした設定例を示し、次の情報について説明します。

 • 「パーティション」（P.4-9）

 • 「コーリング サーチ スペース」（P.4-10）

 • 「デバイスとゲートウェイ」（P.4-10）

 • 「トランスレーション パターン」（P.4-11）

 • 「コールパーク」（P.4-13）

パーティション

Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [パーティションの設定 (Partition 
Configuration)] ウィンドウで、次のパーティションを設定します。

 • 実パーティション P_Room の挿入 

 • 実パーティション P_FrontDesk の挿入

 • 実パーティション P_Club の挿入

 • 実パーティション P_PSTN の挿入

 • トランスレーション パーティション P_CallsFromRoomToRoom の挿入

 • トランスレーション パーティション P_CallsFromRoomToFrontDesk の挿入

 • トランスレーション パーティション P_CallsFromRoomToClub の挿入

 • トランスレーション パーティション P_CallsFromRoomToPSTN の挿入

 • トランスレーション パーティション P_CallsFromFrontDeskToRoom の挿入

 • トランスレーション パーティション P_CallsFromFrontDeskToFrontDesk の挿入

 • トランスレーション パーティション P_CallsFromFrontDeskToClub の挿入

 • トランスレーション パーティション P_CallsFromFrontDeskToPSTN の挿入

 • トランスレーション パーティション P_CallsFromPSTN の挿入

 • トランスレーション パーティション P_CallsFromClubToRoom の挿入

 • トランスレーション パーティション P_CallsFromClubToFrontDesk の挿入

 • トランスレーション パーティション P_FrontDeskToParkNumber の挿入

 • トランスレーション パーティション P_RoomToParkNumber の挿入

 • トランスレーション パーティション P_ParkNumberRange の挿入
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コーリング サーチ スペース

Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [コーリングサーチスペースの設定 (Calling 
Search Space Configuration)] ウィンドウで、次のコーリング サーチ スペースを設定します。

 • コーリング サーチ スペース CSS_Room の挿入 {P_Room}

 • コーリング サーチ スペース CSS_FrontDesk の挿入 {P_FrontDesk}

 • コーリング サーチ スペース CSS_Club の挿入 {P_Club}

 • コーリング サーチ スペース CSS_PSTN の挿入 {P_PSTN}

 • コーリング サーチ スペース CSS_FromRoom の挿入 
{ P_CallsFromRoomToFrontDesk,P_CallsFromRoomToRoom,P_CallsFromRoomToClub,P_CallsF
romRoomToPSTN,P_RoomToParkNumber,P_ParkNumberRange}

 • コーリング サーチ スペース CSS_FromFrontDesk の挿入 
{ P_CallsFromFrontDeskToRoom,P_CallsFromFrontDeskToClub,P_CallsFromFrontDeskToPSTN,
P_CallsFromFrontDeskToFrontDesk }

 • コーリング サーチ スペース CSS_FromPSTN の挿入 
{ P_CallsFromPSTN}

 • コーリング サーチ スペース CSS_FromClub の挿入 
{ P_CallsFromClubToRoom,P_CallsFromClubToFrontDesk}

 • コーリング サーチ スペース CSS_RoomParkRange の挿入 
{P_ParkNumberRange }

デバイスとゲートウェイ

Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [電話の設定 (Phone Configuration)] ウィンド

ウおよび Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [ゲートウェイの設定 (Gateway 
Configuration)] ウィンドウで、次の電話機とゲートウェイを設定します。

 • 電話機 A（Room-1）にパーティション P_Room とデバイス /回線コーリング サーチ スペース 
CSS_FromRoom を設定 
{ P_Phones,CSS_FromRoom} : 221/Room-1

 • 電話機 B（Room-2）にパーティション P_Room とデバイス /回線コーリング サーチ スペース 
CSS_FromRoom を設定 
{ P_Phones,CSS_FromRoom} : 222/Room-2

 • 電話機 C（Front Desk-1）にパーティション P_FrontDesk とデバイス /回線コーリング サーチ ス
ペース CSS_FromFrontDesk を設定し、Ignore Presentation Indicators チェックボックスをオンに

する 
{ P_FrontDesk,CSS_FromFrontDesk,IgnorePresentationIndicators set} : 100/Reception

 • 電話機 D（Front Desk-2）にパーティション P_FrontDesk とデバイス /回線コーリング サーチ ス
ペース CSS_FromFrontDesk を設定し、Ignore Presentation Indicators チェックボックスをオンに

する 
{ P_FrontDesk,CSS_FromFrontDesk,IgnorePresentationIndicators set} : 200/Reception

 • 電話機 E（Club）にパーティション P_Club とコーリング サーチ スペース CSS_FromClub を設定 
{ P_Club,CSS_FromClub) : 300/Club

 • PSTN ゲートウェイ E にルート パターン P_PSTN とコーリング サーチ スペース CSS_FromPSTN 
を設定 
{CSS_FromPSTN},RoutePattern {P_PSTN}
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トランスレーション パターン

Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [トランスレーションパターンの設定

(Translation Pattern Configuration)] ウィンドウで、次のトランスレーション パターンを設定します。

 • トランスレーション パターン TP1 を 1XX として挿入 

[パーティション (Partition)]：P_CallsFromRoomToFrontDesk
CSS：CSS_FrontDesk
[発呼者回線 IDの表示 (Calling Line ID Presentation)] および [発呼者名の表示 (Calling Name 
Presentation)]：[非許可 (Restricted)]
[接続先回線 IDの表示 (Connected Line ID Presentation)] および [接続先名の表示 (Connected 
Name Presentation)]：[許可 (Allowed)]
{P_CallsFromRoomToFrontDesk,CSS_FrontDesk,Calling Line/Name - [非許可

(Restricted)],Connected Line/Name - [許可 (Allowed)]}

 • トランスレーション パターン TP2 を 2XX として挿入 

[パーティション (Partition)]：P_CallsFromRoomToRoom
CSS：CSS_Room
[発呼者回線 IDの表示 (Calling Line ID Presentation)] および [発呼者名の表示 (Calling Name 
Presentation)]：[非許可 (Restricted)]
[接続先回線 IDの表示 (Connected Line ID Presentation)] および [接続先名の表示 (Connected 
Name Presentation)]：[非許可 (Restricted)]
{P_CallsFromRoomToRoom,CSS_Room,Calling Line/Name - [非許可 (Restricted)],Connected 
Line/Name - [非許可 (Restricted)]}

 • トランスレーション パターン TP3 を 3XX として挿入 

[パーティション (Partition)]：P_CallsFromRoomToClub
CSS：CSS_Club
[発呼者回線 IDの表示 (Calling Line ID Presentation)] および [発呼者名の表示 (Calling Name 
Presentation)]：[非許可 (Restricted)]
[接続先回線 IDの表示 (Connected Line ID Presentation)] および [接続先名の表示 (Connected 
Name Presentation)]：[許可 (Allowed)]
{P_CallsFromRoomToClub,CSS_Club,Calling Line/Name - [非許可 (Restricted)],Connected 
Line/Name - [許可 (Allowed)]}

 • トランスレーション パターン TP4 を 9XXXX とし、着信側トランスフォーメーション マスクを 
XXX として挿入 

[パーティション (Partition)]：P_CallsFromRoomToPSTN
CSS：CSS_PSTN
[発呼者回線 IDの表示 (Calling Line ID Presentation)] および [発呼者名の表示 (Calling Name 
Presentation)]：[非許可 (Restricted)]
[接続先回線 IDの表示 (Connected Line ID Presentation)] および [接続先名の表示 (Connected 
Name Presentation)]：[デフォルト (Default)]
{P_CallsFromRoomToPSTN,CSS_PSTN,Calling Line/Name - [非許可 (Restricted)],Connected 
Line/Name - [デフォルト (Default)]}

 • ルート パターン RP5 を 9.XXXXXX として挿入し、数字は PreDot として破棄 
(DDI : PreDot)
[パーティション (Partition)]：P_CallsFromRoomToPSTN
CSS：CSS_PSTN
[発呼者回線 IDの表示 (Calling Line ID Presentation)] および [発呼者名の表示 (Calling Name 
Presentation)]：[非許可 (Restricted)]
[接続先回線 IDの表示 (Connected Line ID Presentation)] および [接続先名の表示 (Connected 
Name Presentation)]：[デフォルト (Default)]
{P_CallsFromRoomToPSTN,CSS_PSTN,Calling Line/Name - [非許可 (Restricted)],Connected 
Line/Name - [デフォルト (Default)]}
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 • トランスレーション パターン TP6 を 2XX として挿入 

[パーティション (Partition)]：P_CallsFromFrontDeskToRoom
CSS：CSS_Room
[発呼者回線 IDの表示 (Calling Line ID Presentation)] および [発呼者名の表示 (Calling Name 
Presentation)]：[許可 (Allowed)]
[接続先回線 IDの表示 (Connected Line ID Presentation)] および [接続先名の表示 (Connected 
Name Presentation)]：[非許可 (Restricted)]
{P_CallsFromFrontDeskToRoom,CSS_Room,Calling Line/Name - [許可 (Allowed)],Connected 
Line/Name - [非許可 (Restricted)]}

 • トランスレーション パターン TP7 を 1XX として挿入 

[パーティション (Partition)]：P_CallsFromFrontDeskToFrontDesk
CSS：CSS_FrontDesk
[発呼者回線 IDの表示 (Calling Line ID Presentation)] および [発呼者名の表示 (Calling Name 
Presentation)]：[許可 (Allowed)]
[接続先回線 IDの表示 (Connected Line ID Presentation)] および [接続先名の表示 (Connected 
Name Presentation)]：[許可 (Allowed)]
{P_CallsFromFrontDeskToFrontDesk,CSS_FrontDesk,Calling Line/Name - [許可

(Allowed)],Connected Line/Name - [許可 (Allowed)]}

 • トランスレーション パターン TP8 を 3XX として挿入 

[パーティション (Partition)]：P_CallsFromFrontDeskToClub
CSS：CSS_Club
[発呼者回線 IDの表示 (Calling Line ID Presentation)] および [発呼者名の表示 (Calling Name 
Presentation)]：[許可 (Allowed)]
[接続先回線 IDの表示 (Connected Line ID Presentation)] および [接続先名の表示 (Connected 
Name Presentation)]：[許可 (Allowed)]
{P_CallsFromFrontDeskToClub,CSS_Club,Calling Line/Name - [許可 (Allowed)],Connected 
Line/Name - [許可 (Allowed)]}

 • トランスレーション パターン TP9 を 9XXXX として挿入 

[パーティション (Partition)]：P_CallsFromFrontDeskToPSTN
CSS：CSS_PSTN
[発呼者回線 IDの表示 (Calling Line ID Presentation)] および [発呼者名の表示 (Calling Name 
Presentation)]：[許可 (Allowed)]
[接続先回線 IDの表示 (Connected Line ID Presentation)] および [接続先名の表示 (Connected 
Name Presentation)]：[デフォルト (Default)]
{P_CallsFromFrontDeskToPSTN,CSS_PSTN,Calling Line/Name - [許可 (Allowed)],Connected 
Line/Name - [デフォルト (Default)]}

 • ルート パターン RP10 を 9.XXXX として挿入し、数字は PreDot として破棄 

[パーティション (Partition)]：P_CallsFromFrontDeskToPSTN
CSS：CSS_PSTN
[発呼者回線 IDの表示 (Calling Line ID Presentation)] および [発呼者名の表示 (Calling Name 
Presentation)]：[非許可 (Restricted)]
[接続先回線 IDの表示 (Connected Line ID Presentation)] および [接続先名の表示 (Connected 
Name Presentation)]：[デフォルト (Default)]
{P_CallsFromFrontDeskToPSTN,CSS_PSTN,Calling Line/Name - [非許可(Restricted)],Connected 
Line/Name - [デフォルト (Default)]}
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 • トランスレーション パターン TP11 を 1XX として挿入 

[パーティション (Partition)]：P_CallsFromClubToFrontDesk
CSS：CSS_FrontDesk
[発呼者回線 IDの表示 (Calling Line ID Presentation)] および [発呼者名の表示 (Calling Name 
Presentation)]：[許可 (Allowed)]
[接続先回線 IDの表示 (Connected Line ID Presentation)] および [接続先名の表示 (Connected 
Name Presentation)]：[許可 (Allowed)]
{P_CallsFromClubToFrontDesk,CSS_FrontDesk,Calling Line/Name - [許可 (Allowed)],Connected 
Line/Name - [許可 (Allowed)]}

 • トランスレーション パターン TP12 を 2XX として挿入 

[パーティション (Partition)]：P_CallsFromClubToRoom
CSS：CSS_Room
[発呼者回線 IDの表示 (Calling Line ID Presentation)] および [発呼者名の表示 (Calling Name 
Presentation)]：[許可 (Allowed)]
[接続先回線 IDの表示 (Connected Line ID Presentation)] および [接続先名の表示 (Connected 
Name Presentation)]：[非許可 (Restricted)]
{ P_CallsFromClubToRoom,CSS_Room,Calling Line/Name - [許可 (Allowed)],Connected 
Line/Name - [非許可 (Restricted)]}

 • トランスレーション パターン TP13 を 1XX として挿入 

[パーティション (Partition)]：P_CallsFromPSTN
CSS：CSS_FrontDesk
[発呼者回線 IDの表示 (Calling Line ID Presentation)] および [発呼者名の表示 (Calling Name 
Presentation)]：[非許可 (Restricted)]
[接続先回線 IDの表示 (Connected Line ID Presentation)] および [接続先名の表示 (Connected 
Name Presentation)]：[許可 (Allowed)]
{ P_CallsFromPSTN,CSS_FrontDesk,Calling Line/Name - [非許可 (Restricted)],Connected 
Line/Name - [許可 (Allowed)]}

コールパーク

Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [コールパーク番号の設定 (Call Park Number 
Configuration)] ウィンドウで、コールパーク機能の次の項目を設定します。

 • コールパーク電話番号 888X を挿入 

[コールパーク番号 /範囲 (Call Park Number/Range)]：P_ParkNumberRange/888X

 • 次からのコールパーク取得に対してトランスレーション パターンを設定 

客室：TP（11 ～ 20）：8880 ～ 8889
[パーティション (Partition)]：P_RoomToParkNumber 
CSS：CSS_RoomParkRange
[発呼者回線 IDの表示 (Calling Line ID Presentation)] および [発呼者名の表示 (Calling Name 
Presentation)]：[非許可 (Restricted)]
[接続先回線 IDの表示 (Connected Line ID Presentation)] および [接続先名の表示 (Connected 
Name Presentation)]：[非許可 (Restricted)]
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コール フローの例

図 4-1 に、単純なコール フローの例を示します。また、このシナリオでどのように Call Display 
Restrictions 機能が動作するかを説明します。

図 4-1 コール フローの例

1. 客室 1 が客室 2（電話番号 222）にコールします。

2. 客室 1 には CSS_FromRoom が設定されているため、客室 1 は P_CallsFromRoomToRoom パー

ティション内の電話機だけにアクセスできます。

3. P_CallsFromRoomToRoom パーティションには 2XX が含まれていますが、電話番号 222（客室 
2）は含まれていません。

4. コールは情報表示が制限されたトランスレーション パターン TP:2XX にルーティングされます。

5. トランスレーション パターン TP:2XX には、コーリング サーチ スペース CSS_Room が設定され

ているため、パーティション P_Room にアクセスできます。

6. コーリング サーチ スペース CSS_Room には、電話番号 222（客室 2）が含まれています。

7. コールは客室 2 に接続されますが、トランスレーション パターン TP:2XX によって情報表示は制

限されます。

接続先番号の表示制限に関するサービス パラメータの設定
接続先番号の表示制限では、接続先の回線 ID 表示がダイヤル番号だけに制限されます。このオプショ

ンを使用すると、お客様のプライバシー問題や、接続先番号の表示が電話機ユーザに不要である場合に

対処できます。

管理者は、接続先番号の表示制限パラメータを設定する場合は、Cisco Unified Communications 
Manager の管理ページで [システム (System)] > [サービスパラメータ (Service Parameters)] にアクセス

します。次に、Cisco CallManager サービスが動作するサーバを選択し、[Cisco CallManager] サービ

スを選択します。

この機能を有効にするには、Always Display Original Dialed Number サービス パラメータを [True] に
設定します。デフォルト設定は [False] です。
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関連項目
 • 「Call Display Restrictions の設定チェックリスト」（P.4-1）

 • 「Call Display Restrictions 機能について」（P.4-2）

 • 「Call Display Restrictions のシステム要件」（P.4-4）

 • 「Call Display Restrictions を使用する場合のシナリオ」（P.4-4）

 • 「インタラクション」（P.4-5）

 • 「Call Display Restrictions の設定」（P.4-6）

 • 「接続先番号の表示制限に関するサービス パラメータの設定」（P.4-14）

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「トランスレーショ

ン パターンの設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「Cisco Unified IP 
Phone の設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「コーリング サー

チ スペースの設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「デバイス プロ

ファイルの設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「パーティションの

設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「Cisco Unified IP Phone」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「電話機能」

参考資料

 • 『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』

 • 『Cisco Unified IP Phone Administration Guide for Cisco Unified Communications Manager』

 • Cisco Unified IP Phone のユーザ資料とリリース ノート（すべてのモデル）
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コールパークとダイレクト コールパーク

この章では、保留機能であるコールパーク機能と、転送機能であるダイレクト コールパークについて

説明します。これらの 2 つの機能は、相互排他的に扱うことをお勧めします。つまり、いずれか一方を

有効にする（両方を有効にしない）ことをお勧めします。両方の機能を有効にする場合は、それぞれに

割り当てられる番号が重複することなく単独で使用されるようにしてください。

この章では、コールパーク（Cisco Unified IP Phone 8961、9951、および 9971 のパーク モニタリング

を含む）とダイレクト コールパーク（Cisco Unified IP Phone 8961、9951、および 9971 の処理された

ダイレクト コールパークを含む）に関する次の情報を提供します。

コールパーク

 • 「コールパークの設定チェックリスト」（P.5-2）

 • 「コールパークの概要」（P.5-5）

 • 「コールパークのシステム要件」（P.5-8）

 • 「インタラクションおよび制限事項」（P.5-8）

 • 「コールパークのインストールとアクティブ化」（P.5-11）

 • 「コールパークの設定」（P.5-11）

 • 「コールパークのサービス パラメータの設定」（P.5-11）

 • 「コールパーク番号の検索」（P.5-12）

 • 「コールパーク番号の設定」（P.5-13）

 • 「コールパークの設定項目」（P.5-13）

 • 「コールパーク番号の削除」（P.5-15）

 • 「関連項目」（P.5-30）

パーク モニタリング（Cisco Unified IP Phone 8961、9951、および 9971 だけ）

 • 「Cisco Unified IP Phone 8961、9951、および 9971 のパーク モニタリング」（P.5-15）

ダイレクト コールパーク

 • 「ダイレクト コールパークの設定チェックリスト」（P.5-3）

 • 「ダイレクト コールパークの概要」（P.5-18）

 • 「ダイレクト コールパークのシステム要件」（P.5-19）

 • 「インタラクションおよび制限事項」（P.5-20）

 • 「ダイレクト コールパークのインストールとアクティブ化」（P.5-22）

 • 「ダイレクト コールパークのサービス パラメータの設定」（P.5-23）
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 • 「ダイレクト コールパーク番号の検索」（P.5-23）

 • 「ダイレクト コールパーク番号の設定」（P.5-24）

 • 「ダイレクト コールパークの設定項目」（P.5-25）

 • 「BLF/ダイレクト コールパーク ボタンの設定」（P.5-27）

 • 「BLF/ダイレクト コールパークの設定項目」（P.5-27）

 • 「ダイレクト コールパークとその影響を受けるデバイスの同期」（P.5-28）

 • 「ダイレクト コールパーク番号の削除」（P.5-29）

 • 「関連項目」（P.5-30）

処理されたダイレクト コールパーク（Cisco Unified IP Phone 8961、9951、および 9971 だけ）

 • 「処理されたダイレクト コールパーク（Cisco Unified IP Phone 8961、9951、および 9971）」
（P.5-29）

コールパークの設定チェックリスト
コールパーク機能を使用すると、コールを保留にし、Cisco Unified Communications Manager システ

ム内の別の電話機（たとえば、別のオフィスや会議室の電話機）からそのコールに応答することができ

ます。電話機でアクティブなコールを受けているときに、[パーク ] ソフトキーまたはコールパーク ボ
タンを押して、そのコールをコールパーク内線番号にパークすることができます。システム内の別の電

話機から誰かがそのコールパーク内線番号をダイヤルすると、そのパークされているコールを取得でき

ます。

コールパーク内線番号として、1 つの電話番号またはある範囲の電話番号を定義できます。各コール

パーク内線番号でパークできるコールは 1 つだけです。

表 5-1 に、コールパークを設定する際のチェックリストを示します。コールパーク機能の詳細について

は、「コールパークの概要」（P.5-5）および「関連項目」（P.5-30）を参照してください。

表 5-1 コールパークの設定チェックリスト 

設定手順 関連手順と関連項目 

ステップ 1 コーリング サーチ スペース内にパーティションを持つユーザだ

けがパーティションを使用できるようにコールパーク内線番号

のパーティションを設定します。

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「パーティ

ションの設定」

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「メディア 
ターミネーション ポイントの設定」

ステップ 2 クラスタ内の各 Cisco Unified Communications Manager に対し

て固有のコールパーク番号を設定するか、コールパーク内線番

号の範囲を定義します。

「コールパーク番号の設定」（P.5-13）

ステップ 3 適切な Cisco Unified Communications Manager グループに、

コールパークで使用されるすべてのサーバを追加します。

（注） サーバと Cisco Unified Communications Manager は、

インストール時に設定されます。

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「Cisco 
Unified Communications Manager グループ

の設定」
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ダイレクト コールパークの設定チェックリスト
ダイレクト コールパークは、ユーザが選択し、待機状態になっているダイレクト コールパーク番号に

対して、ユーザがコールを転送できる機能です。ダイレクト コールパーク番号は、Cisco Unified 
Communications Manager の [ダイレクトコールパークの設定 (Directed Call Park Configuration)] ウィ

ンドウで設定します。設定されたダイレクト コールパーク番号は、クラスタ全体に存在します。電話

機がダイレクト コールパーク Busy Lamp Field（BLF; ビジー ランプ フィールド）をサポートしている

場合、特定のダイレクト コールパーク番号のビジー /アイドル ステータスを監視するようにその電話

機を設定できます。また、ユーザは BLF を使用してダイレクト コールパーク番号を短縮ダイヤルする

こともできます。BLF をサポートしている電話機モデルのリストについては、「インタラクションおよ

び制限事項」（P.5-20）を参照してください。

Cisco Unified Communications Manager が、各ダイレクト コールパーク番号でパークできるコールは 
1 つだけです。パークされたコールを取得するには、ユーザは、設定された取得用プレフィックスをダ

イヤルしてから、コールがパークされているダイレクト コールパーク番号をダイヤルする必要があり

ます。取得用プレフィックスは、[ダイレクトコールパークの設定 (Directed Call Park Configuration)] 
ウィンドウで設定します。

表 5-2 に、ダイレクト コールパークを設定する際のチェックリストを示します。詳細については、「ダ

イレクト コールパークの概要」（P.5-18）および「関連項目」（P.5-30）を参照してください。

ステップ 4 コールパークにアクセスできる各デバイスに Standard User ソフ

トキー テンプレートを割り当てます。ソフトキーを使用できな

い電話機に対しては、Call Park ボタンのある電話ボタン テンプ

レートが自動的に設定されます。

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「ソフト

キー テンプレートの設定」

ステップ 5 [ユーザグループの設定 (User Group Configuration)] ウィンドウ

で、Standard CTI Allow Call Park Monitoring ユーザ グループ

にアプリケーションとエンド ユーザを割り当てます。これは、

コールパーク監視機能を必要とする CTI アプリケーションに関

連付けられたユーザだけに適用されます。

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「ユーザ 
グループへのユーザの追加」

ステップ 6 コールパーク機能が使用可能であることをユーザに通知します。 ユーザが Cisco Unified IP Phone でコール

パーク機能にアクセスする方法については、

電話機のマニュアルを参照してください。

表 5-1 コールパークの設定チェックリスト （続き）

設定手順 関連手順と関連項目 
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表 5-2 ダイレクト コールパークの設定チェックリスト 

設定手順 関連手順と関連項目 

ステップ 1 コーリング サーチ スペース内にパーティションを持つユーザだけ

がパーティションを使用できるようにダイレクト コールパーク番

号のパーティションを設定します。パークされたコールを正常に

取得するには、ユーザがコールを取得するコーリング サーチ ス
ペースに、ダイレクト コールパーク番号を含むパーティションが

含まれている必要があります。

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「パー

ティションの設定」

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「メディ

ア ターミネーション ポイントの設定」

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「コーリ

ング サーチ スペースの設定」

ステップ 2 固有のダイレクト コールパーク番号を定義するか、ダイレクト 
コールパーク番号の範囲を定義します。範囲は、ワイルドカード

を使用して指定する必要があります。たとえば、範囲 40XX は、

4000 ～ 4099 の範囲を設定します。

注意 4000-4040 のように、ダッシュを使用して範囲を入力し

ないでください。

（注） ダイレクト コールパーク BLF を使用して監視できるのは、

個々のダイレクト コールパーク番号だけです。番号の範囲

を設定しても、BLF は、範囲または範囲内の任意の番号の

ビジー /アイドル ステータスの監視をサポートすることは

できません。

「ダイレクト コールパーク番号の設定」

（P.5-24）

ステップ 3 ダイレクト コールパークにアクセスできる各デバイスに Standard 
User ソフトキー テンプレートを割り当てます。ソフトキーを使用

できない電話機に対しては、[転送 ] ボタンのある電話ボタン テン

プレートが自動的に設定されます。

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「ソフト

キー テンプレートの設定」

ステップ 4 ダイレクト コールパーク BLF をサポートする電話機モデルについ

ては、1 つまたは複数の [コールパークBLF] ボタンを含むように

電話ボタン テンプレートを設定し、ダイレクト コールパーク BLF 
の設定値を設定します。

『Cisco Unified Communications Manager シ
ステム ガイド』の「電話ボタン テンプレー

トのカスタマイズのガイドライン」

「BLF/ダイレクト コールパーク ボタンの設

定」（P.5-27）

ステップ 5 ダイレクト コールパーク機能が使用可能であることをユーザに通

知します。

ユーザが Cisco Unified IP Phone でダイレク

ト コールパーク機能にアクセスする方法に

ついては、電話機のマニュアルを参照して

ください。
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コールパークの概要
コールパーク機能を使用すると、コールを保留にし、Cisco Unified Communications Manager システ

ム内の別の電話機（たとえば、別のオフィスや会議室の電話機）からそのコールに応答することができ

ます。電話機でアクティブなコールを受けているときに、[パーク ] ソフトキーまたはコールパーク ボ
タンを押して、そのコールをコールパーク内線番号にパークすることができます。システム内の別の電

話機から誰かがそのコールパーク内線番号をダイヤルすると、そのパークされているコールを取得でき

ます。

コールパーク内線番号として、1 つの電話番号またはある範囲の電話番号を定義できます。各コール

パーク内線番号でパークできるコールは 1 つだけです。

コールパーク機能は Cisco Unified Communications Manager クラスタ内で動作します。クラスタ内の

各 Cisco Unified Communications Manager にコールパーク内線番号が定義されている必要があります 
（クラスタ間でコールパークを使用する方法については、「クラスタ間でのコールパークの使用」

（P.5-6）を参照してください）。コールパーク内線番号として、1 つの電話番号またはある範囲の電話番

号を定義できます。電話番号または番号範囲は固有である必要があります。

有効なコールパーク内線番号は、整数とワイルドカード文字（X）から構成されます。最大 2 桁のワイ

ルドカード文字（XX）を設定できます（たとえば、80XX）。XX を設定すると、最大 100 個のコール

パーク内線番号が提供されます。コールがパークされると、Cisco Unified Communications Manager 
は、次に使用可能なコールパーク内線番号を選択し、電話機にその番号を表示します。

Cisco Unified Communications Managerが、各コールパーク内線番号でパークできるコールは 1 つだ

けです。

（注） ユーザがクラスタ内のサーバ間でコールパークを使用する場合は、クラスタ内の各 Cisco Unified 
Communications Manager サーバにコールパーク内線番号を設定してください。設定の詳細について

は、「コールパーク番号の設定」（P.5-13）を参照してください。

コールパーク機能の使用

図 5-1 に、コールパークのプロセスを示します。

1. 電話機 A のユーザが電話機 B にコールします。

2. 電話機 A のユーザが、プライバシーのため会議室で通話するとします。電話機 A のユーザは [パー

ク ] ソフトキーを押します。

3. 電話機 A が登録されている Cisco Unified Communications Manager サーバは、最初に使用できる

コールパーク電話番号 1234 を送信します。この番号は、電話機 A に表示されます。電話機 A の
ユーザは、コールパーク電話番号を確認します（電話機 C でその電話番号をダイヤルできます）。

4. 電話機 A のユーザはオフィスを出て、使用できる会議室に行きます。その会議室の電話機は、電

話機 C として指定されています。ユーザは電話機 C をオフフックにし、1234 をダイヤルして、

パークされたコールを取得します。

5. システムによって電話機 C と電話機 B の間にコールが確立されます。
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図 5-1 コールパークのプロセス

クラスタ間でのコールパークの使用

ユーザは、割り当てられたルート パターン（たとえば、クラスタ間トランクのルート パターンとして

の 80XX）とコールパーク番号（たとえば 8022）をダイヤルして、パークされたコールを別の Cisco 
Unified Communications Manager クラスタから取得できます。また、コーリング サーチ スペースと

パーティションが正しく設定されていることを確認してください。

次の例を参照してください。

パークされたコールを別のクラスタから取得する例

ネットワークに 2 つのクラスタ（クラスタ A とクラスタ B）があります。クラスタ A にはユーザ A1 
とユーザ A2 がいます。クラスタ B にはユーザ B1 とユーザ B2 がいます。

クラスタ A には、81xx の範囲のコールパーク番号が設定されています。クラスタ B には、82xx の範

囲のコールパーク番号が、管理者によって設定されています。

クラスタ A には、他のクラスタのパーク範囲へのルート パターンとして 82xx が設定されています

（クラスタ B へのルート）。クラスタ B には、他のクラスタのパーク範囲へのルート パターンとして 
81xx が設定されています（クラスタ A へのルート）。

ユーザ A1 が 8101 にコールをパークすると、ルート パターン設定により、クラスタ A とクラスタ B 内
のすべてのユーザ（正しいパーティションが設定されている）が、パークされたコールを取得できま

す。ユーザ B1 が 8202 にコールをパークすると、ルート パターン設定により、クラスタ A とクラスタ 
B 内のすべてのユーザ（正しいパーティションが設定されている）が、パークされたコールを取得でき

ます。図 5-2 を参照してください。
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図 5-2 クラスタ間トランクによる、パークされたコールの取得

追加情報

「関連項目」（P.5-30）を参照してください。
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コールパークのシステム要件
コールパークが動作するには、次のソフトウェア コンポーネントが必要です。

 • Cisco Unified Communications Manager

次の SCCP を実行する電話機および SIP を実行する電話機は、Standard User と Standard Feature ソフ

トキー テンプレートの Park ソフトキーでのコールパークをサポートしています。

 • Cisco Unified IP Phone（7941、7961、7970、7971）

SCCP を実行する次の電話機は、Standard User と Standard Feature ソフトキー テンプレートの Park ソ
フトキーでのコールパークをサポートしています。

 • Cisco Unified IP Phone（7905、7912、7920、7931、7940、7960）

（注） コールパークは、プログラム可能な回線キー機能を使用して、任意の回線（回線 1 を除く）ま

たはボタンで設定できます。

SCCP を実行する次の電話機は、電話ボタン テンプレートの Call Park ボタンによるコールパークをサ

ポートしています。

 • Cisco Unified IP Phone 30（30 SP+ および 30 VIP）

 • Cisco Unified IP Phone  12（12 S、12 SP、12 SP+）

 • Cisco Unified IP Phone 7910

追加情報

「関連項目」（P.5-30）を参照してください。

インタラクションおよび制限事項
次の項では、コールパークにおけるインタラクションおよび制限事項について説明します。

 • 「インタラクション」（P.5-8）

 • 「制限事項」（P.5-10）

インタラクション

次の各項では、コールパークが Cisco Unified Communications Manager アプリケーションおよびコー

ル処理と通信する方法について説明します。

 • 「CTI アプリケーション」（P.5-9）

 • 「保留音」（P.5-9）

 • 「ルート プラン レポート」（P.5-9）

 • 「コーリング サーチ スペースとパーティション」（P.5-9）

 • 「即時転送」（P.5-9）

 • 「割り込み」（P.5-9）

 • 「ダイレクト コールパーク」（P.5-10）

 • 「Q.SIG クラスタ間トランク」（P.5-10）
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CTI アプリケーション

CTI アプリケーションは、コールパーク DN のアクティビティの監視などのコール パーク機能にアク

セスします。コールパーク DN を監視するには、アプリケーションまたは CTI アプリケーションに関

連付けられたエンド ユーザを Standard CTI Allow Call Park Monitoring ユーザ グループに追加する必

要があります。

保留音

保留音を使用すると、ユーザは、ストリーミング ソースから提供される音楽を使用して、コールを保

留にできます。保留音では、次の 2 つのタイプの保留を使用できます。

 • ユーザ保留：ユーザが保留ボタンまたは [保留 ] ソフトキーを押すと、システムによってこのタイ

プの保留が呼び出されます。

 • ネットワーク保留：ユーザが転送、会議、またはコールパーク機能をアクティブにすると、このタ

イプの保留が自動的に呼び出されます。

ルート プラン レポート

ルート プラン レポートには、Cisco Unified Communications Manager で設定されているパターンと電

話番号が示されます。コールパークに電話番号を割り当てる前に、ルート プラン レポートを使用して、

パターンと電話番号の重複を検索します。『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレー
ション ガイド』の「ルート プラン レポート」の章を参照してください。

コーリング サーチ スペースとパーティション

デバイスのコーリング サーチ スペースに基づいてユーザによるコールパークへのアクセスを制限する

には、コールパーク電話番号または範囲をパーティションに割り当てます。『Cisco Unified 
Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「コーリング サーチ スペースの設定」

および「パーティションの設定」を参照してください。

即時転送

コールパークは即時転送（[即転送 ] ソフトキー）をサポートしています。たとえば、ユーザ A がユー

ザ B にコールし、ユーザ B がコールをパークしたとします。ユーザ B はコールを取得し、[即転送 ] ソ
フトキーを押してそのコールをボイスメール メールボックスに送信しました。ユーザ A に、ユーザ B 
のボイスメール メールボックスのグリーティングが再生されます。

割り込み

次に、コールパークでの割り込みと C 割り込みの違いについて説明します。

コールパークでの割り込み

発信先の電話機（割り込み先の電話機）がコールを制御します。割り込みの発信側は発信先の電話機に

「ピギーバッキング」します。割り込み中でも、共通機能のほとんどが発信先の電話機に属しているの

で、割り込みの発信側は機能を利用できません。発信先がコールをパークした場合、割り込みの発信側

はそのコール（割り込み）をリリースする必要があります。
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コールパークでの C 割り込み

割り込みの発信先と発信側はピアとして動作します。C 割り込み機能は会議ブリッジを使用し、それを

ミートミー会議のように動作させます。両方の電話機（割り込みの発信先と発信側）がそれぞれの機能

を完全に利用できます。

ダイレクト コールパーク

ダイレクト コールパークとコールパーク用 [パーク ] ソフトキーを同時に設定しないことをお勧めしま

すが、両方を設定する可能性もあります。両方を設定する場合、コールパークとダイレクト コール

パークの番号が重複しないことを確認してください。

Q.SIG クラスタ間トランク

ユーザが QSIG クラスタ間トランクまたは QSIG ゲートウェイ トランクを越えてコールをパークする

と、パークされた発信側（parkee）にパーク先番号メッセージが表示されません。電話機には、パーク

前に接続された番号が表示されたままです。コールはパークされ、コールをパークしたユーザはコール

を取得できます。パークされた状態からコールが取得されると、コールは継続しますが、パークされた

発信側には新しく接続された番号が表示されません。

追加情報

「関連項目」（P.5-30）を参照してください。

制限事項

コールパークには、次の制限事項があります。

 • Cisco Unified Communications Managerが、各コールパーク内線番号でパークできるコールは 1 つ
だけです。

 • 各コールパーク電話番号、パーティション、および範囲が Cisco Unified Communications 
Manager クラスタ内で固有であることを確認してください。

 • 複数ノードにわたるシェアドライン デバイスの場合、回線は、デバイスが最初に登録されたノー

ドに登録されます。たとえば、subscriber2 からのデバイスが最初に登録され、回線が subscriber2 
およびパブリッシャ サーバで作成された場合、回線は subscriber2 に属します。各ノードは、コー

ルパーク番号で設定する必要があります。

 • フェールオーバー /フォールバックを行うには、パブリッシャ サーバとサブスクライバ ノードで

コールパーク番号を設定します。この設定を使用すると、プライマリ ノードがダウンした場合で

も、回線 /デバイスの割り当てがセカンダリ ノードに変更され、セカンダリ ノードのコールパーク

番号が使用されます。

 • デバイスを登録する各 Cisco Unified Communications Manager には、固有のコールパーク電話番

号と範囲が必要です。

 • Cisco Unified IP Phone 7902 はコールをパークできません（パークされたコールの取得しかできま

せん）。

 • Cisco Unified Communications Manager の管理機能は、コールパークの設定に使用するコール

パーク番号または範囲を検証しません。無効な番号または範囲、および範囲が重複する可能性を特

定するには、Cisco Unified Communications Manager Dialed Number Analyzer ツールを使用しま

す。
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 • [サーバの設定 (Server Configuration)] ウィンドウ（[システム (System)] > [サーバ (Server)]）で削

除中のノードの Cisco Unified Communications Manager に対してコールパーク番号が設定される

と、サーバの削除は失敗します。ノードを削除するには、事前に Cisco Unified Communications 
Manager の管理ページでコールパーク番号を削除する必要があります。

 • Cisco Unified Communications Manager の管理機能は、Call Park Reversion Timer に入力された

値が Call Park Display Timer に入力された値より小さいかどうかをチェックしません。Call Park 
Reversion Timer に入力した値が Call Park Display Timer の値より小さい場合、コールパーク番号

は電話機に表示されません。

設定の詳細については、「コールパーク番号の設定」（P.5-13）を参照してください。

追加情報

「関連項目」（P.5-30）を参照してください。

コールパークのインストールとアクティブ化
システム機能のコールパークは、Cisco Unified Communications Manager ソフトウェアに標準で備

わっています。この機能は、特にインストールする必要はありません。

追加情報

「関連項目」（P.5-30）を参照してください。

コールパークの設定
この項の内容は次のとおりです。

 • 「コールパークのサービス パラメータの設定」（P.5-11）

 • 「コールパーク番号の検索」（P.5-12）

 • 「コールパーク番号の設定」（P.5-13）

 • 「コールパーク番号の削除」（P.5-15）

ヒント コールパークを設定する前に、「コールパークの設定チェックリスト」（P.5-2）を参照してください。

コールパークのサービス パラメータの設定

Cisco Unified Communications Manager には、コールパーク用に、Call Park Display Timer と Call 
Park Reversion Timer という 2 つのクラスタ全体のサービス パラメータが用意されています。各サービ

ス パラメータではデフォルトが設定されているので、特別な設定は必要ありません。

 • Call Park Display Timer：デフォルトでは 10 秒に指定されています。このパラメータは、コールを

パークした電話機にコールパーク番号を表示する時間の長さを指定します。このタイマーは、Cisco 
CallManager サービスとコールパークが設定されたクラスタ内の各サーバに対して設定します。

 • Call Park Reversion Timer：デフォルトでは 60 秒に指定されています。このパラメータは、コー

ルのパーク状態を継続する時間を指定します。このタイマーは、Cisco CallManager サービスと

コールパークが設定されたクラスタ内の各サーバに対して設定します。このタイマーが時間切れに

なると、パークされたコールは、コールをパークしたデバイスに戻ります。
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（注） タイマーを設定するには、[システム (System)] > [サービスパラメータ (Service Parameters)] を選択し、

[Clusterwide Parameters (Feature-General)] ペインの [Call Park Display Timer] フィールドと [Call 
Park Reversion Timer] フィールドを更新します。

追加情報

「関連項目」（P.5-30）を参照してください。

コールパーク番号の検索

ネットワーク上には複数のコールパーク番号が存在する場合があります。Cisco Unified 
Communications Manager では、特定の条件に基づいて、特定のコールパーク番号を検索できます。

コールパーク番号を検索するには、次の手順を実行します。

（注） ブラウザ セッションでの作業中は、Cisco Unified Communications Manager の管理ページでコール

パーク番号の検索プリファレンスが保持されます。他のメニュー項目に移動してこのメニュー項目に

戻った場合でも、検索を変更するかブラウザを閉じない限り、コールパーク番号の検索プリファレンス

は Cisco Unified Communications Manager の管理ページで保持されています。

手順

ステップ 1 [コールルーティング (Call Routing)] > [コールパーク (Call Park)] を選択します。

[ コールパーク番号の検索と一覧表示 (Find and List Call Park Numbers)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空になっていることを確認

し、「ステップ 3」 に進みます。

特定のレコードをフィルタリングまたは検索するには、次の操作を実行します。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスで、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスで、検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索文字を入力します。

（注） 別の検索条件を追加するには、[+] ボタンをクリックします。条件を追加した場合は、指定し

たすべての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、[–] ボタンをク

リックして、最後に追加された条件を削除するか、または [フィルタのクリア (Clear Filter)] ボ
タンをクリックして、追加されたすべての検索条件を削除します。

ステップ 3 [検索 (Find)] をクリックします。

すべてのレコードまたは条件に一致するレコードが表示されます。[ ページあたりの行数 (Rows per 
Page)] ドロップダウン リスト ボックスで別の値を選択すると、各ページに表示される項目数を変更で

きます。

（注） 適切なレコードの横にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削除 (Delete 
Selected)] をクリックすると、データベースから複数のレコードを削除できます。[すべてを選

択 (Select All)] をクリックして [選択項目の削除 (Delete Selected)] をクリックすると、この選

択対象として設定可能なすべてのレコードを削除できます。
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ステップ 4 表示されたレコード リストから、目的のレコードのリンクをクリックします。

（注） ソート順を逆にするには、リストのヘッダーにある上矢印または下矢印をクリックします（使

用可能な場合）。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

「関連項目」（P.5-30）を参照してください。

コールパーク番号の設定

この項では、1 つのコールパーク内線番号またはコールパーク内線番号の範囲を追加、コピー、および

更新する方法について説明します。

手順

ステップ 1 [コールルーティング (Call Routing)] > [コールパーク (Call Park)] を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

 • 新しいコールパーク番号を追加するには、[ 新規追加 (Add New)] をクリックします。

 • コールパーク番号をコピーするには、「コールパーク番号の検索」（P.5-12）の手順を実行してコー

ルパーク番号または番号の範囲を検索します。[ コピー (Copy)] アイコンをクリックします。

 • コールパーク番号を更新するには、「コールパーク番号の検索」（P.5-12）の手順を実行してコール

パーク番号または番号の範囲を検索します。

[ コールパーク番号の設定 (Call Park Number Configuration)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 適切な設定値を入力するか更新します（表 5-3 を参照）。

ステップ 4 新規コールパーク番号または変更されたコールパーク番号をデータベースに保存するには、[保存

(Save)] をクリックします。

追加情報

「関連項目」（P.5-30）を参照してください。

コールパークの設定項目

コールパーク機能を使用すると、コールを保留にし、Cisco Unified Communications Manager システム内

の別の電話機（たとえば、別のオフィスや会議室の電話機）からそのコールに応答することができます。

電話機でアクティブなコールを受けているときに、[パーク ] ソフトキーまたはコールパーク ボタンを押

して、そのコールをコールパーク内線番号にパークすることができます。システム内の別の電話機から

誰かがそのコールパーク内線番号をダイヤルすると、そのパークされているコールを取得できます。

コールパーク内線番号として、1 つの電話番号またはある範囲の電話番号を定義できます。各コール

パーク内線番号でパークできるコールは 1 つだけです。表 5-1 に、コールパークの設定チェックリスト

を示します。
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表 5-3 に、コールパークの設定項目を示します。関連する手順については、「関連項目」（P.5-30）を参

照してください。

表 5-3 コールパークの設定項目 

フィールド 説明

[コールパーク番号 /範囲
(Call Park Number/Range)]

コールパーク内線番号を入力します。数字列またはワイルドカード文字 
X（システムでは 1 つまたは 2 つの X を使用できます）を入力できま

す。たとえば、5555 を入力すると 1 つのコールパーク内線番号 5555 が
定義され、55XX を入力すると 5500 ～ 5599 のコールパーク内線番号の

範囲が定義されます。

（注） 1 つのコールパーク範囲の定義で、最大 100 のコールパーク番

号を作成できます。コールパーク番号は固有の番号にしてくだ

さい。

（注） Cisco Unified Communications Manager サーバ間でコールパー

ク番号が重複することがないようにしてください。各 Cisco 
Unified Communications Manager サーバの番号範囲は固有で

ある必要があります。

[説明 (Description)] このコールパーク番号に簡単な説明を付けます。説明には、任意の言

語で最大 50 文字を指定できますが、二重引用符（"）、パーセント記号

（%）、アンパサンド（&）、および山カッコ（<>）は使用できません。

[パーティション (Partition)] パーティションを使用してコールパーク番号へのアクセスを制限する

場合は、ドロップダウン リスト ボックスから希望のパーティションを

選択します。コールパーク番号へのアクセスを制限しない場合は、

パーティションに [<なし>(<None>)] を選択します。

多数のパーティションが設定されている場合のパーティションの検索

手順については、『Cisco Unified Communications Manager アドミニス
トレーション ガイド』の「パーティションの検索（パーティションが

多数ある場合）」を参照してください。

（注） コールパーク内線番号とパーティションの組み合せが、Cisco 
Unified Communications Manager クラスタ内で固有であるこ

とを確認してください。

[Cisco Unified CM] ドロップダウン リスト ボックスを使用して、コールパーク番号が適用

される Cisco Unified Communications Manager を選択します。

（注） 1 つのコールパーク範囲の定義で、最大 100 のコールパーク番

号を作成できます。コールパーク番号は固有の番号にしてくだ

さい。

（注） Cisco Unified Communications Manager サーバ間でコールパー

ク番号が重複することがないようにしてください。各 Cisco 
Unified Communications Manager サーバの番号範囲は固有で

ある必要があります。
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コールパーク番号の削除

この項では、Cisco Unified Communications Manager データベースからコールパーク番号を削除する

方法について説明します。

手順

ステップ 1 「コールパーク番号の検索」（P.5-12）の手順を実行して、コールパーク番号またはコールパーク番号の

範囲を検索します。

ステップ 2 削除するコールパーク番号またはコールパーク番号の範囲をクリックします。

ステップ 3 [削除 (Delete)] をクリックします。

（注） コールパーク番号の横にあるチェックボックスをオンにして [選択項目の削除 (Delete 
Selected)] をクリックすることによって、[コールパーク番号の検索と一覧表示 (Find and List 
Call Park Numbers)] ウィンドウから複数のコールパーク番号を削除できます。[すべてを選択

(Select All)] をクリックして [選択項目の削除 (Delete Selected)] をクリックすると、ウィンド

ウ内のすべてのコールパーク番号を削除できます。

Cisco Unified IP Phone 8961、9951、および 9971 の
パーク モニタリング

パーク モニタリングは、Cisco Unified IP Phone 8961、9951、または 9971（SIP 電話機だけ）がコー

ルをパークした場合にだけ、サポートされます。パーク モニタリングでは、パークされたコールのス

テータスを監視します。パークされたコールが取得されるまで、またはパークされた発信側によって終

了されるまで、パーク モニタリング コール バブルはクリアされません。パークされたコールは、パー

ク元の電話機で同じコール バブルを使用して取得できます。

（注） コールパーク番号および設定の設定手順は、他の電話機モデルの場合と同じです。

次の項では、パーク モニタリングの設定のオプションについて説明します。

 • 「パーク モニタリングのサービス パラメータの設定」（P.5-16）

 • 「[電話番号の設定 (Directory Number Configuration)] ウィンドウでのパーク モニタリング パラ

メータの設定」（P.5-17）

 • 「[ハントパイロットの設定 (Hunt Pilot Configuration)] ウィンドウでのパーク モニタリング パラ

メータの設定」（P.5-18）
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パーク モニタリングのサービス パラメータの設定

Cisco Unified Communications Manager には、パークモニタリング用に、Park Monitoring Reversion 
Timer、Park Monitoring Periodic Reversion Timer、および Park Monitoring Forward No Retrieve 
Timer という 3 つのクラスタ全体のサービス タイマー パラメータが用意されています。各サービス パ
ラメータではデフォルトが設定されているので、特別な設定は必要ありません。これらのタイマー パ
ラメータは、パーク モニタリング専用のパラメータです。Call Park Display Timer と Call Park 
Reversion Timer は、パーク モニタリングには使用されません。これらのパラメータの説明について

は、表 5-4 を参照してください。

表 5-4 パーク モニタリングのサービス パラメータ

フィールド 説明

[Park Monitoring 
Reversion Timer]

デフォルトは 60 秒です。このタイマーは、Cisco CallManager サービスと

コールパークが設定されたクラスタ内の各サーバに対して設定します。この

パラメータによって、Cisco Unified Communications Manager がユーザに

パークしたコールの取得を求めるまでに待機する秒数が決まります。このタ

イマーはユーザが電話の [パーク ] ソフトキーを押すと起動し、タイマーの期

限が切れるとリマインダが発行されます。

このサービス パラメータで指定した値は、[パークモニタリング (Park 
Monitoring)] セクションの [電話番号の設定 (Directory Number 
Configuration)] ウィンドウ（[コールルーティング (Call Routing)] > [電話番

号 (Directory Number)]）で、回線ごとに上書きできます。値 0 を指定する

と、Park Monitoring Periodic Reversion Timer サービス パラメータ（下記を

参照）で指定した定期復帰期間がただちに使用されます。たとえば、このパ

ラメータが 0 に設定され、Park Monitoring Periodic Reversion Timer が 15 に
設定されている場合、パークされたコールに関するプロンプトがユーザにた

だちに表示され、その後 Park Monitoring Forward No Retrieve Timer（下記

を参照）が時間切れになるまで 15 秒ごとにプロンプトが表示されます。

[Park Monitoring 
Periodic Reversion 
Timer]

デフォルトは 30 秒です。このタイマーは、Cisco CallManager サービスと

コールパークが設定されたクラスタ内の各サーバに対して設定します。この

パラメータによって、コールがパークされたことを示すプロンプトをユーザ

に再度表示するまでに Cisco Unified Communications Manager が待機する間

隔（秒）が決まります。ユーザは、プロンプトが表示されている間にオフ

フックにするだけで、パークされたコールに接続できます。Cisco Unified 
Communications Manager は、コールのパーク状態が続いている間は、[Park 
Monitoring Forward No Retrieve Timer]（下記を参照）で指定した時間まで、

パークされたコールに関するプロンプトをユーザに表示し続けます。パーク

されたコールに関する定期的なプロンプトを無効にするには、値 0 を指定し

ます。

[Park Monitoring 
Forward No Retrieve 
Timer]

デフォルトは 300 秒です。このタイマーは、Cisco CallManager サービスと

コールパークが設定されたクラスタ内の各サーバに対して設定します。この

パラメータによって、パーク アラート通知が発生する秒数が決定されます。

アラート通知後に、パークされたコールが、パーク元の [電話番号の設定

(Directory Number Configuration)] ウィンドウで指定した未取得時のパーク 
モニタリング転送の接続先に転送されます （Cisco Unified Communications 
Manager の管理ページで転送先を指定していない場合、コールは、コールを

パークした回線に戻ります）。このパラメータは、Park Monitoring Reversion 
Timer サービス パラメータの期限が切れると、開始されます。Park 
Monitoring Forward No Retrieve Timer の期限が切れると、コールはパークか

ら削除され、指定した宛先に転送されるか、パーク元の回線に戻されます。
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（注） タイマーを設定するには、[システム (System)] > [サービスパラメータ (Service Parameters)] を選択し、

[Clusterwide Parameters(System - General)] ペインの [Park Monitoring Reversion Timer] フィールド、

[Park Monitoring Periodic Reversion Timer] フィールド、および [Park Monitoring Forward No 
Retrieve Timer] フィールドを更新します。

追加情報

「関連項目」（P.5-30）を参照してください。

[電話番号の設定 (Directory Number Configuration)] ウィンドウでの
パーク モニタリング パラメータの設定

[電話番号の設定 (Directory Number Configuration)] ウィンドウ（[コールルーティング (Call 
Routing)] > [電話番号 (Directory Number)]）には、「パークモニタリング」と呼ばれる領域がありま

す。この領域で、表 5-5 に示されている 3 つのパラメータを設定できます。

追加情報

「関連項目」（P.5-30）を参照してください。

表 5-5 [電話番号の設定 (Directory Number Configuration)] ウィンドウのパーク モニタリング パラ

メータ 

フィールド 説明

[Park Monitoring 
Forward No Retrieve 
Destination External]

パークされた発信側が外部のユーザである場合、コールは、パーク元の 
Park Monitoring Forward No Retrieve Destination External パラメータで指

定した宛先に転送されます。[Park Monitoring Forward No Retrieve 
Destination External] フィールドの値が空の場合、パークされた発信側は

パーク元の回線にリダイレクトされます。

[Park Monitoring 
Forward No Retrieve 
Destination Internal]

パークされた発信側が内部のユーザである場合、コールは、パーク元の 
Park Monitoring Forward No Retrieve Destination Internal パラメータで指定

した宛先に転送されます。[Park Monitoring Forward No Retrieve 
Destination Internal] が空の場合、パークされた発信側がパーク元の回線に

リダイレクトされます。

[Park Monitoring 
Reversion Timer]

このパラメータによって、Cisco Unified Communications Manager がユー

ザにパークしたコールの取得を求めるまでに待機する秒数が決まります。こ

のタイマーはユーザが電話の [パーク ] ソフトキーを押すと起動し、タイ

マーの期限が切れるとリマインダが発行されます。

デフォルトは 60 秒です。

（注） ゼロ以外の値を設定すると、その値によって、[サービス パラメー

タ (Service Parameters)] ウィンドウで設定したこのパラメータの値

が上書きされます。一方、ここに 0 を設定すると、[サービス パラ

メータ (Service Parameters)] ウィンドウの値が使用されます。
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[ハントパイロットの設定 (Hunt Pilot Configuration)] ウィンドウでの
パーク モニタリング パラメータの設定

ハント リスト経由でルーティングされたコールがパークされた場合、Park Monitoring Forward No 
Retrieve Timer が期限切れになったときに、Hunt Pilot Park Monitoring Forward No Retrieve 
Destination パラメータ値が使用されます（この値がブランクの場合を除く）。この値は、[ハントパイ

ロットの設定 (Hunt Pilot Configuration)] ウィンドウ（[コールルーティング (Call Routing)] > [ルート

/ハント (Route/Hunt)] > [ハントパイロット (Hunt Pilot)]）で設定されます。Hunt Pilot Park 
Monitoring Forward No Retrieve Destination パラメータ値がブランクの場合、Park Monitoring 
Forward No Retrieve Timer が期限切れになったときに、[電話番号の設定 (Directory Number 
Configuration)] ウィンドウで設定された宛先にコールが転送されます。

追加情報

「関連項目」（P.5-30）を参照してください。

ダイレクト コールパークの概要
ダイレクト コールパークは、ユーザが選択し、待機状態になっているダイレクト コールパーク番号に

対して、ユーザがコールを転送できる機能です。ダイレクト コールパーク番号は、Cisco Unified 
Communications Manager の [ダイレクトコールパークの設定 (Directed Call Park Configuration)] ウィ

ンドウで設定します。設定されたダイレクト コールパーク番号は、クラスタ全体に存在します。電話

機がダイレクト コールパーク ビジー ランプ フィールド（BLF）をサポートしている場合、特定のダイ

レクト コールパーク番号のビジー /アイドル ステータスを監視するようにその電話機を設定できます。

また、ユーザは BLF を使用してダイレクト コールパーク番号を短縮ダイヤルすることもできます。

BLF をサポートしている電話機モデルのリストについては、「インタラクションおよび制限事項」

（P.5-20）を参照してください。

Cisco Unified Communications Manager が、各ダイレクト コールパーク番号でパークできるコールは 
1 つだけです。パークされたコールを取得するには、ユーザは、設定された取得用プレフィックスをダ

イヤルしてから、コールがパークされているダイレクト コールパーク番号をダイヤルする必要があり

ます。取得用プレフィックスは、[ダイレクトコールパークの設定 (Directed Call Park Configuration)] 
ウィンドウで設定します。

例 1：ダイレクト コールパーク機能の使用：パークされたコールを取得する

次の例では、ダイレクト コールパーク機能の使用方法とパークされたコールの取得方法を示します。

1. ユーザ A1 および A2 がコールで接続されます。

2. コールをパークするには、A1 は [転送 ] ソフトキー（または、使用可能であれば [転送 ] ボタン）

を押し、ダイレクト コールパーク番号（たとえば）80 をダイヤルするか、ダイレクト コールパー

ク番号 80 の BLF ボタン（電話機モデルが BLF ボタンをサポートしている場合）を押します。

3. A1 は、[転送 ] ソフトキー（または [転送 ] ボタン）をもう一度押すか、またはオンフックにして、

ダイレクト コールパーク転送を完了します。この操作によって、A2 はダイレクト コールパーク番

号 80 にパークされます。

（注） Transfer On-hook Enabled サービス パラメータが [True] に設定されている場合は、[転送 ] ソ
フトキー（または [転送 ] ボタン）をもう一度押すのではなく、オンフックにするだけで転送

を完了できます。『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「オンフック 
コール転送」を参照してください。
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4. 正しく設定されたパーティションとコーリング サーチ スペースを備える任意の電話機から、ユー

ザ B1 は、ダイレクト コールパーク プレフィックス（たとえば 21）をダイヤルしてからダイレク

ト コールパーク番号 80 をダイヤルし、コールを取得します。B1 は A2 に接続します。

例 2：ダイレクト コールパーク機能の使用：パークされたコールを取得しない

次の例では、パークされたコールを取得せず、復帰番号へ戻す場合のダイレクト コールパーク機能の

使用方法を示します。

1. ユーザ A1 および A2 がコールで接続されます。

2. コールをパークするには、A1 は [転送 ] ソフトキー（または、使用可能であれば [転送 ] ボタン）

を押し、ダイレクト コールパーク番号（たとえば）80 をダイヤルするか、ダイレクト コールパー

ク番号 80 の BLF ボタン（電話機モデルが BLF ボタンをサポートしている場合）を押します。

3. A1 は、[転送 ] ソフトキー（または [転送 ] ボタン）をもう一度押すか、またはオンフックにして、

ダイレクト コールパーク転送を完了します。この操作によって、A2 はダイレクト コールパーク番

号 80 にパークされます。

（注） Transfer On-hook Enabled サービス パラメータが [True] に設定されている場合は、[転送 ] ソ
フトキー（または [転送 ] ボタン）をもう一度押すのではなく、オンフックにするだけで転送

を完了できます。『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「オンフック 
コール転送」を参照してください。

4. Call Park Reversion Timer（サービス パラメータ）が時間切れになる前に、コールが取得されるこ

とはありません。

5. A2 は設定された復帰番号を復元します。

追加情報

「関連項目」（P.5-30）を参照してください。

ダイレクト コールパークのシステム要件
ダイレクト コールパークが動作するには、次のソフトウェア コンポーネントが必要です。

 • Cisco Unified Communications Manager

ユーザは、Cisco Unified IP Phone 7905、7912、7920、7940、7960、7970 など、転送を実行できる電

話機からダイレクト コールパークを使用して、コールをパークおよび取得できます。Cisco VG248 
Analog Phone Gateways もダイレクト コールパークをサポートしています。

次に示す、SCCP を実行する電話機および SIP を実行する電話機は、ダイレクト コールパーク BLF を
サポートしています。

 • Cisco Unified IP Phone（7941、7961、7970、7971）

 • Cisco Unified IP Phone 拡張モジュール（7914、7915、7916）

SCCP を実行する次の電話機は、ダイレクト コールパーク BLF をサポートしています。

 • Cisco Unified IP Phone（7905、7912、7920、7940、7960）

追加情報

「関連項目」（P.5-30）を参照してください。
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インタラクションおよび制限事項
次の項では、ダイレクト コールパークにおけるインタラクションおよび制限事項について説明します。

 • 「インタラクション」（P.5-20）

 • 「制限事項」（P.5-21）

インタラクション

次の各項では、ダイレクト コールパークが Cisco Unified Communications Manager アプリケーション

およびコール処理と通信する方法について説明します。

 • 「保留音」（P.5-20）

 • 「ルート プラン レポート」（P.5-20）

 • 「コーリング サーチ スペースとパーティション」（P.5-20）

 • 「即時転送」（P.5-21）

 • 「割り込み」（P.5-21）

 • 「コールパーク」（P.5-21）

保留音

保留音を使用すると、ユーザは、ストリーミング ソースから提供される音楽を使用して、コールを保

留にできます。保留音では、次の 2 つのタイプの保留を使用できます。

 • ユーザ保留：ユーザが保留ボタンまたは [保留 ] ソフトキーを押すと、システムによってこのタイ

プの保留が呼び出されます。

 • ネットワーク保留：ユーザが転送、会議、またはコールパーク機能をアクティブにすると、このタ

イプの保留が自動的に呼び出されます。ダイレクト コールパークは転送機能であるため、この保

留のタイプはダイレクト コールパークに適用されます。

ルート プラン レポート

ルート プラン レポートには、Cisco Unified Communications Manager で設定されているパターンと電

話番号が示されます。ダイレクト コールパークに電話番号を割り当てる前に、ルート プラン レポート

を使用して、パターンと電話番号の重複を検索します。『Cisco Unified Communications Manager アド
ミニストレーション ガイド』の「ルート プラン レポート」の章を参照してください。

コーリング サーチ スペースとパーティション

デバイスのコーリング サーチ スペースに基づいてユーザによるダイレクト コールパークへのアクセス

を制限するには、ダイレクト コールパーク電話番号または範囲をパーティションに割り当てます。

『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「コーリング サーチ ス
ペースの設定」および「パーティションの設定」を参照してください。



 

5-21
Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド     

第 5 章      コールパークとダイレクト コールパーク

    インタラクションおよび制限事項    

即時転送

ダイレクト コールパークは即時転送（[即転送 ] ソフトキー）をサポートしています。たとえば、ユー

ザ A がユーザ B にコールし、ユーザ B がコールをパークしたとします。ユーザ B はコールを取得し、

[即転送 ] ソフトキーを押してそのコールをボイスメール メールボックスに送信しました。ユーザ A 
に、ユーザ B のボイスメール メールボックスのグリーティングが再生されます。

割り込み

次に、ダイレクト コールパークでの割り込みと C 割り込みの違いについて説明します。

ダイレクト コールパークでの割り込み

発信先の電話機（割り込み先の電話機）がコールを制御します。割り込みの発信側は発信先の電話機に

「ピギーバッキング」します。割り込み中でも、共通機能のほとんどが発信先の電話機に属しているの

で、割り込みの発信側は機能を利用できません。ダイレクト コールパークを使用して発信先がコール

をパークした場合、割り込みの発信側はそのコール（割り込み）をリリースする必要があります。

ダイレクト コールパークでの C 割り込み

割り込みの発信先と発信側はピアとして動作します。C 割り込み機能は会議ブリッジを使用し、それを

ミートミー会議のように動作させます。両方の電話機（割り込みの発信先と発信側）がそれぞれの機能

を完全に保持できます。

コールパーク

ダイレクト コールパークとコールパーク用 [パーク ] ソフトキーを同時に設定しないことをお勧めしま

すが、両方を設定する可能性もあります。両方を設定する場合、コールパークとダイレクト コール

パークの番号が重複しないことを確認してください。

ダイレクト コールパーク機能を使用してパークされた発信者（parkee）は、パークされている間は標

準のコールパーク機能を使用できません。

制限事項

ダイレクト コールパークには、次の制限事項があります。

 • Cisco Unified Communications Manager が、各ダイレクト コールパーク番号でパークできるコー

ルは 1 つだけです。

 • 各ダイレクト コールパーク電話番号、パーティション、および範囲が Cisco Unified 
Communications Manager クラスタ内で固有であることを確認してください。[パーク ] ソフト

キーもアクティブになっている場合（推奨されていません）、コールパーク番号とダイレクト コー

ルパーク番号の間で重複がないことを確認してください。

 • ダイレクト コールパーク機能を使用してパークされた発信者（parkee）は、パークされている間

は標準のコールパーク機能を使用できません。

 • ダイレクト コールパーク BLF は、ダイレクト コールパーク番号の範囲を監視できません。ダイレ

クト コールパーク BLF を使用してユーザが監視できるのは、個々のダイレクト コールパーク番号

だけです。たとえば、ダイレクト コールパーク番号の範囲 8X を設定しても、ダイレクト コール

パーク BLF を使用して 80 ～ 89 の範囲全体を監視することはできません。
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 • デバイスが（BLF ボタンを使用して）監視するように設定されているダイレクト コールパーク番

号は削除できません。ダイレクト コールパーク番号または範囲は使用中で削除できないことを示

すメッセージが表示されます。番号を使用しているデバイスを判別するには、[ダイレクトコール

パークの設定 (Directed Call Park Configuration)] ウィンドウにある [依存関係レコード

(Dependency Records)] リンクをクリックします。

 • 復帰番号が設定されていない場合、Call Park Reversion Timer が時間切れになった後、コールは 
parker（パーク側）に戻されます。SIP を実行する電話機用のダイレクト コールパークは、ビジー 
ランプ フィールド（BLF）とパーク コードへのコール転送を組み合せたものとして設計されてい

ます。転送機能は、SCCP を実行する電話機の転送機能と同じです。SIP を実行する電話機用のダ

イレクト コールパークには、次の制限事項があります。

 – ダイレクト コールパークは、SIP を実行する Cisco Unified IP Phone 7940 および 7960 の [転
送 ] ソフトキーを使用して呼び出されます。

 – SIP を実行する Cisco Unified IP Phone 7940 および 7960 でブラインド転送のソフトキーが使

用された場合、ダイレクト コールパークはサポートされません。

 – SIP を実行する Cisco Unified IP Phone 7940 および 7960 と、SIP を実行するサードパーティ

の電話機では、ダイレクト コールパーク BLF はサポートされません。

 – SIP を実行する Cisco Unified IP Phone のうち、ダイレクト コールパーク BLF をサポートす

るのは、7941、7961、7970、および 7971 です。

設定の詳細については、「ダイレクト コールパーク番号の設定」（P.5-24）を参照してください。

追加情報

「関連項目」（P.5-30）を参照してください。

ダイレクト コールパークのインストールとアクティブ化
ダイレクト コールパークのシステム機能は、Cisco Unified Communications Manager ソフトウェアに

標準で備わっています。転送を実行できる電話機であれば、ダイレクト コールパークを使用できます。

この機能は、特にインストールする必要はありません。コールパークまたはダイレクト コールパーク

のいずれか一方を設定する（両方を設定しない）ことをお勧めします。両方を設定する場合、ダイレク

ト コールパークとコールパークの番号が重複しないことを確認してください。

追加情報

「関連項目」（P.5-30）を参照してください。

ダイレクト コールパークの設定
この項の内容は次のとおりです。

 • 「ダイレクト コールパークのサービス パラメータの設定」（P.5-23）

 • 「ダイレクト コールパーク番号の検索」（P.5-23）

 • 「ダイレクト コールパーク番号の設定」（P.5-24）

 • 「ダイレクト コールパークの設定項目」（P.5-25）

 • 「BLF/ダイレクト コールパーク ボタンの設定」（P.5-27）

 • 「BLF/ダイレクト コールパークの設定項目」（P.5-27）
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 • 「ダイレクト コールパークとその影響を受けるデバイスの同期」（P.5-28）

 • 「ダイレクト コールパーク番号の削除」（P.5-29）

ヒント ダイレクト コールパークを設定する前に、「ダイレクト コールパークの設定チェックリスト」（P.5-3）
を参照してください。

ダイレクト コールパークのサービス パラメータの設定

Call Park Reversion Timer のクラスタ全体のサービス パラメータは、ダイレクト コールパークに影響

を与えます。このパラメータは、コールのパーク状態を継続する時間を指定します。デフォルトは 60 
秒です。このタイマーが時間切れになると、パークされたコールは、[ダイレクトコールパークの設定

(Directed Call Park Configuration)] ウィンドウの設定に応じて、コールをパークしたデバイスまたは別

の指定された番号に戻されます。

追加情報

「関連項目」（P.5-30）を参照してください。

ダイレクト コールパーク番号の検索

ネットワーク上には複数のダイレクト コールパーク番号が存在する場合があります。Cisco Unified 
Communications Manager では、特定の条件に基づいて、特定のダイレクト コールパーク番号を検索

できます。ダイレクト コールパーク番号を検索するには、次の手順を実行します。

（注） ブラウザ セッションでの作業中は、Cisco Unified Communications Manager の管理ページでダイレクト 
コールパーク番号の検索プリファレンスが保持されます。他のメニュー項目に移動してこのメニュー項

目に戻った場合でも、検索を変更するかブラウザを閉じない限り、ダイレクト コールパーク番号の検索

プリファレンスは Cisco Unified Communications Manager の管理ページで保持されています。

手順

ステップ 1 [コールルーティング (Call Routing)] > [ダイレクトコールパーク (Directed Call Park)] を選択します。

[ ダイレクトコールパークの検索と一覧表示 (Find and List Directed Call Parks)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空になっていることを確認

し、「ステップ 3」 に進みます。

特定のレコードをフィルタリングまたは検索するには、次の操作を実行します。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスで、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスで、検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索文字を入力します。

（注） 別の検索条件を追加するには、[+] ボタンをクリックします。条件を追加した場合は、指定し

たすべての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、[–] ボタンをク

リックして、最後に追加された条件を削除するか、または [フィルタのクリア (Clear Filter)] ボ
タンをクリックして、追加されたすべての検索条件を削除します。
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ステップ 3 [検索 (Find)] をクリックします。

すべてのレコードまたは条件に一致するレコードが表示されます。[ ページあたりの行数 (Rows per 
Page)] ドロップダウン リスト ボックスで別の値を選択すると、各ページに表示される項目数を変更で

きます。

（注） 適切なレコードの横にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削除 (Delete 
Selected)] をクリックすると、データベースから複数のレコードを削除できます。[すべてを選

択 (Select All)] をクリックして [選択項目の削除 (Delete Selected)] をクリックすると、この選

択対象として設定可能なすべてのレコードを削除できます。

ステップ 4 表示されたレコード リストから、目的のレコードのリンクをクリックします。

（注） ソート順を逆にするには、リストのヘッダーにある上矢印または下矢印をクリックします（使

用可能な場合）。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

「関連項目」（P.5-30）を参照してください。

ダイレクト コールパーク番号の設定

この項では、1 つのダイレクト コールパーク内線番号またはダイレクト コールパーク内線番号の範囲

を追加、コピー、および更新する方法について説明します。

手順

ステップ 1 [コールルーティング (Call Routing)] > [ダイレクトコールパーク (Directed Call Park)] を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

 • 新しいダイレクト コールパーク番号を追加するには、[ 新規追加 (Add New)] をクリックします。

 • ダイレクト コールパーク番号をコピーするには、「ダイレクト コールパーク番号の検索」（P.5-23）
の手順を実行してダイレクト コールパーク番号または番号の範囲を検索します。[ コピー (Copy)] 
アイコンをクリックします。

 • ダイレクト コールパーク番号を更新するには、「ダイレクト コールパーク番号の検索」（P.5-23）
の手順を実行してコールパーク番号または番号の範囲を検索します。

[ ダイレクトコールパークの設定 (Directed Call Park Configuration)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 適切な設定値を入力するか更新します（表 5-6 を参照）。

ステップ 4 新規コールパーク番号または変更されたコールパーク番号をデータベースに保存するには、[保存

(Save)] をクリックします。



 

5-25
Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド     

第 5 章      コールパークとダイレクト コールパーク

    ダイレクト コールパークの設定     

（注） ダイレクト コールパーク番号を更新した場合、その番号でパークされたコールが Cisco Unified 
Communications Manager によって戻されるのは、Call Park Reversion Timer が時間切れになった後だ

けです。

（注） ダイレクト コールパーク番号または範囲を変更するたびに、BLF を使用してそれらのダイレクト コー

ルパーク番号を監視するように設定されているデバイスを再起動して、表示を修正する必要がありま

す。変更通知により、ダイレクト コールパーク番号が検出されると、影響を受けるデバイスは自動的

に再起動されます。[ダイレクトコールパークの設定 (Directed Call Park Configuration)] ウィンドウの 
[複数のデバイスの再起動 (Restart Devices)] ボタンを使用することもできます。

追加情報

「関連項目」（P.5-30）を参照してください。

ダイレクト コールパークの設定項目

ダイレクト コールパークは、ユーザが選択し、待機状態になっているダイレクト コールパーク番号に

対して、ユーザがコールを転送できる機能です。ダイレクト コールパーク番号は、Cisco Unified 
Communications Manager の [ダイレクトコールパークの設定 (Directed Call Park Configuration)] ウィ

ンドウで設定します。設定されたダイレクト コールパーク番号は、クラスタ全体に存在します。電話

機がダイレクト コールパーク ビジー ランプ フィールド（BLF）をサポートしている場合、特定のダイ

レクト コールパーク番号のビジー /アイドル ステータスを監視するようにその電話機を設定できます。

また、ユーザは BLF を使用してダイレクト コールパーク番号を短縮ダイヤルすることもできます。

BLF をサポートしている電話機モデルのリストについては、「インタラクションおよび制限事項」

（P.5-20）を参照してください。

Cisco Unified Communications Manager が、各ダイレクト コールパーク番号でパークできるコールは 
1 つだけです。パークされたコールを取得するには、ユーザは、設定された取得用プレフィックスをダ

イヤルしてから、コールがパークされているダイレクト コールパーク番号をダイヤルする必要があり

ます。取得用プレフィックスは、[ダイレクトコールパークの設定 (Directed Call Park Configuration)] 
ウィンドウで設定します。

表 5-2 に、ダイレクト コールパークを設定する際のチェックリストを示します。ダイレクト コール

パークの詳細については、「ダイレクト コールパークの概要」（P.5-18）および「関連項目」（P.5-30）
を参照してください。

表 5-6 に、ダイレクト コールパークの設定項目を示します。

表 5-6 ダイレクト コールパークの設定項目 

フィールド 説明

[番号 (Number)] ダイレクト コールパーク番号を入力します。数字列またはワイルドカード

文字 X（システムでは 1 つまたは 2 つの X を使用できます）を入力できま

す。たとえば、5555 を入力すると 1 つのダイレクト コールパーク内戦番号 
5555 が定義され、55XX を入力すると 5500 ～ 5599 のダイレクト コール

パーク内線番号の範囲が定義されます。ダイレクト コールパーク番号が固

有の番号であり、コールパーク番号と重複しないことを確認してください。
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（注） ダイレクト コールパーク番号を変更するたびに、ダイレクト コール BLF を使用してそれらのダイレク

ト コールパーク番号を監視するように設定されているデバイスを再起動して、表示を修正する必要が

あります。変更通知により、ダイレクト コールパーク番号が検出されると、影響を受けるデバイスは

自動的に再起動されます。[ダイレクトコールパークの設定 (Directed Call Park Configuration)] ウィン

ドウの [複数のデバイスの再起動 (Restart Devices)] ボタンを使用することもできます。

追加情報

「関連項目」（P.5-30）を参照してください。

[説明 (Description)] このダイレクト コールパーク番号または範囲に簡単な説明を付けます。説

明には、任意の言語で最大 50 文字を指定できますが、二重引用符（"）、
パーセント記号（%）、アンパサンド（&）、および山カッコ（<>）は使用

できません。

[パーティション
(Partition)]

パーティションを使用してダイレクト コールパーク番号へのアクセスを制

限する場合は、ドロップダウン リスト ボックスから希望のパーティション

を選択します。ダイレクト コールパーク番号へのアクセスを制限しない場

合は、パーティションをデフォルトの [<なし>(<None>)] のままにしてお

きます。

多数のパーティションが設定されている場合のパーティションの検索手順

については、『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレー
ション ガイド』の「パーティションの検索（パーティションが多数ある場

合）」を参照してください。

（注） ダイレクト コールパーク番号とパーティションの組み合せが、

Cisco Unified Communications Manager クラスタ内で固有であるこ

とを確認してください。

[復帰番号 (Reversion 
Number)]

パークされているコールが取得されない場合にそのコールを戻す番号を入

力するか、このフィールドを空白にしておきます。

（注） 復帰番号は、数字だけで構成されます。ワイルドカードは使用でき

ません。

[復帰コーリングサーチ

スペース (Reversion 
Calling Search Space)]

ドロップダウン リスト ボックスを使用してコーリング サーチ スペースを選

択するか、コーリング サーチ スペースをデフォルトの [<なし>(<None>)] の
ままにしておきます。

[取得用プレフィックス
(Retrieval Prefix)]

この必須フィールドにはパークされたコールを取得するためのプレフィッ

クスを入力します。パークされたコールを取得する試行とダイレクト パー

クを開始する試行を区別するための取得用プレフィックスが必要です。

表 5-6 ダイレクト コールパークの設定項目 （続き）

フィールド 説明
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BLF/ダイレクト コールパーク ボタンの設定

BLF/ダイレクト コールパーク ボタンを設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [電話の設定 (Phone Configuration)] ウィンドウで BLF/ダイレクト コールパーク ボタンを設定するに

は、『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「Cisco Unified IP 
Phone の設定」の章の説明に従って、電話機を検索します。

ステップ 2 ユーザ デバイス プロファイルに対して BLF/ダイレクト コールパーク ボタンを設定するには、『Cisco 
Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「デバイス プロファイルの設

定」の章の説明に従って、ユーザ デバイス プロファイルを検索します。

ステップ 3 設定ウィンドウが表示されたら、[割り当て情報 (Association Information)] ペインの [新規BLFダイレ

クトコールパークの追加 (Add a new BLF Directed Call Park)] リンクをクリックします。

ヒント 電話機またはデバイス プロファイルに適用した電話ボタン テンプレートが BLF/ダイレクト 
コールパークをサポートしていない場合、このリンクは [割り当て情報 (Association 
Information)] ペインに表示されません。

ステップ 4 表 5-7 の説明に従って設定を行います。

ステップ 5 設定を完了したら、[保存 (Save)] をクリックしてウィンドウを閉じます。

[ 電話の設定 (Phone Configuration)] ウィンドウの [ 割り当て情報 (Association Information)] ペイン

に、電話番号が表示されます。

追加情報

「関連項目」（P.5-30）を参照してください。

BLF/ダイレクト コールパークの設定項目

表 5-7 に、BLF/ダイレクト コールパーク ボタンの設定項目を示します。

表 5-7 BLF/ダイレクト コールパーク ボタンの設定項目 

フィールド 説明

[電話番号 (Directory 
Number)]

[電話番号 (Directory Number)] ドロップダウン リスト ボックスには、

Cisco Unified Communications Manager データベースに存在する電話番

号のリストが表示されます。

SCCP を実行する電話機または SIP を実行する電話機では、3 で 6002 と
いうように、ユーザが短縮ダイヤル ボタンを押した場合にシステムがダ

イヤルする番号（および対応するパーティション（表示されている場

合））を選択します。特定のパーティションなしで表示される電話番号

は、デフォルト パーティションに属します。
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ダイレクト コールパークとその影響を受けるデバイスの同期

設定が変更されたダイレクト コールパーク情報とデバイスを同期するには、次の手順を実行します。

この手順は、できる限り干渉の程度が低い方法で未処理の設定項目を適用するものです （たとえば、

影響を受けるデバイスでリセットや再起動が不要な場合もあります）。

手順

ステップ 1 [コールルーティング (Call Routing)] > [ダイレクトコールパーク (Directed Call Park)] を選択します。

[ ダイレクトコールパークの検索と一覧表示 (Find and List Directed Call Parks)] ウィンドウが表示され

ます。

ステップ 2 使用する検索条件を選択します。

ステップ 3 [検索 (Find)] をクリックします。

ウィンドウに、検索条件に一致したダイレクト コールパークのリストが表示されます。

ステップ 4 該当するデバイスと同期するダイレクト コールパークをクリックします。[ダイレクトコールパークの

設定 (Directed Call Park Configuration)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 必要に応じて、追加の設定変更を行います。

ステップ 6 [保存 (Save)] をクリックします。

ステップ 7 [設定の適用 (Apply Config)] をクリックします。

[ 設定情報の適用 (Apply Configuration Information)] ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 8 [OK] をクリックします。

追加情報

「関連項目」（P.5-30）を参照してください。

[ラベル (Label)] BLF/ダイレクト コールパーク ボタンに表示するテキストを入力します。

このフィールドは国際化をサポートしています。電話機が国際化をサ

ポートしていない場合、システムは [ラベルASCII(Label ASCII)] フィー

ルドに表示されるテキストを使用します。

[ラベルASCII(Label 
ASCII)]

BLF/ダイレクト コールパーク ボタンに表示するテキストを入力します。

ASCII ラベルは、[ラベル (Label)] フィールドに入力したテキストの非国

際化バージョンを表します。電話機が国際化をサポートしていない場合、

システムはこのフィールドに表示されるテキストを使用します。

ヒント [ラベル (Label)] フィールドとは異なるテキストを [ラベル
ASCII(Label ASCII)] フィールドに入力した場合、Cisco Unified 
Communications Manager の管理ページは、テキストが異なって
いても両方のフィールドの設定を受け付けます。

表 5-7 BLF/ダイレクト コールパーク ボタンの設定項目 （続き）

フィールド 説明
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ダイレクト コールパーク番号の削除

この項では、Cisco Unified Communications Manager データベースからダイレクト コールパーク番号

を削除する方法について説明します。

手順

ステップ 1 「ダイレクト コールパーク番号の検索」（P.5-23）の手順を実行して、ダイレクト コールパーク番号ま

たはコールパーク番号の範囲を検索します。

ステップ 2 削除するダイレクト コールパーク番号またはコールパーク番号の範囲をクリックします。

ステップ 3 [削除 (Delete)] をクリックします。

（注） ダイレクト コールパーク番号を削除すると、Cisco Unified Communications Manager は、その番号で

パークされているコールをただちに戻します。これは、番号が削除されると、その番号にパークされた

コールはパーク状態を維持できなくなるか、通常の方法で取得できなくなり、元に戻す必要があるため

です。

（注） デバイスが（BLF ボタンを使用して）監視するように設定されているダイレクト コールパーク番号は

削除できません。ダイレクト コールパーク番号は使用中で削除できないことを示すメッセージが表示

されます。番号を使用しているデバイスを判別するには、[ダイレクトコールパークの設定 (Directed 
Call Park Configuration)] ウィンドウにある [依存関係レコード (Dependency Records)] リンクをク

リックします。

追加情報

「関連項目」（P.5-30）を参照してください。

処理されたダイレクト コールパーク（Cisco Unified IP 
Phone 8961、9951、および 9971）

処理されたダイレクト コールパークは、Cisco Unified IP Phone 8961、9951、または 9971（SIP 電話

機だけ）上でだけサポートされます。処理されたダイレクト コールパークとは、エンド ユーザが 1 つ
のボタンを押すだけで、コールをダイレクト パークできるようにする機能です。この機能を使用する

には、BLF ダイレクト コールパーク ボタンを設定する必要があります。設定後は、アクティブ コール

のアイドル状態の BLF ダイレクト コールパーク機能ボタンをユーザが押すと、そのアクティブ コール

は、ダイレクト コールパーク機能ボタンに関連付けられている Dpark スロットにただちにパークされ

ます。

追加情報

次の項を参照してください。

 • 「BLF/ダイレクト コールパーク ボタンの設定」（P.5-27）

 • 「関連項目」（P.5-30）
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関連項目

コールパーク

 • 「コールパークの設定チェックリスト」（P.5-2）

 • 「コールパークの概要」（P.5-5）

 • 「コールパークのシステム要件」（P.5-8）

 • 「インタラクションおよび制限事項」（P.5-8）

 • 「コールパークのインストールとアクティブ化」（P.5-11）

 • 「コールパークの設定」（P.5-11）

 • 「コールパークのサービス パラメータの設定」（P.5-11）

 • 「コールパーク番号の検索」（P.5-12）

 • 「コールパーク番号の設定」（P.5-13）

 • 「コールパークの設定項目」（P.5-13）

 • 「ダイレクト コールパークとその影響を受けるデバイスの同期」（P.5-28）

 • 「コールパーク番号の削除」（P.5-15）

パーク モニタリング（Cisco Unified IP Phone 8961、9951、および 9971 だけ）

 • 「Cisco Unified IP Phone 8961、9951、および 9971 のパーク モニタリング」（P.5-15）

ダイレクト コールパーク

 • 「ダイレクト コールパークの設定チェックリスト」（P.5-3）

 • 「ダイレクト コールパークの概要」（P.5-18）

 • 「ダイレクト コールパークのシステム要件」（P.5-19）

 • 「インタラクションおよび制限事項」（P.5-20）

 • 「ダイレクト コールパークのインストールとアクティブ化」（P.5-22）

 • 「ダイレクト コールパークのサービス パラメータの設定」（P.5-23）

 • 「ダイレクト コールパーク番号の検索」（P.5-23）

 • 「ダイレクト コールパーク番号の設定」（P.5-24）

 • 「ダイレクト コールパークの設定項目」（P.5-25）

 • 「BLF/ダイレクト コールパーク ボタンの設定」（P.5-27）

 • 「BLF/ダイレクト コールパークの設定項目」（P.5-27）

 • 「ダイレクト コールパークとその影響を受けるデバイスの同期」（P.5-28）

 • 「ダイレクト コールパーク番号の削除」（P.5-29）

処理されたダイレクト コールパーク（Cisco Unified IP Phone 8961、9951、および 9971 だけ）

 • 「処理されたダイレクト コールパーク（Cisco Unified IP Phone 8961、9951、および 9971）」
（P.5-29）
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    関連項目    

追加情報

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「電話ボタン テン

プレートの設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「Cisco Unified IP 
Phone の設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「パーティションの

設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「メディア ターミ

ネーション ポイントの設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「ルート プラン レ
ポート」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「ソフトキー テン

プレートの設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「エンド ユーザの

設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「ユーザ グループ

の設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「クラスタ化」

 • 『Cisco Unified IP Phone Administration Guide for Cisco Unified Communications Manager』

 • Cisco Unified IP Phone のユーザ資料とリリース ノート（すべてのモデル）
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C H A P T E R
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6
コール ピックアップ

コール ピックアップ機能を使用すると、自分の電話番号以外の番号に着信したコールに応答できます。

これらの機能については、「コール ピックアップの概要」（P.6-10）で説明します。

ここでは、次のトピックについて説明します。

 • 「コール ピックアップおよびグループ コール ピックアップの設定チェックリスト」（P.6-1）

 • 「他グループ コール ピックアップの設定チェックリスト」（P.6-3）

 • 「ダイレクト コール ピックアップの設定チェックリスト」（P.6-5）

 • 「BLF コール ピックアップの設定チェックリスト」（P.6-7）

 • 「コール ピックアップの概要」（P.6-10）

 • 「コール ピックアップのシステム要件」（P.6-23）

 • 「インタラクションおよび制限事項」（P.6-24）

 • 「コール ピックアップのインストールとアクティブ化」（P.6-26）

 • 「コール ピックアップ機能の設定」（P.6-26）

 • 「コール ピックアップ グループの設定」（P.6-27）

 • 「関連項目」（P.6-37）

コール ピックアップおよびグループ コール ピックアップの
設定チェックリスト

コール ピックアップ機能を使用すると、ユーザは、本人が所属するグループ内の着信コールを受ける

ことができます。Cisco Unified Communications Manager は、ユーザが Cisco Unified IP Phone から

この機能をアクティブにしたときに、適切なコール ピックアップ グループ番号を自動的にダイヤルし

ます。このタイプのコール ピックアップには、[ピック ] ソフトキーを使用します。

グループ コール ピックアップを使用すると、ユーザは、別のグループ内の着信コールを受けることが

できます。ユーザは、Cisco Unified IP Phone からこの機能をアクティブにするときに、適切なコール 
ピックアップ グループ番号をダイヤルする必要があります。このタイプのコール ピックアップには、

[Gピック ] ソフトキーを使用します。

複数のコールがピックアップ グループに着信している場合にグループ コール ピックアップ電話機能を

呼び出すと、ユーザは、呼び出し時間の最も長い着信コールに接続されます。
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（注） コール ピックアップ機能とグループ コール ピックアップ機能の設定手順は同じです。グルー

プ コール ピックアップ番号は、回線または電話番号に適用されます。

表 6-1 に、コール ピックアップ機能およびグループ コール ピックアップ機能を設定する際のチェック

リストを示します。これらの機能の詳細については、「コール ピックアップの概要」（P.6-10）および 
「関連項目」（P.6-37）を参照してください。

表 6-1 コール ピックアップおよびグループ コール ピックアップの設定チェックリスト 

設定手順 関連手順と関連項目 

ステップ 1 コール ピックアップ グループでパーティションを使用する場合

は、パーティションを設定します。

『Cisco Unified Communications Manager 
アドミニストレーション ガイド』の「パー

ティションの設定」

「パーティションによりアクセスを制限す

るコール ピックアップ機能の使用」

（P.6-22）

ステップ 2 コール ピックアップ グループを設定します。名前と番号は一意に

してください。

「コール ピックアップ グループの設定」

（P.6-29）

ステップ 3 「ステップ 2」 で作成したコール ピックアップ グループを、コール 
ピックアップを有効にする電話機に関連付けられた電話番号に割

り当てます。

 • コール ピックアップ機能を使用するには、コール ピックアッ

プ グループに割り当てられた電話番号だけを使用する必要が

あります。

 • コール ピックアップ番号でパーティションを使用する場合は、

コール ピックアップ グループに割り当てられた電話番号が、

適切なパーティションを含むコーリング サーチ スペースを持

つようにしてください。

「電話番号へのコール ピックアップ グルー

プの割り当て」（P.6-35）

ステップ 4 通知をオーディオまたはビジュアル、あるいはその両方に設定し

ます（オプション）。

 • Call Pickup Group Audio Alert Setting サービス パラメータを

設定します。

 • [コールピックアップグループの設定 (Call Pickup Group 
Configuration)] ウィンドウで通知タイプ（オーディオ、ビ

ジュアル、両方）を設定します。

 • [コールピックアップグループの設定 (Call Pickup Group 
Configuration)] ウィンドウで通知タイマーを設定します。

 • [電話番号の設定 (Directory Number Configuration)] ウィンド

ウで各電話機のオーディオ アラート設定項目を設定します。

「コール ピックアップ通知」（P.6-22）

「コール ピックアップ グループの設定項

目」（P.6-30）

『Cisco Unified Communications Manager 
アドミニストレーション ガイド』の「電話

番号の設定値」

ステップ 5 必要に応じて、電話ボタン テンプレートにコール ピックアップ ボ
タンまたはグループ コール ピックアップ ボタンを追加します。

この操作が必要になるのは、Cisco IP Phone 12 SP、12 SP+、およ

び 30 VIP だけです。

『Cisco Unified Communications Manager 
アドミニストレーション ガイド』の「電話

ボタン テンプレートの設定」
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追加情報

「関連項目」（P.6-37）を参照してください。

他グループ コール ピックアップの設定チェックリスト
他グループ コール ピックアップ機能を使用すると、ユーザは、本人が所属するグループに関連付けら

れたグループ内の、着信コールを受けることができます。Cisco Unified Communications Manager は、

ユーザが Cisco Unified IP Phone からこの機能をアクティブにしたときに、関連付けられたグループ内

の着信コールを自動的に検索して、コール接続を確立します。このタイプのコール ピックアップには、

[他Grp] ソフトキーを使用します。

関連付けられたグループが複数存在する場合、関連付けられたグループへのコールに応答する際の優先

順位は、関連付けられた最初のグループから最後のグループまでの順になります。たとえば、グループ 
A、B、および C がグループ X に関連付けられており、コールに応答する際の優先順位がグループ A、

B、および C の順になっているとします。グループ A の着信コールよりも前にグループ C にコールが

着信している可能性がありますが、グループ X は最初にグループ A の着信コールを受けます。

ステップ 6 Pick Up(PickUp) ソフトキーと Group Pick Up(GPickUp) ソフト

キーを使用する電話機に、Standard User または Standard Feature 
ソフトキー テンプレートを割り当てます。

（注） コールを受ける電話機をユーザが所属するグループ内の電

話機に限定するには、ソフトキー テンプレートの [Group 
Pick Up(GPickUp)] ソフトキーまたは [Other 
Pickup(oPickup)] ソフトキーを [ソフトキーテンプレートの

設定 (Softkey Template Configuration)] ウィンドウの [選択

されていないソフトキー (Unselected Softkeys)] ボックスに

移動して無効にします。

『Cisco Unified Communications Manager 
アドミニストレーション ガイド』の「IP 
Phone へのソフトキー テンプレートの割り

当て」

ステップ 7 コール ピックアップ グループに対して自動コール応答が必要な場

合は、Auto Call Pickup Enabled サービス パラメータの値に 
[True] を選択して有効にします。デフォルトは [False] です。

「自動コール ピックアップ」（P.6-18）

『Cisco Unified Communications Manager 
アドミニストレーション ガイド』の「サー

ビス パラメータの設定」

ステップ 8 Auto Call Pickup Enabled サービス パラメータが [False] の場合

は、Call Pickup No Answer Timer サービス パラメータの値を入力

します。コール ピックアップ、グループ コール ピックアップ、ま

たは他グループ コール ピックアップによってコールがピックアッ

プされたが応答されなかった場合、このパラメータはコールの復

元に要する時間を制御します。

『Cisco Unified Communications Manager 
アドミニストレーション ガイド』の「サー

ビス パラメータの設定」

ステップ 9 Pickup Locating Timer サービス パラメータの値を入力します。こ

のパラメータは、コール ピックアップ、グループ コール ピック

アップ、および他グループ コール ピックアップでのコール選択の

時間を制御します。

『Cisco Unified Communications Manager 
アドミニストレーション ガイド』の「サー

ビス パラメータの設定」

ステップ 10 コール ピックアップ機能およびグループ コール ピックアップ機

能、またはどちらか一方が使用可能であることをユーザに通知し

ます。

ユーザが Cisco Unified IP Phone でコール 
ピックアップ機能およびグループ コール 
ピックアップ機能にアクセスする方法につ

いては、電話機のマニュアルを参照してく

ださい。

表 6-1 コール ピックアップおよびグループ コール ピックアップの設定チェックリスト （続き）

設定手順 関連手順と関連項目 
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    他グループ コール ピックアップの設定チェックリスト

（注） 通常、同じグループ内で複数の着信コールが発生した場合は、呼び出し音が最も長く鳴っている（呼び

出し時間が最も長い）コールが最初に応答されます。他グループ コール ピックアップの場合、関連付

けられたピックアップ グループが複数設定されているときは、呼び出し時間よりも優先順位が優先さ

れます。

表 6-2 に、他グループ コール ピックアップを設定する際のチェックリストを示します。他グループ 
コール ピックアップの詳細については、「コール ピックアップの概要」（P.6-10）および 「関連項目」

（P.6-37）を参照してください。

表 6-2 他グループ コール ピックアップの設定チェックリスト 

設定手順 関連手順と関連項目 

ステップ 1 すべてのピックアップ グループから選択可能な、関連付けられた

グループのリストを設定します。リストには最大 10 のグループを

含めることができます。

「他グループ コール ピックアップのピック

アップ グループの定義」（P.6-35）

ステップ 2 ユーザのグループに関連付けられたグループのメンバに関する 
Calling Search Space パラメータと TOD パラメータを設定しま

す。

『Cisco Unified Communications Manager 
アドミニストレーション ガイド』の「コー

リング サーチ スペースの設定」

『Cisco Unified Communications Manager 
システム ガイド』の「Time-of-Day ルー

ティング」

『Cisco Unified Communications Manager 
アドミニストレーション ガイド』の「タイ

ム スケジュールの設定」

『Cisco Unified Communications Manager 
アドミニストレーション ガイド』の「時間

帯の設定」

ステップ 3 他グループ コール ピックアップに対して自動コール応答が必要な

場合は、Auto Call Pickup Enabled サービス パラメータの値に 
[True] を入力して有効にします。デフォルトは [False] です。

「自動コール ピックアップ」（P.6-18）

『Cisco Unified Communications Manager 
アドミニストレーション ガイド』の「サー

ビス パラメータの設定」

ステップ 4 Auto Call Pickup Enabled サービス パラメータが [False] の場合

は、Call Pickup No Answer Timer サービス パラメータの値を入力

します。コールが他グループ コール ピックアップによってピック

アップされたが応答されなかった場合、このパラメータはコール

の復元に要する時間を制御します。

『Cisco Unified Communications Manager 
アドミニストレーション ガイド』の「サー

ビス パラメータの設定」

ステップ 5 Pickup Locating Timer サービス パラメータの値を入力します。こ

のパラメータは、コール ピックアップ、グループ コール ピック

アップ、および他グループ コール ピックアップでのコール選択の

時間を制御します。

『Cisco Unified Communications Manager 
アドミニストレーション ガイド』の「サー

ビス パラメータの設定」
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ダイレクト コール ピックアップの設定チェックリスト
ダイレクト コール ピックアップ機能を使用すると、ユーザは、[Gピック ] ソフトキーを押して、呼び

出し中のデバイスの電話番号を入力することで、DN で呼び出し中のコールを直接受けることができま

す。Cisco Unified Communications Manager は、関連付けられたグループ メカニズムを使用して、ダ

イレクト コール ピックアップ機能を呼び出して着信コールを受けるユーザの特権を制御します。ユー

ザに関連付けられたグループによって、ユーザが所属するピックアップ グループに関連付けられてい

る 1 つ以上のコール ピックアップ グループが指定されます。

ユーザが呼び出し中のコールを直接 DN から受けるには、ユーザの関連付けられたグループに、DN が
所属するピックアップ グループが含まれている必要があります。2 人のユーザが 2 つの異なるコール 
ピックアップ グループに所属しており、ユーザの関連付けられたグループに相手のユーザのコール 
ピックアップ グループが含まれていない場合、これらのユーザはダイレクト コール ピックアップ機能

を呼び出して互いのコールを受けることができません。

ユーザがダイレクト コール ピックアップ機能を呼び出し、着信コールのピックアップ元の DN を入力

すると、ユーザは、DN が所属するコール ピックアップ グループの中で呼び出し時間の最も長いコー

ルであるかどうかに関係なく、指定した電話機への着信コールに接続されます。

複数のコールが特定の DN を呼び出し中で、ユーザがダイレクト コール ピックアップ機能を呼び出し

てその DN からコールを受けると、ユーザは指定した DN で呼び出し時間が最も長い着信コールに接続

されます。

ステップ 6 電話機に Other Pickup(OPickUp) ソフトキーを設定するには、

Standard User または Standard Feature ソフトキー テンプレートを

変更して、その電話機に追加します。

Other Pickup(OPickUp) ソフトキーを含めるには、次の手順でテ

ンプレートを変更します。

 • Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、[デ
バイス (Device)] > [デバイスの設定 (Device Settings)] > [ソフ

トキーテンプレート (Softkey Template)] の順に選択します。

 • 対象となるソフトキー テンプレートを選択します。

 • [ソフトキーレイアウトの設定 (Softkey Layout 
Configuration)] リンクを選択します。

 • オンフックまたはオフフックのコール状態を選択します。

 • [選択されていないソフトキー (Unselected Softkeys)] ボック

スで [Other Pickup(OPickUp)] を選択します。右矢印をク

リックし、[Other Pickup(OPickUp)] ソフトキーを [選択され

たソフトキー (Selected Softkeys、位置順 )] ボックスに移動し

ます。

（注） コールを受ける電話機をユーザが所属するグループ内の電

話機に限定するには、ソフトキー テンプレートで [Other 
Pickup(OPickUp)] ソフトキーを無効にします。

『Cisco Unified Communications Manager 
アドミニストレーション ガイド』の「IP 
Phone へのソフトキー テンプレートの割り

当て」

ステップ 7 他グループ コール ピックアップ機能が使用可能であることをユー

ザに通知します。

ユーザが Cisco Unified IP Phone で他グ

ループ コール ピックアップ機能にアクセ

スする方法については、電話機のマニュア

ルを参照してください。

表 6-2 他グループ コール ピックアップの設定チェックリスト （続き）

設定手順 関連手順と関連項目 
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表 6-3 に、ダイレクト コール ピックアップを設定する際のチェックリストを示します。ダイレクト 
コール ピックアップの詳細については、「コール ピックアップの概要」（P.6-10）および 「関連項目」

（P.6-37）を参照してください。

表 6-3 ダイレクト コール ピックアップの設定チェックリスト 

設定手順 関連手順と関連項目 

ステップ 1 すべてのピックアップ グループから選択可能な、関連付けられた

グループのリストを設定します。リストには最大 10 のグループを

含めることができます。

「他グループ コール ピックアップのピック

アップ グループの定義」（P.6-35）

ステップ 2 ユーザのグループに関連付けられたグループのメンバに関する 
Calling Search Space パラメータと TOD パラメータを設定しま

す。

『Cisco Unified Communications Manager 
アドミニストレーション ガイド』の「コー

リング サーチ スペースの設定」

『Cisco Unified Communications Manager 
システム ガイド』の「Time-of-Day ルー

ティング」

『Cisco Unified Communications Manager 
アドミニストレーション ガイド』の「タイ

ム スケジュールの設定」

『Cisco Unified Communications Manager 
アドミニストレーション ガイド』の「時間

帯の設定」

ステップ 3 ダイレクト コール ピックアップに対して自動コール応答が必要な

場合は、Auto Call Pickup Enabled サービス パラメータの値に 
[True] を入力して有効にします。デフォルトは [False] です。

「自動コール ピックアップ」（P.6-18）

『Cisco Unified Communications Manager 
アドミニストレーション ガイド』の「サー

ビス パラメータの設定」

ステップ 4 Auto Call Pickup Enabled サービス パラメータが [False] の場合

は、Call Pickup No Answer Timer サービス パラメータの値を入力

します。コールがダイレクト コール ピックアップによってピック

アップされたが応答されなかった場合、このパラメータはコール

の復元に要する時間を制御します。

『Cisco Unified Communications Manager 
アドミニストレーション ガイド』の「サー

ビス パラメータの設定」

ステップ 5 Pickup Locating Timer サービス パラメータの値を入力します。こ

のパラメータは、コール ピックアップ、グループ コール ピック

アップ、および他グループ コール ピックアップでのコール選択の

時間を制御します。

『Cisco Unified Communications Manager 
アドミニストレーション ガイド』の「サー

ビス パラメータの設定」
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BLF コール ピックアップの設定チェックリスト 
Cisco Unified IP Phone のビジー ランプ フィールド（BLF; Busy Lamp Field）ボタンを DN に関連付

けることができます。この操作により、Cisco Unified Communications Manager は、コールが DN か
らのピックアップの待機中である場合に、そのことを電話機のユーザに通知できます。DN は BLF DN 
を表しており、BLF DN へのコールを受ける電話機が BLF コール ピックアップの開始側となります。

次の規則が、BLF DN および BLF コール ピックアップ開始側に適用されます。

 • BLF コール ピックアップ開始側は、次に使用可能な回線または指定された回線として選択されま

す。指定された回線を使用するには、BLF SD ボタンを押す前に回線がオフフックになっている必

要があります。

 • BLF コール ピックアップの開始側がハント リスト メンバへの着信コールを受けることができるよ

うに、ハント リスト メンバ DN を BLF DN として設定できます。ハント リスト メンバへの着信

コールは、ハント リストから発信されたコールの場合もあれば、ダイレクト コールの場合もあり

ます。どちらの場合も、動作は、コール ピックアップのハント リスト メンバ DN、BLF DN、お

よびハント パイロット番号がどのように設定されているかによって異なります。

 • サービス パラメータ Auto Call Pickup Enabled が [False] に設定されているときにコール ピック

アップを実行する場合、電話機がオフフックになっている必要があります。または、ユーザが [応
答 ] キーを押してコールを受ける必要があります。

ステップ 6 電話機に Group Call Pickup(GPickUp) ソフトキーを設定するに

は、Standard User または Standard Feature ソフトキー テンプレー

トを変更して、その電話機に追加します。

Group Call Pickup(GPickUp) ソフトキーを含めるには、次の手順

でテンプレートを変更します。

 • Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、[デ
バイス (Device)] > [デバイスの設定 (Device Settings)] > [ソフ

トキーテンプレート (Softkey Template)] の順に選択します。

 • 対象となるソフトキー テンプレートを選択します。

 • [ソフトキーレイアウトの設定 (Softkey Layout 
Configuration)] リンクを選択します。

 • オンフックまたはオフフックのコール状態を選択します。

 • [選択されていないソフトキー (Unselected Softkeys)] ボック

スで [Group Call Pickup(GPickUp)] を選択します。右矢印を

クリックし、[Group Call Pickup(GPickUp)] ソフトキーを [選
択されたソフトキー (Selected Softkeys、位置順 )] ボックスに

移動します。

（注） コールを受ける電話機をユーザが所属するグループ内の電

話機に限定するには、ソフトキー テンプレートで [Group 
Call Pickup(GPickUp)] ソフトキーを無効にします。

『Cisco Unified Communications Manager 
アドミニストレーション ガイド』の「IP 
Phone へのソフトキー テンプレートの割り

当て」

ステップ 7 ダイレクト コール ピックアップ機能が使用可能であることをユー

ザに通知します。

ユーザが Cisco Unified IP Phone でダイレ

クト コール ピックアップ機能にアクセス

する方法については、電話機のマニュアル

を参照してください。

表 6-3 ダイレクト コール ピックアップの設定チェックリスト （続き）

設定手順 関連手順と関連項目 
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電話機の BLF SD ボタンは、次のいずれかの状態になります。

 • アイドル：BLF DN にコールが存在していないことを示します。

 • 話し中：BLF DN に 1 つ以上のアクティブ コールが存在するが、アラートは発生していないこと

を示します。

 • アラート：点滅している場合は、BLF DN に 1 つ以上の着信コールがあることを示します。

（注） オプションで、ビジュアル アラートに加え警告音を設定することができます。

BLF DN への着信コールに対する対応は、次のとおりです。

1. BLF DN への着信コールがあることを示すため、BLF コール ピックアップの開始側電話機で BLF 
SD ボタンが点滅します。

2. 自動コール ピックアップが設定されている場合、ユーザはコール ピックアップの開始側電話機で 
BLF SD ボタンを押すと、着信コールを受けることができます。自動コール ピックアップが設定さ

れていない場合は、電話機がオフフックになっている必要があります。または、ユーザが [応答 ] 
キーを押してコールを受ける必要があります。

表 6-4 に、BLF コール ピックアップを設定する際のチェックリストを示します。BLF コール ピック

アップの詳細については、「コール ピックアップの概要」（P.6-10）および 「関連項目」（P.6-37）を参

照してください。

表 6-4 BLF コール ピックアップの設定チェックリスト 

設定手順 関連手順と関連項目 

ステップ 1 BLF DN のコール ピックアップ グループを設定します。名前と番

号は一意にしてください。

「コール ピックアップ グループの設定」

（P.6-29）

ステップ 2 別のコール ピックアップ グループを作成し、「ステップ 1」 で作成

したコール ピックアップ グループに関連付けます。1 つのコール 
ピックアップ グループを複数の BLF DN コール ピックアップ グ
ループに関連付けることができます。

 • コール ピックアップ グループに割り当てられた電話番号だけ

が、BLF コール ピックアップ機能を使用できます。

 • コール ピックアップ番号でパーティションを使用する場合は、

コール ピックアップ グループに割り当てられた電話番号が、

適切なパーティションを含むコーリング サーチ スペースを持

つようにしてください。

（注） 必ずしも別のコール ピックアップ グループを作成する必

要があるわけではありません。ピックアップ グループは、

それ自身をアソシエーション グループとして保持できま

す。

「コール ピックアップ グループの設定」

（P.6-29）

ステップ 3 短縮ダイヤル BLF ボタンを含むカスタマイズ電話ボタン テンプ

レートを作成し、BLF DN からコールを受けるために使用される

電話デバイスにその電話ボタン テンプレートを関連付けます。

BLF DN からコールを受ける電話機がコール ピックアップの開始

側となります。

『Cisco Unified Communications Manager 
アドミニストレーション ガイド』の「電話

ボタン テンプレートの設定」

『Cisco Unified Communications Manager 
アドミニストレーション ガイド』の

「Cisco Unified IP Phone の設定」
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ステップ 4 BLF コール ピックアップの開始側用として作成した電話機に BLF 
SD 番号を設定します。そのためには、[電話の設定 (Phone 
Configuration)] ウィンドウで [新規BLF SDを追加 (Add a new 
BLF SD)] リンクをクリックします。[ビジーランプフィールド短

縮ダイヤルの設定 (Busy Lamp Field Speeddial Configuration)] 
ウィンドウが表示されます。BLF SD ボタンによって監視される 
BLF DN となる電話番号を選択します。[コールピックアップ

(Call Pickup)] チェックボックスで、BLF SD ボタンに関連付けら

れたピックアップ機能を有効にします。

（注） このチェックボックスをオンにすると、BLF コール ピッ

クアップと BLF 短縮ダイヤルに BLF SD ボタンを使用で

きます。このチェックボックスがオフになっている場合

は、BLF 短縮ダイヤルにだけ BLF SD ボタンを使用でき

ます。

『Cisco Unified Communications Manager 
アドミニストレーション ガイド』の

「Cisco Unified IP Phone の設定」

ステップ 5 [電話番号の設定 (Directory Number Configuration)] ウィンドウ

で、「ステップ 2」 で作成されたコール ピックアップ グループに対

する BLF コール ピックアップの開始側として使用される DN を追

加します。

（注） BLF DN のピックアップ グループは、開始側のアソシ

エーション グループに所属している必要があります。ス

テップ 2 で作成されたピックアップ グループには、一連の

アソシエーション グループ内で、ステップ 1 で作成された

ピックアップ グループが含まれている必要があります。

『Cisco Unified Communications Manager 
アドミニストレーション ガイド』の「電話

番号の設定値」

ステップ 6 [電話番号の設定 (Directory Number Configuration)] ウィンドウ

で、「ステップ 1」 で作成したコール ピックアップ グループに 
BLF DN を追加します。

『Cisco Unified Communications Manager 
アドミニストレーション ガイド』の「電話

番号の設定値」

ステップ 7 （オプション）[サービスパラメータ設定 (Service Parameter 
Configuration)] ウィンドウで、クラスタに関する BLF コール 
ピックアップ オーディオ アラートをアクティブにするため、次の 
Cisco CallManager サービス パラメータを有効にします。

 • [BLF Pickup Audio Alert Setting of Idle Station] 

 • [BLF Pickup Audio Alert Setting of Busy Station]

『Cisco Unified Communications Manager 
アドミニストレーション ガイド』の「サー

ビス パラメータの設定」

ステップ 8 （オプション）BLF コール ピックアップの開始側が BLF-SD を押

すことによって発信者に接続できるようにするには、Cisco 
CallManager サービス パラメータ Auto Call Pickup Enabled を 
[True] に設定します。

このサービス パラメータを [False] に設定すると、コール ピック

アップの開始側は、BLF-SD ボタンを押すだけでなく、オフフッ

クにしたり、応答ボタンを押してコールに応答したりする必要が

あります。

『Cisco Unified Communications Manager 
アドミニストレーション ガイド』の「サー

ビス パラメータの設定」

表 6-4 BLF コール ピックアップの設定チェックリスト （続き）

設定手順 関連手順と関連項目 
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コール ピックアップの概要
SCCP および SIP を実行する Cisco Unified IP Phone では、コール ピックアップ、グループ コール 
ピックアップ、他グループ コール ピックアップ、ダイレクト コール ピックアップ、BLF コール ピッ

クアップ、および自動コール ピックアップといった各タイプのコール ピックアップをサポートしてい

ます。

次の情報は、すべてのタイプのコール ピックアップに適用されます。

 • アイドルおよびオフフックのコール状態では、[ピック ]、[Gピック ]、および [他Grp] の 3 つのソ

フトキーが使用可能になります。管理者は、ユーザがコール ピックアップ機能を呼び出せるよう、

これらのソフトキーを標準ソフトキー テンプレートに追加する必要があります。「コール ピック

アップおよびグループ コール ピックアップの設定チェックリスト」（P.6-1）、「他グループ コール 
ピックアップの設定チェックリスト」（P.6-3）、および 「ダイレクト コール ピックアップの設定

チェックリスト」（P.6-5）を参照してください。

 • ユーザは、コールが着信していない電話機からコールを受けるためにコール ピックアップ機能を

呼び出すと、「ピックアップできるコールがありません」というメッセージを受け取ります。ユー

ザがコール ピックアップ機能を呼び出し、コールを受けるように設定されていない DN から呼び

出し中のコールを受けると、リオーダー音が聞こえます。

 • コール ピックアップは打診転送コールで動作します。次のシナリオは、1 つの例を示しています。

ユーザ A がユーザ C にコールを発信し、ユーザ C が応答します。ユーザ C は [転送 ] キーを押し

て、電話機 D にダイヤルします。ユーザ E は、電話機 D の呼び出し音を聞き、コール ピックアッ

プ機能を使用して、電話機 D で呼び出し中のコールを受けます。ユーザ C が再び [転送 ] キーを押

すと、ユーザ A とユーザ E が接続されます。また、コール ピックアップは、電話機 D がコールを

受けるか、またはユーザ E がコール ピックアップ機能を呼び出す前に、ユーザ C が [転送 ] キーを

押した場合にも動作します。

ステップ 9 （オプション）[電話の設定 (Phone Configuration)] ウィンドウで、

BLF コール ピックアップの開始側に関する BLF コール ピック

アップ オーディオ アラートをアクティブにするため、次のフィー

ルドを有効にします。

 • [BLFオーディオアラート設定（電話がアイドルのとき）
(BLF Audible Alert Setting (Phone Idle))]

 • [BLFオーディオアラート設定（電話がビジーのとき）(BLF 
Audible Alert Setting (Phone Busy))]

『Cisco Unified Communications Manager 
アドミニストレーション ガイド』の

「Cisco Unified IP Phone の設定」

ステップ 10 （オプション）[エンタープライズパラメータ設定 (Enterprise 
Parameters Configuration)] ウィンドウで、エンタープライズ パラ

メータの Cisco Support Use 1 を使用して、ハント パイロット番号

のコール ピックアップ グループへの追加を許可または禁止しま

す。フィールドに CSCsb42763 と入力すると、ハント パイロット

番号のコール ピックアップ グループへの追加が許可されます。こ

のように入力しない場合は、ハント パイロット番号をコール ピッ

クアップ グループに追加できません。

『Cisco Unified Communications Manager 
アドミニストレーション ガイド』の「エン

タープライズ パラメータの設定」

ステップ 11 コール ピックアップ機能が使用可能であることをユーザに通知し

ます。

ユーザが Cisco Unified IP Phone でコール 
ピックアップ機能にアクセスする方法につ

いては、電話機のマニュアルを参照してく

ださい。

表 6-4 BLF コール ピックアップの設定チェックリスト （続き）

設定手順 関連手順と関連項目 



 

6-11
Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド     

第 6 章      コール ピックアップ

    コール ピックアップの概要     

 • コール ピックアップ機能は、アドホック会議コールで動作します。次のシナリオは、1 つの例を示

しています。ユーザ A がユーザ C にコールを発信し、ユーザ C が応答します。ユーザ C は、[会
議 ] キーを押し、電話機 D に打診コールを発信します。ユーザ E は、電話機 D の呼び出し音を聞

き、コール ピックアップ機能を使用して、電話機 D で呼び出し中のコールを受けます。その後、

ユーザ C が再び [会議 ] キーを押すと、ユーザ A、ユーザ C、およびユーザ E がアドホック会議に

接続されます。また、コール ピックアップ機能は、電話機 D で呼び出し中のコールをユーザ E が
受ける前に、ユーザ C が 2 回目の [会議 ] キーを押した場合にも動作します。

 • サービス パラメータ Auto Call Pickup Enabled が [False] に設定されている状態で、DN C で呼び

出し中のユーザ A からのコールを受けるためにユーザ E が正常にコール ピックアップ機能を呼び

出したとします。ユーザ E は、Call Pickup No Answer Timer に指定された期限が切れる前にコー

ルを受けませんでした。この場合、ユーザ A からのコールは復元され、DN C での呼び出しが続行

されます。

 • ユーザは、コールを受けるための空き回線がある場合にだけ、コール ピックアップ機能を呼び出

すことができます。ユーザの回線が保留中のコールでビジーである場合は、「ピックアップできる

回線がありません」というメッセージがディスプレイに表示され、元のコールは送信先番号の呼び

出しを続行します。

コール ピックアップの各タイプの詳細については、次のトピックを参照してください。

 • 「コール ピックアップ」（P.6-11）

 • 「グループ コール ピックアップ」（P.6-11）

 • 「他グループ コール ピックアップ」（P.6-12）

 • 「ダイレクト コール ピックアップ」（P.6-12）

 • 「BLF コール ピックアップ」（P.6-17）

 • 「自動コール ピックアップ」（P.6-18）

追加情報

「関連項目」（P.6-37）を参照してください。

コール ピックアップ

コール ピックアップ機能を使用すると、ユーザは、本人が所属するグループ内の着信コールを受ける

ことができます。Cisco Unified Communications Manager は、ユーザが Cisco Unified IP Phone から

この機能をアクティブにしたときに、適切なコール ピックアップ グループ番号を自動的にダイヤルし

ます。このタイプのコール ピックアップには、[ピック ] ソフトキーを使用します。

コール ピックアップ機能は、自動コール ピックアップが有効か無効かに関係なく動作します。詳細に

ついては、「自動コール ピックアップ」（P.6-18）を参照してください。

追加情報

「関連項目」（P.6-37）を参照してください。

グループ コール ピックアップ

グループ コール ピックアップを使用すると、ユーザは、別のグループ内の着信コールを受けることが

できます。ユーザは、Cisco Unified IP Phone からこの機能をアクティブにするときに、適切なコール 
ピックアップ グループ番号をダイヤルする必要があります。このタイプのコール ピックアップには、

[Gピック ] ソフトキーを使用します。
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複数のコールがピックアップ グループに着信している場合にグループ コール ピックアップ電話機能を

呼び出すと、ユーザは、呼び出し時間の最も長い着信コールに接続されます。

（注） コール ピックアップ機能とグループ コール ピックアップ機能の設定手順は同じです。グルー

プ コール ピックアップ番号は、回線または電話番号に適用されます。

グループ コール ピックアップ機能は、自動コール ピックアップが有効か無効かに関係なく動作しま

す。詳細については、「自動コール ピックアップ」（P.6-18）を参照してください。

追加情報

「関連項目」（P.6-37）を参照してください。

他グループ コール ピックアップ

他グループ コール ピックアップ機能を使用すると、ユーザは、本人が所属するグループに関連付けら

れたグループ内の、着信コールを受けることができます。Cisco Unified Communications Manager は、

ユーザが Cisco Unified IP Phone からこの機能をアクティブにしたときに、関連付けられたグループ内

の着信コールを自動的に検索して、コール接続を確立します。このタイプのコール ピックアップには、

[他Grp] ソフトキーを使用します。

関連付けられたグループが複数存在する場合、関連付けられたグループへのコールに応答する際の優先

順位は、関連付けられた最初のグループから最後のグループまでの順になります。たとえば、グループ 
A、B、および C がグループ X に関連付けられており、コールに応答する際の優先順位がグループ A、

B、および C の順になっているとします。グループ A の着信コールよりも前にグループ C にコールが

着信している可能性がありますが、グループ X は最初にグループ A の着信コールを受けます。

（注） 通常、同じグループ内で複数の着信コールが発生した場合は、呼び出し音が最も長く鳴っている（呼び

出し時間が最も長い）コールが最初に応答されます。他グループ コール ピックアップの場合、関連付

けられたピックアップ グループが複数設定されているときは、呼び出し時間よりも優先順位が優先さ

れます。

他グループ コール ピックアップ機能は、自動コール ピックアップが有効か無効かに関係なく動作しま

す。詳細については、「自動コール ピックアップ」（P.6-18）を参照してください。

追加情報

「関連項目」（P.6-37）を参照してください。

ダイレクト コール ピックアップ

ダイレクト コール ピックアップ機能を使用すると、ユーザは、[Gピック ] ソフトキーを押して、呼び

出し中のデバイスの電話番号を入力することで、DN で呼び出し中のコールを直接受けることができま

す。Cisco Unified Communications Manager は、関連付けられたグループ メカニズムを使用して、ダ

イレクト コール ピックアップ機能を呼び出して着信コールを受けるユーザの特権を制御します。ユー

ザに関連付けられたグループによって、ユーザが所属するピックアップ グループに関連付けられてい

る 1 つ以上のコール ピックアップ グループが指定されます。
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ユーザが呼び出し中のコールを直接 DN から受けるには、ユーザの関連付けられたグループに、DN が
所属するピックアップ グループが含まれている必要があります。2 人のユーザが 2 つの異なるコール 
ピックアップ グループに所属しており、ユーザの関連付けられたグループに相手のユーザのコール 
ピックアップ グループが含まれていない場合、これらのユーザはダイレクト コール ピックアップ機能

を呼び出して互いのコールを受けることができません。

ユーザがダイレクト コール ピックアップ機能を呼び出し、着信コールのピックアップ元の DN を入力

すると、ユーザは、DN が所属するコール ピックアップ グループの中で呼び出し時間の最も長いコー

ルであるかどうかに関係なく、指定した電話機への着信コールに接続されます。

複数のコールが特定の DN を呼び出し中で、ユーザがダイレクト コール ピックアップ機能を呼び出し

てその DN からコールを受けると、ユーザは指定した DN で呼び出し時間が最も長い着信コールに接続

されます。

ダイレクト コール ピックアップ機能は、自動コール ピックアップが有効か無効かに関係なく動作しま

す。詳細については、「自動コール ピックアップ」（P.6-18）を参照してください。

追加情報

「関連項目」（P.6-37）を参照してください。

ダイレクト コール ピックアップの例

次の例では、ダイレクト コール ピックアップのさまざまなシナリオを示します。

基本的なダイレクト コール ピックアップ

このシナリオは、ダイレクト コール ピックアップを示しています。図 6-1 に示すとおり、次のように

設定されます。

1. 作成される 3 つのピックアップ グループは、グループ番号 111、222、および 333 から構成されま

す。

2. ピックアップ グループ 222 には、その他のピックアップ グループとして 111 および 333 を指定す

るアソシエーション グループが含まれます。

3. 電話機 C の DN は、ピックアップ グループ 111 内の 1000 に指定されます。

4. 電話機 E の DN は、ピックアップ グループ 222 内の 2000 に指定されます。

図 6-1 基本的なダイレクト コール ピックアップの設定

5. ユーザ A が電話機 C にコールを発信し、電話機 C で呼び出し音が鳴り始めます。

6. ユーザ E が [Gピック ] ソフトキーを押し、電話機 C の DN、つまり 1000 を入力します。

7. 電話機 A と電話機 E が接続され、電話機 C の呼び出しが停止します。
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図 6-2 は、ダイレクト コール ピックアップが完了した後の電話機 A と電話機 E の接続状態を示してい

ます。

図 6-2 基本的なダイレクト コール ピックアップの完了

ダイレクト コール ピックアップ制御メカニズム：拒否の例 1
このシナリオは、ダイレクト コール ピックアップの試行が拒否される場合の制御メカニズムを示して

います。図 6-3 に示すとおり、次のように設定されます。

1. 作成される 3 つのピックアップ グループは、グループ番号 111、222、および 333 から構成されま

す。

2. ピックアップ グループ 222 には、アソシエーション グループ 333 が含まれます。

3. 電話機 C の DN は、ピックアップ グループ 111 内の 1000 に指定されます。

4. 電話機 E の DN は、ピックアップ グループ 222 内の 2000 に指定されます。

図 6-3 拒否が発生するダイレクト コール ピックアップの設定 1

5. ユーザ A が電話機 C にコールを発信し、電話機 C で呼び出し音が鳴り始めます。

6. ユーザ E が [Gピック ] ソフトキーを押し、電話機 C の DN、つまり 1000 を入力します。

7. 電話機 E に対して試みられたダイレクト コール ピックアップは、電話機 E のピックアップ グルー

プ（222）のアソシエーション リストにグループ 111 が含まれていないため、拒否されます。

図 6-4 は、ダイレクト コール ピックアップが失敗した後の電話機 A と電話機 E の接続状態を示してい

ます。
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図 6-4 拒否されたダイレクト コール ピックアップ、例 1

ダイレクト コール ピックアップ制御メカニズム：拒否の例 2
このシナリオは、ダイレクト コール ピックアップの試行が拒否される場合の制御メカニズムを示して

います。図 6-5 に示すとおり、次のように設定されます。

1. 作成される 3 つのピックアップ グループは、グループ番号 111、222、および 333 から構成されま

す。

2. ピックアップ グループ 222 には、アソシエーション グループ 111 および 333 が含まれます。

3. 電話機 C の DN は、ピックアップ グループ 111 の PT_C/1000 に指定されます。PT_C は電話機 C 
のパーティションを示しています。

4. 電話機 E の DN は、ピックアップ グループ 222 の PT_E/2000 に指定されます。PT_E は電話機 E 
のパーティションを示し、電話機 E のコーリング サーチ スペース（CSS）は PT_E に指定されま

す。

図 6-5 拒否が発生するダイレクト コール ピックアップの設定 2

5. ユーザ A が電話機 C にコールを発信し、電話機 C で呼び出し音が鳴り始めます。

6. ユーザ E が [Gピック ] ソフトキーを押し、電話機 C の DN、つまり 1000 を入力します。

7. 電話機 E に対して試みられたダイレクト コール ピックアップは、電話機 E の CSS に電話機 C の
パーティションが含まれていないため拒否されます。
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図 6-6 は、ダイレクト コール ピックアップが失敗した後の電話機 A と電話機 E の接続状態を示してい

ます。

図 6-6 拒否されたダイレクト コール ピックアップ、例 2

ダイレクト コール ピックアップ制御メカニズム：複数のコール

このシナリオは、複数のコールがピックアップ可能な場合のダイレクト コール ピックアップを示して

います。図 6-7 に示すとおり、次のように設定されます。

1. 作成される 3 つのピックアップ グループは、グループ番号 111、222、および 333 から構成されま

す。

2. ピックアップ グループ 222 には、アソシエーション グループ 111 および 333 が含まれます。

3. 電話機 C の DN は 1000、電話機 D の DN は 3000 に指定され、どちらの電話機もピックアップ グ
ループ 111 に属しています。

4. 電話機 E の DN は、ピックアップ グループ 222 内の 2000 に指定されます。

図 6-7 複数のコールがある場合のダイレクト コール ピックアップの設定

5. ユーザ A が電話機 C にコールを発信し、ユーザ B が電話機 D にコールを発信します。電話機 C と
電話機 D の呼び出し音が鳴り始めます。

6. ユーザ E が [Gピック ] ソフトキーを押し、電話機 D の DN、つまり 3000 を入力します。

7. 電話機 B と電話機 E が接続され、電話機 D の呼び出しが停止します。
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図 6-8 は、ダイレクト コール ピックアップが完了した後の電話機 B と電話機 E の接続状態を示してい

ます。

図 6-8 複数のコールがあるダイレクト コール ピックアップの完了

BLF コール ピックアップ

Cisco Unified IP Phone のビジー ランプ フィールド（BLF）ボタンを DN に関連付けることができま

す。この操作により、Cisco Unified Communications Manager は、コールが DN からのピックアップ

の待機中である場合に、そのことを電話機のユーザに通知できます。DN は BLF DN を表しており、

BLF DN へのコールを受ける電話機が BLF コール ピックアップの開始側となります。

次の規則が、BLF DN および BLF コール ピックアップ開始側に適用されます。

 • BLF コール ピックアップ開始側は、次に使用可能な回線または指定された回線として選択されま

す。指定された回線を使用するには、BLF SD ボタンを押す前に回線がオフフックになっている必

要があります。

 • BLF コール ピックアップの開始側がハント リスト メンバへの着信コールを受けることができるよ

うに、ハント リスト メンバ DN を BLF DN として設定できます。ハント リスト メンバへの着信

コールは、ハント リストから発信されたコールの場合もあれば、ダイレクト コールの場合もあり

ます。どちらの場合も、動作は、コール ピックアップのハント リスト メンバ DN、BLF DN、お

よびハント パイロット番号がどのように設定されているかによって異なります。

 • サービス パラメータ Auto Call Pickup Enabled が [False] に設定されているときにコール ピック

アップを実行する場合、電話機がオフフックになっている必要があります。または、ユーザが [応
答 ] キーを押してコールを受ける必要があります。

電話機の BLF SD ボタンは、次のいずれかの状態になります。

 • アイドル：BLF DN にコールが存在していないことを示します。

 • 話し中：BLF DN に 1 つ以上のアクティブ コールが存在するが、アラートは発生していないこと

を示します。

 • アラート：点滅している場合は、BLF DN に 1 つ以上の着信コールがあることを示します。

（注） オプションで、ビジュアル アラートに加え警告音を設定することができます。

BLF DN への着信コールに対する対応は、次のとおりです。

1. BLF DN への着信コールがあることを示すため、BLF コール ピックアップの開始側電話機で BLF 
SD ボタンが点滅します。
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2. 自動コール ピックアップが設定されている場合、ユーザはコール ピックアップの開始側電話機で 
BLF SD ボタンを押すと、着信コールを受けることができます。自動コール ピックアップが設定さ

れていない場合は、電話機がオフフックになっている必要があります。または、ユーザが [応答 ] 
キーを押してコールを受ける必要があります。

BLF コール ピックアップの例

このシナリオは、BLF コール ピックアップを示しています。次の構成要素が設定されます。

 • グループ 111 は、BLF DN（電話機 B）、外部電話機（電話機 A）、および他の電話機を含むコール 
ピックアップ グループを表しています。

 • グループ 222 は、グループ 111 に関連付けられたコール ピックアップ グループを表しています。

グループ 222 には電話機 C が含まれます。

 • 電話機 A は、外部電話機を表しています。

 • 電話機 B は、グループ 111 内の BLF DN 電話機を表しています。

 • 電話機 C は、BLF SD ボタンが電話機 B の BLF DN を監視するように設定されており、コール 
ピックアップが有効な、グループ 222 内のユーザ電話機を表しています。これが、BLF コール 
ピックアップの開始側電話機となります。

電話機 A からのコールが電話機 B に着信すると、電話機 C の BLF SD ボタンが点灯します。電話機 C 
のユーザがボタンを押し、電話機 A の発信者に接続します。

ハント リスト パイロット番号がグループ 111 の一部として設定されている場合、電話機 A からハント 
グループへコールが発信されると、電話機 C の BLF SD ボタンが点灯します。電話機 C のユーザは、

ボタンを押すと、電話機 A の発信者に接続できます。

追加情報

「関連項目」（P.6-37）を参照してください。

自動コール ピックアップ

Auto Call Pickup Enabled サービス パラメータを有効にすると、コール ピックアップ、グループ コー

ル ピックアップ、他グループ コール ピックアップ、ダイレクト コール ピックアップ、および BLF 
コール ピックアップを自動化できます。

このパラメータが有効になっている場合、ユーザが電話機の該当するソフトキーを押すと、Cisco 
Unified Communications Manager は、ユーザが所属するピックアップ グループ、別のピックアップ グ
ループ、またはユーザが所属するグループに関連付けられたピックアップ グループ内の着信コールに

ユーザを自動的に接続します。このアクションに必要なキーストロークは 1 回だけです。

自動コール ピックアップは、ユーザを本人が所属するグループの着信コールに接続します。ユーザが

電話機の [ピック ] ソフトキーを押すと、Cisco Unified Communications Manager はグループ内の着信

コールを特定し、コール接続を行います。自動化が有効でない場合、ユーザはコール接続の際に [ピッ

ク ] ソフトキーと [応答 ] ソフトキーを押す必要があります。

自動グループ コール ピックアップは、ユーザを別のピックアップ グループの着信コールに接続しま

す。ユーザは電話機の [Gピック ] ソフトキーを押し、別のピックアップ グループのグループ番号をダ

イヤルします。ピックアップ グループ番号を受信すると、Cisco Unified Communications Manager は
コール接続を行います。自動グループ コール ピックアップが有効でない場合、ユーザは [Gピック ] ソ
フトキーを押して別のピックアップ グループのグループ番号にダイヤルし、コールに応答して接続を

確立する必要があります。
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自動他グループ コール ピックアップでは、ユーザを本人が所属するグループに関連付けられたグルー

プの着信コールに接続します。ユーザは電話機の [他Grp] ソフトキーを押します。Cisco Unified 
Communications Manager は、[コールピックアップグループの設定 (Call Pickup Group 
Configuration)] ウィンドウに管理者が入力した順序で、関連付けられたグループ内の着信コールを自

動的に検索し、コールが見つかったらコール接続を行います。自動化が有効でない場合、ユーザはコー

ル接続の際に [他Grp] ソフトキーと [応答 ] ソフトキーを押す必要があります。

自動ダイレクト コール ピックアップでは、ユーザを本人が所属するグループに関連付けられたグルー

プの着信コールに接続します。ユーザは電話機の [Gピック ] ソフトキーを押し、呼び出し中の電話機

の DN をダイヤルします。DN を受信すると、Cisco Unified Communications Manager はコール接続を

行います。自動ダイレクト コール ピックアップが有効でない場合、ユーザは [Gピック ] ソフトキーを

押して、呼び出し中の電話機の DN にダイヤルし、この時点で自分の電話機を呼び出しているコールに

応答して接続を確立します。

（注） CTI アプリケーションでは、コールに応答している通話者を監視できます。しかし、ピックアップの要

求者または応答されたコールの接続先を監視することはできません。したがって、Cisco Unified 
Communications Manager Assistant では自動コール ピックアップ（ワンタッチ コール ピックアップ）

は使用できません。

（注） 自動コール ピックアップは、限定された範囲で Cisco Unified Mobility 機能と通信します。詳細につい

ては、「自動コール ピックアップ」（P.14-29）を参照してください。

応答なし時のコール ピックアップ

サービス パラメータ Auto Call Pickup Enabled が [False] に設定されているときにコール ピックアップ

が発生した場合、その電話機で設定されたコール転送は、いずれかのピックアップ ソフトキーが押さ

れると無視されます。コール ピックアップの要求者がコールに応答しない場合、ピックアップ応答な

しタイマーが時間切れになった後に元のコールが復元されます。

ビジー時のコール ピックアップ

サービス パラメータ Auto Call Pickup Enabled が [False] に設定されているときにコール ピックアップ

が発生した場合、コール ピックアップの要求者の電話機がビジーのときに、元のコールが復元されま

す。

帯域幅不足時のコール ピックアップ

サービス パラメータ Auto Call Pickup Enabled が [False] に設定されているときにコール ピックアップ

が発生した場合、コール発信者と要求者の電話機の間の帯域幅が不足していると、元のコールが復元さ

れます。

追加情報

「関連項目」（P.6-37）を参照してください。
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ハント リストでのコール ピックアップ機能の使用

コール ピックアップ グループをハント パイロット DN に割り当てることができます。この操作を行う

と、コール ピックアップの動作に影響を与えます。ユーザは、回線グループ メンバで呼び出し音が

鳴っているコールをピックアップできます。コール ピックアップ グループ通知が有効になっている場

合、回線グループ メンバ内のコールのアラートは同じコール ピックアップ グループに関連付けられて

いる各デバイスに通知されます。

Allow Calls to be picked up from Line Group Members サービス パラメータがこの動作を制御します。

このサービス パラメータが [False]（デフォルト）に設定されているときに、回線グループ メンバが

コール ピックアップ グループに含まれている場合、その回線グループ メンバ内のコールのアラート

は、他のコール ピックアップ グループのメンバからピックアップできません。これは、このサービス 
パラメータが追加される以前の Cisco Unified Communications Manager リリースと同じ動作です。

Allow Calls to be picked up from Line Group Members サービス パラメータが [True] に設定されてい

る場合、ハント パイロットでのコール ピックアップ グループ設定はすべて無視されます。ハント リス

トでのコールのアラートは、ピックアップのためにハント パイロットのコール ピックアップ グループ

に通知されることもなく、また、これらのコールがピックアップされることもありません。Allow 
Calls to be picked up from Line Group Members サービス パラメータが [False] に設定されている場合、

回線グループ メンバでのコール ピックアップ グループ設定は無視されます。

図 6-9 および図 6-10 に、この設定の使用例を示します。

図 6-9 ハント リストでのコール ピックアップ機能の使用例 1
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図 6-9 では、Allow Calls to be picked up from Line Group Members サービス パラメータが [True] に
設定されている場合、電話機 3002 または電話機 3003 でのコールのアラートは、ハント パイロット

（2000）がピックアップ グループ 1 に存在していてもピックアップできません。サービス パラメータ

が [False] に設定されている場合、3001、3002、3003、または 3004 でのコールのアラートはピック

アップ グループ 1 に関連付けられたメンバからピックアップできます。

Allow Calls to be picked up from Line Group Members サービス パラメータが [True] に設定され、ハ

ント パイロットと回線グループ メンバの両方がコール ピックアップ グループに含まれている場合、回

線グループ メンバのコール ピックアップ グループにだけ、ピックアップ可能なコールが通知されま

す。また、回線グループ メンバでのコールのアラートは、回線グループ メンバと同じコール ピック

アップ グループに関連付けられた回線でピックアップできます。

図 6-10 ハント リストでのコール ピックアップ機能の使用例 2

図 6-10 では、Allow Calls to be picked up from Line Group Members サービス パラメータが [True] に
設定されている場合、電話機 3001 または電話機 3002 でのコールのアラートはピックアップ グループ 
1 に関連付けられたすべてのメンバ：3001、3002、および 4001 に通知されます。サービス パラメータ

が [False] に設定されている場合、3001、3002、3003、または 3004 でのコールのアラートは 3003、
3004、および 4002 に通知されます。
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Allow Calls to be picked up from Line Group Members サービス パラメータが [True] に設定されてい

る場合、回線グループ メンバでのコールのアラートが通知され、そのコールをピックアップできます。

ただし、メンバ間でコールが移動するたびに、ピックアップ通知タイマーがリセットされます。この結

果、回線グループ メンバ間でコールが移動すると、同じコールのピックアップ通知が（対応するピッ

クアップ グループ メンバに対して）複数発生します。この通知は、「新旧の」アラート回線グループ 
メンバが同じコール ピックアップ グループに属しているかどうかにかかわらず発生します。コール 
ピックアップ通知には、発信者と回線グループ メンバの情報が含まれています。

Allow Calls to be picked up from Line Group Members サービス パラメータが [True] に設定されてい

る場合、ある特定のコール ピックアップ グループでコールの呼び出し音が鳴っていた時間によって、

最長コール呼び出し音が決まります。コールが別のコール ピックアップ グループに属する別の回線グ

ループ メンバに移動した場合、最長コール呼び出し音タイマーはリセットされます。また、コールが

どのコール ピックアップ グループにも属さない別の回線グループ メンバに移動した場合にも、最長

コール呼び出し音タイマーはリセットされます。

Allow Calls to be picked up from Line Group Members が有効になっている場合、回線グループ メンバ

からピックアップされるコールでは、ブロードキャスト コール分配アルゴリズムがサポートされませ

ん。

パーティションによりアクセスを制限するコール ピックアップ機能の使用

コール ピックアップ グループ番号にパーティションを割り当てると、コール ピックアップ グループへ

のアクセスを制限できます。この設定を使用すると、コール ピックアップ グループ番号のあるパー

ティションをコーリング サーチ スペースに含んでいる電話機だけが、そのコール ピックアップ グルー

プに加入できます。パーティションとグループ番号の組み合せは、システム全体で一意になるようにし

てください。

 • コール ピックアップ グループ番号がパーティションに割り当てられていると、そのパーティショ

ン内の番号をダイヤルできる電話機だけが、そのコール ピックアップ グループを使用できる。

 • パーティションがマルチテナント構成のテナントに相当する場合は、各テナントに該当するパー

ティションに対してピックアップ グループを割り当てる必要がある。

マルチテナント構成は、コール ピックアップ グループでパーティションを使用する例になります。

ピックアップ グループをテナントごとに適切なパーティションに割り当てると、グループ番号が他の

テナントに表示されなくなります。

ダイレクト コール ピックアップ機能では、ダイレクト コール ピックアップ機能を要求するユーザの

コーリング サーチ スペースにコールのピックアップ元となる DN のパーティションが含まれている必

要があります。

追加情報

「関連項目」（P.6-37）を参照してください。

コール ピックアップ通知

コール ピックアップ通知機能は、ピックアップ グループの他のメンバがコールを受信したときに、

Cisco Unified IP Phone にオーディオまたはビジュアル、あるいはその両方の通知を提供します。コー

ル ピックアップ通知は、システム、コール ピックアップ グループ、および DN/電話機という 3 つの設

定タイプの設定ウィンドウで設定します。

 • [サービスパラメータ設定 (Service Parameter Configuration)]：[サービスパラメータ設定 (Service 
Parameter Configuration)] ウィンドウでは、電話機がアイドル状態またはビジー状態になった場合

に聞こえるオーディオ通知（ビープ音または呼び出し音）のタイプを設定します。この設定は、シ

ステムのデフォルトになります。
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 • [コールピックアップグループの設定 (Call Pickup Group Configuration)]：Cisco Unified 
Communications Manager の管理ページの [コールピックアップグループの設定 (Call Pickup 
Group Configuration)] ウィンドウでは、各コール ピックアップ グループの通知タイプを設定しま

す。通知のタイプの設定のほか、コールがそのグループに着信してからオーディオ アラートおよ

びビジュアル アラートを送信するまでの遅延時間を秒単位で設定できます。この設定により、そ

のピックアップ グループにオーディオ アラートおよびビジュアル アラート、またはそのいずれか

が送信される前に、元の着信側がコールに応答することができます。「コール ピックアップ グルー

プの設定項目」（P.6-30）を参照してください。

 – 通知のタイプをオーディオまたはビジュアル、あるいはその両方に設定するには、[コール

ピックアップグループの設定 (Call Pickup Group Configuration)] ウィンドウの [コールピック

アップグループの通知設定 (Call Pickup Group Notification Settings)] の設定項目を使用しま

す。通知は、デバイスのプライマリ回線だけに送信されます。

 – [コールピックアップグループの設定 (Call Pickup Group Configuration)] ウィンドウでビジュ

アル通知を設定するには、[コールピックアップグループ通知のコール情報表示 (Call 
Information Display For Call Pickup Group Notification)] セクションの設定項目を使用します。

この設定により、管理者は、通知メッセージに発信側および着信側、またはいずれかの詳細情

報を加えることができます。発信側 /着信側の名前が設定されている場合には、それらの名前

が表示されます。設定されていない場合は、番号が表示されます。ビジュアル通知は、電話機

のステータス行のメッセージを構成します。

 • [電話番号の設定 (Directory Number Configuration)]：このウィンドウは、各電話機のオーディオ 
アラート設定項目を設定するためのフィールドを提供します。コール ピックアップ グループ オー

ディオ アラートの設定を使用して、電話機のオーディオ アラートのタイプを設定します。この設

定により、ユーザは電話機がアイドル状態になったとき、またはアクティブなコールを受けている

ときに提供されるオーディオ アラートのタイプを設定できます。『Cisco Unified Communications 
Manager アドミニストレーション ガイド』の「電話番号の設定値」を参照してください。

コール ピックアップ通知は、ピックアップ グループのメンバが着信コールを受信したときにだけ、

ピックアップ グループの他のメンバに送信される点に注意してください。

追加情報

「関連項目」（P.6-37）を参照してください。

コール ピックアップのシステム要件

コール ピックアップが動作するには、次のソフトウェア コンポーネントが必要です。

 • Cisco Unified Communications Manager

SCCP および SIP を実行する次の電話機は、Standard User と Standard Feature のソフトキー テンプ

レートの Pick Up(PickUp) ソフトキーと Group Pick Up(GPickUp) ソフトキーで、コール ピックアッ

プをサポートしています。

 • Cisco Unified IP Phone（7941、7961、7970、7971）

SCCP を実行する次の電話機は、Standard User と Standard Feature のソフトキー テンプレートの Pick 
Up(PickUp) ソフトキーと Group Pick Up(GPickUp) ソフトキーで、コール ピックアップをサポートし

ています。

 • Cisco Unified IP Phone（7905、7912、7920、7931、7940、7960）
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（注） 管理者は、ソフトキー テンプレートに Other Pickup(OPickUp) ソフトキーを追加する必要があります。

プログラミング可能な回線キー機能を使用して、コール ピックアップ、グループ コール ピックアッ

プ、他グループ コール ピックアップ、およびダイレクト コール ピックアップを電話ボタン テンプ

レートに設定できます（『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「プログラム可

能な回線キー」を参照）。

追加情報

「関連項目」（P.6-37）を参照してください。

インタラクションおよび制限事項
次の項では、コール ピックアップにおけるインタラクションおよび制限事項について説明します。

 • 「インタラクション」（P.6-24）

 • 「制限事項」（P.6-26）

追加情報

「関連項目」（P.6-37）を参照してください。

インタラクション

次の各項では、コール ピックアップが Cisco Unified Communications Manager アプリケーションおよ

びコール処理と通信する方法について説明します。

 • 「ルート プラン レポート」（P.6-24）

 • 「コーリング サーチ スペースとパーティション」（P.6-24）

 • 「Time of Day」（P.6-25）

 • 「コール アカウンティング」（P.6-25）

 • 「依存関係レコード」（P.6-25）

ルート プラン レポート

ルート プラン レポートには、Cisco Unified Communications Manager で設定されているパターンと 
DN が示されます。コール ピックアップ グループに DN を割り当てる前に、ルート プラン レポートを

使用して、パターンと DN の重複を検索します。『Cisco Unified Communications Manager アドミニス
トレーション ガイド』の「ルート プラン レポート」の章を参照してください。

コーリング サーチ スペースとパーティション

デバイスのコーリング サーチ スペースに基づいてユーザによるコール ピックアップへのアクセスを制

限するには、コール ピックアップ グループ番号をパーティションに割り当てます。『Cisco Unified 
Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「コーリング サーチ スペースの設定」

および「パーティションの設定」を参照してください。
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Time of Day

ユーザは、本人が所属するグループに関連付けられたグループのコールに応答するには、関連付けられ

たグループのメンバに関するコーリング サーチ スペース、パーティション、および Time of Day
（TOD）パラメータを設定することにより、本人が所属するグループと同じ時間帯にアクティブになっ

てコールを受け入れることができる必要があります。TOD は、タイム スタンプをコーリング サーチ 
スペースとパーティションに関連付けます。

たとえば、ABC というパーティションが午前 9 時～午後 5 時までアクティブになっているとします。

コーリング サーチ スペース cssABC は、パーティション ABC を含んでいます。pickABC というピッ

クアップ グループには、電話機 1 と電話機 2 が含まれています。電話機 1 と電話機 2 は、同じコーリ

ング サーチ スペース cssABC に存在します。電話機 1 の呼び出し音が午後 5 時 30 分に鳴り、電話機 
2 がコールへの応答を試行する場合、午後 5 時以降はパーティションがアクティブになっていないた

め、この試行は失敗します。電話機 1 の呼び出し音が午前 9 時 30 分に鳴ると、電話機 2 はそのコール

に応答できます。

コール アカウンティング

コール ピックアップ機能は、コール アカウンティングと通信します。

 • 自動コール ピックアップによってコール ピックアップが発生すると、システムは 2 つの Call 
Detail Record（CDR; 呼詳細レコード）を生成します。一方の CDR はクリアされた元のコールに

適用され、もう一方の CDR は接続された要求コールに適用されます。

 • 自動でないコール ピックアップによってコール ピックアップが発生すると、システムは 1 つの呼

詳細レコードを生成し、接続された要求コールにそれが適用されます。

 • CDR 検索では、指定された特定の期間およびその他の検索条件に一致する CDR がすべて返され

ます。特定の CDR に関連付けられたコールのタイプがわかるよう、検索結果のコール タイプ 
フィールドには、コールがピックアップ コールかどうかが表示されます。

依存関係レコード

特定のコール ピックアップ番号が割り当てられているデバイスを検索する必要がある場合は、Cisco 
Unified Communications Manager の管理ページの [コールピックアップグループの設定 (Call Pickup 
Group Configuration)] ウィンドウにある [依存関係レコード (Dpendency Records)] リンクをクリック

します。[依存関係レコード要約 (Dependency Records Summary)] ウィンドウには、そのコール ピッ

クアップ番号を使用しているデバイスに関する情報が表示されます。

ピックアップ グループが他のピックアップ グループに関連付けられている場合、そのピックアップ グ
ループの依存関係レコードには、関連付け情報が表示されます。たとえば、ピックアップ グループ A 
がピックアップ グループ B およびピックアップ グループ C に関連付けられている場合、ピックアップ 
グループ A の依存関係レコードには、ピックアップ グループ B およびピックアップ グループ C に対す

るピックアップ グループ A の関連付けに関する情報が表示されます。

デバイスに関する詳細な情報を調べるには、デバイスをクリックします。[依存関係レコード詳細

(Dependency Records Detail)] ウィンドウが表示されます。依存関係レコードがシステムで使用できな

い場合は、[依存関係レコード要約 (Dependency Records Summary)] ウィンドウにメッセージが表示さ

れます。

依存関係レコードの詳細については、『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーショ
ン ガイド』の「依存関係レコードへのアクセス」を参照してください。

追加情報

「関連項目」（P.6-37）を参照してください。
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制限事項

コール ピックアップ グループには、次の制限事項があります。

 • ある特定の電話機に割り当て済みの異なる回線を異なるコール ピックアップ グループに割り当て

ることは可能ですが、ユーザの混乱を招く原因になるため、この設定はお勧めしません。

 • 回線または DN に割り当てられているコール ピックアップ グループ番号を削除することはできま

せん。コール ピックアップ グループ番号を使用している回線を調べるには、依存関係レコードを

使用します。コール ピックアップ グループ番号を削除するには、各回線または各 DN に新しい

コール ピックアップ グループ番号を割り当て直す必要があります。

 • コール ピックアップ グループ番号を更新すると、そのコール ピックアップ グループに割り当てら

れているすべての電話番号が Cisco Unified Communications Manager により自動的に更新されま

す。

 • コール ピックアップ通知、オーディオ アラート、およびビジュアル アラートは、SIP を実行する 
Cisco Unified IP Phone 7911、7941、7961、7970、および 7971 をサポートしています。

 • SIP を実行する Cisco Unified IP Phone 7905、7912、7940、および 7960 では、コール ピックアッ

プ通知、オーディオ アラート、およびビジュアル アラートはサポートされません。

 • コール ピックアップ通知、オーディオ アラート、およびビジュアル アラートがサポートしている

のは、ライセンスが発行されているサードパーティの SIP を実行する電話機だけです。

 • ユーザは、ダイレクト コール ピックアップ機能を使用して、回線グループに属する DN へのコー

ルを受けることはできません。

 • デバイスがハント リストに所属し、ハント パイロット番号へ発信されたコールによって、そのデ

バイスの呼び出し音が鳴っている場合、ユーザはダイレクト コール ピックアップ機能を使用して

このようなコールを受けることはできません。

追加情報

「関連項目」（P.6-37）を参照してください。

コール ピックアップのインストールとアクティブ化
システム機能のコール ピックアップは、Cisco Unified Communications Manager ソフトウェアに標準

で備わっています。この機能は、特にインストールする必要はありません。

追加情報

「関連項目」（P.6-37）を参照してください。

コール ピックアップ機能の設定
この項の内容は次のとおりです。

 • 「コール ピックアップのサービス パラメータの設定」（P.6-27）

ヒント コール ピックアップを設定する前に、「コール ピックアップおよびグループ コール ピックアップの設

定チェックリスト」（P.6-1）、「他グループ コール ピックアップの設定チェックリスト」（P.6-3）、「ダイ

レクト コール ピックアップの設定チェックリスト」（P.6-5）、および 「BLF コール ピックアップの設

定チェックリスト」（P.6-7）を参照してください。
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コール ピックアップのサービス パラメータの設定

Cisco Unified Communications Manager には、コール ピックアップ機能向けに次のクラスタ全体の

サービス パラメータが用意されています。各サービス パラメータではデフォルトが設定されているの

で、特別な設定は必要ありません。

 • Auto Call Pickup Enabled：デフォルトは [False] です。このパラメータは、自動コール ピックアッ

プ機能が有効かどうかを決定します。有効にするには、このフィールドを [True] に設定します。

 • Call Pickup Locating Timer：デフォルトは 1 秒です。このサービス パラメータは、クラスタ内の

すべてのノードからピックアップ グループのすべてのアラート コールを取得するために、ピック

アップが待機する最大時間を秒単位で指定します。

 • Call Pickup No Answer Timer：デフォルトは 12 秒です。この必須パラメータは、ピックアップ要

求を開始したユーザがコールを受けないことにした場合に、元のコールを復元するまでに待機する

最大時間を秒単位で指定します。

（注） タイマーを設定するには、[システム (System)] > [サービスパラメータ (Service Parameters)] を選択し、

[詳細設定 (Advanced)] アイコンを選択するか、[詳細設定 (Advanced)] ボタンをクリックして、

[Clusterwide Parameters (Feature - Call Pickup)] ペインのフィールドを更新します。

 • Allow Calls to be picked up from Line Group Members：デフォルトは [False] です。このパラメー

タを [True] に設定すると、ハント パイロットでのコール ピックアップ グループ設定は無視されま

す。ハント リストでのコールのアラートは、ピックアップのためにハント パイロットのコール 
ピックアップ グループに通知されることもなく、また、これらのコールがピックアップされるこ

ともありません。このパラメータを [False] に設定すると、回線グループ メンバでのコール ピック

アップ グループ設定は無視されます。このサービス パラメータが与えるの影響の詳細については、

「ハント リストでのコール ピックアップ機能の使用」（P.6-20）を参照してください。

追加情報

「関連項目」（P.6-37）を参照してください。

コール ピックアップ グループの設定
この項の内容は次のとおりです。

 • 「コール ピックアップ グループの設定」（P.6-27）

 • 「コール ピックアップ グループの設定」（P.6-29）

 • 「コール ピックアップ グループの設定項目」（P.6-30）

 • 「コール ピックアップ グループの削除」（P.6-34）

 • 「他グループ コール ピックアップのピックアップ グループの定義」（P.6-35）

 • 「電話番号へのコール ピックアップ グループの割り当て」（P.6-35）

ヒント コール ピックアップを設定する前に、「コール ピックアップおよびグループ コール ピックアップの設

定チェックリスト」（P.6-1）、「他グループ コール ピックアップの設定チェックリスト」（P.6-3）、「ダイ

レクト コール ピックアップの設定チェックリスト」（P.6-5）、および 「BLF コール ピックアップの設

定チェックリスト」（P.6-7）を参照してください。
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コール ピックアップ グループの検索

コール ピックアップ グループの検索と一覧表示のウィンドウでは、Cisco Unified Communications 
Manager の管理ページで設定したコール ピックアップ グループを検索できます。

ネットワーク上には複数のピックアップ グループが存在する場合があります。Cisco Unified 
Communications Manager では、特定の条件に基づいて、コール ピックアップ グループを検索できま

す。コール ピックアップ グループを検索するには、次の手順を実行します。

（注） ブラウザ セッションでの作業中は、Cisco Unified Communications Manager の管理ページでコール 
ピックアップ グループの検索プリファレンスが保持されます。他のメニュー項目に移動してこのメ

ニュー項目に戻った場合でも、検索を変更するかブラウザを閉じない限り、コール ピックアップ グ
ループの検索プリファレンスは Cisco Unified Communications Manager の管理ページで保持されてい

ます。

手順

ステップ 1 [コールルーティング (Call Routing)] > [コールピックアップグループ (Call Pickup Group)] を選択しま

す。

[ コールピックアップグループの検索と一覧表示 (Find and List Call Pickup Groups)] ウィンドウが表示

されます。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空になっていることを確認

し、「ステップ 3」 に進みます。

特定のレコードをフィルタリングまたは検索するには、次の操作を実行します。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスで、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスで、検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索文字を入力します。

（注） 別の検索条件を追加するには、[+] ボタンをクリックします。条件を追加した場合は、指定し

たすべての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、[–] ボタンをク

リックして、最後に追加された条件を削除するか、または [フィルタのクリア (Clear Filter)] ボ
タンをクリックして、追加されたすべての検索条件を削除します。

ステップ 3 [検索 (Find)] をクリックします。

すべてのレコードまたは条件に一致するレコードが表示されます。[ ページあたりの行数 (Rows per 
Page)] ドロップダウン リスト ボックスで別の値を選択すると、各ページに表示される項目数を変更で

きます。

（注） 適切なレコードの横にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削除 (Delete 
Selected)] をクリックすると、データベースから複数のレコードを削除できます。[すべてを選

択 (Select All)] をクリックして [選択項目の削除 (Delete Selected)] をクリックすると、この選

択対象として設定可能なすべてのレコードを削除できます。
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ステップ 4 表示されたレコード リストから、目的のレコードのリンクをクリックします。

（注） ソート順を逆にするには、リストのヘッダーにある上矢印または下矢印をクリックします（使

用可能な場合）。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

「関連項目」（P.6-37）を参照してください。

コール ピックアップ グループの設定

ここでは、1 つのコール ピックアップ グループを追加、コピー、および更新する方法について説明し

ます。

手順

ステップ 1 [コールルーティング (Call Routing)] > [コールピックアップグループ (Call Pickup Group)] を選択しま

す。

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

 • 新しいコール ピックアップ グループを追加するには、[ 新規追加 (Add New)] をクリックします。

 • コール ピックアップ グループをコピーするには、「コール ピックアップ グループの設定」

（P.6-27）の手順を使用して、コール ピックアップ グループを検索します。[ コピー (Copy)] アイ

コンをクリックします。

 • コール ピックアップ グループを更新するには、「コール ピックアップ グループの設定」（P.6-27）
の手順を使用して、コール ピックアップ グループを検索します。

[ コールピックアップグループの設定 (Call Pickup Group Configuration)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 適切な設定値を入力するか更新します（表 6-5 を参照）。

ステップ 4 新規コール ピックアップ グループまたは変更されたコール ピックアップ グループをデータベースに保

存するには、[保存 (Save)] をクリックします。

追加情報

「関連項目」（P.6-37）を参照してください。
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コール ピックアップ グループの設定項目

コール ピックアップ機能を使用すると、ユーザは、本人が所属するグループ内の着信コールを受ける

ことができます。Cisco Unified Communications Manager は、ユーザが Cisco Unified IP Phone から

この機能をアクティブにしたときに、適切なコール ピックアップ グループ番号を自動的にダイヤルし

ます。このタイプのコール ピックアップには、[ピック ] ソフトキーを使用します。

グループ コール ピックアップを使用すると、ユーザは、別のグループ内の着信コールを受けることが

できます。ユーザは、Cisco Unified IP Phone からこの機能をアクティブにするときに、適切なコール 
ピックアップ グループ番号をダイヤルする必要があります。このタイプのコール ピックアップには、

[Gピック ] ソフトキーを使用します。

（注） コール ピックアップ機能とグループ コール ピックアップ機能の設定手順は同じです。グループ コール 
ピックアップ番号は、回線または電話番号に適用されます。

表 6-1 に、コール ピックアップ機能およびグループ コール ピックアップ機能を設定する際のチェック

リストを示します。これらの機能の詳細については、「コール ピックアップの概要」（P.6-10）および 
「関連項目」（P.6-37）を参照してください。

表 6-5 に、コール ピックアップ グループの設定項目を示します。

表 6-5 コール ピックアップ グループの設定項目 

フィールド 説明

[コールピックアップグループ情報 (Call Pickup Group Information)]

[コールピックアップグループ名
(Call Pickup Group Name)]

最大で 100 文字の英数字を入力できます。たとえば、Operations 
のように入力します。ピックアップ グループ名は、ピックアップ 
グループ番号と関連付けられます。ピックアップ グループはピッ

クアップ グループ名で選択できます。

[コールピックアップグループ番

号 (Call Pickup Group Number)]
追加するコール ピックアップ グループ用の一意の電話番号（整数）

を入力します。

[説明 (Description)] コール ピックアップ グループの説明を入力します（たとえば、

Operations Department Group Pickup）。
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パーティション パーティションを使用してコール ピックアップ グループへのアクセ

スを制限する場合は、ドロップダウン リスト ボックスから希望の

パーティションを選択します。コール ピックアップ グループへのア

クセスを制限しない場合は、パーティションに [<なし>(<None>)] 
を選択します。

Max List Box Items エンタープライズ パラメータを使用すると、

このドロップダウン リスト ボックスに表示されるパーティション

の数を設定できます。Max List Box Items エンタープライズ パラ

メータの指定よりも多くのパーティションが存在する場合は、こ

のドロップダウン リスト ボックスの横に [検索 (Find)] ボタンが表

示されます。[検索 (Find)] ボタンをクリックして、[パーティショ

ンの検索と一覧表示 (Find and List Partitions)] ウィンドウを表示し

ます。『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレー
ション ガイド』の「パーティションの検索」の手順に従って、

パーティション名を検索および選択します。

（注） リスト ボックス項目の最大数を設定するには、[システム

(System)] > [エンタープライズパラメータ (Enterprise 
Parameters)] を選択し、[CCMAdmin Parameters] を選択し

ます。

（注） コール ピックアップ グループ番号とパーティションの組み

合せが、Cisco Unified Communications Manager クラスタ

内で固有であることを確認してください。

[コールピックアップグループの通知設定 (Call Pickup Group Notification Settings)]

[コールピックアップグループ通

知ポリシー (Call Pickup Group 
Notification Policy)]

ドロップダウン リスト ボックスから、次のいずれかの通知タイプ

を選択します。

 • [アラートなし (No Alert)] 

 • [オーディオアラート (Audio Alert)] 

 • [ビジュアルアラート (Visual Alert)] 

 • [オーディオおよびビジュアルアラート (Audio and Visual 
Alert)] 

[コールピックアップグループ通

知タイマー (Call Pickup Group 
Notification Timer、秒 )]

元の着信側にコールが最初に着信してから、それ以外のコール 
ピックアップ グループに通知を送信するまでの遅延時間を秒単位

（1 ～ 300 の範囲の整数）で入力します。

表 6-5 コール ピックアップ グループの設定項目 （続き）

フィールド 説明
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[コールピックアップグループ通知のコール情報表示 (Call Information Display For Call Pickup 
Group Notification)]

[発呼側情報 (Calling Party 
Information)] 

コール ピックアップ グループへのビジュアル通知メッセージに発

信側の ID を加えるには、このチェックボックスをオンにします。

[コールピックアップグループ通知ポリシー (Call Pickup Group 
Notification Policy)] が [ビジュアルアラート(Visual Alert)] または 
[オーディオおよびビジュアルアラート (Audio and Visual Alert)] 
に設定されている場合にだけ、この設定を使用できます。

[発呼側情報 (Calling Party Information)] と [着信側情報 (Called 
Party Information)] の両方を表示する場合、最初の 11 文字だけが

各ディスプレイに表示されます。どちらか一方だけを表示する場

合は、最初の 23 文字が表示されます。ただし、表示名に関連番号

がない機能タグ（[Conference] -> [Alice] など）が含まれる場合

は、このような文字数の制限はありません。

（注） アクティブな通知アラートが複数ある場合、最新のビジュ

アル アラートによってその前のアラートが無効になりま

す。ユーザがコール ピックアップをアクティブにすると、

電話機に現在ビジュアル アラートが表示されている場合で

も、ピックアップ可能な最も古いコールにユーザが接続さ

れます。発信側または着信側の情報を表示しないビジュア

ル通知を使用することで、この矛盾を回避することができ

ます。この設定を使用する場合、「コールがピックアップ

可能」という汎用メッセージが表示されます。自動コール 
ピックアップ（AutoCallPickupEnabled サービス パラメー

タ）が無効の場合は発信者の ID を取得できます。「自動

コール ピックアップ」（P.6-18）を参照してください。

表 6-5 コール ピックアップ グループの設定項目 （続き）

フィールド 説明
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[着信側情報 (Called Party 
Information)]

コール ピックアップ グループへのビジュアル通知メッセージに元

の着信側の ID を加えるには、このチェックボックスをオンにしま

す。[コールピックアップグループ通知ポリシー (Call Pickup 
Group Notification Policy)] が [ビジュアルアラート (Visual Alert)] 
または [オーディオおよびビジュアルアラート (Audio and Visual 
Alert)] に設定されている場合に、この設定を使用できます。

[発呼側情報 (Calling Party Information)] と [着信側情報 (Called 
Party Information)] の両方を表示する場合、最初の 11 文字だけが

各ディスプレイに表示されます。どちらか一方だけを表示する場

合は、最初の 23 文字が表示されます。ただし、表示名に関連番号

がない機能タグ（[Conference] -> [Alice] など）が含まれる場合

は、このような文字数の制限はありません。

（注） アクティブな通知アラートが複数ある場合、最新のビジュ

アル アラートによってその前のアラートが無効になりま

す。ただし、ユーザがコール ピックアップをアクティブに

すると、電話機に現在ビジュアル アラートが表示されてい

ない場合でも、ピックアップ可能な最も古いコールにユー

ザが接続されます。発信側または着信側の情報を表示しな

いビジュアル通知を使用することで、この矛盾を回避する

ことができます。この設定を使用する場合、「コールが

ピックアップ可能」という汎用メッセージが表示されま

す。自動コール ピックアップ（AutoCallPickupEnabled 
サービス パラメータ）が無効の場合は発信者の ID を取得

できます。「自動コール ピックアップ」（P.6-18）を参照し

てください。

[関連付け先コールピックアップグループ情報 (Associated Call Pickup Group Information)]：[番
号 /パーティションでピックアップ番号を検索 (Find Pickup Numbers by Numbers/Partition)]

[パーティション (Partition)] この表の [コールピックアップグループ情報 (Call Pickup Group 
Information)] の [パーティション (Partition)] を参照してください。

[コールピックアップグループ番

号に含まれる (Call Pickup 
Group Numbers Contain)] 

検索するコール ピックアップ グループの DN またはその一部を入

力し、[検索 (Find)] をクリックします。

[使用可能コールピックアップグ

ループ (Available Call Pickup 
Groups)]

[現在の関連付け先コールピックアップグループ (Current 
Associated Call Pickup Groups)] 領域にある関連付け先コール ピッ

クアップ グループ リストにメンバを追加するには、このリストか

ら DN/パーティションを選択し、[関連付け先コールピックアップ

グループに追加 (Add to Associated Pickup Groups)] をクリックし

ます。

設定されたグループが自動的に [現在の関連付け先コールピック

アップグループ (Current Associated Call Pickup Groups)] のリスト

に追加されます。これによって、[他Grp] ソフトキーを使用して、

ユーザがいるグループ内のコールを受けることができるようにな

ります。

[関連付け先コールピックアップグループ情報 (Associated Call Pickup Group Information)]：[現
在の関連付け先コールピックアップグループ (Current Associated Call Pickup Groups)]

表 6-5 コール ピックアップ グループの設定項目 （続き）

フィールド 説明
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追加情報

「関連項目」（P.6-37）を参照してください。

コール ピックアップ グループの削除

この項では、Cisco Unified Communications Manager データベースからコール ピックアップ グループ

を削除する方法について説明します。

始める前に

回線または電話番号に割り当てられているコール ピックアップ グループ番号を削除することはできま

せん。このコール ピックアップ グループを使用している電話番号のリストを表示するには、[依存関係

レコード (Dependency Records)] リンクをクリックします。依存関係レコードがシステムで使用できな

い場合は、[依存関係レコード要約 (Dependency Records Summary)] ウィンドウにメッセージが表示さ

れます。依存関係レコードの詳細については、『Cisco Unified Communications Manager アドミニスト
レーション ガイド』の「依存関係レコードへのアクセス」を参照してください。これらの電話番号の

コール ピックアップを再び有効にするには、各電話番号を新しいコール ピックアップ グループに割り

当て直す必要があります。詳細については、「電話番号へのコール ピックアップ グループの割り当て」

（P.6-35）を参照してください。

手順

ステップ 1 「コール ピックアップ グループの設定」（P.6-27）の手順を使用して、コール ピックアップ グループを

検索します。

ステップ 2 削除するコール ピックアップ グループをクリックします。

ステップ 3 [削除 (Delete)] をクリックします。

そのコール ピックアップ グループが [ コールピックアップグループの検索と一覧表示 (Find and List 
Call Pickup Groups)] ウィンドウに表示されなくなります。

追加情報

「関連項目」（P.6-37）を参照してください。

[選択されたコールピックアップ

グループ (Selected Call Pickup 
Groups)]

コール ピックアップ グループ リスト項目の順序を変更するには、

このボックスの右側の上矢印と下矢印を使用して、リスト項目を

移動します。リスト項目の順序を逆にするには、[選択された番号

の順番を逆にする (Reverse Order of Selected Numbers)] をクリッ

クします。このボックスから [削除されたコールピックアップグ

ループ (Removed Call Pickup Groups)] ボックスにコール ピック

アップ グループを移動するには、このボックスの下にある上矢印

と下矢印を使用します。

[削除されたコールピックアップ

グループ (Removed Call Pickup 
Groups)]

このボックスから [選択されたコールピックアップグループ

(Selected Call Pickup Groups)] ボックスにコール ピックアップ グ
ループを移動するには、このボックスの上にある上矢印と下矢印

を使用します。

表 6-5 コール ピックアップ グループの設定項目 （続き）

フィールド 説明
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他グループ コール ピックアップのピックアップ グループの定義

この項では、関連付けられたグループに対する着信コールに応答するために、ユーザのグループにコー

ル ピックアップ グループを関連付ける方法について説明します。グループには、最大 10 のコール 
ピックアップ グループを関連付けることができます。関連付けられたグループのコールに応答する優

先順位は、関連付けられたグループ リストで最初に関連付けられたグループから最後に関連付けられ

たグループの順になります。表 6-1 の説明のように、[コールピックアップグループの設定 (Call 
Pickup Group Configuration)] ウィンドウのリストを編成できます。

手順

ステップ 1 「コール ピックアップ グループの設定」（P.6-27）の手順を使用して、グループを検索します。

ステップ 2 [コールピックアップグループの設定 (Call Pickup Group Configuration)] ウィンドウで、[関連付け先

コールピックアップグループ情報 (Associated Call Pickup Group Information)] 領域までスクロールし

ます。

ステップ 3 表 6-5 の説明に従って、フィールドに情報を入力します。

ステップ 4 [保存 (Save)] をクリックします。

追加情報

「関連項目」（P.6-37）を参照してください。

電話番号へのコール ピックアップ グループの割り当て

この項では、電話番号にコール ピックアップ グループを割り当てる方法について説明します。コール 
ピックアップ グループに割り当てられた電話番号だけが、コール ピックアップ、グループ コール ピッ

クアップ、BLF コール ピックアップ、他グループ コール ピックアップ、およびダイレクト コール 
ピックアップを使用できます。

始める前に

電話番号にコール ピックアップ グループを割り当てる前に、「コール ピックアップ グループの設定」

（P.6-29）の説明に従ってコール ピックアップ グループを作成する必要があります。

手順

ステップ 1 [デバイス (Device)] > [電話 (Phone)] または [コールルーティング (Call Routing)] > [電話番号

(Directory Number)] を選択します。

ステップ 2 コール ピックアップ グループに割り当てる電話機または電話番号を検索するための検索条件を入力し、

[検索 (Find)] をクリックします。

検索条件に一致した電話機または電話番号のリストが表示されます。

ステップ 3 コール ピックアップ グループに割り当てる電話機または電話番号を選択します。

ステップ 4 [電話番号の設定 (Directory Number Configuration)] ウィンドウを使用している場合は、「ステップ 6」 
に進んでください。

ステップ 5 [電話の設定 (Phone Configuration)] ウィンドウの [割り当て情報 (Association Information)] リストか

ら、コール ピックアップ グループを割り当てる電話番号を選択します。
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ステップ 6 [コール転送とコールピックアップの設定 (Call Forward and Call Pickup Settings)] 領域に表示される 
[コールピックアップグループ (Call Pickup Group)] ドロップダウン リスト ボックスから、割り当て

先のコール ピックアップ グループを選択します。

ステップ 7 変更をデータベースに保存するには、[保存 (Save)] をクリックします。

追加情報

「関連項目」（P.6-37）を参照してください。

ハント パイロットへのコール ピックアップ グループの割り当て

この項では、ハント パイロットにコール ピックアップ グループを割り当てる方法について説明しま

す。コール ピックアップ グループに割り当てられたハント リストだけが、コール ピックアップ、グ

ループ コール ピックアップ、BLF コール ピックアップ、他グループ コール ピックアップ、およびダ

イレクト コール ピックアップを使用できます。

始める前に

ハント リストにコール ピックアップ グループを割り当てる前に、「コール ピックアップ グループの設

定」（P.6-29）の説明に従ってコール ピックアップ グループを作成する必要があります。

手順

ステップ 1 [コールルーティング (Call Routing)] > [ルート /ハント (Route/Hunt)] > [ハントパイロット (Hunt 
Pilot)] の順に選択します。

ステップ 2 コール ピックアップ グループに割り当てるハント パイロットを検索するための検索条件を入力し、[検
索 (Find)] をクリックします。検索条件と一致するハント パイロットのリストが表示されます。

ステップ 3 コール ピックアップ グループに割り当てるハント パイロットを選択します。

ステップ 4 [ハント転送の設定 (Hunt Forward Settings)] 領域に表示される [コールピックアップグループ (Call 
Pickup Group)] ドロップダウン リスト ボックスから、割り当て先のコール ピックアップ グループを選

択します。

ステップ 5 変更をデータベースに保存するには、[保存 (Save)] をクリックします。

追加情報

 • 「ハント リストでのコール ピックアップ機能の使用」（P.6-20）

 • 「関連項目」（P.6-37）
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関連項目
 • 「コール ピックアップおよびグループ コール ピックアップの設定チェックリスト」（P.6-1）

 • 「他グループ コール ピックアップの設定チェックリスト」（P.6-3）

 • 「ダイレクト コール ピックアップの設定チェックリスト」（P.6-5）

 • 「BLF コール ピックアップの設定チェックリスト」（P.6-7）

 • 「コール ピックアップの概要」（P.6-10）

 • 「コール ピックアップ」（P.6-11）

 • 「グループ コール ピックアップ」（P.6-11）

 • 「他グループ コール ピックアップ」（P.6-12）

 • 「ダイレクト コール ピックアップ」（P.6-12）

 • 「BLF コール ピックアップ」（P.6-17）

 • 「自動コール ピックアップ」（P.6-18）

 • 「パーティションによりアクセスを制限するコール ピックアップ機能の使用」（P.6-22）

 • 「コール ピックアップ通知」（P.6-22）

 • 「コール ピックアップのシステム要件」（P.6-23）

 • 「インタラクションおよび制限事項」（P.6-24）

 • 「コール ピックアップのインストールとアクティブ化」（P.6-26）

 • 「コール ピックアップ機能の設定」（P.6-26）

 • 「コール ピックアップのサービス パラメータの設定」（P.6-27）

 • 「コール ピックアップ グループの設定」（P.6-27）

 • 「コール ピックアップ グループの検索」（P.6-28）

 • 「コール ピックアップ グループの設定」（P.6-29）

 • 「コール ピックアップ グループの設定項目」（P.6-30）

 • 「コール ピックアップ グループの削除」（P.6-34）

 • 「他グループ コール ピックアップのピックアップ グループの定義」（P.6-35）

 • 「電話番号へのコール ピックアップ グループの割り当て」（P.6-35）

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「電話番号の設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「Cisco Unified IP 
Phone の設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「パーティションの設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「ルート プラン レ
ポート」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「Time-of-Day ルーティング」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「ソフトキー テン

プレートの設定」

 • 『Cisco Unified IP Phone Administration Guide for Cisco Unified Communications Manager』（すべ

てのモデル）

 • Cisco Unified IP Phone のユーザ資料とリリース ノート（すべてのモデル）
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コール スロットリングおよび Code Yellow 
状態

コール スロットリングを使用すると、Cisco Unified Communications Manager は、さまざまな要因

（負荷の高いコール アクティビティ、Cisco Unified Communications Manager に対する CPU 稼動率の

低下、ルーティング ループ、ディスク入出力の制限、ディスク フラグメンテーションのようなイベン

トなど）でダイヤル トーンの遅延（ユーザがオフフックにしてからダイヤル トーンを受信するまでの

間隔）が発生する可能性があると判断した場合、新しいコールの試行を自動的にスロットル（拒否）す

ることができます。

この章では、コール スロットリングに関する次の情報を提供します。

 • 「コール スロットリングの概要」（P.7-1）

 • 「コール スロットリングのトラブルシューティング」（P.7-3）

 • 「関連項目」（P.7-3）

コール スロットリングの概要
コール スロットリングは、Cisco Unified Communications Manager が上記のような状態が存在すると

判断したときに自動的に実行され、そのような状態が緩和されたときにシステムは自動的にスロットリ

ングを終了します。コール スロットリングの開始と終了に関連付けられたパラメータを設定するには、

Cisco Unified Communications Manager の管理ページ（[システム (System)] > [サービスパラメータ

(Service Parameters)]）でいくつかのサービス パラメータを使用します。ただし、シスコのカスタマー 
サポートが推奨する場合を除き、これらのパラメータを変更することはお勧めしません。サービス パ
ラメータへのアクセス方法、およびサービス パラメータの設定方法については、『Cisco Unified 
Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「サービス パラメータの設定」を参照

してください。

Cisco Unified Communications Manager は、コール スロットリングに関連するパラメータで指定され

ている値を使用して、ダイヤル トーンの遅延の可能性を評価し、コール スロットリングが必要でなく

なった状態を判断します。ダイヤル トーンの過剰な遅延を回避するためにスロットリングが必要に

なったときに、Cisco Unified Communications Manager は Code Yellow 状態に入り、新しいコールの

試行がスロットル（拒否）されます。コール スロットリングは、System Throttle Sample Size サービ

ス パラメータを使用して無効にできますが、コール スロットリングを無効にすることはお勧めしませ

ん。次に、コール スロットリングに関連するいくつかのサービス パラメータの定義を示します。
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 • Code Yellow Entry Latency は、システム内のさまざまなデバイスから Cisco Unified 
Communications Manager に送信される SDL メッセージに加え、さまざまアクティビティ（キー

プアライブ、変更通知、多様な内部メッセージングなど）に関して Cisco Unified Communications 
Manager で送受信される大量の内部メッセージを処理する際の最大許容遅延をミリ秒単位で定義

します。計算された平均予想遅延がこのサービス パラメータで指定されている値を超える場合、

Cisco Unified Communications Manager は Code Yellow 状態に入ってコール スロットリングを開

始し、新しいコールの受け入れを停止します。

 • Code Yellow Exit Latency Calculation は、Cisco Unified Communications Manager がコール ス
ロットリングを開始したときに Code Yellow 状態の終了基準（Code Yellow 終了遅延）を指定する

ために、Code Yellow Entry Latency の許容可能なパーセンテージを決定します。このパラメータ

に指定する値を基礎として、Code Yellow Entry Latency パラメータの値（ミリ秒単位で指定する

遅延）を使用する数式が構成されます。パーセンテージを決定するには、「Code Yellow Entry 
Latency 値 × Code Yellow Exit Latency 値」という数式を使用します。次の例を参考にしてくださ

い。

Code Yellow Entry Latency サービス パラメータ値：20 ミリ秒 

Code Yellow Exit Latency サービス パラメータ値：40% 

Code Yellow Exit Latency 値 = 20 × 0.4 = 8 ミリ秒。つまり、計算されたメッセージ遅延時間が 8 ミ
リ秒以下に低下すると、Cisco Unified Communications Manager は Code Yellow 状態を終了します。

Code Yellow 状態から脱するために、Cisco Unified Communications Manager は平均予想遅延が 
Code Yellow 終了遅延の値より小さいことを確認します。

 • Code Yellow Duration は、Cisco Unified Communications Manager システムが Code Yellow 状態

（コール スロットリング）を保持する時間を分単位で指定します。この期間が満了しても、システ

ムが引き続き Code Yellow 状態にある場合、Cisco Unified Communications Manager は Code Red 
状態に入ります。これは Cisco Unified Communications Manager が長期間にわたって Code 
Yellow 状態にあり、回復できないことを示します。Cisco Unified Communications Manager が 
Code Red 状態に入ると、Cisco CallManager サービスが再起動します。このサービスは、障害の

分析に利用できるメモリ ダンプを生成します。

 • System Throttle Sample Size は、Cisco Unified Communications Manager が SDL メッセージを処

理する平均予想遅延を計算するために使用する、サンプルのサイズを秒単位で示します。たとえ

ば、サンプル サイズ 10 は、Cisco Unified Communications Manager が、平均予想遅延を計算し

て、それを CodeYellow Entry Latency パラメータの値と比較する前に、10 秒連続してゼロ以外の

遅延値を計算する必要があることを意味します。このパラメータを使用して、コール スロットリ

ングを無効にできます。

ダイヤル トーンの遅延が、コール スロットリング関連のサービス パラメータで設定されているしきい

値を超えると計算された場合、Cisco Unified Communications Manager は新しいコールの拒否を開始

します。コール スロットリングが行われているとき、新しいコールを試行するユーザはリオーダー音

を受信します。電話機モデルによっては、電話機のディスプレイにプロンプトが表示される場合もあり

ます。コール スロットリングは、ユーザが新しいコールの発信を試行するときの問題を効果的に回避

しますが、オフフックにしてからダイヤル トーンを受信するまでの遅延時間が過度に長くなると、

ユーザの反応（たとえば、システム管理者への苦情、システム ダウンや電話機の故障についての問い

合せなど）を引き起こします。Cisco Unified Communications Manager は、そのような遅延が発生す

るタイミングを予測するため、複雑なアルゴリズムを使用して常時システムを監視します。

ダイヤル トーンへの遅延がコール スロットリング関連のサービス パラメータのガイドラインの範囲内

である場合は、Cisco Unified Communications Manager は Code Yellow 状態を終了してスロットリン

グを中止します。新しいコール イベントは再び許可されるようになります。
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コール スロットリングのトラブルシューティング
CCM/SDI および SDL トレース ファイルは、コール スロットリング イベントを記録して、役立つ情報

を提供できます。また、多くの場合、デバッグ用のパフォーマンス監視データも必要になります。

Cisco CallManager System Performance オブジェクト（Real-Time Monitoring Tool で表示可能）には、

ThrottlingSampleActivity と呼ばれるカウンタが含まれています。このカウンタは、Cisco Unified 
Communications Manager が遅延にゼロ以外の値を計算したかどうかを示し、システムのビジー状態の

程度を把握するのに役立ちます。このカウンタが頻繁にゼロ以外の値になる場合、システムの潜在的な

過負荷状態を示している可能性があります。Code Yellow イベントの可能性を回避するには、システム

の過負荷状態を発生させていると考えられる原因（負荷の高いコール アクティビティ、Cisco Unified 
Communications Manager に対する CPU 稼動率の低下、ルーティング ループ、ディスク入出力の制

限、ディスク フラグメンテーションのようなイベントなど）を検討し、それらの可能性の調査を開始

します。

一般に、コール スロットリング イベントが繰り返される場合は、Cisco Technical Assistance Center
（TAC）のサポートを受ける必要があります。TAC では、より厳密な検査を行うために、これらのト

レース ファイルの提示を求めることがあります。

関連項目
 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「サービス パラ

メータの設定」
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発信側の正規化

E.164 標準に従い、発信側を正規化すると、一部の電話機のダイヤル機能が拡張され、コールが地理的

に異なる複数の場所にルーティングされる場合の折返し機能が向上します。つまり、この機能により、

着信側は、電話機のコール ログ ディレクトリ内の電話番号を修正する必要なく、確実にコールを返す

ことができます。さらに、発信側の正規化により、電話番号をグローバル化またはローカライズできる

ため、適切な発信側番号が電話機に表示されます。

ヒント 発信側の正規化を設定すると、コールが IP WAN を経由して複数の場所にルーティングされる場合の

トール バイパスに関する問題が軽減されます。さらに、Cisco Unified Communications Manager では、

コールの発信元を識別し、電話機ユーザの発信側番号をグローバル化またはローカライズできます。

この章では、発信側の正規化に関する次の情報を提供します。

 • 「発信側の正規化の設定チェックリスト」（P.8-2）

 • 「発信側の正規化の概要」（P.8-4）

 – 「発信側番号のグローバル化」（P.8-5）

 – 「発信側番号のローカライズ」（P.8-8）

 – 「グローバル発信側番号と対応するローカル番号のマッピング」（P.8-10）

 • 「システム要件」（P.8-12）

 • 「インタラクションおよび制限事項」（P.8-12）

 • 「発信側の正規化のインストールとアクティブ化」（P.8-16）

 • 「発信側の正規化の設定」（P.8-17）

 • 「エンド ユーザへの情報の提供」（P.8-31）

 • 「関連項目」（P.8-31）
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発信側の正規化の設定チェックリスト
E.164 標準に従い、発信側を正規化すると、一部の電話機のダイヤル機能が拡張され、コールが地理的

に異なる複数の場所にルーティングされる場合の折返し機能が向上します。つまり、この機能により、

着信側は、電話機のコール ログ ディレクトリ内の電話番号を修正する必要なく、確実にコールを返す

ことができます。さらに、発信側の正規化により、電話番号をグローバル化またはローカライズできる

ため、適切な発信側番号が電話機に表示されます。

ヒント 発信側の正規化を設定すると、コールが IP WAN を経由して複数の場所にルーティングされる場合の

トール バイパスに関する問題が軽減されます。さらに、Cisco Unified Communications Manager では、

コールの発信元を識別し、電話機ユーザの発信側番号をグローバル化またはローカライズできます。

表 8-1 に、発信側番号をグローバル化およびローカライズするために実行するタスクを示します。発信

側の正規化の詳細については、「発信側の正規化の概要」（P.8-4）および 「関連項目」（P.8-31）を参照

してください。

表 8-1 発信側の正規化の設定チェックリスト 

設定手順 関連手順と関連項目

ステップ 1 この機能のインタラクションと制限事項を確認します。 「発信側番号のグローバル化」（P.8-5）

「発信側番号のローカライズ」（P.8-8）

「インタラクション」（P.8-12）

「制限事項」（P.8-16）

ステップ 2 まだ実行していない場合は、Cisco Unified サービスアビリティ 
で Cisco CallManager サービスをアクティブにします。

『Cisco Unified Serviceability Administration 
Guide』

発信側番号のグローバル化

ステップ 1 必要な場合は、[発呼側番号タイプ (Calling Party Number 
Type)] を設定します。

「発信側番号のグローバル化」（P.8-5）

「発呼側番号タイプの設定」（P.8-19）

ステップ 2 PSTN 経由の国内、国際、加入者、および不明の各着信コール

について、それぞれのコール タイプに関連付けるプレフィック

スを作成します。各デバイス タイプ（電話機、MGCP ゲート

ウェイ、H.323 ゲートウェイ /トランク、SIP トランクなど）の

プレフィックスを作成します。

「発信側番号のグローバル化」（P.8-5）

「発信側の正規化のサービス パラメータの設

定」（P.8-17）

ステップ 3 サービス プロバイダーが発信側番号に先行桁（たとえば、ゼ

ロ）を付加している状況で、これらの桁を除去してから他の桁

を付加する必要がある場合（たとえば、先行桁が E.164 番号に

含まれていないときに、発信側番号を E.164 形式に変換する場

合）、表 8-7 に示すフィールドを設定することによって、Cisco 
Unified Communications Manager で着信コール発信側番号にプ

レフィックスが適用される前に確実に先行桁が除去されるよう

に指定できます。

「発信側番号をローカライズするための発呼

側トランスフォーメーション コーリング 
サーチ スペース（CSS）の適用」（P.8-29）
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ステップ 4 [コールルーティング (Call Routing)] > [コントロールのクラス

(Class of Control)] > [コーリングサーチスペース (Calling 
Search Space)] で、発呼側トランスフォーメーション パターン

用のさまざまなパーティションを作成します。

各種発呼側トランスフォーメーション パターンおよび各種番号

タイプ用にそれぞれ別個のパーティションと Calling Search 
Space（CSS; コーリング サーチ スペース）を作成します。

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「パーティ

ションの設定」

ステップ 5 [コールルーティング (Call Routing)] > [コントロールのクラス

(Class of Control)] > [コーリングサーチスペース (Calling 
Search Space)] で、各種発呼側番号タイプ用の着信コール発信

側番号コーリング サーチ スペース（CSS）を作成します。たと

えば、国内発呼側番号タイプ用の CSS や国際発呼側番号タイプ

用の CSS などを作成します。

CSS の [コーリングサーチスペースの設定 (Calling Search 
Space Configuration)] ウィンドウで、発呼側トランスフォー

メーション パターン用に作成したパーティションを [使用可能

なパーティション (Available Partitions)] ペインに移動します。

作成した各 CSS に対してこのタスクを実行します。

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「コーリン

グ サーチ スペースの設定」

ステップ 6 [コールルーティング (Call Routing)] > [トランスフォーメー

ションパターン (Transformation Pattern)] > [発呼側トランス

フォーメーションパターン (Calling Party Transformation 
Pattern)] を選択し、発呼側トランスフォーメーション パターン

を作成します。[発呼側トランスフォーメーションパターンの設

定 (Calling Party Transformation Pattern Configuration)] ウィン

ドウで、着信発呼側トランスフォーメーション CSS に関連付け

られたパーティションを発呼側トランスフォーメーション パ
ターンに割り当てます。

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「発呼側ト

ランスフォーメーション パターンの設定」

ステップ 7 [ゲートウェイの設定 (Gateway Configuration)] や SIP の [トラ

ンクの設定 (Trunk Configuration)] などのデバイス設定ウィンド

ウで、適切な着信発呼側トランスフォーメーション CSS を選択

します。

ヒント デバイスの設定ウィンドウで着信コール発信側番号 CSS 
を選択するには、着信発呼者の番号の設定ペインで発呼
側番号タイプに対応する [コーリングサーチスペース
(Calling Search Space)] 項目を設定します。

「発信側番号をローカライズするための発呼

側トランスフォーメーション コーリング 
サーチ スペース（CSS）の適用」（P.8-29）

発信側番号のローカライズ

ステップ 1 [コールルーティング (Call Routing)] > [コントロールのクラス

(Class of Control)] > [コーリングサーチスペース (Calling 
Search Space)] で、発呼側トランスフォーメーション パターン

のパーティションを作成します。

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「パーティ

ションの設定」

表 8-1 発信側の正規化の設定チェックリスト （続き）

設定手順 関連手順と関連項目
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発信側の正規化の概要
E.164 標準に従い、発信側を正規化すると、一部の電話機のダイヤル機能が拡張され、コールが地理的

に異なる複数の場所にルーティングされる場合の折返し機能が向上します。つまり、この機能により、

着信側は、電話機のコール ログ ディレクトリ内の電話番号を修正する必要なく、確実にコールを返す

ことができます。さらに、発信側の正規化により、電話番号をグローバル化またはローカライズできる

ため、適切な発信側番号が電話機に表示されます。

ヒント 発信側の正規化を設定すると、コールが IP WAN を経由して複数の場所にルーティングされる場合の

トール バイパスに関する問題が軽減されます。さらに、Cisco Unified Communications Manager では、

コールの発信元を識別し、電話機ユーザの発信側番号をグローバル化またはローカライズできます。

ステップ 2 [コールルーティング (Call Routing)] > [コントロールのクラス

(Class of Control)] > [コーリングサーチスペース (Calling 
Search Space)] で発呼側トランスフォーメーション CSS を作成

します。その発呼側トランスフォーメーション CSS の [コーリ

ングサーチスペースの設定 (Calling Search Space 
Configuration)] ウィンドウで、発呼側トランスフォーメーショ

ン パターン用に作成したパーティションを [使用可能なパー

ティション (Available Partitions)] ペインに移動します。

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「コーリン

グ サーチ スペースの設定」

ステップ 3 [コールルーティング (Call Routing)] > [トランスフォーメー

ションパターン (Transformation Pattern)] > [発呼側トランス

フォーメーションパターン (Calling Party Transformation 
Pattern)] を選択し、発呼側トランスフォーメーション パターン

を作成します。[発呼側トランスフォーメーションパターンの設

定 (Calling Party Transformation Pattern Configuration)] ウィン

ドウで、発呼側トランスフォーメーション CSS に関連付けられ

たパーティションを発呼側トランスフォーメーション パターン

に割り当てます。

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「発呼側ト

ランスフォーメーション パターンの設定」

ステップ 4 デバイスの設定ウィンドウ、たとえば、[ゲートウェイの設定

(Gateway Configuration)]、[電話の設定 (Phone 
Configuration)]、[トランクの設定 (Trunk Configuration)]、
[CTIルートポイントの設定 (CTI Route Point Configuration)] な
どのウィンドウで、発呼側トランスフォーメーション CSS を選

択します。

ヒント デバイスの設定ウィンドウで発呼側トランスフォーメー
ション CSS を選択するには、[発呼側トランスフォー
メーションCSS(Calling Party Transformation CSS)] を設
定します（[コーリングサーチスペース (Calling Search 
Space)] ではありません）。デバイスで、そのデバイスが
使用するデバイス プールに割り当てられた発呼側トラン
スフォーメーション CSS を使用するには、[デバイス
プールの発呼側トランスフォーメーションCSSを使用
(Use the Device Pool Calling Party Transformation CSS)] 
チェックボックスをオンにします。

「発信側番号をローカライズするための発呼

側トランスフォーメーション コーリング 
サーチ スペース（CSS）の適用」（P.8-29）

表 8-1 発信側の正規化の設定チェックリスト （続き）

設定手順 関連手順と関連項目
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この項は、次の内容で構成されています。

 • 「発信側番号のグローバル化」（P.8-5）

 • 「発信側番号のローカライズ」（P.8-8）

 • 「グローバル発信側番号と対応するローカル番号のマッピング」（P.8-10）

発信側番号のグローバル化

ヒント ここでは、発信側番号をグローバル化するために設定できる国際エスケープ文字 + については説明し

ていません。国際エスケープ文字の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager システ
ム ガイド』の「国際エスケープ文字 + の使用」を参照してください。

この項は、次の内容で構成されています。

 • 「発信側番号のグローバル化の説明」（P.8-5）

 • 「発信側番号をグローバル化するための Cisco Unified Communications Manager の管理ページの設

定ウィンドウ」（P.8-6）

発信側番号のグローバル化の説明

地理的に異なる複数の場所にルーティングされたコールの発信側番号をグローバル化するために、

Cisco Unified Communications Manager を使用して、PSTN が提供する発呼側番号タイプに基づき、

必要なアクセス コードのプレフィックス、エスケープ コード、国番号などを設定できます。PSTN が
提供する発呼側番号タイプによって、着信コールが、国内コール、国際コール、加入者コール、または

不明のコールのどれとして PSTN から到達したかがわかります。たとえば、コールがハンブルグ内の

発信者からハンブルグ内のエンタープライズ ゲートウェイに発信された場合、コールは発信側番号 
69XXXXXXX と番号タイプ「加入者」として Cisco Unified Communications Manager に到達します。

ただし、コールがフランクフルト内の発信者からハンブルグ内のエンタープライズ ゲートウェイに発

信された場合は、コールは発信側番号 69XXXXXXX と番号タイプ「国内」として Cisco Unified 
Communications Manager に到達します。

Cisco Unified Communications Manager の管理ページで [発呼側番号タイプ (Calling Party Number 
Type)] とプレフィックスを設定すると、Cisco Unified Communications Manager が、必要なアクセス 
コード、国際アクセス コードなどを発信側番号にプレフィックスとして付加することで、発信側番号

を PSTN ローカライズ バージョンからグローバルにダイヤル可能なバージョンへ再フォーマットでき

ます。着信側および発信側の両方で、トランスレーション パターン、発呼側トランスフォーメーショ

ン パターン、ルート パターンなどのさまざまなパターンに対して発呼側番号タイプを設定することで、

Cisco Unified Communications Manager は、着信コールと発信コールのさまざまな段階で番号タイプ

を付加できます。Cisco Unified Communications Manager が発信側番号をグローバル化した後、コー

ルはその宛先に予想どおりにルーティングされます。

ヒント サービス プロバイダーが発信側番号に先行桁（たとえば、ゼロ）を付加している状況で、これらの桁

を除去してから他の桁を付加する必要がある場合（たとえば、先行桁が E.164 番号に含まれていないと

きに、発信側番号を E.164 形式に変換する場合）、桁の除去に関するフィールドを設定することによっ

て、Cisco Unified Communications Manager で着信コール発信側番号にプレフィックスが適用される

前に確実に先行桁が除去されるように指定できます。詳細については、「[削除桁数 (Strip Digits)] 
フィールドの設定に関する考慮事項」（P.8-22）を参照してください。
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発信側番号のグローバル化およびローカライズの設定に応じて、電話機ユーザは、ローカライズされた

番号、アクセス コードとプレフィックスが付加されてグローバル化された番号、または国際エスケー

プ文字 + が付加された発信側番号を確認できます。たとえば、ローカライズされた発信側番号が電話

スクリーンに表示され、グローバル化された番号が電話機のコール ログ ディレクトリに表示されます。

また、グローバル化された発信側番号とローカライズされた発信側番号の両方が [コールの詳細 ] に表

示される場合もあります。

電話機ユーザが発信前に電話機のコール ログ ディレクトリのエントリを編集する必要がないようにす

るには、コールを正しいゲートウェイにルーティングするため、グローバル発信側番号を対応するロー

カル番号にマッピングします。「グローバル発信側番号と対応するローカル番号のマッピング」

（P.8-10）に説明されているとおり、コールを正しくルーティングするために、ルート パターンと着信

側トランスフォーメーション パターンを使用できます。

発信側番号をグローバル化するための Cisco Unified Communications Manager の管理ページの
設定ウィンドウ

表 8-2 に、Cisco Unified Communications Manager の管理ページの設定ウィンドウを示します。これ

らの設定ウィンドウでは、プレフィックス、プレフィックスの適用前に発信側番号から除去する先行桁

数、およびさまざまな発呼側番号タイプ（加入者、国内など）用の着信発呼側トランスフォーメーショ

ン CSS を設定できます。

表 8-2 発信側番号をグローバル化するための設定ウィンドウ 

設定ウィンドウ 考慮事項

デバイス プール デバイス プールで、デジタル ゲートウェイまたはトランクをサポートする

プレフィックスを設定できます。

また、サービス プロバイダーが発信側番号に桁を付加している場合は、

Cisco Unified Communications Manager にプレフィックスの適用前に発信側

番号から除去させる先行桁数を設定できます。

このウィンドウでは、デバイスのタイプに応じて、さまざまな発呼側番号タ

イプ（加入者、不明など）用に着信発呼側トランスフォーメーション CSS を
適用できます。この CSS を設定すると、デバイスで発呼側番号タイプに基づ

いて発信側番号をグローバル化できるようになります。
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ゲートウェイ H.323、MGCP（T1-PRI/BRI）、および MGCP（E1-PRI/BRI）のゲート

ウェイのプレフィックスを設定できます。

地理的に異なる複数の場所にゲートウェイがある場合は、[ゲートウェイの

設定 (Gateway Configuration)] ウィンドウで各ゲートウェイのプレフィック

スを設定できます。たとえば、ゲートウェイが RTP にあり、着信コールの発

信者 ID が 555 1212 である場合は、発信者 ID にプレフィックス 919 を付加

し、9195551212 とします。ただし、コールを別のゲートウェイ（たとえば、

ダラスにあるゲートウェイ）にルーティングする場合は、ダラスのエリア 
コードが 214 であるため、最終宛先に到達する前に、プレフィックスが 
91919 ではなく 91214 と表示されるようにします。

着信コールの発信側番号をグローバル化するには、着信コールを処理する

ゲートウェイのプレフィックスを設定する必要があります。また、サービス 
プロバイダーが発信側番号に桁を付加している場合は、Cisco Unified 
Communications Manager にプレフィックスの適用前に発信側番号から除去

させる先行桁数を設定できます。

このウィンドウでは、デバイスのタイプに応じて、さまざまな発呼側番号タ

イプ（加入者、不明など）用に着信発呼側トランスフォーメーション CSS を
適用できます。この CSS を設定すると、デバイスで発呼側番号タイプに基づ

いて発信側番号をグローバル化できるようになります。

必要に応じて、デバイス プール内で選択してデバイスに適用した発呼側トラ

ンスフォーメーション CSS を適用できます。

トランク すべてのトランク タイプのプレフィックスを設定できます。SIP トランク

は、[不明 (Unknown)] タイプの発呼側番号の着信発呼側設定（プレフィック

ス、削除桁数など）だけをサポートしています。

また、サービス プロバイダーが発信側番号に桁を付加している場合は、

Cisco Unified Communications Manager にプレフィックスの適用前に発信側

番号から除去させる先行桁数を設定できます。

このウィンドウでは、デバイスのタイプに応じて、さまざまな発呼側番号タ

イプ（加入者、不明など）用に着信発呼側トランスフォーメーション CSS を
適用できます。この CSS を設定すると、デバイスで発呼側番号タイプに基づ

いて発信側番号をグローバル化できるようになります。

必要に応じて、デバイス プール内で選択してデバイスに適用した発呼側トラ

ンスフォーメーション CSS を適用できます。

表 8-2 発信側番号をグローバル化するための設定ウィンドウ （続き）

設定ウィンドウ 考慮事項
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発信側番号のローカライズ

発信側番号の最終表示のために、Cisco Unified Communications Manager では、各発呼側番号タイプ

（国内、国際、加入者、および不明）の発呼側トランスフォーメーション パターンを設定できるため、

番号は、エンド ユーザの予想どおりに電話機に表示されます。つまり、発呼側トランスフォーメー

ション パターンを設定して、発信側番号の桁を除去したり追加したりできます。電話機で認識可能な

最短の番号を表示するために、発信側と着信側の場所に応じて、不要な国番号、国際アクセス コード

などを除去できます。

ヒント 発呼側トランスフォーメーション パターンを設定する目的は、ルーティングではなく、発信側に対し

て状況依存の変更を提供することです。

サービス パラメータ [サービスパラメータ設定 (Service Parameter Configuration)] ウィンドウで

は、プレフィックス サービス パラメータ Incoming Calling Party National 
Number Prefix、Incoming Calling Party International Number Prefix、
Incoming Calling Party Subscriber Number Prefix、および Incoming Calling 
Party Unknown Number Prefix がそれぞれ電話機、H.323、MGCP、および 
SIP に対して表示されます（SIP の場合は「Unknown」のパラメータだけ）。

ネットワーク内に単一の H.323、MGCP（T1-PRI/BRI）、または MGCP
（E1-PRI/BRI）のゲートウェイがある場合、その特定のゲートウェイ タイプ

に対し、Cisco CallManager サービスをサポートするプレフィックス サービ

ス パラメータを [サービスパラメータ設定 (Service Parameter 
Configuration)] ウィンドウで設定できます。特定のゲートウェイ タイプ（た

とえば H.323）のプレフィックス サービス パラメータを設定すると、Cisco 
Unified Communications Manager の管理ページで設定するすべての H.323 
ゲートウェイがそのサービス パラメータを使用するので、注意してください

（ただし、[ゲートウェイの設定 (Gateway Configuration)] ウィンドウで特定

のゲートウェイに対してプレフィックスを設定する場合は例外です）。

プレフィックス サービス パラメータでは、コロン（:）を設定して、Cisco 
Unified Communications Manager にプレフィックスの適用前に発信側番号

から先行桁を除去させるように指定できます。詳細については、「発信側の

正規化のサービス パラメータの設定」（P.8-17）を参照してください。

表 8-2 発信側番号をグローバル化するための設定ウィンドウ （続き）

設定ウィンドウ 考慮事項
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例 8-1 に、グローバル化された発信側番号をローカライズするためにトランスフォーメーション パ
ターンを設定する方法を示します。

例 8-1 発信側番号表示のローカライズ

ヒント 発信側番号は、ローカライズする前にグローバル化できます。例 8-1 の発信側番号をローカライズ前に

グローバル化するには、管理者は、ハンブルグの着信ゲートウェイに、番号タイプが [加入者

(Subscriber)] の場合はプレフィックス +4940 を付加、番号タイプが [国内 (National)] の場合はプレ

フィックス +49 を付加、番号タイプが [国 ¤(International)] の場合はプレフィックス + を付加、といっ

た情報を設定します。管理者は、ゲートウェイを設定した後、表 8-3 に示すトランスフォーメーション 
パターンを設定します。 
 

発信側番号をローカライズ前にグローバル化するために、Cisco Unified Communications Manager で
は、発呼側トランスフォーメーションの適用前に、発呼側番号タイプに基づいてプレフィックスと桁除

去の設定が適用されます。

たとえば、ハンブルグ内の二者間でコールが発生するとします。ハンブルグ内の PSTN 経由の着信

コールは、+49 40 69XXXXXXX としてグローバル化されますが、管理者は、それがハンブルグ内の

着信側のデスクトップ電話機に到達する前に、発信側番号をローカライズするための複数のトランス

フォーメーション パターンを設定しています。これらのトランスフォメーション パターンは、Closest 
Match ルーティングを使用して不要な数字を除去し、内部には表 8-3 に示すような設定を保持していま

す。

番号分析照合セマンティックスを使用することで、表 8-3 のパターンはすべて、提供されたダイヤル 
ストリングと照合されます。ただし、トランスフォーメーション パターン 1 は、ハンブルグ内のコー

ルに対する Closest-Match を構成しており、コールがドイツおよびハンブルグからの場合、ドイツの国

番号 49 とハンブルグの市番号 40 を除去し、発信側番号にプレフィックス 0 を付加することを示して

います。したがって、コールの双方がハンブルグ内の場合、+494069XXXXXXX は 069XXXXXXX 
に変更されます。

発信者がフランクフルトから発信する場合は、トランスフォーメーション パターン 1 は照合されず、

トランスフォーメーション パターン 2 と 3 が照合されます。最適な一致を表示するため、トランス

フォーメーション パターン 2 は、システムが + とドイツの国番号 49 を除去してから、プレフィックス 
00 を発信側番号に付加する必要があることを示しています。そのため、フランクフルトからハンブル

グへの長距離電話は、+494069XXXXXXX から 0069XXXXXXX に変更されます。

発信者が国外の場合は、トランスフォーメーション パターン 3 が機能します。これは、Cisco Unified 
Communications Manager が国際エスケープ文字 + を除去し、ドイツの国際コード 000 をプレフィック

スとして発信側番号に付加するからです。

表 8-3 発呼側トランスフォーメーション パターン（例）

発呼側トランスフォーメーショ

ン パターン 1
発呼側トランスフォーメーショ

ン パターン 2
発呼側トランスフォーメーショ

ン パターン 3

¥+4940.!（パターンの設定） ¥+49.! ¥+.!

discard Predot（数字破棄命令の

設定）

discard Predot discard Predot

prefix 0（プレフィックス番号の

設定）

prefix 00 prefix 000

[加入者 (Subscriber)]（発呼側番

号タイプの設定）

[国内 (National)] [国際 (International)]
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ヒント Cisco Unified Communications Manager の管理ページ内の電話デバイス タイプ、CTI ルート ポイン

ト、ゲートウェイ、リモート接続先プロファイル、およびトランクはすべて、それぞれに発信側番号を

ローカライズします。デバイスが確実に発信側番号をローカライズできるようにするには、発呼側トラ

ンスフォーメーション CSS（コーリング サーチ スペース）を設定し、それをデバイスに割り当てる必

要があります。発呼側トランスフォーメーション CSS は、発呼側トランスフォーメーション CSS が存

在するパーティションに割り当てられた発呼側トランスフォーメーション パターンの属性を保持しま

す。必要に応じて、デバイス プール内の発呼側トランスフォーメーション CSS を選択できます。デバ

イス プールをデバイスに割り当てると、デバイスは、そのデバイス プール内の発呼側トランスフォー

メーション CSS を使用します。つまり、デバイスの設定ウィンドウで [デバイスプールの発呼側トラ

ンスフォーメーションCSSを使用 (Use Device Pool Calling Party Transformation CSS)] チェックボッ

クスをオンにした場合と同じになります。 
 

[発呼側トランスフォーメーションCSS(Calling Party Transformation CSS)] の設定は、ゲートウェイ上

の T1-CAS ポートと FXO ポートには適用されません。 
 

デバイスは、コールが発生する前に、番号分析を使用してトランスフォーメーションを適用する必要が

あります。[発呼側トランスフォーメーション CSS(Calling Party Transformation CSS)] を [なし

(None)] に設定すると、トランスフォーメーション パターンは照合されず、適用されません。発呼側ト

ランスフォーメーション パターンは、必ず、ルーティングに使用されないヌル以外のパーティション

に設定します。

グローバル発信側番号と対応するローカル番号のマッピング

電話機ユーザが発信前に電話機のコール ログ ディレクトリのエントリを編集する必要がないようにす

るには、コールを正しいゲートウェイにルーティングするため、グローバル発信側番号を対応するロー

カル番号にマッピングします。例 8-2 に説明されているとおり、コールを正しくルーティングするため

に、ルート パターンと着信側トランスフォーメーション パターンを使用できます。

例 8-2 グローバル発信側番号と対応するローカル番号のマッピング

ハンブルグにある Cisco Unified IP Phone（電話機 Q）は、ハンブルグまたはフランクフルトの PSTN 
を経由して、ローカライズおよびグローバル化されたさまざまな発信側番号からコールを受けていま

す。電話機 Q のユーザが電話機のコール ログ ディレクトリのエントリを編集する必要なくコールを戻

せるようにするには、電話機 Q 用の [電話の設定 (Phone Configuration)] ウィンドウで、表 8-4 のルー

ト パターンをコーリング サーチ スペースに関連付けることができます。
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Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [ルートパターンの設定 (Route Pattern 
Configuration)] ウィンドウ（[コールルーティング (Call Routing)] > [ルート /ハント (Route/Hunt)] > 
[ルートパターン (Route Patterns)]）で、表 8-4 のルート パターンを設定します。

例 8-2 の電話機 Q が、ハンブルグの発信側番号 69XXXXXXX から PSTN 経由でコールを受け取ると、

電話機 Q の電話スクリーンには発信側番号 +49406XXXXXXX が表示されます。電話機 Q のユーザが

グローバル化された発信側番号を使用してコールを戻す場合は、Cisco Unified Communications 
Manager がパターン ¥+49.! を照合して、コールを正しいゲートウェイにルーティングし、関連する数

字を送信します。電話機 Q のユーザがローカライズされた発信側番号を使用してコールを戻す場合は、

Cisco Unified Communications Manager がパターン 0.! を照合して、コールを正しいゲートウェイに

ルーティングし、関連する数字を送信します。

例 8-2 の電話機 Q が、フランクフルトの発信側番号 XXXXXXX から PSTN 経由でコールを受け取る

と、電話機 Q の電話スクリーンにはグローバル化された発信側番号 +4969XXXXXXX が表示され、

ローカライズされた発信側番号は 0069XXXXXXX として表示されます。電話機 Q のユーザがグロー

バル化された発信側番号を使用してコールを戻す場合は、Cisco Unified Communications Manager が
パターン ¥+49.! を照合して、コールを正しいゲートウェイにルーティングし、関連する数字を送信し

ます。電話機 Q のユーザがローカライズされた発信側番号を使用してコールを戻す場合は、Cisco 
Unified Communications Manager がパターン 0.0! を照合して、コールを正しいゲートウェイにルー

ティングし、関連する数字を送信します。

表 8-4 グローバル発信側番号と対応するローカル番号のマッピング（例） 

ルート パターン ルート パターンの設定 数字破棄の設定

ルート パターン 1 ¥+4940.!

グローバル化された発信側番号を使用して

コールを発信するローカルのハンブルグの

発信者に対して設定されます。

discard Predot

ルート パターン 2 0.!

ローカライズされた発信側番号を使用して

コールを発信するローカルのハンブルグの

発信者に対して設定されます。

discard Predot

ルート パターン 3 0.0!

デバイスに関連付けられたハンブルグの電

話番号を持っていないドイツの発信者に対

して設定されます。これらの発信者は、

ローカライズされた発信側番号を使用し

て、フランクフルトやドイツ内の他の都市

から発信します。

discard Predot

ルート パターン 4 ¥+49.!

デバイスに関連付けられたハンブルグの電

話番号を持っていないドイツの発信者に対

して設定されます。これらの発信者は、グ

ローバル化された発信側番号を使用して、

フランクフルトやドイツ内の他の都市から

発信します。

discard Predot
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システム要件
発信側の正規化には、次のシステム要件があります。

 • Cisco Unified Communications Manager 7.1

 • Cisco Unified IP Phone 7906、7911、7931、7961、7962、7965、7970、7971、および 7975

インタラクションおよび制限事項
次の項では、発信側の正規化におけるインタラクションおよび制限事項について説明します。

 • 「インタラクション」（P.8-12）

 • 「制限事項」（P.8-16）

インタラクション

次の項では、発信側の正規化が Cisco Unified Communications Manager の機能およびアプリケーショ

ンと通信する方法について説明します。

 • 「転送されたコールの発信側番号のグローバル化およびローカライズ」（P.8-12）

 • 「自動転送されたコールの発信側番号のグローバル化およびローカライズ」（P.8-13）

 • 「一括管理ツール」（P.8-13）

 • 「呼詳細レコード」（P.8-13）

 • 「Cisco Unified Communications Manager Assistant」（P.8-13）

 • 「Cisco Unified Communications Manager CDR Analysis and Reporting」（P.8-14）

 • 「Cisco Unity/Cisco Unity Connection」（P.8-14）

 • 「Cisco エクステンション モビリティ」（P.8-14）

 • 「デバイス モビリティ」（P.8-15）

転送されたコールの発信側番号のグローバル化およびローカライズ

転送機能はコール中の更新に依存しているため、シナリオによっては、転送されたコールが発信側番号

のグローバル化およびローカライズをサポートしていない場合があります （発信側の正規化は、コー

ル中の更新ではなく、コールの各ホップにおけるコール設定中のグローバル化およびローカライズをサ

ポートします）。転送されたコールに対する発信側の正規化の動作の例については、次の項を参照して

ください。

 • 「ゲートウェイを経由するオンネットの転送されたコールに対する発信側の正規化」（P.8-12）

 • 「着信ゲートウェイを経由する転送されたコールに対する発信側の正規化」（P.8-13）

ゲートウェイを経由するオンネットの転送されたコールに対する発信側の正規化

内線番号 12345、電話番号 972 500 2345 の電話機 A が、内線番号 54321、電話番号 972 500 4321 の
電話機 B にコールを発信します。コールが内線 54321 に到達すると、発信側番号 12345 が電話機 B に
表示されます。電話機 B は、コールをサンノゼのゲートウェイ経由でサンノゼの電話機 C に転送しま

す。転送の開始時に、電話機 C は電話機 B の発信側番号を 972 500 4321 と表示します。転送が完了す

ると、電話機 C は電話機 A の発信側番号を 12345 と表示します。
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着信ゲートウェイを経由する転送されたコールに対する発信側の正規化

ダラスの PSTN を経由して、発信者（電話機 D）が、内線番号 7891、電話番号 972 500 6789 を使用し

ている電話機 E（Cisco Unified IP Phone）にコールを発信します。ダラスの着信ゲートウェイでは、

電話機 D の発信者情報が 500 1212/<加入者> と表示されます。電話機 E は、電話機 D のグローバル化

された発信側番号として +1 972 500 1212、ローカライズされた発信側番号として 500 1212 を表示しま

す。電話機 E は、サンノゼのゲートウェイを経由するサンノゼにある電話機 C への転送を開始します。

転送の開始時に、電話機 C は電話機 E の発信側番号を 972 500 6789 と表示します。転送が完了する

と、電話機 C は電話機 D の発信側番号を +1 972 500 1212 と表示します。

自動転送されたコールの発信側番号のグローバル化およびローカライズ

自動転送されたコールは、グローバル化およびローカライズされた発信側番号をサポートします。コー

ルのグローバル化およびローカライズは、コールの各ホップにおけるコール設定中に実行されます。

コールのホップとゲートウェイの設定に応じて、つまり、ゲートウェイ上の発信側のトランスフォー

メーションおよびプレフィックスの設定に応じて、グローバル化されたバージョンまたはローカライズ

されたバージョン（もしくは両方）が電話機に表示されます。次の例は、PSTN 経由の着信コールが地

理的に異なる場所へどのように自動転送されるかを示しています。

たとえば、ダラスの PSTN 経由で発信者が電話機 F を使用して電話機 G（Cisco Unified IP Phone）に

コールを発信します。電話機 G では、すべてのコールがサンノゼにある電話機 H（Cisco Unified IP 
Phone）に自動転送されます。ダラスの着信ゲートウェイでは、電話機 F の発信者情報が 500 5555/<
加入者> と表示されます。ダラスからサンノゼへの発信ゲートウェイでは、そこから発信する際の発呼

側トランスフォーメーション CSS の発信者情報は 972 500 5555/<国> になります。サンノゼの着信

ゲートウェイでは、発信側番号に、番号タイプ「国内」を示すプレフィックス +1 が付加され、サンノ

ゼにある電話機 H では、電話機 F のローカライズされた発信側番号が 972 500 5555 として表示され、

さらにグローバル化された発信側番号が +1 972 500 5555 として表示されます。

一括管理ツール

発信側の正規化と一括管理ツールとの関係については、『Cisco Unified Communications Manager Bulk 
Administration ガイド』を参照してください。

呼詳細レコード

発信側の正規化が Call Detail Record（CDR; 呼詳細レコード）に及ぼす影響については、『Cisco 
Unified Communications Manager Call Detail Records Administration Guide』を参照してください。

Cisco Unified Communications Manager Assistant

発信側の正規化機能を設定すると、Cisco Unified Communications Manager Assistantがローカライズ

されたコールとグローバル化されたコールを自動的にサポートするようになります。Cisco Unified 
Communications Manager Assistant は、ローカライズされた発信側番号をユーザ インターフェイスに

表示できます。また、マネージャに対する着信コールの場合、Cisco Unified Communications Manager 
Assistant は、フィルタ パターンに一致したときに、ローカライズされた発信側番号とグローバル化さ

れた発信側番号を表示できます。Cisco Unified Communications Manager Assistant の設定方法につい

ては、「プロキシ回線サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistant」（P.11-1）ま

たは 「シェアドライン サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistant」（P.12-1）
を参照してください。
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Cisco Unified Communications Manager CDR Analysis and Reporting

発信側の正規化が Cisco Unified Communications Manager CDR Analysis and Reporting（CAR）に及

ぼす影響については、『Cisco Unified Communications Manager CDR Analysis and Reporting 
Administration Guide』を参照してください。

Cisco Unity/Cisco Unity Connection

Cisco Unity および Cisco Unity Connection は、国際エスケープ文字（+）をサポートしていません。

これらのアプリケーションは + をサポートしていないため、Cisco Unity または Cisco Unity 
Connection へのコールでは + を使用しないようにする必要があります。これにより、ボイスメール機

能が予想どおりに動作するようになります。

発信側番号をグローバル化するために、Cisco Unified Communications Managerの管理ページの着信

プレフィックス設定で + を設定すると、H.323、MGCP、または SIP ゲートウェイ（あるいは、該当す

る場合はトランク）の着信コール発信側番号に + がプレフィックスとして挿入されます。発呼側トラ

ンスフォーメーションを設定すると、デバイスで発信側番号をローカライズして、グローバル化された

バージョンとは異なる表示形式に変換できるようになります。たとえば、北米番号計画からのコールは 
10 桁の発信側番号 2225551234 として到達します。Cisco Unified Communications Manager は、発信

側番号にプレフィックス +1 を付加し、E.164 形式の番号を +12225551234 として表示します。北米の

電話機の場合、Cisco Unified Communications Manager は発呼側トランスフォーメーションを使用し

て +12225551234 を 10 桁に変換してから番号を表示します。北米以外の電話機の場合、Cisco Unified 
Communications Manager は単に + を除去し、プレフィックス 00 を付加して 0012225551234 のよう

に変換することがあります。

Cisco Unity および Cisco Unity Connection が予想どおりに動作するようにするには、これらのアプリ

ケーションをデバイスとして扱い、発呼側トランスフォーメーションを設定して、これらのボイスメー

ル アプリケーションに + が送信されないようにする必要があります。Cisco Unity または Cisco Unity 
Connection サーバで北米ベースのダイヤル プランを使用している場合は、ボイスメール アプリケー

ションで発信側番号を受信する前に、その発信側番号を NANP 形式にローカライズします。Cisco 
Unified Communications Manager の管理ページにはボイスメール ポート用の発呼側トランスフォー

メーション オプションがないため、ボイスメール ポートに関連付けられているデバイス プールで発呼

側番号トランスフォーメーションを設定するようにしてください。発信側番号をローカライズするに

は、ボイスメール アプリケーションが特定の機能（Live Reply など）用の番号に容易にリダイヤルで

きるよう、アクセス コードをプレフィックスとして付加することも検討してください。たとえば、

+12225551234 を 912225551234 に変換したり、国際番号 +4423453456 に国際エスケープ コードを含

めて 90114423453456 のように変換したりできます。

Cisco エクステンション モビリティ

Cisco エクステンション モビリティは予想どおりに動作します。つまり、Cisco エクステンション モビ

リティ電話機にログインしている電話機ユーザは、電話スクリーンまたは電話機のコール ログ ディレ

クトリで、グローバル化またはローカライズされた発信側番号を確認できます。
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デバイス モビリティ

次の例は、ユーザが電話機をホーム ロケーションから移動し、その移動が Cisco Unified 
Communications Manager のデバイス モビリティ機能によってサポートされている場合に、発信側の

正規化がどのように動作するかを示しています。

ダラスをホーム ロケーションとしている Cisco Unified IP Phone（電話機 N）をサンノゼに移動しま

す。ダラスの Cisco Unified IP Phone はデバイス プール DP_Dallas を使用します。このデバイス プー

ルは、発呼側トランスフォーメーション CSS として CallingTransform_Dallas を保持しており、

Calling Transform_Dallas CSS には DallasPhone パーティションと CommonTransform パーティション

があります。サンノゼのローミング デバイスはデバイス プール DP_SanJose を使用します。このデバ

イス プールは、発呼側トランスフォーメーション CSS として CallingTransform_SJ を保持しており、

CallingTransform_SJ CSS には SJPhone パーティションと CommonTransform パーティションがあり

ます。Cisco Unified Communications Manager の管理ページに、表 8-5 に示す設定項目があります。

電話機がダラスのホーム ロケーションにあるときに、サンノゼの 408 500 1212 <国内> から PSTN 経
由でコールを受けます。ダラスの着信ゲートウェイでは、発信側番号がグローバル形式の + 1 408 500 
1212 に変換されます。現在ダラスにある電話機では、発信側番号は 1 408 500 1212 として表示されま

す。

電話機がダラスのホーム ロケーションにあるときに、ダラスの 7 桁のダイヤル エリア内の 400 2323 <
加入者> から PSTN 経由でコールを受けます。ダラスの着信ゲートウェイでは、発信側番号がグロー

バル形式の + 1 972 400 2323 に変換されます。現在ダラスにある電話機では、発信側番号は 9 400 2323 
として表示されます。

電話機がサンノゼでローミングしているときに、ダラスの 972 500 1212 <国内> から PSTN 経由で

コールを受けます。サンノゼの着信ゲートウェイでは、発信側番号がグローバル形式の + 1 408 500 
1212 に変換されます。現在サンノゼにある電話機では、発信側番号は 1 972 500 1212 として表示され

ます。

電話機がサンノゼでローミングしているときに、サンノゼの 7 桁のダイヤル エリア内の 500 1212 <加

入者> から PSTN 経由でコールを受けます。サンノゼの着信ゲートウェイでは、発信側番号がグロー

バル形式の + 1 408 500 1212 に変換されます。現在サンノゼにある電話機では、発信側番号は 9 500 
1212 として表示されます。

表 8-5 デバイス モビリティを使用する場合の発信側番号のグローバル化およびローカライズ（例） 

発呼側トランスフォーメーショ

ン パターン 1
発呼側トランスフォーメーショ

ン パターン 2
発呼側トランスフォーメーショ

ン パターン 3

 • パターン：¥+.@

 • パーティション：
CommonTransform

 • 数字破棄命令：Predot

 • 発呼側番号タイプ：国内

 • パターン：¥+1.408!

 • パーティション：SJPhone

 • 数字破棄命令：Predot

 • プレフィックス：9

 • 発呼側番号タイプ：加入者

 • パターン：¥+1972.!

 • パーティション：
DallasPhone

 • 数字破棄命令：Predot

 • プレフィックス：9

 • 発呼側番号タイプ：加入者



 

8-16
Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド

第 8 章      発信側の正規化        

    発信側の正規化のインストールとアクティブ化

制限事項

発信側の正規化を設定する前に、次の制限事項を確認してください。

 • シェアドラインの場合に表示される発信側番号は、Cisco Unified Communications Manager 内の

一連のコール制御イベントによって決まります。ローカライズされた不正な発信側番号がシェアド

ラインで表示されるのを回避するため、特に、シェアドラインが地理的に異なる場所にまたがる場

合は、同じ回線を共有する異なるデバイスに同じ発呼側トランスフォーメーション CSS を設定す

る必要があります。

 • SIP トランクおよび MGCP ゲートウェイは、コールごとに国際エスケープ文字 + の送信をサポー

トできます。H.323 ゲートウェイは、+ をサポートしていません。QSIG トランクは、+ の送信を

試みません。+ をサポートするゲートウェイ経由の発信コールの場合、Cisco Unified 
Communications Manager は、ダイヤルされた数字とともに + をゲートウェイに送信できます。+ 
をサポートしないゲートウェイ経由の発信コールの場合、Cisco Unified Communications Manager 
がゲートウェイにコール情報を送信すると、国際エスケープ文字 + が除去されます。

 • SIP は、番号タイプをサポートしていないため、SIP トランク経由のコールは、発呼側番号タイプ 
[不明 (Unknown)] の [着信番号 (Incoming Number)] 設定値だけをサポートします。

 • QSIG 設定は、通常、均一のダイヤル プランをサポートします。QSIG を使用している場合、番号

とプレフィックスのトランスフォーメーションにより機能のインタラクションに問題が発生するこ

とがあります。

 • 発信側番号をローカライズする場合、デバイスは、番号分析を使用してトランスフォーメーション

を適用する必要があります。[発呼側トランスフォーメーションCSS(Calling Party Transformation 
CSS)] を [なし (None)] に設定すると、トランスフォーメーション パターンは照合されず、適用さ

れません。発呼側トランスフォーメーション パターンは、必ず、ルーティングに使用されないヌ

ル以外のパーティションに設定します。

 • [発呼側トランスフォーメーションCSS(Calling Party Transformation CSS)] の設定は、ゲートウェ

イ上の T1-CAS ポートと FXO ポートには適用されません。

 • Cisco Unity および Cisco Unity Connection は、国際エスケープ文字（+）をサポートしていませ

ん。これらのアプリケーションは + をサポートしていないため、Cisco Unity または Cisco Unity 
Connection へのコールでは + を使用しないようにする必要があります。これにより、ボイスメー

ル機能が予想どおりに動作するようになります。詳細については、「Cisco Unity/Cisco Unity 
Connection」（P.8-14）を参照してください。

発信側の正規化のインストールとアクティブ化
Cisco Unified Communications Manager をインストールした後、発信側の正規化を設定できます。発

信側の正規化のサービス パラメータは Cisco CallManager サービスをサポートしているため、発信側

の正規化を設定する前に、Cisco Unified サービスアビリティ で Cisco CallManager サービスをアク

ティブにする必要があります。
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発信側の正規化の設定
この項は、次の内容で構成されています。

 • 「発信側の正規化のサービス パラメータの設定」（P.8-17）

 • 「発呼側番号タイプの設定」（P.8-19）

 • 「[デバイスプール設定 (Device Pool Configuration)]、[ゲートウェイの設定 (Gateway 
Configuration)]、または [トランクの設定 (Trunk Configuration)] ウィンドウでの着信コール発信

側の設定」（P.8-21）

 • 「発信側番号をローカライズするための発呼側トランスフォーメーション コーリング サーチ ス
ペース（CSS）の適用」（P.8-29）

ヒント 発信側の正規化を設定する前に、「発信側の正規化の設定チェックリスト」（P.8-2）を参照してくださ

い。

発信側の正規化のサービス パラメータの設定

ヒント Cisco Unified Communications Manager の管理ページでサービス パラメータを検索するには、[システ

ム (System)] > [サービスパラメータ (Service Parameters)] を選択し、サーバと Cisco CallManager サー

ビスを選択します。パラメータが表示された後、[詳細設定 (Advanced)] をクリックします。サービス 
パラメータの詳細については、サービス パラメータ名のハイパーリンクをクリックするか、ウィンド

ウの右上隅にある疑問符をクリックしてください。

サービス プロバイダーが発信側番号に先行桁（たとえば、ゼロ）を付加している状況で、これらの桁

を除去してから他の桁を付加する必要がある場合（たとえば、先行桁が E.164 番号に含まれていないと

きに、発信側番号を E.164 形式に変換する場合）、Incoming Calling Party National Number Prefix、
Incoming Calling Party International Number Prefix、Incoming Calling Party Unknown Number Prefix、
および Incoming Calling Party Subscriber Number Prefix の目的のサービス パラメータにコロン（:）と

除去する桁数を続けて入力することによって、Cisco Unified Communications Manager で着信コール

発信側番号にプレフィックスが適用される前に確実に先行桁が除去されるように指定できます。コロン

（:）の前に設定する値がプレフィックスを表します。コロン（:）の後に設定する値では、Cisco 
Unified Communications Manager にプレフィックスの適用前に発信側番号から除去させる桁数を指定

します。

たとえば、着信プレフィックス サービス パラメータに +:1 を設定することにより、Cisco Unified 
Communications Manager に発信側番号の 1 桁目を除去し、その後で国際エスケープ文字 + を適用する

ように指示できます。着信コールが 04423452345 として到達した場合、Cisco Unified 
Communications Manager は発信側番号の 1 桁目（この場合、ゼロ）を除去してから、プレフィックス

として国際エスケープ文字 + を付加します。したがって、発信側番号は +4423452345 に変換されま

す。

プレフィックスを付加せずに桁を除去するには、着信プレフィックス サービス パラメータにプレ

フィックスを設定せずにコロン（:）を設定します。コロン（:）の前にプレフィックスを入力しなかっ

た場合、Cisco Unified Communications Manager は、指定された先行桁数を除去し、発信側番号にプ

レフィックスは適用しません。たとえば、:2 を設定すると、Cisco Unified Communications Manager 
は 2 桁目までを除去し、プレフィックスは適用しません。
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Cisco Unified Communications Manager に特定桁数の先行桁を除去させようとしたときに、発信側番

号の全桁数が設定値以下の場合、Cisco Unified Communications Manager は全桁を除去しますが、プ

レフィックスは適用します（プレフィックスを設定している場合）。たとえば、着信プレフィックス 
フィールドに +1:6 と入力したときに、発信側番号の全桁数が 6 桁以下の場合、Cisco Unified 
Communications Manager は全桁を除去し、プレフィックス +1 を適用します。

発信側番号の全桁を超える桁数を Cisco Unified Communications Manager で除去するように設定した

場合、Cisco Unified Communications Manager は発信側番号をクリアします（空白にします）。

着信プレフィックス サービス パラメータにコロン（:）を設定しなかった場合、Cisco Unified 
Communications Manager は発信側番号から桁を除去しません。つまり、表 8-7 で説明されている着信

フィールドを設定しない限り（これらのフィールドではデバイス レベルでの設定がサポートされてい

ます）、桁は除去されません。

プレフィックスを設定しているにもかかわらず、空の発信側番号が到達した場合、Cisco Unified 
Communications Manager はプレフィックスを適用しません。

Cisco Unified Communications Manager が発信側番号から除去できる桁数は最大 24 桁です。着信プレ

フィックス サービス パラメータに :26 と入力すると、Cisco Unified Communications Manager の管理 
はメッセージを表示し、その設定値を許可しません。

Cisco Unified Communications Manager で桁を除去し、発信側番号にプレフィックスを適用しようと

したときにエラーが発生した場合、Cisco Unified Communications Manager は桁の操作もプレフィッ

クスの適用も行いません。代わりに、Cisco Unified Communications Manager は、そのコールで到達

した発信側番号を使用します。

ヒント デバイスの設定ウィンドウに表示される着信フィールドを設定し、さらにサービス パラメータも設定

した場合、Cisco Unified Communications Manager はデバイスの設定ウィンドウでの設定値を使用し

ます。

[Clusterwide Parameters (Device - PRI and MGCP Gateway)]
 • [Incoming Calling Party National Number Prefix - MGCP]

 • [Incoming Calling Party International Number Prefix - MGCP]

 • [Incoming Calling Party Subscriber Number Prefix - MGCP]

 • [Incoming Calling Party Unknown Number Prefix - MGCP]

ヒント ネットワーク内に単一の H.323、MGCP（T1-PRI/BRI）、または MGCP（E1-PRI/BRI）のゲートウェ

イがある場合、その特定のゲートウェイ タイプに対し、Cisco CallManager サービスをサポートするプ

レフィックス サービス パラメータを [サービスパラメータ設定 (Service Parameter Configuration)] 
ウィンドウで設定できます。特定のゲートウェイ タイプ（たとえば H.323）のプレフィックス サービ

ス パラメータを設定すると、Cisco Unified Communications Manager の管理ページで設定するすべて

の H.323 ゲートウェイがそのサービス パラメータを使用するので、注意してください（ただし、[ゲー

トウェイの設定 (Gateway Configuration)] ウィンドウで特定のゲートウェイに対してプレフィックスを

設定する場合は例外です）。

[Clusterwide Parameters (Device - H323)]
 • [Incoming Calling Party National Number Prefix - H.323]

 • [Incoming Calling Party International Number Prefix - H.323]

 • [Incoming Calling Party Subscriber Number Prefix - H.323]

 • [Incoming Calling Party Unknown Number Prefix - H.323]
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ヒント H.323 の着信プレフィックス サービス パラメータが電話機の着信プレフィックス サービス パ
ラメータと同じプレフィックスを使用する場合、そのプレフィックスは発信側で 2 回使用され

ます。最初は、着信コールがゲートウェイに到達したとき、2 回目は、電話機でコールが終了

したときです。

[Clusterwide Parameters (Device - SIP)]
[Incoming Calling Party Unknown Number Prefix - SIP]

発呼側番号タイプの設定

Cisco Unified Communications Manager の管理ページで [発呼側番号タイプ (Calling Party Number 
Type)] とプレフィックスを設定すると、Cisco Unified Communications Manager が、必要なアクセス 
コード、国際アクセス コードなどを発信側番号にプレフィックスとして付加することで、発信側番号

を PSTN ローカライズ バージョンからグローバルにダイヤル可能なバージョンへ再フォーマットでき

ます。着信側と発信側の両方でさまざまなパターンに対して発呼側番号タイプを設定することで、

Cisco Unified Communications Manager は着信コールと発信コールのさまざまな段階で番号タイプを

付加できます。

Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [発呼側トランスフォーメーションパターンの

設定 (Calling Party Transformation Pattern Configuration)]、[ルートパターンの設定 (Route Pattern 
Configuration)]、[ハントパイロットの設定 (Hunt Pilot Configuration)]、[トランスレーションパター

ンの設定 (Translation Pattern Configuration)]、および [ルートリスト詳細の設定 (Route List Detail 
Configuration)] の各ウィンドウで [発呼側番号タイプ (Calling Party Number Type)] を設定します。

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「ルート パターン

の設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「ハント パイロッ

トの設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「発呼側トランス

フォーメーション パターンの設定」



 

8-20
Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド

第 8 章      発信側の正規化        

    発信側の正規化の設定

表 8-6 で、Cisco Unified Communications Manager の管理ページに表示される [発呼側番号タイプ

(Calling Party Number Type)] について説明します。

表 8-6 [発呼側番号タイプ (Calling Party Number Type)] の説明

設定項目 説明

[発呼側番号タイプ
(Calling Party Number 
Type)]

発信側電話番号の番号タイプの形式を選択します。

Cisco Unified Communications Manager が発信側電話番号（DN）のタイプを設定します。

NANP やヨーロッパ ダイヤル プランなどのダイヤル プランについて高度な知識がある場合を除

き、デフォルト値を変更せずに使用することをお勧めします。Cisco Unified Communications 
Manager はヨーロッパの国内ダイヤル パターンを認識しないため、ヨーロッパではデフォルト

値を変更する必要が生じることがあります。接続先の PBX が、発信側電話番号を国内以外の番

号計画タイプにエンコードすることを前提としている場合も、この設定値を変更できます。

次のいずれかのオプションを選択します。

 • [Cisco CallManager]：Cisco Unified Communications Manager が電話番号タイプを設定し

ます。

 • [不明 (Unknown)]：ダイヤル プランが不明な場合に選択します。

 • [国内 (National)]：自国のダイヤル プラン内でダイヤルしている場合に使用します。

 • [国際 (International)]：自国のダイヤル プラン外でダイヤルしている場合に使用します。

 • [加入者 (Subscriber)]：短縮された加入者番号を使用して加入者にダイヤルしている場合に

使用します。

Cisco Unified Communications Manager の管理ページの次のウィンドウで、[発呼側番号タイプ

(Calling Party Number Type)] を設定できます。

 • [ハントリスト詳細の設定 (Hunt List Detail Configuration)]：[コールルーティング (Call 
Routing)] > [ルート /ハント (Route/Hunt)] > [ハントリスト (Hunt List)]（ハント リストを

追加します。[保存 (Save)] をクリックすると、[回線グループの追加 (Add Line Group)] ボ
タンが表示されます。[ハントリスト詳細の設定 (Hunt List Detail Configuration)] ウィンド

ウを表示するには、[回線グループの追加 (Add Line Group)] ボタンをクリックします。）

 • [ルートパターンの設定 (Route Pattern Configuration)]：[コールルーティング (Call 
Routing)] > [ルート /ハント (Route/Hunt)] > [ルートパターン (Route Pattern)]

 • [ハントパイロットの設定 (Hunt Pilot Configuration)]：[コールルーティング (Call 
Routing)] > [ルート /ハント (Route/Hunt)] > [ハントパイロット (Hunt Pilot)]

 • [トランスレーションパターンの設定 (Translation Pattern Configuration)]：[コールルー

ティング (Call Routing)] > [トランスレーションパターン (Translation Pattern)]

 • [発呼側トランスフォーメーションパターンの設定 (Calling Party Transformation Pattern 
Configuration)]：[コールルーティング (Call Routing)] > [トランスフォーメーションパター

ン (Transformation Pattern)] > [発呼側トランスフォーメーションパターン (Calling Party 
Transformation Pattern)]

ヒント [ゲートウェイの設定 (Gateway Configuration)] および [トランクの設定 (Trunk 
Configuration)] ウィンドウでは、[発呼側 IE番号タイプが不明 (Calling Party IE Number 
Type Unknown)] を設定できます。この設定項目を設定し、デフォルトの [Cisco 
CallManager] 以外のオプションを選択した場合、特定のゲートウェイを経由する発信
コールの [発呼側番号タイプ (Calling Party Number Type)] の設定は、このフィールドの
設定で上書きされます。
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[デバイスプール設定 (Device Pool Configuration)]、[ゲートウェイの設
定 (Gateway Configuration)]、または [トランクの設定 (Trunk 
Configuration)] ウィンドウでの着信コール発信側の設定

この項は、次の内容で構成されています。

 • 「[プレフィックス (Prefix)] フィールドの設定に関する考慮事項」（P.8-21）

 • 「[削除桁数 (Strip Digits)] フィールドの設定に関する考慮事項」（P.8-22）

 • 「着信発呼者の番号の設定」（P.8-23）

[プレフィックス (Prefix)] フィールドの設定に関する考慮事項

表 8-7 で説明されているプレフィックス フィールドを設定する前に、次の事項を考慮してください。

 • [デバイスプール設定 (Device Pool Configuration)]、[ゲートウェイの設定 (Gateway 
Configuration)]、および [トランクの設定 (Trunk Configuration)] ウィンドウで、着信コール発信

側の設定項目をすべて同時に削除するには、[プレフィックス設定のクリア (Clear Prefix Settings)] 
をクリックします。また、着信コール発信側の設定項目すべてに同時にデフォルト値を入力するに

は、[デフォルトプレフィックス設定 (Default Prefix Settings)] をクリックします。

 • [ゲートウェイの設定 (Gateway Configuration)] または [トランクの設定 (Trunk Configuration)] 
ウィンドウの [プレフィックス (Prefix)] フィールドに [デフォルト (Default)] と表示されている場

合、[ゲートウェイの設定 (Gateway Configuration)] または [トランクの設定 (Trunk 
Configuration)] ウィンドウの [削除桁数 (Strip Digits)] フィールドは設定できません。この場合、

Cisco Unified Communications Manager は、デバイスに適用されているデバイス プールの [プレ

フィックス (Prefix)] フィールドと [削除桁数 (Strip Digits)] フィールドの設定を使用します。[デバ

イスプール設定 (Device Pool Configuration)] ウィンドウの [プレフィックス (Prefix)] フィールド

に [デフォルト (Default)] と表示されている場合、Cisco Unified Communications Manager は、着

信コール発信側プレフィックスのサービス パラメータ設定を適用します。この設定は、プレ

フィックスと桁除去の両方の機能をサポートしています。

 • [デバイスプール設定 (Device Pool Configuration)]、[ゲートウェイの設定 (Gateway 
Configuration)]、または [トランクの設定 (Trunk Configuration)] ウィンドウで [削除桁数 (Strip 
Digits)] フィールドを設定するには、[プレフィックス (Prefix)] フィールドを空白のままにするか、

[プレフィックス (Prefix)] フィールドに有効な設定値を入力する必要があります。これらのウィン

ドウで [削除桁数 (Strip Digits)] フィールドを設定する場合は、[プレフィックス (Prefix)] フィール

ドに Default と入力しないでください。

 • プレフィックスがデバイスの着信コール発信側番号に適用されると、Cisco Unified 
Communications Manager は、コール自動転送、コールパーク、ボイスメール、CDR データなど

の補足サービスをはじめ、コールに関連するその後のすべてのアクションで、発信側番号フィール

ドにプレフィックスを含めます。

 • プレフィックスを設定しているにもかかわらず、空の発信側番号が到達した場合、Cisco Unified 
Communications Manager はプレフィックスを適用しません。たとえば、[ルートパターンの設定

(Route Pattern Configuration)]、[ゲートウェイの設定 (Gateway Configuration)]、または [トラン

クの設定 (Trunk Configuration)] ウィンドウの [発呼者回線 IDの表示 (Calling Line ID 
Presentation)] ドロップダウン リスト ボックスから [非許可 (Restricted)] を選択した場合、それが

原因で空の発信側番号が到達します。

 • Cisco Unified Communications Manager で桁を除去し、発信側番号にプレフィックスを適用しよ

うとしたときにエラーが発生した場合、Cisco Unified Communications Manager は桁の操作もプ

レフィックスの適用も行いません。代わりに、Cisco Unified Communications Manager は、その

コールで到達した発信側番号を使用します。
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 • 着信プレフィックス フィールドは、桁除去フィールドとともに設定します（サービス プロバイ

ダーが発信側番号に先行桁（たとえば、ゼロ）を付加している場合）。発信側番号から桁を除去す

る方法の詳細については、「[削除桁数 (Strip Digits)] フィールドの設定に関する考慮事項」

（P.8-22）を参照してください。

[削除桁数 (Strip Digits)] フィールドの設定に関する考慮事項

サービス プロバイダーが発信側番号に先行桁（たとえば、ゼロ）を付加している状況で、これらの桁

を除去してから他の桁を付加する必要がある場合（たとえば、先行桁が E.164 番号に含まれていないと

きに、発信側番号を E.164 形式に変換する場合）、表 8-7 に示すフィールドを設定することによって、

Cisco Unified Communications Manager で着信コール発信側番号にプレフィックスが適用される前に

確実に先行桁が除去されるように指定できます。

Cisco Unified Communications Managerに発信側番号から除去させる先行桁数を設定する前に、次の

事項を考慮してください。

 • 桁を除去するには、[サービスパラメータ設定 (Service Parameter Configuration)] ウィンドウで 
Incoming Prefix サービス パラメータを設定するか、[デバイスプール設定 (Device Pool 
Configuration)]、[ゲートウェイの設定 (Gateway Configuration)]、または [トランクの設定 (Trunk 
Configuration)] ウィンドウで [削除桁数 (Strip Digits)] フィールドを設定します。この機能のサー

ビス パラメータを設定する方法については、「発信側の正規化のサービス パラメータの設定」

（P.8-17）を参照してください。

 • [ゲートウェイの設定 (Gateway Configuration)] または [トランクの設定 (Trunk Configuration)] 
ウィンドウの [プレフィックス (Prefix)] フィールドに [デフォルト (Default)] と表示されている場

合、[ゲートウェイの設定 (Gateway Configuration)] または [トランクの設定 (Trunk 
Configuration)] ウィンドウの [削除桁数 (Strip Digits)] フィールドは設定できません。この場合、

Cisco Unified Communications Manager は、デバイスに適用されているデバイス プールの [プレ

フィックス (Prefix)] フィールドと [削除桁数 (Strip Digits)] フィールドの設定を使用します。[デバ

イスプール設定 (Device Pool Configuration)] ウィンドウの [プレフィックス (Prefix)] フィールド

に [デフォルト (Default)] と表示されている場合、Cisco Unified Communications Manager は、着

信コール発信側プレフィックスのサービス パラメータ設定を適用します。この設定は、プレ

フィックスと桁除去の両方の機能をサポートしています。

 • [デバイスプール設定 (Device Pool Configuration)]、[ゲートウェイの設定 (Gateway 
Configuration)]、または [トランクの設定 (Trunk Configuration)] ウィンドウで [削除桁数 (Strip 
Digits)] フィールドを設定するには、[プレフィックス (Prefix)] フィールドを空白のままにするか、

[プレフィックス (Prefix)] フィールドに有効な設定値を入力する必要があります。これらのウィン

ドウで [削除桁数 (Strip Digits)] フィールドを設定する場合は、[プレフィックス (Prefix)] フィール

ドに Default と入力しないでください。

 • Cisco Unified Communications Manager が除去できる桁数は最大 24 桁であることに注意してくだ

さい。フィールドに 24 より大きい値（たとえば、26）を入力しても、Cisco Unified 
Communications Manager の管理はその設定値を許可しません。

 • Cisco Unified Communications Manager に特定桁数の先行桁を除去させようとしたときに、発信

側番号の全桁数が設定値以下の場合、Cisco Unified Communications Manager は全桁を除去しま

すが、プレフィックスは適用します（プレフィックスを設定している場合）。

 • 発信側番号の全桁を超える桁数を Cisco Unified Communications Manager で除去するように設定

した場合、Cisco Unified Communications Manager は発信側番号をクリアします（空白にしま

す）。

 • [削除桁数 (Strip Digits)] フィールドの値を設定しなかった場合、Cisco Unified Communications 
Manager は発信側番号から桁を除去しません。
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 • Cisco Unified Communications Manager で桁を除去し、発信側番号にプレフィックスを適用しよ

うとしたときにエラーが発生した場合、Cisco Unified Communications Manager は桁の操作もプ

レフィックスの適用も行いません。代わりに、Cisco Unified Communications Manager は、その

コールで到達した発信側番号を使用します。

着信発呼者の番号の設定

表 8-7 に示す設定は、Cisco Unified Communications Manager の管理ページの次のウィンドウに表示

されます。

 • デバイス プール（[システム (System)] > [デバイスプール (Device Pool)]）：すべてのデジタル 
ゲートウェイおよびトランクに設定が適用されます（そのデバイスのデバイス プールを選択した

場合）。

 • ゲートウェイ（[デバイス (Device)] > [ゲートウェイ (Gateway)]）：H.323 ゲートウェイの設定ウィ

ンドウと、MGCP（T1-PRI/BRI）および MGCP（E1-PRI/BRI）のポート ウィンドウ（[ゲート

ウェイの設定 (Gateway Configuration)] ウィンドウ）に設定項目が表示されます。

 • トランク（[デバイス (Device)] > [トランク (Trunk)]）：SIP トランクを除く、すべてのトランクの

設定ウィンドウに設定項目が表示されます。

ヒント SIP の [トランクの設定 (Trunk Configuration)] ウィンドウには [着信番号 (Incoming Number)] 
設定項目だけが表示され、これは [不明 (Unknown)] 発呼側番号タイプに使用されます。

各設定ウィンドウでの設定手順については、次の項を参照してください。

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「デバイス プール

の設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「ゲートウェイの設

定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「トランクの設定」

表 8-7 デバイス プール、ゲートウェイ、およびトランクの着信発呼者の番号の設定 

設定項目 説明

[プレフィックス設定

のクリア (Clear 
Prefix Settings)]

すべての発呼側番号タイプのすべてのプレフィックスを削除するには、[プレフィックス設定のクリ

ア (Clear Prefix Settings)] をクリックします。

[デフォルトプレ

フィックス設定
(Default Prefix 
Settings)]

すべてのプレフィックス フィールドに同時にデフォルト値を入力するには、[デフォルトプレフィッ

クス設定 (Default Prefix Settings)] をクリックします。
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[国内番号 (National 
Number)]

発呼側番号タイプとして [国内 (National)] を使用する発信側番号をグローバル化するには、次の項

目を設定します。

 • [プレフィックス (Prefix)]：Cisco Unified Communications Manager は、このフィールドに入力

されたプレフィックスを、発呼側番号タイプとして [国内 (National)] を使用する発信側番号に

適用します。数字、国際エスケープ文字 +、アスタリスク（*）、またはシャープ記号（#）を含

む最大 8 文字までを入力できます。プレフィックスを入力する代わりに Default と入力できま

す。

ヒント [ゲートウェイの設定 (Gateway Configuration)] または [トランクの設定 (Trunk 
Configuration)] ウィンドウの [プレフィックス (Prefix)] フィールドに [デフォルト (Default)] 
と表示されている場合、[ゲートウェイの設定 (Gateway Configuration)] または [トランクの
設定 (Trunk Configuration)] ウィンドウの [削除桁数 (Strip Digits)] フィールドは設定できま
せん。この場合、Cisco Unified Communications Manager は、デバイスに適用されているデ
バイス プールの [プレフィックス (Prefix)] フィールドと [削除桁数 (Strip Digits)] フィールド
の設定を使用します。[デバイスプール設定 (Device Pool Configuration)] ウィンドウの [プ
レフィックス (Prefix)] フィールドに [デフォルト (Default)] と表示されている場合、Cisco 
Unified Communications Manager は、着信コール発信側プレフィックスのサービス パラ
メータ設定を適用します。この設定は、プレフィックスと桁除去の両方の機能をサポートし
ています。

ヒント [デバイスプール設定 (Device Pool Configuration)]、[ゲートウェイの設定 (Gateway 
Configuration)]、または [トランクの設定 (Trunk Configuration)] ウィンドウで [削除桁数
(Strip Digits)] フィールドを設定するには、[プレフィックス (Prefix)] フィールドを空白のま
まにするか、[プレフィックス (Prefix)] フィールドに有効な設定値を入力する必要がありま
す。これらのウィンドウで [削除桁数 (Strip Digits)] フィールドを設定する場合は、[プレ
フィックス (Prefix)] フィールドに Default と入力しないでください。

 • [削除桁数 (Strip Digits)]：Cisco Unified Communications Manager にプレフィックスの適用前

に国内タイプの発信側番号から除去させる桁数を入力します。

 • [デバイスプールCSSの使用 (Use Device Pool CSS)]：この設定は、[ゲートウェイの設定

(Gateway Configuration)] および [トランクの設定 (Trunk Configuration)] ウィンドウに表示さ

れ、[デバイスプール設定 (Device Pool Configuration)] ウィンドウには表示されません。デバイ

スに適用されているデバイス プールで設定された [国内番号 (National Number)] フィールドの

コーリング サーチ スペースを使用するには、このチェックボックスをオンにします。

 • [コーリングサーチスペース (Calling Search Space)]：この設定では、デバイスで発呼側番号タ

イプが [国内 (National)] の発信側番号をグローバル化できます。選択するコーリング サーチ ス
ペースに、このデバイスに割り当てる発呼側トランスフォーメーション パターンが含まれてい

ることを確認してください。

表 8-7 デバイス プール、ゲートウェイ、およびトランクの着信発呼者の番号の設定 （続き）

設定項目 説明
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[国際番号
(International 
Number)]

発呼側番号タイプとして [国際 (International)] を使用する発信側番号をグローバル化するには、次の

項目を設定します。

 • [プレフィックス (Prefix)]：Cisco Unified Communications Manager は、このフィールドに入力

されたプレフィックスを、発呼側番号タイプとして [国際 (International)] を使用する発信側番号

に適用します。数字、国際エスケープ文字 +、アスタリスク（*）、またはシャープ記号（#）を

含む最大 8 文字までを入力できます。プレフィックスを入力する代わりに Default と入力できま

す。

ヒント [ゲートウェイの設定 (Gateway Configuration)] または [トランクの設定 (Trunk 
Configuration)] ウィンドウの [プレフィックス (Prefix)] フィールドに [デフォルト (Default)] 
と表示されている場合、[ゲートウェイの設定 (Gateway Configuration)] または [トランクの
設定 (Trunk Configuration)] ウィンドウの [削除桁数 (Strip Digits)] フィールドは設定できま
せん。この場合、Cisco Unified Communications Manager は、デバイスに適用されているデ
バイス プールの [プレフィックス (Prefix)] フィールドと [削除桁数 (Strip Digits)] フィールド
の設定を使用します。[デバイスプール設定 (Device Pool Configuration)] ウィンドウの [プ
レフィックス (Prefix)] フィールドに [デフォルト (Default)] と表示されている場合、Cisco 
Unified Communications Manager は、着信コール発信側プレフィックスのサービス パラ
メータ設定を適用します。この設定は、プレフィックスと桁除去の両方の機能をサポートし
ています。

ヒント [デバイスプール設定 (Device Pool Configuration)]、[ゲートウェイの設定 (Gateway 
Configuration)]、または [トランクの設定 (Trunk Configuration)] ウィンドウで [削除桁数
(Strip Digits)] フィールドを設定するには、[プレフィックス (Prefix)] フィールドを空白のま
まにするか、[プレフィックス (Prefix)] フィールドに有効な設定値を入力する必要がありま
す。これらのウィンドウで [削除桁数 (Strip Digits)] フィールドを設定する場合は、[プレ
フィックス (Prefix)] フィールドに Default と入力しないでください。

 • [削除桁数 (Strip Digits)]：Cisco Unified Communications Manager にプレフィックスの適用前

に国際タイプの発信側番号から除去させる桁数を入力します。

 • [デバイスプールCSSの使用 (Use Device Pool CSS)]：この設定は、[ゲートウェイの設定

(Gateway Configuration)] および [トランクの設定 (Trunk Configuration)] ウィンドウに表示さ

れ、[デバイスプール設定 (Device Pool Configuration)] ウィンドウには表示されません。デバイ

スに適用されているデバイス プールで設定された [国際番号 (International Number)] フィールド

のコーリング サーチ スペースを使用するには、このチェックボックスをオンにします。

 • [コーリングサーチスペース (Calling Search Space)]：この設定では、デバイスで発呼側番号タ

イプが [国際 (International)] の発信側番号をグローバル化できます。選択する発呼側トランス

フォーメーション CSS に、このデバイスに割り当てる発呼側トランスフォーメーション パター

ンが含まれていることを確認してください。

ヒント デバイスは、コールが発生する前に、番号分析を使用してトランスフォーメーションを適用
する必要があります。CSS を [なし (None)] に設定すると、トランスフォーメーション パ
ターンは照合されず、適用されません。発呼側トランスフォーメーション パターンは、必
ず、ルーティングに使用されないヌル以外のパーティションに設定します。

表 8-7 デバイス プール、ゲートウェイ、およびトランクの着信発呼者の番号の設定 （続き）

設定項目 説明
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[加入者番号
(Subscriber 
Number)]

発呼側番号タイプとして [加入者 (Subscriber)] を使用する発信側番号をグローバル化するには、次

の項目を設定します。

 • [プレフィックス (Prefix)]：Cisco Unified Communications Manager は、このフィールドに入力

されたプレフィックスを、発呼側番号タイプとして [加入者 (Subscriber)] を使用する発信側番号

に適用します。数字、国際エスケープ文字 +、アスタリスク（*）、またはシャープ記号（#）を

含む最大 8 文字までを入力できます。プレフィックスを入力する代わりに Default と入力できま

す。

ヒント [ゲートウェイの設定 (Gateway Configuration)] または [トランクの設定 (Trunk 
Configuration)] ウィンドウの [プレフィックス (Prefix)] フィールドに [デフォルト (Default)] 
と表示されている場合、[ゲートウェイの設定 (Gateway Configuration)] または [トランクの
設定 (Trunk Configuration)] ウィンドウの [削除桁数 (Strip Digits)] フィールドは設定できま
せん。この場合、Cisco Unified Communications Manager は、デバイスに適用されているデ
バイス プールの [プレフィックス (Prefix)] フィールドと [削除桁数 (Strip Digits)] フィールド
の設定を使用します。[デバイスプール設定 (Device Pool Configuration)] ウィンドウの [プ
レフィックス (Prefix)] フィールドに [デフォルト (Default)] と表示されている場合、Cisco 
Unified Communications Manager は、着信コール発信側プレフィックスのサービス パラ
メータ設定を適用します。この設定は、プレフィックスと桁除去の両方の機能をサポートし
ています。

ヒント [デバイスプール設定 (Device Pool Configuration)]、[ゲートウェイの設定 (Gateway 
Configuration)]、または [トランクの設定 (Trunk Configuration)] ウィンドウで [削除桁数
(Strip Digits)] フィールドを設定するには、[プレフィックス (Prefix)] フィールドを空白のま
まにするか、[プレフィックス (Prefix)] フィールドに有効な設定値を入力する必要がありま
す。これらのウィンドウで [削除桁数 (Strip Digits)] フィールドを設定する場合は、[プレ
フィックス (Prefix)] フィールドに Default と入力しないでください。

 • [削除桁数 (Strip Digits)]：Cisco Unified Communications Manager にプレフィックスの適用前

に加入者タイプの発信側番号から除去させる桁数を入力します。

 • [デバイスプールCSSの使用 (Use Device Pool CSS)]：デバイスに適用されているデバイス プー

ルで設定された [加入者番号 (Subscriber Number)] フィールドのコーリング サーチ スペースを

使用するには、このチェックボックスをオンにします。

 • [コーリングサーチスペース (Calling Search Space)]：この設定では、デバイスで発呼側番号タ

イプが [加入者 (Subscriber)] の発信側番号をグローバル化できます。選択する CSS に、このデ

バイスに割り当てる発呼側トランスフォーメーション パターンが含まれていることを確認して

ください。

ヒント デバイスは、コールが発生する前に、番号分析を使用してトランスフォーメーションを適用
する必要があります。CSS を [なし (None)] に設定すると、トランスフォーメーション パ
ターンは照合されず、適用されません。発呼側トランスフォーメーション パターンは、必
ず、ルーティングに使用されないヌル以外のパーティションに設定します。

表 8-7 デバイス プール、ゲートウェイ、およびトランクの着信発呼者の番号の設定 （続き）

設定項目 説明
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[不明な番号 (不明な

番号 )]（SIP の [トラ

ンクの設定 (Trunk 
Configuration)] ウィ

ンドウには表示され

ません）

発呼側番号タイプとして [不明 (Unknown)] を使用する発信側番号をグローバル化するには、次の項

目を設定します。

 • [プレフィックス (Prefix)]：Cisco Unified Communications Manager は、このフィールドに入力

されたプレフィックスを、発呼側番号タイプとして [不明 (Unknown)] を使用する発信側番号に

適用します。数字、国際エスケープ文字 +、アスタリスク（*）、またはシャープ記号（#）を含

む最大 8 文字までを入力できます。プレフィックスを入力する代わりに Default と入力できま

す。

ヒント [ゲートウェイの設定 (Gateway Configuration)] または [トランクの設定 (Trunk 
Configuration)] ウィンドウの [プレフィックス (Prefix)] フィールドに [デフォルト (Default)] 
と表示されている場合、[ゲートウェイの設定 (Gateway Configuration)] または [トランクの
設定 (Trunk Configuration)] ウィンドウの [削除桁数 (Strip Digits)] フィールドは設定できま
せん。この場合、Cisco Unified Communications Manager は、デバイスに適用されているデ
バイス プールの [プレフィックス (Prefix)] フィールドと [削除桁数 (Strip Digits)] フィールド
の設定を使用します。[デバイスプール設定 (Device Pool Configuration)] ウィンドウの [プ
レフィックス (Prefix)] フィールドに [デフォルト (Default)] と表示されている場合、Cisco 
Unified Communications Manager は、着信コール発信側プレフィックスのサービス パラ
メータ設定を適用します。この設定は、プレフィックスと桁除去の両方の機能をサポートし
ています。

ヒント [デバイスプール設定 (Device Pool Configuration)]、[ゲートウェイの設定 (Gateway 
Configuration)]、または [トランクの設定 (Trunk Configuration)] ウィンドウで [削除桁数
(Strip Digits)] フィールドを設定するには、[プレフィックス (Prefix)] フィールドを空白のま
まにするか、[プレフィックス (Prefix)] フィールドに有効な設定値を入力する必要がありま
す。これらのウィンドウで [削除桁数 (Strip Digits)] フィールドを設定する場合は、[プレ
フィックス (Prefix)] フィールドに Default と入力しないでください。

 • [削除桁数 (Strip Digits)]：Cisco Unified Communications Manager にプレフィックスの適用前

に不明タイプの発信側番号から除去させる桁数を入力します。

 • [デバイスプールCSSの使用 (Use Device Pool CSS)]：この設定は、[ゲートウェイの設定

(Gateway Configuration)] および [トランクの設定 (Trunk Configuration)] ウィンドウに表示さ

れ、[デバイスプール設定 (Device Pool Configuration)] ウィンドウには表示されません。デバイ

スに適用されているデバイス プールで設定された [不明な番号 (Unknown Number)] フィールド

のコーリング サーチ スペースを使用するには、このチェックボックスをオンにします。

 • [コーリングサーチスペース (Calling Search Space)]：この設定では、デバイスで発呼側番号タ

イプが [不明 (Unknown)] の発信側番号をグローバル化できます。選択する発呼側トランス

フォーメーション CSS に、このデバイスに割り当てる発呼側トランスフォーメーション パター

ンが含まれていることを確認してください。

ヒント デバイスは、コールが発生する前に、番号分析を使用してトランスフォーメーションを適用
する必要があります。CSS を [なし (None)] に設定すると、トランスフォーメーション パ
ターンは照合されず、適用されません。発呼側トランスフォーメーション パターンは、必
ず、ルーティングに使用されないヌル以外のパーティションに設定します。

表 8-7 デバイス プール、ゲートウェイ、およびトランクの着信発呼者の番号の設定 （続き）

設定項目 説明
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[着信番号 (Incoming 
Number)]（SIP の [ト
ランクの設定 (Trunk 
Configuration)] ウィ

ンドウにだけ表示さ

れます）

SIP トランクは、発呼側番号タイプ [不明 (Unknown)] だけをサポートしています。SIP トランクの

場合だけ、発呼側番号タイプとして [不明 (Unknown)] を使用する発信側番号をグローバル化するに

は、次の項目を設定します。

 • [プレフィックス (Prefix)]：Cisco Unified Communications Manager は、このフィールドに入力

されたプレフィックスを、発呼側番号タイプとして [不明 (Unknown)] を使用する発信側番号に

適用します。数字、国際エスケープ文字 +、アスタリスク（*）、またはシャープ記号（#）を含

む最大 8 文字までを入力できます。プレフィックスを入力する代わりに Default と入力できま

す。

ヒント [ゲートウェイの設定 (Gateway Configuration)] または [トランクの設定 (Trunk 
Configuration)] ウィンドウの [プレフィックス (Prefix)] フィールドに [デフォルト (Default)] 
と表示されている場合、[ゲートウェイの設定 (Gateway Configuration)] または [トランクの
設定 (Trunk Configuration)] ウィンドウの [削除桁数 (Strip Digits)] フィールドは設定できま
せん。この場合、Cisco Unified Communications Manager は、デバイスに適用されているデ
バイス プールの [プレフィックス (Prefix)] フィールドと [削除桁数 (Strip Digits)] フィールド
の設定を使用します。[デバイスプール設定 (Device Pool Configuration)] ウィンドウの [プ
レフィックス (Prefix)] フィールドに [デフォルト (Default)] と表示されている場合、Cisco 
Unified Communications Manager は、着信コール発信側プレフィックスのサービス パラ
メータ設定を適用します。この設定は、プレフィックスと桁除去の両方の機能をサポートし
ています。

ヒント [デバイスプール設定 (Device Pool Configuration)]、[ゲートウェイの設定 (Gateway 
Configuration)]、または [トランクの設定 (Trunk Configuration)] ウィンドウで [削除桁数
(Strip Digits)] フィールドを設定するには、[プレフィックス (Prefix)] フィールドを空白のま
まにするか、[プレフィックス (Prefix)] フィールドに有効な設定値を入力する必要がありま
す。これらのウィンドウで [削除桁数 (Strip Digits)] フィールドを設定する場合は、[プレ
フィックス (Prefix)] フィールドに Default と入力しないでください。

 • [削除桁数 (Strip Digits)]：Cisco Unified Communications Manager にプレフィックスの適用前

に不明タイプの発信側番号から除去させる桁数を入力します。

 • [デバイスプールCSSの使用 (Use Device Pool CSS)]：この設定は、[ゲートウェイの設定

(Gateway Configuration)] および [トランクの設定 (Trunk Configuration)] ウィンドウに表示さ

れ、[デバイスプール設定 (Device Pool Configuration)] ウィンドウには表示されません。デバイ

スに適用されているデバイス プールで設定された [不明な番号 (Unknown Number)] フィールド

のコーリング サーチ スペースを使用するには、このチェックボックスをオンにします。

 • [コーリングサーチスペース (Calling Search Space)]：この設定では、デバイスで発呼側番号タ

イプが [不明 (Unknown)] の発信側番号をグローバル化できます。選択する発呼側トランス

フォーメーション CSS に、このデバイスに割り当てる発呼側トランスフォーメーション パター

ンが含まれていることを確認してください。

ヒント デバイスは、コールが発生する前に、番号分析を使用してトランスフォーメーションを適用
する必要があります。CSS を [なし (None)] に設定すると、トランスフォーメーション パ
ターンは照合されず、適用されません。発呼側トランスフォーメーション パターンは、必
ず、ルーティングに使用されないヌル以外のパーティションに設定します。

表 8-7 デバイス プール、ゲートウェイ、およびトランクの着信発呼者の番号の設定 （続き）

設定項目 説明
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発信側番号をローカライズするための発呼側トランスフォーメーション 
コーリング サーチ スペース（CSS）の適用

発呼側トランスフォーメーション CSS を設定する前に、たとえば、パーティションの設定、コーリン

グ サーチ スペースの設定など、発信側番号をローカライズするために必要な手順を理解しておく必要

があります。詳細については、「発信側の正規化の設定チェックリスト」（P.8-2）を参照してください。

表 8-8 では、発呼側トランスフォーメーション CSS の各種設定について説明し、設定値を割り当てる 
Cisco Unified Communications Manager の管理ページの設定ウィンドウを示します。
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表 8-8 発信側番号をローカライズするための発呼側トランスフォーメーション CSS の設定

設定項目 説明

[発呼側トランスフォー

メーションCSS(Calling 
Party Transformation 
CSS)]

この設定により、デバイスの発信側の番号をローカライズできるようになります。選択する発

呼側トランスフォーメーション CSS に、このデバイスに割り当てる発呼側トランスフォー

メーション パターンが含まれていることを確認してください。

ヒント デバイスは、コールが発生する前に、番号分析を使用してトランスフォーメーション
を適用する必要があります。[発呼側トランスフォーメーションCSS(Calling Party 
Transformation CSS)] を [なし (None)] に設定すると、トランスフォーメーション パ
ターンは照合されず、適用されません。発呼側トランスフォーメーション パターンは、
必ず、ルーティングに使用されないヌル以外のパーティションに設定します。

Cisco Unified Communications Manager の管理ページ内の電話デバイスのタイプ、CTI ルート 
ポイント、ゲートウェイ、リモート接続先プロファイル、およびトランクはすべて、それぞれ

に発信側番号をローカライズできます。したがって、Cisco Unified Communications Manager 
の管理の次の設定ウィンドウで、この設定項目にアクセスできます。

 • デバイス プール（[システム (System)] > [デバイスプール (Device Pool)]）

 • 電話（[デバイス (Device)] > [電話 (Phone)]）

 • CTI ルート ポイント（[デバイス (Device)] > [CTIルートポイント (CTI Route Point)]）

 • ゲートウェイ（[デバイス (Device)] > [ゲートウェイ (Gateway)]）：ゲートウェイのタイプに

応じて、ポートの設定ウィンドウまたはゲートウェイの設定ウィンドウに表示されます。

 • トランク（[デバイス (Device)] > [トランク (Trunk)]）

 • リモート接続先プロファイル（[デバイス (Device)] > [デバイスの設定 (Device Settings)] > 
[リモート接続先プロファイル (Remote Destination Profile)]）

[デバイスプールの発呼側

トランスフォーメーション

CSSを使用 (Use Device 
Pool Calling Party 
Transformation CSS)]

デバイスに割り当てられているデバイス プールで設定された発呼側トランスフォーメーション 
CSS を使用するには、このチェックボックスをオンにします。このチェックボックスをオフに

すると、デバイスは、デバイスの設定ウィンドウで設定された発呼側トランスフォーメーショ

ン CSS を使用します。

Cisco Unified Communications Manager の管理ページ内の電話デバイスのタイプ、CTI ルート 
ポイント、ゲートウェイ、リモート接続先プロファイル、およびトランクはすべて、それぞれ

に発信側番号をローカライズできます。したがって、Cisco Unified Communications Manager 
の管理の次の設定ウィンドウで、この設定項目にアクセスできます。

 • 電話（[デバイス (Device)] > [電話 (Phone)]）

 • CTI ルート ポイント（[デバイス (Device)] > [CTIルートポイント (CTI Route Point)]）

 • ゲートウェイ（[デバイス (Device)] > [ゲートウェイ (Gateway)]）：ゲートウェイのタイプ

に応じて、ポートの設定ウィンドウまたはゲートウェイの設定ウィンドウに表示されま

す。

 • トランク（[デバイス (Device)] > [トランク (Trunk)]）

 • リモート接続先プロファイル（[デバイス (Device)] > [デバイスの設定 (Device Settings)] > 
[リモート接続先プロファイル (Remote Destination Profile)]）
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エンド ユーザへの情報の提供
設定によっては、電話機ユーザがコールを発信する前に電話機のコール ログ ディレクトリのエントリ

を編集する必要がない場合もあります。また、設定によっては、電話機のコール ログ ディレクトリに

国際エスケープ文字 + が含まれることがあります。

関連項目
 • 「発信側番号のグローバル化」（P.8-5）

 • 「発信側番号のローカライズ」（P.8-8）

 • 「グローバル発信側番号と対応するローカル番号のマッピング」（P.8-10）

 • 「システム要件」（P.8-12）

 • 「インタラクションおよび制限事項」（P.8-12）

 • 「発信側の正規化のインストールとアクティブ化」（P.8-16）

 • 「発信側の正規化の設定チェックリスト」（P.8-2）

 • 「発信側の正規化のサービス パラメータの設定」（P.8-17）

 • 「発呼側番号タイプの設定」（P.8-19）

 • 「[デバイスプール設定 (Device Pool Configuration)]、[ゲートウェイの設定 (Gateway 
Configuration)]、または [トランクの設定 (Trunk Configuration)] ウィンドウでの着信コール発信

側の設定」（P.8-21）

 • 「発信側番号をローカライズするための発呼側トランスフォーメーション コーリング サーチ ス
ペース（CSS）の適用」（P.8-29）

 • 「エンド ユーザへの情報の提供」（P.8-31）

 • 「デバイス モビリティ」（P.19-1）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「国際エスケープ文字 + の使用」

参考資料

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』

 • 『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』

 • 『Cisco Unified Communications Manager CDR Analysis and Reporting Administration Guide』

 • 『Cisco Unified Communications Manager Bulk Administration ガイド』

 • ご使用の電話機とこのバージョンの Cisco Unified Communications Manager をサポートしている 
Cisco Unified IP Phone のマニュアル
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9
Cisco エクステンション モビリティ

Cisco エクステンション モビリティを使用すると、ユーザは別の Cisco Unified IP Phone から自分の 
Cisco Unified IP Phone の設定（ライン アピアランス、サービス、短縮ダイヤルなど）に一時的にアク

セスできます。

エクステンション モビリティ機能は、ほとんどの Cisco Unified IP Phone に拡張されています。Cisco 
Unified Communications Manager の管理ページの [デフォルトのデバイスプロファイル (Default 
Device Profile)] ウィンドウを使用することにより、Cisco エクステンション モビリティをサポートす

るように各 Cisco Unified IP Phone を設定できます。この設定により、特定の Cisco Unified IP Phone 
のユーザ デバイス プロファイルを持たないユーザが、その電話機で Cisco エクステンション モビリ

ティを使用できます。

（注） Cisco エクステンション モビリティがサポートされていることを確認するには、Cisco Unified IP 
Phone のマニュアルを参照してください。

この章では、Cisco エクステンション モビリティに関する次の情報を提供します。

 • 「Cisco エクステンション モビリティの設定チェックリスト」（P.9-2）

 • 「Cisco エクステンション モビリティの概要」（P.9-5）

 • 「Cisco エクステンション モビリティのシステム要件」（P.9-14）

 • 「インタラクションおよび制限事項」（P.9-15）

 • 「Cisco エクステンション モビリティの初回のインストール」（P.9-18）

 • 「Cisco エクステンション モビリティの設定」（P.9-18）

 • 「Cisco エクステンション モビリティ ユーザへの情報の提供」（P.9-38）

 • 「関連項目」（P.9-39）
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Cisco エクステンション モビリティの設定チェックリスト
Cisco エクステンション モビリティを使用すると、ユーザは別の Cisco Unified IP Phone から自分の 
Cisco Unified IP Phone の設定（ライン アピアランス、サービス、短縮ダイヤルなど）に一時的にアク

セスできます。

エクステンション モビリティ機能は、ほとんどの Cisco Unified IP Phone に拡張されています。Cisco 
Unified Communications Manager の管理ページの [デフォルトのデバイスプロファイル (Default 
Device Profile)] ウィンドウを使用することにより、Cisco エクステンション モビリティをサポートす

るように各 Cisco Unified IP Phone を設定できます。この設定により、特定の Cisco Unified IP Phone 
のユーザ デバイス プロファイルを持たないユーザが、その電話機で Cisco エクステンション モビリ

ティを使用できます。

（注） Cisco エクステンション モビリティがサポートされていることを確認するには、Cisco Unified IP 
Phone のマニュアルを参照してください。

表 9-1 に示す手順に従って、Cisco エクステンション モビリティを設定します。Cisco エクステンショ

ン モビリティの詳細については、「Cisco エクステンション モビリティの概要」（P.9-5）および 「関連

項目」（P.9-39）を参照してください。

表 9-1 Cisco エクステンション モビリティの設定チェックリスト 

設定手順 関連手順と関連項目

ステップ 1 Cisco Unified サービスアビリティ を使用し、[Tools] > 
[Service Activation] の順に選択して、Cisco エクステン

ション モビリティ サービスを有効にします。

（注） 任意のノードでエクステンション モビリティ 
サービスを無効にするには、まず [Service 
Activation] でそのノードに対してこのサービス

を無効にする必要があります。

（注） Cisco エクステンション モビリティ サービスの

有効化または無効化時に（いずれかのノードで）

変化があると、データベース テーブルでサービ

ス URL の構築に必要な情報が更新されます。ま

た、エクステンション モビリティ サービス パラ

メータが変更されたときにもデータベース テー

ブルが更新されます。変更通知は EMApp サー

ビスで処理されます。

サービスのアクティブ化については、『Cisco Unified 
Serviceability Administration Guide』を参照してくださ

い。
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ステップ 2 Cisco エクステンション モビリティ サービスを作成しま

す。

要約ステップは次のとおりです。

 • [デバイス (Device)] > [デバイスの設定 (Device 
Settings)] > [IP Phoneサービス (Phone Services)] の
順に選択します。

 • サービスの名前を入力します（「エクステンション 
モビリティ サービス」、「EM」など）。

 • 次の URL を入力します。 
 

http://10.89.80.19:8080/emapp/
EMAppServlet?device=#DEVICENAME#

（注） URL を誤入力して電話機に誤ったサービスを登

録した場合は、URL を訂正し、それを保存して 
[登録の更新 (Update Subscriptions)] を押しま

す。または、URL を訂正し、誤ったサービスを

登録した電話機を 1 台ずつ再登録します。

 • [サービスカテゴリ (Service Category)] および [サー

ビスタイプ (Service Type)] の値を選択します。

 • [サービスベンダー (Service Vendor)] の値を入力し

ます（Java MIDlet サービスだけ）。

 • [保存 (Save)] をクリックします。

（注） Java MIDlet サービスの場合、サービス名とサー

ビス ベンダーは、Java Application Descriptor
（JAD）ファイルで定義された値と正確に一致し

ている必要があります。

「Cisco エクステンション モビリティ サービスの追加」

（P.9-20）

ステップ 3 管理パラメータを設定します。 「サービス パラメータの設定」（P.9-21）

ステップ 4 Cisco エクステンション モビリティをサポートする電話

機タイプごとに、デフォルトのデバイス プロファイルを

作成します。

「各 Cisco Unified IP Phone タイプのデフォルト デバイ

ス プロファイルの作成」（P.9-28）

表 9-1 Cisco エクステンション モビリティの設定チェックリスト （続き）

設定手順 関連手順と関連項目
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ステップ 5 ユーザのユーザ デバイス プロファイルを作成します。

要約ステップは次のとおりです。

 • [デバイス (Device)] > [デバイスの設定 (Device 
Settings)] > [デバイスプロファイル (Device 
Profile)] の順に選択し、[新規追加 (Add New)] をク

リックします。

 • デバイス タイプを入力します。

 • デバイス プロファイル名を入力し、電話ボタン テ
ンプレートを選択し、[保存 (Save)] をクリックしま

す。

 • 電話番号（DN）と必要な情報を入力し、[保存

(Save)] をクリックします。これをすべての電話番

号について繰り返します。

 • このデバイス プロファイルに対してインターコム回

線を有効にするには、このデバイス プロファイルに

対してインターコム電話番号（DN）を設定します。

インターコム DN の設定は、[インターコム電話番

号の設定 (Intercom Directory Number 
Configuration)] ウィンドウで行います。このウィン

ドウにアクセスするには、[コールルーティング

(Call Routing)] > [インターコム (Intercom)] > [イン

ターコム電話番号 (Intercom Directory Number)] の
順に選択します。インターコム DN をアクティブに

するには、[インターコム電話番号の設定 (Intercom 
Directory Number Settings)] ペインで [デフォルト

のアクティブデバイス (default activated device)] を
設定する必要があります。

「ユーザのデバイス プロファイルの作成」（P.9-31）

『Cisco Unified Communications Manager アドミニスト
レーション ガイド』の「インターコム電話番号の設定」

ステップ 6 ユーザにユーザ デバイス プロファイルを関連付けます。

要約ステップは次のとおりです。

 • [ユーザ管理 (User Management)] > [エンドユーザ

(End User)] の順に選択し、[新規追加 (Add New)] 
をクリックして、ユーザ情報を入力します。

 • エクステンション モビリティの使用可能なプロファ

イルで、「ステップ 5」 で作成したユーザ デバイス 
プロファイルを選択し、下矢印をクリックします。

選択したサービスが [制御するプロファイル

(Controlled Profiles)] ボックスに表示されます。

 • [保存 (Save)] をクリックします。

「ユーザへのユーザ デバイス プロファイルの関連付け」

（P.9-34）

表 9-1 Cisco エクステンション モビリティの設定チェックリスト （続き）

設定手順 関連手順と関連項目



 

9-5
Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド     

第 9 章      Cisco エクステンション モビリティ

    Cisco エクステンション モビリティの概要      

Cisco エクステンション モビリティの概要
この項では、機能の設定およびトラブルシューティングができるように、Cisco エクステンション モビ

リティの理解を深めます。

 • 「デバイス プロファイルについて」（P.9-6）

 • 「Cisco エクステンション モビリティの概要」（P.9-6）

 • 「Cisco エクステンション モビリティの SIP サポート」（P.9-9）

 • 「ログインおよびログアウトの動作」（P.9-9）

 • 「ログインのコール フロー」（P.9-10）

 • 「ログアウトのコール フロー」（P.9-11）

 • 「エクステンション モビリティ等価機能」（P.9-12）

ステップ 7 Cisco Unified IP Phone とユーザ デバイス プロファイル

を設定し、Cisco エクステンション モビリティに登録し

ます。

要約ステップは次のとおりです。

 • 電話機とそのユーザ デバイス プロファイルを Cisco 
エクステンション モビリティに登録します。

 • [デバイス (Device)] > [電話 (Phone)] の順に選択し、

[新規追加 (Add New)] をクリックします。

 • [電話の設定 (Phone Configuration)] ウィンドウの [内
線情報 (Extension Information)] で [エクステンション

モビリティの有効化 (Enable Extension Mobility)] をオ

ンにします。

 • [ログアウトプロファイル (Log Out Profile)] ドロッ

プダウン リスト ボックスで [-- 現在のデバイス設定

を使用 --(-- Use Current Device Settings --)] または

特定の設定済みプロファイルを選択し、[保存

(Save)] をクリックします。

 • Cisco エクステンション モビリティを Cisco Unified 
IP Phone に登録するには、ウィンドウの右上隅にあ

る [関連リンク (Related Links)] ドロップダウン リ
スト ボックスで [サービスの登録 /登録解除

(Subscribe/Unsubscribe Services)] を選択し、[移動

(Go)] をクリックします。

『Cisco Unified Communications Manager アドミニスト
レーション ガイド』の「Cisco Unified IP Phone の設

定」

「Cisco エクステンション モビリティへの Cisco Unified 
IP Phone の登録」（P.9-35）

『Cisco Unified Communications Manager アドミニスト
レーション ガイド』の「現在ログイン中のデバイスの

検索」

ステップ 8 Cisco エクステンション モビリティ エンド ユーザが電

話機のユーザ PIN を変更できるようにするには、

Change Credential電話サービスを使用して、Change 
Credential Cisco Unified IP Phone サービスを設定し、

ユーザ、ユーザ デバイス プロファイル、または Cisco 
Unified IP Phone を関連付けます。

「Change Credential IP Phone サービスの設定」（P.9-36）

表 9-1 Cisco エクステンション モビリティの設定チェックリスト （続き）

設定手順 関連手順と関連項目
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デバイス プロファイルについて

デバイス プロファイルは、特定のデバイスの属性を定義します。デバイス プロファイルには、電話機

のテンプレート、ユーザ ロケール、登録されているサービス、短縮ダイヤルなどの情報が含まれてい

ます。

デバイス プロファイルは物理的な電話機には関連付けられていません。デバイス プロファイルには、

MAC アドレスやディレクトリ URL など明示的にデバイスに関係するプロパティを除く、すべてのデ

バイス プロパティが含まれています。

デバイス プロファイルがデバイスにロードされると、そのデバイスはデバイス プロファイルの属性を

取得します。

ユーザのデバイス プロファイル

システム管理者として、各ユーザのデバイス プロファイルを設定します。ユーザは、Cisco Unified 
CM のユーザ オプションのウィンドウを使用して、このプロファイルにアクセスしたり、サービスの

追加などの変更を行うことができます。Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、

ユーザのデバイス プロファイルを追加、変更、および削除できます。

Cisco エクステンション モビリティ用に設定された電話機にログインする際、その電話機用に設定され

たユーザ デバイス プロファイルがユーザにある場合は、そのユーザ デバイス プロファイルによってデ

バイスの既存の設定が置換されます。

ユーザがログアウトすると、ユーザ デバイス プロファイルはログアウト プロファイルに置き換えられ

ます。

デフォルトのデバイス プロファイル

Cisco エクステンション モビリティをサポートする Cisco Unified IP Phone ごとに、デフォルトのデバ

イス プロファイルを設定できます。ユーザがユーザ デバイス プロファイルを持たない電話機にログイ

ンした場合、電話機は必ずデフォルトのデバイス プロファイルを使用します。

デフォルトのデバイス プロファイルには、デバイス タイプ（電話機）、ユーザ ロケール、電話ボタン 
テンプレート、ソフトキー テンプレート、Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）情報が含

まれています。

[デフォルトのデバイスプロファイル設定 (Default Device Profile Configuration)] ウィンドウ（[デバイ

ス (Device)] > [デバイスの設定 (Device Settings)] > [デフォルトのデバイスプロファイル (Default 
Device Profile)]）を使用して、デフォルトのデバイス プロファイルを作成します。電話機にはデフォ

ルトのデバイス プロファイルがまったくないか、1 つあります。デフォルトのデバイス プロファイル

の最大数が、Cisco エクステンション モビリティをサポートする電話機の数を超えることはできませ

ん。

Cisco エクステンション モビリティの概要

Cisco エクステンション モビリティ（XML ベースの認証機能）は、Cisco エクステンション モビリ

ティ アプリケーションおよび Cisco エクステンション モビリティ サービスで構成されています。

Cisco エクステンション モビリティ（EM）を有効にするには、Cisco Unified サービスアビリティ か
ら EM サービスをアクティブにする必要があります。

Cisco エクステンション モビリティ サービスは、Cisco Tomcat Web Service 上でアプリケーションと

して動作します。
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サービスは、[Cisco Unified サービスアビリティ ] > [Service Activation] で有効 /無効にすることがで

きます。詳細については、『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』を参照してください。

（注） Cisco エクステンション モビリティは、1 つの Cisco Unified Communications Manager クラスタ内の

電話機でだけ動作します。

（注） Cisco クラスタ間のエクステンションモビリティは、異なる複数の Cisco Unified Communications 
Manager クラスタ内にある電話機で動作します。Cisco クラスタ間のエクステンションモビリティ機能

の詳細については、「Cisco クラスタ間のエクステンションモビリティ」の章を参照してください。

Cisco Unified Communications Manager の管理ページを使用して、Cisco エクステンション モビリティ 
サービスを開始し（Cisco Unified サービスアビリティ Administration で）、[システムパラメータ

(System Parameters)] ウィンドウ（[システム (System)] > [サービスパラメータ (Service Parameters)]）
を使用して、各機能がシステムでどのように動作するかを定義し、[デフォルトのデバイスプロファイ

ル (Default Device Profile)] ウィンドウ（[デバイス (Device)] > [デバイスの設定 (Device Settings)] > [デ
フォルトのデバイスプロファイル (Default Device Profile)]）を使用して、機能をサポートする電話機を

定義します。

システム管理者として、各ユーザのデバイス プロファイルを設定します。ユーザは、Cisco Unified 
CM のユーザ オプションのウィンドウを使用して、このプロファイルにアクセスしたり、Cisco エクス

テンション モビリティのようなサービスの追加などの変更を行うことができます。

ユーザは、Cisco Unified IP Phone のサービス ボタンを押して Cisco エクステンション モビリティにア

クセスし、Cisco Unified Communications Manager ユーザ ID および Personal Identification Number
（PIN; 個人識別番号）のフォームにログイン情報を入力します。ユーザに複数のユーザ デバイス プロ

ファイルがある場合は、Cisco エクステンション モビリティで使用するデバイス プロファイルの選択

を求めるプロンプトが電話機に表示されます。

ユーザの電話機が Change Credential IP Phone サービスに登録されている場合、そのユーザは、

Change Credential IP Phone サービスを使用して、ユーザの PIN を変更できます。

ユーザがログインすると、Cisco エクステンション モビリティ アプリケーションはユーザ認証用の 
XML-over-HTTP 要求を受け取り、Cisco Unified Communications Manager Directory に対して情報を

確認します （図 9-1 を参照）。

図 9-1 Cisco エクステンション モビリティ
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認証の際、ログイン プロファイルがログイン デバイスと一致すると（つまり、Cisco Unified IP Phone 
7960 用に設定されたユーザ デバイス プロファイルを持つユーザが Cisco Unified IP Phone 7960 にロ

グインすると）、Cisco エクステンション モビリティは次のように動作します。

 • 電話機は、個別のユーザ デバイス プロファイル情報を使用して自動的に再設定されます。

ユーザにユーザ デバイス プロファイルが 1 つある場合は、システムはこのプロファイルを使用し

ます。ユーザ デバイス プロファイルが複数ある場合、ユーザは使用するユーザ デバイス プロファ

イルをリストから選択できます。

 • ユーザは、デバイス プロファイルで設定したサービスをすべて使用できます。

同じユーザが設定済みのユーザ デバイス プロファイルを持たずに Cisco Unified IP Phone にログイン

した場合は、認証時にログイン プロファイルがログイン デバイスと一致しません。このシナリオでは、

その電話機モデルのデフォルトのデバイス プロファイルが電話機にロードされ、Cisco エクステンショ

ン モビリティが次のように動作します。

 • システムは、デバイスに依存しない設定（つまり、ユーザ保留音源、ユーザ ロケール、ユーザ ID、

短縮ダイヤル、「このデバイスの回線設定」の設定を除く電話番号設定）をすべて、ユーザ デバイ

ス プロファイルからログイン デバイスへコピーします。

 • システムは、電話テンプレートとソフトキー テンプレートの設定にその電話機のデフォルトのデ

バイス プロファイルを使用し、電話機がアドオン モジュールをサポートできる場合にはアドオン 
モジュールにもデフォルトを使用します。

 • ログイン デバイスが電話ボタン テンプレートの機能セーフをサポートしており、ログイン プロ

ファイルで設定されている電話テンプレートがボタンの数と一致する場合、システムはログイン 
プロファイルの電話テンプレートを使用します。一致しない場合、システムは電話機のデフォルト

のデバイス プロファイルを使用して電話テンプレートを設定します。

 • 電話機が Cisco Unified IP Phone サービスをサポートし、サービスが設定されている場合は、ユー

ザ デバイス プロファイルからサービスがコピーされます。

ユーザ デバイス プロファイルに Cisco Unified IP Phone サービスが設定されていない場合、シス

テムはログイン時にアクセスされるログイン デバイス用の、デフォルトのデバイス プロファイル

で設定されている Cisco Unified IP Phone サービスを使用します。加入者サービス用のパラメータ

が存在する場合、システムはパラメータをデフォルトのデバイス プロファイルからコピーするの

で、パラメータが正しい情報を反映していないことがあります。

たとえば、Cisco Unified IP Phone 7960 用に設定されたユーザ デバイス プロファイルを持つユーザが 
Cisco Unified IP Phone 7905 にログインし、デフォルトのデバイス プロファイルが電話機にロードさ

れる場合、次のようなシナリオが発生します。

 • ユーザは、ユーザの保留音源、ユーザ ロケール、ユーザ ID、短縮ダイヤル、電話番号設定にアク

セスできます。ユーザは電話回線設定にはアクセスできません。システムは、Cisco Unified IP 
Phone 7905 用に設定されたデフォルトのデバイス プロファイルから電話回線設定を行っています。

 • ユーザは、Cisco Unified IP Phone 7905 の電話テンプレートとソフトキー テンプレートにアクセ

スできます。

 • Cisco Unified IP Phone 7905 はアドオン モジュールをサポートしていないため、ユーザはアドオ

ン モジュールにアクセスできません。

 • Cisco Unified IP Phone サービスが Cisco Unified IP Phone 7905 用に設定されている場合、ユーザ

はサービスにアクセスできますが、加入者サービスのパラメータは、Cisco Unified CM のユーザ 
オプションのウィンドウでユーザが選択したパラメータではなく、デフォルトのデバイス プロ

ファイルを反映します。
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ユーザは、サービス ボタンを押し、ログアウトを選択して Cisco エクステンション モビリティからロ

グアウトします。ユーザが自分でログアウトしない場合は、サービス パラメータを設定しておくと、

システムが自動的にユーザをログアウトします。あるいは、電話機の次のユーザが前のユーザをログア

ウトさせることもできます。ログアウト後、Cisco Unified Communications Manager はログアウト プ
ロファイルを電話機に送信し、電話機を再起動します。

Cisco エクステンション モビリティの SIP サポート

Cisco エクステンション モビリティは、SIP を実行する次の Cisco Unified IP Phone をサポートします。

 • 7970G/7971G

 • 7961G/7941G と 7961GE/7941GE（G = Gig 以外、GE = Gig）

 • 7942G、7962G、7945G、7965G、および 7975G

 • 7911G

追加情報

「関連項目」（P.9-39）を参照してください。

ログインおよびログアウトの動作

この項では、ユーザの視点からログインおよびログアウトの動作について説明します。ユーザからの質

問への回答や問題の対処に、この情報を活用してください。

 • 作業日の始めに電話機にログインするよう、ユーザに指示することをお勧めします。これを実行す

ると、ユーザ デバイス プロファイルをユーザの電話機に確実にロードできます。

 • ユーザが Cisco Unified CM のユーザ オプションのウィンドウでプロファイルを変更した場合は、

ユーザが次にログインするときに変更が適用されます。

 • すでにユーザがログインしている場合は変更が適用されません。

 • ログイン ユーザまたはプロファイルに関連付けられたユーザ ロケールがロケールまたはデバイス

と異なる場合、正常にログインした後、電話機は再起動後にリセットされます。これは、電話機の

設定ファイルが再構築されるためです。プロファイルとデバイス間でアドオン モジュールが一致

しない場合も同じ動作をすることがあります。

 • Cisco エクステンション モビリティは、1 分間あたり最大 250 回のログインまたはログアウト操作

（1 時間あたり 15,000 回の操作）をサポートします。これらの操作は、並行して発生することはな

く逐次的です （デバイスの中には、1 時間あたりにより多くのログインまたはログアウト操作をサ

ポートするものもあります）。

 • 制限時間を設定すると、Cisco エクステンション モビリティが、クラスタ全体で一定時間を過ぎた

ユーザを自動的にログアウトすることができます。[Enforce Maximum Login Time] で [True] を選

択し、ログインの最長時間を指定して最長ログイン時間を設定します。

「サービス パラメータの設定」（P.9-21）を参照してください。

 • サービス パラメータを設定して複数のログインを許可できます。複数のログインを許可しないよ

うに設定した場合、Cisco エクステンション モビリティは 1 回につき 1 人のユーザのログインだけ

をサポートします。最初のデバイスでユーザがログアウトするまで、その他のデバイスへの後続の

ログインはできません。

 • Auto Logout が無効で、ユーザが電話機からのログアウトを忘れた場合は、システム管理者がその

ユーザをログアウトできます。次のユーザがログインするときに、そのユーザをログアウトさせる

こともできます。
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 • ログアウト プロファイルによっては、Cisco エクステンション モビリティ機能が設定されている 
Cisco Unified IP Phone からログアウトしたユーザは、ログインしない限りその電話機からのボイ

スメール システムを確認できない場合があります。メッセージ ボタンまたはタッチトーン キー

パッドのいずれかのキーを押した後にビジー音が聞こえる場合は、電話機を使用する前にログイン

する必要があります。

 • ユーザはオフフックの電話機にログインできます。ただし、Cisco Unified IP Phone はオンフック

になるまでユーザの設定を受け入れません。ログイン後にオンフックになると、電話機に

「Resetting...」メッセージが表示され、ユーザの電話設定をその電話機で使用できるようになりま

す。

 • ユーザの Cisco エクステンション モビリティ プロファイルには、呼び出し音タイプ、コントラス

トの設定、および音量の設定は保持されません。これらの設定は Cisco Unified IP Phone で直接行

います。

 • Cisco エクステンション モビリティ ユーザがデバイスからログアウトすると、その Cisco エクステ

ンション モビリティ ユーザに対してアクティブになっているすべての折返しサービスは自動的に

無効となります。

追加情報

「関連項目」（P.9-39）を参照してください。

ログインのコール フロー

この項では、Cisco エクステンション モビリティのログインのイベント フローを、システムの側から

説明します。コール フローを理解すると、機能に問題が発生した場合のトラブルシューティングに役

立ちます。

1. ユーザは Cisco Unified IP Phone のサービス ボタンを押して、ログインを要求します。この操作に

よって、Cisco エクステンション モビリティ アプリケーションの URL が呼び出されます。

2. アプリケーションによってサービスの URL が決定されます。

3. Cisco エクステンション モビリティ アプリケーションは、フォーマットした XML/HTTP クエリー

を Cisco エクステンション モビリティ サービスに送信し、その電話機の状態を判断します。

4. アプリケーションがユーザにユーザ ID および PIN の入力を求めます。ユーザがユーザ ID および 
PIN を入力し、[サブミット ] ソフトキーを押します。

5. 電話機が HTTP 要求を実行し、アプリケーションがユーザ ID および PIN の認証を試みます。

6. ユーザ ID および PIN が認証されない場合は、電話機に「Authentication Error.」と表示されます。

ユーザ ID および PIN が認証された場合は、アプリケーションが Cisco Unified Communications 
Manager データベースをクエリーして、ユーザに関連付けられているデバイス プロファイルのリ

ストを取得します。

7. ディレクトリが応答し、ユーザ デバイス プロファイル（複数）が表示されます。リストに複数の

エントリがある場合、電話機にはユーザが選択できるデバイス プロファイルが表示されます。

8. ユーザがこのリストからエントリを選択すると（またはリストにエントリが 1 つだけの場合）、ア

プリケーションはサービス用に XML を生成します。

9. アプリケーションは、生成された XML ログイン要求を HTTP 経由でサービス URL へ送信します 
（アプリケーションはステップ 2 でサービス URL を決定します）。

10. サービスが、要求に対して定義済みの XML 形式で、ユーザ デバイス プロファイルのロードの再

開（成功を示します）または失敗メッセージで応答します。
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11. アプリケーションが正しい通知をデバイスに返します。電話機がユーザ デバイス プロファイルで

再起動します。

12. Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [電話の設定 (Phone Configuration)] ウィ

ンドウ（[デバイス (Device)] > [電話 (Phone)]）には、該当するエンド ユーザ プロファイルおよび

デバイス プロファイルの設定ウィンドウへのリンクとともに、[現在のエンドユーザプロファイル

(Current End User Profile)] と [現在のデバイスプロファイル (Current Device Profile)] が表示され

ます。

（注） [電話の設定 (Phone Configuration)] ウィンドウでは、ユーザが電話機にログインしたときに、

デバイスの回線番号は変わりません。ログインしているユーザがいないときも、電話機に割り

当てられた回線番号が引き続き表示されます。

追加情報

「関連項目」（P.9-39）を参照してください。

ログアウトのコール フロー

この項では、Cisco エクステンション モビリティのログアウトのイベント フローを、システムの側か

ら説明します。コール フローを理解すると、Cisco エクステンション モビリティ機能に問題が発生し

た場合のトラブルシューティングに役立ちます。

1. ユーザは Cisco Unified IP Phone のサービス ボタンを押して、ログアウトを要求します。この操作

によって、Cisco エクステンション モビリティ アプリケーションの URL が呼び出されます。

2. アプリケーションによってサービスの URL が決定されます。

（注） Cisco エクステンション モビリティは、最初のインスタンスだけ Cisco Unified 
Communications Manager Directory 内の URL を検索します。URL は、静的変数として保

存されます。

3. アプリケーションは XML を生成し、Cisco エクステンション モビリティ サービスに現在のデバイ

スの状態をクエリーします。

4. サービスがアプリケーションに現在のデバイスの状態を返します（たとえば、「<userID> がログイ

ンしました。」）。

5. アプリケーションは、ユーザにログアウトの確認をします。

6. ユーザが [Yes] ソフトキーを押してログアウトを確定すると、アプリケーションはログアウト操作

として XML を生成します。

7. アプリケーションは、生成された XML ログイン要求を HTTP 経由でサービス URL へ送信します 
（アプリケーションはステップ 2 でサービス URL を決定します）。

8. 操作が正常に終了すると、電話機が再起動され、適切なデバイス プロファイルがロードされます。

障害が発生すると、メッセージが電話機に送信されます。

9. アプリケーションは受け取った XML を解析し、XML 応答メッセージを作成します。

10. 適合する通知として XML がデバイスに返され、電話機が再起動され、元のユーザ プロファイルま

たはログアウト プロファイルがロードされます。
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11. Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [電話の設定 (Phone Configuration)] ウィ

ンドウ（[デバイス (Device)] > [電話 (Phone)]）には、[現在のエンドユーザプロファイル (Current 
End User Profile)] と [現在のデバイスプロファイル (Current Device Profile)] が表示されなくなり

ます。

（注） [電話の設定 (Phone Configuration)] ウィンドウでは、ユーザが電話機からログアウトしたとき

に、デバイスの回線番号は変わりません。ログインしているユーザがいないときも、電話機に

割り当てられた回線番号が引き続き表示されます。

エクステンション モビリティ等価機能

Cisco エクステンション モビリティ（EM）等価機能により、電話ボタン テンプレートの電話機モデル

依存が解消されます。次の要因により、さまざまな電話機間のモデル等価機能が決まります。

 • 電話機モデルがサポートする各種機能

 • 電話機モデルがサポートするボタンの数

EM 等価機能では、Cisco Unified IP Phone に関する次の機能をサポートしています。

 • 電話ボタン テンプレートの機能セーフ：電話機には、電話機モデルがサポートする回線ボタン数

と同じ数のボタンを持つ、任意の電話ボタン テンプレートを使用できます。

 • 電話ボタン テンプレートのサイズ セーフ：この機能を使用すると、ユーザは、システムに設定さ

れている任意の電話ボタン テンプレートを使用できます。

Cisco Unified Communications Manager は、既存のエクステンション モビリティ（EM）等価メカニ

ズムを拡張し、次の電話機タイプで動作するようにします。

 • 電話ボタン テンプレートの機能セーフ：SCCP プロトコルと SIP プロトコルの場合、機能セーフ

機能をサポートしている Cisco Unified IP Phone モデルは、7931、7941、7941G-GE、7942、
7945、7961G-GE、7962、7965、7970、7971、7975 です。SIP プロトコルだけの場合、機能セー

フ機能をサポートしている Cisco Unified IP Phone モデルは、8961、9951、9971 です。

（注） 電話ボタン テンプレートの機能セーフ機能は、Cisco Unified IP Phone 7960 または 7940 
よりも新しいモデルで設定された EM プロファイルの使用をサポートしていません。

 • 電話ボタン テンプレートのサイズ セーフ：SCCP プロトコルと SIP プロトコルの場合、サイズ 
セーフ機能をサポートしている Cisco Unified IP Phone モデルは、7906、7911、7931、7941、
7941G-GE、7942、7945、7961、7961G-GE、7962、7965、7970、7971、7975 です。

拡張機能は、等価であるすべての電話機モデルで動作し、機能を有効にするための管理作業は必要あり

ません。

（注） サポートされる電話機モデルのリストは、バージョンおよびデバイス パックごとに異なります。現在

のインストールでこれらの機能がサポートされている電話機モデルの全リストを取得するには、Cisco 
Unified Reporting にログインします。Cisco Unified Reporting で、[Unified CM Phone Feature List] シ
ステム レポートを選択します。このシステム レポートを生成するとき、[Product] ドロップダウン リ
スト ボックスで [All] を指定します。[Feature] ドロップダウン リスト ボックスで、[Feature Safe on 
Phone Template] または [Size Safe on Phone Template] を選択します。
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機能セーフ設定のシナリオ

1. [ユーザデバイスプロファイルの設定 (User Device Profile Configuration)] ウィンドウ（[デバイス

(Device)] > [デバイスの設定 (Device Settings)] > [デバイスプロファイル (Device Profile)]）を使

用して、7970 のユーザ デバイス プロファイルを作成します。7970 ユーザ デバイス プロファイル

に User Profile Test という名前を付けます。7970 電話ボタン テンプレートを使用し、次の行を含

むように、このプロファイルを設定します。

– DN：1050、1051、および 1052 

– 短縮ダイヤル：5051、5052、5053、5054、および 5055

2. [ユーザの設定 (User Configuration)] ウィンドウ（[ユーザ管理 (User Management)] > [エンドユー

ザ (End User)]）を使用して、ユーザを作成します。ユーザに cisco という名前を付け、このユーザ

に User Profile Test ユーザ デバイス プロファイルを関連付けます。

3. [電話の設定 (Phone Configuration)] ウィンドウ（[デバイス (Device)] > [電話 (Phone)]）を使用し

て、Cisco Unified IP Phone 7970 および Cisco Unified IP Phone 7971 にエクステンション モビリ

ティを設定します。Standard 電話ボタン テンプレートを使用するように各電話機を設定します。

4. ユーザが User Profile Test ユーザ デバイス プロファイルで Cisco Unified IP Phone 7970 にログイ

ンすると、すべての回線（DN）と短縮ダイヤルが電話スクリーンに表示されます。

5. Cisco Unified IP Phone 7971 は電話ボタン テンプレートの機能セーフをサポートしているので、

ユーザが User Profile Test ユーザ デバイス プロファイルで 7971 モデルの電話機にログインする

と、すべての回線（DN）と短縮ダイヤルが電話スクリーンに表示されます。

サイズ セーフ機能

電話ボタン テンプレートのサイズ セーフが電話機モデルでサポートされている場合、任意の電話ボタ

ン テンプレートをその電話機モデルに関連付けることができます。電話機に表示される実際の電話ボ

タン レイアウトは、定義されている電話ボタン テンプレートと同じ順序となります。電話機モデルの

ボタンが電話ボタン テンプレートよりも多い場合は、定義済みのすべてのボタンが表示されます。電

話機モデルのボタンが定義済みの電話ボタン テンプレートよりも少ない場合は、その電話機で使用可

能なボタンだけが表示されます。

たとえば、7961 電話ボタン テンプレートでは、次のボタンが定義されています。

 • 回線 1

 • 回線 2

 • SD1

 • SD2

 • 回線 3

 • 回線 4

この電話ボタン テンプレートが 7942 電話機に割り当てられた場合、実際の電話ボタン レイアウトは

次のようになります。

 • 回線 1

 • 回線 2

テンプレートの残りの部分は、ボタンが使用できないため表示されません。

この電話ボタン テンプレートが 7975 電話機に割り当てられた場合、実際の電話ボタン レイアウトは

次のようになります。

 • 回線 1

 • 回線 2

 • SD1
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 • SD2

 • 回線 3

 • 回線 4

 • Undefined

 • Undefined

このように、電話機モデルが電話ボタン テンプレートのサイズ セーフ機能をサポートしている場合は、

ログイン プロファイル モデルに関係なく、ログイン プロファイルで定義されているのと同じ順序で電

話ボタン テンプレート レイアウトがユーザに表示されます。

追加情報

「関連項目」（P.9-39）を参照してください。

Cisco エクステンション モビリティのシステム要件

ソフトウェア コンポーネント

このバージョンの Cisco エクステンション モビリティが動作するには、次のソフトウェア コンポーネ

ントが必要です。

 • Cisco Unified Communications Manager 8.0 以降

（注） Cisco エクステンション モビリティは、Cisco Unified Communications Manager がインストールされ

ているサーバと同じサーバに自動的にインストールされます。追加のサーバは不要です。Cisco エクス

テンション モビリティ は、Cisco Unified Communications Managerクラスタ内の任意のサーバで実行

できます。

 • Netscape 7.1、Internet Explorer 6、または Internet Explorer 7（Cisco Unified Communications 
Manager の管理ページ用）。

 • TFTP サーバに到達可能であること。オプションで、TFTP と Cisco Unified Communications 
Manager を同じサーバにインストールできます。

エクステンション モビリティ機能は、ほとんどの Cisco Unified IP Phone に拡張されています。Cisco 
エクステンション モビリティがサポートされていることを確認するには、Cisco Unified IP Phone のマ

ニュアルを参照してください。

（注） Cisco エクステンション モビリティを実行している Cisco Unified IP Phone  7960 および Cisco Unified 
IP Phone 7960G には、Cisco 7914 拡張モジュールが備わっている場合があります。

不在転送のコーリング サーチ スペースに関する下位互換性

不在転送の Calling Search Space（CSS; コーリング サーチ スペース）の機能拡張により、Cisco エク

ステンション モビリティを使用しているお客様は、現行の機能を維持したまま、上位リリースの Cisco 
Unified Communications Manager にアップグレードできます。

この機能拡張は、CFA CSS Activation Policy サービス パラメータでサポートされています。このパラ

メータは、[サービスパラメータ設定 (Service Parameter Configuration)] ウィンドウ（[システム

(System)] > [サービスパラメータ (Service Parameters)]）の [Clusterwide Parameters (Feature - 
Forward)] セクションに表示され、次の 2 つのオプションがあります。

 • With Configured CSS（デフォルト）
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 • With Activating Device/Line CSS

不在転送の設定オプションの詳細については、『Cisco Unified Communications Manager アドミニスト
レーション ガイド』の「電話番号の設定」の章と、『Cisco Unified Communications Manager システム 
ガイド』の「電話番号の概要」の章を参照してください。

追加情報

「関連項目」（P.9-39）を参照してください。

インタラクションおよび制限事項
次の各項では、Cisco エクステンション モビリティが他の Cisco Unified Communications Manager 
サービスと相互に通信する方法、および Cisco エクステンション モビリティに適用される制限事項に

ついて説明します。

 • 「インタラクション」（P.9-15）

 • 「制限事項」（P.9-17）

インタラクション

次の項では、Cisco エクステンション モビリティが Cisco Unified Communications Manager アプリ

ケーションと通信する方法について説明します。

 • 「同じサーバ上で動作する Cisco Unified Communications Manager サービス」（P.9-15）

 • 「一括管理ツール」（P.9-15）

 • 「Cisco Unified Communications Manager Assistant」（P.9-16）

 • 「Call Display Restrictions 機能」（P.9-16）

 • 「インターコム」（P.9-16）

 • 「インターネット プロトコル バージョン 6（IPv6）」（P.9-17）

同じサーバ上で動作する Cisco Unified Communications Manager サービス

Cisco エクステンション モビリティは、同じ Cisco Unified Communications Manager サーバで、Cisco 
Unified Communications Manager Assistant および CDR Analysis and Reporting（CAR）とともに実

行できます。

一括管理ツール

一括管理ツール（BAT）を使用すると、一度に複数の Cisco エクステンション モビリティのユーザ デ
バイス プロファイルを追加および削除できます。詳細については、『Cisco Unified Communications 
Manager Bulk Administration ガイド』を参照してください。

追加情報

「関連項目」（P.9-39）を参照してください。
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Cisco Unified Communications Manager Assistant

Cisco エクステンション モビリティを使用するマネージャは、同時に Cisco Unified Communications 
Manager Assistant も使用できます。マネージャは、Cisco エクステンション モビリティを使用して 
Cisco Unified IP Phone にログインし、Cisco IP Manager Assistant サービスを選択します。Cisco IP 
Manager Assistant サービスが起動すると、マネージャはアシスタントおよびすべての Cisco Unified 
Communications Manager Assistant 機能（コール フィルタリングやサイレントなど）にアクセスでき

ます。Cisco Unified Communications Manager Assistant の詳細については、「プロキシ回線サポートの

ある Cisco Unified Communications Manager Assistant」の章を参照してください。

Call Display Restrictions 機能

Cisco エクステンション モビリティでコール表示制限を有効にした場合、Cisco エクステンション モビ

リティは通常どおりに機能します。つまり、ユーザがデバイスにログインしているとき、コール情報の

表示または制限は、そのユーザに関連付けられたユーザ デバイス プロファイルに依存します。ユーザ

がログアウトすると、コール情報の表示または制限は、[電話の設定 (Phone Configuration)] ウィンド

ウ（[デバイス (Device)] > [電話 (Phone)]）でその電話機のタイプに対して定義された設定によって決

まります。

Cisco エクステンション モビリティでコール表示制限を使用するには、[デバイスプロファイルの設定

(Device Profile Configuration)] ウィンドウ（「ユーザのデバイス プロファイルの作成」（P.9-31）を参

照）および [電話の設定 (Phone Configuration)] ウィンドウ（「Cisco エクステンション モビリティへの 
Cisco Unified IP Phone の登録」（P.9-35）を参照）の両方で [プレゼンテーションインジケータを無視

(Ignore Presentation Indicators、内線コールのみ )] を有効にします。

コール表示制限機能の詳細については、「Call Display Restrictions 機能」の章を参照してください。

インターコム

Cisco エクステンション モビリティでは、インターコム機能をサポートしています。このサポートのた

めに、Cisco エクステンション モビリティでは、インターコム回線用に設定されたデフォルト デバイ

スが使用されます。インターコム回線はデフォルト デバイスにだけ表示されます。

インターコム回線をデフォルト プロファイルに割り当てることができます。デフォルト デバイス以外

のデバイスにログインした場合、インターコム回線は表示されません。

Cisco エクステンション モビリティのインターコムを検討する場合は、次の追加事項も考慮してくださ

い。

 • デバイスに割り当てられたインターコム回線がすでに存在する場合、Cisco Unified 
Communications Manager をリリース 6.0(1) からリリース 6.1(1) 以降に移行すると、そのインター

コム回線にはインターコム デフォルト デバイスが自動的に指定されます。

 • Cisco Unified Communications Manager がインターコム回線をデバイスに割り当てる場合、デ

フォルト デバイスの値が空になっているときは、現在のデバイスがデフォルト デバイスとして選

択されます。

 • インターコム DN の割り当てをプログラムによって AXL から行う場合は、別途、Cisco Unified 
Communications Manager の管理ページを使用してデフォルト デバイスを設定することにより、イ

ンターコム DN を更新する必要があります。

 • インターコム回線用のインターコム デフォルト デバイスとして設定されたデバイスを削除する場

合、削除が完了した後は、インターコム デフォルト デバイスをその削除済みデバイスに設定でき

なくなります。
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インターネット プロトコル バージョン 6（IPv6）

Cisco エクステンション モビリティでは IPv4 がサポートされるため、[IPアドレッシングモード (IP 
Addressing Mode)] が [IPv6のみ (IPv6 Only)] の電話機は Cisco エクステンション モビリティで使用で

きません。その電話機で Cisco エクステンション モビリティを使用する場合は、その電話機の [IPアド

レッシングモード (IP Addressing Mode)] を [IPv4のみ (IPv4 Only)] または [IPv4と IPv6(IPv4 and 
IPv6)] に設定します。IPv6 の詳細については、「インターネット プロトコル バージョン 6（IPv6）」

（P.28-1）を参照してください。

制限事項

Cisco エクステンション モビリティには、次の制限事項があります。

 • Cisco エクステンション モビリティは、1 つの Cisco Unified Communications Manager クラスタ

内の電話機でだけ動作します。

 • ユーザがログインしたときに表示される文字は、電話機の現在のロケールによって異なります。た

とえば、電話機が English ロケールを使用している場合（電話機のログアウト プロファイルに基づ

く）、ユーザ ID には英字だけを入力できます。

 • Cisco エクステンション モビリティがログイン ユーザ ID としてサポートする特殊文字は、電話機

から入力できる記号に限られます。サポート対象の文字は、.（ピリオド）、@、~、*、&、%、#、
+、$、¥、ユーロ記号、シャープ記号です。

 • ログイン ユーザまたはプロファイルに関連付けられたユーザ ロケールがロケールまたはデバイス

と異なる場合、正常にログインした後、電話機は再起動後にリセットされます。これは、電話機の

設定ファイルが再構築されるためです。プロファイルとデバイス間で一致しないアドオン モ
ジュールは同じ動作をする場合があります。

 • Cisco エクステンション モビリティにログインするには、物理的な Cisco Unified IP Phone が必要

です。Cisco エクステンション モビリティで設定されているオフィスの電話機のユーザは、自分の

電話機にリモートでログインできません。

 • Cisco エクステンション モビリティ ユーザがデバイスからログアウトすると、その Cisco エクステ

ンション モビリティ ユーザに対してアクティブになっているすべての折返しサービスは自動的に

無効となります。

 • Cisco Unified CallManager Release 4.x から Cisco Unified Communications Manager リリース 6.0 
以降への移行が終了した後、ユーザが初めてログインするまで、前回のログイン ユーザ ID は電話

機に表示されません。サービス パラメータ「Remember the Last User Logged In」が [True] に設定

されていると、ユーザが電話機にログインするたびに Cisco エクステンション モビリティは前回

のログイン ユーザ ID を表示します。この表示は、ハードディスク上のファイルに基づいて行われ

ます。リリース 4.x からリリース 6.0 以降への移行では、このファイルはデータベースに移行され

ないので、前回のログイン ユーザのユーザ ID は表示されません。

 • Cisco エクステンション モビリティが停止または再起動された場合、ログイン済みのユーザは、ログ

アウト間隔が満了しても自動ログアウトされません。この場合、電話機では自動ログアウトが 1 日に 
1 度だけ行われます。このようなユーザについては、電話機または Cisco Unified Communications 
Manager の管理ページから手動でログアウトできます。

 • Standard Extension Mobility（EM）Authentication Proxy Rights は、Cisco エクステンション モビ

リティと対話するアプリケーションで使用するための標準の権限と標準のユーザ グループの両方

を指定します。プロキシによる認証では、プロキシによるエンド ユーザ認証はサポートされませ

ん。Standard EM Authentication Proxy Rights ユーザ グループにエンド ユーザを追加できますが、

このエンド ユーザはプロキシで認証されません。
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 • Cisco エクステンション モビリティは、ログインしたユーザすべての情報のキャッシュを 2 分間保

持します。キャッシュ内に表示されているユーザに関する要求がエクステンション モビリティに

到達すると、そのユーザはキャッシュ内の情報を使用して検証されます。つまり、2 分以内に、

ユーザがパスワードを変更し、ログアウトして、再度ログインすると、新旧両方のパスワードが認

識されます。

Cisco エクステンション モビリティの初回のインストール
Cisco Unified Communications Manager をインストールするとき、クラスタ内の各サーバに Cisco 
Unified Communications Manager Locale Installer もインストールする必要があります。Locale 
Installer をインストールすると、ユーザ ウィンドウおよび電話機のディスプレイで、最新の翻訳され

たテキストを利用できます。詳細については、『Cisco Unified Communications Operating System 
Administration Guide』を参照してください。

次に、「Cisco エクステンション モビリティの設定」（P.9-18）の手順を実行します。

追加情報

「関連項目」（P.9-39）を参照してください。

Cisco エクステンション モビリティの設定
この項は、次の内容で構成されています。

 • 「設定のガイドライン」（P.9-19）

 • 「設定の例 1」（P.9-19）

 • 「設定の例 2」（P.9-20）

 • 「Cisco エクステンション モビリティ サービスの追加」（P.9-20）

 • 「サービス パラメータの設定」（P.9-21）

 • 「各 Cisco Unified IP Phone タイプのデフォルト デバイス プロファイルの作成」（P.9-28）

 • 「ユーザのデバイス プロファイルの作成」（P.9-31）

 • 「ユーザへのユーザ デバイス プロファイルの関連付け」（P.9-34）

 • 「Cisco エクステンション モビリティへの Cisco Unified IP Phone の登録」（P.9-35）

 • 「Change Credential IP Phone サービスの設定」（P.9-36）

ヒント Cisco エクステンション モビリティを設定する前に、「Cisco エクステンション モビリティの設定

チェックリスト」（P.9-2）を参照してください。
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設定のガイドライン

Cisco エクステンション モビリティを配置する際に起こる不具合を避けるために、必ず設定のガイドラ

インに従ってください。

 • Cisco エクステンション モビリティをサポートする、クラスタ内の Cisco Unified IP Phone ごと

に、デフォルトのデバイス プロファイルを設定します。

 • Cisco Unified Communications Manager クラスタ内のすべての電話機で Cisco エクステンション 
モビリティを有効化するには、これらの電話機をユーザが制御できないようにします。

 – このシナリオでは、ユーザが Cisco Unified CM のユーザ オプションのウィンドウにアクセス

してサービスを変更する場合、設定対象のデバイスを選択するドロップダウン リスト ボック

スからデバイス プロファイルを選択する必要があります。ユーザは、個人の電話機の制御も

設定の変更もできません。

 – 管理者は、Cisco Unified Communications Manager の管理ページを使用して電話機のサービス

を変更できます。変更後、メイン ウィンドウ（ポップアップ メニューではありません）で更

新する場合は、電話機をリセットして変更内容を有効にする必要があります。この操作を行う

と、新しいスナップショットが確実にログアウト プロファイルとして保存されます。

 • 特定のユーザがデバイス（たとえば、オフィスの電話機）を制御する場合、他のユーザがそのデバ

イスにログインできないようにします。

注意 ユーザが割り当てられている電話機に、他のユーザによるアクセスを許可すると、Cisco エクステ

ンション モビリティ機能が正常に動作しない場合があります。

 • Cisco エクステンション モビリティの冗長性の詳細については、http://www.cisco.com/go/srnd に
ある『Cisco Unified Communications Solution Reference Network Design (SRND)』を参照してく

ださい。

追加情報

「関連項目」（P.9-39）を参照してください。

設定の例 1
代表的な Cisco エクステンション モビリティのシナリオは、次のとおりです。

 • 従業員はすべて Cisco エクステンション モビリティのユーザである。

 • すべてのユーザにユーザ デバイス プロファイルがある。

 • ユーザは個人の電話機を制御できず、電話機の設定も変更できない。

 • ユーザは電話機を使用する前にログインする必要がある。

 • ユーザは、ロビーの電話機、会議室の電話機、および個室の電話機など共用を目的とする共通デバ

イスにアクセスできる。

 • ユーザが Cisco Unified Communications Manager ウィンドウにアクセスしてサービスまたは短縮

ダイヤルを変更する場合、デバイス プロファイルは、設定対象のデバイスを選択するドロップダ

ウン メニューでだけ選択できる。この方法により、どの Cisco Unified IP Phone にログインして

も、ユーザがサービスに対して行った変更が適用されます。

http://www.cisco.com/go/srnd
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設定の例 2
別の代表的な Cisco エクステンション モビリティのシナリオは、次のとおりです。

 • 各ユーザには割り当てられた電話機がある。

 • 各ユーザには、どのデバイスにログインしても適用されるデバイス プロファイルがある。

 • 各ユーザは、ロビーの電話機、会議室の電話機、および個室の電話機など共用に設定されている共

通デバイスにアクセスできる。

 • このシナリオでは、他の人に割り当てられている電話機を使用できない。

追加情報

「関連項目」（P.9-39）を参照してください。

Cisco エクステンション モビリティ サービスの追加

Cisco エクステンション モビリティ サービスを新しい Cisco Unified IP Phone サービスとして追加しま

す。Cisco エクステンション モビリティ サービスの名前、説明、および URL を設定します。

ヒント デバイスを Cisco エクステンション モビリティ サービスに登録するときに、[登録の更新 (Update 
Subscriptions)] を 2 回以上クリックすると、エラーが発生します。多数の電話機を更新した場合、変更

内容がすべてのデバイスに適用されるまでに多少時間がかかることがあります。[登録の更新 (Update 
Subscriptions)] ボタンは 1 回だけクリックし、この適用が完了するまで待機する必要があります。

Cisco エクステンション モビリティ サービスを追加するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、[デバイス (Device)] > [デバイスの設定

(Device Settings)] > [IP Phoneサービス (Phone Services)] の順に選択します。

ステップ 2 [新規追加 (Add New)] をクリックします。

ステップ 3 [サービス名 (Service Name)] フィールドに、サービスの名前を入力します。

この名前は、ユーザがサービス ボタンを押したときに電話機に表示されます。「Extension Mobility」
や「EM」のようにわかりやすい名前を入力します。Java MIDlet サービスの場合、サービス名は、

Java Application Descriptor（JAD）ファイルで定義された名前と正確に一致している必要があります。

ステップ 4 電話機が Unicode を表示できない場合は、[ASCIIサービス名 (ASCII Service Name)] フィールドで、

表示するサービスの名前を入力します。

ステップ 5 次の例に示すように、[サービスURL(Service URL)] フィールドに入力します。

http://<IP アドレス >:8080/emapp/EMAppServlet?device=#DEVICENAME#

エクステンション モビリティ サーバの IP アドレスは、Cisco エクステンション モビリティ アプリケー

ションがアクティブ化され、実行されている Cisco Unified Communications Manager の IP アドレスで

す。

次の例を参考にしてください。

http://123.45.67.89:8080/emapp/EMAppServlet?device=#DEVICENAME#
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ヒント Cisco Unified IP Phone サービスに冗長性を持たせるには、IP アドレスではなくホスト名を使

用する Cisco Unified IP Phone サービスを作成します。電話機のソフトキー機能とフィルタリ

ング機能は、電話機サービスと同様に、必要に応じて自動的にフェールオーバーします。

ステップ 6 [サービスカテゴリ (Service Category)] フィールドで、サービスが XML または Java MIDlet のどちら

に基づくかを選択します。

ステップ 7 [サービスタイプ (Service Type)] フィールドで、サービス ボタン、ディレクトリ ボタン、またはメッ

セージ ボタンのどれにサービスをプロビジョニングするかを選択します。

ステップ 8 Java MIDlet サービスの場合のみ、[サービスベンダー (Service Vendor)] フィールドで、JAD ファイル

で定義されたベンダーと正確に一致するサービス ベンダーを入力します。XML サービスの場合、この

フィールドは空白のままにしておいてかまいません。

（注） [サービスバージョン (Service Version)] 値の入力は必須ではありません。Java MIDlet サービ

ス用の値を入力する場合、値は、JAD ファイルで定義されたバージョンと正確に一致している

必要があります。

ステップ 9 [保存 (Save)] をクリックします。

追加情報

「関連項目」（P.9-39）を参照してください。

サービス パラメータの設定

サービス パラメータを設定して、Cisco エクステンション モビリティ サービスが Cisco Unified 
Communications Manager クラスタでどのように機能するかを定義します。

サービス パラメータを設定する前に、Cisco エクステンション モビリティ サービスがアクティブに

なっていることを確認してください。Cisco Unified サービスアビリティの使用方法の詳細については、

『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』を参照してください。

Cisco エクステンション モビリティのサービス パラメータを設定するには、Cisco Unified 
Communications Manager の管理ページで [システム (System)] > [サービスパラメータ (Service 
Parameters)] を選択し、Cisco エクステンション モビリティ サービスを実行しているサーバを選択し

てから、[Cisco Extension Mobility] を選択します。すべてのサービス パラメータを表示するには、[詳
細設定 (Advanced)] をクリックします。サービス パラメータを設定した後、[保存 (Save)] をクリック

します。
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表 9-2 で、Cisco エクステンション モビリティのサービス パラメータについて説明します。

（注） 名前に「intra-cluster」を含むサービス パラメータが、Cisco エクステンション モビリティ機能に適用

されます。名前に「inter-cluster」を含むサービス パラメータだけが、Cisco クラスタ間のエクステン

ションモビリティ機能に適用されます。

表 9-2 Cisco エクステンション モビリティ サービスのサービス パラメータ 

設定項目 説明

[Enforce Intra-cluster 
Maximum Login Time]

ローカル ログインの最長時間を指定するには、[True] を選択します。こ

の時間を超えると、システムは自動的にデバイスをログアウトします。

[False]（デフォルト設定）を選択すると、ログインの最長時間が存在し

ないことになります。

自動ログアウトを設定するには、Enforce Intra-cluster Maximum Login 
Time サービス パラメータで [True] を選択し、さらに Intra-cluster 
Maximum Login Time サービス パラメータでシステム最長ログイン時

間を指定します。その後、 Cisco Unified Communications Manager は、

すべてのログインに対して自動ログアウト サービスを使用します。

[Intra-cluster Maximum 
Login Time]

このパラメータでは、8:00（8 時間）や :30（30 分）など、ユーザがデ

バイスにローカルでログインできる最長時間を指定します。

Enforce Intra-cluster Maximum Login Time パラメータが [False] に設定

されている場合、このパラメータは無視されます。

有効な値は、0:01 から 168:00 までの HHH:MM 形式の値です。HHH 
は時間数を表し、MM は分数を表します。

[Inter-cluster Maximum 
Login Time]

このフィールドは、Extension Mobility Cross Cluster（EMCC; クラス

タ間のエクステンション モビリティ）設定だけに適用されます。

このパラメータでは、8:00（8 時間）や :30（30 分）など、ユーザがデ

バイスにリモートでログインできる最長時間を指定します。EMCC で
は、Enforce Intra-cluster Maximum Login Time サービス パラメータの

値に関係なく、この値に基づいて、自動ログアウトを常に実行します。

有効な値は、0:00 から 168:00 までの HHH:MM 形式の値です。HHH 
は時間数を表し、MM は分数を表します。（0:00 は、無期限のログイン

を示します。つまり、最長ログイン時間の制限がなく、ログインしたま

まになります。）

[Maximum Concurrent 
Requests]

ヒント [サービスパラメータ設定 (Service Parameter Configuration)] 
ウィンドウで、[詳細設定 (Advanced)] をクリックすると、この
サービス パラメータを表示できます。

同時に実行できるログインまたはログアウト操作の最大回数を指定しま

す。この設定は、Cisco エクステンション モビリティ サービスによるシ

ステム リソースの過剰な消費を防ぐためのものです。デフォルト値の 5 
は、ほとんどのシナリオを適切に処理します。
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[Intra-cluster Multiple 
Login Behavior]

次のいずれかのオプションを選択します。

 • [Multiple Logins Allowed]：1 人のユーザが同時に複数のデバイス

にログインできます。

 • [Multiple Logins Not Allowed]：1 人のユーザが一度ログインに成

功すると、2 台目以降のログインに失敗します。

 • [Auto Logout]：1 人のユーザが 2 台目のデバイスにログインする

と、Cisco Unified Communications Manager は、最初にユーザがロ

グインしたデバイスから自動的にユーザをログアウトします。

EMCC では、複数のログインが常に許可されます。

[Alphanumeric User ID] ユーザ ID に英数字を使用できるようにするには、[True] を選択します。

[False] を選択すると、ユーザ ID に使用できる文字は数字だけになりま

す。

（注） Alphanumeric User ID パラメータはシステム全体に適用されま

す。英数字のユーザ ID と数字のユーザ ID を混合して持つこと

ができます。システムは、英数字のキーパッドを使用して入力

できるユーザ ID だけをサポートします。大文字と小文字が区別

されるユーザ ID フィールドでは、小文字を使用してください。

[Remember the Last User 
Logged In]

デフォルト値の [False] を選択します。

通常のホテルのシナリオでは、複数のユーザがあらゆるオフィスであら

ゆる電話を一時的に使用する可能性があるので、このパラメータを 
[False] に設定する必要があります。

[True] に設定すると、エクステンション モビリティ アプリケーション

は、電話機にログインした最後のユーザのユーザ ID を記憶します。こ

の設定は、個々人が日常的に自分の電話機を使用し、他の人がその電話

機を使用しない場合に使用してください。

たとえば、Cisco エクステンション モビリティは、電話機から使用可能

なタイプのコールを有効にする場合に使用できます。ログインしていな

い個人とオフィスの電話を使用している個人がかけられるのは内部通話

または緊急通話だけになります。ただし、Cisco エクステンション モビ

リティを使用してログインすると、ユーザはローカル通話、長距離通

話、国際通話をかけることができます。このシナリオでは、このユーザ

だけが電話機に定期的にログインします。この場合、ログインした最後

のユーザ ID を記憶するように Cisco エクステンション モビリティを設

定するのは妥当なので、フィールドを [True] に設定します。このフィー

ルドを [True] に設定すると、最後に正常にログインしたユーザのユーザ 
ID が Cisco エクステンション モビリティで記憶され、その後のすべて

のログインでそのユーザ ID が自動的に入力されます。

表 9-2 Cisco エクステンション モビリティ サービスのサービス パラメータ （続き）

設定項目 説明
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[Clear Call Logs on 
Intra-cluster EM]

Cisco エクステンション モビリティへの手動によるログイン /ログアウ

ト プロセスで、コール ログをクリアするように指定するには、[True] 
を選択します。

ユーザが Cisco エクステンション モビリティ サービスを IP Phone で使

用している場合は、すべてのコール（発信、受信、エラー）がコール ロ
グに記録され、IP Phone に表示されます。同じ電話機を使用するユーザ

に前回のユーザのコール ログを表示しないようにしてプライバシーを確

保するには、Clear Call Log サービス パラメータを [True] に設定しま

す。この設定により、正常にログイン / ログオフしたユーザのコール ロ
グが確実にクリアされます。

Extension Mobility Cross-Cluster（EMCC; クラスタ間のエクステン

ション モビリティ）の場合、ユーザが電話機にログインまたは電話機か

らログアウトすると、コール ログは常にクリアされます。

（注） コール ログがクリアされるのは、手動による Cisco エクステン

ション モビリティのログイン /ログアウト時だけです。Cisco エ
クステンション モビリティのログアウトが自動ログアウトで行

われた場合や手動以外の方法で行われた場合、コール ログはク

リアされません。

表 9-2 Cisco エクステンション モビリティ サービスのサービス パラメータ （続き）

設定項目 説明
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[Validate IP Address] ヒント [サービスパラメータ設定 (Service Parameter Configuration)] 
ウィンドウで、[詳細設定 (Advanced)] をクリックすると、この
サービス パラメータを表示できます。

このパラメータは、ログインまたはログアウトの要求元の IP アドレス

を検証するかどうかを指定します。

パラメータを [True] に指定すると、Cisco エクステンション モビリティ 
ログインまたはログアウトの要求元の IP アドレスが検証され、それが

信頼できる IP アドレスであることが確認されます。

ログインまたはログアウトするデバイスの検証は、最初に、キャッシュ

に対して実行されます。

要求元の IP アドレスがキャッシュ内で見つからない場合、その IP アド

レスは、Trusted List of IPs サービス パラメータで指定済みの信頼され

た IP アドレスおよびホスト名のリストに対して照合されます。

要求元の IP アドレスが Trusted List of IPs サービス パラメータで指定済

みのリストに存在しない場合は、Cisco Unified CallManager に登録さ

れたデバイスのリストに対して照合されます。

要求元の IP アドレスが、キャッシュ、信頼された IP アドレスのリス

ト、または登録済みデバイスの中で見つかった場合に、デバイスはログ

インまたはログアウトの実行が許可されます。

IP アドレスが見つからない場合、ログインまたはログアウトの試行はブ

ロックされます。パラメータを [False] に指定すると、Cisco エクステ

ンション モビリティへのログインまたはログアウト要求は検証されませ

ん。

IP アドレスを検証すると、デバイスに対するログインまたはログアウト

に要する時間が長くなることがあります。ただし、特に、リモート デバ

イス用の個別の信頼されたプロキシ サーバからのログインと組み合せて

使用している場合には、許可されていないログインまたはログアウト試

行を防御するためのセキュリティがさらに強化されます。

[Trusted List of IPs] ヒント [サービスパラメータ設定 (Service Parameter Configuration)] 
ウィンドウで、[詳細設定 (Advanced)] をクリックすると、この
サービス パラメータを表示できます。

このパラメータは、テキスト ボックスとして表示されます（最長 1024 
文字）。テキスト ボックスに、信頼される IP アドレスまたはホスト名の

ストリングをセミコロンで区切って入力できます。IP アドレス範囲と正

規表現はサポートされていません。

表 9-2 Cisco エクステンション モビリティ サービスのサービス パラメータ （続き）

設定項目 説明
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追加情報

「関連項目」（P.9-39）を参照してください。

[Allow Proxy] ヒント [サービスパラメータ設定 (Service Parameter Configuration)] 
ウィンドウで、[詳細設定 (Advanced)] をクリックすると、この
サービス パラメータを表示できます。

パラメータを [True] に指定すると、Web プロキシを使用した Cisco エ
クステンション モビリティへのログインおよびログアウト操作が許可さ

れます。

パラメータを [False] に指定すると、プロキシの背後からの Cisco エク

ステンション モビリティへのログインおよびログアウト要求は拒否され

ます。

選択した設定は、Validate IP Address パラメータが [True] に指定されて

いる場合にのみ有効です。

[EMCC Allow Proxy] ヒント [サービスパラメータ設定 (Service Parameter Configuration)] 
ウィンドウで、[詳細設定 (Advanced)] をクリックすると、この
サービス パラメータを表示できます。

このフィールドは、クラスタ間のエクステンション モビリティ設定だけ

に適用されます。

このパラメータによって、Extension Mobility Cross Cluster（EMCC; 
クラスタ間のエクステンション モビリティ）ログイン /ログアウトに 
Web プロキシの使用を許可するかどうかが決定されます。このパラメー

タを有効にするには、サービス パラメータ Validate IP Address を 
[True] に設定する必要があります。有効な値は、[True]（サービス パラ

メータ Trusted List of IP で識別される Web プロキシ使用した EMCC ロ
グインまたはログアウトを許可）または [False]（Web プロキシ使用し

た EMCC ログインまたはログアウト操作を許可しない）です。

[Extension Mobility Cache 
Size]

ヒント [サービスパラメータ設定 (Service Parameter Configuration)] 
ウィンドウで、[詳細設定 (Advanced)] をクリックすると、この
サービス パラメータを表示できます。

このフィールドでは、Cisco エクステンション モビリティによって保持

されるデバイス キャッシュのサイズを設定します。このフィールドの最

小値は 1000 で、最大値は 20000 です。デフォルトは 10000 です。

入力した値は、Validate IP Address パラメータが [True] に指定されてい

る場合にのみ有効です。

表 9-2 Cisco エクステンション モビリティ サービスのサービス パラメータ （続き）

設定項目 説明
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Cisco エクステンション モビリティ サービス パラメータの比較

次の表に、Cisco エクステンション モビリティ サービス パラメータの比較、および各サービス パラ

メータがエクステンション モビリティ機能またはクラスタ間のエクステンション モビリティ機能の設

定に使用された場合の動作を示します。

表 9-3 Cisco エクステンション モビリティ サービス パラメータの動作の比較 

サービス パラメータ名

エクステンション モビリティ機能で

の動作

クラスタ間のエクステンション モビ

リティ機能での動作

Enforce Intra-cluster 
Maximum Login Time

サポートされています（[True] また

は [False]）。
適用されません。EMCC は、クラス

タ間最大ログイン時間に基づいて自

動ログアウトを常に実行します。

Intra-cluster Maximum 
Login Time

最大ログイン時間が適用される場合

は、値が使用されます。

適用されません。

Inter-cluster Maximum 
Login Time

適用されません。 このサービス パラメータでは、ゼロ

に設定できることを除き、
Intra-cluster Maximum Login Time 
と同じ範囲を共有します。

Maximum Concurrent 
Requests

サポートされています。このサービ

ス パラメータによって、EM ログイ

ン要求と EMCC ログイン要求が結合

されます。

サポートされています。このサービ

ス パラメータによって、EM ログイ

ン要求と EMCC ログイン要求が結合

されます。このサービス パラメータ

は、ホーム クラスタだけに適用され

ます。

Intra-cluster Multiple 
Login Behavior

サポートされています。値は次のい

ずれかになります。

 • [Multiple Logins Allowed]

 • [Multiple Logins Not Allowed]

 • [Auto Logout]

複数の EMCC ログインを常に許可し

ます（Multiple Login Allowed）。

Alphanumeric User ID サポートされています。 サポートされています。訪問先クラ

スタの値が使用されます。

Remember the Last 
User Logged In

サポートされています。 サポートされています。

Clear Call Logs on 
Intra-Cluster EM

サポートされています。値は次のい

ずれかになります。

 • [True] = 通話履歴をクリアしま

す。

 • [False] = ログインおよびログア

ウト後に通話履歴をクリアしま

せん。

電話機がログイン後にフル サイクル 
リセットを実行すると、常にクリア

されます。

Validate IP Address サポートされています。ログインお

よびログアウト時にデバイスの IP ア
ドレスを確認します。

サポートされています。ログイン時

に、訪問先クラスタ（vEMApp）の 
IP アドレスを確認します。ログアウ

ト時に、ホーム クラスタ

（hEMApp）の IP アドレスを確認し

ます。
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追加情報

「関連項目」（P.9-39）を参照してください。

各 Cisco Unified IP Phone タイプのデフォルト デバイス プロファイルの
作成

Cisco エクステンション モビリティをサポートする Cisco Unified IP Phone タイプごとに、クラスタ全

体のデフォルトのデバイス プロファイルを作成します。ユーザがユーザ デバイス プロファイルを持た

ない電話機タイプにログインした場合、電話機は必ずデフォルトのデバイス プロファイルを使用しま

す。

デフォルトのデバイス プロファイルの機能の詳細については、「Cisco エクステンション モビリティの

概要」（P.9-6）を参照してください。

電話機タイプのデフォルトのデバイス プロファイルを追加するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、[デバイス (Device)] > [デバイスの設定

(Device Settings)] > [デフォルトのデバイスプロファイル (Default Device Profile)] の順に選択します。

[ デフォルトのデバイスプロファイル設定 (Default Device Profile Configuration)] ウィンドウが表示さ

れます。

ステップ 2 [デバイスプロファイルタイプ (Device Profile Type)] ドロップダウン リスト ボックスから、プロファ

イルを作成するデバイス（Cisco 7970 など）を選択します。

ステップ 3 [次へ (Next)] をクリックします。

ステップ 4 必要に応じて、[デバイスプロトコル (Device Protocol)] ドロップダウン リスト ボックスからプロトコ

ルを選択します。

ステップ 5 [次へ (Next)] をクリックします。

Trusted List of IPs サポートされています。 サポートされています。Validate IP 
Address パラメータと連携して機能

します。ログインまたはログアウト

に応じて、ホーム クラスタまたは訪

問先クラスタのパラメータが適用さ

れます。

Allow Proxy サポートされています。 適用されません。

EMCC Allow Proxy 適用されません。 サポートされています。

Extension Mobility 
Cache Size

サポートされています。値は次のい

ずれかになります。

 • [Multiple Logins Allowed]

 • [Multiple Logins Not Allowed]

 • [Auto Logout]

サポートされています。ホーム クラ

スタの最大キャッシュ サイズ値が使

用されます。

表 9-3 Cisco エクステンション モビリティ サービス パラメータの動作の比較 （続き）

サービス パラメータ名

エクステンション モビリティ機能で

の動作

クラスタ間のエクステンション モビ

リティ機能での動作
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ステップ 6 [ユーザ保留音源 (User Hold Audio Source)] フィールドで、ドロップダウン リスト ボックスから、

ユーザが保留動作を開始した場合に再生するオーディオ ソースを選択します。

オーディオ ソースを選択しない場合、Cisco Unified Communications Manager はデバイス プールで定

義されたオーディオ ソースを使用するか、デバイス プールでオーディオ ソース ID が定義されていな

い場合はシステム デフォルトを使用します。

ヒント オーディオ ソースは [保留音オーディオソースの設定 (Music On Hold  Audio Source 
Configuration)] ウィンドウで定義します。[メディアリソース (Media Resources)] > [保留音

オーディオソース (Music On Hold Audio Source)] を選択します。

ステップ 7 [ユーザロケール (User Locale)] ドロップダウン リスト ボックスで、電話機のユーザ インターフェイス

に関連するロケールを選択します。

ユーザ ロケールは、言語やフォントなど、ユーザをサポートする一連の詳細情報を示します。Cisco 
Unified Communications Manager は、ローカリゼーションをサポートする電話機タイプでだけ、この

フィールドを使用可能にします。

（注） ユーザ ロケールが指定されない場合、Cisco Unified Communications Manager は、デバイス 
プールに関連付けられたユーザ ロケールを使用します。

（注） ユーザが英語以外の言語で（電話機に）情報を表示するよう要求する場合は、ユーザ ロケール

を設定する前に、ロケール インストーラがインストールされていることを確認してください。

Cisco Unified Communications Manager Locale Installer のマニュアルを参照してください。

ステップ 8 [電話ボタンテンプレート (Phone Button Template)] フィールドで、適切な電話ボタン テンプレートを

選択します。電話ボタン テンプレートは、Cisco Unified IP Phone 上の電話ボタンの設定を決定しま

す。

ステップ 9 [ソフトキーテンプレート (Softkey Template)] フィールドで、適切なソフトキー テンプレートを選択し

ます。ソフトキー テンプレートは、Cisco Unified IP Phone 上のソフトキーの設定を決定します。[共
通デバイス設定 (Common Device Configuration)] で設定されているソフトキー プロファイルを使用す

る場合は、[なし (None)] を選択します。

ステップ 10 プライバシーの確保が必要な電話機それぞれに対して、[プライバシ (Privacy)] ドロップダウン リスト 
ボックスから [オン (On)] を選択します。設定情報の詳細については、「割り込みとプライバシー」

（P.1-1）を参照してください。

ステップ 11 [ワンボタン割込み (Single Button Barge)] ドロップダウン リストから、次のいずれかのオプションを

選択します。

 • [ オフ (Off)]：このデバイスで、ユーザはワンボタン割り込み /C 割り込み機能を使用できなくなり

ます。

 • [ 割込み (Barge)]：このオプションを選択すると、ユーザは電話機のワンボタン割り込み用シェア

ドライン ボタンを押し、割り込み機能を使用してコールに割り込むことができます。

 • [C 割込 (cBarge)]：このオプションを選択すると、ユーザは電話機のワンボタン C 割り込み用シェ

アドライン ボタンを押し、C 割り込み機能を使用してコールに割り込むことができます。

 • [ デフォルト (Default)]：このデバイスは、サービス パラメータからワンボタン割り込み /C 割り込

みの設定を取得します。

設定情報の詳細については、「割り込みとプライバシー」（P.1-1）を参照してください。



 

9-30
Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド

第 9 章      Cisco エクステンション モビリティ          

    Cisco エクステンション モビリティの設定

ステップ 12 [回線をまたいで参加 (Join Across Lines)] ドロップダウン リストから、次のいずれかのオプションを選

択します。

 • [ オフ (Off)]：このデバイスで、回線をまたいで参加の機能を使用できなくなります。

 • [ オン (On)]：このデバイスで、複数の回線をまたいでコールに参加できるようになります。

 • [ デフォルト (Default)]：このデバイスは、サービス パラメータから、回線をまたいで参加の機能

の設定を取得します。

詳細については、『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「電話番号の概要」を

参照してください。

ステップ 13 コール表示制限を設定し、内部コールに関して受け取る表示制限を無視するには、[プレゼンテーショ

ンインジケータを無視 (Ignore Presentation Indicators、内線コールのみ )] チェックボックスをオンにし

ます。

（注） この設定は、トランスレーション パターン レベルでの発呼者の回線 ID 表示および接続先の回

線 ID 表示の設定と組み合せて使用します。また、これらの設定値では、コール表示制限を設

定して、各コールに対して発呼者の回線または接続先の回線の表示情報を選択的に表示または

ブロックできます。コール表示制限機能の詳細については、「Call Display Restrictions 機能」

（P.4-1）の章を参照してください。

ステップ 14 [MLPP情報 (Multilevel Precedence and Preemption (MLPP) Information)] を設定するには、次の手順

を実行します。

（注） 詳細については、「Multilevel Precedence and Preemption」（P.34-1）を参照してください。

a. [MLPPドメイン (MLPP Domain)] で、ドロップダウン リスト ボックスから、このデバイス プロ

ファイルに関連付けられている MLPP ドメインを選択します。

b. [MLPP表示 (MLPP Indication)] 設定が使用可能な場合は、デバイスが MLPP 優先コールをかけた

ときにこの機能を使用するかどうかを指定します。

ドロップダウン リスト ボックスで、次のオプションから、このデフォルトのデバイス プロファイ

ルを使用するデバイスに割り当てる設定を選択します。

– [ デフォルト (Default)]：このデバイスは、デバイス プールから MLPP 表示設定を継承し
ます。

– [ オフ (Off)]：このデバイスは、MLPP 優先コールのインジケータを送信しません。

– [ オン (On)]：このデバイスは、MLPP 優先コールのインジケータを送信します。

（注） デフォルトのデバイス プロファイルを設定する場合は、[MLPP表示 (MLPP Indication)] が 
[オフ (Off)] で [MLPPプリエンプション (MLPP Preemption)] が [強制 (Forceful)]、という

組み合せにしないでください。

c. [MLPPプリエンプション (MLPP Preemption)] 設定が使用可能な場合は、進行中のコールを差し替

えることのできるデバイスが MLPP 優先コールをかけたときに、この機能を使用するかどうかを

指定します。

ドロップダウン リスト ボックスで、次のオプションから、このデフォルトのデバイス プロファイ

ルを使用するデバイスに割り当てる設定を選択します。

– [ デフォルト (Default)]：このデバイスは、デバイス プールから MLPP プリエンプション
設定を継承します。
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– [ 無効 (Disabled)]：このデバイスは、MLPP 優先コールをかけたときに、進行中のコール
を差し替えません。

– [ 強制 (Forceful)]：このデバイスは、MLPP 優先コールをかけたときに、進行中のコール
を差し替えます。

（注） デフォルトのデバイス プロファイルを設定する場合は、[MLPP表示 (MLPP Indication)] が 
[オフ (Off)] で [MLPPプリエンプション (MLPP Preemption)] が [強制 (Forceful)]、という

組み合せにしないでください。

ステップ 15 [保存 (Save)] をクリックします。

追加情報

「関連項目」（P.9-39）を参照してください。

ユーザのデバイス プロファイルの作成

デバイス プロファイルには、名前、説明、電話機のテンプレート、アドオン モジュール、電話番号、

登録サービス、および短縮ダイヤルの情報といった属性が含まれています。

（注） 手順を進める前に、デバイス プロファイル名および電話ボタン テンプレート（複数）が設定されてい

ることを確認してください。

Cisco エクステンション モビリティの新規ユーザ用にデフォルトのデバイス プロファイルを追加する

には、次の手順を実行します。

（注） [デバイスプロファイルの設定 (Device Profile Configuration)] ウィンドウで BLF 短縮ダイヤル ボタン

を設定すると、そのデバイスにログイン後、Cisco エクステンション モビリティをサポートするデバイ

スに、BLF 短縮ダイヤル ボタンの状態をリアルタイムに表示できます。つまり、そのデバイス プロ

ファイルに適用されるプレゼンス グループにより、プレゼンス エンティティの状態を見ることができ

ます。詳細については、「プレゼンス」を参照してください。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、[デバイス (Device)] > [デバイスの設定

(Device Settings)] > [デバイスプロファイル (Device Profile)] の順に選択します。

[ デバイスプロファイルの検索と一覧表示 (Find and List Device Profiles)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [新規追加 (Add New)] をクリックします。

[ デバイスプロファイルの設定 (Device Profile Configuration)] ウィンドウが表示されます。

[ デバイスプロファイルタイプ (Device Profile Type)] ドロップダウン リスト ボックスからデバイス タ
イプを選択し、[ 次へ (Next)] をクリックします。

必要に応じて、[ デバイスプロトコル (Device Protocol)] フィールドでプロトコルを選択します。

[ 次へ (Next)] をクリックします。
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ステップ 3 [デバイスプロファイル名 (Device Profile Name)] フィールドに、任意のデバイス プロファイル名を入

力します。プロファイル名には、「Extension Mobility」など、特定のユーザ デバイス プロファイルを

表すテキストを自由に設定できます。

ステップ 4 [ユーザロケール (User Locale)] ドロップダウン リスト ボックスで、電話機のユーザ インターフェイス

に関連するロケールを選択します。

ユーザ ロケールは、言語やフォントなど、ユーザをサポートする一連の詳細情報を示します。Cisco 
Unified Communications Manager は、ローカリゼーションをサポートする電話機モデルでだけ、この

フィールドを使用可能にします。

（注） ユーザ ロケールが指定されない場合、Cisco Unified Communications Manager は、デバイス 
プールに関連付けられたユーザ ロケールを使用します。

（注） ユーザが英語以外の言語で（電話機に）情報を表示するよう要求する場合は、ユーザ ロケール

を設定する前に、ロケール インストーラがインストールされていることを確認してください。

Cisco IP Telephony Locale Installer のマニュアルを参照してください。

ステップ 5 [電話ボタンテンプレート (Phone Button Template)] フィールドで、適切な電話ボタン テンプレートを

選択します。電話ボタン テンプレートは、Cisco Unified IP Phone 上の電話ボタンの設定を決定しま

す。

ステップ 6 [ソフトキーテンプレート (Softkey Template)] ドロップダウン リスト ボックスで、ソフトキー テンプ

レートを選択します。[共通デバイス設定 (Common Device Configuration)] で設定されているソフト

キー テンプレートを使用する場合は、[なし (None)] を選択します。

ステップ 7 プライバシーの確保が必要な電話機それぞれに対して、[プライバシ (Privacy)] ドロップダウン リスト 
ボックスから [オン (On)] を選択します。設定情報の詳細については、「割り込みとプライバシー」

（P.1-1）を参照してください。

ステップ 8 コール表示制限機能を有効にするには、[プレゼンテーションインジケータを無視 (Ignore Presentation 
Indicators、内線コールのみ )] チェックボックスをオンにします。

（注） コール表示制限機能を有効にするには、[デバイスプロファイルの設定 (Device Profile 
Configuration)] ウィンドウと [電話の設定 (Phone Configuration)] ウィンドウ（「Cisco エクス

テンション モビリティへの Cisco Unified IP Phone の登録」（P.9-35）を参照）の両方で、[プ
レゼンテーションインジケータを無視 (Ignore Presentation Indicators、内線コールのみ )] 
チェックボックスをオンにします。

ステップ 9 電話機タイプが Cisco Unified IP Phone 拡張モジュールをサポートしている場合、Cisco Unified 
Communications Manager は拡張モジュール フィールドを表示します。[モジュール 1(Module1)] ド
ロップダウン リスト ボックスおよび [モジュール 2(Module2)] ドロップダウン リスト ボックスで、適

切な拡張モジュールを選択します。

ステップ 10 [MLPP情報 (Multilevel Precedence and Preemption (MLPP) Information)] を設定するには、次の手順

を実行します。

（注） 詳細については、「Multilevel Precedence and Preemption」（P.34-1）を参照してください。

a. [MLPPドメイン (MLPP Domain)] ドロップダウン リスト ボックスから、このデバイス プロファイ

ルに関連する MLPP ドメインを表す 16 進値を選択します。
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b. [MLPP表示 (MLPP Indication)] 設定が使用可能な場合は、デバイスが MLPP 優先コールをかけた

ときにこの機能を使用するかどうかを指定します。

ドロップダウン リスト ボックスで、次のオプションから、このデフォルトのデバイス プロファイ

ルを使用するデバイスに割り当てる設定を選択します。

– [ デフォルト (Default)]：このデバイスは、デバイス プールから MLPP 表示設定を継承し
ます。

– [ オフ (Off)]：このデバイスは、MLPP 優先コールのインジケータを送信しません。

– [ オン (On)]：このデバイスは、MLPP 優先コールのインジケータを送信します。

（注） デフォルトのデバイス プロファイルを設定する場合は、[MLPP表示 (MLPP Indication)] が 
[オフ (Off)] で [MLPPプリエンプション (MLPP Preemption)] が [強制 (Forceful)]、という

組み合せにしないでください。

c. [MLPPプリエンプション (MLPP Preemption)] 設定が使用可能な場合は、進行中のコールを差し替

えることのできるデバイスが MLPP 優先コールをかけたときに、この機能を使用するかどうかを

指定します。

ドロップダウン リスト ボックスで、次のオプションから、このデフォルトのデバイス プロファイ

ルを使用するデバイスに割り当てる設定を選択します。

– [ デフォルト (Default)]：このデバイスは、デバイス プールから MLPP プリエンプション
設定を継承します。

– [ 無効 (Disabled)]：このデバイスは、MLPP 優先コールをかけたときに、進行中のコール
を差し替えません。

– [ 強制 (Forceful)]：このデバイスは、MLPP 優先コールをかけたときに、進行中のコール
を差し替えます。

（注） デフォルトのデバイス プロファイルを設定する場合は、[MLPP表示 (MLPP Indication)] が 
[オフ (Off)] で [MLPPプリエンプション (MLPP Preemption)] が [強制 (Forceful)]、という

組み合せにしないでください。

ステップ 11 [ログインユーザ ID(Login User Id)] ドロップダウン リスト ボックスからユーザ ID を選択します。

[ 保存 (Save)] をクリックします。

ページが更新されます。

ステップ 12 [割り当て情報 (Association Info)] セクションで [新規DNを追加 (Add a new DN)] リンクをクリックし

ます。

ステップ 13 [電話番号 (Directory Number)] フィールドに電話番号を入力し、[保存 (Save)] をクリックします。

フィールドの説明については、『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイ
ド』の「電話番号の設定値」を参照してください。

ステップ 14 「回線または電話番号設定の変更を有効にするにはリスタートが必要です。(Changes to Line or 
Directory Number settings require restart.)」というプロンプトが表示されます。

[ リセット (Reset)] をクリックし、プロンプトの指示に従います。

ステップ 15 エクステンション モビリティ サービスをデバイス プロファイルに登録するには、ウィンドウの右上隅

にある [関連リンク (Related Links)] ドロップダウン リスト ボックスで [サービスの登録 /登録解除

(Subscribe/Unsubscribe Services)] を選択し、[移動 (Go)] をクリックします。

[ 登録済みの Cisco IP Phone サービス (Subscribed Cisco IP Phone Services for)] ウィンドウが、別の

ウィンドウで表示されます。
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ステップ 16 [サービスの選択 (Select a Service)] ドロップダウン リスト ボックスから、Extension Mobility サービ

スを選択します。

ステップ 17 [次へ (Next)] をクリックします。

ステップ 18 [登録 (Subscribe)] をクリックします。

新しいサービスが [ 登録済みサービス (Subscribed Services)] に表示されます。

ステップ 19 [保存 (Save)] をクリックします。

ステップ 20 サービスを登録解除するには、[登録解除 (Unsubscribe)]、[保存 (Save)] の順にクリックします。

デバイス プロファイルの設定の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager アドミニス
トレーション ガイド』の「デバイス プロファイルの設定」の章を参照してください。

追加情報

「関連項目」（P.9-39）を参照してください。

ユーザへのユーザ デバイス プロファイルの関連付け

物理的なデバイスに関連付けるときと同じ方法で、ユーザ デバイス プロファイルをユーザに関連付け

ます。詳細については、『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の

「エンド ユーザの設定」の項を参照してください。

ヒント 一括管理ツール（BAT）を使用すると、一度に複数の Cisco エクステンション モビリティのユーザ デ
バイス プロファイルを追加および削除できます。詳細については、『Cisco Unified Communications 
Manager Bulk Administration ガイド』を参照してください。

ユーザ デバイス プロファイルを、Cisco エクステンション モビリティのユーザに関連付けるには、次

の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、[ユーザ管理 (User Management)] > [エンド

ユーザ (End User)] を選択します。

ステップ 2 [新規追加 (Add New)] をクリックします。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイ
ド』の「エンド ユーザのパスワードの変更」を参照）。

ステップ 4 変更を保存し、ユーザを追加するには、[保存 (Save)] をクリックします。

（注） 既存のエンド ユーザを選択するには、[検索 (Find)] をクリックし、ユーザ デバイス プロファ

イルを関連付けるエンド ユーザを選択します。『Cisco Unified Communications Manager アド
ミニストレーション ガイド』の「エンド ユーザの検索」の項を参照してください。

追加情報

「関連項目」（P.9-39）を参照してください。
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Cisco エクステンション モビリティへの Cisco Unified IP Phone の登録

始める前に

電話機を Cisco エクステンション モビリティに登録する前に、Cisco Unified Communications 
Manager で Cisco Unified IP Phone を設定する必要があります。電話機を設定するには、『Cisco 
Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「Cisco Unified IP Phone の設

定」の章を参照してください。

デバイス プロファイルについては、「デバイス プロファイルについて」（P.9-6）を参照してください。

Cisco エクステンション モビリティ サービスに登録するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、[デバイス (Device)] > [電話 (Phone)] を選択

します。

ステップ 2 [新規追加 (Add New)] をクリックします。

（注） 設定されている電話機は、『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション 
ガイド』の「電話機の検索」の説明に従って、検索および更新することもできます。

[ 新規電話を追加 (Add a New Phone)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [電話のタイプ (Phone Type)] ドロップダウン リスト ボックスから、エクステンション モビリティを登

録する電話機のタイプを選択し、[次へ (Next)] をクリックします。

ステップ 4 [デバイスプロトコルの選択 (Select the device protocol)] ドロップダウン リスト ボックスから電話機の

プロトコルを選択し、[次へ (Next)] をクリックします。

ステップ 5 [内線情報 (Extension Information)] で、[エクステンションモビリティの有効化 (Enable Extension 
Mobility)] チェックボックスをオンにします。

（注） すべてのフィールドについては、『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレー
ション ガイド』の「短縮ボタンまたは固定短縮ダイヤルの設定」を参照してください。

ステップ 6 [ログアウトプロファイル (Log Out Profile)] ドロップダウン リスト ボックスから、その電話機でエク

ステンション モビリティ ユーザがログインしていないときに使用するプロファイルを選択します。[-- 
現在のデバイス設定を使用 --(-- Use Current Device Settings --)] またはリストされている特定の設定済

みプロファイルのいずれかを選択できます。

（注） 特定の設定済みプロファイルを選択した場合、ログイン デバイスとログイン プロファイルの間

のマッピングは、ユーザがログアウトした後も保持されます。[-- 現在のデバイス設定を使用 
--(-- Use Current Device Settings --)] を選択すると、マッピングは保持されません。

その他のフィールド（[ ログイン時刻 (Log in Time)]、[ ログアウト時刻 (Log out Time)]）には、デバ

イスのログイン ステータスに関する現在のデバイス情報が表示されます。

ステップ 7 Cisco Unified Communications Manager の [電話の設定 (Phone Configuration)] ウィンドウで、Call 
Party Restrictions 機能を有効にするには、[プレゼンテーションインジケータを無視 (Ignore 
Presentation Indicators、内線コールのみ )] チェックボックスをオンにします。
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（注） コール表示制限機能を有効にするには、[電話の設定 (Phone Configuration)] ウィンドウと [デ
バイスプロファイルの設定 (Device Profile Configuration)] ウィンドウ（「ユーザのデバイス プ
ロファイルの作成」（P.9-31）を参照）の両方で [プレゼンテーションインジケータを無視

(Ignore Presentation Indicators、内線コールのみ )] チェックボックスをオンにします。この機

能の詳細については、「Call Display Restrictions 機能」の章を参照してください。

ステップ 8 [保存 (Save)] をクリックします。

ここで、エクステンション モビリティ IP Phone サービスを、「ユーザのデバイス プロファイルの作成」

（P.9-31）で作成したデバイス プロファイルと IP Phone ターゲット デバイスの両方に登録する必要が

あります。

ステップ 9 エクステンション モビリティを IP Phone に登録するには、ウィンドウの右上隅にある [関連リンク

(Related Links)] ドロップダウン リスト ボックスで [サービスの登録 /登録解除 (Subscribe/Unsubscribe 
Services)] を選択し、[移動 (Go)] をクリックします。

[ 登録済みの Cisco IP Phone サービス (Subscribed Cisco IP Phone Services for)] ウィンドウが、別の

ウィンドウで表示されます。

ステップ 10 [サービスの選択 (Select a Service)] ドロップダウン リスト ボックスから、Extension Mobility サービ

スを選択します。

ステップ 11 [次へ (Next)] をクリックします。

ステップ 12 [登録 (Subscribe)] をクリックします。

新しいサービスが [ 登録済みサービス (Subscribed Services)] に表示されます。

ステップ 13 [保存 (Save)] をクリックします。

ステップ 14 サービスを登録解除するには、[登録解除 (Unsubscribe)]、[保存 (Save)] の順にクリックします。

（注） デバイス プロファイルにサービスを登録または登録解除する方法については、「ユーザのデバ

イス プロファイルの作成」（P.9-31）を参照してください。

これで Cisco エクステンション モビリティの設定が完了しました。

追加情報

「関連項目」（P.9-39）を参照してください。

Change Credential IP Phone サービスの設定

Change Credential IP Phone サービスを設定し、この電話サービスをユーザ、ユーザ デバイス プロファ

イル、または Cisco Unified IP Phone に関連付けることで、Cisco エクステンション モビリティ ユーザ

は、ユーザがログインしている Cisco Unified IP Phone でユーザ PIN を変更できます。

エンド ユーザは、Change Credential IP Phone サービスを使用して、Cisco エクステンション モビリ

ティとクラスタ間のCisco エクステンション モビリティの両方のユーザ PIN を Cisco Unified IP Phone 
で変更できます。
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始める前に

電話機を Cisco エクステンション モビリティに登録する前に、Cisco Unified Communications 
Manager で Cisco Unified IP Phone を設定する必要があります。電話機を設定するには、『Cisco 
Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「Cisco Unified IP Phone の設

定」の章を参照してください。

デバイス プロファイルについては、「デバイス プロファイルについて」（P.9-6）を参照してください。

Change Credential IP Phone サービスを追加するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、[デバイス (Device)] > [デバイスの設定

(Device Settings)] > [IP Phoneサービス (Phone Services)] の順に選択します。

ステップ 2 [新規追加 (Add New)] をクリックします。

[IP Phone サービスの設定 (IP Phone Services Configuration)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [サービス名 (Service Name)] フィールドで、「Change Credential」と入力します。

（注） すべてのフィールドについては、『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレー
ション ガイド』の「IP Phone サービスの設定値」の項を参照してください。

ステップ 4 [サービスURL(Service URL)] フィールドで、次の値を入力します。サーバには、Change Credential 
IP Phone サービスが実行されているサーバを指定します。

http:// サーバ :8080/changecredential/ChangeCredentialServlet?device=#DEVICENAME#

ステップ 5 [セキュアサービスURL(Secure-Service URL)] フィールドで、次の値を入力します。サーバ には、

Change Credential IP Phone サービスが実行されているサーバを指定します。

https:// サーバ :8443/changecredential/ChangeCredentialServlet?device=#DEVICENAME#

ステップ 6 [IP Phoneサービスの設定 (IP Phone Services Configuration)] ウィンドウで、残りのフィールドを設定

し、[保存 (Save)] をクリックします。

ここで、Change Credential IP Phone サービスを、IP Phone 発信先デバイスと、「ユーザのデバイス プ
ロファイルの作成」（P.9-31）で作成したユーザ デバイス プロファイルの両方に登録する必要がありま

す。

ステップ 7 Cisco Unified IP Phone を Change Credential IP Phone サービスに登録するには、電話機の [電話の設

定 (Phone Configuration)] ウィンドウ（[デバイス (Device)] > [電話 (Phone)]）を表示します。

ステップ 8 [電話の設定 (Phone Configuration)] ウィンドウの右上隅にある [関連リンク (Related Links)] ドロップダ

ウン リスト ボックスで、[サービスの登録 /登録解除 (Subscribe/Unsubscribe Services)] を選択し、[移
動 (Go)] をクリックします。

[ 登録済みの Cisco IP Phone サービス (Subscribed Cisco IP Phone Services for)] ウィンドウが、別の

ウィンドウで表示されます。

ステップ 9 [サービスの選択 (Select a Service)] ドロップダウン リスト ボックスから、Change Credential IP Phone 
サービスを選択します。

ステップ 10 [次へ (Next)] をクリックします。

ステップ 11 [登録 (Subscribe)] をクリックします。

ステップ 12 Change Credential IP Phone サービスが、[登録済みサービス (Subscribed Services)] に表示されます。

ステップ 13 [保存 (Save)] をクリックします。
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（注） ユーザ デバイス プロファイルにサービスを登録または登録解除する方法については、「ユーザのデバイ

ス プロファイルの作成」（P.9-31）を参照してください。

（注） エンド ユーザにサービスを登録または登録解除する方法については、『Cisco Unified Communications 
Manager アドミニストレーション ガイド』の「エンド ユーザの設定」の章を参照してください。

追加情報

「関連項目」（P.9-39）を参照してください。

Cisco エクステンション モビリティ ユーザへの情報の提供
Cisco エクステンション モビリティのシステムを設定した後、電話機のユーザに次の情報を提供しま

す。

 • 機能が有効または無効になったことの通知と、Cisco エクステンション モビリティをサポートする

電話機タイプ。Cisco エクステンション モビリティ機能に付けた名前（たとえば、エクステンショ

ン モビリティ）を含みます。さらに、Cisco Unified Communications Manager クラスタ内のいず

れかのノードでエクステンション モビリティ サービスを有効または無効にしたことに関する、変

更の通知も提供します。

 • ユーザのパスワード、ユーザ ID、および PIN。

 • ユーザ パスワードと PIN の変更に使用するユーザの Cisco Unified CM のユーザ オプション ウィ

ンドウの URL。

（注） ユーザ パスワードと PIN に使用できるのは、IP Phone でサポートされている文字だけである

ことに注意してください。サポートされているのは、数字 0 ～ 9 と対応する文字、アスタリス

ク（*）、およびナンバー記号つまりシャープ記号（#）です。

 • Cisco エクステンション モビリティの概要およびログイン、ログアウト、機能のトラブルシュー

ティングの手順が記載されている電話機のユーザ ガイド。

 • Cisco Unified CM のユーザ オプション ウィンドウの使用方法に関する情報を含む『Customizing 
Your Cisco Unified IP Phone on the Web』。

 • 「サービス パラメータの設定」（P.9-21）で定義した、ログインおよびログアウト動作の機能説明。

（注） ユーザが電話機からログインし、電話機に「PIN 変更」メッセージが表示された場合、エンド ユーザ

は、エンド ユーザの PIN を変更する必要があります。ユーザが電話機からログインし、電話機に「パ

スワード変更」メッセージが表示された場合、Cisco Unified Communications Manager 管理者は、

CCMSysUser パスワードを変更する必要があります。

追加情報

「関連項目」（P.9-39）を参照してください。
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関連項目
 • 「Cisco エクステンション モビリティの設定チェックリスト」（P.9-2）

 • 「Cisco エクステンション モビリティの概要」（P.9-5）

 – 「デバイス プロファイルについて」（P.9-6）

 – 「Cisco エクステンション モビリティの概要」（P.9-6）

 – 「Cisco エクステンション モビリティの SIP サポート」（P.9-9）

 – 「ログインおよびログアウトの動作」（P.9-9）

 – 「ログインのコール フロー」（P.9-10）

 – 「ログアウトのコール フロー」（P.9-11）

 – 「エクステンション モビリティ等価機能」（P.9-12）

 • 「Cisco エクステンション モビリティのシステム要件」（P.9-14）

 • 「インタラクションおよび制限事項」（P.9-15）

 – 「インタラクション」（P.9-15）

 – 「制限事項」（P.9-17）

 • 「Cisco エクステンション モビリティの初回のインストール」（P.9-18）

 • 「Cisco エクステンション モビリティの設定」（P.9-18）

 – 「設定のガイドライン」（P.9-19）

 – 「設定の例 1」（P.9-19）

 – 「設定の例 2」（P.9-20）

 – 「Cisco エクステンション モビリティ サービスの追加」（P.9-20）

 – 「サービス パラメータの設定」（P.9-21）

 – 「Cisco エクステンション モビリティ サービス パラメータの比較」（P.9-27）

 – 「各 Cisco Unified IP Phone タイプのデフォルト デバイス プロファイルの作成」（P.9-28）

 – 「ユーザのデバイス プロファイルの作成」（P.9-31）

 – 「ユーザへのユーザ デバイス プロファイルの関連付け」（P.9-34）

 – 「Cisco エクステンション モビリティへの Cisco Unified IP Phone の登録」（P.9-35）

 – 「Change Credential IP Phone サービスの設定」（P.9-36）

 • 「Cisco エクステンション モビリティ ユーザへの情報の提供」（P.9-38）

その他の設定

 • 「インターネット プロトコル バージョン 6（IPv6）」（P.28-1）

 • 「Cisco クラスタ間のエクステンションモビリティ」（P.10-1）

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「デバイス プロ

ファイルの設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「デフォルト デバ

イス プロファイルの設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「エンド ユーザの

設定」
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 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「Cisco Unified IP 
Phone の設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「現在ログイン中の

デバイスの検索」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「インターコム電話

番号の設定」

関連マニュアル

 • 『Cisco Unified Communications Solution Reference Network Design (SRND)』（冗長性を確保する

場合）：http://www.cisco.com/go/srnd

http://www.cisco.com/go/srnd


C H A P T E R
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Cisco クラスタ間のエクステンションモビリ
ティ

Cisco クラスタ間のエクステンションモビリティ機能を使用すると、ある Cisco Unified 
Communications Manager クラスタ（ホーム クラスタ）のエンタープライズ ユーザが、外出先で別の 
Cisco Unified Communications Manager クラスタ（訪問先クラスタ）の Cisco Unified IP Phone に、

ホーム オフィスで IP Phone を使用しているかのようにログインできます。

（注） ユーザが単一のクラスタ内に留まる場合、ユーザにエクステンション モビリティ機能を提供するには 
Cisco エクステンション モビリティ機能を設定するだけで十分です。Cisco エクステンション モビリ

ティ機能の説明および設定の詳細については、「Cisco エクステンション モビリティ」の章を参照して

ください。

この章は、次の内容で構成されています。

 • 「EMCC の設定チェックリスト」（P.10-2）

 • 「EMCC の概要」（P.10-14）

 – 「EMCC と Cisco エクステンション モビリティ」（P.10-15）

 – 「EMCC ソリューション」（P.10-15）

 – 「EMCC ログイン」（P.10-16）

 – 「EMCC でサポートする電話機」（P.10-21）

 – 「EMCC の設定」（P.10-22）

 – 「EMCC のアクティブ ログインとリモート ログインの概要」（P.10-22）

 – 「EMCC コール処理」（P.10-23）

 – 「EMCC が設定されている場合の電話機の動作」（P.10-35）

 – 「EMCC が設定されている場合の電話機のセキュリティ」（P.10-40）

 • 「EMCC のシステム要件」（P.10-40）

 • 「インタラクションおよび制限事項」（P.10-41）

 – 「EMCC インタラクション」（P.10-41）

 – 「EMCC の制限事項」（P.10-42）

 • 「EMCC のインストールとアクティブ化」（P.10-44）

 • 「EMCC の設定」（P.10-44）

 – 「EMCC 機能の設定項目の設定」（P.10-44）
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 – 「EMCC クラスタ間サービス プロファイルの設定項目」（P.10-48）

 – 「リモート クラスタの検索」（P.10-50）

 – 「リモート クラスタの設定」（P.10-52）

 – 「リモート クラスタの設定項目」（P.10-52）

 • 「エンド ユーザへの情報の提供」（P.10-54）

 • 「EMCC のトラブルシューティング」（P.10-54）

 – 「Cisco エクステンション モビリティ アプリケーション（EMApp）のエラー コード」

（P.10-55）

 – 「Cisco エクステンション モビリティ サービス（EMService）のエラー コード」（P.10-56）

 • 「関連項目」（P.10-59）

EMCC の設定チェックリスト
表 10-1 は、ネットワークで Cisco クラスタ間のエクステンションモビリティを設定するためのチェッ

クリストです。表 10-1 と「関連項目」（P.10-59）を併せて参照してください。

表 10-1 Cisco クラスタ間のエクステンションモビリティの設定チェックリスト 

設定手順 関連手順と関連項目

ステップ 1 Cisco Unified サービスアビリティ で、[Tools] > [Service Activation] の順に選択

します。

サーバを選択し、各サービス名の横にあるチェックボックスをオンにし、次の 
CM サービスをアクティブにします。

 • Cisco CallManager

 • Cisco TFTP

 • Cisco エクステンション モビリティ

 • Cisco Bulk Provisioning Service（パブリッシャ上だけでアクティブ化可能）

[Save] をクリックし、ポップアップ ウィンドウの [OK] をクリックしてサービ

スがアクティブになるのを待機します。

詳細については、『Cisco 
Unified Serviceability 
Administration Guide』を参

照してください。
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ステップ 2 エクステンション モビリティ IP Phone サービスを作成します。

1. Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、[デバイス

(Device)] > [デバイスの設定 (Device Settings)] > [IP Phoneサービス (Phone 
Services)] の順に選択します。

2. [新規追加 (Add New)] をクリックし、[IP Phoneサービスの設定 (IP Phone 
Services Configuration)] ウィンドウのフィールドに次のように入力します。

[サービス名 (Service Name)]：エクステンション モビリティ

[ASCIIサービス名 (ASCII Service Name)]：Extension Mobility

[サービスの説明 (Service Description)]：エクステンション モビリティ

[サービスURL(Service URL)]： 
http://10.89.80.19:8080/emapp/EMAppServlet?device=#DEVICENAME#&E

MCC=#EMCC#

（注） セキュアサービス URL が不要な場合を除いて、[サービス

URL(Service URL)] と [セキュアサービスURL(Secure-Service URL)] 
の各フィールドの IP アドレスを変更してください。その場合、後続の 
https:// URL を省略できます。

[セキュアサービスURL(Secure-Service URL)]：
https://10.89.80.19:8443/emapp/EMAppServlet?device=#DEVICENAME#&

EMCC=#EMCC#

[有効 (Enable)] チェックボックスをオンにします。

（注） エクステンション モビリティ IP Phone サービスを初めて設定する

ときに [エンタープライズ登録 (Enterprise Subscription)] チェック

ボックスをオンにすると、この IP Phone サービスはエンタープライ

ズ登録サービスとして設定されます。この場合、企業内の電話機と

デバイスのプロファイルはすべてこの IP Phone サービスに自動登録

され、個別に登録を行う必要はありません。

3. [保存 (Save)] をクリックして、エクステンション モビリティ IP Phone サー

ビスを保存します。

『Cisco Unified 
Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイ
ド』の「IP Phone サービス

の設定」

表 10-1 Cisco クラスタ間のエクステンションモビリティの設定チェックリスト （続き）

設定手順 関連手順と関連項目
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ステップ 3 エクステンション モビリティが必要なユーザ用のデバイス プロファイルを追加

します。デバイス プロファイルは、ユーザが（エクステンション モビリティ、

およびクラスタ間のエクステンション モビリティに）ログインするとき、実際

のデバイスとの対応付けに使用されます。次の手順を実行します。

1. Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、[デバイス

(Device)] > [デバイスの設定 (Device Settings)] > [デバイスプロファイル

(Device Profile)] の順に選択します。

2. 特定のプロトコルを使用する特定のデバイス タイプ用に新しいデバイス プ
ロファイルを追加し、そのプロファイルにわかりやすい名前を付けます。

例：7971 SCCP デバイス プロファイル

3. 新しいデバイス プロファイルで、[クラスタCSS間のエクステンションモビ

リティ (Extension Mobility Cross Cluster CSS)] フィールドを設定します。

この Calling Search Space（CSS; コーリング サーチ スペース）は、ユーザ

が外出先で別の（訪問先の）クラスタの IP Phone を使用するとき、実際の

デバイス設定に適用されます。

このフィールドは、ローカル IP Phone の [電話の設定 (Phone 
Configuration)] ウィンドウにある [コーリングサーチスペース (Calling 
Search Space)] フィールドの設定と同じように設定します。

[クラスタCSS間のエクステンションモビリティ (Extension Mobility Cross 
Cluster CSS)] フィールドの詳細については、「EMCC コール ルーティング」

（P.10-28）を参照してください。

4. 新しいデバイス プロファイルに Directory Number（DN; 電話番号）を追加

します。

例：4001

5. [電話番号の設定 (Directory Number Configuration)] ウィンドウの [関連リ

ンク (Related Links)] ドロップダウン リスト ボックスで [デバイスの設定

(Configure Device)(<新しいデバイス プロファイル名>)] オプションを選択

し、[移動 (Go)] をクリックします。

[デバイスプロファイルの設定 (Device Profile Configuration)] ウィンドウに

戻ります。

6. [デバイスプロファイルの設定 (Device Profile Configuration)] ウィンドウ

の [関連リンク (Related Links)] ドロップダウン リスト ボックスで [サービ

スの登録 /登録解除 (Subscribe/Unsubscribe Services)] オプションを選択し、

[移動 (Go)] をクリックします。

7. 表示されるポップアップ ウィンドウで、[サービスの選択 (Select a Service)] 
ドロップダウン リスト ボックスからエクステンション モビリティ サービス

を選択します。

8. [次へ (Next)] をクリックしてから [登録 (Subscribe)] をクリックします。

9. [保存 (Save)] をクリックして、ポップアップ ウィンドウを閉じます。

10. [デバイスプロファイルの設定 (Device Profile Configuration)] ウィンドウ

で、[保存 (Save)] をクリックします。

『Cisco Unified 
Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイ
ド』の「デバイス プロファ

イルの設定」

『Cisco Unified 
Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイ
ド』の「電話番号の設定」

表 10-1 Cisco クラスタ間のエクステンションモビリティの設定チェックリスト （続き）

設定手順 関連手順と関連項目
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ステップ 4 Cisco クラスタ間のエクステンションモビリティ用のユーザを追加します。

1. Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、[ユーザ管理

(User Management)] > [エンドユーザ (End User)] の順に選択します。

2. [新規追加 (Add New)] をクリックして、新しいエンド ユーザを追加します。

3. 表示される [エンドユーザの設定 (End User Configuration)] ウィンドウで、

少なくとも次のフィールドを設定します。

[ユーザ ID(User ID)]、[パスワード (Password)]、[PIN]、[姓 (Last Name)]、
[名 (First name)]

4. [エクステンションモビリティ (Extension Mobility)] ペインで、[クラスタ

間のエクステンションモビリティの有効化 (Enable Extension Mobility 
Cross Cluster)] チェックボックスをオンにします。

5. [エクステンションモビリティ (Extension Mobility)] ペインの [使用可能な

プロファイル (Available Profiles)] リスト ペインから、「ステップ 3」 で設定

したデバイス プロファイルを選択します。

6. 下矢印を使用して、[制御するプロファイル (Controlled Profiles)] リスト ペ
インにデバイス プロファイルを移動します。

7. [保存 (Save)] をクリックして、エンド ユーザの設定を保存します。

『Cisco Unified 
Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイ
ド』の「エンド ユーザの設

定」

表 10-1 Cisco クラスタ間のエクステンションモビリティの設定チェックリスト （続き）

設定手順 関連手順と関連項目
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ステップ 5 デバイスでエクステンション モビリティを有効にします。

1. Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、[デバイス

(Device)] > [電話 (Phone)] を選択します。

2. ユーザがエクステンション モビリティまたはクラスタ間のエクステンショ

ン モビリティを実行できる電話機を検索します。

3. このデバイスの [内線情報 (Extension Information)] ペインで [エクステン

ションモビリティの有効化 (Enable Extension Mobility)] チェックボックス

をオンにします。

4. [電話の設定 (Phone Configuration)] ウィンドウの [関連リンク (Related 
Links)] ドロップダウン リスト ボックスで [サービスの登録 /登録解除

(Subscribe/Unsubscribe Services)] オプションを選択し、[移動 (Go)] をク

リックします。

5. 表示されるポップアップ ウィンドウで、[サービスの選択 (Select a Service)] 
ドロップダウン リスト ボックスからエクステンション モビリティ サービス

を選択します。

6. [次へ (Next)] をクリックしてから [登録 (Subscribe)] をクリックします。

7. [保存 (Save)] をクリックして、ポップアップ ウィンドウを閉じます。

8. [電話の設定 (Phone Configuration)] ウィンドウで、[保存 (Save)] をクリッ

クします。ポップアップ ウィンドウが表示された場合は、そのウィンドウ

で [OK] をクリックします。

（注） この手順によって、ユーザがクラスタ内エクステンション モビリティ ロ
グインを実行するのに必要な設定が完了します。

（注） [電話の設定 (Phone Configuration)] ウィンドウには [セキュアサービス

URL(Secure Services URL)] があります。この URL をブランクにする

と、URL Services エンタープライズ パラメータが使用されます。

『Cisco Unified 
Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイ
ド』の「Cisco Unified IP 
Phone の設定」

表 10-1 Cisco クラスタ間のエクステンションモビリティの設定チェックリスト （続き）

設定手順 関連手順と関連項目
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ステップ 6 証明書の一括管理を設定します。

1. Cisco Unified Communications オペレーティング システムの管理で、[セ
キュリティ(Security)] > [証明書の一括管理 (Bulk Certificate Management)] 
の順に選択します。

2. 表示される [証明書の一括管理 (Bulk Certificate Management)] ウィンドウ

で、フィールドを次のように設定します。

[IPアドレス (IP Address)]：SFTP サーバの IP アドレスを指定します。

（注） これは、すべての参加クラスタによって共有される必要のある、集

中型のセキュア FTP サーバです。

[ポート (Port)]：22（SSH のデフォルト ポート）。

[ユーザ ID(User ID)]：書き込みアクセス権を持つユーザのユーザ ID。

[パスワード (Password)]：書き込みアクセス権を持つユーザのパスワード。

[ディレクトリ (Directory)]：書き込みアクセス権を持つユーザのディレク

トリ 

（例：/tmp）。

3. [保存 (Save)] をクリックします。

詳細については、『Cisco 
Unified Communications 
Operating System 
Administration Guide』の

「Security」の章を参照して

ください。

ステップ 7 証明書の一括エクスポートを設定します。

1. Cisco Unified Communications オペレーティング システムの管理で、[セ
キュリティ(Security)] > [証明書の一括管理 (Bulk Certificate Management)] 
の順に選択します。

2. [エクスポート (Export)] アイコンをクリックします。

3. 表示される [証明書の一括エクスポート (Bulk Certificate Export)] ウィンド

ウで、次のフィールドを設定します。

[証明書タイプ (Certificate Type)]：[すべて (All)]

4. [エクスポート (Export)] をクリックしてから [閉じる (Close)] をクリックし

ます。

この手順によって、クラスタ内のすべてのノードの証明書が格納された 
PKCS12 ファイルが作成されます。

すべての参加クラスタは、同じ SFTP サーバまたは SFTP ディレクトリに証明書

をエクスポートする必要があります。

Tomcat または TFTP の証明書がクラスタのいずれかのノードで再生成されるた

びに、そのクラスタで証明書をエクスポートする必要があります。

詳細については、『Cisco 
Unified Communications 
Operating System 
Administration Guide』を参

照してください。

表 10-1 Cisco クラスタ間のエクステンションモビリティの設定チェックリスト （続き）

設定手順 関連手順と関連項目
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ステップ 8 証明書を統合します。

1. Cisco Unified Communications オペレーティング システムの管理で、[セキュ

リティ (Security)] > [証明書の一括管理 (Bulk Certificate Management)] > [統
合 (Consolidate)] > [証明書の一括統合 (Bulk Certificate Consolidate)] の順に選

択します。

すべての参加クラスタが証明書のエクスポートを完了したら、証明書を統合

します。このオプションは、2 つ以上のクラスタが証明書を SFTP サーバに

エクスポートした場合にかぎり、使用可能です。

2. 表示されるウィンドウで、次のフィールドを設定します。

[証明書タイプ (Certificate Type)]：[すべて (All)]

3. [統合 (Consolidate)] をクリックします。

この手順によって、SFTP サーバにあるすべての PKCS12 ファイルが統合さ

れ、1 つのファイルが作成されます。

統合を実行する必要があるのは、参加クラスタのうちの 1 つだけです。

証明書を統合した後に新しい証明書をエクスポートした場合は、統合を再度

実行して、新しくエクスポートされた証明書を取り込む必要があります。

詳細については、『Cisco 
Unified Communications 
Operating System 
Administration Guide』を参

照してください。

ステップ 9 証明書をインポートします。

1. Cisco Unified Communications オペレーティング システムの管理で、[セキュ

リティ (Security)] > [証明書の一括管理 (Bulk Certificate Management)] > [イ
ンポート (Import)] > [証明書の一括インポート (Bulk Certificate Import)] の順

に選択します。

2. 表示されるウィンドウで、次のフィールドを設定します。

[証明書タイプ (Certificate Type)]：[すべて (All)]

3. [インポート (Import)] をクリックします。

（注） 各クラスタの証明書をすべてインポートした後、クラスタごとに Cisco 
CallManager サービスおよび Cisco Tomcat サービスを再起動して、各ク

ラスタのノード単位でサービスをアクティブにする必要があります。

（注） これらの証明書は、アップグレード後も保持されます。ユーザが証明書

を再インポートまたは再統合する必要はありません。

この手順によって、統合された PKCS12 ファイルが SFTP サーバからローカル 
クラスタにインポートされます。

いずれかの参加クラスタがエクスポートを行った場合は、すべてのクラスタで

再インポートを行う必要があります。

インポートは、「ステップ 8」 の説明に従って中央の管理者が証明書を統合した

後に実行します。

詳細については、『Cisco 
Unified Communications 
Operating System 
Administration Guide』を参

照してください。

表 10-1 Cisco クラスタ間のエクステンションモビリティの設定チェックリスト （続き）

設定手順 関連手順と関連項目
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ステップ 10 ビデオ コール用の EMCC を有効にするには、[共通の電話プロファイル

(Common Phone Profile)]（[デバイス (Device)] > [デバイスの設定 (Device 
Settings)] > [共通の電話プロファイル (Common Phone Profile)]）を設定するか、

または [エンタープライズ電話の設定 (Enterprise Phone Configuration)]（[シス

テム (System)] > [エンタープライズ電話の設定 (Enterprise Phone 
Configuration)]）を行ってビデオ コールを有効にします。

いずれかのウィンドウで、[ビデオ機能 (Video Capabilities)] ドロップダウン リ
スト ボックスを [有効 (Enabled)] に設定します （この設定は、クラスタごとに

デフォルトで有効になっている場合があります）。

『Cisco Unified 
Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイ
ド』の「共通電話プロファイ

ルの設定」

『Cisco Unified 
Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイ
ド』の「エンタープライズ電

話の設定」

ステップ 11 EMCC デバイスの追加：EMCC テンプレートを追加します。

1. Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、[一括管理 (Bulk 
Administration)] > [EMCC] > [EMCCテンプレート (EMCC Template)] の順

に選択します。

2. [新規追加 (Add New)] をクリックします。

3. [EMCCテンプレートの設定 (EMCC Template Configuration)] ウィンドウ

で、フィールドを次のように設定します。

[テンプレート名 (Template Name)]：EMCC デバイス テンプレート

[デバイスプール (Device Pool)]：[デフォルト (Default)]

[SIPプロファイル (SIP Profile)]：[標準SIPプロファイル (Standard SIP 
Profile)]

[共通デバイス設定 (Common Device Configuration)]：[デフォルトの共通

デバイス設定 (Default Common Device Configuration)]

4. [保存 (Save)] をクリックします。

詳細については、『Cisco 
Unified Communications 
Manager Bulk 
Administration ガイド』を参

照してください。

ステップ 12 EMCC デバイスの追加：デフォルトの EMCC テンプレートを設定します。

1. Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、[一括管理 (Bulk 
Administration)] > [EMCC] > [EMCCの挿入 /更新 (Insert/Update EMCC)] 
の順に選択します。

2. [EMCCデバイスの更新 (Update EMCC Devices)] をクリックします。

3. [デフォルトのEMCCテンプレート (Default EMCC Template)] ドロップダ

ウン リスト ボックスで、「ステップ 11」 で設定した EMCC デバイス テンプ

レートを選択します。

4. [今すぐ実行 (Run Immediately)] をクリックします。

5. [送信 (Submit)] をクリックします。

6. ジョブが正常に実行されたかどうかを確認します。

[一括管理 (Bulk Administration)] > [ジョブスケジューラ (Job Scheduler)] 
の順に選択し、必要なジョブのジョブ ID を検索します。ジョブが正常に実

行されたことを確認します。

詳細については、『Cisco 
Unified Communications 
Manager Bulk 
Administration ガイド』を参

照してください。

表 10-1 Cisco クラスタ間のエクステンションモビリティの設定チェックリスト （続き）

設定手順 関連手順と関連項目



 

10-10
Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド

第 10 章      Cisco クラスタ間のエクステンションモビリティ         

    EMCC の設定チェックリスト

ステップ 13 EMCC デバイスの追加：EMCC デバイスを挿入します。

1. Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、[一括管理 (Bulk 
Administration)] > [EMCC] > [EMCCの挿入 /更新 (Insert/Update EMCC)] 
の順に選択します。

2. [EMCCデバイスの挿入 (Insert EMCC Devices)] をクリックします。

3. [追加されるEMCCデバイスの数 (Number of EMCC Devices to be added)] 
フィールドの値を（5 などに）変更します。

4. [今すぐ実行 (Run Immediately)] をクリックして [送信 (Submit)] をクリック

します。

5. このウィンドウを更新し、追加したデバイスの数（5 など）が [データベー

ス内にすでにあるEMCCデバイスの数 (Number of EMCC Devices already 
in database)] に表示されることを確認します。

6. または、[一括管理 (Bulk Administration)] > [ジョブスケジューラ (Job 
Scheduler)] の順に選択し、ジョブが正常に完了したかどうかを確認します。

追加する EMCC 基本デバイスの最大数

次の計算式を使用して、クラスタ内でサポートされるデバイスの合計数を 
EMCC に追加します。

電話機＋（2 × EMCC デバイス）<= MaxPhones 

Cisco Unified Communications Manager システムでは MaxPhones 値を 60,000 
に指定します。

EMCC ログインは、ホーム クラスタで使用されるライセンスの数には影響しま

せん。

詳細については、『Cisco 
Unified Communications 
Manager Bulk 
Administration ガイド』を参

照してください。

ステップ 14 エンタープライズ パラメータを設定して、位置情報フィルタを追加します。

1. Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、[システム

(System)] > [エンタープライズパラメータ (Enterprise Parameters)] の順に

選択します。

2. クラスタ ID エンタープライズ パラメータに、参加クラスタごとに一意のク

ラスタ ID を設定します。

3. Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、[システム

(System)] > [位置情報フィルタ (Geolocation Filter)] の順に選択します。

4. [新規追加 (Add New)] をクリックします。

5. 新しい位置情報フィルタを作成します。

名前の例：EMCC 位置情報フィルタ 

[国 (Country)]、[都道府県 (State)]、[市 (City)] などの一致基準を指定しま

す。

『Cisco Unified 
Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイ
ド』の「エンタープライズ 
パラメータの設定」

「位置情報フィルタの設定」

（P.23-17）

表 10-1 Cisco クラスタ間のエクステンションモビリティの設定チェックリスト （続き）

設定手順 関連手順と関連項目
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ステップ 15 EMCC 機能のパラメータを設定します。

1. Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、[拡張機能

(Advanced Features)] > [EMCC] > [EMCC機能設定 (EMCC Feature 
Configuration)] の順に設定します。

2. 表示される [EMCC機能設定 (EMCC Feature Configuration)] ウィンドウで、

次の機能パラメータを設定します。

[Default TFTP Server for EMCC Login Device]

[EMCC Geolocation Filter]

[Default Server for Remote Cluster Update]

（注） 関連付けられているドロップダウン リスト ボックスからこれらの機能パ

ラメータを選択するには、事前にこれらの機能パラメータが設定されて

いる必要があります。

（注） 他の EMCC 機能のパラメータは、デフォルト値を保持するか、または

必要に応じて変更できます。

「EMCC 機能の設定項目の設

定」（P.10-44）

表 10-1 Cisco クラスタ間のエクステンションモビリティの設定チェックリスト （続き）

設定手順 関連手順と関連項目
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ステップ 16 EMCC 用に 1 つまたは 2 つのクラスタ間 SIP トランクを設定します。

（注） PSTN アクセス サービスと RSVP エージェント サービスの両方に 1 つの

トランクを設定したり（「ステップ 17」）、サービスごとに 1 つずつトラ

ンクを設定したりできます。必要な EMCC SIP トランクは 2 つまでで

す。

1. Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、[デバイス

(Device)] > [トランク (Trunk)] の順に選択します。

2. [新規追加 (Add New)] をクリックします。

3. 次の設定を指定します。

[トランクタイプ (Trunk Type)]：[SIPトランク (SIP Trunk)]

[トランクサービスタイプ (Trunk Service Type)]：[クラスタ間のエクステン

ションモビリティ (Extension Mobility Cross Clusters)]

4. [次へ (Next)] をクリックします。

5. 表示される [トランクの設定 (Trunk Configuration)] ウィンドウの [デバイ

ス情報 (Device Information)] ペインで、次の設定を指定します。次に、値

の例を示します。

[名前 (Name)]：EMCC-ICT-SIP-Trunk-1

[デバイスプール (Device Pool)]：[デフォルト (Default)]

[SIP情報 (SIP Information)] ペインで、次の設定例を指定します。

[SIPトランクセキュリティプロファイル (SIP Trunk Security Profile)]：
[Non Secure SIP Trunk Profile]

[SIPプロファイル (SIP Profile)]：[標準SIPプロファイル (Standard SIP 
Profile)]

[位置情報の設定 (Geolocation Configuration)] ペインで、次の設定を指定し

ます。

[位置情報の送信 (Send Geolocation Information)]：このチェックボックス

をオンにします。

（注） EMCC トランクでは、SendGeolocation を True、MTPRequired を 
False、および UnattendedPort を False に指定する必要があります。

6. [保存 (Save)] をクリックし、EMCC 用のクラスタ間 SIP トランクを保存し

ます。

『Cisco Unified 
Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイ
ド』の「トランクの設定」

表 10-1 Cisco クラスタ間のエクステンションモビリティの設定チェックリスト （続き）

設定手順 関連手順と関連項目
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ステップ 17 EMCC クラスタ間サービス プロファイルを設定します。

1. Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、[拡張機能

(Advanced Features)] > [EMCC] > [EMCCクラスタ間サービスプロファイ

ル (EMCC Intercluster Service Profile)] の順に選択します。

2. [EMCC] ペインで [アクティブ (Active)] チェックボックスをオンにします。

3. [PSTNアクセス (PSTN Access)] ペインで [アクティブ (Active)] チェック

ボックスをオンにします。

4. [PSTNアクセスSIPトランク (PSTN Access SIP Trunk)] ドロップダウン リ
スト ボックスで、「ステップ 16」 で設定した SIP トランクを選択します。

5. [RSVPエージェント (RSVP Agent)] ペインで [アクティブ (Active)] チェッ

クボックスをオンにします。

6. [RSVPエージェントSIPトランク (RSVP Agent SIP Trunk)] ドロップダウン 
リスト ボックスで、「ステップ 16」 で設定した別の SIP トランクを選択しま

す。

（注） 「ステップ 16」 でトランクを 1 つだけ設定した場合は、[PSTNアク

セスSIPトランク (PSTN Access SIP Trunk)] 用のトランクと同じト

ランクを [RSVPエージェントSIPトランク (RSVP Agent SIP 
Trunk)] 用に選択できます。

7. [確認 (Validate)] をクリックして、設定を検証します。

8. ポップアップ ウィンドウに失敗のメッセージが表示されなければ、[保存

(Save)] をクリックします。

「EMCC クラスタ間サービス 
プロファイルの設定項目」

（P.10-48）

ステップ 18 EMCC リモート クラスタ サービスを設定します。

1. Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、[拡張機能

(Advanced Features)] > [EMCC] > [EMCCリモートクラスタ (EMCC 
Remote Cluster)] の順に選択します。

2. [新規追加 (Add New)] をクリックします。

3. 表示される [リモートクラスタの設定 (Remote Cluster Configuration)] ウィ

ンドウで、次の設定を行います。

[クラスタ ID(Cluster ID)]：このクラスタ ID が、他のクラスタのクラスタ 
ID のエンタープライズ パラメータ値に一致することを確認します。

[完全修飾名 (Fully Qualified Name)]：リモート クラスタの IP アドレスまた

はリモート クラスタ上の任意のノードとして解決可能なドメイン名を使用

します。

「リモート クラスタの設定」

（P.10-52）

表 10-1 Cisco クラスタ間のエクステンションモビリティの設定チェックリスト （続き）

設定手順 関連手順と関連項目
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EMCC の概要
この項は、次の内容で構成されています。

 • 「EMCC と Cisco エクステンション モビリティ」（P.10-15）

 • 「EMCC ソリューション」（P.10-15）

 • 「EMCC ログイン」（P.10-16）

 • 「EMCC でサポートする電話機」（P.10-21）

 • 「EMCC の設定」（P.10-22）

 • 「EMCC のアクティブ ログインとリモート ログインの概要」（P.10-22）

 • 「EMCC コール処理」（P.10-23）

 • 「EMCC が設定されている場合の電話機の動作」（P.10-35）

 • 「EMCC が設定されている場合の電話機のセキュリティ」（P.10-40）

ステップ 19 サービス パラメータを設定します。

1. Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、[システム

(System)] > [サービスパラメータ (Service Parameters)] の順に選択します。

2. [サーバ (Server)] ドロップダウン リスト ボックスで、サーバを選択します。

3. [サービス (Service)] ドロップダウン リスト ボックスから、[Cisco エクステ

ンション モビリティ ] サービスを選択します。

4. ウィンドウの上部にある [詳細設定 (Advanced)] ボタンをクリックします。

5. 必要に応じて、[Clusterwide Parameters (Parameters that apply to all 
servers)] ペインで次のサービス パラメータを設定します。

[Inter-cluster Maximum Login Time]

[EMCC Allow Proxy]：この値を [True] に設定します。

（注） EMCC では、コール ログが常にクリアされます。

（注） EMCC では、複数のログインが常に許可されます。

『Cisco Unified 
Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイ
ド』の「サービス パラメー

タの設定」

「サービス パラメータの設

定」（P.9-21）

「Cisco エクステンション モ
ビリティ サービス パラメー

タの比較」（P.9-27）

ステップ 20 SRST を動作させるために、EMCC に特別な設定をする必要はありません。

システムに SRST 設定が必要となる場合は、通常どおり設定してください。

『Cisco Unified 
Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイ
ド』の「Survivable Remote 
Site Telephony の設定」

表 10-1 Cisco クラスタ間のエクステンションモビリティの設定チェックリスト （続き）

設定手順 関連手順と関連項目
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EMCC と  Cisco エクステンション モビリティ

Cisco エクステンション モビリティ機能が初めて提供されたのは Cisco CallManager のリリース 3.1 か
らです。Cisco エクステンション モビリティは、継続してクラスタ内のユーザおよびデバイスだけに適

用されます。ただし、ユーザは、ログインする場所に関係なく次のようなシームレスなエクスペリエン

スを必要としています。

 • ユーザに対して、同じ機能セットおよびサービス セット（すべての回線、短縮ダイヤル、メッ

セージ ボタン、MWI、および機能）

 • 管理者に対して、セキュリティ、CAC、論理ゲートウェイ アクセス、ローカル メディア リソー

ス、およびサービスアビリティ

EMCC の課題

クラスタ内 Cisco エクステンション モビリティには、次の特徴があります。

 • ローカル データベースでデバイス情報を使用できる。

 • ローカル データベースでユーザ情報を使用できる。

 • ローカル データベースでグローバル情報を使用できる。

クラスタ間 Cisco エクステンション モビリティには、次の特徴があります。

 • デバイス情報がクラスタ データベースに格納される。

 • ユーザ情報がデバイス情報とは別のクラスタ データベースに格納される。

 • ルーティング設定およびサービス パラメータなどのグローバル情報が両方のクラスタのデータ

ベースに格納される。

Cisco エクステンション モビリティには、ユーザ情報を管理するクラスタにデバイス情報を移動する

か、逆に、デバイス情報を管理するクラスタにユーザ情報を移動する必要があるという課題がありま

す。

EMCC ソリューション

クラスタ間のエクステンション モビリティの問題を解決するソリューションは相互登録です。相互登

録には、次の特徴があります。

 • ホーム クラスタのユーザは訪問先クラスタの電話機にログインする。

 • ログイン手順によって、ホーム クラスタのデータベースにデバイス情報が伝送される。

 • ホーム クラスタのデータベースは、ユーザ デバイス プロファイルを使用して一時デバイスを作成

する。

 • ホーム クラスタの TFTP サーバは、電話機の設定ファイルを作成する。

 • ログイン後、訪問先クラスタは電話機をホーム クラスタの TFTP サーバに転送する。

 • 電話機は、Home Cluster（HC; ホーム クラスタ）の TFTP サーバから TFTP 設定をダウンロード

した後、ホーム クラスタの Cisco Unified Communications Manager に相互登録する。

（注） クラスタは、ログイン ユーザから見てホームまたは訪問先と呼びます。

Cisco クラスタ間のエクステンションモビリティのインタラクション

Cisco クラスタ間のエクステンションモビリティ機能とその他の機能のインタラクションのリストにつ

いては、「EMCC インタラクション」（P.10-41）を参照してください。
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EMCC の範囲

Cisco クラスタ間のエクステンションモビリティは、次の機能をサポートしています。

 • Cisco エクステンション モビリティのログインおよびログアウト

 – ユーザ認証はクラスタ間で行われる。

 • セキュリティ

 – クラスタ間のセキュリティはデフォルトで提供される。

 – 非セキュア セキュリティ プロファイルを使用する Cisco Unified IP Phone がサポートされる。

 • 訪問先電話機に適した PSTN アクセス

 – E911 は PSTN（つまり、ローカル ゲートウェイ）の適切な場所にルーティングされる。

 – 市内電話は PSTN の適切な場所にルーティングされる。

 – ローカル ルート グループに着信するコールは、訪問先クラスタ内のローカル ゲートウェイに

ルーティングされる。

 • 訪問先電話機に適したメディア リソースの表示（次の例を参照）

 – RSVP エージェント、TRP、Music On Hold（MOH; 保留音）、MTP、トランスコーダ、コン

ファレンス ブリッジ

 • Call Admission Control（CAC; コール アドミッション制御）

 – ホーム クラスタは、訪問先クラスタのロケーションとリージョンの情報を持たない。

 – Cisco Unified Communications Manager のロケーションとリージョンは、クラスタ境界を越え

ては適用できない。

 • 訪問先クラスタの RSVP エージェントを使用する RSVP エージェントベースの CAC

 • ホーム クラスタで実質的にサポートできるコール機能およびサービス

 – 制約事項の例：インターコムの設定にはスタティックなデバイスの設定を指定するため、

Cisco クラスタ間のエクステンションモビリティではインターコム機能がサポートされない。

 • EMCC ログイン デバイスの最大オーディオ ビットレートは、デフォルトで 8 kbps（G.729）に設

定 

（注） ホーム クラスタで G.711 コーデックだけをサポートするソフトウェア コンファレンス ブ
リッジを使用する場合に、訪問先クラスタにトランスコーダが設定されていないと会議は

失敗します。回避策として、EMCC 機能のパラメータ [EMCC Region Max Audio Bit 
Rate] を 64 kbps（G.711）に変更します。

EMCC ログイン

この項は、次の内容で構成されています。

 • 「EMCC ログインの用語」（P.10-16）

 • 「EMCC ログインの進行」（P.10-18）

EMCC ログインの用語

図 10-1 に、Cisco クラスタ間のエクステンションモビリティの訪問先クラスタとホーム クラスタを示

します。
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図 10-1 訪問先クラスタと ホーム クラスタ

訪問先クラスタ

訪問先クラスタには、次の特徴があります。

 • 電話機は地理的に訪問先に存在する。

 • 電話機の設定は、訪問先の Cisco Unified Communications Manager データベースに格納されてい

る。

 • 電話機が必要とするリソース（ゲートウェイおよび RSVP エージェントなど）は、訪問先に存在

する。

 • 通常、訪問先電話機は（EMCC ログインの前に）この地理的ロケーションを管理する訪問先の 
Cisco Unified Communications Manager クラスタに登録する。

 • CCMCIP は Cisco CallManager Cisco IP Phone サービスを示す。

ホーム クラスタ

ホーム クラスタには、次の特徴があります。

 • エンド ユーザの設定はホーム クラスタに存在する。

 • ユーザ デバイス プロファイル（回線、短縮ダイヤル、機能、およびその他の多数のユーザ特性）

は、ホーム クラスタに存在する。

 • ユーザのダイヤリング傾向は、ホーム コンテキスト内で有効。

 • ユーザ ロケールはホーム クラスタに存在する。

相互登録のプロセスでは、デバイス データをホーム クラスタにインポートし、ホーム クラスタ内のエ

ンド ユーザの Extension Mobility（EM; エクステンション モビリティ）プロファイルと組み合せてデ

バイス レコードを作成します。次に電話機を転送し、ホーム クラスタの Cisco Unified 
Communications Manager に直接登録します。
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EMCC ログインの進行

図 10-2 に、エクステンション モビリティでホーム クラスタを検索するときの Cisco クラスタ間のエク

ステンションモビリティ ログインを示します。

図 10-2 EMCC ログイン：エクステンション モビリティのホーム クラスタ検索
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図 10-3 に、エクステンション モビリティで認証、ホーム クラスタへの情報提供、およびホーム クラ

スタの準備を行う場合の Cisco クラスタ間のエクステンションモビリティ ログインを示します。

図 10-3 EMCC ログイン：エクステンション モビリティによる認証、ホームへの情報提供、ホームの準

備
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図 10-4 に、エクステンション モビリティで訪問先クラスタを変更し、登録を開始する場合の Cisco ク
ラスタ間のエクステンションモビリティ ログインを示します。

図 10-4 EMCC ログイン：エクステンション モビリティによる訪問先の変更と登録の開始

Mini-config とは、ログイン後に電話機をホーム クラスタにリダイレクトするために訪問先クラスタで

作成された簡単な設定ファイルのことです。
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図 10-5 に、エクステンション モビリティ ログイン サービスが処理を完了して電話機が登録される場

合の Cisco クラスタ間のエクステンションモビリティ ログインを示します。

図 10-5 EMCC ログイン：エクステンション モビリティ ログイン サービスによる処理の完了と電話機の登録

EMCC でサポートする電話機

Cisco クラスタ間のエクステンションモビリティをサポートするデバイスのリストは、バージョンおよ

びデバイス パックによって異なります。

特定のリリースおよびデバイス パック用に Cisco クラスタ間のエクステンションモビリティをサポー

トするデバイスの全リストを作成するには、Cisco Unified Reporting アプリケーションを使用します。

そのためには、次の手順に従います。

1. 次のいずれかの方法を使用して、Cisco Unified Reporting を起動します。

Web アプリケーションへのアクセスを許可されるまで、ユーザの認証には Cisco Tomcat サービス

が使用されます。アプリケーションには次の方法でアクセスできます。

 – Cisco Unified Communications Manager の管理ページのナビゲーション メニューで [Cisco 
Unifiedレポートツール (Cisco Unified Reporting)] を選択し、[移動 (Go)] をクリックします。

 – Cisco Unified Real-Time Monitoring Tool（RTMT）メニューで [File] > [Cisco Unified 
Reporting] の順に選択します。

 – https://<サーバ名または IP アドレス>:8443/cucreports/ と入力し、認証済みのユーザ名とパス

ワードを入力します。
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2. ナビゲーション バーで、[System Reports] をクリックします。

3. 左側のカラムに表示されたレポートのリストで、[Unified CM Phone Feature List] オプションをク

リックします。

4. [Generate a new report] リンクをクリックして新規レポートを生成するか、または、レポートがす

でに存在する場合は、[Unified CM Phone Feature List] リンクをクリックします。

5. Cisco クラスタ間のエクステンションモビリティがサポートされているすべてのデバイスのレポー

トを生成するには、各ドロップダウン リスト ボックスから次の設定を選択し、[Submit] ボタンを

クリックします。

[Product]：[All]

[Feature]：[Extension Mobility Cross Cluster]

[List Features] ペインに、Cisco クラスタ間のエクステンションモビリティ機能がサポートされて

いるすべてのデバイスのリストが表示されます。カラムの見出し（[Product] または [Protocol]）
の隣にある上下の矢印キーをクリックして、リストをソートできます。

Cisco Unified Reporting アプリケーションの詳細については、次の URL の『Cisco Unified Reporting 
Administration Guide』を参照してください。 
http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps556/prod_maintenance_guides_list.html

EMCC の設定

Cisco Unified Communications Manager の管理、および Cisco Unified サービスアビリティや Cisco 
Unified Communications オペレーティング システムなどの他の Cisco Unified Communications コン

ポーネントで Cisco クラスタ間のエクステンションモビリティを設定する手順の概要については、

「EMCC の設定チェックリスト」（P.10-2）を参照してください。

EMCC に排他的に適用されるメニュー オプションの設定の詳細については、「EMCC の設定」

（P.10-44）とそのサブセクションを参照してください。

EMCC のアクティブ ログインとリモート ログインの概要

ユーザのホーム クラスタでは、管理者はリモート デバイスからログイン済みのクラスタ ユーザのリス

トを確認できます。

このことを行うには、管理者が次の手順を実行します。

1. Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、[デバイス (Device)] > [電話 (Phone)] の
順に実行します。

[電話の検索と一覧表示 (Find and List Phones)] ウィンドウが表示されます。

2. [関連リンク (Related Links)] ドロップダウン リスト ボックスで [リモートログインデバイス

(Remotely Logged In Device)] を選択し、[移動 (Go)] をクリックします。

リモート ログイン デバイスのレポートの詳細については、『Cisco Unified Communications Manager 
アドミニストレーション ガイド』の「リモートからログインしたデバイスの検索」を参照してくださ

い。

管理者は、任意のクラスタで Cisco エクステンション モビリティまたは Cisco クラスタ間のエクステ

ンションモビリティにログイン済みのクラスタ デバイスのリストを確認できます。

このことを行うには、管理者が次の手順を実行します。

1. Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、[デバイス (Device)] > [電話 (Phone)] の
順に実行します。

http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps556/prod_maintenance_guides_list.html
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[電話の検索と一覧表示 (Find and List Phones)] ウィンドウが表示されます。

2. [関連リンク (Related Links)] ドロップダウン リスト ボックスで [現在ログイン中のデバイスのレ

ポート (Actively Logged In Device Report)] を選択し、[移動 (Go)] をクリックします。

現在ログイン中のデバイスのレポートの詳細については、『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「現在ログイン中のデバイスの検索」を参照してください。

EMCC コール処理

この項は、次の内容で構成されています。

 • 「EMCC コール処理の概要」（P.10-24）

 • 「EMCC コール処理の特徴」（P.10-24）

 • 「EMCC コール処理の要件」（P.10-25）

 • 「緊急通話の EMCC コール処理」（P.10-25）

 • 「ローミング用デバイス プールの検索」（P.10-26）

 • 「ホーム クラスタの位置情報を使用したローミング用デバイス プールのマッチング」（P.10-26）

 • 「EMCC コール処理の設定」（P.10-27）

 • 「ホーム クラスタ内の EMCC 電話機とそのローミング用デバイス プールの一覧表示」（P.10-27）

 • 「ホーム クラスタ内の EMCC コール処理」（P.10-28）

 • 「EMCC コール ルーティング」（P.10-28）

 • 「ホーム クラスタでの訪問先クラスタの緊急事態パターンの設定」（P.10-29）

 • 「ホーム クラスタの EMCC 訪問先電話機のローカル ルート グループ ルーティング」（P.10-29）

 • 「EMCC SIP トランクを使用したローカル ルート グループ ルーティング」（P.10-30）

 • 「デバイス プロファイル内の EMCC コーリング サーチ スペース」（P.10-30）

 • 「EMCC 電話機のリージョン設定」（P.10-30）

 • 「EMCC 電話機の RSVP 設定」（P.10-31）

 • 「RSVP エージェントベースの CAC 基本コール」（P.10-32）

 • 「ホーム電話機による RSVP エージェント CAC の保留 /再開」（P.10-33）

 • 「訪問先電話機による RSVP エージェント CAC の保留 /再開」（P.10-34）

 • 「EMCC コール処理に共通の問題」（P.10-34）

 • 「EMCC コール処理問題に関するヘルプの入手」（P.10-35）
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EMCC コール処理の概要

図 10-6 に、EMCC コール処理の概要を示します。

図 10-6 EMCC コール処理

EMCC コール処理の特徴

EMCC コール処理には、次の特徴があります。

 • ホーム クラスタでのコール制御

 – 訪問先電話機はホーム クラスタに登録する。

 • RSVP エージェントは訪問先クラスタから割り当てられるが、制御はホーム クラスタから間接的

に行われる。

 – 訪問先電話機はホーム クラスタに登録する。

 – RSVP ベースの CAC 用のホーム クラスタ ポリシーに従う。

 • ホーム クラスタおよび訪問先クラスタによるコーデック選択

 – メディアはホーム クラスタおよび訪問先クラスタで処理を行う。

 – コーデックは両クラスタの EMCC リージョン設定に基づいて選択される。

 • 緊急通話のルーティングは訪問先電話機および訪問先クラスタに依存する。

 – ホーム クラスタでは、ホーム クラスタと訪問先クラスタ両方の緊急事態パターンがサポート

される。

 – EMCC SIP クラスタ間トランク経由でローカル ルート グループを使用し、訪問先クラスタに

緊急通話をルーティングする。

 – 訪問先クラスタで設定された訪問先電話機のローカル ルート グループを使用する。
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 • 訪問先クラスタでのデバイスに依存する PSTN アクセス

 – 訪問先電話機と同じ場所に設置されているローカル ゲートウェイに SIP トランクからのコー

ルをルーティングする。

EMCC コール処理の要件

Cisco クラスタ間のエクステンションモビリティは、次のコール処理要件を満たしています。

 • 緊急通話のルーティング

 – ユーザは、ホーム クラスタの緊急事態パターンまたは訪問先クラスタの緊急事態パターンに

ダイヤルできる（たとえば、英国の 999 または米国の 911）。

 – どのクラスタの緊急事態パターンにダイヤルしたかにかかわりなく、訪問先クラスタのローカ

ル ゲートウェイにコールをルーティングする必要がある。

 • RSVP エージェント ベースの CAC

 – 訪問先クラスタの RSVP エージェントは、訪問先クラスタ内にある訪問先電話機の Media 
Resource Group List（MRGL; メディア リソース グループ リスト）に基づいて割り当てる必

要がある。

（注） 電話機をホーム クラスタに登録したにもかかわらず、訪問先クラスタで電話機のロケーションを移動

すると、訪問先クラスタ内のローカル ゲートウェイまたは Media Resource Group List（MRGL; メ
ディア リソース グループ リスト）に正しく割り当てられない場合があります。

緊急通話の EMCC コール処理

図 10-7 に、緊急通話の Cisco クラスタ間のエクステンションモビリティ コール処理を示します。

図 10-7 緊急通話の EMCC コール処理
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ローミング用デバイス プールの検索

ローミング用デバイス プールの検索には、次の特徴があります。

 • EMCC 電話機は、ホーム クラスタのローミング用デバイス プールからローミングに影響する属性

を検索する。

 • ホーム クラスタでは、リモート クラスタごとにローミング用デバイス プールを 1 つ設定し、その

クラスタを特徴付ける個別の位置情報を使用する。次に例を示します。

 – DPforUKCluster（country=UK）

 – DPforSJCluster（country=US、A1=CA、A3=SJ）

 • 訪問先クラスタでエクステンション モビリティを有効にした電話機では、訪問先クラスタで位置

情報を設定する。

 • ログイン処理によって、電話機の位置情報が訪問先クラスタからホーム クラスタに送信される。

 • ホーム クラスタに設定された EMCC 位置情報フィルタによって、電話機の位置情報がフィルタリ

ングされる。

 • ホーム クラスタでは、フィルタ処理された電話機の位置情報を使用して、電話機のローミング用

デバイス プールに最適なデバイス プールが検索され、電話機がホーム クラスタに登録される。

ホーム クラスタの位置情報を使用したローミング用デバイス プールのマッチング

図 10-8 に、ホーム クラスタ内の位置情報を使用した、ローミング用デバイス プールのマッチングを示

します。

図 10-8 ホーム クラスタ内の位置情報を使用したローミング用デバイス プールのマッチング
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EMCC コール処理の設定

訪問先クラスタでは、エクステンション モビリティを有効にした電話機の位置情報を設定します。こ

の設定は、[電話の設定 (Phone Configuration)] ウィンドウ（[デバイス (Device)] > [電話 (Phone)]）の 
[位置情報 (Geolocation)] フィールド、または [デバイスプール設定 (Device Pool Configuration)] ウィ

ンドウ（[システム (System)] > [デバイスプール (Device Pool)]）の [位置情報の設定 (Geolocation 
Configuration)] ペインにある [位置情報 (Geolocation)] フィールドで行います。

訪問先クラスタ内のエクステンション モビリティ対応電話機には、次のエンティティの設定も必要で

す。

 • 関連する [デバイスプール設定 (Device Pool Configuration)] ウィンドウ（[システム (System)] > 
[デバイスプール (Device Pool)]）のローカル ルート グループ

 • RSVP ポリシーが有効な場合は、電話機のメディア リソース グループ リスト内の RSVP デバイス

（トランスコーダまたは MTP）

ホーム クラスタでは、EMCC 位置情報フィルタを設定します。[拡張機能 (Advanced Features)] > 
[EMCC] > [EMCC機能設定 (EMCC Feature Configuration)] メニュー オプションを使用して、EMCC 
位置情報フィルタの設定を行ってください。

1 リモート クラスタにつき 1 つのデバイス プールが、ログイン電話機のローミング用デバイス プール

として機能します。

例

デバイス プールに英国クラスタ用 EMCC デバイス プールを指定します。

このデバイス プールの位置情報に英国の位置情報を指定します。

このデバイス プールの「英国の位置情報」位置情報を使用すると、英国の電話機はこのデバイス プー

ルに一致して、電話機がログインしたときにこのプールをローミング用デバイス プールとして選択で

きます。

ホーム クラスタ内の EMCC 電話機とそのローミング用デバイス プールの一覧表示

ホーム クラスタ管理者は、このクラスタに現在登録されている、すべてのリモート デバイスを一覧表

示できます。このことを行うには、[デバイス (Device)] > [電話 (Phone)] の順に選択します。[関連リ

ンク (Related Links)] ドロップダウン リスト ボックスで [リモートログインデバイス (Remotely 
Logged In Device)] を選択し、[移動 (Go)] をクリックします。

[リモートログインデバイスのレポート (Remotely Logged-In Device Report)] には、次の情報が表示さ

れます。

 • [デバイス名 (Device Name)]

 • [ログインプロファイル (Logged In Profile)]

 • [ユーザ ID(User ID)]

 • [リモートクラスタ ID(Remote Cluster ID)]

 • [ローミング用デバイスプール (Roaming Device Pool)]



 

10-28
Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド

第 10 章      Cisco クラスタ間のエクステンションモビリティ         

    EMCC の概要

ホーム クラスタ内の EMCC コール処理

ホーム クラスタ内のログイン EMCC 電話機は、次の属性およびプリファレンスを取得します。

 • EMCC 基本デバイスからの共通属性（一括管理）

 • ローミング用デバイス プールからのローミングに影響する属性

 – リモート クラスタごとに 1 つのローミング用デバイス プール

 – 訪問先クラスタが同じ EMCC 電話機は同じローミング用 DP を選択

 – 国に固有の緊急ダイヤリング プランが可能（たとえば、英国の場合は 999）

 • ユーザデバイスプロファイル（回線および短縮ダイヤル）からのユーザ プリファレンス

 • EMCC機能設定からの機能固有の属性

 – すべてのクラスタのすべての EMCC 電話機のコーデック プリファレンス

 – EMCC 電話機の RSVP ポリシー

EMCC コール ルーティング

コール ルーティングは、ホーム クラスタで電話機用に作成される Calling Search Space（CSS; コーリ

ング サーチ スペース）に基づいて実行されます。

ホーム クラスタは、次の優先順位で CSS を連結します。

1. 付加 CSS（新規）

 – ローミング用デバイス プールで設定され、国に固有の緊急ダイヤリング プランをサポートす

る（たとえば、英国の電話機はリモートで米国クラスタに登録されます。ユーザは、米国クラ

スタが通常は認識しない 9.999（英国の緊急番号）にダイヤルします）。ホーム クラスタが米

国、訪問先クラスタが英国です。

 – ホーム クラスタと訪問先クラスタが同じ緊急事態パターンを共有している場合は、付加 CSS 
設定がスキップされる場合がある。

2. 回線 CSS

3. デバイス CSS

 – デバイスに固有。[電話の設定 (Phone Configuration)] ウィンドウまたはスタティック デバイ

ス プールで設定します。

 – ホーム クラスタ内で電話機の通常のダイヤリングを実現する。

 – 訪問先電話機はホーム クラスタに電話デバイスが設定されていない。

 – ホーム クラスタは、ユーザ ログイン デバイス プロファイルから EMCC CSS（新規）を取得

し、この CSS をスタティック デバイス CSS として使用する。

付加コーリング サーチ スペースの機能

付加 CSS を設定するには、[システム (System)] > [デバイスプール (Device Pool)] の順に選択し、[デ
バイスプールの設定 (Device Pool Settings)] ペインで [付加CSS(Adjunct CSS)] フィールドを設定しま

す。

この例では、次の設定が適用されます。

 • [付加CSS(Adjunct CSS)] は Adjunct CSS for UK Cluster です。

 • （[コーリングサーチスペースのルートパーティション (Route Partitions for this Calling Search 
Space)] の）[選択されたパーティション (Selected Partitions)] は EMCC Emergency Partition for 
UK です。
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デバイス プールで設定する付加 CSS を使用すると、ログイン後に米国のクラスタに登録され、ローミ

ング用デバイス プールにバインドされる英国の電話機から、英国の緊急ダイヤリングが可能になりま

す。米国のクラスタがホーム クラスタです。

コーリング サーチ スペースには、メンバ パーティションを 1 つだけ指定します（EMCC Emergency 
Partition for UK）。

ホーム クラスタでの訪問先クラスタの緊急事態パターンの設定

ホーム クラスタで訪問先クラスタの緊急事態パターンを設定します。

例

9.999/{EMCC emergency partition for UK} のルートを設定します。このルートにはメンバが 1 つだけ

（標準 LRG）含まれています。

（米国の）ホーム クラスタに登録されている（英国の）訪問先電話機が 9.999 にダイヤルすると、電話

機のローミング用デバイス プールの付加 CSS により、このパターンはルート パターン 9.999/{EMCC 
emergency partition for UK} に一致します。このため、ホーム クラスタ（米国のクラスタ）は、コー

ルをデバイス ローカル ルート グループにルーティングします。

ホーム クラスタの EMCC 訪問先電話機のローカル ルート グループ ルーティング

ホーム クラスタ内の EMCC 訪問先電話機のローカル ルート グループには、次の特徴があります。

 • デバイスのローカル ルート グループは、デバイス ローカル PSTN へのゲートウェイを含む。

 • 標準 LRG に終端するコールは、発信側デバイス LRG（つまり、ローカル PSTN に接続するゲート

ウェイ）に転送される。

 • 通常の電話機およびそのローカル ルート グループは、同じクラスタに登録する。

 • EMCC 訪問先電話機およびそのローカル ルート グループは、別々のクラスタに登録する。

 – ホーム クラスタには訪問先電話機の設定済みローカル ルート グループがない。

 – ホーム クラスタは訪問先電話機のローカル PSTN ゲートウェイに直接アクセスできない。

 – ホーム クラスタにある EMCC 訪問先電話機の標準 LRG に終端するコールは、PSTN アクセ

ス SIP トランク（EMCC の設定）経由で訪問先クラスタに転送される。

 – 訪問先クラスタは、訪問先電話機に設定されたローカル ルート グループを検索する（エクス

テンション モビリティが有効になっている電話機は、訪問先クラスタでローカル ルート グ
ループを設定する必要があることに注意してください）。

 – 訪問先クラスタは、通常の電話機と同様にローカル ルート グループ内のゲートウェイにコー

ルをルーティングする。
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EMCC SIP トランクを使用したローカル ルート グループ ルーティング

図 10-9 に、EMCC SIP トランクを使用するローカル ルート グループ ルーティングを示します。

図 10-9 EMCC SIP トランクを使用したローカル ルート グループ ルーティング

デバイス プロファイル内の EMCC コーリング サーチ スペース

[デバイスプロファイルの設定 (Device Profile Configuration)] ウィンドウ（[デバイス (Device)] > [デ
バイスの設定 (Device Settings)] > [デバイスプロファイル (Device Profile)]）で定義する [クラスタ

CSS間のエクステンションモビリティ (Extension Mobility Cross Cluster CSS)] フィールドは、EMCC 
ログイン時にユーザがこのデバイス プロファイルを選択すると、リモート電話機のデバイス CSS とし

て使用されます。

EMCC 電話機のリージョン設定

EMCC 電話機のリージョン設定には、次の特徴があります。

 • EMCC ログイン電話機はホーム クラスタにリージョンが設定されていない。

 • いかなるクラスタについても、すべての EMCC ログイン電話機に、通常のリージョン設定に優先

する共通のリージョン設定（[拡張機能 (Advanced Features)] > [EMCC] > [EMCC機能設定

(EMCC Feature Configuration)]）が割り当てられる。

 • リージョンの EMCC 機能のパラメータは、すべてのクラスタに同じ値を設定する必要がある。

リージョンの EMCC 機能のパラメータに異なる値を設定すると、リモート クラスタの更新操作に

よって該当するクラスタの RSVP エージェントが無効となる。
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 • リージョンの EMCC 機能のパラメータには、次の値が適用される。

 – [EMCC Region Max Audio Bit Rate]（この機能パラメータに関係する推奨回避策設定の詳細

については、「EMCC の範囲」（P.10-16）を参照してください）

 – [EMCC Region Max Video Call Bit Rate (Includes Audio)]

 – [EMCC Region Link Loss Type]

EMCC 電話機の RSVP 設定

EMCC 電話機の RSVP 設定には、次の特徴があります。

 • ホーム クラスタの EMCC 電話機の RSVP ポリシーは、通常の電話機と同じ設定手順に従う。

 – 共通のロケーション（Remote-cluster-location など）またはクラスタ固有のロケーション

（UK-location など）を設定する。

 – ロケーションに無制限のオーディオおよびビデオ帯域幅を設定して、ロケーションベースの 
CAC を無効にする。

 – ロケーション ペアに RSVP ポリシー（予約なし、オプション、必須）を設定する。

 • 訪問先クラスタでは、訪問先電話機の Media Resource Group List（MRGL; メディア リソース グ
ループ リスト）に RSVP デバイスを追加する。

 • RSVP エージェントを割り当てるとき、ホーム クラスタの Cisco Unified Communications 
Manager はその RSVP エージェントが EMCC 電話機用であることを認識し、RSVP SIP トランク

上で訪問先クラスタに要求をリダイレクトする。

 • その他のすべてのメディア リソースを割り当てるとき、ホーム クラスタの Cisco Unified 
Communications Manager はホーム クラスタに設定されたメディア リソース グループ リストに基

づいてメディア リソースを割り当てる。
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RSVP エージェントベースの CAC 基本コール

図 10-10 に、RSVP エージェントベースの Call Admission Control（CAC; コール アドミッション制

御）基本コール用の Cisco クラスタ間のエクステンションモビリティを示します。

図 10-10 RSVP エージェントベースの CAC 基本コール用 EMCC
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ホーム電話機による RSVP エージェント CAC の保留 /再開

図 10-11 に、ホーム電話機による RSVP エージェントベースの保留 /再開のための Cisco クラスタ間の

エクステンションモビリティを示します。

図 10-11 ホーム電話機による RSVP エージェントベース CAC の保留 /再開のための EMCC
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訪問先電話機による RSVP エージェント CAC の保留 /再開

図 10-12 に、訪問先電話機による RSVP エージェントベースの保留 /再開のための Cisco クラスタ間の

エクステンションモビリティを示します。

図 10-12 訪問先電話機による RSVP エージェントベース CAC の保留 /再開のための EMCC

EMCC コール処理に共通の問題

この項では、EMCC で発生する可能性のある、コール処理に共通の問題について説明します。

 • 通常のコールを発信できない。

 – EMCC 電話機が正しいローミング用デバイス プールにバインドされていない（[デバイス

(Device)] > [電話 (Phone)] の次に [リモートログインデバイス (Remotely Logged In Device)] 
を選択）。

 – ログイン デバイス プロファイルに EMCC CSS を設定していない（[デバイス (Device)] > [デ
バイスの設定 (Device Setting)] > [デバイスプロファイル (Device Profile)]）。

 – RSVP 予約を設定すると失敗する（たとえば、訪問先クラスタにある訪問先電話機のメディア 
リソース グループ リストに RSVP デバイスがない、など）。

 – EMCC ログイン電話機で G.729 コーデックがサポートされておらず、訪問先クラスタ内の電

話機にトランスコーダが設定されていない。

 • 緊急通話を発信できない。

 – EMCC 電話機が正しいローミング用デバイス プールにバインドされていない（[デバイス

(Device)] > [電話 (Phone)] の次に [リモートログインデバイス (Remotely Logged In Device)] 
を選択）。

 – EMCC 電話機のローミング用デバイス プールで付加 CSS が欠落している。

 – 付加 CSS に基づいてホーム クラスタのルーティング設定を確認する。
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 – 訪問先クラスタにある電話機のスタティック デバイス プールでローカル ルート グループ設定

が欠落している。

 • メディアが存在しない、または片方向メディアが存在する。

 – すべてのクラスタで [EMCCリージョン (EMCC Region)] 設定ウィンドウに同じ値が設定され

ているどうかを確認する（[拡張機能 (Advanced Features)] > [EMCC] > [EMCC機能設定

(EMCC Feature Configuration)]）。

 – ホーム クラスタの RSVP ポリシーを確認する（ホーム クラスタの RSVP ポリシーだけが重

要）。

EMCC コール処理問題に関するヘルプの入手

コール処理問題のヘルプを入手するには、次の手順を実行します。

 • ホーム クラスタおよび訪問先クラスタの両方から、詳細なトレースを収集します。

 • コール シナリオの詳細は次のとおりです。

 – EMCC デバイスと、EMCC デバイス以外のデバイスおよびそのクラスタを識別します。たと

えば、EMCC 電話機が正しいローミング用デバイス プールにバインドされていないとします。

[デバイス (Device)] > [電話 (Phone)] メニュー オプションを使用した後、[関連リンク

(Related Links )] ドロップダウン リスト ボックスで [リモートログインデバイス (Remotely 
Logged In Device)] を選択します。

EMCC が設定されている場合の電話機の動作

この項では、EMCC 環境における電話機の次の動作について説明します。

 • 「WAN ネットワーク障害：設定ファイルを使用できない」（P.10-36）

 • 「EMCC 障害：登録拒否」（P.10-37）

 • 「EMCC 障害：ホーム Cisco Unified Communications Manager が使用不能 /局間障害」（P.10-38）

 • 「EMCC 障害：ホーム Cisco Unified Communications Manager が使用不能 /クラスタ間障害」

（P.10-39）

 • 「EMCC 障害：ホーム Cisco Unified Communications Manager が使用不能 /クラスタ間障害（訪問

先 SRST が存在しない）」（P.10-40）
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WAN ネットワーク障害：設定ファイルを使用できない

図 10-13 に、設定ファイルを使用できない場合の WAN ネットワーク障害を示します。

電話機は訪問先クラスタに登録されます。

図 10-13 WAN ネットワーク障害：設定ファイルを使用できない

EMCC ログイン モードでは、ホーム クラスタへの接続障害を検出した電話機は、そのホーム クラスタ

への接続を再確立しようとします。WAN 障害などの障害によって再確立が何度か失敗した後、電話機

は訪問先クラスタにログアウト要求を自動的に発行し、ログアウト時に訪問先クラスタに再登録しま

す。
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EMCC 障害：登録拒否

図 10-14 に、登録拒否が発生した場合の EMCC 障害を示します。

電話機は訪問先クラスタに登録されます。

図 10-14 EMCC 障害：登録拒否
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EMCC 障害：ホーム Cisco Unified Communications Manager が使用不能 /局間障害

図 10-15 に、ホーム Cisco Unified Communications Manager が使用不能となって局間障害が発生した

場合の EMCC 障害を示します。

電話機は SRST にフェールオーバーします。

図 10-15 EMCC 障害：ホーム Cisco Unified Communications Manager が使用不能 /局間障害
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EMCC 障害：ホーム Cisco Unified Communications Manager が使用不能 /クラスタ間障害

図 10-16 に、ホーム Cisco Unified Communications Manager が使用不能となってクラスタ間障害が発

生した場合の EMCC 障害を示します。

電話機は訪問先クラスタに登録されます。

図 10-16 EMCC 障害：ホーム Cisco Unified Communications Manager が使用不能 /クラスタ間障害
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EMCC 障害：ホーム Cisco Unified Communications Manager が使用不能 /クラスタ間障
害（訪問先 SRST が存在しない）

図 10-17 に、ホーム Cisco Unified Communications Manager が使用不能となってクラスタ間障害が発

生し、訪問先 SRST が適用されない場合の EMCC 障害を示します。

電話機は訪問先クラスタに登録されます。

図 10-17 EMCC 障害：設定ファイルが使用不能、クラスタ間障害が発生、訪問先 SRST が適用されない

EMCC が設定されている場合の電話機のセキュリティ

EMCC 環境における電話機のセキュリティ問題の詳細については、『Cisco Unified Communications 
Manager セキュリティ ガイド』を参照してください。

EMCC のシステム要件
Cisco Unified Communications Manager には、次のシステム要件があります。

 • Cisco Unified Communications Manager リリース 8.0(1) 以降。

 • Cisco エクステンション モビリティ サービス。

 • Cisco Unified Communications オペレーティング システム。

 • Cisco Bulk Provisioning Service。
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 • Cisco クラスタ間のエクステンションモビリティの設定をサポートし、この設定を使用する他の

コール制御エンティティ。たとえば、他の Cisco Unified Communications Manager クラスタ、

EMCC クラスタ間サービス プロファイル、および EMCC リモート クラスタ サービス。

インタラクションおよび制限事項
この項では、Cisco クラスタ間のエクステンションモビリティのインタラクションおよび制限事項の詳

細について説明します。次の項を参照してください。

 • 「EMCC インタラクション」（P.10-41）

 • 「EMCC の制限事項」（P.10-42）

EMCC インタラクション

この項では、Cisco クラスタ間のエクステンションモビリティと他の Cisco Unified Communications 
Manager の管理コンポーネントのインタラクションを示します。

Cisco クラスタ間のエクステンションモビリティの相互登録ソリューションを利用すると、ユーザ機能

は予想したとおりにクラスタ間で動作します。次のリストに、クラスタ間で動作するユーザ機能の一部

を示します。

 • シェアドライン

 • ハント リスト

 • 転送 /会議 /保留

 • 自動転送

 • Cisco Unified Mobility

 • 割り込み /C 割り込み

 • 即時転送

 • アプリケーション

 • 短縮ダイヤル

 • サービス

 • アドレス帳

 • デバイス ラベル

 • ライン アピアランス管理

 • MWI

 • ボイスメール

 • サイレント

 • モニタリングと録音

 • コールバックが話し中 /応答なし

 • Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）
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EMCC の制限事項

この項では、他の Cisco Unified Communications Manager の管理コンポーネントと使用する場合の 
Cisco クラスタ間のエクステンションモビリティの制限事項を示します。この項は、次の内容で構成さ

れています。

 • 「EMCC ログアウトの制限事項」（P.10-42）

 • 「EMCC はインターコム機能をサポートしていない」（P.10-42）

 • 「EMCC はロケーションベースのコール アドミッション制御をサポートしない」（P.10-42）

 • 「ローカル ルート グループを使用する場合の EMCC の制限事項および設定要件」（P.10-42）

 • 「EMCC の重複ユーザ ID の制限事項」（P.10-42）

 • 「EMCC デバイスの複数のクラスタ内でのプロビジョニングは不可」（P.10-43）

 • 「クラスタ間の EMCC およびセキュリティ モード」（P.10-43）

 • 「Cisco CallManager サービスがダウンした後の訪問先電話機ログインの制限事項」（P.10-43）

 • 「[電話の設定 (Phone Configuration)] ウィンドウの EMCC および製品固有の設定レイアウト」

（P.10-43）

EMCC ログアウトの制限事項

エンド ユーザが EMCC を使用してログインしているときにホーム クラスタの管理者がエンド ユーザ

の EMCC 機能を無効にしても、このエンド ユーザは自動的にはログアウトされません （このシナリオ

では、管理者がこのエンド ユーザの [エンドユーザの設定 (End User Configuration)] ウィンドウで [ク
ラスタ間のエクステンションモビリティの有効化 (Enable Extension Mobility Cross Cluster)] チェック

ボックスをオフにします）。その代わり、このエンド ユーザが後で EMCC を実行しようとしても動作

しません。現在の EMCC セッションは、エンド ユーザがログアウトするまで継続します。

EMCC はインターコム機能をサポートしていない

インターコムの設定にはスタティックなデバイスの設定を指定するため、Cisco クラスタ間のエクステ

ンションモビリティはインターコム機能をサポートしていません。

EMCC はロケーションベースのコール アドミッション制御をサポートしない

ロケーション CAC はサポートされていません。

RSVP ベースの CAC はサポートされています。

ローカル ルート グループを使用する場合の EMCC の制限事項および設定要件

ローカル ルート グループを使用して EMCC コールをルーティングする場合、EMCC の制限事項およ

び設定要件の詳細については、次の項を参照してください。

 • 「EMCC コール処理の設定」（P.10-27）

 • 「ホーム クラスタでの訪問先クラスタの緊急事態パターンの設定」（P.10-29）

 • 「ホーム クラスタの EMCC 訪問先電話機のローカル ルート グループ ルーティング」（P.10-29） 

 • 「EMCC SIP トランクを使用したローカル ルート グループ ルーティング」（P.10-30）

EMCC の重複ユーザ ID の制限事項

動作が予測できないため、（同じ PIN または異なる PIN のいずれの場合も）重複ユーザ ID はサポート

されていません。



 

10-43
Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド     

第 10 章      Cisco クラスタ間のエクステンションモビリティ

    インタラクションおよび制限事項    

EMCC デバイスの複数のクラスタ内でのプロビジョニングは不可

自動登録は無効にしておくことをお勧めします（不用意なプロビジョニングを避けるため）。

クラスタ間の EMCC およびセキュリティ モード

すべてのクラスタでは、次のいずれかから同じセキュリティ モードを指定する必要があります。

 • すべてのクラスタに非セキュアなクラスタまたは混合モードのクラスタを指定する。

 • 異なるセキュリティ モードが設定されたクラスタは混在できない。

 • Cisco クラスタ間のエクステンションモビリティが有効になっている電話機は、必ず非セキュア 
モードとする（つまり、非セキュアなデバイス セキュリティ プロファイルに関連付ける必要があ

る）。

 – RTP ストリームに限定 

 – コールは非セキュア（TCP 限定、TLS 接続なし）

Cisco CallManager サービスがダウンした後の訪問先電話機ログインの制限事項

参加クラスタ内の Cisco エクステンション モビリティ サービスは、定期的なリモート クラスタの更新

を実行します。[EMCC機能設定 (EMCC Feature Configuration)] 機能のパラメータ [Remote Cluster 
Update Interval] によって、更新間隔を制御します。デフォルト値には 30 分が指定されています。

クラスタ A の Cisco エクステンション モビリティ サービスがこの更新についてリモート クラスタ（ク

ラスタ B など）から応答を受け取らない場合、クラスタ A の [リモートクラスタ (Remote Cluster)] 
ウィンドウには、クラスタ B の [リモートがアクティブ (Remote Activated)] サービスが [False] に設定

されていると表示されます。

この場合、訪問先クラスタではホーム クラスタからの応答を一切受け取らず、ホーム クラスタの [リ
モートがアクティブ (Remote Activated)] 値を [False] に設定します。

この間隔の間は、訪問先電話機が EMCC を使用してログインできない場合があります。訪問先電話機

は、「ログインできません（23）」というメッセージを受信します。

この時点で、訪問先電話機から EMCC にログインしようとすると、エラー「ログインできません

（23）」が発生してログインに失敗します。このエラーは電話機に表示されます。これは、ホーム クラ

スタの Cisco Unified Communications Manager がサービス停止からサービス中に変化したことを、訪

問先クラスタが検出していないために発生します。

リモート クラスタのステータス変更の検出は、EMCC 機能パラメータ [Remote Cluster Update 
Interval] の値に基づいて、訪問先の Cisco エクステンション モビリティ サービスが最後にクエリー /
更新を実行した時点を基に行われます。

また、[リモートクラスタサービスの設定 (Remote Cluster Service Configuration)] ウィンドウ（[拡張

機能 (Advanced Features)] > [EMCC] > [EMCCリモートクラスタ (EMCC Remote Cluster)]）の [リ
モートクラスタを今すぐ更新 (Update Remote Cluster Now)] ボタンをクリックすると、[リモートがア

クティブ (Remote Activate)] 値を [True] に変更できます。このとき、EMCC ログインも有効になりま

す。これ以外の場合、次の定期更新サイクルの後、訪問先電話機による EMCC ログインは通常に戻り

ます。

[電話の設定 (Phone Configuration)] ウィンドウの EMCC および製品固有の設定レイアウト

ユーザが訪問先クラスタ内の電話機を使用して、ユーザ エクステンション モビリティ プロファイルに

ログインすると、その電話機はデフォルトのプロビジョニング、ネットワーク、およびセキュリティの

設定（具体的には、[電話の設定 (Phone Configuration)] ウィンドウの [プロダクト固有の設定 (Product 
Specific Configuration Layout)] セクションの設定）をホーム クラスタから継承します。この動作は、

訪問先クラスタで使用されるローカルのセキュリティとネットワークの設定を上書きする場合がありま

す。一部のパラメータには、修正が提供されるまでシステム管理者が変更できないファームウェア デ
フォルトが設定されています。
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EMCC のインストールとアクティブ化
Cisco Unified Communications Manager 8.0(1) のインストール後、必要な設定作業を実行すると、

ネットワークで Cisco クラスタ間のエクステンションモビリティ機能をサポートできます。実行する必

要がある設定作業については、「EMCC の設定チェックリスト」（P.10-2）を参照してください。

EMCC の設定
この項は、次の内容で構成されています。

 • 「EMCC 機能の設定項目の設定」（P.10-44）

 • 「EMCC クラスタ間サービス プロファイルの設定項目」（P.10-48）

 • 「リモート クラスタの検索」（P.10-50）

 • 「リモート クラスタの設定」（P.10-52）

 • 「リモート クラスタの設定項目」（P.10-52）

EMCC 機能の設定項目の設定

表 10-2 に、[EMCC機能設定 (EMCC Feature Configuration)] ウィンドウ（[拡張機能 (Advanced 
Features)] > [EMCC] > [EMCCの機能設定 (EMCC Feature Configuration)]）で設定する EMCC 機能の

パラメータの詳細を示します。

表 10-2 EMCC 機能のパラメータの設定項目 

EMCC パラメータ 説明

[Default TFTP Server for EMCC Login 
Device]

リモート クラスタから EMCC にログインするデバイスが

使用するデフォルト TFTP サーバのコンピュータ名または 
IP アドレスを選択します。

[Backup TFTP Server for EMCC Login 
Device]

リモート クラスタから EMCC にログインするデバイスが

使用するバックアップ TFTP サーバのコンピュータ名また

は IP アドレスを選択します。

[Default Interval for Expired EMCC 
Device Maintenance]

有効期限が切れた EMCC デバイスのシステムをチェック

する間隔を分数で指定します。

有効期限が切れた EMCC デバイスとは、リモート クラス

タから EMCC にログインしたデバイスのうち、WAN 障
害または接続の問題が発生したために訪問先クラスタから

ログアウトし、接続が回復したときに訪問先クラスタに再

度ログインしたデバイスを指します。

このメンテナンス ジョブの実行中、Cisco エクステンショ

ン モビリティ サービスは Cisco Unified Communications 
Manager データベースをチェックして有効期限が切れた 
EMCC デバイスがあるかどうかを調べ、そのようなデバ

イスがあれば自動的にログアウトさせます。

デフォルト値は 1440 分です。有効な値の範囲は 10 ～ 
1440 分です。
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[Enable All Remote Cluster Services 
When Adding A New Remote Cluster]

新しいリモート クラスタを追加したときに、そのクラス

タ上のすべてのサービスを自動的に有効にするかどうかを

選択します。

有効な値は [True]（リモート クラスタ上のすべてのサー

ビスを自動的に有効化）または [False]（Cisco Unified 
Communications Manager の管理ページの [リモートクラ

スタの設定 (Remote Cluster Configuration)] ウィンドウ経

由でリモート クラスタ上のサービスを手動で有効化）で

す。サービスを手動で有効にすれば、リモート サービス

が有効になる前に EMCC 機能をすべて設定する余裕がで

きます。

デフォルト値は [False] です。

[CSS for PSTN Access SIP Trunk] EMCC コールを処理する PSTN アクセス SIP トランクが

使用する Calling Search Space（CSS; コーリング サーチ 
スペース）を選択します。

PSTN アクセス SIP トランクには、Cisco Unified 
Communications Manager の管理ページの [クラスタ間

サービスプロファイル (Intercluster Service Profile)] ウィ

ンドウで PSTN アクセス用に設定した SIP トランクを指

定します。このトランク経由のコールは、コールを開始す

る EMCC ログイン電話機と同じ場所に設置されたローカ

ル PSTN 向けで、この PSTN だけにルーティングされま

す。

有効な値は次のとおりです。

 • [Use Trunk CSS]（PSTN コールはローカル ルート グ
ループを使用します。このグループは、緊急サービス 
コールを正しくルーティングするために有効です）

 • [Use phone's original device CSS]（PSTN コールはリ

モート電話機に設定されたコーリング サーチ スペー

スを使用してルーティングされます。つまり、電話機

が EMCC にログインしていないときに使用される 
CSS です）

デフォルト値は [Use Trunk CSS] です。

表 10-2 EMCC 機能のパラメータの設定項目 （続き）

EMCC パラメータ 説明
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[EMCC Geolocation Filter] Cisco クラスタ間のエクステンションモビリティ機能で使

用するように設定した位置情報フィルタを選択します。こ

のドロップダウン リスト ボックスで値を選択するには、

あらかじめ EMCC 位置情報フィルタを設定しておく必要

があります。

別のクラスタからエクステンション モビリティ経由でロ

グインした電話機に関係付けられた位置情報と、選択した 
EMCC 位置情報フィルタに基づいて、Cisco Unified 
Communications Manager は電話機をローミング用デバイ

ス プールに格納します。

Cisco Unified Communications Manager では、EMCC 位
置情報フィルタを適用した後、電話機の位置情報に最もよ

く一致するデバイス プールを評価して、使用するローミ

ング用デバイス プールを決定します。

[EMCC Region Max Audio Bit Rate] このパラメータは、相手側に関連付けられたリージョンと

は無関係に、すべての EMCC コールの最大オーディオ 
ビット レートを指定します。

デフォルト値は 8 kbps（G.729）です。

（注） 使用する [EMCC Region Max Audio Bit Rate] を、

クラスタの通信先となる他のクラスタに通知して

ください。すべての参加 EMCC クラスタには、同

じ [EMCC Region Max Audio Bit Rate] を指定す

る必要があります。

[EMCC Region Max Video Call Bit Rate 
(Includes Audio)]

このパラメータは、相手側に関連付けられたリージョンの

ビデオコールの最大ビットレートとは無関係に、すべての 
EMCC ビデオ コールの最大ビット レートを指定します。

デフォルト値は 384 です。有効な値の範囲は 0 ～ 8128 で
す。

（注） 使用する [EMCC Region Max Video Call Bit Rate] 
を、クラスタの通信先となる他のクラスタに通知

してください。すべての参加 EMCC クラスタに

は、同じ [EMCC Region Max Video Call Bit Rate] 
を指定する必要があります。

表 10-2 EMCC 機能のパラメータの設定項目 （続き）

EMCC パラメータ 説明
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[EMCC Region Link Loss Type] このパラメータは、任意のリモート クラスタの任意の 
EMCC 電話機とデバイス間のリンク損失タイプを指定し

ます。

（注） 使用する [EMCC Region Link Loss Type] を、ク

ラスタの通信先となる他のクラスタに通知してく

ださい。EMCC コールで双方向オーディオを有効

にするには、すべての参加 EMCC クラスタが同じ 
[EMCC Region Link Loss Type] を使用する必要が

あります。

Cisco Unified Communications Manager は、選択された

オプションに基づいて、設定された [EMCC Region Max 
Audio Bit Rate] を考慮しつつ EMCC コールに最適なオー

ディオ コーデックの使用を試みます。

有効な値は次のとおりです。

 • [Lossy]（多少のパケット損失が発生する可能性のあ

るリンク。DSL など）

 • [Low Loss]（パケット損失があまり発生しないリン

ク。T1 など）

このパラメータを [Lossy] に設定すると、Cisco Unified 
Communications Manager では多少のパケット損失が発生

するという前提のオーディオ品質に基づいて、[EMCC 
Region Max Audio Bit Rate] によって設定された制限内で

最適なコーデックを選択します。

このパラメータを [Low Loss] に設定すると、Cisco 
Unified Communications Manager ではパケット損失がほ

とんど発生しない、またはまったく発生しないという前提

のオーディオ品質に基づいて、[EMCC Region Max Audio 
Bit Rate] によって設定された制限内で最適なコーデック

を選択します。

[Low Loss] と [Lossy] オプションのオーディオ コーデッ

ク プリファレンス順序の違いは、リンク損失タイプを 
[Low Loss] に設定したときに G.722 が Internet Speech 
Audio Codec（iSAC）より優先されるかどうかだけです。

一方、リンク損失タイプを [Lossy] に設定すると、iSAC 
が G.722 より優先されます。

デフォルト値は [Low Loss] です。

表 10-2 EMCC 機能のパラメータの設定項目 （続き）

EMCC パラメータ 説明
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EMCC クラスタ間サービス プロファイルの設定項目

EMCC クラスタ間サービス プロファイルは、[クラスタ間サービスプロファイルの設定 (Intercluster 
Service Profile Configuration)] ウィンドウで設定します。このウィンドウは、Cisco Unified 
Communications Manager の管理ページの [拡張機能 (Advanced Features)] > [EMCC] > [EMCCクラス

タ間サービスプロファイル (EMCC Intercluster Service Profile)] メニュー オプションを使用すると表示

されます。

[RSVP SIP Trunk KeepAlive Timer] EMCC RSVP SIP トランク上の 2 つのクラスタ間で、キー

プアライブ メッセージまたは確認応答の送受信を Cisco 
Unified Communications Manager が待機する秒数を指定

します。

EMCC RSVP SIP トランクには、トランクサービスタイプ

として Cisco クラスタ間のエクステンションモビリティが

設定され、[クラスタ間サービスプロファイル

(Intercluster Service Profile)] ウィンドウで RSVP エー

ジェントの SIP トランクとして選択されている SIP トラン

クを指定します。キープアライブ メッセージまたは確認

応答を受信しないうちにこれら 2 つの間隔が経過すると、

Cisco Unified Communications Manager はリモート クラ

スタで使用する RSVP リソースを解放します。

デフォルト値は 15 秒です。有効な値の範囲は 1 ～ 600 秒
です。

[Default Server for Remote Cluster 
Update]

Cisco エクステンション モビリティ サービスがアクティ

ブになっているこのローカル クラスタの、プライマリ 
Cisco Unified Communications Manager サーバのデフォ

ルト サーバ名または IP アドレスを選択します。リモート 
クラスタはこのサーバにアクセスして、このローカル ク
ラスタの情報を取得します。

[Backup Server for Remote Cluster 
Update]

Cisco エクステンション モビリティ サービスがアクティ

ブになっているこのローカル クラスタの、セカンダリ 
Cisco Unified Communications Manager サーバのデフォ

ルト サーバ名または IP アドレスを選択します。リモート 
クラスタは、プライマリ サーバがダウンしているときに

このサーバにアクセスして、このローカル クラスタの情

報を取得します。

[Remote Cluster Update Interval] ローカル Cisco Unified Communications Manager ノード

上の Cisco エクステンション モビリティ サービスがリ

モート EMCC クラスタの情報を収集する間隔（分単位）

を指定します。収集される情報には、リモート クラスタ

の Cisco Unified Communications Manager バージョンお

よびサービス情報などの詳細が含まれます。

デフォルト値は 30 です。有効な値の範囲は 15 ～ 10,080 分
です。

表 10-2 EMCC 機能のパラメータの設定項目 （続き）

EMCC パラメータ 説明
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表 10-3 EMCC クラスタ間サービス プロファイルの設定項目 

フィールド 説明

[EMCC]

[アクティブ (Active)] Cisco クラスタ間のエクステンションモビリティ

機能を有効にするには、このチェックボックスを

オンにします。

[PSTNアクセス (PSTN Access)]

[アクティブ (Active)] PSTN アクセスを有効にするには、このチェック

ボックスをオンにします。

[SIPトランク (SIP Trunk)] ドロップダウン リスト ボックスから、PSTN ア
クセスに使用する SIP トランクを選択します。

最初に SIP トランクを指定（[デバイス (Device)] > 
[トランク (Trunk)]）してから、そのトランクを 
PSTN アクセス用に設定する必要があります。

[RSVPエージェント (RSVP Agent)]

[アクティブ (Active)] RSVP エージェントを有効にするには、この

チェックボックスをオンにします。

[SIPトランク (SIP Trunk)] ドロップダウン リスト ボックスから、RSVP 
エージェントに使用する SIP トランクを選択しま

す。

最初に SIP トランクを指定（[デバイス (Device)] > 
[トランク (Trunk)]）する必要があります。
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リモート クラスタの検索

ネットワーク内にはいくつかのリモート クラスタが存在することがあるので、Cisco Unified 
Communications Manager の管理ページでは、特定の条件を指定して、特定のリモート クラスタを見

つけることができます。リモート クラスタを検索するには、次の手順を実行します。

（注） 検索操作を実行すると、すでに追加されているリモート クラスタだけが検索されます。検索操作を実

行しても、自動的に企業に所属しているクラスタは検索されません。

[EMCCセットアップ検証レポート (EMCC Setup Validation Report)]

[設定 (Configuration(s))] [保存 (Save)] をクリックすると、このペインに 
[EMCCセットアップ検証レポート (EMCC Setup 
Validation Report)] が表示されます。

[確認 (Validate)] をクリックすると、ポップアップ 
ウィンドウに [EMCCセットアップ検証レポート

(EMCC Setup Validation Report)] が表示されます。

ポップアップ ウィンドウを閉じるには、[閉じる

(Close)] をクリックします。

レポートの [設定 (Configuration(s))] カラムに、

検証対象の次のエンティティが表示されます。

 • [EMCC PSTNアクセスサービス (EMCC 
PSTN Access Service)]

 • [EMCCログインデバイス用のデフォルトの

TFTPサーバ (Default TFTP Server for 
EMCC Login Device)]

 • [EMCC位置情報フィルタ (EMCC 
Geolocation Filter)]

 • [リモートクラスタ用のEMCCサービスのデ

フォルトサーバ (EMCC Service Default 
Server for Remote Cluster)]

 • [EMCCデバイス (EMCC Devices)]

 • [クラスタ ID(ClusterId)]

[ステータス (Status)] このカラムには、EMCC クラスタ間サービス プ
ロファイルの、検証中の各設定のステータスが表

示されます。各エンティティの有効な値は 
[Success] および [Failure] です。

[エラーメッセージ (Error Message)] 失敗した設定ごとにエラー メッセージが表示さ

れ、正しい設定を行うために実行する必要のある

設定が示されます。

表 10-3 EMCC クラスタ間サービス プロファイルの設定項目 （続き）

フィールド 説明
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（注） ブラウザ セッションでの作業中は、Cisco Unified Communications Manager の管理ページで検索プリ

ファレンスが保持されます。他のメニュー項目に移動してこのメニュー項目に戻った場合でも、検索を

変更するかブラウザを閉じないかぎり、検索プリファレンスは Cisco Unified Communications 
Manager の管理ページで保持されています。

手順

ステップ 1 [拡張機能 (Advanced Services)] > [EMCC] > [EMCCリモートクラスタ (EMCC Remote Cluster)] の順

に選択します。

検索と一覧表示のウィンドウが表示されます。ウィンドウには、アクティブな（前の）クエリーのレ

コードも表示される場合があります。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空になっていることを確認

し、「ステップ 3」 に進みます。

特定のレコードをフィルタリングまたは検索するには、次の操作を実行します。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスで、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスで、検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索文字を入力します。

（注） 別の検索条件を追加するには、[+] ボタンをクリックします。条件を追加した場合は、指定し

たすべての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、[-] ボタンをクリッ

クして、最後に追加された条件を削除するか、または [フィルタのクリア (Clear Filter)] ボタン

をクリックして、追加されたすべての検索条件を削除します。

ステップ 3 [検索 (Find)] をクリックします。

条件に一致するレコードがすべて表示されます。[ ページあたりの行数 (Rows per Page)] ドロップダウ

ン リスト ボックスで別の値を選択すると、各ページに表示される項目数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削除 (Delete 
Selected)] をクリックすると、データベースから複数のレコードを削除できます。[すべてを選

択 (Select All)] をクリックして [選択項目の削除 (Delete Selected)] をクリックすると、この選

択対象として設定可能なすべてのレコードを削除できます。

ステップ 4 表示されたレコード リストから、目的のレコードのリンクをクリックします。

（注） ソート順を逆にするには、リストのヘッダーにある上矢印または下矢印をクリックします（使

用可能な場合）。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

「関連項目」（P.10-59）を参照してください。
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リモート クラスタの設定

ここでは、Cisco Unified Communications Manager の管理ページでリモート クラスタを追加、コピー、

または更新する方法を説明します。

手順

ステップ 1 [拡張機能 (Advanced Services)] > [EMCC] > [EMCCリモートクラスタ (EMCC Remote Cluster)] の順

に選択します。

検索と一覧表示のウィンドウが表示されます。

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

 • 新しいリモート クラスタを追加するには、[ 新規追加 (Add New)] ボタンをクリックし、「ステッ

プ 3」 に進みます。

 • 既存のリモート クラスタを更新するには、「リモート クラスタの検索」（P.10-50）で説明したとお

りに、該当するリモート クラスタを検索し、「ステップ 3」 に進みます。

ステップ 3 適切なフィールドに値を入力します（表 10-4 を参照）。

ステップ 4 リモート クラスタ情報をデータベースに保存するには、[保存 (Save)] をクリックします。

追加情報

「関連項目」（P.10-59）を参照してください。

リモート クラスタの設定項目

表 10-4 に、[リモートクラスタの設定 (Remote Cluster Configuration)] ウィンドウ（[拡張機能

(Advanced Features)] > [EMCC] > [EMCCリモートクラスタ (EMCC Remote Cluster)]）で設定するリ

モート クラスタ設定項目の詳細を示します。

表 10-4 リモート クラスタの設定項目 

フィールド 説明

[リモートクラスタ情報 (Remote Cluster Information)]

[クラスタ ID(Cluster Id)] リモート クラスタのクラスタ ID を入力します。

[説明 (Description)] リモート クラスタの説明を入力します。

このフィールドには、最大 128 文字を入力できま

す。引用符（"）、右山カッコ（>）、左山カッコ

（<）、バックスラッシュ（¥）、ダッシュ（-）、ア

ンパサンド（&）、およびパーセント記号（%）

を除くすべての文字を使用できます。

[完全修飾名 (Fully Qualified Name)] リモート クラスタの完全修飾名を入力します。

このフィールドには最大 50 文字を入力でき、使

用できる文字は英数字（a ～ z、A ～ Z、0 ～ 9）、
ピリオド（.）、ダッシュ（-）、アスタリスク

（*）、およびスペース（ ）です。
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[リモートクラスタサービスの情報 (Remote Cluster Service Information)]

[EMCC] EMCC サービスの場合、このサービスの設定の

詳細が次のカラム ヘッダーに表示されます。

 • [有効 (Enabled)]：EMCC サービスが有効な

場合は、このチェックボックスがオンになり

ます。

 • [サービス (Service)]：このエントリは 
EMCC サービスです。

 • [リモートがアクティブ (Remote 
Activated)]：有効な値は [True] または 
[False] です。

 • [アドレス 1(Address 1)]：このカラムには、

このサービスの最初のアドレスが表示されま

す。

 • [アドレス 2(Address 2)]：このカラムには、

このサービスの 2 番目のアドレスが表示され

ます。

 • [アドレス 3(Address 3)]：このカラムには、

このサービスの 3 番目のアドレスが表示され

ます。

[PSTNアクセス (PSTN Access)] PSTN アクセスの場合、このサービスの設定の詳

細が次のカラム ヘッダーに表示されます。

 • [有効 (Enabled)]：PSTN アクセスが有効な

場合は、このチェックボックスがオンになり

ます。

 • [サービス (Service)]：このエントリは PSTN 
アクセスです。

 • [リモートがアクティブ (Remote 
Activated)]：有効な値は [True] または 
[False] です。

 • [アドレス 1(Address 1)]：このカラムには、

このサービスの最初のアドレスが表示されま

す。

 • [アドレス 2(Address 2)]：このカラムには、

このサービスの 2 番目のアドレスが表示され

ます。

 • [アドレス 3(Address 3)]：このカラムには、

このサービスの 3 番目のアドレスが表示され

ます。

表 10-4 リモート クラスタの設定項目 （続き）

フィールド 説明
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エンド ユーザへの情報の提供
エンド ユーザは、クラスタ間のエクステンション モビリティ機能へのログインとログアウトを、エク

ステンション モビリティ機能から実行する場合と同じように実行します。また、どのクラスタを使用

しているかはエンド ユーザに表示されません。

EMCC のトラブルシューティング
この項は、次の内容で構成されています。

 • 「Cisco エクステンション モビリティ アプリケーション（EMApp）のエラー コード」（P.10-55）

 • 「Cisco エクステンション モビリティ サービス（EMService）のエラー コード」（P.10-56）

[RSVPエージェント (RSVP Agent)] RSVP エージェントの場合、このサービスの設定

の詳細が次のカラム ヘッダーに表示されます。

 • [有効 (Enabled)]：RSVP エージェントが有

効な場合は、このチェックボックスがオンに

なります。

 • [サービス (Service)]：このエントリは RSVP 
エージェントです。

 • [リモートがアクティブ (Remote 
Activated)]：有効な値は [True] または 
[False] です。

 • [アドレス 1(Address 1)]：このカラムには、

このサービスの最初のアドレスが表示されま

す。

 • [アドレス 2(Address 2)]：このカラムには、

このサービスの 2 番目のアドレスが表示され

ます。

 • [アドレス 3(Address 3)]：このカラムには、

このサービスの 3 番目のアドレスが表示され

ます。

[すべてのサービスを有効化 (Enabled All 
Services)]

すべてのサービス（EMCC、PSTN アクセス、お

よび RSVP エージェント）を有効にするには、

このボタンをクリックします。

[すべてのサービスを無効化 (Disabled All 
Services)]

すべてのサービス（EMCC、PSTN アクセス、お

よび RSVP エージェント）を無効にするには、

このボタンをクリックします。

[リモートクラスタを今すぐ更新 (Update Remote 
Cluster Now)]

リモート クラスタをすぐに更新するには、この

ボタンをクリックします。

表 10-4 リモート クラスタの設定項目 （続き）

フィールド 説明
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Cisco エクステンション モビリティ アプリケーション（EMApp）のエ
ラー コード

表 10-5 に、Cisco エクステンション モビリティ アプリケーション（EMApp）に適用されるエラー 
コードを示します。

表 10-5 Cisco エクステンション モビリティ アプリケーション（EMApp）のエラー コード 

エラー コー

ド 電話機の表示 簡単な説明 説明

201 再度ログインしてください

（201）
認証エラー ユーザが EMCC ユーザの場合、[クラスタ

間サービスプロファイル (Inter-cluster 
Service Profile)] ページで「EMCC」がア

クティブにされていないと、このエラーが

発生する可能性があります。

202 再度ログインしてください

（202）
不正なユーザ ID または PIN ユーザが不正なユーザ ID または PIN を入

力しました。

204 ログインできません（204） ディレクトリ サーバ エラー 指定された PIN を使用するユーザを IMS 
が認証できなかった場合に、このエラーが 
EMApp から電話機に送信されます。

205 ログインできません（205）

ログアウトできません（205）

ユーザ プロファイルなし キャッシュまたはデータベースからユーザ 
プロファイル情報を取得できなかった場合

に発生します。

207 ログインできません（207）

ログアウトできません（207）

空のデバイス名 要求 URI にデバイスまたは名前タグが欠

落している場合に発生します。これは実際

のデバイスで発生する可能性はなく、サー

ドパーティ アプリケーションから要求が

送信された場合にだけ発生する可能性があ

ります。

208 ログインできません（208）

ログアウトできません（208）

EMService 接続エラー 訪問先 EMApp が、いずれの訪問先 
EMService にもアクセスできません 

（サービスがダウンしているか、またはア

クティブではありません）。

訪問先の EMService が、ホーム 
EMService に接続できません（WAN がダ

ウンしているか、または証明書が信頼され

ていません）。

210 ログインできません（210）

ログアウトできません（210）

初期化に失敗：管理者に連絡 EMApp の初期化中に何らかのエラー

（データベース接続障害など）が発生しま

した。起動時にデータベースへの接続に失

敗すると、このエラーが発生する場合があ

ります。これは致命的なエラーです。

211 ログインできません（211）

ログアウトできません（211）

EMCC が非アクティブ 訪問先クラスタの [クラスタ間サービスプ

ロファイル (Intercluster Service Profile)] 
ウィンドウで PSTN がアクティブにされて

いない場合に発生します。
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Cisco エクステンション モビリティ サービス（EMService）のエラー 
コード

表 10-6 に、Cisco エクステンション モビリティ サービス（EMService）に適用されるエラー コードを

示します。

212 ログインできません（212） クラスタ ID が無効 不正なクラスタ ID がリモート クラスタに

送信され、リモート クラスタの更新

（キープアライブ）に失敗した場合に発生

します。

213 ログインできません（213）

ログアウトできません（213）

デバイスが EMCC を未サポート デバイス（電話機ロード）に EMCC 機能

がない場合に発生します（たとえば、従来

の電話機、または古い電話機ロードを使用

する TNP 電話機の場合）。

表 10-5 Cisco エクステンション モビリティ アプリケーション（EMApp）のエラー コード （続き）

エラー コー

ド 電話機の表示 簡単な説明 説明

表 10-6 Cisco エクステンション モビリティ サービス（EMService）のエラー コード 

エラー コー

ド 電話機の表示 簡単な説明 説明

0 ログインできません（0）

ログアウトできません（0）

不明なエラー まったく予期しない何らかのシナリオによっ

て EMService に障害が発生しました。このエ

ラーは致命的です。

1 ログインできません（1）

ログアウトできません（1）

解析時のエラー EMService が EMApp/EMService からの 
XML 要求を解析できませんでした。このこと

は、サードパーティ アプリケーションが不正

なクエリー /ログイン XML（EM API）を送

信すると発生します。また、ホーム CUCM と
訪問先 CUCM の（EMCC の）バージョンに

不一致があると発生する可能性があります。

2 ログインできません（2） EMCC 認証エラー ユーザが誤った PIN を入力したため、EMCC 
ユーザ クレデンシャルを認証できませんでし

た。

3 ログインできません（3）

ログアウトできません（3）

無効なアプリケーション ユーザ 無効なアプリケーション ユーザ。これは EM 
API を使用しているときに、よく発生する可

能性があります。

4 ログインできません（4）

ログアウトできません（4）

ポリシー検証エラー 何らかの不明な理由（データベース クエリー

中のエラーまたはキャッシュから情報を取得

中のエラー）により、ログイン /ログアウト要

求を検証できない場合に EM サービスはこの

エラーを送信します。

5 ログインできません（5）

ログアウトできません（5）

デバイスのログインが無効 [電話の設定 (Phone Configuration)] ページの 
[エクステンションモビリティの有効化

(Enable Extension Mobility)] がオフになって

いるデバイスの EM/EMCC ログインが要求さ

れました。
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6 ログインできません（6）

ログアウトできません（6）

データベース エラー EM サービスから要求されたクエリーまたは

ストアド プロシージャ（ログイン /ログアウ

トまたはデバイス /ユーザ クエリー）の実行

中にデータベースが例外をスローすると、EM 
サービスは必ずこのエラー コードを EM アプ

リケーションに送信します。

8 ログインできません（8）

ログアウトできません（8）

不明なクエリー タイプ 無効なクエリーが EMService に送信されまし

た（有効なクエリーは DeviceUserQuery およ

び UserDeviceQuery です）。通常、正しくな

い XML を入力して EM API を使用すると、

このエラーが発生します。

9 ログインできません（9）

ログアウトできません（9）

ディレクトリの ユーザ情報エ

ラー

このエラーが表示されるのは、次の 2 つの場

合です。

1. IMS が特定のユーザを認証しようとして

例外をスローする場合

2. キャッシュまたはデータベースから特定

ユーザの情報を取得できない場合

10 ログインできません（10）

ログアウトできません

（10）

ユーザにアプリケーションのプ

ロキシ権限がない

ユーザが他のユーザに代わってログイン /クエ

リーを実行しようとしました（デフォルトで

は、管理者権限があるのは CCMSysUser だけ

です）。

11 ログインできません（11）

ログアウトできません

（11）

デバイスが存在しない 電話レコードのエントリがデバイス テーブル

にありません。

12 電話レコードのエントリが

デバイス テーブルにありま

せん

デバイスのプロファイルが見つ

からない

デバイス プロファイルがリモート ユーザ

（EMCC ログイン）に関連付けられていませ

ん。

18 ログインできません（18） 別のユーザがログイン中 特定の電話機に別のユーザがすでにログイン

済みです。

19 ログアウトできません

（19）
ユーザがログインしていない ログインしていないユーザをログアウトさせ

ようとしました。通常、サードパーティ アプ

リケーション（EM API）からログアウト要求

を送信すると、このエラーが発生する可能性

があります。

20 ログインできません（20）

ログアウトできません

（20）

ホテリング フラグ エラー [電話の設定 (Phone Configuration)] ページの 
[エクステンションモビリティの有効化

(Enable Extension Mobility)] がオフになって

います。

21 ログインできません（21）

ログアウトできません

（21）

ホテリング ステータス エラー ローカル キャッシュまたはデータベースから

現在のユーザ ステータスを取得できませんで

した（PolicyValidator が現在のログイン ユー

ザまたはログイン時間を確認しようとした場

合）。

表 10-6 Cisco エクステンション モビリティ サービス（EMService）のエラー コード （続き）

エラー コー

ド 電話機の表示 簡単な説明 説明
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22 ログインできません（22） デバイスのログインが無効 デバイスで EM が有効でないときに要求が 
EM API 経由で送信された場合、または電話

機のサービス ボタンが押された場合に発生し

ます。

23 ログインできません（23）

ログアウトできません

（23）

ユーザが存在しない 指定されたユーザ ID が（いずれのリモート 
クラスタでも）見つからない場合に発生しま

す。

25 ログインできません（25） ユーザが別の場所にログイン中 現在、ユーザは別の電話にログインしていま

す。

26 ログインできません（26）

ログアウトできません

（26）

話し中につき、かけ直し 現在、EMService は「Maximum Concurrent 
Requests」サービス パラメータのしきい値レ

ベルに達しています。

28 ログインできません（28）

ログアウトできません

（28）

信頼されていない IP エラー 「Validate IP Address」サービス パラメータが 
[True] に設定されているときに、信頼されて

いない IP アドレスのマシンからユーザがログ

イン /ログアウトしようとしました（たとえ

ば、Trusted List of Ips サービス パラメータに

リストされていないマシンのサードパーティ 
アプリケーション /EM API）。

29 ログインできません（29）

ログアウトできません

（29）

RIS がダウン：管理者に連絡 RISDC キャッシュが作成および初期化されて

いません。また、EMService が RISDC に接

続できません。

30 ログインできません（30）

ログアウトできません

（30）

プロキシが許可されていない ログイン /ログアウトがプロキシを通過しまし

たが（HTTP ヘッダーに「Via」が設定されて

います）、「Allow Proxy」サービス パラメー

タが [False] に設定されています。

31 ログインできません（31）

ログアウトできません

（31）

ユーザの EMCC が非アクティブ ホーム クラスタの [エンドユーザ (End User)] 
ウィンドウで [クラスタ間のエクステンショ

ンモビリティの有効化 (Enable Extension 
Mobility Cross Cluster)] チェックボックスが

オンになっていない場合に発生します。

32 ログインできません（32）

ログアウトできません

（32）

デバイスが EMCC を未サポート デバイス モデルに EMCC 機能がない場合に発

生します（従来の電話機など）。

33 ログインできません（33）

ログアウトできません

（33）

空き EMCC ダミー デバイスが

ない

すべての EMCC ダミー デバイスが他の 
EMCC ログインで使用中の場合に発生しま

す。

35 ログインできません（35）

ログアウトできません

（35）

訪問先クラスタ情報がホーム ク
ラスタに未登録

この訪問先クラスタのエントリがホーム クラ

スタにない場合に発生します。

表 10-6 Cisco エクステンション モビリティ サービス（EMService）のエラー コード （続き）

エラー コー

ド 電話機の表示 簡単な説明 説明
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関連項目
 • 「EMCC の設定チェックリスト」（P.10-2）

 • 「EMCC の概要」（P.10-14）

 – 「EMCC と Cisco エクステンション モビリティ」（P.10-15）

 – 「EMCC ソリューション」（P.10-15）

 – 「EMCC ログイン」（P.10-16）

 – 「EMCC でサポートする電話機」（P.10-21）

 – 「EMCC の設定」（P.10-22）

 – 「EMCC のアクティブ ログインとリモート ログインの概要」（P.10-22）

 – 「EMCC コール処理」（P.10-23）

 – 「EMCC が設定されている場合の電話機の動作」（P.10-35）

 – 「EMCC が設定されている場合の電話機のセキュリティ」（P.10-40）

 • 「EMCC のシステム要件」（P.10-40）

 • 「インタラクションおよび制限事項」（P.10-41）

 – 「EMCC インタラクション」（P.10-41）

 – 「EMCC の制限事項」（P.10-42）

36 ログインできません（36）

ログアウトできません

（36）

リモート クラスタがない 管理者がリモート クラスタを 1 つも追加して

いない場合に発生します。

37 ログインできません（37）

ログアウトできません

（37）

デバイス名の重複 ホーム クラスタと訪問先クラスタに同じデバ

イス名が存在する場合に発生します。

38 ログインできません（38）

ログアウトできません

（38）

EMCC が許可されていない ホーム クラスタで EMCC ログインを許可しな

い場合に発生します（ホーム クラスタで [ク
ラスタ間のエクステンションモビリティの有

効化 (Enable Extension Mobility Cross 
Cluster)] チェックボックスがオンではありま

せん）。

42 ログインできません（42）

ログアウトできません

（42）

無効なクラスタ ID リモート クラスタ ID が有効でない場合に発

生します（リモート クラスタの更新時に発

生）。

43 ログインできません（43） デバイス セキュリティ モード 
エラー

EMCC デバイスに関連付けられたデバイス セ
キュリティ プロファイルでは [デバイスセ

キュリティモード (Device Security Mode)] を 
[非セキュア (Non Secure)] にしないでくださ

い。

表 10-6 Cisco エクステンション モビリティ サービス（EMService）のエラー コード （続き）

エラー コー

ド 電話機の表示 簡単な説明 説明
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 • 「EMCC のインストールとアクティブ化」（P.10-44）

 • 「EMCC の設定」（P.10-44）

 – 「EMCC 機能の設定項目の設定」（P.10-44）

 – 「EMCC クラスタ間サービス プロファイルの設定項目」（P.10-48）

 – 「リモート クラスタの検索」（P.10-50）

 – 「リモート クラスタの設定」（P.10-52）

 – 「リモート クラスタの設定項目」（P.10-52）

 • 「エンド ユーザへの情報の提供」（P.10-54）

 • 「EMCC のトラブルシューティング」（P.10-54）

 – 「Cisco エクステンション モビリティ アプリケーション（EMApp）のエラー コード」

（P.10-55）

 – 「Cisco エクステンション モビリティ サービス（EMService）のエラー コード」（P.10-56）

その他の設定

 • 「Cisco エクステンション モビリティ」（P.9-1）

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「デバイス プール

の設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「デバイス プロ

ファイルの設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「Cisco Unified IP 
Phone の設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「トランクの設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「エンド ユーザの

設定」

関連マニュアル

 • 『Cisco Unified Communications Solution Reference Network Design (SRND)』（冗長性を確保する

場合）：http://www.cisco.com/go/srnd

http://www.cisco.com/go/srnd


C H A P T E R
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プロキシ回線サポートのある Cisco Unified 
Communications Manager Assistant

Cisco Unified Communications Manager Assistant の機能を使用すると、マネージャとアシスタントが

より効果的に連携できます。Cisco Unified Communications Manager Assistant は、プロキシ回線サ

ポートとシェアドライン サポートの 2 つの動作モードをサポートしています。Cisco IP Manager 
Assistant サービスは、クラスタ内でプロキシ回線サポートとシェアドライン サポートの両方を同時に

サポートしています。シェアドライン サポートのある Cisco Unified Communications Manager 
Assistant の詳細については、「シェアドライン サポートのある Cisco Unified Communications 
Manager Assistant」（P.12-1）を参照してください。

Cisco Unified Communications Manager Assistant は最大 3500 人のマネージャと 3500 人のアシスタント

をサポートします。このユーザ数に対応するため、管理者は最大 3 つの Cisco Unified Communications 
Manager Assistant アプリケーションを 1 つの Cisco Unified Communications Manager クラスタに設定し、

アプリケーションの各インスタンスにマネージャとアシスタントを割り当てます。

この機能は、コール ルーティング サービス、マネージャおよびアシスタント用の電話機拡張機能、お

よび主にアシスタントが使用するアシスタント コンソール インターフェイスから構成されています。

コール ルーティング サービスは、マネージャ宛のコールを代行受信し、事前設定済みのコール フィルタ

に基づいて、特定のアシスタント、マネージャ、またはその他の宛先にルーティングします。コール ルー

ティングは、マネージャが動的に変更できます。たとえば、電話機のソフトキーを押すことによって、す

べてのコールをアシスタント宛にルーティングしたり、コールのステータスを受信したりできます。

Cisco Unified Communications Manager Assistant のユーザは、マネージャとアシスタントで構成され

ます。マネージャ宛のコールは、コール ルーティング サービスによって代行受信され、適切な宛先に

ルーティングされます。アシスタント ユーザは、マネージャに代わってコールを処理します。

この章では、Cisco Unified Communications Manager Assistant に関する次の情報を提供します。

 • 「プロキシ回線サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistant の設定チェック

リスト」（P.11-2）

 • 「Cisco Unified Communications Manager Assistant の概要」（P.11-6）

 • 「プロキシ回線サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistant のシステム要件」

（P.11-12）

 • 「インタラクションおよび制限事項」（P.11-13）

 • 「Cisco Unified Communications Manager Assistant のインストールとアクティブ化」（P.11-17）

 • 「プロキシ回線サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistant の設定」

（P.11-18）

 • 「Cisco Unified Communications Manager Assistant のマネージャおよびアシスタントへの情報提

供」（P.11-42）

 • 「関連項目」（P.11-45）
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プロキシ回線サポートのある Cisco Unified 
Communications Manager Assistant の設定チェックリ
スト

Cisco Unified Communications Manager Assistant は、アシスタントがマネージャに代わってコールを

処理できるプラグインであり、マネージャ宛のコールは代行受信され、適切な宛先にルーティングされ

ます。Cisco Unified Communications Manager Assistant をプロキシ回線モードで設定すると、マネー

ジャとアシスタントは電話番号を共有しません。アシスタントは、マネージャ宛のコールをプロキシ番

号を使用して処理します。プロキシ番号はマネージャの電話番号ではなく、システムで選択された、ア

シスタントがマネージャ宛のコールを処理するために使用する代替番号です。プロキシ回線モードで

は、マネージャとアシスタントは Cisco Unified Communications Manager Assistant で使用可能なすべ

ての機能にアクセスできます。これらの機能には、デフォルトのアシスタントの選択、アシスタント 
モニタ、コール フィルタリング、全コール転送があります。

表 11-1 に、プロキシ回線サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistant の設定手

順を示します。プロキシ回線サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistant の詳細

については、「Cisco Unified Communications Manager Assistant の概要」（P.11-6）および 「関連項目」

（P.11-45）を参照してください。

表 11-1 プロキシ回線サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistant の 

設定チェックリスト 

設定手順 関連手順と関連項目

ステップ 1 まだ実行していない場合は、電話機とユーザを設定し、デバイ

スをユーザに関連付けます。

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「エンド 
ユーザの設定」

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「エンド 
ユーザとデバイスとの関連付け」

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「Cisco 
Unified IP Phone の設定」

ステップ 2 Cisco Unified サービスアビリティの [Service Activation] ウィ

ンドウで、Cisco IP Manager Assistant サービスをアクティブ化

します。

『Cisco Unified Serviceability Administration 
Guide』



 

11-3
Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド     

第 11 章      プロキシ回線サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistant
    プロキシ回線サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistant の設定チェックリスト          

ステップ 3 システム管理パラメータを設定します。

 • 3 つのパーティションを追加する。

 • 2 つのコーリング サーチ スペースを追加する。

 • Cisco Unified Communications Manager Assistant 用の CTI 
ルート ポイントを追加する。ルート ポイントは、サーバあ

たり 1 つのみ追加できます。

 • Cisco IP Manager Assistant サービス パラメータを設定す

る。

ヒント システム管理パラメータを自動設定するには、Cisco 
Unified Communications Manager Assistant 設定ウィ
ザードを使用します。詳細については、「Cisco Unified 
Communications Manager Assistant 設定ウィザード」

（P.11-19）を参照してください。

 • メッセージ受信インジケータ（MWI）のオンおよびオフ番

号のコーリング サーチ スペースにマネージャ回線のパー

ティションを追加する（MWI が必要な場合）。

 • Cisco Unified Communications Manager インターコム機能

を使用している場合は、インターコム パーティション、イ

ンターコム コーリング サーチ スペース、インターコム電話

番号情報、インターコム トランスレーション パターンを追

加する。

「コーリング サーチ スペースとパーティショ

ン」（P.11-22）

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「パーティ

ションの設定」

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「コーリン

グ サーチ スペースの設定」

「Cisco Unified Communications Manager 
Assistant CTI ルート ポイント」（P.11-24）

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「CTI ルー

ト ポイントの設定」

「Cisco Unified Communications Manager 
Assistant 設定ウィザード」（P.11-19）

「Cisco Unified Communications Manager 
Assistant のサービス パラメータの設定」

（P.11-24）

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「サービス 
パラメータの設定」

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「メッセー

ジ受信の設定」

「アシスタントのプロキシ回線、着信イン

ターコム回線、およびプライマリ回線の設

定」（P.11-39）

「インターコム」（P.27-1）

ステップ 4 多数のアシスタントおよびマネージャをサポートするために複

数の Cisco Unified Communications Manager Assistant プール

が必要になる場合は、次に示す Cisco IP Manager Assistant のク

ラスタ全体のサービス パラメータを設定します。

 • Enable Multiple Active Mode

 • Pool 2 および Pool 3 Cisco IPMA Server IP Address

「Cisco Unified Communications Manager 
Assistant のスケーラビリティのための複数

サーバの設定」（P.11-27）

ステップ 5 アプリケーション ユーザの CAPF プロファイルを設定します

（オプション）。

セキュリティ用の Cisco IP Manager Assistant サービス パラ

メータを設定します（オプション）。

「Cisco Unified Communications Manager 
Assistant のサービス パラメータの設定」

（P.11-24）

「セキュリティに関する考慮事項」（P.11-29）

ステップ 6 Serviceability の [Control Center - Feature Services] を使用し

て、Cisco IP Manager Assistant サービスを停止し、もう一度起

動します。

「Cisco IP Manager Assistant サービスの開始」

（P.11-29）

表 11-1 プロキシ回線サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistant の 

設定チェックリスト （続き）

設定手順 関連手順と関連項目
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ステップ 7 電話機のパラメータを設定します。

 • Assistant Primary サービスを Cisco Unified IP Phone サー

ビスとして追加する。必要に応じて、Cisco Unified 
Communications Manager Assistant バックアップ サーバを

ポイントする Assistant Secondary サービスを Cisco Unified 
IP Phone サービスとして追加します。

 • [有効 (Enable)] チェックボックスをオンにして、サービス

をアクティブ化する。

 • Cisco Unified IP Phone を設定する。

「Cisco Unified IP Phone サービスの設定」

（P.11-29）

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「IP Phone 
サービスの設定」

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「電話ボタ

ン テンプレートの設定」

ステップ 8 マネージャとアシスタントの Cisco Unified IP Phone パラメー

タを設定します。

 • マネージャの電話機を設定する。

 • アシスタントの電話機を設定する。

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「Cisco 
Unified IP Phone の設定」

ステップ 9 マネージャの電話機について、次の設定を行います。

 • ソフトキー テンプレートを割り当てる。

 • サイレントを使用する場合は、マネージャの電話機で [サ
イレント (Do Not Disturb)] フィールドを設定する。

 • プライマリ回線を追加する。

 • プライマリ回線のボイスメール プロファイルを設定する。

 • インターコム回線を追加する。

 • Cisco Unified IP Phone 7940 および 7960 の場合は、イン

ターコム発信先の短縮ダイヤルを追加する。

 • Cisco Unified IP Phone 7941、7961、7970、および 7971 の
場合は、インターコム機能を追加する。

 • Cisco Unified IP Phone サービスおよび Cisco Unified 
Communications Manager Assistant プライマリ IP Phone 
サービスに登録する。必要に応じて、Cisco Unified IP 
Phone サービスおよび Cisco Unified Communications 
Manager Assistant セカンダリ IP Phone サービスに登録す

る。

 • ユーザ ロケールを設定する。

 • 電話機をリセットする。

ヒント マネージャの電話設定の一部を自動設定するには、[マ
ネージャの設定 (Manager Configuration)] ウィンドウで 
[自動設定 (Automatic Configuration)] チェックボックス
をオンにします。詳細については、「マネージャの電話
機」（P.11-31）を参照してください。

「マネージャおよびアシスタントの電話機の

設定」（P.11-30）

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「電話機の

検索」

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「Cisco 
Unified IP Phone の設定」

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「電話番号

の設定」

「サイレント」（P.20-1）

「インターコム」（P.11-16）

「インターコム」（P.27-1）

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「短縮ボタ

ンまたは固定短縮ダイヤルの設定」

「Cisco Unified IP Phone サービスの設定」

（P.11-29）

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「IP Phone 
サービスの設定」

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「電話機の

リセット」

表 11-1 プロキシ回線サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistant の 

設定チェックリスト （続き）

設定手順 関連手順と関連項目
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ステップ 10 アシスタントの電話機について、次の設定を行います。

 • ソフトキー テンプレートを割り当てる。

 • Cisco Unified IP Phone 拡張モジュールを追加する（オプ

ション）。

 • プライマリ回線を追加する。

 • 設定済みの各マネージャ用のプロキシ回線を追加する。マ

ネージャのプライマリ回線のボイスメール プロファイルと

同じボイスメール プロファイルを追加します。

 • 着信インターコム回線を追加する。

 • Cisco Unified IP Phone 7940 および 7960 の場合は、イン

ターコム発信先の短縮ダイヤルを追加する。

 • Cisco Unified IP Phone 7941、7961、7970、および 7971 の
場合は、インターコム機能を追加する。

 • ユーザ ロケールを設定する。

 • 電話機をリセットする。

ヒント アシスタントの電話設定の一部を自動設定するには、[ア
シスタントの設定 (Assistant Configuration)] ウィンドウ
で [自動設定 (Automatic Configuration)] チェックボック
スをオンにします。詳細については、「アシスタントの電
話機」（P.11-32）を参照してください。

「マネージャおよびアシスタントの電話機の

設定」（P.11-30）

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「電話機の

検索」

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「電話機の

削除」

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「電話番号

の設定」

「インターコム」（P.11-16）

「インターコム」（P.27-1）

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「短縮ボタ

ンまたは固定短縮ダイヤルの設定」

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「電話機の

リセット」

ステップ 11 Cisco Unified Communications Manager Assistant アプリケー

ションを設定します。

 • 新しいマネージャを作成する。

 • マネージャ用の回線を設定する。

 • マネージャにアシスタントを割り当てる。

 • アシスタント用の回線を設定する。

 • インターコム回線を設定する（オプション）。

「プロキシ回線モード用のマネージャの設定

とアシスタントの割り当て」（P.11-35）

「マネージャの Cisco Unified 
Communications Manager Assistant 情報の削

除」（P.11-37）

「インターコム」（P.11-16）

「インターコム」（P.27-1）

「アシスタントのプロキシ回線、着信イン

ターコム回線、およびプライマリ回線の設

定」（P.11-39）

ステップ 12 アシスタント用のダイヤル ルールを設定します。 「ダイヤル ルールの設定」（P.11-42）

ステップ 13 Assistant Console アプリケーションをインストールします。 「Assistant Console プラグインのインストー

ル」（P.11-43）

ステップ 14 マネージャとアシスタントのコンソール アプリケーションを設

定します。

『Cisco Unified Communications Manager 
Assistant User Guide』

表 11-1 プロキシ回線サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistant の 

設定チェックリスト （続き）

設定手順 関連手順と関連項目
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Cisco Unified Communications Manager Assistant の
概要

Cisco Unified Communications Manager Assistant は、アシスタントがマネージャに代わってコールを

処理できるプラグインであり、マネージャ宛のコールは代行受信され、適切な宛先にルーティングされ

ます。Cisco Unified Communications Manager Assistant をプロキシ回線モードで設定すると、マネー

ジャとアシスタントは電話番号を共有しません。アシスタントは、マネージャ宛のコールをプロキシ番

号を使用して処理します。プロキシ番号はマネージャの電話番号ではなく、システムで選択された、ア

シスタントがマネージャ宛のコールを処理するために使用する代替番号です。プロキシ回線モードで

は、マネージャとアシスタントは Cisco Unified Communications Manager Assistant で使用可能なすべ

ての機能にアクセスできます。これらの機能には、デフォルトのアシスタントの選択、アシスタント 
モニタ、コール フィルタリング、全コール転送があります。

表 11-1 に、プロキシ回線サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistant の設定手

順を示します。

この項では、Cisco Unified Communications Manager Assistant の機能に関する次の情報について説明

します。

 • 「Cisco Unified Communications Manager Assistant のアーキテクチャの概要」（P.11-6）

 • 「Cisco Unified Communications Manager Assistant のデータベース アクセス アーキテクチャ」

（P.11-10）

 • 「マネージャのインターフェイス」（P.11-10）

 • 「アシスタントのインターフェイス」（P.11-11）

 • 「ソフトキー」（P.11-11）

 • 「Cisco Unified Communications Manager Assistant の管理用インターフェイス」（P.11-12）

Cisco Unified Communications Manager Assistant のアーキテクチャ
の概要

Cisco Unified Communications Manager Assistant の機能アーキテクチャは、Cisco IP Manager 
Assistant サービス、アシスタント コンソール インターフェイス、および Cisco Unified IP Phone イン

ターフェイスで構成されています。図 11-1 を参照してください。

Cisco IP Manager Assistant サービスは、Cisco IP Manager Assistant サービス パラメータで定義済み

の CTI ルート ポイントに到着したコールをルーティングします。「Cisco Unified Communications 
Manager Assistant のサービス パラメータの設定」（P.11-24）を参照してください。

追加情報

「関連項目」（P.11-45）を参照してください。
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図 11-1 Cisco Unified Communications Manager Assistant のアーキテクチャ

Cisco IP Manager Assistant サービス

Cisco IP Manager Assistant サービス（サーブレット）は、Cisco Tomcat がロードします。Cisco 
Tomcat は、Cisco Unified Communications Manager のインストール時にインストールされます。

Cisco IP Manager Assistant サービスは、クラスタ内のすべての Cisco Unified Communications 
Manager サーバにインストールされます。インストール後、管理者は Serviceability でサービスをアク

ティブにし、Cisco Unified Communications Manager Assistant が自動的に起動されるようにします。

Cisco IP Manager Assistant サービスは、これがクラスタ全体のサービス パラメータ Cisco IPMA 
Server (Primary) IP Address で設定されている Cisco Unified Communications Manager Assistant サー

バの 1 つかどうかを確認します。設定されている場合、Cisco IP Manager Assistant サービスはアク

ティブな Cisco IP Manager Assistant サービスになろうとします。現時点では、Cisco Unified 
Communications Manager クラスタがサポートできるアクティブな Cisco IP Manager Assistant サービ

スは 1 つだけです。

Cisco IP Manager Assistant サービスは、次のタスクを実行します。

 • マネージャの電話機で実行される HTTP サービスのホストとなる。

 • マネージャが設定に使用する Web ページのホストとなる。

 • マネージャ宛の着信コールにフィルタを適用するための、ルーティング ロジックを保持する。

図 11-2 を参照してください。

 • サードパーティ コール制御用の Cisco CTIManager を通じて、Cisco Unified Communications 
Manager と通信する。Cisco Unified Communications Manager Assistant が必要とする CTI 接続

は、クラスタ内の全ユーザに対して 1 つだけです。

 • データベースのデータにアクセスする。

 • Assistant Console アプリケーションをサポートする。
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Cisco Unified Communications Manager は、Cisco IP Manager Assistant サービスの冗長化をサポート

しています。冗長化を実現するには、同じクラスタ内に 2 番目の Cisco IP Manager Assistant サービス

を設定する必要があります。

図 11-2 プロキシ回線サポート用の Cisco Unified Communications Manager Assistant のルーティ

ング ロジック

Cisco Unified Communications Manager Assistant は、アクティブ /スタンバイ サーバ モデルを利用し

て冗長化を実装します。常にアクティブのままで、すべての Assistant Console アプリケーションと電

話機にサービスを提供する Cisco Unified Communications Manager Assistant サーバは 1 台だけです。

他のサーバはスタンバイ モードになり、アクティブなサーバの障害を検出します。障害を検出した場

合は、バックアップ サーバが機能を引き継ぎ、アクティブなサーバになります。障害発生時にアク

ティブになっていた接続は、すべて新しいサーバ上に復元されるため、ユーザに対するサービスは中断

することなく続行されます。

アクティブなサーバに障害が発生した場合、Assistant Console アプリケーションは、バックアップ 
サーバに自動的にフェールオーバーします。アプリケーションが障害を検出する間隔は、Cisco IPMA 
Assistant Console Heartbeat Interval サービス パラメータ（「Cisco Unified Communications Manager 
Assistant のサービス パラメータの設定」（P.11-24）を参照）によって決まります。ハートビート間隔

を小さくすると、フェールオーバーまでの時間が短くなります。図 11-3 を参照してください。
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図 11-3 Cisco Unified Communications Manager Assistant の冗長性

Cisco IP Manager Assistant サービスには、サービスに対する不正アクセスを防止するための組み込み

セキュリティが含まれています。アシスタント コンソールで収集されたユーザ ID とパスワードは、

ネットワークを通じて送信される前に暗号化されます。アシスタントを装う不正ユーザは、Assistant 
Console によってブロックされます。

アシスタント コンソール インターフェイス

Cisco Unified Communications Manager Assistant は、次のマネージャ用およびアシスタント用アシス

タント コンソール インターフェイスをサポートしています。

 • Assistant Console（コール制御、ログオン、アシスタントの初期設定、マネージャ宛コール アク

ティビティの監視、キーボード ショートカットに使用される）

 • Manager Configuration（すべてのコールの転送先、即時転送先、およびフィルタの設定に使用さ

れる）

管理者は、Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [エンドユーザの設定 (End User 
Configuration)] を使用して、Cisco Unified Communications Manager Assistant をマネージャ用および

アシスタント用に設定します。「Cisco Unified Communications Manager Assistant の管理用インター

フェイス」（P.11-12）を参照してください。

Cisco Unified Communications Manager により、Cisco Unified Communications Manager Assistant の
すべてのマネージャ用機能が Cisco Unified IP Phone を通じて利用できるようになります。ただし、

Manager Configuration はブラウザを使用して実行します。アシスタントは、Cisco Unified IP Phone 
と Assistant Console アプリケーションを使用します。「マネージャのインターフェイス」（P.11-10）お

よび 「アシスタントのインターフェイス」（P.11-11）を参照してください。

Cisco Unified Communications Manager Assistant の機能を使用する方法の詳細については、『Cisco 
Unified Communications Manager Assistant User Guide』を参照してください。
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Cisco Unified IP Phone のインターフェイス

マネージャおよびアシスタントは、ソフトキーと Cisco Unified IP Phone のサービス ボタンを使用し

て、Cisco Unified Communications Manager Assistant の機能にアクセスします。Cisco Unified 
Communications Manager Assistant の電話機能を使用する方法の詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager Assistant User Guide』を参照してください。

「マネージャのインターフェイス」（P.11-10）および 「アシスタントのインターフェイス」（P.11-11）
を参照してください。

Cisco Unified Communications Manager Assistant のデータベース ア
クセス アーキテクチャ

Cisco Unified Communications Manager Assistant のすべての設定情報は、データベースに格納されま

す。マネージャまたはアシスタントがログインすると、Cisco IP Manager Assistant サービスは、その

マネージャまたはアシスタントに関する全データをデータベースから取得し、メモリに保存します。

マネージャのインターフェイス

マネージャの電話機からは、Manager Configuration を除くすべてのマネージャ用機能を利用できま

す。Cisco Unified Communications Manager Assistant は、Cisco IP Manager Assistant サービスの開始

時に、自動的にマネージャをログインさせます。

マネージャは、選択済みのアシスタントを Cisco Unified IP Phone のサービス ボタンを使用して変更で

きます。

マネージャは、Cisco Unified IP Phone のソフトキーを使用して、Cisco Unified Communications 
Manager Assistant のアシスタント モニタ、代行受信、およびボイスメール転送の各機能にアクセスし

ます。

（注） マネージャは、Cisco Unified Communications Manager の機能（サイレント、即転送など）にもアク

セスできます。

アシスタント モニタ、サイレント、全コール転送、およびフィルタの各機能の状態は、Cisco Unified 
IP Phone のステータス ウィンドウに表示されます。

フィルタリングを有効にして、フィルタ モードを選択するには、Cisco Unified IP Phone のサービス ボ
タンを使用します。フィルタを設定するには、Manager Configuration を使用します。アシスタント コ
ンソール上で Manager Configuration にアクセスするには、Web ブラウザを使用します（「マネージャ

の設定」（P.11-45）を参照）。

詳細については、『Cisco Unified Communications Manager Assistant User Guide』を参照してくださ

い。



 

11-11
Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド     

第 11 章      プロキシ回線サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistant
    Cisco Unified Communications Manager Assistant の概要         

アシスタントのインターフェイス

アシスタントは、Assistant Console アプリケーションと Cisco Unified IP Phone を使用して Cisco 
Unified Communications Manager Assistant の機能にアクセスします。アプリケーションである 
Assistant Console は、応答、即時転送、転送、保留などのコール制御機能を提供します。アシスタン

トは、Assistant Console を使用して、ログインとログオフ、アシスタントの初期設定、およびマネー

ジャの初期設定に使用する [マネージャの設定 (Manager Configuration)] ウィンドウの表示を行いま

す。

Assistant Console はアシスタントの回線およびマネージャのプロキシ回線を表示します。プロキシ回

線には、アシスタントの Cisco Unified IP Phone に表示される電話回線を指定します。アシスタントは

プロキシ回線を使用して、マネージャ宛のコールを管理します。プロキシ回線の設定については、「ア

シスタントのプロキシ回線、着信インターコム回線、およびプライマリ回線の設定」（P.11-39）を参照

してください。

アシスタントが Assistant Console からログインすると、プロキシ回線の [リダイレクト ] ソフトキーと 
[VM 転送 ] ソフトキーがアクティブになります。詳細については、『Cisco Unified Communications 
Manager Assistant User Guide』を参照してください。

ソフトキー

Cisco Unified Communications Manager Assistant の機能は、Cisco Unified IP Phone の [リダイレクト ]、
[VM 転送 ]、[サイレント ] などのソフトキーをサポートしています。ソフトキーは、コールの状態に基

づいて表示されます。たとえば、[VM 転送 ] は、アクティブなコールが存在しない場合には表示されま

せん。

Cisco Unified Communications Manager Assistant は、次のソフトキー テンプレートをサポートしてい

ます。

 • Standard Manager：プロキシ モードのマネージャをサポートします。

 • Standard Shared Mode Manager：共有モードのマネージャをサポートします。

 • Standard Assistant：プロキシ モードまたは共有モードでアシスタントをサポートします。

さらに、Standard User テンプレートを使用すると、保留やダイヤルなどのコール処理ソフトキーを利

用できるようになります。管理者は、マネージャやアシスタントが使用するデバイスに対して、適切な

ソフトキー テンプレートを設定してください。

（注） デフォルト プロセスでは、デバイスに対してコール処理ソフトキー テンプレートが割り当てられます。

管理者は、Cisco Unified Communications Manager に含まれている標準のソフトキー テンプレートを使

用するほかに、カスタム ソフトキー テンプレートを作成することもできます。ソフトキー テンプレート

を Cisco Unified Communications Manager Assistant デバイスに関連付ける場合や、カスタム ソフトキー 
テンプレートを作成する場合は、Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [ソフトキーテ

ンプレートの設定 (Softkey Template Configuration)] を使用します。『Cisco Unified Communications 
Manager アドミニストレーション ガイド』の「ソフトキー テンプレートの設定」を参照してください。
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Cisco Unified Communications Manager Assistant の管理用インター
フェイス

管理者は、Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [エンドユーザの設定 (End User 
Configuration)] ウィンドウを使用して、マネージャおよびアシスタントを設定します。また、マネー

ジャ用およびアシスタント用デバイスの選択、マネージャ用およびアシスタント用インターコム回線の

設定、およびアシスタントの電話機上でのマネージャ用プロキシ回線の割り当てを行います。

「マネージャおよびアシスタントの設定」（P.11-34）を参照してください。

プロキシ回線サポートのある Cisco Unified 
Communications Manager Assistant のシステム要件

プロキシ回線サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistant が動作するには、次の

ソフトウェア コンポーネントが必要です。

 • Cisco Unified Communications Manager

 • サポートされるブラウザ：

 – Cisco Unified Communications Manager Assistant の管理（Cisco Unified Communications 
Manager の管理ページを使用）では、Microsoft Internet Explorer（IE）7、Internet Explorer 
8、Firefox 3.x、および Safari 4.x をサポートしています。

 – Assistant Console アプリケーションのインストール プログラムでは、Microsoft Internet 
Explorer（IE）7 および Internet Explorer 8 をサポートしています （詳細については、「インタ

ラクションおよび制限事項」（P.11-13）を参照してください）。

 – Assistant Console アプリケーションでは、Microsoft Windows XP および Windows Vista をサ

ポートしています。

 – Manager Configuration アプリケーションでは、Microsoft Internet Explorer（IE）7 および 
Internet Explorer 8 をサポートしています。

 • Cisco Unified Communications Manager 一括管理ツール（BAT）（複数のマネージャとアシスタン

トを一括で追加する場合）

Skinny Client Control Protocol（SCCP）を実行する次の電話機は、Cisco Unified Communications 
Manager Assistant をサポートしています。

 • Cisco Unified IP Phone 7970/71

 • Cisco Unified IP Phone 7960/61

 • Cisco Unified IP Phone 7940/41（「制限事項」（P.11-16）を参照）

（注） Cisco Unified IP Phone  を実行している Cisco Unified Communications Manager Assistant 7960/61 と 
7970/71 には、Cisco Unified IP Phone 拡張モジュール 7914 が付属している可能性があります。

Session Initiation Protocol（SIP）を実行する次の電話機は、Cisco Unified Communications Manager 
Assistant をサポートしています。

 • Cisco Unified IP Phone 7970/71（G および G-GE）

 • Cisco Unified IP Phone 7941/61（G および G-GE）

Cisco Unified Communications Manager Assistant は Cisco Unified Communications Manager と同じ

サーバに自動的にインストールされるため、サーバを別途用意する必要はありません。
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インタラクションおよび制限事項
次の各項では、プロキシ回線サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistant におけ

るインタラクションおよび制限事項について説明します。

 • 「インタラクション」（P.11-13）

 • 「制限事項」（P.11-16）

インタラクション

次の各項では、プロキシ回線サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistant が 
Cisco Unified Communications Manager アプリケーションおよびコール処理と通信する方法について

説明します。

 • 「一括管理ツール」（P.11-13）

 • 「発信側の正規化」（P.11-13）

 • 「エクステンション モビリティ」（P.11-14）

 • 「インターネット プロトコル バージョン 6（IPv6）」（P.11-14）

 • 「レポート ツール」（P.11-14）

 • 「Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）」（P.11-15）

 • 「Time-of-Day ルーティング」（P.11-16）

 • 「メッセージ受信インジケータ」（P.11-16）

 • 「インターコム」（P.11-16）

一括管理ツール

一括管理ツール（BAT）を使用すると、管理者は多数のユーザ（マネージャとアシスタント）を一度

に追加できます。ユーザを 1 人ずつ追加する必要はありません。詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager Bulk Administration ガイド』を参照してください。

Cisco Unified IP Phone 7970、7971、7961、7941 用の Cisco Unified Communications Manager 
Assistant 設定ウィザードで作成された BAT テンプレートがサポートするのは、Cisco Unified 
Communications Manager インターコム回線だけです。

追加情報

「関連項目」（P.11-45）を参照してください。

発信側の正規化

発信側の正規化機能を設定すると、Cisco Unified Communications Manager Assistant により、ローカ

ライズおよびグローバル化されたコールが自動的にサポートされます。Cisco Unified Communications 
Manager Assistant は、ローカライズされた発信側番号をユーザ インターフェイスに表示できます。ま

た、マネージャに対する着信コールの場合、Cisco Unified Communications Manager Assistant は、

フィルタ パターンに一致したときに、ローカライズされた発信側番号とグローバル化された発信側番

号を表示できます。発信側の正規化の設定については、「発信側の正規化」（P.8-1）を参照してくださ

い。
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エクステンション モビリティ

Cisco エクステンション モビリティ機能を使用するマネージャは、同時に Cisco Unified 
Communications Manager Assistant も使用できます。マネージャがエクステンション モビリティを使

用して Cisco Unified IP Phone にログインすると、その電話機で Cisco Unified Communications 
Manager Assistant サービスが自動的に有効になります。その後、マネージャは Cisco Unified 
Communications Manager Assistant 機能にアクセスできます。

Cisco Unified Communications Manager Assistant を使用して Cisco エクステンション モビリティにア

クセスするには、管理者が Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [マネージャの設

定 (Manager Configuration)] ウィンドウ（[エンドユーザの設定 (End User Configuration)] ウィンドウ

からアクセス）で、[エクステンションモビリティを使用 (Mobile Manager)] チェックボックスをオン

にします。「プロキシ回線モード用のマネージャの設定とアシスタントの割り当て」（P.11-35）を参照

してください。デバイス プロファイルの設定の詳細については、『Cisco Unified Communications 
Manager アドミニストレーション ガイド』の「デバイス プロファイルの設定」を参照してください。

Cisco Unified Communications Manager エクステンション モビリティの詳細については、第 9 章
「Cisco エクステンション モビリティ」を参照してください。

インターネット プロトコル バージョン 6（IPv6）

Cisco Unified Communications Manager Assistant では IPv6 はサポートされないため、[IPアドレッシ

ングモード (IP Addressing Mode)] が [IPv6のみ (IPv6 Only)] の電話機は Cisco Unified 
Communications Manager Assistant で使用できません。その電話機で Cisco Unified Communications 
Manager Assistant を使用する場合は、その電話機の [IPアドレッシングモード (IP Addressing Mode)] 
を [IPv4のみ (IPv4 Only)] または [IPv4と IPv6(IPv4 and IPv6)] に設定します。IPv6 の詳細について

は、「インターネット プロトコル バージョン 6（IPv6）」（P.28-1）を参照してください。

レポート ツール

Cisco Unified Communications Manager Assistant は、静的な情報を CDR Analysis and Reporting
（CAR）ツールで提供し、設定に対する変更の要約を変更ログで提供します。ここでは、次のレポート 
ツールについて説明します。

CDR Analysis and Reporting

Cisco Unified Communications Manager Assistant は、マネージャとアシスタントのコール完了統計、

およびマネージャとアシスタントのインベントリ レポートをサポートしています。コール完了統計は、

CDR Analysis and Reporting（CAR）ツールでサポートされます。インベントリ レポートは、 Cisco 
Unified サービスアビリティでサポートされます。詳細については、『Cisco Unified Serviceability 
Administration Guide』および『Cisco Unified Communications Manager CDR Analysis and Reporting 
Administration Guide』を参照してください。

IPMA_ChangeLog

管理者は、Manager Configuration または Assistant Configuration に対する変更の要約を確認できます。

マネージャは、URL を参照して Manager Configuration にアクセスすることで、デフォルト値を設定

できます。

アシスタントは Assistant Console からマネージャのデフォルト値を変更できます。

（注） URL および Manager Configuration については、『Cisco Unified Communications Manager Assistant 
User Guide』を参照してください。
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設定値が変更されると、その情報は ipma_changeLogxxx.log というログ ファイルに送られます。この

ログ ファイルは、Cisco IP Manager Assistant サービスを実行するサーバ上の次の場所にあります。

file get activelog tomcat/logs/ipma/log4j

管理者は、Cisco Unified Real-Time Monitoring Tool にある Trace Collection Tool を使用して、サーバ

からこのログ ファイルをダウンロードできます。詳細については、『Cisco Unified Real Time 
Monitoring Tool Administration Guide』を参照してください。

このログ ファイルには、次のフィールドが含まれています。

 • LineNumber：ログ ファイル内に変更情報がある回線。

 • TimeStamp：設定値が変更された時刻。

 • for Manager/Assistant：変更が、マネージャまたはアシスタントのどちらに対するものであるかを

示す。

 • for Userid：変更対象となったマネージャまたはアシスタントのユーザ ID。

 • by Manager/Assistant：変更が、マネージャまたはアシスタントのどちらによって実施されたかを

示す。

 • by Userid：変更を実施したマネージャまたはアシスタントのユーザ ID。

 • Parameter Name：変更された項目（転送先電話番号など）。

 • Old Value：変更前の設定値。

 • New Value：変更後の設定値。

ログ ファイル内の情報はカンマで区切られているため、管理者は、Microsoft Excel などのスプレッド

シート アプリケーションを使用してログ ファイルを開くことができます。ログ ファイルの内容を 
Microsoft Excel アプリケーションで保存するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Microsoft Excel アプリケーションを起動します。

ステップ 2 [ファイル ] > [開く ] を選択して ConfigChange*.log ファイルを開きます。

ステップ 3 [元のデータの形式 ] で [カンマやタブなどの区切り文字によってフィールドごとに区切られたデータ ] 
のファイル形式を選択し、[次へ ] をクリックします。

ステップ 4 [区切り文字 ] として [カンマ ] を選択し、[次へ ] をクリックします。

ステップ 5 上の操作が完了したら、[完了 ] をクリックします。

Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）

次に、プロキシ回線サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistant と MLPP との

インタラクションについて説明します。

 • Cisco Unified Communications Manager Assistant は、コールの処理時にコールの優先順位を保存

します。たとえば、アシスタントがコールをマネージャに転送する際、Cisco Unified 
Communications Manager Assistant はコールの優先順位を保存します。

 • 優先コールのフィルタリングは、他のすべてのコールと同じように行われます。コールの優先順位

は、コールがフィルタリングされるかどうかには影響を与えません。

 • Cisco Unified Communications Manager Assistant はコールの優先順位を認識しないので、

Assistant Console でコールの優先順位について追加のインジケータを送信することはありません。
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Time-of-Day ルーティング

Time-of-Day ルーティングは、コールが行われた時刻に基づいてコールを別の場所にルーティングしま

す。たとえば、営業時間の間は、コールをマネージャのオフィスにルーティングし、営業時間が終了し

たらボイスメール サービスに直接ルーティングします。

Time-of-Day ルーティングで使用されるタイム スケジュールとタイムゾーンは、パーティションに

よって指定されます。Cisco Unified Communications Manager Assistant パーティションおよび Cisco 
Unified Communications Manager Assistant コーリング サーチ スペースのパーティションは、

Time-of-Day ルーティングをサポートします。

Time-of-Day ルーティングの詳細については、『Cisco Unified Communications Manager システム ガイ
ド』の「Time-of-Day ルーティング」を参照してください。

メッセージ受信インジケータ

メッセージ受信インジケータ（MWI）のオンおよびオフ番号には、コーリング サーチ スペースに、マ

ネージャ回線のパーティションを含める必要があります。パーティションは、各コーリング サーチ ス
ペース内で、任意の優先順位に基づいて並べられます。メッセージ受信インジケータの設定の詳細につ

いては、『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「メッセージ受

信の設定」を参照してください。

インターコム

Cisco Unified Communications Manager Assistant は、次のインターコム機能をサポートしています。

 • Cisco Unified Communications Manager Assistant インターコム（Cisco Unified IP Phone 7940 お
よび 7960 で使用）。このインターコム機能は、電話番号の設定およびエンド ユーザ（マネージャ

およびアシスタント）の設定ウィンドウを使用して設定されます。

 • Cisco Unified Communications Manager インターコム（Cisco Unified IP Phone 7941、7961、
7970、および 7971 で使用）。このインターコム機能は、インターコム パーティション、インター

コム コーリング サーチ スペース、インターコム電話番号情報、インターコム トランスレーション 
パターン、電話番号、エンド ユーザ（マネージャおよびアシスタント）の設定ウィンドウを使用

して設定されます。

制限事項

Cisco Unified Communications Manager Assistant には、次の制限事項があります。

 • Cisco Unified Communications Manager Assistant は、Cisco Unified IP Phone 7941/61 および 
7970/71 で SIP をサポートしています。

 • Cisco Unified Communications Manager Assistant は、複数の Cisco IP Manager Assistant サーバ

（プール）を設定することで、最大 3500 人のマネージャと 3500 人のアシスタントをサポートしま

す。複数のプールが有効になっている場合、マネージャとそのマネージャに設定されているすべて

のアシスタントは同じプールに属します。

 • 1 人のマネージャには最大 10 人のアシスタントを割り当てることができます。

 • 1 人のアシスタントは最大 33 人のマネージャをサポートできます（各マネージャが Cisco Unified 
Communications Manager Assistant 制御の回線を持っている場合）。

 • Cisco Unified Communications Manager Assistant は、MCS 7845 サーバを使用している場合、

Cisco Unified Communications Manager クラスタごとに最大 3500 人のマネージャと 3500 人のア

シスタントをサポートします。
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 • Assistant Console は、ハント グループ /キューをサポートしていません。

 • Assistant Console は、レコードおよびモニタリングをサポートしていません。

 • Assistant Console は、オンフック転送（[転送 ] ソフトキーを押して受話器を置くことによって転

送を完了するコール転送機能）をサポートしていません。

 • Assistant Console は、ワンタッチ コール ピックアップ機能をサポートしていません。

 • Cisco Unified IP Phone 7940/41 がサポートする回線ボタンまたは短縮ダイヤル ボタンは 2 つだけ

です。

 • Cisco Unified Communications Manager リリース 8.0(2) へのアップグレード時、着信インターコ

ム回線を使用する既存の Cisco Unified Communications Manager Assistant ユーザは、自動的に 
Cisco Unified Communications Manager インターコム機能にアップグレードされません。

 • システムは、Cisco Unified Communications Manager インターコム機能と通常回線（Cisco 
Unified Communications Manager Assistant インターコム回線として設定されることもある）の間

のコールをサポートしません。

 • Cisco Unified IP Phone 7960 および 7940 は、Cisco Unified Communications Manager Assistant 
インターコム回線機能だけをサポートします。Cisco Unified IP Phone 7941、7961、7970、および 
7971 は、Cisco Unified Communications Manager インターコム機能だけをサポートします。

 • Microsoft Internet Explorer 7 以降を実行する Windows XP コンピュータに Assistant Console アプ

リケーションをインストールするには、事前に Windows XP Service Pack 1 とともに Microsoft 
Java Virtual Machine（JVM）をインストールしておく必要があります。

Cisco Unified Communications Manager Assistant の
インストールとアクティブ化

Cisco Unified Communications Manager Assistant（サーブレット）は、Cisco Tomcat がロードします。

Cisco Tomcat は、Cisco Unified Communications Manager のインストール時にインストールおよび起

動されます。詳細については、「Cisco Unified Communications Manager Assistant のアーキテクチャの

概要」（P.11-6）を参照してください。

Cisco Unified Communications Manager Assistant をシステムで利用できるようにするには、インス

トール後に管理者が次の 3 つの作業を実施します。

1. Cisco Unified サービスアビリティの [Tools] メニューの下にある [Service Activation] を使用して、

Cisco IP Manager Assistant サービスをアクティブ化します。『Cisco Unified Serviceability 
Administration Guide』を参照してください。

2. Cisco IP Manager Assistant サービス用の必要なサービス パラメータを設定します。「Cisco 
Unified Communications Manager Assistant のサービス パラメータの設定」（P.11-24）を参照して

ください。

3. Serviceability の [Control Center - Feature Services] ウィンドウを使用して、Cisco IP Manager 
Assistant サービスを停止し、もう一度起動します。「Cisco IP Manager Assistant サービスの開始」

（P.11-29）を参照してください。

（注） Cisco Unified Communications Manager Assistant 機能を英語以外の言語でマネージャまたはアシスタ

ントの電話機とアシスタント コンソールに表示する必要がある場合は、Cisco Unified 
Communications Manager Assistant を設定する前に、ロケール インストーラがインストールされてい

ることを確認してください。詳細については、『Cisco Unified Communications Operating System 
Administration Guide』を参照してください。
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プロキシ回線サポートのある Cisco Unified 
Communications Manager Assistant の設定

Cisco Unified Communications Manager Assistant を正しく設定するには、設定チェックリストに示す

手順を確認して、システム、ユーザ、およびデバイスの設定要件を確認し、マネージャとアシスタント

を設定します。

（注） プロキシ回線サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistant は、シェアドライン サ
ポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistant と同じ Cisco Unified Communications 
Manager クラスタ内に共存します。シェアドライン サポートの設定については、「シェアドライン サ
ポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistant の設定」（P.12-16）を参照してください。

次の項では、設定情報について説明します。

 • 「プロキシ回線サポートのあるシステムの設定」（P.11-18）

 • 「Cisco Unified Communications Manager Assistant のサービス パラメータの設定」（P.11-24）

 • 「Cisco Unified Communications Manager Assistant のスケーラビリティのための複数サーバの設

定」（P.11-27）

 • 「セキュリティに関する考慮事項」（P.11-29）

 • 「Cisco IP Manager Assistant サービスの開始」（P.11-29）

 • 「Cisco Unified IP Phone サービスの設定」（P.11-29）

 • 「マネージャおよびアシスタントの電話機の設定」（P.11-30）

 • 「マネージャおよびアシスタントの設定」（P.11-34）

ヒント プロキシ回線サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistant を設定する前に、「プ

ロキシ回線サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistant の設定チェックリスト」

（P.11-2）を確認してください。

プロキシ回線サポートのあるシステムの設定

Cisco IP Manager Assistant サービスは、プロキシ回線モードを使用しているマネージャ宛のコールを

代行受信します。このため、パーティション、コーリング サーチ スペース、およびルート ポイントを

設定する必要があります。

Cisco Unified Communications Manager Assistant 用のデバイスとユーザを設定する前に、次の設定作

業を実施する必要があります。

 • 「コーリング サーチ スペースとパーティション」（P.11-22）

 • 「Cisco Unified Communications Manager Assistant CTI ルート ポイント」（P.11-24）
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Cisco Unified Communications Manager Assistant には、パーティション、コーリング サーチ スペー

ス、ルート ポイント、および Cisco Unified Communications Manager Assistant Phone サービスの管理

者による設定作業を支援するために、1 回だけ使用できる設定ウィザードが用意されています。また、

Cisco Unified Communications Manager Assistant 設定ウィザードは、[Clusterwide Parameters (IPMA 
Device Configuration Defaults for Proxy Mode)] セクションの Cisco IP Manager Assistant サービス パ
ラメータを作成します。Cisco Unified Communications Manager Assistant 設定ウィザードの詳細につ

いては、「Cisco Unified Communications Manager Assistant 設定ウィザード」（P.11-19）を参照してく

ださい。

（注） ここでは、Cisco Unified Communications Manager Assistant の設定に関する特定の情報について説明

します。コーリング サーチ スペース、パーティション、および CTI ルート ポイントの設定について

は、『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』を参照してください。

Cisco Unified Communications Manager Assistant 設定ウィザード

Cisco Unified Communications Manager Assistant は、アシスタントがマネージャに代わってコールを

処理できるプラグインであり、マネージャ宛のコールは代行受信され、適切な宛先にルーティングされ

ます。表 11-1 に、プロキシ回線サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistant の
設定手順を示します。表 12-1 に、プロキシ回線サポートのある Cisco Unified Communications 
Manager Assistant の設定手順を示します。

Cisco Unified Communications Manager Assistant 設定ウィザードを使用すると、短時間で誤りなく設

定できます。管理者がこの設定ウィザードを正しく実行して完了すると、パーティション、コーリング 
サーチ スペース、およびルート ポイントが自動的に作成されます。また、マネージャ電話機用、アシ

スタント電話機用、およびその他すべてのユーザ電話機用の BAT テンプレートも作成されます。管理

者は、この BAT テンプレートを使用して、マネージャ、アシスタント、およびその他すべてのユーザ

を設定します。『Cisco Unified Communications Manager Bulk Administration ガイド』を参照してくだ

さい。

（注） Cisco Unified Communications Manager Assistant 設定ウィザードは、[サービスパラメータ設定

(Service Parameter Configuration)] ウィンドウの [Clusterwide Parameters (IPMA Device Configuration 
Defaults for Proxy Mode)] セクションの Cisco IP Manager Assistant サービス パラメータのみを作成し

ます。残りのサービス パラメータは手動で入力する必要があります。サービス パラメータの詳細につ

いては、「Cisco Unified Communications Manager Assistant のサービス パラメータの設定」（P.11-24）
を参照してください。

Cisco Unified Communications Manager Assistant 設定ウィザードでは、設定パラメータごとにウィン

ドウが表示されます。これらのウィンドウには、情報があらかじめ設定されています。設定情報（パー

ティション名など）に他の値を使用する場合は、事前設定済みの情報を適切な情報に変更できます。

Cisco Unified Communications Manager Assistant 設定ウィザードを使用して Cisco Unified 
Communications Manager Assistant のシステム パラメータを設定するには、次の手順を実行します。

始める前に

設定ウィザードは、一括管理ツール（BAT）と同じサーバ（Cisco Unified Communications Manager 
サーバ）から実行する必要があります。

ウィザードは 1 回だけ実行できます。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、[アプリケーション (Application)] > [Cisco 
Unified CM Assistant設定ウィザード (Cisco Unified CM Assistant Configuration Wizard)] の順に選択

します。

Cisco Unified Communications Manager Assistant 設定ウィザードの [ 概要 (Overview)] ウィンドウが

表示され、設定ウィザードでのプロセスに関する説明が表示されます。

（注） Cisco Unified Communications Manager クラスタ設定に Cisco Unified Communications 
Manager Assistant 設定ウィザードを使用できるのは 1 回だけです。ウィザード機能によって、

設定ウィザードが実行された回数（0 または 1）が確認されます。設定ウィザードが 1 回実行

されていた場合は、要約ウィンドウが自動的に表示されます。この要約ウィンドウには、前回

実行された設定ウィザードの詳細およびステータスが表示されます。設定作業が 1 回も実行さ

れていない場合は、設定プロセスが続行されます。

ステップ 2 Cisco Unified Communications Manager Assistant 設定ウィザードのプロセスを開始するには、[次へ

(Next)] ボタンをクリックします。

[ マネージャ用パーティション (Partition for Managers)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [パーティション名 (Partition Name)] フィールドに名前を入力し、説明を入力します。または、デフォ

ルトのパーティション名と説明を使用します。

ステップ 4 [次へ (Next)] ボタンをクリックします。

[CTI ルートポイント用パーティション (CTI Route Point Partition)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 [CTIルート ポイント名 (CTI Route Point Name)] フィールドに名前を入力し、説明を入力します。また

は、デフォルトの CTI ルート ポイント名を使用します。

ステップ 6 [次へ (Next)] ボタンをクリックします。

[ 全ユーザ用パーティション (Partition for All Users)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 7 [パーティション名 (Partition Name)] フィールドに名前を入力し、説明を入力します。または、デフォ

ルトのパーティション名と説明を使用します。

ステップ 8 [次へ (Next)] ボタンをクリックします。

[ インターコムパーティション (Intercom Partition)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 9 [名前 (Name)] フィールドに名前を入力し、説明を入力します。または、デフォルトのインターコム 
パーティション名を使用します。

ステップ 10 [次へ (Next)] ボタンをクリックします。

[ アシスタントのコーリングサーチスペース (Assistant Calling Search Space)] ウィンドウが表示されま

す。

ステップ 11 [名前 (Name)] フィールドに名前を入力し、説明を入力します。または、デフォルトのコーリング サー

チ スペース名と説明を使用します。

[ コーリングサーチスペースのルートパーティション (Route Partitions for this Calling Search Space)] の下

の [ 使用可能なパーティション (Available Partitions)] ボックスと [ 選択されたパーティション (Selected 
Partitions)] ボックスに、アシスタントのコーリング サーチ スペースのパーティションが自動的に一覧表

示されます。表示されるデフォルト値が不適切な場合、管理者は適切なパーティションを [ 使用可能な

パーティション (Available Partitions)] ボックスから選択できます。パーティションを 2 つのボックス間

で移動するには、上矢印と下矢印を使用します。
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ステップ 12 [次へ (Next)] ボタンをクリックします。

[ 全ユーザ用のコーリングサーチスペース (Everyone Calling Search Space)] ウィンドウが表示されま

す。

ステップ 13 [名前 (Name)] フィールドに名前を入力し、説明を入力します。または、デフォルトのコーリング サー

チ スペース名と説明を使用します。

[ コーリングサーチスペースのルートパーティション (Route Partitions for This Calling Search Space)] 
の下の [ 使用可能なパーティション (Available Partitions)] ボックスと [ 選択されたパーティション

(Selected Partitions)] ボックスに、全ユーザのコーリング サーチ スペースのパーティションが自動的に

一覧表示されます。表示されるデフォルト値が不適切な場合、管理者は適切なパーティションを [ 使用

可能なパーティション (Available Partitions)] ボックスから選択できます。パーティションを 2 つの

ボックス間で移動するには、上矢印と下矢印を使用します。

ステップ 14 [次へ (Next)] ボタンをクリックします。

システムで設定されている既存のコーリング サーチ スペースがある場合は、[ 既存のコーリングサー

チスペース (Existing Calling Search Spaces)] ウィンドウが表示されます。それ以外の場合、[ 既存の

コーリングサーチスペース (Existing Calling Search Spaces)] ウィンドウは表示されません（ステップ 
15 へ進んでください）。

Cisco Unified Communications Manager Assistant では、既存のコーリング サーチ スペースに対して、

Generated_Route Point と Generated_Everyone というプレフィックスを持つパーティションを追加す

る必要があります。[ 使用可能なコーリングサーチスペース (Available Calling Search Spaces)] ボック

スと [ 選択されたコーリングサーチスペース (Selected Calling Search Spaces)] ボックスに自動的に表

示されます。パーティションを 2 つのボックス間で移動するには、上矢印と下矢印を使用します。

（注） ステップ 10 とステップ 12 で管理者がパーティション名を変更した場合は、既存のコーリング 
サーチ スペースに追加されるプレフィックスも変更されます。

ステップ 15 [次へ (Next)] ボタンをクリックします。

[CTI ルートポイント (CTI Route Point)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 16 [CTIルートポイント名 (CTI Route Point Name)] フィールドに名前を入力します。または、デフォルト

の CTI ルート ポイント名を使用します。

ステップ 17 ドロップダウン選択リスト ボックスから、適切なデバイス プールを選択します。

ステップ 18 ルート ポイントの電話番号を入力するか、またはデフォルトのルート ポイントの電話番号を使用しま

す。

ステップ 19 ドロップダウン選択リスト ボックスから、適切な番号計画を選択します。

ステップ 20 [次へ (Next)] ボタンをクリックします。

[IP Phone サービス (Phone Services)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 21 プライマリ IP Phone サービスの名前を入力するか、デフォルトの IP Phone サービス名を使用します。

ステップ 22 ドロップダウン リスト ボックスからプライマリ Cisco Unified Communications Manager Assistant 
サーバを選択するか、サーバ名または IP アドレスを入力します。

ステップ 23 セカンダリ IP Phone サービスの名前を入力するか、デフォルトの IP Phone サービス名を使用します。

ステップ 24 ドロップダウン リスト ボックスからセカンダリ Cisco Unified Communications Manager Assistant 
サーバを選択するか、サーバ名または IP アドレスを入力します。
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ステップ 25 [次へ (Next)] ボタンをクリックします。

確認ウィンドウが表示されます。このページには、管理者が設定ウィザードで選択した情報がすべて表

示されます。この情報が誤っている場合、管理者は設定プロセスをキャンセルすることも、[ 戻る

(Back)] ボタンを押して前の設定ウィンドウに戻ることもできます。

ステップ 26 設定プロセスを実行するには、[完了 (Finish)] ボタンをクリックします。設定プロセスをキャンセルす

るには、[キャンセル (Cancel)] ボタンをクリックします。

設定プロセスが正常に完了すると、最終的なステータスを示すウィンドウが表示されます。ウィンドウ

にはウィザードの各設定の成功または失敗が表示されます。

設定ウィザードで生成されたエラーは、トレース ファイルに送られます。このファイルには、次の 
CLI コマンドを使用してアクセスします。

file get activelog tomcat/logs/ccmadmin/log4j

設定ウィザードは、設定ウィンドウで収集したデータを使用して、パーティション、コーリング サー

チ スペース、ルート ポイント、および Cisco Unified Communications Manager Assistant Phone サー

ビスを自動的に作成します。設定ウィザードは、[ サービスパラメータ設定 (Service Parameter 
Configuration)] ウィンドウの [Clusterwide Parameters (IPMA Device Configuration Defaults for Proxy 
Mode)] セクションの Cisco IP Manager Assistant サービス パラメータを読み込みます。さらに、マ

ネージャ電話機用テンプレート、アシスタント電話機用テンプレート、および BAT で使用される 
Everyone 電話機用のテンプレートも作成して、Cisco Unified Communications Manager Assistant で使

用する電話機を設定します。マネージャおよびアシスタントのデバイスの設定については、『Cisco 
Unified Communications Manager Bulk Administration ガイド』を参照してください。

コーリング サーチ スペースとパーティション

Cisco Unified Communications Manager Assistant ルート ポイント（CTI ルート ポイント）は、マネー

ジャ宛のコールを代行受信し、ルーティング先を決定します。このため、マネージャ宛のコールは、す

べて最初にルート ポイントを通過します。

このコール フローを達成するために、Cisco Unified Communications Manager Assistant ではコーリン

グ サーチ スペースを使用します。Cisco IP Manager Assistant サービスでルーティングまたは対応する

必要のある回線からのコールには、ルート ポイント パーティション（このパーティションは CTI 
Route Point パーティションと呼ばれます）がプライマリ パーティションとして設定されたコーリング 
サーチ スペースが必要です。セカンダリのパーティションは、Everyone パーティションと呼ばれま

す。次の例を参照してください。

（注） 複数の回線を持ちプロキシ回線サポートを使用するマネージャの場合、それらの回線はルート ポイン

トの範囲内に入っている必要があります（たとえば、ルート ポイントが 1xxx であれば、マネージャの

回線は 1000 ～ 1999 の範囲内に入っている必要があります）。

例

Everyone パーティション内のユーザが、Manager パーティション内のマネージャのプライマリ回線に

発信します。この発信コールのパーティションには、マネージャのプライマリ回線が含まれていませ

ん。このため、マネージャの回線番号がコーリング サーチ スペースから検索されます。検索の順序は、

コーリング サーチ スペース内にあるパーティションの優先順位によって決まります。ユーザの回線の

コーリング サーチ スペースは、CTI Route Point パーティションと Everyone パーティションで構成さ

れています。このため、マネージャのプライマリ回線の検索は、CTI Route Point パーティションから

開始されます。CTI ルート ポイントとマネージャのプライマリ回線番号が一致したため、コールが

ルート ポイントに送信されます。ルート ポイントを監視している Cisco IP Manager Assistant サービス

がコールを取得し、マネージャの設定を使用してコールをルーティングします。



 

11-23
Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド     

第 11 章      プロキシ回線サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistant
    プロキシ回線サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistant の設定          

ルート ポイントを経由する必要のあるコールが発生するすべての回線には、Cisco Unified 
Communications Manager Assistant および Everyone と呼ばれるコーリング サーチ スペースが必要で

す。このコーリング サーチ スペース設定を必要とする回線の例としては、マネージャのプライマリ回

線とプライベート回線、アシスタントのプライマリ回線、およびその他すべてのユーザの回線がありま

す。

ルーティング ロジックが適用されず、マネージャに直接送信されるコールが発生するすべての回線に

は、Manager および Everyone と呼ばれるコーリング サーチ スペースが必要です。このコーリング 
サーチ スペース設定を必要とする回線の例としては、Cisco CTI ルート ポイント、およびアシスタン

トのプロキシ回線があります。

コーリング サーチ スペースおよびパーティションの設定例については、図 11-4 を参照してください。

図 11-4 プロキシ回線サポート用の Cisco Unified Communications Manager Assistant のコーリン

グ サーチ スペースおよびパーティションの設定例

設定のヒント

 • CTI Route Point、Manager、および Everyone と呼ばれる 3 つのパーティションを作成する。

 • CSS-M-E と呼ばれるコーリング サーチ スペースを作成する。このコーリング サーチ スペースに

は、Manager パーティションと Everyone パーティションを含めます。

 • CSS-I-E と呼ばれるコーリング サーチ スペースを作成する。このコーリング サーチ スペースに

は、CTI Route Point パーティションと Everyone パーティションを含めます。

 • Manager と呼ばれるパーティション内に、マネージャのプライマリおよびプライベートの電話番

号（DN）を設定する。

 • Everyone と呼ばれるパーティション内に、すべてのアシスタントの回線とその他のユーザの回線

を設定する。

 • CTI Route Point と呼ばれるパーティション内に、Cisco Unified Communications Manager 
Assistant ルート ポイントを設定する。

 • コーリング サーチ スペース CSS-M-E を持つ MWI オン /オフ番号を設定する。

 DN = 1000
CSS = Cisco Unified
Communications Manager
Assistant, Everyone

  DN = 1xxx
Cisco IPMA 
CSS = Manager, Everyone

 DN = 3000
CSS = Cisco Unified
Communications Manager
Assistant, Everyone

Manager

CTI Route Point 

Everyone

DN = 2000
CSS = Manager, Everyone

(3)

(2)

(1)

(1) 3001  1000 
(2) Cisco IPMA  2000 
(3) Assistant  1000 20

22
24

 DN = 3001
CSS = Cisco Unified
Communications Manager
Assistant, Everyone
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Cisco Unified Communications Manager Assistant CTI ルート ポイント

Cisco Unified Communications Manager Assistant CTI ルート ポイントは、サーバあたり 1 つだけで

す。CTI ルート ポイントの電話番号は、マネージャのプライマリおよびプライベートの電話番号と一

致している必要があります。一致していない場合は、Cisco IP Manager Assistant サービスがコールを

正しくルーティングしません。この条件を満たすには、ワイルドカードの使用をお勧めします。

CTI ルート ポイントに電話番号の範囲を追加する場合は、発信者サーチ スペースに Manager パーティ

ションを含めないでください。Cisco Unified Communications Manager は、パーティションの順序に

かかわらず、最長一致を検索するからです。たとえば、マネージャ回線が 1000 でルート ポイントに追

加された電話番号範囲が 1xxx だとします。発信者サーチ スペースに Manager パーティションが含ま

れている場合、CTI Route Point パーティションが最上位にあっても、マネージャの電話番号には最長

一致が適用されます。その結果、コールは Cisco Unified Communications Manager Assistant でルー

ティングされず、マネージャの内線に直接送信されます。ルート ポイントに電話番号範囲を使用して 
Cisco Unified Communications Manager Assistant でコールをルーティングするには、発信者サーチ ス
ペースに CTI Route Point パーティションを含め、Manager パーティションを含めないようにする必要

があります。

設定のヒント

 • Assistant_RP と呼ばれる CTI ルート ポイントを作成する。

 • マネージャのプライマリおよびプライベートの電話番号と一致するようにルート ポイントの電話

番号を設定する。たとえば、プライマリ電話番号が 1000-1999 であるマネージャには、ルート ポ
イント電話番号を回線 1 に 1xxx として作成し、プライマリ電話番号が 2000-2999 であるマネー

ジャ用には、ルート ポイント電話番号を回線 2 に 2xxx として作成します。コーリング サーチ ス
ペース CSS-M-E を持つ CTI Route Point パーティション内に、この電話番号を設定します。

 • 宛先が内部 /外部の Call Forward No Answer（CFNA; 無応答時転送）をルート ポイントの電話番

号として設定し（たとえば、ルート ポイント電話番号 1xxx に CFNA を 1xxx として）、コーリン

グ サーチ スペースには CSS-M-E を設定する。Cisco IP Manager Assistant サービスが利用できな

い場合、無応答時転送機能はコールをマネージャに転送します。

Cisco Unified Communications Manager Assistant のサービス パラ
メータの設定

Cisco IP Manager Assistant サービスのサービス パラメータには、汎用とクラスタ全体の 2 つのカテゴ

リがあります。クラスタ全体のパラメータは、すべての Cisco IP Manager Assistant サービス用に 1 回
指定します。汎用パラメータは、インストールされている各 Cisco IP Manager Assistant サービスに対

して指定します。

Cisco IP Manager Assistant サービス パラメータを設定するには、Cisco Unified Communications 
Manager の管理ページを使用してサービス パラメータにアクセスします。[システム (System)] > [サー

ビスパラメータ (Service Parameters)] を選択します。Cisco Unified Communications Manager 
Assistant アプリケーションが配置されているサーバを選択し、Cisco IP Manager Assistant サービスを

選択します。

Cisco IP Manager Assistant には、次に示す設定必須のサービス パラメータがあります。

 • クラスタ全体のパラメータ

 – Cisco IPMA Server (Primary) IP Address：デフォルト値なし。この IP アドレスは、管理者が

手動で入力する必要があります。管理者は、このアドレスに最大 2500 人のマネージャとアシ

スタントを割り当てることができます。

 – Cisco IPMA Server (Backup) IP Address：デフォルト値なし。この IP アドレスは、管理者が

手動で入力する必要があります。
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 – Cisco IPMA Server Port：デフォルト値はポート 2912。

 – Cisco IPMA Assistant Console Heartbeat Interval：デフォルト値は 30 秒。この間隔タイマー

は、アシスタント コンソールでフェールオーバーが発生するまでの時間を指定します。

 – Cisco IPMA Assistant Console Request Timeout：デフォルト値は 30 秒。

 – Cisco IPMA RNA Forward Calls：デフォルト値は [False]。パラメータを [True] に設定した場

合は、アシスタント電話機が応答しないときに、コールが他のアシスタント電話機に転送され

ます。

 – Cisco IPMA RNA Timeout：デフォルト値は 10 秒。RNA タイムアウトは、コールが他のアシ

スタント電話機に自動転送されるまでに、アシスタント電話機が無応答でいる時間を指定しま

す。無応答時転送（CFNA）と RNA タイムアウトを両方とも設定する場合は、最初にタイム

アウトする値が優先されます。

 – CTIManager Connection Security Flag には、次の 2 つのオプションがあります。

[Nonsecure]：セキュリティ モードを非セキュアに指定します。

[Use Cluster Default]：Cisco IP Manager Assistant サービスがクラスタのセキュリティ モード

を取得します。クラスタのセキュリティ モードが「混合」と検出された場合、Cisco Unified 
Communications Manager Assistant は、Application CAPF プロファイルを使用して CTI 
Manager へのセキュアな接続を確立します。セキュアな接続を行うには、「CTI Manager 
Connection Security Flag」と「CAPF Profile Instance ID for Secure Connection to CTI 
Manager」の両方のパラメータを設定します。

 • 詳細なクラスタ全体のパラメータ

 – Enable Multiple Active Mode：デフォルト値は [False]。[True] に設定した場合、管理者は複

数のプールを使用して最大 7000 人のマネージャとアシスタントを設定できます。

 – Pool 2: Cisco IPMA Server (Primary) IP Address：デフォルト値なし。この IP アドレスは、管

理者が手動で入力する必要があります。管理者は、このアドレスに最大 2500 人のマネージャ

とアシスタントを割り当てることができます。

 – Pool 2: Cisco IPMA Server (Backup) IP Address：デフォルト値なし。この IP アドレスは、管

理者が手動で入力する必要があります。

 – Pool 3: Cisco IPMA Server (Primary) IP Address：デフォルト値なし。この IP アドレスは、管

理者が手動で入力する必要があります。管理者は、このアドレスに最大 2500 人のマネージャ

とアシスタントを割り当てることができます。

 – Pool 3: Cisco IPMA Server (Backup) IP Address：デフォルト値なし。この IP アドレスは、管

理者が手動で入力する必要があります。

 • 各サーバの Cisco IPMA サービス パラメータ

 – CTIManager (Primary) IP Address：デフォルト値なし。コール制御に使用するプライマリ 
CTIManager の IP アドレスを入力します。

 – CTIManager (Backup) IP Address：デフォルト値なし。この IP アドレスは、管理者が手動で

入力する必要があります。

 – Route Point Device Name for Proxy Mode：デフォルト値なし。Cisco Unified 
Communications Manager Assistant ルート ポイント デバイス名を選択します。このデバイス

名は、[デバイス (Device)] > [CTIルートポイント (CTI Route Point)] を使用して設定します。

 – CAPF Profile Instance Id for Secure Connection to CTIManager：この Cisco Unified 
Communications Manager Assistant サーバが CTIManager へのセキュアな接続を開くために

使用する、アプリケーション ユーザ IPMASecureSysUser 用の Application CAPF プロファイ

ルのインスタンス ID を指定します。CTIManager Connection Security Flag が有効な場合は、

このパラメータを設定する必要があります。
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（注） IPMASecureSysUser パスワードを変更する場合は、IPMASecureSysUser の設定 > CAPF プロ

ファイル設定のウィンドウを選択して、IPMA サービスパラメータのウィンドウで選択したプ

ロファイルに移動し、[証明書の操作 (Certificate Operation)] を [インストール /アップグレー

ド (Install/Upgrade)] に変更し、認証文字列を指定し、IPMA サービスを再起動します。

マネージャおよびアシスタントの Cisco Unified Communications Manager Assistant 自動設定を使用す

る場合、Cisco Unified Communications Manager Assistant には、次に示す設定必須のクラスタ全体の

パラメータが含まれます。

 • ソフトキー テンプレート

 – Assistant Softkey Template：デフォルトでは、Standard Assistant ソフトキー テンプレートが

指定されています。このパラメータはアシスタントの自動設定の間、アシスタントのデバイス

に割り当てられたソフトキー テンプレートを指定します。

 – Manager Softkey Template for Proxy Mode：デフォルトでは、Standard Manager ソフトキー 
テンプレートが指定されています。このパラメータはマネージャの自動設定の間、マネージャ

のデバイスに割り当てられたソフトキー テンプレートを指定します。

 – Manager Softkey Template for Shared Mode：デフォルトでは、Standard Shared Mode 
Manager が指定されています。このサービス パラメータは、プロキシ回線サポートに適用さ

れません。

 • IPMA デバイス設定のデフォルト

 – Manager Partition：デフォルト値なし。このパラメータは、Cisco Unified Communications 
Manager Assistant がマネージャのデバイス上で処理するマネージャ回線に対して自動設定が

割り当てるパーティションを指定します。システムに存在するパーティションを入力します。

Cisco Unified Communications Manager Assistant 設定ウィザードを実行する場合、ウィザー

ドはこの値を読み込みます。

 – All User Partition：デフォルト値なし。このパラメータは、マネージャのデバイス上のイン

ターコム回線と同様に、自動設定がアシスタントのデバイス上のプロキシ回線とインターコム

回線に対して割り当てるパーティションを指定します。システムに存在するパーティションを

入力します。Cisco Unified Communications Manager Assistant 設定ウィザードを実行する場

合、ウィザードはこの値を読み込みます。

 – IPMA Calling Search Space：デフォルト値なし。このパラメータは、アシスタントのデバイ

ス上のアシスタント インターコム回線と同様に、Cisco Unified Communications Manager 
Assistant が処理するマネージャ回線およびマネージャのデバイス上のインターコム回線に対

して自動設定が割り当てるコーリング サーチ スペースを指定します。システムに存在する

コーリング サーチ スペースを入力します。Cisco Unified Communications Manager Assistant 
設定ウィザードを実行する場合、ウィザードはこの値を読み込みます。

 – Manager Calling Search Space：デフォルト値なし。このパラメータは、アシスタントのデバ

イス上のプロキシ回線に対して自動設定が割り当てるコーリング サーチ スペースを指定しま

す。システムに存在するコーリング サーチ スペースを入力します。Cisco Unified 
Communications Manager Assistant 設定ウィザードを実行する場合、ウィザードはこの値を読

み込みます。

 – Cisco IPMA Phone Service：デフォルト値なし。このパラメータは、マネージャのデバイスに

対して自動設定が割り当てる IPMA Phone サービスを指定します。Cisco Unified 
Communications Manager Assistant 設定ウィザードを実行する場合、ウィザードはこの値を読

み込みます。

 – IPMA Secondary Phone Service：デフォルト値なし。このパラメータは、プライマリ サービ

スが利用できない場合にマネージャのデバイスに対して自動設定が割り当てるセカンダリ 
IPMA Phone サービスを指定します。
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 • Proxy Directory Number Range

 – Starting Directory Number：デフォルト値なし。Starting Directory Number パラメータおよび 
Ending Directory Number パラメータは、アシスタントの設定で利用可能なプロキシの番号の

範囲を提供します。Starting Directory Number パラメータに、その範囲で最初の番号を指定し

ます。アシスタントを設定すると、その範囲で 2 番目に利用可能な番号が、[エンドユーザの

設定 (End User Configuration)] ウィンドウのプロキシ回線フィールドに表示されます。

 – Ending Directory Number：デフォルト値なし。Starting Directory Number パラメータおよび 
Ending Directory Number パラメータは、アシスタントの設定で利用可能なプロキシの番号の

範囲を提供します。Ending Directory Number パラメータに、その範囲で最後の番号を指定し

ます。[開始電話番号（Starting Directory Number）] フィールドに入力した値よりも小さい値

を [終了電話番号（Ending Directory Number）] フィールドに入力した場合、[エンドユーザ

の設定 (End User Configuration)] ウィンドウで [アシスタントの設定 (Assistant 
Configuration)] にアクセスしたとき、メッセージが表示されます。

 • Proxy Directory Number Prefix

 – Number of Characters to be Stripped from Manager Directory Number：デフォルトでは、0 が
指定されています。このパラメータには、プロキシの電話番号（DN）を生成するプロセスで 
Cisco Unified Communications Manager がマネージャの電話番号から除去する文字数を指定し

ます。Prefix for Manager Directory Number パラメータとともに、このパラメータを使用して

プロキシの電話番号を生成できます。たとえば、マネージャの電話番号 2002から 2 桁を削除

して、30 のプレフィックスを追加した場合（Prefix for Manager Directory Number サービス 
パラメータで指定）、Cisco Unified Communications Manager は 3002 のプロキシの電話番号

を生成します。0 ～ 24 桁の文字を除去できます。

 – Prefix for Manager DN：デフォルト値なし。このパラメータには、プロキシの電話番号を生成

するプロセスで、Cisco Unified Communications Manager がマネージャの電話番号に追加する

プレフィックスを指定します。たとえば、マネージャの電話番号が 1001、削除される文字数

が 0、プレフィックスが * の場合、Cisco Unified Communications Manager は *1001 のプロ

キシの電話番号を生成します。最大プレフィックス長は 24 です。

Cisco Unified Communications Manager Assistant のスケーラビリ
ティのための複数サーバの設定

Cisco Unified Communications Manager は、最大 3500 人のマネージャと 3500 人のアシスタント、合

計 7000 ユーザをサポートします。7000 のユーザをサポートするには、管理者がサービス パラメータ

の有効化と設定を行うことにより、複数のアクティブな Cisco IP Manager Assistant サーバを設定する

必要があります。管理者は、それぞれ最大 2500 人のマネージャとアシスタントを管理する、最大 3 個
のアクティブな Cisco IP Manager Assistant サーバを設定できます。各サーバにバックアップ サーバを

設置することもできます。詳細サービス パラメータの Enable Multiple Active Mode、Pool 2: Cisco 
IPMA Server、および Pool3: Cisco IPMA Server を使用して、Cisco IP Manager Assistant サーバを設

定します。詳細については、「Cisco Unified Communications Manager Assistant のサービス パラメー

タの設定」（P.11-24）を参照してください。図 11-5 を参照してください。
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図 11-5 スケーラビリティ アーキテクチャ

1. IPMA サービスをアクティブ化します（「Cisco Unified Communications Manager Assistant のイン

ストールとアクティブ化」（P.11-17）を参照）。

2. 複数アクティブ モードを有効にします（「Cisco Unified Communications Manager Assistant の
サービス パラメータの設定」（P.11-24）を参照）。

3. 複数プールの IP アドレスを入力します（「Cisco Unified Communications Manager Assistant の
サービス パラメータの設定」（P.11-24）を参照）。

4. [エンドユーザの設定 (End User Configuration)] ウィンドウで、マネージャ /アシスタントにプー

ルを追加します（「プロキシ回線モード用のマネージャの設定とアシスタントの割り当て」

（P.11-35）を参照）。

移行に関する考慮事項

以前のリリースから Cisco Unified Communications Manager リリース 8.0(2) に移行する場合、すべて

のマネージャとアシスタントは Pool 1（デフォルト）に移行されます。
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セキュリティに関する考慮事項

Cisco Unified Communications Manager Assistant は、CTI へのセキュアな接続（トランスポート層セ

キュリティ接続）をサポートしています。

管理者は、[ユーザ管理 (User Management)] > [アプリケーションユーザCAPFプロファイル

(Application User CAPF Profile)] を選択して CAPF プロファイルを（各 Cisco Unified 
Communications Manager Assistant ノードに 1 つずつ）設定する必要があります。[アプリケーション

ユーザCAPFプロファイルの設定 (Application User CAPF Profile Configuration)] ウィンドウで、[ア
プリケーションユーザ (Application User)] ドロップダウン リスト ボックスから [IPMASecureSysUser] 
を選択します。

Cisco Unified Communications Manager Assistant のセキュリティの設定については、「Cisco Unified 
Communications Manager Assistant のサービス パラメータの設定」（P.11-24）の CTIManager 
Connection Security Flag および CAPF Profile Instance Id for Secure Connection to CTIManager サー

ビス パラメータの説明を参照してください。

『Cisco Unified Communications Manager セキュリティ ガイド』には、CTI アプリケーション用のセ

キュリティ設定に関する詳細な手順の説明があります。

Cisco IP Manager Assistant サービスの開始

Cisco IP Manager Assistant サービスは、Cisco Tomcat 上でアプリケーションとして動作します。

Cisco IP Manager Assistant サービスを開始または停止するには、Serviceability の [Control Center - 
Feature Services] ウィンドウを使用します。

Cisco Unified IP Phone サービスの設定

Cisco IP Manager Assistant サービスを新しい Cisco Unified IP Phone サービスとして追加します。

Cisco IP Manager Assistant サービスの名前、説明、および URL を設定します。名前と説明はマネー

ジャの Cisco Unified IP Phone に表示されるので、そこで使用する言語と同じ言語を使用する必要があ

ります。詳細については、『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』

の「IP Phone サービスの設定」を参照してください。

次の形式で URL を指定します。 

http://<サーバの IP アドレス>:8080/ma/servlet/MAService?cmd=doPhoneService&Name=#DEVICENAME#

例を示します。 
http://123.45.67.89:8080/ma/servlet/MAService?cmd=doPhoneService&Name=#DEVICENAME#

設定のヒント

Cisco Unified IP Phone サービスに冗長性を持たせるには、IP アドレスではなくホスト名を使用する 
Cisco Unified IP Phone サービスを作成します。DNS のホスト名は、Cisco Unified Communications 
Manager Assistant プライマリおよびバックアップの IP アドレスに解決する必要があります。電話機の

ソフトキー機能とフィルタリング機能は、電話機サービスと同様に、必要に応じて自動的にフェール

オーバーします。
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マネージャおよびアシスタントの電話機の設定

各マネージャおよびアシスタントにデバイスを設定する必要があります。開始する前に、電話機のタイ

プに応じて次のタスクを実行します。

Cisco Unified IP Phone 7940/41、7960/ 61、および 7970/71（SCCP および SIP）

 • Cisco Unified Communications Manager Assistant を使用する各マネージャおよびアシスタントに 
Cisco Unified IP Phone 7940/41、7960/61、または 7970/71 を追加する。電話機を追加するには、

次のいずれかの方法を実行します。

 – 手動（[デバイス (Device)] > [電話 (Phone)] を選択）

 – 自動登録

 – BAT

 • Standard Assistant または Standard Manager ソフトキー テンプレートを割り当てる。

Cisco Unified IP Phone 7940/41

Cisco Unified Communications Manager Assistant で Cisco Unified IP Phone 7940/41 を使用できます

が、一部制限事項が適用されます。

 • 次の項目を設定して、マネージャごとに Cisco Unified IP Phone 7940/41 を追加する。

 – プライマリ回線用とインターコム用の 2 つの回線

 – シェアドライン サポートを持つマネージャ用のソフトキー テンプレート

 • 次の項目を設定して、アシスタントごとに Cisco Unified IP Phone 7940/41 を追加する。

 – プライマリ回線用とインターコム用の 2 つの回線

 – アシスタント用のソフトキー テンプレート 

（注） Cisco Unified Communications Manager Assistant では Cisco Unified IP Phone 7940/41 がサ

ポートされていますが、より多くの機能を備えている Cisco Unified IP Phone 7960/61 または 
7970/71 をお勧めします。

（注） Cisco Unified IP Phone 7940/60 がサポートするのは、Cisco Unified Communications Manager 
Assistant インターコム機能だけです。

タスクの実行後、次の項で説明されている手順に従って電話機を設定します。

 • 「マネージャの電話機」（P.11-31）

 • 「アシスタントの電話機」（P.11-32）

 • 「マネージャおよびアシスタント以外の電話機」（P.11-33）



 

11-31
Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド     

第 11 章      プロキシ回線サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistant
    プロキシ回線サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistant の設定          

マネージャの電話機

この項では、マネージャの電話機を設定するための Cisco Unified Communications Manager Assistant 
の要件およびヒントについて説明します。

マネージャの電話機の設定

次の設定値で、マネージャの Cisco Unified IP Phone を設定します。

 • Standard Manager ソフトキー テンプレート

 • プライマリ回線

 • 必要な場合は追加の回線

 • プライマリ回線のボイス メッセージ プロファイル

 • Cisco Unified IP Phone 7941、7961、7970、または 7971 を使用する場合は、インターコム機能の

設定

 • Cisco Unified IP Phone 7940/60 を使用する場合は、スピーカフォン オプションまたはヘッドセッ

ト オプションを使用した自動応答をサポートするための着信インターコム回線の設定

 • Cisco Unified IP Phone 7940/60 を使用する場合は、インターコム発信先の短縮ダイヤルの設定

 • Cisco Unified IP Phone サービスおよびアシスタント プライマリ IP Phone サービスへの登録 （必

要な場合は、Cisco Unified IP Phone サービスおよびアシスタント セカンダリ IP Phone サービス

への登録）

 • ユーザ ロケールの設定

マネージャを設定するとき [マネージャの設定 (Manager Configuration)] ウィンドウの [自動設定

(Automatic Configuration)] チェックボックスをオンにしておくと、設定の一部を自動化できます。[自
動設定 (Automatic Configuration)] は、マネージャ デバイスまたはデバイス プロファイルの次の項目を

設定します。

 • ソフトキー テンプレート

 • Cisco Unified Communications Manager Assistant Phone サービスへの登録

 • Cisco Unified Communications Manager Assistant が制御する選択された回線およびインターコム

回線用のコーリング サーチ スペースとパーティション（Cisco Unified IP Phone 7940/60 だけに適

用）

 • インターコム回線用のスピーカフォンを使用した自動応答（Cisco Unified IP Phone 7940/60 だけ

に適用）

マネージャの電話機を自動設定する前に、[Clusterwide Parameters (IPMA Device Configuration 
Defaults for Proxy Mode)] セクションの Cisco IP Manager Assistant サービス パラメータを設定する必

要があります。このパラメータには、マネージャ回線で使用するパーティションやコーリング サーチ 
スペースなどの情報を指定します。パラメータを手動で入力するか、または Cisco Unified 
Communications Manager Assistant 設定ウィザードを使用してパラメータを読み込むことができます。

パラメータの詳細については、「Cisco Unified Communications Manager Assistant のサービス パラ

メータの設定」（P.11-24）を参照してください。Cisco Unified Communications Manager Assistant 設
定ウィザードの詳細については、「Cisco Unified Communications Manager Assistant 設定ウィザード」

（P.11-19）を参照してください。

適切なサービス パラメータを入力後、[マネージャの設定 (Manager Configuration)] ウィンドウの [自
動設定 (Automatic Configuration)] チェックボックスをオンにし、[保存 (Save)] をクリックすると、マ

ネージャの電話機を自動設定できます。手順については、「プロキシ回線モード用のマネージャの設定

とアシスタントの割り当て」（P.11-35）を参照してください。
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マネージャの設定のヒント

 • マネージャのプライマリ電話番号には不在転送を設定しないでください。不在転送が設定されてい

る場合、マネージャは、アシスタントのプロキシ電話番号にルーティングされるコールを代行受信

できないためです。

 • プライマリ回線（Cisco Unified Communications Manager Assistant が制御する回線）を設定して、

電話番号を割り当てます。自動設定を使用していない場合、これらの回線には、Manager パー

ティションと CSS-I-E コーリング サーチ スペースを使用します。

 • マネージャが Cisco Unified IP Phone 7940 または 7960 を使用している場合は、着信インターコム

回線を設定して、電話番号を割り当てます。自動設定を使用していない場合は、Everyone パー

ティションと CSS-M-E コーリング サーチ スペースを使用します。

 • マネージャが Cisco Unified IP Phone 7941、7961、7970、または 7971 を使用しており、インター

コムが必要な場合は、インターコム DN を追加して、適切なインターコム パーティションとイン

ターコム コーリング サーチ スペースを選択します。

Cisco Unified Communications Manager Assistant は Cisco Unified IP Phone 7940/41 をサポートして

います。詳細については、「Cisco Unified IP Phone 7940/41」（P.11-30）を参照してください。

アシスタントの電話機

この項では、アシスタントの電話機を設定するための Cisco Unified Communications Manager 
Assistant の要件およびヒントについて説明します。

アシスタントの電話機の設定

次の設定値で、アシスタントの Cisco Unified IP Phone を設定します。

 • Standard Assistant ソフトキー テンプレート

 • デフォルトの拡張モジュール（オプション）

 • Standard Assistant 電話ボタン テンプレート（拡張モジュールを使用している場合）

 • プライマリ回線

 • マネージャのボイスメール プロファイルと同じボイスメール プロファイルを持つ、設定済みの各

マネージャのプロキシ回線

 • スピーカフォン オプションまたはヘッドセット オプションを使用した自動応答をサポートするた

めの、着信インターコム回線（Cisco Unified IP Phone 7940/60 だけに適用）

 • 設定済み各マネージャの着信インターコム回線に対する短縮ダイヤル（Cisco Unified IP Phone 
7940/60 だけに適用）

 • ユーザ ロケールの設定

 • Cisco Unified IP Phone サービスおよびアシスタント プライマリ IP Phone サービスへの登録 （必

要な場合は、Cisco Unified IP Phone サービスおよびアシスタント セカンダリ IP Phone サービス

への登録）

アシスタントを設定するとき [アシスタントの設定 (Assistant Configuration)] ウィンドウの [自動設定

(Automatic Configuration)] チェックボックスをオンにしておくと、設定の一部を自動化できます。[自
動設定 (Automatic Configuration)] は、アシスタント デバイスまたはデバイス プロファイルの次の項目

を設定します。

 • ソフトキー テンプレート

 • 電話ボタン テンプレート

 • 既存のプロキシ回線およびインターコム回線用のコーリング サーチ スペースおよびパーティション
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 • インターコム回線用のスピーカフォンを使用した自動応答 

 • プロキシ回線の自動生成（選択されている場合）

アシスタントの電話機を自動設定する前に、[Clusterwide Parameters (IPMA Device Configuration 
Defaults for Proxy Mode)] セクションの Cisco IP Manager Assistant サービス パラメータを設定する必

要があります。これらのパラメータには、アシスタントのプロキシ回線およびインターコム回線で使用

するパーティションやコーリング サーチ スペースなどの情報を指定します。パラメータを手動で入力

するか、または Cisco Unified Communications Manager Assistant 設定ウィザードを使用してパラメー

タを読み込むことができます。パラメータの詳細については、「Cisco Unified Communications 
Manager Assistant のサービス パラメータの設定」（P.11-24）を参照してください。Cisco Unified 
Communications Manager Assistant 設定ウィザードの詳細については、「Cisco Unified 
Communications Manager Assistant 設定ウィザード」（P.11-19）を参照してください。

適切なサービス パラメータを入力後、[アシスタントの設定 (Assistant Configuration)] ウィンドウの [自
動設定 (Automatic Configuration)] チェックボックスをオンにすると、アシスタントの電話機を自動設定

できます。手順については、「アシスタントのプロキシ回線、着信インターコム回線、およびプライマ

リ回線の設定」（P.11-39）を参照してください。

自動設定を使用すると、アシスタントの電話機で自動的にプロキシ回線を作成できます（コーリング 
サーチ スペースの情報とパーティション情報が必要です）。自動生成されたプロキシの番号は Proxy 
Directory Number Range サービス パラメータおよび Proxy Directory Number Prefix サービス パラメー

タに入力した値から生成されます。詳細については、「Cisco Unified Communications Manager 
Assistant のサービス パラメータの設定」（P.11-24）を参照してください。

アシスタントを設定するときに、[アシスタントの設定 (Assistant Configuration)] ウィンドウの [プロ

キシ回線 (Proxy Line)] ドロップダウン リストに、自動生成された番号がアシスタント デバイスの回線

とともに表示されます。アシスタントの電話機の既存の回線の前に「Line」と表示されます。システム

がアシスタントの電話機にプロキシ回線を追加するまで、自動生成された各番号の前に「Auto」と表

示されます。システムは Cisco IP Manager Assistant サービス パラメータの設定に基づいて、プロキシ

回線およびインターコム回線のコーリング サーチ スペースおよびパーティションを設定します。手順

については、「アシスタントのプロキシ回線、着信インターコム回線、およびプライマリ回線の設定」

（P.11-39）を参照してください。

アシスタントの設定のヒント

 • アシスタントが Cisco Unified IP Phone 7940 または 7960 を使用している場合は、着信インターコ

ム回線を設定して、電話番号を割り当てます。自動設定を使用していない場合は、Everyone パー

ティションと CSS-M-E コーリング サーチ スペースを使用します。

 • アシスタントが Cisco Unified IP Phone 7941、7961、7970、または 7971 を使用しており、イン

ターコムが必要な場合は、インターコム DN を追加して、適切なインターコム パーティションと

インターコム コーリング サーチ スペースを選択します。

 • プロキシ回線を設定して、アシスタントが担当するマネージャごとに電話番号を割り当てます。自

動設定を使用していない場合は、Everyone パーティションと CSS-M-E コーリング サーチ スペー

スを使用します。

Cisco Unified Communications Manager Assistant は Cisco Unified IP Phone 7940/41 をサポートして

います。詳細については、「Cisco Unified IP Phone 7940/41」（P.11-30）を参照してください。

マネージャおよびアシスタント以外の電話機

マネージャおよびアシスタントのデバイスの設定に加えて、Cisco Unified Communications Manager 
クラスタ内のその他すべてのユーザも設定します。適切に設定することで、マネージャおよびアシスタ

ントが、クラスタ内のその他すべてのユーザとの間でコールを発着信できるようになります。
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マネージャおよびアシスタント以外のユーザの設定のヒント

 • マネージャおよびアシスタント以外のユーザ全員に対して、Everyone パーティションを使用しま

す。

 • マネージャおよびアシスタント以外のユーザ全員に対して、CSS-I-E コーリング サーチ スペース

を使用します。

 • 自動登録を使用する場合、次のタスクを実行します。

 – [デバイスプール設定 (Device Pool Configuration)] ウィンドウ（[システム (System)] > [デバ

イスプール (Device Pool)]）の [自動登録用コーリングサーチスペース (Calling Search Space 
for Auto-registration)] フィールドで、CSS-I-E を選択します。

 – [Cisco Unified CMの設定 (Cisco Unified CM Configuration)] ウィンドウ（[システム

(System)] > [Cisco Unified CM]）の [パーティション (Partition)] フィールドで、[Everyone] 
を選択します。

 • BAT を使用する場合、Cisco Unified Communications Manager Assistant 設定ウィザードが作成し

た Everyone テンプレートを使用して、Everyone パーティションおよび CSS-I-E コーリング サー

チ スペースで電話機を追加できます。

マネージャおよびアシスタントの設定

Cisco Unified Communications Manager の [エンドユーザの設定 (End User Configuration)] ウィンドウ

で、Cisco Unified Communications Manager Assistant 機能を使用するマネージャおよびアシスタント

の設定値を設定します。Cisco Unified Communications Manager Assistant はプロキシ回線モードまた

はシェアドライン モードで設定できます。プロキシ回線モード用にマネージャおよびアシスタントを

設定する方法は、「プロキシ回線モード用のマネージャの設定とアシスタントの割り当て」（P.11-35）
を参照してください。シェアドライン モード用にマネージャおよびアシスタントを設定する方法は、

「シェアドライン モード用のマネージャの設定とアシスタントの割り当て」（P.12-24）を参照してくだ

さい。

[エンドユーザの設定 (End User Configuration)] ウィンドウで、次の操作を実行します。

 • マネージャおよびアシスタントのデバイスを選択する。

 • 必要に応じて、マネージャまたはアシスタントのデバイスを自動設定する。

 • [エンドユーザの設定 (End User Configuration)] ウィンドウの表示で使用する言語を選択する。

 • [マネージャの設定 (Manager Configuration)] ウィンドウまたは [アシスタントの設定 (Assistant 
Configuration)] ウィンドウを選択し、次の Cisco Unified Communications Manager Assistant の設

定値を設定する。

 – プライマリ回線、およびインターコム機能用の着信インターコム回線を設定する。たとえば、

マネージャのインターコム回線として内線 3102 を設定します。この回線は、アシスタントか

らのインターコム コールを受信します。たとえば、Assistant Console には、アシスタント回

線 1（1102）と回線 2（1103）が表示されています。アシスタントは、これらの回線に応答し

ます。

（注） 選択するインターコム回線は、Cisco Unified Communications Manager のインターコム機

能（Cisco Unified IP Phone 7941、7961、7979、および 7971だけに適用）、または短縮ダ

イヤル（Cisco Unified IP Phone 7940 および 7960 だけに適用）を使用して作成したものに

なります。

 – マネージャのアシスタント情報を設定する。
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 – アシスタントの電話機に、マネージャごとにプロキシ回線を設定する。たとえば、アシスタン

トの回線 4 と回線 5 は、マネージャの回線 1102 と回線 1103 からのコールを受信します。

次の項では、マネージャとアシスタントの設定について詳しく説明します。

 • 「プロキシ回線モード用のマネージャの設定とアシスタントの割り当て」（P.11-35）

 • 「マネージャの Cisco Unified Communications Manager Assistant 情報の削除」（P.11-37）

 • 「アシスタントのプロキシ回線、着信インターコム回線、およびプライマリ回線の設定」（P.11-39）

 • 「アシスタントの Cisco Unified Communications Manager Assistant 情報の削除」（P.11-40）

 • 「インターコム」（P.27-1）

プロキシ回線モード用のマネージャの設定とアシスタントの割り当て

マネージャを設定し、マネージャにアシスタントを割り当てるには、次の手順を実行します。新しい

ユーザの設定については、『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』

の「エンド ユーザの設定」を参照してください。

ヒント アシスタント情報を設定する前に、マネージャ情報を設定します。

手順

ステップ 1 マネージャを設定し、既存のユーザにアシスタントを割り当てるには、[ユーザ管理 (User 
Management)] > [エンドユーザ (End User)] を選択します。

ステップ 2 Cisco Unified Communications Manager Assistant のマネージャにするユーザを検索するには、[検索

(Find)] ボタンをクリックするか、[検索オプション (Search Options)] フィールドにユーザ名を入力し

て [検索 (Find)] ボタンをクリックします。

ステップ 3 選択されたマネージャのユーザ情報を表示するには、ユーザ名をクリックします。

[ エンドユーザの設定 (End User Configuration)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 マネージャの Cisco Unified Communications Manager Assistant 情報を設定するには、[関連リンク

(Related Links)] ドロップダウン リスト ボックスから [マネージャの設定 (Manager Configuration)] を
選択し、[移動 (Go)] をクリックします。

ステップ 5 [マネージャの設定 (Manager Configuration)] ウィンドウが開き、マネージャ情報、アシスタント情報、

および選択したユーザの制御回線情報が表示されます。

ヒント 既存のアシスタント設定情報を表示するには、[割り当てられているアシスタント (Associated 
Assistants)] リストにあるアシスタント名をクリックし、[詳細の表示 (View Details)] リンクを

クリックします。アシスタントの設定情報が表示されます。マネージャ設定情報に戻るには、

[割り当てられているマネージャ (Associated Managers)] リストにあるマネージャ名をクリッ

クし、[詳細の表示 (View Details)] リンクをクリックします。

ステップ 6 [デバイス名 /プロファイル (Device Name/Profile)] ドロップダウン リスト ボックスで、マネージャに

関連付けるデバイス名またはデバイス プロファイルを選択します。エクステンション モビリティでは、

オプションでデバイス プロファイルを使用できます。Cisco Unified Communications Manager 
Assistant での Cisco エクステンション モビリティの使用については、「エクステンション モビリティ」

（P.11-14）を参照してください。
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（注） マネージャが在宅勤務をする場合は、[エクステンションモビリティを使用 (Mobile Manager)] 
チェックボックスをオンにし、必要に応じてデバイス プロファイルを選択します。デバイス プ
ロファイルを選択した場合、マネージャは Cisco Unified Communications Manager Assistant 
にアクセスする前に、エクステンション モビリティを使用して電話機にログインする必要があ

ります。

ステップ 7 必要に応じて、[インターコム回線 (Intercom Line)] ドロップダウン リスト ボックスで、マネージャの

インターコム ライン アピアランスを選択します。

（注） 選択されたインターコム回線は、Cisco Unified Communications Manager Assistant および 
Cisco Unified Communications Manager のインターコム機能に適用されます。

ステップ 8 [アシスタントプール (Assistant Pool)] ドロップダウン リスト ボックスから、適切なプール番号（1 ～ 3）
を選択します。

ステップ 9 アシスタントをマネージャに割り当てるには、[使用可能なアシスタント (Available Assistants)] リスト

からアシスタントを選択し、下矢印をクリックして、選択したアシスタントを [割り当てられているア

シスタント (Associated Assistants)] リストに移動します。

ステップ 10 [使用可能な回線 (Available Lines)] 選択ボックスで、Cisco Unified Communications Manager 
Assistant により制御しようとする回線を選択し、下矢印をクリックして、選択した回線を [選択されて

いる回線 (Selected Lines)] 選択ボックスに表示します。Cisco Unified Communications Manager 
Assistant が制御する回線を 5 回線まで設定します。

[ 選択されている回線 (Selected Lines)] 選択ボックスと Cisco Unified Communications Manager 
Assistant コントロールから回線を削除する場合は、上矢印をクリックします。

ステップ 11 ソフトキー テンプレート、Cisco Unified Communications Manager Assistant Phone サービスへの登

録、Cisco Unified Communications Manager Assistant が制御する選択された回線およびインターコム

回線用のコーリング サーチ スペースとパーティション、およびマネージャの電話機用のインターコム

回線用スピーカフォンを使用した自動応答を、Cisco IP Manager Assistant サービス パラメータに基づ

いて自動的に設定するには、[自動設定 (Automatic Configuration)] チェックボックスをオンにします。

（注） インターコムの自動設定が適用されるのは、Cisco Unified IP Phone 7940 および 7960 で Cisco 
Unified Communications Manager Assistant インターコム機能を使用している場合だけです。

ステップ 12 [保存 (Save)] ボタンをクリックします。

更新した内容は、すぐに適用されます。

[ 自動設定 (Automatic Configuration)] チェックボックスをオンにして、サービス パラメータが無効な

場合、メッセージが表示されます。

自動設定に成功すると、マネージャ デバイスがリセットされます。デバイス プロファイルを設定した

場合、マネージャはログアウトしてからデバイスにログインして、設定を適用する必要があります。

IPMA サービスの再起動

以前、IPMA サービスでは、Unified CM Admin ユーザ インターフェイスまたはディレクトリで加えられ

た変更は、サービスが再起動されるまで反映されませんでした。このことは、次の場合に該当しました。

 • ユーザ名の変更
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 • ユーザ ロケールの変更

 • ユーザ ID の変更

IPMA サービスが再起動されるたびに、すべてのアシスタントがログアウトされました。

Cisco Unified CM が変更されたことによって、これらの場合に IPMA サービスを再起動する必要がな

くなりました。

再起動が発生した場合でも、ユーザの認証状態および使用可能な状態が IPMA で維持されるようにな

りました。

追加情報

「関連項目」（P.11-45）を参照してください。

マネージャの Cisco Unified Communications Manager Assistant 情報の削除

マネージャの Cisco Unified Communications Manager Assistant 情報を削除するには、次の手順を実行

します。マネージャの、Cisco Unified Communications Manager Assistant 以外の情報の削除について

は、『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「エンド ユーザの

設定」を参照してください。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager Assistant 情報を削除するマネージャを検索するには、Cisco 
Unified Communications Manager の管理ページで、[ユーザ管理 (User Management)] > [エンドユーザ

(End User)] を選択します。

ステップ 2 [ユーザの検索と一覧表示 (Find and List Users)] ウィンドウで [検索 (Find)] ボタンをクリックするか、

[検索オプション (Search Options)] フィールドにユーザ名を入力して [検索 (Find)] ボタンをクリックし

ます。

設定されているユーザのリストが表示されます。

ステップ 3 情報を削除するマネージャを選択します。

ステップ 4 [関連リンク (Related Links)] ドロップダウン リスト ボックスで [マネージャの設定 (Manager 
Configuration)] をクリックします。

[ マネージャの設定 (Manager Configuration)] ウィンドウが開き、マネージャの設定情報が表示されま

す。

ステップ 5 [削除 (Delete)] ボタンをクリックします。

更新した内容は、すぐに適用されます。

追加情報

「関連項目」（P.11-45）を参照してください。
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マネージャの Cisco Unified Communications Manager Assistant 設定の更新

マネージャの Cisco Unified Communications Manager Assistant 情報を更新するには、次の手順を実行

します。マネージャの、Cisco Unified Communications Manager Assistant 以外の情報の更新について

は、『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「エンド ユーザの

設定」を参照してください。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager Assistant 情報を更新するマネージャを検索するには、Cisco 
Unified Communications Manager の管理ページで、[ユーザ管理 (User Management)] > [エンドユーザ

(End User)] を選択します。

ステップ 2 [ユーザの検索と一覧表示 (Find and List Users)] ウィンドウで [検索 (Find)] ボタンをクリックするか、

[検索オプション (Search Options)] フィールドにユーザ名を入力して [検索 (Find)] ボタンをクリックし

ます。

設定されているユーザのリストが表示されます。

ステップ 3 情報を更新するマネージャを選択します。

ステップ 4 [関連リンク (Related Links)] ドロップダウン リスト ボックスで [マネージャの設定 (Manager 
Configuration)] をクリックします。

[ マネージャの設定 (Manager Configuration)] ウィンドウが開き、マネージャの設定情報が表示されま

す。

ステップ 5 デバイス名、制御回線、アシスタント、インターコム ライン アピアランスなど、変更対象の情報を更

新します。

（注） [自動設定 (Automatic Configuration)] チェックボックスがオンの場合、Cisco IP Manager 
Assistant サービス パラメータに基づき、ソフトキー テンプレート、および Cisco Unified 
Communications Manager Assistant Phone サービスへの登録が自動的に設定されます。さら

に、Cisco Unified Communications Manager Assistant が制御する選択された回線およびイン

ターコム回線用のコーリング サーチ スペースとパーティション、およびマネージャの電話機用

のインターコム回線用スピーカフォンを使用した自動応答も自動的に設定されます。

ステップ 6 [保存 (Save)] ボタンをクリックします。

更新した内容は、すぐに適用されます。

（注） 名前、ユーザ ロケール、PIN など、Cisco Unified Communications Manager Assistant 以外のユーザ設

定が変更された場合、ユーザ（マネージャまたはアシスタント）が Cisco Unified Communications 
Manager Assistant からログアウトし、もう一度ログインするまで変更内容は反映されません。

追加情報

「関連項目」（P.11-45）を参照してください。
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アシスタントのプロキシ回線、着信インターコム回線、およびプライマリ回線の設定

次の項目を設定するには、[エンドユーザの設定 (End User Configuration)] ウィンドウの [アシスタン

トの設定 (Assistant Configuration)] を使用します。

 • アシスタントの電話機のデバイス名。

 • アシスタントが着信インターコムのコールの応答に使用するインターコム回線（オプション）。

 • コールを発信するプライマリ回線（オプション）。

 • マネージャ、マネージャ名、およびマネージャの回線に関連付けられている、アシスタントの電話

機のプロキシ回線。たとえば、アシスタントの電話回線 3 を、マネージャ Mary Smith の電話回線 
2 への応答に使用します。

プロキシ回線には、アシスタントの Cisco Unified IP Phone に表示される電話回線を指定します。

Cisco Unified Communications Manager Assistant は、マネージャ（たとえば、manager1）宛のコール

を、プロキシ回線を使用して管理します。manager1 がコールを受信できないために、コールをアシス

タントに送信することをコール ルーティング ソフトウェアが決定した場合、コールはアシスタントの 
Cisco Unified IP Phone 上に設定された、manager1 用のプロキシ回線にルーティングされます。

プロキシ回線として機能するアシスタントの電話機で回線を手動で設定したり、自動設定を使用して電

話番号の生成およびアシスタントの電話機に回線を追加したりできます。

シェアドライン モードでの Cisco Unified Communications Manager Assistant のシェアドラインとイン

ターコム回線の設定については、「アシスタントのシェアドラインと着信インターコム回線の設定」

（P.12-27）を参照してください。

アシスタントの Cisco Unified Communications Manager Assistant 情報を表示する場合、[Proxy 
Directory Number Range] セクションおよび [Proxy Directory Number Prefix] セクションの Cisco IP 
Manager Assistant サービス パラメータのエントリに基づいて電話番号が生成されます。サービス パラ

メータの詳細については、「Cisco Unified Communications Manager Assistant のサービス パラメータ

の設定」（P.11-24）を参照してください。

アシスタントのプロキシと着信インターコムのライン アピアランスを設定するには、次の手順を実行

します。新しいユーザの設定については、『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレー
ション ガイド』の「エンド ユーザの設定」を参照してください。

ヒント アシスタントの Cisco Unified Communications Manager Assistant 情報を設定する前に、マネージャの

情報を設定し、マネージャにアシスタントを割り当てる必要があります。「プロキシ回線モード用のマ

ネージャの設定とアシスタントの割り当て」（P.11-35）を参照してください。

始める前に

アシスタントの電話機でプロキシ回線を自動設定する場合、[Proxy Directory Number Range] セクショ

ンおよび [Proxy Directory Number Prefix] セクションのサービス パラメータを設定します。

手順

ステップ 1 アシスタントを設定し、プロキシ回線と着信インターコム回線を割り当てるには、[ユーザ管理 (User 
Management)] > [エンドユーザ (End User)] を選択します。

ステップ 2 アシスタントにするユーザを検索するには、[検索 (Find)] ボタンをクリックするか、[検索オプション

(Search Options)] フィールドにユーザ名を入力して [検索 (Find)] ボタンをクリックします。

ステップ 3 選択されたアシスタントのユーザ情報を表示するには、ユーザ名をクリックします。

[ エンドユーザの設定 (End User Configuration)] ウィンドウが表示されます。
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ステップ 4 アシスタントの Cisco Unified Communications Manager Assistant 情報を設定するには、[関連リンク

(Related Links)] ドロップダウン リスト ボックスから [アシスタントの設定 (Assistant Configuration)] 
を選択し、[移動 (Go)] をクリックします。

[ アシスタントの設定 (Assistant Configuration)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 [デバイス名 (Device Name)] ドロップダウン リスト ボックスで、アシスタントに関連付けるデバイス

名を選択します。

ステップ 6 [インターコム回線 (Intercom Line)] ドロップダウン リスト ボックスで、アシスタントの着信インター

コム ライン アピアランスを選択します。

ステップ 7 [プライマリ回線 (Primary Line)] ドロップダウン リスト ボックスで、アシスタントのプライマリ ライ

ン アピアランスを選択します。

ステップ 8 [アシスタント回線へのマネージャの割り当て (Manager Association to Assistant Line )] 領域にある選

択ボックスを使用して、マネージャの回線番号をアシスタントの回線番号に割り当て、関連付けを行い

ます。

[ 使用可能な回線 (Available Lines)] 選択ボックスで、アシスタントの回線を選択します。自動生成さ

れたプロキシ回線の前に「Auto」と表示されます。Cisco Unified Communications Manager を使用し

て、アシスタントの電話機で自動生成されたプロキシ回線を作成する場合、自動生成されたプロキシ回

線を選択して、[ 自動設定 (Automatic Configuration)] チェックボックスがオンになっていることを確

認します。

（注） [自動設定 (Automatic Configuration)] チェックボックスがオンの場合、Cisco IP Manager 
Assistant サービス パラメータの設定に基づき、既存のプロキシ回線およびインターコム回線

用のコーリング サーチ スペースとパーティション、およびソフトキー テンプレートを、シス

テムが自動的に設定します。また、システムはインターコム回線用のスピーカフォンを使用し

た自動応答を設定します。

ステップ 9 [マネージャ名 (Manager Names)] 選択ボックスで、このプロキシ回線を適用するマネージャを選択し

ます。

ステップ 10 [マネージャの回線 (Manager Lines)] 選択ボックスで、このプロキシ回線を適用するマネージャの回線

を選択します。

ステップ 11 [保存 (Save)] ボタンをクリックします。

更新した内容は、すぐに適用されます。自動設定を選択している場合、アシスタント デバイスは自動

的にリセットされます。

追加情報

「関連項目」（P.11-45）を参照してください。

アシスタントの Cisco Unified Communications Manager Assistant 情報の削除

アシスタントの Cisco Unified Communications Manager Assistant 情報を削除するには、次の手順を実

行します。アシスタントの、Cisco Unified Communications Manager Assistant 以外の情報の削除につ

いては、『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「エンド ユー

ザの設定」を参照してください。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager Assistant 情報を削除するアシスタントを検索するには、Cisco 
Unified Communications Manager の管理ページで、[ユーザ管理 (User Management)] > [エンドユーザ

(End User)] を選択します。

ステップ 2 [ユーザの検索と一覧表示 (Find and List Users)] ウィンドウで [検索 (Find)] ボタンをクリックするか、

[検索オプション (Search Options)] フィールドにユーザ名を入力して [検索 (Find)] ボタンをクリックし

ます。

設定されているユーザのリストが表示されます。

ステップ 3 情報を削除するアシスタントを選択します。

ステップ 4 [関連リンク (Related Links)] ドロップダウン リスト ボックスで [アシスタントの設定 (Assistant 
Configuration)] をクリックします。

[ アシスタントの設定 (Assistant Configuration)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 [削除 (Delete)] ボタンをクリックします。

更新した内容は、すぐに適用されます。

（注） 名前、ユーザ ロケール、PIN など、Cisco Unified Communications Manager Assistant 以外のユーザ設

定が変更された場合、ユーザ（マネージャまたはアシスタント）が Cisco Unified Communications 
Manager Assistant からログアウトし、もう一度ログインするまで変更内容は反映されません。

追加情報

「関連項目」（P.11-45）を参照してください。

アシスタントの Cisco Unified Communications Manager Assistant 設定の更新

アシスタントの Cisco Unified Communications Manager Assistant 情報を更新するには、次の手順を実

行します。アシスタントの、Cisco Unified Communications Manager Assistant 以外の情報の更新につ

いては、『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「エンド ユー

ザの設定」を参照してください。

手順

ステップ 1 情報を更新するアシスタントを検索するには、Cisco Unified Communications Manager の管理ページ

で、[ユーザ管理 (User Management)] > [エンドユーザ (End User)] を選択します。

ステップ 2 [ユーザの検索と一覧表示 (Find and List Users)] ウィンドウで [検索 (Find)] ボタンをクリックするか、

[検索オプション (Search Options)] フィールドにユーザ名を入力して [検索 (Find)] ボタンをクリックし

ます。

設定されているユーザのリストが表示されます。

ステップ 3 情報を更新するアシスタントを選択します。

ステップ 4 [関連リンク (Related Links)] ドロップダウン リスト ボックスで [アシスタントの設定 (Assistant 
Configuration)] をクリックします。

[ アシスタントの設定 (Assistant Configuration)] ウィンドウが表示されます。



 

11-42
Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド

第 11 章      プロキシ回線サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistant             
    Cisco Unified Communications Manager Assistant のマネージャおよびアシスタントへの情報提供

ステップ 5 デバイス名、インターコム回線、マネージャ関連付け情報など、変更対象の情報を更新します。

（注） [自動設定 (Automatic Configuration)] チェックボックスがオンの場合、Cisco IP Manager 
Assistant サービス パラメータに基づき、ソフトキー テンプレート、および Cisco Unified 
Communications Manager Assistant Phone サービスへの登録が自動的に設定されます。さら

に、Cisco Unified Communications Manager Assistant が制御する選択された回線およびイン

ターコム回線用のコーリング サーチ スペースとパーティション、およびマネージャの電話機用

のインターコム回線用スピーカフォンを使用した自動応答も自動的に設定されます。

ステップ 6 [保存 (Save)] ボタンをクリックします。

更新した内容は、すぐに適用されます。

（注） 名前、ユーザ ロケール、PIN など、Cisco Unified Communications Manager Assistant 以外のユーザ設

定が変更された場合、ユーザ（マネージャまたはアシスタント）が Cisco Unified Communications 
Manager Assistant からログアウトし、もう一度ログインするまで変更内容は反映されません。

追加情報

「関連項目」（P.11-45）を参照してください。

ダイヤル ルールの設定

管理者は、ダイヤル ルールの設定を使用して、ダイヤル ルールの優先順位を追加およびソートできま

す。Cisco Unified Communications Manager Assistant のダイヤル ルールは、アシスタントが Assistant 
Console のディレクトリ検索ウィンドウからダイヤルする電話番号に対して数字を自動的に除去したり

追加したりします。たとえば、7 桁の電話番号の先頭に、外線発信用の数字 9 を自動的に追加します。

次の各項に、アプリケーション ダイヤル ルールの追加情報が記載されています。

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「アプリケーション ダイヤル ルー

ル設定の設計」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「アプリケーション ダイヤル ルー

ル設定のエラー チェック」

Cisco Unified Communications Manager Assistant の
マネージャおよびアシスタントへの情報提供

URL にアクセスして、Cisco Unified Communications Manager Assistant の Assistant Console アプリ

ケーションをインストールします。管理者は、「Assistant Console プラグインのインストール」

（P.11-43）に示す URL をアシスタントに通知します。

（注） Assistant Console アプリケーションのインストール プログラムでは、Microsoft Internet Explorer 7、
Internet Explorer 8、FireFox 3.x、および Safari 4.x をサポートしています。
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Assistant Console プラグインのインストール

Assistant Console プラグインのインストールでは、Internet Explorer 7、Internet Explorer 7、FireFox 
3.x、および Safari 4.x をサポートしています。アプリケーションは、Windows XP、Windows Vista、
または Apple MAC OS X を実行する PC にインストールできます。

以前の 5.x または 6.x バージョンの Assistant Console アプリケーションは、Cisco Unified 
Communications Manager 7.1 と連携します。ただし、7.1 プラグインをインストールする場合は、そ

の前に、以前の 5.x または 6.x バージョンの Assistant Console アプリケーションをアンインストールす

る必要があります。

以前のバージョンの Assistant Console アプリケーションは、Windows Vista では動作しません。PC が 
Windows Vista を実行している場合は、プラグインをインストールしてください。

Cisco Unified CallManager リリース 4.x から Cisco Unified Communications Manager 7.1 へアップグ

レードしたら、その後に、Assistant Console プラグインをインストールする必要があります。プラグ

インをインストールする前に、4.x バージョンの Assistant Console アプリケーションをアンインストー

ルする必要があります。

以前のバージョンの Assistant Console アプリケーション（6.0(1)、4.x、または 5.1(3) よりも前の 5.x 
バージョン）をアンインストールする場合は、[スタート ] > [プログラム ] > [Cisco Unified 
CallManager Assistant] から Assistant Console のアンインストールを選択します。

5.1(3) または 6.1(x) の Assistant Console アプリケーションをアンインストールするには、[コントロー

ル パネル ] に移動して削除します。

ヒント Assistant Console アプリケーションが動作するには、C:¥Program Files¥Cisco¥Cisco Unified 
Communications Manager に JRE1.4.2_05 が存在している必要があります。

Assistant Console アプリケーションをインストールするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Assistant Console アプリケーションをインストールする PC から、Cisco Unified Communications 
Manager の管理ページを参照し、[アプリケーション (Application)] > [プラグイン (Plugins)] を選択しま

す。

ステップ 2 Cisco Unified Communications Manager Assistant プラグインの [ダウンロード (Download)] リンクを

クリックします。実行ファイルを適切な場所に保存します。

ステップ 3 実行ファイルを検索して実行します。

ヒント アプリケーションを Windows Vista PC にインストールする場合、セキュリティ ウィンドウが

表示されることがあります。インストールを許可して続行します。

インストール ウィザードが表示されます。

ステップ 4 [Welcome] ウィンドウで [Next] をクリックします。

ステップ 5 ライセンス契約書に同意し、[Next] をクリックします。

ステップ 6 アプリケーションのインストール先となる場所を選択します。インストール先を選択した後、[Next] 
をクリックします。
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ヒント デフォルトでは、アプリケーションは C:¥Program Files¥Cisco¥ Unified Communications 
Manager Assistant Console にインストールされます。

ステップ 7 アプリケーションをインストールするには、[Next] をクリックします。

インストールが開始します。

ステップ 8 インストールが完了したら、[Finish] をクリックします。

ヒント Assistant Console を起動するには、デスクトップ アイコンをクリックするか、[スタート ] メニューの 
[プログラム ] で、[Cisco Unified Communications Manager Assistant] > [Assistant Console] を選択し

ます。 
 

アシスタントがコンソールにログインする前に、Cisco IP Manager Assistant サービスがアクティブに

なっている Cisco Unified Communications Manager サーバのポート番号、および IP アドレスまたはホ

スト名をアシスタントに通知します。アシスタントは、コンソールへの初回ログイン時に、[Cisco 
Unified Communications Manager Assistant Serverのポート ] および [Cisco Unified Communications 
Manager Assistant Serverのホスト名または IPアドレス ] フィールドに情報を入力する必要があります。 
 

アシスタントがコンソールにログインする前に、コンソールにログインするために必要なユーザ名とパ

スワードをアシスタントに通知します。 
 

[Cisco Unified Communications Manager Assistantの設定 ] ウィンドウの [詳細設定 ] タブで、

Assistant Console のトレースを有効にできます。

Assistant Console ダイアログ オプション

アシスタント コンソールには、次のオプションを含むダイアログが表示されます。

 • [インストール先 ]：Assistant Console ソフトウェアのインストール先となるディレクトリのパス。

デフォルトでは、次のパスが指定されます。

c:¥Program Files¥Cisco¥Cisco Unified Communications Manager Assistant Console

 • [デスクトップショートカットの作成 ]：デフォルト値は [True]。このパラメータは、アシスタント 
コンソールでショートカットを作成するかどうかを指定します。

 • [スタート ]メニューのショートカットの作成 ]：デフォルト値は [True]。このパラメータによっ

て、[スタート ] メニュー（[スタート ] > [プログラム ] > [Cisco Unified Communications Manager 
Assistant] > [Assistant Console]）にショートカットを作成するかどうかが決まります。

 • [JREのインストール ]：デフォルト値は [True]。このパラメータによって、アシスタント コンソー

ルとともに JRE をインストールするかどうかを指定します。このオプションをオフにする場合は、

アシスタント コンソールで次の設定が完了している必要があります。

 – アシスタント コンソールへの JRE 1.4.2_05（国際バージョン）のインストール

 – アシスタント コンソールでの環境変数 Assistant_JRE の作成（この環境変数は JRE へのパス

（たとえば、c:¥Program Files¥Jave¥j2re1.4.2_05）を示します）
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マネージャの設定

マネージャは、次の URL を使用して、[マネージャの設定 ] ウィンドウで機能の個人用設定をカスタマ

イズできます。

https://<Cisco Unified Communications Manager Assistant サーバ>:8443/ma/desktop/maLogin.jsp

変数の意味は、次のとおりです。

Cisco Unified Communications Manager Assistant サーバには、Cisco IP Manager Assistant サービスが

動作しているサーバの IP アドレスを指定します。

管理者は、この URL をマネージャに通知する必要があります。

追加情報

「関連項目」（P.11-45）を参照してください。

関連項目
 • 「プロキシ回線サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistant の設定チェック

リスト」（P.11-2）

 • 「Cisco Unified Communications Manager Assistant の概要」（P.11-6）

 • 「プロキシ回線サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistant のシステム要件」

（P.11-12）

 • 「インタラクションおよび制限事項」（P.11-13）

 • 「Cisco Unified Communications Manager Assistant のインストールとアクティブ化」（P.11-17）

 • 「プロキシ回線サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistant の設定」

（P.11-18）

 • 「Cisco Unified Communications Manager Assistant のマネージャおよびアシスタントへの情報提

供」（P.11-42）

 • 「シェアドライン サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistant」（P.12-1）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「ソフトキー テンプレート」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「エンド ユーザの

設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「エンド ユーザと

デバイスとの関連付け」

 • 「インターコム」（P.27-1）

 • 「インターネット プロトコル バージョン 6（IPv6）」（P.28-1）

その他のシスコ マニュアル

 • 『Cisco Unified Communications Manager Assistant User Guide』

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』

 • 『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』

 • 『Cisco Unified Communications Manager Bulk Administration ガイド』

 • 『Cisco Unified Communications Manager セキュリティ ガイド』
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シェアドライン サポートのある Cisco 
Unified Communications Manager 
Assistant

Cisco Unified Communications Manager Assistant の機能を使用すると、マネージャとアシスタントが

より効果的に連携できます。Cisco Unified Communications Manager Assistant は、プロキシ回線サ

ポートとシェアドライン サポートの 2 つの動作モードをサポートしています。Cisco IP Manager 
Assistant サービスは、クラスタ内でプロキシ回線サポートとシェアドライン サポートの両方を同時に

サポートしています。

IPMA の機能は、マネージャ用の電話機機能拡張、および、主にアシスタントが使用する Assistant 
Console アプリケーションで構成されます。

Cisco Unified Communications Manager Assistant は最大 3500 人のマネージャと 3500 人のアシスタン

トをサポートします。このユーザ数に対応するため、管理者は最大 3 つの Cisco Unified 
Communications Manager Assistant アプリケーションを 1 つの Cisco Unified Communications 
Manager クラスタに設定し、アプリケーションの各インスタンスにマネージャとアシスタントを割り

当てます。

Cisco Unified Communications Manager のユーザは、マネージャとアシスタントで構成されます。ア

シスタント ユーザは、マネージャに代わってコールを処理します。Cisco Unified Communications 
Manager Assistant は、マネージャ用の機能とアシスタント用の機能で構成されています。

この章では、Cisco Unified Communications Manager Assistant に関する次の情報を提供します。

 • 「シェアドライン サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistant の設定チェッ

クリスト」（P.12-2）

 • 「Cisco Unified Communications Manager Assistant の概要」（P.12-6）

 • 「シェアドライン サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistant のシステム要

件」（P.12-11）

 • 「インタラクションおよび制限事項」（P.12-12）

 • 「Cisco Unified Communications Manager Assistant のインストールとアクティブ化」（P.12-16）

 • 「シェアドライン サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistant の設定」

（P.12-16）

 • 「Cisco Unified Communications Manager Assistant のマネージャおよびアシスタントへの情報提

供」（P.12-31）

 • 「関連項目」（P.12-33）
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シェアドライン サポートのある Cisco Unified 
Communications Manager Assistant の設定チェックリ
スト

Cisco Unified Communications Manager Assistant は、アシスタントがマネージャに代わってコールを

処理できるプラグインであり、マネージャ宛のコールは代行受信され、適切な宛先にルーティングされ

ます。Cisco Unified Communications Manager Assistant をシェアドライン モードで設定すると、マ

ネージャとアシスタントは電話番号（8001 など）を共有します。アシスタントは、マネージャ宛の

コールを共有電話番号で処理します。マネージャが 8001 でコールを受信すると、マネージャの電話機

とアシスタントの電話機の両方の呼び出し音が鳴ります。

シェアドライン モードに適用されない Cisco Unified Communications Manager Assistant の機能には、

デフォルトのアシスタントの選択、アシスタント モニタ、コール フィルタリング、全コール転送があ

ります。アシスタントは、Assistant Console アプリケーションでこれらの機能を表示したりアクセス

したりすることはできません。アシスタントの電話機には、全コール転送機能用のソフトキーはありま

せん。マネージャの電話機には、アシスタント モニタ、代行受信、および全コール転送機能用のソフ

トキーはありません。

表 12-1 に、シェアドライン サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistant を設定

する手順を示します。シェアドライン サポートのある Cisco Unified Communications Manager 
Assistant の詳細については、「Cisco Unified Communications Manager Assistant の概要」（P.12-6）お

よび「関連項目」（P.12-33）を参照してください。

表 12-1 シェアドライン サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistant の 

設定チェックリスト 

設定手順 関連手順と関連項目

ステップ 1 まだ実行していない場合は、電話機とユーザを設定し、デバイ

スをユーザに関連付けます。また、まだ実行していない場合は、

マネージャとアシスタントの間でのシェアドライン アピアラン

スのため、マネージャのプライマリ回線とアシスタントのセカ

ンダリ回線で同じ電話番号を設定します。

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「エンド 
ユーザの設定」

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「エンド 
ユーザとデバイスとの関連付け」

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「Cisco 
Unified IP Phone の設定」

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「電話番号

の設定」

ステップ 2 Cisco Unified サービスアビリティの [Service Activation] ウィ

ンドウで Cisco IP Manager Assistant サービスをアクティブ化し

ます。

『Cisco Unified Serviceability Administration 
Guide』

ステップ 3 シェアドライン サポート用に Cisco IP Manager Assistant サー

ビス パラメータを設定します。

「Cisco Unified Communications Manager 
Assistant のサービス パラメータの設定」

（P.12-17）

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「サービス 
パラメータの設定」
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ステップ 4 Cisco Unified Communications Manager インターコム機能を使

用している場合は、インターコム パーティション、インターコ

ム コーリング サーチ スペース、インターコム電話番号情報、

インターコム トランスレーション パターンを追加します。

「インターコム」（P.27-1）

「インターコム」（P.12-15）

「アシスタントのシェアドラインと着信イン

ターコム回線の設定」（P.12-27）

ステップ 5 多数のアシスタントおよびマネージャをサポートするために複

数の Cisco Unified Communications Manager Assistant プール

が必要になる場合は、次に示す Cisco IP Manager Assistant のク

ラスタ全体のサービス パラメータを設定します。

 • Enable Multiple Active Mode

 • Pool 2 および Pool 3 Cisco IPMA Server IP Address

「Cisco Unified Communications Manager 
Assistant のスケーラビリティのための複数

サーバの設定」（P.12-19）

ステップ 6  • アプリケーション ユーザの CAPF プロファイルを設定しま

す（オプション）。

 • セキュリティ用の Cisco IP Manager Assistant サービス パ
ラメータを設定します（オプション）。

「Cisco Unified Communications Manager 
Assistant のサービス パラメータの設定」

（P.12-17）

「セキュリティに関する考慮事項」（P.12-21）

ステップ 7 Serviceability の [Control Center - Feature Services] を使用し

て、Cisco IP Manager Assistant サービスを停止し、もう一度起

動します。

「Cisco IP Manager Assistant サービスの開始」

（P.12-21）

ステップ 8 適切な Cisco Unified IP Phone 電話ボタン テンプレートを追加

します。

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「電話ボタ

ン テンプレートの設定」

ステップ 9 マネージャとアシスタントの Cisco Unified IP Phone パラメー

タを設定します。

 • マネージャの電話機を設定する。

 • アシスタントの電話機を設定する。

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「Cisco 
Unified IP Phone の設定」

表 12-1 シェアドライン サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistant の 

設定チェックリスト （続き）

設定手順 関連手順と関連項目
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ステップ 10 マネージャの電話機について、次の設定を行います。

 • シェアドライン モード用のソフトキー テンプレートを割り

当てる。

 • サイレントを使用する場合は、マネージャの電話機で [サ
イレント (Do Not Disturb)] フィールドを設定する。

 • プライマリ回線を追加する （同じ電話番号とパーティショ

ンをアシスタントのセカンダリ回線の電話番号に使用しま

す）。

 • プライマリ回線のボイスメール プロファイルを設定する。

 • 着信インターコム回線を追加する（オプション）。

 • Cisco Unified IP Phone 7940 および 7960 の場合は、イン

ターコム発信先の短縮ダイヤルを追加する。

 • Cisco Unified IP Phone 7941、7961、7970、および 7971 
の場合は、インターコム機能を追加する。

 • ユーザ ロケールを設定する。

 • 電話機をリセットする。

ヒント マネージャの電話設定の一部を自動設定するには、マ
ネージャを設定するときに [マネージャの設定(Manager 
Configuration)] ウィンドウで [自動設定 (Automatic 
Configuration)] チェックボックスをオンにします。詳細
については、「マネージャの電話機」（P.12-22）を参照
してください。

「マネージャおよびアシスタントの電話機の

設定」（P.12-21）

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「電話機の

検索」

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「電話機の

削除」

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「電話番号

の設定」

「サイレント」（P.20-1）

「インターコム」（P.12-15）

「インターコム」（P.27-1）

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「短縮ボタ

ンまたは固定短縮ダイヤルの設定」

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「電話機の

リセット」

表 12-1 シェアドライン サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistant の 

設定チェックリスト （続き）

設定手順 関連手順と関連項目
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ステップ 11 アシスタントの電話機について、次の設定を行います。

 • ソフトキー テンプレートを割り当てる。

 • 14 ボタン拡張モジュールを追加する（オプション）。

 • 電話ボタン テンプレートを割り当てる。

 • プライマリ回線を追加する。

 • 設定済みの各マネージャ用のシェアドラインを追加する 
（同じ電話番号とパーティションをアシスタントのセカンダ

リ回線とマネージャのプライマリ回線に使用します）。

 • 着信インターコム回線を追加する（オプション）。

 • Cisco Unified IP Phone 7940 および 7960 の場合は、イン

ターコム発信先の短縮ダイヤルを追加する。

 • Cisco Unified IP Phone 7941、7961、7970、および 7971 
の場合は、インターコム機能を追加する。

 • ユーザ ロケールを設定する。

 • 電話機をリセットする。

ヒント アシスタントの電話設定の一部を自動設定するには、ア
シスタントを設定するときに [アシスタントの設定
(Assistant Configuration)] ウィンドウで [自動設定
(Automatic Configuration)] チェックボックスをオンに
します。詳細については、「アシスタントの電話機」

（P.12-23）を参照してください。

「マネージャおよびアシスタントの電話機の

設定」（P.12-21）

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「電話機の

検索」

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「電話機の

削除」

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「電話番号

の設定」

「インターコム」（P.12-15）

「インターコム」（P.27-1）

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「短縮ボタ

ンまたは固定短縮ダイヤルの設定」

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「電話機の

リセット」

ステップ 12 Cisco Unified Communications Manager Assistant を設定しま

す。

 • 新しいマネージャを作成する。

 • マネージャ用のシェアドラインを設定する。

 • マネージャにアシスタントを割り当てる。

 • アシスタント用の回線を設定する。

 • インターコム回線を設定する（オプション）。

「シェアドライン モード用のマネージャの設

定とアシスタントの割り当て」（P.12-24）

「マネージャの Cisco Unified 
Communications Manager Assistant 情報の削

除」（P.12-26）

「アシスタントのシェアドラインと着信イン

ターコム回線の設定」（P.12-27）

「インターコム」（P.12-15）

「インターコム」（P.27-1）

ステップ 13 アシスタント用のダイヤル ルールを設定します。 『Cisco Unified Communications Manager シ
ステム ガイド』の「アプリケーション ダイ

ヤル ルール設定のエラー チェック」

ステップ 14 Assistant Console アプリケーションをインストールします。 「Assistant Console プラグインのインストー

ル」（P.12-31）

ステップ 15 マネージャとアシスタントのコンソール アプリケーションを設

定します。

『Cisco Unified Communications Manager 
Assistant User Guide』

表 12-1 シェアドライン サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistant の 

設定チェックリスト （続き）

設定手順 関連手順と関連項目
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Cisco Unified Communications Manager Assistant の
概要

Cisco Unified Communications Manager Assistant は、アシスタントがマネージャに代わってコールを

処理できるプラグインであり、マネージャ宛のコールは代行受信され、適切な宛先にルーティングされ

ます。Cisco Unified Communications Manager Assistant をシェアドライン モードで設定すると、マ

ネージャとアシスタントは電話番号（8001 など）を共有します。アシスタントは、マネージャ宛の

コールを共有電話番号で処理します。マネージャが 8001 でコールを受信すると、マネージャの電話機

とアシスタントの電話機の両方の呼び出し音が鳴ります。

シェアドライン モードに適用されない Cisco Unified Communications Manager Assistant の機能には、

デフォルトのアシスタントの選択、アシスタント モニタ、コール フィルタリング、全コール転送があ

ります。アシスタントは、Assistant Console アプリケーションでこれらの機能を表示したりアクセス

したりすることはできません。アシスタントの電話機には、全コール転送機能用のソフトキーはありま

せん。マネージャの電話機には、アシスタント モニタ、代行受信、および全コール転送機能用のソフ

トキーはありません。

表 12-1 に、シェアドライン サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistant を設定

する手順を示します。シェアドライン サポートのある Cisco Unified Communications Manager 
Assistant の詳細については、「関連項目」（P.12-33）を参照してください。

この項では、Cisco Unified Communications Manager Assistant の機能に関する次の情報について説明

します。

 • 「Cisco Unified Communications Manager Assistant のアーキテクチャの概要」（P.12-6）

 • 「Cisco Unified Communications Manager Assistant のデータベース アクセス アーキテクチャ」

（P.12-9）

 • 「マネージャのインターフェイス」（P.12-9）

 • 「アシスタントのインターフェイス」（P.12-10）

 • 「ソフトキー」（P.12-10）

 • 「Cisco Unified Communications Manager Assistant の管理用インターフェイス」（P.12-11）

Cisco Unified Communications Manager Assistant のアーキテクチャ
の概要

Cisco Unified Communications Manager Assistant の機能アーキテクチャは、Cisco IP Manager 
Assistant サービス、アシスタント コンソール アプリケーション、および Cisco Unified IP Phone イン

ターフェイスで構成されています。図 12-1 を参照してください。

追加情報

「関連項目」（P.12-33）を参照してください。
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図 12-1 Cisco Unified Communications Manager Assistant のアーキテクチャ

Cisco IP Manager Assistant サービス

Cisco IP Manager Assistant サービス（サーブレット）は、Cisco Tomcat がロードします。Cisco 
Tomcat は、Cisco Unified Communications Manager のインストール時にインストールされます。

Cisco IP Manager Assistant サービスは、クラスタ内のすべての Cisco Unified Communications 
Manager サーバにインストールされます。インストール後、管理者は Serviceability でサービスをアク

ティブにし、Cisco Unified Communications Manager Assistant が自動的に起動されるようにします。

Cisco IP Manager Assistant サービスは、これがクラスタ全体のサービス パラメータ Cisco IPMA 
Server (Primary) IP Address で設定されている Cisco Unified Communications Manager Assistant サー

バの 1 つかどうかを確認します。設定されている場合、Cisco IP Manager Assistant サービスはアク

ティブな Cisco IP Manager Assistant サービスになろうとします。現時点では、Cisco Unified 
Communications Manager クラスタがサポートできるアクティブな Cisco IP Manager Assistant サービ

スは 1 つだけです。

Cisco IP Manager Assistant サービスは、次のタスクを実行します。

 • マネージャの電話機で実行される HTTP サービスのホストとなる。

 • マネージャが設定に使用する Web ページのホストとなる。

 • サードパーティ コール制御用の Cisco CTIManager を通じて、Cisco Unified Communications 
Manager と通信する。Cisco Unified Communications Manager Assistant が必要とする CTI 接続

は、クラスタ内の全ユーザに対して 1 つだけです。

 • データベースのデータにアクセスする。

 • Assistant Console アプリケーションをサポートする。

Cisco Unified Communications Manager は、Cisco IP Manager Assistant サービスの冗長化をサポート

しています。冗長化を実現するには、同じクラスタ内に 2 番目の Cisco IP Manager Assistant サービス

を設定する必要があります。
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Cisco Unified Communications Manager Assistant は、アクティブ /スタンバイ サーバ モデルを利用し

て冗長化を実装します。常にアクティブのままで、すべての Assistant Console アプリケーションと電

話機にサービスを提供する Cisco Unified Communications Manager Assistant サーバは 1 台だけです。

他のサーバはスタンバイ モードになり、アクティブなサーバの障害を検出します。障害を検出した場

合は、バックアップ サーバが機能を引き継ぎ、アクティブなサーバになります。障害発生時にアク

ティブになっていた接続は、すべて新しいサーバ上に復元されるため、ユーザに対するサービスは中断

することなく続行されます。

アクティブなサーバに障害が発生した場合、Assistant Console アプリケーションは、バックアップ 
サーバに自動的にフェールオーバーします。アプリケーションが障害を検出する間隔は、Cisco IPMA 
Assistant Console Heartbeat Interval サービス パラメータ（「Cisco Unified Communications Manager 
Assistant のサービス パラメータの設定」（P.12-17）を参照）によって決まります。ハートビート間隔

を小さくすると、フェールオーバーまでの時間が短くなります。図 12-2 を参照してください。

図 12-2 Cisco Unified Communications Manager Assistant の冗長性

Cisco IP Manager Assistant サービスには、サービスに対する不正アクセスを防止するための組み込み

セキュリティが含まれています。アシスタント コンソールで収集されたユーザ ID とパスワードは、

ネットワークを通じて送信される前に暗号化されます。アシスタントを装う不正ユーザは、Assistant 
Console によってブロックされます。

アシスタント コンソール インターフェイス

Cisco Unified Communications Manager Assistant は、次のマネージャ用およびアシスタント用アシス

タント コンソール インターフェイスをサポートしています。

 • Assistant Console（コール制御、ログイン、アシスタントの初期設定、マネージャ宛コール アク

ティビティの監視、キーボード ショートカットに使用される）

 • Manager Configuration（即時転送先の設定に使用される）
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管理者は、Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [エンドユーザの設定 (End User 
Configuration)] を使用して、Cisco Unified Communications Manager Assistant をマネージャ用および

アシスタント用に設定します。「Cisco Unified Communications Manager Assistant の管理用インター

フェイス」（P.12-11）を参照してください。

Cisco Unified Communications Manager を使用すると、Cisco Unified Communications Manager 
Assistant のマネージャ用機能が Cisco Unified IP Phone で利用できるようになります。Manager 
Configuration には、ブラウザを使用してアクセスします。アシスタントは、Cisco Unified IP Phone と 
Assistant Console アプリケーションを使用します。「マネージャのインターフェイス」（P.12-9）および

「アシスタントのインターフェイス」（P.12-10）を参照してください。

アシスタント コンソールの機能を使用する方法の詳細については、『Cisco Unified Communications 
Manager Assistant User Guide』を参照してください。

Cisco Unified IP Phone のインターフェイス

アシスタントとマネージャはソフトキーを使用して、Cisco Unified Communications Manager 
Assistant の機能にアクセスします。Cisco Unified Communications Manager Assistant の電話機能を使

用する方法の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager Assistant User Guide』を参照

してください。

「マネージャのインターフェイス」（P.12-9）および「アシスタントのインターフェイス」（P.12-10）を

参照してください。

Cisco Unified Communications Manager Assistant のデータベース ア
クセス アーキテクチャ

Cisco Unified Communications Manager Assistant のすべての設定情報は、データベースに格納されま

す。マネージャまたはアシスタントがログインすると、Cisco IP Manager Assistant サービスは、その

マネージャまたはアシスタントに関する全データをデータベースから取得し、メモリに保存します。

マネージャのインターフェイス

マネージャの電話機からは、Manager Configuration を除くマネージャ用機能を利用できます。Cisco 
Unified Communications Manager Assistant は、Cisco IP Manager Assistant サービスの開始時に、自

動的にマネージャを Cisco IP Manager Assistant サービスにログインさせます。

マネージャは、Cisco Unified IP Phone のソフトキーを使用して、Cisco Unified Communications 
Manager Assistant のアシスタント モニタ、代行受信、およびボイスメール転送の各機能にアクセスし

ます。

（注） マネージャは、Cisco Unified Communications Manager の機能（サイレント、即転送など）にもアク

セスできます。

サイレントの状態は、Cisco Unified IP Phone のステータス ウィンドウに表示されます。

詳細については、『Cisco Unified Communications Manager Assistant User Guide』を参照してくださ

い。
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アシスタントのインターフェイス

アシスタントは、Assistant Console アプリケーションと Cisco Unified IP Phone を使用して Cisco 
Unified Communications Manager Assistant の機能にアクセスします。アプリケーションである 
Assistant Console は、応答、即時転送、転送、保留などのコール制御機能を提供します。アシスタン

トは、Assistant Console を使用して、ログインとログオフ、アシスタントの初期設定、およびマネー

ジャの初期設定に使用する [マネージャの設定 (Manager Configuration)] ウィンドウの表示を行いま

す。

Assistant Console はアシスタントの回線およびマネージャのシェアドラインを表示します。アシスタ

ントはシェアドラインにアクセスして、マネージャ宛のコールを管理します。

インターコムと鳴り分けには、アシスタントの Cisco Unified IP Phone でアクセスできます。アシスタ

ントが Assistant Console からログインすると、シェアドラインの [リダイレクト ] ソフトキーと [VM 
転送 ] ソフトキーがアクティブになります。詳細については、『Cisco Unified Communications 
Manager Assistant User Guide』を参照してください。

ソフトキー

Cisco Unified Communications Manager Assistant の機能は、Cisco Unified IP Phone の [リダイレクト

]、[VM 転送 ]、[サイレント ] などのソフトキーをサポートしています。ソフトキーは、コールの状態

に基づいて表示されます。たとえば、[VM 転送 ] は、アクティブなコールが存在しない場合には表示

されません。

Cisco Unified Communications Manager Assistant は、次のソフトキー テンプレートをサポートしてい

ます。

 • Standard Manager：プロキシ モードのマネージャをサポートします。

 • Standard Shared Mode Manager：共有モードのマネージャをサポートします。

 • Standard Assistant：プロキシ モードまたは共有モードでアシスタントをサポートします。

さらに、Standard User テンプレートを使用すると、保留やダイヤルなどのコール処理ソフトキーを利

用できるようになります。管理者は、マネージャやアシスタントが使用するデバイスに対して、適切な

ソフトキー テンプレートを設定してください。

（注） デフォルト プロセスでは、デバイスに対してコール処理ソフトキー テンプレートが割り当てられます。

管理者は、Cisco Unified Communications Manager に含まれている標準のソフトキー テンプレートを使

用するほかに、カスタム ソフトキー テンプレートを作成することもできます。ソフトキー テンプレート

を Cisco Unified Communications Manager Assistant デバイスに関連付ける場合や、カスタム ソフトキー 
テンプレートを作成する場合は、Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [ソフトキーテ

ンプレートの設定 (Softkey Template Configuration)] を使用します。『Cisco Unified Communications 
Manager アドミニストレーション ガイド』の「ソフトキー テンプレートの設定」を参照してください。
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Cisco Unified Communications Manager Assistant の管理用インター
フェイス

管理者は、Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [エンドユーザの設定 (End User 
Configuration)] ウィンドウを使用して、マネージャおよびアシスタントを設定します。また、マネー

ジャ用およびアシスタント用のデバイスを選択し、オプションでマネージャ用およびアシスタント用の

インターコム回線を選択します。管理者は、アシスタントに対して設定されたマネージャ用のシェアド

ラインを設定します。

「マネージャおよびアシスタントの設定」（P.12-23）を参照してください。

シェアドライン サポートのある Cisco Unified 
Communications Manager Assistant のシステム要件

シェアドライン サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistant が動作するには、次

のソフトウェア コンポーネントが必要です。

 • Cisco Unified Communications Manager

 • サポートされるブラウザ：

 – Cisco Unified Communications Manager Assistant の管理ページ（Cisco Unified 
Communications Manager の管理ページを使用）では、Microsoft Internet Explorer (IE) 7、
Internet Explorer (IE) 8、FireFox 3.x、および Safari 4.x をサポートしています。

 – Assistant Console アプリケーションのインストール プログラムでは、Microsoft Internet 
Explorer (IE) 7 および Internet Explorer (IE) 8 をサポートしています （詳細については、「イ

ンタラクションおよび制限事項」（P.12-12）を参照してください）。

 – Assistant Console アプリケーションでは、Microsoft Windows XP および Windows Vista をサ

ポートしています。

 – Manager Configuration アプリケーションでは、Microsoft Internet Explorer（IE）7 および 
Internet Explorer 8 をサポートしています。

 • Cisco Unified Communications Manager 一括管理ツール（BAT）（複数のマネージャとアシスタン

トを一括で追加する場合）

Skinny Client Control Protocol（SCCP）を実行する次の電話機は、Cisco Unified Communications 
Manager Assistant をサポートしています。

 • Cisco Unified IP Phone 7970/71

 • Cisco Unified IP Phone 7960/61

 • Cisco Unified IP Phone 7940/41（「制限事項」（P.12-15）を参照）

（注） Cisco Unified Communications Manager Assistant を実行している Cisco Unified IP Phone 7960/61 と 
7970/71 には、Cisco Unified IP Phone 拡張モジュール 7914 が付属している可能性があります。

Session Initiation Protocol（SIP）を実行する次の電話機は、Cisco Unified Communications Manager 
Assistant をサポートしています。

 • Cisco Unified IP Phone 7970/71（G および G-GE）

 • Cisco Unified IP Phone 7941/61（G および G-GE）
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Cisco Unified Communications Manager Assistant は Cisco Unified Communications Manager と同じ

サーバに自動的にインストールされるため、サーバを別途用意する必要はありません。

インタラクションおよび制限事項
次の項では、Cisco Unified Communications Manager Assistant におけるインタラクションおよび制限

事項について説明します。

 • 「インタラクション」（P.12-12）

 • 「制限事項」（P.12-15）

インタラクション

次の項では、Cisco Unified Communications Manager Assistant が Cisco Unified Communications 
Manager アプリケーションと通信する方法について説明します。

 • 「一括管理ツール」（P.12-12）

 • 「発信側の正規化」（P.12-12）

 • 「エクステンション モビリティ」（P.12-13）

 • 「インターネット プロトコル バージョン 6（IPv6）」（P.12-13）

 • 「レポート ツール」（P.12-13）

 • 「Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）」（P.12-14）

 • 「インターコム」（P.12-15）

一括管理ツール

一括管理ツール（BAT）を使用すると、管理者は多数のユーザ（マネージャとアシスタント）を一度

に追加できます。ユーザを 1 人ずつ追加する必要はありません。詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager Bulk Administration ガイド』を参照してください。

Cisco Unified IP Phone 7970、7971、7961、および 7941 用の Cisco Unified Communications Manager 
Assistant 設定ウィザードで作成された BAT テンプレートがサポートするのは、Cisco Unified 
Communications Manager インターコム回線だけです。

追加情報

「関連項目」（P.12-33）を参照してください。

発信側の正規化

発信側の正規化機能を設定すると、Cisco Unified Communications Manager Assistant により、ローカ

ライズおよびグローバル化されたコールが自動的にサポートされます。Cisco Unified Communications 
Manager Assistant は、ローカライズされた発信側番号をユーザ インターフェイスに表示できます。ま

た、マネージャに対する着信コールの場合、Cisco Unified Communications Manager Assistant は、

フィルタ パターンに一致したときに、ローカライズされた発信側番号とグローバル化された発信側番

号を表示できます。発信側の正規化の設定については、「発信側の正規化」（P.8-1）を参照してくださ

い。
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エクステンション モビリティ

Cisco エクステンション モビリティ機能を使用するマネージャは、同時に Cisco Unified 
Communications Manager Assistant も使用できます。マネージャがエクステンション モビリティを使

用して Cisco Unified IP Phone にログインすると、その電話機で Cisco IP Manager Assistant サービス

が自動的に有効になります。その後、マネージャは Cisco Unified Communications Manager Assistant 
機能にアクセスできます。

Cisco Unified Communications Manager Assistant を使用して Cisco エクステンション モビリティにア

クセスするには、管理者が Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [マネージャの設

定 (Manager Configuration)] ウィンドウ（[エンドユーザの設定 (End User Configuration)] ウィンドウ

からアクセス）で、[エクステンションモビリティを使用 (Mobile Manager)] チェックボックスをオン

にします。「シェアドライン モード用のマネージャの設定とアシスタントの割り当て」（P.12-24）を参

照してください。デバイス プロファイルの設定の詳細については、『Cisco Unified Communications 
Manager アドミニストレーション ガイド』の「デバイス プロファイルの設定」を参照してください。

Cisco エクステンション モビリティの詳細については、第 9 章「Cisco エクステンション モビリティ」

を参照してください。

インターネット プロトコル バージョン 6（IPv6）

Cisco Unified Communications Manager Assistant では IPv6 はサポートされないため、[IPアドレッシ

ングモード (IP Addressing Mode)] が [IPv6のみ (IPv6 Only)] の電話機は Cisco Unified 
Communications Manager Assistant で使用できません。その電話機で Cisco Unified Communications 
Manager Assistant を使用する場合は、その電話機の [IPアドレッシングモード (IP Addressing Mode)] 
を [IPv4のみ (IPv4 Only)] または [IPv4と IPv6(IPv4 and IPv6)] に設定します。IPv6 の詳細について

は、「インターネット プロトコル バージョン 6（IPv6）」（P.28-1）を参照してください。

レポート ツール

Cisco Unified Communications Manager Assistant は、静的な情報を CDR Analysis and Reporting
（CAR）ツールで提供し、設定に対する変更の要約を変更ログで提供します。ここでは、次のレポート 
ツールについて説明します。

CDR Analysis and Reporting

Cisco Unified Communications Manager Assistant は、マネージャとアシスタントのコール完了統計、

およびマネージャとアシスタントのインベントリ レポートをサポートしています。コール完了統計は、

CDR Analysis and Reporting（CAR）ツールでサポートされます。インベントリ レポートは、 Cisco 
Unified サービスアビリティでサポートされます。詳細については、『Cisco Unified Communications 
Manager システム ガイド』、『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』、および『Cisco 
Unified Communications Manager CDR Analysis and Reporting Administration Guide』を参照してくだ

さい。

Unified CM AssistantChangeLog*.txt

管理者は、Manager Configuration または Assistant Configuration に対する変更の要約を確認できます。

マネージャは、URL を参照して Manager Configuration にアクセスすることで、デフォルト値を設定

できます。

アシスタントは Assistant Console からマネージャのデフォルト値を変更できます。

（注） URL および Manager Configuration については、『Cisco Unified Communications Manager Assistant 
User Guide』を参照してください。
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設定値が変更されると、その情報は ipma_changeLogxxx.log というログ ファイルに送られます。この

ログ ファイルは、Cisco IP Manager Assistant サービスを実行するサーバ上にあります。ログ ファイル

を取得するには、次のコマンドを使用します。

file get activelog tomcat/logs/ipma/log4j/

管理者は、Cisco Unified Real-Time Monitoring Tool（RTMT）にある Trace Collection Tool を使用し

て、サーバからこのログ ファイルをダウンロードできます。詳細については、『Cisco Unified Real 
Time Monitoring Tool Administration Guide』を参照してください。

このログ ファイルには、次のフィールドが含まれています。

 • LineNumber：ログ ファイル内に変更情報がある回線。

 • TimeStamp：設定値が変更された時刻。

 • for Manager/Assistant：変更が、マネージャまたはアシスタントのどちらに対するものであるかを

示す。

 • for Userid：変更対象となったマネージャまたはアシスタントのユーザ ID。

 • by Manager/Assistant：変更が、マネージャまたはアシスタントのどちらによって実施されたかを

示す。

 • by Userid：変更を実施したマネージャまたはアシスタントのユーザ ID。

 • Parameter Name：変更された項目（転送先電話番号など）。

 • Old Value：変更前の設定値。

 • New Value：変更後の設定値。

ログ ファイル内の情報はカンマで区切られているため、管理者は、Microsoft Excel などのスプレッド

シート アプリケーションを使用してログ ファイルを開くことができます。ログ ファイルの内容を 
Microsoft Excel アプリケーションで保存するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Microsoft Excel アプリケーションを起動します。

ステップ 2 [ファイル ] > [開く ] を選択して Unified CM Assistant.txt ファイルを開きます。

ステップ 3 [元のデータの形式 ] で [カンマやタブなどの区切り文字によってフィールドごとに区切られたデータ ] 
のファイル形式を選択し、[次へ ] をクリックします。

ステップ 4 [区切り文字 ] として [カンマ ] を選択し、[次へ ] をクリックします。

ステップ 5 上の操作が完了したら、[完了 ] をクリックします。

Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）

次に、シェアドライン サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistant と MLPP と
のインタラクションについて説明します。

 • コールの優先順位は、Cisco Unified Communications Manager Assistant によるコールの処理時に

保存されます。たとえば、アシスタントがコールを転送する際、システムはコールの優先順位を保

存します。

 • Cisco Unified Communications Manager Assistant はコールの優先順位を認識しないので、

Assistant Console でコールの優先順位について追加のインジケータを送信することはありません。
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インターコム

Cisco Unified Communications Manager Assistant は、次の 2 つのタイプのインターコムをサポートし

ています。

 • Cisco Unified Communications Manager Assistant インターコム（Cisco Unified IP Phone 7940 お
よび 7960 で使用）。このインターコム機能は、電話番号の設定およびエンド ユーザ（マネージャ

およびアシスタント）の設定ウィンドウを使用して設定されます。

 • Cisco Unified Communications Manager インターコム（Cisco Unified IP Phone 7941、7961、
7970、および 7971 で使用）。このインターコム機能は、インターコム パーティション、インター

コム コーリング サーチ スペース、インターコム電話番号情報、インターコム トランスレーション 
パターン、電話番号、エンド ユーザ（マネージャおよびアシスタント）の設定ウィンドウを使用

して設定されます。

制限事項

Cisco Unified Communications Manager Assistant には、次の制限事項があります。

 • Cisco Unified Communications Manager Assistant は、Cisco Unified IP Phone 7941/61 および 
7970/71 で SIP をサポートしています。

 • Cisco Unified Communications Manager Assistant は、複数の Cisco IP Manager Assistant サーバ

（プール）を設定することで、最大 3500 人のマネージャと 3500 人のアシスタントをサポートしま

す。複数のプールが有効になっている場合、マネージャとそのマネージャに設定されているすべて

のアシスタントは同じプールに属します。

 • 1 人のマネージャには最大 10 人のアシスタントを割り当てることができます。

 • 1 人のアシスタントは最大 33 人のマネージャをサポートできます（各マネージャが Cisco Unified 
Communications Manager 制御の回線を持っている場合）。

 • Cisco Unified Communications Manager Assistant は、MCS 7845 サーバを使用している場合、

Cisco Unified Communications Manager クラスタごとに最大 3500 人のマネージャと 3500 人のア

シスタントをサポートします。

 • Assistant Console は、ハント グループ /キューをサポートしていません。

 • Assistant Console は、レコードおよびモニタリングをサポートしていません。

 • Assistant Console は、オンフック転送（[転送 ] ソフトキーを押して受話器を置くことによって転

送を完了するコール転送機能）をサポートしていません。

 • Assistant Console は、ワンタッチ コール ピックアップ機能をサポートしていません。

 • Cisco Unified IP Phone 7940/7941 がサポートする回線ボタンまたは短縮ダイヤル ボタンは 2 つだ

けです。

 • Cisco Unified Communications Manager リリース 8.0(2) へのアップグレード時、着信インターコ

ム回線を使用する既存の Cisco Unified Communications Manager Assistant ユーザは、自動的に 
Cisco Unified Communications Manager インターコム機能にアップグレードされません。

 • システムは、Cisco Unified Communications Manager インターコム機能と通常回線（Cisco 
Unified Communications Manager Assistant インターコム回線として設定されることもある）の間

のコールをサポートしません。

 • Cisco Unified IP Phone 7960 と 7940 がサポートするのは、Cisco Unified Communications 
Manager Assistant インターコム回線機能だけです。Cisco Unified IP Phone 7941、7961、7970、
および 7971 がサポートするのは、Cisco Unified Communications Manager のインターコム機能だ

けです。
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 • Microsoft Internet Explorer 7 以降を実行する Windows XP コンピュータに Assistant Console アプ

リケーションをインストールするには、事前に Windows XP Service Pack 1 とともに Microsoft 
Java Virtual Machine（JVM）をインストールしておく必要があります。

Cisco Unified Communications Manager Assistant の
インストールとアクティブ化

Cisco Unified Communications Manager Assistant（サーブレット）は、Cisco Tomcat がロードします。

Cisco Tomcat は、Cisco Unified Communications Manager のインストール時にインストールおよび起

動されます。詳細については、「Cisco IP Manager Assistant サービス」（P.12-7）を参照してください。

Cisco Unified Communications Manager Assistant をシステムで利用できるようにするには、インス

トール後に管理者が次の 3 つの作業を実施します。

1. Cisco Unified サービスアビリティの [Tools] メニューの下にある [Service Activation] を使用して、

Cisco IP Manager Assistant サービスを有効にします。『Cisco Unified Serviceability Administration 
Guide』を参照してください。

2. Cisco IP Manager Assistant サービス用の必要なサービス パラメータを設定します。「Cisco 
Unified Communications Manager Assistant のサービス パラメータの設定」（P.12-17）を参照して

ください。

3. Serviceability の [Control Center - Feature Services] を使用して、Cisco IP Manager Assistant サー

ビスを停止し、もう一度起動します。「Cisco IP Manager Assistant サービスの開始」（P.12-21）を

参照してください。

（注） Cisco Unified Communications Manager Assistant 機能を英語以外の言語でマネージャまたはアシスタ

ントの電話機とアシスタント コンソールに表示する必要がある場合は、Cisco Unified 
Communications Manager Assistant を設定する前に、ロケール インストーラがインストールされてい

ることを確認してください。『Cisco Unified Communications Operating System Administration Guide』
を参照してください。

シェアドライン サポートのある Cisco Unified 
Communications Manager Assistant の設定

Cisco Unified Communications Manager Assistant を正しく設定するには、設定チェックリストに示す

手順を確認して、ユーザとデバイスの設定要件を確認し、マネージャとアシスタントを設定します。

（注） シェアドライン サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistant は、プロキシ回線サ

ポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistant と同じ Cisco Unified Communications 
Manager クラスタ内に共存します。プロキシ回線サポートの設定については、「プロキシ回線サポート

のある Cisco Unified Communications Manager Assistant」（P.11-1）を参照してください。

次の項では、設定情報について説明します。

 • 「Cisco Unified Communications Manager Assistant のサービス パラメータの設定」（P.12-17）

 • 「Cisco Unified Communications Manager Assistant のスケーラビリティのための複数サーバの設

定」（P.12-19）
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 • 「セキュリティに関する考慮事項」（P.12-21）

 • 「Cisco IP Manager Assistant サービスの開始」（P.12-21）

 • 「マネージャおよびアシスタントの電話機の設定」（P.12-21）

 • 「マネージャおよびアシスタントの設定」（P.12-23）

ヒント シェアドライン サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistant を設定する前に、

「シェアドライン サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistant の設定チェックリ

スト」（P.12-2）を確認してください。

Cisco Unified Communications Manager Assistant のサービス パラ
メータの設定

Cisco IP Manager Assistant サービスのサービス パラメータには、汎用パラメータ、クラスタ全体のパ

ラメータ、およびマネージャとアシスタントの Cisco Unified Communications Manager Assistant 自動

設定を使用する場合に設定する必要のあるクラスタ全体のパラメータの 3 つのカテゴリがあります。ク

ラスタ全体のパラメータは、すべての Cisco IP Manager Assistant サービス用に 1 回指定します。汎用

パラメータは、インストールされている各 Cisco IP Manager Assistant サービスに対して指定します。

Cisco IP Manager Assistant サービス パラメータを設定するには、Cisco Unified Communications 
Manager の管理ページを使用してサービス パラメータにアクセスします。[システム (System)] > [サー

ビスパラメータ (Service Parameters)] を選択します。Cisco Unified Communications Manager 
Assistant アプリケーションが配置されているサーバを選択し、Cisco IP Manager Assistant サービスを

選択します。

Cisco IP Manager Assistant には、次に示す設定必須のサービス パラメータがあります。

 • すべてのサーバに適用されるクラスタ全体のパラメータ

 – Cisco IPMA Server (Primary) IP Address：デフォルト値なし。この IP アドレスは、管理者が

手動で入力する必要があります。管理者は、このアドレスに最大 2500 人のマネージャとアシ

スタントを割り当てることができます。

 – Cisco IPMA Server (Backup) IP Address：デフォルト値なし。この IP アドレスは、管理者が

手動で入力する必要があります。

 – Cisco IPMA Server Port：デフォルト値はポート 2912。

 – Cisco IPMA Assistant Console Heartbeat Interval：デフォルト値は 30 秒。この間隔タイマー

は、アシスタント コンソールでフェールオーバーが発生するまでの時間を指定します。

 – Cisco IPMA Assistant Console Request Timeout：デフォルト値は 30 秒。

 – Cisco IPMA RNA Forward Calls：デフォルト値は [False]。このサービス パラメータは、シェ

アドライン サポートに適用されません。

 – Cisco IPMA RNA Timeout：デフォルト値は 10 秒。このサービス パラメータは、シェアドラ

イン サポートに適用されません。

 – CTIManager Connection Security Flag には、次の 2 つのオプションがあります。

[Nonsecure]：セキュリティ モードを非セキュアに指定します。
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[Use Cluster Default]：Cisco IP Manager Assistant サービスがクラスタのセキュリティ モード

を取得します。クラスタのセキュリティ モードが「混合」と検出された場合、Cisco Unified 
Communications Manager Assistant は、Application CAPF プロファイルを使用して CTI 
Manager へのセキュアな接続を確立します。セキュアな接続を行うには、「CTI Manager 
Connection Security Flag」と「CAPF Profile Instance ID for Secure Connection to CTI 
Manager」の両方のパラメータを設定します。

 • 詳細なクラスタ全体のパラメータ

 – Enable Multiple Active Mode：デフォルト値は [False]。このパラメータを [True] に設定した

場合、管理者は複数のプールを使用して最大 7000 人のマネージャとアシスタントを設定でき

ます。

 – Pool 2: Cisco IPMA Server (Primary) IP Address：デフォルト値なし。この IP アドレスは、管

理者が手動で入力する必要があります。管理者は、このアドレスに最大 2500 人のマネージャ

とアシスタントを割り当てることができます。

 – Pool 2: Cisco IPMA Server (Backup) IP Address：デフォルト値なし。この IP アドレスは、管

理者が手動で入力する必要があります。

 – Pool 3: Cisco IPMA Server (Primary) IP Address：デフォルト値なし。この IP アドレスは、管

理者が手動で入力する必要があります。管理者は、このアドレスに最大 2500 人のマネージャ

とアシスタントを割り当てることができます。

 – Pool 3: Cisco IPMA Server (Backup) IP Address：デフォルト値なし。この IP アドレスは、管

理者が手動で入力する必要があります。

 • 各サーバの Cisco IPMA サービス パラメータ

 – CTIManager (Primary) IP Address：デフォルト値なし。コール制御に使用するプライマリ 
CTIManager の IP アドレスを入力します。

 – CTIManager (Backup) IP Address：デフォルト値なし。この IP アドレスは、管理者が手動で

入力する必要があります。

 – Route Point Device Name for Proxy Mode：シェアドライン サポートには適用されません。

 – CAPF Profile Instance Id for Secure Connection to CTIManager：この Cisco Unified 
Communications Manager Assistant サーバが CTIManager へのセキュアな接続を開くために

使用する、アプリケーション ユーザ IPMASecureSysUser 用の Application CAPF プロファイ

ルのインスタンス ID を指定します。CTIManager Connection Security Flag が有効な場合は、

このパラメータを設定する必要があります。

マネージャおよびアシスタントの Cisco Unified Communications Manager Assistant 自動設定を使用す

る場合、Cisco Unified Communications Manager Assistant には、次に示す設定必須のクラスタ全体の

パラメータが含まれます。

 • ソフトキー テンプレート用のクラスタ全体のパラメータ

 – Assistant Softkey Template：デフォルトでは、Standard Assistant ソフトキー テンプレートが

指定されています。このパラメータはアシスタントの自動設定の間、アシスタントのデバイス

に割り当てられたソフトキー テンプレートを指定します。

 – Manager Softkey Template for Proxy Mode：このサービス パラメータは、シェアドライン サ
ポートに適用されません。

 – Manager Softkey Template for Shared Mode：デフォルトでは、Standard Shared Mode 
Manager が指定されています。このパラメータは、マネージャの自動設定時にマネージャのデ

バイスに割り当てられた共有モードのソフトキー テンプレートを指定するように設定します。

 • IPMA Device Configuration Defaults for Proxy Mode：これらのパラメータは、シェアドライン サ
ポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistant に適用されません。
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 • Proxy Directory Number Range for Proxy Mode：これらのパラメータは、シェアドライン サポー

トのある Cisco Unified Communications Manager Assistant に適用されません。

 • Proxy Directory Number Prefix for Proxy Mode：これらのパラメータは、シェアドライン サポー

トのある Cisco Unified Communications Manager Assistant に適用されません。

Cisco Unified Communications Manager Assistant のスケーラビリ
ティのための複数サーバの設定

Cisco Unified Communications Manager は、最大 3500 人のマネージャと 3500 人のアシスタント、合

計 7000 ユーザをサポートします。7000 のユーザをサポートするには、管理者がサービス パラメータ

の有効化と設定を行うことにより、複数のアクティブな Cisco IP Manager Assistant サーバを設定する

必要があります。管理者は、それぞれ最大 2500 人のマネージャとアシスタントのペアを管理する、最

大 3 個のアクティブな Cisco IP Manager Assistant サーバを設定できます。各サーバにバックアップ 
サーバを設置することもできます。詳細サービス パラメータの Enable Multiple Active Mode、Pool 2: 
Cisco IPMA Server、および Pool3: Cisco IPMA Server を使用して、Cisco IP Manager Assistant サー

バを設定します。詳細については、「Cisco Unified Communications Manager Assistant のサービス パ
ラメータの設定」（P.12-17）を参照してください。図 12-3 を参照してください。
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図 12-3 スケーラビリティ アーキテクチャ

1. IPMA サービスをアクティブ化します（「Cisco Unified Communications Manager Assistant のイン

ストールとアクティブ化」（P.12-16）を参照）。

2. 複数アクティブ モードを有効にします（「Cisco Unified Communications Manager Assistant の
サービス パラメータの設定」（P.12-17）を参照）。

3. 複数プールの IP アドレスを入力します（「Cisco Unified Communications Manager Assistant の
サービス パラメータの設定」（P.12-17）を参照）。

4. [エンドユーザの設定 (End User Configuration)] ウィンドウで、マネージャ /アシスタントにプー

ルを追加します（「シェアドライン モード用のマネージャの設定とアシスタントの割り当て」

（P.12-24）を参照）。

移行に関する考慮事項

以前のリリースから Cisco Unified Communications Manager リリース 8.0(2) に移行する場合、すべて

のマネージャとアシスタントは Pool 1（デフォルト）に移行されます。
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セキュリティに関する考慮事項

Cisco Unified Communications Manager Assistant は、CTI へのセキュアな接続（トランスポート層セ

キュリティ接続）をサポートしています。

管理者は、[ユーザ管理 (User Management)] > [アプリケーションユーザCAPFプロファイル (Application 
User CAPF Profile)] を選択して CAPF プロファイルを（各 Cisco Unified Communications Manager 
Assistant ノードに 1 つずつ）設定する必要があります。[アプリケーションユーザCAPFプロファイルの

設定 (Application User CAPF Profile Configuration)] ウィンドウで、[アプリケーションユーザ

(Application User)] ドロップダウン リスト ボックスから [IPMASecureSysUser] を選択します。

Cisco Unified Communications Manager Assistant のセキュリティの設定については、「Cisco Unified 
Communications Manager Assistant のサービス パラメータの設定」（P.12-17）の CTIManager 
Connection Security Flag および CAPF Profile Instance Id for Secure Connection to CTIManager サー

ビス パラメータの説明を参照してください。

『Cisco Unified Communications Manager セキュリティ ガイド』には、CTI アプリケーション用のセ

キュリティ設定に関する詳細な手順の説明があります。

Cisco IP Manager Assistant サービスの開始

Cisco IP Manager Assistant サービスは、Cisco Tomcat 上でアプリケーションとして動作します。

Cisco IP Manager Assistant サービスを開始または停止するには、Serviceability の [Control Center - 
Feature Services] ウィンドウを使用します。

マネージャおよびアシスタントの電話機の設定

各 Cisco Unified Communications Manager Assistant マネージャおよびアシスタントにデバイスを設定

し、関連付ける必要があります。開始する前に、電話機のタイプに応じて次のタスクを実行します。

Cisco Unified IP Phone 7940/7960（SCCP のみ）、および 7941/61 と 7970/71（SCCP および 
SIP）

 • Cisco Unified Communications Manager Assistant を使用する各マネージャおよびアシスタントに 
Cisco Unified IP Phone を追加する。電話機を追加するには、次のいずれかの方法を実行します。

 – 手動（[デバイス (Device)] > [電話 (Phone)] を選択）

 – 自動登録

 – BAT

 • Standard Assistant または Standard Shared Mode Manager ソフトキー テンプレートを割り当てる。

Cisco Unified IP Phone 7940/41

Cisco Unified Communications Manager Assistant で Cisco Unified IP Phone 7940/41 を使用できます

が、一部制限事項が適用されます。

 • 次の項目を設定して、マネージャごとに Cisco Unified IP Phone 7940/41 を追加する。

 – プライマリ回線用とインターコム用の 2 つの回線

 – シェアドライン サポートを持つマネージャ用のソフトキー テンプレート

 • 次の項目を設定して、アシスタントごとに Cisco Unified IP Phone 7940/41 を追加する。

 – プライマリ回線用とインターコム用の 2 つの回線

 – アシスタント用のソフトキー テンプレート 
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（注） Cisco Unified Communications Manager Assistant では Cisco Unified IP Phone 7940/41 がサ

ポートされていますが、より多くの機能を備えている Cisco Unified IP Phone 7960/61 または 
Cisco Unified IP Phone 7970/71 をお勧めします。

（注） Cisco Unified IP Phone 7940/60 がサポートするのは、Cisco Unified Communications Manager 
Assistant インターコム機能だけです。

タスクの実行後、次の項で説明されている手順に従って電話機を設定します。

 • 「マネージャの電話機」（P.12-22）

 • 「アシスタントの電話機」（P.12-23）

 • 「マネージャおよびアシスタント以外の電話機」（P.12-23）

マネージャの電話機

この項では、マネージャの電話機を設定するための Cisco Unified Communications Manager Assistant 
の要件およびヒントについて説明します。

マネージャの電話機の設定

次の設定値で、マネージャの Cisco Unified IP Phone を設定します。

 • Standard Shared Mode Manager ソフトキー テンプレート

 • プライマリ回線

 • シェアドライン サポート用の追加の回線（オプション）

 • プライマリ回線のボイスメール プロファイル

 • Cisco Unified IP Phone 7941、7961、7970、または 7971 を使用する場合は、インターコム機能の

設定

 • Cisco Unified IP Phone 7940/60 を使用する場合は、スピーカフォン オプションまたはヘッドセッ

ト オプションを使用した自動応答をサポートするための着信インターコム回線の設定

 • Cisco Unified IP Phone 7940/60 を使用する場合は、インターコム発信先の短縮ダイヤルの設定

 • ユーザ ロケール

マネージャを設定するとき [エンドユーザの設定 (End User Configuration)] ウィンドウの [自動設定

(Automatic Configuration)] チェックボックスをオンにしておくと、設定の一部を自動化できます。手

順については、「シェアドライン モード用のマネージャの設定とアシスタントの割り当て」（P.12-24）
を参照してください。

[自動設定 (Automatic Configuration)] は、マネージャ デバイスまたはデバイス プロファイルの次の項

目を設定します。

 • ソフトキー テンプレート

 • インターコム回線用のスピーカフォンを使用した自動応答（Cisco Unified IP Phone 7940/60 だけ

に適用）

Cisco Unified Communications Manager Assistant は Cisco Unified IP Phone 7940/41 をサポートして

います。詳細については、「Cisco Unified IP Phone 7940/41」（P.12-21）を参照してください。
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アシスタントの電話機

この項では、アシスタントの電話機を設定するための要件およびヒントについて説明します。手順につ

いては、「アシスタントのシェアドラインと着信インターコム回線の設定」（P.12-27）を参照してくだ

さい。

アシスタントの電話機の設定

次の設定値で、アシスタントの Cisco Unified IP Phone を設定します。

 • Standard Assistant ソフトキー テンプレート（[リダイレクト ] ソフトキーと [VM 転送 ] ソフト

キーが含まれている必要があります）

 • デフォルトの 14 ボタン拡張モジュール（オプション）

 • プライマリ回線

 • 設定済みの各マネージャ用のシェアドライン（同じ電話番号とパーティションをマネージャのプラ

イマリ回線として使用します）

 • スピーカフォン オプションまたはヘッドセット オプションを使用した自動応答をサポートするた

めの、着信インターコム回線（Cisco Unified IP Phone 7940/60 だけに適用）

 • 設定済み各マネージャの着信インターコム回線に対する短縮ダイヤル（Cisco Unified IP Phone 
7940/60 だけに適用）

 • ユーザ ロケール

Cisco Unified Communications Manager Assistant は Cisco Unified IP Phone 7940/41. 7940/41 をサ

ポートしています。詳細については、「Cisco Unified IP Phone 7940/41」（P.12-21）を参照してくださ

い。

マネージャおよびアシスタント以外の電話機

マネージャおよびアシスタントのデバイスの設定に加えて、Cisco Unified Communications Manager 
クラスタ内のその他すべてのユーザも設定します。適切に設定することで、マネージャおよびアシスタ

ントが、クラスタ内のその他すべてのユーザとの間でコールを発着信できるようになります。

マネージャおよびアシスタントの設定

Cisco Unified Communications Manager の [エンドユーザの設定 (End User Configuration)] ウィンドウ

で、Cisco Unified Communications Manager Assistant 機能を使用するマネージャおよびアシスタント

の設定値を設定します。このウィンドウでは、次の機能を実行します。

 • マネージャおよびアシスタントのデバイスを選択する。

 • 必要に応じて、マネージャまたはアシスタントのデバイスを自動設定する。

 • [マネージャの設定 (Manager Configuration)] ウィンドウまたは [アシスタントの設定 (Assistant 
Configuration)] ウィンドウ（[エンドユーザの設定 (End User Configuration)] ウィンドウからアク

セス）で、次の設定値を設定する。

 – プライマリ回線、およびインターコム機能用の着信インターコム回線を設定する。たとえば、

マネージャのインターコム回線の内線は 3102 です。この回線は、アシスタントからのイン

ターコム コールを受信します。コンソールには、アシスタントの回線 1（1102）と回線 2
（1103）が表示されています。アシスタントは、これらの回線に応答します。
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（注） 選択するインターコム回線は、Cisco Unified Communications Manager のインターコム機

能（Cisco Unified IP Phone 7941、7961、7970、および 7971 だけに適用）、または短縮ダ

イヤル（Cisco Unified IP Phone 7940 および 7960 だけに適用）を使用して作成したものに

なります。

 – マネージャのアシスタントを設定する。

（注） マネージャおよびアシスタントのシェアドラインを設定すると（Cisco Unified Communications 
Manager の管理ページの [電話番号の設定 (Directory Number Configuration)] ウィンドウを使用）、ア

シスタントの設定は適切に更新されます。

 • [エンドユーザの設定 (End User Configuration)] ウィンドウの表示で使用する言語を選択する。

次の項では、マネージャとアシスタントの設定について詳しく説明します。

 • 「シェアドライン モード用のマネージャの設定とアシスタントの割り当て」（P.12-24）

 • 「マネージャの Cisco Unified Communications Manager Assistant 情報の削除」（P.12-26）

 • 「アシスタントの Cisco Unified Communications Manager Assistant 情報の削除」（P.12-29）

 • 「アシスタントのシェアドラインと着信インターコム回線の設定」（P.12-27）

 • 「インターコム」（P.27-1）

シェアドライン モード用のマネージャの設定とアシスタントの割り当て

Cisco Unified Communications Manager Assistant マネージャを設定し、マネージャにアシスタントを

割り当てるには、次の手順を実行します。新しいユーザの設定およびそのユーザへのデバイスの関連付

けについては、『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「エンド 
ユーザの設定」を参照してください。マネージャのプライマリ回線とアシスタントのセカンダリ回線で

同じ電話番号を設定する方法については、『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレー
ション ガイド』の「電話番号の設定」を参照してください。

ヒント アシスタントの Cisco Unified Communications Manager Assistant 情報を設定する前に、マネージャの

情報を設定してください。

手順

ステップ 1 マネージャを設定し、既存のユーザにアシスタントを割り当てるには、[ユーザ管理 (User 
Management)] > [エンドユーザ (End User)] を選択します。[ユーザの検索と一覧表示 (Find and List 
Users)] ウィンドウで、[検索 (Find)] ボタンをクリックします。このウィンドウには、Cisco Unified 
Communications Manager で設定されているすべてのエンド ユーザが表示されます。

ステップ 2 選択されたマネージャのユーザ情報を表示するには、ユーザ名をクリックします。

[ エンドユーザの設定 (End User Configuration)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 マネージャの Cisco Unified Communications Manager Assistant 情報を設定するには、[関連リンク

(Related Links)] ドロップダウン リスト ボックスから [マネージャの設定 (Manager Configuration)] を
選択し、[移動 (Go)] をクリックします。

ステップ 4 [マネージャの設定 (Manager Configuration)] ウィンドウが開き、マネージャ情報、アシスタント情報、

および制御回線情報が表示されます。
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ステップ 5 ソフトキー テンプレート、およびマネージャの電話機用のインターコム回線用スピーカフォンを使用し

た自動応答を、Cisco IP Manager Assistant サービス パラメータに基づいて自動的に設定するには、[自動

設定 (Automatic Configuration)] チェックボックスをオンにします。

（注） インターコムの自動設定が適用されるのは、Cisco Unified IP Phone 7940 および 7960 で Cisco 
Unified Communications Manager Assistant インターコム機能を使用している場合だけです。

ステップ 6 [シェアドラインの使用 (Uses Shared Lines)] チェックボックスをオンにします。

ステップ 7 [デバイス名 /プロファイル (Device Name/Profile)] ドロップダウン リスト ボックスで、マネージャに

関連付けるデバイス名またはデバイス プロファイルを選択します （エクステンション モビリティで

は、デバイス プロファイルを利用できます）。Cisco Unified Communications Manager Assistant での 
Cisco エクステンション モビリティの使用については、「エクステンション モビリティ」（P.12-13）を

参照してください。

（注） マネージャが在宅勤務をする場合は、[エクステンションモビリティを使用 (Mobile Manager)] 
チェックボックスをオンにし、必要に応じてデバイス プロファイルを選択します。デバイス プ
ロファイルを選択した場合、マネージャは Cisco Unified Communications Manager Assistant 
にアクセスする前に、エクステンション モビリティを使用して電話機にログインする必要があ

ります。

ステップ 8 必要に応じて、[インターコム回線 (Intercom Line)] ドロップダウン リスト ボックスで、マネージャの

インターコム ライン アピアランスを選択します。

（注） 選択されたインターコム回線は、Cisco Unified Communications Manager Assistant および 
Cisco Unified Communications Manager のインターコム機能に適用されます。

ステップ 9 必要に応じて、[アシスタントプール (Assistant Pool)] ドロップダウン リスト ボックスから、適切な

プール番号（1 ～ 3）を選択します。

ステップ 10 アシスタントをマネージャに割り当てるには、[使用可能なアシスタント (Available Assistants)] リスト

でアシスタントの名前を選択し、下矢印をクリックして、それを [割り当てられているアシスタント

(Associated Assistants)] リスト ボックスに移動します。

ヒント アシスタント名を強調表示し、[詳細の表示 (View Details)] リンクをクリックすると、[アシス

タントの設定 (Assistant Configuration)] ウィンドウに移動できます。

ステップ 11 Cisco Unified Communications Manager Assistant 制御回線を設定するには、[使用可能な回線

(Available Lines)] リスト ボックスで対象の回線を選択し、下矢印をクリックして、それを [選択され

ている回線 (Selected Lines)] リスト ボックスに移動します。

（注） 制御回線は常にシェアドラインの電話番号である必要があります。

[ 選択されている回線 (Selected Lines)] 選択ボックスと Cisco Unified Communications Manager 
Assistant コントロールから回線を削除する場合は、その回線を強調表示して、上矢印をクリックしま

す。
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ステップ 12 [保存 (Save)] ボタンをクリックします。

[ 自動設定 (Automatic Configuration)] チェックボックスをオンにして、サービス パラメータが無効な

場合、メッセージが表示されます。

自動設定に成功すると、マネージャ デバイスがリセットされます。デバイス プロファイルを設定した

場合、マネージャはログアウトしてからデバイスにログインして、設定を適用する必要があります。

（注） 名前、ユーザ ロケール、PIN など、Cisco Unified Communications Manager Assistant 以外のユーザ設

定が変更された場合、ユーザ（マネージャまたはアシスタント）が Cisco Unified Communications 
Manager Assistant からログアウトし、もう一度ログインするまで変更内容は反映されません。

追加情報

「関連項目」（P.12-33）を参照してください。

マネージャの Cisco Unified Communications Manager Assistant 情報の削除

マネージャの Cisco Unified Communications Manager Assistant 情報を削除するには、次の手順を実行

します。マネージャの、Cisco Unified Communications Manager Assistant 以外の情報の削除について

は、『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「エンド ユーザの

設定」を参照してください。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager Assistant 情報を削除するマネージャを検索するには、Cisco 
Unified Communications Manager の管理ページで、[ユーザ管理 (User Management)] > [エンドユーザ

(End User)] を選択します。

ステップ 2 [ユーザの検索と一覧表示 (Find and List Users)] ウィンドウで、[検索 (Find)] ボタンをクリックします。

このウィンドウには、Cisco Unified Communications Manager で設定されているすべてのエンド ユー

ザが表示されます。

ステップ 3 [ユーザの検索と一覧表示 (Find and List Users)] ウィンドウで、情報を削除するマネージャを選択しま

す。[エンドユーザの設定 (End User Configuration)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [関連リンク (Related Links)] ドロップダウン リスト ボックスで [マネージャの設定 (Manager 
Configuration)] を選択し、[移動 (Go)] をクリックします。

選択したユーザの [ マネージャの設定 (Manager Configuration)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 [削除 (Delete)] ボタンをクリックします。

更新した内容は、すぐに適用されます。

追加情報

「関連項目」（P.12-33）を参照してください。
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マネージャの Cisco Unified Communications Manager Assistant 設定の更新

マネージャの Cisco Unified Communications Manager Assistant 情報を更新するには、次の手順を実行

します。マネージャの、Cisco Unified Communications Manager Assistant 以外の情報の更新について

は、『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「エンド ユーザの

設定」を参照してください。

手順

ステップ 1 情報を更新するマネージャを検索するには、Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、

[ユーザ管理 (User Management)] > [エンドユーザ (End User)] を選択します。

ステップ 2 [ユーザの検索と一覧表示 (Find and List Users)] ウィンドウで、[検索 (Find)] ボタンをクリックします。

このウィンドウには、Cisco Unified Communications Manager で設定されているすべてのエンド ユー

ザが表示されます。

ステップ 3 [ユーザの検索と一覧表示 (Find and List Users)] ウィンドウで、情報を更新するマネージャを選択しま

す。[エンドユーザの設定 (End User Configuration)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [関連リンク (Related Links)] ドロップダウン リスト ボックスで [マネージャの設定 (Manager 
Configuration)] を選択し、[移動 (Go)] をクリックします。

選択したユーザの [ マネージャの設定 (Manager Configuration)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 デバイス名、制御回線、インターコム ライン アピアランスなど、変更対象の情報を更新します。

ステップ 6 [保存 (Save)] ボタンをクリックします。

更新した内容は、すぐに適用されます。

（注） [自動設定 (Automatic Configuration)] チェックボックスをオンにすると、ソフトキー テンプ

レート、およびマネージャの電話機用のインターコム回線用スピーカフォンを使用した自動応

答が、Cisco IP Manager Assistant サービス パラメータに基づいて自動的に設定されます。

（注） 名前、ユーザ ロケール、PIN など、Cisco Unified Communications Manager Assistant 以外のユーザ設

定が変更された場合、ユーザ（マネージャまたはアシスタント）が Cisco Unified Communications 
Manager Assistant からログアウトし、もう一度ログインするまで変更内容は反映されません。

追加情報

「関連項目」（P.12-33）を参照してください。

アシスタントのシェアドラインと着信インターコム回線の設定

次の項目を設定するには、[エンドユーザの設定 (End User Configuration)] ウィンドウの [アシスタン

トの設定 (Assistant Configuration)] を使用します。

 • アシスタントの電話機のデバイス名。

 • アシスタントがマネージャ宛のコールの応答に使用するインターコム回線（オプション）。

 • アシスタントの電話機を関連付けるマネージャのシェアドライン（マネージャとアシスタントが同

じ電話番号を共有している場合、これは自動的に実行されます）。
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管理者は、1 つ以上の回線をシェアドライン アピアランスで設定できます。Cisco Unified 
Communications Manager システムは、ある電話番号が同じパーティション内の複数のデバイスに表示

される場合、その電話番号をシェアドラインと見なします。

シェアドライン アピアランスでは、たとえば、1 つの電話番号がマネージャの電話機の回線 1 とアシス

タントの電話機の回線 2 に表示されるようにシェアドラインを設定することができます。

アシスタントについてマネージャのシェアドライン アピアランスと着信インターコム ライン アピアラ

ンスを設定するには、次の手順を実行します。新しいユーザの設定とデバイスの関連付けについては、

『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「エンド ユーザの設定」

を参照してください。

ヒント アシスタントの Cisco Unified Communications Manager Assistant 情報を設定する前に、マネージャの

情報を設定し、マネージャにアシスタントを割り当てる必要があります。「シェアドライン モード用の

マネージャの設定とアシスタントの割り当て」（P.12-24）を参照してください。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager Assistant 情報を設定するアシスタントを検索するには、Cisco 
Unified Communications Manager の管理ページで、[ユーザ管理 (User Management)] > [エンドユーザ

(End User)] を選択します。

ステップ 2 [ユーザの検索と一覧表示 (Find and List Users)] ウィンドウで、[検索 (Find)] ボタンをクリックします。

このウィンドウには、Cisco Unified Communications Manager で設定されているすべてのエンド ユー

ザが表示されます。

ステップ 3 選択されたアシスタントのユーザ情報を表示するには、ユーザ名をクリックします。

[ エンドユーザの設定 (End User Configuration)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 アシスタントの情報を設定するには、[関連リンク (Related Links)] ドロップダウン リスト ボックスか

ら [アシスタントの設定 (Assistant Configuration)] を選択し、[移動 (Go)] をクリックします。

選択したユーザの [ アシスタントの設定 (Assistant Configuration)] ウィンドウが表示されます。

（注） [自動設定 (Automatic Configuration)] チェックボックスをオンにすると、システムは Cisco IP 
Manager Assistant サービス パラメータの設定に基づいて自動的にソフトキー テンプレートと

インターコム回線を設定します。また、システムはインターコム回線用のスピーカフォンを使

用した自動応答を設定します。

ステップ 5 [デバイス名 (Device Name)] ドロップダウン リスト ボックスで、アシスタントに関連付けるデバイス

名を選択します。

ステップ 6 [インターコム回線 (Intercom Line)] ドロップダウン リスト ボックスで、アシスタントの着信インター

コム ライン アピアランスを選択します。

ステップ 7 [プライマリ回線 (Primary Line)] ドロップダウン リスト ボックスで、アシスタントのプライマリ回線

を選択します。

[ 割り当てられているマネージャ (Associated Managers)] 選択リスト ボックスに、前に設定したマネー

ジャの名前が表示されます。
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ヒント 既存のマネージャ設定情報を表示するには、[割り当てられているマネージャ (Associated 
Managers)] リストにあるマネージャ名を強調表示し、[詳細の表示 (View Details)] リンクをク

リックします。[マネージャの設定 (Manager Configuration)] ウィンドウが表示されます。[ア
シスタントの設定 (Assistant Configuration)] ウィンドウに戻るには、[マネージャの設定

(Manager Configuration)] ウィンドウでアシスタント名を強調表示し、[詳細の表示 (View 
Details)] リンクをクリックします。

ステップ 8 マネージャの回線をアシスタントの回線に関連付けるには、[アシスタント回線へのマネージャの割り

当て (Manager Association to Assistant Line)] 選択ボックスで次の手順を実行します。

a. [使用可能な回線 (Available Lines)] ドロップダウン リスト ボックスで、マネージャの回線に関連

付けるアシスタントの回線を選択します。

b. [マネージャ名 (Manager Names)] ドロップダウン リスト ボックスで、アシスタントを関連付ける、

設定済みのマネージャ名を選択します。

c. [マネージャの回線 (Manager Lines)] ドロップダウン リスト ボックスで、アシスタントの回線に関

連付けるマネージャの回線を選択します。

ステップ 9 [保存 (Save)] ボタンをクリックします。

更新した内容は、すぐに適用されます。自動設定を選択している場合、アシスタント デバイスは自動

的にリセットされます。

追加情報

「関連項目」（P.12-33）を参照してください。

アシスタントの Cisco Unified Communications Manager Assistant 情報の削除

アシスタントの Cisco Unified Communications Manager Assistant 情報を削除するには、次の手順を実

行します。アシスタントの、Cisco Unified Communications Manager Assistant 以外の情報の削除につ

いては、『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「エンド ユー

ザの設定」を参照してください。

手順

ステップ 1 情報を削除するアシスタントを検索するには、Cisco Unified Communications Manager の管理ページ

で、[ユーザ管理 (User Management)] > [エンドユーザ (End User)] を選択します。

ステップ 2 [ユーザの検索と一覧表示 (Find and List Users)] ウィンドウで、[検索 (Find)] ボタンをクリックします。

このウィンドウには、Cisco Unified Communications Manager で設定されているすべてのエンド ユー

ザが表示されます。

ステップ 3 [ユーザの検索と一覧表示 (Find and List Users)] ウィンドウで、情報を削除するアシスタントを選択し

ます。[エンドユーザの設定 (End User Configuration)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [関連リンク (Related Links)] ドロップダウン リスト ボックスで [アシスタントの設定 (Assistant 
Configuration)] を選択し、[移動 (Go)] をクリックします。

選択したユーザの [ アシスタントの設定 (Assistant Configuration)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 [削除 (Delete)] ボタンをクリックします。

更新した内容は、すぐに適用されます。
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（注） 名前、ユーザ ロケール、PIN など、Cisco Unified Communications Manager Assistant 以外のユーザ設

定が変更された場合、ユーザ（マネージャまたはアシスタント）が Cisco Unified Communications 
Manager Assistant からログアウトし、もう一度ログインするまで変更内容は反映されません。

追加情報

「関連項目」（P.12-33）を参照してください。

アシスタントの Cisco Unified Communications Manager Assistant 設定の更新

アシスタントの Cisco Unified Communications Manager Assistant 情報を更新するには、次の手順を実

行します。アシスタントの、Cisco Unified Communications Manager Assistant 以外の情報の更新につ

いては、『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「エンド ユー

ザの設定」を参照してください。

手順

ステップ 1 情報を更新するアシスタントを検索するには、Cisco Unified Communications Manager の管理ページ

で、[ユーザ管理 (User Management)] > [エンドユーザ (End User)] を選択します。

ステップ 2 [ユーザの検索と一覧表示 (Find and List Users)] ウィンドウで、[検索 (Find)] ボタンをクリックします。

このウィンドウには、Cisco Unified Communications Manager で設定されているすべてのエンド ユー

ザが表示されます。

ステップ 3 [ユーザの検索と一覧表示 (Find and List Users)] ウィンドウで、情報を更新するアシスタントを選択し

ます。[エンドユーザの設定 (End User Configuration)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [関連リンク (Related Links)] ドロップダウン リスト ボックスで [アシスタントの設定 (Assistant 
Configuration)] を選択し、[移動 (Go)] をクリックします。

選択したユーザの [ アシスタントの設定 (Assistant Configuration)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 デバイス名、インターコム回線、マネージャ関連付け情報など、変更対象の情報を更新します。

ステップ 6 [保存 (Save)] ボタンをクリックします。

更新した内容は、すぐに適用されます。

（注） 自動設定の実行中、システムは自動的に Cisco IP Manager Assistant サービス パラメータの設

定に基づいてソフトキー テンプレートおよびインターコム回線を設定し、インターコム回線用

のスピーカフォンの自動応答を設定します。自動設定を使用しない場合は、[自動設定

(Automatic Configuration)] チェックボックスをオフにします。

（注） 名前、ユーザ ロケール、PIN など、Cisco Unified Communications Manager Assistant 以外のユーザ設

定が変更された場合、ユーザ（マネージャまたはアシスタント）が Cisco Unified Communications 
Manager Assistant からログアウトし、もう一度ログインするまで変更内容は反映されません。

追加情報

「関連項目」（P.12-33）を参照してください。
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ダイヤル ルールの設定

管理者は、ダイヤル ルールの設定を使用して、ダイヤル ルールの優先順位を追加およびソートできま

す。Cisco Unified Communications Manager Assistant のダイヤル ルールは、アシスタントがダイヤル

する電話番号から自動的に数字を除去したり、電話番号に数字を追加したりします。たとえば、7 桁の

電話番号の先頭に、外線発信用の数字 9 を自動的に追加します。

次の各項では、アプリケーション ダイヤル ルールの追加情報を示します。

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「アプリケーション ダイヤル ルー

ル設定の設計」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「アプリケーション ダイヤル ルー

ル設定のエラー チェック」

Cisco Unified Communications Manager Assistant の
マネージャおよびアシスタントへの情報提供

URL にアクセスして、Cisco Unified Communications Manager Assistant の Assistant Console アプリ

ケーションをインストールします。管理者は、「Assistant Console プラグインのインストール」

（P.12-31）に示す URL をアシスタントに通知します。

（注） Assistant Console アプリケーションのインストール プログラムでは、Microsoft Internet Explorer 7、
Internet Explorer 8、FireFox 3.x、および Safari 4.x をサポートしています。

Assistant Console プラグインのインストール

Assistant Console アプリケーションのインストールでは、Internet Explorer 7、Microsoft Internet 
Explorer 8、FireFox 3.x、および Safari 4.x をサポートしています。アプリケーションは、Windows 
XP、Windows Vista、または Apple MAC OS X を実行する PC にインストールできます。

以前の 5.x または 6.x バージョンの Assistant Console アプリケーションは、Cisco Unified 
Communications Manager 7.1 と連携します。ただし、7.1 プラグインをインストールする場合は、そ

の前に、以前の 5.x または 6.x バージョンの Assistant Console アプリケーションをアンインストールす

る必要があります。

以前のバージョンの Assistant Console アプリケーションは、Windows Vista では動作しません。PC が 
Windows Vista を実行している場合は、プラグインをインストールしてください。

Cisco Unified CallManager リリース 4.x から Cisco Unified Communications Manager 7.1 へアップグ

レードしたら、その後に、Assistant Console プラグインをインストールする必要があります。プラグ

インをインストールする前に、4.x バージョンの Assistant Console アプリケーションをアンインストー

ルする必要があります。

以前のバージョンの Assistant Console アプリケーション（6.0(1)、4.x、または 5.1(3) よりも前の 5.x 
バージョン）をアンインストールする場合は、[スタート ] > [プログラム ] > [Cisco Unified 
CallManager Assistant] から Assistant Console のアンインストールを選択します。

5.1(3) または 6.1(x) の Assistant Console アプリケーションをアンインストールするには、[コントロー

ルパネル ] に移動して削除します。
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ヒント Assistant Console アプリケーションが動作するには、C:¥Program Files¥Cisco¥Cisco Unified 
Communications Manager に JRE1.4.2_05 が存在している必要があります。

Assistant Console アプリケーションをインストールするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Assistant Console アプリケーションをインストールする PC から、Cisco Unified Communications Manager 
の管理ページを参照し、[アプリケーション (Application)] > [プラグイン (Plugins)] を選択します。

ステップ 2 Cisco Unified Communications Manager Assistant プラグインの [ダウンロード (Download)] リンクを

クリックします。実行ファイルを適切な場所に保存します。

ステップ 3 実行ファイルを検索して実行します。

ヒント アプリケーションを Windows Vista PC にインストールする場合、セキュリティ ウィンドウが

表示されることがあります。インストールを許可して続行します。

インストール ウィザードが表示されます。

ステップ 4 [Welcome] ウィンドウで [Next] をクリックします。

ステップ 5 ライセンス契約書に同意し、[Next] をクリックします。

ステップ 6 アプリケーションのインストール先となる場所を選択します。インストール先を選択した後、[Next] 
をクリックします。

ヒント デフォルトでは、アプリケーションは C:¥Program Files¥Cisco¥ Unified Communications 
Manager Assistant Console にインストールされます。

ステップ 7 アプリケーションをインストールするには、[Next] をクリックします。

インストールが開始します。

ステップ 8 インストールが完了したら、[Finish] をクリックします。

ヒント Assistant Console を起動するには、デスクトップ アイコンをクリックするか、[スタート ] メニューの [プ
ログラム ] で、[Cisco Unified Communications Manager Assistant] > [Assistant Console] を選択します。 
 

アシスタントがコンソールにログインする前に、Cisco IP Manager Assistant サービスがアクティブに

なっている Cisco Unified Communications Manager サーバのポート番号、および IP アドレスまたはホ

スト名をアシスタントに通知します。アシスタントは、コンソールへの初回ログイン時に、[Cisco 
Unified Communications Manager Assistant Serverのポート ] および [Cisco Unified Communications 
Manager Assistant Serverのホスト名または IPアドレス ] フィールドに情報を入力する必要があります。 
 

アシスタントがコンソールにログインする前に、コンソールにログインするために必要なユーザ名とパ

スワードをアシスタントに通知します。 
 

[Cisco Unified Communications Manager Assistantの設定 ] ウィンドウの [詳細設定 ] タブで、

Assistant Console のトレースを有効にできます。
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Assistant Console ダイアログ オプション

アシスタント コンソールには、次のオプションを含むダイアログが表示されます。

 • [インストール先 ]：Assistant Console ソフトウェアのインストール先となるディレクトリのパス。

デフォルトでは、次のパスが指定されます。

c:¥Program Files¥Cisco¥Unified Communications Manager Assistant Console

 • [デスクトップショートカットの作成 ]：デフォルト値は [True]。このパラメータは、アシスタント 
コンソールでショートカットを作成するかどうかを指定します。

 • [スタート ]メニューのショートカットの作成 ]：デフォルト値は [True]。このパラメータによっ

て、[スタート ] メニュー（[スタート ] > [プログラム ] > [Cisco Unified Communications Manager 
Assistant] > [Assistant Console]）にショートカットを作成するかどうかが決まります。

 • [JREのインストール ]：デフォルト値は [True]。このパラメータによって、Unified CM Assistant 
アシスタント コンソールとともに JRE をインストールするかどうかを指定します。このオプショ

ンをオフにする場合は、アシスタント コンソールで次の設定が必要です。

 – アシスタント コンソールへの JRE 1.4.2_05（国際バージョン）のインストール

 – アシスタント コンソールでの環境変数 Assistant_JRE の作成（この環境変数は JRE へのパス

（たとえば、c:¥Program Files¥Jave¥j2re1.4.2_05）を示します）

マネージャの設定

マネージャは、次の URL を使用して、[マネージャの設定 (Manager Configuration)] ウィンドウで機能

の個人用設定をカスタマイズできます。

https://<Cisco Unified Communications Manager Assistant サーバ>:8443/ma/desktop/maLogin.jsp

変数の意味は、次のとおりです。

Cisco Unified Communications Manager Assistant サーバには、Cisco IP Manager Assistant サービスを

実行しているサーバの IP アドレスを指定します。

（注） Manager Configuration では、Microsoft Internet Explorer 6.0 以降のみをサポートしています。

管理者は、この URL をマネージャに通知する必要があります。

追加情報

「関連項目」（P.12-33）を参照してください。

関連項目
 • 「シェアドライン サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistant の設定チェッ

クリスト」（P.12-2）

 • 「Cisco Unified Communications Manager Assistant の概要」（P.12-6）

 • 「シェアドライン サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistant のシステム要

件」（P.12-11）

 • 「インタラクションおよび制限事項」（P.12-12）
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 • 「Cisco Unified Communications Manager Assistant のインストールとアクティブ化」（P.12-16）

 • 「シェアドライン サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistant の設定」

（P.12-16）

 • 「Cisco Unified Communications Manager Assistant のマネージャおよびアシスタントへの情報提

供」（P.12-31）

 • 「プロキシ回線サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistant」（P.11-1）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「ソフトキー テンプレート」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「電話番号の概要」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「電話番号の設定」

 • 「Cisco IP Manager Assistant サービス」（P.12-7）

 • 「Cisco Unified IP Phone のインターフェイス」（P.12-9）

 • 「マネージャおよびアシスタントの電話機の設定」（P.12-21）

 • 「マネージャおよびアシスタント以外の電話機」（P.12-23）

 • 「シェアドライン モード用のマネージャの設定とアシスタントの割り当て」（P.12-24）

 • 「マネージャの Cisco Unified Communications Manager Assistant 情報の削除」（P.12-26）

 • 「マネージャの Cisco Unified Communications Manager Assistant 設定の更新」（P.12-27）

 • 「アシスタントのシェアドラインと着信インターコム回線の設定」（P.12-27）

 • 「アシスタントの Cisco Unified Communications Manager Assistant 情報の削除」（P.12-29）

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「エンド ユーザの

設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「エンド ユーザと

デバイスとの関連付け」

 • 「インターコム」（P.27-1）

参考資料

 • 『Cisco Unified Communications Manager Assistant User Guide』

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』

 • 『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』

 • 『Cisco Unified Communications Manager CDR Analysis and Reporting Administration Guide』

 • 『Cisco Unified Communications Manager Bulk Administration ガイド』

 • 『Cisco Unified Communications Manager セキュリティ ガイド』



C H A P T E R
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Cisco Unified Communications Manager 
Auto-Attendant

Cisco Unified Communications Manager Auto-Attendant は、発信者が電話受付係と話をせずに組織内

の人物を検索できる、シンプルな自動アテンダントです。発信者に対して再生されるプロンプトはカス

タマイズできますが、このソフトウェアが発信者と対話する方法はカスタマイズできません。

Cisco Unified Communications Manager Auto-Attendant は、Cisco Unified Communications Manager 
5 agent Cisco Unified Contact Center Express Bundle にある Cisco Unified Communications Manager 
とセットで販売されています。

この章では、Cisco Customer Response Solutions (CRS) 5.0 上で動作する Cisco Unified 
Communications Manager Auto-Attendant について説明します。

（注） Cisco Unified Communications Manager でサポートされる Cisco CRS のバージョンについては、次の 
URL を参照してください。 
http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/systems/unified/iptmtrix.htm
 

Cisco Customer Response Solutions のマニュアルを入手するには、次の URL を参照してください。 
http://www.cisco.com/en/US/products/sw/custcosw/ps1846/products_installation_and_configuration_g
uides_list.html

Cisco Unified Communications Manager Auto-Attendant を理解、インストール、設定、および管理す

るには、次のトピックを参照してください。

 • 「Cisco Unified Communications Manager Auto-Attendant の設定チェックリスト」（P.13-2）

 • 「Cisco Unified Communications Manager Auto-Attendant について」（P.13-3）

 • 「Cisco Unified Communications Manager Auto-Attendant のインストール」（P.13-6）

 • 「Cisco Unified Communications Manager Auto-Attendant および Cisco CRS Engine の設定」

（P.13-6）

 • 「Cisco Unified Communications Manager Auto-Attendant の管理」（P.13-7）

 • 「関連項目」（P.13-8）

http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/systems/unified/iptmtrix.htm
http://www.cisco.com/en/US/products/sw/custcosw/ps1846/products_installation_and_configuration_guides_list.html


 

13-2
Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド

第 13 章      Cisco Unified Communications Manager Auto-Attendant            
    Cisco Unified Communications Manager Auto-Attendant の設定チェックリスト

Cisco Unified Communications Manager 
Auto-Attendant の設定チェックリスト

Cisco Unified Communications Manager Auto-Attendant は、発信者が電話受付係と話をせずに組織内

の人物を検索できる、シンプルな自動アテンダントです。発信者に対して再生されるプロンプトはカス

タマイズできますが、このソフトウェアが発信者と対話する方法はカスタマイズできません。

Cisco Unified Communications Manager Auto-Attendant は、Cisco Unified Communications Manager 
5 agent Cisco Unified Contact Center Express Bundle にある Cisco Unified Communications Manager 
とセットで販売されています。

表 13-1 に、Cisco Unified Communications Manager Auto-Attendant を設定する手順を示します。

Cisco Unified Communications Manager Auto-Attendant の詳細については、「Cisco Unified 
Communications Manager Auto-Attendant について」（P.13-3）および 「関連項目」（P.13-8）を参照し

てください。

表 13-1 Cisco Unified Communications Manager Auto-Attendantの設定チェックリスト 

設定手順 関連手順と関連項目

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager をインストールして設

定します。

『Installing Cisco Unified Communications 
Manager Release 8.0(2)』

『Cisco Unified Communications Manager アドミ
ニストレーション ガイド』

『Cisco Unified Communications Manager システ
ム ガイド』

ステップ 2 Cisco Unified Communications Manager のユーザを設定しま

す。

『Cisco Unified Communications Manager アドミ
ニストレーション ガイド』の「エンド ユーザの

設定」

ステップ 3 Cisco Customer Response Solutions（CRS）Engine を設定しま

す。Cisco Unified Communications Manager Auto-Attendant を
使用するには、Cisco CRS をインストールして設定しておく必

要があります。Cisco CRS Engine は、ソフトウェア、およびソ

フトウェアからテレフォニー システムへの接続を制御します。

 • 必要に応じて、クラスタを設定する。

 • サーバを設定する。

 • Unified CM テレフォニー コール制御グループを追加する。

 • Cisco Media Termination サブシステムをプロビジョニング

する。

 • 新しい Cisco Unified Communications Manager 
Auto-Attendant を追加する。

 • Unified CM テレフォニー トリガーを設定する。

これらの手順は、次に示す Cisco CRS のマニュア

ルで説明されています。

『Cisco Customer Response Solutions 
Administration Guide, Release 5.0(1)』

『Cisco Customer Response Solutions Installation 
Guide』
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Cisco Unified Communications Manager 
Auto-Attendant について

Cisco Unified Communications Manager Auto-Attendant は、Cisco Unified Communications Manager 
と連携して、特定の電話内線宛のコールを受信します（図 13-1 を参照）。発信者と対話して、発信者が

組織内の通話相手の内線番号を検索し、選択できるようにします。

次の項では、Cisco Unified Communications Manager Auto-Attendant について説明します。

 • 「Cisco Unified Communications Manager Auto-Attendant の概要」（P.13-4）

 • 「Cisco Unified Communications Manager Auto-Attendant のコンポーネント」（P.13-5）

ステップ 4 Cisco Unified Communications Manager Auto-Attendant をカス

タマイズして、Auto-Attendant のプロンプトを自動アテンダン

トの使用状況に適したものにします。

 • Cisco Unified Communications Manager Auto-Attendant の
インスタンスを変更する。

 • Cisco Unified Communications Manager Auto-Attendant プ
ロンプトを設定する。

 – ウェルカム プロンプトの録音

 – ウェルカム プロンプトの設定

 – 音声名のアップロード

これらの手順は、次に示す Cisco CRS のマニュア

ルで説明されています。

『Cisco Customer Response Solutions 
Administration Guide, Release 5.0(1)』

表 13-1 Cisco Unified Communications Manager Auto-Attendantの設定チェックリスト （続き）

設定手順 関連手順と関連項目
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図 13-1 Cisco Unified Communications Manager Auto-Attendant の使用

Cisco Unified Communications Manager Auto-Attendant の概要

Cisco Unified Communications Manager Auto-Attendant は、次の機能を提供します。

 • コールに応答する。

 • ユーザが設定可能なウェルカム プロンプトを再生する。

 • 発信者に対して、次の 3 つのアクションのいずれかを実行するように求めるメイン メニュー プロ

ンプトを再生する。

 – 0 を押してオペレータを呼び出す。

 – 1 を押して内線番号を入力する。

 – 2 を押して名前を入力する。

 • 発信者が名前入力を選択した（2 を押した）場合は、発信者の入力した文字と、利用可能な内線番

号に対して設定されている名前を比較する。

 – 一致する名前が存在する場合は、一致したユーザに転送することを通知する。発信者は、転送

を停止するには 2 秒以内にいずれかの DTMF キーを押します。発信者が転送を停止しない場

合、システムは明示的な確認処理を実行します。ユーザに対して、名前を確認するように求

め、コールをユーザのプライマリ内線に転送します。

 – 一致する名前が複数存在する場合は、発信者に対して、正しい内線を選択するように求める。

 – 一致する名前が多数存在する場合は、発信者に対して、さらに文字を入力するように求める。

 • 発信者が宛先を指定し終わったら、コールを転送する。

 – 回線がビジーになっている場合またはインサービスでない場合は、発信者に状況を通知し、メ

イン メニュー プロンプトをもう一度再生する。

Cisco Unified
Communications ManagerPSTN

20
22

25

Auto-Attendant

Cisco IP
SoftPhone

IP 

Cisco Unified IP Phone IP
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追加情報

「関連項目」（P.13-8）を参照してください。

Cisco Unified Communications Manager Auto-Attendant のコンポー
ネント

Cisco Customer Response Solutions（CRS）Platform は、Cisco Unified Communications Manager 
Auto-Attendant の実行に必要なコンポーネントを提供します。このプラットフォームは、IP 対応のマ

ルチメディア（音声 /データ /Web）カスタマー ケア アプリケーション環境を提供します。

（注） Cisco CRS は、Cisco CRS プラットフォーム上の製品である Cisco Unified Contact Center Express と 
Cisco Unified IP IVR の名前で販売されています。

Cisco Unified Communications Manager Auto-Attendant は、Cisco CRS Platform の 3 つの主要コン

ポーネントを利用しています。

 • ゲートウェイ：Unified Communications ネットワークを Public Switched Telephone Network
（PSTN; 公衆電話交換網）およびその他の構内電話システム（Public Branch Exchange（PBX; 構
内交換機）など）に接続します。ゲートウェイは、別途購入する必要があります。

 • Cisco Unified Communications Manager サーバ：IP Phone の実装、ゲートウェイの管理、電話シ

ステムに対するフェールオーバー サービスと冗長化サービスの提供、および Voice over IP トラ

フィックの Cisco CRS システムへの送信に必要な機能を備えています。Cisco Unified 
Communications Manager は、別途購入する必要があります。

 • Cisco CRS Server：Cisco Unified Communications Manager Auto-Attendant を実行する Cisco 
CRS Engine を備えています。Cisco CRS Server と Cisco CRS Engine は Cisco Unified 
Communications Manager Auto-Attendant のパッケージに含まれています。

Cisco CRS Platform の詳細については、次の URL を参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/products/sw/custcosw/ps1846/products_installation_and_configuration_g
uides_list.html

追加情報

「関連項目」（P.13-8）を参照してください。

Cisco Unified Communications Manager 
Auto-Attendant のシステム要件

Cisco Unified Communications Manager Auto-Attendant が動作するには、次のソフトウェア コンポー

ネントが必要です。

 • Cisco Unified Communications Manager

 • Cisco CRS Release 5.0

Cisco Unified Communications Manager Auto-Attendant は、Cisco Media Convergence Server（Cisco 
MCS）プラットフォームまたはシスコ認定サーバ上で動作します。
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次に示すシスコ製品のマニュアルを参照してください。

 • Cisco Unified Communications Manager のインストール マニュアル

http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps556/prod_installation_guides_list.html

 • Cisco CRS のマニュアル

http://www.cisco.com/en/US/products/sw/custcosw/ps1846/products_installation_and_configuratio
n_guides_list.html

Cisco Unified Communications Manager 
Auto-Attendant のインストール

インストールの必要はありません。Auto-Attendant は、標準で 5 Seat Bundle とセットで販売されてい

ます。詳細については、『Cisco Customer Response Solutions Administration Guide, Release 5.0(1)』お

よび『Cisco Customer Response Solutions Installation Guide』を参照してください。

追加情報

「関連項目」（P.13-8）を参照してください。

Cisco Unified Communications Manager 
Auto-Attendant および Cisco CRS Engine の設定

Cisco Unified Communications Manager Auto-Attendant の設定方法については、「Cisco Unified 
Communications Manager Auto-Attendant の設定チェックリスト」（P.13-2）を参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps556/prod_installation_guides_list.html
http://www.cisco.com/en/US/products/sw/custcosw/ps1846/products_installation_and_configuration_guides_list.html
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Cisco Unified Communications Manager 
Auto-Attendant の管理

Cisco Unified Communications Manager Auto-Attendant を管理するには、Cisco CRS Administration 
を使用します。このインターフェイスを利用して次のタスクを実行する方法については、オンライン 
ヘルプを参照してください。表 13-2 に、管理タスクを示します。

追加情報

「関連項目」（P.13-8）を参照してください。

表 13-2 Cisco Unified Communications Manager Auto-Attendant の管理 

タスク 目的

コマンド（Cisco CRS Administration のメイン ウィン

ドウ内）

Cisco CRS Engine の起動と

停止

自動アテンダントを機能させる

には、このエンジンを実行する

必要があります。エンジンを停

止して再起動すると、問題の解

決やトラブルシューティングに

役立ちます。

[System] > [Control Center] を選択し、左側のメニューで 
[Cisco CRS Engine] をクリックします。表示されるリスト

で、「CRS Engine」を探します。[Status] カラムが右向き

の三角形のボタンになっている場合、そのエンジンは動作

しています。

このカラムに四角形が表示されている場合、エンジンは動

作していません。エンジンを再起動するには、「CRS 
Engine」の横のオプション ボタンをクリックし、

[Restart] をクリックします。

動作しているエンジンを停止する場合は、「CRS Engine」
の横のオプション ボタンをクリックし、[Stop] をクリッ

クします。

Cisco CRS Engine の設定の

変更

問題を解決するために、エンジ

ンの設定を変更します。

[System] > [System Parameters] を選択します。

トレース ファイルの設定 トラブルシューティング情報を

収集するためのトレース ファイ

ルを設定します。

[System] > [Tracing] を選択し、[Trace File 
Configuration]  をクリックします。詳細については、オン

ライン ヘルプを参照してください。

トレース ファイルの表示 トレース ファイルを表示して、

トレース結果を参照します。

[System] > [Control Center] を選択し、 サーバ名をクリッ

クします。[Server Traces] リンクをクリックします。作成

したトレース ファイルを選択してください。

リアルタイムのパフォーマ

ンス監視

リアルタイム レポート モニタを

インストールすると、実行され

ているシステムのパフォーマン

スを監視できます。

[Tools] > [Real-Time Reporting] を選択します。Real Time 
Reporting の使用方法については、オンライン ヘルプを参

照してください。
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関連項目
 • 「Cisco Unified Communications Manager Auto-Attendant の設定チェックリスト」（P.13-2）

 • 「Cisco Unified Communications Manager Auto-Attendant について」（P.13-3）

 • 「Cisco Unified Communications Manager Auto-Attendant の概要」（P.13-4）

 • 「Cisco Unified Communications Manager Auto-Attendant のコンポーネント」（P.13-5）

 • 「Cisco Unified Communications Manager Auto-Attendant のシステム要件」（P.13-5）

 • 「Cisco Unified Communications Manager Auto-Attendant のインストール」（P.13-6）

 • 「Cisco Unified Communications Manager Auto-Attendant および Cisco CRS Engine の設定」

（P.13-6）

 • 「Cisco Unified Communications Manager Auto-Attendant の管理」（P.13-7）



C H A P T E R
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Cisco Unified Mobility

Cisco Unified Mobility を使用すると、Cisco Unified Communications Manager からの着信 IP コール

を、携帯電話など最大 10 種類の指定クライアント デバイスにリダイレクトできます。

たとえば、Cisco Unified Mobility は、ユーザの携帯電話番号をユーザの業務用 IP Phone の番号に関連

付けます。その後、 Cisco Unified Mobility は着信コールを転送して、ユーザの携帯電話と業務用電話

を呼び出します。この結果、発信者の電話番号は 1 つだけユーザの元に到着します。すべての指定デバ

イスで応答されなかったコールは、（モバイル ボイスメールボックスではなく）ユーザの企業用ボイス

メールボックスにリダイレクトされます。

管理者は、Cisco Unified Communications Manager の管理ページを使用してエンド ユーザ向けの設定

を行うことで、Cisco Unified Mobility（旧名称 Cisco Unified MobilityManager）を設定できます。エ

ンド ユーザは、Cisco Unified CM のユーザ オプションのウィンドウを使用して、独自の設定を行うこ

とができます。

Cisco Unified Mobility は、この章で説明する多くの機能で構成されています。この章では、管理者が

従うべき設定手順の概要について説明します。

エンド ユーザが Cisco Unified CM のユーザ オプションのウィンドウを使用して電話機の Cisco 
Unified Mobility 設定を行う際の手順については、特定の Cisco Unified IP Phone モデル向けユーザ ガ
イドを参照してください。

（注） Cisco Unified Mobility に関連する機能や Cisco Unified Mobility Advantage および Cisco Unified 
Mobile Communicator の追加設定を必要とする機能の説明および設定については、「Cisco Unified 
Mobility Advantage と Cisco Unified Mobile Communicator の統合」の章を参照してください。この章

では、Cisco Unified Mobility Advantage および Cisco Unified Mobile Communicator の設定が説明さ

れている他のマニュアルについても記載しています。

この章は、次の内容で構成されています。

 • 「Cisco Unified Mobility の設定チェックリスト」（P.14-2）

 • 「Cisco Unified Mobility の概要」（P.14-4）

 – 「定義」（P.14-5）

 – 「Cisco Unified Mobility 機能のリスト」（P.14-6）

 – 「Cisco Unified Mobility 機能のその他の利点」（P.14-8）

 – 「モバイル コネクト」（P.14-8）

 – 「モバイル ボイス アクセス」（P.14-11）

 – 「Time-of-Day アクセス」（P.14-12）

 – 「DTMF を介したダイレクト コールパーク」（P.14-15）



 

14-2
Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド

第 14 章      Cisco Unified Mobility          
    Cisco Unified Mobility の設定チェックリスト

 – 「SIP URI ダイヤル」（P.14-17）

 – 「インテリジェント セッション制御」（P.14-18）

 • 「インタラクションおよび制限事項」（P.14-28）

 • 「システム要件」（P.14-35）

 • 「Cisco Unified MobilityManager からの移行」（P.14-36）

 • 「Cisco Unified Mobility の設定」（P.14-36）

 – 「アクセス リストの設定」（P.14-37）

 – 「リモート接続先プロファイルの設定」（P.14-42）

 – 「リモート接続先の設定」（P.14-49）

 – 「モバイル ボイス アクセスの電話番号の設定」（P.14-58）

 – 「エンタープライズ機能アクセス用のゲートウェイの設定」（P.14-59）

 – 「モビリティの設定」（P.14-66）

 – 「モビリティ ソフトキーの設定」（P.14-67）

 • 「関連項目」（P.14-67）

Cisco Unified Mobility の設定チェックリスト
Cisco Unified Mobility を使用すると、Cisco Unified Communications Manager からの着信 IP コールを、

携帯電話など最大 10 種類の指定クライアント デバイスにリダイレクトできます。Cisco Unified Mobility 
の機能の詳細については、「Cisco Unified Mobility 機能のリスト」（P.14-6）を参照してください。

表 14-1 では、Cisco Unified Mobility を設定する手順を要約しています。手順の詳細については、表に

示されている章と項を参照してください。また、「関連項目」（P.14-67）も参照してください。

表 14-1  Cisco Unified Mobility の設定チェックリスト 

設定手順 関連手順と関連項目

ステップ 1 Cisco Unified サービスアビリティで Cisco Unified 
Mobile Voice Access サービスをアクティブにしま

す。このサービスは、クラスタの最初のノード上で

アクティブにする必要があります。

サービスのアクティブ化については、『Cisco Unified 
Serviceability Administration Guide』を参照してください。

ステップ 2 ユーザ アカウントを設定します。

（注） [エンドユーザの設定 (End User 
Configuration)] ページで、[モビリティの有効

化 (Enable Mobility)] チェックボックスおよび 
[モバイルボイスアクセスの有効化 (Enable 
Mobile Voice Access)] チェックボックスがオ

ンになっていることを確認してください。

（注） [モビリティの有効化 (Enable Mobility)] 
チェックボックスをオンにすると、ライセ

ンスに対するトリガーが発生し、モバイル 
コネクト用に Device License Unit（DLU; 
デバイス ライセンス ユニット）が消費され

ます。

『Cisco Unified Communications Manager アドミニスト
レーション ガイド』の「エンド ユーザの設定」

ライセンスとモバイル コネクトとの連携については、

「Cisco Unified Mobility のライセンス」の項を参照してく

ださい。
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ステップ 3 各アクセス リストをモバイル コネクト ユーザに割

り当て、リストを許可するか拒否するかを指定する

ことによって、モバイル コネクト用のアクセス リ
ストを作成します。

「アクセス リストの設定」（P.14-37）

ステップ 4 リモート接続先プロファイルを作成し、各ユーザを

プロファイルに割り当てます。

「リモート接続先プロファイルの設定」（P.14-42）

ステップ 5 ユーザのデスクトップの Directory Number（DN; 電
話番号）を関連付けます。

「電話番号とリモート接続先プロファイルの関連付け」

（P.14-45）

ステップ 6 すでに定義したプロファイルを設定の一部として選

択することで、リモート接続先を追加します。

「リモート接続先の設定」（P.14-49）

ステップ 7 [サービスパラメータ設定 (Service Parameter 
Configuration)] ウィンドウで、次の作業を実行しま

す。

 • [Enable Mobile Voice Access] に対して [True] 
を選択し、Mobile Voice Access（MVA; モバイ

ル ボイス アクセス）番号を入力します。この番

号は、エンド ユーザがモバイル ボイス アクセ

スに到達するために使用する Direct Inward 
Dialing（DID; ダイヤルイン）番号です。

（注） モバイル ボイス アクセス コールを発信する

には、これらのサービス パラメータを設定

し、さらに [エンドユーザの設定 (End User 
Configuration)] ウィンドウで [モバイルボイ

スアクセスの有効化 (Enable Mobile Voice 
Access)] チェックボックスをオンにする必

要があります。

 • [Enable Enterprise Feature Access] に対して 
[True] を選択し、リモート接続先からの保留、

再開、転送、および会議機能を有効にします。

『Cisco Unified Communications Manager アドミニスト
レーション ガイド』の「サービス パラメータの設定」

ステップ 8 モバイル ボイス アクセス用の電話番号を設定しま

す。

「モバイル ボイス アクセスの電話番号の設定」（P.14-58）

ステップ 9 代替策として、サービス パラメータおよび 
Enterprise Feature Access（EFA; エンタープライズ

機能アクセス）DID 電話番号を設定することによ

り、エンタープライズ機能アクセス 2 段階ダイヤリ

ング（別名：エンタープライズ機能アクセス）を設

定します。

（注） エンタープライズ機能アクセスはモバイル 
ボイス アクセスと同じ機能を提供しますが、

Interactive Voice Response（IVR; 対話型音

声応答）コンポーネントはサポートしてい

ません。また、エンタープライズ機能アク

セスでは、H.323 ゲートウェイの設定も 
VoiceXML（VXML）の設定も必要ありま

せん。

「エンタープライズ機能アクセス 2 段階ダイヤリング」

（P.14-64）

表 14-1  Cisco Unified Mobility の設定チェックリスト （続き）

設定手順 関連手順と関連項目
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Cisco Unified Mobility の概要
管理者は、Cisco Unified Communications Manager の管理ページを使用して、エンド ユーザ向けの 
Cisco Unified Mobility の基本設定を行います。

この項では、次のトピックについて説明します。

 • 「定義」（P.14-5）

 • 「Cisco Unified Mobility 機能のリスト」（P.14-6）

 • 「Cisco Unified Mobility 機能のその他の利点」（P.14-8）

 • 「モバイル コネクト」（P.14-8）

 • 「デスクトップ コール ピックアップ」（P.14-10）

 • 「携帯電話へのコールの送信」（P.14-11）

 • 「モバイル ボイス アクセス」（P.14-11）

 • 「DTMF でのコール中のエンタープライズ機能アクセスのサポート」（P.14-12）

 • 「2 段階ダイヤリング」（P.14-12）

 • 「Time-of-Day アクセス」（P.14-12）

 • 「DTMF を介したダイレクト コールパーク」（P.14-15）

 • 「SIP URI ダイヤル」（P.14-17）

 • 「インテリジェント セッション制御」（P.14-18）

 • 「セッション ハンドオフ」（P.14-20）

 • 「Cisco Unified Mobility 機能の使用例」（P.14-22）

追加情報

「関連項目」（P.14-67）を参照してください。

ステップ 10 デュアル モード フォンのハンドオフに対してモビ

リティを設定します。

「モビリティの設定」（P.14-66）

ステップ 11 モバイル コネクトを使用する電話機ユーザ向けにモ

ビリティ ソフトキーを設定します。

「モビリティ ソフトキーの設定」（P.14-67）

ステップ 12 ユーザ向けに Time-of-Day アクセスを設定します。

これを行うには、[リモート接続先の設定 (Remote 
Destination Configuration)] ウィンドウの [モバイル

コネクトが有効になっている場合 (When Mobile 
Connect is Enabled)] ペインにある各フィールドを

使用します。

「リモート接続先の設定」（P.14-49）

表 14-1  Cisco Unified Mobility の設定チェックリスト （続き）

設定手順 関連手順と関連項目
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定義

表 14-2 は、Cisco Unified Mobility に関連する用語の定義を示しています。

表 14-2 定義 

用語 定義

アクセス リスト リモート接続先への送信が許可またはブロックされている電話番号を指定

したリスト。

セッション ハンドオフ 単一のユーザに関連付けられているさまざまな Unified Communications ク
ライアント間で音声、ビデオ、会議などのセッション /会話を転送するこ

と。

セッション ハンドオフのタイプ

ツータッチ セッション ハンドオフ：このタイプでは、Unified 
Communications クライアントのプロキシミティ検出ロジックが使用されま

せん。同じユーザに割り当てられたすべてのデバイスで呼び出し音が鳴り、

そのうち最初に受け入れたデバイスがコールを受信します。

エンタープライズ機能

アクセス

ユーザがリモート接続先からコール中の機能（保留、復帰、転送、会議、

ダイレクト コールパーク）、2 段階ダイヤリング、およびモバイル コネクト

のアクティブ化および非アクティブ化にアクセスできるようにする機能。

この方法では、ユーザはキーパッド入力を要求されることはありませんが、

必要なキー シーケンスを認識しておく必要があります。

モバイル コネクト ユーザが机上の電話機またはリモート接続先で着信コールに応答すること、

および接続を中断せずに進行中のコールを机上の電話機またはリモート接

続先で取得することを可能にする機能。

モバイル ボイス アクセ

ス

企業を介した 2 段階ダイヤル コールを開始するため、およびモバイル コネ

クト機能をアクティブまたは非アクティブにするために使用される対話型

音声応答（IVR）システム。

リモート接続先 モバイル コネクトの応答およびピックアップに使用できる電話機、および

モバイル ボイス アクセスや 2 段階ダイヤリング用のエンタープライズ機能

アクセスを利用できる電話機。リモート接続先には、次のいずれかのデバ

イスが含まれる場合があります。

 • シングル モードの携帯電話

 • スマートフォン

 • デュアル モード フォン

 • 机上の電話機とは別のクラスタにある企業の IP Phone 

 • Public Switched Telephone Network（PSTN; 公衆電話交換網）におけ

る自宅の電話番号

リモート接続先プロ

ファイル

ユーザのリモート接続先すべてに適用されるパラメータの集合。

Time-of-Day アクセス 呼び出しスケジュールをアクセス リストに関連付け、コールが受信された

時刻にそのコールがリモート接続先に送達されるかどうかを決定する機能。

トースト ユーザ入力が可能なポップアップ表示。
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追加情報

「関連項目」（P.14-67）を参照してください。

Cisco Unified Mobility 機能のリスト

この項では、管理者が Cisco Unified Communications Manager の管理ページを使用して設定する、

Cisco Unified Mobility 機能のリストを示します。

次に示す機能は、元々は Cisco Unified MobilityManager の一部でしたが、現在は Cisco Unified 
Communications Manager の機能となっています。

 • モバイル コネクト：この機能を使用すると、ユーザは 1 つの電話番号を使用して業務上のコール

を管理し、進行中のコールを机上の電話機と携帯電話で取得できます。詳細については、「モバイ

ル コネクト」（P.14-8）を参照してください。

 • デスクトップ コール ピックアップ：ユーザはアクティブなコールの接続中に、接続を中断せずに

机上の電話機と携帯電話を切り替えることができます。使用時のニーズに応じて、オフィスの有線

電話の信頼性、または携帯電話の機動性を利用できます。詳細については、「デスクトップ コール 
ピックアップ」（P.14-10）を参照してください。

 • 携帯電話へのコールの送信：ユーザはモビリティ ソフトキーを使用して IP Phone でこの機能にア

クセスします。この機能を使用すると、リモート接続先でのピックアップがトリガーされ、ユーザ

はアクティブなモビリティ コールをユーザの机上の電話機から設定済みのリモート接続先の電話

機に移送できるようになります。詳細については、「携帯電話へのコールの送信」（P.14-11）を参

照してください。

 • モバイル ボイス アクセス：この機能を使用すると、モバイル コネクト機能が拡張され、対話型音

声応答（IVR）システムを使用して企業を介した 2 段階ダイヤル コールを開始したり、モバイル 
コネクト機能をアクティブまたは非アクティブにしたりすることができます。詳細については、

「モバイル ボイス アクセス」（P.14-11）を参照してください。

 • アクセス リスト：ユーザは、指定されたリモート接続先で着信コールの呼び出し音が鳴るように

する発信者のグループを制限できます（許可アクセス リスト）。一方、リモート接続先で着信コー

ルの呼び出し音が鳴らないようにする発信者のグループを制限することもできます（拒否アクセス 
リスト）。各リモート接続先は、ユーザの机上の電話機からの転送を受け入れるように設定可能な

携帯電話またはその他の電話機です。

Cisco Unified Communications Manager は、次の Cisco Unified Mobility 機能をサポートしています。

 • Dual Tone MultiFrequency（DTMF）でのコール中のエンタープライズ機能アクセスのサポート：

次の DTMF 機能のコードをサービス パラメータとして設定できます。企業保留（デフォルトは 
*81）、企業排他保留（デフォルトは *82）、復帰（デフォルトは *83）、転送（デフォルトは *84）、
および会議（デフォルトは *85）。詳細については、「DTMF でのコール中のエンタープライズ機能

アクセスのサポート」（P.14-12）を参照してください。

（注） *81 は企業保留を指定します。企業保留が呼び出されると、ユーザは机上の電話機でコー

ルを再開できます。*82 は企業排他保留を指定します。企業排他保留が呼び出されると、

机上の電話機ではコールを再開できません。企業保留になっているモビリティ コールがこ

の状態で切断された場合、ユーザは机上の電話機でコールを再開できます。一方、企業排

他保留になっているモビリティ コールがこの状態で切断された場合、ユーザは机上の電話

機でコールを再開できません。
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 • 2 段階ダイヤリング：スマートフォンの 2 段階ダイヤリングでエンタープライズ機能を利用できま

す。2 段階ダイヤリングを使用すると、スマートフォンがビジネス モードの場合に、スマートフォ

ンのコールを Cisco Unified Communications Manager から発信できるようになります。スマート

フォンは、Cisco Unified Communications Manager のエンタープライズ機能アクセス番号をダイ

ヤルしてから、接続先番号をダイヤルします。詳細については、「2 段階ダイヤリング」（P.14-12）
を参照してください。

 • デュアル モード フォンのサポート：Cisco Unified Mobility はデュアル モード フォンをサポート

します。

 • デュアル モード フォンでのコールの手動ハンドオフ：デュアル モード デバイスには、PSTN から 
Wireless LAN（WLAN; 無線 LAN）に（またはその逆に）コールを手動で渡すオプションが用意

されています。

 • Time-of-Day アクセス：モバイル コネクト機能が有効なときに、関連付けられた電話番号が時刻

アクセスベースの設定に基づいてコールされた場合、コールはリモート接続先に送達されます。詳

細については、「Time-of-Day アクセス」（P.14-12）を参照してください。

 • DTMF を介したダイレクト コールパーク：この機能を携帯電話ユーザが使用すると、パークされ

る側をパーク コードに転送することによってコールをパークできるようになるため、コールを後

で取得できます。この機能は、標準の Cisco Unified Communications Manager ダイレクト コール

パーク機能と DTMF 機能を組み合せたものです。DTMF 機能を介したダイレクト コールパークの

サポートでは、コール中のエンタープライズ転送機能を利用します。詳細については、「DTMF を
介したダイレクト コールパーク」（P.14-15）を参照してください。

 • Session Initiation Protocol（SIP）Universal Resource Identifier（URI）ダイヤル：この機能は、

Cisco Unified Mobility のリモート接続先の追加タイプとして SIP URI をサポートします。詳細に

ついては、「SIP URI ダイヤル」（P.14-17）を参照してください。

 • インテリジェント セッション制御：この機能は、企業から携帯電話に直接発信されたコールの動

作を変更し、そのようなコールをユーザの机上の電話機の番号にアンカーします （この機能を実

装する前は、企業ユーザが携帯電話に直接コールを発信した場合、そのコールは通常の発信 PSTN 
コールのように扱われていました。つまり、コールは携帯電話にだけ送信され、ユーザの机上の電

話機にアンカーされず、モバイル ユーザはモビリティ機能を呼び出すことができませんでした）。

このようなコールの間、ユーザは携帯電話からコール中機能やセッション ハンドオフなどのモビ

リティ機能を呼び出すことができます。詳細については、「インテリジェント セッション制御」

（P.14-18）を参照してください。

 • セッション ハンドオフ：この機能は、（ソフトフォン モードと CTI 制御モードでの PC 上で実行さ

れる）Cisco Unified Personal Communicator、（携帯電話で実行される）Cisco Unified Mobile 
Communicator、Cisco Unified IP Phone シリーズ 9900 電話機、SIP を実行している従来の電話機

など、さまざまな Unified Communications クライアント間で音声、ビデオ、会議のセッションや

会話を移動することによって、Cisco Unified Communications Manager でのこれまでの作業内容

を引き続き利用できるようにします。

会話は、携帯電話からそれ以外の Unified Communications クライアントに移動できます。ユーザ

が所有し、同じ回線を共有するすべてのデバイスで呼び出し音が鳴るか、またはトーストが表示さ

れます。このうち最初に受け入れたデバイスがコールに応答します。コールに対する応答がある

と、回線を共有する他のすべてのデバイスのモードがリモートで使用中になります。詳細について

は、「セッション ハンドオフ」（P.14-20）を参照してください。

（Cisco Unified Communications Manager へのアンカーされた DTMF パスを持つ唯一のクライア

ントであるために）実際にセッションをハンドオフできる唯一のクライアントは、Cisco Unified 
Mobile Communicator であることに注意してください。Cisco Unified Personal Communicator ま
たは 9900 シリーズの Cisco Unified IP Phone のいずれも、セッション ハンドオフを開始できませ

ん。ただし、これらのデバイスでは、着信セッション ハンドオフは処理できます。

追加情報

「関連項目」（P.14-67）を参照してください。
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Cisco Unified Mobility 機能のその他の利点

Cisco Unified Mobility では、企業の電話通信と携帯電話通信を柔軟に管理できます。これらの電話通

信におけるその他の機能と利点は次のとおりです。

 • デスクトップ同時呼び出し：コールが着信すると、IP Phone の内線番号と指定の携帯電話で同時

に呼び出し音が鳴ります。ユーザが一方の回線に応答すると、応答しなかった回線では呼び出し音

が自動的に停止します。ユーザは、コールが着信するたびに適切なデバイスを選択できます。

 • 企業のボイスメールボックスの統合：企業のボイスメールボックスを、統合された 1 つのボイス

メールボックスとして、デスクトップ デバイスや設定済みのリモート デバイスへのコールなど、

あらゆる業務に使用することができます。着信コールの発信者は、わかりやすい方法で従業員に連

絡できるようになり、ユーザは、時間をかけずに複数のボイスメール システムをチェックできる

ようになります。

 • システム リモート アクセス：ローカルの IP Private Branch Exchange（PBX; 構内交換機）内線電

話と同じように、ユーザの携帯電話からコールを開始できます。ユーザが開始するコールでは、

ローカルの音声ゲートウェイおよび WAN トランキングを利用できるようになり、企業では、従業

員によるコールの開始を追跡できるようになります。

 • 発信者 ID：システムは、すべてのコールでの発信者 ID を保存および表示します。ユーザは、IP 
Phone の所定の機能を損なうことなく、モバイル コネクトを利用できます。

 • リモートのオン /オフ制御：ユーザはモバイル コネクト機能のオンとオフを切り替えることができ

ます。詳細については、「モバイル コネクトを有効化および無効化する方法」（P.14-8）を参照して

ください。

 • コール トレース：モバイル コネクト コールの詳細情報がログに記録されます。この情報は、企業

でトランク使用率を最適化する場合や、接続の問題をデバッグする場合に役立ちます。

 • モバイル コネクト コールのセキュリティとプライバシー：アクティブなモバイル コネクト コール

の接続中、関連付けられたデスクトップ IP Phone がセキュリティで保護されるようになります。

携帯電話の接続がアクティブになるとすぐに、デスクトップからはコールにアクセスできなくなり

ます。したがって、携帯電話に接続されたコールを不正な人物が傍受する可能性はなくなります。

追加情報

「関連項目」（P.14-67）を参照してください。

モバイル コネクト

モバイル コネクトを使用すると、ユーザは机上の電話機または携帯電話で着信コールに応答すること、

および接続を中断せずに進行中のコールを机上の電話機または携帯電話で取得できます。

（注） Code Division Multiple Access（CDMA; 符号分割多重接続）電話や Global System for Mobile 
Communications（GSM; モバイル通信用グローバル システム）電話を含む携帯電話は、モバイル コネ

クトとモバイル ボイス アクセスに使用できます。ただし、互換性を確保するために Cisco Unified 
Communications Manager でタイマー設定を変更することが必要になる場合があります。「リモート接

続先の設定」（P.14-51）を参照してください。

モバイル コネクトを有効化および無効化する方法

モバイル コネクト機能の有効化および無効化には、次の方法を使用できます。このリストは、管理者

およびエンド ユーザが使用できる方法を示しています。

 • 携帯電話でモバイル ボイス アクセスを使用（2 で有効化、3 で無効化）
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 • 携帯電話でエンタープライズ機能アクセスを使用（2 で有効化、3 で無効化）

 • 机上の電話機で [モビリティ ] ソフトキーを使用

 • Cisco Unified CM のユーザ オプションのウィンドウ

 • Cisco Unified Communications Manager の管理ページ（特に、[リモート接続先の設定 (Remote 
Destination Configuration)] ウィンドウの [モバイルコネクトの有効化 (Enable Mobile Connect)] 
チェックボックス）

 • Cisco Unified Mobile Communicator クライアント（詳細については、「Cisco Unified Mobility 
Advantage と Cisco Unified Mobile Communicator の統合」の章を参照してください）

モバイル コネクト ステータス

ユーザの 1 つ以上の設定済みリモート接続先がモバイル コネクトに対して有効になっている場合、

ユーザの机上の電話機にモバイル コネクトが有効になっていることが表示されます。

RDNIS/Diversion ヘッダー

モバイル コネクトの RDNIS/Diversion ヘッダーは、モバイル デバイスに送信されるコールに関する 
RDNIS または Diversion ヘッダー情報を含めるように、この Cisco Unified Mobility 機能を拡張しま

す。サービス プロバイダーおよびお客様は、RDNIS を使用して、Cisco Unified Mobility モバイル コ
ネクト コールを発信するエンド ユーザに対して正確に課金できます。

モバイル コネクト コールの場合、サービス プロバイダーは、発信者 ID が企業の Direct Inward Dial
（DID; ダイヤルイン）範囲に属していなくても、RDNIS/Diversion ヘッダーを使用して企業からの

コールの発信を承認および許可します。

RDNIS/Diversion ヘッダーの使用例

ユーザが次のように設定しているとします。

机上の電話機の番号は 89012345 です。

企業電話番号は 4089012345 です。

リモート接続先番号は 4088810001 です。

ユーザは、机上の電話機の番号（89012345）でコールを受信します。このコールは、リモート接続先

（4088810001）でも呼び出し音を鳴らします。

ユーザが企業電話番号（4089012345）で企業電話以外の番号（5101234567）からのコールを受信する

と、机上の電話機（89012345）が鳴り、コールがリモート接続先（4088810001）にも送達されます。

RDNIS/Diversion ヘッダー機能を実装する前は、次のようにフィールドに値が入力されていました。

Calling Party Number（SIP の場合は From ヘッダー）：5101234567

Called Party Number（SIP の場合は To ヘッダー）：4088810001

RDNIS/Diversion ヘッダー機能が実装された後は、Calling Party Number フィールドと Called Party Number 
フィールドには以前と同様に値が入力されますが、次の追加フィールドに指定の値が入力されます。

Redirect Party Number（SIP の場合は Diversion ヘッダー）：4089012345

このため、RDNIS/Diversion ヘッダーにはリモート接続先に関連付けられた企業電話番号が指定されます。

Cisco Unified Communications Manager の管理ページでの RDNIS/Diversion ヘッダーの設定

モバイル コネクト コールで RDNIS/Diversion ヘッダー機能を有効にするには、Cisco Unified 
Communications Manager の管理ページで次の設定が行われていることを確認します。

すべてのゲートウェイおよびトランクで、[番号 IE配信のリダイレクト - アウトバウンド

(Redirecting Number IE Delivery - Outbound)] チェックボックスをオンにすることが指定されてい

る必要があります。
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Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、次のメニュー パスにこのチェックボック

スがあります。

 • H.323 および MGCP ゲートウェイの場合、[デバイス (Device)] > [ゲートウェイ (Gateway)] の順

に選択し、設定が必要なゲートウェイを探します。[コールルーティング情報 - アウトバウンド

コール (Call Routing Information - Outbound Calls)] ペインで、[番号 IE配信のリダイレクト - アウ

トバウンド (Redirecting Number IE Delivery - Outbound)] チェックボックスがオンであることを確

認します。T1/E1 ゲートウェイの場合、PRIプロトコルタイプ情報のペインの [番号 IE配信のリダ

イレクト - アウトバウンド (Redirecting Number IE Delivery - Outbound)] チェックボックスをオン

にします。

 • SIP トランクの場合、[デバイス (Device)] > [トランク (Trunk)] の順に選択し、設定が必要な SIP 
トランクを探します。[アウトバウンドコール (Outbound Calls)] ペインで、[Diversionヘッダー配

信のリダイレクト - アウトバウンド (Redirecting Diversion Header Delivery - Outbound)] チェック

ボックスがオンであることを確認します。

モバイル コネクトの使用例

Cisco Unified Communications Manager がこの機能によってサポートする使用例については、「モバイ

ル コネクトの使用例」（P.14-22）を参照してください。

追加情報

「関連項目」（P.14-67）を参照してください。

デスクトップ コール ピックアップ

ユーザは、携帯電話のコールを切るか、またはコール中の保留機能を使用してモビリティ コールを保留

にすることにより、進行中のモビリティ コールに対してデスクトップ コール ピックアップを実行できま

す。携帯電話でコールを切るか、またはコールを終了した後、10 秒（デフォルト）以内であれば机上の

電話機でコールを再開できます。リモート接続先が切断されると、Cisco Unified Communications 
Manager は関連付けられた机上の電話機を保留状態にします。ユーザは、[復帰 ] ソフトキーを押すと、

コールを再開できます。[エンドユーザの設定 (End User Configuration)] ウィンドウの [デスクピックアッ

プの最大待機時間 (Maximum Wait Time for Desk Pickup)] の設定によって、リモート接続先で切断された

後、コールを保留状態のままにする時間が決まります。デフォルトは 10000 ミリ秒（10 秒）です。

または、コール中の保留機能（*81）を使用して携帯電話のコールを企業保留にしてから、机上の電話

機でコールを再開することでも、デスクトップ コール ピックアップを実行できます。Cisco Unified 
Communications Manager で *81 が受信されると、Cisco Unified Communications Manager はユーザ

がコールを再開できるように、関連付けられた机上の電話機を保留状態にします。この方法を使用する

と、[デスクピックアップの最大待機時間 (Maximum Wait Time for Desk Pickup)] のタイマーは保留状

態に適用されず、ユーザがコールを再開するまでコールは無期限に保留状態のままになることに注意し

てください。

追加情報

「関連項目」（P.14-67）を参照してください。
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携帯電話へのコールの送信

ユーザは、携帯電話へのコールの送信機能を使用することにより、進行中のモビリティ コールでリ

モート接続先ピックアップを実行できます。これを行うには、ユーザは机上の電話機の [モビリティ ] 
ソフトキーを押して、[携帯電話へコールを送信 ] を選択します。これにより、そのユーザに設定され

ているすべてのリモート接続先宛てにコールが生成されます。ユーザは目的のリモート接続先でこの

コールに応答して、コールを続行できます。

追加情報

「関連項目」（P.14-67）を参照してください。

モバイル ボイス アクセス

モバイル ボイス アクセスを使用すると、モバイル コネクト機能が拡張され、ユーザは机上の電話機か

らダイヤルする場合と同じように、携帯電話などのリモート接続先からコールを発信できるようになり

ます。リモート接続先とは、モバイル コネクトの応答およびピックアップに使用できるように指定さ

れた電話機です。ユーザは、リモート接続先からモバイル ボイス アクセスにダイヤルします。Cisco 
Unified Communications Manager でユーザに割り当てられた Personal Identification Number（PIN; 個
人識別番号）を入力するように要求されます。認証が完了すると、ユーザは企業の机上の電話機から

コールを発信する場合と同じダイヤリング方法を使用して、コールを発信できるようになります。

次のいずれかの条件に該当する場合、モバイル ボイス アクセスにコールすると、ユーザは PIN のほか

に発信元の電話番号も入力するように要求されます。

 • ユーザの発信元の番号が、ユーザのリモート接続先のいずれとも一致しない。

 • 番号がユーザまたはユーザの通信事業者によってブロックされている（「不明な番号」と表示され

る）。

 • 番号が Cisco Unified Communications Manager データベース内の番号と正確には一致しない（た

とえば、ユーザの番号は 510-666-9999 だがデータベースでは 666-9999 となっている、または番

号は 408-999-6666 だがデータベースでは 1-408-999-6666 となっている）。

 • モバイル ボイス アクセスがヘアピン モードで設定されている （ヘアピン モードで設定されている

モバイル ボイス アクセスを使用している場合、システムをコールしているユーザが自動的に発信

者側 ID で識別されることはありません。代わりに、ユーザは手動で、PIN 番号を入力する前にリ

モート接続先番号を入力する必要があります）。

要求された情報（携帯電話の番号や PIN など）をユーザが 3 回連続で誤入力すると、モバイル ボイス 
アクセス コールは切断される可能性があり、ユーザは一定期間ロックアウトされることになります 

（ユーザの資格情報によって、許可されるログイン試行回数が制御されます）。

（注） IVR が使用されている場合、モバイル ボイス アクセスは Cisco Unified Communications Manager の管

理ページの [モバイルボイスアクセス (Mobile Voice Access)] ウィンドウ（[メディアリソース (Media 
Resources)] > [モバイルボイスアクセス (Mobile Voice Access)]）の [選択済みのロケール (Selected 
Locales)] ペインに表示される最初のロケールを使用します。たとえば、[選択済みのロケール

(Selected Locales)] ペインに最初に [English United States] と表示されている場合、Cisco Unified 
Mobility ユーザは、コール中に IVR が使用されているときには英語を受信します。

Cisco Unified Communications Manager がこの機能によってサポートする使用例については、「モバイ

ル ボイス アクセスの使用例」（P.14-22）を参照してください。

追加情報

「関連項目」（P.14-67）を参照してください。
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DTMF でのコール中のエンタープライズ機能アクセスのサポート

ユーザは、コール中の機能を呼び出すことにより、エンタープライズ メディア リソースおよび機能を

利用できます。リモート接続先からオーディオ パスにインバンドでリレーされた後、エンタープライ

ズ ゲートウェイから Cisco Unified Communications Manager にアウトオブバンドでリレーされる 
DTMF 番号によって、コール中の機能が呼び出されます。Cisco Unified Communications Manager で 
DTMF 番号が受信されると、適切なコール中機能が DTMF 番号シーケンスに基づいて簡単に使用でき

るようになります。このような機能には、転送されたコールまたは会議に追加されたコールのコール 
レッグの追加または削除や、保留中コールの保留音のようなメディア リソースおよび会議ブリッジの

必要に応じた呼び出しが含まれます。

Cisco Unified Communications Manager 内のサービス パラメータで設定されている機能アクセス コー

ドによって、コール中機能の DTMF コード シーケンスが決まります。

追加情報

「関連項目」（P.14-67）を参照してください。

2 段階ダイヤリング

ユーザは、企業のテレフォニー インフラストラクチャを利用することにより、リモート接続先の電話

機から企業を介してコールを発信できます。2 段階ダイヤリングには次の利点があります。

 • 企業を介してコールを発着信できます。これにより、課金および呼詳細レコードを集中管理できま

す。この機能を使用すると、国際電話が携帯電話のプランではなく企業に課金されるようになり、

これによってコスト節約の可能性が得られます。ただし、この機能では、携帯電話の通常の分単位

のローカルおよび長距離料金は削減されません。

 • 携帯電話番号を遠端側またはダイヤル先の電話機から隠すことができます。2 段階ダイヤル コール

では、携帯電話番号が着信側に送信されるのではなく、ユーザの企業電話番号が着信側に送信され

ます。この方法を使用すると、ユーザの携帯電話番号を効果的に隠し、折り返しのコールを企業内

に留められるようになります。

追加情報

「関連項目」（P.14-67）を参照してください。

Time-of-Day アクセス

アクセス リストは、モバイル コネクト機能が有効になっているリモート接続先までコールを送達すべ

きかどうかを決定します。Time-of-Day アクセス機能は時間ベースの制御を伴い、時間を別の決定要素

として追加します。この機能により、管理者およびユーザはコールを、受信された時刻に基づいてリ

モート接続先に到達させるべきかどうかを決定できます。

リモート接続先へのコールに関しては、リモート接続先の Time-of-Day アクセス設定を決定するため、

Time-of-Day アクセス機能により呼び出しスケジュールが追加され、その呼び出しスケジュールがアク

セス リストに関連付けられます。

プロビジョニング プロセスは、次のエンティティのプロビジョニングを伴います。

 • アクセス リスト

 • リモート接続先（呼び出しスケジュールを設定し、その呼び出しスケジュールをリモート接続先の

アクセス リストに関連付ける）
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Time-of-Day アクセス機能は、既存のアクセス リスト機能の拡張版として、Cisco Unified 
Communications Manager のエンド ユーザにアクセス可能である必要があります。これによって、

Cisco Unified Communications Manager の管理機能（管理者側）および Cisco Unified CM のユーザ オ
プション（エンド ユーザ側）の双方を使用して、この機能をプロビジョニングできます。

Time-of-Day アクセスの例

次の例は、Time-of-Day アクセスの特定のアプリケーションを示します。

業務時間中にユーザが閲覧するための Block 1800!

その他のトピック

この項の内容は次のとおりです。

 • 「Time-of-Day アクセスの設定」（P.14-13）

 • 「Time-of-Day アクセスの特記事項」（P.14-15）

「Time-of-Day アクセスの使用例」（P.14-23）に、リリース 7.0(x) よりも前の Cisco Unified 
Communications Manager のリリースから移行した場合の移行に関する考慮事項など、Cisco Unified 
Mobility での Time-of-Day アクセス機能の使用例を示します。

追加情報

「関連項目」（P.14-67）を参照してください。

Time-of-Day アクセスの設定

表 14-3 では、Cisco Unified Mobility の Time-of-Day アクセス機能を設定する手順を要約しています。

手順の詳細については、表に示されている章と項を参照してください。

表 14-3  Time-of-Day アクセスの設定チェックリスト 

設定手順 関連手順と関連項目

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager の管理ページ

で、Time-of-Day アクセス機能を有効にするエンド ユー

ザを設定します。

[ユーザ管理 (User Management)] > [エンドユーザ (End 
User)] メニュー オプションを使用します。

（注） [エンドユーザの設定 (End User Configuration)] 
ページで、[モビリティの有効化 (Enable 
Mobility)] チェックボックスがオンになっている

ことを確認してください。

（注） [モビリティの有効化 (Enable Mobility)] チェッ

クボックスをオンにすると、ライセンスに対する

トリガーが発生し、モバイル コネクト用にデバ

イス ライセンス ユニット（DLU）が消費されま

す。

『Cisco Unified Communications Manager アドミニス
トレーション ガイド』の「エンド ユーザの設定」

ライセンスとモバイル コネクトとの連携については、

『Cisco Unified Communications Manager 機能および
サービス ガイド』の「Cisco Unified Mobility のライ

センス」の項を参照してください。
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追加情報

「関連項目」（P.14-67）を参照してください。

ステップ 2 特定のユーザに対しては、各リストをユーザに割り当て

て、Time-of-Day アクセス用に使用するアクセス リスト

を設定します。許可された発信者とブロックされた発信

者に対して、別個のアクセス リストを作成します。

（注） アクセス リストは、1 人の所有者に属している必

要があります。システムのアクセス リストは存

在しません。

[コールルーティング (Call Routing)] > [コントロールの

クラス (Class of Control)] > [アクセスリスト (Access 
List)] メニュー オプションを使用します。

「アクセス リストの設定」（P.14-37）

ステップ 3 リモート接続先プロファイルを作成し、各ユーザをプロ

ファイルに割り当てます。

「リモート接続先プロファイルの設定」（P.14-42）

ステップ 4 ユーザのリモート接続先を設定します。リモート接続先

は、モバイル コネクト コールおよび机上の電話機から移

送されたコールを受信できる携帯電話（またはその他の

電話機）です。リモート接続先では、モバイル ボイス ア
クセスを使用してコールを開始できます。

[デバイス (Device)] > [リモート接続先 (Remote 
Destination)] メニュー オプションを使用します。

（注） これと同じ設定は、デュアル モード フォン、お

よび Time-of-Day アクセスをセットアップする

ための Cisco Unified Mobile Communicator モビ

リティ ID にも適用されます。

Time-of-Day アクセスを正しく設定するには、[リモー

ト接続先の設定 (Remote Destination Configuration)] 
ウィンドウの次の領域を設定します。

 • [呼び出しスケジュール (Ring Schedule)] ペインで、リ

モート接続先の呼び出しスケジュールを設定します。

 • [上記の呼び出しスケジュールの間にコールを受信す

る場合 (When receiving a call during the above ring 
schedule)] ペインで、呼び出しスケジュールが適用

されるアクセス リストを指定します。

リモート接続先の [モバイルコネクトの有効化 (Enable 
Mobile Connect)] チェックボックスをオンにすると、

Cisco Unified Mobility は [モバイルコネクトが有効に

なっている場合 (When Mobile Connect is Enabled)] ペイ

ンでの設定を、このリモート接続先に作成されるコール

に適用できるようになります。[モバイルコネクトの有

効化 (Enable Mobile Connect)] チェックボックスがオフ

の場合、ここでの設定がこのリモート接続先への着信

コールに適用されなくなります。ただし、これらの設定

は今後の使用のためにそのまま残ります。

「リモート接続先の設定」（P.14-49）

表 14-3  Time-of-Day アクセスの設定チェックリスト （続き）

設定手順 関連手順と関連項目
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Time-of-Day アクセスの特記事項

次の特記事項は、Time-of-Day アクセスの設定に適用されます。

 • 呼び出しスケジュールは、リモート接続先のタイムゾーンと関連付けられており、Cisco Unified 
Communications Manager サーバのタイムゾーンとは関連付けられていません。リモート接続先の

タイムゾーンを指定するには、[リモート接続先の設定 (Remote Destination Configuration)] ウィ

ンドウの [タイムゾーン (Time Zone)] フィールドを使用します。

 • リモート接続先で Time-of-Day アクセスが設定されていない場合は、すべてのコールがリモート

接続先に送達されます。デフォルトでは、呼び出しスケジュールの [すべての時間 (All the time)] 
オプション ボタンおよび [この接続先を常に呼び出し (Always ring this destination)] オプション ボ
タンが選択されているため、すべてのコールがリモート接続先に送達されます。

 • アクセス リストを必ずメンバで設定すること、およびメンバを含まない空のアクセス リストを作

成しないことをお勧めします。空のアクセス リストが [発信者が次に登録されている場合のみ、こ

の接続先を呼び出す (Ring this destination only if caller is in)] ドロップダウン リスト ボックスで選

択されている場合、すべてのコールはブロックされます（許可されません）。空のアクセス リスト

が [発信者が次に登録されている場合、この接続先を呼び出さない (Do not ring this destination if 
caller is in)] ドロップダウン リスト ボックスで選択されている場合、指定された呼び出しスケ

ジュール中にすべてのコールが許可されます。いずれの場合も、空のアクセス リストの使用は、

エンド ユーザに対して無用な混乱を招く原因となることがあります。

Cisco Unified Communications Manager がこの機能によってサポートする使用例については、

「Time-of-Day アクセスの使用例」（P.14-23）を参照してください。

エンド ユーザが Cisco Unified CM のユーザ オプションのウィンドウを使用して Time-of-Day アクセ

スの設定をカスタマイズするための設定の詳細については、適切な Cisco Unified IP Phone モデルの

ユーザ ガイドを参照してください。

追加情報

「関連項目」（P.14-67）を参照してください。

DTMF を介したダイレクト コールパーク

ユーザは、DTMF 番号を使用して既存のコールをパークすることができます。携帯電話からダイレク

ト コールパークを使用してコールをパークし、一意のモビリティ ユーザのパーク コードを入力しま

す。その後、ユーザはそのコードでコールを取得するか、他の誰かにそのコードでのコール取得を依頼

することができます。この機能は、別の部署やユーザにコールを受けてもらう必要のある縦型組織で役

立ちます。

企業の一員であるユーザが携帯電話でコールを受ける場合、そのユーザは、電話番号が非表示となる会

議室内やデスク上の Cisco Unified IP Phone でそのコールに応答することも考えられます。このような

ユーザは、コールをパークしてから、そのコードだけを使用してパークされたコールを受けることがで

きます。

携帯電話ユーザがアクティブなコールに対応している場合には、システム管理者が設定してユーザに割

り当てたパーク コードに、パークされる側を転送することにより、コールをパークできます。ダイヤ

リングのシーケンスは DTMF 転送シーケンスに似ていますが、転送番号の代わりに事前設定された

パーク コードを使用するという点が異なります。

DTMF を介したダイレクト コールパークの例：コールのパーク

次の例では、*82 は企業排他保留、*84 は転送、PIN は 12345、コールパークのコードは 3215 を示し

ています。次のアクションは携帯電話で実行します。

1. *82 をダイヤルします（コールを企業内で排他保留状態にするため）。
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2. 必要な場合、携帯電話のモデルに応じて、携帯電話を保留にします。

3. エンタープライズ機能アクセス DID に新規コールを発信します。

（注） この同じ DID がエンタープライズ機能アクセス 2 段階ダイヤリング機能に使用されます。[コー

ルルーティング (Call Routing)] > [モビリティの設定 (Mobility Configuration)] メニュー オプショ

ンでこの DID を設定します。

4. コールが接続したら、「12345#*84#3215#*84#」とダイヤルします。

Cisco Unified Communications Manager はパークされる側を保留状態にします。

（注） ユーザがエンタープライズ機能アクセス DID をダイヤルしてこの機能を呼び出す場合、携帯電話の発

信者 ID を企業に送信する必要があります。また、この ID は設定済みのリモート接続先と一致する必

要があります。発信者 ID が存在しない場合、または発信者 ID の不一致が発生した場合、ユーザはこ

の機能を呼び出すことができません。

Cisco Unified Communications Manager がダイヤルされたパーク コードの番号を受信すると、番号分

析エンジンが、ダイヤルされたパーク コードの番号が有効かどうかを確認します。有効である場合、

ダイレクト コールパーク機能がパーク コードを代行受信し、そのパーク コードが利用可能かどうかを

確認します。ダイヤルされたパーク コードが有効かつ利用可能である場合、パーク側は呼び出し音を

受信し、選択されたパーク コードに関連付けられている Cisco Unified Communications Manager 汎用

デバイスに対するセカンダリ コールが終了します。この汎用デバイスは自動的に応答し、Music On 
Hold（MOH; 保留音）または保留トーンでパーク側を保留状態にします。最後の *84 は、パークされ

る側に対して、選択されたパーク コードに関連付けられている Cisco Unified Communications 
Manager 汎用デバイスへの転送を実行します。転送が完了すると、パークされる側は MOH または保

留トーンを受信し、さらに選択されたパーク コードでパークされてから、取得までの待機状態に入り

ます。

ユーザが指定したパーク コードを別ユーザがすでに使用している場合、Cisco Unified 
Communications Manager のダイレクト コールパーク機能のロジックにより、その選択済みパーク 
コードは拒否されます。ユーザは別のパーク コードを選択できるようになります。

ユーザが指定したパーク コードが有効でない場合、Cisco Unified Communications Manager はパーク

側に対してリオーダー音を再生します。

ダイレクト コールパーク機能に関しては、パーク コードとコード範囲がクラスタ全体で設定可能であ

ることに注意してください。クラスタ内の各 Cisco Unified Communications Manager サーバは、パー

ク コードとコード範囲を共有します。

DTMF を介したダイレクト コールパークの例：パークされたコールの取得

ユーザがパークされたコールを取得しようとする場合は、ユーザは別の携帯電話をオフフックにできま

す。また、ユーザは 2 段階ダイヤリングを使用して、ダイレクト コールパークの取得用プレフィック

ス（たとえば 22）、およびパーク コードとコード範囲（たとえば 3215）を含む番号ストリングをダイ

ヤルする必要があります。次の一連のイベントが順に発生します。

1. 携帯電話で、エンタープライズ機能の DID をダイヤルします。

2. 接続が完了したら、PIN#1#223215# を押してパークされたコールを取得します。

コールが時間どおりに取得されない場合、パークされたコールは、パーク側にデフォルトで関連付けら

れている電話番号に戻ります。これは既存のコールパーク機能と同様です。



 

14-17
Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド     

第 14 章      Cisco Unified Mobility
    Cisco Unified Mobility の概要       

シェアドラインがパーク側の電話回線用に設定されている場合、そのシェアドラインに関連付けられて

いるすべての電話機で呼び出し音が鳴ります。さらに、dPark 機能により、管理者は [ダイレクトコー

ルパークの設定 (Directed Call Park Configuration)] ウィンドウでコールパーク復帰番号を設定できま

す。したがって、コールパーク復帰番号が設定された場合は、未取得のコールはパーク側の番号にでは

なく、この復帰番号に戻ります。

Cisco Unified Communications Manager がこの機能によってサポートする使用例については、「DTMF 
を介したダイレクト コールパークの使用例」（P.14-24）を参照してください。

追加情報

「関連項目」（P.14-67）を参照してください。

SIP URI ダイヤル

この機能は、Cisco Unified Mobility のリモート接続先の追加タイプとして、Session Initiation 
Protocol（SIP）Universal Resource Identifier（URI）をサポートします。電話番号がコールされると、

Cisco Unified Communications Manager はそのコールを、To: ヘッダー内でこの SIP URI を使用する

番号分析によって選択された SIP トランクにまで送達します。

この機能は、全体的な SIP URI ではなく、ドメイン名だけに基づいたルーティングだけを許可します。

このタイプのリモート接続先が設定されている場合、その他の Cisco Unified Mobility 機能（2 段階ダ

イヤリング、Cisco Unified Communications Manager へのコール時の電話番号への変換、対話型音声

応答（IVR）サポート、発信者 ID の一致、または DTMF 転送および会議など）はサポートされませ

ん。

SIP URI 管理の詳細

SIP URI ダイヤル機能では、[リモート接続先の設定 (Remote Destination Configuration)] ウィンドウ

の [接続先番号 (Destination Number)] フィールドで URI を入力できるようにするため、ビジネス規則

を緩和することが必要になります （Cisco Unified Communications Manager の管理ページのメニュー 
バーで、[デバイス (Device)] > [リモート接続先 (Remote Destination)] メニュー オプションを選択しま

す）。

この機能の追加要件により、設定された URI ドメインに一致する SIP ルート パターンを、この機能が

動作するように設定する必要があることが示されます。SIP ルート パターンを設定するには、Cisco 
Unified Communications Manager の管理ページのメニュー バーで [コールルーティング (Call 
Routing)] > [SIPルートパターン (SIP Route Pattern)] メニュー オプションを選択します。

SIP URI の例

リモート接続先に対しては、SIP URI の user@corporation.com が設定されます。また、

corporation.com を指定する SIP ルート パターンは、正しく解決されるよう、SIP URI のリモート接続

先に対しても設定される必要があります。

追加情報

「関連項目」（P.14-67）を参照してください。
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インテリジェント セッション制御

この機能は、企業から携帯電話に直接発信されたコールの動作を変更し、そのようなコールをユーザの

机上の電話機の番号にアンカーします （この機能を実装する前は、企業ユーザが携帯電話に直接コー

ルを発信した場合、そのコールは通常の発信 PSTN コールのように扱われていました。つまり、コー

ルは携帯電話にだけ送信され、モバイル ユーザはモビリティ機能を呼び出すことができませんでし

た）。

企業からリモート接続先に発信されるコールは、次のように動作します。

 • モバイル ユーザは、DTMF を使用して保留、復帰、転送、会議などのコール中機能を呼び出すこ

とができます。

 • モバイル ユーザは、携帯電話からのコールを終了し、机上の電話機からのコールをピックアップ

できます。

 • 企業からリモート接続先に直接送信されるコールは、ユーザの机上の電話機にアンカーされます。関

連するリモート接続先プロファイルに設定されている [時刻アクセス (Time of Day Access)]、[サイ

レント (Do Not Disturb)]、[呼び出し前の遅延タイマー (Delay Before Ringing Timer)] の各設定値は

無視されます。直接コールは即座にモバイル ユーザに送信されます。

 • リモート接続先に直接送信されるコールは、モバイル ユーザから Cisco Unified Communications 
Manager に着信するコールと同じように動作します。モバイル ユーザは、次のモビリティ機能に

アクセスできます。

 – コール中の機能（[保留 ]、[復帰 ]、[転送 ]、[会議 ]）

 – セッション ハンドオフ

 – コールのアンカー

機能設定

インテリジェント セッション制御機能の基本設定では、管理者は Reroute Remote Destination Calls to 
Enterprise Number サービス パラメータの値を [True] に設定する必要があります。

このサービス パラメータにアクセスするには、Cisco Unified Communications Manager の管理ページで 
[システム (System)] > [サービスパラメータ (Service Parameters)] の順に選択します。表示された [サー

ビスパラメータ設定 (Service Parameter Configuration)] ウィンドウで、サーバおよび Cisco CallManager 
サービスを指定します。[Clusterwide Parameters (Feature - Reroute Remote Destination Calls to 
Enterprise Number)] ペインに次のサービス パラメータがあります。

 • [Reroute Remote Destination Calls to Enterprise Number]：機能を有効にするには、このサービス 
パラメータの値を [True] に指定します。このパラメータが有効になっていると、リモート接続先

に送信される発信コールはすべて、リモート接続先が関連付けられている企業電話番号にアンカー

されます。

 • [Log Mobile Number in CDR for Rerouted RD Calls]：このサービス パラメータでは、リモート接

続先に発信されるコールがアンカーされるときに、携帯電話番号と企業電話番号のいずれを Call 
Detail Record（CDR; 呼詳細レコード）に記録するかを指定します。[False] に設定した場合、企

業電話番号が記録されます。[True] に設定した場合、携帯電話番号が記録されます。

 • [Ignore Call Forward All on Enterprise DN]：このサービス パラメータでは、リモート接続先に発

信されるコールがアンカーされるときに、企業電話番号に設定されている Call Forward All（CFA; 
不在転送）の設定を無視するかどうかを指定します。[True] に設定した場合、CFA は無視されま

す。[False] に設定した場合、CFA の設定は適用されます。
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[Clusterwide Parameters (System - Mobility)] ペインにある次のサービス パラメータも、インテリジェ

ント セッション制御機能の動作に影響を与えます。

 • [Matching Caller ID with Remote Destination]：このサービス パラメータが [Complete Match] に
設定されている場合、発信側番号の全桁が一致しないと、コールはリモート接続先に接続されませ

ん。このサービス パラメータが [Partial Match] に設定されている場合、部分一致が許可されてお

り、Number of Digits for Caller ID Partial Match サービス パラメータが適用されます。

 • [Number of Digits for Caller ID Partial Match]：Matching Caller ID with Remote Destination サー

ビス パラメータが [Partial Match] に設定されている場合、このサービス パラメータに指定されて

いる桁数が部分一致に適用されます。

（注） 各サービス パラメータの詳細な定義については、Cisco Unified Communications Manager の管理ペー

ジで目的のサービス パラメータの名前をクリックしてください。

その他のトピック

この項は、次の内容で構成されています。

 • 「インテリジェント セッション制御の追加のコール処理の詳細」（P.14-19）

 • 「インテリジェント セッション制御の使用例」（P.14-25）

 • 「インテリジェント セッション制御機能のトラブルシューティング」（P.14-19）

「インテリジェント セッション制御の使用例」（P.14-25）では、Cisco Unified Mobility でのインテリ

ジェント セッション制御機能の使用例を示します。

インテリジェント セッション制御の追加のコール処理の詳細

ダイヤル番号に一致するリモート接続先プロファイルに複数の回線が設定されている場合、Cisco 
Unified Communications Manager は最初に一致した回線を使用してコールをルーティングします。携

帯電話番号への直接コールは企業電話番号と照合されるため、企業電話番号の代行受信がサポートされ

ている場合には、企業電話番号の代行受信を含め、すべての企業電話番号でのコールの代行受信が実行

されます。企業電話番号の代行受信転送は、Ignore Forward All on Enterprise DN サービス パラメータ

に基づいて無視されます。このサービス パラメータが [True] に設定されている場合、Cisco Unified 
Communications Manager は企業電話番号の代行受信転送を無視し、コールを携帯電話に送信します。

このサービス パラメータが [False] に設定されている場合、Cisco Unified Communications Manager は
企業電話番号で CFA 設定を有効にします。また、コールを CFA 転送先に送信するように設定されてい

る場合は、その設定に従って送信します。

携帯電話番号へのコールが、オーバーラップ送信が許可されているトランクまたはゲートウェイ経由で

送信される場合、この機能は携帯電話番号への直接コールをアンカーしません。この場合、携帯電話番

号へのコールはアンカーされません。

この機能に適用される追加の制限については、「制限事項」（P.14-31）を参照してください。

インテリジェント セッション制御機能のトラブルシューティング

インテリジェント セッション制御機能が想定どおりに機能しない場合には、次の点を確認してくださ

い。

 • [サービスパラメータ設定 (Service Parameter Configuration)] ウィンドウで Intelligent Session 
Control が [True] に設定されていることを確認します。

 • 発信者 ID が、Matching Caller ID with Remote Destination 設定に指定されたリモート接続先番号

に一致することを確認します（完全一致または部分一致）。
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 • 番号がダイヤルされた後、次のようなトレース行が Cisco Unified Communications Manager SSI 
ログに出力されることを確認します。

08/10/14 15:09:26.507 CCM|Digit analysis: getDaRes - Remote Destination [9725782583]|*^*^*

 • [リモート接続先の設定 (Remote Destination Configuration)] ウィンドウ（[デバイス (Device)] > [リ
モート接続先 (Remote Destination)]）で、企業電話番号の [回線アソシエーション (Line Association)] 
チェックボックスがオンになっていることを確認します。

 • ルート パターン パーティションが、[リモート接続先プロファイルの設定 (Remote Destination 
Profile Configuration)] ウィンドウ（[デバイス (Device)] > [デバイスの設定 (Device Settings)] > [リ
モート接続先プロファイル (Remote Destination Profile)]）で [再ルーティング用コーリングサーチス

ペース (Rerouting Calling Search Space)] として設定される Calling Search Space（CSS; コーリング 
サーチ スペース）の一部であることを確認します。

追加情報

「関連項目」（P.14-67）を参照してください。

セッション ハンドオフ

完全なセッション ハンドオフ機能は、携帯電話、PC、および机上の電話機との間で単一のコール、会

議、およびセッション コラボレーションを移動できます。セッション ハンドオフを使用すると、ユー

ザは携帯電話から机上の電話機に会話を移動できます。ツータッチ セッション ハンドオフでは、ハン

ドオフする発信側と受信する終端側の 2 回のユーザ入力が使用されます。

デスクトップ電話機からのピックアップでセッション ハンドオフ機能を利用する主な利点は、ハンド

オフしたコールに応答するまで元の会話を継続できることです。

セッション ハンドオフ機能の設定

セッション ハンドオフ機能を設定する際には、特定のサービス パラメータの設定と、コールをハンド

オフするモバイル デバイスの設定を行います。次の項を参照してください。

 • 「セッション ハンドオフのサービス パラメータ」（P.14-20）

 • 「セッション ハンドオフ機能のモビリティ デバイス設定」（P.14-21）

セッション ハンドオフのサービス パラメータ

Cisco Unified Communications Manager の管理ページでサービス パラメータを設定するには、[システ

ム (System)] > [サービスパラメータ (Service Parameters)] メニュー オプションを選択します。[サーバ

(Server)] ドロップダウン リスト ボックスで、サーバを選択します。[サービス (Service)] ドロップダウ

ン リスト ボックスから、Cisco CallManager サービスを選択します。

セッション ハンドオフ機能を有効にするには、次のサービス パラメータを設定する必要があります。

 • [Session Handoff Alerting Timer]：このサービス パラメータは [Clusterwide Parameters (Device - 
General)] ペインにあり、セッション ハンドオフ コールの呼び出し音の時間を指定します。デフォ

ルト値は 10 秒で、有効な値の範囲は 1 ～ 999 秒です。

 • [Enterprise Feature Access Code for Session Handoff]：このサービス パラメータは [Clusterwide 
Parameters (System - Mobility)] ペインにあり、セッション ハンドオフをトリガーするための 
DTMF 機能コードを指定します。デフォルト値は *74 です。

これらのサービス パラメータの詳細については、Cisco Unified Communications Manager の管理ペー

ジの [サービスパラメータ設定 (Service Parameter Configuration)] ウィンドウで目的のサービス パラ

メータの名前をクリックしてください。表示されたハイパーリンクをクリックすると、サービス パラ

メータの詳細な定義を参照できます。



 

14-21
Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド     

第 14 章      Cisco Unified Mobility
    Cisco Unified Mobility の概要       

セッション ハンドオフ機能のモビリティ デバイス設定

セッション ハンドオフ機能を有効にするには、モビリティ デバイスについて次の設定を行います。

 • 回線レベルの電話番号とパーティションが一致するように、リモート接続先プロファイルの電話番

号および机上の電話機シェアドラインを設定します。

 • リモート接続先プロファイルでは机上の電話機のオーナー ユーザ ID と同じモビリティ ユーザ ID 
を割り当てて、セッション ハンドオフを許可します。

 • 基本的な Cisco Unified Mobility ユーザ向けにセッション ハンドオフ機能を設定するには、[リ
モート接続先の設定 (Remote Destination Configuration)] ウィンドウの [ユーザ ID(User ID)] 
フィールドの設定値が、（机上の）電話機の設定ウィンドウの [オーナーのユーザ ID(Owner User 
ID)] フィールドの設定値と一致する必要があります。

 • Cisco Unified Mobile Communicator ユーザ向けにセッション ハンドオフ機能を設定するには、

Cisco Unified Mobile Communicator の [デバイス設定 (Device Configuration)] ウィンドウの [オー

ナーのユーザ ID(Owner User ID)] フィールドと [モビリティユーザ ID(Mobility User ID)] フィー

ルドの両方が、（机上の）電話機の設定ウィンドウの [オーナーのユーザ ID(Owner User ID)] 
フィールドに一致する必要があります。

セッション ハンドオフが他の機能に与える影響

ユーザがコールをハンドオフすると、新しいコールが机上の電話機に表示されます。机上の電話機で点

滅が続く間は、ハンドオフされたコールに対して次の機能がトリガーされません。

 • 即時転送

 • 不在転送

 • DND

 • 自動転送

ユーザがコールをハンドオフし、Session Handoff Alerting Timer サービス パラメータに指定されてい

る時間内に机上の電話機から応答しなかった場合、机上の電話機では既存の [リモートで使用中

(Remote In Use)] 状態が失われます。

セッション ハンドオフに関するその他のトピック

セッション ハンドオフ機能に関するその他のトピックについては、次の項を参照してください。

 • 「セッション ハンドオフ機能の制限事項」（P.14-35）

 • 「セッション ハンドオフの使用例」（P.14-27）

セッション ハンドオフ機能に関するトラブルシューティング情報

携帯電話からコールがハンドオフされているのに机上の電話機が点滅しない場合は、次の点を確認して

ください。

 • 机上の電話機の [オーナーのユーザ ID(Owner User ID)] が、[リモート接続先プロファイル

(Remote Destination Profile)] の [ユーザ ID(User ID)] に一致するかどうかを確認します。

 • [サービス パラメータ (Service Parameters)] では、Enable Enterprise Feature Access が [True] に設

定されているかどうかを確認します。また、他の DTMF 機能（保留 [*81]、復帰 [*83]）が機能し

ているかどうかを確認します。

 • セッション ハンドオフ DTMF コードの値（デフォルトは *74）および Session Handoff Alerting 
Timer の値（デフォルトは 10 秒）を確認します。

追加情報

「関連項目」（P.14-67）を参照してください。
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Cisco Unified Mobility 機能の使用例

次の項では、Cisco Unified Mobility の各機能に対して Cisco Unified Communications Manager がサ

ポートする使用例について説明します。

 • 「モバイル コネクトの使用例」（P.14-22）

 • 「モバイル ボイス アクセスの使用例」（P.14-22）

 • 「Time-of-Day アクセスの使用例」（P.14-23）

 • 「DTMF を介したダイレクト コールパークの使用例」（P.14-24）

 • 「インテリジェント セッション制御の使用例」（P.14-25）

 • 「セッション ハンドオフの使用例」（P.14-27）

追加情報

「関連項目」（P.14-67）を参照してください。

モバイル コネクトの使用例

モバイル コネクトは、次の使用例をサポートしています。

 • 机上の電話機または携帯電話で外部コールを受信する：外部の発信者が、ユーザの机上の電話機の

内線番号をダイヤルします。机上の電話機と携帯電話で、呼び出し音が同時に鳴ります。ユーザが

一方の電話機で応答すると、もう一方の電話機の呼び出し音は停止します。ユーザは、コールの接

続中に、接続を中断せずに机上の電話機と携帯電話を切り替えることができます。切り替えは、着

信コールと発信コールの両方でサポートされています。

 • 携帯電話から机上の電話機に戻す：机上の電話機でコールの発信または応答を開始した後で携帯電

話に切り替えた場合、コールを机上の電話機に戻すことができます。

 • コール中のエンタープライズ機能を使用する：ユーザはモバイル コネクト コールの接続中に、保

留 /再開、排他保留、転送、ダイレクト コールパーク、および会議などのコール中機能を実行でき

ます。

追加情報

「関連項目」（P.14-67）を参照してください。

モバイル ボイス アクセスの使用例

モバイル ボイス アクセスは、次の使用例をサポートしています。

 • 携帯電話などのリモート電話機からモビリティ コールを開始する：ユーザはモバイル ボイス アク

セスを使用して、机上の電話機からダイヤルする場合と同じように、携帯電話からコールを開始で

きます。

 • 携帯電話から開始したコールの接続中に携帯電話から机上の電話機に切り替える：モバイル ボイ

ス アクセスを使用して携帯電話からコールを開始した場合、ユーザはコールの接続中に、接続を

中断することなく机上の電話機に切り替えることができます。その後、必要に応じて携帯電話に戻

すこともできます。

追加情報

「関連項目」（P.14-67）を参照してください。
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Time-of-Day アクセスの使用例

以降の使用例では、Time-of-Day アクセス機能の追加よりも前に設定されたアクティブなアクセス リ
ストを使用した場合の Time-of-Day アクセス機能の働きを詳しく説明します。また、Cisco Unified 
Communications Manager のリリース 7.0(1) 以降の機能に対して発生する新規プロビジョニングについ

ても取り上げます。

以前の Cisco Unified Communications Manager リリースからのアクティブなアクセス リストの
移行に関するサポート対象使用例

次の使用例では、Cisco Unified Communications Manager の以前のリリースからリリース 7.0(x) 以降

へのアクティブなアクセス リストの移行が発生する場合について、Cisco Unified Mobility を使用し

て、Time-of-Day アクセス機能の働きを詳しく説明します。

 • 使用例 1：Cisco Unified Communications Manager のリリース 7.0(x) よりも前では、許可アクセス 
リストと拒否アクセス リストは設定されていない。

移行後の結果：システムはすべてのコールを常時許可します。[リモート接続先の設定 (Remote 
Destination Configuration)] ウィンドウに、[モバイルコネクトが有効になっている場合 (When 
Mobile Connect is Enabled)] ペインが表示されます。[呼び出しスケジュール (Ring Schedule)] ペ
インでは、[すべての時間 (All the time)] オプション ボタンが選択されています。[上記の呼び出し

スケジュールの間にコールを受信する場合 (When Receiving a call during the above ring schedule)] 
ペインでは、[この接続先を常に呼び出し (Always ring this destination)] オプション ボタンが選択

されています。

 • 使用例 2：Cisco Unified Communications Manager のリリース 7.0(x) よりも前では、許可アクセス 
リストだけが設定されている。

移行後の結果：許可アクセス リストに属する発信者だけが、関連付けられたリモート接続先に到達

できます。[リモート接続先の設定 (Remote Destination Configuration)] ウィンドウに、[モバイルコ

ネクトが有効になっている場合 (When Mobile Connect is Enabled)] ペインが表示されます。[呼び出

しスケジュール (Ring Schedule)] ペインでは、[すべての時間 (All the time)] オプション ボタンが選択

されています。[上記の呼び出しスケジュールの間にコールを受信する場合 (When Receiving a call 
during the above ring schedule)] ペインでは、[発信者が次に登録されている場合のみ、この接続先を

呼び出す (Ring this destination only if caller is in)] オプション ボタンが選択されており、それに対応

するドロップダウン リスト ボックスにアクセス リストが表示されます。

 • 使用例 3：Cisco Unified Communications Manager のリリース 7.0(x) よりも前では、拒否アクセス 
リストだけが設定されている。

移行後の結果：拒否アクセス リストに属する発信者は、関連付けられたリモート接続先には到達

できません。ただし、その他の発信者は全員、リモート接続先に常時コールできます。[リモート

接続先の設定 (Remote Destination Configuration)] ウィンドウに、[モバイルコネクトが有効に

なっている場合 (When Mobile Connect is Enabled)] ペインが表示されます。[呼び出しスケジュー

ル (Ring Schedule)] ペインでは、[すべての時間 (All the time)] オプション ボタンが選択されてい

ます。[上記の呼び出しスケジュールの間にコールを受信する場合 (When Receiving a call during 
the above ring schedule)] ペインでは、[発信者が次に登録されている場合、この接続先を呼び出さ

ない (Do not ring this destination if caller is in)] オプション ボタンが選択されており、それに対応

するドロップダウン リスト ボックスにアクセス リストが表示されます。

現行の Cisco Unified Communications Manager リリースでの Time-of-Day アクセスの使用例

次の使用例では、Cisco Unified Communications Manager の現行のリリースに関して、Cisco Unified 
Mobility を使用して Time-of-Day アクセス機能の働きを詳しく説明します。

 • 使用例 4：業務時間中だけコールを許可する。

設定：月曜日から金曜日までの業務時間を指定する呼び出しスケジュールを設定し、[この接続先

を常に呼び出し (Always ring this destination)] オプション ボタンを選択します。
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結果：システムは業務時間中には発信者全員を許可しますが、業務時間外の場合、コールはこのリ

モート接続先に送達されません。

 • 使用例 5：業務時間中に、特定の番号からのコール（たとえば同僚からのコール）だけを許可する。

設定：月曜日から金曜日までの業務時間を指定する呼び出しスケジュールを設定し、[発信者が次

に登録されている場合のみ、この接続先を呼び出す (Ring this destination only if caller is in)] オプ

ション ボタンを選択し、アクセス リストを指定します。

結果：アクセス リストに属する発信者だけが、業務時間中にリモート接続先にコールできます。

その他の発信者はすべて、業務時間中にはブロックされます。業務時間外には、このリモート接続

先をコールが呼び出すことはありません。

 • 使用例 6：業務時間中に特定の番号（たとえば 1800 番）をブロックする。

設定：月曜日から金曜日までの業務時間を指定する呼び出しスケジュールを設定し、[発信者が次

に登録されている場合、この接続先を呼び出さない (Do not ring this destination if caller is in)] オ
プション ボタンを選択し、アクセス リストを指定します。

結果：アクセス リストに属する発信者だけが、業務時間中にリモート接続先へのコールをブロッ

クされます。その他の発信者はすべて、業務時間中にリモート接続先へコールを発信できます。業

務時間外には、このリモート接続先をコールが呼び出すことはありません。

追加情報

「関連項目」（P.14-67）を参照してください。

DTMF を介したダイレクト コールパークの使用例

Cisco Unified Mobility の DTMF 機能を介したダイレクト コールパークは、次の使用例をサポートし

ています。

 • 携帯電話ユーザが、選択されたパーク コードでのコールをパークする。

 • 携帯電話ユーザが、選択された使用不能パーク コードでのコールをパークする。

 • 携帯電話ユーザが、選択された無効パーク コードでのコールをパークする。

 • 携帯電話ユーザが、DTMF 転送コードの入力後にパーク コードの入力を行わない。

 • パーク元がコールのパークを試みている間に、パークされた発信側が接続を切断する。

 • パークされた発信側が、選択されたパーク コードでパークされており、かつ取得までの待機状態

に入っている間に接続を切断する。

 • ユーザが、ダイレクト コールパークの取得用番号、および使用中でないパーク コードをダイヤル

する。

 • コールをパークするための番号ストリングの長さと、コールを取得するための番号ストリングの長

さが同じになるよう、管理者がトランスレーション パターンを設定する。

 • パークされたコールをユーザが再試行する。

 • パークされたコールが戻る。

 • パーク コードの使用中に、パーク コードまたはコード範囲、ダイレクト コールパークのパーク プ
レフィックス、ダイレクト コールパークの取得用プレフィックスのいずれかのエンティティが修

正または削除される。

 • ネットワークの分割時に、ダイレクト コールパークが指定される。

追加情報

「関連項目」（P.14-67）を参照してください。
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インテリジェント セッション制御の使用例

インテリジェント セッション制御機能は、次の使用例をサポートします。

 • Reroute Remote Destination Calls to Enterprise Number サービス パラメータが [False] に設定され

ている。

 • Reroute Remote Destination Calls to Enterprise Number サービス パラメータが [True] に設定され

ている。

 • Ignore Call Forward All on Enterprise DN サービス パラメータが [False] に設定されている。

以降の項では、インテリジェント セッション制御機能の使用例をいくつか示し、その例で行われる設

定について説明します。

使用例 1：Reroute Remote Destination Calls to Enterprise Number サービス パラメータが 
[False] に設定されている

この使用例では、Cisco Unified Communications Manager からリモート接続先に直接コールが発信さ

れる前に、次の設定が行われます。

1. Reroute Remote Destination Calls to Enterprise Number サービス パラメータが [False] に設定され

ます。

2. Number of Digits for Caller ID Partial Match サービス パラメータに、部分一致用の 7 桁が指定さ

れます。

3. 電話機 A の [DN] が 5137000 に指定されます。

4. 電話機 B の [DN] が 5135282 に指定され、[オーナーのユーザ ID(Owner User ID)] が gbuser1 と
なります。また、[リモート接続先 (Remote Destination)] が 9725782583 に指定されます。

5. PreDot として DDI でルート パターン 9.XXXXXXXXXX が使用されます。

6. rcdn-gw ゲートウェイを指すようにルート パターンが設定されます。

図 14-1 に、Reroute Remote Destination Calls to Enterprise Number サービス パラメータが [False] に
設定されているときにリモート接続先に直接送信されるコールの設定を示します。

図 14-1 使用例 1：Reroute Remote Destination Calls to Enterprise Number サービス パラメータ

が [False] に設定されている

次のアクションが行われると、この使用例に示した動作が開始されます。

 • 電話機 A（DN が 5137000）のユーザが、05782583 をダイヤルして携帯電話にコールを発信する。

次のコール処理が実行されます。

1. トランスレーション パターンが一致し、着信番号が 99725782583 に変換されます。
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2. ルート パターン 9.XXXXXXXXXX が一致します。

3. ルート パターンによって先頭の（PreDot）9 が削除されて、番号が 9725782583 となります。

4. リモート接続先と企業電話番号のマッピングは行われません。

5. コールは、ゲートウェイ経由でモバイル ユーザにだけ送達されます。このリモート接続先が関連

付けられている企業電話番号にはアンカーされません。

使用例 2：Reroute Remote Destination Calls to Enterprise Number サービス パラメータが 
[True] に設定されている

この使用例では、Cisco Unified Communications Manager からリモート接続先に直接コールが発信さ

れる前に、次の設定が行われます。

1. Reroute Remote Destination Calls to Enterprise Number サービス パラメータが [True] に設定され

ます。

2. Number of Digits for Caller ID Partial Match サービス パラメータに、部分一致用の 7 桁が指定さ

れます。

3. 電話機 A の [DN] が 5137000 に指定されます。

4. 電話機 B の [DN] が 5135282 に指定され、[オーナーのユーザ ID(Owner User ID)] が gbuser1 と
なります。また、[リモート接続先 (Remote Destination)] が 9725782583 に指定されます。

5. PreDot として DDI でルート パターン 9.XXXXXXXXXX が使用されます。

6. PreDot として DDI でトランスレーション パターン 0.XXXXXXX が使用され、プレフィックス番

号が 9972 に指定されます。

7. rcdn-gw ゲートウェイを指すようにルート パターンが設定されます。

次のアクションが行われると、この使用例に示した動作が開始されます。

 • 電話機 A（DN が 5137000）のユーザが、05782583 をダイヤルして携帯電話にコールを発信する。

次のコール処理が実行されます。

1. トランスレーション パターンが一致し、着信番号が 99725782583 に変換されます。

2. ルート パターン 9.XXXXXXXXXX が一致します。

3. ルート パターンによって先頭の（PreDot）9 が削除されて、番号が 9725782583 となります。

4. リモート接続先と企業電話番号のマッピングが、電話機 B に対して設定されたリモート接続先に

一致します。

5. コールは、呼び出し先のユーザの企業電話番号にアンカーされ、ユーザ リモート接続先に送達さ

れます。

6. モバイル ユーザがコールに応答すると、電話機 B は [Remote In Use（リモートで使用中）]（RIU）

状態になります。

使用例 3：Ignore Call Forward All on Enterprise DN サービス パラメータが [False] に設定され
ている

この使用例では、Cisco Unified Communications Manager からリモート接続先に直接コールが発信さ

れる前に、次の設定が行われます。

1. Reroute Remote Destination Calls to Enterprise Number サービス パラメータが [True] に設定され

ます。

2. Ignore Call Forward All on Enterprise DN サービス パラメータが [False] に設定されます。

3. Number of Digits for Caller ID Partial Match サービス パラメータに、部分一致用の 7 桁が指定さ

れます。
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4. 電話機 A の [DN] が 5137000 に指定されます。

5. 電話機 B の [DN] が 5135282 に指定され、[オーナーのユーザ ID(Owner User ID)] が gbuser1 と
なります。また、[リモート接続先 (Remote Destination)] が 9725782583 に指定されます。電話機 
B の不在転送設定として、電話機 C（DN が 5138000）への転送が指定されます。

6. PreDot として DDI でルート パターン 9.XXXXXXXXXX が使用されます。

7. PreDot として DDI でトランスレーション パターン 0.XXXXXXX が使用され、プレフィックス番

号が 9972 に指定されます。

8. rcdn-gw ゲートウェイを指すようにルート パターンが設定されます。

次のアクションが行われると、この使用例に示した動作が開始されます。

 • 電話機 A（DN が 5137000）のユーザが、05782583 をダイヤルして携帯電話にコールを発信する。

次のコール処理が実行されます。

1. トランスレーション パターンが一致し、着信番号が 99725782583 に変換されます。

2. ルート パターン 9.XXXXXXXXXX が一致します。

3. 変換後、番号は 9725782583 になります。

4. リモート接続先と企業電話番号のマッピングが、電話機 B に対して設定されたリモート接続先に

一致します。

追加情報

「関連項目」（P.14-67）を参照してください。

セッション ハンドオフの使用例

セッション ハンドオフ機能は、次の使用例をサポートします。

 • セッション ハンドオフが DTMF トーン（*74）を使用する。

セッション ハンドオフが DTMF トーン（*74）を使用する。

セッション ハンドオフが DTMF トーン（デフォルトは *74）を使用する場合、次の一連のイベントが

発生します。

1. ユーザ A がユーザ B の机上の電話機に電話をかけます。シングル ナンバー リーチ機能を使用し

て、ユーザ B が携帯電話でそのコールに応答します。ユーザ B の机上の電話機は、[リモートで使

用中 (Remote In Use)]状態になります。

2. ユーザ B が *74（セッション ハンドオフ DTMF コード）を押します。ユーザ B の机上の電話機

（SCCP または SIP を実行しているサポート対象の電話機）が点滅します。ユーザ B はまだ携帯電

話でユーザ A と話しています。

3. 会話を机上の電話機に移動するには、Session Handoff Alerting Timer サービス パラメータ（デ

フォルトは 10 秒）の期限が切れる前に、ユーザ B は机上の電話機からコールに応答する必要があ

ります。このタイマーの期限が切れると、机上の電話機の点滅が停止します。ユーザ B は引き続

き携帯電話から会話を継続できます。

[移動 ] ソフトキーを使用したセッション ハンドオフのイベント

[移動 ] ソフトキーを使用したセッション ハンドオフのイベントの場合、次の一連のイベントが発生し

ます。

1. SIP 参照メッセージ内に埋め込まれている [移動 ] ソフトキーのイベント メッセージを使用して、

セッション ハンドオフがトリガーされます。
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2. Cisco Unified Communications Manager は SIP 参照メッセージを受信すると、Cisco Unified 
Communications Manager はセッション ハンドオフをトリガーします。

（注） セッション ハンドオフを開始したコールがユーザ モバイル デバイスで切断されても、Session Handoff 
Alerting Timer の期限が切れる前に机上の電話機でコールを再開してコールを継続できます。これらの

使用例は、ユーザがエレベーターやデッドゾーン /スポットなど、モバイル接続を維持できない領域に

移動すると発生する場合があります。

追加情報

「関連項目」（P.14-67）を参照してください。

インタラクションおよび制限事項
Cisco Unified Communications Manager の標準機能の多くは、次の項で示す点を除き、Cisco Unified 
Mobility の機能と完全に互換性があります。

 • 「インタラクション」（P.14-28）

 • 「制限事項」（P.14-31）

追加情報

「関連項目」（P.14-67）を参照してください。

インタラクション

次の項では、Cisco Unified Mobility とその他の Cisco Unified Communications Manager コンポーネン

トとのインタラクションについて詳しく説明します。

 • 「ライセンス」（P.14-29）

 • 「サポートされるコールの数」（P.14-29）

 • 「自動コール ピックアップ」（P.14-29）

 • 「ローカル ルート グループ」（P.14-30）

 • 「インテリジェント セッション制御およびセッション ハンドオフ」（P.14-30）

 • 「外部コール制御」（P.14-30）

 • 「Cisco Unified Border Element でのモバイル コネクトおよび SIP トランク」（P.14-31）

追加情報

「関連項目」（P.14-67）を参照してください。
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ライセンス

モバイル コネクトでは、ライセンスが使用されます。[エンドユーザの設定 (End User Configuration)] 
ウィンドウで [モビリティの有効化 (Enable Mobility)] チェックボックスをオンにすると、ライセンス

に対するトリガーが発生し、モバイル コネクト用にデバイス ライセンス ユニット（DLU）が消費され

ます。消費されるライセンス数は、Cisco Unified Mobility 専用のエンド ユーザに付加デバイスを割り

当てるかどうかによって異なります。ライセンスと Cisco Unified Mobility との連携の詳細について

は、次の各項を参照してください。

 • 「Cisco Unified Mobility のライセンス」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「エンド ユーザ用の Cisco Unified 
Mobility」

追加情報

「関連項目」（P.14-67）を参照してください。

サポートされるコールの数

各リモート接続先は、最大 2 つのアクティブなコールをサポートします。Cisco Unified Mobility に対

しては、各リモート接続先は Cisco Unified Communications Manager を介して、最大 2 つのアクティ

ブなコールをサポートします。DTMF で転送や会議を行うためにエンタープライズ機能アクセス電話

番号（DID 番号）を使用することは、1 つのコールとしてカウントされます。Cisco Unified Mobility 
ユーザが、リモート接続先の 2 つのアクティブなコールを受けているとき、または DTMF でリモート

接続先からのコールを転送して会議を行うときにコールを受信すると、受信されたコールはリモート接

続先ではなく、企業のボイスメールに到達します。これはつまり、Call Forward No Answer（CFNA; 
無応答時転送）が設定されていたり、コールがシェアドラインで応答されなかったりする場合です。

追加情報

「関連項目」（P.14-67）を参照してください。

自動コール ピックアップ

Cisco Unified Mobility は、サービス パラメータの選択に基づいた自動コール ピックアップと通信しま

す。Auto Call Pickup Enabled サービス パラメータを [True] に設定すると、エンド ユーザは [ピック ] 
ソフトキーを押すだけでコールを受けることができます。

Auto Call Pickup Enabled サービス パラメータを [False] に設定した場合、エンド ユーザは [ピック ]、
[G ピック ]、または [他Grp] ソフトキーを押してから、[応答 ] ソフトキーを押す必要があります。

例

電話機 A、電話機 B（Cisco Unified Mobility 加入者）、および電話機 C は Engineering グループに属

し、電話機 D、電話機 E、および電話機 F は Accounting グループに属しています。

電話機 D は、Engineering グループの電話機 A にコールします。電話機 A の呼び出し音が鳴り、この

グループの電話機 B および電話機 C はピックアップに関する通知を受信します。

自動コール ピックアップが有効である場合、Cisco Unified Mobility 機能を後で使用するには、電話機 
B の [ピック ] ソフトキーを押します。

自動コール ピックアップが有効でない場合、電話機 B の [ピック ] ソフトキーを押すと、電話機 B に関

連付けられているリモート接続先で呼び出し音が鳴ります。電話機 B の [応答 ] ソフトキーを押すと、

リモート接続先での呼び出し音は停止します。ユーザはその後、携帯電話ピックアップとデスクトップ 
コール ピックアップを実行できます。
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追加情報

「関連項目」（P.14-67）を参照してください。

ローカル ルート グループ

リモート接続先に対するシングル ナンバー リーチ コールでは、発信側のデバイス プールによって標準

ローカル ルート グループの選択が決まります。

追加情報

「関連項目」（P.14-67）を参照してください。

インテリジェント セッション制御およびセッション ハンドオフ

企業電話番号にアンカーされるリモート接続先への直接コールの場合、モバイル ユーザはセッション 
ハンドオフ機能を呼び出し、机上の電話機にコールをハンドオフできます。

追加情報

「関連項目」（P.14-67）を参照してください。

外部コール制御

「外部コール制御」の章で説明するように外部コール制御が設定されている場合、Cisco Unified 
Communications Manager は次の Cisco Unified Mobility 機能について付加ルート サーバからのルート

決定を受け入れます。

 • モバイル コネクト

 • モバイル ボイス アクセス

 • エンタープライズ機能アクセス

 • Dial-via-Office リバース コールバック

 • Dial-via-Office 転送

ヒント モバイル ボイス アクセスまたはエンタープライズ機能アクセスを呼び出すには、エンド ユーザが、

Cisco Unified Communications Manager の管理ページで設定されている機能電話番号をダイヤルする必要

があります。着信側番号は（この場合）機能 DN であるため、Cisco Unified Communications Manager は
コールを受信したときに、Cisco Unified Communications Manager は外部コール制御を呼び出しません。

コールがアンカーされた後、Cisco Unified Communications Manager によりユーザ認証が要求され、ユー

ザは発信先の番号を入力します。Cisco Unified Communications Manager が発信先にコールを送達しよう

とすると、外部コール制御が呼び出されます。Cisco Unified Communications Manager は、コール ルー

ティング クエリーを付加ルート サーバに送信して、コールの処理方法を決定します。

次の Cisco Unified Mobility 機能に対しては、Cisco Unified Communications Manager はルーティング 
クエリーを送信しません。

 • セル ピックアップ

 • デスク ピックアップ

 • セッション ハンドオフ

追加情報

「関連項目」（P.14-67）を参照してください。
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Cisco Unified Border Element でのモバイル コネクトおよび SIP トランク

Cisco Unified Mobility は、Cisco Unified Border Element（CUBE）を利用することにより、SIP トラ

ンクでコール中機能のないモバイル コネクト機能をサポートします。

制限事項

Cisco Unified Mobility は、Cisco Unified Communications Manager のその他のコンポーネントの操作

に関して、次の制限を実施しています。

 • 「強制承認コードとクライアント識別コード」（P.14-32）

 • 「Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）」（P.14-32）

 • 「ビデオ コール」（P.14-32）

 • 「リモート接続先」（P.14-32）

 • 「リモート接続先プロファイル」（P.14-32）

 • 「会議」（P.14-32）

 • 「Q シグナリング（QSIG）パス置換」（P.14-32）

 • 「デュアル モード ハンドオフおよび発信者 ID」（P.14-32）

 • 「デュアル モード フォンおよびコンピュータ /テレフォニー インテグレーション（CTI）アプリ

ケーション」（P.14-32）

 • 「デュアル モード フォンおよびデスクトップ コール ピックアップ」（P.14-33）

 • 「デュアル モード フォンおよびコールのアンカー」（P.14-33）

 • 「DTMF を使用している GSM でのエンタープライズ機能」（P.14-33）

 • 「ゲートウェイとポート」（P.14-33）

 • 「セルラー ネットワークからのエンタープライズ機能」（P.14-33）

 • 「コールのアンカー」（P.14-33）

 • 「自動転送」（P.14-33）

 • 「複数ノード クラスタ環境」（P.14-33）

 • 「サービス パラメータ」（P.14-34）

 • 「携帯電話からの + 文字のダイヤル」（P.14-34）

 • 「DTMF の保留が押されている場合、デスクトップ コール ピックアップの最大待機時間が適用さ

れない」（P.14-34）

 • 「SIP を実行している Cisco Unified IP Phone 7940 および 7960」（P.14-34）

 • 「オーバーラップ送信」（P.14-34）

 • 「リモート接続先への SIP URI および直接コール」（P.14-34）

 • 「机上の電話機での DND およびリモート接続先への直接コール」（P.14-35）

 • 「セッション ハンドオフ機能の制限事項」（P.14-35）

 • 「モバイル コネクト サポートの制限事項」（P.14-35）
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強制承認コードとクライアント識別コード

Forced Authorization Code （FAC; 強制承認コード）と Client Matter Code（CMC; クライアント識別

コード）機能は、モバイル ボイス アクセスおよびエンタープライズ機能アクセス 2 段階ダイヤリング

とは連携しません。

Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）

モバイル コネクトは、Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）とは連携しません。コールが 
MLPP によってプリエンプション処理された場合、モバイル コネクト機能はそのコールに対して無効

になります。

ビデオ コール

モバイル コネクトのサービスは、ビデオ コールには提供されません。机上の電話機で受信したビデオ 
コールは、携帯電話では取得できません。

リモート接続先

リモート接続先は、Time Division Multiplex（TDM; 時分割多重）デバイスである必要があります。

Cisco Unified Communications Manager クラスタ内では IP Phone をリモート接続先として設定できま

せん。

リモート接続先が、PSTN 番号または Intercluster Trunk（ICT; クラスタ間トランク）上の番号を指定

していることを確認してください。

リモート接続先は、Cisco Unified IP Phone が保留にしているコールを再開できません。

リモート接続先プロファイル

リモート接続先プロファイルに関連付けられた電話番号を設定する場合、[電話番号の設定 (Directory 
Number Configuration)] ウィンドウの [表示 (Display、内線発信者 ID)] フィールドには、ASCII 文字

だけを使用する必要があります。

会議

モバイル ボイス アクセスを使用する場合、ユーザは会議の管理者としてミートミー会議を開始するこ

とはできませんが、ミートミー会議に参加することはできます。

既存の会議コールが、リモート接続先のシェアドライン IP Phone、デュアル モード フォン、またはス

マートフォンから開始されている場合、会議コールが携帯電話に送信された後や、デュアル モード ハ
ンドオフ アクションが発生した後では、既存の会議に新しい会議参加者を追加できません。新しい会

議参加者の追加を可能にするには、Advanced Ad Hoc Conference Enabled サービス パラメータを使用

します。

Q シグナリング（QSIG）パス置換

QSIG（Q シグナリング）パス置換はサポートされません。

デュアル モード ハンドオフおよび発信者 ID
デュアル モード ハンドオフを使用するには、セルラー ネットワークで発信者 ID が使用可能になって

いる必要があります。

デュアル モード フォンおよびコンピュータ /テレフォニー インテグレーション（CTI）アプリケー
ション

デュアル モード フォンが Wireless Fidelity（Wi-Fi）エンタープライズ モードの場合、この電話機を 
CTI アプリケーションで管理したり監視したりできません。

WLAN でシェアドライン コールを受けているデュアル モード フォンの [リモートで使用中 ] インジ

ケータは、デュアル モード フォンが WLAN の範囲外に移動した場合は、表示されなくなります。
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デュアル モード フォンおよびデスクトップ コール ピックアップ

デスクトップ コール ピックアップ機能は、次の携帯電話のモデルには適用されません。

 • SIP を実行しているNokia 902iL および Nokia 906iL デュアル モード フォン

 • Skinny Client Control Protocol（SCCP）を実行している Nokia S60 デュアル モード フォン

これらの電話機モデルでは、携帯電話ユーザがコールを切ると、発信側では（リモート接続先エンド

ユーザの [デスクピックアップの最大待機時間 (Maximum Wait Time for Desk Pickup)] フィールドの設

定に従って）10 秒間保留音が流れた後、コールが終了します。デスクトップ コール ピックアップ機能

はこれらの電話機モデルではサポートされていないため、ユーザの机上の電話機には [復帰 ] ソフト

キーが表示されず、ユーザは机上の電話機でコールをピックアップできません。

デュアル モード フォンおよびコールのアンカー

リモート接続先として設定されているデュアル モード フォン（Cisco Unified Mobility Advantage と、

SCCP または SIP を実行しているデュアル モード フォン）は、コールをアンカーできません。

DTMF を使用している GSM でのエンタープライズ機能

DTMF を使用する場合、GSM でエンタープライズ機能を使用できるかどうかは、サードパーティ製の

スマートフォンでサポートされている機能によって異なります。

ゲートウェイとポート

モバイル ボイス アクセスでは、H.323 VoIP だけがサポートされます。

モバイル コネクト機能は、T1 Channel Associated Signaling（CAS）、Foreign Exchange Office
（FXO）、Foreign Exchange Station（FXS）、および Basic Rate Interface（BRI; 基本インターフェイス）

ではサポートされません。

セルラー ネットワークからのエンタープライズ機能

セルラー ネットワークからエンタープライズ機能を使用するには、アウトオブバンド DTMF が必要で

す。

（注） SIP トランク（クラスタ間トランク（ICT）またはゲートウェイ）を介した IP Phone のリモート接続先

としてクラスタ間 DN を使用する場合は、IP Phone の設定時に [DTMF受信が必要 (Require DTMF 
Reception)] チェックボックスをオンにして、DTMF 番号をアウトオブバンドで受信できるようにしま

す。このことは、エンタープライズ機能アクセスのコール中の機能に重要です。

コールのアンカー

コールのアンカーは、発信者 ID に基づいて実行され、登録されているシングル モードの電話機または

デュアル モード フォンからのコールだけでサポートされます。

自動転送

エンド ユーザがリモート接続先を設定した場合、未登録時の不在転送を設定する必要はありません。

モバイル コネクト プロセスの一部として、適切な自動転送が処理されます。

複数ノード クラスタ環境

複数ノード クラスタ環境では、Cisco Unified Communications Manager のパブリッシャ サーバが到達

不能の場合、エンド ユーザがモバイル ボイス アクセスまたは 2 段階ダイヤリングを介して、モバイル 
コネクトをオンまたはオフにするための変更を加えても、その変更は保存されません。
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サービス パラメータ

エンタープライズ機能アクセスのサービス パラメータは、標準の電話機またはスマートフォンに適用

されます。ただし、スマートフォンは、通常、ワンタッチ キーを使用して適切なコードを送信します。

管理者は、モバイル コネクトで使用するすべてのスマートフォンに対して、エンタープライズ機能ア

クセスのデフォルト コードまたはスマートフォンのマニュアルで指定されているコードのどちらかを

使用するように設定する必要があります。

携帯電話からの + 文字のダイヤル

ユーザは携帯電話で DTMF を使用して + 記号をダイヤルすると、国際エスケープ文字を指定できます。

Cisco Unified Mobility では、携帯電話から電話番号に + 文字を含む企業の IP Phone にコールを発信す

るために、対話型音声応答（IVR）用の DTMF を使用して + をダイヤルすることはサポートされてい

ません。

Cisco Unified Mobility では、携帯電話から電話番号に + 文字を含む企業の IP Phone にコールを発信す

るために、2 段階ダイヤリング用の DTMF を使用して + をダイヤルすることはサポートされていませ

ん。

Cisco Unified Communications Manager の管理での国際エスケープ文字の設定の詳細については、『Cisco 
Unified Communications Manager システム ガイド』の「国際エスケープ文字 + の使用」の項を参照して

ください。

DTMF の保留が押されている場合、デスクトップ コール ピックアップの最大待機時間が適用されない

ユーザがリモート接続先（スマートフォンまたは他の電話機）から *81 DTMF コードを押してコール

を保留にしている場合、ユーザの机上の電話機には [復帰 ] ソフトキーが表示されます。ただし、机上

の電話機はデスクトップ コール ピックアップにはタイマーを適用しません。[復帰 ] ソフトキーは、エ

ンド ユーザがコールをピックアップするように設定されているタイムアウト後もそのまま表示され、

コールは終了しません。

代わりにユーザは、机上の電話機をトリガーしてデスクトップ コール ピックアップにタイマーを適用

させているリモート電話機で、コールを切る必要があります （この設定を変更するには、[エンドユー

ザの設定 (End User Configuration)] ウィンドウの [デスクピックアップの最大待機時間 (Maximum 
Wait Time for Desk Pickup)] フィールドを使用します）。

SIP を実行している Cisco Unified IP Phone 7940 および 7960
SIP を実行している場合、Cisco Unified IP Phone 7940 および 7960 ではリモートで使用中の状態がサ

ポートされず、そのためデスクトップ コール ピックアップをサポートできません。

これらの電話機では、SIP を実行している Cisco Unified IP Phone 7940 または 7960 から携帯電話に送達

されたコールを携帯電話ユーザが切った場合、発信側で（リモート接続先エンドユーザの [デスクピック

アップの最大待機時間 (Maximum Wait Time for Desk Pickup)] フィールドの設定に従って）10 秒間保留

音が流れた後、コールが終了します。デスクトップ コール ピックアップ機能は、これらの電話機モデル

が SIP デバイスとして実行している場合にはサポートされないため、ユーザの机上の電話機には [復帰 ] 
ソフトキーが表示されず、ユーザは机上の電話機でコールをピックアップできません。

Cisco Unified Mobility に対して有効なユーザについては、SCCP を実行するように Cisco Unified IP 
Phone 7940 および 7960 を設定することをお勧めします。

オーバーラップ送信

インテリジェント セッション制御機能では、オーバーラップ送信パターンはサポートされません。

リモート接続先への SIP URI および直接コール

インテリジェント セッション制御機能は、直接 URI ダイヤルをサポートしていません。このため、

SIP URI に発信されたコールは企業電話番号にアンカーできません。



 

14-35
Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド     

第 14 章      Cisco Unified Mobility
    システム要件    

机上の電話機での DND およびリモート接続先への直接コール

机上の電話機は、[サイレント (Do Not Disturb)]（DND）が有効になっていると、[リモートで使用中

(Remote In Use)]（RIU）状態にできません。次の場合、コールはアンカーされません。

 • DND がコール拒否オプションとともに有効になっている：コールをアンカーできません。

 • 机上の電話機で [DND] ソフトキーを押して DND がアクティブになる：コールをアンカーできま

せん。

ただし、DND が呼出音オフのオプションとともに有効になっている場合、コールはアンカーされま

す。

セッション ハンドオフ機能の制限事項

セッション ハンドオフ機能には、次の制限事項があります。

 • セッション ハンドオフは、携帯電話から机上の電話機に対してだけ実行できます。逆方向の場合、

現在のリモート接続先ピックアップ方式には携帯電話へのコールの送信機能を使用します。

 • オーディオ コール セッション ハンドオフだけがサポートされます。

モバイル コネクト サポートの制限事項

モバイル コネクト機能は、Primary Rate Interface（PRI; 1 次群速度インターフェイス）Public 
Switched Telephone Network（PSTN; 公衆電話交換網）接続でだけサポートされます。

SIP トランクの場合、モバイル コネクトは IOS ゲートウェイまたはクラスタ間トランク経由でサポー

トされます。

追加情報

「関連項目」（P.14-67）を参照してください。

システム要件
モバイル コネクトは、SIP または SCCP を実行している Cisco Unified IP Phone 7906、7911、
7941/61、7962/42、7970/71、および 7975 と連携します。これらには、次のソフトウェア コンポーネ

ントが必要です。

 • Cisco Unified Communications Manager 6.0 以降

 • パブリッシャ上でだけ稼動する Cisco Unified Mobile Voice Access サービス

 • Cisco Unified Communications Manager Locale Installer（英語以外の電話ロケール、または国に固

有のトーンを使用する場合）

追加情報

「関連項目」（P.14-67）を参照してください。
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Cisco Unified MobilityManager からの移行
スタンドアロンの Cisco Unified MobilityManager データを Cisco Unified Communications Manager 以
降へ移行するには、次のプロセスに従います。

1. 必要に応じて、Cisco Unified MobilityManager システムをリリース 1.2(5) にアップグレードしま

す。『Release Notes for Cisco Unified MobilityManager Release 1.2(5)』を参照してください。

2. Cisco Unified MobilityManager にログインし、設定データを CSV 形式でエクスポートします。手

順については、『Release Notes for Cisco Unified MobilityManager Release 1.2(5)』を参照してくだ

さい。

3. Cisco Unified Communications Manager の管理ページにログインし、[一括管理 (Bulk 
Administration)] の [インポート /エクスポート (Import/Export)] にあるウィンドウを使用して、

Cisco Unified MobilityManager からエクスポートされた CSV データ ファイルをインポートしま

す。『Cisco Unified Communications Manager Bulk Administration ガイド』の「アクセス リスト」、

「リモート接続先」、および「リモート接続先プロファイル」の章を参照してください。

追加情報

「関連項目」（P.14-67）を参照してください。

Cisco Unified Mobility の設定
この項では、Cisco Unified Communications Manager にネイティブな Cisco Unified Mobility 機能をプ

ロビジョニングするように設定する必要がある各 Cisco Unified Communications Manager の管理メ

ニュー オプションの詳細な手順について説明します。

管理者が Cisco Unified Communications Manager にネイティブな Cisco Unified Mobility 機能を設定

するために必要な手順をまとめたチェックリストについては、「Cisco Unified Mobility の設定チェック

リスト」（P.14-2）を参照してください。

エンド ユーザは、Cisco Unified CM のユーザ オプションのウィンドウを使用して、携帯電話に適用さ

れる Cisco Unified Mobility の設定をさらに詳しく構成したり、または変更したりできます。

ここでは、次のトピックについて説明します。

 • 「アクセス リストの設定」（P.14-37）

 • 「リモート接続先プロファイルの設定」（P.14-42）

 • 「リモート接続先の設定」（P.14-49）

 • 「モバイル ボイス アクセスの電話番号の設定」（P.14-58）

 • 「エンタープライズ機能アクセス用のゲートウェイの設定」（P.14-59）

 • 「エンタープライズ機能アクセス 2 段階ダイヤリング」（P.14-64）

 • 「モビリティの設定」（P.14-66）

 • 「モビリティ ソフトキーの設定」（P.14-67）

ヒント Cisco Unified Mobility を設定する前に、「Cisco Unified Mobility の設定チェックリスト」（P.14-2）を

参照してください。

追加情報

「関連項目」（P.14-67）を参照してください。
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アクセス リストの設定

アクセス リストを定義すると、発信者 ID に基づいて、リモート接続先に送信されるモバイル コネクト 
コールの内線を明示的に許可またはブロックできます。

アクセス リストの設定については、次の項を参照してください。

 • 「アクセス リストの検索」（P.14-37）

 • 「アクセス リストの設定」（P.14-38）

 • 「アクセス リストの削除」（P.14-39）

追加情報

「関連項目」（P.14-67）を参照してください。

アクセス リストの検索

Cisco Unified Mobility をサポートしているアクセス リストは、リモート接続先への送信が許可または

ブロックされている電話番号を指定したリストです。Cisco Unified Mobility の詳細については、「関連

項目」（P.14-67）を参照してください。

ネットワークには複数のアクセス リストが存在する場合があります。Cisco Unified Communications 
Manager では特定の条件に基づいて、特定のアクセス リストを検索できます。アクセス リストを検索

するには、次の手順を実行します。

（注） ブラウザ セッションでの作業中は、Cisco Unified Communications Manager の管理ページでアクセス 
リストの検索プリファレンスが保持されます。他のメニュー項目に移動してこのメニュー項目に戻った

場合でも、検索を変更するかブラウザを閉じない限り、アクセス リストの検索プリファレンスは Cisco 
Unified Communications Manager の管理ページで保持されています。

手順

ステップ 1 メニュー バーで、[コールルーティング (Call Routing)] > [コントロールのクラス (Class of Control)] > 
[アクセスリスト (Access List)] の順に選択します。

[ アクセスリストの検索と一覧表示 (Find and List Access Lists)] ウィンドウが表示されます。ウィンド

ウには、アクティブな（前の）クエリーのレコードが表示される場合もあります。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空になっていることを確認

し、「ステップ 3」 に進みます。

特定のレコードをフィルタリングまたは検索するには、次の操作を実行します。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスで、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスで、検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索文字を入力します。

（注） 別の検索条件を追加するには、[+] ボタンをクリックします。条件を追加した場合は、指定し

たすべての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、[-] ボタンをクリッ

クして、最後に追加された条件を削除するか、または [フィルタのクリア (Clear Filter)] ボタン

をクリックして、追加されたすべての検索条件を削除します。
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ステップ 3 [検索 (Find)] をクリックします。

条件に一致するレコードがすべて表示されます。[ ページあたりの行数 (Rows per Page)] ドロップダウ

ン リスト ボックスで別の値を選択すると、各ページに表示される項目数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして [選択項目の削除 (Delete 
Selected)] をクリックすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。[すべてを選

択 (Select All)] をクリックして [選択項目の削除 (Delete Selected)] をクリックすると、この選

択対象として設定可能なすべてのレコードを削除できます。

ステップ 4 表示されたレコード リストから、目的のレコードのリンクをクリックします。

（注） ソート順を逆にするには、リストのヘッダーにある上矢印または下矢印をクリックします（使

用可能な場合）。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

「関連項目」（P.14-67）を参照してください。

アクセス リストの設定

次の手順では、アクセス リストを設定する方法について説明します。

手順

ステップ 1 メニュー バーで、[コールルーティング (Call Routing)] > [コントロールのクラス (Class of Control)] > 
[アクセスリスト (Access List)] の順に選択します。

[ アクセスリストの検索と一覧表示 (Find and List Access Lists)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

 • 既存のアクセス リストをコピーするには、「アクセス リストの検索」（P.14-37）で説明したとおり

に、該当するアクセス リストを検索します。コピーするアクセス リストの横にある [ コピー

(Copy)] アイコンをクリックします。ウィンドウにアクセス リストのコピーが表示されます。[ 名
前 (Name)] フィールドの値を変更し、「ステップ 3」 に進みます。

 • 新しいアクセス リストを追加するには、[ 新規追加 (Add New)] ボタンをクリックし、「ステッ

プ 3」 に進みます。

 • 既存のアクセス リストを更新するには、「アクセス リストの検索」（P.14-37）で説明したとおり

に、該当するアクセス リストを検索し、「ステップ 3」 に進みます。

ステップ 3 パラメータの値を入力します（表 14-4 を参照）。

ステップ 4 [保存 (Save)] をクリックします。

新しいアクセス リストを設定している場合、ウィンドウが再度開き、[ アクセスリストメンバ情報

(Access List Member Information)] 領域が表示されます。

ステップ 5 アクセス リストのメンバを設定する場合は、[メンバの追加 (Add Member)] をクリックします。

[ アクセスリストメンバの詳細 (Access List Member Detail)] ウィンドウが開きます。



 

14-39
Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド     

第 14 章      Cisco Unified Mobility
    Cisco Unified Mobility の設定       

ステップ 6 パラメータの値を入力します（表 14-5 を参照）。

ステップ 7 [保存 (Save)] をクリックします。

[ アクセスリストの設定 (Access List Configuration)] ウィンドウが再度開き、[ 選択されたフィルタ

(Selected Filters)] 領域に、新しい番号またはフィルタが表示されます。

ステップ 8 [アクセスリストの設定 (Access List Configuration)] ウィンドウで、フィルタを追加し、必要に応じて

既存のアクセス リストを変更します。

 • DN マスクを変更するには、ウィンドウ下部の [ アクセスリストメンバ (Access List Members)] の
下にある電話番号のリンクをクリックし、変更値を入力してから、[ 保存 (Save)] をクリックしま

す。

 • フィルタを削除するには、フィルタを選択し、[ 削除 (Delete)] をクリックします。

 • フィルタを削除せずに非アクティブにするには、[ 選択されたフィルタ (Selected Filters)] ペインで

フィルタを選択し、下向きの矢印をクリックして、フィルタを [ 削除されたフィルタ (Removed 
Filters)] ペインに移動します。

 • フィルタをアクティブにするには、[ 削除されたフィルタ (Removed Filters)] ペインでフィルタを

選択し、上向きの矢印をクリックして、フィルタを [ 選択されたフィルタ (Selected Filters)] 領域

に移動します。

 • 既存のリストと同じメンバを含む新しいアクセス リストを作成するには、[ コピー (Copy)] をク

リックします。

追加情報

「関連項目」（P.14-67）を参照してください。

アクセス リストの削除

Cisco Unified Communications Manager の管理ページでアクセス リストを削除するには、次の手順を

実行します。

始める前に

リモート接続先が使用しているアクセス リストは削除できません。アクセス リストを使用している項

目を検索するには、[アクセスリストの設定 (Access List Configuration)] ウィンドウの [関連リンク

(Related Links)] ドロップダウン リスト ボックスから [依存関係レコード (Dependency Records)] を選

択します。依存関係レコードがシステムで使用できない場合は、[依存関係レコード要約 (Dependency 
Records Summary)] ウィンドウにメッセージが表示されます。依存関係レコードの詳細については、

『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「依存関係レコードへの

アクセス」を参照してください。使用中のアクセス リストを削除しようとすると、Cisco Unified 
Communications Manager によってメッセージが表示されます。現在使用しているアクセス リストを

削除する前に、次の作業のいずれかまたは両方を実行する必要があります。

 • 削除するアクセス リストを使用しているリモート接続先に、別のアクセス リストを割り当てます。

「リモート接続先の設定」（P.14-49）を参照してください。

 • 削除するアクセス リストを使用しているリモート接続先を削除します。「リモート接続先の削除」

（P.14-52）を参照してください。

手順

ステップ 1 削除するアクセス リストを検索します。検索の手順は、「アクセス リストの検索」（P.14-37）を参照し

てください。
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ステップ 2 [アクセスリストの設定 (Access List Configuration)] ウィンドウが表示された後に、[削除 (Delete)] を
クリックします。

ステップ 3 削除を続けるには、[OK] をクリックします。

追加情報

「関連項目」（P.14-67）を参照してください。

アクセス リストの設定項目

Cisco Unified Mobility をサポートしているアクセス リストは、リモート接続先への送信が許可または

ブロックされている電話番号を指定したリストです。

表 14-4 は、[アクセスリストの設定 (Access List Configuration)] ウィンドウ内の使用可能な設定を示し

ています。Cisco Unified Mobility の詳細については、「関連項目」（P.14-67）を参照してください。

表 14-4 アクセス リストの設定項目 

フィールド 説明

[アクセスリスト情報 (Access List Information)]

[名前 (Name)] このアクセス リストの一意の名前（1 ～ 50 文字）を入力します。

引用符（"）、右山カッコ（>）、左山カッコ（<）、バックスラッシュ（¥）、
アンパサンド（&）、およびパーセント記号（%）を除くすべての文字を使

用できます。

[説明 (Description)] このアクセス リストの説明（1 ～ 128 文字）を入力します。

タブや引用符（"）など、出力されない文字を除くすべての文字を使用でき

ます。

[オーナー (Owner)] ドロップダウン リスト ボックスで、アクセス リストの適用先のエンド 
ユーザを選択します。

[許可 (Allowed)] メンバの電話番号からのコールがリモート接続先に送信されるようにする

には、このオプション ボタンをクリックします。

[ブロック (Blocked)] メンバの電話番号からのコールがリモート接続先に送信されるのをブロッ

クするには、このオプション ボタンをクリックします。



 

14-41
Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド     

第 14 章      Cisco Unified Mobility
    Cisco Unified Mobility の設定       

追加情報

「関連項目」（P.14-67）を参照してください。

アクセス リスト メンバの詳細の設定項目

アクセス リストの設定中に [アクセスリストの設定 (Access List Configuration)] ウィンドウで [メンバ

の追加 (Add Member)] ボタンをクリックすると、[アクセスリストメンバの詳細 (Access List Member 
Detail)] ウィンドウが表示されます。[アクセスリストメンバの詳細 (Access List Member Detail)] ウィ

ンドウでは、アクセス リスト メンバに関する次の設定値を設定できます。

 • [フィルタマスク (Filter Mask)]

 • [DNマスク (DN Mask)]

新しいアクセス リスト メンバの設定が完了すると、この新しいアクセス リスト メンバが、対応する [ア
クセスリストの設定 (Access List Configuration)] ウィンドウの下部にある [アクセスリストメンバ

(Access List Members)] ペインに表示されます。いずれかのアクセス リスト メンバをクリックして、その

アクセス リスト メンバの設定を表示または変更できます。何も変更せずに [アクセスリストメンバの詳

細 (Access List Member Detail)] ウィンドウを終了するには、[関連リンク (Related Links)] ドロップダウ

ン リスト ボックスの [検索 /リストに戻る (Back to Find/List)] を選択して、[移動 (Go)] をクリックしま

す。

[アクセスリストメンバ情報 (Access List Member Information)]

[選択されたフィルタ
(Selected Filters)]

このペインには、アクセス リストの現在のメンバが表示されます。メンバ

は次のタイプで構成されます。

 • [非通知 (Private)]：このフィルタは、発信者 ID を表示しない非通知番

号からのコールに適用されます。

 • [使用不可 (Not Available)]：このフィルタは、発信者 ID を持たない番

号からのコールに適用されます。

 • [電話番号 (Directory Number)]：このフィルタは、カッコで囲まれた電

話番号を指定します。たとえば、(12345) です。有効な値は、0 ～ 9 ま
での数字と、ワイルドカード文字 X、!、および # です。

このペインの下側にある矢印を使用して、アクセス リストのメンバをこの

ペインに対して追加および削除します。

[メンバの追加 (Add Member)]：このボタンをクリックして、新しいメンバ

を [選択されたフィルタ (Selected Filters)] ペインに追加します。[アクセス

リストメンバの詳細 (Access List Member Detail)] ウィンドウが開きます。

詳細については、「アクセス リスト メンバの詳細の設定項目」（P.14-41）
を参照してください。

[削除されたフィルタ
(Removed Filters)]

このペインは、このアクセス リストに対して定義されているものの現在は

選択されていないフィルタを指定します。

このペインの上側にある矢印を使用して、アクセス リストのメンバをこの

ペインに対して追加および削除します。

表 14-4 アクセス リストの設定項目 （続き）

フィールド 説明
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表 14-5 は、[アクセスリストメンバの詳細 (Access List Member Detail)] ウィンドウ内の使用可能な設

定を示しています。

追加情報

「関連項目」（P.14-67）を参照してください。

リモート接続先プロファイルの設定

リモート接続先プロファイルの設定については、次の項を参照してください。

 • 「リモート接続先プロファイルの検索」（P.14-43）

 • 「リモート接続先プロファイルの設定」（P.14-44）

 • 「電話番号とリモート接続先プロファイルの関連付け」（P.14-45）

 • 「リモート接続先プロファイルの削除」（P.14-45）

 • 「リモート接続先プロファイルの設定項目」（P.14-45）

追加情報

「関連項目」（P.14-67）を参照してください。

表 14-5 アクセス リスト メンバの詳細の設定項目 

フィールド 説明

[フィルタマスク (Filter 
Mask)]

ドロップダウン リスト ボックスからオプションを選択します。[電
話番号 (Directory Number)]（電話番号の入力）、[使用不可 (Not 
Available)]（発信者 ID を持たないコールの除外）、または [非通知

(Private)]（発信者 ID を表示せずに許可またはブロックする番号の

指定）のいずれかを選択できます。

[DNマスク (DN Mask)] [フィルタマスク (Filter Mask)] フィールドで [電話番号

(Directory Number)] を選択した場合は、[DNマスク (DN Mask)] 
フィールドに電話番号またはフィルタを入力します。フィルタを

定義するときは、次のワイルドカードを使用できます。

 • X（大文字または小文字）：1 桁の数字と一致します。

 • !：任意の桁の数字と一致します。

 • #：完全一致用の 1 桁の数字として使用します。

例： 

 • 408!は、408 で始まるすべての番号と一致します。

 • 408555123X は、4085551230 ～ 4085551239 のすべての番

号と一致します。

（注） 先行文字 + で始まる発信側番号からの着信コールをフィ

ルタリングするには、サポートされているワイルド カー

ドを電話番号の前に付加している場合を除いて、[DNマ

スク (DN Mask)] フィールドに先行文字 + を含める必要が

あります。たとえば、+14081239876 をブロックする場合

は、エンドユーザのアクセス リストの [DNマスク (DN 
Mask)] フィールドに +14081239876 または 
!14081239876 を指定する必要があります。
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リモート接続先プロファイルの検索

Cisco Unified Mobility をサポートしているリモート接続先プロファイルは、ユーザのすべてのリモー

ト接続先に適用されるパラメータのセットです。Cisco Unified Mobility の詳細については、「関連項

目」（P.14-67）を参照してください。

ネットワークには複数のリモート接続先プロファイルが存在する場合があります。Cisco Unified 
Communications Manager では特定の条件に基づいて、特定のリモート接続先プロファイルを検索でき

ます。リモート接続先プロファイルを検索するには、次の手順を実行します。

（注） ブラウザ セッションでの作業中は、Cisco Unified Communications Manager の管理ページでリモート

接続先プロファイルの検索プリファレンスが保持されます。他のメニュー項目に移動してこのメニュー

項目に戻った場合でも、検索を変更するかブラウザを閉じない限り、リモート接続先プロファイルの検

索プリファレンスは Cisco Unified Communications Manager の管理ページで保持されています。

手順

ステップ 1 メニュー バーで、[デバイス (Device)] > [デバイスの設定 (Device Settings)] > [リモート接続先プロ

ファイル (Remote Destination Profile)] の順に選択します。

[ リモート接続先プロファイルの検索と一覧表示 (Find and List Remote Destination Profiles)] ウィンド

ウが表示されます。ウィンドウには、アクティブな（前の）クエリーのレコードが表示される場合もあ

ります。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空になっていることを確認

し、「ステップ 3」 に進みます。

特定のレコードをフィルタリングまたは検索するには、次の操作を実行します。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスで、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスで、検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索文字を入力します。

（注） 別の検索条件を追加するには、[+] ボタンをクリックします。条件を追加した場合は、指定し

たすべての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、[–] ボタンをク

リックして、最後に追加された条件を削除するか、または [フィルタのクリア (Clear Filter)] ボ
タンをクリックして、追加されたすべての検索条件を削除します。

ステップ 3 [検索 (Find)] をクリックします。

条件に一致するレコードがすべて表示されます。[ ページあたりの行数 (Rows per Page)] ドロップダウ

ン リスト ボックスで別の値を選択すると、各ページに表示される項目数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして [選択項目の削除 (Delete 
Selected)] をクリックすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。[すべてを選

択 (Select All)] をクリックして [選択項目の削除 (Delete Selected)] をクリックすると、この選

択対象として設定可能なすべてのレコードを削除できます。
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ステップ 4 表示されたレコード リストから、目的のレコードのリンクをクリックします。

（注） ソート順を逆にするには、リストのヘッダーにある上矢印または下矢印をクリックします（使

用可能な場合）。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

「関連項目」（P.14-67）を参照してください。

リモート接続先プロファイルの設定

リモート接続先プロファイルには、ユーザのリモート接続先すべてに適用されるパラメータが含まれて

います。モバイル コネクト用のユーザ アカウントを設定した後に（『Cisco Unified Communications 
Manager アドミニストレーション ガイド』の「エンド ユーザの設定」の章を参照）、ユーザのリモー

ト接続先プロファイルを作成できます。

リモート接続先プロファイルを設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 メニュー バーで、[デバイス (Device)] > [デバイスの設定 (Device Settings)] > [リモート接続先プロ

ファイル (Remote Destination Profile)] の順に選択します。

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

 • 既存のリモート接続先プロファイルをコピーするには、「リモート接続先プロファイルの検索」

（P.14-43）で説明したとおりに、該当するリモート接続先プロファイルを検索します。コピーする

リモート接続先プロファイルの横にある [ コピー (Copy)] アイコンをクリックします。ウィンドウ

にリモート接続先プロファイルのコピーが表示されます。[ 名前 (Name)] フィールドの値を変更

し、「ステップ 3」 に進みます。

 • 新しいリモート接続先プロファイルを追加するには、[ 新規追加 (Add New)] ボタンをクリックし、

「ステップ 3」 に進みます。

 • 既存のリモート接続先プロファイルを更新するには、「リモート接続先プロファイルの検索」

（P.14-43）で説明したとおりに、該当するリモート接続先プロファイルを検索し、「ステップ 3」 に
進みます。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 14-6 を参照）。

ステップ 4 [保存 (Save)] をクリックします。

追加情報

「関連項目」（P.14-67）を参照してください。
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電話番号とリモート接続先プロファイルの関連付け

リモート接続先プロファイルを作成した後に、ユーザの机上の電話機（複数可）の DN レコードを関連

付ける必要があります。[リモート接続先プロファイルの設定 (Remote Destination Profile 
Configuration)] ウィンドウの [新規DNを追加 (Add a New DN)] リンクをクリックし、『Cisco Unified 
Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「電話番号の設定」の章に記載されて

いる手順を実行します。

（注） [電話番号の設定 (Directory Number Configuration)] ウィンドウでリモート接続先プロファイルの関連付

けが解除されている場合は、[リモート接続先 (Remote Destination)] ウィンドウで、DN に対する [回線

アソシエーション (Line Association)] チェックボックスをオンにして、再度関連付ける必要があります。

追加情報

「関連項目」（P.14-67）を参照してください。

リモート接続先プロファイルの削除

Cisco Unified Communications Manager の管理ページでリモート接続先プロファイルを削除するには、

次の手順を実行します。

始める前に

リモート接続先と関連付けられているリモート接続先プロファイルを削除できます。リモート接続先プ

ロファイルと、関連付けられているリモート接続先の両方を削除しようとしていることを示す警告メッ

セージが表示されます。

リモート接続先プロファイルを使用している項目を検索するには、[リモート接続先プロファイルの設

定 (Remote Destination Profile Configuration)] ウィンドウの [関連リンク (Related Links)] ドロップダ

ウン リスト ボックスから [依存関係レコード (Dependency Records)] を選択します。依存関係レコード

がシステムで使用できない場合は、[依存関係レコード要約 (Dependency Records Summary)] ウィンド

ウにメッセージが表示されます。依存関係レコードの詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「依存関係レコードへのアクセス」を

参照してください。

手順

ステップ 1 更新するリモート接続先プロファイルを検索します。検索の手順は、「リモート接続先プロファイルの

検索」（P.14-43）を参照してください。

ステップ 2 [リモート接続先プロファイル (Remote Destination Profiles)] ウィンドウが表示された後に、[削除

(Delete)] をクリックします。

ステップ 3 削除を続けるには、[OK] をクリックします。

リモート接続先プロファイルの設定項目

Cisco Unified Mobility をサポートしているリモート接続先プロファイルは、ユーザのすべてのリモー

ト接続先に適用されるパラメータのセットです。Cisco Unified Mobility の詳細については、「関連項

目」（P.14-67）を参照してください。
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表 14-6 は、[リモート接続先プロファイルの設定 (Remote Destination Profile Configuration)] ウィンド

ウ内の使用可能な設定を示しています。

表 14-6 リモート接続先プロファイルの設定項目 

フィールド 説明

[リモート接続先プロファイル情報 (Remote Destination Profile Information)]

[名前 (Name)] リモート接続先プロファイルの名前を入力します。

この名前には、最長 50 文字を指定できます。有効な文字は、英

字、数字、ダッシュ、ドット（ピリオド）、スペース、およびア

ンダースコアです。

[説明 (Description)] リモート接続先プロファイルの説明を入力します。

このフィールドには、最長 128 文字を指定できます。引用符

（"）、右山カッコ（>）、左山カッコ（<）、バックスラッシュ（¥）、
アンパサンド（&）、およびパーセント記号（%）を除くすべての

文字を使用できます。

[ユーザ ID(User ID)] このプロファイルを割り当てるユーザを選択します。このユーザ

は、[エンドユーザの設定 (End User Configuration)] ウィンドウ

で [モビリティの有効化 (Enable Mobility)] がオンになっている

ユーザの ID と一致している必要があります。

[デバイスプール (Device Pool)] このプロファイルに適用するデバイス プールを選択します。デバ

イス プールは、リージョン、日時グループ、ソフトキー テンプ

レート、および MLPP 情報などのデバイスの共通特性のセットを

定義します。

[コーリングサーチスペース
(Calling Search Space)]

モバイル ボイス アクセス コールまたはエンタープライズ機能ア

クセス コールのルーティングに使用する Calling Search Space
（CSS; コーリング サーチ スペース）を選択します。

（注） このコーリング サーチ スペースの設定は、リモート接続

先からのコールをルーティングする場合にだけ適用され

ます。この設定は、モバイル ボイス アクセス コールおよ

びエンタープライズ機能アクセス コールのダイヤル番号

への発信コール レッグを示します。

[ユーザ保留音源 (User Hold 
Audio Source)]

モバイル コネクト コールとモバイル ボイス アクセス コールにお

いてユーザを保留にする場合のオーディオ オプションを選択しま

す。

[ネットワーク保留MOH音源
(Network Hold MOH Audio 
Source)]

モバイル コネクト コールとモバイル ボイス アクセス コールに対

するマルチキャスト オーディオ ソースを提供する Internetwork 
Operating System（IOS）ゲートウェイのオーディオ ソースを選

択します。
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[プライバシ (Privacy)] リモート接続先プロファイルのプライバシー オプションを選択し

ます。

このフィールドで [デフォルト (Default)] 値を選択した場合、設

定は Privacy Setting サービス パラメータの値に一致します。

（注） Privacy Setting サービス パラメータの値を変更して保存

した場合は、サービス パラメータの変更を有効にするた

めに、[デフォルト (Default)] を指定したリモート接続先

プロファイルの [リモート接続先プロファイルの設定

(Remote Destination Profile Configuration)] ウィンドウに

戻って、[保存 (Save)] をクリックする必要があります。

設定情報の詳細については、「割り込みとプライバシー」（P.1-1）
を参照してください。

[コーリングサーチスペースの再

ルーティング (Rerouting Calling 
Search Space)]

モバイル コネクト コールのルーティングに使用されるコーリング 
サーチ スペースを選択します。

（注） [コーリングサーチスペースの再ルーティング (Rerouting 
Calling Search Space)] に割り当てるパーティションには、

モバイル コールをルーティングするように設定された

ゲートウェイが割り当てられている必要があります。

Cisco Unified Communications Manager は、リモート接

続先番号と [コーリングサーチスペースの再ルーティング

(Rerouting Calling Search Space)] に基づいて、コールの

ルーティング方法を判別します。

（注） [コーリングサーチスペースの再ルーティング (Rerouting 
Calling Search Space)] はコールをリモート接続先または

モビリティ ID にルーティングする場合にだけ適用されま

す。この設定は、コールがユーザの企業電話番号に着信

した場合の、リモート接続先またはモビリティ ID への発

信コール レッグを示します。

（注） デバイスが企業 WLAN と関連付けられ、Cisco Unified 
Communications Manager に登録されている場合、モバイ

ル コネクト コールはデュアル モードの携帯電話の番号と

対応しているデュアル モードのモビリティ ID 番号には

ルーティングされません。デバイスが企業の外部にある

場合にだけ、モバイル コネクト コールはデュアル モード

のモビリティ ID 番号にルーティングされます。

表 14-6 リモート接続先プロファイルの設定項目 （続き）

フィールド 説明
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[発呼側トランスフォーメーショ

ンCSS(Calling Party 
Transformation CSS)]

トランスフォーメーション用のコーリング サーチ スペースを選択

します。この設定により、デバイスの発信側の番号をローカライ

ズできるようになります。選択する発呼側トランスフォーメー

ション CSS に、このデバイスに割り当てる発呼側トランスフォー

メーション パターンが含まれていることを確認してください。

（注） コーリング サーチ スペース内のパーティションには、発

信側トランスフォーメーションだけを含める必要があり

ます。

（注） コーリング サーチ スペースはヌルにしないでください。

ヌル パーティションにはトランスフォーメーションを適

用できません。

（注） 発呼側トランスフォーメーション CSS が存在するパーティ

ションにパターンが割り当てられるため、デバイスは発信

側のトランスフォーメーション パターンの属性を使用しま

す。たとえば、[コールルーティング (Call Routing)] > [コ
ントロールのクラス (Class of Control)] > [コーリングサー

チスペース (Calling Search Space)] の順に選択して発呼側

トランスフォーメーション CSS を設定する場合は、CSS を
パーティションに割り当てます。[コールルーティング

(Call Routing)] > [トランスフォーメーションパターン

(Transformation Pattern)] > [発呼側トランスフォーメー

ションパターン (Calling Party Transformation Pattern)] の順

に選択して発呼側トランスフォーメーション CSS を設定す

る場合は、発呼側トランスフォーメーション CSS が割り当

てられたパーティションを選択します。

[デバイスプールの発呼側トラン

スフォーメーションCSSを使用
(Use Device Pool Calling Party 
Transformation CSS)]

デバイスに割り当てられているデバイス プールで設定された発呼

側トランスフォーメーション CSS を使用するには、このチェック

ボックスをオンにします。このチェックボックスをオフにする

と、デバイスは、[リモート接続先プロファイルの設定 (Remote 
Destination Profile Configuration)] ウィンドウで設定した発呼側

トランスフォーメーション CSS を使用します。

[ユーザロケール (User Locale)] このドロップダウン リスト ボックスで、電話機のユーザ イン

ターフェイスに関連するロケールを選択します。ユーザ ロケール

は、言語やフォントなど、ユーザをサポートする一連の詳細情報

を示します。

Cisco Unified Communications Manager は、ローカリゼーション

をサポートする電話機モデルでだけ、このフィールドを使用可能

にします。

（注） ユーザが英語以外の言語で（電話機に）情報を表示する

よう要求する場合は、ユーザ ロケールを設定する前に、

ロケール インストーラがインストールされていることを

確認してください。Cisco Unified Communications 
Manager Locale Installer のマニュアルを参照してくださ

い。

表 14-6 リモート接続先プロファイルの設定項目 （続き）

フィールド 説明
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追加情報

「関連項目」（P.14-67）を参照してください。

リモート接続先の設定

リモート接続先プロファイルとアクセス リストを作成した後に、個々のリモート接続先を入力し、プ

ロファイルに割り当てることができます。各リモート接続先は、リモート接続先ピックアップ（ユーザ

の机上の電話機からの転送を受信する）を実行したり、回線が机上の電話機と共有されているためにシ

ステムから送信される着信モバイル コネクト コールを受信したりするように設定できる携帯電話また

はその他の電話機です。

[プレゼンテーションインジケー

タを無視 (Ignore Presentation 
Indicators、内線コールのみ )]

接続側の回線 ID 表示を無視する場合は、チェックボックスをオ

ンにします。内線コールにはこの設定を使用します。

[関連付けられたリモート接続先 (Associated Remote Destinations)]

[新規リモート接続先の追加 (Add 
a New Remote Destination)]

このリンクをクリックして [リモート接続先の設定 (Remote 
Destination Configuration)] ウィンドウを開くと、このリモート

接続先プロファイルに関連付けるための新しいリモート接続先を

設定できます。デフォルトでは、現在のリモート接続先プロファ

イルが、新しいリモート接続先の [リモート接続先プロファイル

(Remote Destination Profile)] フィールドに選択されています。詳

細については、「リモート接続先の設定」（P.14-49）を参照してく

ださい。

[名前 (Name)] リモート接続先がすでに存在し、このリモート接続先プロファイ

ルに関連付けられている場合、このカラムにその名前が表示され

ます。

[接続先番号 (Destination 
Number)]

リモート接続先がすでに存在し、このリモート接続先プロファイ

ルに関連付けられている場合、このカラムにその接続先番号が表

示されます。

[サイレント (Do Not Disturb)]

[サイレント (Do Not Disturb)] 電話機でサイレントを有効にするには、このチェックボックスを

オンにします。

[DNDオプション (DND Option)] [コール拒否 (Call Reject)] オプションは、着信コールに関する情

報がユーザに何も表示されないよう設定します。

（注） モバイル デバイス、デュアル モード フォン、および 
SCCP を実行している電話機の場合は、[コール拒否 (Call 
Reject)] オプションだけを選択できます。モバイル デバ

イスまたはデュアル モード フォンで Do Not Disturb
（DND; サイレント）の [コール拒否 (Call Reject)] をアク

ティブにしている場合、デバイスにはコール情報は何も

表示されません。

表 14-6 リモート接続先プロファイルの設定項目 （続き）

フィールド 説明
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新しいリモート接続先を保存すると、ウィンドウに [割り当て情報 (Association Information)] ペインが

表示されます。このセクションには、リモート接続先プロファイルに割り当てられている机上の電話番

号が表示されます。リンクをクリックすると、関連付けられた [電話番号情報 (Directory Number 
Information)] ウィンドウが開きます。『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーショ
ン ガイド』の「電話番号の設定」を参照してください。

（注） この項では、[リモート接続先の設定 (Remote Destination Configuration)] ウィンドウを開いてリモー

ト接続先のレコードにアクセスする方法について説明します。また、リモート接続先プロファイルの下

部にある [新規リモート接続先の追加 (Add a New Remote Destination)] リンクをクリックして、[リ
モート接続先プロファイルの設定 (Remote Destination Profile Configuration)] ウィンドウで既存または

新規のレコードを開く方法もあります。リモート接続先プロファイルを表示する手順については、「リ

モート接続先プロファイルの検索」（P.14-43）を参照してください。

リモート接続先の設定については、次の項を参照してください。

 • 「リモート接続先の検索」（P.14-50）

 • 「リモート接続先の設定」（P.14-51）

 • 「リモート接続先の削除」（P.14-52）

 • 「リモート接続先の設定項目」（P.14-53）

追加情報

「関連項目」（P.14-67）を参照してください。

リモート接続先の検索

リモート接続先は、モバイル コネクトの応答およびピックアップに使用できる電話機、およびモバイ

ル ボイス アクセスに到達するために使用されるロケーションです。リモート接続先には、次のいずれ

かのデバイスが含まれる場合があります。

 • シングル モードの携帯電話

 • スマートフォン

 • デュアル モード フォン

 • 机上の電話機とは別のクラスタにある企業の IP Phone 

 • PSTN における自宅の電話番号

Cisco Unified Mobility の詳細については、「関連項目」（P.14-67）を参照してください。

ネットワークには複数のリモート接続先が存在する場合があります。Cisco Unified Communications 
Manager では特定の条件に基づいて、特定のリモート接続先を検索できます。リモート接続先を検索

するには、次の手順を実行します。

（注） ブラウザ セッションでの作業中は、Cisco Unified Communications Manager の管理ページでリモート

接続先の検索プリファレンスが保持されます。他のメニュー項目に移動してこのメニュー項目に戻った

場合でも、検索を変更するかブラウザを閉じない限り、リモート接続先の検索プリファレンスは Cisco 
Unified Communications Manager の管理ページで保持されています。
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手順

ステップ 1 メニュー バーで、[デバイス (Device)] > [リモート接続先 (Remote Destination)] の順に選択します。

[ リモート接続先の検索と一覧表示 (Find and List Remote Destinations)] ウィンドウが表示されます。

ウィンドウには、アクティブな（前の）クエリーのレコードが表示される場合もあります。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空になっていることを確認

し、「ステップ 3」 に進みます。

特定のレコードをフィルタリングまたは検索するには、次の操作を実行します。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスで、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスで、検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索文字を入力します。

（注） 別の検索条件を追加するには、[+] ボタンをクリックします。条件を追加した場合は、指定し

たすべての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、[–] ボタンをク

リックして、最後に追加された条件を削除するか、または [フィルタのクリア (Clear Filter)] ボ
タンをクリックして、追加されたすべての検索条件を削除します。

ステップ 3 [検索 (Find)] をクリックします。

条件に一致するレコードがすべて表示されます。[ ページあたりの行数 (Rows per Page)] ドロップダウ

ン リスト ボックスで別の値を選択すると、各ページに表示される項目数を変更できます。

（注） 適切なレコードの横にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削除 (Delete 
Selected)] をクリックすると、データベースから複数のレコードを削除できます。[すべてを選

択 (Select All)] をクリックして [選択項目の削除 (Delete Selected)] をクリックすると、この選

択対象として設定可能なすべてのレコードを削除できます。

ステップ 4 表示されたレコード リストから、目的のレコードのリンクをクリックします。

（注） ソート順を逆にするには、リストのヘッダーにある上矢印または下矢印をクリックします（使

用可能な場合）。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

「関連項目」（P.14-67）を参照してください。

リモート接続先の設定

（注） エンド ユーザは、Cisco Unified CM のユーザ オプションのウィンドウで独自のリモート接続先を作成

できます。この操作方法については、電話機モデルのユーザ ガイドを参照してください。

リモート接続先を追加して設定するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 メニュー バーで、[デバイス (Device)] > [リモート接続先 (Remote Destination)] の順に選択します。

[ リモート接続先の設定 (Remote Destination Configuration)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

 • 既存のリモート接続先をコピーするには、「リモート接続先の検索」（P.14-50）で説明したとおり

に、該当するリモート接続先を検索します。コピーするリモート接続先の横にある [ コピー

(Copy)] アイコンをクリックします。ウィンドウにリモート接続先のコピーが表示されます。[ 名
前 (Name)] フィールドの値を変更し、「ステップ 3」 に進みます。

 • 新しいリモート接続先を追加するには、[ 新規追加 (Add New)] ボタンをクリックし、「ステッ

プ 3」 に進みます。

 • 既存のリモート接続先を更新するには、「リモート接続先の検索」（P.14-50）で説明したとおりに、

該当するリモート接続先を検索し、「ステップ 3」 に進みます。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 14-7 を参照）。

（注） 表 14-7 にあるタイマー設定は、サービス プロバイダー固有となる場合があります。デフォル

トのタイマー設定を使用したときにコールを転送できない場合は、設定を調整して、リモート

接続先の電話機のサービス プロバイダーに適合させる必要があります。

ステップ 4 このリモート接続先とともに使用する机上の電話機の [回線アソシエーション (Line Association)] 
チェックボックスをオンにします。この手順は、モバイル コネクトを動作させるのに必要です。

（注） このステップを実行するには、リモート接続先と関連付けられているリモート接続先プロファ

イルですでに電話番号が設定されていることが必要です。

ステップ 5 [保存 (Save)] をクリックします。

追加情報

「関連項目」（P.14-67）を参照してください。

リモート接続先の削除

Cisco Unified Communications Manager の管理ページでリモート接続先を削除するには、次の手順を

実行します。

始める前に

リモート接続先を使用している項目を検索するには、[リモート接続先の設定 (Remote Destination 
Configuration)] ウィンドウの [関連リンク (Related Links)] ドロップダウン リスト ボックスから [依存

関係レコード (Dependency Records)] を選択します。依存関係レコードがシステムで使用できない場合

は、[依存関係レコード要約 (Dependency Records Summary)] ウィンドウにメッセージが表示されま

す。依存関係レコードの詳細については、『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレー
ション ガイド』の「依存関係レコードへのアクセス」を参照してください。
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手順

ステップ 1 メニュー バーで、[デバイス (Device)] > [リモート接続先 (Remote Destination)] の順に選択します。

[ リモート接続先の設定 (Remote Destination Configuration)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 削除するリモート接続先を検索します。検索の手順は、「リモート接続先の検索」（P.14-50）を参照し

てください。

ステップ 3 [リモート接続先の設定 (Remote Destination Configuration)] ウィンドウが表示された後に、[削除

(Delete)] をクリックします。

ステップ 4 削除を続けるには、[OK] をクリックします。

追加情報

「関連項目」（P.14-67）を参照してください。

リモート接続先の設定項目

リモート接続先は、モバイル コネクトの応答およびピックアップに使用できる電話機、およびモバイ

ル ボイス アクセスに到達するために使用されるロケーションです。リモート接続先には、次のいずれ

かのデバイスが含まれる場合があります。

 • シングル モードの携帯電話

 • スマートフォン

 • デュアル モード フォン

 • 机上の電話機とは別のクラスタにある企業の IP Phone 

 • PSTN における自宅の電話番号

Cisco Unified Mobility の詳細については、「関連項目」（P.14-67）を参照してください。

表 14-7 は、[リモート接続先の設定 (Remote Destination Configuration)] ウィンドウ内の使用可能な設

定を示しています。

表 14-7 リモート接続先の設定項目 

フィールド 説明

[リモート接続先情報 (Remote Destination Information)]

[携帯 ID情報 (Mobile Identity Information)]

[名前 (Name)] リモート接続先または携帯 ID を識別する名前を入力します。
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[接続先番号 (Destination 
Number)] 

接続先の電話番号を入力します。市外局番のほか、外線へのアクセスに

必要な追加の番号があればすべて含めます。フィールドの最大長は 24 
文字です。個々の文字には、0 ～ 9 の数値、*、#、および + を使用でき

ます。リモート接続先の発信者 ID を設定することをお勧めします。

（注） 接続先番号のルーティングに必要なトランスレーション パター

ンまたはルート パターンを追加してください。

SIP URI 機能に対しては、このフィールドに 126 文字以内の Universal 
Resource Identifier（URI）を入力することもできます

（user@corporation.com など）。SIP ルート パターンも設定する必要が

あることに留意してください。

管理者が、着信発呼側番号をグローバル化するように Cisco Unified 
Communications Manager のゲートウェイ、トランク、またはデバイス 
プールの [着信発呼者の設定 (Incoming Calling Party Settings)] を設定

している場合は、リモート接続先の [接続先番号 (Destination Number)] 
を E.164 形式で設定します。

例：米国の市外局番 408 と接続先番号 5552222 を指定するリモート接

続先の場合、[接続先番号 (Destination Number)] には +14085552222 を
設定します。

さらに、グローバル化した接続先番号を使用している場合は、

Matching Caller ID with Remote Destination サービス パラメータを 
[Complete Match] に設定します。

[最短応答タイマー
(Answer Too Soon Timer)] 

コールに応答するまで携帯電話で呼び出し音を鳴らすように Cisco 
Unified Communications Manager が要求する最小時間をミリ秒単位で

入力します。この設定は、携帯電話の電源が切れている場合や到達でき

ない場所にある場合を考慮しており、このような場合、ネットワークは

即時に携帯電話のボイスメールにコールを転送します。このタイマーが

時間切れになる前に携帯電話で応答すると、Cisco Unified 
Communications Manager はコールを企業に戻します。

範囲：0 ～ 10,000 ミリ秒

デフォルト：1,500 ミリ秒

[最長応答タイマー
(Answer Too Late Timer)] 

Cisco Unified Communications Manager が携帯電話での応答を許可す

る最大時間をミリ秒単位で入力します。この値に達すると、Cisco 
Unified Communications Manager は携帯電話の呼び出し音を停止して、

コールを企業に戻します。

範囲：10,000 ～ 300,000 ミリ秒

デフォルト：19,000 ミリ秒

表 14-7 リモート接続先の設定項目 （続き）

フィールド 説明
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[呼び出し前の遅延タイ

マー(Delay Before Ringing 
Timer)] 

コールがリモート接続先に送達された時点から、携帯電話で呼び出し音

を鳴らすまでの時間を入力します。

範囲：0 ～ 30,000 ミリ秒

デフォルト：4,000 ミリ秒

ヒント ハント グループが使用されている場合、回線は短期間の間だけ
呼び出し音を鳴らします。ハント リストのタイマーが時間切れ
になってコールが戻される前に、リモート接続先のコールが確
立されることを許可し、呼び出し音を鳴らして、応答するには、
[呼び出し前の遅延タイマー(Delay Before Ringing Timer)] 設定
を操作してゼロにすることが必要になる場合があります。

[リモート接続先プロファ

イル (Remote Destination 
Profile)]

ドロップダウン リスト ボックスから、このリモート接続先で使用する

リモート接続先プロファイルを選択します。

[Cisco Unified Mobile 
Communicator]

このフィールドには、このモビリティ ID が関連付けられている Cisco 
Unified Mobile Communicator デバイスが表示されます。[デバイスの

設定 (Configure Device)] リンクをクリックすると、[電話の設定

(Phone Configuration)] ウィンドウが表示され、指定されたデバイスの

設定を変更できるようになります。

[デュアルモードフォン
(Dual Mode Phone)]

このフィールドには、このモビリティ ID が関連付けられているデュア

ル モード フォンが表示されます。フィールドにはデバイス名が表示さ

れます。[デバイスの設定 (Configure Device)] リンクをクリックする

と、[電話の設定 (Phone Configuration)] ウィンドウが表示され、指定

されたデバイスの設定を変更できるようになります。

[携帯電話 (Mobile Phone)] 机上の電話機で応答したコールがリモート接続先の携帯電話に送信され

るようにする場合は、チェックボックスをオンにします。

このチェックボックスをオンにすると、（リモート接続先ピックアップ

の [モビリティ ] ソフトキーを使用して）[携帯電話へコールを送信 ] が
指定されている場合は、このリモート接続先にコールが送達されます。

（注） このチェックボックスは、DoCoMo N902iL や DoCoMo N906i 
などの SIP を実行しているデュアル モード フォンにも、Nokia 
S60 などの SCCP を実行しているデュアル モード フォンにも適

用されません。

[モバイルコネクトの有効

化 (Enable Mobile 
Connect)] 

このチェックボックスをオンにすると、コールの着信時に机上の電話機

とリモート接続先で同時に呼び出し音を鳴らすことができます。

[モバイルコネクトが有効になっている場合 (When Mobile Connect Is Enabled)]

[呼び出しスケジュール (Ring Schedule)]

[すべての時間 (All the 
time)]

このリモート接続先の [モバイルコネクトの有効化 (Enable Mobile 
Connect)] チェックボックスがオンになっている場合にこのオプション 
ボタンをクリックすると、このリモート接続先で呼び出し音を常時鳴ら

すことができます。この設定は、後述の [上記の呼び出しスケジュール

の間にコールを受信する場合 (When Receiving a call during the above 
ring schedule)] ペインでの設定と連携して動作します。

表 14-7 リモート接続先の設定項目 （続き）

フィールド 説明
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[以下に指定 (As specified 
below)]

このリモート接続先の [モバイルコネクトの有効化 (Enable Mobile 
Connect)] チェックボックスがオンになっている場合にこのオプション 
ボタンをクリックすると、以降の行で指定されたスケジュールに従っ

て、このリモート接続先で呼び出し音を鳴らすことができます。この設

定は、後述の [上記の呼び出しスケジュールの間にコールを受信する場

合 (When Receiving a call during the above ring schedule)] ペインでの

設定と連携して動作します。

（曜日） [モバイルコネクトの有効化 (Enable Mobile Connect)] チェックボック

スがオンになっており、かつ [以下に指定 (As specified below)] オプ

ション ボタンが選択されている場合は、リモート接続先がコールを受

信するようにする曜日のチェックボックスをそれぞれオンにします。こ

の操作により、それぞれの曜日の呼び出しスケジュールを指定できま

す。

（曜日）：特定の曜日（たとえば月曜日）の呼び出しスケジュールを指定

する場合に、その曜日のチェックボックスをオンにします。

[終日 (All Day)]：後述の [上記の呼び出しスケジュールの間にコールを

受信する場合 (When Receiving a call during the above ring schedule)] ペ
インでの設定で指定した日に、リモート接続先で呼び出し音を終日鳴ら

すように指定するには、曜日の横にあるこのチェックボックスをオンに

します。

（ドロップダウン リスト ボックス）[to] （ドロップダウン リスト ボック

ス）：特定の曜日に対して、その開始時刻と終了時刻を選択することに

よって呼び出しスケジュールを指定します。開始時刻を指定するには、

[to] の前にあるドロップダウン リスト ボックスの値を選択します。終了

時刻を指定するには、[to] の後ろにあるドロップダウン リスト ボックス

の値を選択します。特定の日に対しては、デフォルトの呼び出しスケ

ジュールによって [就業時間なし (No Office Hours)] が指定されます。各

ドロップダウン リスト ボックスで指定する値は、リモート接続先の [タ
イムゾーン (Time Zone)] フィールドで指定するタイムゾーンに関連しま

す。

[タイムゾーン (Time 
Zone)]

ドロップダウン リスト ボックスから、このリモート接続先で使用する

タイムゾーンを選択します。

（注） Time-of-Day アクセス機能は、このリモート接続先に対して選

択されたタイムゾーンを使用して、このリモート接続先への

コールを許可またはブロックします。

[上記の呼び出しスケジュールの間にコールを受信する場合 (When receiving a call during the above ring 
schedule)]

[この接続先を常に呼び出

し (Always ring this 
destination)]

このオプション ボタンをクリックすると、指定した呼び出しスケ

ジュールに従って、着信コールがこのリモート接続先を常に呼び出すよ

うになります。この設定は、このリモート接続先の [モバイルコネクト

の有効化 (Enable Mobile Connect)] チェックボックスがオンになってい

る場合にだけ適用されます。

表 14-7 リモート接続先の設定項目 （続き）

フィールド 説明
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追加情報

「関連項目」（P.14-67）を参照してください。

[発信者が次に登録されて

いる場合のみ、この接続先

を呼び出す (Ring this 
destination only if caller is 
in)]

このオプション ボタンをクリックすると、ドロップダウン リスト ボッ

クスで指定されたアクセス リストに発信者が属している場合だけ、[呼
び出しスケジュール (Ring Schedule)] ペインで指定した呼び出しスケ

ジュールに従って、着信コールがこのリモート接続先を呼び出すように

なります。この設定は、このリモート接続先の [モバイルコネクトの有

効化 (Enable Mobile Connect)] チェックボックスがオンになっている場

合にだけ適用されます。

ドロップダウン リスト ボックスから、この設定に適用されるアクセス 
リストを選択します。アクセス リストの詳細を表示する場合は、[詳細

の表示 (View Details)] リンクをクリックします （アクセス リストを修

正するには、[コールルーティング (Call Routing)] > [コントロールのク

ラス (Class of Control)] > [アクセスリスト (Access List)] メニュー オプ

ションを使用します）。

メンバを含まないアクセス リストを選択することは、この接続先を呼

び出さないように選択することと同じです。

[発信者が次に登録されて

いる場合、この接続先を呼

び出さない (Do not ring this 
destination if caller is in)]

このオプション ボタンをクリックすると、ドロップダウン リスト ボック

スで指定されたアクセス リストに発信者が属している場合にだけ、[呼
び出しスケジュール (Ring Schedule)] ペインで指定した呼び出しスケ

ジュールに従って、着信コールがこのリモート接続先を呼び出すのを防

止できます。この設定は、このリモート接続先の [モバイルコネクトの

有効化 (Enable Mobile Connect)] チェックボックスがオンになっている場

合にだけ適用されます。

ドロップダウン リスト ボックスから、この設定に適用されるアクセス 
リストを選択します。アクセス リストの詳細を表示する場合は、[詳細

の表示 (View Details)] リンクをクリックします （アクセス リストを修

正するには、[コールルーティング (Call Routing)] > [コントロールのク

ラス (Class of Control)] > [アクセスリスト (Access List)] メニュー オプ

ションを使用します）。

メンバを含まないアクセス リストを選択することは、[この接続先を常

に呼び出し (Always ring this destination)] オプション ボタンを選択する

ことと同じです。

[割り当て情報 (Association Information)]

[回線 (Line)] ここには、このリモート接続先に関連付けることができる回線が表示さ

れます。

[回線アソシエーション
(Line Association)]

特定の回線をこのリモート接続先に関連付ける場合は、このチェック

ボックスをオンにします。モバイル コネクトをこのリモート接続先に

対して動作させるには、[回線アソシエーション (Line Association)] 
チェックボックスをオンにする必要があります。

（注） コールがその回線に割り当てられている電話番号に着信したと

きに、モバイル コネクト コールでこのリモート接続先を呼び出

すには、回線の [回線アソシエーション (Line Association)] 
チェックボックスをオンにしておく必要があることに注意して

ください。

表 14-7 リモート接続先の設定項目 （続き）

フィールド 説明
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モバイル ボイス アクセスの電話番号の設定

[メディアリソース (Media Resources)] の下にある [モバイルボイスアクセス (Mobile Voice Access)] 
ウィンドウを使用すると、モバイル ボイス アクセス用にローカライズされたユーザ プロンプト セット

を割り当てることができます。

この設定は、モバイル ボイス アクセス機能を使用してコールを発信する場合に必要です。ゲートウェ

イによって必要な数字がユーザから収集されコールが発信された後、コールはこのウィンドウで設定さ

れている DN に転送されます。この DN には Cisco Unified Communications Manager に対する内部 
DN を指定できるため、エンドユーザがこの DN を認識している必要はありません。管理者は、MVA 
サービスがゲートウェイからこの DN にコールを転送できるように、ダイヤルピアを設定する必要があ

ります。また、この DN は、[Clusterwide Parameters (System - Mobility)] ペインの Inbound Calling 
Search Space for Remote Destination サービス パラメータの設定に従って、ゲートウェイのインバウン

ド コーリング サーチ スペース（CSS）またはリモート接続先プロファイルの CSS が DN に到達できる

パーティションに格納されている必要があります。

モバイル ボイス アクセス用にローカライズされたユーザ プロンプト セットを割り当てるには、次の手

順を実行します。

手順

ステップ 1 メニュー バーで、[メディアリソース (Media Resources)] > [モバイルボイスアクセス (Mobile Voice 
Access)] の順に選択します。

ステップ 2 パラメータの値を入力します（表 14-8 を参照）。

ステップ 3 [保存 (Save)] をクリックします。

追加情報

「関連項目」（P.14-67）を参照してください。

モバイル ボイス アクセスの設定項目

表 14-8 は、[モバイルボイスアクセス (Mobile Voice Access)] ウィンドウ内の使用可能な設定を示して

います。

Cisco Unified Mobility の詳細については、「関連項目」（P.14-67）を参照してください。

表 14-8 モバイル ボイス アクセスの設定項目 

フィールド 説明

[モバイルボイスアクセス情報 (Mobile Voice Access Information)]

[モバイルボイスアクセス

電話番号 (Mobile Voice 
Access Directory Number)]

モバイル ボイス アクセス コールをゲートウェイから受信するための内

部 DN を入力します。

長さが 1 ～ 24 桁の値を入力します。0 ～ 9 の数字を使用できます。

[モバイルボイスアクセス

パーティション (Mobile 
Voice Access Partition)]

ドロップダウン リスト ボックスから、モバイル ボイス アクセスのパー

ティションを選択します。電話番号とパーティションを組み合せること

により、モバイル ボイス アクセス電話番号は一意になります。
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追加情報

「関連項目」（P.14-67）を参照してください。

エンタープライズ機能アクセス用のゲートウェイの設定

エンタープライズ機能アクセス用の H.323 または SIP ゲートウェイを設定するには、2 つのオプション

を使用できます。

 • 「システム リモート アクセス用の H.323 または SIP ゲートウェイの設定」（P.14-60）

 • 「ヘアピニングを使用したシステム リモート アクセス用の H.323 ゲートウェイの設定」（P.14-62）

追加情報

「関連項目」（P.14-67）を参照してください。

[モバイルボイスアクセスローカリゼーション (Mobile Voice Access Localization)]

[使用可能なロケール
(Available Locales)]

このペインには、設定済みのロケールが表示されます。詳細について

は、Cisco Unified Communications Manager Locale Installer のマニュ

アルを参照してください。

下矢印を使用して、選択するロケールを [選択済みのロケール (Selected 
Locales)] ペインに移動します。

（注） Cisco Unified Mobility は、最大 9 個のロケールをサポートしま

す。Cisco Unified Communications Manager に 10 個以上のロケー

ルがインストールされている場合、これらのロケールは [使用可

能なロケール (Available Locales)] ペインに表示されますが、[選
択済みのロケール (Selected Locales)] ペインではロケールを 9 個
までしか保存できません。Cisco Unified Mobility に対して 10 個
以上のロケールを設定しようとすると、「Update failed. Check 
constraint (informix.cc_ivruserlocale_orderindex) failed.」という

メッセージが表示されます。

[選択済みのロケール
(Selected Locales)]

このペインの上側にある矢印を使用して、選択するロケールをこのペイ

ンに対して追加および削除します。

（注） システムで 10 個以上のロケールが利用可能であっても、選択で

きるロケールは 9 個までなので、注意してください。

このペインに示されているロケールを並べ替えるには、このペインの右

側にある矢印キーを使用します。ロケール名をクリックしてロケールを

選択してから、矢印キーを使用して、選択したロケールの順序を変更し

ます。

（注） IVR が使用されている場合、モバイル ボイス アクセスは、[モ
バイルボイスアクセス (Mobile Voice Access)] ウィンドウの [選
択済みのロケール (Selected Locales)] ペインに表示される最初

のロケールを使用します。たとえば、[選択済みのロケール

(Selected Locales)] ペインに最初に [English United States] と表

示されている場合、Cisco Unified Mobility ユーザは、コール中

に IVR が使用されているときには英語を受信します。

表 14-8 モバイル ボイス アクセスの設定項目 （続き）

フィールド 説明
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システム リモート アクセス用の H.323 または SIP ゲートウェイの設定

Cisco Unified Communications Manager で H.323 または SIP ゲートウェイがすでに設定されている場

合は、そのゲートウェイを使用してシステム リモート アクセスをサポートできます。H.323 または 
SIP ゲートウェイが設定されていない場合は、このゲートウェイを追加および設定する必要がありま

す。詳細については、『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の

「Cisco IOS H.323 ゲートウェイの追加」を参照してください。

（注） モバイル コネクト コールを内線から発信した場合、内線だけが発信者 ID として表示されます。H.323 
または SIP ゲートウェイを使用している場合、トランスレーション パターンを使用してこの問題に対

処できます。

ゲートウェイを設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 PSTN からの PRI に対する T1/E1 コントローラを設定します。

設定例：

 • controller T1 1/0

 • framing esf

 • linecode b8zs

 • pri-group timeslots 1-24   

ステップ 2 PRI（T1/E1）に対するシリアル インターフェイスを設定します。

設定例：

 • interface Serial 1/0:23

 • ip address none

 • logging event link-status none

 • isdn switch-type primary 4ess

 • isdn incoming-voice voice

 • isdn bchan-number-order ascending

 • no cdp enable

ステップ 3 Cisco Unified Communications Manager サーバ（パブリッシャ）から VXML アプリケーションをロー

ドします。

IOS Version 12.3(13) 以降の設定例：

 • application service CCM

 • http://<Unified CM Publisher IP Addr>:8080/ccmivr/pages/IVRMainpage.vxml

IOS Version 12.3(12) 以前の設定例：

 • call application voice Unified CCM 

 • http://<Unified CM Publisher IP Addr>:8080/ccmivr/pages/IVRMainpage.vxml

（注） VXML は Version 12.2(11) で追加されましたが、Version 12.3(8)、12.3(9)、12.3(14)T1、およ

び 12.2(15) は、VXML に関する問題を含んでいるため使用しないでください。
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ステップ 4 モバイル コネクト アプリケーションをシステム リモート アクセスと関連付けるように、ダイヤルピア

を設定します。

IOS 12.3(13) 以降の設定例：

 • dial-peer voice 58888 pots

 • service CCM（モバイル コネクト VXML アプリケーション）

 • incoming called-number 58888

IOS 12.3(12) 以前の設定例：

 • dial-peer voice 100 pots

 • application CCM（モバイル コネクト VXML アプリケーション）

 • incoming called-number 58888（58888 はモバイル ボイス アクセス番号）

ステップ 5 「モバイル ボイス アクセスの電話番号の設定」（P.14-58）で設定したモバイル ボイス アクセス DN に
コールを転送するためのダイヤルピアを追加します。

プライマリ Cisco Unified Communications Manager の設定例：

 • dial-peer voice 101 voip

 • preference 1

 • destination-pattern <Mobile Voice Access DN>

（注） ここには、[メディアリソース (Media Resources)] > [モバイルボイスアクセス (Mobile 
Voice Access)] メニュー オプションで設定されているモバイル ボイス アクセス DN を指定

します。コールを終端するように設定された一般的なダイヤルピアがすでにあり、そのダ

イヤルピアがモバイル ボイス アクセス DN と整合している場合、このステップを実行する

必要はありません。

 • session target ipv4:10.1.30.3

 • codec g711ulaw

 • dtmf-relay h245-alphanumeric

 • no vad

セカンダリ Cisco Unified Communications Manager の設定例（必要な場合）：

 • dial-peer voice 102 voip

 • preference 2

 • destination-pattern <Mobile Voice Access DN>

（注） ここには、[メディアリソース (Media Resources)] > [モバイルボイスアクセス (Mobile 
Voice Access)] メニュー オプションで設定されているモバイル ボイス アクセス DN を指定

します。コールを終端するように設定された一般的なダイヤルピアがすでにあり、そのダ

イヤルピアがモバイル ボイス アクセス DN と整合している場合、このステップを実行する

必要はありません。

 • session target ipv4:10.1.30.4

 • codec g711ulaw

 • dtmf-relay h245-alphanumeric

 • no vad
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SIP ゲートウェイ voip ダイヤルピアの設定例

 • dial-peer voice 80 voip

 • destination-pattern <Mobile Voice Access DN>

 • rtp payload-type nse 99

 • session protocol sipv2

 • session target ipv4:10.194.107.80

 • incoming called-number .T

 • dtmf-relay rtp-nte

 • codec g711ulaw

追加情報

「関連項目」（P.14-67）を参照してください。

ヘアピニングを使用したシステム リモート アクセス用の H.323 ゲートウェイの設定

H.323 ゲートウェイはないが、システム リモート アクセスをサポートするために H.323 ゲートウェイ

が必要な場合、ゲートウェイを追加して設定する必要があります。詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「Cisco IOS H.323 ゲートウェイの追

加」を参照してください。

ゲートウェイを設定するには、次の手順を実行します。

手順 

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager サーバ（パブリッシャ）から VXML アプリケーションをロー

ドします。

IOS Version 12.3(13) 以降の設定例： 

 • application service CCM 

 • http://<Unified CM Publisher IP Addr>:8080/ccmivr/pages/IVRMainpage.vxml

IOS Version 12.3(12) 以前の設定例： 

 • call application voice Unified CCM

 • http://<Unified CM Publisher IP Addr>:8080/ccmivr/pages/IVRMainpage.vxml

（注） VXML は Version 12.2(11) で追加されましたが、Version 12.3(8)、12.3(9)、12.3(14)T1、およ

び 12.2(15) は、VXML に関する問題を含んでいるため使用しないでください。

ステップ 2 モバイル コネクト アプリケーションをシステム リモート アクセスと関連付けるように、ダイヤルピア

を設定します。

IOS 12.3(13) 以降の設定例： 

 • dial-peer voice 1234567 voip 

 • service CCM 

 • incoming called-number 1234567 
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 • codec g711u

 • session target ipv4:<ip_address of call manager>

IOS 12.3(12) 以前の設定例： 

 • dial-peer voice 1234567 voip 

 • application CCM

 • incoming called-number 1234567

 • codec g711u

 • session target ipv4:<ip_address of call manager> 

ステップ 3 「モバイル ボイス アクセスの電話番号の設定」（P.14-58）で設定したモバイル ボイス アクセス DN に
コールを転送するためのダイヤルピアを追加します。

プライマリ Cisco Communications Manager の設定例： 

 • dial-peer voice 101 voip 

 • preference 1 

 • destination-pattern <Mobile Voice Access DN>

（注） ここには、[メディアリソース (Media Resources)] > [モバイルボイスアクセス (Mobile 
Voice Access)] メニュー オプションで設定されているモバイル ボイス アクセス DN を指定

します。コールを終端するように設定された一般的なダイヤルピアがすでにあり、そのダ

イヤルピアがモバイル ボイス アクセス DN と整合している場合、このステップを実行する

必要はありません。

 • session target ipv4:10.1.30.3 

 • voice-class h323 1

 • codec g711ulaw 

 • dtmf-relay h245-alphanumeric 

 • no vad 

セカンダリ Cisco Communications Manager の設定例（必要な場合）： 

 • dial-peer voice 102 voip 

 • preference 2 

 • destination-pattern <Mobile Voice Access DN>

（注） ここには、[メディアリソース (Media Resources)] > [モバイルボイスアクセス (Mobile 
Voice Access)] メニュー オプションで設定されているモバイル ボイス アクセス DN を指定

します。コールを終端するように設定された一般的なダイヤルピアがすでにあり、そのダ

イヤルピアがモバイル ボイス アクセス DN と整合している場合、このステップを実行する

必要はありません。

 • session target ipv4:10.1.30.4

 • voice-class h323 1

 • codec g711ulaw 

 • dtmf-relay h245-alphanumeric 

 • no vad 
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ステップ 4 ヘアピンを設定します。

 • voice service voip

 • allow-connections h323 to h323

ステップ 5 Cisco Unified Communications Manager 上に、vxml スクリプトがロードされている H.323 ゲートウェ

イに着信 MVA 番号をリダイレクトするためのルート パターンを新規に作成します。その新規ルート 
パターンの作成先のパーティションにゲートウェイ着信 CSS がアクセスできるようにします。

追加情報

「関連項目」（P.14-67）を参照してください。

エンタープライズ機能アクセス 2 段階ダイヤリング

エンタープライズ機能アクセス 2 段階ダイヤリングを設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [システム (System)] > [サービスパラメータ (Service Parameters)] を選択します。

ステップ 2 Cisco CallManager サービスに対して、[Clusterwide Parameters (System - Mobility)] 領域で次のサービ

ス パラメータを設定します。

 • Enable Enterprise Feature Access サービス パラメータを [True] に設定します。

 • Matching Caller ID with Remote Destination サービス パラメータを設定します。[Complete Match] 
または [Partial Match] のいずれかを選択します。[Partial Match] を選択する場合は、Number of 
Digits for Caller ID Partial Match サービス パラメータの値を設定します。

 • Matching Caller ID with Remote Destination サービス パラメータを [Partial Match] に設定する場

合は、Number of Digits for Caller ID Partial Match サービス パラメータを設定します。

ステップ 3 サービス パラメータの設定を保存するには、[保存 (Save)] をクリックします。

ステップ 4 [コールルーティング (Call Routing)] > [モビリティの設定 (Mobility Configuration)] を選択します。

ステップ 5 [モビリティの設定 (Mobility Configuration)] ウィンドウで [エンタープライズ機能アクセス電話番号

(Enterprise Feature Access Directory Number)] フィールドに値を指定して、エンタープライズ機能ア

クセス DID を設定します （このフィールドには、転送および会議のようなコール中の機能を呼び出す

ためにコールされる DID と同じ DID を指定します）。

ステップ 6 [エンタープライズ機能アクセス電話番号パーティション (Enterprise Feature Access Directory Number 
Partition)] の値を選択して、パーティションを指定します。

ステップ 7 モビリティの設定項目を保存するため、[保存 (Save)] をクリックします。

ステップ 8 ゲートウェイで発信 VOIP ダイヤルピアを使用してリモート接続先（携帯電話）までの初期コール 
レッグを確立する際、DTMF コードが Cisco Unified Communications Manager に到達できるように、

ダイヤルピアに DTMF リレーを設定します。

ステップ 9 エンタープライズ機能アクセス DID への 2 段階着信コールが Cisco Unified Communications Manager 
に転送されるように、そのコールを受信するゲートウェイにダイヤルピアを設定します。VOIP ダイヤ

ルピアに DTMF リレーを設定します。
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（注） コールを Cisco Unified Communications Manager に転送するように設定された一般的なダイヤルピア

がすでにあり、そのダイヤルピアが EFA DN と整合している場合、このステップを実行する必要はあ

りません。このコール レッグ用の VOIP ダイヤルピアにも、DTMF リレー コマンドを設定します。

エンタープライズ機能アクセスを設定するために必要なステップの一覧については、『Cisco Unified 
Communications Solution Reference Network Design (SRND) Based on Cisco Unified Communications 
Manager』を参照してください。

発信者がエンタープライズ機能アクセス DID にコールすると、Cisco Unified Communications 
Manager は発信側の番号と、[リモート接続先の設定 (Remote Destination Configuration)] ウィンドウ

で設定された接続先番号とを照合します。外線への接続の際に Cisco Unified Communications 
Manager の管理機能によって番号 9 が挿入されるというシナリオでは、管理者は [Clusterwide 
Parameters (System - Mobility)] セクションで次のサービス パラメータを変更して、この番号の桁数を

制御できます。

 • Matching Caller ID with Remote Destination

 • Number of Digits for Caller ID Partial Match

この設定には IVR は存在しないため、発信者に対してプロンプトが表示されることはありません。

ユーザが発信コールを実行し、モバイル ボイス アクセスを使用する際の手順については、リモート電

話機モデルのユーザ ガイドを参照してください。エンタープライズ機能アクセスを使用する場合は、

各エントリの最後が # （シャープ）文字で終わっている必要があることに注意してください。

（注） [コールルーティング (Call Routing)] > [モビリティの設定 (Mobility Configuration)] ウィンドウでエン

タープライズ機能アクセス電話番号を設定する場合は、[ハンドオフ番号 (Handoff Number)] フィール

ドを設定して、その設定を保存する必要があります。エンタープライズ機能アクセス電話番号を保存す

るには、必ず [ハンドオフ番号 (Handoff Number)] フィールドにダミーまたは未使用番号などの値を入

力して、このウィンドウで値を保存するようにします。

（注） モバイル ボイス アクセス DN またはエンタープライズ機能アクセス DN にコールを発信する際、ゲー

トウェイ デバイスは、モバイル ボイス アクセス DN またはエンタープライズ機能アクセス DN として

設定されている正確な桁数を提示する必要があります。トランスレーション パターンまたは他の着信

番号変更機能では、MVA 番号または EFA 番号に一致させるために、数字を除去したり、ゲートウェイ

で提示される番号に数字を追加したりすることができません。Cisco Unified Mobility がゲートウェイ 
レイヤでコールを代行受信するため、仕様によりこのように動作します。

（注） モバイル ボイス アクセス（MVA）とは異なり、エンタープライズ機能アクセス（EFA）は、発信者 
ID だけに基づいてユーザを識別します。システムがインバウンドの発信者 ID を受信しなかった場合、

またはリモート接続先と一致しない値を受信した場合、EFA コールは失敗します。MVA では、発信者 
ID が一致しなかった場合、ユーザはユーザのリモート接続先番号を入力するように要求されます。

EFA では、IVR プロンプトが存在しないため、この機能は提供されません。どちらの場合も、ユーザ

は識別された後、同じ PIN 番号を使用することによって認証されます。

追加情報

「関連項目」（P.14-67）を参照してください。
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モビリティの設定

Wi-Fi ネットワークとモバイル通信用グローバル システム（GSM）または符号分割多重接続

（CDMA）ネットワーク間のデュアル モード フォンのハンドオフに関するモビリティを設定するには、

次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [コールルーティング (Call Routing)] > [モビリティの設定 (Mobility Configuration)] を選択します。

[ モビリティの設定 (Mobility Configuration)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 適切な設定値を入力します（表 14-9 を参照）。

ステップ 3 [保存 (Save)] をクリックします。

追加情報

「関連項目」（P.14-67）を参照してください。

モビリティの設定項目

[モビリティの設定 (Mobility Configuration)] ウィンドウでは、Wi-Fi ネットワークとモバイル通信用

グローバル システム（GSM）または符号分割多重接続（CDMA）ネットワーク間のデュアル モード 
フォンのハンドオフに関するモビリティを設定できます。

表 14-9 は、[モビリティの設定 (Mobility Configuration)] ウィンドウ内の使用可能な設定を示していま

す。Cisco Unified Mobility の詳細については、「関連項目」（P.14-67）を参照してください。

追加情報

「関連項目」（P.14-67）を参照してください。

表 14-9 モビリティの設定項目 

フィールド 説明

[ハンドオフモビリティ設定情報 (Handoff Mobility Configuration Information)]

[ハンドオフ番号 (Handoff 
Number)]

Wi-Fi ネットワークと GSM または CDMA ネットワーク間のハンドオ

フの DID 番号を入力します。ハンドオフ機能には、この番号が必要で

す。

[ルートパーティション
(Route Partition)]

ドロップダウン リスト ボックスから、ハンドオフ ダイヤルイン

（DID）番号を割り当てるパーティションを選択します。

[エンタープライズ機能アクセスモビリティ設定情報 (Enterprise Feature Access Mobility Configuration 
Information)]

[エンタープライズ機能ア

クセス番号 (Enterprise 
Feature Access Number)]

エンタープライズ機能アクセスに必要な DID 番号を入力します。この

番号は、転送、会議、再開、およびスマートフォンからの 2 段階ダイヤ

リングをサポートします。

（注） 各 DID 番号は一意である必要があります。

[ルートパーティション
(Route Partition)]

ドロップダウン リスト ボックスで、エンタープライズ機能アクセスに

必要な DID のパーティションを選択します。
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モビリティ ソフトキーの設定

モバイル コネクトを使用する電話機ユーザ向けにモビリティ ソフトキーを設定するには、次の手順を

実行します。

手順

ステップ 1 [デバイス (Device)] > [デバイスの設定 (Device Settings)] > [ソフトキーテンプレート (Softkey 
Template)] の順に選択します。

ステップ 2 既存のテンプレートを一覧表示するには、[検索 (Find)] をクリックします。

ステップ 3 新しいテンプレートを作成するには、[Standard User] をクリックしてから [コピー (Copy)] をクリック

します。

ステップ 4 ソフトキー テンプレートの名前と説明を入力し、[保存 (Save)] をクリックします。

ステップ 5 ウィンドウの右上にある [関連リンク (Related Link)] メニューの横の [移動 (Go)] から [ソフトキーレ

イアウトの設定 (Configure Softkey Layout)] を選択し、[移動 (Go)] をクリックします。

ステップ 6 プルダウン リスト ボックスから [オンフック (On Hook)] を選択します。

ステップ 7 [選択されたソフトキー (Selected Softkeys、位置順 )] に [Mobility] を追加し、[保存 (Save)] をクリッ

クします。

ステップ 8 プルダウン リスト ボックスから [接続時 (Connected)] を選択します。

ステップ 9 [選択されたソフトキー (Selected Softkeys、位置順 )] に [Mobility] を追加し、[保存 (Save)] をクリッ

クします。

ステップ 10 [電話の設定 (Phone Configuration)] ウィンドウを開き、[ソフトキーテンプレート (Softkey Template)] 
と、作成したソフトキー テンプレートを関連付けます。『Cisco Unified Communications Manager アド
ミニストレーション ガイド』の「Cisco Unified IP Phone の設定」を参照してください。

ステップ 11 [オーナーのユーザ ID(Owner User ID)] で、モバイル コネクト電話機ユーザを選択します。

ステップ 12 [保存 (Save)] をクリックします。

追加情報

「関連項目」（P.14-67）を参照してください。

関連項目
 • 「Cisco Unified Mobility の設定チェックリスト」（P.14-2）

 • 「Cisco Unified Mobility の概要」（P.14-4）

 • 「定義」（P.14-5）

 • 「Cisco Unified Mobility 機能のリスト」（P.14-6）

 • 「Cisco Unified Mobility 機能のその他の利点」（P.14-8）

 • 「モバイル コネクト」（P.14-8）

 • 「モバイル ボイス アクセス」（P.14-11）

 • 「Time-of-Day アクセス」（P.14-12）

 • 「Time-of-Day アクセスの設定」（P.14-13）
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 • 「Time-of-Day アクセスの特記事項」（P.14-15）

 • 「DTMF を介したダイレクト コールパーク」（P.14-15）

 • 「SIP URI ダイヤル」（P.14-17）

 • 「インテリジェント セッション制御」（P.14-18）

 • 「インタラクションおよび制限事項」（P.14-28）

 • 「ライセンス」（P.14-29）

 • 「サポートされるコールの数」（P.14-29）

 • 「自動コール ピックアップ」（P.14-29）

 • 「システム要件」（P.14-35）

 • 「Cisco Unified MobilityManager からの移行」（P.14-36）

 • 「Cisco Unified Mobility の設定」（P.14-36）

 • 「Cisco Unified Mobility の設定チェックリスト」（P.14-2）

 • 「アクセス リストの設定」（P.14-37）

 • 「リモート接続先プロファイルの設定」（P.14-42）

 • 「リモート接続先の設定」（P.14-49）

 • 「モバイル ボイス アクセスの電話番号の設定」（P.14-58）

 • 「エンタープライズ機能アクセス用のゲートウェイの設定」（P.14-59）

 • 「エンタープライズ機能アクセス 2 段階ダイヤリング」（P.14-64）

 • 「モビリティの設定」（P.14-66）

 • 「モビリティ ソフトキーの設定」（P.14-67）

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「エンド ユーザの

設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「サービス パラ

メータの設定」

 • 「Cisco Unified Mobility のライセンス」（P.29-10）

 • 「Cisco Unified Mobility Advantage と Cisco Unified Mobile Communicator の統合」（P.15-1）

参考資料

 • 『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』

 • 『Cisco Unified Communications Manager セキュリティ ガイド』

 • 『Troubleshooting Guide for Cisco Unified Communications Manager』

 • 適切な Cisco Unified IP Phone のユーザ ガイド

 • 適切な Cisco Unified IP Phone のアドミニストレーション ガイド

 • 『Cisco Unified Communications Solution Reference Network Design (SRND) Based on Cisco 
Unified Communications Manager』の「Cisco Mobility Applications」の章

 • 『Installation and Administration Guide for Cisco Unified Mobility Advantage』の「Configuring 
Cisco Unified Communications Manager for Use With Cisco Unified Mobility Advantage」の章



C H A P T E R
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Cisco Unified Mobility Advantage と Cisco 
Unified Mobile Communicator の統合

Cisco Unified Communications Manager には、Cisco Unified Mobile Communicator クライアントを 
Cisco Unified Mobility Advantage サーバと連携させるための特定の機能が備わっています。この章で

は、これらの機能と両方のサーバで必要となる設定について説明します。

Cisco Unified Communications Manager には、Cisco Unified Mobile Communicator ユーザ用に次の機

能が用意されています。

 • Dial-via-Office リバース コールバック

 • Dial-via-Office 転送

 • ユーザがモバイル デバイスからオフィスの通話履歴を確認できるようにするコール ログ監視

 • モバイル コネクトと、モバイル デバイスからモバイル コネクトを有効または無効にするための機

能

 • モバイル デバイスとデスクトップ電話機の間でアクティブな Dial-via-Office コールを転送するた

めの機能

Cisco Unified Mobility Advantage サーバと Cisco Unified Mobile Communicator クライアントを設定

する方法の詳細については、次のマニュアルを参照してください。

 • 『Cisco Unified Communications Manager セキュリティ ガイド』の「Cisco Unified Mobility 
Advantage サーバ セキュリティ プロファイルの設定」の章

 • 次の URL にある『Installation and Administration Guide for Cisco Unified Mobility Advantage』の
「Configuring Cisco Unified Communications Manager for Use with Cisco Unified Mobility 
Advantage」の章 
http://www.cisco.com/en/US/products/ps7270/products_installation_and_configuration_guides_list.html

 • 次の URL にある Cisco Unified Mobile Communicator のエンド ユーザ ガイド 
http://www.cisco.com/en/US/products/ps7271/products_user_guide_list.html

エンド ユーザが Cisco Unified CM のユーザ オプションのウィンドウを使用して電話機の Cisco 
Unified Mobility 設定を行う際の手順については、特定の Cisco Unified IP Phone モデル向けユーザ ガ
イドを参照してください。

（注） Cisco Unified Communications Manager 内では設定するが、Cisco Unified Mobile Communicator また

は Cisco Unified Mobility Advantage では設定が不要な Cisco Unified Mobility 機能の設定方法の詳細

については、「Cisco Unified Mobility」の章を参照してください。

この章は、次の内容で構成されています。

 • 「Cisco Unified Mobility と Cisco Unified Mobility Advantage の設定チェックリスト」（P.15-2）

http://www.cisco.com/en/US/products/ps7270/products_installation_and_configuration_guides_list.html
http://www.cisco.com/en/US/products/ps7271/products_user_guide_list.html
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    Cisco Unified Mobility と Cisco Unified Mobility Advantage の設定チェックリスト

 • 「Cisco Unified Mobility と Cisco Unified Mobility Advantage の概要」（P.15-4）

 – 「定義」（P.15-5）

 – 「Cisco Unified Mobility Advantage 対応の Cisco Unified Mobility 機能のリスト」（P.15-5）

 – 「Cisco Unified Mobile Communicator」（P.15-6）

 – 「Dial-via-Office リバース コールバック」（P.15-10）

 – 「Dial-via-Office 転送」（P.15-10）

 – 「Cisco Unified Mobility 機能の使用例」（P.15-15）

 • 「インタラクションおよび制限事項」（P.15-17）

 – 「制限事項」（P.15-17）

 • 「システム要件」（P.15-17）

 • 「Cisco Unified Mobility と Cisco Unified Mobility Advantage の設定」（P.15-18）

 • 「関連項目」（P.15-19）

Cisco Unified Mobility と Cisco Unified Mobility 
Advantage の設定チェックリスト

Cisco Unified Communications Manager と通信するように Cisco Unified Mobility Advantage サーバを

設定します。『Installation and Administration Guide for Cisco Unified Mobility Advantage』の

「Configuring Cisco Unified Communications Manager for Use with Cisco Unified Mobility Advantage」
の章を参照してください。

Cisco Unified Mobility Advantage サーバでの設定によって使用可能になる Cisco Unified Mobility 機
能の詳細については、「Cisco Unified Mobility Advantage 対応の Cisco Unified Mobility 機能のリス

ト」（P.15-5）を参照してください。

Cisco Unified Communications Manager に固有であり、Cisco Unified Mobile Communicator または 
Cisco Unified Mobility Advantage で設定が不要な Cisco Unified Mobility 機能の詳細については、

「Cisco Unified Mobility」の「Cisco Unified Mobility 機能のリスト」（P.14-6）を参照してください。
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    Cisco Unified Mobility と Cisco Unified Mobility Advantage の設定チェックリスト            

表 15-1 に、Cisco Unified Communications Manager と連携して動作するように Cisco Unified Mobile 
Communicator および Cisco Unified Mobility Advantage を設定する手順を要約しています。手順の詳

細については、表に示されている章と項を参照してください。また、「関連項目」（P.15-19）も参照し

てください。

表 15-1 Cisco Unified Mobility と Cisco Unified Mobility Advantage の設定チェックリスト 

設定手順 関連手順と関連項目

ステップ 1 Cisco Unified Mobility Advantage サーバで、Cisco 
Unified Communications Manager クラスタ内の最

大 2 つのノードをポイントする Cisco Unified 
Communications Manager アダプタを設定します。

Cisco Unified Mobility Advantage 内で、アダプタ

に SOAP 対応アプリケーションのユーザ名とパス

ワードを指定します。

アダプタの設定ウィンドウにある [Communications 
Manager] 設定項目を [8.x] に設定します。

また、必要に応じて、アダプタにセキュリティ コン

テキストまたはプロファイルを設定して、Cisco 
Unified Communications Manager へのセキュア接

続を実現できます。

大規模な配置の場合、各 Cisco Unified 
Communications Manager のペアとして設定するの

は 1 つの Cisco Unified Mobility Advantage サーバ

だけにすることをお勧めします。

Cisco Unified Mobility Advantage は、1 つの Cisco 
Unified Communications Manager クラスタにつき

最大で 15,000 の Cisco Unified Mobile 
Communicator ユーザまたはクライアントまで拡張

できます。そのために、3 つの Cisco Unified 
Mobility Advantage サーバが 1 つのクラスタをポイ

ントし、各Cisco Unified Mobility Advantage サー

バで 5,000 ユーザをサポートしています。

管理者は、1 つの Cisco Unified Mobility Advantage 
サーバが 1 つのプライマリおよびバックアップ 
Cisco Unified Communications Manager ノードだけ

をポイントするようにします。

1 つ目の Cisco Unified Mobility Advantage サーバ

が 1 つのプライマリと 1 つのバックアップ Cisco 
Unified Communications Manager ノードをポイン

トし、2 つ目の Cisco Unified Mobility Advantage 
サーバが Cisco Unified Communications Manager 
ノードの 2 つ目のペア（プライマリとバックアッ

プ）をポイントし、3 つ目の Cisco Unified Mobility 
Advantage サーバが Cisco Unified Communications 
Manager ノードの 3 つ目のペア（プライマリとバッ

クアップ）をポイントするように設定することをお

勧めします。

『Installation and Administration Guide for Cisco Unified 
Mobility Advantage』の「Configuring Cisco Unified 
Communications Manager for Use with Cisco Unified 
Mobility Advantage」
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    Cisco Unified Mobility と Cisco Unified Mobility Advantage の概要

Cisco Unified Mobility と Cisco Unified Mobility 
Advantage の概要

管理者は、Cisco Unified Communications Manager の管理ページを使用して、エンド ユーザ向けの 
Cisco Unified Mobility の基本設定を行います。詳細については、「Cisco Unified Mobility」の章を参

照してください。

Cisco Unified Mobility Advantage サーバとともに使用した場合に Cisco Unified Mobile Communicator 
がユーザの電話機に提供する機能を使用するには、Cisco Unified Communications Manager の管理

ページで特別な設定が必要となることに注意してください。

この項では、次のトピックについて説明します。

 • 「定義」（P.15-5）

 • 「Cisco Unified Mobility Advantage 対応の Cisco Unified Mobility 機能のリスト」（P.15-5）

 • 「Cisco Unified Mobile Communicator」（P.15-6）

 • 「Dial-via-Office リバース コールバック」（P.15-10）

 • 「Dial-via-Office 転送」（P.15-10）

 • 「Cisco Unified Mobility 機能の使用例」（P.15-15）

追加情報

「関連項目」（P.15-19）を参照してください。

ステップ 2 Cisco Unified Mobility Advantage サーバ上で Cisco 
Unified Mobile Communicator クライアント用に

ユーザをアクティブにしてプロビジョニングしま

す。Cisco Unified Mobility Advantage サーバ上の

ユーザ ID は、Cisco Unified Communications 
Manager 内のユーザ ID およびエンド ユーザ アカウ

ントと一致している必要があります。

『Installation and Administration Guide for Cisco Unified 
Mobility Advantage』の「Configuring Cisco Unified 
Communications Manager for Use with Cisco Unified 
Mobility Advantage」

『Cisco Unified Communications Manager アドミニスト
レーション ガイド』の「エンド ユーザの設定」

ステップ 3 アクティブになったユーザまたは Cisco Unified 
Mobility Advantage 管理者が Cisco Unified 
Mobility Advantage サーバ上で Cisco Unified 
Mobile Communicator 用にユーザの携帯電話をプロ

ビジョニングし、携帯電話番号を入力する必要があ

ります。

この番号は、Cisco Unified Communications 
Manager 内で設定されているモビリティ ID 電話番

号と正確に一致するように設定してください。

『Installation and Administration Guide for Cisco Unified 
Mobility Advantage』の「Configuring Cisco Unified 
Communications Manager for Use with Cisco Unified 
Mobility Advantage」

「リモート接続先の設定項目」（P.14-53）

ステップ 4 Cisco Unified Mobility Advantage サーバで、[アダ

プタサービスの管理 (Manage Adapter Services)] の
下の [企業PBX統合の有効化 (Enable Corporate 
PBX Integration)] および [Dial via Officeの有効化

(Enable Dial via Office)] 設定項目を [はい (Yes)] に
設定します。

『Installation and Administration Guide for Cisco Unified 
Mobility Advantage』の「Configuring Cisco Unified 
Communications Manager for Use with Cisco Unified 
Mobility Advantage」

表 15-1 Cisco Unified Mobility と Cisco Unified Mobility Advantage の設定チェックリスト （続き）

設定手順 関連手順と関連項目
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定義

表 15-2 に、Cisco Unified Mobility で使用される Cisco Unified Mobility Advantage および Cisco 
Unified Mobile Communicator の定義を示します。

追加情報

「関連項目」（P.15-19）を参照してください。

Cisco Unified Mobility Advantage 対応の Cisco Unified Mobility 機能
のリスト

この項では、Cisco Unified Mobility Advantage に必要な設定が行われている場合に、携帯電話ユーザ

に提供される Cisco Unified Mobility 機能のリストを示します。ここでは、Cisco Unified 
Communications Manager の管理ページ内での設定について説明します。

Cisco Unified Mobility Advantage の設定の詳細については、次の URL にある『Installation and 
Administration Guide for Cisco Unified Mobility Advantage』の「Configuring Cisco Unified 
Communications Manager for Use with Cisco Unified Mobility Advantage」の章を参照してください。 
http://www.cisco.com/en/US/products/ps7270/products_installation_and_configuration_guides_list.html

次のエンティティと機能を使用するには、Cisco Unified Communications Manager の管理ページでの 
Cisco Unified Mobility の設定に加え、Cisco Unified Mobility Advantage の設定も必要になります。

 • Cisco Unified Mobile Communicator：Cisco Unified Mobile Communicator は、Cisco Unified 
Mobile Communicator クライアントを実行する電話デバイスであり、Mobility Multiplexing 
Protocol（MMP）を使用して、D チャネル経由で Cisco Unified Mobility Advantage サーバと通信

します。Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [電話の設定 (Phone 
Configuration)] ウィンドウで、Cisco Unified Mobile Communicator の設定を行います。詳細につ

いては、「Cisco Unified Mobile Communicator」（P.15-6）を参照してください。

 • Dial-via-Office リバース コールバック：Dial-via-Office リバース コールバック機能は、モバイル 
ボイス アクセス機能に似ていますが、Cisco Unified Communications Manager が両方のコールを

発信するという点が異なります。電話機は、Cisco Unified Mobile Communicator クライアントか

ら、D チャネルを使用して Dial-via-Office リバース コールバック機能を開始します。その後、 
Cisco Unified Communications Manager はまずモビリティ ID にコールします。モビリティ ID が
応答すると、Cisco Unified Communications Manager は接続先番号にコールします。詳細につい

ては、「Dial-via-Office リバース コールバック」（P.15-10）を参照してください。

表 15-2 定義 

用語 定義

Cisco Unified Mobility 
Advantage

Cisco Unified Mobility Advantage は、従業員の携帯電話を社内リソースに

接続するために、エンタープライズ ファイアウォールの背後に配置される

サーバ ソフトウェアです。Cisco Unified Mobility Advantage は、従業員の

モバイル デバイスで動作する Cisco Unified Mobile Communicator クライ

アントと連携して動作します。

Cisco Unified Mobile 
Communicator

Cisco Unified Mobile Communicator は、サポートされている携帯電話で動

作するクライアント ソフトウェアです。Cisco Unified Mobile 
Communicator は、Cisco Unified Mobility Advantage サーバと連携して動

作し、エンタープライズ サービスへのアクセスを提供します。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps7270/products_installation_and_configuration_guides_list.html
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 • Dial-via-Office 転送：Dial-via-Office 転送機能は、モバイル ボイス アクセス機能に似ていますが、

要求が IVR ではなく D チャネルから着信する点が異なります。電話機は、Cisco Unified Mobile 
Communicator（CUMC）クライアントから、D チャネルを使用して Dial-via-Office 転送機能を開

始します。その後、D チャネル経由で Cisco Unified Communications Manager から Enterprise 
Feature Access（EFA; エンタープライズ機能アクセス）番号が返されます。Mobility Identity

（MI; モビリティ ID）からエンタープライズ機能アクセス番号がコールされ、Cisco Unified 
Communications Manager から接続先番号がコールされます。詳細については、「Dial-via-Office 
転送」（P.15-10）を参照してください。

次に示す機能は、元々は Cisco Unified MobilityManager の一部でしたが、現在は Cisco Unified 
Communications Manager の機能となっています。

 • モバイル コネクト：詳細については、「Cisco Unified Mobility」の章を参照してください。

 • デスクトップ コール ピックアップ：詳細については、「Cisco Unified Mobility」の章を参照して

ください。

 • モバイル ボイス アクセス：詳細については、「Cisco Unified Mobility」の章を参照してください。

 • アクセス リスト：詳細については、「Cisco Unified Mobility」の章を参照してください。

Cisco Unified Communications Manager は、次の Cisco Unified Mobility 機能もサポートしています。

 • DTMF でのコール中のエンタープライズ機能のサポート：詳細については、「Cisco Unified 
Mobility」の章を参照してください。

 • 2 段階ダイヤリング：詳細については、「Cisco Unified Mobility」の章を参照してください。

 • デュアル モード フォンのサポート：詳細については、「Cisco Unified Mobility」の章を参照して

ください。

 • デュアル モード フォンでのコールの手動ハンドオフ：詳細については、「Cisco Unified Mobility」
の章を参照してください。

 • Time-of-Day アクセス：詳細については、「Cisco Unified Mobility」の章を参照してください。

 • DTMF を介したダイレクト コールパーク：詳細については、「Cisco Unified Mobility」の章を参

照してください。

 • SIP URI ダイヤル：詳細については、「Cisco Unified Mobility」の章を参照してください。

デスクトップ同時呼び出し、企業のボイスメールボックスの統合、システム リモート アクセス、発信

者 ID、リモートのオン /オフ制御、コール トレース、モバイル コネクト コールのセキュリティとプラ

イバシー、スマートフォンのサポートなど、Cisco Unified Mobility 機能のその他の利点については、

「Cisco Unified Mobility 機能のその他の利点」（P.14-8）を参照してください。

追加情報

「関連項目」（P.15-19）を参照してください。

Cisco Unified Mobile Communicator

Cisco Unified Mobile Communicator は、Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [電
話の設定 (Phone Configuration)] ウィンドウで設定可能なデバイス タイプです。Cisco Unified Mobile 
Communicator は、Mobility Multiplexing Protocol（MMP）を使用して、携帯電話データ接続を介し

て Cisco Unified Mobility Advantage サーバと通信します。その後、Cisco Unified Mobility Advantage 
サーバは、SIP を介してデバイスを Cisco Unified Communications Manager に登録します。Cisco 
Unified Mobile Communicator は、ユーザがデスクトップ電話機を使用している場合は 1 つの Device 
License Unit（DLU; デバイス ライセンス ユニット）を使用し、ユーザがデスクトップ電話機を使用し

ていない場合は 3 つの DLU を使用します。
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設定の詳細については、次のトピックを参照してください。

 • 「Cisco Unified Mobile Communicator の設定」（P.15-7）

 • 「Cisco Unified Mobile Communicator の設定の詳細」（P.15-8）

追加情報

「関連項目」（P.15-19）を参照してください。

Cisco Unified Mobile Communicator の設定

表 15-3 では、Cisco Unified Mobility の Cisco Unified Mobile Communicator を設定する手順を要約し

ています。手順の詳細については、この表に示されている情報を参照してください。

表 15-3 Cisco Unified Mobile Communicator の設定チェックリスト 

設定手順 関連手順と関連項目

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager の管理ペー

ジで、Cisco Unified Mobile Communicator デバイ

スを設定します。

（注） Cisco Unified Communications Manager 内
で Cisco Unified Mobile Communicator デバ

イスを設定する前に、「Cisco Unified 
Mobility」の「Cisco Unified Mobility と 
Cisco Unified Mobility Advantage の設定

チェックリスト」のユーザ アカウントの設

定のステップに従ってユーザに対してモビ

リティが有効化されていることを確認しま

す。

[デバイス (Device)] > [電話 (Phone)] メニュー オプ

ションを使用します。[電話のタイプ (Phone Type)] 
で、[Cisco Unified Mobile Communicator] を選択し

ます。

（注） [エンドユーザの設定 (End User 
Configuration)] ページで、[モビリティの有

効化 (Enable Mobility)] チェックボックスが

オンになっていることを確認してください。

（注） [モビリティの有効化 (Enable Mobility)] 
チェックボックスをオンにすると、ライセ

ンスに対するトリガーが発生し、モバイル 
コネクト用にデバイス ライセンス ユニット

（DLU）が消費されます。

「Cisco Unified Mobility の設定チェックリスト」（P.14-2）

『Cisco Unified Communications Manager アドミニスト
レーション ガイド』の「Cisco Unified IP Phone の設定」

「Cisco Unified Mobile Communicator の設定の詳細」

（P.15-8）

ステップ 2 Cisco Unified Communications Manager の管理ペー

ジで、Cisco Unified Mobility Advantage サーバの

セキュリティ プロファイルを設定します。

[システム (System)] > [セキュリティプロファイル

(Security Profile)] > [CUMAサーバのセキュリティ

プロファイル (CUMA Server Security Profile)] メ
ニュー オプションを使用します。

詳細については、『Cisco Unified Communications 
Manager セキュリティ ガイド』を参照してください。
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追加情報

「関連項目」（P.15-19）を参照してください。

Cisco Unified Mobile Communicator の設定の詳細

Cisco Unified Mobile Communicator を設定する際に [電話の設定 (Phone Configuration)] ウィンドウの

各フィールドを設定する場合、次の設定要件に留意してください。

 • 新規の Cisco Unified Mobile Communicator を設定する場合、[電話のタイプ (Phone Type)] ドロッ

プダウン リスト ボックスで、Cisco Unified Mobile Communicator の電話機タイプを選択します。

 • [デバイス名 (Device Name)]：この名前は必ず一意にしてください。MAC アドレスは必要ありま

せん。

 • [モビリティユーザ ID(Mobility User ID)]：このフィールドの設定は必須です。選択可能なユーザ 
ID は、[エンドユーザの設定 (End User Configuration)] ウィンドウ（[ユーザ管理 (User 
Management)] > [エンドユーザ (End User)]）の [モビリティ情報 (Mobility Information)] ペインで 
[モビリティの有効化 (Enable Mobility)] チェックボックスがオンになっているエンド ユーザの

ユーザ ID だけです。

 • [Mobility Identity]：このフィールドでは、Cisco Unified Mobile Communicator 対応スマート

フォン携帯電話番号を接続先番号として指定する必要があります。[Mobility Identity] の設定特性

は、[リモート接続先 (Remote Destination)] の設定特性と同一です。このフィールドにアクセスす

るには、[電話の設定 (Phone Configuration)] ウィンドウで [新規モビリティ IDの追加 (Add New 
Mobility Identity)] リンクをクリックします。これにより、[リモート接続先の設定 (Remote 
Destination Configuration)] ウィンドウが開き、ここで携帯 ID を追加できます。

ステップ 3 Cisco Unified Communications Manager の管理ペー

ジで、エンタープライズ機能アクセス電話番号

（DN）を設定します。

[コールルーティング (Call Routing)] > [モビリティ

の設定 (Mobility Configuration)] メニュー オプショ

ンを使用します。

（注） この設定を行わないと、Dial-via-Office 機
能が働きません。

「モビリティの設定」（P.14-66）

ステップ 4 Cisco Unified Mobility Advantage クライアントに

対して、Cisco Unified Communications Manager へ
の登録を許可します。

詳細については、『Cisco Unified Communications 
Manager セキュリティ ガイド』を参照してください。

ステップ 5 Cisco Unified CM のユーザ オプションのウィンド

ウで、Cisco Unified Mobile Communicator の次の

ようなエンド ユーザ設定を行います。

 • デバイス：エンド ユーザは、固有の Cisco 
Unified Mobile Communicator を指定します。

 • リモート接続先：エンド ユーザは、固有の 
Cisco Unified Mobile Communicator をリモー

ト接続先プロファイルとして選択します。

特定の Cisco Unified IP Phone モデルに関するユーザ ガ
イドを参照してください。

表 15-3 Cisco Unified Mobile Communicator の設定チェックリスト （続き）

設定手順 関連手順と関連項目
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 • [コーリングサーチスペースの再ルーティング (Rerouting Calling Search Space)]：基本コールが動

作するようにするには、このフィールドを設定する必要があります。この設定は、Cisco Unified 
Mobile Communicator に適用されます。この設定を使用して、コールがモビリティ ID（つまり、

Cisco Unified Mobile Communicator クライアント電話機）にルーティングされます。この設定は、

Dial-via-Office コールバック コール レッグをモビリティ ID にルーティングしたり、モバイル コ
ネクト /SNR コールでコール レッグをモビリティ ID にルーティングしたりする際に使用されます。

 • [コーリングサーチスペース (Calling Search Space)]：基本コールが動作するようにするには、こ

のフィールドを設定する必要があります。この設定を使用して、モビリティ ID からコールがルー

ティングされます。この設定は、Dial-via-Office コールでコール レッグをダイヤル先（発信先）

電話機にルーティングする際に使用されます。

 • [DNDオプション (DND Option)]：Cisco Unified Mobile Communicator は、DND の [コール拒否

(Call Reject)] オプションだけをサポートします。

電話番号は、Cisco Unified Mobile Communicator に割り当てられている必要があります。

Cisco Unified Mobile Communicator に適用される、次のようなその他の設定要件についても留意して

ください。

 • Cisco Unified Communications Manager および Cisco Unified Mobility Advantage サーバには統合

された [エンドユーザの設定 (End User Configuration)] ウィンドウがないため、Cisco Unified 
Mobile Communicator クライアント ユーザは、Cisco Unified Communications Manager の管理

ページおよび Cisco Unified Mobility Advantage サーバの両方で、同一のリモート接続先番号を設

定する必要があります。

 • Cisco Unified Mobile Communicator クライアント ユーザが固有の SIM カードを変更する場合、

このユーザは Cisco Unified Mobility Advantage サーバの携帯電話番号を更新する必要がありま

す。その場合、古い携帯電話番号を削除し、新しい携帯電話番号を追加します。Cisco Unified 
Communications Manager の管理ページの対応する項目も同様に設定する必要があります。

 • Cisco Unified Communications Manager ノードが、Cisco Unified Mobility Advantage サーバ管理

コンソールで静的に生成されることを確認してください。

 • Cisco Unified Mobility Advantage サーバは、AXL だけを使用して Cisco Unified Communications 
Manager データベースを更新します。ただし Cisco Unified Communications Manager データベー

スの変更通知は受信しません。

主な検討事項

Cisco Unified Mobile Communicator デバイスに関する、次の主な検討事項に留意してください。

 • Cisco Unified Mobile Communicator デバイスには、モビリティ ID に加えて、1 つまたは複数のリ

モート接続先を追加できます（リモート接続先プロファイルと同様）。

 • 自動の移行サポートは存在しません。デバイスを Cisco Unified Mobile Communicator デバイスと

して手動で再設定する必要があります。

 • 2.5G では D チャネルはボイス コールの接続後に利用不可になるため、サポートされるのは最初の

コールだけです。

 • Cisco Unified Mobility Advantage サーバがアクティブにできる Cisco Unified Mobile 
Communicator デバイスは、各ユーザにつき 1 台だけです （ユーザは Cisco Unified Mobility 
Advantage に複数の携帯電話を設定できますが、Cisco Unified Mobility Advantage サーバに対し

てアクティブに接続できる携帯電話は一度に 1 台だけです）。

 • Cisco Unified Mobile Communicator デバイスの設定において、再ルーティング用 CSS および CSS 
は重要な検討事項です。

追加情報

「関連項目」（P.15-19）を参照してください。
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Dial-via-Office リバース コールバック

Dial-via-Office リバース コールバック機能は、モバイル ボイス アクセス機能に似ていますが、Cisco 
Unified Communications Manager が両方のコールを発信するという点が異なります。電話機は、Cisco 
Unified Mobile Communicator クライアントから、D チャネルを使用して Dial-via-Office リバース 
コールバック機能を開始します。その後、 Cisco Unified Communications Manager はまずモビリティ 
ID（Cisco Unified Mobile Communicator クライアント）にコールします。モビリティ ID が応答する

と、Cisco Unified Communications Manager はダイヤル先（発信先）番号にコールします。

すべての Dial-via-Office シナリオにおいて、Cisco Unified Communications Manager から Cisco 
Unified Mobile Communicator クライアントの携帯電話 /モビリティ ID へのコールバック レッグ、ま

たは別の番号へのコールバック レッグにより、常にエンタープライズ機能アクセス DID の発信者 ID 
が指定されます。Cisco Unified Communications Manager からダイヤル先（発信先）番号へのコール 
レッグで送信される発信者 ID では、必ずユーザのエンタープライズ デスク番号が指定されます（ユー

ザのデスクトップ電話機と、Cisco Unified Communications Manager 内に設定されている Cisco 
Unified Mobile Communicator クライアントのデバイス タイプとの間のシェアドラインに基づく）。

Dial-via-Office リバース コールバックの例

次の例では、Dial-via-Office リバース コールバックのインスタンスで発生する一連のイベントを示し

ています。

 • ユーザは、電話機で Dial-via-Office 機能を呼び出し、発信先の電話番号 2000 にコールします。

 • 電話機は、SDP パラメータ「c=PSTN E164 4085551234」で指定されたコールバック番号で、

INVITE 2000 を送信します。

 • Cisco Unified Communications Manager は、SDP パラメータのエンタープライズ機能アクセス番

号 DID（4085556666）で、183 Session In Progress を返信します。

 • Cisco Unified Communications Manager は、モビリティ ID 4085551234 にコールバックします。

 • モビリティ ID がコールに応答すると、Cisco Unified Communications Manager は発信先の電話番

号 2000 にコールをリダイレクトします。

Dial-via-Office 関連の SIP エラー コードのリストは、「Dial-via-Office 関連の SIP エラー コード」

（P.15-14）を参照してください。

Cisco Unified Communications Manager がこの機能によってサポートする使用例については、

「Dial-via-Office リバース コールバックの使用例」（P.15-15）を参照してください。

追加情報

「関連項目」（P.15-19）を参照してください。

Dial-via-Office 転送

Cisco Unified Mobile Communicator アプリケーションの 1 つである Cisco Mobile をモバイル デバイスに

インストールしているユーザは、Dial-via-Office 転送機能を使用できます。Cisco Unified Mobile 
Communicator は、Cisco Unified Mobile Communicator と Cisco Unified Mobility Advantage との間、およ

び Cisco Unified Mobility Advantage と Cisco Unified Communications Manager との間で D チャネル経由で 
SIP シグナリングを使用してモバイル デバイスから Dial-via-Office 転送機能を呼び出し、最終的な発信先

へのコールを開始します。コールは企業の内線番号でアンカーされるため、この機能は Cisco Unified 
Mobile Communicator モバイル ユーザに対する経費削減効果のあるソリューションとなっています。

（注） Dial-via-Office 転送機能を呼び出すことができるのは、Cisco Mobile クライアントがインストールさ

れた Cisco Unified Mobile Communicator デバイスだけです。
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Cisco Unified Communications Manager によって、D チャネル経由で Dial-via-Office Forward
（DVO-F; Dial-via-Office 転送）サービス アクセス番号が返されます（DVO-F サービス アクセス番号

が設定されている場合）。または、D チャネル経由で Enterprise Feature Access（EFA; エンタープライ

ズ機能アクセス）Directory Number（DN; 電話番号）が返されます。携帯電話で実行されている Cisco 
Unified Mobile Communicator クライアントは、Cisco Unified Communications Manager から受信する

番号をコールします。DVO-F コールを行うモバイル デバイスの電話番号と、設定されている Mobility 
Identity（MI; モビリティ ID）とが照合されて、権限があるユーザのコールだけが行われます。一致が

見つかると、発信先にコール要求が送信されます。Matching Caller ID with Remote Destination サービ

ス パラメータの設定に応じて、完全一致または部分一致の両方がサポートされます。

この項では、Dial-via-Office 転送機能に関する次の内容について説明します。

 • 「Cisco Unified Communications Manager の管理ページでの Dial-via-Office 転送の設定」

（P.15-11）

 • 「Dial-via-Office Forward Service Access Number」（P.15-11）

 • 「EFA DN および DVO-F サービス アクセス番号のグローバル化サポート」（P.15-12）

 • 「Dial-via-Office 転送の使用例」（P.15-12）

 • 「Dial-via-Office 転送コールの特性」（P.15-13）

 • 「Dial-via-Office 転送の例」（P.15-13）

 • 「Dial-via-Office 転送設定のヒント」（P.15-13）

 • 「Dial-via-Office 転送の制限事項」（P.15-14）

 • 「Dial-via-Office 関連の SIP エラー コード」（P.15-14）

 • 「追加情報」（P.15-15）

Cisco Unified Communications Manager の管理ページでの Dial-via-Office 転送の設定

Dial-via-Office 転送機能を有効にするには、Cisco Unified Communications Manager の管理ページで

次の設定を行う必要があります。

 • [コールルーティング (Call Routing)] > [モビリティの設定 (Mobility Configuration)]

[エンタープライズ機能アクセス番号 (Enterprise Feature Access Number)] 設定項目の値が着信側

番号と一致し、正しいパーティションに属している必要があります。

 • [システム (System)] > [サービスパラメータ (Service Parameters)]

Dial-via-Office Service Access Number に、代替番号を指定できます。

Dial-via-Office Forward Service Access Number

Dial-via-Office Forward Service Access Number サービス パラメータを設定すると、お客様は Cisco 
Unified Mobile Communicator ユーザが DVO-F をダイヤルするための専用番号を設定できますが、

Cisco Unified Communications Manager は異なる番号でコールを受信します（1-800 サポートの使用な

ど）。DVO-F サービス アクセス番号には、フリーダイヤルの 1-800 番号を指定できます。サービス プ
ロバイダーは、この番号を企業へのローカル番号、または Cisco Mobile クライアントが DVO-F コー

ルを呼び出すための他の任意の代替番号にマッピングできます。

Dial-via-Office Forward Service Access Number サービス パラメータには次の特徴があります。

 • 最大 24 文字のダイヤル可能な文字です。

 • パーティションは指定しません。
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Dial-via-Office Service Access Number サービス パラメータは、既存の Enterprise Feature Access
（EFA; エンタープライズ機能アクセス）DN と次のように通信を行います。

 • DVO-F 機能を呼び出すには、EFA DN が設定されている必要があります。DVO-F サービス アク

セス番号が設定されているかどうかに関係なく、EFA DN が Cisco Unified Mobile Communicator 
デバイスからの着信コールを終端します。

 • 183 Session In Progress メッセージの応答では、次のルールが当てはまります。

 – Dial-via-Office Forward Service Access Number サービス パラメータ番号が設定されている場

合、Cisco Unified Communications Manager から Cisco Unified Mobility Advantage への SDP 
では、この代替番号が送信されます。

 – EFA DN だけが設定されている場合、Cisco Unified Communications Manager から Cisco 
Unified Mobility Advantage に EFA DN が送信されます。

 • 着信 PSTN コールでは、次の照合が行われます。

 – 着信側番号が EFA DN または DVO-F サービス アクセス番号と照合されます。部分一致または

完全一致が行われます。部分一致または完全一致では、発信側番号が、Cisco Unified 
Mobility Advantage から Cisco Unified Communications Manager に転送された元の SIP 
INVITE メッセージの発信側番号と照合されます。

 – 実際には、この説明は正確ではありません。システムは、CUMC からの着信 DVO-F コール 
レッグが（着信側番号の）EFA DN または DVO-F サービス アクセス番号へのものであること

を前提としています。ただし、その番号でコールが受信されると、着信側番号は重要ではなく

なります。部分一致または完全一致の照合では、発信側番号との照合が行われますが、これは 
EFA または DVO-F サービス アクセス番号との照合ではなく、CUMA によって Unified CM 
に転送された元の SIP INVITE に指定された発信側番号です。

 – 一致が見つかった場合、音声コールが元の SIP INVITE と関連付けられ、コール待機タイマー

が停止されます。次に、ユーザが元々ダイヤルし、Cisco Unified Communications Manager が 
Cisco Unified Mobility Advantage から受信した SIP INVITE に含まれている着信側番号また

は発信先番号にコールが送達されます。

 – 一致が見つからなかった場合は、コール待機タイマーが時間切れになると、コールが切断され

て、503 Service Unavailable メッセージが送信されます。

EFA DN および DVO-F サービス アクセス番号のグローバル化サポート

[エンタープライズ機能アクセス番号 (Enterprise Feature Access Number)] および Dial-via-Office 
Forward Service Access Number の両方において、次のダイヤル可能な文字がサポートされています。

 • 0 ～ 9

 • +（バックスラッシュ（¥）を直前に付加する必要があります）バックスラッシュはダイヤル可能

な文字ではないため、24 文字の最大長制限には含まれません。

 • * および #

 • A ～ D

上記の特殊文字は、任意の場所に指定できます。

Dial-via-Office 転送の使用例

Cisco Unified Communications Manager がこの機能によってサポートする使用例については、

「Dial-via-Office 転送の使用例」（P.15-16）を参照してください。
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Dial-via-Office 転送コールの特性

次に、上記の例を使用して、Dial-via-Office 転送コールの特性について説明します。

 • INVITE SDP パラメータ「a=setup:active」に基づいて、Cisco Unified Communications Manager 
では、Cisco Mobile クライアントが DVO-F コールを開始すると判断されます。

 • Cisco Unified Communications Manager から Cisco Unified Mobility Advantage に 183 Session In 
Progress メッセージが送信されると、30 秒に設定されているコール待機タイマーが開始します。

 • コール待機タイマーが時間切れになる前に Cisco Unified Communications Manager で Cisco 
Unified Mobile Communicator からの PSTN コールを受信しない場合、Cisco Unified 
Communications Manager は「503 Service Unavailable」メッセージを送信して、DVO-F INVITE 
に関連付けられているリソースをクリアします。

 • PSTN コールが着信すると、次の照合が行われます。

 – Cisco Unified Communications Manager では、発信側番号と、設定されている Mobility 
Identity（MI; モビリティ ID）との照合が試みられ、コールをアンカーするかどうかが判断さ

れます。Cisco Unified Communications Manager では、Matching Caller ID with Remote 
Destination サービス パラメータに設定されたオプションに基づいて照合が行われます（部分

一致または完全一致）。

 – また、Cisco Unified Communications Manager では、着信側番号と、EFA DN または DVO-F 
サービス アクセス番号との照合が行われて、コールが DVO-F コールであるかどうかが判断さ

れます。

 • コールが確立された後、ユーザは保留、復帰、会議、転送、デスク ピックアップなどの他の Cisco 
Unified Mobility 機能を呼び出すことができます。

Dial-via-Office 転送の例

次の例では、Dial-via-Office 転送（DVO-F）のインスタンスで発生する一連のイベントを示していま

す。

1. ユーザが Cisco Unified Mobile Communicator アプリケーションを起動して、発信先番号として 
2000 と入力します。

2. Cisco Unified Mobile Communicator から、発信先番号として 2000 が設定された SIP INVITE メッ

セージが送信されます。

3. Cisco Unified Communications Manager から、D チャネルを経由して 183 Session In Progress が
返送されます。SDP パラメータには、Dial-via-Office 転送サービス アクセス番号または EFA DN 
が指定されています。

4. Cisco Unified Mobile Communicator によって、SDP で指定された番号に自動ダイヤルされます。

5. Cisco Unified Communications Manager では、発信側番号とモビリティ ID、および着信側番号と 
EFA DN または DVO-F サービス アクセス番号を比較することによって、この音声コールが SIP D 
チャネル コールに関連付けられます。

6. その後、コールが通常どおり進行します。

Dial-via-Office 転送設定のヒント

次に、Dial-via-Office 転送機能を設定する場合の設定のヒントを示します。

 • Cisco Unified Mobile Communicator デバイスには、有効な Mobility Identity（MI; モビリティ ID）

をプロビジョニングする必要があります。

 • Cisco Unified Mobile Communicator デバイスを Cisco Unified Communications Manager に登録す

る必要があります。
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 • Cisco Unified Communications Manager が受信する Cisco Unified Mobile Communicator 発信者 
ID が、プロビジョニングされている MI に完全に一致しない場合は、次の設定を行います。

 – Matching Caller ID with Remote Destination サービス パラメータを [Partial Match] に設定し

ます。

 – Number of Digits for Caller ID Partial Match サービス パラメータに、照合する桁数を指定し

ます。

 • 着信側番号が EFA DN または DVO-F Service Access Number サービス パラメータに一致するよう

に、入力ゲートウェイが正しく設定されていることを確認します。

 • 着信側番号が EFA DN に一致する場合は、Inbound Calling Search Space for Remote Destination 
サービス パラメータのプロパティが次のように設定されていることを確認します。

 – [トランクまたはゲートウェイ着信コーリングサーチスペース (Trunk or Gateway Inbound 
Calling Search Space)] オプションが選択されている場合、EFA DN パーティションはトラン

クまたはゲートウェイのコーリング サーチ スペースに属している必要があります。

 – [リモート接続先プロファイル (Remote Destination Profile)] オプションと [回線コーリング

サーチスペース (Line Calling Search Space)] オプションが選択されている場合、EFA DN パー

ティションは Cisco Unified Mobile Communicator デバイスおよびそのエンタープライズ DN 
のコーリング サーチ スペースに属している必要があります。

Dial-via-Office 転送の制限事項

Dial-via-Office Forward（DVO-F; Dial-via-Office 転送）機能には、次のような制限事項があります。

 • DVO-F では、単一の Cisco Unified Mobile Communicator デバイスからの同時コールはサポート

されていません。

 • DVO-F では、発信者 ID を使用して、PSTN コールと SIP コールの関連付けが行われます。

 – 着信側番号が GSM ネットワーク経由で着信できない場合、DVO-F コールは失敗します。標

準的なサービス プロバイダーのアナウンスが再生されます。コール待機タイマーが時間切れ

になると、Cisco Unified Communications Manager によって 503 Service Unavailable メッ

セージが送信されます。

 – Cisco Unified Communications Manager が発信側番号を受信しない場合（つまり、Cisco 
Unified Mobile Communicator ユーザが発信者 ID をブロックしている場合）、DVO-F コール

は失敗します。リオーダー音が再生されます。コール待機タイマーが時間切れになると、 
Cisco Unified Communications Manager によって 503 Service Unavailable メッセージが送信

されます。

Dial-via-Office 関連の SIP エラー コード

Dial-via-Office コールに成功しなかった場合は、Cisco Unified Communications Manager によって特

定の SIP エラー コードが返されます。次の表に、Dial-via-Office コールに成功しなかった場合の SIP 
エラー コードを示します。

コール シナリオ SIP エラー コード

発信先番号がルーティングできない 404 Not Found

発信先がビジー 486 Busy Here

発信先が応答する前に Cisco Unified Mobile 
Communicator によって電話が切られた

487 Request Terminated

Cisco Unified Mobile Communicator によって SIP 
CANCEL が送信された

487 Request Terminated
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関連マニュアル

Cisco Unified Communications Manager と連携して動作するように Cisco Unified Mobile 
Communicator を設定する方法の詳細については、次のマニュアルを参照してください。

 • 次の URL にある『Installing and Configuring Cisco Unified Mobility Advantage』の「Configuring 
Cisco Unified Communications Manager for Use with Cisco Unified Mobility Advantage」の章 
http://www.cisco.com/en/US/products/ps7270/prod_installation_guides_list.html

 • 次の URL にある『Configuring Features in Cisco Unified Mobility Advantage: Dial Via Office 
Forward』 
http://www.cisco.com/en/US/products/ps7270/products_installation_and_configuration_guides_list.html

追加情報

「関連項目」（P.15-19）を参照してください。

Cisco Unified Mobility 機能の使用例

次の項では、Cisco Unified Mobility Advantage に必要な設定が行われている場合に、Cisco Unified 
Mobility の各機能に対して Cisco Unified Communications Manager がサポートする使用例について説

明します。

 • 「Dial-via-Office リバース コールバックの使用例」（P.15-15）

 • 「Dial-via-Office 転送の使用例」（P.15-16）

追加情報

「関連項目」（P.15-19）を参照してください。

Dial-via-Office リバース コールバックの使用例

Dial-via-Office リバース コールバック機能は、次の使用例をサポートしています。

 • モバイル ユーザがリモート接続先に対して Dial-via-Office リバース コールバック機能を呼び出

し、成功した。

 • モバイル ユーザがリモート接続先以外に対して Dial-via-Office リバース コールバック機能を呼び

出し、成功した。

 • モバイル ユーザが Dial-via-Office リバース コールバック機能を呼び出し、失敗した。

追加情報

「関連項目」（P.15-19）を参照してください。

正常に登録されていない状態で Cisco Unified Mobile 
Communicator によってコールが試みられた

503 Service Unavailable

企業内回線にすでに 2 つの未処理コールがある場合に、

Cisco Unified Mobile Communicator によってコールが試

みられた

486 Busy Here

（PSTN コールを待つ）未処理の保留中 DVO-F コールが

ある場合に、Cisco Unified Mobile Communicator によっ

て DVO-F コールが試みられた

487 Request Terminated（最

初のコール）

コール シナリオ SIP エラー コード

http://www.cisco.com/en/US/products/ps7270/prod_installation_guides_list.html
http://www.cisco.com/en/US/products/ps7270/products_installation_and_configuration_guides_list.html
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Dial-via-Office 転送の使用例

Dial-via-Office 転送機能は、次の使用例をサポートしています。

1. 企業で、EFA DN だけが設定されている。

DVO-F 機能は、Cisco Unified Mobile Communicator クライアントが正確な EFA DN を自動的に

ダイヤルし、Cisco Unified Communications Manager も同じ着信側番号を受信する場合にだけ成

功します。

例

EFA DN = 1239876

DVO-F Service Access Number サービス パラメータ = EMPTY

Cisco Unified Communications Manager は、183 メッセージで 1239876 を送信し、1239876 への 
PSTN コールを受信します。

2. 企業で、DVO-F コール用に 1-800 フリーダイヤル番号を提供している。

企業で、フリーダイヤル番号を設定しています。この番号は、サービス プロバイダーがコールを

受信する場合の実際の番号（発信先番号）にマッピングできます。

発信先番号にマッピングする場合、管理者は、Dial-via-Office Forward Service Access Number 
サービス パラメータを使用してフリーダイヤル番号（18008889999 など）を設定し、EFA DN と
して発信先番号（4081239876 など）を設定する必要があります。

例

EFA DN = 1239876（サービス プロバイダーに応じて、ローカライズされた形式）

DVO-F Service Access Number サービス パラメータ = 18008889999

Cisco Unified Communications Manager は、183 Session In Progress メッセージで 18008889999 を送

信し、1239876 にマッピングされた PSTN コールを受信します。

3. 企業で、DVO-F コール用にグローバル化された番号を提供している。

企業でグローバル化されたアクセス番号を設定すると、企業の Cisco Unified Mobile 
Communicator ユーザは、現在の国における国際エスケープ コードを把握していなくても、

DVO-F コールを呼び出すことができます。

サービス プロバイダーがローカライズされた番号だけを提供している場合、管理者は、グローバ

ル化された番号（¥+14081239876 など）を DVO-F Service Access Number サービス パラメータと

して設定し、Cisco Unified Communications Manager が受信するローカライズされた番号

（1239876 など）を EFA DN として設定する必要があります。

例

EFA DN = 1239876（サービス プロバイダーに応じて、ローカライズされた形式）

DVO-F Service Access Number サービス パラメータ = ¥+14081239876（+ 文字のエスケープとし

てバックスラッシュが必要）

Cisco Unified Communications Manager は、183 Session In Progress メッセージで +14081239876 を
送信し、1239876 にマッピングされた PSTN コールを受信します。

追加情報

「関連項目」（P.15-19）を参照してください。
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インタラクションおよび制限事項
Cisco Unified Communications Manager の標準機能の多くは、Cisco Unified Mobility の機能と完全に互

換性があります。例外の詳細については、「Cisco Unified Mobility」の章の次の項を参照してください。

 • 「インタラクション」（P.14-28）

 • 「制限事項」（P.14-31）

また、Cisco Unified Mobility Advantage および Cisco Unified Mobile Communicator の機能を必要と

する機能の制限事項について、次の項で説明します。

 • 「制限事項」（P.15-17）

追加情報

「関連項目」（P.15-19）を参照してください。

制限事項

Dial-via-Office の制限事項（DVO-R および DVO-F）

Cisco Unified Communications Manager における Dial-via-Office 転送（DVO-F）機能には、次の制限

事項があります。

 • 特定の Cisco Unified Mobile Communicator デバイスから確立される未処理の DVO-F コールは、

一度に 1 つだけがサポートされます。

 • DVO-F では、SIP INVITE メッセージの発信者 ID を使用して、PSTN コールと SIP コールの関連

付けが行われます。

 – 発信側番号がモバイル音声ネットワーク経由で発信できない場合、DVO-F コールは失敗しま

す。標準的なサービス プロバイダーのアナウンスが再生されます。コール待機タイマーが時

間切れになると、 Cisco Unified Communications Manager によって 503 Service Unavailable 
メッセージが送信されます。

 – Cisco Unified Communications Manager が発信側番号を受信しない場合（つまり、Cisco Unified 
Mobile Communicator ユーザが発信者 ID をブロックしている場合）、DVO-F コールは失敗しま

す。リオーダー音が再生されます。コール待機タイマーが時間切れになると、 Cisco Unified 
Communications Manager によって 503 Service Unavailable メッセージが送信されます。

追加情報

「関連項目」（P.15-19）を参照してください。

システム要件
Cisco Unified Mobility を Cisco Unified Mobility Advantage と連携させて使用するには、次のソフト

ウェア コンポーネントが必要です。

 • Cisco Unified Communications Manager 6.0 以降

また、Cisco Unified Mobility Advantage でも追加のソフトウェア コンポーネントが必要です。詳細につい

ては、『Installation and Administration Guide for Cisco Unified Mobility Advantage』を参照してください。

追加情報

「関連項目」（P.15-19）を参照してください。



 

15-18
Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド

第 15 章      Cisco Unified Mobility Advantage と Cisco Unified Mobile Communicator の統合                 

    Cisco Unified Mobility と Cisco Unified Mobility Advantage の設定

Cisco Unified Mobility と Cisco Unified Mobility 
Advantage の設定

「Cisco Unified Mobility」の章の 「Cisco Unified Mobility の設定チェックリスト」（P.14-2） には、管

理者が Cisco Unified Communications Manager に固有の Cisco Unified Mobility 機能を設定するため

に必要な手順をまとめたチェックリストが記載されています。

「Cisco Unified Mobility」の章の 「Cisco Unified Mobility の設定」（P.14-36） には、Cisco Unified 
Communications Manager に固有の Cisco Unified Mobility 機能をプロビジョニングするために設定す

る必要がある Cisco Unified Communications Manager の管理ページの各メニュー オプションに関して

詳細な手順が記載されています。その項では、Cisco Unified Communications Manager の管理ページ

の次のエンティティの設定について説明されています。

 • アクセス リスト

 • リモート接続先プロファイル（Cisco Unified Mobility Advantage との統合にこれらのリソースは

必要なく、使用することもありません）

 • リモート接続先

 • モバイル ボイス アクセス用のメディア リソース（Cisco Unified Mobility Advantage との統合にこ

れらのリソースは必要なく、使用することもありません）

 • モバイル ボイス アクセス用の H.323 および SIP ゲートウェイ（Cisco Unified Mobility Advantage 
との統合にこれらのリソースは必要なく、使用することもありません）

 • エンタープライズ機能アクセスの 2 段階ダイヤリング（Cisco Unified Mobility Advantage との統

合では、この機能の設定は不要です。ただし、エンタープライズ機能アクセス DID の設定は必要

です。Cisco Unified Communications Manager では、この DID に示された発信者 ID を 
Dial-via-Office コールバック コール レッグ用に送信するためです）

 • [モビリティの設定 (Mobility Configuration)] ウィンドウの設定項目

 • モビリティ ソフトキー

エンド ユーザは、Cisco Unified CM のユーザ オプションのウィンドウを使用して、携帯電話に適用さ

れる Cisco Unified Mobility の設定をさらに詳しく構成したり、または変更したりできます。

Cisco Unified Mobility Advantage を必要とする Cisco Unified Mobility 機能を提供するための Cisco 
Unified Mobility Advantage および Cisco Unified Communications Manager の設定に必要な手順につ

いては、『Installation and Administration Guide for Cisco Unified Mobility Advantage』の

「Configuring Cisco Unified Communications Manager for Use with Cisco Unified Mobility Advantage」
の章を参照してください。

ヒント Cisco Unified Mobility を設定する前に、「Cisco Unified Mobility と Cisco Unified Mobility Advantage 
の設定チェックリスト」（P.15-2）を参照してください。

追加情報

「関連項目」（P.15-19）を参照してください。
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関連項目
 • 「Cisco Unified Mobility と Cisco Unified Mobility Advantage の設定チェックリスト」（P.15-2）

 • 「Cisco Unified Mobility と Cisco Unified Mobility Advantage の概要」（P.15-4）

 – 「定義」（P.15-5）

 – 「Cisco Unified Mobility Advantage 対応の Cisco Unified Mobility 機能のリスト」（P.15-5）

 – 「Cisco Unified Mobile Communicator」（P.15-6）

 – 「Dial-via-Office リバース コールバック」（P.15-10）

 – 「Dial-via-Office 転送」（P.15-10）

 – 「Cisco Unified Mobility 機能の使用例」（P.15-15）

 • 「インタラクションおよび制限事項」（P.15-17）

 – 「制限事項」（P.15-17）

 • 「システム要件」（P.15-17）

 • 「Cisco Unified Mobility と Cisco Unified Mobility Advantage の設定」（P.15-18）

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「エンド ユーザの

設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「サービス パラ

メータの設定」

 • 「Cisco Unified Mobility のライセンス」（P.29-10）

参考資料

 • 『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』

 • 『Cisco Unified Communications Manager セキュリティ ガイド』

 • 適切な Cisco Unified IP Phone のユーザ ガイド

 • 適切な Cisco Unified IP Phone のアドミニストレーション ガイド

 • 次の URL にある『Installing and Configuring Cisco Unified Mobility Advantage』の「Configuring 
Cisco Unified Communications Manager for Use with Cisco Unified Mobility Advantage」の章 
http://www.cisco.com/en/US/products/ps7270/prod_installation_guides_list.html

 • 次の URL にある『Configuring Features in Cisco Unified Mobility Advantage: Dial Via Office 
Forward』 
http://www.cisco.com/en/US/products/ps7270/products_installation_and_configuration_guides_list.html

 • 適切な Cisco Unified Mobile Communicator のエンド ユーザ資料

http://www.cisco.com/en/US/products/ps7270/prod_installation_guides_list.html
http://www.cisco.com/en/US/products/ps7270/products_installation_and_configuration_guides_list.html
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Cisco WebDialer

Cisco WebDialer を Cisco Unified Communications Manager とともに使用すると、Cisco Unified IP 
Phone ユーザは Web およびデスクトップ アプリケーションから電話をかけることができます。

この章では、Cisco WebDialer に関する次の情報を提供します。

 • 「Cisco WebDialer の設定チェックリスト」（P.16-1）

 • 「Cisco WebDialer の概要」（P.16-2）

 • 「冗長性」（P.16-4）

 • 「Cisco WebDialer のシステム要件」（P.16-4）

 • 「インタラクションおよび制限事項」（P.16-4） 

 • 「Cisco WebDialer のインストールとアクティブ化」（P.16-5） 

 • 「Cisco WebDialer の設定」（P.16-6）

 • 「関連項目」（P.16-15）

Cisco WebDialer の設定チェックリスト
Cisco WebDialer を Cisco Unified Communications Manager サーバにインストールし、Cisco Unified 
Communications Manager とともに使用すると、Cisco Unified IP Phone ユーザは Web およびデスク

トップ アプリケーションから電話をかけることができます。たとえば、Cisco WebDialer は、会社の

ディレクトリでハイパーリンクされた電話番号を使用して、ユーザが相手の電話番号をクリックするこ

とによって Web ページから電話をかけられるようにします。

表 16-1 に、Cisco WebDialer の設定チェックリストを示します。詳細については、「関連項目」

（P.16-15）を参照してください。

表 16-1 Cisco WebDialer の設定チェックリスト 

設定手順 関連手順と関連項目 

ステップ 1 Cisco WebDialer サービスをアクティブ化します。 「Cisco WebDialer のインストール

とアクティブ化」（P.16-5）

ステップ 2 Webdialer サーブレットを設定します。 「Webdialer サーブレットのサービ

ス パラメータの設定」（P.16-6）

ステップ 3 Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [アプリケーショ

ンサーバ (Application Server)] ウィンドウで Cisco WebDialer をアプリ

ケーション サーバとして設定します。

「[アプリケーションサーバ

(Application Server)] ウィンドウ

での Cisco WebDialer の設定」

（P.16-8）
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Cisco WebDialer の概要
Cisco WebDialer を Cisco Unified Communications Manager サーバにインストールし、Cisco Unified 
Communications Manager とともに使用すると、Cisco Unified IP Phone ユーザは Web およびデスク

トップ アプリケーションから電話をかけることができます。たとえば、Cisco WebDialer は、会社の

ディレクトリでハイパーリンクされた電話番号を使用して、ユーザが相手の電話番号をクリックするこ

とによって Web ページから電話をかけられるようにします。

Cisco WebDialer には、次の 2 つの主要コンポーネントがあります。

 • 「Webdialer サーブレット」（P.16-2）

 • 「Redirector サーブレット」（P.16-3）

Webdialer サーブレット

Java サーブレットである Webdialer サーブレットを使用すると、特定のクラスタ内の Cisco Unified 
Communications Manager ユーザが、コールを開始および終了することや、電話機と回線の設定にアク

セスすることができます。

アプリケーションは、次の 2 つのインターフェイスを介して Webdialer サーブレットと通信できます。

 • SOAP over HTTPS インターフェイス：Simple Object Access Protocol（SOAP）に基づくこのインター

フェイスは、Microsoft Outlook Add-in や SameTime Client Plug-in などのデスクトップ アプリケー

ションを開発するために使用します。開発者は、isClusterUserSoap インターフェイスを使用して、

Redirector サーブレットに類似した機能を必要とする複数クラスタ アプリケーションを設計できます。

ステップ 4 WebDialer を使用するユーザを、それぞれ Cisco Unified Communications 
Manager の Standard End User Group に追加します。

「Cisco Unified Communications 
Manager の標準エンド ユーザ グ
ループへのユーザの追加」

（P.16-12）

ステップ 5 Cisco Unified CM のユーザ オプション メニューのロケール フィールドを

設定して、WebDialer で表示する言語を決定します。

「WebDialer の言語の設定」

（P.16-10）

ステップ 6 （オプション）Redirector サーブレットを設定します。 「Redirector サーブレットの設定

（オプション）」（P.16-11）

ステップ 7 （オプション）複数クラスタ アプリケーションに対してアプリケーション 
ダイヤル ルールを設定します。

「アプリケーションのダイヤル 
ルールの設定（オプション）」

（P.16-11）

ステップ 8 （オプション）プロキシ ユーザを作成します。 「プロキシ ユーザの作成（オプ

ション）」（P.16-12）

ステップ 9 （オプション）Cisco WebDialer のトレースを設定します。 「トレース設定（オプション）」

（P.16-14）

『Cisco Unified Serviceability 
Administration Guide』

ステップ 10 Cisco WebDialer のアラームを設定します。 「関連項目」（P.16-15）

『Cisco Unified Serviceability 
Administration Guide』

表 16-1 Cisco WebDialer の設定チェックリスト （続き）

設定手順 関連手順と関連項目 
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 • HTML over HTTPS インターフェイス：HTTPS に基づくこのインターフェイスは、Web ベースの

アプリケーションを開発するために使用されます。このインターフェイスを使用する開発者は、複

数クラスタ アプリケーションの設計に Redirector サーブレットを使用できます。

Redirector サーブレット

Java ベースの Tomcat サーブレットである Redirector サーブレットは、Cisco WebDialer ユーザが行う

要求のために Cisco Unified Communications Manager クラスタを検索します。これは、ユーザの 
Cisco Unified Communications Manager クラスタ内にある特定の Cisco WebDialer サーバに要求を転

送します。Redirector サーブレットは、複数クラスタ アプリケーションおよび HTML over HTTPS イ
ンターフェイスを使用して開発されたアプリケーションに対してだけ使用できます。

Redirector サーブレットを使用した Cisco WebDialer の例

たとえば、3 つのクラスタがそれぞれサンノゼ（SJ-CM）、ダラス（D-CM）、ニューヨーク（NY-CM）

などの都市にあるとします。各クラスタには、Cisco Unified Communications Manager サーバ 
SJ-CM1、D-CM2、および NY-CM3 用に設定された Webdialer サーブレットを持つ 3 つの Cisco 
Unified Communications Manager サーバが含まれています。

システム管理者は、List of WebDialers サービス パラメータで特定の Cisco Unified Communications 
Manager サーバの IP アドレスを入力することによって、任意の Cisco Unified Communications 
Manager サーバで Webdialer サーブレットを設定します（「Webdialer サーブレットのサービス パラ

メータの設定」（P.16-6）を参照してください）。Webdialer サーブレットと Redirector サーブレットの

設定については、「Webdialer サーブレットの設定」（P.16-6）と 「Redirector サーブレットの設定（オ

プション）」（P.16-11）を参照してください。

サンノゼにいるユーザが、Cisco WebDialer によって使用可能にされた社内ディレクトリ検索ウィンド

ウで電話番号をクリックすると、次のアクションが実行されます。

1. ユーザ アプリケーション（クライアント）が初期 makeCall HTTPS 要求を Redirector サーブレッ

トに送信します。

2. この要求が初めて受信された場合、Redirector サーブレットは Cisco WebDialer サーバのクッキー

を読み取り、それが空であることを検出します。

2 回目以降の要求の場合、Redirector サーブレットは、前にクライアントに対して使用された 
Cisco WebDialer サーバの IP アドレスを読み取り、そのサーバにだけ isClusterUser HTTPS 要求

を送信します。

3. Redirector サーブレットは情報を求める応答を送信し、それによって認証ダイアログボックスが

ユーザに表示されます。

4. ユーザは Cisco Unified Communications Manager ユーザ ID とパスワードを入力し、[送信 ] ボタ

ンをクリックします。

5. Redirector サーブレットは、この情報からユーザ ID だけを読み取り、システム管理者が設定した

各 Cisco WebDialer サーバに isClusterUser HTTPS 要求を送信します。

6. Redirector サーブレットは、ユーザからの元の要求を SJ-CM1 に転送します。

追加情報

「関連項目」（P.16-15）を参照してください。
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冗長性
複数クラスタ環境で実行されるアプリケーションには冗長性が重要なので、この項では、冗長性を実現

する 1 つの方法について説明します。

複数クラスタ環境内で単一の Redirector サーブレットが複数の Cisco WebDialer をサポートしている場

合は、シングル ポイント障害になります。たとえば、図 16-1 では、Redirector サーブレットがサンノ

ゼのクラスタで動作し、ニューヨークとダラスのクラスタにもサービスを提供しています。この 
Redirector サーブレットがサンノゼのクラスタで動作しなくなると、3 つのクラスタすべてのサービス

を受けていたユーザが Cisco WebDialer を使用できなくなります。

このシングル ポイント障害を回避するには、各クラスタに対して Redirector サーブレットを設定しま

す。ディレクトリ検索ウィンドウが https://sanjoseclustercompany.com:8443/webdialer/Redirector な
どの URL を指している場合は、その URL を 
https://webdialer-service.company.com/webdialer/Redirector などの仮想リンクに変更します。仮想リ

ンクは、Cisco DistributedDirector を使用している仮想マシンを指しています。すべての Redirector 
サーブレットがこの仮想リンクの背後で動作します。

Cisco DistributedDirector のインストールと設定の詳細については、Cisco DistributedDirector の一連

の資料を参照してください。

追加情報

「関連項目」（P.16-15）を参照してください。

Cisco WebDialer のシステム要件
Cisco WebDialer には、次のソフトウェア コンポーネントが必要です。

 • Cisco Unified Communications Manager 5.0(2) 以降

 • CTI でサポートされる Cisco Unified IP Phone

Cisco WebDialer の社内ディレクトリ検索ウィンドウまたは Cisco Unified Communications Manager 
ディレクトリ検索ウィンドウを設定するには、次のタスクを実行する必要があります。

 • Cisco Unified Communications Manager をインストールして設定します。

 • Cisco WebDialer を設定します。

Cisco WebDialer は、Cisco Unified CM のユーザ オプションのディレクトリ ウィンドウから起動でき

ます。たとえば、次のような URL にアクセスします。

https://<Cisco Unified Communications Manager サーバの IP アドレス>:8443/ccmuser/showhome.do

Cisco Unified Communications Manager のインストールと設定に関する資料については、「関連項目」

（P.16-15）を参照してください。

インタラクションおよび制限事項
次の項では、Cisco WebDialer におけるインタラクションおよび制限事項について説明します。

 • 「インタラクション」（P.16-5）

 • 「制限事項」（P.16-5）
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インタラクション

Cisco WebDialer には、次のインタラクションがあります。

 • Client Matter Code（CMC; クライアント識別コード）を使用する場合、ユーザはトーンが聞こえ

たら正しいコードを入力する必要があります。入力しないと IP Phone が切断され、リオーダー音

が聞こえます。

 • Forced Authorization Code（FAC; 強制承認コード）を使用する場合、ユーザはトーンが聞こえた

ら正しいコードを入力する必要があります。入力しないと IP Phone が切断され、リオーダー音が

聞こえます。

 • Cisco WebDialer は、ApplicationDialRule データベース テーブルの変更通知を使用して、更新さ

れたダイヤル ルールを追跡および使用します。

制限事項

Cisco WebDialer は、Cisco Computer Telephony Integration（CTI）がサポートする Skinny Client Control 
Protocol（SCCP）および Session Initiation Protocol（SIP）を実行する電話機だけをサポートしています。

（注） Cisco WebDialer は、SIP を実行する IP Phone モデル 7970/71 と 7961/41 だけをサポートしています。

追加情報

「関連項目」（P.16-15）を参照してください。

Cisco WebDialer のインストールとアクティブ化
Cisco WebDialer は、Cisco Unified Communications Manager をインストールしたサーバに自動的にイ

ンストールされます。

Cisco Unified Communications Manager サーバで Cisco WebDialer をアクティブにするには、次の手

順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager アプリケーションのナビゲーション領域から、[Cisco Unified
サービスアビリティ (Cisco Unified Serviceability)] を選択し、[移動 (Go)] をクリックします。

ステップ 2 [Tools] > [Service Activation] を選択します。

ステップ 3 [Servers] ドロップダウン リスト ボックスにある Cisco Unified Communications Manager サーバを選択します。

ステップ 4 [CTI Services] で、[Cisco WebDialer Web Service] の横にあるチェックボックスをオンにします。

ステップ 5 [保存 (Save)] をクリックします。

（注） Cisco WebDialer が正しく動作するためには、CTI Manager サービスもアクティブにし、起動

する必要があります。CTI Manager サービスが起動されていることを確認するには、Cisco 
Unified Serviceabilityから、[Tools] > [Control Center - Feature Services] を選択します。
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追加情報

「関連項目」（P.16-15）を参照してください。

Cisco WebDialer の設定
この項の内容は次のとおりです。

 • 「Webdialer サーブレットの設定」（P.16-6）

 • 「Webdialer サーブレットのサービス パラメータの設定」（P.16-6）

 • 「アプリケーション ユーザの設定」（P.16-9）

 • 「WebDialer の言語の設定」（P.16-10）

 • 「Redirector サーブレットの設定（オプション）」（P.16-11）

ヒント Cisco WebDialer を設定する前に、「Cisco WebDialer の設定チェックリスト」（P.16-1）を参照してく

ださい。

Webdialer サーブレットの設定

Webdialer サーブレットを設定するには、次の手順を実行します。

 • Cisco WebDialer サービスをアクティブ化します。「Cisco WebDialer のインストールとアクティブ

化」（P.16-5）を参照してください。

 • トレースを設定します（オプション）。「トレース設定（オプション）」（P.16-14）を参照してくだ

さい。

 • Cisco WebDialer サービス パラメータを設定します。「Webdialer サーブレットのサービス パラ

メータの設定」（P.16-6）を参照してください。

 • アプリケーション ユーザを設定します。

追加情報

「関連項目」（P.16-15）を参照してください。

Webdialer サーブレットのサービス パラメータの設定

Cisco Unified Communications Manager には、Webdialer サーブレット用に次のサービス パラメータ

があります。

 • CAPF Profile Instance ID for Secure Connection to CTIManager：このパラメータは、Cisco 
WebDialer サーバが CTI Manager へのセキュアな接続を確立するために使用する Application User 
WDSecureSysUser の Application CAPF プロファイルのインスタンス ID を指定します。

 • Primary Cisco CTIManager：プライマリ Cisco CTIManager の IP アドレスを入力します。

Cisco CTI Manager のデフォルトの IP アドレスは 127.0.0.1 です。これは、Cisco WebDialer を
セットアップするために使用されるローカル ホスト サーバです。

最大長は 15 桁です。
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 • Backup Cisco CTIManager：バックアップ Cisco CTIManager の IP アドレスを入力します。最大

長は 15 桁です。IP アドレスを入力しない場合は、バックアップ Cisco CTIManager が存在しない

ことになります。

 • User Session Expiry（時間）：ユーザのログイン セッションが有効である期間を時間単位で入力し

ます。

デフォルト値の 0 は、Cisco WebDialer Web Service が次に再起動されるまで、ログイン セッショ

ンの有効期間が無限であることを示します。

最短期間は 0 時間、最長期間は 168 時間です。

 • Maximum Concurrent Call Requests：このパラメータには、WebDialer サービスが受け入れること

ができる同時 WebDialer コール要求の最大数を指定します。

次の例を参考にしてください。

 – MCS 7825H2 は、1 秒あたり最大 2 コールをサポートします。発信者が必要に応じてコールを

開始または切断できるように、MaxConcurrentCallRequests（MCCR）の値を 3 に設定するこ

とを推奨します。

 – MCS 7845H2 は、1 秒あたり最大 4 コールをサポートします。発信者が必要に応じてコールを

開始または切断できるように、MaxConcurrentCallRequests（MCCR）の値を 6 に設定するこ

とを推奨します。

RTMT アラート、アラーム、またはパフォーマンス カウンタから、WebDialer に関連付けられた

ハードウェアの使用率が高くなっていることがわかった場合（CPU のスパイクや Code Yellow 状
態など）は値を低くします。同時 WebDialer コール要求の数を増やすには、値を高くします。値

を高くすると、CPU にかかる負荷が大きくなることに注意してください。

最大値は 6 です。

デフォルト値は 3 です。

 • Duration of End Call Dialog（秒）：コールを終了するダイアログを表示する時間を秒単位で入力し

ます。このダイアログは、ユーザがエラーでダイヤルアウトした場合にコールを終了する必要があ

ることをユーザに示します。

デフォルト値は 15 秒、最大値は 60 秒、最小値は 10 秒です。

Duration of End Call Dialog サービス パラメータを無効にするには、ユーザ オプション ウィンド

ウで [Disable Auto-Close] チェックボックスをオンにします。[Disable Auto-Close] チェックボッ

クスをオンにした場合、[End Call] ダイアログは自動的には閉じません。[Hangup] ボタンを押す

と、[Make Call] ウィンドウに戻ります。

 • Apply Application Dial Rules on Dial：デフォルトは [True] に設定されています。Cisco 
WebDialer でアプリケーション ダイヤル ルールを使用する必要がない場合は、この設定を [False] 
に変更します。

 • CTI Manager Connection Security Flag：このクラスタ全体のパラメータは、Cisco WebDialer サー

ビスの CTI Manager 接続のセキュリティを無効にするか、クラスタのセキュリティ モードに準拠

するかを指定します。セキュリティが有効になっていると、Cisco WebDialer は、Application 
CAPF Profile InstanceID for Secure Connection to CTI Manager パラメータで設定される 
Application CAPF プロファイルを使用して、CTI Manager へのセキュアな接続を確立します。

（注） 変更を行った場合は、Cisco WebDialer サービスを再起動し、変更を有効にする必要があります。

Webdialer サーブレットの初期設定または既存のサービス パラメータの変更を行うには、次の手順を実

行します。
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手順 

ステップ 1 [システム (System)] > [サービスパラメータ (Service Parameters)] を選択します。

ステップ 2 [サーバ (Server)] ドロップダウン リスト ボックスから、Cisco WebDialer サービス パラメータを設定

する Cisco Unified Communications Manager サーバを選択します。

ステップ 3 [サービス (Service)] ドロップダウン リスト ボックスから、[Cisco WebDialer Web Service] を選択しま

す。

Primary Cisco CTIManager、Duration of End Call Dialog、User Session Expiry（時間）、および Apply 
Application Dial Rules on Dial（True）の各パラメータにはデフォルト値があります。アプリケーショ

ンでの必要に応じて新しい値を入力します。

Backup Cisco CTIManager パラメータにはデフォルト値は割り当てられていません。アプリケーショ

ンにバックアップ Cisco CTIManager が必要な場合は、このパラメータに値を入力します。

ステップ 4 新規パラメータ値を有効にするには、Cisco WebDialer Web Service を再起動します。

追加情報

「関連項目」（P.16-15）を参照してください。

[アプリケーションサーバ (Application Server)] ウィンドウでの Cisco 
WebDialer の設定

入力できる文字数を制限する List of WebDialers サービス パラメータを設定する代わりに、Cisco 
Unified Communications Manager の管理ページの [アプリケーションサーバの設定 (Application 
Server Configuration)] ウィンドウで WebDialer サーバを設定できます。[アプリケーションサーバの設

定 (Application Server Configuration)] ウィンドウにアクセスするには、Cisco Unified 
Communications Manager の管理ページで [システム (System)] > [アプリケーションサーバ

(Application Server)] を選択します。[アプリケーションサーバタイプ (Application Server Type)] ド
ロップダウン リスト ボックスに、Cisco WebDialer が、オプションの 1 つとして表示されます。

[アプリケーションサーバの設定 (Application Server Configuration)] ウィンドウで Cisco WebDialer ア
プリケーション サーバを追加すると、そのサーバが Cisco WebDialer Web Service の [サービスパラ

メータ設定 (Service Parameter Configuration)] ウィンドウの [List of WebDialers] フィールドに表示さ

れます。

ヒント [アプリケーションサーバの設定 (Application Server Configuration)] ウィンドウでは、List of WebDialers 
サービス パラメータまたは Cisco WebDialer アプリケーション サーバを設定できます。[アプリケーショ

ンサーバの設定 (Application Server Configuration)] ウィンドウで Cisco WebDialer アプリケーション サー

バを追加すると、そのサーバが Cisco WebDialer Web Service の [サービスパラメータ設定 (Service 
Parameter Configuration)] ウィンドウの [List of WebDialers] フィールドに表示されます。[サービスパラ

メータ設定 (Service Parameter Configuration)] ウィンドウにアクセスするには、Cisco Unified 
Communications Manager の管理ページで [システム (System)] > [サービスパラメータ (Service 
Parameters)] を選択します。

Cisco Unified Communications Manager を 8.0(2) にアップグレードする前に、Cisco WebDialer Web 
Service の [サービスパラメータ設定 (Service Parameter Configuration)] ウィンドウで [List of 
WebDialers] フィールドを設定した場合は、アップグレードすると WebDialer の設定済みリストが自動

的に移行されます。
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Cisco Unified Communications Manager 8.0(2) をインストールし、Cisco WebDialer を使用する場合は、[ア
プリケーションサーバの設定 (Application Server Configuration)] ウィンドウで Cisco WebDialer アプリケー

ション サーバを設定します。[アプリケーションサーバの設定 (Application Server Configuration)] ウィンド

ウでアプリケーション サーバを設定した場合は、[サービスパラメータ設定 (Service Parameter 
Configuration)] ウィンドウで [List of WebDialers] フィールドを設定する必要はありません。

アプリケーション ユーザの設定

WebDialer では、コールの発信と着信のために CTI 接続が必要です。WebDialer は、CTI プロバイダーの

作成に必要なアプリケーション ユーザとパスワードを使用します （この値は、アプリケーション ユーザ

としてデータベースに保存され、システムによってこのデータベースから取得されます）。CTI への TLS 
接続をセキュアにするには、「CTI へのセキュアな TLS 接続」（P.16-9）を参照してください。

CTI へのセキュアな TLS 接続

Cisco WebDialer は、CTI へのセキュアな（TLS）接続をサポートしています。セキュアな接続を確立

するには、「WDSecureSysUser」アプリケーション ユーザを使用します。

（注） Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [アプリケーションユーザCAPFプロファイル

の設定 (Application User CAPF Profile Configuration)] ウィンドウで、CAPF プロファイルを設定する

必要があります。これは、セキュアな接続を確立するための、アプリケーション ユーザ 
WDSecureSysUser のインスタンス ID 用として設定します。[サービスパラメータ設定 (Service 
Parameter Configuration)] ウィンドウからセキュリティを有効にした場合、Cisco WebDialer は、

Application CAPF プロファイルを使用して CTI Manager へのセキュアな接続を確立します。セキュア

な接続を行うには、「CTI Manager Connection Security Flag」と「CAPF Profile Instance Id for Secure 
Connection to CTI Manager」の両方のサービス パラメータを設定する必要があります。『Cisco 
Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「アプリケーションユーザ 
CAPF プロファイルの設定」および「サービス パラメータの設定」を参照してください。

アプリケーション ユーザを設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [ユーザ管理 (User Management)] > [アプリケーションユーザ (Application User)] を選択します。

[ アプリケーションユーザの検索と一覧表示 (Find and List Application Users)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [検索 (Find)] をクリックします。

ステップ 3 [アプリケーションユーザの検索と一覧表示 (Find and List Application Users)] ウィンドウで、

[WDSysUser] または [WDSecureSysUser] をクリックします。

（注） CAPF プロファイルを設定するには、『Cisco Unified Communications Manager アドミニスト
レーション ガイド』の「アプリケーションユーザ CAPF プロファイルの設定」を参照してくだ

さい。

（注） WDSysUser に関連付けられたパスワードを変更できます。アプリケーションはデータベース

から新しいパスワードを取得します。
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追加情報

「関連項目」（P.16-15）を参照してください。

WebDialer の言語の設定

Cisco Unified Communications Manager は、Microsoft Internet Explorer などのクライアント ブラウザで

設定された言語を優先します（図 16-1 を参照）。クライアントに表示される言語を変更するには、（Cisco 
Unified CM のユーザ オプション メニューの [ユーザロケール (User Locale)] フィールドではなく）ブラ

ウザの設定を使用します。逆に、Cisco WebDialer は、Cisco Unified CM のユーザ オプション メニュー

で設定されたロケールを優先します。Cisco WebDialer は、次の方法でロケールにアクセスします。

 • Cisco Unified CM のユーザ オプション メニューで Cisco WebDialer ユーザのロケールを、たとえ

ば日本語などに設定できます。そのユーザが WebDialer にログインしたときに、WebDialer の設

定ウィンドウは日本語で表示されます。ユーザは、たとえば Microsoft Internet Explorer を使用し

て、言語をブラウザの言語に変更できます。Cisco WebDialer は、ll_CC の形式だけでブラウザの

言語を認識します。たとえば、日本語のロケールは ja_JP と定義されます。

 • Cisco WebDialer ユーザは、ロケールなしで設定できます（Cisco Unified CM のユーザ オプショ

ン メニューで [ユーザロケール (User Locale)] フィールドは [None] に設定されます）。そのユーザ

が WebDialer にログインすると、WebDialer の設定ウィンドウは英語で表示されます。ブラウザ

の言語を変更するには、ブラウザにユーザ定義のロケール（ll_CC の形式を使用）を追加する必要

があります。たとえば、日本語のロケールは ja_JP と定義されます。

図 16-1 Microsoft Internet Explorer のロケール設定

ユーザ定義のロケールを変更する方法については、ブラウザのマニュアルを参照してください。Cisco 
Unified CM のユーザ オプション メニューでロケールを設定する方法については、『Customizing Your 
Cisco Unified IP Phone on the Web』を参照してください。

追加情報

「関連項目」（P.16-15）を参照してください。
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パーティションのサポート

Cisco WebDialer には、回線情報に加えて、JTAPI から提供されるパーティション情報が含まれます。

次のリストに、利用可能なさまざまな設定を示します。

 • DN が同じ複数の回線：Cisco WebDialer は、異なるパーティションを異なる回線として処理します。

 • DN が同じ複数の回線：Cisco WebDialer は、同じパーティションと異なるデバイスをシェアドラ

インとして処理します。

 • DN が同じ複数の回線：Cisco WebDialer は、同じデバイスの同じパーティションをサポートしません。

追加情報

「関連項目」（P.16-15）を参照してください。

Redirector サーブレットの設定（オプション）

Redirector サーブレットを設定するのは、アプリケーションに複数のクラスタが必要な場合だけです。

Redirector サーブレットを設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [システム (System)] > [サービスパラメータ (Service Parameters)] を選択します。

ステップ 2 [サーバ (Server)] ドロップダウン リスト ボックスから、Redirector サーブレットを設定する Cisco 
Unified Communications Manager サーバを選択します。

ステップ 3 [サービス (Service)] ドロップダウン リスト ボックスから、[Cisco WebDialer Web Service] を選択します。

ステップ 4 List of WebDialers パラメータに対しては、アプリケーションでの必要に応じて新しい値を入力します。

このサービス パラメータについては、「Webdialer サーブレットのサービス パラメータの設定」

（P.16-6）を参照してください。

追加情報

「関連項目」（P.16-15）を参照してください。

アプリケーションのダイヤル ルールの設定（オプション）

アプリケーションのダイヤル ルールは、Cisco WebDialer の複数クラスタのアプリケーションに対して

設定します。

これらのアプリケーションのダイヤル ルールの設定については、『Cisco Unified Communications 
Manager アドミニストレーション ガイド』の「アプリケーションのダイヤル ルール設定」で、ダイヤ

ル ルールの設計とエラー チェックを参照してください。

（注） Cisco WebDialer は、再起動なしでダイヤル ルールの変更を取得する必要があります。

追加情報

「関連項目」（P.16-15）を参照してください。
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Cisco Unified Communications Manager の標準エンド ユーザ グルー
プへのユーザの追加

ユーザが Cisco Unified Communications Manager のユーザ ディレクトリ ウィンドウで [Cisco 
WebDialer] リンクを使用するには、Cisco Unified Communications Manager の標準エンド ユーザ グ
ループに各ユーザを追加する必要があります。次の手順では、このグループにユーザを追加する方法を

説明します。

手順

ステップ 1 [ユーザ管理 (User Management)] > [ユーザグループ (User Group)] を選択します。

[ ユーザグループの検索と一覧表示 (Find and List User Groups)] ウィンドウが表示されます。

[ 検索 (Find)] をクリックします。

ステップ 2 [Standard CCM End Users] リンクをクリックします。

ステップ 3 [ユーザグループの設定 (User Group Configuration)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [グループにエンドユーザを追加 (Add End Users to Group)] をクリックします。

[ ユーザの検索と一覧表示 (Find and List Users)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 [検索 (Find)] をクリックします。ユーザごとに条件を入力できます。

ステップ 6 ユーザ グループに追加するユーザの横にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の追加 (Add 
Selected)] をクリックします。

（注） ユーザのリストにあるすべてのユーザを追加する場合は、[すべてを選択 (Select All)] をクリッ

クし、[選択項目の追加 (Add Selected)] をクリックします。

[ ユーザグループの設定 (User Group Configuration)] ウィンドウの [ グループ内のユーザ (Users in 
Group)] 表に、そのユーザが表示されます。

追加情報

「関連項目」（P.16-15）を参照してください。

プロキシ ユーザの作成（オプション）

makeCallProxy HTML over HTTP インターフェイスを使用して Cisco WebDialer 用のアプリケーショ

ンを開発している場合は、プロキシ ユーザを作成します。makeCallProxy インターフェイスについて

は、『Cisco WebDialer API Reference Guide』の「makeCallProxy」の項を参照してください。

既存のユーザまたは新規ユーザ用に認証プロキシの権限を有効にすることができます。

既存のユーザ用の認証プロキシの権限

既存のユーザ用に認証プロキシの権限を有効にするには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 [ユーザ管理 (User Management)] > [ユーザグループ (User Group)] を選択します。

[ ユーザグループの検索と一覧表示 (Find and List User Groups)] ウィンドウが表示されます。

[ 検索 (Find)] をクリックします。

ステップ 2 [Standard EM Authentication Proxy Rights] リンクをクリックします。

[ ユーザグループの設定 (User Group Configuration)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [グループにエンドユーザを追加 (Add End Users to Group)] をクリックします。

[ ユーザの検索と一覧表示 (Find and List Users)] ウィンドウが表示されます。

[ 検索 (Find)] をクリックします。ユーザごとに条件を追加することもできます。

ステップ 4 プロキシの権限を追加するユーザを選択し、[選択項目の追加 (Add Selected)] をクリックします。

（注） リストにあるすべてのユーザを追加する場合は、[すべてを選択 (Select All)] をクリックし、[選
択項目の追加 (Add Selected)] をクリックします。

[ ユーザグループの設定 (User Group Configuration)] ウィンドウの [ グループ内のユーザ (Users in 
Group)] 表に、そのユーザが表示されます。

新規ユーザ用の認証プロキシの権限

新規ユーザ用に認証プロキシの権限を有効にするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [ユーザ管理 (User Management)] > [エンドユーザ (End User)] を選択します。

ステップ 2 [新規追加 (Add New)] をクリックします

ステップ 3 次の必須フィールドに入力します。

[ 姓 (Last Name)]、[ ユーザ ID(User ID)]、[ パスワード (Password、半角英数字のみ )]、[ パスワード

の確認 (Confirm Password、半角英数字のみ )]、[PIN(PIN、半角数字のみ )]、および [PIN の確認

(Confirm PIN、半角数字のみ )] 

ステップ 4 [保存 (Save)] をクリックします。

ステップ 5 [ユーザ管理 (User Management)] > [ユーザグループ (User Group)] を選択します。

[ ユーザグループの検索と一覧表示 (Find and List User Groups)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 6 [Standard EM Authentication Proxy Rights] リンクをクリックします。

[ ユーザグループの設定 (User Group Configuration)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 7 [グループにエンドユーザを追加 (Add End Users to Group)] をクリックします。

[ ユーザの検索と一覧表示 (Find and List Users)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 8 [検索 (Find)] をクリックします。ユーザごとに条件を入力することもできます。

ステップ 9 プロキシの権限を追加するユーザを選択し、[選択項目の追加 (Add Selected)] をクリックします。
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（注） リストにあるすべてのユーザを追加する場合は、[すべてを選択 (Select All)] をクリックし、[選
択項目の追加 (Add Selected)] をクリックします。

[ ユーザグループの設定 (User Group Configuration)] ウィンドウの [ グループ内のユーザ (Users in 
Group)] 表に、そのユーザが表示されます。

追加情報

「関連項目」（P.16-15）を参照してください。

トレース設定（オプション）

Cisco Unified Serviceability Administration からトレースを設定できます。トレース ファイルにアクセ

スするには、次の CLI コマンドを使用します。

file get activelog tomcat/logs/webdialer/log4j

file get activelog tomcat/logs/redirector/log4j

Real-Time Monitoring Tool（RTMT）を使用してトレースを収集できます。

（注） Cisco WebDialer と Redirector の両方に同じトレース設定が適用されます。

Cisco WebDialer に対してデバッグ トレースを有効にするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager アプリケーションの [ナビゲーション (Navigation)] ドロップ

ダウン リスト ボックスから、[Cisco Unifiedサービスアビリティ (Cisco Unified Serviceability)] を選

択し、[移動 (Go)] をクリックします。

ステップ 2 [Trace] > [Configuration] を選択します。

ステップ 3 [Server] ドロップダウン リスト ボックスから、Cisco WebDialer のトレースを有効にするサーバを選択

します。

ステップ 4 [Service] ドロップダウン リスト ボックスから、[Cisco WebDialer Web Service] を選択します。

ステップ 5 [Trace Configuration] ウィンドウで、トラブルシューティングの必要に応じてトレース設定を変更しま

す。トレースの詳細については、『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』を参照してくだ

さい。

ステップ 6 [保存 (Save)] をクリックします。

追加情報

「関連項目」（P.16-15）を参照してください。
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関連項目
 • 「Cisco WebDialer の設定チェックリスト」（P.16-1）

 • 「Cisco WebDialer の概要」（P.16-2）

 • 「冗長性」（P.16-4）

 • 「Cisco WebDialer のシステム要件」（P.16-4）

 • 「インタラクションおよび制限事項」（P.16-4） 

 • 「Cisco WebDialer のインストールとアクティブ化」（P.16-5） 

 • 「Cisco WebDialer の設定」（P.16-6）

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「サービス パラ

メータの設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「Cisco Unified IP 
Phone の設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「アプリケーション

のダイヤル ルール設定」

参考資料

 • 『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』

 • Cisco Unified Communications Manager リリース 8.0：Cisco Unified Communications Manager の
インストールと設定に関する一連の資料。Cisco Unified Communications Manager リリース 8.0 の
インストールと設定に関する資料のリストは、『Cisco Unified Communications Manager 
Documentation Guide for Release 8.0(2)』を参照してください。

 • Cisco Unified IP Phone for Cisco Unified Communications Manager：Cisco Unified IP Phone のイ

ンストールと設定に関する一連の資料。

 • Cisco Unified IP Phone User Guides for Cisco Unified Communications Manager：Cisco Unified 
CM のユーザ オプションのウィンドウの使用方法については、各ユーザ ガイドの「Customizing 
Your Phone on the Web」を参照してください。この項には Cisco WebDialer に関する情報が含まれ

ており、会社のディレクトリにリンクされた電話番号をクリックして Web から電話をかけられる

ように設定できます。
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クライアント識別コードと強制承認コード

Forced Authorization Code（FAC; 強制承認コード）と Client Matter Code（CMC; クライアント識別

コード）を使用すると、コールへのアクセスとアカウンティングを管理できます。CMC は、課金可能

なクライアントに対するコール アカウンティングと課金を支援し、FAC は特定のユーザが発信できる

コールのタイプを規定します。

クライアント識別コード機能を有効にすると、コールが特定のクライアントに関連していることを示す

コードをユーザが入力する必要があります。コール アカウンティングと課金の目的で、顧客、学生な

どのユーザにクライアント識別コードを割り当てることができます。強制承認コード機能を有効にする

と、ユーザがコールを確立する前に有効な承認コードを入力する必要があります。

CMC 機能と FAC 機能を使用するには、ルート パターンを変更し、ダイヤル プラン ドキュメントを更

新して各ルート パターンに対する FAC や CMC の有効化または無効化を反映させる必要があります。

この章は、次の内容で構成されています。

 • 「クライアント識別コードおよび 強制承認コードの設定チェックリスト」（P.17-2）

 • 「クライアント識別コードの概要」（P.17-3）

 • 「強制承認コードの概要」（P.17-4）

 • 「インタラクションおよび制限事項」（P.17-4）

 • 「システム要件」（P.17-6）

 • 「CMC および FAC のインストール」（P.17-6）

 • 「クライアント識別コードの設定」（P.17-7）

 • 「CMC の設定項目」（P.17-9）

 • 「ルート パターンでのクライアント識別コードの有効化」（P.17-10）

 • 「強制承認コードの設定」（P.17-10）

 • 「FAC の設定項目」（P.17-12）

 • 「ルート パターンでの強制承認コードの有効化」（P.17-13）

 • 「ユーザへの情報の提供」（P.17-14）

 • 「CDR Analysis and Reporting の使用方法」（P.17-6）

 • 「関連項目」（P.17-15）
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    クライアント識別コードおよび 強制承認コードの設定チェックリスト

クライアント識別コードおよび 強制承認コードの設定チェッ
クリスト

Forced Authorization Code（FAC; 強制承認コード）と Client Matter Code（CMC; クライアント識別

コード）を使用すると、コールへのアクセスとアカウンティングを管理できます。CMC は、課金可能

なクライアントに対するコール アカウンティングと課金を支援し、FAC は特定のユーザが発信できる

コールのタイプを規定します。

クライアント識別コード機能を有効にすると、コールが特定のクライアントに関連していることを示す

コードをユーザが入力する必要があります。コール アカウンティングと課金の目的で、顧客、学生な

どのユーザにクライアント識別コードを割り当てることができます。強制承認コード機能を有効にする

と、ユーザがコールを確立する前に有効な承認コードを入力する必要があります。

クライアント識別コードと強制承認コードを使用する際には、表 17-1 をガイドとして使用してくださ

い。クライアント識別コードと強制承認コードの詳細については、「関連項目」（P.17-15）を参照して

ください。

表 17-1 Cisco CMC および FAC の設定チェックリスト 

設定手順 関連手順と関連項目

ステップ 1 機能の制限を確認します。 「インタラクションおよび制限事項」

（P.17-4）

ステップ 2 システムを設計し文書化します。たとえば、追跡するクライアン

ト マターのリストを作成します。

「クライアント識別コードの概要」

（P.17-3）

「強制承認コードの概要」（P.17-4）

ステップ 3 Cisco Unified Communications Manager の管理ページまたは一括

管理ツール（BAT）を使用してコードを挿入します。

ヒント 小規模または大規模なコードのバッチとして BAT を使用す
ることを検討します。BAT 内のカンマ区切り値（CSV）
ファイルは、コード、対応する名前、対応するレベルなど
を計画するために役立ちます。

「クライアント識別コードの設定」

（P.17-7）

「強制承認コードの設定」（P.17-10）

ステップ 4 FAC または CMC を有効にするには、Cisco Unified 
Communications Manager の管理ページでルート パターンを追加

または更新します。

「ルート パターンでのクライアント識別

コードの有効化」（P.17-10）

「ルート パターンでの強制承認コードの

有効化」（P.17-13）

ステップ 5 ダイヤル プラン ドキュメントを更新するかダイヤル プラン ドキュ

メントとともに BAT CSV ファイルを印刷して保管します。

ダイヤル プラン ドキュメントを参照して

ください。

ステップ 6 たとえば、コードなどの必要なすべての情報をユーザに提供し、

機能の動作を説明します。

「ユーザへの情報の提供」（P.17-14）
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クライアント識別コードの概要
クライアント識別コード機能を使用する場合、ユーザはクライアント識別コードを入力して、特定のダ

イヤルされた番号に接続する必要があります。ルート パターンを使用して CMC を有効または無効に

し、複数のクライアント識別コードを設定できます。CMC 対応のルート パターンを使用してルーティ

ングされる番号をダイヤルすると、ユーザはトーンによってクライアント識別コードの入力を求められ

ます。ユーザが有効な CMC を入力すると、コールが開始されます。ユーザが無効なコードを入力する

と、リオーダーが発生します。CMC は CDR に書き込みを行うため、CDR Analysis and Reporting
（CAR）を使用して情報を収集できます。CAR はクライアントのアカウンティングと料金請求のレ

ポートを生成します。

クライアント識別コード機能は、各クライアントのコールの長さを追跡する必要がある法律事務所、会

計事務所、コンサルティング会社、その他の企業や組織などで役立ちます。CMC を実装する前に、

CMC を通して追跡するクライアント グループ、個人、集団などのすべてのリストを入手しておく必要

があります。コードを連続して割り当てるか、任意の順番で割り当てるか、または既存のクライアント

番号を CMC に使用するかなど、特定のコード構造が必要であるかどうかを決定します。追跡する各ク

ライアント（またはグループ、個人など）には、Cisco Unified Communications Manager の管理ペー

ジの [CMCの設定 (Client Matter Codes Configuration)] ウィンドウでクライアント識別コードを追加す

る必要があります。次に、Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、新しいルート パ
ターンまたは既存のルート パターンに対して CMC を有効にします。CMC を設定した後、CMC 対応

のルート パターンを指定するようにダイヤル プランのドキュメントを更新したことを確認します。

ヒント ほとんどのコールでユーザが CMC を入力するように設定する場合は、ダイヤル プランのほとんどま

たはすべてのルート パターンで、CMC を有効にすることを考慮してください。このような場合、ユー

ザはクライアントに関連していないコールに関しては、CMC とコードを 1 つ（555 など）取得する必

要があります。すべてのコールが自動的にユーザに対して CMC の入力を求めるため、ユーザは、

CMC を起動したり、特別な数字をダイヤルしたりする必要はありません。たとえば、ユーザが電話番

号をダイヤルすると、システムはユーザに対してクライアント コードの入力を求めます。クライアン

ト マターに関連するコールの場合、ユーザは適切な CMC を入力します。コールがクライアントに無

関係な場合、ユーザは 555 を入力します。 
 

選択した番号のユーザだけが CMC を入力する場合は、たとえば、8.@ を使用するなど、CMC 専用の

ルート パターンを新しく作成することを考慮してください。このようなパターンを作成すると、ユー

ザが 8 で始まる電話番号を入力した場合だけ、システムはクライアント コードの入力を求めます。こ

のような方法で CMC を実装すると、CMC を起動する手段を提供しながら、既存のダイヤル プランを

そのまま残すことができます。たとえば、クライアントに関連するコールでは、ユーザは 
8-214-555-1234 をダイヤルして、CMC を起動します。クライアントに関連しない一般的なコールで

は、ユーザは通常どおり、214-555-1234 だけをダイヤルします。
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強制承認コードの概要
Cisco Unified Communications Manager の管理ページのルート パターンを使用して FAC を有効にする

場合は、意図したコールの受信者に接続するために、承認コードを入力する必要があります。ユーザが 
FAC 対応のルート パターンを使用してルーティングされる番号をダイヤルすると、システムは承認

コードの入力を求めるトーンを再生します。

Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、さまざまなレベルの承認を設定できます。

ユーザ承認コードが、ダイヤルした番号へのルーティングに指定された承認のレベルに一致していない

か、または超えている場合、ユーザにはリオーダー音が聞こえます。承認が受け入れられると、コール

が開始されます。承認の名前は Call Detail Record（CDR; 呼詳細レコード）に書き込みを行うため、

CDR Analysis and Reporting（CAR）を使用して情報を編成できます。CAR はアカウンティングと料

金請求のレポートを生成します。

FAC は、単科大学や総合大学など、特定のクラスのコールへのアクセスを制限することで利点を得ら

れるさまざまな組織で使用できます。同様に、一意の承認コードを割り当てることによって、どのユー

ザがコールを発信したかを判別できます。各ユーザに承認コードを指定し、適切なチェックボックスを

オンにして、関連するルート パターンの FAC を有効にし、そのルート パターンを使用したコールに最

小限の承認レベルを指定します。Cisco Unified Communications Manager の管理ページのルート パ
ターンを更新した後、ダイヤル プランのドキュメントを更新して、FAC 対応のルート パターンを定義

し、承認レベルを設定します。

FAC を実装するには、承認レベルのリストと対応する説明を作成して、レベルを定義する必要があり

ます。承認レベルは 0 ～ 255 の範囲で指定する必要があります。シスコでは任意の承認レベルを許容

しているため、組織にとって意味のある番号を定義できます。レベルを定義する前に、システムに対し

て設定できる例またはレベルを示した次の事項を検討してください。

 • 北米での州間の長距離電話に承認レベル 10 を設定する。

 • 州内のコールは州間のコールよりもコストがかかることがあるため、北米での州内の長距離電話に

承認レベル 20 を設定する。

 • 国際電話に承認レベル 30 を設定する。

ヒント 承認レベルを 10 ずつ増加することで、より多くの承認コードを追加する必要がある場合に備

えたスケーラビリティのある構造を確立できます。

インタラクションおよび制限事項
CMC と FAC は同時に実装することも、別々に実装することもできます。たとえば、ユーザに対し、

長距離電話などの特定のクラスのコールをかけることを許可するとともに、特定のクライアントへの

コールのクラスを割り当てるとします。前の例で示したように CMC と FAC を同時に実装した場合、

ユーザは番号をダイヤルし、プロンプトが示されたらユーザ固有の承認コードを入力して、次のプロン

プトでクライアント識別コードを入力します。CMC と FAC のトーンはユーザには同じ音に聞こえる

ため、これらの機能では、最初のトーンの後で承認コードを、2 番目のトーンの後で CMC を入力する

ようユーザに指示します。

Cisco Unified Communications Manager が提供する冗長性は、Cisco Unified Communications 
Manager で実行される通常のプロセスを処理します。

CMC 機能と FAC 機能は、すべての Cisco Unified IP Phone と MGCP 制御によるアナログ ゲートウェ

イで動作します。
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CMC および FAC を実装する前に、次の制限事項を確認してください。

 • CMC の数は、Cisco Unified Communications Manager の起動に必要な時間に直接影響を及ぼすた

め、CMC の数は 60,000 に制限する必要があります。この数を超える CMC を設定すると、大幅な

遅延が発生する場合があります。たとえば、400,000 の CMC を持つシステムの場合は起動に 1 時
間かかり、100 万の CMC を持つシステムの場合は起動に 4 時間かかります。

 • 電話番号をダイヤルした後、聴覚に障害のあるユーザは、承認コードまたはクライアント識別コー

ドを入力する前に 1 ～ 2 秒待つ必要があります。

 • FAC または CMC 対応のルート パターンに自動転送されるコールは、コードを入力するユーザが

いないため失敗します。この制限事項は、Cisco Unified Communications Manager の管理ページ

または Cisco Unified CM のユーザ オプション ページで設定された自動転送に適用されます。自動

転送を設定することはできますが、FAC または CMC 対応のルート パターンに転送されたすべて

のコールはリオーダーになります。ユーザが [不在 ] ソフトキーを押し、FAC または CMC が有効

になっているルート パターンの番号を入力すると、ユーザはリオーダーを受信し、コールの自動

転送は失敗します。

FAC または CMC が有効なルート パターンにコールが自動転送されるような設定を防止すること

はできません。コードが入力されないため、これらのルート パターンを使用して転送されたコー

ルは切断されます。コール処理割り込みを最小限にするには、自動転送を設定する前に番号をテス

トします。これを行うには、転送先の番号をダイヤルします。コードを入力するように求められて

も、その番号への自動転送は設定しないでください。この方法をユーザにアドバイスし、転送コー

ルが目的の宛先に到達しないことによって発生する苦情の件数を削減します。

 • シスコは、FAC または CMC をローカライズしていません。CMC 機能と FAC 機能は、Cisco 
Unified Communications Manager がサポートしているどのロケールに対しても、同じデフォルト 
トーンを使用しています。

 • Cisco Unified Communications Manager ではユーザに対してコードの入力を求めるタイミングを判別

できないため、CMC 機能と FAC 機能は、オーバーラップ送信をサポートしていません。[ルートパ

ターンの設定 (Route Pattern Configuration)] ウィンドウの [FACが必須 (Require Forced Authorization 
Code)] または [CMCが必須 (Require Client Matter Code)] チェックボックスをオンにすると、[オー

バーラップ送信を許可 (Allow Overlap Sending)] チェックボックスは無効になります。[オーバー

ラップ送信を許可 (Allow Overlap Sending)] チェックボックスをオンにすると、[FACが必須

(Require Forced Authorization Code)] および [CMCが必須 (Require Client Matter Code)] チェック

ボックスは無効になります。

 • FAC と CMC のトーンを再生できるのは、SCCP を実行する電話機、TAPI/JTAPI ポート、および 
MGCP FXS ポートの上だけです。

 • H.323 アナログ ゲートウェイはトーンを再生できないため、FAC または CMC をサポートしてい

ません。

 • FAC と CMC をサポートする CTI デバイスには、制限事項があります。詳細については、「CTI、
JTAPI、および TAPI アプリケーションでの FAC/CMC の使用方法」（P.17-6）を参照してくださ

い。

 • Cisco WebDialer は、FAC または CMC をサポートしていません。

 • Cisco IP SoftPhone はトーンを再生できません。ただし、Cisco IP SoftPhone ユーザは、電話番号を

ダイヤルした後、コードを入力する前に 1 ～ 2 秒待つことで、CMC および FAC を使用できます。

 • FAC または CMC に # を追加しない場合、システムは T302 タイマーを待ち、コールを延長します。

 • ダイヤルした番号が FAC または CMC 対応のルート パターンを使用してルーティングされる場合、

電話機の [リダイヤル ] ソフトキーを押すときは、承認コードまたは CMC を入力する必要があり

ます。シスコは、以前のコールで入力されたコードを保存しません。

 • 短縮ダイヤル ボタンには、承認コードまたは CMC を設定できません。システムがコードの入力を

求めたら、コードを入力する必要があります。
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Cisco 一括管理ツールの使用方法

CMC および FAC の挿入、更新、削除には、一括管理ツール（BAT）を使用します。これらの操作方

法の詳細については、このリリースの Cisco Unified Communications Manager と互換性のある『Cisco 
Unified Communications Manager Bulk Administration ガイド』を参照してください。

CDR Analysis and Reporting の使用方法

CDR Analysis and Reporting（CAR）を使用すると、承認コード名、承認レベル、および CMC の詳細

などのコール詳細を提供するレポートを実行できます。CAR でレポートを生成する方法の詳細につい

ては、『Cisco Unified Communications Manager CDR Analysis and Reporting Administration Guide』
を参照してください。

CTI、JTAPI、および TAPI アプリケーションでの FAC/CMC の使用方法

多くの場合、Cisco Unified Communications Manager は CTI、JTAPI、または TAPI アプリケーション

に対して、ユーザがコール中にコードを入力する必要があることをアラートできます。ユーザは、コー

ルを発信したり、アドホック会議を作成したり、FAC または CMC 対応のルート パターンを使用して

打診転送を実行したりする場合、トーンの受信後にコードを入力する必要があります。ユーザは、

FAC または CMC 対応のルート パターンを使用してコールを転送またはブラインド転送する場合、

トーンを受信しないため、アプリケーションがコードを Cisco Unified Communications Manager に送

信する必要があります。Cisco Unified Communications Manager が適切なコードを受信すると、コー

ルは目的の宛先に接続されます。Cisco Unified Communications Manager が適切なコードを受信しな

い場合、Cisco Unified Communications Manager はどのコードが欠落しているかを示すエラーをアプ

リケーションに送信します。

Cisco Unified Communications Manager は、FAC または CMC 対応のルート パターンを使用した自動

転送をサポートしていません。詳細については、「インタラクションおよび制限事項」（P.17-4）を参照

してください。

システム要件
CMC と FAC の最小要件として、クラスタ内のすべてのサーバに Cisco Unified Communications 
Manager 5.0 以降がインストールされている必要があります。

CMC および FAC のインストール
CMC 機能と FAC 機能は、Cisco Unified Communications Manager のインストール時に自動的にイン

ストールされます。これらの機能を Cisco Unified Communications Manager ネットワークで使用でき

るようにするには、「クライアント識別コードの設定」（P.17-7）で説明されている作業を実行する必要

があります。
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クライアント識別コードの設定
使用する CMC のリストを取得したら、これらのコードをデータベースに追加して、ルート パターン

の CMC 機能を有効にします。

この項では、次のトピックについて取り上げます。

 • 「クライアント識別コードの検索」（P.17-7）

 • 「クライアント識別コードの設定」（P.17-8）

 • 「クライアント識別コードの削除」（P.17-9）

 • 「CMC の設定項目」（P.17-9）

 • 「ルート パターンでのクライアント識別コードの有効化」（P.17-10）

 • 「ユーザへの情報の提供」（P.17-14）

ヒント クライアント識別コードを設定する前に、「クライアント識別コードおよび 強制承認コードの設定

チェックリスト」（P.17-2）を参照してください。

クライアント識別コードの検索

Cisco Unified Communications Manager では、特定の条件に基づいて、特定の CMC を検索できます。

CMC を検索するには、次の手順を実行します。

（注） ブラウザ セッションでの作業中は、Cisco Unified Communications Manager の管理ページで検索プリ

ファレンスが保持されます。他のメニュー項目に移動してこのメニュー項目に戻った場合でも、検索を

変更するかブラウザを閉じない限り、検索プリファレンスは Cisco Unified Communications Manager 
の管理ページで保持されています。

手順

ステップ 1 [コールルーティング (Call Routing)] > [CMC] を選択します。

検索と一覧表示のウィンドウが表示されます。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空になっていることを確認

し、「ステップ 3」 に進みます。

特定のレコードをフィルタリングまたは検索するには、次の操作を実行します。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスで、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスで、検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索文字を入力します。

（注） 別の検索条件を追加するには、[+] ボタンをクリックします。条件を追加した場合は、指定し

たすべての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、[–] ボタンをク

リックして、最後に追加された条件を削除するか、または [フィルタのクリア (Clear Filter)] ボ
タンをクリックして、追加されたすべての検索条件を削除します。
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ステップ 3 [検索 (Find)] をクリックします。

すべてのレコードまたは条件に一致するレコードが表示されます。[ ページあたりの行数 (Rows per Page)] 
ドロップダウン リスト ボックスで別の値を選択すると、各ページに表示される項目数を変更できます。

（注） 適切なレコードの横にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削除 (Delete 
Selected)] をクリックすると、データベースから複数のレコードを削除できます。[すべてを選

択 (Select All)] をクリックして [選択項目の削除 (Delete Selected)] をクリックすると、この選

択対象として設定可能なすべてのレコードを削除できます。

ステップ 4 表示されたレコード リストから、目的のレコードのリンクをクリックします。

（注） ソート順を逆にするには、リストのヘッダーにある上矢印または下矢印をクリックします（使

用可能な場合）。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

「関連項目」（P.17-15）を参照してください。

クライアント識別コードの設定

Cisco Unified Communications Manager の管理ページで CMC を入力するか、Cisco 一括管理ツール

（BAT）を使用して CMC を入力します。BAT を使用する場合、BAT のカンマ区切り値（CSV）ファ

イルには、CMC とクライアント名のレコードが記載されています。CMC の設定が完了したら、ダイ

ヤル プラン ドキュメントを更新するか、またはダイヤル プラン ドキュメントとともに BAT CSV ファ

イルを印刷して保管します。

Cisco Unified Communications Manager の管理ページで CMC を追加または更新するには、次の手順

を実行します。

手順

ステップ 1 次のいずれかの手順を実行します。

 • CMC を追加するには、[ コールルーティング (Call Routing)] > [CMC] を選択し、[ 新規追加 (Add 
New)] をクリックします。「ステップ 2」 に進みます。

 • CMC を更新するには、「クライアント識別コードの検索」（P.17-7）の説明に従って更新する CMC 
を検索し、「ステップ 2」 に進みます。

ステップ 2 適切な設定値を入力します（表 17-2 を参照）。

ステップ 3 [保存 (Save)] をクリックします。

ステップ 4 すべての CMC を追加したら、「ルート パターンでのクライアント識別コードの有効化」（P.17-10）を

参照してください。

追加情報

「関連項目」（P.17-15）を参照してください。
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CMC の設定項目

Client Matter Code（CMC; クライアント識別コード）を使用すると、コールへのアクセスとアカウン

ティングを管理できます。CMC は、ユーザに対してコールが特定のクライアント マターに関連してい

ることを示すコードを入力するように強制することで、課金可能なクライアントに対するコール アカ

ウンティングと課金を支援します。クライアント識別コードは、コール アカウンティングや課金を目

的として、顧客や学生、またはその他の個人に対して割り当てることができます。

クライアント識別コードを設定する際には、表 17-1 をガイドとして使用してください。クライアント

識別コードと強制承認コードの詳細については、「関連項目」（P.17-15）を参照してください。

「表 17-2」 と 「クライアント識別コードの設定」（P.17-8）を併せて参照してください。

追加情報

「関連項目」（P.17-15）を参照してください。

クライアント識別コードの削除

Cisco Unified Communications Manager の管理ページで CMC を削除するには、次の手順を実行しま

す。

手順

ステップ 1 まず削除する CMC を検索します。検索の手順は、「クライアント識別コードの検索」（P.17-7）を参照

してください。

ステップ 2 [CMCの設定 (Client Matter Codes Configuration)] ウィンドウが表示されたら、[削除 (Delete)] をク

リックします。

ステップ 3 削除を続けるには、[OK] をクリックします。

追加情報

「関連項目」（P.17-15）を参照してください。

表 17-2 CMC を追加する場合の設定項目 

設定項目 説明

[CMC] コールを開始するときにユーザが入力する一意のコー

ドを 16 桁以内で入力します。このコードを使用した

コールは、CDR に表示されます。

[説明 (Description)] このオプション フィールドはクライアント コードを

クライアントに関連付けます。説明には、任意の言語

で最大 50 文字を指定できますが、二重引用符（"）、
パーセント記号（%）、アンパサンド（&）、バックス

ラッシュ（¥）、山カッコ（<>）、または角カッコ（[ ] 
および {}）は使用できません。
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ルート パターンでのクライアント識別コードの有効化

ルート パターンで CMC を有効にするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、[コールルーティング (Call Routing)] > [ルー

ト /ハント (Route/Hunt)] > [ルートパターン (Route Pattern)] を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

 • 既存のルート パターンを更新するには、『Cisco Unified Communications Manager アドミニスト
レーション ガイド』の「ルート パターンの設定」の説明に従って、[ ルートパターンの検索と一覧

表示 (Find and List Route Patterns)] ウィンドウに検索条件を入力します。

 • 新しいルート パターンを追加するには、『Cisco Unified Communications Manager アドミニスト
レーション ガイド』の「ルート パターンの設定」を参照してください。

ステップ 3 [ルートパターンの設定 (Route Pattern Configuration)] ウィンドウで、[CMCが必須 (Require Client 
Matter Code)] チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 次のいずれかの手順を実行します。

 • ルート パターンを更新した場合は、[ 保存 (Save)] をクリックします。

 • 新しいルート パターンを追加した場合は、[ 保存 (Save)] をクリックします。

ステップ 5 クライアント識別コードが必要なすべてのルート パターンについて、「ステップ 2」 ～「ステップ 4」 を
繰り返します。

ステップ 6 ルート パターンの設定が完了したら、「ユーザへの情報の提供」（P.17-14）を参照してください。

追加情報

「関連項目」（P.17-15）を参照してください。

強制承認コードの設定
この項は、次の内容で構成されています。

 • 「強制承認コードの検索」（P.17-11）

 • 「強制承認コードの設定」（P.17-12）

 • 「強制承認コードの削除」（P.17-13）

 • 「FAC の設定項目」（P.17-12）

 • 「ユーザへの情報の提供」（P.17-14）

 • 「ルート パターンでの強制承認コードの有効化」（P.17-13）

ヒント 強制承認コードを設定する前に、「クライアント識別コードおよび 強制承認コードの設定チェックリス

ト」（P.17-2）を参照してください。
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強制承認コードの検索

Cisco Unified Communications Manager を使用すると、特定の条件に基づいて、特定の FAC を検索で

きます。FAC を検索するには、次の手順を実行します。

（注） ブラウザ セッションでの作業中は、Cisco Unified Communications Manager の管理ページで検索プリ

ファレンスが保持されます。他のメニュー項目に移動してこのメニュー項目に戻った場合でも、検索を

変更するかブラウザを閉じない限り、検索プリファレンスは Cisco Unified Communications Manager 
の管理ページで保持されています。

手順

ステップ 1 [コールルーティング (Call Routing)] > [FAC] を選択します。

検索と一覧表示のウィンドウが表示されます。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空になっていることを確認

し、「ステップ 3」 に進みます。

特定のレコードをフィルタリングまたは検索するには、次の操作を実行します。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスで、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスで、検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索文字を入力します。

（注） 別の検索条件を追加するには、[+] ボタンをクリックします。条件を追加した場合は、指定し

たすべての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、[–] ボタンをク

リックして、最後に追加された条件を削除するか、または [フィルタのクリア (Clear Filter)] ボ
タンをクリックして、追加されたすべての検索条件を削除します。

ステップ 3 [検索 (Find)] をクリックします。

すべてのレコードまたは条件に一致するレコードが表示されます。[ ページあたりの行数 (Rows per Page)] 
ドロップダウン リスト ボックスで別の値を選択すると、各ページに表示される項目数を変更できます。

（注） 適切なレコードの横にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削除 (Delete 
Selected)] をクリックすると、データベースから複数のレコードを削除できます。[すべてを選

択 (Select All)] をクリックして [選択項目の削除 (Delete Selected)] をクリックすると、この選

択対象として設定可能なすべてのレコードを削除できます。

ステップ 4 表示されたレコード リストから、目的のレコードのリンクをクリックします。

（注） ソート順を逆にするには、リストのヘッダーにある上矢印または下矢印をクリックします（使

用可能な場合）。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

「関連項目」（P.17-15）を参照してください。
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強制承認コードの設定

FAC 実装の設計が完了したら、Cisco Unified Communications Manager の管理ページまたは Cisco 一
括管理ツール（BAT）を使用して承認コードを入力します。承認コードの大きなバッチとして BAT を
使用することを検討します。BAT 内のカンマ区切り値（CSV）ファイルは、承認コード、対応する名

前、対応するレベルなどを計画するために役立ちます。

（注） 後で参照するために、ダイヤル プラン ドキュメントを更新するか、またはダイヤル プラン ドキュメン

トとともに CSV ファイルを印刷して保管します。

Cisco Unified Communications Manager の管理ページで少数の承認コードを追加する場合は、次の手

順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、[コールルーティング (Call Routing)] > 
[FAC] を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

 • 新しい FAC を追加するには、[ 新規追加 (Add New)] をクリックします。

 • FAC を更新するには、更新する承認コードを検索します。検索の手順は、「強制承認コードの検

索」（P.17-11）を参照してください。

ステップ 3 表 17-3 の設定方法に従って、承認コードを設定します。

ステップ 4 [保存 (Save)] をクリックします。

（注） すべての承認コードを追加したら、「ルート パターンでの強制承認コードの有効化」（P.17-13）
を参照してください。

追加情報

「関連項目」（P.17-15）を参照してください。

FAC の設定項目

Forced Authorization Code（FAC; 強制承認コード）を使用すると、特定のユーザが発信できるコール

のタイプを規定することで、コールへのアクセスとアカウンティングを管理できます。強制承認コード

機能を使用すると、コールを完了する前に有効な承認コードを入力するように強制されます。

強制承認コードを設定する際には、表 17-1 をガイドとして使用してください。強制承認コードの詳細

については、「関連項目」（P.17-15）を参照してください。

「表 17-3」 と 「強制承認コードの設定」（P.17-12）を併せて参照してください。
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追加情報

「関連項目」（P.17-15）を参照してください。

強制承認コードの削除

FAC を削除するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 まず削除する承認コードを検索します。検索の手順は、「強制承認コードの検索」（P.17-11）を参照し

てください。

ステップ 2 [FACの設定 (Forced Authorization Code Configuration)] ウィンドウが表示されたら、[削除 (Delete)] 
をクリックします。

ステップ 3 削除を続けるには、[OK] をクリックします。

追加情報

「関連項目」（P.17-15）を参照してください。

ルート パターンでの強制承認コードの有効化

ルート パターンで FAC を有効にするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、[コールルーティング (Call Routing)] > [ルート

/ハント (Route/Hunt)] > [ルートパターン (Route Pattern)] を選択します。

表 17-3 FAC の設定項目 

設定項目 説明

[承認コード名 (Authorization Code Name)] 一意の名前を 50 文字以内で入力します。この名前は、

承認コードと特定のユーザまたはユーザのグループを

関連付けます。このコードを使用するコールについて

は、この名前が CDR に表示されます。

[承認コード (Authorization Code)] 一意の承認コードを 16 文字以内で入力します。ユー

ザは、FAC 対応のルート パターンを使用してコール

を発信するときに、このコードを入力します。

[承認レベル (Authorization Level)] 0 ～ 255 の範囲の 3 桁の承認レベルを入力します。デ

フォルトは 0 です。承認コードに割り当てるレベルに

よって、ユーザが FAC 対応のルート パターンを使用

してコールをルーティングできるかどうかが決定され

ます。コールを正しくルーティングするには、ユーザ

承認レベルが、コールのルート パターンに指定され

ている承認レベルと比較して同等または上位である必

要があります。
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ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

 • 既存のルート パターンを更新するには、『Cisco Unified Communications Manager アドミニスト
レーション ガイド』の「ルート パターンの設定」の説明に従って、[ ルートパターンの検索と一覧

表示 (Find and List Route Patterns)] ウィンドウに検索条件を入力します。

 • 新しいルート パターンを追加するには、『Cisco Unified Communications Manager アドミニスト
レーション ガイド』の「ルート パターンの設定」を参照してください。

ステップ 3 [ルートパターンの設定 (Route Pattern Configuration)] ウィンドウで、[FACが必須 (Require Forced 
Authorization Code)] チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [保存 (Save)] をクリックします。

ヒント [FACが必須 (Require Forced Authorization Code)] チェックボックスをオンにしない場合でも、

指定した数値はデータベースに保存されているため、承認レベルを指定できます。

ステップ 5 承認コードが必要なすべてのルート パターンについて、「ステップ 2」 ～「ステップ 4」 を繰り返しま

す。

ステップ 6 ルート パターンの設定が完了したら、「ユーザへの情報の提供」（P.17-14）を参照してください。

追加情報

「関連項目」（P.17-15）を参照してください。

ユーザへの情報の提供
機能の設定が完了したら、次の情報をユーザに通知します。

 • 「インタラクションおよび制限事項」（P.17-4）に説明されている制限事項をユーザに通知します。

 • たとえば承認コード、承認レベル、クライアント識別コードなど、これらの機能を使用するために

必要なすべての情報をユーザに提供します。番号をダイヤルするとコードの入力を求めるトーンが

聞こえることを、ユーザに通知します。

 • FAC の場合、ユーザ承認コードを入力して発信されたコールは、ユーザまたはユーザの部署に属

すると見なされます。承認コードを覚えておくか、安全な場所に記録しておくようユーザに勧めま

す。

 • ユーザが使用できるコールのタイプを通知します。たとえば、電話機の管理者に問題を知らせる前

に、ユーザは電話を切り、ダイヤルした番号とコードをリトライする必要があります。

 • トーンが完了する前にコードを入力できることをユーザに通知します。

 • ユーザがコードを入力した後、コールをすぐにルーティングするには、電話機の # を押します。押

さない場合、コールはディジット間タイマー（T302）が満了した後に接続されます。このタイ

マーは、デフォルトで 15 秒です。

 • ユーザが無効なコードを入力すると、電話機はリオーダー音を再生します。コードの入力を間違え

た場合は、電話を切り、もう一度コールを開始する必要があります。リオーダー音が続く場合は、

ユーザは電話またはシステムの管理者に、コードに問題がある可能性があることを知らせる必要が

あります。

追加情報

「関連項目」（P.17-15）を参照してください。
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関連項目
 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「ルート パターン

の設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「ルート プランの概要」

 • 「インタラクションおよび制限事項」（P.17-4）

 • 「システム要件」（P.17-6）

クライアント識別コード

 • 「クライアント識別コードおよび 強制承認コードの設定チェックリスト」（P.17-2）

 • 「クライアント識別コードの概要」（P.17-3）

 • 「クライアント識別コードの検索」（P.17-7）

 • 「クライアント識別コードの設定」（P.17-8）

 • 「クライアント識別コードの削除」（P.17-9）

 • 「CMC の設定項目」（P.17-9）

 • 「ルート パターンでのクライアント識別コードの有効化」（P.17-10）

強制承認コード

 • 「クライアント識別コードおよび 強制承認コードの設定チェックリスト」（P.17-2）

 • 「強制承認コードの概要」（P.17-4）

 • 「強制承認コードの検索」（P.17-11）

 • 「強制承認コードの設定」（P.17-12）

 • 「強制承認コードの削除」（P.17-13）

 • 「FAC の設定項目」（P.17-12）

 • 「ルート パターンでの強制承認コードの有効化」（P.17-13）

参考資料

 • 『Cisco Unified Communications Manager Bulk Administration ガイド』

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』

 • 『Cisco Unified Communications Manager CDR Analysis and Reporting Administration Guide』
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この章では、独自の PCM ファイルを作成して、Ringlist.xml ファイルを編集することによって、自分

のサイトで電話呼び出し音のタイプをカスタマイズする方法を説明します。

この章では、次の情報について説明します。

 • 「カスタム電話呼び出し音の概要」（P.18-1）

 • 「設定ファイルのカスタマイズと変更」（P.18-2）

 • 「Ringlist.xml ファイル形式の要件」（P.18-2）

 • 「カスタム呼び出し音タイプ用の PCM ファイルの要件」（P.18-3）

 • 「カスタム電話呼び出し音の設定」（P.18-3）

 • 「関連項目」（P.18-4）

カスタム電話呼び出し音の概要
Cisco Unified IP Phone は、2 つのデフォルトの呼び出し音タイプ（Chirp1 と Chirp2）をハードウェア

に実装して出荷されています。Cisco Unified Communications Manager には、その他の電話呼び出し

音のデフォルト セットが用意されています。このデフォルト セットは、Pulse Code Modulation
（PCM; パルス符号変調）ファイルとしてソフトウェアに実装されています。この PCM ファイルは、

サイトで使用可能な呼び出し音リストのオプションを記述する XML ファイル（名前が Ringlist.xml）
とともに、各 Cisco Unified Communications Manager サーバ上の TFTP ディレクトリにインストール

されます。

次の admin CLI コマンドの「file」を使用すると、システムから Ringlist.xml ファイルのコピーを取得

できます。

 • admin:file

 – file list*

 – file view*

 – file search*

 – file get*

 – file dump*

 – file tail*

 – file delete*
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設定ファイルのカスタマイズと変更
TFTP ディレクトリでは、設定ファイルの変更（xml ファイルの編集など）と、カスタマイズしたファ

イル（カスタム呼び出し音、折返し音、電話機の背景など）の追加を行うことができます。TFTP ディ

レクトリにあるファイルを変更したりカスタマイズしたファイルを追加するには、Cisco Unified オペ

レーティング システムの管理ページの [TFTP ファイルの管理 (TFTP File Management)] ウィンドウを

使用します。Cisco Unified Communications Manager サーバの TFTP フォルダにファイルをアップ

ロードする方法については、『Cisco Unified Communications Operating System Administration Guide』
を参照してください。

Ringlist.xml ファイル形式の要件
Ringlist.xml ファイルは、電話呼び出し音タイプのリストが格納されている XML オブジェクトを定義

します。各呼び出し音タイプには、その呼び出し音タイプに使用される PCM ファイルを指すポイン

タ、および Cisco Unified IP Phone の [呼出音タイプ (Ring Type)] メニュー上で、その呼び出し音に対

して表示されるテキストが含まれています。

CiscoIPPhoneRinglist XML オブジェクトは、次の簡単なタグ セットを使用して情報を記述していま

す。

<CiscoIPPhoneRinglist>
   <Ring>
      <DisplayName/>
      <FileName/>
   </Ring>
</CiscoIPPhoneRinglist>

定義名には次の特性があります。

 • DisplayName は、Cisco Unified IP Phone の [呼出音タイプ (Ring Type)] メニューに表示される関

連した PCM ファイル用のカスタム呼び出し音の名前を定義します。

 • FileName は、DisplayName と関連付ける、カスタム呼び出し音用の PCM ファイルの名前を指定

します。

ヒント DisplayName フィールドと FileName フィールドの文字数は、それぞれ 25 文字以下です。

次の例は、2 種類の電話呼び出し音タイプを定義する Ringlist.xml ファイルを示しています。

<CiscoIPPhoneRinglist>
   <Ring>
      <DisplayName>Analog Synth 1</DisplayName>
      <FileName>Analog1.raw</FileName>
   </Ring>
   <Ring>
      <DisplayName>Analog Synth 2</DisplayName>
      <FileName>Analog2.raw</FileName>
   </Ring>
</CiscoIPPhoneRinglist>

ヒント 電話呼び出し音のタイプごとに、DisplayName と FileName を組み込む必要があります。Ringlist.xml 
ファイルでは、50 種類までの呼び出し音タイプを指定できます。



 

18-3
Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド     

第 18 章      カスタム電話呼び出し音

    カスタム呼び出し音タイプ用の PCM ファイルの要件      

カスタム呼び出し音タイプ用の PCM ファイルの要件
Cisco Unified IP Phone 上で呼び出し音を正しく再生するには、PCM ファイルが次の要件を満たしてい

る必要があります。

 • Raw PCM（ヘッダーなし）

 • 毎秒 8000 サンプル

 • 8 ビット /サンプル

 • mu-law 圧縮

 • 最大呼び出し音サイズ：16080 サンプル

 • 最小呼び出し音サイズ：240 サンプル

 • 呼び出し音内のサンプル数が、240 で割り切れる値である

 • 呼び出し音が、ゼロ クロッシングで開始および終了する

 • 電話呼び出し音用の PCM ファイルをカスタムで作成するには、前述のファイル形式の要件をサ

ポートする標準オーディオ編集パッケージを使用する

カスタム電話呼び出し音の設定
次の手順は、Cisco Unified IP Phone 7940、7960、および 7970 でカスタム電話呼び出し音を作成する

場合にだけ適用されます。

手順

ステップ 1 カスタム呼び出し音ごとに PCM ファイルを作成します（ファイルごとに 1 つの呼び出し音）。この 
PCM ファイルは、「カスタム呼び出し音タイプ用の PCM ファイルの要件」（P.18-3）にリストされて

いるファイル形式のガイドラインに準拠している必要があります。

ステップ 2 ASCII エディタを使用して、Ringlist.xml ファイルを編集します。このファイルをフォーマットする方

法、および Ringlist.xml サンプル ファイルについては、「Ringlist.xml ファイル形式の要件」（P.18-2）
を参照してください。

ステップ 3 変更内容を保存し、Ringlist.xml ファイルを閉じます。

ステップ 4 Cisco Unified Communications オペレーティング システムを使用して Ringlist.xml ファイルをアップ

ロードします。『Cisco Unified Communications Operating System Administration Guide』を参照して

ください。

ステップ 5 新規の Ringlist.xml ファイルをキャッシュするには、Cisco Unified サービスアビリティを使用して 
TFTP サービスを停止してから再び開始するか、TFTP サービス パラメータの「Enable Caching of 
Constant and Bin Files at Startup」（[詳細設定 (Advanced)] のサービス パラメータにある）を無効にし

てから再び有効にします。

追加情報

「関連項目」（P.18-4）を参照してください。
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関連項目
 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「Cisco TFTP」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「サービス パラ

メータの設定」

参考資料

 • Cisco Unified IP Phone の管理資料（Cisco Unified IP Phone 7940、7960、および 7970 用）

 • 『Cisco Unified Communications Operating System Administration Guide』
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Cisco Unified Communications Manager では、サイトまたは物理ロケーションはさまざまな設定（ロ

ケーション、リージョン、コーリング サーチ スペース、メディア リソースなど）を使用して識別され

ます。特定のサイトに存在する   Cisco Unified IP Phone にはこれらの設定項目が静的に設定されます。

Cisco Unified Communications Manager では、これらの設定に基づいて、コールの確立、コール ルー

ティング、メディア リソースの選択などの処理が適切に行われます。ただし、電話機がホーム ロケー

ションからリモート ロケーションに移動された場合、これらの電話機には静的に設定されたホーム設

定が保持されます。Cisco Unified Communications Manager ではリモート サイトにある電話機に対し

てこれらのホーム設定が使用されるため、コール ルーティング、コーデックの選択、メディア リソー

スの選択などのコール処理機能で問題が生じる可能性があります。

デバイス モビリティを設定して、Cisco Unified Communications Manager で電話機がホーム ロケー

ションとローミング ロケーションのどちらにあるのかを判別できるようにすることができます。Cisco 
Unified Communications Manager では、デバイスの IP サブネットを使用して電話機の正確なロケー

ションが判別されます。クラスタ内でデバイス モビリティを有効にすると、モバイル ユーザはサイト

間を移動して、サイト固有の設定を取得できます。これにより、 Cisco Unified Communications 
Manager で、これらの動的に割り当てられた設定を使用して、コール ルーティング、コーデックの選

択、メディア リソースの選択などの処理が行われるようになります。

この章は、次の内容で構成されています。

 • 「デバイス モビリティの設定チェックリスト」（P.19-2）

 • 「デバイス モビリティの概要」（P.19-3）

 • 「デバイス モビリティの動作について」（P.19-4）

 – 「デバイス モビリティの動作の概要」（P.19-5）

 – 「デバイス モビリティ グループの動作の概要」（P.19-6）

 – 「ネットワークの検討事項」（P.19-8）

 • 「インタラクションおよび制限事項」（P.19-9）

 • 「システム要件」（P.19-9）

 • 「デバイス モビリティのインストール」（P.19-10）

 • 「デバイス モビリティの設定」（P.19-10）

 • 「ローミング用デバイス プール パラメータの表示」（P.19-22）

 • 「関連項目」（P.19-22）
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デバイス モビリティの設定チェックリスト
Cisco Unified Communications Manager では、サイトまたは物理ロケーションはさまざまな設定（ロ

ケーション、リージョン、コーリング サーチ スペース、メディア リソースなど）を使用して識別され

ます。特定のサイトに存在する   Cisco Unified IP Phone にはこれらの設定項目が静的に設定されます。

Cisco Unified Communications Manager では、これらの設定に基づいて、コールの確立、コール ルー

ティング、メディア リソースの選択などの処理が適切に行われます。ただし、電話機がホーム ロケー

ションからリモート ロケーションに移動された場合、これらの電話機には静的に設定されたホーム設

定が保持されます。Cisco Unified Communications Manager ではリモート サイトにある電話機に対し

てこれらのホーム設定が使用されるため、コール ルーティング、コーデックの選択、メディア リソー

スの選択などのコール処理機能で問題が生じる可能性があります。

デバイス モビリティを設定して、Cisco Unified Communications Manager で電話機がホーム ロケー

ションとローミング ロケーションのどちらにあるのかを判別できるようにすることができます。Cisco 
Unified Communications Manager では、デバイスの IP サブネットを使用して電話機の正確なロケー

ションが判別されます。デバイス モビリティを有効にすると、モバイル ユーザはサイト間を移動して、

サイト固有の設定を取得できます。これにより、 Cisco Unified Communications Manager で、これらの

動的に割り当てられた設定を使用して、コール ルーティング、コーデックの選択、メディア リソース

の選択などの処理が行われるようになります。

デバイス モビリティの詳細については、「デバイス モビリティの概要」（P.19-3）および 「関連項目」

（P.19-22）を参照してください。

表 19-1 に、デバイス モビリティを設定する手順を示します。

表 19-1 Cisco Unified Communications Manager デバイス モビリティのチェックリスト 

設定手順 関連手順と関連項目

ステップ 1 関連するデバイス モビリティのマニュアルを参照し

ます。

ヒント ダイヤル プランの設計上の考慮事項につい
ては、『Cisco Unified Communications 
Solution Reference Network Design (SRND)』
を参照してください。このマニュアルには、
デバイス モビリティを使用する場合のサー
ビス クラスの構築方法が記載されています。

『Cisco Unified Communications Solution Reference 
Network Design (SRND)』

「デバイス モビリティ」（P.19-1）

ステップ 2 [サービスパラメータ設定 (Service Parameter 
Configuration)] または [電話の設定 (Phone 
Configuration)] ウィンドウでデバイス モビリティ 
モードを有効にします （[システム (System)] > [サー

ビスパラメータ (Service Parameters)]（[Cisco 
CallManager] サービスを選択）または [デバイス

(Device)] > [電話 (Phone)]）。

「ローミング用デバイス プール パラメータの表示」

（P.19-22）

ステップ 3 物理ロケーションを設定します （[システム

(System)] > [物理ロケーション (Physical 
Location)]）。

「物理ロケーションの設定」（P.19-14）

「物理ロケーションの設定項目」（P.19-14）

ステップ 4 デバイス モビリティ グループを設定します （[シス

テム (System)] > [デバイスモビリティ (Device 
Mobility)] > [デバイスモビリティグループ (Device 
Mobility Groups)]）。

「デバイス モビリティ グループの設定」（P.19-17）

「デバイス モビリティ グループの設定項目」（P.19-17）
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デバイス モビリティの概要
Cisco Unified Communications Manager では、サイトまたは物理ロケーションはさまざまな設定（ロ

ケーション、リージョン、コーリング サーチ スペース、メディア リソースなど）を使用して識別され

ます。特定のサイトに存在する   Cisco Unified IP Phone にはこれらの設定項目が静的に設定されます。

Cisco Unified Communications Manager では、これらの設定に基づいて、コールの確立、コール ルー

ティング、メディア リソースの選択などの処理が適切に行われます。ただし、電話機がホーム ロケー

ションからリモート ロケーションに移動された場合、これらの電話機には静的に設定されたホーム設

定が保持されます。Cisco Unified Communications Manager ではリモート サイトにある電話機に対し

てこれらのホーム設定が使用されるため、コール ルーティング、コーデックの選択、メディア リソー

スの選択などのコール処理機能で問題が生じる可能性があります。

デバイス モビリティを設定して、Cisco Unified Communications Manager で電話機がホーム ロケー

ションとローミング ロケーションのどちらにあるのかを判別できるようにすることができます。Cisco 
Unified Communications Manager では、デバイスの IP サブネットを使用して電話機の正確なロケー

ションが判別されます。クラスタ内でデバイス モビリティを有効にすると、モバイル ユーザはサイト

間を移動して、サイト固有の設定を取得できます。これにより、 Cisco Unified Communications 
Manager で、これらの動的に割り当てられた設定を使用して、コール ルーティング、コーデックの選

択、メディア リソースの選択などの処理が行われるようになります。

ロケーション設定が動的に再設定されるため、電話機の新しいロケーションに適した音声品質とリソー

ス割り当てが確保されます。

 • モバイル ユーザが別のロケーションに移動した場合、Call Admission Control（CAC; コール アドミッ

ション制御）により、適切な帯域幅を割り当てて、ビデオと音声の品質を確保することができます。

 • モバイル ユーザが PSTN コールを発信する場合、電話機は、ホーム ゲートウェイの代わりにロー

カル ゲートウェイにアクセスできます。

 • モバイル ユーザがホーム ロケーションにコールする場合、Cisco Unified Communications 
Manager は、リージョンに適切なコーデックを割り当てることができます。

ステップ 5 [デバイスモビリティ情報の設定 (Device Mobility 
Info Configuration)] ウィンドウで、サブネットを設

定し、サブネットに 1 つ以上のデバイス プールを割

り当てます（[システム (System)] > [デバイスモビ

リティ (Device Mobility)] > [デバイスモビリティ情

報 (Device Mobility Info)]）。

「デバイス モビリティ情報の設定」（P.19-20）

「デバイス モビリティ情報の設定項目」（P.19-20）

ステップ 6 [デバイスプール設定 (Device Pool Configuration)] 
ウィンドウで、デバイス モビリティ設定用にデバイ

ス プールをまだ更新していない場合は更新します 
（[システム (System)] > [デバイスプール (Device 
Pool)]）。

「デバイス モビリティ用のデバイス プールの設定」

（P.19-22）

ステップ 7 デバイス モビリティ用にダイヤル プラン（コーリ

ング サーチ スペースや AAR グループの設定など）

をまだ更新していない場合は更新します （[コール

ルーティング (Call Routing)] > ...）。

『Cisco Unified Communications Manager アドミニスト
レーション ガイド』の「ロケーションの設定」

『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレー
ション ガイド』の「コーリング サーチ スペースの設定」

『Cisco Unified Communications Manager アドミニスト
レーション ガイド』の「自動代替ルーティングのグルー

プ設定」

表 19-1 Cisco Unified Communications Manager デバイス モビリティのチェックリスト （続き）

設定手順 関連手順と関連項目
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デバイス モビリティの動作について
電話デバイスでモビリティ モードが有効になっている場合、Cisco Unified Communications Manager 
は、登録するデバイスの IP アドレスを使用して適切なロケーション設定を検索します。システムは、

IP サブネットのデバイス プールに設定されている物理ロケーションと、デバイスのデバイス プールに

設定されている物理ロケーションを比較し、電話機がそのホーム ロケーションの外部に移動したかど

うかを判別します。

たとえば、リチャードソンにある IP アドレス 10.81.17.9 の電話機 A が Cisco Unified Communications 
Manager に登録されているとします。この IP アドレスは、サブネット 10.81.16.0/16 に対応付けられ

ます。Cisco Unified Communications Manager は、データベースにおいて、デバイスのデバイス プー

ル設定とサブネットのデバイス プール設定を確認します。電話レコード内のデバイス プールの物理ロ

ケーション設定は、サブネットのデバイス プールの物理ロケーション設定と一致します。システムは、

電話機がそのホーム ロケーションにあるものと見なし、電話レコード内の設定を使用します。

電話機 A がボールダーに移動した場合、電話機はローカルの DHCP サーバをクエリーし、130.5.5.25 
という IP アドレスを取得します。この IP アドレスは、サブネット 130.5.5.0/8 に対応付けられます。

Cisco Unified Communications Manager は、電話レコード内のデバイス プールの物理ロケーションを、

サブネット用に設定されているデバイス プールのロケーション設定と比較します。物理ロケーション

が一致しないため、システムは、デバイスが移動中であると判別します。Cisco Unified 
Communications Manager は、電話レコードの設定をサブネットの設定で上書きし、その設定を新しい

設定ファイルにダウンロードしてから、デバイスをリセットします。電話機は、ローミング用デバイス 
プールの設定で再登録されます。

（注） デバイス モビリティを使用するには、電話機がダイナミック IP アドレスを持っている必要がありま

す。固定 IP アドレスを持つ電話機が移動した場合、Cisco Unified Communications Manager はその

ホーム ロケーションの設定を使用します。

Cisco Unified Communications Manager は、ローミング デバイスに関する次のデバイス プール パラ

メータを、サブネットのデバイス プールの設定で上書きします。

 • [日時グループ (Date/Time Group)]

 • [リージョン (Region)]

 • [ロケーション (Location)]

 • [ネットワークロケール (Network Locale)]

 • [SRST参照先 (SRST Reference)]

 • [接続モニタ間隔 (Connection Monitor Duration)]

 • [物理ロケーション (Physical Location)]

 • [デバイスモビリティグループ (Device Mobility Group)]

 • [メディアリソースグループリスト (Media Resource Group List)] 

ネットワークが米国以外の地理的ロケーションまで及んでいる場合、電話機ユーザが移動先に関係なく

各自の設定済みダイヤル プランを使用できるように、デバイス モビリティ グループを設定できます。

デバイスが移動中であっても、同じデバイス モビリティ グループに保持されている場合は、Cisco 
Unified Communications Manager は次のデバイス プール パラメータも上書きします。

 • [AARグループ (AAR Group)]

 • [AARコーリングサーチスペース (AAR Calling Search Space)]

 • [デバイスコーリングサーチスペース (Device Calling Search Space)] 
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電話機がそのホーム ロケーションに戻った場合、システムは、ローミング用デバイス プールの関連付

けを解除し、ホーム ロケーションの設定をダウンロードして、デバイスをリセットします。デバイス

は、ホーム ロケーションの設定で登録されます。

さまざまなシナリオにおけるデバイス モビリティの動作の詳細については、次のトピックを参照して

ください。

 • 「デバイス モビリティの動作の概要」（P.19-5）

 • 「デバイス モビリティ グループの動作の概要」（P.19-6）

ヒント Cisco Unified Communications Manager は、電話レコードにある Communications Manager Group 設
定を常に使用します。デバイスは、移動中であっても、必ずそのホーム ロケーションの Cisco Unified 
Communications Manager サーバに登録されます。電話機が移動中の場合、変更されるのは、帯域幅割

り当て、メディア リソース割り当て、リージョン設定、および AAR グループなどのネットワーク ロ
ケーション設定だけです。

デバイス モビリティの動作の概要

この項では、Cisco Unified Communications Manager が、デバイス モビリティに関する電話機の登録

とパラメータの割り当てを管理する方法について説明します。

デバイス モビリティ機能は、初期化が完了すると、次のプロセスに従って動作します。

1. モバイルとしてプロビジョニングされた IP Phone 用の電話デバイス レコードが作成され、電話機

がデバイス プールに割り当てられます。電話機が Cisco Unified Communications Manager に登録

され、登録プロセスの一環として IP アドレスが割り当てられます。

2. Cisco Unified Communications Manager は、デバイスの IP アドレスを、[デバイスモビリティ情

報の設定 (Device Mobility Info Configuration)] ウィンドウでデバイス モビリティ用に設定された

サブネットと比較します。IP サブネット マスク内で一致するビット数が最大のものが、最適な一

致と見なされます（最長一致規則）。たとえば、IP アドレス 9.9.8.2 は、サブネット 9.9.0.0/16 では

なくサブネット 9.9.8.0/24 と一致します。

3. 電話レコード内のデバイス プールが、対応するサブネットのデバイス プールと一致する場合、シ

ステムは、電話機がそのホーム ロケーションにあると見なします。その結果、電話機にはその

ホーム デバイス プールのパラメータが保持されます。

4. 電話レコード内のデバイス プールが、対応するサブネットのデバイス プールと一致しない場合、

システムは、電話機が移動中であると見なします。表 19-2 に、デバイス モビリティの考えられる

シナリオと、システムの応答を示します。
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デバイス モビリティ グループの動作の概要

デバイス モビリティ グループを使用すると、デバイスが地理的エンティティ内の別のロケーションに

移動したかどうかを判別できます。その結果、ユーザが各自のダイヤル プランを使用できるようにな

ります。たとえば、米国用と英国用の別々のデバイス モビリティ グループを設定したとします。電話

機が異なるモビリティ グループに移動した場合（たとえば、米国から英国へ）、Cisco Unified 
Communications Manager は、ローミング ロケーションではなく電話レコードにあるコーリング サー

チ ス ペース、AAR グループ、および AAR CSS を使用します。

デバイスが同じモビリティ グループ内の別のロケーションに移動した場合は（たとえば、米国のリ

チャードソンから米国のボールダーへ）、ローミング用デバイス プールの設定から CSS 情報が取得さ

れます。このアプローチの場合、ユーザが PSTN 宛先をダイヤルすると、ユーザはローカル ゲート

ウェイに到達します。

表 19-2 デバイス モビリティのシナリオ 

シナリオ システムの応答

電話機のデバイス プールの物理ロケーション

設定が、対応するサブネットに関連付けられ

たデバイス プールの物理ロケーション設定と

一致します。

（注） 電話機がサブネット間を移動した可能

性はありますが、物理ロケーションお

よび関連付けられたサービスは変更さ

れていません。

システムは、電話機が移動中ではないと見なし、

ホーム ロケーションのデバイス プールの設定を使

用します。

対応するサブネットには 1 つのデバイス プー

ルが割り当てられています。サブネットのデ

バイス プールが、ホーム ロケーションのデバ

イス プールと異なっており、物理ロケーショ

ンも異なっています。

システムは、デバイスが移動中であると見なしま

す。その結果、対応するサブネットのデバイス プー

ルのパラメータでデバイスを再登録します。

物理ロケーションが異なっており、対応する

サブネットには複数のデバイス プールが割り

当てられています。

システムは、デバイスが移動中であると見なしま

す。新しいデバイス プールは、ラウンドロビン規則

に従って割り当てられます。サブネットにローミン

グ デバイスが登録されるたびに、使用可能なデバイ

ス プール セット内の次のデバイス プールが割り当

てられます。

ホームのデバイス プールに定義されている物

理ロケーションが、対応するサブネットに関

連付けられたデバイス プールには定義されて

いません。

物理ロケーションは変更されていないため、電話機

はホームのデバイス プールに登録されたままになり

ます。

ホームのデバイス プールに定義されていない

物理ロケーションが、対応するサブネットに

関連付けられたデバイス プールには定義され

ています。

システムは、デバイスが定義済みの物理ロケーショ

ンに移動中であると見なし、対応するサブネットの

デバイス プールのパラメータでデバイスを登録しま

す。

サブネットが更新または削除されました。 ローミングおよびデバイス プールの割り当てに関す

る規則が、残りのサブネットを使用して適用されま

す。
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表 19-3 に、さまざまなシナリオでシステムが使用するデバイス プール パラメータを示します。

表 19-3 デバイス モビリティ グループのシナリオ 

シナリオ 使用されるパラメータ

ローミング デバイスが、同じデバイス モビ

リティ グループ内の別のロケーションに移

動しました。

[ローミング用デバイスプール (Roaming Device 
Pool)]：はい

[ロケーション (Location)]：ローミング用デバイス プー

ルの設定

[リージョン (Region)]：ローミング用デバイス プール

の設定

[メディアリソースグループリスト (Media Resource 
Group List)]：ローミング用デバイス プールの設定 

[デバイスコーリングサーチスペース (Device Calling 
Search Space)]：ローミング用デバイス プールの設定

（[デバイスモビリティコーリングサーチスペース

(Device Mobility Calling Search Space)]）

[AARグループ (AAR Group)]：ローミング用デバイス 
プールの設定

[AARコーリングサーチスペース (AAR Calling Search 
Space)]：ローミング用デバイス プールの設定

ローミング デバイスが、異なるデバイス モ
ビリティ グループ内の別のロケーションに

移動しました。

[ローミング用デバイスプール (Roaming Device 
Pool)]：はい

[ロケーション (Location)]：ローミング用デバイス プー

ルの設定

[リージョン (Region)]：ローミング用デバイス プール

の設定

[メディアリソースグループリスト (Media Resource 
Group List)]：ローミング用デバイス プールの設定

[デバイスコーリングサーチスペース (Device Calling 
Search Space)]：ホーム ロケーションの設定

[AARグループ (AAR Group)]：ホーム ロケーションの

設定

[AARコーリングサーチスペース (AAR Calling Search 
Space)]：ホーム ロケーションの設定 

デバイスが移動しましたが、デバイス モビ

リティ グループは、ホームのデバイス プー

ルにも、ローミング用デバイス プールにも

定義されていません。

デバイスは、移動中のため、ローミング用デバイス 
プールの設定（[デバイスモビリティコーリングサーチ

スペース (Device Mobility Calling Search Space)]、
[AARコーリングサーチスペース (AAR Calling Search 
Space)]、および [AARグループ (AAR Group)] など）

を取得します。



 

19-8
Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド

第 19 章      デバイス モビリティ         

    デバイス モビリティの動作について

ネットワークの検討事項

デバイス モビリティ構造は、さまざまなネットワーク設定に対応できます。

効率のよいデバイス モビリティを設計するには、ネットワークをデバイス モビリティ グループ（オプ

ション）、物理ロケーション、およびサブネットに分割します。階層におけるグループの数とレベルは、

組織の規模や複雑さによって異なります。

 • デバイス モビリティ グループは、ネットワークにおけるトップレベルの地理的エンティティを表

します。デバイス モビリティ グループの設定により、デバイスが同じ地理的エンティティの内部

を移動したかどうかが判別され、主に、ユーザが各自のダイヤル プランを保持できるようになり

ます。デバイス モビリティ グループでは、類似のダイヤル パターンを使用するサイトの論理グ

ループを定義します（たとえば、US_dmg および EUR_dmg）。たとえば、ローミング デバイスが 
PSTN コールの場合にローカル ゲートウェイにアクセスするように設定する場合は、ホーム ロ
ケーションのデバイス プールとローミング ロケーションのデバイス プールに、同じデバイス モビ

リティ グループを使用してください。

デバイス モビリティ グループでは、国、地域、州や県、市、またはその他のエンティティを表す

ことができます。世界規模のネットワークを持つ企業であれば、個々の国を表すデバイス モビリ

ティ グループを選択し、国内または地域ネットワークを持つ企業であれば、州、県、または市を

表すデバイス モビリティ グループを定義することができます。デバイス モビリティ グループを定

義しなくても、デバイス モビリティ機能は使用できます。

 • 階層内の次のレベルに位置する物理ロケーションは、ロケーションベースのデバイス プール パラ

メータ（日時やリージョンなど）に対応する地理的ロケーションを識別します。Cisco Unified 
Communications Manager は、地理的ロケーションを使用して、電話機に割り当てるネットワーク 
リソースを判別します。ユーザがホーム ロケーションの外部に移動した場合、システムは、電話

機ユーザがローカル メディア リソースと、コールに適した帯域幅を使用できるようにします。

たとえば、保留音（MOH）サーバが、企業内の特定のオフィスまたはキャンパスにサービスを提

供しているとします。デバイスが別のオフィスまたはキャンパスに移動し、Cisco Unified 
Communications Manager に再登録した場合、デバイスへのサービス提供は、ローミング ロケー

ションにある MOH サーバから行うのが最適です。

MOH などのサービスの可用性に応じて物理ロケーションを定義すると、デバイスが別の物理ロ

ケーションに移動したときに、サービスを効率的かつ経済的に再割り当てできることが保証されま

す。ネットワーク構造とサービスの割り当てに応じて、市、企業キャンパス、またはビルディング

ごとに物理ロケーションを定義することができます。

ネットワーク設定では、各ネットワークをそれぞれ別の物理ロケーションに配置することをお勧め

します。この配置により、各ネットワークを対応する物理ロケーションにマップできます。

 • サブネットには、地理的ロケーション、同じビルディング、または同じ LAN にあるすべてのデバ

イスを含めることができます。また、サブネットには、デバイス モビリティ グループと物理ロ

ケーションを含むデバイス プールを 1 つまたは複数設定できます。

 • ロケーションは、集中型コール処理システムの CAC を識別します。ロケーションの設定は、電話

機またはデバイス プールに対して行います。詳細については、『Cisco Unified Communications 
Manager システム ガイド』の「コール アドミッション制御」の章を参照してください。

ヒント ダイヤル プランの設計上の考慮事項については、『Cisco Unified Communications Solution Reference 
Network Design (SRND)』を参照してください。このマニュアルには、デバイス モビリティを使用する

場合のサービス クラスの構築方法が記載されています。
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インタラクションおよび制限事項

発信側の正規化

発信側を正規化すると、一部の電話機のダイヤル機能が拡張され、コールが地理的に異なる複数の場所

にルーティングされる場合の折返し機能が向上します。つまり、この機能により、着信側は、電話機の

コール ログ ディレクトリ内の電話番号を修正する必要なく、確実にコールを返すことができます。さ

らに、発信側の正規化により、電話番号をグローバル化またはローカライズできるため、適切な発信側

番号が電話機に表示されます。デバイス モビリティと発信側の正規化の連携については、「発信側の正

規化」の章の「インタラクションおよび制限事項」（P.8-12）を参照してください。

IP アドレス

デバイス モビリティ機能は、Cisco Unified Communications Manager に登録するデバイスの IPv4 アド

レスを利用します。

 • デバイス モビリティを使用するには、電話機がダイナミック IPv4 アドレスを持っている必要があ

ります。

 • デバイスへの IP アドレスの割り当てに NAT/PAT が使用されている場合、登録時に提供される IP 
アドレスは、デバイスの実際の IP アドレスと異なることがあります。

IPv6 とデバイス モビリティ

デバイス モビリティでは IPv4 アドレスだけがサポートされるため、[IPアドレッシングモード (IP 
Addressing Mode)] が [IPv6のみ (IPv6 Only)] の電話機はデバイス モビリティで使用できません。IPv6 の
詳細については、「インターネット プロトコル バージョン 6（IPv6）」（P.28-1）を参照してください。

ローミング

デバイスが同じデバイス モビリティ グループ内を移動中の場合、Cisco Unified Communications 
Manager は、デバイス モビリティ CSS を使用してローカル ゲートウェイに到達します。ユーザが電話

機で不在転送（CFA; Call Forward All）を設定した場合、CFA CSS が「なし」に設定され、CFA CSS 
アクティベーションポリシーが [デバイス /回線CSSのアクティブ化を使用 (With Activating 
Device/Line CSS)] に設定されているときは、次のようになります。

 • デバイスがそのホーム ロケーションにある場合、デバイス CSS と回線 CSS は CFA CSS として使

用されます。

 • デバイスが同じデバイス モビリティ グループ内を移動中の場合、ローミング用デバイス プールの

デバイス モビリティ CSS と、回線 CSS は、CFA CSS として使用されます。

 • デバイスが異なるデバイス モビリティ グループ内を移動中の場合、デバイス CSS と回線 CSS は
CFA CSS として使用されます。

不在転送の設定オプションの詳細については、『Cisco Unified Communications Manager アドミニスト
レーション ガイド』の「電話番号の設定」の章と、『Cisco Unified Communications Manager システム 
ガイド』の「電話番号の概要」の章を参照してください。

システム要件
デバイス モビリティには、次のソフトウェア コンポーネントが必要です。

 • クラスタ内の少なくとも 1 台のサーバ上で稼動している Cisco CallManager サービス

 • Cisco CallManager サービスと同じサーバ上で稼動している Cisco Database Layer Monitor サービ

ス

 • クラスタ内の少なくとも 1 台のサーバ上で稼動している Cisco TFTP サービス
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 • Cisco Unified Communications Manager Locale Installer（英語以外の電話ロケール、または国に固

有のトーンを使用する場合）

SCCP または SIP のいずれかを実行しており、かつ Cisco Unified Communications Manager の管理

ページで設定できる電話機はすべて、デバイス モビリティをサポートします。たとえば、次の電話機

が該当します。

 • Cisco Unified IP Phone 7900 シリーズ

 • Cisco Unified IP Phone  30 VIP

 • Cisco Unified IP Phone  12 SP+

 • Computer Telephony Integration（CTI; コンピュータ /テレフォニー インテグレーション）ポート

 • Cisco IP Communicator

デバイス モビリティのインストール
デバイス モビリティは、Cisco Unified Communications Manager のインストール時に自動的にインス

トールされます。Cisco Unified Communications Manager をインストールした後に、Cisco Unified 
Communications Manager の管理ページでデバイス モビリティを設定し、機能を有効にする必要があ

ります。

（注） 既存のデバイス プールは、Cisco Unified Communications Manager リリース 6.0 以降へのアップグ

レードの一環として、新しいデバイス プールおよび共通プロファイル構造へ自動的に移行します。

デバイス モビリティの設定
デバイス モビリティ機能を正しく設定するには、ネットワーク設計の検討事項を確認し、設定チェッ

クリストのステップを確認します。次に、設定するための要件を実行し、Cisco CallManager サービス

をアクティブにします（まだアクティブになっていない場合）。

デバイス モビリティのパラメータ設定の概要については、次の各項を参照してください。

 • 「デバイス モビリティの設定のヒント」（P.19-11）

 • 「デバイス モビリティの有効化」（P.19-12）

 • 「デバイス モビリティ用のデバイス プールの設定」（P.19-22）

物理ロケーション

 • 「物理ロケーションの検索」（P.19-13）

 • 「物理ロケーションの設定」（P.19-14）

 • 「物理ロケーションの設定項目」（P.19-14）

 • 「物理ロケーションの削除」（P.19-15）

デバイス モビリティ グループ

 • 「デバイス モビリティ グループの検索」（P.19-15）

 • 「デバイス モビリティ グループの設定」（P.19-17）

 • 「デバイス モビリティ グループの設定項目」（P.19-17）
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 • 「デバイス モビリティ グループの削除」（P.19-18）

デバイス モビリティ情報

 • 「デバイス モビリティ情報の検索」（P.19-18）

 • 「デバイス モビリティ情報の設定」（P.19-20）

 • 「デバイス モビリティ情報の設定項目」（P.19-20）

 • 「デバイス モビリティ情報の削除」（P.19-21）

ヒント デバイス モビリティを設定する前に、「デバイス モビリティの設定チェックリスト」（P.19-2）を参照

してください。

デバイス モビリティの設定のヒント

Cisco Unified Communications Manager の管理ページでデバイス モビリティを設定する場合は、次の

事項を考慮してください。

 • [電話の設定 (Phone Configuration)] ウィンドウで [デバイスモビリティモード (Device Mobility 
Mode)] が [デフォルト (Default)] に設定されている場合、デバイス モビリティ機能がデバイスに

対して有効になるかどうかは、Device Mobility Mode サービス パラメータによって決まります。

 • Cisco Unified Communications Manager は、最長一致規則を使用して IP アドレスとサブネットを

照合します。つまり、IP サブネット マスク内で一致するビット数が最大のものが、最適な一致と

見なされます。たとえば、IP アドレス 9.9.8.2 は、サブネット 9.9.0.0/16 ではなくサブネット 
9.9.8.0/24 と一致します。

 • デバイスの IP アドレスと一致するデバイス モビリティ情報エントリがない場合、デバイスはホー

ム ロケーションのデバイス プール設定を使用します。

 • 電話デバイスへのデバイス プールの割り当ては [電話の設定 (Phone Configuration)] ウィンドウで

行い、サブネットへのデバイス プールの割り当ては [デバイスモビリティ情報の設定 (Device 
Mobility Info Configuration)] ウィンドウで行います。

 • サブネット アドレスには、1 つまたは複数のデバイス プールを割り当てることができます。Cisco 
Unified Communications Manager は、ラウンドロビン方式で、同じサブネットのデバイス プール

をローミング デバイスに割り当てます。たとえば、ローミング デバイス 1 には、リスト内の最初

のデバイス プールが割り当てられ、ローミング デバイス 2 には、リスト内の 2 番目のデバイス 
プールが割り当てられます。このプロセスを使用すると、本社の会議にすべての支社の従業員が参

加する場合など、多数の電話機が 1 つの領域に移動することが想定される場合にロード シェアリ

ングを行うことができます。

 • 物理ロケーションは [デバイスプール設定 (Device Pool Configuration)] ウィンドウでは必須設定に

なっていませんが、デバイス モビリティ機能を使用するには、デバイス プールの物理ロケーショ

ンを定義する必要があります。物理ロケーションの設定は、必ず、ホームのデバイス プールと

ローミング用デバイス プールに対して行ってください。

 • デバイス モビリティ構造の準備ができたら、デバイス モビリティをサポートする IP Phone に対し

てデバイス モビリティをオンにすることができます。

追加情報

「関連項目」（P.19-22）を参照してください。
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デバイス モビリティの有効化

この項では、[サービスパラメータ設定 (Service Parameter Configuration)] または [電話の設定 (Phone 
Configuration)] ウィンドウでデバイス モビリティ機能を有効にする手順について説明します。

デバイス モビリティ機能を有効にする場合は、次の事項を考慮してください。

 • デバイス モビリティ モードをクラスタに対して有効または無効にした場合、クラスタの設定は、

デバイス モビリティをサポートするクラスタ内の電話機すべてに適用されます。インストール時

点では、Device Mobility Mode サービス パラメータの設定は、デフォルトでオフになっています。

つまり、デバイス モビリティは無効になっています。

 • [電話の設定 (Phone Configuration)] ウィンドウでデバイス モビリティ モードを有効または無効に

した場合、電話機の [デバイスモビリティモード (Device Mobility Mode)] 設定がサービス パラ

メータ設定よりも優先されます。

 • 電話機の [デバイスモビリティモード (Device Mobility Mode)] 設定が [デフォルト (Default)] に
なっている場合、Cisco Unified Communications Manager は、デバイスに対してサービス パラ

メータ設定を使用します。

手順

ステップ 1 Device Mobility サービス パラメータを有効にするには、次の手順を実行します。

a. Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、[システム (System)] > [サービスパラ

メータ (Service Parameters)] を選択します。

b. [サーバ (Server)] ドロップダウン リスト ボックスから、Cisco CallManager サービスを実行してい

るサーバを選択します。

c. [サービス (Service)] ドロップダウン リスト ボックスから、[Cisco CallManager] サービスを選択

します。[サービスパラメータ設定 (Service Parameter Configuration)] ウィンドウが表示されます。

d. Device Mobility Mode サービス パラメータを有効にするには、[On] を選択します。

ステップ 2 特定の電話機の [デバイスモビリティモード (Device Mobility Mode)] を設定するには、次の手順を実

行します。

a. Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、[デバイス (Device)] > [電話 (Phone)] を
選択します。

b. [検索 (Find)] をクリックしてデバイス プール リストを表示するか、アクティブなクエリーの検索

結果を使用します。

c. [電話の検索と一覧表示 (Find and List Phones)] ウィンドウに表示される電話機のリストから、デ

バイスを選択します。[電話の設定 (Phone Configuration)] ウィンドウが表示されます。

d. [デバイスモビリティモード (Device Mobility Mode)] ドロップダウン リスト ボックスで、デバイ

ス モビリティを有効にする場合は [オン (On)] を選択し、デバイス モビリティを無効にする場合は 
[オフ (Off)] を選択し、電話機で Device Mobility Mode サービス パラメータの設定が使用される

ようにするには [デフォルト (Default)] を選択します。
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物理ロケーションの検索 
ネットワーク上には複数の物理ロケーションが存在する場合があります。Cisco Unified 
Communications Manager では、特定の条件に基づいて、特定の物理ロケーションを検索できます。物

理ロケーションを検索するには、次の手順を実行します。

（注） ブラウザ セッションでの作業中は、Cisco Unified Communications Manager の管理ページで物理ロ

ケーションの検索プリファレンスが保持されます。他のメニュー項目に移動してこのメニュー項目に

戻った場合でも、検索を変更するかブラウザを閉じない限り、物理ロケーションの検索プリファレンス

は Cisco Unified Communications Manager の管理ページで保持されています。

手順

ステップ 1 [システム (System)] > [物理ロケーション (Physical Location)] を選択します。

[ 物理ロケーションの検索と一覧表示 (Find and List Physical Locations)] ウィンドウが表示されます。

ウィンドウには、アクティブな（前の）クエリーのレコードが表示される場合もあります。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空になっていることを確認

し、「ステップ 3」 に進みます。

特定のレコードをフィルタリングまたは検索するには、次の操作を実行します。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスで、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスで、検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索文字を入力します。

（注） 別の検索条件を追加するには、[+] ボタンをクリックします。条件を追加した場合は、指定し

たすべての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、[-] ボタンをクリッ

クして、最後に追加された条件を削除するか、または [フィルタのクリア (Clear Filter)] ボタン

をクリックして、追加されたすべての検索条件を削除します。

ステップ 3 [検索 (Find)] をクリックします。

条件に一致するレコードがすべて表示されます。[ ページあたりの行数 (Rows per Page)] ドロップダウ

ン リスト ボックスで別の値を選択すると、各ページに表示される項目数を変更できます。

（注） 適切なレコードの横にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削除 (Delete 
Selected)] をクリックすると、データベースから複数のレコードを削除できます。[すべてを選

択 (Select All)] をクリックして [選択項目の削除 (Delete Selected)] をクリックすると、この選

択対象として設定可能なすべてのレコードを削除できます。

ステップ 4 表示されたレコード リストから、目的のレコードのリンクをクリックします。

（注） ソート順を逆にするには、リストのヘッダーにある上矢印または下矢印をクリックします（使

用可能な場合）。

選択した項目がウィンドウに表示されます。
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追加情報

「関連項目」（P.19-22）を参照してください。

物理ロケーションの設定

デバイス プールの物理ロケーションを追加するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [システム (System)] > [物理ロケーション (Physical Location)] を選択します。

[ 物理ロケーションの検索と一覧表示 (Find and List Physical Locations)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

 • 既存の物理ロケーションをコピーするには、「物理ロケーションの検索」（P.19-13）の説明に従っ

て対象の物理ロケーションを検索し、コピーする物理ロケーションの横にある [ コピー (Copy)] ボ
タンをクリックし、「ステップ 3」 に進みます。

 • 新しい物理ロケーションを追加するには、[ 新規追加 (Add New)] ボタンをクリックし、「ステッ

プ 3」 に進みます。

 • 既存の物理ロケーションを更新するには、「物理ロケーションの検索」（P.19-13）の説明に従って

対象の物理ロケーションを検索し、「ステップ 3」 に進みます。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 19-5 を参照）。

ステップ 4 物理ロケーション情報をデータベースに保存するには、[保存 (Save)] をクリックします。

追加情報

「関連項目」（P.19-22）を参照してください。

物理ロケーションの設定項目

デバイス モビリティ機能で使用される物理ロケーションは、ロケーションベースのデバイス プール パ
ラメータ（日時やリージョンなど）に対応する地理的ロケーションを識別します。Cisco Unified 
Communications Manager は、地理的ロケーションを使用して、電話機に割り当てるネットワーク リ
ソースを判別します。ユーザがホーム ロケーションの外部に移動した場合、システムは、電話機ユー

ザがローカル メディア リソースと、コールに適した帯域幅を使用できるようにします。

たとえば、保留音（MOH）サーバが、企業内の特定のオフィスまたはキャンパスにサービスを提供し

ているとします。デバイスが別のオフィスまたはキャンパスに移動し、Cisco Unified Communications 
Manager に再登録した場合、デバイスへのサービス提供は、ローミング ロケーションにある MOH 
サーバから行うのが最適です。

MOH などのサービスの可用性に応じて物理ロケーションを定義すると、デバイスが別の物理ロケー

ションに移動したときに、サービスを効率的かつ経済的に再割り当てできることが保証されます。ネッ

トワーク構造とサービスの割り当てに応じて、市、企業キャンパス、またはビルディングごとに物理ロ

ケーションを定義することができます。

ネットワーク設定では、各ネットワークをそれぞれ別の物理ロケーションに配置することをお勧めしま

す。この配置により、各ネットワークを対応する物理ロケーションにマップできます。ネットワーク構

造とサービスの割り当てに応じて、市、企業キャンパス、またはビルディングごとに物理ロケーション

を定義することができます。
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デバイス モビリティ機能の詳細については、「デバイス モビリティ」を参照してください。

表 19-5 に、物理ロケーションの設定項目を示します。関連する手順については、「関連項目」

（P.19-22）を参照してください。

物理ロケーションの削除

デバイス プールで使用中の物理ロケーションは削除できません。このような物理ロケーションを削除

する場合は、まず関連付けられているデバイス プールを依存関係レコードから検索し、関連付けを解

除してから物理ロケーションを削除します。

物理ロケーションを削除するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 削除する物理ロケーションを検索するには、「物理ロケーションの検索」（P.19-13）の手順に従います。

ステップ 2 削除する物理ロケーションの横にあるチェックボックスをオンにします。ウィンドウ内のすべての物理

ロケーションを選択するには、一致レコードのタイトルバーにあるチェックボックスをオンにします。

ステップ 3 [選択項目の削除 (Delete Selected)] をクリックします。

ステップ 4 選択を確定するには、[OK] をクリックします。

追加情報

「関連項目」（P.19-22）を参照してください。

デバイス モビリティ グループの検索

ネットワーク上には複数のデバイス モビリティ グループが存在する場合があります。Cisco Unified 
Communications Manager では、特定の条件に基づいて、特定のデバイス モビリティ グループを検索

できます。デバイス モビリティ グループを検索するには、次の手順を実行します。

（注） ブラウザ セッションでの作業中は、Cisco Unified Communications Manager の管理ページでデバイス 
モビリティ グループの検索プリファレンスが保持されます。他のメニュー項目に移動してこのメ

ニュー項目に戻った場合でも、検索を変更するかブラウザを閉じない限り、デバイス モビリティ グ
ループの検索プリファレンスは Cisco Unified Communications Manager の管理ページで保持されてい

ます。

表 19-4 物理ロケーションの設定項目 

フィールド 説明

[物理ロケーション情報 (Physical Location Information)]

[名前 (Name)] 物理ロケーションを識別する名前を入力します。英数字のほか、スペース、

ピリオド（.）、ハイフン（-）、およびアンダースコア文字（_）を任意に組

み合せて最大 50 文字の名前を入力できます。

[説明 (Description)] 物理ロケーションの説明を入力します。説明には、任意の言語で最大 50 文
字を指定できますが、二重引用符（"）、パーセント記号（%）、アンパサン

ド（&）、および山カッコ（<>）は使用できません。



 

19-16
Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド

第 19 章      デバイス モビリティ         

    デバイス モビリティの設定

手順

ステップ 1 [システム (System)] > [デバイスモビリティ (Device Mobility)] > [デバイスモビリティグループ

(Device Mobility Group)] を選択します。

[ デバイスモビリティグループの検索と一覧表示 (Find and List Device Mobility Groups)] ウィンドウが

表示されます。ウィンドウには、アクティブな（前の）クエリーのレコードが表示される場合もありま

す。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空になっていることを確認

し、「ステップ 3」 に進みます。

特定のレコードをフィルタリングまたは検索するには、次の操作を実行します。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスで、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスで、検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索文字を入力します。

（注） 別の検索条件を追加するには、[+] ボタンをクリックします。条件を追加した場合は、指定し

たすべての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、[-] ボタンをクリッ

クして、最後に追加された条件を削除するか、または [フィルタのクリア (Clear Filter)] ボタン

をクリックして、追加されたすべての検索条件を削除します。

ステップ 3 [検索 (Find)] をクリックします。

条件に一致するレコードがすべて表示されます。[ ページあたりの行数 (Rows per Page)] ドロップダウ

ン リスト ボックスで別の値を選択すると、各ページに表示される項目数を変更できます。

（注） 適切なレコードの横にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削除 (Delete 
Selected)] をクリックすると、データベースから複数のレコードを削除できます。[すべてを選

択 (Select All)] をクリックして [選択項目の削除 (Delete Selected)] をクリックすると、この選

択対象として設定可能なすべてのレコードを削除できます。

ステップ 4 表示されたレコード リストから、目的のレコードのリンクをクリックします。

（注） ソート順を逆にするには、リストのヘッダーにある上矢印または下矢印をクリックします（使

用可能な場合）。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

「関連項目」（P.19-22）を参照してください。
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デバイス モビリティ グループの設定

デバイス モビリティ機能をサポートするデバイス モビリティ グループを設定するには、次の手順を実

行します。

手順

ステップ 1 [システム (System)] > [デバイスモビリティ (Device Mobility)] > [デバイスモビリティグループ

(Device Mobility Group)] を選択します。

[ デバイスモビリティグループの検索と一覧表示 (Find and List Device Mobility Groups)] ウィンドウが

表示されます。

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

 • 既存のデバイス モビリティ グループをコピーするには、「デバイス モビリティ グループの検索」

（P.19-15）の説明に従って対象のデバイス モビリティ グループを検索し、コピーするデバイス モ
ビリティ グループの横にある [ コピー (Copy)] ボタンをクリックし、「ステップ 3」 に進みます。

 • 新しいデバイス モビリティ グループを追加するには、[ 新規追加 (Add New)] ボタンをクリック

し、「ステップ 3」 に進みます。

 • 既存のデバイス モビリティ グループを更新するには、「デバイス モビリティ グループの検索」

（P.19-15）の説明に従って対象のデバイス モビリティ グループを検索し、「ステップ 3」 に進みま

す。

ステップ 3 適切なフィールドに値を入力します（表 19-5 を参照）。

ステップ 4 デバイス モビリティ グループ情報をデータベースに保存するには、[保存 (Save)] をクリックします。

追加情報

「関連項目」（P.19-22）を参照してください。

デバイス モビリティ グループの設定項目

デバイス モビリティ グループは、デバイス モビリティ機能をサポートしています。デバイス モビリ

ティ グループは、ネットワークにおける最上位レベルの地理的エンティティを表します。デバイス モ
ビリティ グループでは、ネットワークのサイズや範囲に応じて、国、地域、州や県、市、またはその

他のエンティティを表すことができます。たとえば、世界規模のネットワークを持つ企業であれば、

個々の国を表すデバイス モビリティ グループを選択し、国内または地域ネットワークを持つ企業であ

れば、州、県、または市を表すデバイス モビリティ グループを定義することができます。

ヒント デバイス モビリティ グループでは、類似のダイヤル パターンを使用するサイトの論理グループを定義

します（たとえば、US_dmg および EUR_dmg）。

デバイス モビリティ機能の詳細については、「デバイス モビリティ」（P.19-1）を参照してください。
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表 19-5 に、デバイス モビリティ グループの設定項目を示します。関連する手順については、「関連項

目」（P.19-22）を参照してください。

デバイス モビリティ グループの削除

デバイス プールで使用中のデバイス モビリティ グループは削除できません。このようなデバイス モビ

リティ グループを削除する場合は、まず関連付けられているデバイス プールを依存関係レコードから

検索し、関連付けを解除してからデバイス モビリティ グループを削除する必要があります。

手順

ステップ 1 削除するデバイス モビリティ グループを検索するには、「デバイス モビリティ グループの検索」

（P.19-15）の手順に従います。

ステップ 2 削除するデバイス モビリティ グループの横にあるチェックボックスをオンにします。ウィンドウ内の

すべてのデバイス モビリティ グループを選択するには、一致レコードのタイトルバーにあるチェック

ボックスをオンにします。

ステップ 3 [選択項目の削除 (Delete Selected)] をクリックします。

ステップ 4 選択を確定するには、[OK] をクリックします。

追加情報

「関連項目」（P.19-22）を参照してください。

デバイス モビリティ情報の検索

ネットワーク上には複数のデバイス モビリティ情報レコードが存在する場合があります。Cisco 
Unified Communications Manager では、特定の条件に基づいて、特定のデバイス モビリティ情報を検

索できます。デバイス モビリティ情報を検索するには、次の手順を実行します。

（注） ブラウザ セッションでの作業中は、Cisco Unified Communications Manager の管理ページでデバイス 
モビリティ情報の検索プリファレンスが保持されます。他のメニュー項目に移動してこのメニュー項目

に戻った場合でも、検索を変更するかブラウザを閉じない限り、デバイス モビリティ情報の検索プリ

ファレンスは Cisco Unified Communications Manager の管理ページで保持されています。

表 19-5 デバイス モビリティ グループの設定項目 

フィールド 説明

[デバイスモビリティグループ情報 (Device Mobility Group Information)]

[名前 (Name)] デバイス モビリティ グループを識別する名前を入力します。

[説明 (Description)] プロファイルの説明を入力します。説明には、任意の言語で最大 50 文字を

指定できますが、二重引用符（"）、パーセント記号（%）、アンパサンド

（&）、および山カッコ（<>）は使用できません。
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手順

ステップ 1 [システム (System)] > [デバイスモビリティ (Device Mobility)] > [デバイスモビリティ情報 (Device 
Mobility Info)] を選択します。

[ デバイスモビリティ情報の検索と一覧表示 (Find and List Device Mobility Infos)] ウィンドウが表示さ

れます。ウィンドウには、アクティブな（前の）クエリーのレコードが表示される場合もあります。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空になっていることを確認

し、「ステップ 3」 に進みます。

特定のレコードをフィルタリングまたは検索するには、次の操作を実行します。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスで、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスで、検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索文字を入力します。

（注） 別の検索条件を追加するには、[+] ボタンをクリックします。条件を追加した場合は、指定し

たすべての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、[-] ボタンをクリッ

クして、最後に追加された条件を削除するか、または [フィルタのクリア (Clear Filter)] ボタン

をクリックして、追加されたすべての検索条件を削除します。

ステップ 3 [検索 (Find)] をクリックします。

条件に一致するレコードがすべて表示されます。[ ページあたりの行数 (Rows per Page)] ドロップダウ

ン リスト ボックスで別の値を選択すると、各ページに表示される項目数を変更できます。

（注） 適切なレコードの横にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削除 (Delete 
Selected)] をクリックすると、データベースから複数のレコードを削除できます。[すべてを選

択 (Select All)] をクリックして [選択項目の削除 (Delete Selected)] をクリックすると、この選

択対象として設定可能なすべてのレコードを削除できます。

ステップ 4 表示されたレコード リストから、目的のレコードのリンクをクリックします。

（注） ソート順を逆にするには、リストのヘッダーにある上矢印または下矢印をクリックします（使

用可能な場合）。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

「関連項目」（P.19-22）を参照してください。
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デバイス モビリティ情報の設定

デバイス モビリティ情報を追加するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [システム (System)] > [デバイスモビリティ (Device Mobility)] > [デバイスモビリティ情報 (Device 
Mobility Info)] を選択します。

[ デバイスモビリティ情報の検索と一覧表示 (Find and List Device Mobility Infos)] ウィンドウが表示さ

れます。

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

 • 既存のデバイス モビリティ情報をコピーするには、「デバイス モビリティ情報の検索」（P.19-18）
の説明に従って対象のデバイス モビリティ情報を検索し、コピーするデバイス モビリティ情報の

横にある [ コピー (Copy)] ボタンをクリックし、「ステップ 3」 に進みます。

 • 新しいデバイス モビリティ情報を追加するには、[ 新規追加 (Add New)] ボタンをクリックし、「ス

テップ 3」 に進みます。

 • 既存のデバイス モビリティ情報を更新するには、「デバイス モビリティ情報の検索」（P.19-18）の

説明に従って対象のデバイス モビリティ情報を検索し、「ステップ 3」 に進みます。

ステップ 3 適切なフィールドに値を入力します（表 19-5 を参照）。

ステップ 4 デバイス モビリティ情報をデータベースに保存するには、[保存 (Save)] をクリックします。

追加情報

「関連項目」（P.19-22）を参照してください。

デバイス モビリティ情報の設定項目

[デバイスモビリティ情報の設定 (Device Mobility Info Configuration)] ウィンドウでは、デバイス モビ

リティ用に使用するサブネットとデバイス プールを指定します。電話機が Cisco Unified 
Communications Manager に登録されると、デバイスの IP アドレスが、[デバイスモビリティ情報の設

定 (Device Mobility Info Configuration)] ウィンドウでデバイス モビリティ用に設定されたサブネット

と比較されます。IP サブネット マスク内で一致するビット数が最大のものが、最適な一致と見なされ

ます（最長一致規則）。たとえば、IP アドレス 9.9.8.2 は、サブネット 9.9.0.0/16 ではなくサブネット 
9.9.8.0/24 と一致します。

電話レコード内のデバイス プールが、対応するサブネットのデバイス プールと一致する場合、システ

ムは、電話機がそのホーム ロケーションにあると見なします。その結果、電話機にはそのホーム デバ

イス プールのパラメータが保持されます。

電話レコード内のデバイス プールが、対応するサブネットのデバイス プールと一致しない場合、シス

テムは、電話機が移動中であると見なします。表 19-2 に、デバイス モビリティの考えられるシナリオ

と、システムの応答を示します。
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表 19-5 に、デバイス モビリティ情報の設定項目を示します。関連する手順については、「関連項目」

（P.19-22）を参照してください。

デバイス モビリティ情報の削除

デバイスで使用中のデバイス モビリティ情報を削除すると、「デバイス モビリティ」（P.19-1）の章の

説明に従って、Cisco Unified Communications Manager で適切なデバイス モビリティ規則が再適用さ

れます。

デバイス モビリティ情報レコードを削除するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 削除するデバイス モビリティ情報を検索するには、「デバイス モビリティ情報の検索」（P.19-18）の手

順に従います。

ステップ 2 削除するデバイス モビリティ レコードの横にあるチェックボックスをオンにします。ウィンドウ内のす

べてのレコードを選択するには、一致レコードのタイトルバーにあるチェックボックスをオンにします。

ステップ 3 [選択項目の削除 (Delete Selected)] をクリックします。

表 19-6 デバイス モビリティ情報の設定項目 

フィールド 説明

[デバイスモビリティ情報 (Device Mobility Info Information)]

[名前 (Name)] デバイス モビリティ情報レコードを識別する名前を入力します。

[サブネット (Subnet)] デバイス モビリティのサブネットをドット付き 10 進数形式（たとえば、

xxx.xxx.xxx.xxx）で入力します。

[サブネットマスク

（ビットサイズ）
*(Subnet Mask (bits 
size)*)]

デバイス モビリティのサブネット マスクを入力します。この値は、ビット 
マスクに基づいて、対象のサブネットに含まれる IP アドレスの数値を表しま

す。たとえば、24 は、標準クラス C のサブネット ビット マスクを表します。

この値は電話機のサブネット マスクと一致する必要はありません。

[このデバイスモビリティのデバイスプールの情報 (Device Pools for This Device Mobility Info)]

[使用可能なデバイス

プール (Available 
Device Pools)]

[使用可能なデバイスプール (Available Device Pools)] リスト ボックスでデ

バイス プールを選択し、2 つのリスト ボックスの間にある下矢印ボタンを

クリックします。

リスト内の連続する複数のデバイス プールを追加するには、範囲の最初の

デバイス プールをクリックし、Shift キーを押しながら範囲の最後のデバイ

ス プールをクリックします。2 つのリスト ボックスの間にある下矢印ボタ

ンをクリックして、デバイス プールを追加します。

リスト内の連続しない複数のデバイス プールを追加するには、Control
（Ctrl）キーを押しながらデバイス プールをクリックします。2 つのリスト 
ボックスの間にある下矢印ボタンをクリックして、選択したデバイス プー

ルを追加します。

[選択されたデバイス

プール(Selected Device 
Pools)]

デバイス モビリティ レコードから削除する任意のデバイス プールを選択

し、ダブルクリックするか、上矢印を使用して、デバイス プールを [使用

可能なデバイスプール (Available Device Pools)] フィールドに戻します。
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ステップ 4 選択を確定するには、[OK] をクリックします。

追加情報

「関連項目」（P.19-22）を参照してください。

デバイス モビリティ用のデバイス プールの設定

デバイスがデバイス モビリティ グループ内を移動した場合、またはデバイス モビリティ グループ外に

移動した場合、[デバイスプール設定 (Device Pool Configuration)] ウィンドウのローミング依存設定が

デバイスレベルの設定よりも優先されます。[日時グループ (Date/Time Group)]、[リージョン

(Region)]、[メディアリソースグループリスト (Media Resource Group List)]、[ロケーション

(Location)]、[ネットワークロケール (Network Locale)]、[SRST参照先 (SRST Reference)]、[物理ロ

ケーション (Physical Location)]、[デバイスモビリティグループ (Device Mobility Group)] などの設定

が該当します。これらの設定は、コール アドミッション制御と音声コーデックの選択に使用されます。

また、これらの設定により Media Resource Group List（MRGL; メディア リソース グループ リスト）

が更新されるため、保留音、会議、トランスコーディングなどに適切なリモート メディア リソースが

使用されるようになります。Survivable Remote Site Telephony（SRST）ゲートウェイもローミング依

存設定によって更新されます。モバイル ユーザは、移動中に別の SRST ゲートウェイに登録されます。

移動中の電話機が SRST モードになっている場合、この登録処理はダイヤル動作に影響する可能性が

あります。

[デバイスプール設定 (Device Pool Configuration)] ウィンドウのデバイス モビリティ関連のパラメータ

がデバイスレベルの設定よりも優先されるのは、デバイスがデバイス モビリティ グループ内を移動中

の場合だけです。コーリング サーチ スペースによってダイヤル可能なパターンまたは到達可能なデバ

イスが決定されるため、デバイス モビリティ関連の設定はダイヤル プランに影響します。

デバイス プール パラメータを設定する場合は、『Cisco Unified Communications Manager アドミニス
トレーション ガイド』の「デバイス プールの設定」を参照してください。

ローミング用デバイス プール パラメータの表示
ローミング用デバイス プールの設定を表示するには、電話機でデバイス モビリティ モードが有効に

なっている状態で、[電話の設定 (Phone Configuration)] ウィンドウの [デバイスモビリティモード

(Device Mobility Mode)] フィールドの横にある [現在のデバイスモビリティ設定の表示 (View Current 
Device Mobility Settings)] をクリックします。デバイスが移動中でない場合は、ホーム ロケーション

の設定が表示されます。

関連項目
 • 「デバイス モビリティの設定チェックリスト」（P.19-2）

 • 「デバイス モビリティの概要」（P.19-3）

 • 「デバイス モビリティの動作について」（P.19-4）

 • 「デバイス モビリティの動作の概要」（P.19-5）

 • 「デバイス モビリティ グループの動作の概要」（P.19-6）

 • 「ネットワークの検討事項」（P.19-8）
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 • 「インタラクションおよび制限事項」（P.19-9）

 • 「システム要件」（P.19-9）

 • 「デバイス モビリティのインストール」（P.19-10）

 • 「デバイス モビリティの設定」（P.19-10）

 • 「ローミング用デバイス プール パラメータの表示」（P.19-22）

 • 「発信側の正規化」（P.8-1）

 • 「インターネット プロトコル バージョン 6（IPv6）」（P.28-1）

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「デバイス プール

の設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「サービス パラ

メータの設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「共通デバイス設

定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「ロケーションの設

定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「Cisco Unified IP 
Phone の設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「Survivable 
Remote Site Telephony の設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「自動代替ルーティ

ングのグループ設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「日時グループの設

定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「リージョンの設

定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「コーリング サー

チ スペースの設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「メディア リソー

ス グループの設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「コール アドミッション制御」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「システム レベルのコンフィギュ

レーション設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「Cisco TFTP」

参考資料

 • 『Cisco Unified Communications Solution Reference Network Design (SRND)』

 • 『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』

 • 『Troubleshooting Guide for Cisco Unified Communications Manager』
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Do Not Disturb（DND; サイレント）機能は、次のオプションを提供します。

 • [コール拒否 (Call Reject)]：このオプションでは、着信コールに関する情報がユーザに何も表示さ

れないように設定します。[DND着信呼警告 (DND Incoming Call Alert)] パラメータをどのように

設定するかに応じて、電話機はビープ音を再生するか、またはコールを点滅で表示するようになり

ます。

 • [呼出音オフ (Ringer Off)]：このオプションでは、呼び出し音はオフになりますが、着信コールの

情報がデバイスに表示されるため、ユーザはコールを受信することが可能です。

ユーザは、Cisco Unified IP Phone または Cisco Unified CM のユーザ オプションから直接 DND を設

定できます。

この章では、サイレントに関する次の情報を提供します。

 • 「サイレント機能の設定チェックリスト」（P.20-1）

 • 「サイレント機能の概要」（P.20-2）

 • 「サイレントのアーキテクチャの概要」（P.20-3）

 • 「サイレント機能のシステム要件」（P.20-3）

 • 「インタラクションおよび制限事項」（P.20-4）

 • 「サイレント機能のインストールとアクティブ化」（P.20-7）

 • 「サイレント機能の設定」（P.20-7）

 • 「サイレント機能の使用方法」（P.20-12）

 • 「サイレント機能のトラブルシューティング」（P.20-16）

 • 「関連項目」（P.20-18）

サイレント機能の設定チェックリスト
サイレント（DND）機能は、次のオプションを提供します。

 • [コール拒否 (Call Reject)]：このオプションでは、着信コールに関する情報がユーザに何も表示さ

れないように設定します。[DND着信呼警告 (DND Incoming Call Alert)] パラメータをどのように

設定するかに応じて、電話機はビープ音を再生するか、またはコールを点滅で表示するようになり

ます。

 • [呼出音オフ (Ringer Off)]：このオプションでは、呼び出し音はオフになりますが、着信コールの

情報がデバイスに表示されるため、ユーザはコールを受信することが可能です。
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DND が有効の場合、通常優先順位の新しい着信コールはすべて、デバイスの DND 設定に従います。

Cisco Emergency Responder（CER）コールや Multi-Level Precedence & Preemption（MLPP）を使用

したコールなど、高優先順位のコールが着信した場合は、デバイスで呼び出し音が鳴ります。また、

DND を有効にすると、自動応答機能が無効になります。

表 20-1 に、サイレント機能を設定する際のチェックリストを示します。サイレント機能の詳細につい

ては、「サイレント機能の概要」（P.20-2）および 「関連項目」（P.20-18）を参照してください。

サイレント機能の概要
DND が有効の場合、通常優先順位の新しい着信コールはすべて、デバイスの DND 設定に従います。

Cisco Emergency Responder（CER）コールや Multi-Level Precedence & Preemption（MLPP）を使用

したコールなど、高優先順位のコールが着信した場合は、デバイスで呼び出し音が鳴ります。また、

DND を有効にすると、自動応答機能が無効になります。

ユーザは、次のいずれかの方法で、DND の有効と無効を切り替えることができます。

 • ソフトキー

 • 機能回線キー

 • Cisco Unified CM のユーザ オプションのウィンドウ

また、Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、電話機ごとに DND の有効と無効を切

り替えることもできます。

DND を有効にすると、Cisco Unified IP Phone に「サイレントはアクティブです」と表示されます。

また、DND がアクティブになると、DND 回線ボタン アイコンが中空の円になり、ランプがオレンジ

色に点灯します。

着信呼警告の設定

DND の [呼出音オフ (Ringer Off)] または [コール拒否 (Call Reject)] が有効の場合、着信呼警告がユー

ザにどのように表示されるかは、[DND着信呼警告 (DND Incoming Call Alert)] の設定によって決まり

ます。次のリストに、利用可能なオプションを示します。

 • [なし (None)]：このオプションを指定すると、[共通の電話プロファイル (Common Phone 
Profile)] ウィンドウの [DND着信呼警告 (DND Incoming Call Alert)] 設定がこのデバイスで使用さ

れるようになります。

表 20-1 サイレントの設定チェックリスト 

設定手順 関連手順と関連項目

ステップ 1 DND のサービス パラメータを設定します。 「サイレントのサービス パラメータの設定」（P.20-7）

ステップ 2 DND のソフトキーを設定します。 「DND のソフトキーの設定」（P.20-8）

ステップ 3 DND の機能回線キーを設定します。 「DND の機能キーの設定」（P.20-8）

ステップ 4 デバイスベースの DND パラメータを設定します。 「DND に関するデバイス パラメータの設定」

（P.20-9）

ステップ 5 電話プロファイルを設定します。 「共通の電話プロファイルへの DND の追加」

（P.20-11）
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 • [無効 (Disable)]：このオプションは、コールについてのビープ音と点滅による通知を両方とも無

効にします。ただし、DND のオプションが [呼出音オフ (Ringer Off)] の場合、着信コールの情報

は表示されます。DND のオプションが [コール拒否 (Call Reject)] の場合、警告は何も表示され

ず、デバイスには何の情報も送られません。

 • [ビープ音のみ (Beep Only)]：このオプションの場合、コールが着信すると、電話機ではビープ音

だけが再生されます。

 • [フラッシュのみ (Flash Only)]：このオプションの場合、コールが着信すると、電話機では点滅に

よる警告が表示されます。

[DND着信呼警告 (DND Incoming Call Alert)] は、デバイスごとに設定できます。また、グループごと

に設定する場合は、[共通の電話プロファイル (Common Phone Profile)] ウィンドウで設定することも

できます。デバイス レベルで設定しない場合は、[共通の電話プロファイル (Common Phone Profile)] 
の設定が使用されます。

サイレントのアーキテクチャの概要
この項では、SIP デバイスと SCCP デバイスの両方を対象に、DND のアーキテクチャの概要について

説明します。次のトピックについて取り上げます。

 • 「SIP デバイスの DND ステータス通知」（P.20-3）

 • 「SCCP デバイスの DND ステータス通知」（P.20-3）

SIP デバイスの DND ステータス通知

Cisco Unified Communications Manager は、SIP デバイスまたは Cisco Unified Communications 
Manager デバイスが開始するサイレントをサポートしています。DND ステータスの変更信号が SIP デ
バイスから Cisco Unified Communications Manager に送信されるときは、SIP PUBLISH メソッド

（RFC3909）が使用されます。DND ステータスの変更信号が Cisco Unified Communications Manager 
から SIP デバイスに送信されるときは、dndupdate Remote-cc REFER 要求が使用されます。また、 
Cisco Unified Communications Manager では、デバイスのサイレント ステータスを、デバイスのビ

ジー ステータスおよびアイドル ステータスと一緒に発行することもできます。

SCCP デバイスの DND ステータス通知

Cisco Skinny Client Control Protocol（SCCP）は、SCCP デバイスまたは Cisco Unified 
Communications Manager デバイスが開始するサイレント要求をサポートしています。DND ステータ

スの変更信号が SCCP デバイスから Cisco Unified Communications Manager に送信されるときは、

SCCP メッセージが使用されます。

サイレント機能のシステム要件
次の項では、サイレントのソフトウェア要件とハードウェア要件について説明します。

 • 「ソフトウェア要件」（P.20-4）

 • 「ハードウェア要件」（P.20-4）
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ソフトウェア要件

サイレント機能が動作するには、次のソフトウェア コンポーネントが必要です。

 • Cisco Unified Communications Manager リリース 7.0(1) 以降

ハードウェア要件

次の Cisco Unified IP Phone は、サイレント機能をサポートしています。

 • SCCP および SIP を実行する Cisco Unified IP Phone：7906G、7911G、7931G、7941G-GE、
7942G、7945G、7961G-GE、7962G、7965G、7970G、7971G-GE、7975

 • SCCP を実行する Cisco Unified IP Phone：7940、7960

（注） SIP を実行している Cisco Unified IP Phone 7940 および 7960 は、サイレントに関する独自の下位互換

性を実装しています。この設定は、[SIPプロファイル (SIP Profile)] ウィンドウで行います。

インタラクションおよび制限事項
インタラクションおよび制限事項については、次の各項を参照してください。

 • 「インタラクション」（P.20-4）

 • 「制限事項」（P.20-6）

インタラクション

次の各項では、サイレント機能が Cisco Unified Communications Manager のアプリケーションおよび

コール処理とどのように通信するかを説明します。

 • 「不在転送」（P.20-4）

 • 「パーク復帰」（P.20-5）

 • 「ピックアップ」（P.20-5）

 • 「保留復帰とインターコム」（P.20-5）

 • 「MLPP と CER」（P.20-5）

 • 「折返し」（P.20-5）

 • 「ピックアップ通知」（P.20-6）

 • 「ハント リスト」（P.20-6）

 • 「エクステンション モビリティ」（P.20-6）

不在転送

Cisco Unified IP Phone では、サイレント（DND）機能がアクティブであることを示すテキスト メッ

セージの方が、新しいボイスメール メッセージが存在することを示すテキスト メッセージよりも優先

されます。これにより、ユーザは DND がアクティブになったことを把握できます。ただし、不在転送

機能がアクティブであることを示すテキスト メッセージは DND よりも優先されます。
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パーク復帰

ローカルでパークされたコールについては、DND（両方のオプション）よりもパーク復帰が優先され

ます。DND が有効になっている電話機 A がコールをパークしている場合、電話機 A に対するパーク復

帰は通常どおりに処理され、電話機 A で呼び出し音が鳴ります。

リモートでパークされたコールについては、パーク復帰よりも DND が優先されます。

 • DND の [呼出音オフ (Ringer Off)] がアクティブになっている電話機 A が電話機 A' と回線を共有

している場合、電話機 A' がコールをパークしているときは、電話機 A でパーク復帰が行われて

も、呼び出し音は鳴りません。この場合は、DND 設定に従います。

 • 電話機 A が DND の [コール拒否 (Call Reject)] をアクティブにしている場合、パーク復帰コールは

電話機 A に表示されません。

ピックアップ

ローカルで開始されたピックアップ要求については、DND（両方のオプション）よりもピックアップ

が優先されます。DND が有効になっている電話機 A が何らかのピックアップを開始した場合、ピック

アップ コールは通常どおりに表示され、電話機 A で呼び出し音が鳴ります。

リモートで開始されたピックアップ要求については、ピックアップよりも DND が優先されます。

 • DND の [呼出音オフ (Ringer Off)] がアクティブになっている電話機 A が電話機 A' と回線を共有

している場合、電話機 A' がピックアップを開始したときは、電話機 A に対するピックアップ コー

ルによって呼び出し音が鳴ることはありません。この場合は、DND 設定に従います。

 • 電話機 A が DND の [コール拒否 (Call Reject)] モードにある場合、ピックアップ コールは電話機 
A に表示されません。

保留復帰とインターコム

保留復帰とインターコムは、DND（両方のオプション）よりも優先されます。したがって、コールは

通常どおりに表示されます。

MLPP と CER

MLPP（SCCP を実行している電話機）および CER コールは、DND（両方のオプション）よりも優先

されます。MLPP コールと CER コールは通常どおりに表示され、電話機で呼び出し音が鳴ります。

折返し

発信側に関しては、折返しは DND よりも優先されます。アクティブなデバイスが DND モード（両方

のオプション）にある場合でも、折返し通知（音声と表示の両方）はユーザに表示されます。

受信側に関しては、折返しよりも DND が優先されます。

 • 受信側が DND の [呼出音オフ (Ringer Off)] モードにある場合、受信側がオフフックにしてからオ

ンフックにした後に、折返しを使用可能とする画面が送信されます。

 • 受信側が DND の [コール拒否 (Call Reject)] モードにあって使用可能である（オフフック後にオン

フックになっている）とき、アクティブなデバイスが同じクラスタにある場合、そのアクティブな

デバイスに対して「<DirectoryNumber> は使用可能になりましたが、DND-R にあります。」とい

う新しい画面が送信されます。折返し通知は、受信側が DND の [コール拒否 (Call Reject)] を無効

にした後でのみ送信されます。
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ピックアップ通知

DND のオプションが [呼出音オフ (Ringer Off)] の場合、ビジュアル通知だけがデバイスに表示されま

す。

DND のオプションが [コール拒否 (Call Reject)] の場合、デバイスに通知は表示されません。

ハント リスト 

ハント リスト内のデバイスが DND の [呼出音オフ (Ringer Off)] をアクティブにしている場合でも、そ

のハント リストにコールが発信されると、そのコールはユーザに表示されます。ただし、[DND着信

呼警告 (DND Incoming Call Alert)] を設定した場合は、この設定が適用されます。

ハント リスト内のデバイスが DND の [コール拒否 (Call Reject)] をアクティブにしている場合、その

ハント リストに発信されたコールは次のメンバに送られ、このデバイスには送信されません。

エクステンション モビリティ

エクステンション モビリティでは、デバイス プロファイルの設定には、[DND着信呼警告 (DND 
Incoming Call Alert)] と DND ステータスが含まれます。ユーザがログインし、DND を有効にすると、

[DND着信呼警告 (DND Incoming Call Alert)] と DND ステータスの設定が保存されます。これらの設

定は、ユーザが再度ログインしたときに使用されます。

（注） エクステンション モビリティにログインしているユーザが [DND着信呼警告 (DND Incoming Call 
Alert)] と DND ステータスの設定を変更しても、実際のデバイス設定には影響しません。

制限事項

使用中の電話機またはデバイスのタイプに応じて、DND の使用は一部制限されます。

 • SCCP または SIP のいずれかを実行している電話機モデルおよびデバイスのうち、次のものは両方

の DND オプションをサポートします。

 – Cisco Unified IP Phone 7906G

 – Cisco Unified IP Phone 7911G

 – Cisco Unified IP Phone 拡張モジュール 7914

 – Cisco Unified IP Phone 7931G

 – Cisco Unified IP Phone 7941G および 7941G-GE

 – Cisco Unified IP Phone 7942G

 – Cisco Unified IP Phone 7945G

 – Cisco Unified IP Phone 7961G および 7961G-GE

 – Cisco Unified IP Phone 7962G

 – Cisco Unified IP Phone 7965G

 – Cisco Unified IP Phone 7970G

 – Cisco Unified IP Phone 7971G および 7971G-GE

 – Cisco Unified IP Phone 7975G
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 • SCCP を実行している電話機モデルおよびデバイスのうち、次のものは DND の [呼出音オフ

(Ringer Off)] オプションだけをサポートします。

 – Cisco Unified IP Phone 7940

 – Cisco Unified IP Phone 7960

 – Cisco IP Communicator

（注） SIP を実行する Cisco Unified IP Phone 7940 および 7960 は、サイレントに関する独自の

下位互換性を実装しています。

 • 次の電話機モデルおよびデバイスは、DND の [コール拒否 (Call Reject)] オプションだけをサポー

トします。

 – モバイル デバイス（デュアル モード）

 – リモート接続先プロファイル

 – Cisco Unified Mobile Communicator

サイレント機能のインストールとアクティブ化
サイレントは、Cisco Unified Communications Manager ソフトウェアに標準で搭載されているシステ

ム機能です。この機能は、特にインストールする必要はありません。

サイレント機能の設定
この項では、サイレント機能の設定手順について説明します。

 • 「サイレントのサービス パラメータの設定」（P.20-7）

 • 「DND のソフトキーの設定」（P.20-8）

 • 「DND の機能キーの設定」（P.20-8）

 • 「DND に関するデバイス パラメータの設定」（P.20-9）

 • 「共通の電話プロファイルへの DND の追加」（P.20-11）

ヒント サイレント機能を設定する前に、「サイレント機能の設定チェックリスト」（P.20-1）を参照してくださ

い。

サイレントのサービス パラメータの設定

Cisco Unified Communications Manager には、サイレントに関するシステム全体のサービス パラメー

タである BLF Status Depicts DND が用意されています。このパラメータは、BLF（Busy Lamp Field）
ステータスの計算において DND ステータスを考慮するかどうかを指定します。パラメータは [True] ま
たは [False] に設定できます。

 • BLF Status Depicts DND に [True] を指定し、DND がデバイスでアクティブになった場合は、デバ

イスの BLF ステータス インジケータまたはライン アピアランスに DND の状態が反映されます。
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 • BLF Status Depicts DND に [False] を指定し、DND がデバイスでアクティブになった場合は、デ

バイスの BLF ステータス インジケータまたはライン アピアランスに実際のデバイス状態が反映さ

れます。

BLF Status Depicts DND をクラスタに対して有効または無効にした場合、クラスタの設定は、DND を
サポートするクラスタ内の電話機すべてに適用されます。

（注） このサービス パラメータを設定するには、[システム (System)] > [サービスパラメータ (Service 
Parameters)] に移動し、設定するサーバの [Cisco CallManager] サービスを選択します。[Clusterwide 
Parameters (System - Presence)] ペインで、[BLF Status Depicts DND] に目的の状態を指定します。

DND のソフトキーの設定

デフォルトのソフトキー テンプレートでは、DND のソフトキーは使用可能になりません。DND のソ

フトキーを追加するには、[デバイス (Device)] > [デバイスの設定 (Device Settings)] > [ソフトキーテ

ンプレート (Softkey Template)] に移動し、[ソフトキーテンプレートの設定 (Softkey Template 
Configuration)] ウィンドウでソフトキー テンプレートにソフトキーを追加し、テンプレートをデバイ

スに関連付けます。

DND のソフトキーは次の状態で使用可能になることに注意してください。

 • 接続時

 • 接続時（会議打診）

 • 接続時（転送打診）

 • オフフック

 • オフフック（機能使用時）

 • 保留

 • リモートで使用中

 • オンフック

 • 呼び出し

 • リングアウト

 • 先頭桁入力後

DND の機能キーの設定

DND の機能キーを設定するには、[デバイス (Device)] > [デバイスの設定 (Device Settings)] > [電話ボ

タンテンプレート (Phone Button Template)] に移動し、[電話ボタンテンプレートの設定 (Phone Button 
Template Configuration)] ウィンドウで [Do Not Disturb] を追加します。
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DND に関するデバイス パラメータの設定

DND を特定の Cisco Unified IP Phone に対して設定するには、[デバイス (Device)] > [電話 (Phone)] に
移動し、設定する電話機を選択します。[電話の設定 (Phone Configuration)] ウィンドウの [サイレント

(Do Not Disturb)] ペインで、表 20-2 に示されているパラメータを設定します。

表 20-2 DND のデバイス パラメータ 

フィールド 説明

[サイレント (Do Not Disturb)] 電話機でサイレントを有効にするには、このチェックボックス

をオンにします。

[DNDオプション (DND Option)] 電話機で DND を有効にした場合、DND 機能が着信コールをど

のように処理するかをこのパラメータで指定できます。

 • [コール拒否 (Call Reject)]：このオプションでは、着信コー

ルに関する情報がユーザに何も表示されないように設定し

ます。[DND着信呼警告 (DND Incoming Call Alert)] パラ

メータをどのように設定するかに応じて、電話機はビープ

音を再生するか、またはコールを点滅で表示するようにな

ります。

 • [呼出音オフ (Ringer Off)]：このオプションでは、呼び出し

音はオフになりますが、着信コールの情報がデバイスに表

示されるため、ユーザはコールを受信することが可能です。

 • [共通の電話プロファイル設定を使用 (Use Common Phone 
Profile Setting)]：このオプションを指定すると、[共通の電

話プロファイル (Common Phone Profile)] ウィンドウの 
[DNDオプション (DND Option)] 設定がこのデバイスで使

用されるようになります。

（注） SCCP を実行している 7940 および 7960 電話機の場合

は、[呼出音オフ (Ringer Off)] オプションだけを選択で

きます。モバイル デバイスおよびデュアル モード フォ

ンの場合は、[コール拒否 (Call Reject)] オプションだけ

を選択できます。モバイル デバイスまたはデュアル 
モード フォンで DND の [コール拒否 (Call Reject)] をア

クティブにしている場合、デバイスにはコール情報は何

も表示されません。
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[DND着信呼警告 (DND Incoming 
Call Alert)]

このパラメータは、DND の [呼出音オフ (Ringer Off)] オプショ

ンまたは [コール拒否 (Call Reject)] オプションを有効にした場

合に、電話機でコールがどのように表示されるかを指定します。

ドロップダウン リストから、次のいずれかのオプションを選択

します。

 • [なし (None)]：このオプションを指定すると、[共通の電話

プロファイル (Common Phone Profile)] ウィンドウの [DND
着信呼警告 (DND Incoming Call Alert)] 設定がこのデバイス

で使用されるようになります。

 • [無効 (Disable)]：このオプションは、コールについての

ビープ音と点滅による通知を両方とも無効にします。ただ

し、DND のオプションが [呼出音オフ (Ringer Off)] の場

合、着信コールの情報は表示されます。DND のオプション

が [コール拒否 (Call Reject)] の場合、警告は何も表示され

ず、デバイスには何の情報も送られません。

 • [ビープ音のみ (Beep Only)]：このオプションの場合、コー

ルが着信すると、電話機ではビープ音だけが再生されます。

 • [フラッシュのみ (Flash Only)]：このオプションの場合、

コールが着信すると、電話機では点滅による警告が表示さ

れます。

表 20-2 DND のデバイス パラメータ （続き）

フィールド 説明
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共通の電話プロファイルへの DND の追加

DND を共通の電話プロファイルに追加するには、[デバイス (Device)] > [デバイスの設定 (Device 
Settings)] > [共通の電話プロファイル (Common Phone Profile)] に移動し、変更する電話プロファイル

を選択します。[共通の電話プロファイルの設定 (Common Phone Profile Configuration)] ウィンドウ

で、表 20-3 に示されている DND のパラメータを設定します。

表 20-3 共通の電話プロファイルにおける DND のパラメータ 

フィールド 説明

[DNDオプション (DND Option)] 電話機で DND を有効にした場合、DND 機能が着信コールを

どのように処理するかをこのパラメータで指定できます。

 • [コール拒否 (Call Reject)]：このオプションでは、着信

コールに関する情報がユーザに何も表示されないように

設定します。[DND着信呼警告 (DND Incoming Call 
Alert)] パラメータをどのように設定するかに応じて、電

話機はビープ音を再生するか、またはコールを点滅で表

示するようになります。

 • [呼出音オフ (Ringer Off)]：このオプションでは、呼び出し

音はオフになりますが、着信コールの情報がデバイスに表

示されるため、ユーザはコールを受信することが可能です。

（注） モバイル デバイスおよびデュアル モード フォンの場

合は、[コール拒否 (Call Reject)] オプションだけを選

択できます。モバイル デバイスまたはデュアル モー

ド フォンで DND の [コール拒否 (Call Reject)] をア

クティブにしている場合、デバイスにはコール情報は

何も表示されません。

[DND着信呼警告 (DND Incoming 
Call Alert)]

このパラメータは、DND の [呼出音オフ (Ringer Off)] オプ

ションまたは [コール拒否 (Call Reject)] オプションを有効に

した場合に、電話機でコールがどのように表示されるかを指

定します。

ドロップダウン リストから、次のいずれかのオプションを選

択します。

 • [なし (None)]：このオプションを指定すると、[共通の

電話プロファイル (Common Phone Profile)] ウィンドウ

の [DND着信呼警告 (DND Incoming Call Alert)] 設定が

このデバイスで使用されるようになります。

 • [無効 (Disable)]：このオプションは、コールについての

ビープ音と点滅による通知を両方とも無効にします。た

だし、DND のオプションが [呼出音オフ (Ringer Off)] の
場合、着信コールの情報は表示されます。DND のオプ

ションが [コール拒否 (Call Reject)] の場合、警告は何も

表示されず、デバイスには何の情報も送られません。

 • [ビープ音のみ (Beep Only)]：このオプションの場合、

コールが着信すると、電話機ではビープ音だけが再生さ

れます。

 • [フラッシュのみ (Flash Only)]：このオプションの場合、

コールが着信すると、電話機では点滅による警告が表示

されます。
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サイレント機能の使用方法
この項では、サイレントの使用手順や、サイレントに関するさまざまなコール シナリオでの使用例に

ついて説明します。

 • 「サイレント機能の使用方法」（P.20-12）

 • 「サイレントの使用例」（P.20-12）

サイレント機能の使用方法

サイレントは、次のいずれかの方法でアクティブにすることができます。

 • ソフトキー

 • 機能回線キー

 • Cisco Unified CM のユーザ オプションのウィンドウ

DND をアクティブにすると、電話機のステータス行に「サイレントはアクティブです」と表示されま

す。次に、DND 回線ボタン アイコンが中空の円になり、ランプがオレンジ色に点灯します。

DND をアクティブにしても、電話機で着信コールの通知を受信することができます。この動作は、

Cisco Unified Communications Manager の管理ページにある [DND着信呼警告 (DND Incoming Call 
Alert)] で指定されたとおりに行われます。ただし、高優先順位のコール（Cisco Emergency Responder 
コールや MLPP コールなど）が着信した場合を除き、電話機で呼び出し音が鳴ることはありません。

また、電話機で呼び出し音が鳴っているときに DND を有効にすると、呼び出し音は停止します。

サイレントの使用例

この項では、DND の [呼出音オフ (Ringer Off)] オプションおよび [コール拒否 (Call Reject)] オプショ

ンの両方に関して、サイレント機能が有効になっている電話機でコールがどのように表示されるかにつ

いての例を示します。

 • 「DND の呼出音オフ オプション」（P.20-12）

 • 「DND のコール拒否オプション」（P.20-15）

DND の呼出音オフ オプション

次の例では、DND の [呼出音オフ (Ringer Off)] オプションを使用します。

非シェアドラインで DND の [呼出音オフ (Ringer Off)] が有効になっている場合の通常優先順位の
コール

図 20-1 は、非シェアドラインで DND の [呼出音オフ (Ringer Off)] が有効になっている電話機に対し

て通常優先順位のコールを発信する場合の DND に関連する手順を示しています。

1. 電話機 B が DND をアクティブにします。電話機 B に「サイレントはアクティブです」と表示され

ます。

2. 電話機 A が電話機 B にダイヤルします。

3. 電話機 B でビープ音が鳴り、電話機 A が呼び出し音を受信します。
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図 20-1 非シェアドラインで DND の [呼出音オフ (Ringer Off)] が有効になっている場合の通常優先順位のコール

シェアドラインで DND の [呼出音オフ (Ringer Off)] が有効になっている場合の通常優先順位のコー
ル

図 20-2 は、シェアドラインで DND の [呼出音オフ (Ringer Off)] が有効になっている電話機に対して

通常優先順位のコールを発信する場合の DND に関連する手順を示しています。

1. 電話機 B が DND をアクティブにします。電話機 B に「サイレントはアクティブです」と表示され

ます。

2. 電話機 A が電話機 B のシェアドラインにダイヤルします。

3. 電話機 B でビープ音が鳴ります。一方、回線を共有している電話機 B' では通常どおりに呼び出し

音が鳴ります。

4. 電話機 A が呼び出し音を受信します。
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図 20-2 シェアドラインで DND の [呼出音オフ (Ringer Off)] が有効になっている場合の通常優先順位のコール

シェアドラインで DND の [呼出音オフ (Ringer Off)] が有効になっている場合の高優先順位のコール

図 20-3 は、シェアドラインで DND の [呼出音オフ (Ringer Off)] が有効になっている電話機に対して

高優先順位のコールを発信する場合の DND に関連する手順を示しています。

1. 電話機 B が DND をアクティブにします。電話機 B に「サイレントはアクティブです」と表示され

ます。

2. 電話機 A が電話機 B のシェアドラインにダイヤルします。

3. 電話機 B でビープ音が鳴ります。一方、回線を共有している電話機 B' では通常どおりに呼び出し

音が鳴ります。

4. 電話機 A が呼び出し音を受信します。

5. 電話機 B が応答し、コールをパークします。

6. パーク復帰が行われ、電話機 B で通常どおりに呼び出し音が鳴ります。
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図 20-3 シェアドラインで DND の [呼出音オフ (Ringer Off)] が有効になっている場合の高優先順位のコール

非シェアドラインで DND および無応答時転送が有効になっている場合の通常コール

次の手順は、DND と Call Forward No Answer（CFNA; 無応答時転送）の両方がアクティブになって

いる電話機に対して発信するコールのコール フローを示しています。

1. 電話機 B が、電話機 C にコールを転送するように無応答時転送を設定します。

2. 電話機 B が DND をアクティブにします。

3. 電話機 A が電話機 B にコールします。

4. 電話機 B でビープ音が鳴りますが、コールには応答しません。

5. コールが電話機 C に転送され、電話機 C で通常どおりに呼び出し音が鳴ります。

DND のコール拒否オプション

次の例では、DND の [コール拒否 (Call Reject)] オプションを使用します。

非シェアドラインで DND の [コール拒否 (Call Reject)] が有効になっている場合の通常優先順位の
コール

次の手順は、非シェアドラインで [コール拒否 (Call Reject)] が有効になっている場合のコールのコー

ル フローを示しています。

1. 電話機 B は、DND の [コール拒否 (Call Reject)] をアクティブにし、[DND着信呼警告 (DND 
Incoming Call Alert)] を [ビープ音のみ (Beep Only)] に設定しています。

2. 電話機 A が電話機 B にコールします。

3. Cisco Unified Communications Manager は、ユーザが話中という理由でコールを拒否します。

4. 電話機 B はビープ音だけを受信します。
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シェアドラインで DND の [コール拒否 (Call Reject)] が有効になっている場合の通常優先順位のコー
ル

次の手順は、シェアドラインで [コール拒否 (Call Reject)] が有効になっている場合のコールのコール 
フローを示しています。

1. 電話機 B は、DND の [コール拒否 (Call Reject)] をアクティブにし、[DND着信呼警告 (DND 
Incoming Call Alert)] を [ビープ音のみ (Beep Only)] に設定しています。

2. 電話機 A が電話機 B にコールします。

3. Cisco Unified Communications Manager は、ユーザが話中という理由でコールを拒否します。

4. 電話機 B はビープ音だけを受信します。

5. DND モードにない電話機 B' で通常どおりに呼び出し音が鳴ります。

シェアドラインで DND の [コール拒否 (Call Reject)] が有効になっている場合の高優先順位のコール

次の手順は、シェアドラインで DND の [コール拒否 (Call Reject)] が有効になっている場合の高優先順

位コールのコール フローを示しています。

1. 電話機 A は、DND の [コール拒否 (Call Reject)] をアクティブにし、[DND着信呼警告 (DND 
Incoming Call Alert)] を [ビープ音のみ (Beep Only)] に設定しています。

2. 電話機 A が電話機 B にコールします。

3. Cisco Unified Communications Manager が電話機 B にコールを送達します。

4. 電話機 B がコールに応答します。

5. 電話機 A がコールをパークします。

6. DND モードにない電話機 A' で通常どおりに呼び出し音が鳴ります。

7. パーク復帰が行われ、電話機 A で通常どおりに呼び出し音が鳴ります。

サイレント機能のトラブルシューティング
この項では、SIP および SCCP の両方の Cisco Unified IP Phone に関するトラブルシューティングにつ

いて説明します。

 • 「基本的な DND に関するトラブルシューティング」（P.20-16）

 • 「SIP を実行している電話機のトラブルシューティング」（P.20-17）

 • 「SCCP を実行している電話機のトラブルシューティング」（P.20-17）

 • 「DND のエラーに関するトラブルシューティング」（P.20-18）

基本的な DND に関するトラブルシューティング

DND が期待どおりに動作しない場合は、次の例に示すように、SCCP ステーション コードによって管

理される設定が、ユーザの考えと一致しているかどうかを確認します。

DND の切り替えによる DND ステータスの確認

ソフトキーまたは回線ボタンを使用して DND ステータスを切り替えると、回線制御に送信される 
LmFeatureInd メッセージに新しいステータスが表示されます （新しいステータスは、以前のステータ

スとは反対のものになっています）。後で、以前のステータスに切り替えることもできます。
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LmFeatureInd SDL トレースには、次の 3 つのフィールドがあります。

 • feature：値が 4 の場合は DND を示します。

 • featureState：値が 0 の場合はオンを示し、値が 1 の場合はオフを示します。

 • dndOption：値が 0 の場合は不明、値が 1 の場合は呼出音オフ、値が 2 の場合はコール拒否を示し

ます。

電話機のリセットによるすべての DND 設定の確認

電話機をリセットすると、すべての DND 設定が詳細な SDI トレースに出力されます。次に例を示しま

す。

StationD: (xxxxxxx) DND settings from TSP: 
status=a,option=b,ringSetting=d

変数の意味は、次のとおりです。

 • a は 0（DND オフ）または 1（DND オン）

 • b は 1（DND の呼出音オフ オプション。1 は呼出音オフを示す）

 • d は 1（呼出音オフ）、2（フラッシュのみ）、または 5（ビープ音のみ）

SIP を実行している電話機のトラブルシューティング

SIP を実行している電話機をトラブルシューティングするには、次の情報を使用します。

 • デバッグ：sip-dnd、sip-messages、dnd-settings

 • 表示：config、dnd-settings

 • スニファ トレース

SCCP を実行している電話機のトラブルシューティング

SCCP を実行している電話機をトラブルシューティングするには、次の情報を使用します。

 • デバッグ：jvm all info

 • スニファ トレース
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DND のエラーに関するトラブルシューティング

表 20-4 は、DND のトラブルシューティングに関する症状とアクションを示しています。

関連項目
 • 「サイレント機能の設定チェックリスト」（P.20-1）

 • 「サイレント機能の概要」（P.20-2）

 • 「サイレントのアーキテクチャの概要」（P.20-3）

 • 「サイレント機能のシステム要件」（P.20-3）

 • 「インタラクションおよび制限事項」（P.20-4）

 • 「サイレント機能のインストールとアクティブ化」（P.20-7）

 • 「サイレント機能の設定」（P.20-7）

 • 「サイレント機能の使用方法」（P.20-12）

 • 「サイレント機能のトラブルシューティング」（P.20-16）

表 20-4 DND のトラブルシューティングに関する症状とアクション 

症状  アクション

DND の機能キーが表示されない  • Cisco Unified Communications Manager のバージョンを

チェックし、6.0 以降になっていることを確認します。

 • この電話機のボタン テンプレートに DND の機能

キーが含まれていることを確認します。

 • スニファ トレースをキャプチャし、電話機が正しい

ボタン テンプレートを取得することを確認します。

 • 電話機が 8.3(1) 以降のロードを実行していることを

確認します。

DND のソフトキーが表示されない  • Cisco Unified Communications Manager のバージョンを

チェックし、6.0 以降になっていることを確認します。

 • この電話機のソフトキー テンプレートに DND が含

まれていることを確認します。

 • スニファ トレースをキャプチャし、電話機が正しいソ

フトキー テンプレートを取得することを確認します。

 • 電話機が 8.3(1) 以降のロードを実行していることを

確認します。

BLF 短縮ダイヤルに DND ステータスが

表示されない

 • Cisco Unified Communications Manager のバージョンを

チェックし、6.0 以降になっていることを確認します。

 • エンタープライズ パラメータで BLF DND が有効に

設定されていることを確認します。

 • スニファ トレースをキャプチャし、電話機が正しい

通知メッセージを取得することを確認します。

 • 電話機が 8.3(1) 以降のロードを実行していることを

確認します。
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Cisco Unified Communications Manager  8.0(2) は、外部コール制御機能をサポートしています。この

機能により、付加ルート サーバでは、8.0(2) の Cisco Unified Routing Rules Interface を使用して 
Cisco Unified Communications Manager のコール ルーティングを決定できます。外部コール制御を設

定すると、Cisco Unified Communications Manager は、発信側と着信側の情報が含まれるルート要求

を付加ルート サーバに発行します。付加ルート サーバは要求を受信し、適切なビジネス ロジックを適

用して、コールのルーティング方法および適用が必要なその他のコール処理を Cisco Unified 
Communications Manager に対して指示するルート応答を返します。

付加ルート サーバは、コールの許可、コールの即時転送、コールの拒否、発信側と着信側の情報の変

更、発信者に対するアナウンスの再生を行うように Cisco Unified Communications Manager に指示で

きます。また、付加ボイスメール サーバと IVR サーバが発信側と着信側の情報を適切に解釈できるよ

うに通話履歴をリセットしたり、コールの即時転送または拒否理由を表す理由コードを記録したりする

ように指示できます。次の例は、外部コール制御がどのように機能するかを示しています。

 • 最高品質のボイス ルーティング：付加ルート サーバは、音声ゲートウェイ経由でコール参加者全

員に高音質のコールが送信されるように、ネットワーク リンクの可用性、帯域幅使用、遅延、

ジッタ、および MOS スコアを監視します。

 • 最小限コストのルーティング：付加ルート サーバには、最もコスト効率の高いリンクでコールが

ルーティングされるように、LATA 料金プランと LATA 間料金プラン、トランキング コスト、

バースト使用コストなどの通信事業者契約情報が構成されています。

 • 倫理的境界：付加ルート サーバには、通信の可否を決定する企業ポリシー（ユーザ 1 がユーザ 2 
にコールを発信できるかなど）が構成されています。Cisco Unified Communications Manager が
ルート要求を発行すると、ルート サーバは、コールを許可、拒否、または別のパーティにリダイ

レクトするかを指示する応答を送信します。

Cisco Unified Routing Rules Interface の詳細については、
http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps556/products_programming_reference_guides_list.html 
にある『Cisco Unified Communications Manager XML Developers Guide for Release 8.0(2)』を参照してくだ

さい。

この章は、次の内容で構成されています。

 • 「外部コール制御の設定チェックリスト」（P.21-2）

 • 「Cisco Unified Communications Manager の外部コール制御の概要」（P.21-5）

 • 「外部コール制御のシステム要件」（P.21-11）

 • 「インタラクションおよび制限事項」（P.21-11）

 • 「外部コール制御のインストールおよびアクティブ化」（P.21-14）

 • 「外部コール制御の設定」（P.21-14）

 – 「外部コール制御のサービス パラメータ」（P.21-14）

http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps556/products_programming_reference_guides_list.html
http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps556/products_programming_reference_guides_list.html
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 – 「外部コール制御プロファイルの設定項目」（P.21-16）

 – 「外部コール制御プロファイルの設定レコードの検索」（P.21-21）

 – 「外部コール制御プロファイルの設定」（P.21-22）

 – 「外部コール制御プロファイルのトランスレーション パターンへの割り当て」（P.21-23）

 – 「外部コール制御プロファイルの設定レコードの削除」（P.21-23）

 – 「付加ルート サーバ証明書のインポート」（P.21-24）

 – 「エクスポート用の Cisco Unified Communications Manager 自己署名証明書の生成」

（P.21-25）

 • 「エンド ユーザへの情報の提供」（P.21-25）

 • 「外部コール制御のトラブルシューティング」（P.21-25）

 • 「関連項目」（P.21-26）

外部コール制御の設定チェックリスト
Cisco Unified Communications Manager  8.0(2) は、外部コール制御機能をサポートしています。この

機能により、付加ルート サーバでは、8.0(2) の Cisco Unified Routing Rules Interface を使用して 
Cisco Unified Communications Manager のコール ルーティングを決定できます。外部コール制御を設

定すると、Cisco Unified Communications Manager は、発信側と着信側の情報が含まれるルート要求

を付加ルート サーバに発行します。付加ルート サーバは要求を受信し、適切なビジネス ロジックを適

用して、コールのルーティング方法および適用が必要なその他のコール処理を Cisco Unified 
Communications Manager に対して指示するルート応答を返します。

付加ルート サーバは、コールの許可、コールの即時転送、コールの拒否、発信側と着信側の情報の変

更、発信者に対するアナウンスの再生を行うように Cisco Unified Communications Manager に指示で

きます。また、付加ボイスメール サーバと IVR サーバが発信側と着信側の情報を適切に解釈できるよ

うに通話履歴をリセットしたり、コールの即時転送または拒否理由を表す理由コードを記録したりする

ように指示できます。次の例は、外部コール制御がどのように機能するかを示しています。

 • 最高品質のボイス ルーティング：付加ルート サーバは、音声ゲートウェイ経由でコール参加者全

員に高音質のコールが送信されるように、ネットワーク リンクの可用性、帯域幅使用、遅延、

ジッタ、および MOS スコアを監視します。

 • 最小限コストのルーティング：付加ルート サーバには、最もコスト効率の高いリンクでコールが

ルーティングされるように、LATA 料金プランと LATA 間料金プラン、トランキング コスト、

バースト使用コストなどの通信事業者契約情報が構成されています。

 • 倫理的境界：付加ルート サーバには、通信の可否を決定する企業ポリシー（ユーザ 1 がユーザ 2 
にコールを発信できるかなど）が構成されています。Cisco Unified Communications Manager が
ルート要求を発行すると、ルート サーバは、コールを許可、拒否、または別のパーティにリダイ

レクトするかを指示する応答を送信します。
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表 21-1 は、ネットワークで外部コール制御を設定するためのチェックリストです。外部コール制御が

どのように機能するかの詳細については、「Cisco Unified Communications Manager の外部コール制御

の概要」（P.21-5）および「インタラクションおよび制限事項」（P.21-11）を参照してください。

表 21-1 外部コール制御の設定チェックリスト 

設定手順 関連手順と関連項目

ステップ 1 ルート サーバが Cisco Unified Communications Manager にコールの処理方法

を指示できるように、Cisco Unified Routing Rules Interface を設定します。

『Cisco Unified 
Communications Manager 
XML Developers Guide』

ステップ 2 ルート サーバにより Cisco Unified Communications Manager に Divert オブリ

ゲーションが送信されたときに Cisco Unified Communications Manager で使用

されるコーリング サーチ スペースを設定します （[コールルーティング (Call 
Routing)] > [コントロールのクラス (Class of Control)] > [コーリングサーチス

ペース (Calling Search Space)]）。

プロファイルの設定時に、このコーリング サーチ スペースを外部コール制御

プロファイルに割り当てます。

『Cisco Unified 
Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイ
ド』の「コーリング サーチ ス
ペースの設定」

ステップ 3 外部コール制御プロファイルを設定します （[コールルーティング (Call 
Routing)] > [外部コール制御プロファイル (External Call Control Profile)]）。

「外部コール制御プロファイル

の設定項目」（P.21-16）

「外部コール制御プロファイル

の設定レコードの検索」

（P.21-21）

「外部コール制御プロファイル

の設定」（P.21-22）

ステップ 4 外部コール制御で使用するトランスレーション パターンに、外部コール制御

プロファイルを割り当てます （[コールルーティング (Call Routing)] > [トラ

ンスレーションパターン (Translation Pattern)]）。

「外部コール制御プロファイル

のトランスレーション パター

ンへの割り当て」（P.21-23）

ステップ 5 ルート サーバで https が使用されている場合は、ルート サーバの証明書を 
Cisco Unified Communications Manager サーバの信頼ストアにインポートし

ます （Cisco Unified Communications オペレーティング システムで、[セ
キュリティ (Security)] > [証明書の管理 (Certificate Management)] を選択しま

す）。

ルート サーバにルーティング クエリーを送信する可能性のあるクラスタ内の

ノードごとに、この作業を実行する必要があります。

「外部コール制御プロファイル

の設定項目」（P.21-16）

ステップ 6 ルート サーバで https が使用されている場合は、Cisco Unified 
Communications Manager 自己署名証明書をルート サーバにエクスポートし

ます （Cisco Unified Communications オペレーティング システムで、[セ
キュリティ (Security)] > [証明書の管理 (Certificate Management)] を選択しま

す）。

ルート サーバにルーティング クエリーを送信する可能性のあるクラスタ内の

ノードごとに、この作業を実行する必要があります。

「エクスポート用の Cisco 
Unified Communications 
Manager 自己署名証明書の生

成」（P.21-25）
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ステップ 7 ルート サーバのルーティング ルールで、監察者によるコールの監視や録音が

必要であることが指定されている場合は、Cisco Unified Communications 
Manager の管理ページで監察者機能を設定します。

 • 電話機での録音を有効にする場合は、[電話の設定 (Phone Configuration)] 
ウィンドウで [ビルトインブリッジ (Built In Bridge)] を [オン (On)] に設

定します。

 • 録音プロファイルを作成します。[デバイス (Device)] > [デバイスの設定

(Device Settings)] > [録音プロファイル (Recording Profile)] の順に選択

し、監察対象の会議を録音する電話機に対してコール録音プロファイルを

作成します。

 • 録音プロファイルをライン アピアランスに適用します。

 • レコーダをポイントする SIP トランクを追加し、その SIP トランクをポイ

ントするルート パターンを作成します。

 • Play Recording Notification Tone to Observed Target および Play 
Recording Notification Tone to Observed Connected Target サービス パラ

メータを設定します。

 • 監察者が使用する電話機に Standard Chaperone Phone ソフトキー テンプ

レートを割り当てます。

 • 監察者の電話機にシェアドラインや複数の電話番号または回線が設定され

ていないことを確認します。監察者の電話機には、電話番号を 1 つだけ設

定します （[コールルーティング (Call Routing)] > [電話番号 (Directory 
Number)]、または電話機がすでに設定されている場合は [デバイス

(Device)] > [電話 (Phone)]）。

 • 監察者の電話機の電話番号について、[録音オプション (Recording Option)] 
ドロップダウン リスト ボックスから [デバイスから呼び出されたコール録

音が有効 (Device Invoked Call Recording Enabled)] を選択します （[コール

ルーティング (Call Routing)] > [電話番号 (Directory Number)]、または電話

機がすでに設定されている場合は [デバイス (Device)] > [電話 (Phone)]）。

 • 監察者の電話機の電話番号について、[コール最大数 (Maximum Number of 
Calls)] 設定に 2 を入力し、[ビジートリガー (Busy Trigger)] 設定に 1 を入

力します （[コールルーティング (Call Routing)] > [電話番号 (Directory 
Number)]、または電話機がすでに設定されている場合は [デバイス

(Device)] > [電話 (Phone)]）。

 • [録音 ] ソフトキーをサポートしている Cisco Unified IP Phone の場合、接

続状態の電話機に [会議 ]、[録音 ]、および [終了 ] のソフトキーだけが表

示されるように Standard Chaperone Phone ソフトキー テンプレートが設

定されていることを確認します。

 • Programmable Line Key（PLK; プログラム可能な回線キー）の録音をサ

ポートしている Cisco Unified IP Phone の場合は、[電話ボタンテンプ

レートの設定 (Phone Button Template Configuration)] ウィンドウで PLK 
を設定します。

 • クラスタ内に複数の監察者がいる場合、監察者ハント リストに割り当て

る予定の監察者回線グループに監察者 DN を追加します。ハント リスト

に含まれる回線グループに監察者を追加すると、対応可能な監察者によっ

て確実にコールが監視されるようになります。

「ルーティング ルールの監察

者サポート」（P.21-10）

表 21-1 外部コール制御の設定チェックリスト （続き）

設定手順 関連手順と関連項目
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Cisco Unified Communications Manager の外部
コール制御の概要

Cisco Unified Communications Manager  8.0(2) は、外部コール制御機能をサポートしています。この

機能により、付加ルート サーバでは、8.0(2) の Cisco Unified Routing Rules Interface を使用して 
Cisco Unified Communications Manager のコール ルーティングを決定できます。外部コール制御を設

定すると、Cisco Unified Communications Manager は、発信側と着信側の情報が含まれるルート要求

を付加ルート サーバに発行します。付加ルート サーバは要求を受信し、適切なビジネス ロジックを適

用して、コールのルーティング方法および適用が必要なその他のコール処理を Cisco Unified 
Communications Manager に対して指示するルート応答を返します。

ヒント コールの処理方法は、付加ルート サーバのルーティング ルールまたはビジネス ロジックによって決ま

ることに注意してください。Cisco Unified Communications Manager の管理ページの設定内容がルー

ティング ルールと競合する場合は、ルーティング ルールがコールに対して使用されます。

Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、設定済みの外部コール制御プロファイルをトラ

ンスレーション パターンに割り当てることにより、トランスレーション パターンに対して外部コール制御

を有効にします。次の例は、ネットワーク内で外部コール制御がどのように機能するかを示しています。

1. Cisco Unified Communications Manager が着信コールを受信し、Cisco Unified Communications 
Manager 内の番号分析エンジンが最適なトランスレーション パターンを選択します。

2. 設定済みの外部コール制御プロファイルをトランスレーション パターンに割り当てた場合、Cisco 
Unified Communications Manager はコールをデバイスに送達しません。Cisco Unified 
Communications Manager はコール ルーティング クエリーを、eXtensible Access Control Markup 
Language（XACML）を使用して、http または https の POST メソッドでルート サーバに送信し

ます。

Cisco Unified Communications Manager は、発信側番号、変換された発信側番号、着信側番号

（ダイヤルされた番号）、変換された着信側番号、トリガー ポイント情報（トランスレーション パ
ターン用のストリング）などをクエリーに含めます。

3. コールのルーティング方法は、ルート サーバのルーティング ルールおよびビジネス ロジックに

よって決まります。ルート サーバは、コール ルーティング ディレクティブを Cisco Unified 
Communications Manager に送信し、Cisco Unified Communications Manager はそのディレクティ

ブに従ってコールを処理します。Cisco Unified Communications Manager に応答するときに、

ルート サーバは、ルート決定とオブリゲーションで構成される XACML ディレクティブを送信し

ます。ルート決定には、決定のための次の値が含まれることがあります。

 – Permit：コールが許可されます。

ステップ 8 ルーティング ルールで一部のコールに対してアナウンスの再生が必要となっ

ているときに、シスコ提供のアナウンスを使用しない場合は、[アナウンス

(Announcements)] ウィンドウでシスコ提供のアナウンスをカスタム アナウン

スで上書きします （[メディアリソース (Media Resources)] > [アナウンス

(Announcements)]）。

シスコ提供のアナウンスを使用しない場合は、カスタム アナウンスを使用で

きるようにアナンシエータを設定します （[メディアリソース (Media 
Resources)] > [アナンシエータ (Annunciator)]）。

「ルーティング ルールのアナ

ウンス サポート」（P.21-11）

表 21-1 外部コール制御の設定チェックリスト （続き）

設定手順 関連手順と関連項目
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 – Deny：コールが拒否されます。

 – Indeterminate：コール ルーティング ルールが決定されていません （通常は設定の問題に関連

しています）。

 – Not applicable：要求に一致するコール ルーティング ルールがありません。

Cisco Unified Communications Manager 専用にカスタマイズされた指示を含むオブリゲーション

が、Call Instruction XML（CIXML; コール指示 XML）で符号化されます。このオブリゲーショ

ンはルート決定と整合している必要があります。整合していない場合、Cisco Unified 
Communications Manager はルート決定に従います。また、オブリゲーションには、理由コードや

コール処理時に Cisco Unified Communications Manager が実行する必要のある追加作業を示すパ

ラメータが含まれることがあります。表 21-2 では、オブリゲーションとその関連パラメータにつ

いて説明します。

表 21-2 外部コール制御用のオブリゲーション 

オブリゲーショ

ン 説明 オブリゲーションのパラメータ

Reject 付加ルート サーバは、Permit 決定ま

たは Deny 決定について、Reject オ
ブリゲーションを発行することがあ

ります。

Cisco Unified Communications 
Manager がコールを拒否し、発信者

は速いビジー トーンを受信します。

ルート決定が Deny であり、オブリ

ゲーションが何も送信されない場合、
Cisco Unified Communications 
Manager は Reject オブリゲーション

が発行された場合と同様の方法で

コールを処理します。

Reject オブリゲーションには、次のパラ

メータを指定できます。

 • Announce：Cisco Unified 
Communications Manager は [id] で識別

される指定のアナウンスを発信者側で再

生し、コールが拒否されたことを示しま

す。

 • Reason：コールが拒否された理由を示

すストリング。理由ストリングは、通知

および記録目的で使用されます。ルート

違反が発生したことが理由に示されてい

る場合、イベントに対して 
CallAttemptBlockedByPolicy というア

ラームが発行されます。
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Continue Continue オブリゲーションを使用す

るには、ルート決定が Permit である

必要があります。決定が Deny の場

合、このオブリゲーションは無視さ

れます。

Cisco Unified Communications 
Manager がコールを現在の接続先に

ルーティングします。つまり、Cisco 
Unified Communications Manager は
通常どおりに番号を操作し、コール

をルーティングします。

Continue オブリゲーション内の変更

された発信側番号または着信側番号

は、トランスレーション パターンの

変換の結果を上書きします。これに

より、コールの宛先が変更されるこ

ともあります。

付加ルート サーバが Permit 決定を発

行し、オブリゲーションが何も送信

されない場合、Cisco Unified 
Communications Manager は 
Continue オブリゲーションが発行さ

れた場合と同様の方法でコールを処

理します。

Continue オブリゲーションには次のパラ

メータがあります。これらはオプションで

す。

 • Greeting：Cisco Unified 
Communications Manager は、発信者を

着信側に接続する前に、[id] で識別され

たアナウンスを発信者側で再生します。

 • Modify：付加ルート サーバは、トラン

スレーション パターンに設定されてい

る発信側および着信側の変換を上書きし

ます。Cisco Unified Communications 
Manager は、発信側番号または着信側

番号を、ディレクティブ内で指定されて

いる番号に変更します。ディレクティブ

内に番号が指定されていない場合、ルー

ト パターンまたはトランスレーション 
パターンの設定が適用されます。

表 21-2 外部コール制御用のオブリゲーション （続き）

オブリゲーショ

ン 説明 オブリゲーションのパラメータ
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付加ルート サーバへの Cisco Unified Communications Manager 接続

Cisco Unified Communications Manager は、付加ルート サーバへの持続的な接続を保持することで、

コールの設定における遅延を低減しています。Cisco Unified Communications Manager クラスタ内の

各ノードは、パラレルまたは同時クエリーのために、付加ルート サーバへの複数の接続を高いコール 
レートで確立することがあります。Cisco Unified Communications Manager は、持続的な接続のため

のスレッド プールを管理します。このスレッド プールは、次のサービス パラメータの設定によって決

定されます。

 • External Call Control Initial Connection Count To PDP：このパラメータは、Cisco Unified 
Communications Manager がコール ルーティング要求を処理するために付加ルート サーバに対し

て確立する最小接続数を指定します。

 • External Call Control Maximum Connection Count To PDP：このパラメータは、Cisco Unified 
Communications Manager がコール ルーティング要求を処理するために付加ルート サーバに対し

て確立する最大接続数を指定します。

これらのパラメータおよびその他の外部コール制御サービス パラメータの詳細については、「外部コー

ル制御のサービス パラメータ」（P.21-14）を参照してください。

Divert Divert オブリゲーションを使用する

には、ルート決定が Permit である必

要があります。

Cisco Unified Communications 
Manager は、Destination パラメータ

（Divert オブリゲーションの必須パラ

メータ）で指定された別の接続先に

コールをリダイレクトします。

付加ルート サーバによりコールが転

送されると、複数の転送ホップまた

は 1 つの転送ループが発生すること

があります。ホップの数を制御する

場合、または転送ホップを回避する

場合は、「外部コール制御のサービス 
パラメータ」（P.21-14）の説明に

従って、Maximum External Call 
Control Diversion Hops to Pattern or 
DN または External Call Control 
Diversion Maximum Hop Count サー

ビス パラメータを設定します。

Divert オブリゲーションには、次のパラ

メータを指定できます。

 • Destination（必須パラメータ）：Cisco 
Unified Communications Manager は、

指定された番号または元の着信側のボイ

スメールボックスにコールを転送しま

す。

 • Reason：監察者がコールの監視や録音

を行う必要があることを示します。

 • Modify：コールの現在のホップについ

て、付加ルート サーバは更新済みの発

信側番号または着信側番号を含めます。

ディレクティブ内に番号が指定されてい

ない場合、ルート パターンまたはトラ

ンスレーション パターンの設定が適用

されます。電話機には更新済みの番号が

表示されることがあり、変更された値は 
CDR に書き込まれることに注意してく

ださい。

 • Reset Call History：Cisco Unified 
Communications Manager はコールをリ

ダイレクトし、最後のコール ホップま

たは過去のコール ホップすべてが通話

履歴から削除されます。

表 21-2 外部コール制御用のオブリゲーション （続き）

オブリゲーショ

ン 説明 オブリゲーションのパラメータ
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外部コール制御プロファイル

Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、設定済みの外部コール制御プロファイルを

トランスレーション パターンに割り当てることにより、外部コール制御を有効にします。トランス

レーション パターンは、外部コール制御のトリガー ポイントです。つまり、トランスレーション パ
ターンに外部コール制御プロファイルが割り当てられている場合、コールの着信側番号がトランスレー

ション パターンに一致すると、Cisco Unified Communications Manager は即時にコール ルーティング 
クエリーを付加ルート サーバに送信します。付加ルート サーバは、コールの処理方法を Cisco Unified 
Communications Manager に指示します。

外部コール制御プロファイルには、プライマリ付加ルート サーバと冗長付加ルート サーバの URI
（GUI では Web サービスと呼ばれる）、コールの即時転送で使用されるコーリング サーチ スペース、

Cisco Unified Communications Manager が付加ルート サーバからの応答を待機する時間などが指定さ

れています。

Cisco Unified Communications Manager の管理ページで設定する外部コール制御プロファイルには、

ルート決定とオブリゲーションを Cisco Unified Communications Manager に提供する付加ルート サー

バの URI を指定する必要があります。この場合、Cisco Unified Communications Manager の管理ペー

ジでプライマリ Web サービスと呼ばれる URI を 1 つ設定するか、または付加ルート サーバへのアク

ティブ リンクとスタンバイ リンクを作成するためにプライマリ URI とセカンダリ URI を設定できま

す。プライマリ URI とセカンダリ URI を設定した場合、ルート サーバはコール ルーティング クエ

リーのロード バランスをラウンド ロビン方式で行うことができます。URI には http または https を使

用できます。https を指定した場合、Cisco Unified Communications Manager では、付加ルート サーバ

への TLS 接続を介して、証明書による相互認証が行われます。

ヒント https を使用した場合、Cisco Unified Communications Manager では、証明書の件名が付加ルート サー

バのホスト名と一致しているかどうかが確認されます。また、Cisco Unified Communications Manager 
により、証明書の署名が信頼された CA によって発行されたものかどうか、または署名が信頼ストアに

インポートされた自己署名の証明書と一致しているかどうかが確認されます。 
 

https 接続を確立するには、各付加ルート サーバから Cisco Unified Communications Manager の各ノー

ド上の信頼ストアに証明書をインポートする必要があります。同様に、Cisco Unified Communications 
Manager の各ノードから自己署名証明書をエクスポートし、各付加ルート サーバ上の信頼ストアにイ

ンポートする必要があります。これらの作業の詳細については、「外部コール制御プロファイルの設定

項目」（P.21-16）および「エクスポート用の Cisco Unified Communications Manager 自己署名証明書

の生成」（P.21-25）を参照してください。

付加ルート サーバにより即時転送ルーティング ディレクティブが発行されたために Cisco Unified 
Communications Manager がコールをリダイレクトする必要がある場合は、[ディバージョン再ルー

ティング用コーリングサーチスペース (Diversion Rerouting Calling Search Space)] の設定が使用され

ます。

外部コール制御プロファイル内に、Cisco Unified Communications Manager が付加ルート サーバから

の応答を待機する時間を設定できます。タイマーが時間切れになると、外部コール制御プロファイルの 
[障害時のコール処理 (Call Treatment on Failure)] 設定で指定した方法に基づいて、Cisco Unified 
Communications Manager によりコールが許可またはブロックされます。
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ルーティング ルールの監察者サポート

付加ルート サーバのルーティング ルールで、コールに監察者を設定する必要があると指定されている

場合、Cisco Unified Communications Manager の管理ページで監察者サポートを設定する必要があり

ます。この場合、付加ルート サーバは Cisco Unified Communications Manager に次のルーティング 
ディレクティブを送信します。

 • Permit 決定

 • 理由として監察者が指定された Divert オブリゲーション

監察者とは、コールに対する企業ポリシーの通知、コールの監視、およびコールの録音を必要に応じて

実行できる、指定された電話機ユーザです。Cisco Unified Communications Manager には、付加ルー

ト サーバの指示に従って監察者機能をサポートするための次の機能が用意されています。

 • Cisco Unified Communications Manager は着信コールを、1 人の監察者や、監察者のハント グ
ループやハント リストにリダイレクトできます。

 • Cisco Unified Communications Manager は、監察者に対してコールの録音を許可できます。

監察者が発信者に接続した場合、または監察対象の会議が確立された場合、（電話機モデルに応じて）

電話機の [録音 ] ソフトキーまたは PLK がアクティブになり、監察者がコール録音を呼び出すことがで

きるようになります。コール録音は現在のコールに対してだけ行われます。現在のコールが終了する

と、コール録音は停止します。監察者が [録音 ] ソフトキーまたは PLK を押すと、電話機に録音のス

テータスを示すメッセージが表示されることがあります。

ヒント 監察者サポートを設定するために Cisco Unified Communications Manager の管理ページで実行が必要

な設定作業のリストについては、「外部コール制御の設定チェックリスト」（P.21-2）を参照してくださ

い。

コールに参加するユーザが監察者の不在時に会話できないという、監察者の制限があります。監察者に

は、次のような制限があります。

 • 監察者は、電話機を使用して会議コールを保留にすることができません。

 • 監察者は、会議の開始後に電話機を使用して会議にユーザを追加できません。これは、監察者が

ユーザを追加するには、コールを保留にする必要があるためです。

監察者が会議を作成すると（つまり、電話機で [会議 ] ソフトキーが使用されている場合）、その [会
議 ] ソフトキーが無効になります。

会議の他のユーザは会議にユーザを追加できる可能性があることに注意してください。他のユーザ

が会議に参加者を追加できるかどうかは、Cisco CallManager サービスがサポートされている 
Advanced Ad Hoc Conference Enabled サービス パラメータの設定によって決まります。このサー

ビス パラメータが True に設定されている場合は、他のユーザが会議に参加者を追加できます。

 • 監察者は、電話機を使用して会議コールを別のユーザに転送できません。

 • 監察者が会議から退出すると、会議全体が終了します。

 • 監察者が、会議への参加が必要なユーザに打診コールを行う前に録音を開始した場合、監察者が打

診コールを行う間、Cisco Unified Communications Manager では録音が中断されます。会議が確

立されると、録音が再開されます。
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ルーティング ルールのアナウンス サポート

付加ルート サーバのルーティング ルールで、Cisco Unified Communications Manager がコールに対し

てアナウンスを再生する必要があると指定されていることがあります。たとえば、コールが拒否される

ことを示すアナウンスや、発信者を着信側に接続する前にグリーティングを発行するアナウンスなどで

す。Cisco Unified Communications Manager をインストールすると、シスコ提供のアナウンスおよび

トーンがインストールされます。これらのアナウンスおよびトーンは、Cisco Unified Communications 
Manager の管理ページの [アナウンスの検索と一覧表示 (Find and Lists Announcements)] ウィンドウに

表示され、外部コール制御に使用できます （[メディアリソース (Media Resources)] > [アナウンス

(Announcements)]）。このウィンドウに表示されるすべてのアナウンスで外部コール制御がサポートさ

れますが、Cisco Unified Communications Manager でどのアナウンスが再生されるかは、付加ルート 
サーバが発行したオブリゲーションによって決まります。たとえば、付加ルート サーバからのオブリ

ゲーションに、Cisco Unified Communications Manager がコールを拒否して Custom_05006 アナウン

スを再生するように指定されている場合は、そのアナウンスが再生されます。

ヒント シスコ提供のアナウンスではなくカスタム アナウンスを使用する場合は、[アナウンス設定

(Announcement Configuration)] ウィンドウでカスタム アナウンスをアップロードできます。

詳細情報

『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「アナウンスの設定」

外部コール制御のシステム要件
外部コール制御のシステム要件は、次のとおりです。

 • Cisco Unified Communications Manager 8.0(2)

 • Cisco Unified Routing Rules XML Interface（コールのルート決定とオブリゲーションを提供）

インタラクションおよび制限事項

アナンシエータ

ルーティング ルールでコールに対するアナウンスの再生が必要となっている場合、[アナウンス

(Announcements)] ウィンドウで標準のアナウンスをアップロードします。シスコ提供のアナウンスを使

用しない場合は標準のアナウンスをカスタマイズします （[メディアリソース (Media Resources)] > [アナ

ウンス (Announcements)]）。

カスタム アナウンスをアップロードした場合、そのアナウンスを使用できるようにアナンシエータを

設定します （[メディアリソース (Media Resources)] > [アナンシエータ (Annunciator)]）。

Cisco Unified Communications Manager コールの高音質ルーティング

必要に応じて、付加ルート サーバで、音質が重要な場合にどのゲートウェイをコールに使用するかを

決定するルーティング ルールを設定できます。たとえば、ゲートウェイ A で高音質を実現できる場合、

コールにはゲートウェイ A が使用されます。付加ルート サーバは、音声ゲートウェイ経由でコール参

加者全員に高音質のコールが送信されるように、ネットワーク リンクの可用性、帯域幅使用、遅延、

ジッタ、および MOS スコアを監視します。
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呼詳細レコード

外部コール制御機能が呼詳細レコードに表示されることがあります。たとえば、付加ルート サーバが

コールを許可したか、それとも拒否したかが呼詳細レコードに示されることがあります。また、Cisco 
Unified Communications Manager が付加ルート サーバからの決定を受信していない場合に、Cisco 
Unified Communications Manager がコールをブロックしたか許可したかが呼詳細レコードに示される

こともあります。呼詳細レコードおよび外部コール制御の詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager Call Detail Records Administration Guide』を参照してください。

自動転送

外部コール制御がトランスレーション パターン レベルでコールを代行受信するのに対し、自動転送は

電話番号レベルでコールを代行受信します。外部コール制御の方が優先順位が高くなります。つまり、

自動転送が呼び出された場合、トランスレーション パターンに外部コール制御プロファイルが割り当

てられていると、Cisco Unified Communications Manager は付加ルート サーバにルーティング クエ

リーを送信します。自動転送がトリガーされるのは、付加ルート サーバが Continue オブリゲーション

を含む Permit 決定を Cisco Unified Communications Manager に送信した場合だけです。

外部コール制御をサポートする call diversion hop count サービス パラメータと、自動転送をサポート

する call forward call hop count サービス パラメータは独立している、つまり個別に機能することに注

意してください。

コール ピックアップ

電話機ユーザがコール ピックアップ機能を使用してコールを受けようとしていることが Cisco Unified 
Communications Manager で認識されると、外部コール制御は呼び出されません。つまり、Cisco 
Unified Communications Manager は、そのコール部分に対してはルーティング クエリーを付加ルート 
サーバに送信しません。

監察者

監察者とは、コールに対する企業ポリシーの通知、コールの監視、およびコールの録音を必要に応じて

実行できる、指定された電話機ユーザです。コールに参加するユーザが監察者の不在時に会話できない

という、監察者の制限があります。監察者の制限については、「ルーティング ルールの監察者サポー

ト」（P.21-10）を参照してください。

Cisco Unified Mobility

次の Cisco Unified Mobility 機能に対しては、Cisco Unified Communications Manager は付加ルート 
サーバからのルート決定を優先します。

 • モバイル コネクト

 • モバイル ボイス アクセス

 • エンタープライズ機能アクセス

 • Dial-via-Office リバース コールバック

 • Dial-via-Office 転送

ヒント モバイル ボイス アクセスまたはエンタープライズ機能アクセスを呼び出すには、エンド ユーザが、

Cisco Unified Communications Manager の管理ページで設定されている機能電話番号をダイヤルする必要

があります。着信側番号は（この場合）機能 DN であるため、Cisco Unified Communications Manager は
コールを受信したときに、Cisco Unified Communications Manager は外部コール制御を呼び出しません。

コールがアンカーされた後、Cisco Unified Communications Manager によりユーザ認証が要求され、ユー

ザは発信先の番号を入力します。Cisco Unified Communications Manager が発信先にコールを送達しよう

とすると、外部コール制御が呼び出されます。Cisco Unified Communications Manager は、コール ルー

ティング クエリーを付加ルート サーバに送信して、コールの処理方法を決定します。
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次の Cisco Unified Mobility 機能に対しては、Cisco Unified Communications Manager はルーティング 
クエリーを送信しません。

 • セル ピックアップ

 • デスク ピックアップ

 • セッション ハンドオフ

Cisco Unified サービスアビリティ

外部コール制御のアラーム定義は、Cisco Unified サービスアビリティの Cisco CallManager アラーム 
カタログに表示されます。アラーム定義の詳細については、『Troubleshooting Guide for Cisco Unified 
Communications Manager』を参照してください。

会議

電話機ユーザが会議を作成すると、プライマリ コールと打診コールに対して外部コール制御が呼び出

されることがあります。

電話番号

ネット上ダイヤリングで 4 桁または 5 桁がサポートされている場合、電話番号を 4 桁または 5 桁の内線

（エンタープライズ拡張）として設定する際に、2 つのトランスレーション パターンを設定する必要が

あります。1 つ目のトランスレーション パターンは発信側番号と着信側番号のグローバル化をサポート

し、2 つ目のトランスレーション パターンは発信側番号と着信側番号のローカライズをサポートしま

す。発信側番号および着信側番号のグローバル化に使用するトランスレーション パターンに外部コー

ル制御プロファイルを割り当てます。

サイレント

デフォルトでは、ユーザの DND 設定は、付加ルート サーバのユーザ ルールで、付加ルート サーバが 
Continue オブリゲーションを送信することが指定されている場合に有効になります。たとえば、付加

ルート サーバが Continue オブリゲーションを送信した場合、ユーザの DND-R が有効になっている

と、Cisco Unified Communications Manager はコールを拒否します。

緊急通話処理（911 や 9.11 など）

注意 緊急通話（911 や 9.911 など）に対しては、ルート サーバに接続してコール処理方法の指示を受け

なくてもコールが適切な接続先（Cisco Emergency Responder やゲートウェイなど）にルーティン

グされるように、明示的な緊急通話のパターン セットを設定しておくことを強く推奨します。

たとえば、ある電話機グループから発信されるすべてのコールに外部コール制御機能を使用している場

合、緊急通話を含むすべてのコールがルート サーバにルーティングされます。この場合、コールの処

理方法は、ルート サーバのルール設定によって決定されます。ルート サーバが Permit ディレクティブ

を発行しない場合（ルート サーバに緊急通話を処理するためのルールもビジネス ロジックもない場

合）、緊急通話が拒否される可能性があります（または、コールの処理が遅延する可能性もあります）。

Real-Time Monitoring Tool

外部コール制御では、RTMT の外部コール制御オブジェクトおよび Cisco CallManager オブジェクト

にパフォーマンス モニタリング カウンタが表示されます。これらのカウンタの詳細については、

『Troubleshooting Guide for Cisco Unified Communications Manager』を参照してください。
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転送

電話機ユーザがコールを転送すると、プライマリ コールと打診コールの両方に対して外部コール制御

が呼び出されることがあります。ただし、Cisco Unified Communications Manager は、転送側と転送

先との間に付加ルート サーバからのルーティング ルールを実施できません。

外部コール制御のインストールおよびアクティブ化
Cisco Unified Communications Manager 8.0(2) をインストールした後、必要な設定作業を実行すると、

ネットワークで外部コール制御をサポートできるようになります。実行する必要がある設定作業につい

ては、「外部コール制御の設定チェックリスト」（P.21-2）を参照してください。

外部コール制御の設定
この項は、次の内容で構成されています。

 • 「外部コール制御のサービス パラメータ」（P.21-14）

 • 「外部コール制御プロファイルの設定項目」（P.21-16）

 • 「外部コール制御プロファイルの設定レコードの検索」（P.21-21）

 • 「外部コール制御プロファイルの設定」（P.21-22）

 • 「外部コール制御プロファイルのトランスレーション パターンへの割り当て」（P.21-23）

 • 「外部コール制御プロファイルの設定レコードの削除」（P.21-23）

 • 「付加ルート サーバ証明書のインポート」（P.21-24）

 • 「エクスポート用の Cisco Unified Communications Manager 自己署名証明書の生成」（P.21-25）

ヒント 外部コール制御を設定する前に、「外部コール制御の設定チェックリスト」（P.21-2）を参照してくださ

い。

外部コール制御のサービス パラメータ

外部コール制御機能をサポートするサービス パラメータにアクセスするには、[システム (System)] > 
[サービスパラメータ (Service Parameters)] を選択します。サーバを選択し、[Cisco CallManager]  
サービスを選択します。次に、[Clusterwide Parameters (Feature - External Call Control)] ペインを検

索します。表 21-3 では、外部コール制御機能のサービス パラメータについて説明します。詳細につ

いては、[サービス パラメータ (Service Parameters)] ウィンドウで疑問符をクリックしてください。

表 21-3 外部コール制御のサービス パラメータ 

サービス パラメータ 説明

External Call Control Diversion Maximum Hop 
Count

このパラメータは、付加ルート サーバが 1 つの

コールに対して Divert オブリゲーションを発行

できる最大回数を指定します。デフォルト値は 
12 です。最小値は 1、最大値は 500 です。
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Maximum External Call Control Diversion Hops 
to Pattern or DN

このパラメータは、付加ルート サーバが電話番

号、ルート パターン、トランスレーション パ
ターン、またはハント パイロットに対してコー

ルの Divert オブリゲーションを発行できる最大

回数を指定します。

デフォルト値は 12、最小値は 1、最大値は 60 で
す。

External Call Control Routing Request Timer このパラメータは、Cisco Unified 
Communications Manager が付加ルート サーバ

からのコール ルーティング ディレクティブを待

機する最大時間（ミリ秒）を指定します。この時

間が経過すると、外部コール制御プロファイル内

の [障害時のコール処理 (Call Treatment on 
Failures)] 設定の値に従って、コールが許可また

はブロックされます。

デフォルト値は 2000、最小値は 1000、最大値は 
5000 です。

External Call Control Fully Qualified Role And 
Resource

このパラメータは、Cisco Unified 
Communications Manager が XACML コール 
ルーティング要求で付加ルート サーバに送信す

る完全修飾ロールおよびリソースを指定します。

入力した値は付加ルート サーバ上の設定と照合

され、これにより Cisco Unified Communications 
Manager クエリーは常に付加ルート サーバ上の

適切なルーティング ルールをポイントします。

デフォルト値は 
CISCO:UC:UCMPolicy:VoiceOrVideoCall です。

CISCO:UC:UCMPolicy は付加ルート サーバ上

のロールを表し、VoiceOrVideoCall は付加ルー

ト サーバ上のリソースを表します。

英数字（A ～ Z、a ～ z、0 ～ 9）またはコロン

（:）を含む、最大 100 文字を入力できます。コロ

ンは、英数字と英数字の間にだけ使用できます。

External Call Control Initial Connection Count To 
PDP 

このパラメータは、Cisco Unified 
Communications Manager がコール ルーティン

グ要求を処理するために付加ルート サーバに対

して確立する初期接続数を指定します。このパラ

メータの値は必ず、External Call Control 
Maximum Connection Count To PDP の値以下に

してください。この値が External Call Control 
Maximum Connection Count To PDP の値以上の

場合、External Call Control Maximum 
Connection Count To PDP の値は無視されます。

この設定は、各外部コール制御プロファイル内で

設定されている各 URI に適用されます。

デフォルト値は 2、最小値は 2、最大値は 20 で
す。

表 21-3 外部コール制御のサービス パラメータ （続き）

サービス パラメータ 説明
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外部コール制御プロファイルの設定項目

Cisco Unified Communications Manager  8.0(2) は、外部コール制御機能をサポートしています。この

機能により、付加ルート サーバでは、8.0(2) の Cisco Unified Routing Rules Interface を使用して 
Cisco Unified Communications Manager のコール ルーティングを決定できます。外部コール制御を設

定すると、Cisco Unified Communications Manager は、発信側と着信側の情報が含まれるルート要求

を付加ルート サーバに発行します。付加ルート サーバは要求を受信し、適切なビジネス ロジックを適

用して、コールのルーティング方法および適用が必要なその他のコール処理を Cisco Unified 
Communications Manager に対して指示するルート応答を返します。

付加ルート サーバは、コールの許可、コールの即時転送、コールの拒否、発信側と着信側の情報の変

更、発信者に対するアナウンスの再生を行うように Cisco Unified Communications Manager に指示で

きます。また、付加ボイスメール サーバと IVR サーバが発信側と着信側の情報を適切に解釈できるよ

うに通話履歴をリセットしたり、コールの即時転送または拒否理由を表す理由コードを記録したりする

ように指示できます。

外部コール制御プロファイルには、付加ルート サーバの URI、コールの即時転送に使用されるコーリ

ング サーチ スペース、Cisco Unified Communications Manager が付加ルート サーバからの応答を待機

する時間を示すタイマーなどが指定されています。

表 21-4 では、[外部コール制御プロファイル (External Call Control Profile)] ウィンドウに表示される

設定（[コールルーティング (Call Routing)] > [外部コール制御プロファイル (External Call Control 
Profile)]）について説明します。

始める前に

外部コール制御プロファイルを設定する前に、付加ルート サーバが Cisco Unified Communications 
Manager に Divert オブリゲーションを送信したときに Cisco Unified Communications Manager が使用

するコーリング サーチ スペースを設定します （[コールルーティング (Call Routing)] > [コントロール

のクラス (Class of Control)] > [コーリングサーチスペース (Calling Search Space)]）。

外部コール制御プロファイルを設定する前に、「外部コール制御の設定チェックリスト」（P.21-2）を参

照してください。

次の作業

外部コール制御プロファイルを設定した後は、プロファイルをトランスレーション パターンに割り当

てます （[コールルーティング (Call Routing)] > [トランスレーションパターン (Translation Pattern)]）。

External Call Control Maximum Connection 
Count To PDP 

このパラメータは、Cisco Unified 
Communications Manager がコール ルーティン

グ要求を処理するために付加ルート サーバに対

して確立する最大接続数を指定します。このパラ

メータの値は必ず、External Call Control Initial 
Connection Count To PDP の値以上にしてくださ

い。この値が External Call Control Initial 
Connection Count To PDP の値より小さい場合、

値は無視されます。この設定は、各外部コール制

御プロファイル内で設定されている各 URI に適

用されます。

デフォルト値は 4、最小値は 2、最大値は 20 で
す。

表 21-3 外部コール制御のサービス パラメータ （続き）

サービス パラメータ 説明
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表 21-4 外部コール制御プロファイルの設定項目 

フィールド 説明

[名前 (Name)] 外部コール制御プロファイルの名前を入力しま

す。有効な入力値は、英数字、ハイフン、ピリオ

ド、アンダースコア、およびスペースです。

入力した名前は、[外部コール制御プロファイル

の検索と一覧表示 (Find and List External Call 
Control Profile)] ウィンドウと、[トランスレー

ションパターンの設定 (Translation Pattern 
Configuration)] ウィンドウの [外部コール制御プ

ロファイル (External Call Control Profile)] ド
ロップダウン リスト ボックスに表示されます。

[プライマリWebサービス (Primary Web 
Service)]

プライマリ付加ルート サーバの URI を入力しま

す。これは、Cisco Unified Communications 
Manager がコールの処理方法を決定するために

ルーティング クエリーを送信する付加ルート 
サーバです。

このフィールドには、http または https を入力で

きます。https を入力した場合は、付加ルート 
サーバから自己署名証明書をインポートする必要

があります。また、Cisco Unified 
Communications Manager 自己署名証明書を付加

ルート サーバにエクスポートする必要がありま

す。

次の式を使用して、URI を入力します。

https://<プライマリ ルート サーバのホスト名ま

たは IPv4 アドレス>:<プライマリ ルート サーバ

上に設定されているポート>/ルート サーバ設定

からのパス

たとえば、
https://primaryrouteserver:8443/pdp/Authenticati
onEndPoint のように入力します。

https を使用する場合、このフィールドには必ず、

証明書に含まれているホスト名を入力してくださ

い （証明書内の Common Name （CN; 通常名） 
など）。
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[セカンダリWebサービス (Secondary Web 
Service)]

冗長付加ルート サーバの URI を入力します。こ

れは、Cisco Unified Communications Manager 
がコールの処理方法を決定するためにルーティン

グ クエリーを送信する冗長付加ルート サーバで

す。セカンダリ Web サービスはオプションです。

[ロードバランシングの有効化 (Enable Load 
Balancing)] チェックボックスをオンにした場合

は、プライマリ ルート サーバとセカンダリ ルー

ト サーバ間の負荷バランシングを行うためにセ

カンダリ Web サービスが使用されます。また、

セカンダリ Web サービスを設定することで、ア

クティブ /スタンバイ リンクが使用可能になるた

め、冗長性も確保されます。

このフィールドには、http または https を入力で

きます。https を入力した場合は、付加ルート 
サーバから自己署名証明書をインポートする必要

があります。また、Cisco Unified 
Communications Manager 自己署名証明書を付加

ルート サーバにエクスポートする必要がありま

す。https を使用する場合、このフィールドには

必ず、証明書に含まれているホスト名を入力して

ください

次の式を使用して、URI を入力します。

https://<セカンダリ ルート サーバのホスト名ま

たは IPv4 アドレス>:<セカンダリ ルート サーバ

上に設定されているポート>/ルート サーバ設定

からのパス

たとえば、
https://secondaryrouteserver:8443/pdp/Authentic
ationEndPoint のように入力します。

https を使用する場合、このフィールドには必ず、

証明書に含まれているホスト名を入力してくださ

い（証明書内の Common Name（CN; 通常名）

など）。

[ロードバランシングの有効化 (Enable Load 
Balancing)]

プライマリ付加ルート サーバと冗長付加ルート 
サーバとの間で負荷バランシングを行う場合は、

このチェックボックスをオンにします。オンにし

た場合、負荷バランシングがラウンド ロビン方

式で行われます。

表 21-4 外部コール制御プロファイルの設定項目 （続き）

フィールド 説明
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[ルーティング要求タイマー (Routing Request 
Timer)]

このパラメータは、Cisco Unified 
Communications Manager が付加ルート サーバ

からのコール ルーティング ディレクティブを待

機する最大時間（ミリ秒）を指定します。この時

間が経過すると、外部コール制御プロファイル内

の [障害時のコール処理 (Call Treatment on 
Failures)] 設定の値に従って、コールが許可また

はブロックされます。

デフォルト値は 2000、最小値は 1000、最大値は 
5000 です。

このフィールドをブランクにしておくと、Cisco 
Unified Communications Manager では、Cisco 
CallManager サービスをサポートする External 
Call Control Routing Request Timer サービス パ
ラメータの設定が使用されます。

[ディバージョン再ルーティング用コーリング

サーチスペース (Diversion Rerouting Calling 
Search Space)]

ドロップダウン リスト ボックスから、付加ルー

ト サーバが Cisco Unified Communications 
Manager に Divert オブリゲーションを送信した

ときに Cisco Unified Communications Manager 
が使用するコーリング サーチ スペースを選択し

ます。

表 21-4 外部コール制御プロファイルの設定項目 （続き）

フィールド 説明
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[障害時のコール処理 (Call Treatment on Failure)] ドロップダウン リスト ボックスから、次の状況

のときに Cisco Unified Communications 
Manager がコールを許可するかブロックするか

を選択します。

 • 付加ルート サーバが Cisco Unified 
Communications Manager にコール ルーティ

ング ディレクティブを送信しない場合

 • Cisco Unified Communications Manager が
付加ルート サーバに接続できない場合 

 • Cisco Unified Communications Manager が
ルーティング ディレクティブ（またはルー

ティング ディレクティブの補足要素）を解

析できない場合

 • Cisco Unified Communications Manager が
付加ルート サーバから 4xx または 5xx メッ

セージを受信した場合

[コールの許可 (Allow Calls)] を選択すると、付

加ルート サーバが Continue オブリゲーションを

含む Permit 決定を発行した場合と同様に、コー

ルが現在の接続先にルーティングされます。

[コールのブロック (Block Calls)] を選択すると、

Cisco Unified Communications Manager では、

付加ルート サーバが Reject オブリゲーションを

含む Deny 決定を発行した場合と同様に、コール

がクリアされます。

障害が発生した場合は通知がログに記録されま

す。

表 21-4 外部コール制御プロファイルの設定項目 （続き）

フィールド 説明
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外部コール制御プロファイルの設定レコードの検索

Cisco Unified Communications Manager  8.0(2) は、外部コール制御機能をサポートしています。この

機能により、付加ルート サーバでは、8.0(2) の Cisco Unified Routing Rules Interface を使用して 
Cisco Unified Communications Manager のコール ルーティングを決定できます。外部コール制御を設

定すると、Cisco Unified Communications Manager は、発信側と着信側の情報が含まれるルート要求

を付加ルート サーバに発行します。付加ルート サーバは要求を受信し、適切なビジネス ロジックを適

用して、コールのルーティング方法および適用が必要なその他のコール処理を Cisco Unified 
Communications Manager に対して指示するルート応答を返します。

付加ルート サーバは、コールの許可、コールの即時転送、コールの拒否、発信側と着信側の情報の変

更、発信者に対するアナウンスの再生を行うように Cisco Unified Communications Manager に指示で

きます。また、付加ボイスメール サーバと IVR サーバが発信側と着信側の情報を適切に解釈できるよ

うに通話履歴をリセットしたり、コールの即時転送または拒否理由を表す理由コードを記録したりする

ように指示できます。

ヒント コールの処理方法は付加ルート サーバのルーティング ルールおよびビジネス ロジックによって決まる

ことに注意してください。Cisco Unified Communications Manager の管理ページの設定内容がルー

ティング ルールと競合する場合は、ルーティング ルールがコールに対して使用されます。

Cisco Unified Communications Manager の管理ページで外部コール制御プロファイルを検索するには、

次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager の管理ページから、[コールルーティング (Call Routing)] > [外部

コール制御プロファイル (External Call Control Profile)] の順に選択します。

ステップ 2 検索と一覧表示のウィンドウが表示されます。ウィンドウには、アクティブな（前の）クエリーのレ

コードも表示される場合があります。

ステップ 3 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空になっていることを確認

し、「ステップ 4」 に進みます。

特定のレコードをフィルタリングまたは検索するには、次の操作を実行します。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスで、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスで、検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索文字を入力します。

（注） 別の検索条件を追加するには、[+] ボタンをクリックします。条件を追加した場合は、指定し

たすべての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、[-] ボタンをクリッ

クして、最後に追加された条件を削除するか、または [フィルタのクリア (Clear Filter)] ボタン

をクリックして、追加されたすべての検索条件を削除します。

ステップ 4 [検索 (Find)] をクリックします。

条件に一致するレコードがすべて表示されます。[ ページあたりの行数 (Rows per Page)] ドロップダウ

ン リスト ボックスで別の値を選択すると、各ページに表示される項目数を変更できます。
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（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削除 (Delete 
Selected)] をクリックすると、データベースから複数のレコードを削除できます。[すべてを選

択 (Select All)] をクリックして [選択項目の削除 (Delete Selected)] をクリックすると、この選

択対象として設定されているすべてのレコードを削除できます。

ステップ 5 表示されたレコード リストから、目的のレコードのリンクをクリックします。

（注） ソート順を逆にするには、リストのヘッダーにある上矢印または下矢印をクリックします（使

用可能な場合）。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

「関連項目」（P.21-26）を参照してください。

外部コール制御プロファイルの設定

外部コール制御は、ルールベースのルーティング機能であり、Cisco Unified Communications Manager 
がコールのルーティング前にコール ルーティング クエリーを付加ルート サーバに送信することを必要

とします。コールの処理方法は、付加ルート サーバで設定されているルーティング ルールによって決

まります。付加ルート サーバは、Cisco Unified Routing Rules XML Interface を使用して Cisco 
Unified Communications Manager と通信します。付加ルート サーバは Cisco Unified Communications 
Manager からクエリーを受信した後、コールの処理方法をCisco Unified Communications Manager に
指示します。

ヒント コールの処理方法は付加ルート サーバのルーティング ルールおよびビジネス ロジックによって決まる

ことに注意してください。Cisco Unified Communications Manager の管理ページの設定内容がルー

ティング ルールと競合する場合は、ルーティング ルールがコールに対して使用されます。

外部コール制御プロファイルには、付加ルート サーバの URI、コールの即時転送に使用されるコーリ

ング サーチ スペース、Cisco Unified Communications Manager が付加ルート サーバからの応答を待機

する時間を示すタイマーなどが指定されています。

始める前に

外部コール制御プロファイルを設定する前に、付加ルート サーバが Cisco Unified Communications 
Manager に Divert オブリゲーションを送信したときに Cisco Unified Communications Manager が使用

するコーリング サーチ スペースを設定します

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager の管理ページから、[コールルーティング (Call Routing)] > [外部

コール制御プロファイル (External Call Control Profile)] の順に選択します。
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ステップ 2 検索と一覧表示のウィンドウで、次のいずれかの作業を実行します。

 • 外部コール制御プロファイルに関連する既存のレコードをコピーするには、「外部コール制御プロ

ファイルの設定レコードの検索」（P.21-21）の説明に従ってレコードを検索し、コピーするレコー

ドの横にある [ コピー (Copy)] ボタンをクリックして、「ステップ 3」 に進みます。

 • 新しい外部コール制御プロファイルを追加するには、[ 新規追加 (Add New)] ボタンをクリックし、

「ステップ 3」 に進みます。

 • 既存の外部コール制御プロファイルを更新するには、「外部コール制御プロファイルの設定レコー

ドの検索」（P.21-21）の説明に従って適切なレコードを検索し、「ステップ 3」 に進みます。

ステップ 3 表 21-4 の説明に従って、適切なフィールドを設定します。

ステップ 4 設定情報をデータベースに保存するには、[保存 (Save)] をクリックします。

次の作業

外部コール制御プロファイルをトランスレーション パターンに割り当てます。

追加情報

「関連項目」（P.21-26）を参照してください。

外部コール制御プロファイルのトランスレーション パターンへの割り当て

Cisco Unified Communications Manager の管理ページで外部コール制御プロファイルをトランスレー

ション パターンに割り当てるには、[コールルーティング (Call Routing)] > [トランスレーションパ

ターン (Translation Pattern)] の順に選択します。[トランスレーションパターンの設定 (Translation 
Pattern Configuration)] ウィンドウの [外部コール制御プロファイル (External Call Control Profile)] ド
ロップダウン リスト ボックスから、パターンに割り当てる外部コール制御プロファイルを選択します。

外部コール制御プロファイルの設定レコードの削除

この項では、Cisco Unified Communications Manager の管理 ページで設定済みの外部コール制御プロ

ファイルを削除する方法について説明します。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして [選択項目の削除 (Delete Selected)] をク

リックすると、検索と一覧表示のウィンドウから複数のレコードを削除できます。[すべてを選択

(Select All)] をクリックして [選択項目の削除 (Delete Selected)] をクリックすると、ウィンドウ内のす

べてのレコードを削除できます。

始める前に

外部コール制御プロファイルを削除する前に、そのプロファイルを参照しているトランスレーション 
パターンから割り当てを解除する必要があります。トランスレーション パターンに割り当てられてい

るプロファイルを削除しようとすると、Cisco Unified Communications Manager の管理にエラー メッ

セージが表示されます。
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手順

ステップ 1 検索と一覧表示のウィンドウからレコードを削除する場合は、次の作業を実行します。

a. 「外部コール制御プロファイルの設定レコードの検索」（P.21-21）の手順を使用して、削除するレ

コードを検索します。

b. 削除するレコードをクリックします。

c. [選択項目の削除 (Delete Selected)] をクリックします。

削除の確認を求めるメッセージが表示されます。

d. [OK] をクリックします。

ウィンドウが更新され、レコードがデータベースから削除されます。

ステップ 2 設定ウィンドウからレコードを削除する場合は、次の作業を実行します。

a. 「外部コール制御プロファイルの設定レコードの検索」（P.21-21）の手順を使用して、削除するレ

コードを検索します。

b. 設定ウィンドウにアクセスし、設定ウィンドウで [削除 (Delete)] をクリックします。

削除の確認を求めるメッセージが表示されます。

c. [OK] をクリックします。

ウィンドウが更新され、レコードがデータベースから削除されます。

追加情報

「関連項目」（P.21-26）を参照してください。

付加ルート サーバ証明書のインポート

Cisco Unified Communications Manager の管理ページで外部コール制御プロファイルのプライマリ Web 
サービスまたはセカンダリ Web サービスに https を指定した場合、Cisco Unified Communications 
Manager では、証明書を使用して付加ルート サーバへの TLS 接続を介する相互認証が行われます。

付加ルート サーバの自己署名証明書を Cisco Unified Communications Manager 信頼ストアにインポー

トするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications オペレーティング システムで、[セキュリティ (Security)] > [証明書の

管理 (Certificate Management)] の順に選択します。

ステップ 2 [証明書の一覧 (Certificate List)] ウィンドウで、[証明書のアップロード (Upload Certificate)] をクリッ

クします。

ステップ 3 [証明書のアップロード (Upload Certificate)] ポップアップ ウィンドウが表示されたら、[証明書の名前

(Certificate Name)] ドロップダウン リスト ボックスから [CallManagerの信頼性 (CallManager-trust)] 
を選択し、付加ルート サーバの証明書を参照します。[ファイルのアップロード (Upload File)] フィー

ルドに証明書が表示されたら、[ファイルのアップロード (Upload File)] ボタンをクリックします。

ステップ 4 Cisco Unified Communications Manager が冗長付加ルート サーバに接続できる場合は、この手順を再

度実行します。
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エクスポート用の Cisco Unified Communications Manager 自己署名証
明書の生成

プライマリ ルート サーバと冗長ルート サーバが常に https を介して Cisco Unified Communications 
Manager に対して認証されるように、Cisco Unified Communications Manager にディレクティブを送

信する各付加ルート サーバにインポートできる自己署名証明書を生成する必要があります。

Cisco Unified Communications Manager の管理で外部コール制御プロファイル内に指定したように、

付加ルート サーバで http が使用される場合は、この手順を実行する必要はありません。

付加ルート サーバにエクスポートできる Cisco Unified Communications Manager 自己署名証明書を生

成するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications オペレーティング システムで、[セキュリティ (Security)] > [証明書の

管理 (Certificate Management)] の順に選択します。

ステップ 2 [証明書の一覧 (Certificate List)] ウィンドウで、[新規作成 (Generate New)] をクリックします。

ステップ 3 [証明書の名前 (Certificate Name)] ドロップダウン リスト ボックスから、[CallManager(CallManager)] 
を選択し、[新規作成 (Generate New)] をクリックします。

ステップ 4 [証明書の検索と一覧表示 (Find and List Certificates)] ウィンドウから、作成した CallManager.pem 証
明書をクリックします。

ステップ 5 証明書ファイル データが表示されたら、[ダウンロード (Download)] をクリックして、付加ルート サー

バへの証明書のエクスポートに使用できる場所に証明書をダウンロードします。

ステップ 6 ディレクティブを送信する各付加ルート サーバに証明書をエクスポートします。

ステップ 7 プライマリ付加ルート サーバおよび冗長付加ルート サーバに接続できる Cisco Unified 
Communications Manager クラスタ内のノードごとに、この作業を実行します。

エンド ユーザへの情報の提供
監察者には制約と制限があるため、ユーザを監察者として指定した場合、そのことをユーザに通知して

ください。

外部コール制御のトラブルシューティング
外部コール制御のトラブルシューティングの詳細については、『Troubleshooting Guide for Cisco 
Unified Communications Manager』を参照してください。
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関連項目
 • 「外部コール制御の設定チェックリスト」（P.21-2）

 • 「Cisco Unified Communications Manager の外部コール制御の概要」（P.21-5）

 • 「外部コール制御のシステム要件」（P.21-11）

 • 「インタラクションおよび制限事項」（P.21-11）

 • 「外部コール制御のインストールおよびアクティブ化」（P.21-14）

 – 「外部コール制御の設定」（P.21-14）

 – 「外部コール制御のサービス パラメータ」（P.21-14）

 – 「外部コール制御プロファイルの設定項目」（P.21-16）

 – 「外部コール制御プロファイルの設定レコードの検索」（P.21-21）

 – 「外部コール制御プロファイルの設定」（P.21-22）

 – 「外部コール制御プロファイルのトランスレーション パターンへの割り当て」（P.21-23）

 – 「外部コール制御プロファイルの設定レコードの削除」（P.21-23）

 – 「付加ルート サーバ証明書のインポート」（P.21-24）

 – 「エクスポート用の Cisco Unified Communications Manager 自己署名証明書の生成」

（P.21-25）

 • 「エンド ユーザへの情報の提供」（P.21-25）

 • 「外部コール制御のトラブルシューティング」（P.21-25）

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「アナウンスの設

定」



C H A P T E R
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External Call Transfer Restrictions 機能

External Call Transfer Restrictions 機能を使用すると、ゲートウェイ、トランク、およびルート パター

ンを、オンネット（内部）デバイスまたはオフネット（外部）デバイスとしてシステム レベルで設定

できます。デバイスをオフネットとして設定することで、管理者は外部コールの転送を外部デバイスに

制限し、通話料金に関する不正行為を防止できます。

この章では、External Call Transfer Restrictions に関する次の情報について説明します。

 • 「External Call Transfer Restrictions の設定チェックリスト」（P.22-1）

 • 「External Call Transfer Restrictions の概要」（P.22-2）

 • 「External Call Transfer Restrictions のシステム要件」（P.22-5）

 • 「インタラクションおよび制限事項」（P.22-5）

 • 「External Call Transfer Restrictions のインストールとアクティブ化」（P.22-6）

 • 「External Call Transfer Restrictions の設定」（P.22-7）

 • 「関連項目」（P.22-9）

External Call Transfer Restrictions の設定チェックリスト
External Call Transfer Restrictions 機能を使用すると、ゲートウェイ、トランク、およびルート パター

ンを、オンネット（内部）デバイスまたはオフネット（外部）デバイスとしてシステム レベルで設定

できます。デバイスをオフネットとして設定することで、管理者は外部コールの転送を外部デバイスに

制限し、通話料金に関する不正行為を防止できます。
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表 22-1 に、External Call Transfer Restrictions を設定するためのチェックリストを示します。External 
Call Transfer Restrictions の詳細については、「External Call Transfer Restrictions の概要」（P.22-2）お

よび 「関連項目」（P.22-9）を参照してください。

External Call Transfer Restrictions の概要
External Call Transfer Restrictions は、外部のユーザ間のコール転送をブロックします。サービス パラ

メータを設定し、ゲートウェイ、トランク、およびルート パターンをオフネット（外部）デバイスと

して設定することで、外部コールの転送をブロックします。この機能を使用すると、オンネットまたは

オフネットのアラート トーンがコールの着信側デバイスで聞こえます（オンネットまたはオフネット

のどちらであるかは、デバイスの設定によって決まります）。この章では、次の用語を使用します。

 • オンネット デバイス：オンネットとして設定されるデバイス。ネットワークの内部にあると見な

されます。

表 22-1 External Call Transfer Restrictions の設定チェックリスト 

設定手順 関連手順と関連項目 

ステップ 1 外部コールが外部デバイスに転送されることをブロックするに

は、次の手順を実行します。

1. クラスタ全体のサービス パラメータ Block OffNet to 
OffNet Transfer を [True] に設定します。

2. 着信コールについて、個々のゲートウェイまたはトランク

を [オフネット (OffNet)] に設定します。

3. 発信コールについて、ルート パターンの [コールの分類

(Call Classification)] フィールドを [オフネット (OffNet)] 
に設定します。[デバイスの上書きを許可 (Allow Device 
Override)] チェックボックスは、要件に従ってオンまたは

オフにします（たとえば、チェックボックスがオンの場合、

関連付けられているゲートウェイまたはトランクの設定が

優先されます。オフの場合は、ルート パターンのコール分

類値によってコールが分類されます）。

「Block OffNet to OffNet Transfer サービス パ
ラメータの設定」（P.22-7）

「ゲートウェイ設定の使用による転送機能の

設定」（P.22-8）

「トランク設定の使用による転送機能の設定」

（P.22-8）

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「ルート 
パターンの設定」

ステップ 2 すべてのゲートウェイまたはトランクをオフネット（外部）ま

たはオンネット（内部）に設定するには、次の手順を実行しま

す。

1. Cisco Unified Communications Manager のクラスタ全体の

サービス パラメータ Call Classification を、[OffNet]（すべ

てのゲートウェイとトランクが外部の場合）または 
[OnNet]（すべてのゲートウェイとトランクが内部の場合）

に設定します。

2. [コールの分類 (Call Classification)] フィールドで、個々の

ゲートウェイまたはトランクを [システムデフォルトの使

用 (Use System Default)] に設定します。

「Call Classification サービス パラメータを使

用した転送機能の設定」（P.22-7）

「ゲートウェイ設定の使用による転送機能の

設定」（P.22-8）

「トランク設定の使用による転送機能の設定」

（P.22-8）

ステップ 3 [ルートパターンの設定 (Route Pattern Configuration)] ウィンド

ウで、[コールの分類 (Call Classification)] フィールドを [オフ

ネット (OffNet)] に設定します。[デバイスの上書きを許可

(Allow Device Override)] チェックボックスは、要件およびゲー

トウェイまたはトランクの設定に従ってオンまたはオフにしま

す。

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「ルート 
パターンの設定」
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 • オフネット デバイス：オフネットとして設定されるデバイス。ルーティングされる場合は、ネッ

トワークの外部にあると見なされます。

 • ネットワーク ロケーション：デバイスがある場所。ネットワークに対してオンネットまたはオフ

ネットであると見なされます。

 • 発信側デバイス：転送されるデバイス。システムはこのデバイスをオンネットまたはオフネットと

見なします。

 • 着信側デバイス：転送されたコールを受信するデバイス。システムはこのデバイスをオンネットま

たはオフネットと見なします。

 • 着信コール：オンネットまたはオフネットとして分類する際に、ゲートウェイとトランクのコール

分類設定だけが使用されるコール。ルート パターンのコール分類設定は、適用されません。

 • 発信コール：トランク、ゲートウェイ、およびルート パターンのコール分類設定が適用される

コール。ルート パターンの [デバイスの上書きを許可 (Allow Device Override)] 設定により、ルー

ト パターンのコール分類設定の代わりに、トランクまたはゲートウェイのコール分類設定のいず

れかが使用されます。

ゲートウェイとトランク

ゲートウェイおよびトランクをオンネット（内部）またはオフネット（外部）として設定するには、[ゲー

トウェイの設定 (Gateway Configuration)] または [トランクの設定 (Trunk Configuration)] を使用するか、あ

るいはクラスタ全体のサービス パラメータを設定します。この機能をクラスタ全体のサービス パラメータ 
Block OffNet to OffNet Transfer とともに使用した場合、コールがゲートウェイ経由で転送されるか、トラン

ク経由で転送されるかは設定によって決定されます。

次のデバイスは、Cisco Unified Communications Manager の内部または外部として設定できます。

 • H.323 ゲートウェイ

 • MGCP FXO トランク

 • MGCP T1/E1 トランク

 • クラスタ間トランク

 • SIP トランク

ルート パターン

コールをオンネットまたはオフネットとして分類するには、[ルートパターンの設定 (Route Pattern 
Configuration)] ウィンドウの [コールの分類 (Call Classification)] フィールドを、それぞれ [オンネッ

ト (OnNet)] または [オフネット (OffNet)] に設定します。[ルートパターンの設定 (Route Pattern 
Configuration)] ウィンドウの [デバイスの上書きを許可 (Allow Device Override)] チェックボックスを

オンにすると、ルート パターン設定を上書きして、トランクまたはゲートウェイ設定を使用できます。

詳細については、「External Call Transfer Restrictions の設定」（P.22-7）を参照してください。

例

次の例では、発信者が転送を利用して長距離電話の支払いを避ける方法について説明します。図 22-1 
に示すように、ニューヨークの ABC カンパニーのユーザ A がニュージーランドの友人ユーザ B に電

話をかけます。コールが接続されたら、ユーザ A はコールを英国に住んでいる別の友人であるユーザ 
C に転送します。転送が完了すると、ユーザ B とユーザ C が接続され、ユーザ A は切断されます。こ

の結果、ABC カンパニーは、ニュージーランドと英国間のコールの請求書を受け取ります。
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図 22-1 外部のユーザへの外部コールの転送

図 22-2 では、ゲートウェイやトランクがどのように設定されているかにかかわらず、ルート パターン

が [オフネット (OffNet)] として設定され、サービス パラメータ Block OffNet to OffNet Transfer が 
[True] に設定されているため、外部のコールは外部のユーザに転送できません。
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図 22-2 外部のユーザへの外部コールの転送をブロック

External Call Transfer Restrictions のシステム要件
External Call Transfer Restrictions を使用するには、次のソフトウェア コンポーネントが動作している

必要があります。

 • Cisco Unified Communications Manager 5.0 以降

インタラクションおよび制限事項
次の項では、External Call Transfer Restrictions のインタラクションおよび制限事項について説明しま

す。

 • 「インタラクション」（P.22-6）

 • 「制限事項」（P.22-6）
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インタラクション

この項では、External Call Transfer Restrictions 機能と Cisco Unified Communications Manager アプ

リケーションおよびコール処理とのインタラクションを説明します。

Drop Conference

Drop Conference 機能は、会議に参加しているユーザがオフネットまたはオンネットのどちらに設定されて

いるかをチェックすることで、既存のアドホック会議を終了する必要があるかどうかを判別します。この機

能は、サービス パラメータ Drop Ad Hoc Conference を使用し、[When No OnNet Parties Remain in the 
Conference] オプションを選択することによって設定します。ユーザが使用しているデバイスまたはルート 
パターンをチェックすることで、各ユーザのオンネット ステータスを判別します。詳細については、『Cisco 
Unified Communications Manager システム ガイド』の「アドホック会議のリンク」を参照してください。

一括管理

一括管理は、ゲートウェイ テンプレートにゲートウェイ設定（オフネットまたはオンネット）を挿入

します。詳細については、『Cisco Unified Communications Manager Bulk Administration ガイド』を参

照してください。

Dialed Number Analyzer（DNA）

DNA をゲートウェイの番号分析を実行するために使用すると、ゲートウェイとルート パターンに設定

するための Call Classification が表示されます。詳細については、『Cisco Unified Communications 
Manager Dialed Number Analyzer Guide』を参照してください。

制限事項

External Call Transfer Restrictions には、次の制限事項があります。

 • Cisco Catalyst 6000 24 Port などの FXS ゲートウェイでは、[ゲートウェイの設定 (Gateway 
Configuration)] ウィンドウに [コールの分類 (Call Classification)] フィールドがないため、常にオ

ンネットであると見なされます。

 • システムは、[コールの分類 (Call Classification)] フィールドがない Cisco VG-248 Gateway をサ

ポートしていません。

 • Cisco Unified Communications Manager は、オフネット（外部）として設定できないすべての 
Cisco Unified IP Phone および FXS ポートをオンネット（内部）と見なします。

External Call Transfer Restrictions のインストールとア
クティブ化

External Call Transfer Restrictions をアクティブにするには、次の手順を実行します。

1. Block OffNet to OffNet Transfer サービス パラメータを [True] に設定します。

2. [ルートパターンの設定 (Route Pattern Configuration)] ウィンドウで、[コールの分類 (Call 
Classification)] フィールドを [オフネット (OffNet)] に設定します。[デバイスの上書きを許可

(Allow Device Override)] チェックボックスはオフのままにしておくため、デバイスはルート パ
ターンの [コールの分類 (Call Classification)] 設定を使用します。

3. オフネットとして識別するトランクとゲートウェイを設定します。

詳細については、「External Call Transfer Restrictions のサービス パラメータの設定」（P.22-7）を参照

してください。
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External Call Transfer Restrictions の設定
この項の内容は次のとおりです。

 • 「External Call Transfer Restrictions のサービス パラメータの設定」（P.22-7）

 • 「ゲートウェイ設定の使用による転送機能の設定」（P.22-8）

 • 「トランク設定の使用による転送機能の設定」（P.22-8）

 • 「ルート パターン設定の使用による転送機能の設定」（P.22-9）

ヒント External Call Transfer Restrictions を設定する前に、「External Call Transfer Restrictions の設定チェッ

クリスト」（P.22-1）を参照してください。

External Call Transfer Restrictions のサービス パラメータの設定

External Call Transfer Restrictions 機能には、Call Classification および Block OffNet to OffNet Transfer と
いう 2 つのサービス パラメータを設定できます。次の項では、設定情報について説明します。

 • 「Call Classification サービス パラメータを使用した転送機能の設定」（P.22-7）

 • 「Block OffNet to OffNet Transfer サービス パラメータの設定」（P.22-7）

Call Classification サービス パラメータを使用した転送機能の設定

Cisco Unified Communications Manager クラスタ内のすべてのゲートウェイまたはトランクをオフ

ネット（外部）またはオンネット（内部）に設定するには、次の 2 つの手順を実行します。

1. Cisco Unified Communications Manager のクラスタ全体のサービス パラメータ Call Classification 
を使用して、[OffNet] または [OnNet] のいずれかを選択します（デフォルトは [OffNet]）。

2. [ゲートウェイの設定 (Gateway Configuration)] ウィンドウおよび [トランクの設定 (Trunk 
Configuration)] ウィンドウの [コールの分類 (Call Classification)] フィールドで、それぞれのゲート

ウェイとトランクに [システムデフォルトの使用 (Use System Default)] を設定します（これは Call 
Classification サービス パラメータの設定を読み出し、ゲートウェイとトランクにその設定を使用し

ます）。

追加情報

「関連項目」（P.22-9）を参照してください。

Block OffNet to OffNet Transfer サービス パラメータの設定

Cisco Unified Communications Manager のクラスタ全体のサービス パラメータ Block OffNet to OffNet 
Transfer を使用すると、ユーザが外部コールを他の外部番号へ転送することを防止できます。このパラ

メータには [True] または [False] を指定します。パラメータを [True] に設定すると、外部コールを他の

外部デバイスに転送できなくなります。デフォルト値は [False] に設定されています。Block OffNet to 
OffNet Transfer サービス パラメータの変更には、[サービスパラメータ設定 (Service Parameter 
Configuration)] ウィンドウを使用します。

サービス パラメータ Block OffNet to OffNet Transfer が [True] に設定されている場合に、ユーザがオ

フネットのゲートウェイまたはトランクのコールを転送しようとすると、ユーザの電話機には、コール

を転送できないことを示すメッセージが表示されます。
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    External Call Transfer Restrictions の設定

追加情報

「関連項目」（P.22-9）を参照してください。

ゲートウェイ設定の使用による転送機能の設定

[オフネット (OffNet)]、[オンネット (OnNet)]、または [システムデフォルトの使用 (Use System 
Default)] としてゲートウェイを設定するには、次の手順を実行します。システムは、このように設定

されたゲートウェイを通じてネットワークに着信するコールを、それぞれオフネットまたはオンネット

と見なします。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、[デバイス (Device)] > [ゲートウェイ

(Gateway)] を選択します。

[ ゲートウェイの検索と一覧表示 (Find and List Gateway)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 設定済みのゲートウェイを一覧表示するには、[検索 (Find)] をクリックします。

Cisco Unified Communications Manager で設定されたゲートウェイが表示されます。

ステップ 3 [オフネット (OffNet)] または [オンネット (OnNet)] として設定するゲートウェイを選択します。

ステップ 4 [コールの分類 (Call Classification)] フィールドで、設定を選択します。これらの設定の説明について

は、表 22-2 を参照してください。

ステップ 5 [保存 (Save)] をクリックします。

トランク設定の使用による転送機能の設定

[オフネット (OffNet)]、[オンネット (OnNet)]、または [システムデフォルトの使用 (Use System 
Default)] としてトランクを設定するには、次の手順を実行します。システムは、このように設定され

たトランクを通じてネットワークに着信するコールを、それぞれオフネットまたはオンネットと見なし

ます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、[デバイス (Device)] > [トランク (Trunk)] を
選択します。

[ トランクの検索と一覧表示 (Find and List Trunks)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 設定済みのトランクを一覧表示するには、[検索 (Find)] をクリックします。

Cisco Unified Communications Manager で設定されたトランクが表示されます。

ステップ 3 [オフネット (OffNet)] または [オンネット (OnNet)] として設定するトランクを選択します。

ステップ 4 [コールの分類 (Call Classification)] フィールドで、設定を選択します。これらの設定の説明について

は、表 22-2 を参照してください。

ステップ 5 [保存 (Save)] をクリックします。
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    関連項目    

ルート パターン設定の使用による転送機能の設定

[ルートパターンの設定 (Route Pattern Configuration)] ウィンドウには、次のフィールドがあります。

 • [コールの分類 (Call Classification)]：このルート パターンを使用するコールをオフネットまたは

オンネットに分類するには、このドロップダウン リスト ボックスを使用します。

 • [外部ダイヤルトーンの提供 (Provide Outside Dial Tone)]：[コールの分類 (Call Classification)] が 
[オフネット (OffNet)] に設定されると、このチェックボックスがオンになります。

 • [デバイスの上書きを許可 (Allow Device Override)]：このチェックボックスがオンの場合、システ

ムは [ルートパターンの設定 (Route Pattern Configuration)] ウィンドウの [コールの分類 (Call 
Classification)] 設定の代わりに、ルート パターンに関連付けられたトランクまたはゲートウェイ

の [コールの分類 (Call Classification)] 設定を使用します。

追加情報

「関連項目」（P.22-9）を参照してください。

関連項目
 • 「External Call Transfer Restrictions の設定チェックリスト」（P.22-1）

 • 「External Call Transfer Restrictions の概要」（P.22-2）

 • 「External Call Transfer Restrictions のシステム要件」（P.22-5）

 • 「インタラクションおよび制限事項」（P.22-5）

 • 「External Call Transfer Restrictions のインストールとアクティブ化」（P.22-6）

 • 「External Call Transfer Restrictions の設定」（P.22-7）

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「ルート パターンの

設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「ゲートウェイの設

定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「トランクの設定」

表 22-2 [コールの分類 (Call Classification)] の設定項目 

設定名 説明

[オフネット (OffNet)] この設定は、ゲートウェイを外部ゲートウェイとして識別しま

す。[オフネット (OffNet)] に設定されたゲートウェイからコー

ルが着信すると、システムは宛先デバイスに外部の呼び出し音

を送信します。

[オンネット (OnNet)] この設定は、ゲートウェイを内部ゲートウェイとして識別しま

す。[オンネット (OnNet)] に設定されたゲートウェイからコール

が着信すると、システムは宛先デバイスに内部の呼び出し音を

送信します。

[システムデフォルトの使用
(Use System Default)]

この設定は、Cisco Unified Communications Manager のクラス

タ全体のサービス パラメータ Call Classification を使用します。
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    関連項目

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「サービス パラメー

タの設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「会議ブリッジ」

参考資料

 • 『Cisco Unified Communications Manager Dialed Number Analyzer Guide』

 • 『Cisco Unified Communications Manager Bulk Administration ガイド』



C H A P T E R
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23
位置情報およびロケーション伝達

この章では、次の概念について説明します。

 • 位置情報

 • 位置情報フィルタ

 • ロケーション伝達

ヒント ロケーションと位置情報を混同しないでください。ロケーション（[システム (System)] > [ロケーショ

ン (Location)] メニュー オプションを使用して設定）では、集中型コール処理システムで Call 
Admission Control（CAC; コール アドミッション制御）を行うために使用されるエンティティを定義

できます。位置情報（[システム (System)] > [位置情報の設定 (Geolocation Configuration)] メニュー 
オプションを使用して設定）では、論理パーティションなどの機能用に Cisco Unified 
Communications Manager デバイスを関連付けるために使用する地理的ロケーションを指定できます。

この章は、次の内容で構成されています。

 • 「位置情報の設定チェックリスト」（P.23-2）

 • 「位置情報フィルタの設定チェックリスト」（P.23-3）

 • 「ロケーション伝達の設定チェックリスト」（P.23-4）

 • 「位置情報について」（P.23-6）

 • 「位置情報のインタラクション」（P.23-9）

 • 「位置情報の設定」（P.23-10）

 • 「位置情報フィルタについて」（P.23-16）

 • 「位置情報フィルタの設定」（P.23-17）

 • 「ロケーション伝達について」（P.23-22）

 • 「ロケーション伝達の設定」（P.23-25）

 • 「関連項目」（P.23-26）
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    位置情報の設定チェックリスト

位置情報の設定チェックリスト
地理的ロケーション情報、つまり位置情報は、世界における物理的位置を表し、人、イベント、または

デバイスの過去、現在、または将来の場所に相当します。

Cisco Unified Communications Manager の管理では、すべてのデバイスに対して位置情報を指定でき

ます。

位置情報は、Request for Comments（RFC）4119 標準に基づいています。位置情報では、country、
A1、A2、A3、A4、A5、A6、PRD、POD、STS、HNO、HNS、LMK、LOC、FLR、NAM、および 
PC の各フィールドを表す Civic ロケーション形式が使用されます。

Cisco Unified Communications Manager の管理では、位置情報は手動で設定します。

ヒント ロケーションと位置情報を混同しないでください。ロケーション（[システム (System)] > [ロケーショ

ン (Location)] メニュー オプションを使用して設定）では、集中型コール処理システムで Call 
Admission Control（CAC; コール アドミッション制御）を行うために使用されるエンティティを定義

できます。位置情報（[システム (System)] > [位置情報の設定 (Geolocation Configuration)] メニュー 
オプションを使用して設定）では、論理パーティションなどの機能用に Cisco Unified 
Communications Manager デバイスを関連付けるために使用する地理的ロケーションを指定できます。

表 23-1 に、位置情報を設定する際のチェックリストを示します。位置情報の詳細については、「位置情

報について」（P.23-6）および 「関連項目」（P.23-26）を参照してください。

表 23-1 位置情報の設定チェックリスト 

設定手順 手順と関連項目

ステップ 1 新しい [位置情報の設定 (Geolocation Configuration)] ウィンド

ウで一連の位置情報を定義します。

「位置情報の設定」（P.23-10）

ステップ 2 デバイス プール、デバイス、トランク、ゲートウェイ、または 
MGCP ポートに位置情報を割り当てます。

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「デバイス 
プールの設定値」

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「ゲート

ウェイの設定値」

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「電話機の 
MAC アドレスの表示」

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「トランク

の設定値」
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    位置情報フィルタの設定チェックリスト    

追加情報

「関連項目」（P.23-26）を参照してください。

位置情報フィルタの設定チェックリスト
Cisco Unified Communications Manager の管理者は、位置情報フィルタを使用する機能に関与するす

べてのデバイスに対して位置情報フィルタを定義します。位置情報フィルタを使用すると、17 の位置

情報フィールドから特定のフィールドを選択して、選択したフィールドから識別子を作成できます。位

置情報フィルタは手動で設定します。

その後、Cisco Unified Communications Manager の管理者は位置情報フィルタをデバイスに割り当て

ます。

位置情報フィルタを設定するには、Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [システム

(System)] > [位置情報フィルタ (Geolocation Filter)] メニュー オプションを使用します。

ステップ 3 Default Geolocation エンタープライズ パラメータで指定された

デフォルト位置情報に位置情報を割り当てます。

「位置情報の設定」（P.23-10）

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「エンター

プライズ パラメータの設定」

「論理パーティション用のエンタープライズ 
パラメータ」（P.31-10）

ステップ 4 位置情報を必要とする機能に関与していないデバイスについて

は、位置情報を未指定として定義するか、未定義のままにしま

す。

（注） このような関連付けがない状態は、個々のデバイス レ
ベル、デバイス プール レベル、またはエンタープライ

ズ パラメータ レベルで定義できます。

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「デバイス 
プールの設定値」

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「ゲート

ウェイの設定値」

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「電話機の 
MAC アドレスの表示」

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「トランク

の設定値」

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「エンター

プライズ パラメータの設定」

表 23-1 位置情報の設定チェックリスト （続き）

設定手順 手順と関連項目
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    ロケーション伝達の設定チェックリスト

表 23-2 に、位置情報フィルタを設定する際のチェックリストを示します。位置情報フィルタの詳細に

ついては、「位置情報フィルタについて」（P.23-16）および 「関連項目」（P.23-26）を参照してくださ

い。

追加情報

「関連項目」（P.23-26）を参照してください。

ロケーション伝達の設定チェックリスト
ロケーション伝達には、次の動作を可能にするための設定が必要です。

 • クラスタ間での位置情報の伝達

 – コールの確立時、およびコール中の参加とリダイレクト時に、クラスタ間で位置情報を伝達で

きるようにする。

（注） エンタープライズ パラメータと論理パーティションの設定からは、ロケーション伝達は制御されませ

ん。トランクを介して通信するデバイスが位置情報と関連している場合に、クラスタ間で位置情報が伝

達されるようにトランク（SIP または ICT）を設定するには、[位置情報の送信 (Send Geolocation 
Information)] チェックボックスをオンにします。 
 

現在のリリースの論理パーティション機能では、Cisco Unified Communications Manager は設定され

た位置情報を回線デバイス（SIP または SCCP を実行している電話機）に送信しません。

表 23-2 位置情報の設定チェックリスト 

設定手順 手順と関連項目

ステップ 1 新しい [位置情報フィルタの設定 (Geo Location Filter 
Configuration)] ウィンドウで一連のフィルタ規則を定義しま

す。

「位置情報フィルタの設定」（P.23-17）

ステップ 2 デバイス プール、トランク、クラスタ間トランク、ゲートウェ

イ、または MGCP ポートに位置情報フィルタを割り当てます。

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「デバイス 
プールの設定値」

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「ゲート

ウェイの設定値」

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「トランク

の設定値」

ステップ 3 論理パーティション機能については、Logical Partitioning 
Default Filter エンタープライズ パラメータで指定されたデフォ

ルト フィルタに位置情報フィルタを割り当てます。

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「エンター

プライズ パラメータの設定」

「論理パーティション用のエンタープライズ 
パラメータ」（P.31-10）
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    ロケーション伝達の設定チェックリスト    

表 23-3 に、複数クラスタ論理パーティション環境でロケーション伝達を設定する際のチェックリスト

を示します。

追加情報

「関連項目」（P.23-26）を参照してください。

表 23-3 ロケーション伝達の設定チェックリスト 

設定手順 手順と関連項目

ステップ 1 新しい [位置情報の設定 (Geolocation Configuration)] ウィンド

ウで一連の位置情報を定義します。

「位置情報の設定」（P.23-10）

ステップ 2 ロケーション伝達に関与する必要があるデバイスに対して、デ

バイス プール、デバイス、SIP トランク、クラスタ間トランク、

ゲートウェイ、または MGCP ポートに位置情報を割り当てま

す。

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「デバイス 
プールの設定値」

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「ゲート

ウェイの設定値」

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「電話機の 
MAC アドレスの表示」

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「トランク

の設定値」

ステップ 3 Default Geolocation エンタープライズ パラメータで指定された

デフォルト位置情報に位置情報を割り当てます。

この割り当てにより、クラスタのデフォルト位置情報を指定で

きます。

位置情報がデバイス レベルまたはデバイス プール レベルで関

連付けられていないデバイスについては、Default Geolocation 
エンタープライズ パラメータで指定された値が適用されます。

「位置情報の設定」（P.23-10）

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「エンター

プライズ パラメータの設定」

「論理パーティション用のエンタープライズ 
パラメータ」（P.31-10）

ステップ 4 デバイスに関する位置情報をクラスタ間で伝達する必要がある

場合は、必ずロケーション伝達を設定します。

そのためには、次のように、クラスタ間で位置情報を伝達する

必要があるデバイスの Intercluster Trunk（ICT; クラスタ間トラ

ンク）または SIP トランクで [位置情報の送信 (Send 
Geolocation Information)] チェックボックスをオンにします。

 • ローカル クラスタのクラスタ間トランク（ICT）または 
SIP トランクで [位置情報の送信 (Send Geolocation 
Information)] チェックボックスをオンにします。

 • リモート クラスタの ICT または SIP トランクで [位置情報

の送信 (Send Geolocation Information)] チェックボックス

をオンにします。

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「トランク

の設定値」
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    位置情報について

位置情報について
地理的ロケーション情報、つまり位置情報は、世界における物理的位置を表し、人、イベント、または

デバイスの過去、現在、または将来の場所に相当します。

Cisco Unified Communications Manager の管理では、すべてのデバイスに対して位置情報を指定でき

ます。

位置情報は、Request for Comments（RFC）4119 標準に基づいています。位置情報では、country、
A1、A2、A3、A4、A5、A6、PRD、POD、STS、HNO、HNS、LMK、LOC、FLR、NAM、および 
PC の各フィールドを表す Civic ロケーション形式が使用されます。

Cisco Unified Communications Manager の管理では、位置情報は手動で設定します。

ヒント ロケーションと位置情報を混同しないでください。ロケーション（[システム (System)] > [ロケーショ

ン (Location)] メニュー オプションを使用して設定）では、集中型コール処理システムで Call 
Admission Control（CAC; コール アドミッション制御）を行うために使用されるエンティティを定義

できます。位置情報（[システム (System)] > [位置情報の設定 (Geolocation Configuration)] メニュー 
オプションを使用して設定）では、論理パーティションなどの機能用に Cisco Unified 
Communications Manager デバイスを関連付けるために使用する地理的ロケーションを指定できます。

追加情報

「関連項目」（P.23-26）を参照してください。

位置情報の概要

位置情報の設定では、次の要素のプロビジョニングが必要になります。

 • 位置情報識別子の設定

 – 一連の位置情報（都市住所）を定義できます。

 – これらの位置情報は、VoIP 電話機、VoIP ゲートウェイ、IP トランク、デバイス プール、お

よびエンタープライズ パラメータに割り当てることができます。

 – 位置情報から一部のフィールドを選択する位置情報フィルタを定義して、VoIP ゲートウェイ、

IP トランク、デバイス プール、およびエンタープライズ パラメータに関連付けることができ

ます。

追加情報

「関連項目」（P.23-26）を参照してください。

位置情報の特徴

Cisco Unified Communications Manager の管理者は、次の項目を定義する必要があります。

 • 位置情報を必要とする機能に関与するすべてのデバイスに対する位置情報。位置情報は、Request 
for Comments（RFC）4119 標準に基づいています。位置情報では、country、A1、A2、A3、A4、
A5、A6、PRD、POD、STS、HNO、HNS、LMK、LOC、FLR、NAM、および PC の各フィー

ルドを表す Civic ロケーション形式が使用されます。位置情報は手動で設定します。

その後、Cisco Unified Communications Manager の管理者は位置情報をデバイスに割り当てます。
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Cisco Unified Communications Manager クラスタ内の次のエンティティに位置情報と位置情報フィル

タの値を割り当てることができます。

 • デバイス プール

 • CTI ルート ポイント

 • 電話機（オプション）

 • CTI ポート

（注） 電話機の場合、電話機に位置情報フィルタを関連付けるためのドロップダウン リスト ボッ

クスは指定しません。

 • SIP トランク

 • クラスタ間トランク（ICT）

 • H.323 ゲートウェイ

 • T1、E1、PRI、FXO タイプの MGCP ポート

Media Termination Point（MTP; メディア ターミネーション ポイント）、Conference Bridge（CFB; 会
議ブリッジ）、アナンシエータ、Music on Hold（MOH; 保留音）サーバなどのメディア デバイスに位

置情報を関連付ける必要はありません。

Cisco Unified Communications Manager のデバイス層には、コール処理で使用される位置情報の値が

内部的に関連付けられます。次に、一連の処理を示します。

1. デバイスがデバイス レベルまたはデバイス プール レベルでの設定用に GeolocationPkid および 
GeolocationFilterPkid を読み取ります。

2. デバイスは、コール シグナリング時に CC（たとえば、CcRegisterPartyA）および 
PolicyAndRSVPRegisterReq メッセージでこの Pkid と deviceType の情報を伝達します。

3. この情報を受信したクラスタ間トランク（ICT）または SIP トランクのデバイス層は、その情報を

使用してロケーション伝達を行います。

4. Cisco Unified Communications Manager から電話機への位置情報の伝達は行われません。

位置情報のソース

位置情報の値は次のロジックによって決定されます。

1. デバイス ウィンドウから位置情報の値が読み取られます。値がデバイス ページに設定されていな

い場合、移動中の電話デバイスについては、ローミング設定からデバイス プール（DP）が読み取

られます。移動中でない電話デバイスについては、デバイス設定から DP が読み取られます。

2. トランク、ICT、または MGCP ポート デバイスについては、デバイス設定から DP が読み取られ

ます。

3. 選択された DP の DP 設定ウィンドウから位置情報の値が読み取られます。

4. DP に位置情報の値が設定されていない場合、空白値が使用されます。

5. 使用可能な位置情報の値が空白の場合、コール処理では、Default Geolocation エンタープライズ 
パラメータで指定された設定値が使用されます。

位置情報の標準レコードは未指定です。位置情報をデバイスに関連付ける必要がない場合は、この値を

使用します。そのようなシナリオでは、位置情報に基づく機能は実行されません。また、位置情報が指

定されていないデバイスは、クラスタ間コールにおけるクラスタ間での位置情報の伝達に関与しません。

なお、Default Geolocation エンタープライズ パラメータは、[エンタープライズパラメータ設定

(Enterprise Parameters Configuration)] ウィンドウのドロップダウン リスト ボックスから設定できます。
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追加情報

「関連項目」（P.23-26）を参照してください。

共有回線およびルート リストでの位置情報の使用方法

着信側がグループ デバイスの場合、グループ内のデバイスごとに別個の位置情報を適用できます。早

期在席シナリオの場合、デバイスが応答を受け取るまで、実際に接続されているデバイスはわかりませ

ん。そのため、デバイスが応答するまで、位置情報は集約されます。

 • コール制御および機能の層は、デバイスが応答するまで、一時位置情報（「MixedDevice」）を受信

します。

 • デバイスが応答すると、そのデバイスの実際の位置情報が使用可能になり、コール制御および関連

するすべての機能に伝達されます。

位置情報の例

表 23-4 に、位置情報の例を示します。

追加情報

「関連項目」（P.23-26）を参照してください。

位置情報識別子

位置情報識別子は、位置情報、位置情報フィルタ、および Cisco Unified Communications Manager デ
バイスのデバイス タイプで構成されます。

位置情報および位置情報フィルタの詳細については、次の各項を参照してください。

 • 「位置情報について」（P.23-6）

 • 「位置情報フィルタについて」（P.23-16）

位置情報フィルタを使用すると、17 の位置情報フィールドから特定のフィールドを選択できます。位

置情報フィルタを手動で設定するには、Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [シス

テム (System)] > [位置情報フィルタ (Geolocation Filter)] メニュー オプションを使用します。特定の 
Cisco Unified Communications Manager 機能に位置情報フィルタを関連付ける場合、特定の機能用に

設定されたデバイスの設定ウィンドウにあるドロップダウン リスト ボックスを使用します。

表 23-4 位置情報の例 

位置情報の名前 位置情報データ

IN-KA-BLR-BLD1 （country=IN、A1=KA、A3=Bangalore、A4= A4、
A5=12、A6=Langford Road、PRD=12、
LOC=BLD1、NAM=unified comm、PC=560001）

IN-KA-BLR-BLD2 （country=IN、A1=KA、A3=Bangalore、A4= A4、
A6=Outer Ring Road、LOC=BLD2、
NAM=unified comm、PC=560002）

IN-MH-MUM-BLD1 （country=IN、A1=MH、A3=Mumbai、A4= A4、
LOC=bld1、NAM=unified comm、PC=220001）

IN-KA-BLR-ICTtoSJ （country=IN、A1=KA、A3=Bangalore、
NAM=ICTToSJ）
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Cisco Unified Communications Manager デバイスのデバイス タイプには、次のいずれかの値を指定し

ます。

 • [ボーダー (Border)]：PSTN トランク、クラスタ間トランク（ICT）、ゲートウェイ、および 
MGCP ポートにアクセスするように指定するには、この値を使用します。

 • [内部 (Interior)]：VoIP 電話機または内部エンドポイントの場合は、この値を使用します。

[ボーダー (Border)] および [内部 (Interior)] デバイス タイプに関連付ける Cisco Unified 
Communications Manager デバイスの詳細なリストについては、「論理パーティション」の章の表 31-2 
を参照してください。

次に、位置情報識別子の例を示します。

{geolocPkid=9dc76052-3a37-78c2-639a-1c02e8f5d3a2,filterPkid=d5bdda76-6a86-56c5-b5fd-6df
f82b37493,geolocVal=,devType=8}

意味は次のとおりです。

geolocVal フィールドは、Cisco Unified Communications Manager データベースが位置情報レコー

ドを参照せず、別のソース（たとえば、リモート クラスタからのロケーション伝達 PIDF-LO 
XML）からの位置情報データが適用される場合に使用されます。

このような場合、Cisco Unified Communications Manager は位置情報フィールド用に名前 /値ペア

を作成します。

例："country=US:A1=Texas:A3=Richardson:LOC=Building 6"（値は、geolocVal フィールドを介

して伝達されます）

（注） このような場合、geolocPkid はヌルのまま維持され、コール制御または機能は位置情報識

別子を使用して geolocVal フィールドにアクセスします。

次に、位置情報識別子の論理表現を示します。

"Border:country=US:A1=Texas:A3=Richardson:LOC=Building 6"

（注） この位置情報識別子は、位置情報識別子のメンバ フィールドから作成されます。

追加情報

「関連項目」（P.23-26）を参照してください。

位置情報のインタラクション
位置情報には、次のインタラクションがあります。

 • ロケーション伝達

ロケーション伝達の詳細については、「ロケーション伝達について」（P.23-22）を参照してください。

追加情報

「関連項目」（P.23-26）を参照してください。
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位置情報の設定

ヒント 位置情報を設定する前に、「位置情報の設定チェックリスト」（P.23-2）および 「位置情報フィルタの設

定チェックリスト」（P.23-3）を参照してください。

位置情報を設定するには、Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [システム

(System)] > [位置情報の設定 (Geolocation Configuration)] メニュー オプションを使用します。

ヒント ロケーションと位置情報を混同しないでください。ロケーション（[システム (System)] > [ロケーショ

ン (Location)] メニュー オプションを使用して設定）では、集中型コール処理システムで Call 
Admission Control（CAC; コール アドミッション制御）を行うために使用されるエンティティを定義

できます。位置情報（[システム (System)] > [位置情報の設定 (Geolocation Configuration)] メニュー 
オプションを使用して設定）では、論理パーティションなどの機能用に Cisco Unified 
Communications Manager デバイスを関連付けるために使用する地理的ロケーションを指定できます。

位置情報の設定については、次の項を参照してください。

 • 「位置情報の検索」（P.23-10）

 • 「位置情報の設定」（P.23-11）

 • 「位置情報の削除」（P.23-12）

 • 「位置情報の設定項目」（P.23-12）

追加情報

「関連項目」（P.23-26）を参照してください。

位置情報の検索

ネットワーク上には複数の位置情報が存在する場合があります。Cisco Unified Communications 
Manager では、特定の条件に基づいて、位置情報を検索できます。Cisco Unified Communications 
Manager データベース内の特定の位置情報を検索するには、次の手順を実行します。

（注） ブラウザ セッションでの作業中は、Cisco Unified Communications Manager の管理ページで位置情報

の検索プリファレンスが保持されます。他のメニュー項目に移動してこのメニュー項目に戻った場合で

も、検索を変更するかブラウザを閉じない限り、位置情報の検索プリファレンスは Cisco Unified 
Communications Manager の管理ページで保持されています。

手順

ステップ 1 [システム (System)] > [位置情報の設定 (Geolocation Configuration)] を選択します。

[ 位置情報の検索と一覧表示 (Find and List Geo Locations)] ウィンドウが表示されます。ウィンドウに

は、アクティブな（前の）クエリーのレコードが表示される場合もあります。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空になっていることを確認

し、「ステップ 3」 に進みます。
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特定のレコードをフィルタリングまたは検索するには、次の操作を実行します。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスで、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスで、検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索文字を入力します。

（注） 別の検索条件を追加するには、[+] ボタンをクリックします。条件を追加した場合は、指定し

たすべての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、[-] ボタンをクリッ

クして、最後に追加された条件を削除するか、または [フィルタのクリア (Clear Filter)] ボタン

をクリックして、追加されたすべての検索条件を削除します。

ステップ 3 [検索 (Find)] をクリックします。

条件に一致するレコードがすべて表示されます。[ ページあたりの行数 (Rows per Page)] ドロップダウ

ン リスト ボックスで別の値を選択すると、表示される項目数を変更できます。

（注） 適切なレコードの横にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削除 (Delete 
Selected)] をクリックすると、データベースから複数のレコードを削除できます。[すべてを選

択 (Select All)] をクリックして [選択項目の削除 (Delete Selected)] をクリックすると、この選

択対象として設定可能なすべてのレコードを削除できます。

ステップ 4 表示されたレコード リストから、目的のレコードのリンクをクリックします。

（注） ソート順を逆にするには、リストのヘッダーにある上矢印または下矢印をクリックします（使

用可能な場合）。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

「関連項目」（P.23-26）を参照してください。

位置情報の設定

位置情報を追加または更新するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [システム (System)] > [位置情報の設定 (Geolocation Configuration)] を選択します。

[ 位置情報の検索と一覧表示 (Find and List Geo Locations)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

 • 新しい位置情報を追加するには、[ 新規追加 (Add New)] をクリックします。

[ 位置情報の設定 (Geolocation Configuration)] ウィンドウが表示されます。

 • 位置情報を更新するには、「位置情報の検索」（P.23-10）の説明に従って特定の位置情報を検索し

ます。
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ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 23-5 を参照）。

ステップ 4 [保存 (Save)] をクリックします。

位置情報を追加した場合、ウィンドウの下部にあるリスト ボックスに新しい位置情報が表示されるよ

うになります。

追加情報

「関連項目」（P.23-26）を参照してください。

位置情報の削除

既存の位置情報を削除するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [システム (System)] > [位置情報の設定 (Geolocation Configuration)] を選択します。

[ 位置情報の検索と一覧表示 (Find and List Geo Locations)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 特定の位置情報を検索するには、検索条件を入力して、[検索 (Find)] をクリックします。

検索条件に一致した位置情報のリストが表示されます。

ステップ 3 次のいずれかの操作を実行します。

 • 削除する位置情報の横にあるチェックボックスをオンにし、[ 選択項目の削除 (Delete Selected)] を
クリックします。

 • [ すべてを選択 (Select All)] をクリックしてから [ 選択項目の削除 (Delete Selected)] をクリックし

て、ウィンドウ内のすべての位置情報を削除します。

 • 削除する位置情報の名前をリストから選択し、[ 削除 (Delete)] をクリックします。

確認のダイアログボックスが表示されます。

ステップ 4 [OK] をクリックします。

指定した位置情報が削除されます。

追加情報

「関連項目」（P.23-26）を参照してください。

位置情報の設定項目

地理的ロケーション情報、つまり位置情報は、世界における物理的位置を表し、人、イベント、または

デバイスの過去、現在、または将来の場所に相当します。

Cisco Unified Communications Manager の管理では、すべてのデバイスに対して位置情報を指定でき

ます。

Cisco Unified Communications Manager の管理では、位置情報は手動で設定します。



 

23-13
Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド     

第 23 章      位置情報およびロケーション伝達

    位置情報の設定    

ヒント ロケーションと位置情報を混同しないでください。ロケーション（[システム (System)] > [ロケーショ

ン (Location)] メニュー オプションを使用して設定）では、集中型コール処理システムで Call 
Admission Control（CAC; コール アドミッション制御）を行うために使用されるエンティティを定義

できます。位置情報（[システム (System)] > [位置情報の設定 (Geolocation Configuration)] メニュー 
オプションを使用して設定）では、論理パーティションなどの機能用に Cisco Unified 
Communications Manager デバイスを関連付けるために使用する地理的ロケーションを指定できます。

表 23-5 に、位置情報の設定に使用する設定項目を示します。

表 23-5 位置情報の設定項目 

フィールド 説明

[位置情報の設定 (Geolocation Configuration)]

[名前 (Name)] 対象の位置情報の一意の名前を入力します。

名前には、最大 50 文字の ASCII 文字を使用できます。引用符（"）、
右山カッコ（>）、左山カッコ（<）、バックスラッシュ（¥）、アンパ

サンド（&）、およびパーセント記号（%）を除くすべての文字を使

用できます。

[説明 (Description)] 対象の位置情報の説明を入力します。

このフィールドには、最大 50 文字の ASCII 文字または Unicode 文
字を入力できます。

デフォルト値は空白です。

[2文字の省略形を使用した国
(Country using the two-letter 
abbreviation)]

対象の位置情報を設定する国に対応する 2 文字の省略形を入力しま

す。ISO 3166 コードを使用します。

国は 2 文字の ASCII 文字で表す必要があります。

デフォルト値は空白です。

例：

US（米国の場合）、IN（インドの場合）

[都道府県 (A1)(State,Region,or 
Province (A1))]

対象の位置情報の国内地域（都道府県など）を入力します。

このフィールドには、最大 50 文字の ASCII 文字または Unicode 文
字を入力できます。

デフォルト値は空白です。

例：

Texas、Karnataka、Maharashtra

[郡 (A2)(County or Parish 
(A2))]

対象の位置情報の郡を入力します。

このフィールドには、最大 50 文字の ASCII 文字または Unicode 文
字を入力できます。

デフォルト値は空白です。

例：

Tarrant、Harris、Plaquemines
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[市 (A3)(City or Township 
(A3))]

対象の位置情報の市を入力します。

このフィールドには、最大 50 文字の ASCII 文字または Unicode 文
字を入力できます。

デフォルト値は空白です。

例：

Bangalore、New Delhi、Mumbai、Dallas、Tokyo、Sydney

[区 (A4)(Borough or City 
District (A4))]

対象の位置情報の区や町を入力します。

このフィールドには、最大 50 文字の ASCII 文字または Unicode 文
字を入力できます。

デフォルト値は空白です。

例：

Manhattan、Brooklyn、Westminster、Hollywood

[地域 (A5)(Neighborhood 
(A5))]

対象の位置情報の地域または区画を入力します。

このフィールドには、最大 50 文字の ASCII 文字または Unicode 文
字を入力できます。

デフォルト値は空白です。

例：

Midtown、Soho、Southbank

[町名番地 (A6)(Street (A6))] 対象の位置情報の町名番地を入力します。

このフィールドには、最大 50 文字の ASCII 文字または Unicode 文
字を入力できます。

デフォルト値は空白です。

例：

Main、Commerce、Champs-Elysees、Broadway

[NやWなど、町名番地に付与

される方角 (Leading Street 
Direction,such as N or W、
PRD)]

対象の位置情報の、町名番地に付与される方角を入力します。

このフィールドには、最大 10 文字の ASCII 文字または Unicode 文
字を入力できます。

デフォルト値は空白です。

例：

N、S、E、W（43 N Wabash Avenue のような場合）

表 23-5 位置情報の設定項目 （続き）

フィールド 説明
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[SWなど、後に続く町名番地の

サフィックス (Trailing Street 
Suffix,such as SW、POD)]

対象の位置情報の、後に続く町名番地のサフィックスを入力しま

す。

このフィールドには、最大 10 文字の ASCII 文字または Unicode 文
字を入力できます。

デフォルト値は空白です。

例：

SW、NE、NW、SE（245 E 45th St NW のような場合）

[通りや広場など、住所のサ

フィックス (Address 
Suffix,such as Avenue,Platz、
STS)]

対象の位置情報の住所のサフィックスを入力します。

このフィールドには、最大 50 文字の ASCII 文字または Unicode 文
字を入力できます。

デフォルト値は空白です。

例：

Avenue、Boulevard、Platz、rue

[住居番号 (Numeric house 
number、HNO)]

対象の位置情報の住居番号を入力します。

このフィールドには、最大 10 文字の数値を入力できます。

デフォルト値は空白です。

例：

2666,14,12345

[A、1/2などの住居番号のサ

フィックス (House Number 
Suffix,such as A,1/2、HNS)]

対象の位置情報の住居番号のサフィックスを入力します。

このフィールドには、最大 20 文字の ASCII 文字または Unicode 文
字を入力できます。

デフォルト値は空白です。

例：

A、1/2、bis

[目印 (Landmark、LMK)] 対象の位置情報の目印を入力します。

このフィールドには、最大 50 文字の ASCII 文字または Unicode 文
字を入力できます。

デフォルト値は空白です。

例：

Central Library

表 23-5 位置情報の設定項目 （続き）

フィールド 説明
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追加情報

「関連項目」（P.23-26）を参照してください。

位置情報フィルタについて
Cisco Unified Communications Manager の管理者は、次の項目を定義します。

 • 位置情報フィルタを使用する機能に関与するすべてのデバイスに対する位置情報フィルタ。フィル

タを使用すると、17 の位置情報フィールドから特定のフィールドを選択して、選択したフィール

ドから識別子を作成できます。位置情報フィルタは手動で設定します。

その後、Cisco Unified Communications Manager の管理者は位置情報フィルタをデバイスに割り当て

ます。

[部屋番号などの追加ロケー

ション情報 (Additional 
Location Information,such as 
Room Number、LOC)]

対象の位置情報の追加ロケーション情報（部屋番号など）を入力し

ます。

このフィールドには、最大 50 文字の ASCII 文字または Unicode 文
字を入力できます。

デフォルト値は空白です。

例：

Room 222、Suite 555

[階数 (FLR)(Floor (FLR))] 対象の位置情報の階数を入力します。

このフィールドには、最大 10 文字の ASCII 文字を入力できます。

デフォルト値は空白です。

例：

23、2nd

[会社名または居住者名
(NAM)(Name of Business or 
Resident (NAM))]

対象の位置情報の会社名、居住者名、またはオフィス賃借人を入力

します。

このフィールドには、最大 50 文字の ASCII 文字または Unicode 文
字を入力できます。

デフォルト値は空白です。

例：

Cisco Systems、Joe's Barbershop

[郵便番号 (PC)(Zip or Postal 
Code (PC))]

対象の位置情報の郵便番号を入力します。

このフィールドには、最大 20 文字の ASCII 文字または Unicode 文
字を入力できます。

デフォルト値は空白です。

例：

75042-0401、SW1V 1RP

表 23-5 位置情報の設定項目 （続き）

フィールド 説明
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位置情報フィルタの値は次のロジックによって決定されます。

1. 移動中の電話デバイスについては、ローミング設定の DP から位置情報フィルタの値が読み取られ

ます。移動中でない電話デバイスについては、デバイス設定の DP から位置情報フィルタの値が読

み取られます。

2. トランク、クラスタ間トランク、または MGCP ポート デバイスについては、デバイス ウィンドウ

から位置情報フィルタの値が読み取られます。値が設定されていない場合は、DP から読み取られ

ます。

3. DP に位置情報フィルタの値が設定されていない場合、空白値が使用されます。

4. 使用可能なフィルタが空白の場合、コール処理では、Default Geolocation Filter エンタープライズ 
パラメータで指定された値が使用されます。

位置情報フィルタの例

表 23-6 に、位置情報フィルタの例を示します。

追加情報

「関連項目」（P.23-26）を参照してください。

位置情報フィルタの設定

ヒント 位置情報フィルタを設定する前に、「位置情報フィルタの設定チェックリスト」（P.23-3）を参照してく

ださい。

位置情報フィルタを設定するには、Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [システム

(System)] > [位置情報フィルタ (Geolocation Filter)] メニュー オプションを使用します。

位置情報フィルタの設定方法については、次の各項を参照してください。

 • 「位置情報フィルタの検索」（P.23-18）

 • 「位置情報フィルタの設定」（P.23-19）

 • 「位置情報フィルタの削除」（P.23-19）

 • 「位置情報フィルタの設定項目」（P.23-20）

追加情報

「関連項目」（P.23-26）を参照してください。

表 23-6 位置情報フィルタの例 

位置情報の名前 位置情報フィルタ データ

India-Filter1 （UseCountry、UseA1、UseA3、UseLOC）

India-GW-Filter2 （UseCountry、UseA1、UseA3、UseLOC、

UseNAM）

India-ICT-Trunk-Filter3 （UseCountry、UseA1、UseA3、UseNAM）
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位置情報フィルタの検索

ネットワーク上には複数の位置情報フィルタが存在する場合があります。Cisco Unified 
Communications Manager では、特定の条件に基づいて、位置情報フィルタを検索できます。Cisco 
Unified Communications Manager データベース内の特定の位置情報フィルタを検索するには、次の手

順を実行します。

（注） ブラウザ セッションでの作業中は、Cisco Unified Communications Manager の管理ページで位置情報

フィルタの検索プリファレンスが保持されます。他のメニュー項目に移動してこのメニュー項目に戻っ

た場合でも、検索を変更するかブラウザを閉じない限り、位置情報フィルタの検索プリファレンスは 
Cisco Unified Communications Manager の管理ページで保持されています。

手順

ステップ 1 [システム (System)] > [位置情報フィルタ (Geolocation Filter)] を選択します。

[ 位置情報フィルタの検索と一覧表示 (Find and List Geo Location Filters)] ウィンドウが表示されます。

ウィンドウには、アクティブな（前の）クエリーのレコードが表示される場合もあります。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空になっていることを確認

し、「ステップ 3」 に進みます。

特定のレコードをフィルタリングまたは検索するには、次の操作を実行します。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスで、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスで、検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索文字を入力します。

（注） 別の検索条件を追加するには、[+] ボタンをクリックします。条件を追加した場合は、指定し

たすべての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、[-] ボタンをクリッ

クして、最後に追加された条件を削除するか、または [フィルタのクリア (Clear Filter)] ボタン

をクリックして、追加されたすべての検索条件を削除します。

ステップ 3 [検索 (Find)] をクリックします。

条件に一致するレコードがすべて表示されます。[ ページあたりの行数 (Rows per Page)] ドロップダウ

ン リスト ボックスで別の値を選択すると、表示される項目数を変更できます。

（注） 適切なレコードの横にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削除 (Delete 
Selected)] をクリックすると、データベースから複数のレコードを削除できます。[すべてを選

択 (Select All)] をクリックして [選択項目の削除 (Delete Selected)] をクリックすると、この選

択対象として設定可能なすべてのレコードを削除できます。

ステップ 4 表示されたレコード リストから、目的のレコードのリンクをクリックします。

（注） ソート順を逆にするには、リストのヘッダーにある上矢印または下矢印をクリックします（使

用可能な場合）。

選択した項目がウィンドウに表示されます。
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追加情報

「関連項目」（P.23-26）を参照してください。

位置情報フィルタの設定

位置情報フィルタを追加または更新するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [システム (System)] > [位置情報フィルタ (Geolocation Filter)] を選択します。

[ 位置情報フィルタの検索と一覧表示 (Find and List Geo Location Filters)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

 • 新しい位置情報フィルタを追加するには、[ 新規追加 (Add New)] をクリックします。

[ 位置情報フィルタの設定 (Geo Location Filter Configuration)] ウィンドウが表示されます。

 • 位置情報フィルタを更新するには、「位置情報フィルタの検索」（P.23-18）の説明に従って特定の

位置情報フィルタを検索します。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 23-7 を参照）。

ステップ 4 [保存 (Save)] をクリックします。

位置情報フィルタを追加した場合、ウィンドウの下部にあるリスト ボックスに新しい位置情報フィル

タが表示されるようになります。

追加情報

「関連項目」（P.23-26）を参照してください。

位置情報フィルタの削除

既存の位置情報フィルタを削除するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [システム (System)] > [位置情報フィルタ (Geolocation Filter)] を選択します。

[ 位置情報フィルタの検索と一覧表示 (Find and List Geo Location Filters)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 特定の位置情報フィルタを検索するには、検索条件を入力して、[検索 (Find)] をクリックします。

検索条件に一致した位置情報フィルタのリストが表示されます。

ステップ 3 次のいずれかの操作を実行します。

 • 削除する位置情報フィルタの横にあるチェックボックスをオンにし、[ 選択項目の削除 (Delete 
Selected)] をクリックします。

 • [ すべてを選択 (Select All)] をクリックしてから [ 選択項目の削除 (Delete Selected)] をクリックし

て、ウィンドウ内のすべての位置情報フィルタを削除します。

 • 削除する位置情報フィルタの名前をリストから選択し、[ 削除 (Delete)] をクリックします。

確認のダイアログボックスが表示されます。
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ステップ 4 [OK] をクリックします。

指定した位置情報フィルタが削除されます。

追加情報

「関連項目」（P.23-26）を参照してください。

位置情報フィルタの設定項目

Cisco Unified Communications Manager の管理者は、次の項目を定義します。

 • 位置情報フィルタを使用する機能に関与するすべてのデバイスに対する位置情報フィルタ。フィル

タを使用すると、17 の位置情報フィールドから特定のフィールドを選択して、選択したフィール

ドから識別子を作成できます。位置情報フィルタは手動で設定します。

その後、Cisco Unified Communications Manager の管理者は位置情報フィルタをデバイスに割り当て

ます。

表 23-7 に、位置情報フィルタの設定に使用する設定項目を示します。

表 23-7 位置情報フィルタの設定項目 

フィールド 説明

[位置情報フィルタの設定 (Geo Location Filter Configuration)]

[名前 (Name)] 対象の位置情報フィルタの一意の名前を入力します。デフォルトで

は、名前はブランクにできません。

このフィールドには、最大 50 文字の ASCII 文字を入力できます。

引用符（"）、右山カッコ（>）、左山カッコ（<）、バックスラッシュ

（¥）、アンパサンド（&）、およびパーセント記号（%）を除くすべ

ての文字を使用できます。

[説明 (Description)] 対象の位置情報フィルタの説明を入力します。

このフィールドには、最大 50 文字の ASCII 文字または Unicode 文
字を入力できます。

デフォルト値は空白です。

[2文字の省略形を使用した国
(Country using the two-letter 
abbreviation)]

指定した位置情報の [国 (Country)] フィールドを使用して対象の位

置情報フィルタを作成するには、このボックスをオンにします。

[都道府県 (A1)(State,Region,or 
Province (A1))]

指定した位置情報の [都道府県 (A1)(State,Region,or Province 
(A1))] フィールドを使用して対象の位置情報フィルタを作成するに

は、このボックスをオンにします。

[郡 (A2)(County or Parish 
(A2))]

指定した位置情報の [郡 (A2)(County or Parish (A2))] フィールドを

使用して対象の位置情報フィルタを作成するには、このボックスを

オンにします。

[市 (A3)(City or Township 
(A3))]

指定した位置情報の [市 (A3)(City or Township (A3))] フィールドを

使用して対象の位置情報フィルタを作成するには、このボックスを

オンにします。
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[区 (A4)(Borough or City 
District (A4))]

指定した位置情報の [区 (A4)(Borough or City District (A4))] フィー

ルドを使用して対象の位置情報フィルタを作成するには、このボッ

クスをオンにします。

[地域 (A5)(Neighborhood 
(A5))]

指定した位置情報の [地域 (A5)(Neighborhood (A5))] フィールドを

使用して対象の位置情報フィルタを作成するには、このボックスを

オンにします。

[町名番地 (A6)(Street (A6))] 指定した位置情報の [町名番地 (A6)(Street (A6))] フィールドを使用

して対象の位置情報フィルタを作成するには、このボックスをオン

にします。

[NやWなど、町名番地に付与

される方角 (Leading Street 
Direction,such as N or W、
PRD)]

指定した位置情報の [NやWなど、町名番地に付与される方角

(Leading Street Direction,such as N or W、PRD)] フィールドを使用

して対象の位置情報フィルタを作成するには、このボックスをオン

にします。

[SWなど、後に続く町名番地の

サフィックス (Trailing Street 
Suffix,such as SW、POD)]

指定した位置情報の [SWなど、後に続く町名番地のサフィックス

(Trailing Street Suffix,such as SW、POD)] フィールドを使用して対

象の位置情報フィルタを作成するには、このボックスをオンにしま

す。

[通りや広場など、住所のサ

フィックス (Address 
Suffix,such as Avenue,Platz、
STS)]

指定した位置情報の [通りや広場など、住所のサフィックス (Address 
Suffix,such as Avenue,Platz、STS)] フィールドを使用して対象の位置

情報フィルタを作成するには、このボックスをオンにします。

[住居番号 (Numeric house 
number、HNO)]

指定した位置情報の [住居番号 (Numeric house number、HNO)] 
フィールドを使用して対象の位置情報フィルタを作成するには、こ

のボックスをオンにします。

[A、1/2などの住居番号のサ

フィックス (House Number 
Suffix,such as A,1/2、HNS)]

指定した位置情報の [A、1/2などの住居番号のサフィックス (House 
Number Suffix,such as A,1/2、HNS)] フィールドを使用して対象の

位置情報フィルタを作成するには、このボックスをオンにします。

[目印 (Landmark、LMK)] 指定した位置情報の [目印 (Landmark、LMK)] フィールドを使用し

て対象の位置情報フィルタを作成するには、このボックスをオンに

します。

[部屋番号などの追加ロケー

ション情報 (Additional 
Location Information,such as 
Room Number、LOC)]

指定した位置情報の [部屋番号などの追加ロケーション情報

(Additional Location Information,such as Room Number、LOC)] 
フィールドを使用して対象の位置情報フィルタを作成するには、こ

のボックスをオンにします。

[階数 (FLR)(Floor (FLR))] 指定した位置情報の [階数 (FLR)(Floor (FLR))] フィールドを使用

して対象の位置情報フィルタを作成するには、このボックスをオン

にします。

[会社名または居住者名
(NAM)(Name of Business or 
Resident (NAM))]

指定した位置情報の [会社名または居住者名 (NAM)(Name of 
Business or Resident (NAM))] フィールドを使用して対象の位置情

報フィルタを作成するには、このボックスをオンにします。

[郵便番号 (PC)(Zip or Postal 
Code (PC))]

指定した位置情報の [郵便番号 (PC)(Zip or Postal Code (PC))] 
フィールドを使用して対象の位置情報フィルタを作成するには、こ

のボックスをオンにします。

表 23-7 位置情報フィルタの設定項目 （続き）

フィールド 説明
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追加情報

「関連項目」（P.23-26）を参照してください。

ロケーション伝達について
ロケーション伝達には、次の動作を可能にするための設定が必要です。

 • クラスタ間での位置情報の伝達

 – コールの確立時、およびコール中の参加とリダイレクト時に、クラスタ間で位置情報を伝達で

きるようにする。

（注） エンタープライズ パラメータと論理パーティションの設定からは、ロケーション伝達は制御されませ

ん。トランクを介して通信するデバイスが位置情報と関連している場合に、クラスタ間で位置情報が伝

達されるようにトランク（SIP または ICT）を設定するには、[位置情報の送信 (Send Geolocation 
Information)] チェックボックスをオンにします。 
 

現在のリリースの論理パーティション機能では、Cisco Unified Communications Manager は設定され

た位置情報を回線デバイス（SIP または SCCP を実行している電話機）に送信しません。

ここでは、次のトピックについて説明します。

 • 「SIP トランクおよびクラスタ間トランクの間での位置情報の伝達」（P.23-22）

 • 「SIP トランクでの位置情報関連のエラー処理」（P.23-23）

 • 「クラスタ間トランクでの位置情報関連のエラー処理」（P.23-23）

 • 「受信された位置情報の処理」（P.23-23）

 • 「コール中に位置情報が変更された場合の機能インタラクション」（P.23-24）

追加情報

「関連項目」（P.23-26）を参照してください。

SIP トランクおよびクラスタ間トランクの間での位置情報の伝達

位置情報の伝達には、次の特徴があります。

 • 位置情報は、クラスタ間で送信されます。

 • 位置情報は、コールの確立時、およびコール中の参加とリダイレクト時に送信されます。

SIP トランクでは、RFC 4119 で定義されているとおり、Presence Information Data Format Location 
Object（PIDF-LO）のロケーション伝達がサポートされています。PIDF-LO は、プレゼンス ドキュメ

ント内のロケーション情報のカプセル化を規定するものです。

 • ロケーション伝達では、ロケーション伝達に関する draft-ietf-sip-location-conveyance-10 で規定さ

れているように、一部の SIP 拡張がサポートされています。

 • デバイス タイプの指定を伝達する場合、SIP 拡張に関する draft-ietf-simple-prescaps-ext-08 に規

定されているように、User Agent Capability Presence Status を使用します。

 • ロケーション伝達では、SIP 拡張に関する draft-ietf-geopriv-pdif-lo-profile-11 に規定されている

ように、<device> 要素内の PIDF-LO がサポートされています。

 • INVITE および UPDATE 要求では PIDF-LO XML が伝送されます。
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 • 位置情報フィールドでは、ASCII 文字と Unicode 文字がサポートされています。

また、クラスタ間トランクでも、PIDF-LO XML を使用するロケーション伝達がサポートされていま

す。ただし、この場合、一部の XML 要素が除外されます。

 • 対象となる要素は、Setup、Alert、Progress、Connect、および Notify 要求です。

 • 位置情報フィールドでは、ASCII 文字がサポートされています。

SIP トランクまたはクラスタ間トランクでは、コール制御メッセージで送信される位置情報とデバイス 
タイプを使用して PIDF-LO XML が作成されます。

追加情報

「関連項目」（P.23-26）を参照してください。

SIP トランクでの位置情報関連のエラー処理

ロケーション伝達用に位置情報を伝送する着信要求は、次のように準拠性がチェックされます。

1. 位置情報ヘッダーには PIDF-LO の包含が指定されているが、メッセージ本文では PIDF-LO が伝

送されない。

2. 位置情報ヘッダーに含まれる CID ヘッダーが表す URI と同じ URI を使用する、対応する 
Content-ID ヘッダーが存在しない。

3. 位置情報ヘッダーに CID ヘッダー以外の URI が含まれている（たとえば、LbyR を表す SIP また

は SIPS URI）。

非準拠 SIP 要求を受信した SIP トランクは、「424（不正なロケーション情報）」応答で応答します。

次のような場合、位置情報の処理は無視されます。SIP トランクは、情報提供を目的として、次の発信 
SIP 応答（たとえば、180 または 200）で Geolocation-Error ヘッダーを送信します。

 • PIDF-LO に「geopriv」、「location-info」、「civicAddress」、「usage-rules」などの必須要素が欠落

している場合。

 • usage-rules で示された retention-expiry 時間がすでに経過している場合（GMT での現在時刻と比

較）。このような場合、処理は無視されます。

受信された位置情報は無視されるので、SIP トランクではローカルに設定された位置情報が引き続き使

用されます。

追加情報

「関連項目」（P.23-26）を参照してください。

クラスタ間トランクでの位置情報関連のエラー処理

クラスタ間トランクで受信された位置情報の処理中にエラーが発生した場合、そのトランクにローカル

に設定された位置情報が使用されます。

追加情報

「関連項目」（P.23-26）を参照してください。

受信された位置情報の処理

PIDF-LO XML を受信したクラスタは、受信した位置情報を解析し、その情報をコロン区切りの名前 /
値ペアとして、CcNotifyInd 信号の GeolocationInfo データ構造を使用して伝達します。
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例："Country=US:A1=NC:A3=RTP:LOC=BLD9"

受信された PIDF-LO の位置情報の内容は、トランクにローカルに設定された位置情報（トランク間の

デバイス用に使用されるもの）よりも優先されます。

例：
{geolocPkid=,filterPkid=d5bdda76-6a86-56c5-b5fd-6dff82b37493,geolocVal="Country=US:A1=NC:A
3=RTP:LOC=BLD9",devType=4}

追加情報

「関連項目」（P.23-26）を参照してください。

コール中に位置情報が変更された場合の機能インタラクション

発信位置情報の変更

Supplementary Service（SS; 補足サービス）機能のインタラクション（転送、会議、パーク取得など）

が発生すると、着信側が変更されます。

このようなシナリオでは、SIP トランクまたはクラスタ間トランク デバイスがコール制御から有効な位

置情報を受信し、その情報が送信済みの位置情報と異なる場合、更新された位置情報が UPDATE（SIP 
トランク）または Notify（クラスタ間トランク）メッセージで伝達されます。

着信位置情報の変更

リモート クラスタで SS 機能のインタラクションが発生した場合、更新された位置情報が UPDATE ま
たは Notify メッセージとして SIP トランクまたはクラスタ間トランクを介して受信されます。

このような更新が受信されると、SIP トランクまたはクラスタ間トランクは PIDF-LO を解析し、その 
PIDF-LO をコール制御および LPSession プロセスに伝達します。

PIDF-LO の例

次に、SIP トランク間で送信される PIDF-LO の例を示します。ロケーション伝達に関連する項目は太

字で表記されています。

UPDATE sip:4400@10.10.10.2:5060;transport=tcp SIP/2.0
Date: Sat, 12 Jul 2008 13:28:42 GMT
Call-Info: <urn:x-cisco-remotecc:callinfo>; security= NotAuthenticated
Geolocation: <cid:4900@10.10.10.1>;inserted-by=”10.10.10.1”
Content-ID: 4900@10.10.10.1
From: <sip:4900@10.10.10.1>;tag=4d1edcb1-f546-4ee7-966c-2973fbc56475-31638661
P-Asserted-Identity: <sip:4900@10.10.10.1>
Content-Length: 1070
User-Agent: Cisco-CUCM7.1
To: <sip:4400@10.10.10.2>;tag=e1258ce2-8620-4005-9aa1-72d99cd54050-31642615
Contact: <sip:4900@10.10.10.1:5060;transport=tcp>
Content-Type: application/pidf+xml
Call-ID: bbb3f900-8781b563-b-47f54c0a@10.10.10.2
Via: SIP/2.0/TCP 10.10.10.1:5060;branch=z9hG4bK179f431e3
CSeq: 101 UPDATE
Max-Forwards: 70
<?xml version=”1.0” encoding=”UTF-8”?>
<presence xmlns=”urn:ietf:params:xml:ns:pidf”
xmlns:gp=”urn:ietf:params:xml:ns:pidf:geopriv10”
xmlns:cl=” urn:ietf:params:xml:ns:pidf:geopriv10:civicLoc”
xmlns:dm=”urn:ietf:params:xml:ns:pidf:data-model”
xmlns:caps=”urn:ietf:params:xml:ns:pidf:caps”
xmlns:cisco=”http://www.cisco.com”
entity=”pres:geotarget@example.com”>
<dm:device id=”sg89ae”>
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<caps:devcaps>
<cisco:gateway>false</cisco:gateway>
</caps:devcaps>
<gp:geopriv>
<gp:location-info>
<cl:civicAddress>
<cl:country>IN</cl:country>
<cl:A1>KA</cl:A1>
<cl:A2>a2</cl:A2>
<cl:A3>BLR</cl:A3>
<cl:A4>a4</cl:A4>
<cl:A5>a5</cl:A5>
<cl:A6>a6</cl:A6>
<cl:PRD>prd</cl:PRD>
<cl:POD>pod</cl:POD>
<cl:STS>sts</cl:STS>
<cl:HNO>123</cl:HNO>
<cl:HNS>hns</cl:HNS>
<cl:LMK>lmk</cl:LMK>
<cl:LOC>BLDG1</cl:LOC>
<cl:FLR>flr</cl:FLR>
<cl:NAM>nam</cl:NAM>
<cl:PC>pc</cl:PC>
</cl:civicAddress>
</gp:location-info>
<gp:usage-rules>
<gp:retransmission-allowed>yes</gp:retransmission-allowed>
<gp:retention-expiry>2008-09-03T17:58:19Z</gp:retention-expiry>
</gp:usage-rules>
</gp:geopriv>
<timestamp>2008-09-02T17:58:19Z</timestamp>
</dm:device>
</presence>

追加情報

「関連項目」（P.23-26）を参照してください。

ロケーション伝達の設定
デバイスに関する位置情報をクラスタ間で伝達する必要がある場合は、必ずロケーション伝達を設定し

ます。ロケーション伝達を設定するには、表 23-3 に示す手順を実行します。

デバイスに位置情報を関連付ける方法については、「位置情報の設定チェックリスト」（P.23-2）を参照

してください。

ヒント ロケーション伝達を設定する前に、「ロケーション伝達の設定チェックリスト」（P.23-4）を参照してく

ださい。

追加情報

「関連項目」（P.23-26）を参照してください。
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関連項目
 • 「位置情報の設定チェックリスト」（P.23-2）

 • 「位置情報フィルタの設定チェックリスト」（P.23-3）

 • 「ロケーション伝達の設定チェックリスト」（P.23-4）

 • 「位置情報について」（P.23-6）

 • 「位置情報の概要」（P.23-6）

 • 「位置情報の特徴」（P.23-6）

 • 「共有回線およびルート リストでの位置情報の使用方法」（P.23-8）

 • 「位置情報識別子」（P.23-8）

 • 「位置情報のインタラクション」（P.23-9）

 • 「位置情報の設定」（P.23-10）

 • 「位置情報の設定項目」（P.23-12）

 • 「位置情報フィルタについて」（P.23-16）

 • 「位置情報フィルタの設定」（P.23-17）

 • 「位置情報フィルタの設定項目」（P.23-20）

 • 「ロケーション伝達について」（P.23-22）

 • 「SIP トランクおよびクラスタ間トランクの間での位置情報の伝達」（P.23-22）

 • 「SIP トランクでの位置情報関連のエラー処理」（P.23-23）

 • 「クラスタ間トランクでの位置情報関連のエラー処理」（P.23-23）

 • 「受信された位置情報の処理」（P.23-23）

 • 「コール中に位置情報が変更された場合の機能インタラクション」（P.23-24）

 • 「ロケーション伝達の設定」（P.23-25）

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「デバイス プールの

設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「エンタープライズ 
パラメータの設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「CTI ルート ポイン

トの設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「ゲートウェイの設

定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「Cisco Unified IP 
Phone の設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「トランクの設定」

参考資料

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』

 • 『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』

 • 『Cisco Unified Communications Manager Call Detail Records Administration Guide』
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 • 『Cisco Unified Real-Time Monitoring Tool Administration Guide』

 • 『Cisco Unified Reporting Administration Guide』

 • 『Cisco Unified Communications Manager Bulk Administration ガイド』

 • 『Cisco Unified Communications Solution Reference Network Design (SRND) for Cisco Unified 
Communications Manager』

 • 『Cisco Unified Communications Manager セキュリティ ガイド』

 • 『Cisco Unified Communications Manager Assistant User Guide』
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保留復帰

保留復帰機能は、保留中のコールが設定済みの時間制限を超えたときに、電話機ユーザにアラートを通

知します。

この章は、次の内容で構成されています。

 • 「保留復帰の設定チェックリスト」（P.24-1）

 • 「Cisco 保留復帰の概要」（P.24-3）

 • 「Cisco 保留復帰の動作について」（P.24-4）

 • 「システム要件」（P.24-8）

 • 「サポートされる Cisco Unified IP Phone およびデバイス」（P.24-9）

 • 「インタラクションおよび制限事項」（P.24-9）

 • 「Cisco 保留復帰のインストールとアクティブ化」（P.24-11）

 • 「Cisco 保留復帰の設定」（P.24-11）

 • 「コールのフォーカス優先度の設定」（P.24-13）

 • 「保留復帰タイマーの設定」（P.24-14）

 • 「ユーザに対する Cisco 保留復帰の情報の提供」（P.24-16）

 • 「Cisco 保留復帰のトラブルシューティング」（P.24-16）

 • 「関連項目」（P.24-16）

保留復帰の設定チェックリスト
保留復帰機能は、保留中のコールが設定済みの時間制限を超えたときに、電話機ユーザにアラートを通

知します。保留中のコールが時間制限を超えた場合、Cisco Unified Communications Manager は、電

話機で呼び出し音やビープ音などのアラートを生成して、コールを処理するようユーザに通知します。

保留時間が時間制限を超えると、保留中のコールは復帰コールとなります。

表 24-1 は、保留復帰機能の設定手順を示しています。この手順では、電話機に DN を設定したこと、

または自動登録を使用していることを前提としています。

 • DN の設定や電話機へのデバイス プールの割り当ての詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「Cisco Unified IP Phone の設定」

および『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「電話番号の概要」を参照

してください。

 • デバイス プールの設定の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager アドミニスト
レーション ガイド』の「デバイス プールの設定」を参照してください。
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 • Cisco Unified Communications Manager の設定の詳細については、[システム (System)] > [サービ

スパラメータ (Service Parameters)] を選択し、サーバと [Cisco CallManager] サービスを選択して

から、ウィンドウの上部にある [?] アイコンをクリックします。

 • 関連資料については、「関連項目」（P.24-16）を参照してください。

追加情報

「関連項目」（P.24-16）を参照してください。

表 24-1 保留復帰の設定チェックリスト 

設定手順 関連手順と関連項目

ステップ 1 保留復帰のメッセージを英語以外の言語で表示する

場合、または国に固有のトーンがユーザに聞こえる

ようにする場合は、ロケール インストーラをインス

トールしていることを確認してください。

『Cisco Unified Communications Operating System 
Administration Guide』

ステップ 2 （オプション）新規または既存のデバイス プールの [
デバイスプール設定 (Device Pool Configuration)] 
ウィンドウで、[復帰コールのフォーカス優先度

(Reverted Call Focus Priority)] を設定します。

「コールのフォーカス優先度の設定」（P.24-13）

「Cisco 保留復帰に関する設定のヒント」（P.24-12）

『Cisco Unified Communications Manager アドミニ
ストレーション ガイド』の「デバイス プールの設

定」

ステップ 3 Cisco CallManager サービスの [サービスパラメー

タ設定 (Service Parameter Configuration)] ウィンド

ウで、保留復帰タイマーを設定します。

「保留復帰タイマーの設定」（P.24-14）

「Cisco 保留復帰に関する設定のヒント」（P.24-12）

ステップ 4 [電話の設定 (Phone Configuration)] ウィンドウで、

Cisco Unified IP Phone に正しいデバイス プールが

設定されていることを確認します。設定されていな

ければ、正しいデバイス プールを設定します。

『Cisco Unified Communications Manager アドミニ
ストレーション ガイド』の「Cisco Unified IP 
Phone の設定」

ステップ 5 [電話の設定 (Phone Configuration)] ウィンドウで、

Cisco Unified IP Phone に正しいユーザ ロケールが

設定されていることを確認します。

『Cisco Unified Communications Manager アドミニ
ストレーション ガイド』の「エンド ユーザのパス

ワードの変更」

『Cisco Unified Communications Operating System 
Administration Guide』

ステップ 6 Cisco Unified サービスアビリティで Cisco 
CallManager サービスをアクティブにしたことを確

認します。

『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』
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Cisco 保留復帰の概要
保留復帰機能は、保留中のコールが設定済みの時間制限を超えたときに、電話機ユーザにアラートを通

知します。保留中のコールが時間制限を超えた場合、Cisco Unified Communications Manager は、電

話機で呼び出し音やビープ音などのアラートを生成して、コールを処理するようユーザに通知します。

保留時間が時間制限を超えると、保留中のコールは復帰コールとなります。

（注） この章では、復帰コールという表記は、保留復帰機能によって呼び出された復帰コールだけを指しま

す。それ以外の復帰コール タイプ（パークの復帰コールなど）は指しません。

管理者は、同じ Cisco Unified Communications Manager クラスタ上の電話機に関連付けられたすべて

の DN に対して、保留復帰を設定できます。回線に関連付けられた電話デバイスは、この機能をサポー

トしている必要があります。サポートしていない場合、保留復帰はアクティブになりません。複数の電

話デバイスが回線を共有している場合、この機能を使用できるのは、保留復帰をサポートしているデバ

イスだけです。

（注） Cisco 保留復帰は、エンド ユーザが保留にしたコールだけに適用されます。システムまたはネットワー

クが（会議中や転送中などに）保留にしたコールに対して、この機能をアクティブにすることはできま

せん。

電話機で復帰コールに対して生成されるアラートのタイプは、電話デバイスの機能によって異なりま

す。Cisco Unified Communications Manager は、保留復帰機能がアクティブになったときに、電話機

の機能とインストール済みのファームウェア リリースに応じて、次のアラートを生成します。

 • 電話機で呼び出し音またはビープ音を 1 回鳴らす。

 • ユーザの電話機のステータス行に、復帰コールに対する「保留復帰」という簡潔なメッセージを表

示する。

 • 他のアラート動作と同様に、受話器の回線ボタンの横にある LED を連続的に点滅させる。

 • 復帰コールに対する「震える」受話器アイコンを表示する。

電話機能の詳細については、保留復帰およびこのバージョンの Cisco Unified Communications 
Manager をサポートしている Cisco Unified IP Phone モデルに適合する Cisco Unified IP Phone のアド

ミニストレーション ガイドを参照してください。

次の各項では、Cisco 保留復帰機能について説明します。

 • 「Cisco 保留復帰の動作について」（P.24-4）

 • 「システム要件」（P.24-8）

 • 「インタラクションおよび制限事項」（P.24-9）

 • 「Cisco 保留復帰のインストールとアクティブ化」（P.24-11）

 • 「Cisco 保留復帰の設定」（P.24-11）

追加情報

「関連項目」（P.24-16）を参照してください。
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Cisco 保留復帰の動作について
保留復帰を有効にするには、クラスタまたは特定の電話回線のタイマーを設定します。

 • 保留復帰がクラスタに対して有効になっている場合、サイトのユーザが保留にしたコールが設定済

みの時間制限を超えると、保留復帰機能が呼び出されます。ただし、この機能がその回線に対して

無効になっている場合や、電話機が保留復帰機能をサポートしていない場合を除きます。

 • 保留復帰が回線に対して有効で、クラスタに対して無効である場合、保留復帰機能を呼び出せるの

は、その回線で受信されたコールだけです。

 • 保留復帰が回線とクラスタの両方に対して有効になっている場合は、回線のタイマー設定が、クラ

スタのタイマー設定よりも優先されます。

次の項では、動作の詳細について説明します。

 • 「保留復帰のアラート動作」（P.24-4）

 • 「コールのフォーカス動作」（P.24-5）

 • 「復帰コールを取得する方法」（P.24-5）

 • 「タイマーの無効化」（P.24-6）

 • 「例」（P.24-6）

追加情報

「関連項目」（P.24-16）を参照してください。

保留復帰のアラート動作

表 24-2 は、保留復帰が回線またはクラスタに対して呼び出された場合のさまざまなコール シナリオに

対応する保留復帰のアラート動作の要約を示しています。この動作は、電話機ユーザが保留にした着信

コールおよび発信コールに適用されます。

保留復帰の呼び出し音には、Cisco Unified Communications Manager の管理ページでそのユーザ用に

定義した呼び出し音の設定が使用されます。ただし、点滅は 1 回の点滅に変換され、呼び出し音は 1 回
の呼び出し音に変換されます。呼び出し音を無効に設定すると、電話機では、呼び出し音、点滅、ビー

プ音のいずれも動作しなくなります。

別のアクティブ コールを受けている場合、ユーザは、復帰コールに対する 1 回のコール待機トーンも

受信します。

表 24-2 保留復帰のアラート動作 

シナリオ アラート動作

保留復帰がアクティブになる前に着信コール

のアラートを受信した

着信コールに応答するまで、保留にした電話機には保

留復帰アラートは送信されません（ただし、保留復帰

アイコンは表示されます）。

保留復帰がアクティブになった後で着信コー

ルのアラートを受信した

着信コールに応答するまで、保留にした電話機には追

加のアラートは送信されません。

シェアドライン 保留中のコールを開始したデバイスだけがアラートを

受信します。シェアドラインの他のインスタンスはア

ラートを受信しません。
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追加情報

「関連項目」（P.24-16）を参照してください。

コールのフォーカス動作

復帰コールを取得するには、復帰コールにフォーカスが合っている（つまり、復帰コールが電話機上で

強調表示されている）必要があります。

コールのフォーカス優先度では、オフフックなどのユーザ アクションに対してどのコール タイプ（着

信コールまたは復帰コール）を優先するかが指定されます。Cisco Unified Communications Manager 
のインストール時点では、着信コールが優先されます。

優先されるコール タイプは設定変更できます。たとえば、着信コールに高い優先度が設定されている

場合、保留中のコールが復帰状態になり、電話機がオフフックになると、Cisco Unified 
Communications Manager は、着信コールが存在する場合を除いて、復帰コールを再開します。

ユーザが同じ回線または同じ電話機で複数のコールを保留にした場合、複数のコールが復帰状態になる

と、最も古いコールにフォーカスが保持され、Cisco Unified Communications Manager が最も古い復

帰コールを最初に再開します。ただし、着信コールが存在する場合（着信コールが優先されるとき）

や、ユーザが別の復帰コールを再開するように選択した場合を除きます。ユーザは、別の復帰コールを

取得するように選択するには、コールを強調表示し、[選択 ] ソフトキーを押します。

リモートで使用中のコールと復帰コールがユーザの電話デバイスに存在する場合、Cisco Unified 
Communications Manager は、電話機がオフフックになるとすぐに復帰コールを取得します。

この機能に関するコールのフォーカス設定の詳細については、「コールのフォーカス優先度」（P.24-12）
を参照してください。

追加情報

「関連項目」（P.24-16）を参照してください。

復帰コールを取得する方法

復帰コールにフォーカスが合っている場合、ユーザは次の方法で復帰コールを取得できます。

 • 受話器を取り上げる。

 • 電話機のスピーカ ボタンを押す。

 • ヘッドセット ボタンを押す。

 • 復帰コールに関連付けられた回線を選択する。

 • [復帰 ] ソフトキーを押す。

着信コールがない状況で、同じ電話デバイス

または同じ電話回線で複数の復帰コールを受

信した

すべての復帰コールのアラートを受信します。回線ご

とに異なるアラート間隔を設定できます。

相互に保留にしている どちら側も保留復帰アラートを受信できます。

保留にした側が片通話になっている（たとえ

ば、別の機能よってコールの分割またはリダ

イレクションが行われる）

保留にした側が別の側に再度関連付けられるまで、保

留復帰アラートは遅延されます。

表 24-2 保留復帰のアラート動作 （続き）

シナリオ アラート動作
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これらのアクションでは、受話器がアイドル状態にあること、およびスピーカがまだオンになっていな

いことを前提としています。

（注） 詳細については、保留復帰およびこのバージョンの Cisco Unified Communications Manager をサポー

トしている Cisco Unified IP Phone モデルに適合する Cisco Unified IP Phone のユーザ ガイドを参照し

てください。

追加情報

「関連項目」（P.24-16）を参照してください。

タイマーの無効化

保留復帰機能の保留復帰アラート タイマーは、次の状況になると停止します。

 • ユーザが保留中のコールを取得した。

 • ユーザが同じコールに対して別の機能を呼び出した。

 • 保留中のコールがリリースされた。

コールが再開されないまま、クラスタ全体の Maximum Hold Duration Timer システム設定が期限切れ

になった場合、Cisco Unified Communications Manager は、通知アラートを停止し、コールをクリア

します。Maximum Hold Duration Timer が 0 に設定されている場合、クラスタ全体の Maximum Call 
Duration Timer 設定が期限切れになり、Cisco Unified Communications Manager がコールをクリアす

るまで、コールは保留状態になります。

Cisco Unified Communications Manager アプリケーションおよびコール処理機能に対する保留復帰の

動作の詳細については、「インタラクション」の項を参照してください。

追加情報

「関連項目」（P.24-16）を参照してください。

例

次の例は、Cisco Unified Communications Manager における保留復帰の動作を示しています。

 • 「例：保留復帰機能が無効になっている場合」（P.24-6）

 • 「例：復帰コールと新しい発信コール」（P.24-7）

 • 「例：シェアドライン」（P.24-7）

 • 「例：同じ回線で複数の復帰コールを受信する場合」（P.24-7）

 • 「例：別々の回線上に複数の復帰コールが存在するときにコールが着信する場合」（P.24-8）

これらの例では、保留復帰をアクティブにするタイミングを定義する保留復帰時間タイマーは 30 に設

定されています。また、通知アラートの送信タイミングを定義する保留復帰間隔タイマーは 20 に設定

されています。

例：保留復帰機能が無効になっている場合

ユーザ A が、ユーザ A と同じクラスタにいるユーザ B にコールします。ユーザ B がコールに応答し、

コールを保留にします。保留中のコール用に MOH が設定されていれば、ユーザ A には音楽が聞こえ

ます。
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該当の DN に対して保留復帰が有効になっていないため、ユーザ B は、コールが保留状態であること

を示すアラートを受信しません。クラスタ全体の Maximum Hold Duration Timer システム設定が期限

切れになると、Cisco Unified Communications Manager がコールをクリアします。

例：復帰コールと新しい発信コール

ユーザ A が、ユーザ A と同じ Cisco Unified Communications Manager クラスタにいるユーザ B にコー

ルします。ユーザ B がコールに応答し、コールを保留にします。保留中のコール用に MOH が設定さ

れていれば、ユーザ A には音楽が聞こえます。

30 秒後に保留中のコールが復帰状態になると、Cisco Unified Communications Manager は、ユーザ B に
通知します。Cisco Unified Communications Manager は、「保留復帰」というメッセージを電話機に送信

し、保留にした DN で電話機の呼び出し音を 1 回鳴らします（またはビープ音を 1 回鳴らすか、1 回点滅

させます）。電話機によっては追加のアラート メカニズムがサポートされている場合があります。

保留中のコールが復帰状態になっているときに、ユーザ B が、コールを発信するために電話機をオフ

フックにします。Cisco Unified Communications Manager が、保留中のコールを再開します。ユーザ 
B は、新しいコールを発信できません。

例：シェアドライン 
ユーザ A とユーザ B が同じクラスタに存在します。ユーザ A がユーザ B の電話機のシェアドラインに

コールします。ユーザ B がコールを保留にします。保留中のコール用に MOH が設定されていれば、

ユーザ A には音楽が聞こえます。

30 秒後に保留復帰がコールに対してアクティブになると、Cisco Unified Communications Manager は、

ユーザ B に通知します。Cisco Unified Communications Manager は、「保留復帰」というメッセージを

電話機に送信し、保留にした DN で電話機の呼び出し音を 1 回鳴らします（またはビープ音を 1 回鳴ら

すか、1 回点滅させます）。電話機によっては追加のアラート メカニズムがサポートされている場合が

あります。シェアドライン上の他のユーザは、復帰コールのアラートを受信しません。

ユーザ B が復帰コールを取得するまで、Cisco Unified Communications Manager は、20 秒ごとに定期

的な通知アラートを、保留にした DN の電話機に送信します。つまり、Cisco Unified Communications 
Manager は、設定された間隔で、「保留復帰」というメッセージを電話機に送信し、保留にした DN で
電話機の呼び出し音を 1 回鳴らします（またはビープ音を 1 回鳴らすか、1 回点滅させます）。電話機

によっては追加のアラート メカニズムがサポートされている場合があります。シェアドライン上の他

のユーザは、通知アラートを受信しません。

ユーザ B は、電話機でその他のコールを受信していません。復帰コールにフォーカスが合っている状

態で、ユーザ B が電話機をオフフックにします。ユーザ B が復帰コールを受信します。

（注） 保留にされた側がシェアドラインの場合、他のライン アピアランスには、リモートで使用中のコール

に関する通常のインジケータが表示されます。保留にした側がシェアドラインの場合、ユーザがコール

を保留にすると、リモートで使用中のインジケータは、他のライン アピアランスに表示されなくなり

ます。ユーザがコールに再接続すると、リモートで使用中のインジケータは、他のライン アピアラン

スに再表示されます。シェアドライン上の別のユーザが復帰コールを取得した場合、保留にした側の電

話機には、リモートで使用中のインジケータが表示され、保留復帰アラートは表示されなくなります。

保留にした側がコールをドロップした場合（たとえば、アプリケーションによってコールがリリースさ

れた場合）、保留復帰タイマーは無効になります。

例：同じ回線で複数の復帰コールを受信する場合 
ユーザ A とユーザ C が、同じ DN のユーザ B にコールします。ユーザ B は保留復帰を有効にしていま

す。また、コール A は復帰コールです。

ユーザ B がユーザ C からのコールに応答し、コールを保留にします。保留中のコール用に MOH が設

定されていれば、ユーザ C には音楽が聞こえます。
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30 秒後にコール C が復帰状態になると、Cisco Unified Communications Manager は、ユーザ B に通知

します。つまり、Cisco Unified Communications Manager は、「保留復帰」というメッセージを電話機

に送信し、保留にした DN で電話機の呼び出し音を 1 回鳴らします（またはビープ音を 1 回鳴らすか、

1 回点滅させます）。電話機によっては追加のアラート メカニズムがサポートされている場合がありま

す。ユーザ B は、20 秒ごとに両方のコールに対する通知アラートを受信します。

コール A にフォーカスが合っている状態で、ユーザ B がユーザ A からのコールを取得します。

例：別々の回線上に複数の復帰コールが存在するときにコールが着信する場合

ユーザ A がユーザ B の回線 B1 にコールします。ユーザ B は B1 と B2 の両方に保留復帰を設定してい

ます。ユーザ B がユーザ A を保留にします。保留中のコール用に MOH が設定されていれば、ユーザ 
A には音楽が聞こえます。

ユーザ C がユーザ B の回線 B2 にコールします。ユーザ B がユーザ C を保留にします。保留中のコー

ル用に MOH が設定されていれば、ユーザ C には音楽が聞こえます。

保留中のコールは両方とも、設定済みの時間制限である 30 秒を超えると、復帰状態になります。ユー

ザ B が、保留中のコールの両方に対する保留復帰アラートを受信します。

別のコールが回線 B3 に着信します。着信コールには、フォーカス優先度が設定されています。ユーザ 
B が電話機をオフフックにして、着信コールに応答します。ユーザ B が B3 コールを終了します。

ユーザ B が電話機をオフフックにして、B1 コールを再開します。ユーザ B は引き続き、20 秒ごとに

コール B2 に対する通知アラートを受信します。ユーザ B が [復帰 ] ソフトキーを押します。コール B1 
が保留になり、コール B2 が接続されます。

Cisco Unified Communications Manager は、コール B1 に対して保留復帰機能をアクティブにするため

のタイマーを再起動します。

追加情報

「関連項目」（P.24-16）を参照してください。

システム要件
保留復帰には、次のソフトウェア コンポーネントが必要です。

 • Cisco Unified Communications Manager 6.0 以降

 • クラスタ内の少なくとも 1 台のサーバ上で稼動している Cisco CallManager サービス

 • クラスタ内の少なくとも 1 台のサーバ上で稼動している Cisco CTIManager サービス

 • Cisco CallManager サービスと同じサーバ上で稼動している Cisco Database Layer Monitor サービス

 • Cisco CallManager サービスと同じサーバ上で稼動している Cisco RIS Data Collector サービス

 • クラスタ内の少なくとも 1 台のサーバ上で稼動している Cisco Tftp サービス

 • 英語以外の電話ロケール、または国に固有のトーンを使用する場合は、Cisco Unified 
Communications Manager Locale Installer（ロケール インストーラについては、『Cisco Unified 
Communications Operating System Administration Guide』を参照してください）

追加情報

「関連項目」（P.24-16）を参照してください。
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サポートされる Cisco Unified IP Phone およびデバイス
保留復帰をサポートしている Cisco Unified IP Phone（SCCP）は、7906G、7911G、7920、7931G、

7940G、7941G、7941G-GE、7960G、7961G、7961G-GE、7970G、および 7971G-GE です。これら

の電話機は、SCCP バージョン 9.0 以降を実行している Cisco Unified Communications Manager に接

続する必要があります。また、保留復帰機能を使用するには、ファームウェア バージョン 8.0(3) 以降

が必要です。

保留復帰をサポートしている Cisco Unified IP Phone（SIP）は、7906、7911、7941、7961、7970、
および 7971 です。バージョン 8.3(1) の電話機ファームウェアが必要です。

Cisco IP Communicator も保留復帰をサポートしています。また、CTI ポートも、サポートされるデバ

イスとして保留復帰機能をサポートしています。

追加情報

「関連項目」（P.24-16）を参照してください。

インタラクションおよび制限事項
次の項では、保留復帰におけるインタラクションおよび制限事項について説明します。

 • 「インタラクション」（P.24-9）

 • 「制限事項」（P.24-10）

追加情報

「関連項目」（P.24-16）を参照してください。

インタラクション

次の各項では、保留復帰が Cisco Unified Communications Manager アプリケーションおよびコール処

理とどのように通信するかを説明します。

 • 「保留音」（P.24-9）

 • 「コールパーク」（P.24-10）

 • 「MLPP」（P.24-10）

 • 「CTI アプリケーション」（P.24-10）

追加情報

「関連項目」（P.24-16）を参照してください。

保留音

Cisco Unified Communications Manager は、通常の保留中のコールに対して MOH が設定されている

場合に、復帰コールに対する MOH をサポートします。
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コールパーク

保留復帰が呼び出された場合、保留にされた側が [パーク ] ソフトキーを押しても、保留にした側は、

保留復帰アラートを受信し、コールを取得することができます。保留にした側がコールを取得する場

合、MOH が設定されていれば、保留にした側には MOH が聞こえます。

保留時間が設定済みの時間制限を超える前に、保留にされた側がコールをパークした場合、Cisco 
Unified Communications Manager は、コールが取得またはリダイレクトされるまで、すべての保留復

帰アラートを送信しません。

MLPP

Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）コールが保留になった後で復帰した場合は、MLPP 
コールからプリエンプション ステータスが失われます。そのため、復帰コールは通常のコールとして

処理されます。コールの復帰後、Cisco Unified Communications Manager は、ユーザに対して呼び出

し音を 1 回鳴らします。Cisco Unified Communications Manager は、プリエンプションの呼び出し音

を再生しません。優先順位の高いコールが復帰コールになった場合、Cisco Unified Communications 
Manager は優先トーンを再生しません。

CTI アプリケーション

CTI アプリケーションが保留復帰機能にアクセスできるのは、この機能が回線またはクラスタに対して

有効になっている場合です。シスコが提供する Cisco Unified Communications Manager Assistant や 
Attendant Console などのアプリケーションは、保留復帰機能を呼び出すときに CTI インターフェイス

を使用します。

保留復帰が呼び出されると、CTI ポートは、Cisco Unified IP Phone で再生される可聴音の代わりにイ

ベント通知を受信します。CTI ポートとルート ポイントがイベント通知を受信するのは 1 回だけです。

一方、Cisco Unified IP Phone は定期的にアラートを受信します。

保留復帰に関する CTI の要件とインタラクションについては、次の API のマニュアルを参照してくだ

さい。

 • Cisco Unified Communications Manager JTAPI Developer Guide

 • Cisco Unified Communications Manager TAPI Developer Guide

追加情報

「関連項目」（P.24-16）を参照してください。

制限事項

保留復帰機能には、次の制限事項があります。

 • Cisco エクステンション モビリティ機能と Cisco WebDialer 機能は、保留復帰機能をサポートして

いません。

 • この機能は、ATA 186、DPA-7610、および DPA-7630 などの SCCP アナログ電話機タイプをサ

ポートしていません。

 • クラスタ内で SCCP を実行するオンネット電話デバイスのうち、保留復帰機能を呼び出せるものは

ごく一部に限られています。

 • 保留復帰機能をクラスタに対して有効にする場合は、電話機が保留復帰機能をサポートしている必

要があります。サポートしていない場合、この機能はアクティブになりません。
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 • シェアドラインの各デバイスに、異なる保留復帰タイマーを設定することはできません。

 • 保留復帰の呼び出し音には、Cisco Unified Communications Manager の管理ページでそのユーザ

用に定義した呼び出し音の設定（無効、点滅のみ、1 回の呼び出し音、呼び出し音、またはビープ

音のみ）が使用されます。ただし、点滅は 1 回の点滅に変換され、呼び出し音は 1 回の呼び出し音

に変換されます。

 • 回線ごとの復帰コールの最大数は、クラスタのコール最大数の設定と同じです。

 • 保留復帰に関する電話機の制限については、保留復帰およびこのバージョンの Cisco Unified 
Communications Manager をサポートしている Cisco Unified IP Phone モデルに適合する Cisco 
Unified IP Phone のアドミニストレーション ガイドを参照してください。

 • この機能を CTI アプリケーションに対して有効にするには、その CTI アプリケーションがこの機

能およびこの Cisco Unified Communications Manager リリースと連携するものとして認定されて

いることを確認してください。認定されていない場合、保留復帰機能が既存の CTI アプリケー

ションに与える影響が原因で、CTI アプリケーションに障害が発生することがあります。この機能

は、デフォルトで無効になっています。CTI の要件については、次の API のマニュアルを参照し

てください。

 – Cisco Unified Communications Manager JTAPI Developer Guide

 – Cisco Unified Communications Manager TAPI Developer Guide

追加情報

「関連項目」（P.24-16）を参照してください。

Cisco 保留復帰のインストールとアクティブ化
保留復帰は、Cisco Unified Communications Manager のインストール時に自動的にインストールされ

ます。Cisco Unified Communications Manager をインストールした後に、Cisco Unified 
Communications Manager の管理ページで保留復帰機能を設定し、機能を有効にする必要があります。

保留復帰は Cisco CallManager サービスに依存するため、Cisco Unified サービスアビリティで Cisco 
CallManager サービスを必ずアクティブにしてください。

Cisco 保留復帰の設定
次の項では、詳細な設定情報について説明します。

 • 「[サービスパラメータ設定 (Service Parameter Configuration)] ウィンドウの保留復帰タイマー」

（P.24-12）

 • 「コールのフォーカス優先度」（P.24-12）

 • 「Cisco 保留復帰に関する設定のヒント」（P.24-12）

 • 「コールのフォーカス優先度の設定」（P.24-13）

 • 「保留復帰タイマーの設定」（P.24-14）

ヒント 保留復帰を設定する前に、「保留復帰の設定チェックリスト」（P.24-1）を参照してください。

追加情報

「関連項目」（P.24-16）を参照してください。



 

24-12
Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド

第 24 章      保留復帰        

    Cisco 保留復帰の設定

[サービスパラメータ設定 (Service Parameter Configuration)] ウィンド
ウの保留復帰タイマー

Cisco Unified Communications Manager にある次のタイマーは、保留復帰のアラート動作を指定しま

す。

 • Hold Reversion Duration タイマーは、保留にした側の電話機に対して復帰コール アラートが発行

されるまでの待機時間を指定します。

 • Hold Reversion Notification Interval タイマーは、保留にした側の電話機に対して定期的なアラー

トが発行される頻度を指定します。

たとえば、時間タイマーを 20 に設定し、間隔タイマーを 30 に設定すると、Cisco Unified 
Communications Manager は 20 秒後に最初のアラートを発行した後、30 秒ごとに通知アラートを発行

します。Hold Reversion Duration タイマーがタイムアウトすると（20 秒後）、保留復帰機能がアク

ティブになります。

保留復帰タイマーの設定手順については、「保留復帰タイマーの設定」（P.24-14）を参照してください。

インストール時点では、Hold Reversion Duration タイマーの値は 0 に設定されています。つまり、機

能は無効になっています。保留復帰時間の回線設定は空白のままになっています。

コールのフォーカス優先度

コールのフォーカス優先度では、電話機で復帰コールと着信コールのアラートが通知された場合に、ど

ちらのコール タイプにフォーカスを合せるか、つまり、オフフックなどのユーザ アクションに対して

どちらのコール タイプを優先するかが指定されます。Cisco Unified Communications Manager のイン

ストール時点では、着信コールが優先されます。

管理者は、Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、デバイス プールの [復帰コール

のフォーカス優先度 (Reverted Call Focus Priority)] を設定してから、そのデバイス プールを電話デバ

イスに割り当てます。電話機に関連付けられたデバイス プールのフォーカス優先度は、電話デバイス

の同じ回線上または異なる回線上の復帰コールおよび着信コールに適用されます。

コールのフォーカス優先度の設定手順については、「コールのフォーカス優先度の設定」（P.24-13）を

参照してください。

追加情報

「関連項目」（P.24-16）を参照してください。

Cisco 保留復帰に関する設定のヒント

Cisco Unified Communications Manager の管理ページで保留復帰機能を設定する場合は、次の事項を

考慮してください。

 • Cisco CallManager サービスを更新する場合は、クラスタに対して Hold Reversion Duration タイ

マーと Hold Reversion Notification Interval タイマーを設定する必要があります。

 • インストール時点では、Hold Reversion Duration タイマーは 0 に設定されています。つまり、機

能は無効になっています。

 • 保留復帰機能をサポートしない電話機に関連付けられた DN に対してこの機能を設定することはで

きません。
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 • Maximum Hold Duration Timer システム設定は 0 より大きな値に設定してください。このように

しないと、Maximum Call Duration Timer が期限切れになるまで復帰コールが保留のままになる場

合があります。

 • Maximum Hold Duration Timer を Hold Reversion Duration タイマーよりも小さな値に設定する

と、保留復帰機能はアクティブになりません。

 • [電話番号の設定 (Directory Number Configuration)] ウィンドウで [保留復帰の呼び出し時間 (Hold 
Reversion Ring Duration、秒 )] タイマーの設定または [保留復帰の通知間隔 (Hold Reversion 
Notification Interval、秒 )] タイマーの設定を空白のままにした場合、Cisco Unified 
Communications Manager は、クラスタの保留復帰タイマーの設定を使用します。[電話番号の設

定 (Directory Number Configuration)] ウィンドウでどちらかのタイマーの値を変更した場合、

Cisco Unified Communications Manager は、回線のタイマー設定を使用します。

 • クラスタまたは回線の Hold Reversion Duration タイマーを 0 より大きな値に設定しても、Hold 
Reversion Notification Interval タイマーを設定しない場合、コールが復帰状態になったときに 
Cisco Unified Communications Manager が送信するアラートは 1 つだけになります。クラスタま

たは回線の Hold Reversion Notification Interval タイマーを設定しても、Hold Reversion Duration 
タイマーを 0 より大きな値に設定しなければ、保留復帰機能はアクティブになりません。

 • [電話番号の設定 (Directory Number Configuration)] ウィンドウに表示される保留復帰タイマーの

設定は、保留復帰機能をサポートする Cisco Unified IP Phone のものに限られます。保留復帰をサ

ポートする Cisco Unified IP Phone が、保留復帰をサポートしない電話デバイスと回線を共有して

いる場合、表示される保留復帰の設定は、サポートするデバイス上の回線のものに限られます。

 • シェアドライン デバイスで保留復帰機能を無効にすると、その回線を共有するその他すべてのデ

バイスで機能が無効になります。

 • 電話機に設定されている呼び出し音の設定を無効にした場合、電話機では、保留復帰機能に対して

呼び出し音、点滅、ビープ音のいずれも動作しません。

 • Hold Reversion Duration タイマーを変更した場合は、デバイスをリセットする必要があります。

また、復帰コールの優先度のフィールドを変更した場合は、デバイス プール内のデバイスをリ

セットする必要があります。

 • 保留復帰機能を有効にした後で完全に無効にするには、クラスタ全体の設定を無効にするだけでな

く、すべての回線で Hold Reversion Duration タイマーを無効にします。

追加情報

「関連項目」（P.24-16）を参照してください。

コールのフォーカス優先度の設定

保留復帰機能に関するコールのフォーカス優先度を設定するには、次の手順を実行します。この設定

は、Default デバイス プールまたはリスト内の別のデバイス プールで行います。または、保留復帰機能

のユーザ用に新しいデバイス プールを作成することもできます。

（注） [未選択 (Not Selected)] に設定すると、インストール時点のデフォルト デバイス プールに対する復帰

コールのフォーカス優先度が適用されます。インストール時点では、着信コールが優先されます。この

設定は、Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは選択できません。

新しいデバイス プールを設定する場合は、『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレー
ション ガイド』の「デバイス プールの設定」を参照してください。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、[システム (System)] > [デバイスプール

(Device Pool)] を選択します。

[ デバイスプールの検索と一覧表示 (Find and List Device Pools)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [検索 (Find)] をクリックしてデバイス プール リストを表示するか、アクティブなクエリーの検索結果

を使用します。[デバイスプールの検索と一覧表示 (Find and List Device Pools)] ウィンドウでデバイス 
プールを選択します。

ステップ 3 [復帰コールのフォーカス優先度 (Reverted Call Focus Priority)] フィールドで、次のどちらかの設定を

選択します。

 • 着信コールに最高の優先度を割り当てるには、[ デフォルト (Default)] を選択します。

 • 復帰コールに最高の優先度を割り当てるには、[ 最高 (Highest)] を選択します。

ステップ 4 [保存 (Save)] ボタンをクリックします。

ステップ 5 変更を反映するには、デバイス プール内のデバイスをすべてリセットします。

（注） コールのフォーカス優先度は、SIP を実行している電話機に TFTP 設定ファイルを介して送信

されます。

追加情報

「関連項目」（P.24-16）を参照してください。

保留復帰タイマーの設定

保留復帰機能を有効にし、保留復帰タイマーを設定するには、次の手順を実行します。この手順では、

電話機に DN を設定したこと、または電話機が自動登録を使用していることを前提としています。

保留復帰タイマーを設定する場合は、次の事項を考慮してください。

 • 保留復帰をクラスタに対して有効にするには、[サービスパラメータ設定 (Service Parameter 
Configuration)] ウィンドウで Hold Reversion Duration タイマーを 0 より大きな値に変更します。

 • 通知アラートにデフォルトのシステム設定を使用しない場合は、[サービスパラメータ設定

(Service Parameter Configuration)] ウィンドウで Hold Reversion Notification Interval タイマーを

設定します。デフォルト値は 30 秒に設定されています。

 • システム設定が有効のときに回線の保留復帰を無効にするには、[電話番号の設定 (Directory 
Number Configuration)] ウィンドウで、[保留復帰の呼び出し時間 (Hold Reversion Ring Duration、
秒 )] タイマーの値として 0 を入力します。フィールドを空白のままにした場合、Cisco Unified 
Communications Manager は、クラスタのタイマー設定を使用します。

 • システム設定が無効のときに回線の保留復帰を有効にするには、[電話番号の設定 (Directory 
Number Configuration)] ウィンドウで、[保留復帰の呼び出し時間 (Hold Reversion Ring Duration、
秒 )] タイマーを 0 より大きな値に設定します。通知アラートを有効にするには、同じウィンドウで 
[保留復帰の通知間隔 (Hold Reversion Notification Interval、秒 )] タイマーを 0 より大きな値に設

定するか、または空白のままにしてクラスタの設定を使用します。
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 • 保留復帰が有効のときに、保留復帰タイマーの設定をクラスタの設定と異なるものにするには、[電
話番号の設定 (Directory Number Configuration)] ウィンドウで、保留復帰タイマーに対して異なる値

を入力します。

手順

ステップ 1 回線またはクラスタの保留復帰タイマーを検索します。

 • 保留復帰を有効にし、クラスタのタイマーを設定するには、Cisco Unified Communications Manager 
の管理ページで [ システム (System)] > [ サービスパラメータ (Service Parameters)] を選択します。

– [ サーバ (Server)] ドロップダウン リスト ボックスから、Cisco CallManager サービスを実
行しているサーバを選択します。

– [ サービス (Service)] ドロップダウン リスト ボックスから、[Cisco CallManager] サービ
スを選択します。

[ サービスパラメータ設定 (Service Parameter Configuration)] ウィンドウが表示されます。「ス
テップ 2」 に進みます。

 • 保留復帰を有効または無効にし、回線の保留復帰タイマーを設定するには、Cisco Unified 
Communications Manager の管理ページで、[ デバイス (Device)] > [ 電話 (Phone)] を選択します。

[ 検索 (Find)] をクリックしてデバイス プール リストを表示するか、アクティブなクエリーの検索

結果を使用します。

– [ 電話の検索と一覧表示 (Find and List Phones)] ウィンドウに表示される電話機のリストから、
デバイスを選択します。[ 電話の設定 (Phone Configuration)] ウィンドウが表示されます。

– [ 電話の設定 (Phone Configuration)] ウィンドウで、左側のリストから [ 電話番号
(Directory Number)] を選択します。

[ 電話番号の設定 (Directory Number Configuration)] ウィンドウが表示されます。「ステップ 2」 に
進みます。

ステップ 2 保留復帰タイマーを設定します。

 • Hold Reversion Duration パラメータ（または [ 保留復帰の呼び出し時間 (Hold Reversion Ring 
Duration、秒 )] フィールド）に、保留復帰機能を有効にするには 0 より大きな値を入力します。

保留復帰機能を無効にするには、0 を入力します。入力可能な値は 0 ～ 1,200 秒（両端の値を含

む）です。このタイマーは、保留中のコールが復帰状態になるとユーザに通知します。

 • 通知アラートに既存の設定を使用しない場合は、Hold Reversion Notification Interval パラメータ（ま

たは [ 保留復帰の通知間隔 (Hold Reversion Notification Interval、秒 )] フィールド）に 0 ～ 1,200 秒
（両端の値を含む）の値を入力します。Cisco Unified Communications Manager は、このタイマーを

使用して、保留にした側の電話機に対する復帰コールの定期的な通知アラートをスケジュールしま

す。0 を入力した場合、通知アラートは送信されません。

ステップ 3 [保存 (Save)] ボタンをクリックします。

ステップ 4 [電話番号の設定 (Directory Number Configuration)] ウィンドウの変更を反映するには、すべてのデバ

イスをリセットします。

ステップ 5 追加のタイマーを設定するには、この手順を繰り返します。

その他の手順

[電話の設定 (Phone Configuration)] ウィンドウで、Cisco Unified IP Phone に正しいデバイス プールが

設定されていることを確認します。設定されていなければ、正しいデバイス プールを設定します。

追加情報

「関連項目」（P.24-16）を参照してください。
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ユーザに対する Cisco 保留復帰の情報の提供
Cisco Unified IP Phone のユーザ ガイドには、サポートされる Cisco Unified IP Phone で保留復帰機能

を使用するための手順が記載されています。詳細については、このガイドと、電話機に表示される [?] 
ボタンのヘルプを参照してください。

追加情報

「関連項目」（P.24-16）を参照してください。

Cisco 保留復帰のトラブルシューティング
Cisco Unified サービスアビリティの Trace Configuration および Real-Time Monitoring Tool を使用し

て、保留復帰に関する不具合をトラブルシューティングします。『Cisco Unified Serviceability 
Administration Guide』を参照してください。

追加情報

「関連項目」（P.24-16）を参照してください。

関連項目
 • 「保留復帰の設定チェックリスト」（P.24-1）

 • 「Cisco 保留復帰の概要」（P.24-3）

 • 「Cisco 保留復帰の動作について」（P.24-4）

 • 「システム要件」（P.24-8）

 • 「サポートされる Cisco Unified IP Phone およびデバイス」（P.24-9）

 • 「インタラクションおよび制限事項」（P.24-9）

 • 「Cisco 保留復帰のインストールとアクティブ化」（P.24-11）

 • 「Cisco 保留復帰の設定」（P.24-11）

 • 「コールのフォーカス優先度の設定」（P.24-13）

 • 「保留復帰タイマーの設定」（P.24-14）

 • 「ユーザに対する Cisco 保留復帰の情報の提供」（P.24-16）

 • 「Cisco 保留復帰のトラブルシューティング」（P.24-16）

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「デバイス プールの

設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「Cisco Unified IP 
Phone の設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「エンド ユーザのパ

スワードの変更」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「サービス パラメー

タの設定」
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電話機の詳細については、次の項を参照してください。

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「電話機能」

 • 保留復帰とこのリリースの Cisco Unified Communications Manager をサポートしている電話機モ

デルに適合する Cisco Unified IP Phone のユーザ ガイドおよびアドミニストレーション ガイド

参考資料

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』

 • 『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』

 • Cisco Unified Communications Manager Locale Installer
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ホットライン

ホットライン機能は、Private Line Automatic Ringdown（PLAR; 専用回線自動切断）機能の拡張機能

です。この機能を使用すると、ユーザが電話機をオフフックにすると（または、[発信 ] ソフトキーま

たは回線キーを押すと）電話機が事前に設定された番号をすぐにダイヤルするように、電話機を設定で

きます。ホットライン機能を使用する場合、コールを受信するホットライン デバイスでは、別のホッ

トライン デバイスからのコールだけを受信し、ホットライン以外の発信者を拒否するという追加的な

制限が発生します。

通常、ホットライン電話機の機能セットは制限されています。ホットライン電話機の機能を制限するに

は、電話機にソフトキー テンプレートを適用します。ホットライン電話機は、コールの発信専用、

コールの終端専用、またはコールの発信と終端用に設定できます。

ホットラインでは、ホットライン電話機が別のホットライン電話機からのコールを受信できるように、

ルート クラス シグナリングを使用します。また、ホットラインでは、発信者 ID に基づく、設定可能な

コールのスクリーニングを使用できます。これにより、受信側ホットライン電話機では、コールをスク

リーニングし、スクリーニング リスト内の発信者だけが接続を許可されるようにできます。

この章では、Cisco Unified Communications Manager のホットライン機能について説明します。この

章では、次のトピックについて取り上げます。

 • 「ホットラインの設定チェックリスト」（P.25-1）

 • 「Cisco Unified Communications Manager のホットラインの概要」（P.25-3）

 • 「ホットラインのシステム要件」（P.25-6）

 • 「ホットラインのインストールとアクティブ化」（P.25-6）

 • 「ホットラインの設定」（P.25-6）

 • 「ホットラインのトラブルシューティング」（P.25-12）

 • 「関連項目」（P.25-12）

ホットラインの設定チェックリスト
ホットライン機能は、Private Line Automatic Ringdown（PLAR; 専用回線自動切断）機能の拡張機能

です。この機能を使用すると、ユーザが電話機をオフフックにすると（または、[発信 ] ソフトキーま

たは回線キーを押すと）電話機が事前に設定された番号をすぐにダイヤルするように、電話機を設定で

きます。ホットライン機能を使用する場合、コールを受信するホットライン デバイスでは、別のホッ

トライン デバイスからのコールだけを受信し、ホットライン以外の発信者を拒否するという追加的な

制限が発生します。

通常、ホットライン電話機の機能セットは制限されています。ホットライン電話機の機能を制限するに

は、電話機にソフトキー テンプレートを適用します。ホットライン電話機は、コールの発信専用、

コールの終端専用、またはコールの発信と終端用に設定できます。
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ホットラインでは、ホットライン電話機が別のホットライン電話機からのコールを受信できるように、

ルート クラス シグナリングを使用します。また、ホットラインでは、発信者 ID に基づく、設定可能な

コールのスクリーニングを使用できます。これにより、受信側ホットライン電話機では、コールをスク

リーニングし、スクリーニング リスト内の発信者だけが接続を許可されるようにできます。

表 25-1 は、ネットワークでホットラインを設定するためのチェックリストです。表 25-1 と「関連項

目」（P.25-12）を併せて参照してください。

表 25-1 ホットラインの設定チェックリスト 

設定手順 関連手順と関連項目

ステップ 1 ホットラインのサービス パラメータを設定します。 「ホットラインのサービス パラメータの設定」

（P.25-7）

ステップ 2 オフフックになると電話機が事前定義された番号にダイヤルす

る PLAR を設定します。

『Cisco Unified Communications Manager アドミ
ニストレーション ガイド』の「PLAR の設定」

ステップ 3 [電話機の設定 (Phone Configuration)] ウィンドウで [ホットラ

インデバイス (Hot line Device)] チェックボックスをオンにしま

す。

「Cisco Unified Communications Manager の
管理でのホットラインの設定項目へのアクセ

ス」（P.25-9）

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「Cisco 
Unified IP Phone の設定」

ステップ 4 T1 CAS 着信コールにルート クラスを割り当て、対応するプレ

フィックス番号を除去するためのトランスレーション パターン

またはルート パターンを設定します。

「Cisco Unified Communications Manager の
管理でのホットラインの設定項目へのアクセ

ス」（P.25-9）

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「トランス

レーション パターンの設定」

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「ルート 
パターンの設定」

ステップ 5 電話機のコールと受信の設定項目を設定します。

このことは、ホットライン電話機をコールの発信専用または

コールの終端専用に制限する場合にだけ必要となります。

「電話機のコールと受信の設定項目の設定」

（P.25-4）

ステップ 6 不要な機能をブロックするソフトキー テンプレートを作成し、

電話機に適用します。

「Cisco Unified Communications Manager の
管理でのホットラインの設定項目へのアクセ

ス」（P.25-9）

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「ソフト

キー テンプレートの設定」

ステップ 7 [ルートクラスシグナリングを使う (Route Class Signaling 
Enabled)] チェックボックスをオンにして、ホットラインをサ

ポートするように SIP トランクを設定します。

「Cisco Unified Communications Manager の
管理でのホットラインの設定項目へのアクセ

ス」（P.25-9）

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「トランク

の設定」

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「トランク

の設定値」
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Cisco Unified Communications Manager のホッ
トラインの概要

ホットライン機能は、Private Line Automatic Ringdown（PLAR; 専用回線自動切断）機能の拡張機能

です。この機能を使用すると、ユーザが電話機をオフフックにすると（または、[発信 ] ソフトキーま

たは回線キーを押すと）電話機が事前に設定された番号をすぐにダイヤルするように、電話機を設定で

きます。電話機のユーザは、PLAR 用に設定された電話機から別の番号をダイヤルできません。ホット

ラインを使用する場合、PLAR を使用する電話機に関して、次の追加的な制限と管理者コントロールが

発生します。

 • コールを受信するホットライン デバイス（ホットラインを使用するように設定されたデバイス）

は、別のホットライン デバイスからのコールだけを受信し、ホットライン以外の発信者を拒否し

ます。

 • ホットライン電話機は、コール専用、受信専用、またはコールと受信の両方用に設定できます。

 • ホットライン電話機で使用可能な機能を制限するには、電話機にソフトキー テンプレートを適用

します。

 • アナログ ホットライン電話機は、着信フックフラッシュ信号を無視します。

ルート クラス シグナリング

ルート クラスは、コールのトラフィック クラスを識別する DSN コードです。ルート クラスによって、

ダウンストリーム デバイスに特殊なルーティング要件または終端要件が通知されます。ホットライン

電話機では、1 台のホットライン電話機からの同じルート クラスでのコールだけを受信できます。

ステップ 8 [ルートクラスシグナリングを使う (Route Class Signaling 
Enabled)] チェックボックスをオンにして、ホットラインをサ

ポートするように MGCP PRI ゲートウェイを設定します。

「Cisco Unified Communications Manager の
管理でのホットラインの設定項目へのアクセ

ス」（P.25-9）

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「ゲート

ウェイとポートの更新」

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「デジタル 
アクセス PRI ポートの設定値」

ステップ 9 [ルートクラスシグナリングを使う (Route Class Signaling 
Enabled)] チェックボックスをオンにして、ホットラインをサ

ポートするように MGCP T1/CAS ゲートウェイを設定し、必要

に応じて [ボイスルートクラスの符号化 (Encode Voice Route 
Class)] パラメータを設定します。

「Cisco Unified Communications Manager の
管理でのホットラインの設定項目へのアクセ

ス」（P.25-9）

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「ゲート

ウェイとポートの更新」

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「デジタル 
アクセス T1 ポートの設定値」

ステップ 10 発信者 ID に基づいたコールのスクリーニングを設定します。 「コールのスクリーニングの設定」（P.25-4）

表 25-1 ホットラインの設定チェックリスト （続き）

設定手順 関連手順と関連項目
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コールのルート クラスを設定するには、ルート パターンまたはトランスレーション パターンを設定し

ます。

設定可能なコールのスクリーニング

設定可能なコールのスクリーニングを使用すると、受信側ホットライン電話機で発信者 ID 情報に基づ

いてコールをスクリーニングし、スクリーニング リスト内の発信者だけが接続を許可されるようにで

きます。

コールのスクリーニングの設定項目は、トランスレーション パターンを使用して設定します。

ホットライン機能の詳細については、次の各項で説明します。

 • 「電話機のコールと受信の設定項目の設定」（P.25-4）

 • 「コールのスクリーニングの設定」（P.25-4）

電話機のコールと受信の設定項目の設定

ホットライン電話機は、コール専用、受信専用、またはコールと受信の両方用に設定できます。この設

定は、次の例の説明に従い、Calling Search Spaces（CSS; コーリング サーチ スペース）およびパー

ティションを使用して行います。

1. NoRouteCSS という名前の CSS、および EmptyPartition と IsolatedPartition という名前の 2 つの

パーティションを作成します。

2. EmptyPartition パーティションはいずれの回線にも割り当てません。

3. EmptyPartition パーティションだけを選択するように NoRouteCSS CSS を設定します。

4. CSS のいずれのウィンドウでも IsolatedPartition パーティションを選択しません。

5. 受信専用の場合は、電話機に NoRouteCSS CSS を割り当てます。

6. コール専用の場合は、電話機に IsolatedPartition パーティションを割り当てます。

コールのスクリーニングの設定

スクリーニング リスト内の発信者だけが接続を許可されるように、コールを終端側ホットライン電話

機にスクリーニングできます。通常、この機能は、終端側ホットラインで、同じクラス内のすべての発

信者（ペア非保護）よりも少ない、複数の発信者（ペア保護）からのコールを受信できるようにする場

合に使用します。ここでは、発信者のスクリーニングを実装する 2 つの方法について説明します。

 • 「コーリング サーチ スペースおよびパーティションを使用したコールのスクリーニングの設定」

（P.25-4）

 • 「発信側番号ルーティングを使用したコールのスクリーニングの設定」（P.25-5）

コーリング サーチ スペースおよびパーティションを使用したコールのスクリーニングの設定

すべてのスイッチ間（回線間）ホットライン コールについて、コールのスクリーニングを設定するに

は、次の例の説明に従って、Calling Search Space（CSS; コーリングサーチスペース）およびパーティ

ションの設定を管理します。

1. 終端側の回線をパーティションに割り当てて回線を保護します。

2. スクリーニング リストを作成します。このとき、終端側のホットラインへの接続を許可する発信

側のホットライン電話機の CSS にだけ、終端側のパーティションを含めます。
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発信側番号ルーティングを使用したコールのスクリーニングの設定

トランクは複数の着信 /発信電話機に関連付けられるため、「コーリング サーチ スペースおよびパーティ

ションを使用したコールのスクリーニングの設定」（P.25-4）で説明されている、CSS およびパーティ

ションによるコールのスクリーニング方法を使用して DN ごとのスクリーンを作成できません。Cisco 
Unified Communications Manager では、発信側番号を使用してルーティング決定を行うことができます。

また、このコールのスクリーニング方法は回線にも使用できますが、次のような、トランクを使用する

接続パスにおいて特に役立ちます。

電話機 - PBX - ゲートウェイ - Cisco Unified Communications Manager - ゲートウェイ - PBX - 電話機

PBX でスクリーニングを行うことができない場合は、この方法を使用すると、Cisco Unified 
Communications Manager により PBX のスクリーニングを行うことができます。

図 25-1（P.25-5） とその後の説明でこの方法について解説します。

図 25-1 発信側番号ルーティングを使用したコールのスクリーニング

 • InboundDevice_C はコールが着信したトランクまたは回線の着信 CSS です。

 • InboundDevice_P は InboundDevice_C のメンバとなっているパーティションです。

 • XP(BobsDN) は InboundDevice_P のメンバとなっているトランスレーション パターンであり、こ

れにより Bob の DN へのすべてのコールが Bob のスクリーニング機能に転送されます。[トランス

レーションパターン (Translation Pattern)] ウィンドウで [発呼側番号によるネクストホップのルー

ト (Route Next Hop By Calling Party)] チェックボックスがオンになっています。ネクストホップの 
CSS は BobsScreener_C に設定されています。
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着信 PLAR 回線の場合、このパターンは空白に一致し、空白の着信側を Bob の DN に変換します。

 • XP(*) は、接続先にスクリーニングが関連付けられていないすべての着信コールを表す、ワイルド

カードのトランスレーション パターンです。

 • BobsScreener_C および BobsScreener_P はそれぞれ、Bob の発信側番号のスクリーニング パター

ンを保持する CSS とパーティションです。

 • XP(AlicesDN) は BobsScreener_P に属しているトランスレーション パターンであり、接続を許可

する必要がある発信側（Alice）を表しています。これらのパターンでは、CSS に 
OutboundDevice_C が設定されている必要があります。

 • OutboundDevice_C、OutboundDevice_P、および DN(cdpnXxxx) または RP(cdpnXxxx) はすべ

て、回線およびトランク経由で発信されるように設定された通常のダイヤル プランです。

DN とルート パターンの両方ではなく、いずれか一方がパーティションの一部となります。

スクリーニング リストを作成するには、許可に使用するパターンごとに 1 つのトランスレーション パ
ターンを作成します。

ホットラインのシステム要件
Cisco Unified Communications Manager には、次のホットラインのシステム要件があります。

 • クラスタ内の各サーバに Cisco Unified Communications Manager8.0(1) が必要です。

 • MGCP ゲートウェイの POTS 電話機（FXS）。

 • SCCP ゲートウェイの POTS 電話機（FXS）。

 • ホットライン対応の Cisco Unified IP Phone モデルを識別するには、Cisco Unified Reporting で 
Unified CM Phone 機能一覧レポートを生成します。

ヒント Cisco Feature Navigator を使用すると、特定のソフトウェア リリース、機能セット、およびプ

ラットフォームをサポートする Cisco IOS および Catalyst OS ソフトウェア イメージを判別で

きます。Cisco Feature Navigator にアクセスするには、http://www.cisco.com/go/cfn に移動し

ます。Cisco Feature Navigator へのアクセスには、Cisco.com のアカウントは必要ありません。

ホットラインのインストールとアクティブ化
Cisco Unified Communications Manager 8.0(1) のインストール後、必要な設定作業を実行すると、

ネットワークでホットラインをサポートできます。実行する必要がある設定作業については、「ホット

ラインの設定チェックリスト」（P.25-1）を参照してください。

ホットラインの設定
この項は、次の内容で構成されています。

 • 「ホットラインのサービス パラメータの設定」（P.25-7）

 • 「Cisco Unified Communications Manager の管理でのホットラインの設定項目へのアクセス」

（P.25-9）

http://www.cisco.com/go/cfn
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ヒント ホットラインを設定する前に、「ホットラインの設定チェックリスト」（P.25-1）を確認してください。

ホットラインのサービス パラメータの設定

表 25-2 に、ホットラインに関して設定できるサービス パラメータの説明を示します。Cisco Unified 
Communications Manager の管理ページでサービス パラメータを設定するには、[システム (System)] > 
[サービスパラメータ (Service Parameters)] を選択します。

これらすべてのサービス パラメータで Cisco Unified Communications Manager サービスがサポートさ

れています。

ヒント エンタープライズ パラメータを設定する手順については、『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「エンタープライズ パラメータの設定」の章を参照してください。

サービス パラメータを設定する手順については、『Cisco Unified Communications Manager アドミニス
トレーション ガイド』の「サービス パラメータの設定」を参照してください。

表 25-2 ホットラインのエンタープライズ パラメータとサービス パラメータ 

パラメータ 説明

Route Class Trunk 
Signaling Enabled

このパラメータは、Cisco Unified Communications Manager が、ルート クラ

ス シグナリング対応のトランクでルート クラス シグナリングを処理（着信）

および送信（発信）するかどうかを指定します。ルート クラス トランク シグ

ナリングは、ルート クラスを使用する IP スイッチと TDM スイッチ間のイン

ターワーキングを可能にします。ルート クラス トランク シグナリングを有効

にする場合は [True]、無効にする場合は [False] に設定します。

このフィールドは必須です。デフォルトは [True] です。



 

25-8
Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド

第 25 章      ホットライン        

    ホットラインの設定

SIP Satellite 
Avoidance Route 
Class Label

このパラメータは、SIP Route Class Naming Authority サービス パラメータで

指定されているドメイン名のオーナーによって定義された、SIP シグナリング

における衛星回避ルート クラスを表すラベルを指定します。Cisco Unified 
Communications Manager では、このパラメータの値と SIP Route Class 
Naming Authority パラメータの値を組み合せ、SIP 衛星回避ルート クラス値

を表す完全なシグナリング構文を作成します。このラベルは、衛星回避ルート 
クラスに基づいてルーティング決定を行う TDM ネットワークとのインター

ワーキング時に役立ちます。このパラメータは、ベンダー固有または配置固有

の要件に基づいて変更できます。遠端のスイッチが、このパラメータで設定し

たのと同じ値を受信することが前提となっていることを確認します。サービス 
パラメータ SIP Route Class Naming Authority の詳細については、このパラ

メータのヘルプ テキストを参照してください。

このパラメータに指定する値には、次の規則が適用されます。

 • 最大 64 文字。

 • 指定できるのは英数字（A ～ Z、a ～ z、0 ～ 9）またはダッシュ（-）だけ

です。

 • ダッシュを指定できるのは英数字の間だけです。

このフィールドは必須かつ非表示です。デフォルトは [nosat] です。

ホットライン機能では、このパラメータを使用しません。ホットライン機能が

サポートしているのは他のルート クラス機能です。

SIP Hotline Voice 
Route Class Label

このパラメータは、SIP Route Class Naming Authority サービス パラメータで

指定されているドメイン名のオーナーによって定義された、SIP シグナリング

におけるホットライン ボイス ルート クラスを表すラベルを指定します。

Cisco Unified Communications Manager では、このパラメータの値と SIP 
Route Class Naming Authority パラメータの値を組み合せ、SIP ホットライン 
ボイス ルート クラス値を表す完全なシグナリング構文を作成します。このラ

ベルは、ホットライン ボイス ルート クラスに基づいてルーティング決定を行

う TDM ネットワークとのインターワーキング時に役立ちます。このパラメー

タは、ベンダー固有または配置固有の要件に基づいて変更できます。遠端のス

イッチが、このパラメータで設定したのと同じ値を受信することが前提となっ

ていることを確認します。サービス パラメータ SIP Route Class Naming 
Authority の詳細については、このパラメータのヘルプ テキストを参照してく

ださい。

このパラメータに指定する値には、次の規則が適用されます。

 • 最大 64 文字。

 • 指定できるのは英数字（A ～ Z、a ～ z、0 ～ 9）またはダッシュ（-）だけ

です。

 • ダッシュを指定できるのは英数字の間だけです。

このフィールドは必須です。デフォルトは [hotline] です。

表 25-2 ホットラインのエンタープライズ パラメータとサービス パラメータ （続き）

パラメータ 説明
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Cisco Unified Communications Manager の管理でのホットラインの設
定項目へのアクセス

表 25-3 に、Cisco Unified Communications Manager の管理でのホットラインの設定項目を示します。

ただし、表 25-2 で説明されているホットラインのサービス パラメータは除きます。関連する設定手順

については、次の項を参照してください。

 • 「ホットラインのサービス パラメータの設定」（P.25-7）

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「トランクの設定」

SIP Hotline Data 
Route Class Label

このパラメータは、SIP Route Class Naming Authority サービス パラメータで

指定されているドメイン名のオーナーによって定義された、SIP シグナリング

におけるホットライン データ ルート クラスを表すラベルを指定します。

Cisco Unified Communications Manager では、このパラメータの値と SIP 
Route Class Naming Authority パラメータの値を組み合せ、SIP ホットライン 
データ ルート クラス値を表す完全なシグナリング構文を作成します。このラ

ベルは、ホットライン データ ルート クラスに基づいてルーティング決定を行

う TDM ネットワークとのインターワーキング時に役立ちます。このパラメー

タは、ベンダー固有または配置固有の要件に基づいて変更できます。遠端のス

イッチが、このパラメータで設定したのと同じ値を受信することが前提となっ

ていることを確認します。サービス パラメータ SIP Route Class Naming 
Authority の詳細については、このパラメータのヘルプ テキストを参照してく

ださい。

 • このパラメータに指定する値には、次の規則が適用されます。

 • 最大 64 文字。

 • 指定できるのは英数字（A ～ Z、a ～ z、0 ～ 9）またはダッシュ（-）だけ

です。

 • ダッシュを指定できるのは英数字の間だけです。

このフィールドは必須です。デフォルトは [hotline-ccdata] です。

表 25-2 ホットラインのエンタープライズ パラメータとサービス パラメータ （続き）

パラメータ 説明

表 25-3 
Cisco Unified Communications Manager の管理でのホットラインの設定項目 

設定項目 説明

[デバイス (Device)] > [電話 (Phone)]

[ホットラインデバイ

ス (Hot line Device)]
このデバイスをホットライン デバイスにするには、このチェックボックスを

オンにします。コールを受信するホットライン デバイスは、別のホットライ

ン デバイスからのコールだけを受信し、ホットライン以外の発信者を拒否し

ます。この機能は、オフフックになると自動的に 1 つの電話番号をダイヤル

するように電話機を設定する PLAR の拡張機能です。ホットラインを使用す

る場合、PLAR を使用するデバイスに適用できる追加的な制限が発生しま

す。

また、ホットラインを実装するには、補足サービス ソフトキーのないソフト

キー テンプレートを作成し、ホットライン デバイスに適用する必要があり

ます。
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[デバイス (Device)] > [トランク (Trunk)]

[ルートクラスシグナ

リングを使う (Route 
Class Signaling 
Enabled)]

ドロップダウン リストで、ポートのルート クラス シグナリングを有効また

は無効にします。次のいずれかの値を選択します。

 • [デフォルト (Default)]：この値を選択すると、デバイスでは Route 
Class Signaling サービス パラメータの設定値を使用します。

 • [オフ (Off)]：この値は、ルート クラス シグナリングを有効にする場合

に選択します。この設定は、Route Class Signaling サービス パラメータ

よりも優先されます。

 • [オン (On)]：この値は、ルート クラス シグナリングを無効にする場合

に選択します。この設定は、Route Class Signaling サービス パラメータ

よりも優先されます。

ルート クラス シグナリングによって、受信側デバイスに特殊なルーティン

グ要件または終端要件が通知されます。ポートでホットライン機能をサポー

トできるようにするには、この設定を有効にする必要があります。

このパラメータは SIP トランクで使用可能です。

[デバイス (Device)] > [ゲートウェイ (Gateway)]

[ルートクラスシグナ

リングを使う (Route 
Class Signaling 
Enabled)]

ドロップダウン リストで、ポートのルート クラス シグナリングを有効また

は無効にします。次のいずれかの値を選択します。

 • [デフォルト (Default)]：この値を選択すると、デバイスでは Route 
Class Signaling サービス パラメータの設定値を使用します。

 • [オフ (Off)]：この値は、ルート クラス シグナリングを有効にする場合

に選択します。この設定は、Route Class Signaling サービス パラメータ

よりも優先されます。

 • [オン (On)]：この値は、ルート クラス シグナリングを無効にする場合

に選択します。この設定は、Route Class Signaling サービス パラメータ

よりも優先されます。

ルート クラス シグナリングによって、受信側デバイスに特殊なルーティン

グ要件または終端要件が通知されます。ポートでホットライン機能をサポー

トできるようにするには、この設定を有効にする必要があります。

このパラメータは MGCP PRI および T1/CAS ゲートウェイ ポートで使用可

能です。

[ボイスルートクラス

の符号化 (Encode 
Voice Route Class)]

ボイス コールのボイス ルート クラスを符号化するには、このチェックボッ

クスをオンにします。ボイスはデフォルトのルート クラスであるため、通常

は明示的な符号化は必要ありません。無効（デフォルト設定）の場合、ポー

トではボイス ルート クラスが明示的に符号化されません。ボイス ルート ク
ラス（明示的に符号化されているかどうかに関係なく）は、ダウンストリー

ム デバイスでコールをボイスとして識別するために使用できます。

このパラメータは MGCP T1/CAS ゲートウェイ ポートで使用可能です。

表 25-3 
Cisco Unified Communications Manager の管理でのホットラインの設定項目 （続き）

設定項目 説明
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[コールルーティング (Call Routing)] > [ルート /ハント (Route/Hunt)] > [ルートパターン (Route 
Pattern)]

[ルートクラス (Route 
Class)]

ドロップダウン リスト ボックスから、このルート パターンのルート クラス

設定を選択します。

 • [デフォルト (Default)]

 • [ボイス (Voice)]

 • [データ (Data)]

 • [衛星回避 (Satellite Avoidance)]

 • [ホットラインボイス (Hotline voice)]

 • [ホットラインデータ (Hotline data)]

ルート クラスは、コールのトラフィック クラスを識別する DSN コードで

す。ルート クラスによって、ダウンストリーム デバイスに特殊なルーティ

ング要件または終端要件が通知されます。[デフォルト (Default)] 設定では、

着信コールの既存のルート クラスが使用されます。

デフォルト以外のルート クラス設定を使用するのは、着信 T1 CAS ルート 
クラス桁数を Cisco Unified Communications Manager ルート クラス値に変

換（および桁数を除去）する場合だけにしてください。パターン設定を使用

する他の着信コールに、デフォルト以外のルート クラス設定を割り当てる必

要はありません。

[コールルーティング (Call Routing)] > [トランスレーションパターン (Translation Pattern)]

[ルートクラス (Route 
Class)]

ドロップダウン リスト ボックスから、このトランスレーション パターンの

ルート クラス設定を選択します。

 • [デフォルト (Default)]

 • [ボイス (Voice)]

 • [データ (Data)]

 • [衛星回避 (Satellite Avoidance)]

 • [ホットラインボイス (Hotline voice)]

 • [ホットラインデータ (Hotline data)]

ルート クラスは、コールのトラフィック クラスを識別する DSN コードで

す。ルート クラスによって、ダウンストリーム デバイスに特殊なルーティ

ング要件または終端要件が通知されます。[デフォルト (Default)] 設定では、

着信コールの既存のルート クラスが使用されます。

デフォルト以外のルート クラス設定を使用するのは、着信 T1 CAS ルート 
クラス桁数を Cisco Unified Communications Manager ルート クラス値に変

換（および桁数を除去）する場合だけにしてください。パターン設定を使用

する他の着信コールに、デフォルト以外のルート クラス設定を割り当てる必

要はありません。

表 25-3 
Cisco Unified Communications Manager の管理でのホットラインの設定項目 （続き）

設定項目 説明



 

25-12
Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド

第 25 章      ホットライン        

    ホットラインのトラブルシューティング

ホットラインのトラブルシューティング
ホットラインのトラブルシューティングについては、『Troubleshooting Guide for Cisco Unified 
Communications Manager』を参照してください。

関連項目
 • 「ホットラインの設定チェックリスト」（P.25-1）

 • 「Cisco Unified Communications Manager のホットラインの概要」（P.25-3）

 • 「ホットラインのシステム要件」（P.25-6）

 • 「ホットラインのインストールとアクティブ化」（P.25-6）

 • 「ホットラインの設定」（P.25-6）

 • 「ホットラインのトラブルシューティング」（P.25-12）

[発呼側番号によるネ

クストホップのルート
(Route Next Hop By 
Calling Party 
Number)]

発信側番号に基づいてルーティングを有効にするには、このチェックボック

スをオンにします。これは、発信者 ID 情報に基づいたコールのスクリーニ

ングがクラスタ間で機能するために必要となります。

[デバイス (Device)] > [デバイスの設定 (Device Settings)] > [ソフトキーテンプレート (Softkey 
Template)]

ホットライン電話機から補足サービス ソフトキーを削除するソフトキー テ
ンプレートを設定します。

表 25-3 
Cisco Unified Communications Manager の管理でのホットラインの設定項目 （続き）

設定項目 説明
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即時転送（iDivert）機能を使用すると、ボイスメール システムへコールを即時に転送できます。コー

ルが転送されると、その回線で新規コールを送受信できるようになります。この章では、即時転送に関

する次の情報を提供します。

 • 「即時転送の設定チェックリスト」（P.26-1）

 • 「即時転送の概要」（P.26-2）

 • 「即時転送のシステム要件」（P.26-3）

 • 「Use Legacy Immediate Divert サービス パラメータが [False] に設定されている場合の即時転送シ

ナリオ」（P.26-6）

 • 「即時転送のインストールとアクティブ化」（P.26-10）

 • 「即時転送の設定」（P.26-10）

 • 「即時転送用のサービス パラメータの設定」（P.26-11）

 • 「関連項目」（P.26-11）

即時転送の設定チェックリスト
即時転送（iDivert）機能を使用すると、ボイスメール システムへコールを即時に転送できます。コー

ルが転送されると、その回線で新規コールを送受信できるようになります。

表 26-1 に、即時転送を設定する際のチェックリストを示します。即時転送の詳細については、「即時転

送の概要」（P.26-2）および 「関連項目」（P.26-11）を参照してください。

表 26-1 即時転送の設定チェックリスト 

設定手順 関連手順と関連項目 

ステップ 1 クラスタ全体のサービス パラメータ Call Park Display Timer の
デフォルト値が適切でない場合は、それを変更します。

「即時転送用のサービス パラメータの設定」

（P.26-11）

ステップ 2 クラスタ全体のサービス パラメータ Use Legacy Immediate 
Divert のデフォルト値が適切でない場合は、それを変更します。

「即時転送用のサービス パラメータの設定」

（P.26-11）

ステップ 3 クラスタ全体のサービス パラメータ Allow QSIG During 
iDivert のデフォルト値が適切でない場合は、それを変更しま

す。

「即時転送用のサービス パラメータの設定」

（P.26-11）

ステップ 4 iDivert User Response Timer サービス パラメータのデフォルト

値が適切でない場合は、それを変更します。

「即時転送用のサービス パラメータの設定」

（P.26-11）
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即時転送の概要
即時転送（iDivert）機能を使用すると、ボイスメール システムへコールを即時に転送できます。コー

ルが転送されると、その回線で新規コールを送受信できるようになります。

即時転送機能は CTI アプリケーションでは使用できませんが、即時転送と同じ機能を実行する CTI 転
送操作が存在します。アプリケーション開発者は、CTI 転送操作を使用して、即時転送を実行できま

す。

即時転送機能にアクセスするには、[即転送 ] ソフトキーを使用します。このソフトキーは、Cisco 
Unified Communications Manager の管理ページの [ソフトキーテンプレートの設定 (Softkey Template 
Configuration)] ウィンドウを使用して設定します。ソフトキー テンプレートは、Cisco Unified 
Communications Manager システム内の電話機に割り当てられます。

Cisco Unified Communications Manager の補足サービスである即時転送は、システム内で広く使用で

きます。即時転送の [即転送 ] ソフトキーは、ユーザがログインしなくても電話機で使用できます。

提供、保留、あるいはアクティブ状態の着信コールを転送できます。アクティブまたは保留状態の発信

コールを転送できます。転送される側には、コールの転送先のボイスメール システムのグリーティン

グが再生されます。

ステップ 5 [電話番号の設定 (Directory Number Configuration)] ウィンドウ

で、即時転送にアクセスする各ユーザにボイスメール プロファ

イルを関連付けます。

（注） この手順は、ボイスメール プロファイルとパイロット

が設定されていることを想定しています。『Cisco 
Unified Communications Manager アドミニストレー
ション ガイド』の「ボイスメール プロファイルの設定」

および「ボイスメール パイロット番号の設定」を参照

してください。

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「電話番号

の設定」

ステップ 6 Standard User または Standard Feature ソフトキー テンプレート

に Immediate Divert (iDivert) ソフトキーを割り当てます。オン

フック、接続時、保留、および呼び出し状態でソフトキーを割

り当てます。

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「ソフト

キー テンプレートの設定」

ステップ 7 [電話の設定 (Phone Configuration)] ウィンドウで、即時転送を

利用する各デバイスに、Immediate Divert (iDivert) ソフトキー

を追加した Standard User または Standard Feature ソフトキー 
テンプレートを割り当てます。

ヒント 多数のユーザが [即転送 ] ソフトキーを使用できるよう
にするには、ソフトキー テンプレートに Immediate 
Divert (iDivert) ソフトキーを設定し、デバイス プール
にそのソフトキー テンプレートを割り当て、即時転送
を必要とするすべてのユーザにそのデバイス プールを
割り当てます。

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「Cisco 
Unified IP Phone の設定」

ステップ 8 即時転送機能が使用可能であることをユーザに通知します。 ユーザが Cisco Unified IP Phone で即時転送

にアクセスする方法については、電話機のマ

ニュアルを参照してください。

表 26-1 即時転送の設定チェックリスト （続き）

設定手順 関連手順と関連項目 
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従来の即時転送では、即時転送機能を呼び出した側のボイスメールボックスにコールを転送できます。

拡張された即時転送では、即時転送機能を呼び出した側のボイスメールボックスまたは元の着信側のボ

イスメールボックスにコールを転送できます。

拡張された即時転送モードが着信コールについてアクティブになっている場合、コールを受けたユーザ

は、即時転送を呼び出して、自分のボイスメールボックスまたは元の着信側のボイスメールボックスに

コールを転送できます。機能を呼び出したユーザが [即転送 ] ソフトキーを押すと、呼び出し側ユーザ

の電話画面に元の着信側と呼び出し側ユーザの両方が表示されます。ユーザがこの 2 つの名前のいずれ

かを選択すると、コールは選択された側のボイスメールボックスに転送されます。

（注） 着信コールを転送するためにユーザが即時転送機能を呼び出したときに、元の着信側を選択することが

可能なのは、クラスタ全体のサービス パラメータ Use Legacy Immediate Divert が [False] に設定され

ている場合だけです。「即時転送用のサービス パラメータの設定」（P.26-11）を参照してください。

即時転送のシステム要件
即時転送が機能するには、次のソフトウェア コンポーネントが必要です。

 • Cisco Unified Communications Manager 6.0 以降

次に示す、SCCP を実行する電話機、および SIP を実行する電話機は、Cisco Unified Communications 
Manager ソフトキー テンプレートで設定された Immediate Divert (iDivert) ソフトキーによる即時転送

をサポートしています。

 • Cisco Unified IP Phone（7905、7911、7912、7920、7940、7941、7960、7961、7970、7971）

次のボイスメール システムは即時転送をサポートしています。

 • Unity などの Skinny プロトコルを使用するボイスメール システム

 • Octel などの SMDI を使用するボイスメール システム

即時転送のコール処理要件

次の項では、即時転送のコール処理要件について説明します。

 • 「ソフトキー要件」（P.26-3）

 • 「着信コールの要件」（P.26-4）

 • 「発信コールの要件」（P.26-4）

ソフトキー要件

Immediate Divert (iDivert) ソフトキーはソフトキー テンプレートで自動的に設定されないので、Cisco 
Unified Communications Manager の管理ページの [ソフトキーテンプレートの設定 (Softkey Template 
Configuration)] ウィンドウを使用して、使用可能な任意のソフトキー テンプレートで Immediate 
Divert (iDivert) ソフトキーを設定します。Immediate Divert (iDivert) ソフトキーは、次のコール状態

で設定できます。

 • 接続時

 • 保留

 • 呼び出し
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（注） ソフトキー テンプレートの呼び出し状態は、電話機のコール状態の提供状態です。

Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [電話の設定 (Phone Configuration)] ウィンドウを

使用して、Immediate Divert (iDivert) ソフトキーを含むソフトキー テンプレートを電話機に割り当てます。

ソフトキー テンプレートの設定については、『Cisco Unified Communications Manager アドミニスト
レーション ガイド』の「ソフトキー テンプレートの設定」を参照してください。電話機へのソフト

キー テンプレートの割り当てについては、『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレー
ション ガイド』の「Cisco Unified IP Phone の設定」を参照してください。

着信コールの要件

次のリストに、即時転送がサポートするコール転送チェーン内の着信側のタイプを示します。

 • ユーザ A がユーザ B に電話をかける。

 • ユーザ B がユーザ C に転送する。

 • ユーザ C がユーザ D に転送する。

ユーザ B は元々の着信側です。ユーザ C は最後の転送側です。ユーザ D は最後の着信側です。

即時転送は、次の着信コール状態をサポートします。

 • 提供

 • 保留

 • アクティブ

クラスタ全体のサービス パラメータ Use Legacy Immediate Divert が [True] に設定されている場合、着

信側が [即転送 ] ソフトキーを押すと、即時転送によって、この着信側に関連付けられているボイス

メール メールボックスに着信コールが転送されます。着信側のボイスメール メールボックスは、着信

側の電話番号に割り当てられているボイスメール プロファイルによって管理できます。

クラスタ全体のサービス パラメータ Use Legacy Immediate Divert が [False] に設定されている場合に、

着信側が [即転送 ] ソフトキーを押すと、即時転送によって、着信側は宛先のボイスメールボックスを

選択できます。転送済みのコールがある場合は、着信側の画面に表示されます（「インタラクション」

（P.26-7）を参照）。着信側は、元の着信側のボイスメール メールボックスまたは着信側に関連付けられ

ているボイスメール メールボックスにコールを転送するか、[即転送 ] メニューにある転送をキャンセ

ルできます。元の着信側または着信側のボイスメール メールボックスは、関連付けられた電話番号に

割り当てられているボイスメール プロファイルによって管理できます。

ボイスメールについては、『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』

の「Cisco ボイスメール パイロットの設定」および「ボイスメール プロファイルの設定」と、『Cisco 
Unified Communications Manager システム ガイド』の「Cisco Unified Communications Manager への

ボイスメールの接続性」を参照してください。

発信コールの要件

即時転送は、次の発信コール状態をサポートします。

 • 保留

 • アクティブ

発信側が [即転送 ] ソフトキーを押すと、即時転送によって、この発信側に関連付けられているボイス

メール メールボックスに発信コールが転送されます。発信側のボイスメール メールボックスは、発信

側の電話番号に割り当てられているボイスメール プロファイルを使用して管理できます。



 

26-5
Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド     

第 26 章      即時転送

    即時転送のシステム要件    

ボイスメールについては、『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』

の「Cisco ボイスメール パイロットの設定」および「ボイスメール プロファイルの設定」と、『Cisco 
Unified Communications Manager システム ガイド』の「Cisco Unified Communications Manager への

ボイスメールの接続性」を参照してください。

即時転送の電話機表示メッセージ

即時転送によって IP Phone に次のメッセージが表示され、即時転送アクションのステータスが示され

ます。

 • 「キーがアクティブではありません」：[即転送 ] を押したユーザのボイスメール プロファイルにボ

イスメール パイロットがありません。

 • 「一時エラー発生」：ボイスメール システムが機能しないか、ネットワークの問題が存在します。

 • 「話中」：このメッセージは、ボイスメール システムが通話中であることを示します。

即時転送の使用

次のシナリオでは、即時転送機能の使用例を示します。シナリオ 1 ～ 6 は、クラスタ全体のサービス 
パラメータ Use Legacy Immediate Divert が [True] に設定されていることを前提にしています。シナリ

オ 7 ～ 8 は、クラスタ全体のサービス パラメータ Use Legacy Immediate Divert が [False] に設定され

ていることを前提にしています。シナリオ 9 はクラスタ全体のサービス パラメータの Use Legacy 
Immediate Divert と Auto Call Pickup Enabled が [False] に設定されていることを前提にしています。

Use Legacy Immediate Divert サービス パラメータが [True] に設定されている場合の即時
転送シナリオ

シナリオ 1：着信側が [即転送 ] ソフトキーを押した場合

1. ユーザ A がマネージャ A に電話をかけます。

2. マネージャ A が [即転送 ] ソフトキーを押します（提供状態）。

3. 即時転送によって、マネージャ A のボイスメール メールボックスにコールが転送されます。

4. ユーザ A にマネージャ A のボイスメール メールボックス グリーティングが再生されます。

シナリオ 2：元の着信側のボイスメール プロファイルにボイスメール パイロットがない場合

1. ユーザ A がユーザ B に電話をかけます。

2. コールがアシスタント B の個人回線に転送されます。

3. アシスタント B が [即転送 ] ソフトキーを押します（提供状態）。

4. 即時転送によって、アシスタント B のボイスメール メールボックスにコールが転送されます。

ユーザ B ではボイスメール パイロット番号が設定されていませんが、アシスタント B では設定さ

れています。

5. ユーザ A にアシスタント B のボイスメール メールボックス グリーティングが再生されます。

シナリオ 3：マネージャ A がマネージャ B へコールを転送する場合

1. ユーザ A がマネージャ A に電話をかけます。

2. マネージャ A の回線はマネージャ B へ転送されます。

3. マネージャ B が [即転送 ] ソフトキーを押します（提供状態）。
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4. 即時転送によって、マネージャ B のボイスメール メールボックスにコールが転送されます。

5. ユーザ A にマネージャ B のボイスメール メールボックス グリーティングが再生されます。

シナリオ 4：ボイスメール プロファイルで定義されたボイスメール ポートが通話中の場合

1. ユーザ A がユーザ B に電話をかけます。

2. ユーザ B が [即転送 ] ソフトキーを押します（提供状態）。

3. ボイスメール ポートが通話中なので、即時転送によってボイスメール メールボックスへコールを

転送することができません。

4. ユーザ B の IP Phone に「話中」というメッセージが表示されます。

5. 元のコールは提供状態のままです。

シナリオ 5：発信側がハント パイロット番号を使用するコール センターに電話をかける場合

1. ユーザ A がハント リスト A に電話をかけます。

2. ハント リスト A のメンバがグレー表示の [即転送 ] ソフトキーを押します（提供状態）。

3. ハント リスト A にはボイスメール プロファイルがないので、即時転送でボイスメール メールボッ

クスへコールを転送することはできません。

4. ハント リスト A のメンバの IP Phone に「キーがアクティブではありません」というメッセージが

表示されます。

シナリオ 6：発信側 B が別の Cisco Unified Communications Manager クラスタ上のユーザ C へ
コールを転送する場合

1. ユーザ A がユーザ B に電話をかけます。

2. ユーザ B が別の Cisco Unified Communications Manager クラスタ上のユーザ C へコールを転送し

ます。

3. ユーザ C が着信コールに応答します。

4. ユーザ C が [即転送 ] ソフトキーを押します。

5. ユーザ A にユーザ C のボイスメール メールボックス グリーティングが再生されます。

Use Legacy Immediate Divert サービス パラメータが [False] に設定されている場合の即時
転送シナリオ

シナリオ 7：発信側 A がユーザ B に電話をかけ、ユーザ B がコールをユーザ C に転送する場合

1. ユーザ A がユーザ B に電話をかけます。

2. ユーザ B の電話機からユーザ C にコールが転送されます。

3. ユーザ C に着信コールが表示され、[即転送 ] ソフトキーを押します。

4. ユーザ C が [即転送 ] ソフトキーを押します。

5. ユーザ C の電話機に、転送先として、ユーザ B のボイスメール メールボックスまたはユーザ C の
ボイスメール メールボックスを選択するための画面が表示されます。

6. ユーザ C がユーザ B のボイスメール メールボックスを選択します。

7. ユーザ A にユーザ B のボイスメール メールボックス グリーティングが再生されます。

シナリオ 8：発信側がハント パイロット番号を使用するコール センターに電話をかける場合

1. ユーザ A がハント リスト A に電話をかけます。
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2. ハント リスト A のメンバが [即転送 ] ソフトキーを押します（提供状態）。

3. 即時転送によって、即時転送機能を呼び出したハント リスト A のメンバのボイスメール メール

ボックスにコールが転送されます。

4. ユーザ A にハント リスト A のメンバのボイスメール メールボックス グリーティングが再生されま

す。

シナリオ 9：クラスタ全体のサービス パラメータ Auto Call Pickup Enabled が [False] に設定され
ていて、ユーザがコール ピックアップ グループに属している場合

1. ユーザ B、ユーザ C、ユーザ D が同じコール ピックアップ グループに属しています。

2. ユーザ A がユーザ B に電話をかけます。

3. ユーザ B の IP Phone の呼び出し音が鳴りますが、ユーザ B はコールに応答しません。

4. ユーザ C がコール ピックアップを使用してコールに応答します。

5. ユーザ C が、アラート、接続中、または保留中のいずれかの状態で [即転送 ] ソフトキーを押す

と、ユーザ C の IP Phone に選択肢が表示されます。ユーザ C は、即時転送で元の着信側のボイス

メール メールボックス（ユーザ B）にコールを転送する、または即時転送で最後の着信側のボイ

スメール メールボックス（ユーザ C）にコールを転送する、という 2 つのオプションのいずれか

を選択できます。

（注） クラスタ全体のサービス パラメータ Use Legacy Immediate Divert が [False] に設定され、クラスタ全

体のサービス パラメータ Auto Call Pickup Enabled が [True] に設定されている場合、コール ピック

アップ グループのユーザがコール ピックアップを使用してコールに応答すると、[即転送 ] ソフトキー

を押しても、IP Phone には選択肢が何も表示されません。

インタラクションおよび制限事項
次の項では、即時転送におけるインタラクションおよび制限事項について説明します。

 • 「インタラクション」（P.26-7）

 • 「制限事項」（P.26-9）

インタラクション

次の各項では、即時転送が Cisco Unified Communications Manager アプリケーションおよびコール処

理と通信する方法について説明します。

 • 「Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）」（P.26-8）

 • 「コールパークのサービス パラメータの設定」（P.5-11）

 • 「自動転送」（P.26-8）

 • 「呼詳細レコード（CDR）」（P.26-8）

 • 「会議」（P.26-8）

 • 「ハント リスト」（P.26-8）
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Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）

即時転送と MLPP の間では、次の通信が行われます。

 • 即時転送は、コールのタイプ（たとえば、優先コール）に関係なく、ボイスメール メールボック

スへコールを転送します。

 • Alternate Party Diversion（コールの優先順位）がアクティブになっている場合は、Call Forward 
No Answer（CFNA; 無応答時転送）が非アクティブになります。

自動転送

[電話番号の設定 (Directory Number Configuration)] ウィンドウで無応答時転送を設定しない場合、自

動転送はクラスタ全体の CFNA タイマー サービス パラメータ Forward No Answer Timer を使用しま

す。ユーザがコールの転送と同時に [即転送 ] ソフトキーを押すと、コールはボイスメール メールボッ

クスではなく、割り当てられた自動転送先電話番号に転送されます（タイマーが短すぎたため）。この

問題を解決するには、CFNA タイマー サービス パラメータを十分な時間に設定します（たとえば、60 
秒）。iDivert 画面が即時転送の呼び出し側に表示されている場合、CFNA タイマーの期限が切れると、

コールは次のユーザに転送されます。

呼詳細レコード（CDR）

即時転送は、CDR の「Onbehalf of」フィールドに即時転送コード番号（たとえば、joinOnbehalfOf お
よび lastRedirectRediectOnBehalfOf）を使用します。

会議

会議参加者が [即転送 ] ソフトキーを押すと、残りの会議参加者が即時転送の発信者のボイスメール 
メールボックス グリーティングを受信します。会議のタイプには、アドホック、ミートミー、割り込

み、C 割り込み、および参加があります。

ハント リスト

即時転送は、回線グループのメンバである DN に対して次のように機能します。

 • [即転送 ] ソフトキーが有効であることを確認します。

 • クラスタ全体のサービス パラメータ Use Legacy Immediate Divert が [True] に設定されている場

合、ハント リスト パイロット（ハンティング アルゴリズムの一部として）から電話機に直接着信

するコールにおいて、[即転送 ] ソフトキーはグレー表示になります。[False] に設定されている場

合は、グレー表示になりません。

 • クラスタ全体のサービス パラメータ Use Legacy Immediate Divert が [True] または [False] に設定

されている場合、ハント リスト パイロット（ハンティング アルゴリズムの一部として）から電話

機に直接着信しないコールにおいて、[即転送 ] ソフトキーはグレー表示になりません （これには、

ハント リスト パイロットにコールが発信された場合、ハント リストが期限切れになった場合、お

よび DN へのディスポジション転送後にコールが発信され、この DN 自体がハント グループのメ

ンバであった場合が含まれます。これは、ハント リスト パイロットを通じてハント グループのメ

ンバに間接的にコールされるケースを表します）。
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    インタラクションおよび制限事項    

制限事項

即時転送には、次の制限事項があります。

 • 即時転送は、クラスタ全体のサービス パラメータの Use Legacy Immediate Divert および Allow 
QSIG During iDivert の設定値に応じて、QSIG デバイス（QSIG 対応 H-323 デバイス、MGCP 
PRI QSIG T1 ゲートウェイ、および MGCP PRI QSIG E1 ゲートウェイ）をサポートします。詳細

については、「即時転送用のサービス パラメータの設定」（P.26-11）を参照してください。QSIG 
トランク経由で即時転送が許可されている場合は、次のガイドラインに従います。ボイスメール 
システムと QSIG を統合している場合は、ボイスメール パイロットまたはボイスメール マスクの

いずれかまたは両方を含むボイスメール プロファイルでは、[これをシステムのデフォルトボイス

メールプロファイルに設定 (Make this the default Voice Mail Profile for the System)] チェックボッ

クスをオフのままにします。デフォルトの [ボイスメールプロファイル (Voice Mail Profile)] は、

常に [ボイスメールなし (No Voice Mail)] に設定してください。

 • Call Forward All（CFA; 不在転送）と Call Forward Busy（CFB; 話中転送）がアクティブになって

いる場合、システムは即時転送をサポートしません（CFA と CFB は即時転送よりも優先されま

す）。

 • ローカル /SCCP 接続を介してボイスメール システムに到達すると、即時転送はボイスメール ポー

トが話し中の状態にあることを検出できます （コールは、話し中のボイスメール システムには転

送できませんが、元のコールは維持されます。即時転送が呼び出された電話機の画面に「話中」と

表示され、コールが転送されなかったことが通知されます）。ボイスメール システムに QSIG トラ

ンクまたは SIP トランク経由で到達する場合、即時転送は検出できますがコールは維持されませ

ん。クラスタ全体のサービス パラメータ Allow QSIG During iDivert が [True] に設定されている

か、クラスタ全体のサービス パラメータ Use Legacy Immediate Divert が [False] に設定されてい

る場合、即時転送は、QSIG トランクや SIP トランク経由で到達可能なボイスメール システムへの

アクセスをサポートします。クラスタ全体のサービス パラメータ Allow QSIG During iDivert が 
[False] に設定されており、クラスタ全体のサービス パラメータ Use Legacy Immediate Divert が 
[True] に設定されている場合、即時転送は、QSIG トランクや SIP トランクを経由したボイスメー

ル システムへのアクセスをサポートしません。即時転送は通話中のボイスメール ポートへコール

を転送できませんが、ボイスメール ポートをルートまたはハント リストのメンバにすることに

よって、ポートが通話中というシナリオを減らすことができます。

 • クラスタ全体のサービス パラメータ Use Legacy Immediate Divert が [True] に設定されている場

合、ハント リストのメンバは、コールが直接転送であれば、即時転送を呼び出すことができます。

回線グループのメンバとして到達した場合は即時転送を呼び出せません。IP Phone にメッセージ

「キーがアクティブではありません」が表示されます。

 • Cisco Unified Communications Manager がダウンした場合は、Cisco Unified Communications 
Manager がダウンする前に転送先とボイスメール システムの間にメディア パスが確立されていな

い限り、ユーザはボイスメールを保持できません。

 • システムは、迷惑呼 ID 機能と即時転送機能を同時にサポートしません。

 • CTI アプリケーションでは即時転送を使用できません（アプリケーションは VM 転送を使用しま

す）。

 • IP Phone で即時転送テキスト表示のタイマーを制御するには、Call Park Display Timer サービス 
パラメータを使用します。このサービス パラメータが変更されると、即時転送のテキスト表示タ

イマーも変更されます。

 • MLPP の使用の制限事項については、「Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）」（P.26-8）
を参照してください。
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    即時転送のインストールとアクティブ化

 • [即転送 ] ソフトキーが押された場合、無応答時転送のタイムアウトとの関係で競合条件が発生し

ます。たとえば、マネージャが無応答時転送のタイムアウトの直後に [即転送 ] ソフトキーを押す

と、自動転送によって、事前設定された電話番号へコールが転送されます。ただし、マネージャが

無応答時転送のタイムアウトの前に [即転送 ] ソフトキーを押した場合は、即時転送によってマ

ネージャのボイスメール ボックスへコールが転送されます。

 • 発信側と着信側は、両方が同時に [即転送 ] ソフトキーを押すことによって、それぞれのボイス

メール メールボックスへコールを転送できます。発信側のボイスメール メールボックスには、着

信側の発信グリーティングの一部が含まれます。同様に、着信側のボイスメール メールボックス

には、発信側の発信グリーティングの一部が含まれます。

 • 会議の参加者が [即転送 ] ソフトキーを押すと、残りのすべての参加者が、[即転送 ] を押した参加

者の発信グリーティングを受信します。会議のタイプには、ミートミー、アドホック、C 割り込

み、および参加があります。

 • コールでの最後のアクションが自動ピックアップ、コールの転送、コールパーク、コールパーク復

帰、会議、ミートミー会議の場合、または任意のアプリケーションで分割または結合の操作を実行

した場合、拡張された即時転送機能では、着信側の電話画面にボイスメール メールボックスの選

択肢が表示されません。その代わり、拡張された即時転送は、着信側に関連付けられているボイス

メール メールボックスにコールを即時転送します。

 • QSIG トランク経由で即時転送が許可されている場合は、次のガイドラインに従います。ボイス

メール システムと QSIG を統合している場合は、ボイスメール パイロットまたはボイスメール マ
スクのいずれかまたは両方を含むボイスメール プロファイルでは、[これをシステムのデフォルト

ボイスメールプロファイルに設定 (Make this the default Voice Mail Profile for the System)] チェッ

クボックスをオフのままにします。デフォルトの [ボイスメールプロファイル (Voice Mail Profile)] 
は、常に [ボイスメールなし (No Voice Mail)] に設定してください。

即時転送のインストールとアクティブ化
システム機能の即時転送は、Cisco Unified Communications Manager ソフトウェアに標準で備わって

います。即時転送は、特にインストールする必要はありません。

即時転送の設定
この項の内容は次のとおりです。

 • 「即時転送の設定チェックリスト」（P.26-1）

 • 「即時転送用のサービス パラメータの設定」（P.26-11）

ヒント 即時転送を設定する前に、「即時転送の設定チェックリスト」（P.26-1）を参照してください。
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    関連項目    

即時転送用のサービス パラメータの設定

即時転送機能の動作は、各サービス パラメータの設定によって異なります。即時転送機能に影響を与

えるサービス パラメータについて、次に説明します。

クラスタ全体のサービス パラメータ Call Park Display Timer
即時転送は、Cisco Unified Communications Manager のクラスタ全体のサービス パラメータ Call Park 
Display Timer を使用します。このサービス パラメータのデフォルトは 10 秒です。IP Phone で即時転

送テキスト表示のタイマーを制御するには、Call Park Display Timer サービス パラメータを使用しま

す。このサービス パラメータが変更されると、即時転送のテキスト表示タイマーも変更されます。こ

のタイマーは、Cisco CallManager サービスと即時転送が設定されたクラスタ内の各サーバに対して設

定します。

テキスト表示については、「即時転送の電話機表示メッセージ」（P.26-5）を参照してください。

クラスタ全体のサービス パラメータ Use Legacy Immediate Divert
即時転送では、クラスタ全体のサービス パラメータ Use Legacy Immediate Divert が [False] に設定さ

れている場合にのみ、元の着信側のボイスメールボックスまたは即時転送機能を呼び出したユーザのボ

イスメールボックスのいずれかに着信コールを転送できます。Use Legacy Immediate Divert サービス 
パラメータが [True] に設定されている場合、即時転送機能を呼び出したユーザは、着信コールを自身

のボイスメールボックスにのみ転送できます。

クラスタ全体のサービス パラメータ Use Legacy Immediate Divert を [False] に設定すると、QSIG 経
由で到達するボイスメール システムにアクセスできます。

クラスタ全体のサービス パラメータ Allow QSIG During iDivert
クラスタ全体のサービス パラメータ Allow QSIG During iDivert が [True] に設定されている場合、即

時転送は QSIG、SIP、および QSIG 対応 H.323 デバイス経由で到達可能なボイスメール システムに

コールを転送します。

Immediate Divert User Response Timer サービス パラメータ

Immediate Divert User Response Timer サービス パラメータの値によって、コールの転送先を選択する

ために [即転送 ] ソフトキーの呼び出し側が使用できる時間が決まります。呼び出し側が宛先を選択し

ない場合、コールは接続状態のままになります。

関連項目
 • 「即時転送の設定チェックリスト」（P.26-1）

 • 「即時転送の概要」（P.26-2）

 • 「即時転送のシステム要件」（P.26-3）

 • 「Use Legacy Immediate Divert サービス パラメータが [False] に設定されている場合の即時転送シ

ナリオ」（P.26-6）

 • 「即時転送のインストールとアクティブ化」（P.26-10）

 • 「即時転送の設定」（P.26-10）

 • 「即時転送用のサービス パラメータの設定」（P.26-11）

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「Cisco Unified IP 
Phone の設定」
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    関連項目

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「ソフトキー テンプ

レートの設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「Cisco ボイスメー

ル パイロットの設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「ボイスメール プロ

ファイルの設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「Cisco Unified Communications 
Manager へのボイスメールの接続性」

参考資料

 • Cisco Unified IP Phone の管理資料（Cisco Unified Communications Manager 用）

 • Cisco Unified IP Phone のユーザ資料



C H A P T E R
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インターコム

インターコムは、従来の回線と短縮ダイヤルの機能を組み合せたタイプの電話回線です。インターコム

回線を使用すると、ユーザは別のユーザのインターコム回線にコールできます。その結果、着信側のイ

ンターコム回線が自動応答し、片通話のウィスパー状態になります。次に、受信者はウィスパー状態の

コールを認識し、双方向のインターコム コールを開始することができます。

次の各項で、インターコムについて説明します。

 • 「インターコムの設定チェックリスト」（P.27-1）

 • 「インターコムの概要」（P.27-2）

 • 「システム要件」（P.27-4）

 • 「コール状態と回線状態」（P.27-5）

 • 「インタラクションおよび制限事項」（P.27-5）

 • 「インターコムのインストールとアクティブ化」（P.27-8）

 • 「インターコムの設定」（P.27-8）

 • 「インターコムの使用方法」（P.27-41）

 • 「関連項目」（P.27-55）

インターコムの設定チェックリスト
インターコムは、従来の回線と短縮ダイヤルの機能を組み合せたタイプの電話回線です。インターコム

回線を使用すると、ユーザは別のユーザのインターコム回線にコールできます。その結果、着信側のイ

ンターコム回線が自動応答し、片通話のウィスパー状態になります。次に、受信者はウィスパー状態の

コールを認識し、双方向のインターコム コールを開始することができます。

ユーザは、インターコム回線を使用して、インターコム パーティション内の他のインターコム回線に

ダイヤルすることができます。また、管理者が、インターコム パーティションの外部のインターコム

回線を発信先とするように、回線を事前設定することもできます。

（注） ユーザがインターコム回線を使用してダイヤルできるのは、他のインターコム回線に対してのみです。

インターコムを使用すると、ユーザは、事前に定義された発信先にコールを発信できます。着信側は、

ミュートが有効になった状態のスピーカフォン モードで、コールに自動応答します。この結果、発信

側と着信側の間に片方向の音声パスが確立します。そのため、発信側は、着信側がビジー状態であるか

アイドル状態であるかに関係なく、短いメッセージを送信できます。
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    インターコムの概要

インターコム コールが自動応答されたときに着信側の音声が発信側に送信されないことを保証するた

めに、Cisco Unified Communications Manager はウィスパー インターコムを実装しています。ウィス

パー インターコムでは、発信側から着信側への片通話だけが確立します。着信側では、発信側と会話

するには、特定のキーを手動で押す必要があります。

（注） 自動応答トーンによって、ウィスパー状態になったことが送信者と受信者の両方に示されます。

表 27-1 に、Cisco Unified Communications Manager で Cisco Unified Communications Manager イン

ターコム機能を設定するための論理的なステップを示します。インターコムの詳細については、「イン

ターコムの概要」（P.27-2）および 「関連項目」（P.27-55）を参照してください。

インターコムの概要
インターコムは、従来の回線と短縮ダイヤルの機能を組み合せたタイプの電話回線です。インターコム

回線を使用すると、ユーザは別のユーザのインターコム回線にコールできます。その結果、着信側のイ

ンターコム回線が自動応答し、片通話のウィスパー状態になります。次に、受信者はウィスパー状態の

コールを認識し、双方向のインターコム コールを開始することができます。

ユーザは、インターコム回線を使用して、インターコム パーティション内の他のインターコム回線に

ダイヤルすることができます。また、管理者が、インターコム パーティションの外部のインターコム

回線を発信先とするように、回線を事前設定することもできます。

（注） ユーザがインターコム回線を使用してダイヤルできるのは、他のインターコム回線に対してのみです。

表 27-1 Cisco Unified Communications Manager インターコムの設定チェックリスト 

設定手順 関連手順と関連項目

ステップ 1 インターコム パーティションを作成します。

（注） インターコム パーティションを作成すると、管理ユー

ザ インターフェイスにより、対応する同じ名前のイン

ターコム用コーリング サーチ スペースが自動的に生成

され、最初にこのインターコム パーティションが含め

られます。

「インターコム パーティションの設定」

（P.27-9）

ステップ 2 インターコム用コーリング サーチ スペースを作成します。

（注） このステップは、インターコム パーティションの作成

時に自動的に生成されるインターコム用コーリング 
サーチ スペースとは別のものを作成する場合に実行し

てください。

「インターコム コーリング サーチ スペースの

設定」（P.27-15）

ステップ 3 インターコム トランスレーション パターンを作成します。

（注） このステップはオプションです。

「インターコム トランスレーション パターン

の設定」（P.27-21）

ステップ 4 インターコム電話番号を作成します。 「インターコム電話番号の設定」（P.27-31）

ステップ 5 インターコム電話番号を電話機に割り当てます。 『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「電話番号

の設定」

「インターコム回線と短縮ダイヤルの設定」

（P.27-40）



 

27-3
Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド     

第 27 章      インターコム

    インターコムの概要    

インターコムを使用すると、ユーザは、事前に定義された発信先にコールを発信できます。着信側は、

ミュートが有効になった状態のスピーカフォン モードで、コールに自動応答します。この結果、発信

側と着信側の間に片方向の音声パスが確立します。そのため、発信側は、着信側がビジー状態であるか

アイドル状態であるかに関係なく、短いメッセージを送信できます。

インターコム コールが自動応答されたときに着信側の音声が発信側に送信されないことを保証するた

めに、Cisco Unified Communications Manager はウィスパー インターコムを実装しています。ウィス

パー インターコムでは、発信側から着信側への片通話だけが確立します。着信側では、発信側と会話

するには、特定のキーを手動で押す必要があります。

（注） 自動応答トーンによって、ウィスパー状態になったことが送信者と受信者の両方に示されます。

インターコム電話番号とデフォルト デバイス

インターコム回線ごとにデフォルト デバイスが必要です。インターコム機能では、インターコム回線

をアクティブとして表示するには、[インターコム電話番号の設定 (Intercom Directory Number 
Configuration)] ウィンドウの [デフォルトのアクティブデバイス (default activated device)] フィールド

を設定する必要があります。インターコム回線は、指定されたデフォルト デバイスにのみ表示されま

す。

管理者がインターコム回線をデバイスに割り当てた場合、そのデバイスは、そのインターコム回線用の

デフォルト デバイスとして設定されます（未設定だった場合）。管理者は、インターコム回線用のデ

フォルト デバイスを変更できます。管理者がデフォルト デバイスを別のデバイスに変更した場合、元

のデバイスにインターコム回線が割り当てられたままであっても、そのインターコム回線は元のデバイ

スから削除されます。

インターコム回線をデバイス プロファイルに割り当てることができます。インターコム回線が使用可

能になるのは、ユーザがデバイス プロファイルを使用して、そのインターコム回線のデフォルト デバ

イスにログインした場合に限られます。ユーザが別のデフォルト デバイスにログインした場合、イン

ターコム回線は表示されません。

設定の詳細については、「インターコム電話番号の設定値」（P.27-34）を参照してください。

（注） 設定済みのインターコム回線を電話機に割り当てても、その回線が電話機に表示されない場合は、そのイ

ンターコム回線用の [デフォルトのアクティブデバイス (default activated device)] の値をそのデバイスに設

定したことを確認します。その設定が正しい場合は、設定後に電話機をリセットしたことを確認します。

インターコム電話番号と Cisco エクステンション モビリティ

インターコム電話番号（回線）は、各インターコム回線の 1 つのデバイスに制限されていることに注意

してください。Cisco エクステンション モビリティは広く使用されているため、モバイル ユーザにはイ

ンターコム機能が必要ですが、この機能を使用できるデバイスは 1 つに制限する必要があります。1 つ
の標準デバイスまたはエクステンション モビリティ プロファイルに複数のインターコム回線を割り当て

ることは可能ですが、システムでは、1 つの標準デバイスまたはエクステンション モビリティ プロファ

イルに関連付けるインターコム回線は 1 つに制限する必要があります。

エクステンション モビリティ プロファイルは複数の電話機で同時に使用できるため、[デフォルトのア

クティブデバイス (default activated device)] フィールドを使用して、このインターコム回線を表示でき

るデバイスを指定する必要があります。エクステンション モビリティ用に使用されないインターコム

回線についても、[デフォルトのアクティブデバイス (default activated device)] フィールドを設定する

必要があります。

Cisco Unified Communications Manager リリース 6.0(1) からリリース 6.1(1) 以降にアップグレードす

る方法の詳細については、「Cisco エクステンション モビリティ」の章の「インターコム」の項を参照

してください。
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システム要件
インターコム機能のシステム要件は次のとおりです。

 • Cisco Unified Communications Manager リリース 6.0 以降

 • Microsoft Internet Explorer（IE）7、Internet Explorer 8、FireFox 3.x、または Safari 4.x

 • Cisco Unified IP Phone 8.3(1) 以降

Cisco Unified IP Phone のインターコム サポート

インターコム機能をサポートするデバイスのリストは、バージョンおよびデバイス パックによって異

なります。

Cisco Unified Reporting アプリケーションを使用して、インターコム機能をサポートしている、特定の

リリースおよびデバイス パックのデバイスの全リストを生成します。そのためには、次の手順に従い

ます。

1. 次のいずれかの方法を使用して、Cisco Unified Reporting を起動します。

Web アプリケーションへのアクセスを許可されるまで、ユーザの認証には Cisco Tomcat サービス

が使用されます。アプリケーションには次の方法でアクセスできます。

 – Cisco Unified Communications Manager の管理ページのナビゲーション メニューで [Cisco 
Unifiedレポートツール (Cisco Unified Reporting)] を選択し、[移動 (Go)] をクリックします。

 – Cisco Unified Real-Time Monitoring Tool（RTMT）メニューで [File] > [Cisco Unified 
Reporting] の順に選択します。

 – https://<サーバ名または IP アドレス>:8443/cucreports/ と入力し、認証済みのユーザ名とパス

ワードを入力します。

2. ナビゲーション バーで、[System Reports] をクリックします。

3. 左側のカラムに表示されたレポートのリストで、[Unified CM Phone Feature List] オプションをク

リックします。

4. [Generate a new report] リンクをクリックして新規レポートを生成するか、または、レポートがす

でに存在する場合は、[Unified CM Phone Feature List] リンクをクリックします。

5. インターコムがサポートされているすべてのデバイスのレポートを生成するには、各ドロップダウ

ン リスト ボックスから次の設定を選択し、[Submit] ボタンをクリックします。

[Product]：[All]

[Feature]：[Intercom]

[List Features] ペインに、インターコム機能がサポートされているすべてのデバイスのリストが表

示されます。カラムの見出し（[Product] または [Protocol]）の隣にある上下の矢印キーをクリッ

クして、リストをソートできます。

Cisco Unified Reporting アプリケーションの詳細については、次の URL の『Cisco Unified Reporting 
Administration Guide』を参照してください。 
http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps556/prod_maintenance_guides_list.html

http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps556/prod_maintenance_guides_list.html
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コール状態と回線状態
インターコムでは、インターコム回線の新しいコール状態としてウィスパーが導入されています。ま

た、アイドル、接続時、オフフック、および先頭桁入力後という既存の回線状態も使用されます。

複数のインターコム コールが同時に発生することはないため、インターコムのコール状態は回線状態

に直接対応付けられ、コールのソート規則もそのまま維持されます。

表 27-2 に、インターコムのコール状態と回線状態を示します。

インタラクションおよび制限事項
次の項では、インターコムに関連するインタラクションおよび制限事項について説明します。

 • 「インタラクション」（P.27-6）

 • 「制限事項」（P.27-7）

表 27-2 インターコムのコール状態と回線状態 

アイドル ウィスパー オフフック 先頭桁入力後 接続時

説明 インターコムが

アイドル状態で

す。

ウィスパー状態では、

受信者は発信者の音声

を受信しますが、発信

者は受信者の音声を受

信しません。受信者に

接続されている他のア

クティブ コールの発信

者は、インターコムの

発信者の音声を受信し

ません。

この状態は、発信先

が事前設定されてい

ない状況で、イン

ターコムの発信先を

ダイヤルする場合に

のみ表示されます。

この状態は、発信

先が事前設定され

ていない状況で、

インターコムの発

信先をダイヤルす

る場合にのみ表示

されます。

接続時は、イン

ターコム機能の接

続された状態を表

します。

LED の動作 LED は点灯しな

い

機能キー：オレンジ色

に点灯

機能キー：オレンジ

色に点灯

機能キー：オレン

ジ色に点灯

機能キー：緑色に

点灯

アイコン アイドル ウィスパー ウィスパー ウィスパー 接続時

ソフトキー テ
ンプレート

デフォルトの 
Cisco Unified 
Communications 
Manager テンプ

レート

Connected No Feature Intercom Off hook デフォルトの 
Unified CM Digits 
After

First テンプレー

ト、

Connected No

Feature

Connected No 
Feature

その他 ウィスパー状態になる

前に自動応答トーンが

聞こえます。

「内部」ダイヤル 
トーン。

ダイヤル トーンは

発生しません。
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インタラクション

次の各項では、インターコムが Cisco Unified Communications Manager アプリケーションおよびコー

ル処理とどのように通信するかについて説明します。

 • 「一括管理ツール」（P.27-6）

 • 「割り込み」（P.27-6）

 • 「サイレント（DND; Do Not Disturb）」（P.27-6）

 • 「コール保存」（P.27-6）

 • 「Cisco Unified Survivable Remote Site Telephony（SRST）」（P.27-6）

 • 「Cisco Unified Communications Manager Assistant」（P.27-7）

 • 「CTI」（P.27-7）

 • 「Cisco エクステンション モビリティ」（P.27-7）

 • 「インターネット プロトコル バージョン 6（IPv6）」（P.27-7）

一括管理ツール

Cisco Unified Communications Manager の管理者は、一括管理ツール（BAT）を使用すると、多数の

インターコム ユーザを一度に追加できます。ユーザを 1 人ずつ追加する必要はありません。詳細につ

いては、『Cisco Unified Communications Manager Bulk Administration ガイド』を参照してください。

割り込み

インターコムの発信先が割り込みの発信先と同じ場合でも、Cisco Unified IP Phone はウィスパー イン

ターコムをサポートできます。

発信先がインターコム ボタンを押してインターコム発信側と会話する場合、最初のコールは保留に

なっているため、割り込みの発信側はリリースされます。

サイレント（DND; Do Not Disturb）

インターコム コールは、発信先の電話機の DND よりも優先されます。

コール保存

コールが保存された場合、電話機が Cisco Unified Communications Manager に再登録できるようにな

るには、エンド ユーザが電話を切る必要があります。インターコム コールがウィスパー モードの場

合、このコールは片方向メディアであるため、受信側にはユーザが存在しない可能性があります。した

がって、保存されるのは、トークバック モードのインターコム コールのみとなります （ウィスパー イ
ンターコムは保存されません）。

Cisco Unified Survivable Remote Site Telephony（SRST）

Cisco Unified IP Phone は SRST に登録されている場合、インターコム回線を登録しません。したがっ

て、電話機が SRST に登録されている場合、インターコム機能は使用できません。
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Cisco Unified Communications Manager Assistant

『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「Cisco Unified 
Communications Manager Assistant Configuration Wizard」の章を参照してください。

CTI

CTI/JTAPI/TSP を使用すると、インターコム回線の事前設定された発信先電話番号を設定または変更

できます。Cisco Unified Communications Manager の管理ページから発信先電話番号を更新または再

設定した場合は、通知を受信します。

CTI/JTAPI/TSP には下位互換性があることに注意してください。ただし、インターコム回線がアプリ

ケーションによって制御されるように設定されている場合を除きます。インターコム回線がアプリケー

ション ユーザのリストに設定されている場合は、リストから除外し、互換性をテストする必要があり

ます。

Cisco エクステンション モビリティ

インターコム機能は、Cisco エクステンション モビリティと通信します。ユーザが Cisco エクステン

ション モビリティを使用して、インターコム機能をサポートする電話機にログインする場合、ログイ

ンに使用するデバイス プロファイルでインターコム回線がプロビジョニングされているときは、イン

ターコム回線が表示されます。その電話機は、そのインターコム回線用のデフォルト デバイスである

必要があります。

設定の詳細については、「インターコム電話番号の設定」（P.27-31）および 「Cisco エクステンション 
モビリティ」（P.9-1）を参照してください。

インターネット プロトコル バージョン 6（IPv6）

インターコムは、[IPアドレッシングモード (IP Addressing Mode)] が [IPv4のみ (IPv4 Only)] または 
[IPv4と IPv6(IPv4 and IPv6)] の電話機をサポートできます。インターコム コール中に、トークバック 
モードにより、発信側がインターコムを開始するときに使用されるメディア ストリームと同じ IP バー

ジョンのメディア ストリームが確立されます。IPv6 の詳細については、「インターネット プロトコル 
バージョン 6（IPv6）」（P.28-1）を参照してください。

制限事項

インターコム機能には、次の制限事項があります。

 • インターコム コールは、カバレッジ パスには従いません。

 • 保留：インターコム コールは保留にできません。

 • 自動転送：インターコム コールは自動転送できません。

 • コール転送：インターコム コールは転送できません。

 • 即時転送：インターコム コールは即時転送できません。

 • コール ピックアップ /ダイレクト コール ピックアップ：コール ピックアップ グループには、イン

ターコム コールは含まれません。

 • DND：インターコムは、サイレント（DND）よりも優先されます。

 • 帯域幅が不足していると、インターコム コールは失敗します。
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 • 2 つのインターコム コールが発信先に送信された場合、最初のコールは到達しますが、2 つ目の

コールはビジー トーンにより失敗します。

 • 割り込みおよび C 割り込み：インターコムは、割り込み機能および C 割り込み機能とは連携しま

せん。

 • 会議：インターコム コールでは、会議はできません。

 • アクティブ コールが監視または録音されている場合、インターコム コールを受信または発信する

ことはできません。

インターコムのインストールとアクティブ化
インターコムは Cisco Unified Communications Manager リリース 6.0 以降に標準で搭載されているた

め、自動的にインストールされ、アクティブになります。

インターコムの設定
インターコム機能を使用するには、発信側と着信側の両方の電話機で、専用のインターコム回線ボタン

が必要になります。この回線には、インターコム コードである独自の電話番号（DN）と、パーティ

ション（インターコム グループ）が割り当てられます。このインターコム回線のコーリング サーチ ス
ペースは、この電話機からインターコムの発信先へのアクセスを制限するために使用されます。

（注） インターコム機能が無許可の電話機によって不用意に使用されないことを保証するために、インターコ

ム機能を除く他の管理ウィンドウからは、ユーザがインターコム パーティションとインターコム コー

リング サーチ スペースにアクセスできないようになっています。

（注） インターコム回線を複数のデバイスで共有することはできません。インターコム回線には、自動転送、

ピックアップ、およびボイスメール プロファイルなど、他の機能関連の設定を行わないでください。

ヒント 電話機には複数のインターコム ボタンを割り当てることができます。

この項は、次の内容で構成されています。

 • 「インターコム パーティションの設定」（P.27-9）

 • 「インターコム コーリング サーチ スペースの設定」（P.27-15）

 • 「インターコム トランスレーション パターンの設定」（P.27-21）

 • 「インターコム電話番号の設定」（P.27-31）

ヒント インターコムを設定する前に、「インターコムの設定チェックリスト」（P.27-1）を確認してください。
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インターコム パーティションの設定

インターコム パーティションには、電話番号（DN）およびルート パターンが登録されているルート 
パターンのリストが含まれています。パーティションは、編成、ロケーション、およびコール タイプ

に基づいて、ルート プランを複数の論理サブセットに分割することにより、コール ルーティングを容

易にするものです。パーティションの詳細については、『Cisco Unified Communications Manager シス
テム ガイド』の「パーティションおよびコーリング サーチ スペース」を参照してください。

インターコム パーティションを検索、追加、更新、または削除するには、次のトピックを参照してく

ださい。

 • 「インターコム パーティションの追加」（P.27-9）

 • 「インターコム パーティションの検索」（P.27-10）

 • 「インターコム パーティションの設定」（P.27-11）

 • 「インターコム パーティションの設定値」（P.27-12）

 • 「インターコム パーティションと影響を受けるデバイスの同期化」（P.27-13）

 • 「インターコム パーティションの削除」（P.27-14）

 • 「インターコム コーリング サーチ スペースの設定」（P.27-15）

インターコム パーティションの追加

新しいインターコム パーティションを追加する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified Communications Manager の管理 (Cisco Unified Communications Manager Administration)] 
ウィンドウから [コールルーティング (Call Routing)] > [インターコム (Intercom)] > [インターコムルート

パーティション (Intercom Route Partition)] の順に選択します。

[ インターコムパーティションの検索と一覧表示 (Find and List Intercom Partitions)] ウィンドウが表示

されます。

ステップ 2 [新規追加 (Add New)] ボタンをクリックします。

[ 新規インターコムパーティションの追加 (Add new Intercom Partition)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [インターコムパーティション情報 (Intercom Partition Information)] セクションの下の [名前 (Name)] 
ボックスに、追加するインターコム パーティションの名前と説明を入力します。

（注） 複数のパーティションを入力するには、各パーティション エントリに対して 1 行を使用しま

す。最大 75 のパーティションを入力できます。入力できる文字数は、それぞれの名前と説明

を合計して 1475 文字までです。パーティション名は 50 文字までです。各行のパーティション

名と説明はカンマ（,）で区切ってください。説明を入力しなかった場合、Cisco Unified 
Communications Manager は、パーティション名を説明として使用します。

[ インターコムパーティションの検索と一覧表示 (Find and List Intercom Partitions)] ウィンドウが表示

されます。

ステップ 4 「インターコム パーティションの検索」（P.27-10）の「ステップ 2」 に進みます。
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インターコム パーティションの検索

インターコム パーティションの検索と一覧表示のウィンドウを使用すると、インターコム パーティ

ションを検索できます。インターコム パーティションは、電話番号（DN）およびルート パターンが登

録されているルート パターンのリストです。パーティションは、編成、ロケーション、およびコール 
タイプに基づいて、ルート プランを複数の論理サブセットに分割することにより、コール ルーティン

グを容易にするものです。

ネットワーク内にはいくつかのインターコム パーティションが存在することがあるので、Cisco 
Unified Communications Manager では、固有の条件を指定して、固有のインターコム パーティション

を特定することができます。インターコム パーティションを特定する手順は、次のとおりです。

（注） Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、ブラウザ セッションでの作業中は、イン

ターコム パーティションの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してから、このメ

ニュー項目に戻ってくる場合でも、検索に変更を加えない限り、インターコム パーティションの検索

設定は保持されます。

手順

ステップ 1 [コールルーティング (Call Routing)] > [インターコム (Intercom)] > [インターコムルートパーティショ

ン (Intercom Route Partition)] の順に選択します。

[ インターコム電話番号の検索と一覧表示 (Find and List Intercom Directory Numbers)] ウィンドウが表

示されます。ウィンドウには、アクティブな（前の）クエリーのレコードも表示される場合がありま

す。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空になっていることを確認

し、「ステップ 3」 に進みます。

特定のレコードをフィルタリングまたは検索するには、次の操作を実行します。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスで、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスで、検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索文字を入力します。

（注） 別の検索条件を追加するには、[+] ボタンをクリックします。条件を追加した場合は、指定し

たすべての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、[-] ボタンをクリッ

クして、最後に追加された条件を削除するか、または [フィルタのクリア (Clear Filter)] ボタン

をクリックして、追加されたすべての検索条件を削除します。

ステップ 3 [検索 (Find)] をクリックします。

条件に一致するレコードがすべて表示されます。[ ページあたりの行数 (Rows per Page)] ドロップダウ

ン リスト ボックスで別の値を選択すると、各ページに表示される項目数を変更できます。

（注） 適切なレコードの横にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削除 (Delete 
Selected)] をクリックすると、データベースから複数のレコードを削除できます。[すべてを選

択 (Select All)] をクリックして [選択項目の削除 (Delete Selected)] をクリックすると、この選

択対象として設定可能なすべてのレコードを削除できます。
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ステップ 4 表示されたレコード リストから、目的のレコードのリンクをクリックします。

（注） ソート順を逆にするには、リストのヘッダーにある上矢印または下矢印をクリックします（使

用可能な場合）。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

「インターコム コーリング サーチ スペースの設定」（P.27-15）を参照してください。

インターコム パーティションの設定

インターコム パーティションを設定する手順は、次のとおりです。

（注） 新しいインターコム パーティションを追加する場合、Cisco Unified Communications Manager により、

新しいパーティションだけが含まれた新しいインターコム コーリング サーチ スペースが自動的に追加

されます。新しいインターコム コーリング サーチ スペースは後で変更できます。

（注） インターコム パーティションおよびインターコム コーリング サーチ スペースと、標準回線のパーティ

ションおよびコーリング サーチ スペースを混在させることはできません。

手順

ステップ 1 メニューバーで [コールルーティング (Call Routing)] > [インターコム (Intercom)] > [インターコム

ルートパーティション (Intercom Route Partition)] の順に選択します。

[ インターコムパーティションの検索と一覧表示 (Find and List Intercom Partitions)] ウィンドウが表示

されます。

「インターコム パーティションの検索」（P.27-10）の手順に従って、設定するパーティションを検索

し、「ステップ 2」 に進みます。

ステップ 2 適切な設定値を入力します（表 27-3 を参照）。

ステップ 3 [保存 (Save)] をクリックします。

[ インターコムパーティションの設定 (Intercom Partition Configuration)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 適切な設定値を入力します（表 27-5 を参照）。

インターコム パーティションを更新している場合は、[ リセット (Reset)] をクリックするか、「イン

ターコム パーティションと影響を受けるデバイスの同期化」（P.27-13）で説明されている [ 設定の適用

(Apply Config)] ボタンを使用します。

追加情報

「インターコム コーリング サーチ スペースの設定」（P.27-15）を参照してください。
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インターコム パーティションの設定値

インターコム パーティションには、電話番号（DN）およびルート パターンが登録されているルート 
パターンのリストが含まれています。パーティションは、編成、ロケーション、およびコール タイプ

に基づいて、ルート プランを複数の論理サブセットに分割することにより、コール ルーティングを容

易にするものです。パーティションの詳細については、『Cisco Unified Communications Manager シス
テム ガイド』の「パーティションおよびコーリング サーチ スペース」を参照してください。

表 27-3 に、新しいインターコム パーティションを追加する場合のインターコム パーティションの設定

値を示します。関連する手順については、「インターコム コーリング サーチ スペースの設定」

（P.27-15）を参照してください。

ワンポイント アドバイス インターコム パーティションには、内容を表す簡潔な名前を使用してください。通常、

CompanynameLocationCalltype の形式が、内容を簡潔に表し、インターコム パーティションをすばや

くかつ簡単に識別できる方式です。たとえば、「CiscoDallasMetroPT」は、Dallas の Cisco オフィスか

らの、LATA（Local Access and Transport Area）間の無料コール用のパーティションを特定できます。

ヒント 必要に応じて、[インターコムパーティション情報 (Intercom Partition Information)] の [名前 (Name)] 
テキスト ボックスにインターコム パーティション名および説明を入力することにより、複数のイン

ターコム パーティションを同時に入力できます。必ず、各インターコム パーティション エントリに対

して 1 行を使用し、パーティション名と説明はカンマで区切ってください。

表 27-3 新しいインターコム パーティションの追加での設定値 

フィールド 説明

[インターコムパーティション情報 (Intercom Partition Information)]

[名前 (Name)] [名前 (Name)] ボックスに名前を入力します。各インターコム パーティ

ション名が、そのルート プランに固有の名前であることを確認してく

ださい。インターコム パーティション名には、a ～ z、A ～ Z、0 ～ 9 
のほか、スペース、ハイフン（-）、およびアンダースコア文字（_）を

使用できます。

（注） インターコム パーティション名の長さによって、インターコム 
コーリング サーチ スペースに追加できるインターコム パー

ティションの最大数が制限されます。表 27-4 に、インターコ

ム パーティション名が固定長である場合にインターコム コー

リング サーチ スペースに追加できるインターコム パーティ

ションの最大数の例を示します。

インターコム パーティション名の後にカンマ（,）を入力してから、そ

のパーティション名と同じ行に説明を入力します。説明には、任意の

言語で最大 50 文字を指定できますが、二重引用符（"）、山カッコ

（<>）、角カッコ（[ ]）、アンパサンド（&）、およびパーセント記号

（%）は使用できません。

説明を入力しない場合は、Cisco Unified Communications Manager が、

自動的にこのフィールドにインターコム パーティション名を入力しま

す。

各インターコム パーティションおよび説明には新しい行を使用してく

ださい。
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表 27-4 に、パーティション名が固定長である場合にインターコム コーリング サーチ スペースに追加

できるインターコム パーティションの最大数の例を示します。この最大数の計算方法の詳細について

は、『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「パーティション名の制限」を参照

してください。

「表 27-5」 では、既存のインターコム パーティションの設定に必要な情報について説明します。

追加情報

「インターコム コーリング サーチ スペースの設定」（P.27-15）を参照してください。

インターコム パーティションと影響を受けるデバイスの同期化

設定が変更されたインターコム パーティションとデバイスを同期化するには、次の手順を実行します。

この手順は、できる限り干渉の程度が低い方法で未処理の設定項目を適用するものです （たとえば、

影響を受けるデバイスでリセットや再起動が不要な場合もあります）。

表 27-4 コーリング サーチ スペースのパーティション制限 

パーティション名の長さ パーティションの最大数

2 文字 170

3 文字 128

4 文字 102

5 文字 86

表 27-5 インターコム パーティションの設定値 

フィールド 説明

[インターコムパーティション情報 (Intercom Partition Information)]

[名前 (Name)] 選択したインターコム パーティションの名前がこのボックスに表示さ

れます。

[説明 (Description)] 選択したインターコム パーティションの説明を入力してある場合は、

ここに表示されます。インターコム パーティションを追加するときに

説明を入力しなかった場合は、ここで追加できます。

[スケジュール (Time 
Schedule)]

このドロップダウン リストには、[コールルーティング (Call Routing)] > 
[コントロールのクラス (Class of Control)] > [スケジュール (Time 
Schedule)] で追加できるスケジュールが読み込まれます。スケジュール

を設定する方法については、『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「タイム スケジュールの設定」を参照

してください。

[タイムゾーン (Time Zone)]  • タイム ゾーンを発信側デバイスと同じにするには、[発信側デバイ

ス (Originating Device)] の横にあるオプション ボタンをオンにし

ます。

 • 特定のタイム ゾーンを設定するには、[特定のタイムゾーン

(Specific Time Zone)] オプション ボタンをオンにして、ドロップ

ダウン リストから正しいタイム ゾーンを選択します。
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手順

ステップ 1 [コールルーティング (Call Routing)] > [インターコム (Intercom)] > [インターコムルートパーティショ

ン (Intercom Route Partition)] の順に選択します。

[ インターコムパーティションの検索と一覧表示 (Find and List Intercom Partitions)] ウィンドウが表示

されます。

ステップ 2 使用する検索条件を選択します。

ステップ 3 [検索 (Find)] をクリックします。

検索条件に一致したインターコム パーティションのリストがウィンドウに表示されます。

ステップ 4 適切なデバイスを同期化する対象のインターコム パーティションをクリックします。[インターコム

パーティションの設定 (Intercom Partition Configuration)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 必要に応じて、追加の設定変更を行います。

ステップ 6 [保存 (Save)] をクリックします。

ステップ 7 [設定の適用 (Apply Config)] をクリックします。

[ 設定情報の適用 (Apply Configuration Information)] ダイアログボックスが表示されます。

（注） インターコム パーティションに関連付けられているデバイスがリセットされると、影響を受け

るゲートウェイ上のコールがすべて欠落します。

ステップ 8 [OK] をクリックします。

追加情報

「インターコム コーリング サーチ スペースの設定」（P.27-15）を参照してください。

インターコム パーティションの削除

インターコム パーティションを削除する手順は、次のとおりです。

始める前に

インターコム パーティションがコーリング サーチ スペースなどの項目またはルート パターンに割り当

てられている場合は、そのインターコム パーティションを削除できません。インターコム パーティ

ションを使用しているコーリング サーチ スペースなどの項目を検索するには、[インターコムパーティ

ションの設定 (Intercom Partition Configuration)] ウィンドウの [関連リンク (Related Links)] ドロップ

ダウン リスト ボックスから [依存関係レコード (Dependency Records)] を選択し、[移動 (Go)] をク

リックします。依存関係レコードがシステムで使用できない場合は、[依存関係レコード要約

(Dependency Records Summary)] ウィンドウにメッセージが表示されます。依存関係レコードの詳細

については、『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「依存関係

レコードへのアクセス」を参照してください。使用中のパーティションを削除しようとすると、Cisco 
Unified Communications Manager からメッセージが表示されます。現在使用されているパーティショ

ンを削除する場合は、事前に、次の処理のどちらか一方または両方を実行しておく必要があります。

 • 削除するインターコム パーティションを使用しているインターコム コーリング サーチ スペースや

デバイスなどの項目すべてに、別のインターコム パーティションを割り当てます。

 • 削除するインターコム パーティションを使用しているインターコム コーリング サーチ スペースや

デバイスなどの項目を削除します。
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手順

ステップ 1 メニューバーで [コールルーティング (Call Routing)] > [インターコム (Intercom)] > [インターコム

ルートパーティション (Intercom Route Partition)] の順に選択します。

ステップ 2 削除するインターコム パーティションを検索します。「インターコム パーティションの検索」

（P.27-10）を参照してください。

ステップ 3 削除するインターコム パーティションのチェックボックスをオンにして、[選択項目の削除 (Delete 
Selected)] をクリックします。

ヒント [すべてを選択 (Select All)] をクリックして [選択項目の削除 (Delete Selected)] をクリックする

と、リスト内のすべてのインターコム パーティションを削除できます。

この操作を実行すると取り消せないことを確認するメッセージが表示されます。

ステップ 4 インターコム パーティションを削除するには、[OK] をクリックします。削除操作を取り消すには、[キャ

ンセル (Cancel)] をクリックします。

注意 インターコム パーティションを削除するときは、削除するインターコム パーティションが正しいこ

とを慎重に確認してください。削除したインターコム パーティションを元に戻すことはできませ

ん。誤って削除した場合、削除したインターコム パーティションを作成し直す必要があります。

ヒント インターコム パーティションの削除は、削除するパーティションを見つけて表示し、[削除

(Delete)] をクリックすることによっても実行できます。

追加情報

「インターコム コーリング サーチ スペースの設定」（P.27-15）を参照してください。

インターコム コーリング サーチ スペースの設定

インターコム コーリング サーチ スペースは、通常はデバイスに割り当てられているインターコム ルー

ト パーティションの順序リストで構成されます。インターコム コーリング サーチ スペースによって、

発信側デバイスがコールを完了しようとするときに検索するパーティションが決まります。

コーリング サーチ スペースおよびパーティションの詳細については、『Cisco Unified Communications 
Manager システム ガイド』の「パーティションおよびコーリング サーチ スペース」を参照してくださ

い。

コーリング サーチ スペースを検索、追加、更新、コピー、または削除するには、次のトピックを参照

してください。

 • 「インターコム コーリング サーチ スペースの検索」（P.27-16）

 • 「インターコム コーリング サーチ スペースの設定」（P.27-17）

 • 「インターコム コーリング サーチ スペースの設定値」（P.27-18）

 • 「インターコム コーリング サーチ スペースの削除」（P.27-20）
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インターコム コーリング サーチ スペースの検索

インターコム コーリング サーチ スペースの検索と一覧表示のウィンドウを使用すると、インターコム 
コーリング サーチ スペースを検索できます。インターコム コーリング サーチ スペースは、通常はデ

バイスに割り当てられるインターコム ルート パーティションの順序付きリストです。インターコム 
コーリング サーチ スペースにより、発信側デバイスがコールを完了しようとするときに検索するイン

ターコム パーティションが決まります。

ネットワークには複数のインターコム コーリング サーチ スペースが存在する場合があります。Cisco 
Unified Communications Manager では、特定の条件に基づいて、特定のインターコム コーリング サー

チ スペースを検索できます。インターコム コーリング サーチ スペースを特定する手順は、次のとおり

です。

（注） Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、ブラウザ セッションでの作業中は、イン

ターコム コーリング サーチ スペースの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこ

のメニュー項目に戻ってくる場合でも、検索に変更を加えない限り、インターコム コーリング サーチ 
スペースの検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 [コールルーティング (Call Routing)] > [インターコム (Intercom)] > [インターコムコーリングサーチス

ペース (Intercom Calling Search Space)] の順に選択します。

[ インターコムコーリングサーチスペースの検索と一覧表示 (Find and List Intercom Calling Search 
Spaces)] ウィンドウが表示されます。ウィンドウには、アクティブな（前の）クエリーのレコードも表

示される場合があります。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空になっていることを確認

し、「ステップ 3」 に進みます。

特定のレコードをフィルタリングまたは検索するには、次の操作を実行します。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスで、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスで、検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索文字を入力します。

（注） 別の検索条件を追加するには、[+] ボタンをクリックします。条件を追加した場合は、指定し

たすべての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、[-] ボタンをクリッ

クして、最後に追加された条件を削除するか、または [フィルタのクリア (Clear Filter)] ボタン

をクリックして、追加されたすべての検索条件を削除します。

ステップ 3 [検索 (Find)] をクリックします。

条件に一致するレコードがすべて表示されます。[ ページあたりの行数 (Rows per Page)] ドロップダウ

ン リスト ボックスで別の値を選択すると、各ページに表示される項目数を変更できます。

（注） 適切なレコードの横にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削除 (Delete 
Selected)] をクリックすると、データベースから複数のレコードを削除できます。[すべてを選

択 (Select All)] をクリックして [選択項目の削除 (Delete Selected)] をクリックすると、この選

択対象として設定可能なすべてのレコードを削除できます。
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ステップ 4 表示されたレコード リストから、目的のレコードのリンクをクリックします。

（注） ソート順を逆にするには、リストのヘッダーにある上矢印または下矢印をクリックします（使

用可能な場合）。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

「インターコム トランスレーション パターンの設定」（P.27-21）を参照してください。

インターコム コーリング サーチ スペースの設定

インターコム コーリング サーチ スペースをコピー、追加、および更新する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 メニューバーで [コールルーティング (Call Routing)] > [インターコム (Intercom)] > [インターコム

コーリングサーチスペース (Intercom Calling Search Space)] の順に選択します。

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

 • 既存のインターコム コーリング サーチ スペースをコピーするには、対象となるインターコム コー

リング サーチ スペースを見つけます（「インターコム コーリング サーチ スペースの検索」

（P.27-16）を参照）。コピーするインターコム コーリング サーチ スペースの横にある [ コピー

(Copy)] ボタンをクリックします。ウィンドウに、コピーしたインターコム コーリング サーチ ス
ペースが表示されます。[ 名前 (Name)] フィールドで名前を変更し、「ステップ 3」 に進みます。

 • インターコム コーリング サーチ スペースを追加するには、[ 新規追加 (Add New)] ボタンをクリッ

クし、「ステップ 3」 に進みます。

（注） 他のインターコム コーリング サーチ スペースを追加するには、[新規追加 (Add New)] をク

リックして、この手順を繰り返します。

 • 既存のインターコム コーリング サーチ スペースを更新するには、対象となるインターコム コーリ

ング サーチ スペースを見つけて（「インターコム コーリング サーチ スペースの検索」（P.27-16）
を参照）、「ステップ 3」 に進みます。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 27-6 を参照）。

ステップ 4 [保存 (Save)] をクリックします。

追加情報

「インターコム トランスレーション パターンの設定」（P.27-21）を参照してください。
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インターコム コーリング サーチ スペースの設定値

インターコム コーリング サーチ スペースは、通常はデバイスに割り当てられているインターコム ルー

ト パーティションの順序リストで構成されます。インターコム コーリング サーチ スペースによって、

発信側デバイスがコールを完了しようとするときに検索するパーティションが決まります。

コーリング サーチ スペースおよびパーティションの詳細については、『Cisco Unified Communications 
Manager システム ガイド』の「パーティションおよびコーリング サーチ スペース」を参照してくださ

い。

表 27-6 に、インターコム コーリング サーチ スペースの設定値を示します。関連する手順のリストに

ついては、「関連項目」（P.27-55）を参照してください。

表 27-6 インターコム コーリング サーチ スペースの設定値 

フィールド 説明

[インターコムコーリングサーチスペース情報 (Intercom Calling Search Space Information)]

[名前 (Name)] 名前を [名前 (Name)] フィールドに入力します。この名前には、最長 
50 文字の英数字を指定することができ、スペース、ピリオド（.）、ハ

イフン（-）、およびアンダースコア（_）を任意に組み合せて使用する

ことが可能です。各コーリング サーチ スペース名が、システムに固有

の名前であることを確認してください。

（注） インターコム コーリング サーチ スペースには、内容を表す簡

潔な名前を使用してください。通常、

CompanynameLocationCalltype の形式が、内容を的確に表し、

コーリング サーチ スペースをすばやくかつ簡単に識別できる

方式です。たとえば、「CiscoDallasMetroCS」は、Dallas の 
Cisco オフィスからの、LATA（Local Access and Transport 
Area）間の無料コール用のコーリング サーチ スペースとして

特定できます。

[説明 (Description)] [説明 (Description)] フィールドに説明を入力します。この説明には、

任意の言語で最大 50 文字を指定することができ、スペース、ピリオド

（.）、ハイフン（-）、およびアンダースコア（_）を任意に組み合せて使

用できますが、二重引用符（"）、パーセント記号（%）、アンパサンド

（&）、および山カッコ（<>）は使用できません。
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表 27-4 に、インターコム パーティション名が固定長である場合にコーリング サーチ スペースに追加できる

インターコム パーティションの最大数の例を示します。この最大数の計算方法の詳細については、『Cisco 
Unified Communications Manager システム ガイド』の「パーティション名の制限」を参照してください。

追加情報

「インターコム トランスレーション パターンの設定」（P.27-21）を参照してください。

[このコーリングサーチスペースのインターコムルートパーティション (Intercom Route Partitions 
for this Calling Search Space)]

[使用可能なインターコム

パーティション (Available 
Intercom Partitions)]

[使用可能なインターコムパーティション (Available Intercom 
Partitions)] リスト ボックスでインターコム パーティションを選択し、

そのパーティションを [選択されたインターコムパーティション

(Selected Intercom Partitions)] リスト ボックスに追加します。これに

は、この 2 つのリスト ボックス間にある矢印ボタンをクリックします。

ある範囲のインターコム パーティションを一度に追加するには、その

範囲内の最初のインターコム パーティションをクリックし、Shift キー

を押した状態でその範囲内の最後のインターコム パーティションをク

リックします。2 つのリスト ボックス間にある矢印ボタンをクリック

して、その範囲のパーティションを追加します。

連続していない複数のインターコム パーティションを追加するには、

Control（Ctrl）キーを押した状態で複数のインターコム パーティショ

ンをクリックしていきます。2 つのリスト ボックス間にある矢印ボタン

をクリックして、選択したインターコム パーティションを追加します。

（注） インターコム パーティション名の長さによって、インターコム 
コーリング サーチ スペースに追加できるインターコム パー

ティションの最大数が制限されます。表 27-4 に、インターコ

ム パーティション名が固定長である場合にインターコム コー

リング サーチ スペースに追加できるパーティションの最大数

の例を示します。

[選択されたインターコム

パーティション (Selected 
Intercom Partitions)]

インターコム パーティションの優先順位を変更するには、[選択された

インターコムパーティション (Selected Intercom Partitions)] リスト 
ボックス内のインターコム パーティション名を選択します。そのリス

ト ボックスの右側にある矢印をクリックして、リスト内でそのイン

ターコム パーティションを上下に移動させてください。

表 27-6 インターコム コーリング サーチ スペースの設定値 （続き）

フィールド 説明

表 27-7 コーリング サーチ スペースのパーティション制限 

パーティション名の長さ パーティションの最大数

2 文字 170

3 文字 128

4 文字 102

5 文字 86

    

10 文字 46

15 文字 32
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インターコム コーリング サーチ スペースの削除

インターコム コーリング サーチ スペースを削除する手順は、次のとおりです。

始める前に

デバイス、回線（DN）、トランスレーション パターンなどの項目が使用しているインターコム コーリ

ング サーチ スペースは、削除できません。インターコム コーリング サーチ スペースを使用している

デバイス、回線、トランスレーション パターンなどの項目を検索するには、[インターコムコーリング

サーチスペースの設定 (Intercom Calling Search Space Configuration)] ウィンドウの [関連リンク

(Related Links)] ドロップダウン リスト ボックスで [依存関係レコード (Dependency Records)] を選択

し、[移動 (Go)] をクリックします。依存関係レコードがシステムで使用できない場合は、[依存関係レ

コード要約 (Dependency Records Summary)] ウィンドウにメッセージが表示されます。依存関係レ

コードの詳細については、『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』

の「依存関係レコードへのアクセス」を参照してください。使用中のインターコム コーリング サーチ 
スペースを削除しようとすると、Cisco Unified Communications Manager からメッセージが表示され

ます。現在使用中のインターコム コーリング サーチ スペースを削除する前に、次の処理のどちらか一

方または両方を実行しておく必要があります。

 • 削除するインターコム コーリング サーチ スペースを使用しているデバイス、回線、またはトラン

スレーション パターンすべてに、別のインターコム コーリング サーチ スペースを割り当てます。

「インターコム電話番号の設定」（P.27-31）および 「インターコム トランスレーション パターンの

設定」（P.27-21）を参照してください。

 • 削除するインターコム コーリング サーチ スペースを使用しているデバイス、回線、またはトラン

スレーション パターンを削除します。『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレー
ション ガイド』の「電話機からの電話番号の削除」および 「インターコム トランスレーション パ
ターンの削除」（P.27-30）を参照してください。

手順

ステップ 1 メニューバーで [コールルーティング (Call Routing)] > [インターコム (Intercom)] > [インターコムコー

リングサーチスペース (Intercom Calling Search Space)] の順に選択します。

ステップ 2 削怩 ²るインターコム コーリング サーチ スペースを検索します。「インターコム コーリング サーチ ス
ペースの検索」（P.27-16）を参照してください。

ステップ 3 削除するインターコム コーリング サーチ スペースのチェックボックスをオンにして、[選択項目の削

除 (Delete Selected)] をクリックします。

この操作を実行すると取り消せないことを確認するメッセージが表示されます。

ステップ 4 インターコム コーリング サーチ スペースを削除するには、[OK] をクリックします。削除を取り消す

には、[キャンセル (Cancel)] をクリックします。

注意 インターコム コーリング サーチ スペースを削除するときは、削除するインターコム コーリング 
サーチ スペースが正しいことを慎重に確認してください。削除したインターコム コーリング サー

チ スペースを元に戻すことはできません。不用意に削除すると、削除したインターコム コーリング 
サーチ スペースを作成し直す必要があります。
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ヒント インターコム コーリング サーチ スペースの削除は、削除するインターコム コーリング サーチ 
スペースを見つけて表示し、[削除 (Delete)] をクリックすることによっても実行できます。

追加情報

「インターコム トランスレーション パターンの設定」（P.27-21）を参照してください。

インターコム トランスレーション パターンの設定

Cisco Unified Communications Manager はインターコム トランスレーション パターンを使用して、ダ

イヤルされた番号を操作した後でコールをルーティングします。場合によってシステムは、ダイヤルさ

れた番号を使用しないことがあります。また、公衆電話交換網（PSTN）が、ダイヤルされた番号を認

識できない場合もあります。

インターコム トランスレーション パターンを追加、更新、コピー、または削除するには、次のトピッ

クを参照してください。

 • 「インターコム トランスレーション パターンの検索」（P.27-21）

 • 「インターコム トランスレーション パターンの設定」（P.27-23）

 • 「インターコム トランスレーション パターンの設定値」（P.27-24）

 • 「インターコム トランスレーション パターンの削除」（P.27-30）

 • 「インターコム電話番号の設定」（P.27-31）

インターコム トランスレーション パターンの検索

インターコム トランスレーション パターンの検索と一覧表示のウィンドウを使用すると、インターコ

ム トランスレーション パターンを検索できます。Cisco Unified Communications Manager は、イン

ターコム トランスレーション パターンを使用してダイヤル番号を操作してから、コールをルーティン

グします。

ネットワーク内にはいくつかのインターコム トランスレーション パターンが存在することがあるので、

Cisco Unified Communications Manager では、固有の条件を指定して、特定のインターコム トランス

レーション パターンを見つけることができます。インターコム トランスレーション パターンを特定す

る手順は、次のとおりです。

（注） Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、ブラウザ セッションでの作業中は、イン

ターコム トランスレーション パターンの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してから

このメニュー項目に戻ってくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じたりしない限り、イ

ンターコム トランスレーション パターンの検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 [コールルーティング (Call Routing)] > [インターコム (Intercom)] > [インターコムトランスレーション

パターン (Intercom Translation Pattern)] の順に選択します。



 

27-22
Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド

第 27 章      インターコム        

    インターコムの設定

[ インターコムトランスレーションパターンの検索と一覧表示 (Find and List Intercom Translation 
Patterns)] ウィンドウが表示されます。ウィンドウには、アクティブな（前の）クエリーのレコードも

表示される場合があります。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空になっていることを確認

し、「ステップ 3」 に進みます。

特定のレコードをフィルタリングまたは検索するには、次の操作を実行します。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスで、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスで、検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索文字を入力します。

（注） 別の検索条件を追加するには、[+] ボタンをクリックします。条件を追加した場合は、指定し

たすべての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、[-] ボタンをクリッ

クして、最後に追加された条件を削除するか、または [フィルタのクリア (Clear Filter)] ボタン

をクリックして、追加されたすべての検索条件を削除します。

ステップ 3 [検索 (Find)] をクリックします。

条件に一致するレコードがすべて表示されます。[ ページあたりの行数 (Rows per Page)] ドロップダウ

ン リスト ボックスで別の値を選択すると、各ページに表示される項目数を変更できます。

（注） 適切なレコードの横にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削除 (Delete 
Selected)] をクリックすると、データベースから複数のレコードを削除できます。[すべてを選

択 (Select All)] をクリックして [選択項目の削除 (Delete Selected)] をクリックすると、この選

択対象として設定可能なすべてのレコードを削除できます。

ステップ 4 表示されたレコード リストから、目的のレコードのリンクをクリックします。

（注） ソート順を逆にするには、リストのヘッダーにある上矢印または下矢印をクリックします（使

用可能な場合）。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

「インターコム電話番号の設定」（P.27-31）を参照してください。
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インターコム トランスレーション パターンの設定

インターコム トランスレーション パターンを設定する手順は、次のとおりです。

始める前に

インターコム トランスレーション パターンを設定する前に、次の Cisco Unified Communications 
Manager のインターコム項目を設定してください。

 • インターコム パーティション

 • インターコム ルート フィルタ

 • インターコム コーリング サーチ スペース

手順

ステップ 1 [コールルーティング (Call Routing)] > [インターコム (Intercom)] > [インターコムトランスレーション

パターン (Intercom Translation Pattern)] の順に選択します。

[ インターコムトランスレーションパターンの検索と一覧表示 (Find and List Intercom Translation 
Patterns)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

 • 既存のインターコム トランスレーション パターンをコピーするには、対象となるインターコム ト
ランスレーション パターンを検索し（「インターコム トランスレーション パターンの検索」

（P.27-21）を参照）、コピーするインターコム トランスレーション パターンの横にある [ コピー

(Copy)] ボタンをクリックし、「ステップ 3」 に進みます。

 • 新しいインターコム トランスレーション パターンを追加するには、[ 新規追加 (Add New)] ボタン

をクリックし、「ステップ 3」 に進みます。

ステップ 3 表示される [インターコムトランスレーションパターンの設定 (Intercom Translation Pattern 
Configuration)] ウィンドウで、適切な設定値を入力します（表 27-6 を参照）。

ステップ 4 [保存 (Save)] をクリックします。

（注） 選択したパーティション、ルート フィルタ、および番号計画の組み合せを使用するインターコ

ム トランスレーション パターンが固有のものであることを確認してください。重複エントリを

示すエラーが表示された場合は、ルート パターンおよびハント パイロット、トランスレーショ

ン パターン、電話番号、コールパーク番号、コール ピックアップ番号、またはミートミー番号

の設定ウィンドウをチェックしてください。

[ インターコムトランスレーションパターンの設定 (Intercom Translation Pattern Configuration)] ウィ

ンドウに、新しく設定したインターコム トランスレーション パターンが表示されます。

追加情報

「インターコム電話番号の設定」（P.27-31）を参照してください。
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インターコム トランスレーション パターンの設定値

Cisco Unified Communications Manager はインターコム トランスレーション パターンを使用して、ダ

イヤルされた番号を操作した後でコールをルーティングします。場合によってシステムは、ダイヤルさ

れた番号を使用しないことがあります。また、公衆電話交換網（PSTN）が、ダイヤルされた番号を認

識できない場合もあります。

「表 27-8」 では、[インターコムトランスレーションパターンの設定 (Intercom Translation Pattern 
Configuration)] ウィンドウ内の使用可能なフィールドについて説明します。関連する手順については、

「関連項目」（P.27-55）を参照してください。

表 27-8 インターコム トランスレーション パターンの設定値 

フィールド 説明

[パターン定義 (Pattern Definition)]

[インターコムトランス

レーションパターン
(Intercom Translation 
Pattern)]

[インターコムトランスレーションパターン (Intercom Translation 
Pattern)] フィールドに、番号とワイルドカード（スペースを使用しな

い）を含む、インターコム トランスレーション パターンを入力します。

たとえば、NANP では、通常のローカル アクセスの場合は 9.@ を、通

常のプライベート ネットワーク番号計画の場合は 8XXX を入力します。

大文字の A、B、C、D、および ¥+ を指定できます。¥+ は、国際的なエ

スケープ文字 + を表します。このフィールドをブランクのままにする場

合は、[パーティション (Partition)] ドロップダウン リスト ボックスか

らパーティションを選択する必要があります。

（注） 選択したインターコム パーティション、ルート フィルタ、およ

び番号計画の組み合せを使用するインターコム トランスレー

ション パターンが固有のものであることを確認してください。

重複エントリを示すメッセージが表示された場合は、ルート パターンお

よびハント パイロット、トランスレーション パターン、電話番号、

コールパーク番号、コール ピックアップ番号、またはミートミー番号を

確認してください。重複エントリを示すメッセージが表示された場合の

もう 1 つの方法として、ルート プラン レポートも確認してください。
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[パーティション
(Partition)]

インターコム パーティションを選択します。インターコム パーティ

ションを割り当てない場合は、パーティションを選択しません。この場

合は、[インターコムトランスレーションパターン (Intercom Translation 
Pattern)] フィールドに値を入力する必要があります。

Max List Box Items エンタープライズ パラメータを使用して、このド

ロップダウン リスト ボックスで表示するインターコム パーティション

の数を設定することができます。Max List Box Items エンタープライズ 
パラメータで指定した数よりも多くのインターコム パーティションが存

在する場合、ドロップダウン リスト ボックスの横に [検索 (Find)] ボタ

ンが表示されます。[検索 (Find)] ボタンをクリックして、[パーティ

ションの検索と一覧表示 (Find and List Partitions)] ウィンドウを表示し

ます。インターコム パーティション名を検索し、選択します（「イン

ターコム パーティションの検索」（P.27-10）を参照）。

（注） リスト ボックス項目の最大数を設定するには、[システム

(System)] > [エンタープライズパラメータ (Enterprise 
Parameters)] の順に選択し、[CCMAdmin Parameters] を選択し

ます。

（注） インターコム トランスレーション パターン、ルート フィルタ、

およびインターコム パーティションの組み合せが、Cisco 
Unified Communications Manager クラスタ内で固有であること

を確認してください。

[説明 (Description)] インターコム トランスレーション パターンの説明を入力します。説明

には、任意の言語で最大 50 文字を指定できますが、二重引用符（"）、
パーセント記号（%）、アンパサンド（&）、および山カッコ（<>）は使

用できません。

[番号計画 (Numbering 
Plan)]

番号計画を選択します。

インターコム トランスレーション パターンにワイルドカード @ が含ま

れている場合は、番号計画を選択できます。番号計画を選択すると（オ

プション）、所定の番号パターンが制限されます。

表 27-8 インターコム トランスレーション パターンの設定値 （続き）

フィールド 説明
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[ルートフィルタ (Route 
Filter)]

オプションのルート フィルタを選択すると、所定の番号パターンが制限

されます。詳細については、『Cisco Unified Communications Manager 
システム ガイド』の「ルート パターンとハント パイロット内のワイル

ドカードと特殊文字」の項および『Cisco Unified Communications 
Manager アドミニストレーション ガイド』の「ルート フィルタの設定

値」を参照してください。

表示されるルート フィルタは、[番号計画 (Numbering Plan)] ドロップ

ダウン リスト ボックスで選択する番号計画によって異なります。

250 より多くのルート フィルタが存在する場合、ドロップダウン リス

ト ボックスの横に [検索 (Find)] ボタンが表示されます。[検索 (Find)] 
ボタンをクリックして、[ルートフィルタの検索と一覧表示 (Find and 
List Route Filters)] ウィンドウを表示します。ルート フィルタの検索条

件のフィールドで、検索条件を選択し、ルート フィルタ名の一部を入力

します。表示されたルート フィルタのリストで、指定したいルート 
フィルタの横にあるチェックボックスをオンにし、[選択項目の追加

(Add Selected)] をクリックします。

（注） リスト ボックス項目の最大数を設定するには、[システム

(System)] > [エンタープライズパラメータ (Enterprise 
Parameters)] の順に選択し、[CCMAdmin Parameters] を選択し

ます。

[MLPP優先度 (MLPP 
Precedence)]

ドロップダウン リスト ボックスで、このインターコム トランスレー

ション パターンに対する MLPP 優先度の設定を次の中から選択します。

 • [エクゼクティブオーバーライド (Executive Override)]：MLPP 
コールに、一番高い優先度を設定します。

 • [フラッシュオーバーライド (Flash Override)]：MLPP コールに、2 番
目に高い優先度を設定します。

 • [フラッシュ (Flash)]：MLPP コールに、3 番目に高い優先度を設定

します。

 • [即時 (Immediate)]：MLPP コールに、4 番目に高い優先度を設定

します。

 • [プライオリティ (Priority)]：MLPP コールに、5 番目に高い優先度

を設定します。

 • [標準 (Routine)]：MLPP コールに、一番低い優先度を設定します。

 • [デフォルト (Default)]：着信の優先レベルは上書きされず、そのま

ま渡されます。

（注） 詳細については、「Multilevel Precedence and Preemption」の章

の「優先順位」の項を参照してください。

表 27-8 インターコム トランスレーション パターンの設定値 （続き）

フィールド 説明
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[コーリングサーチスペー

ス (Calling Search Space)]
必要に応じて、ドロップダウン リスト ボックスから、追加するイン

ターコム トランスレーション パターン用のインターコム コーリング 
サーチ スペースを選択します。

Max List Box Items エンタープライズ パラメータを使用して、このドロッ

プダウン リスト ボックスで表示するインターコム コーリング サーチ ス
ペースの数を設定できます。Max List Box Items エンタープライズ パラ

メータで指定した数よりも多くのインターコム コーリング サーチ スペー

スが存在する場合、ドロップダウン リスト ボックスの横に [検索 (Find)] 
ボタンが表示されます。[検索 (Find)] ボタンをクリックして、[コーリン

グサーチスペースの検索と一覧表示 (Find and List Calling Search Spaces)] 
ウィンドウを表示します。インターコム コーリング サーチ スペース名を

検索し、選択します（「インターコム コーリング サーチ スペースの検索」

（P.27-16）を参照）。

[ルートオプション (Route 
Option)]

[ルートオプション (Route Option)] の指定内容が、このインターコム ト
ランスレーション パターンをコールのルーティング（9.@ や 8[2-9]XX 
など）、またはコールのブロックに使用するかどうかを示します。[この

パターンをルーティング (Route this pattern)] または [このパターンをブ

ロック (Block this pattern)] オプション ボタンを選択してください。

[このパターンをブロック (Block this pattern)] オプション ボタンを選択

した場合、このインターコム トランスレーション パターンをコールの

ブロックに使用する理由を選択する必要があります。ドロップダウン リ
スト ボックスから値を選択します。

 • [エラーなし (No Error)]

 • [未割り当ての番号 (Unallocated Number)]

 • [コールの拒否 (Call Rejected)]

 • [番号の変更 (Number Changed)]

 • [番号形式が無効 (Invalid Number Format)]

 • [優先レベルの超過 (Precedence Level Exceeded)]

[外部ダイヤルトーンの提

供 (Provide Outside Dial 
Tone)]

外部ダイヤルトーンは、Cisco Unified Communications Manager がロー

カル ネットワーク外にコールをルーティングすることを示します。ネッ

トワーク外にあると思われる各インターコム トランスレーション パ
ターンに対してこのチェックボックスをオンにします。

[緊急優先 (Urgent 
Priority)]

ダイヤル プランに重複したパターンが含まれる場合、Cisco Unified 
Communications Manager は桁間タイマーが時間切れになるまでコール

をルーティングしません（検索結果を基準にして数字列をダイヤルでき

る場合を含む）。Cisco Unified Communications Manager がすぐにコー

ルをルーティングする必要がある場合は、このチェックボックスをオン

にして、桁間タイミングを中断します。

デフォルトでは、[緊急優先 (Urgent Priority)] チェックボックスはオン

になっています。重複したパターン、または ! を持つ可変長パターンが

ダイヤル プランに含まれる場合を除き、チェックボックスはオフにしな

いことをお勧めします。

表 27-8 インターコム トランスレーション パターンの設定値 （続き）

フィールド 説明
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[発呼側トランスフォーメーション (Calling Party Transformations)]

[発呼側の外線電話番号マ

スクを使用 (Use Calling 
Party's External Phone 
Number Mask)]

発信コールで完全な外線電話番号を CLID（発呼者回線 ID）に使用する

場合は、このチェックボックスをオンにします。

[発呼側トランスフォー

メーションマスク (Calling 
Party Transform Mask)]

トランスフォーメーション マスク値を入力します。NANP の有効な入力

値は、0 ～ 9 の数字、ワイルドカード文字、アスタリスク（*）、シャープ

（#）、国際的なエスケープ文字 +、およびブランクです。このフィールド

がブランクのときに、上記のフィールド（[発呼側の外線電話番号マスク

を使用 (Use Calling Party's External Phone Number Mask)]）がオフの場

合、発呼側トランスフォーメーションは行われません。詳細については、

『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイ
ド』の「ルート リストの追加」を参照してください。

[プレフィックス番号(Prefix 
Digits、発信コール )]

プレフィックス番号を入力します。NANP の有効な入力値は、0 ～ 9 の
数字、ワイルドカード文字、アスタリスク（*）、シャープ（#）、および

国際的なエスケープ文字 + です。

（注） 付加されたプレフィックス番号は、割り当てられたデバイスに

ルート指定される電話番号に影響を与えません。

[発呼者回線 IDの表示
(Calling Line ID 
Presentation)]

Cisco Unified Communications Manager は補助的なサービスとして、発

呼者回線 ID の表示（CLIP/CLIR）を使用します。これは、コールごと

に発信者の電話番号を許可、または制限します。

このインターコム トランスレーション パターンに対して、Cisco 
Unified Communications Manager が発信側電話番号を着信側の番号表

示画面で表示するかどうかを選択します。

発呼者回線 ID の表示を変更しない場合は、[デフォルト (Default)] を選

択します。Cisco Unified Communications Manager で発信側の電話番号

が表示されるようにする場合は、[許可 (Allowed)] を選択します。

Cisco Unified Communications Manager が発信側の電話番号を表示しな

いようにする場合は、[非許可 (Restricted)] を選択します。

このフィールドの詳細については、『Cisco Unified Communications 
Manager システム ガイド』の「発信側番号トランスフォーメーション

設定値」の項にある表 16-8 を参照してください。

（注） コール表示制限を設定するには、このパラメータおよび [接続先

回線 IDの表示 (Connected Line ID Presentation)] パラメータを [プ
レゼンテーションインジケータを無視 (Ignore Presentation 
Indicators、内線コールのみ )] デバイスレベル パラメータと組み

合せて使用します。同時に、これらの設定値では、各コールに対

して発呼者回線または接続先回線の表示情報を表示するか、制限

するかを選択できます。[プレゼンテーションインジケータを無

視 (Ignore Presentation Indicators、内線コールのみ )] フィールド

の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager アド
ミニストレーション ガイド』の「デバイス プロファイルの設

定」、および 「短縮ボタンまたは固定短縮ダイヤルの設定」の

表 92-1 を参照してください。コール表示制限機能の詳細につい

ては、「Call Display Restrictions 機能」（P.4-1）の章を参照してく

ださい。

表 27-8 インターコム トランスレーション パターンの設定値 （続き）

フィールド 説明
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[発呼者名の表示 (Calling 
Name Presentation)]

Cisco Unified Communications Manager は補助的なサービスとして、発

呼者名の表示（CNIP/CNIR）を使用します。これは、コールごとに発

信者の名前を許可、または制限します。

このインターコム トランスレーション パターンに対して、Cisco 
Unified Communications Manager が発信側の名前を着信側の表示画面

で表示するかどうかを選択します。

発呼者名の表示を変更しない場合は、[デフォルト (Default)] を選択し

ます。Cisco Unified Communications Manager で発呼者名の情報を表示

させる場合は、[許可 (Allowed)] を選択します。Cisco Unified 
Communications Manager が発呼者名の情報を表示しないようにする場

合は、[非許可 (Restricted)] を選択します。

このフィールドの詳細については、『Cisco Unified Communications 
Manager システム ガイド』の「発信側番号トランスフォーメーション

設定値」の項にある表 16-8 を参照してください。

[接続側トランスフォーメーション (Connected Party Transformations)]

[接続先回線 IDの表示
(Connected Line ID 
Presentation)]

Cisco Unified Communications Manager は補助的なサービスとして、接

続先回線 ID の表示（COLP/COLR）を使用します。これは、コールご

とに着信側の電話番号を許可、または制限します。

このインターコム トランスレーション パターンに対して、Cisco 
Unified Communications Manager が接続側電話番号を発信側の番号表

示画面に表示するかどうかを選択します。

接続先回線 ID の表示を変更しない場合は、[デフォルト (Default)] を選

択します。接続側の電話番号を表示する場合は、[許可 (Allowed)] を選

択します。Cisco Unified Communications Manager が接続側の電話番号

を表示しないようにする場合は、[非許可 (Restricted)] を選択します。

このフィールドの詳細については、『Cisco Unified Communications 
Manager システム ガイド』の「接続先情報の表示設定と制限設定」の

項にある表 16-11 を参照してください。

[接続先名の表示
(Connected Name 
Presentation)]

Cisco Unified Communications Manager は補助的なサービスとして、接

続先名の表示（CONP/CONR）を使用します。これは、コールごとに

着信側の名前を許可、または制限します。

このインターコム トランスレーション パターンに対して、Cisco 
Unified Communications Manager が接続側の名前を発信側の画面表示

に表示するかどうかを選択します。

接続先名の表示を変更しない場合は、[デフォルト (Default)] を選択し

ます。接続側の名前を表示する場合は、[許可 (Allowed)] を選択しま

す。Cisco Unified Communications Manager が接続側の名前を表示しな

いようにする場合は、[非許可 (Restricted)] を選択します。

このフィールドの詳細については、『Cisco Unified Communications 
Manager システム ガイド』の「接続先情報の表示設定と制限設定」の

項にある表 16-11 を参照してください。

表 27-8 インターコム トランスレーション パターンの設定値 （続き）

フィールド 説明
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追加情報

「インターコム電話番号の設定」（P.27-31）を参照してください。

インターコム トランスレーション パターンの削除

インターコム トランスレーション パターンを削除する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 [コールルーティング (Call Routing)] > [インターコム (Intercom)] > [インターコムトランスレーション

パターン (Intercom Translation Pattern)] の順に選択します。

ステップ 2 削除するインターコム トランスレーション パターンを検索します。「インターコム トランスレーショ

ン パターンの検索」（P.27-21）を参照してください。

ステップ 3 削除するインターコム トランスレーション パターンのチェックボックスをオンにして、[選択項目の削

除 (Delete Selected)] をクリックします。

この操作を実行すると取り消せないことを確認するメッセージが表示されます。

ステップ 4 インターコム トランスレーション パターンを削除するには、[OK] をクリックします。削除操作を取り

消すには、[キャンセル (Cancel)] をクリックします。

注意 インターコム トランスレーション パターンを削除するときは、削除するインターコム トランス

レーション パターンが正しいことを慎重に確認してください。削除したインターコム トランスレー

ション パターンを元に戻すことはできません。誤って削除した場合、削除したインターコム トラン

スレーション パターンを作成し直す必要があります。

[着信側トランスフォーメーション (Called Party Transformations)]

[番号の削除 (Discard 
Digits)]

このインターコム トランスレーション パターンに関連付ける数字破棄

命令を選択します。詳細については、『Cisco Unified Communications 
Manager システム ガイド』の「数字破棄命令」の項を参照してくださ

い。

（注） 表示される数字破棄命令は、[番号計画 (Numbering Plan)] ド
ロップダウン リスト ボックスで選択する番号計画によって異な

ります。

[着信側トランスフォー

メーションマスク (Called 
Party Transform Mask)]

トランスフォーメーション マスク値を入力します。NANP の有効な入

力値は、0 ～ 9 の数字、ワイルドカード文字、アスタリスク（*）、
シャープ（#）、国際的なエスケープ文字 +、およびブランクです。この

フィールドがブランクである場合、トランスフォーメーションは行われ

ません。ダイヤルされた番号が、ダイヤルされたとおりに送信されま

す。

[プレフィックス番号(Prefix 
Digits、発信コール )]

プレフィックス番号を入力します。NANP の有効な入力値は、0 ～ 9 の
数字、ワイルドカード文字、アスタリスク（*）、シャープ（#）、国際的

なエスケープ文字 +、およびブランクです。

（注） 付加されたプレフィックス番号は、割り当てられたデバイスに

ルート指定される電話番号に影響を与えません。

表 27-8 インターコム トランスレーション パターンの設定値 （続き）

フィールド 説明
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ヒント インターコム トランスレーション パターンの削除は、削除するインターコム トランスレーション パ
ターンを検索して表示し、[削除 (Delete)] をクリックすることによっても実行できます。

追加情報

「インターコム電話番号の設定」（P.27-31）を参照してください。

インターコム電話番号の設定

次の項では、Cisco Unified Communications Manager の管理ページでのインターコム電話番号（DN）

に関する作業と設定について説明しています。

 • 「インターコム電話番号の設定の概要」（P.27-31）

 • 「インターコム電話番号の検索」（P.27-32）

 • 「インターコム電話番号の設定」（P.27-33）

 • 「インターコム電話番号の設定値」（P.27-34）

 • 「インターコム電話番号と影響を受けるデバイスの同期化」（P.27-40）

追加情報

「関連項目」（P.27-55）を参照してください。

インターコム電話番号の設定の概要

Cisco Unified Communications Manager の管理ページを使用して、特定の電話機に割り当てるイン

ターコム電話番号（DN）の設定および変更を行います。ここでは、インターコム電話番号の追加、削

除、および更新について説明します。

（注） インターコム電話番号には、パーティションが必要であることに注意してください。

（注） インターコム電話番号をアクティブにする場合は、「[デフォルトのアクティブデバイス (Default 
Activated Device)]」（P.27-39）で示されているように、[インターコム電話番号の設定 (Intercom 
Directory Number Configuration)] ウィンドウの [デフォルトのアクティブデバイス (Default Activated 
Device)] フィールドでインターコム電話番号を設定する必要があります。また、上記の参照先で規定

されているように、Cisco エクステンション モビリティで使用するインターコム電話番号を設定できま

す。

追加情報

「関連項目」（P.27-55）を参照してください。
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インターコム電話番号の検索

インターコム電話番号の検索と一覧表示のウィンドウを使用すると、インターコム電話番号を検索でき

ます。インターコム電話番号はインターコム機能用に使用される電話番号であり、特定の電話機に割り

当てられます。インターコム電話番号（DN）を検索する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 [コールルーティング (Call Routing)] > [インターコム (Intercom)] > [インターコム電話番号 (Intercom 
Directory Number)] の順に選択します。

[ インターコム電話番号の検索と一覧表示 (Find and List Intercom Directory Numbers)] ウィンドウが表

示されます。ウィンドウには、アクティブな（前の）クエリーのレコードも表示される場合がありま

す。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空になっていることを確認

し、「ステップ 3」 に進みます。

特定のレコードをフィルタリングまたは検索するには、次の操作を実行します。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスで、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスで、検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索文字を入力します。

（注） 別の検索条件を追加するには、[+] ボタンをクリックします。条件を追加した場合は、指定し

たすべての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、[-] ボタンをクリッ

クして、最後に追加された条件を削除するか、または [フィルタのクリア (Clear Filter)] ボタン

をクリックして、追加されたすべての検索条件を削除します。

ステップ 3 [検索 (Find)] をクリックします。

条件に一致するレコードがすべて表示されます。[ ページあたりの行数 (Rows per Page)] ドロップダウ

ン リスト ボックスで別の値を選択すると、各ページに表示される項目数を変更できます。

（注） 適切なレコードの横にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削除 (Delete 
Selected)] をクリックすると、データベースから複数のレコードを削除できます。[すべてを選

択 (Select All)] をクリックして [選択項目の削除 (Delete Selected)] をクリックすると、この選

択対象として設定可能なすべてのレコードを削除できます。

ステップ 4 表示されたレコード リストから、目的のレコードのリンクをクリックします。

（注） ソート順を逆にするには、リストのヘッダーにある上矢印または下矢印をクリックします（使

用可能な場合）。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

「関連項目」（P.27-55）を参照してください。
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インターコム電話番号の設定

インターコム電話番号（DN）を追加または更新する手順は、次のとおりです。電話番号を追加すると

同時に、自動転送、コール ピックアップ、および MLPP の各電話機能を設定できます。

ヒント インターコム電話番号にパターン（たとえば 352XX など）を割り当てることができます。インターコ

ム電話番号にパターンを割り当てる場合は、ユーザが混乱しないように、インターコム電話番号設定

フィールド（[回線のテキストラベル (Line Text Label)]、[表示 (Display、内線発信者 ID)]、および [外
線電話番号マスク (External Phone Number Mask)]）にテキストや数字を追加します。これらのフィー

ルドが特定のインターコム電話番号について表示されるのは、インターコム電話番号を追加し、さら

に、そのインターコム電話番号を電話機に関連付けた場合のみです。 
 

たとえば、[回線のテキストラベル (Line Text Label)] と [表示 (Display、内線発信者 ID)] にはユーザの

名前を追加し、[外線電話番号マスク (External Phone Number Mask)] には外部の回線番号を追加しま

す。このようにすれば、発信情報が表示されるときに、「352XX」ではなく「John Chan」と表示され

ます。

手順

ステップ 1 [コールルーティング (Call Routing)] > [インターコム (Intercom)] > [インターコム電話番号 (Intercom 
Directory Number)] の順に選択します。

[ インターコム電話番号の検索と一覧表示 (Find and List Intercom Directory Numbers)] ウィンドウが表

示されます。

ステップ 2 特定のインターコム電話番号を見つけるには、検索条件を入力し、[検索 (Find)] をクリックします。

検索条件に一致するインターコム電話番号のリストが表示されます。

ステップ 3 次のいずれかの手順を実行します。

 • 電話番号を追加するには、[ 新規追加 (Add New)] ボタンをクリックし、新しい電話番号を追加し

ます。[ インターコム電話番号の設定 (Intercom Directory Number Configuration)] ウィンドウが表

示されます。

（注） [電話の設定 (Phone Configuration)] ウィンドウには、電話番号を追加するための代替方法が表示

されます。[デバイス (Device)] > [電話 (Phone)] メニュー オプションを使用し、新しい電話機を

作成するか、または既存の電話機を検索します。新しい電話機を作成するか、または既存の電話

機を表示したら、[電話の設定 (Phone Configuration)] ウィンドウの左側の [割り当て情報

(Association Information)] 領域で、[回線 [1] - 新規DNを追加 (Line [1] - Add a new DN)] リンク

または [回線 [2] - 新規DNを追加 (Line [2] - Add a new DN)] リンクをクリックします。[電話番

号の設定 (Directory Number Configuration)] ウィンドウが表示されたら、この手順の「ステッ

プ 4」 に進みます。

 • インターコム電話番号を更新するには、更新するインターコム電話番号をクリックします。[ イン

ターコム電話番号の設定 (Intercom Directory Number Configuration)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 該当する設定値を更新します（「表 27-9」 を参照）。

ステップ 5 [保存 (Save)] をクリックします。

（注） 「ステップ 6」 以降に進むかどうかを決める前に、「インターコム電話番号と影響を受けるデバ

イスの同期化」（P.27-40）を参照してください。
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ステップ 6 [電話のリセット (Reset Phone)] をクリックします。詳細については、『Cisco Unified Communications 
Manager アドミニストレーション ガイド』の「電話機のリセット」を参照してください。

ヒント 2 回線で足りない場合は、電話機タイプ（たとえば Cisco Unified IP Phone 7960 など）に対応

する電話ボタン テンプレートを変更することによって、回線を増やすことができます。ただ

し、2 回線までしかサポートしていない電話機タイプ（Cisco Unified IP Phone 7902 など）も

あります。

（注） デバイスは、速やかに再起動してください。この再起動プロセス中に、ゲートウェイ上のコー

ルがシステムによって終了される場合があります。

追加情報

「関連項目」（P.27-55）を参照してください。

インターコム電話番号の設定値

インターコムでは、インターコム電話番号を設定する必要があります。

ヒント インターコム電話番号にパターン（たとえば 352XX など）を割り当てることができます。インターコ

ム電話番号にパターンを割り当てる場合は、ユーザが混乱しないように、インターコム電話番号設定

フィールド（[回線のテキストラベル (Line Text Label)]、[表示 (Display、内線発信者 ID)]、および [外
線電話番号マスク (External Phone Number Mask)]）にテキストや数字を追加します。これらのフィー

ルドが特定のインターコム電話番号について表示されるのは、インターコム電話番号を追加し、さら

に、そのインターコム電話番号を電話機に関連付けた場合のみです。 
 

たとえば、[回線のテキストラベル (Line Text Label)] と [表示 (Display、内線発信者 ID)] にはユーザの

名前を追加し、[外線電話番号マスク (External Phone Number Mask)] には外部の回線番号を追加しま

す。このようにすれば、発信情報が表示されるときに、「352XX」ではなく「John Chan」と表示され

ます。

（注） インターコム電話番号には、パーティションが必要であることに注意してください。

（注） インターコム電話番号をアクティブにする場合は、「[デフォルトのアクティブデバイス (Default 
Activated Device)]」（P.27-39）で示されているように、[インターコム電話番号の設定 (Intercom 
Directory Number Configuration)] ウィンドウの [デフォルトのアクティブデバイス (Default Activated 
Device)] フィールドでインターコム電話番号を設定する必要があります。また、上記の参照先で規定

されているように、Cisco エクステンション モビリティで使用するインターコム電話番号を設定できま

す。
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「表 27-9」 では、[インターコム電話番号の設定 (Intercom Directory Number Configuration)] ウィンド

ウで使用可能なフィールドについて説明します。関連する手順については、「関連項目」（P.27-55）を

参照してください。

表 27-9 インターコム電話番号の設定値 

フィールド 説明

[インターコム電話番号情報 (Intercom Directory Number Information)]

[インターコム電話番号
(Intercom Directory 
Number)]

ダイヤル可能な電話番号を入力します。この値には、数字とルート パ
ターンのワイルドカード、および特殊文字（（.）と（@）を除く）を指

定できます。

入力するインターコム電話番号が、複数のインターコム パーティショ

ンに表示される場合があります。

国際的なエスケープ文字 + を使用する場合は、インターコム電話番号

の先頭に ¥+ を入力します。このフィールドでは、¥+ はワイルドカー

ドではなく、ダイヤルされる数字を表します。

[ルートパーティション
(Route Partition)]

このインターコム電話番号が属するインターコム パーティションを選

択します。[インターコム電話番号 (Intercom Directory Number)] 
フィールドに入力するインターコム電話番号が、選択したインターコ

ム パーティション内で固有のものであることを確認してください。

Max List Box Items エンタープライズ パラメータを使用して、このド

ロップダウン リスト ボックスで表示するインターコム パーティション

の数を設定することができます。Max List Box Items エンタープライ

ズ パラメータで指定した数よりも多くのインターコム パーティション

が存在する場合、ドロップダウン リスト ボックスの横に [検索 (Find)] 
ボタンが表示されます。[検索 (Find)] ボタンをクリックして、[パー

ティションの検索と一覧表示 (Find and List Partitions)] ウィンドウを表

示します。パーティションの検索条件のフィールドで、検索条件を選

択し、インターコム パーティション名の一部を入力します。表示され

たインターコム パーティションのリストで、指定したいインターコム 
パーティションの横にあるチェックボックスをオンにし、[選択項目の

追加 (Add Selected)] をクリックします。

（注） リスト ボックス項目の最大数を設定するには、[システム

(System)] > [エンタープライズパラメータ (Enterprise 
Parameters)] の順に選択し、[CCMAdmin Parameters] を選択

します。

[説明 (Description)] インターコム電話番号とインターコム ルート パーティションの説明を

入力します。説明には、任意の言語で最大 50 文字を指定できますが、

二重引用符（"）、パーセント記号（%）、アンパサンド（&）、および山

カッコ（<>）は使用できません。
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[呼び出し表示 (Alerting 
Name)]

発信者の電話機に表示させる名前（警告名）を入力します。

この設定は QSIG プロトコルの Identification Service をサポートし、

共有および非共有の電話番号に適用されます。シェアドライン アピア

ランスを持つ電話番号に警告名を設定すると、着側 PINX で電話機の

呼び出し音が鳴ったときに、システムが次の作業を実行します。

 • 電話番号に割り当てられた発信者の名前を転送します。

 • トランスレーション パターン（制限がある場合）に設定された 
Connected Name Restrictions（CONR）を適用します。ルート パ
ターン設定に応じて、発信 PINX が CONR を変更する場合があり

ます。

警告名を設定しない場合、発信者の電話機に「名前がありません」と

表示される場合があります。[表示 (Display、内線発信者 ID)] フィール

ドに名前を入力しない場合、[呼び出し表示 (Alerting Name)] フィール

ド内の情報が [表示 (Display、内線発信者 ID)] フィールドに表示され

ます。

Always Display Original Dialed Number サービス パラメータを [True] 
に設定すると、呼び出し表示機能に大きな影響を与えます。サービス 
パラメータを [True] に設定した場合、発信者の電話機に警告名は表示

されず、最初にダイヤルされた番号だけが表示されます。

[ASCII呼び出し表示
(ASCII Alerting Name)]

このフィールドには、[呼び出し表示 (Alerting Name)] フィールドと同

じ情報を指定します。ただし、入力は ASCII 文字に制限されます。

Unicode（国際化）文字をサポートしないデバイスでは、[ASCII呼び

出し表示 (ASCII Alerting Name)] フィールドの内容が表示されます。

[CTIからデバイスを制御可

能 (Allow Control of Device 
from CTI)]

このチェックボックスをオンにすると、CTI から、このインターコム

電話番号が関連付けられたデバイスの回線を制御および監視できます。

表 27-9 インターコム電話番号の設定値 （続き）

フィールド 説明
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[デバイスの関連付け
(Associated Devices)]

このインターコム電話番号をデバイスに関連付けると、このインター

コム電話番号が関連付けられたデバイスがこのペインに表示されます。

（注） 1 つのインターコム電話番号を複数のデバイスに関連付けるこ

とはできません。

このインターコム電話番号が関連付けられたデバイスを編集するには、

[デバイスの関連付け (Associated Devices)] ペインでデバイス名を選

択し、[デバイスの編集 (Edit Device)] ボタンをクリックします。選択

したデバイスの [電話の設定(Phone Configuration)] ウィンドウまたは 
[デバイスプロファイルの設定 (Device Profile Configuration)] ウィン

ドウが表示されます。電話機またはデバイス プロファイルの設定の詳

細については、『Cisco Unified Communications Manager アドミニス
トレーション ガイド』の「Cisco Unified IP Phone の設定」の章また

は「デバイス プロファイルの設定」の章を参照してください。

このインターコム電話番号に対して定義されたライン アピアランスを

編集するには、[デバイスの関連付け (Associated Devices)] ペインでデ

バイス名を選択し、[ラインアピアランスの編集 (Edit Line 
Appearance)] ボタンをクリックします。[電話番号の設定 (Directory 
Number Configuration)] ウィンドウまたは [デバイスプロファイルの設

定 (Device Profile Configuration)] ウィンドウが更新され、選択したデ

バイスについて、このインターコム電話番号のライン アピアランスが

表示されます。

[デバイスの関連付け解除 (Dissociate Devices)] ペインのデバイス リス

トからこのインターコム電話番号にデバイスを関連付けるには、[デバ

イスの関連付け解除 (Dissociate Devices)] ペインでデバイスを選択し、

[デバイスの関連付け (Associated Devices)] ペインに追加します。追加

するには、この 2 つのペイン間にある上矢印をクリックします。

[デバイスの関連付け解除
(Dissociate Devices)]

インターコム電話番号とデバイスの関連付けを解除する場合、このイ

ンターコム電話番号の関連付けを解除するデバイスがこのペインに表

示されます。

[デバイスの関連付け (Associated Devices)] ペインでデバイスを選択

し、[デバイスの関連付け解除 (Dissociate Devices)] ペインに追加しま

す。追加するには、この 2 つのペイン間にある下矢印をクリックしま

す。

表 27-9 インターコム電話番号の設定値 （続き）

フィールド 説明
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[インターコム電話番号の設定 (Intercom Directory Number Settings)]

[コーリングサーチスペース
(Calling Search Space)]

ドロップダウン リスト ボックスから、適切なインターコム コーリング 
サーチ スペースを選択します。インターコム コーリング サーチ スペー

スは、このインターコム電話番号からコールされる番号を見つけるた

めに検索されるインターコム パーティションの集合から構成されます。

選択された値は、このインターコム電話番号を使用しているデバイス

すべてに適用されます。電話番号のコーリング サーチ スペースの設定

情報については、「[コーリングサーチスペース (Calling Search 
Space)]」（P.27-39）を参照してください。

このフィールドに変更を加えると、[コールピックアップグループ (Call 
Pickup Group)] フィールドにリストされている番号が更新されます。

詳細については、『Cisco Unified Communications Manager システム 
ガイド』の「パーティションおよびコーリング サーチ スペース」を参

照してください。

[プレゼンスグループ
(Presence Group)]

このフィールドには、プレゼンス機能を設定します。

ドロップダウン リスト ボックスから、このインターコム電話番号のプ

レゼンス グループを選択します。選択されたグループでは、このイン

ターコム電話番号を監視できるデバイス、エンドユーザ、およびアプ

リケーション ユーザが指定されます。

[プレゼンスグループ (Presence Group)] のデフォルト値は、インス

トール時に設定された [Standard Presence group] です。Cisco Unified 
Communications Manager の管理ページで設定されたプレゼンス グ
ループもドロップダウン リスト ボックスに表示されます。

プレゼンス認証は、プレゼンス グループと連携して、グループ間のプ

レゼンス要求を許可またはブロックします。グループ間の権限の設定

の詳細については、「プレゼンス」（P.36-1）の章を参照してください。

表 27-9 インターコム電話番号の設定値 （続き）

フィールド 説明
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[コーリングサーチスペース (Calling Search Space)]
Max List Box Items エンタープライズ パラメータを使用して、このドロップダウン リスト ボックスで

表示するインターコム コーリング サーチ スペースの数を設定できます。Max List Box Items エンター

プライズ パラメータで指定した数よりも多くのインターコム コーリング サーチ スペースが存在する場

合、ドロップダウン リスト ボックスの横に [検索 (Find)] ボタンが表示されます。[検索 (Find)] ボタン

をクリックして、[コーリング サーチ スペースの検索と一覧表示 (Find and List Calling Search Spaces)] 
ウィンドウを表示します。コーリング サーチ スペースの検索条件のフィールドで、検索条件を選択し、

インターコム コーリング サーチ スペース名の一部を入力します。表示されたインターコム コーリング 
サーチ スペースのリストで、指定したいインターコム コーリング サーチ スペースの横にあるチェック

ボックスをオンにし、[選択項目の追加 (Add Selected)] をクリックします。

[自動応答 (Auto Answer)] 次のいずれかを選択し、このインターコム電話番号の自動応答機能を

アクティブにします。

 • [Auto Answer with Headset]

 • [Auto Answer with Speakerphone]

（注） [Auto Answer with Headset] または [Auto Answer with 
Speakerphone] を選択する場合は、ヘッドセットまたはスピー

カフォンが使用可能であることを確認します。

（注） シェアドラインを持つデバイスには自動応答を設定しないでく

ださい。

（注） CTIPort デバイスのインターコム回線では、自動応答スピーカ

フォンおよび自動応答ヘッドセットは、自動応答がオンである

という意味になります。CTIPort デバイスには、スピーカフォ

ンおよびヘッドセットのオプションは適用されません。回線が

自動応答に対応していることを示すだけです。アプリケーショ

ンが CTIPort デバイスのメディアを終了させる必要がありま

す。また、どちらの種類の出力デバイスでもメディアを終了さ

せることができます。

[デフォルトのアクティブデ

バイス (Default Activated 
Device)]

ドロップダウン リスト ボックスから、このインターコム電話番号に対

応するデフォルトのアクティブ デバイスを選択します。選択したデバ

イスは、このインターコム電話番号がデフォルトでアクティブになる

電話機を示します。ドロップダウン リスト ボックスには、インターコ

ムをサポートするデバイスだけが表示されます。

（注） このインターコム電話番号をインターコム回線としてアクティ

ブにするには、デフォルトのアクティブ デバイスを指定する必

要があります。

（注） Cisco エクステンション モビリティ用に設定されたデバイス プ
ロファイル内にインターコム電話番号が指定されている場合、

そのインターコム電話番号がインターコム回線として表示され

るのは、ユーザがそのデバイス プロファイルを使用して、指定

されたデフォルトのアクティブ デバイスにログインしたときだ

けです。ただし、そのデバイスがインターコム機能をサポート

していることが条件となります。

表 27-9 インターコム電話番号の設定値 （続き）

フィールド 説明
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（注） リスト ボックス項目の最大数を設定するには、[システム (System)] > [エンタープライズパラメータ

(Enterprise Parameters)] の順に選択し、[CCMAdmin Parameters] を選択します。

追加情報

「関連項目」（P.27-55）を参照してください。

インターコム電話番号と影響を受けるデバイスの同期化

設定が変更されたインターコム電話番号とデバイスを同期化するには、次の手順を実行します。できる

限り干渉の程度が低い方法で未処理の設定項目を適用するものです （たとえば、影響を受けるデバイ

スでリセットや再起動が不要な場合もあります）。

手順

ステップ 1 [コールルーティング (Call Routing)] > [インターコム (Intercom)] > [インターコム電話番号 (Intercom 
Directory Number)] の順に選択します。

[ インターコム電話番号の検索と一覧表示 (Find and List Intercom Directory Numbers)] ウィンドウが表

示されます。

ステップ 2 使用する検索条件を選択します。

ステップ 3 [検索 (Find)] をクリックします。

検索条件に一致したインターコム電話番号のリストがウィンドウに表示されます。

ステップ 4 適切なデバイスを同期化する対象のインターコム電話番号をクリックします。[インターコム電話番号

の設定 (Intercom Directory Number Configuration)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 必要に応じて、追加の設定変更を行います。

ステップ 6 [保存 (Save)] をクリックします。

ステップ 7 [設定の適用 (Apply Config)] をクリックします。

[ 設定情報の適用 (Apply Configuration Information)] ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 8 [OK] をクリックします。

インターコム回線と短縮ダイヤルの設定

インターコム回線を設定する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 まだ実行していない場合は、「インターコム パーティションの設定」（P.27-9）の説明に従って、イン

ターコム パーティションを作成します。

ステップ 2 まだ実行していない場合は、「インターコム電話番号の設定」（P.27-31）の説明に従って、インターコ

ム電話番号を作成します。

ステップ 3 [デバイス (Device)] > [デバイスの設定 (Device Settings)] > [電話ボタンテンプレート (Phone Button 
Template)] をクリックして、インターコム回線を既存の電話ボタン テンプレートに追加するか、新し

いテンプレートを作成します。
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（注） インターコム回線はプライマリ回線として設定できないことに注意してください。

ステップ 4 [デバイス (Device)] > [電話 (Phone)] を選択して、インターコム電話番号をインターコム回線に割り当

てます。

ステップ 5 必要に応じて、インターコム電話番号を設定し、インターコム短縮ダイヤルを設定します。

（注） 迅速なアクセスのために、事前に定義された宛先（短縮ダイヤル）を持つインターコム回線を設定でき

ます。

インターコムの使用方法
次の項では、インターコムの使用方法を文章と図で説明します。

 • 「ケース スタディ」（P.27-41）

 • 「図によるインターコムの説明」（P.27-42）

ケース スタディ

ここでは、インターコムをアイドル状態の電話機とビジー状態の電話機に対して開始した場合の動作に

ついて説明します。

アイドル状態の電話機へのインターコム

アリスがボブにインターコム コールを発信すると、ボブは、最初にインターコム トーンを受信し、次

にアリスの音声を受信します。ただし、アリスにはボブの音声は聞こえません。

ボブのヘッドセットがオンになっている場合、アリスの音声の聞き取りには、ヘッドセットが使用され

ます。オフになっている場合は、スピーカが使用されます。

ビジー状態の電話機へのインターコム

ボブとキャロルが会話しているときに、アリスがボブにインターコム コールを発信します。アリスの

音声がキャロルの音声と混合されて、ボブに再生されます。ただし、アリスにはボブの音声は聞こえま

せん。一方、キャロルには引き続きボブの音声が聞こえます。

ほとんどの場合、キャロルにはボブの音声だけが聞こえ、アリスの音声は聞こえません。ただし、ボブ

がスピーカフォンを使用してキャロルと会話している場合は、アリスの音声とボブの音声とが混合され

て、キャロルに送信されます。

ビジー状態の電話機とは、ボブの電話機にアクティブ コールが存在すること、または未接続の発信

コールが存在することを意味します。

インターコムの終端側において、発信側と会話することなくインターコム コールを終了するには、I ヘ
ルプ ボタンを押してからインターコム ボタンを押すことで、インターコム用のソフトキー セットに

フォーカスを移動する必要があります。次に、[終了 ] ソフトキーを押して、コールを終了します。
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図によるインターコムの説明

ここでは、さまざまなシナリオにおけるインターコムの動作について説明します。

 • 「シナリオ 1」（P.27-42）

 • 「シナリオ 2」（P.27-45）

 • 「シナリオ 3」（P.27-47）

 • 「シナリオ 4」（P.27-49）

 • 「シナリオ 5」（P.27-51）

シナリオ 1

アンナの電話機が、アイドル状態のときに、事前設定されたインターコムの発信先であるジェラルドか

らインターコム コールを受信します。

図 27-1 アイドル

 • ジェラルドがアンナにインターコム コールを発信する時点で、アンナの電話機はアイドル状態に

なっています。

 – 回線キーとインターコム キーは消灯しています。

   



 

27-43
Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド     

第 27 章      インターコム

    インターコムの使用方法    

図 27-2 ウィスパー

 • インターコム回線がアクティブになり、ジェラルドからのコールが表示されます。

 – インターコム キーがオレンジ色に点灯します。

 • 両側の電話機が自動応答アラート トーンを受信します。

 • アンナにはジェラルドの音声が聞こえますが、ジェラルドには、アンナがインターコム コールに

応答するまでアンナの音声は聞こえません。

（注） ミュート キーを押しても、インターコム コールには応答できません。代わりに、ステータス行に「そ

のキーはアクティブではありません」と表示されます。
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図 27-3 接続時

 • アンナが、インターコム回線キーを押してインターコム コールに応答します。

 – インターコム キーが緑色に点灯します。

（注） コール タイマーはリセットされず、ウィスパー状態から続行されます。
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シナリオ 2

アンナが、自分の電話機がアイドル状態のときに、事前設定されたインターコムの発信先であるジェラ

ルドの電話機にインターコム コールを発信します。

図 27-4 ウィスパー
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図 27-5 接続時

 • ジェラルドが、インターコム回線キーを押してインターコム コールに応答します。

 – インターコム キーが緑色に点灯します。

（注） コール タイマーはリセットされません。
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シナリオ 3

アンナが、接続中または保留中のコールが存在するときに、事前設定されたインターコムの発信先であ

るジェラルドからインターコム コールを受信します。

図 27-6 ウィスパー

 • アンナが電話で会話しているときに、事前設定されたインターコム回線インジケータがオレンジ色

に点滅し、ジェラルドがインターコム回線でアンナにコールを発信していることが示されます。

 – 回線キーが緑色に点灯します。

 – インターコム キーがオレンジ色に点灯します。

（注） 自動回線選択が無効（デフォルト）の場合は、現在のコールにフォーカスが保持されます。

 • アンナが使用している電話機で、自動応答アラート トーンが再生され、次にジェラルドの音声が

聞こえます。

 • アンナにはジェラルドの音声が聞こえますが、ジェラルドには、アンナがインターコム コールに

応答するまでアンナの音声は聞こえません。

 • アンナに接続されている現在の発信者（電話番号は 9873）には、アンナの音声が聞こえますが、

ジェラルドの音声は聞こえません。
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図 27-7 接続時

 • アンナが、インターコム回線キーを押してインターコム コールに応答します。

 – 回線キーが緑色に点滅します。

 • インターコム コールにフォーカスが移動し、以前のコールは保留になります。

 – インターコム回線キーが緑色に点灯します。

（注） コール タイマーは、ウィスパー状態と現在の接続時状態の累積コール時間を表します。
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シナリオ 4

アンナが、ウィスパー状態または接続時状態のインターコム コールが存在するときに、プライマリ回

線で新しいコールを受信します。

図 27-8 接続時

 • アンナがインターコム回線でジェラルドと会話しているときに、アンナの内線番号である 9824 へ
のコールが表示されます。インターコム コールにはフォーカスが保持されます。

 – 回線キーがオレンジ色に点滅します。

 – インターコム キーが緑色に点灯します。
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図 27-9 アイドル

 • アンナが、9824 の回線キーを押してインターコム コールに応答します。

 – 回線キーが緑色に点灯します。

 • 着信コールにフォーカスが移動し、コールが接続されます。

 • システムがインターコム コールをクリアします。

 – インターコム キーが消灯します。
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シナリオ 5

アンナが、アイドル状態のときに、ジェラルドにインターコム コールを発信します。インターコム回

線には、発信先が事前設定されていません。

図 27-10 アイドル

 • 回線キーはすべて消灯しています。
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図 27-11 ダイヤルアウト

 • アンナが回線キーを押します。その結果、ダイヤルアウト状態になります。

 – インターコム キーがオレンジ色に点灯します。

 • 電話機が「内部」ダイヤル トーンを受信します。

（注） この時点で、アンナがインターコム番号以外の番号をダイヤルした場合、電話機は速いビジー トーン

を受信します。
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図 27-12 先頭桁入力後

 • アンナがダイヤルを開始します。その結果、先頭桁入力後状態になります。

 – インターコム キーがオレンジ色に点灯します。
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図 27-13 ウィスパー

 • アンナがインターコム番号をダイヤルすると、ウィスパー状態になります。

 – インターコム キーがオレンジ色に点灯します。

 • 電話機で自動応答アラートが再生されます。

 • ジェラルドにはアンナの音声が聞こえますが、アンナには、ジェラルドがインターコム コールに

応答するまでジェラルドの音声は聞こえません。
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図 27-14 接続時

 • ジェラルドが、インターコム回線キーを押してインターコム コールに応答します。

 – アンナの電話機で、インターコム キーが緑色に点灯します。

 • コール タイマーはリセットされず、ウィスパー状態から続行されます。

関連項目
 • 「インターコムの設定チェックリスト」（P.27-1）

 • 「インターコムの概要」（P.27-2）

 • 「システム要件」（P.27-4）

 • 「コール状態と回線状態」（P.27-5）

 • 「インタラクションおよび制限事項」（P.27-5）

 • 「インターコムのインストールとアクティブ化」（P.27-8）

 • 「インターコムの設定」（P.27-8）

 • 「インターコムの使用方法」（P.27-41）

 • 「インターコム パーティションの設定」（P.27-9）

 • 「インターコム コーリング サーチ スペースの設定」（P.27-15）

 • 「インターコム トランスレーション パターンの設定」（P.27-21）
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 • 「インターコム電話番号の設定」（P.27-31）

 • 「インターコム回線と短縮ダイヤルの設定」（P.27-40）

 • 「インターネット プロトコル バージョン 6（IPv6）」（P.28-1）

 • 『Troubleshooting Guide for Cisco Unified Communications Manager』



C H A P T E R
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28
インターネット プロトコル バージョン 6
（IPv6）

インターネット プロトコル バージョン 6（IPv6）は、パケットを使用してデータ、音声、およびビデ

オ トラフィックをデジタル ネットワークを通じて交換するインターネット プロトコル（IP）の最新

バージョンです。IPv6 では、ネットワーク アドレス ビット数が IPv4 での 32 ビットから 128 ビットに

増やされています。Cisco Unified Communications Manager ネットワークでの IPv6 サポートにより、

ネットワークはデュアルスタック環境で透過的に動作し、ネットワークに接続されるデバイスに対して

追加の IP アドレス空間および自動設定機能が提供されます。

この情報を参照する際は、『Deploying IPv6 in Unified Communications Networks with Cisco Unified 
Communications Manager 7.1(x)』も参照してください。このマニュアルには、Cisco Unified 
Communications ネットワークに IPv6 を配置するための設計ガイドラインが記載されています。

この章では、Cisco Unified Communications Manager の IPv6 サポートおよびネットワーク内のその他

のコンポーネントについて説明します。この章では、次のトピックについて取り上げます。

 • 「IPv6 の設定チェックリスト」（P.28-2）

 • 「Cisco Unified Communications Manager の IPv6 の概要」（P.28-5）

 – 「コンピュータ /テレフォニー インテグレーション（CTI）アプリケーション」（P.28-5）

 – 「Cisco Unified Communications Manager」（P.28-6）

 – 「Cisco Unified IP Phone」（P.28-9）

 – 「DHCPv6」（P.28-11）

 – 「DNS」（P.28-11）

 – 「ゲートウェイ」（P.28-12）

 – 「メディア ターミネーション ポイント」（P.28-13）

 – 「SIP トランク」（P.28-14）

 – 「TFTP サーバ」（P.28-15）

 • 「IPv6 のシステム要件」（P.28-17）

 • 「インタラクションおよび制限事項」（P.28-17）

 • 「IPv6 のインストールとアクティブ化」（P.28-22）

 • 「IPv6 の設定」（P.28-22）

 – 「[イーサネット IPv6(Ethernet IPv6)] ウィンドウでの IPv6 CLI コマンドの実行および IPv6 の
設定」（P.28-22）

 – 「IPv6 のサービス パラメータとエンタープライズ パラメータの設定」（P.28-25）
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 – 「Cisco Unified Communications Manager の管理ページの IPv6 および IPv4 設定項目へのアク

セス」（P.28-27）

 • 「エンド ユーザへの情報の提供」（P.28-32）

 • 「IPv6 のトラブルシューティング」（P.28-33）

 • 「関連項目」（P.28-33）

IPv6 の設定チェックリスト
インターネット プロトコル バージョン 6（IPv6）は、パケットを使用してデータ、音声、およびビデ

オ トラフィックをデジタル ネットワークを通じて交換するインターネット プロトコル（IP）の最新

バージョンです。IPv6 では、ネットワーク アドレス ビット数が IPv4 での 32 ビットから 128 ビットに

増やされています。Cisco Unified Communications Manager ネットワークでの IPv6 サポートにより、

ネットワークはデュアルスタック環境で透過的に動作し、ネットワークに接続されるデバイスに対して

追加の IP アドレス空間および自動設定機能が提供されます。

この情報を参照する際は、『Deploying IPv6 in Unified Communications Networks with Cisco Unified 
Communications Manager 7.1(x)』も参照してください。このマニュアルには、Cisco Unified 
Communications ネットワークに IPv6 を配置するための設計ガイドラインが記載されています。

表 28-1 は、ネットワークで IPv6 を設定するためのチェックリストです。表 28-1 と 「関連項目」

（P.28-33）を併せて参照してください。

表 28-1 IPv6 の設定チェックリスト 

設定手順 関連手順と関連項目

ステップ 1 IPv6 を設定する前に、IPv6 関連の文書をすべて確認します。 たとえば、次のマニュアルを確認します。

 • 『Deploying IPv6 in Unified 
Communications Networks with Cisco 
Unified Communications Manager 
7.1(x)』

 • 『Cisco IOS IPv6 Configuration Library』

 • 『Implementing VoIP for IPv6』

 • IPv6 に関するこの章

ステップ 2 互換性のあるネットワーク ハードウェアおよび Cisco IOS ソフ

トウェアが設置、インストール、および設定されていることを

確認します。たとえば、ゲートウェイおよび IPv6 用の Cisco 
IOS Media Termination Point（MTP; メディア ターミネーショ

ン ポイント）を設定します。

『Implementing VoIP for IPv6』

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「メディア 
ターミネーション ポイントの設定」

「メディア ターミネーション ポイント」

（P.28-13）
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ステップ 3 ローカル IPv6 対応 DNS および DHCP サーバをプロビジョニン

グします。

注意 Cisco Unified Communications Manager リリース 
7.0(x) からリリース 8.0(2) にアップグレードする前

に、IPv6 用の DNS サーバをプロビジョニングできま

す。ただし、リリース 8.0(2) へのアップグレードが

終了するまでは、IPv6 用の Cisco Unified 
Communications Manager の DNS レコードを設定し

ないでください。リリース 8.0(2) にアップグレード

する前に IPv6 用のCisco Unified Communications 
Manager の DNS レコードを設定すると、アップグ

レードが失敗し、リブート後にシステムが機能しな

くなります。

ヒント Cisco Unified Communications Manager サーバでは静
的な非リンク ローカル IPv6 アドレスを使用することを
お勧めします。Cisco Unified Communications Manager 
サーバが DHCPv6 サーバから、またはステートレスな
アドレス自動設定によって IPv6 アドレスを取得する場
合、Cisco Unified Communications Manager サーバが
非リンク ローカル IPv6 アドレスを DHCPv6 サーバから 
1 つだけ取得するようにします。

お客様の DNS および DHCP サーバをサポー

トするマニュアルを参照してください

（『Cisco Network Registrar User's Guide 6.2』
など）。

ステップ 4 Cisco Unified Communications Manager 8.0 をインストールし

ます（またはこのリリースにアップグレードします）。

後続のノード（サブスクライバ）をクラスタにインストールす

る前に、IPv4 サーバ情報を Cisco Unified Communications 
Manager の管理ページの [サーバの設定 (Server Configuration)] 
ウィンドウに追加します。

注意 Cisco Unified Communications Manager リリース 
7.0(x) からリリース 8.0(2) にアップグレードする前

に、IPv6 用の DNS サーバをプロビジョニングできま

す。ただし、リリース 8.0(2) へのアップグレードが

終了するまでは、IPv6 用の Cisco Unified 
Communications Manager の DNS レコードを設定し

ないでください。リリース 8.0(2) にアップグレード

する前に IPv6 用の Cisco Unified Communications 
Manager の DNS レコードを設定すると、アップグ

レードが失敗し、リブート後にシステムが機能しな

くなります。

Cisco Unified Communications Manager 8.0 
のインストールまたはアップグレード マニュ

アル

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「サーバの

設定」

表 28-1 IPv6 の設定チェックリスト （続き）

設定手順 関連手順と関連項目
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ステップ 5 IPv6 を Cisco Unified Communications オペレーティング シス

テムで有効にし、Cisco Unified Communications Manager サー

バが IPv6 アドレスを取得するようにします。

Cisco Unified Communications Manager サーバでは静的な非リ

ンク ローカル IPv6 アドレスを使用することをお勧めします。

ヒント クラスタ内の各サーバに対して、これらの作業を実行し
ます。これらの作業の実行には、サーバのリブートが必
要です。

「Cisco Unified Communications Manager」
（P.28-6）

「[イーサネット IPv6(Ethernet IPv6)] ウィン

ドウでの IPv6 CLI コマンドの実行および 
IPv6 の設定」（P.28-22）

ステップ 6 Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [エン

タープライズパラメータ設定 (Enterprise Parameters 
Configuration)] ウィンドウで、Enable IPv6 エンタープライズ 
パラメータに対して [True] を選択します。

ヒント このエンタープライズ パラメータを更新した後、Cisco 
Unified サービスアビリティで Cisco CallManager、
CTIManager、および Certificate Authority Proxy 
Function サービスを再起動します。

「IPv6 のサービス パラメータとエンタープラ

イズ パラメータの設定」（P.28-25）

ステップ 7 Cisco Unified Communications Manager の管理ページで設定し

ているサーバに対して、[システム (System)] > [サーバ

(Server)] を選択し、非リンク ローカル IPv6 アドレスまたは 
IPv6 アドレスに解決できるホスト名を [IPv6名 (IPv6 Name)] 
フィールドに入力します。

ヒント クラスタ内の各サーバに対して、この作業を実行しま
す。

ヒント 適切な Cisco Unified Communications Manager 名およ
びアドレス情報を使用して DNS サーバを更新します。

注意 Cisco Unified Communications Manager リリース 
7.0(x) からリリース 8.0(2) にアップグレードする前

に、IPv6 用の DNS サーバをプロビジョニングできま

す。ただし、リリース 8.0(2) へのアップグレードが

終了するまでは、IPv6 用の Cisco Unified 
Communications Manager の DNS レコードを設定し

ないでください。リリース 8.0(2) にアップグレード

する前に IPv6 用の Cisco Unified Communications 
Manager の DNS レコードを設定すると、アップグ

レードが失敗し、リブート後にシステムが機能しな

くなります。

非リンク ローカル IPv6 アドレスを表示するには、CLI コマン

ドを実行するか、「[イーサネット IPv6(Ethernet IPv6)] ウィン

ドウでの IPv6 CLI コマンドの実行および IPv6 の設定」

（P.28-22）で説明されているように [イーサネット

IPv6(Ethernet IPv6)] ウィンドウで表示します。

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「サーバの

設定」

「Cisco Unified Communications Manager の
管理ページの IPv6 および IPv4 設定項目への

アクセス」（P.28-27）

表 28-1 IPv6 の設定チェックリスト （続き）

設定手順 関連手順と関連項目
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Cisco Unified Communications Manager の IPv6 
の概要

この項は、次の内容で構成されています。

 • 「コンピュータ /テレフォニー インテグレーション（CTI）アプリケーション」（P.28-5）

 • 「Cisco Unified Communications Manager」（P.28-6）

 • 「Cisco Unified IP Phone」（P.28-9）

 • 「DHCPv6」（P.28-11）

 • 「DNS」（P.28-11）

 • 「ゲートウェイ」（P.28-12）

 • 「メディア ターミネーション ポイント」（P.28-13）

 • 「SIP トランク」（P.28-14）

 • 「TFTP サーバ」（P.28-15）

 • 「インタラクションおよび制限事項」（P.28-17）

コンピュータ /テレフォニー インテグレーション（CTI）アプリケーション

CTI は IP 情報を JTAPI および TAPI インターフェイスで提供します。これらのインターフェイスは IPv4 
および IPv6 アドレスをサポートできます。IPv6 をサポートするには、IPv6 をサポートする JTAPI/TAPI 
クライアント インターフェイス バージョンをアプリケーションで使用する必要があります。CTI アプリ

ケーションおよび CTI ポートおよびルート ポイントについては、次の情報を考慮します。

ステップ 8 Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、電話

機関連および Session Initiation Protocol（SIP）トランク関連の 
IPv6 設定項目を設定します。

たとえば、[共通の電話プロファイルの設定 (Common Phone 
Profile Configuration)] ウィンドウで [IPアドレッシングモード

(IP Addressing Mode)] および [電話の自動設定を許可 (Allow 
Auto-Configuration for Phones)] 設定項目を設定します。次に、

共通のデバイス プロファイルの設定を電話機および SIP トラン

クに適用します。

「Cisco Unified Communications Manager の
管理ページの IPv6 および IPv4 設定項目への

アクセス」（P.28-27）

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「SIP ルー

ト パターンの設定」

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「トランク

の設定」

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「共通デバ

イス設定の設定」

ステップ 9 Cisco Unified サービスアビリティで、Cisco CallManager、
CTIManager、および Cisco Certificate Authority Proxy サービ

スを再起動します。

『Cisco Unified Serviceability Administration 
Guide』

表 28-1 IPv6 の設定チェックリスト （続き）

設定手順 関連手順と関連項目
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 • CTI アプリケーションは、IPv4 または IPv6 アドレスを使用して CTI Manager に接続します。

Cisco Unified Communications Manager の管理ページで Enable IPv6 エンタープライズ パラメー

タを [True] に設定した場合、CTI Manager は IPv6 アドレスを使用するアプリケーションからの 
CTI 接続をサポートできます。

 • CTI アプリケーションは、IPv6 または IPv4 アドレスを使用する CTI ポートおよびルート ポイン

トを登録できます。CTI ポートおよびルート ポイントのメディア イベントを処理する CTI アプリ

ケーションは、デバイスの設定に応じて、デバイスを IPv4 または IPv6 アドレスに登録できます。

 • CTI アプリケーションは、IPv6 機能を持つ CTI サポート対象デバイスを監視および制御できます。

 • コールが IPv6 を使用する場合、CallingPartyAddress およびメディア IP アドレスを含む IPv6 情報

が CTI アプリケーションに渡されます。

Cisco Unified Communications Manager

この項では、Cisco Unified Communications Manager による IPv4、IPv6、または IPv4 と IPv6 を使用

するデバイスのサポート方法について説明します。また、デュアルスタック モードでの Cisco Unified 
Communications Manager の実行方法、Cisco Unified Communications Manager による IPv4 および 
IPv6 デバイスのコールの処理方法、および Cisco Unified Communications Manager による IPv4 およ

び IPv6 コールの帯域幅の予約および割り当て方法について説明します。

次の項を参照してください。

 • 「Cisco Unified Communications Manager サーバ」（P.28-6）

 • 「コール処理」（P.28-7）

 • 「コール アドミッション制御（CAC）」（P.28-8）

ヒント このマニュアルでは、デュアルスタック（またはデュアルスタック モード）という用語を使用します。

これは、デバイスまたはサーバが IPv4 アドレスと IPv6 アドレスの両方を使用することを想定します。

Cisco Unified Communications Manager サーバ

Cisco Unified Communications Manager は、IPv6 だけを使用するデバイスと通信してサポートできま

すが、Cisco Unified Communications Manager サーバを IPv6 専用として設定することはできません。

Cisco Unified Communications Manager は、IPv4 だけ（または IPv4 と IPv6 の両方）をサポートする

デバイスおよび機能と通信してサポートする必要があるためです。Cisco Unified Communications 
Manager が IPv6 を使用するデバイス（IPv4 アドレスと IPv6 アドレスの両方を提供できるデュアルス

タック デバイスを含む）をサポートするには、デュアルスタック モードで実行されるように Cisco 
Unified Communications Manager を設定する必要があります。つまり、Cisco Unified 
Communications Manager サーバに IPv4 アドレスと IPv6 アドレスの両方が設定され、IPv4 だけ、

IPv6 だけ、または IPv4 と IPv6 の両方を使用するデバイスと通信してサポートできるようにする必要

があります。

ヒント クラスタ内 Cisco Unified Communications Manager ノード間通信は IPv4 を使用します。

Cisco Unified Communications Manager サーバをデュアルスタック モードで実行する前に、次の作業

を実行する必要があります。

1. Cisco Unified Communications Manager サーバで、Cisco Unified Communications オペレーティ

ング システムの IPv6 を有効にします。
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2. Cisco Unified Communications Manager サーバがその IPv6 アドレスを取得する方法を決定し、

Cisco Unified Communications Manager サーバがその IPv6 アドレスを取得するようにします。

Cisco Unified Communications オペレーティング システムでは、DHCPv6 サーバから非リンク 
ローカル アドレスを要求するか、Cisco Unified Communications Manager サーバ用の静的な非リ

ンク ローカル IPv6 アドレスを設定するか、またはステートレスなアドレス自動設定によって非リ

ンク ローカル IPv6 アドレスを取得できます （サーバ用の静的な非リンク ローカル IPv6 アドレス

をお勧めします）。

Cisco Unified Communications Manager サーバが非リンク ローカル IPv6 アドレスを 1 つだけ取得

するようにします。サーバが複数の IPv6 アドレスを取得した場合、Cisco Unified 
Communications Manager は予想どおりに動作しない場合があります。

Cisco Unified Communications Manager サーバがステートレスなアドレス自動設定によって IPv6 
アドレスを取得し、さらにサーバに対して設定された静的な IPv6 アドレスもある場合、Cisco 
Unified Communications Manager はステートレスなアドレス自動設定によって取得された IPv6 ア
ドレスを無視し、静的なアドレスを使用します。

3. Cisco Unified Communications Manager に対して、Enable IPv6 エンタープライズ パラメータを 
[True] に設定します。これにより、Cisco Unified Communications Manager はデュアルスタック モー

ドで実行されます。このエンタープライズ パラメータについては、「IPv6 のサービス パラメータと

エンタープライズ パラメータの設定」（P.28-25）を参照してください。

注意 Cisco Unified Communications オペレーティング システムで IPv6 を有効にし、Enable IPv6 エン

タープライズ パラメータを [True] に設定する必要があります。これらの作業の両方を実行しない場

合、Cisco CallManager サービスは IPv4 で実行され、[IPアドレッシングモード (IP Addressing 
Mode)] が [IPv6のみ (IPv6 Only)] に設定された電話機は Cisco Unified Communications Manager 
に登録できません。 
 

これらの作業をサーバで実行した後、サーバを再起動して変更を有効にする必要があります。

4. Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [サーバの設定 (Server Configuration)] ウィンド

ウで、[ホスト名 /IPアドレス (Host Name/IP Address)] および [IPv6名 (IPv6 Name)] フィールドを設定し

ます。これにより、Cisco Unified Communications Manager はデュアルスタック モードで実行されま

す。Cisco Unified Communications Manager では、[ホスト名 /IPアドレス (Host Name/IP Address)] 
フィールドは必須と見なされます。つまり、ネットワーク内のデバイスが IPv6 だけをサポートする場

合でも、このフィールドを設定する必要があります。ネットワーク内のデバイスが IPv6 だけ、または 
IPv4 と IPv6 をサポートする場合、[ホスト名 /IPアドレス (Host Name/IP Address)] フィールドに加えて 
[IPv6名 (IPv6 Name)] フィールドを設定する必要があります。Cisco Unified Communications Manager 
の非リンク ローカル IPv6 アドレスを [IPv6名 (IPv6 Name)] フィールドに入力する必要があります。

電話機は、TFTP 設定ファイルに含まれているこれらのフィールドを使用して Cisco Unified 
Communications Manager サーバの IP アドレスを取得し、その結果、電話機の登録が行われます。

コール処理

デュアルスタック モードで実行されることにより、Cisco Unified Communications Manager は次の状

況でコールを設定できます。

 • すべてのデバイスが IPv4 だけをサポートする場合。

 • すべてのデバイスが IPv6 だけをサポートする場合。
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 • すべてのデバイスがデュアルスタック モードで実行される場合。この場合、Cisco Unified 
Communications Manager は、シグナリング イベントに対して [シグナリング用の IPアドレッシン

グモード設定 (IP Addressing Mode Preference for Signaling)] 設定項目の設定を使用し、メディア 
イベントに対して IP Addressing Mode Preference for Media エンタープライズ パラメータを使用

します。

 • 1 つのデバイスが IPv4 をサポートし、別のデバイスが IPv6 をサポートする場合。この場合、

Cisco Unified Communications Manager は IPv4 を IPv6 に変換できる MTP をコールに挿入しよう

とします。

ヒント デバイスが複数の IPv6 アドレスをサポートできる場合でも、Cisco Unified Communications Manager 
が処理する IPv6 アドレスは 1 つだけです。また、デバイスが IPv4 および IPv6 アドレスをサポートす

る場合、Cisco Unified Communications Manager は両方のアドレスを同時に処理できます。

Cisco Unified Communications Manager による IPv4 および IPv6 コールの処理方法の詳細については、

「Cisco Unified IP Phone」（P.28-9）、「メディア ターミネーション ポイント」（P.28-13）、「SIP トラン

ク」（P.28-14）、および 「インタラクションおよび制限事項」（P.28-17）を参照してください。

コール アドミッション制御（CAC）

IPv6 を使用すると IPv4 よりも 20 バイト大きいデータがヘッダーに必要であるため、IPv6 コールでは

同じコーデックおよびメディア ペイロード タイプを使用する同様の IPv4 コールよりも多くの帯域幅が

必要になります。たとえば、IPv4 を使用する G.711 コールは 80 kb/s の帯域幅を使用します。一方、

IPv6 を使用する G.711 コールは 88 kb/s の帯域幅を使用します。

IPv6 を使用するコールのロケーションベースの帯域幅を予約および調整するために、Cisco Unified 
Communications Manager は Cisco Unified Communications Manager でサポートされるすべてのコー

デックの IPv6 コールに必要な帯域幅を計算できます。コールの設定中に帯域予約のためにデバイスが 
Cisco Unified Communications Manager に接続した後、Cisco Unified Communications Manager は IP 
バージョンを識別します。コールが IPv6 を使用する場合、Cisco Unified Communications Manager は 
IPv6 用の帯域幅を予約し、コールが IPv4 を使用する場合、Cisco Unified Communications Manager は 
IPv4 用の帯域幅を予約します。コールに使用される IP バージョンを Cisco Unified Communications 
Manager が識別できない場合、たとえば、コールが SIP トランクで終端する場合やデバイスが両方の 
IP バージョンをサポートする場合は、Cisco Unified Communications Manager は最初に IPv6 をサポー

トする帯域幅を予約し、メディア ネゴシエーションの後で帯域幅を調整します。

ヒント Cisco Unified Communications Manager は一度に 1 つのコール レッグの帯域幅を予約します。そのた

め、MTP がコールに挿入され、ロケーションベースの CAC が必要な場合、MTP がデバイスの 1 つと

同じ場所に配置されるようにします。その結果、ロケーションベースの CAC は、MTP の反対側に基

づいて WAN を介して帯域幅を予約します。たとえば、IPv4 から IPv6 デバイスへコールが発生した場

合、IPv4 側で MTP の挿入が発生し、Cisco Unified Communications Manager は IPv6 に基づいて 
WAN を介して帯域幅を予約します。一方、IPv6 を使用するデバイスで MTP が挿入された場合、

Cisco Unified Communications Manager は IPv4 に基づいて WAN を介して帯域幅を予約します。

必要な場合は、Call Counting CAC Enabled、Audio Bandwidth for Call Counting CAC、および Video 
Bandwidth Unit for Call Counting CAC サービス パラメータを Cisco Unified Communications Manager 
の管理ページで設定できます。コール中に Cisco Unified Communications Manager で帯域幅を予約お

よび調整するのではなく、コールは固定値の帯域幅を使用します。これらのサービス パラメータにつ

いては、「IPv6 のサービス パラメータとエンタープライズ パラメータの設定」（P.28-25）を参照して

ください。これらのサービス パラメータを設定すると、Cisco Unified Communications Manager に
よってコールの帯域幅がオーバーサブスクライブまたはアンダーサブスクライブされる可能性があるこ

とに注意してください。
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Cisco Unified IP Phone

この項では、電話機と Cisco Unified Communications Manager 間の IPv4 および IPv6 コールの使用例

について説明します。電話機が IP アドレスやその他のネットワーク設定項目を取得する方法について

は説明しません。

ヒント 電話機での IPv6 の使用の詳細については、ご使用の電話機モデルおよびこのリリースの Cisco Unified 
Communications Manager をサポートする『Cisco Unified IP Phone Administration Guide』を参照して

ください。電話機の管理ガイドには、電話機に表示される IPv6 設定項目の説明が記載されています。

次の使用例を参照してください。これらの使用例では、Cisco Unified Communications Manager が適

切なポートで受信でき、IP アドレス バージョンを変換するために MTP が使用可能であり、デバイス

が適切なアドレス バージョンを持っていることを前提としています。

 • 「電話機の [IPアドレッシングモード (IP Addressing Mode)] が [IPv4のみ (IPv4 Only)]」

 • 「電話機の [IPアドレッシングモード (IP Addressing Mode)] が [IPv6のみ (IPv6 Only)]」

 • 「電話機の [IPアドレッシングモード (IP Addressing Mode)] が [IPv4と IPv6(IPv4 and IPv6)]」

ヒント 電話機は、起動時に常にデュアルスタック モードで起動します。つまり、IPv4 と IPv6 の両方をサポー

トできます。電話機が TFTP サーバの設定ファイルを処理した後、[共通デバイス設定 (Common Device 
Configuration)] ウィンドウから [IPアドレッシングモード (IP Addressing Mode)] が電話機に設定されま

す。[IPアドレッシングモード (IP Addressing Mode)] に基づいて、電話機は DHCP または DHCPv6 を
無効にでき、その [IPアドレッシングモード (IP Addressing Mode)] をサポートしないアドレスを解放で

きます。たとえば、[IPアドレッシングモード (IP Addressing Mode)] が [IPv6のみ (IPv6 Only)] の場合、

電話機は IPv4 アドレスを解放します。 
 

電話機に複数の一意のローカル アドレスまたは複数のグローバル アドレスがある場合、電話機に割り

当てられる最初のアドレスによって、シグナリング イベントおよびメディア イベントについて Cisco 
Unified Communications Manager に送信されるアドレスが指定されます。デュアルスタック モードで

実行されている電話機が特定のアドレス タイプを失うと、電話機は Cisco Unified Communications 
Manager から登録解除され、残りのアドレス タイプを使用して登録します。 
 

メディア ネゴシエーションでは、Cisco Unified Communications Manager はコールに使用する IP アド

レスを動的に決定します。つまり、Cisco Unified Communications Manager は、デバイスが [IPアド

レッシングモード (IP Addressing Mode)] を共有するかどうかを識別します。たとえば、1 つのデバイ

スの [IPアドレッシングモード (IP Addressing Mode)] が [IPv4と IPv6(IPv4 and IPv6)] であり、他のデ

バイスの [IPアドレッシングモード (IP Addressing Mode)] が [IPv4のみ (IPv4 Only)] の場合、Cisco 
Unified Communications Manager はメディア ネゴシエーションに IPv4 を使用し、IP アドレス バー

ジョンを変換するための MTP を必要としません。コールのデバイスが 1 つの IP アドレス バージョン

だけをサポートし、バージョンに互換性がない場合、Cisco Unified Communications Manager はデバ

イスの IP アドレス バージョンを使用し、IPv4 を IPv6 に変換できる MTP をコールに挿入しようとし

ます。コールのすべてのデバイスが両方の IP アドレス バージョンをサポートする場合、Cisco Unified 
Communications Manager は IP Addressing Mode Preference for Media エンタープライズ パラメータ

の設定をメディア ネゴシエーションに使用します。

電話機の [IPアドレッシングモード (IP Addressing Mode)] が [IPv4のみ (IPv4 Only)]
電話機の [IPアドレッシングモード (IP Addressing Mode)] が [IPv4のみ (IPv4 Only)] の場合、電話機は 
IPv4 アドレスを使用して Cisco Unified Communications Manager に接続します。シグナリングおよび

メディア ネゴシエーションは、IPv4 アドレスを使用して行われます。電話機で IPv4 アドレスを使用で

きない場合、ユーザはコールできません。
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電話機の [IPアドレッシングモード (IP Addressing Mode)] が [IPv6のみ (IPv6 Only)]
電話機の [IPアドレッシングモード (IP Addressing Mode)] が [IPv6のみ (IPv6 Only)] で、Enable IPv6 エ
ンタープライズ パラメータを [True] に設定した場合、電話機はグローバル スコープまたは一意のローカ

ル スコープ IPv6 アドレスを使用して Cisco Unified Communications Manager に接続します。シグナリン

グおよびメディア ネゴシエーションは、この IPv6 アドレスを使用して行われます。電話機で IPv6 アド

レスを使用できない場合、ユーザはコールできません。同様に、電話機に対して IPv6 アドレスが設定さ

れていない場合、電話機は Cisco Unified Communications Manager に登録できません。

ヒント [IPアドレッシングモード (IP Addressing Mode)] が [IPv6のみ (IPv6 Only)] の電話機では、Cisco 
Unified Communications Manager によってすべての機能はサポートされません。サポートされない機能

のリストについては、「インタラクションおよび制限事項」（P.28-17）を参照してください。 
 

SIP を実行する電話機の [IPアドレッシングモード (IP Addressing Mode)] として [IPv6のみ (IPv6 Only)] 
を設定する場合、Cisco TFTP サービスによって [IPアドレッシングモード (IP Addressing Mode)] 設定

は上書きされ、設定ファイルで [IPv4のみ (IPv4 Only)] が使用されます。

電話機の [IPアドレッシングモード (IP Addressing Mode)] が [IPv4と IPv6(IPv4 and IPv6)]
電話機の [IPアドレッシングモード (IP Addressing Mode)] が [IPv4と IPv6(IPv4 and IPv6)] で、Enable 
IPv6 エンタープライズ パラメータを [True] に設定した場合、Cisco Unified Communications Manager 
は、コールを接続する前に、電話機の IP アドレス サポートおよび [シグナリング用の IPアドレッシン

グモード設定 (IP Addressing Mode Preference for Signaling)] 設定項目の設定を考慮します。

電話機で使用できる IP アドレス バージョンが 1 つだけの場合、電話機はシグナリング ネゴシエーショ

ン用に Cisco Unified Communications Manager に接続するために使用できるアドレスを使用します。

電話機で両方の IP アドレス タイプを使用できる場合、電話機はシグナリング ネゴシエーションに対し

て [シグナリング用の IPアドレッシングモード設定 (IP Addressing Mode Preference for Signaling)] 設
定項目の設定を使用します。

ヒント Cisco Unified Communications Manager の管理ページで電話機を設定した後、[電話の検索と一覧表示

(Find and List Phones)] ウィンドウで電話機の IP アドレスを表示できます。IPv4 アドレスだけ、また

は IPv4 アドレスと IPv6 アドレスの両方を持つ電話機の場合、IPv4 アドレスがウィンドウに表示され

ます IPv6 アドレスだけを持つ電話機の場合、[電話の検索と一覧表示 (Find and List Phones)] ウィンド

ウの [IPアドレス (IP Address)] カラムに、IP アドレスが 0.0.0.0 として表示されます。電話機の IPv6 ア
ドレスを識別するには、[電話の検索と一覧表示 (Find and List Phones)] ウィンドウの [デバイス名

(Device Name)] リンクをクリックします。これにより、[電話の設定 (Phone Configuration)] ウィンドウ

が表示されます。IPv6 だけを持つデバイスの場合、[電話の設定 (Phone Configuration)] ウィンドウに

は、IPv6 アドレスの上に IP アドレスとして 0.0.0.0 と示された IPv4 アドレスが表示されます。 
 

特定の電話機の [電話の設定 (Phone Configuration)] ウィンドウでは、電話機が使用する IPv4 アドレスと 
IPv6 アドレスを表示できます（該当する場合）。IPv4 アドレスと IPv6 アドレスの両方を持つデュアルス

タック モードの電話機の場合、[電話の設定 (Phone Configuration)] ウィンドウで IPv4 アドレスまたは 
IPv6 アドレスをクリックでき、その電話機の Web サーバの IPv4 URL がポイントされます。IPv6 アドレ

スだけを使用する電話機の場合、電話機の Web サーバは IPv4 だけをサポートするため、IPv6 アドレス

はクリックできません。
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DHCPv6

DHCPv6 は、IPv6 をサポートする DHCP のバージョンです。DHCPv6 では、電話機をネットワーク

に接続した後で、IPv6 アドレスおよびその他のネットワーク設定項目を電話機に割り当てることがで

きます。また、DHCPv6 では、IPv6 アドレスを Cisco Unified Communications Manager サーバに割り

当てることができます。これは、静的な IP アドレスをサーバに割り当てない場合です （サーバには静

的な IP アドレスを割り当てることをお勧めします）。

Cisco Unified Communications Manager 7.1 は DHCPv6 サーバ機能を提供しないため、DHCPv6 を使

用して IPv6 ネットワーク設定項目を電話機またはサーバに割り当てる場合は、ネットワーク内に 
DHCPv6 サーバを設定する必要があります。電話機がその IP アドレスをステートレスなアドレス自動

設定ではなく DHCPv6 で受信できるようにする場合は、[電話の自動設定を許可 (Allow 
Auto-Configuration for Phones)] 設定項目を [オフ (Off)] に設定します。この設定項目については、

「Cisco Unified Communications Manager の管理ページの IPv6 および IPv4 設定項目へのアクセス」

（P.28-27）を参照してください。

（注） Cisco Network Registrar（CNR; Cisco ネットワーク レジストラ）6.2 は DNS および DHCP サポート

を IPv4 と IPv6 に提供するため、DNS および DHCP サポート用に Cisco ネットワーク レジストラを

使用することを検討してください。この製品の詳細については、『Cisco Network Registrar User's 
Guide 6.2』を参照してください。 
 

必要な場合は、Cisco IOS ルータまたはスイッチを DHCPv6 サーバとして設定できます。たとえば、

12.2(46)SE（以降）を実行する Cisco Catalyst 3560 シリーズ スイッチまたは Cisco Catalyst 3750 シ
リーズ スイッチを DHCPv6 サーバとして設定できます。このルータまたはスイッチを設定する前に、

ルータまたはスイッチが IPv6 および DHCPv6 サポートに必要な Cisco ベンダー固有の DHCPv6 情報

オプションをサポートするかどうかを確認します。 
 

最上位のスコープ ルールの場合、一意のローカル アドレスだけを電話機に割り当てるように DHCPv6 サー

バを設定することを考慮します。グローバル ユニキャスト アドレスを使用する必要がある場合、『Cisco 
Unified Communications Manager セキュリティ ガイド』で説明されているように、Transport Layer Security
（TLS; トランスポート層セキュリティ）接続および SRTP を設定します。

ヒント DHCP の詳細については、「TFTP サーバ」（P.28-15）、『Cisco Unified Communications Manager シス
テム ガイド』の「Cisco TFTP」、および『Deploying IPv6 in Unified Communications Networks with 
Cisco Unified Communications Manager 7.1(x)』を参照してください。

DNS

IPv6 では、DNSv6 によって AAAA レコードが処理されます。このレコードは、IPv6 アドレスをマッ

ピングできます。IPv4 では、DNS によって A レコードが処理されます。このレコードは、IPv4 アド

レスをマッピングできます。IPv4 および IPv6 では、次のフィールドは DNS に依存します。これは、

フィールドのホスト名を設定する場合です。

 • [ホスト名 /IPアドレス (Host Name/IP Address)]（[サーバの設定 (Server Configuration)] ウィンド

ウ）：IPv4 アドレスまたはホスト名を入力できます。

 • [IPv6名 (IPv6 Name)]（[サーバの設定 (Server Configuration)] ウィンドウ）：IPv6 アドレスまたは

ホスト名を入力できます。
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 • [接続先アドレス (Destination Address)]（SIP の [トランクの設定 (Trunk Configuration)] ウィンド

ウ）：有効な V4 ドット付き IP アドレス、Fully Qualified Domain Name（FQDN; 完全修飾ドメイ

ン名）、または [接続先アドレスはSRV(Destination Address is an SRV)] フィールドがオンの場合

は DNS SRV レコードを入力できます。

 • [接続先アドレス IPv6(Destination Address IPv6)]（SIP の [トランクの設定 (Trunk Configuration)] 
ウィンドウ）：このフィールドで許可される値は、有効な IPv6 アドレス（グローバル ユニキャス

ト アドレス、一意のローカル アドレス、またはホスト名）、完全修飾ドメイン名（FQDN）、また

は [接続先アドレスはSRV(Destination Address is an SRV)] フィールドがオンの場合は DNS SRV 
レコードです。

注意 Cisco Unified Communications Manager リリース 7.0(x) からリリース 8.0(2) にアップグ

レードする前に、IPv6 用の DNS サーバをプロビジョニングできます。ただし、リリース 
8.0(2) へのアップグレードが終了するまでは、IPv6 用の Cisco Unified Communications 
Manager の DNS レコードを設定しないでください。リリース 8.0(2) にアップグレードする

前に Cisco Unified Communications Manager の DNS レコードを IPv6 用に設定すると、

アップグレードが失敗し、リブート後システムが機能しなくなる原因となります。 
 

AAAA レコードまたは A レコードが正しくマッピングされていないと、コールは失敗しま

す。

（注） Cisco ネットワーク レジストラ（CNR）6.2 は DNS および DHCP サポートを IPv4 と IPv6 に提供す

るため、DNS および DHCP サポート用に CNR を使用することを考慮してください。この製品の詳細

については、『Cisco Network Registrar User's Guide, 6.2』を参照してください。

ゲートウェイ

Media Gateway Control Protocol（MGCP）および H.323 ゲートウェイは、IPv6 をサポートしていま

せん。これらのゲートウェイに接続している IPv6 デバイスと通信するために、Cisco Unified 
Communications Manager はコール中に IPv4 を IPv6 に変換できる MTP を挿入します。

Cisco ATA 186 および 188 Analog Telephone Adaptor は、IPv6 をサポートしていません。

アナログ電話ゲートウェイは、IPv4 だけ、IPv6 だけ、または IPv4 と IPv6（デュアルスタック モー

ド）で動作できます。

Cisco IOS SIP ゲートウェイは、IPv6 だけ、IPv4 だけ、または IPv4 と IPv6 をデュアルスタック モー

ドで同時にサポートできます。Cisco Unified Communications Manager がこれらのゲートウェイと通

信するには、事前に Cisco Unified Communications Manager の管理ページの SIP の [トランクの設定

(Trunk Configuration)] ウィンドウで設定する必要があります。ゲートウェイに関する Cisco Unified 
Communications Manager の考慮事項については、「SIP トランク」（P.28-14）および 「メディア ター

ミネーション ポイント」（P.28-13）を参照してください。Cisco Unified Communications Manager の
管理ページでのゲートウェイの設定に加えて、『Implementing VoIP for IPv6』で説明されているよう

に、ゲートウェイを設定する必要があります。
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メディア ターミネーション ポイント

（注） この項では、Cisco Unified Communications Manager による IPv4 から IPv6 への変換を必要とする

コールへの MTP の挿入方法について説明します。MTP が IP 変換をサポートできるように Cisco IOS 
MTP を設定する方法については、『Implementing VoIP for IPv6』を参照してください。 
 

Cisco IOS MTP は複数の IPv6 アドレスをサポートできますが、MTP はシグナリング イベントおよび

メディア イベントについて、グローバル アドレスまたは一意のローカル アドレスを Cisco Unified 
Communications Manager に送信します。

Cisco IOS MTP は、IPv4 ネットワークと IPv6 ネットワーク間のメディア相互運用をサポートします。

IPv4 から IPv6 へのメディア変換用の Cisco IOS MTP は、デュアルスタック モードだけで動作します。

Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、MTP（[メディアリソース (Media 
Resources)] > [メディアターミネーションポイント (Media Termination Point)]）およびトランスコー

ダ（[メディアリソース (Media Resources)] > [トランスコーダ (Transcoder)]）の [Cisco IOS Enhanced 
Media Termination Point] オプションだけが、変換機能をサポートします。つまり、Cisco IP Voice 
Media Streaming Application のソフトウェア MTP コンポーネントは、IPv4 から IPv6 への変換をサ

ポートしません。

ヒント Cisco Unified Communications Manager が MTP を割り当てる場合、MTP が同時に複数の機能に使用

される場合があります。MTP は複数の機能に使用できるため、Cisco Unified Communications 
Manager は MTP 割り当てに優先順位を付け、IPv6 および IPv4 がサポートされてから、MTP に依存

する他の機能がサポートされるようにします。

次の状況で、Cisco Unified Communications Manager は IPv4 を IPv6 （またはその逆）へ変換できる 
MTP を挿入します。

 • コールのデバイスが同じ IP アドレス バージョンをサポートしていない。

 • SIP トランクについて、[メディアターミネーションポイントが必須 (Media Termination Point 
Required)] チェックボックスをオンにするか、または [信頼できるリレーポイントを使用 (Use 
Trusted Relay Point)] を [オン (On)] として設定し、Cisco Unified Communications Manager が 
IPv6 アドレスを使用するデバイスと通信している。SIP トランクについて [メディアターミネー

ションポイントが必須 (Media Termination Point Required)] チェックボックスをオンにするか、

IPv4 から IPv6 への変換以外の理由で MTP をコールに挿入する必要がある場合、次の考慮事項が

あります。

 – コールの両方の側が MTP を使用しないで IPv4 をネゴシエートできる場合、Cisco Unified 
Communications Manager は MTP をコールに挿入しません。

 – SIP トランクについて [IPアドレッシングモード (IP Addressing Mode)] が [IPv6のみ (IPv6 
Only)] または [IPv4と IPv6(IPv4 and IPv6)] の場合、Cisco Unified Communications Manager 
は IPv4 を IPv6（またはその逆）へ変換できる MTP をコールに割り当てます。IP アドレス 
バージョンを変換できる MTP をコールに対して使用できない場合、Cisco Unified 
Communications Manager はデュアルスタック モードで設定されている SIP トランクに対して 
IPv4 をサポートする MTP を割り当てます。[IPv6のみ (IPv6 Only)] として設定されている 
SIP トランクの場合、Cisco Unified Communications Manager は Session Description Protocol

（SDP）セッション記述のない INVITE メッセージを送信します。
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Cisco Unified Communications Manager が MTP と通信するとき、Cisco Unified Communications 
Manager は IPv4 または IPv6 アドレスを要求します。Cisco Unified Communications Manager が IPv4 
アドレスを要求する場合、MTP は IPv4 をサポートする RTP ポートを開きます。Cisco Unified 
Communications Manager が IPv6 をサポートする場合、MTP は IPv6 をサポートする RTP ポートを開

きます。

IPv4 を IPv6 に変換できる MTP の要求が失敗した場合、コールに対して IPv6 が要求されるためにコー

ルが失敗する場合があります。IP アドレス バージョンを変換できる MTP がコールに挿入されると、

IPv6 デバイスと MTP の間に挿入される中間メディア デバイスは IPv6 要求を処理する必要がありま

す。Cisco Unified Communications Manager で 2 つの MTP を使用でき、各 MTP が実行できる機能が 
1 つだけの場合、Cisco Unified Communications Manager は両方の MTP をコールに挿入しようとしま

す。最初の MTP は IPv4 から IPv6 への変換用、2 番目の MTP は MTP を必要とする他の機能のサポー

ト用です。コールにトランスコーダおよび IPv6 対応 MTP が必要であり、使用可能なトランスコーダ

が IPv6 をサポートしない場合、Cisco Unified Communications Manager は IPv6 対応 MTP を IPv6 を
サポートするコールのレッグで、トランスコーダを IPv4 をサポートするコールのレッグで挿入しよう

とします。この状況では、MTP とトランスコーダ間で IP アドレス機能が一致しない場合、コールは失

敗します。

（注） SIP トランク（および MTP）が使用される具体的なコール シナリオについては、『Deploying IPv6 in 
Unified Communications Networks with Cisco Unified Communications Manager 7.1(x)』を参照してく

ださい。

SIP トランク

適切に設定すると、SIP トランクは IPv4 だけ、IPv6 だけ、または IPv4 と IPv6 をサポートするデバイ

スと通信できます。Cisco Unified Communications Manager や他のコンポーネントと同様に、SIP トラ

ンクは Enable IPv6 エンタープライズ パラメータの設定を使用して、IPv6 を使用するデバイスをサ

ポートするかどうかを決定します。次の項を参照してください。

 • 「SIP トランクの IPv4 または IPv6 シグナリング」（P.28-14）

 • 「SIP トランクの IPv4 または IPv6 メディア」（P.28-15）

SIP トランクの IPv4 または IPv6 シグナリング

次の要因によって、SIP トランクのシグナリング イベントに対して IPv4 を使用するか IPv6 を使用す

るかが決まります。

 • コールの方向

 • SIP トランクの [IPアドレッシングモード (IP Addressing Mode)]（[共通デバイス設定 (Common 
Device Configuration)] ウィンドウで設定してトランクに適用）

 • SIP トランクの [シグナリング用の IPアドレッシングモード設定 (IP Addressing Mode Preference for 
Signaling)] 設定（[共通デバイス設定 (Common Device Configuration)] ウィンドウ（または [エン

タープライズパラメータ設定 (Enterprise Parameters Configuration)] ウィンドウ）で設定してトラン

クに適用）

 • SIP トランクの設定済み接続先アドレス

1 つの接続先アドレス、つまり IPv4 をサポートする [接続先アドレス (Destination Address)] また

は IPv6 をサポートする [接続先アドレス IPv6(Destination Address IPv6)] だけを設定する場合、

SIP トランクに対して設定する [IPアドレッシングモード (IP Addressing Mode)] が接続先アドレス

に対して設定した IP アドレス タイプと一致するようにしてください。設定が一致しない場合、ト

ランクを介したコールは確立されません。
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[接続先アドレス (Destination Address)] と [接続先アドレス IPv6(Destination Address IPv6)] の両

方を設定する場合は、トランクがデュアルスタック モードになるように、[IPアドレッシングモー

ド (IP Addressing Mode)] を [IPv4と IPv6(IPv4 and IPv6)] として設定してください。デュアルス

タック トランクの場合、SIP トランクに適用した [シグナリング用の IPアドレッシングモード設定

(IP Addressing Mode Preference for Signaling)] 設定によって、SIP トランクを介した発信コールの

シグナリング イベントに対して IPv4 が使用されるか IPv6 が使用されるかが決まります。

SIP トランクの IPv4 または IPv6 メディア

次の要因によって、SIP トランクのメディア イベントに対して IPv4 を使用するか IPv6 を使用するか

が決まります。

 • コールの方向

 • コールが早期オファー コールか遅延オファー コールか

 • SDP オファー内の IP アドレス設定

 • SIP トランクの [IPアドレッシングモード (IP Addressing Mode)]（[共通デバイス設定 (Common 
Device Configuration)] ウィンドウで設定してトランクに適用）

 • IP Addressing Mode Preference for Media エンタープライズ パラメータの設定（[エンタープライ

ズパラメータ設定 (Enterprise Parameters Configuration)] ウィンドウで設定）

デュアルスタック デバイスのメディア ネゴシエーションでは、Cisco Unified Communications 
Manager はコールに対して使用する IP アドレスを動的に決定します。つまり、コールのデバイス

でサポートされる IP バージョンが 1 つだけの場合、その IP バージョンが使用され、IP バージョン

を変換できる MTP がコールに挿入されます。コールのすべてのデバイスが両方の IP バージョンを

サポートする場合、IP Addressing Mode Preference for Media エンタープライズ パラメータの設定

が使用されます。

 • [ANATを有効化 (Enable ANAT)] チェックボックスの設定（および、INVITE で ANAT が必要ま

たはサポートされているか）

 • 電話機の [IPアドレッシングモード (IP Addressing Mode)]

（注） SIP トランク（および MTP）が使用される具体的なコール シナリオについては、『Deploying IPv6 in 
Unified Communications Networks with Cisco Unified Communications Manager 7.1(x)』を参照してく

ださい。

TFTP サーバ

TFTP サーバは、IPv4 を使用して Cisco Unified Communications Manager のほとんどのコンポーネン

ト（データベースなど）と通信します。ただし、適切に設定すると、TFTP サーバは IPv4、IPv6、ま

たは両方のタイプのアドレスを使用するデバイスと通信できます。

デュアルスタック モードで実行すると、TFTP サーバは IPv4 ネットワークと IPv6 ネットワークの両方

からのファイル要求に応答できます。IPv4 ネットワークからの要求の場合、TFTP サーバは IPv4 ス
タックを使用して応答します。IPv6 ネットワークからの要求の場合、TFTP サーバは IPv6 スタックを

使用して応答します。これは、Enable IPv6 エンタープライズ パラメータを [True] に設定した場合で

す。

IPv6 サポートは、デバイスからの TFTP 要求およびローカル TFTP サーバが代替ファイル サーバとし

て設定されているクラスタ外 TFTP サーバからの HTTP 要求に適用されます。
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ヒント IPv6 ネットワークで、DHCPv6 サーバは、Cisco ベンダー固有の DHCPv6 情報オプションを DHCPv6 応
答メッセージで使用して、TFTP IPv6 アドレスをデバイスに渡します。TFTP サーバが IPv4 を使用して

要求を処理しているときに、デバイスが IPv6 アドレスを取得して要求を TFTP サーバに送信した場合、

TFTP サーバは IPv6 スタックで要求を受信していないため、その要求を受信しません。この場合、デバ

イスは Cisco Unified Communications Manager に登録できません。 
 

Cisco ベンダー固有の DHCPv6 情報オプションの詳細については、『Cisco Unified Communications 
Manager システム ガイド』の「Cisco TFTP」、および『Deploying IPv6 in Unified Communications 
Networks with Cisco Unified Communications Manager 7.1(x)』を参照してください。

TFTP サーバは、Enable IPv6 エンタープライズ パラメータの設定を使用して電話機との通信方法を決定

します。Enable IPv6 エンタープライズ パラメータを [False] に設定した場合、TFTP サーバは IPv4 を使

用して電話機と通信します。パラメータを [True] に設定した場合、TFTP サーバは電話機の [IPアド

レッシングモード (IP Addressing Mode)] に応じて IPv4 または IPv6 を使用します。Enable IPv6 エン

タープライズ パラメータの設定が変更されると、TFTP サーバは新しい設定に関する変更通知を受け取

り、その IPv6 機能を有効または無効にします。Cisco TFTP サービスを再起動する必要はありません。

TFTP サーバが電話機に提供する設定ファイルには、次の設定項目の設定が含まれています。

 • [IPアドレッシングモード (IP Addressing Mode)]、[シグナリング用の IPアドレッシングモード設

定 (IP Addressing Mode Preference for Signaling)]、および [電話の自動設定を許可 (Allow 
Auto-Configuration for Phones)]

 • Cisco Unified Communications Manager サーバの [ホスト名 /IPアドレス (Host Name/IP Address)]
（IPv4 設定）

 • Cisco Unified Communications Manager サーバの [IPv6名 (IPv6 Name)]（Enable IPv6 エンタープ

ライズ パラメータを [True] に設定する場合だけ）

 • CAPF サーバの IPv6 アドレス（Enable IPv6 エンタープライズ パラメータを [True] に設定し、

Cisco Certificate Authority Proxy Function サービスを有効にする場合だけ）

ヒント SIP を実行する電話機の [IPアドレッシングモード (IP Addressing Mode)] として [IPv6のみ (IPv6 
Only)] を設定する場合、Cisco Unified Communications Manager の Cisco TFTP サービスによって [IP
アドレッシングモード (IP Addressing Mode)] 設定は上書きされ、設定ファイルで [IPv4のみ (IPv4 
Only)] が使用されます。

IPv6 アドレスを使用する電話機に TFTP サーバが設定ファイルを提供するには、事前に Enable IPv6 
エンタープライズ パラメータを [True] に設定する必要があります。このパラメータを [False] に設定し

た場合、デバイスの [IPアドレッシングモード (IP Addressing Mode)] を [IPv6のみ (IPv6 Only)] に設定

した場合でも、TFTP サーバは設定ファイルの IPv4 アドレスを使用します。

TFTP サーバは IPv4 および IPv6 アドレスを Cisco Unified Communications オペレーティング システ

ムから取得し、それらのアドレスで電話機からのファイル要求を受信します。

[サービスパラメータ設定 (Service Parameter Configuration)] ウィンドウで、代替 Cisco ファイル サー

バ（別のクラスタにある TFTP サーバ）を設定することもできます。これらのパラメータは、IPv4 ま
たは IPv6 アドレス、または IP アドレスに解決されるホスト名をサポートし、プライマリ ファイル 
サーバと代替ファイル サーバ間で通信するために TFTP が使用する IP スタックを決定します。代替

ファイル サーバでデュアルスタック モードがサポートされ、これらのパラメータ フィールドで同じ

サーバに対して IPv4 アドレスと IPv6 アドレスの両方を設定する場合は、両方の IP アドレスをフィー

ルドごとに 1 つずつ追加する必要があります。TFTP サーバでは、設定した順序で各アドレスが試行さ

れます。
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IPv6 のシステム要件
Cisco Unified Communications Manager には、次の IPv6 のシステム要件があります。

 • クラスタ内の各サーバの Cisco Unified Communications Manager 7.1 以降。

 • Skinny Client Control Protocol（SCCP）を実行する次の Cisco Unified IP Phone による IPv6 のサ

ポート：7906G、7911G、7931G、7941G、7942G、7945G、7961G、7961GE、7962G、

7962GE、7965G、7970G、7971G-GE、および 7975G。

 • IPv6 アドレスを発行できる DHCPv6 サーバおよびホスト名を IPv6 アドレスに解決できる DNS 
サーバ。Cisco Network Registrar（CNR）6.2 の使用を検討してください。

必要な場合は、Cisco IOS ルータまたはスイッチを DHCPv6 サーバとして設定できます。たとえ

ば、12.2(46)SE（以降）を実行する Cisco Catalyst 3560 シリーズ スイッチまたは Cisco Catalyst 
3750 シリーズ スイッチを DHCPv6 サーバとして設定できます。このルータまたはスイッチを設定

する前に、ルータまたはスイッチが IPv6 および DHCPv6 サポートに必要な Cisco ベンダー固有の 
DHCPv6 情報オプションをサポートするかどうかを確認します。

 • Cisco Unified Communications Manager 8.0(2) と互換性があり、ゲートウェイおよび Cisco IOS 
MTP にインストールおよび設定されている Cisco IOS リリース。

ヒント Cisco Feature Navigator を使用すると、特定のソフトウェア リリース、機能セット、およびプ

ラットフォームをサポートする Cisco IOS および Catalyst OS ソフトウェア イメージを判別で

きます。Cisco Feature Navigator にアクセスするには、http://www.cisco.com/go/cfn に移動し

ます。Cisco Feature Navigator へのアクセスには、Cisco.com のアカウントは必要ありません。

インタラクションおよび制限事項
一部の Cisco Unified Communications Manager 機能は、[IPアドレッシングモード (IP Addressing 
Mode)] が [IPv6のみ (IPv6 Only)] のデバイスでは動作しません。デバイスに対して [IPv6のみ (IPv6 
Only)] を設定する前に、IPv6 での Cisco Unified Communications Manager 機能のインタラクションお

よび制限事項を記載した次のセクションを確認してください。

注意 Cisco Unified Communications オペレーティング システムで IPv6 を有効にし、Enable IPv6 エン

タープライズ パラメータを [True] に設定する必要があります。これらの作業の両方を実行しない場

合、Cisco CallManager サービスは IPv4 で実行され、[IPアドレッシングモード (IP Addressing 
Mode)] が [IPv6のみ (IPv6 Only)] に設定された電話機は Cisco Unified Communications Manager 
に登録できません。これらの作業を実行した後、サーバを再起動してください。IPv6 について作業

を実行する順序については、「IPv6 の設定チェックリスト」（P.28-2）を参照してください。 
 

Cisco Unified Communications Manager リリース 7.0(x) からリリース 8.0(2) へのアップグレードを

実行する前に、IPv6 用の DNS サーバをプロビジョニングできます。ただし、リリース 8.0(2) への

アップグレードが終了するまでは、IPv6 用の Cisco Unified Communications Manager の DNS レ
コードを設定しないでください。リリース 8.0(2) にアップグレードする前に IPv6 用の Cisco 
Unified Communications Manager の DNS レコードを設定すると、アップグレードが失敗し、リ

ブート後にシステムが機能しなくなります。

http://www.cisco.com/go/cfn


 

28-18
Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド

第 28 章      インターネット プロトコル バージョン 6（IPv6）           
    インタラクションおよび制限事項

アナンシエータ

アナンシエータは IPv4 をサポートします。[IPアドレッシングモード (IP Addressing Mode)] が [IPv6
のみ (IPv6 Only)] のデバイスにアナンシエータが接続すると、Cisco Unified Communications Manager 
は IPv4 を IPv6 へ変換できる MTP を挿入します。IP アドレス バージョンを変換できる MTP を使用で

きない場合、電話機でアナウンスは再生されません。

一括管理ツール

一括管理ツール（BAT）による IPv6 のサポートについては、『Cisco Unified Communications 
Manager Bulk Administration ガイド』を参照してください。

呼詳細レコード

コールに IPv6 が使用される場合、Call Detail Record（CDR; 呼詳細レコード）に IPv6 アドレスを表示

できます。CDR の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager Call Detail Records 
Administration Guide』を参照してください。

Cisco Certificate Authority Proxy Function

IPv6 での Cisco Certificate Authority Proxy Function の機能については、『Cisco Unified 
Communications Manager セキュリティ ガイド』を参照してください。

Cisco エクステンション モビリティ

Cisco エクステンション モビリティでは IPv4 がサポートされるため、[IPアドレッシングモード (IP 
Addressing Mode)] が [IPv6のみ (IPv6 Only)] の電話機は Cisco エクステンション モビリティで使用で

きません。その電話機で Cisco エクステンション モビリティを使用する場合は、その電話機の [IPアド

レッシングモード (IP Addressing Mode)] を [IPv4のみ (IPv4 Only)] または [IPv4と IPv6(IPv4 and 
IPv6)] に設定します。

Cisco Unified Communications Manager CDR Analysis and Reporting

Cisco Unified Communications Manager CDR Analysis and Reporting の詳細については、『Cisco 
Unified Communications Manager CDR Analysis and Reporting Administration Guide』を参照してくだ

さい。

Cisco Unified Communications オペレーティング システム

「IPv6 の設定チェックリスト」（P.28-2）および 「[イーサネット IPv6(Ethernet IPv6)] ウィンドウでの 
IPv6 CLI コマンドの実行および IPv6 の設定」（P.28-22）を参照してください。

Cisco Unified サービスアビリティ

ネットワークでの設定に応じて、IPv4 アドレスを報告するアラームが IPv6 アドレスも報告する場合が

あります。Cisco Unified サービスアビリティでのアラームの設定方法およびアラーム定義の表示方法

については、『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』を参照してください。

CISCO-CCM-MIB には IPv6 アドレスや設定などのためのカラムおよびストレージが含まれています

が、SNMP は IPv4 をサポートします。

Cisco Unity Connection および Cisco Unity
Cisco Unity Connection および Cisco Unity は、IPv4 を使用して Cisco Unified Communications 
Manager と通信します。
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Cisco Unified Communications Manager Assistant

Cisco Unified Communications Manager Assistant では IPv6 はサポートされないため、[IPアドレッシ

ングモード (IP Addressing Mode)] が [IPv6のみ (IPv6 Only)] の電話機は Cisco Unified 
Communications Manager Assistant で使用できません。その電話機で Cisco Unified Communications 
Manager Assistantを使用する場合は、その電話機の [IPアドレッシングモード (IP Addressing Mode)] 
を [IPv4のみ (IPv4 Only)] または [IPv4と IPv6(IPv4 and IPv6)] に設定します。

Real-Time Monitoring Tool

Real-Time Monitoring Tool（RTMT; リアルタイム監視ツール）では、IPv6 アドレスを使用する CTI 
アプリケーション、CTI デバイス、および CTI 回線を監視できます。CTI アプリケーション、CTI デ
バイス、または CTI 回線を検索するときは、IPv6 アドレスを入力し、属性ウィンドウで 
[AppIpv6Addr] チェックボックスをオンにします。

また、IPv6 アドレスを使用する電話機または SIP トランクでデバイス検索を実行できます。

[CallManager] > [Device Search] > [Open Device Search] > [Phones]（または [SIP Trunks] を選択する

ときは、IPv6 アドレスを指定し、属性ウィンドウで [Ipv6Address] チェックボックスをオンにします。

ネットワークでの設定に応じて、ログ ファイルには IPv4 アドレスおよび IPv6 アドレスが表示されま

す。

RTMT では、IP6 オブジェクトに対してパフォーマンス モニタリング カウンタが表示されます。

Cisco WebDialer

Cisco WebDialer は IPv4 をサポートします。したがって、CTI Manager に接続するために、Cisco 
WebDialer は IPv4 アドレスを使用します。Cisco WebDialer は、[IPアドレッシングモード (IP 
Addressing Mode)] が [IPv4と IPv6(IPv4 and IPv6)] のデバイスで動作します。

会議

Cisco Unified Communications Manager は、会議ブリッジが IPv6 を使用する場合でも、会議に IPv4 を
使用します。会議中、Cisco Unified Communications Manager は、[IPアドレッシングモード (IP 
Addressing Mode)] が [IPv6のみ (IPv6 Only)] のデバイスごとに IPv4 を IPv6 に変換できる MTP を 1 つ
挿入します。したがって、IPv6 を使用する各電話機は会議に参加できます。

MTP デバイスでセキュリティをサポートするには、MTP を passthru モードで設定する必要がありま

す。これは、コール中に MTP がパケットを変換しないことを意味します。MTP を passthru モードで

設定すると、MTP は暗号化されたパケットを 1 つのコール レッグで取得し、同じパケットを別のコー

ル レッグで送信します。セキュアな会議ブリッジと [IPアドレッシングモード (IP Addressing Mode)] 
が [IPv6のみ (IPv6 Only)] の暗号化されたデバイスによるセキュアな会議のために、会議の一部のデバ

イスが IPv4 をサポートする場合、Cisco Unified Communications Manager は IPv4 を IPv6（またはそ

の逆）に変換する MTP を会議に挿入します。MTP を passthru モードで設定した場合、暗号化された 
IPv6 電話機は SRTP を介して会議ブリッジと通信します。MTP を passthru モードで設定しない場合、

メディアは RTP にダウングレードされます。

デバイス モビリティ

デバイス モビリティでは IPv4 アドレスだけがサポートされるため、[IPアドレッシングモード (IP 
Addressing Mode)] が [IPv6のみ (IPv6 Only)] の電話機はデバイス モビリティで使用できません。

Differentiated Services Control Point（DSCP）

Differentiated Services Control Point（DSCP）の値は、IPv6 と IPv4 で同じです。

障害復旧システム

障害復旧システムの詳細については、『Disaster Recovery System Administration Guide』を参照してく

ださい。
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H.323 デバイス

H.323 クライアント、ゲートウェイ、および H.225 クラスタ間トランクは IPv6 をサポートしません。

これらのゲートウェイに接続している [IPv6のみ ] デバイスと通信するために、Cisco Unified 
Communications Manager はコール中に IPv4 を IPv6 に変換できる MTP を挿入します。

インターコム

インターコムは、[IPアドレッシングモード (IP Addressing Mode)] が [IPv4のみ (IPv4 Only)] または 
[IPv4と IPv6(IPv4 and IPv6)] の電話機をサポートできます。インターコム コール中に、トークバック 
モードにより、発信側がインターコムを開始したときに使用されるメディア ストリームと同じ IP バー

ジョンのメディア ストリームが確立されます。

モバイル コネクトおよびモバイル ボイス アクセス

モバイル コネクトやモバイル ボイス アクセスなどの Cisco Unified Communications Manager の Cisco 
Unified Mobility 機能は、IPv4 をサポートします。コールで、携帯電話が IPv4 を使用し、別の電話機

が IPv6 を使用している場合、Cisco Unified Communications Manager は IPv4 を IPv6 に変換できる 
MTP をコールに挿入します。

モニタリングと録音

モニタリングと録音では、電話機はお客様からエージェントへのコールの IPv4 メディア ストリームを

処理でき、一方で録音とモニタリングの IPv6 メディア ストリームを処理します（またはその逆）。

保留音

IP Voice Media Streaming Application は IPv4 をサポートします。Cisco Unified Communications 
Manager はマルチキャスト保留音の IPv6 をサポートしないため、[IPアドレッシングモード (IP 
Addressing Mode)] が [IPv6のみ (IPv6 Only)] のデバイスはマルチキャスト保留音をサポートできませ

ん。この場合、Cisco Unified Communications Manager は電話の保留時に音ではなくトーンを再生し

ます。ユニキャスト保留音を使用する [IPv6のみ ] デバイスの場合、Cisco Unified Communications 
Manager は IPv4 を IPv6 （またはその逆）へ変換できる MTP をメディア ストリームに挿入します。

NTP サーバ

互換性、精度、およびネットワーク ジッタに関する潜在的な問題を回避するには、プライマリ ノード

に指定した外部 NTP サーバが NTP v4（バージョン 4）である必要があります。

Quality Report Tool（QRT）

[IPアドレッシングモード (IP Addressing Mode)] が [IPv6のみ (IPv6 Only)] の電話機のユーザは、電話

機の [品質 ] ソフトキーを押して音声などの問題を報告できません。また、QRT レポートには、[IPア

ドレッシングモード (IP Addressing Mode)] が [IPv6のみ (IPv6 Only)] の電話機のストリーミング統計

情報は含まれていません。

リソース予約プロトコル（RSVP）

コール アドミッション制御メカニズムとして RSVP をネットワークに配置する場合、IPv6 は配置しな

いでください。RSVP 機能は IPv6 をサポートしません。RSVP コールは IPv4 をサポートします。

RSVP がコールに必要であり、コール内のデバイスが IPv6 アドレス用に設定されているか IPv6 アドレ

スを使用する場合、Cisco Unified Communications Manager はコールを拒否し、発信側はビジー トー

ンを受信します。
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SDL

SDL TCP 接続は IPv6 をサポートしますが、SDL リンクは IPv4 をサポートします。Cisco Unified 
Communications Manager の管理ページの [サーバの設定 (Server Configuration)] ウィンドウでホスト

名を設定した場合、SDL は IPv4 が使用されることを指定する DNS A レコードをクエリーします。IP 
アドレスを指定した場合、IPv4 アドレスが SDL 層に渡されます。

セキュリティ（TLS および SRTP）

IPv6 での TLS および SRTP の機能については、『Cisco Unified Communications Manager セキュリ
ティ ガイド』を参照してください。

SIP 電話機および TFTP
SIP を実行する電話機は IPv6 アドレスをサポートしません。SIP を実行する電話機の [IPアドレッシン

グモード (IP Addressing Mode)] として [IPv6のみ (IPv6 Only)] を設定する場合、Cisco TFTP サービス

によって [IPアドレッシングモード (IP Addressing Mode)] 設定は上書きされ、設定ファイルで [IPv4の

み (IPv4 Only)] が使用されます。

T.38 ファックス

T.38 ファックス コールが IPv4 を使用するか IPv6 を使用するかは、Cisco Unified Communications 
Manager の設定およびコール内のデバイスの機能によって決まります。コール内のデバイスの 1 つが 
IPv6 を使用し、他のデバイスが IPv4 と IPv6 を使用できる場合、コールは Cisco Unified 
Communications Manager の管理ページのシグナリングおよびメディアのエンタープライズ パラメー

タの設定に関係なく、IPv6 を使用します。

Cisco Unified Communications Manager は、次のタイプの T.38 ファックス コールをサポートします。

 • IPv6 を使用する SIP から SIP へのコール

 • IPv4 を使用する SIP から SIP へのコール

 • IPv4 を使用する SIP から非 SIP へのコール

 • SIP デバイスが IPv6 を使用し、非 SIP デバイスが IPv4 を使用する SIP から非 SIP へのコール（IP 
アドレス バージョンを変換できる MTP を使用）

T.38 ファックス コールの途中で、Cisco Unified Communications Manager は IP バージョン タイ

プを変換する MTP を挿入しません。MTP はコール内にすでに存在している必要があります。

転送

Cisco Unified Communications Manager の転送コンポーネントは、デバイスの [IPアドレッシングモー

ド (IP Addressing Mode)] および IP アドレスを使用して転送の処理方法を決定します。コールを転送す

るときに IP 機能が一致しない場合、Cisco Unified Communications Manager は転送できるように IP 
バージョンを変換できる MTP を割り当てます。

電話機の Web ブラウザ

Cisco Unified IP Phone では、Web ブラウザの HTTP インターフェイスは IPv4 アドレスをサポートす

るため、電話機から IPv6 アドレスを使用するサーバへの Web アクセスはできません。

ビデオ

Cisco Unified Communications Manager は、次の場合にビデオ IPv6 コールをサポートします。

 • Cisco Unified Video Advantage は IPv6 をサポートしないため、メディア設定が IPv6 の場合、ビ

デオは IPv4 を使用します。

 • コールの音声およびビデオ部分は、初期コールについて同じ IP タイプをネゴシエートします。つま

り、音声とビデオの両方を使用するコール内に 2 台のデュアルスタック電話機がある場合、メディア

設定が IPv6 の場合でも、コールは初期コールの音声およびビデオ部分の両方に IPv4 を使用します。
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 • 2 台のデュアルスタック電話機がメディア設定に基づいて音声コールについて IPv6 をネゴシエー

トし、コール中にビデオが追加された場合、メディア設定が IPv6 の場合でも、コールのビデオ部

分は IPv4 を使用します。

 • MTP はビデオ サポートには割り当てられません。たとえば、2 台のデュアルスタック電話機間で、

[IPアドレッシングモード (IP Addressing Mode)] が [IPv6のみ (IPv6 Only)] の SIP トランクを介し

てコールが発生します。IPv6 はコールの音声部分についてネゴシエートされ、ビデオ デバイスが 
IPv6 をサポートしないためビデオは発生しません。コールのビデオ部分をサポートするための 
MTP は割り当てられません。

IPv6 のインストールとアクティブ化
Cisco Unified Communications Manager 7.1 のインストール後、必要な設定作業を実行すると、ネット

ワークで IPv6 をサポートできます。実行する必要がある設定作業については、「IPv6 の設定チェック

リスト」（P.28-2）を参照してください。

IPv6 は、Cisco Unified サービスアビリティの Cisco CallManager、CTIManager、および Certificate 
Authority Proxy Function サービスに影響します。Cisco Unified Communications Manager の管理ペー

ジで実行する設定作業に応じて、IPv6 の設定後にこれらのサービスを再起動する必要がある場合があ

ります。

IPv6 の設定
この項は、次の内容で構成されています。

 • 「[イーサネット IPv6(Ethernet IPv6)] ウィンドウでの IPv6 CLI コマンドの実行および IPv6 の設

定」（P.28-22）

 • 「IPv6 のサービス パラメータとエンタープライズ パラメータの設定」（P.28-25）

 • 「Cisco Unified Communications Manager の管理ページの IPv6 および IPv4 設定項目へのアクセ

ス」（P.28-27）

ヒント IPv6 を設定する前に、「IPv6 の設定チェックリスト」（P.28-2）を確認してください。

[イーサネット IPv6(Ethernet IPv6)] ウィンドウでの IPv6 CLI コマンドの
実行および IPv6 の設定

Cisco Unified Communications オペレーティング システムで IPv6 を有効にし、Cisco Unified 
Communications Manager サーバが IPv6 アドレスを取得するようにするには、次の作業のいずれかを

実行する必要があります。

 • コマンドライン インターフェイスで IPv6 CLI コマンドを実行する。

 • Cisco Unified Communications オペレーティング システムの [イーサネット IPv6(Ethernet IPv6)] 
ウィンドウで IPv6 を有効にし、IPv6 アドレスを設定する。
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注意 Cisco Unified Communications Manager の管理ページで Enable IPv6 エンタープライズ パラメータ

を [True] に設定する前に、次の手順を実行します。Cisco Unified Communications オペレーティン

グ システムで IPv6 を有効にする前にエンタープライズ パラメータを [True] に設定すると、Cisco 
CallManager サービスが IPv4 で実行され、[IPアドレッシングモード (IP Addressing Mode)] が 
[IPv6のみ (IPv6 Only)] の電話機は Cisco Unified Communications Manager に登録できません。

表 28-2 に、イーサネット IPv6 設定項目および Graphical User Interface（GUI; グラフィカル ユーザ イ
ンターフェイス）オプションをサポートする等価の CLI コマンドの説明を示します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications オペレーティング システムで、[設定 (Settings)] > [IP(IP)] > [イーサ

ネット IPv6(Ethernet IPv6)] を選択します。

[ イーサネット IPv6 の設定 (Ethernet IPv6 Configuration)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 イーサネットの設定項目を変更するには、適切なフィールドに値を入力します。[イーサネット IPv6の

設定 (Ethernet IPv6 Configuration)] ウィンドウのフィールドの説明については、表 28-2 を参照してく

ださい。

ステップ 3 [リブートを使用した更新 (Update with Reboot)] チェックボックスをオンにします。このウィンドウの 
IPv6 設定項目を有効にするには、サーバをリブートする必要があります。

ステップ 4 [保存 (Save)] をクリックします。[保存 (Save)] をクリックすると、サーバはすぐにリブートします。

ステップ 5 クラスタ内の各サーバに対して、この手順を実行します。

表 28-2 IPv6 の CLI コマンドおよびイーサネット IPv6 の設定項目 

[イーサネット
IPv6(Ethernet IPv6)] 
ウィンドウでの設定項目 等価の CLI コマンド 説明

[IPv6を有効化 (Enable 
IPv6)] チェックボックス

set network ipv6 service enable これらの設定により、Cisco Unified 
Communications オペレーティング シ
ステムで IPv6 は有効になります。

注意 IPv6 を機能させるには、[イー

サネット IPv6(Ethernet IPv6)] 
チェックボックスをオンにす

るか、等価の CLI コマンドを

発行する必要があります。こ

の作業は、Enable IPv6 エン

タープライズ パラメータを 
[True] に設定する前に実行す

る必要があります。
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[ルータアドバタイズメ

ント (Router 
Advertisement)] オプ

ション ボタン

適用なし ステートレスなアドレス自動設定を使

用して Cisco Unified Communications 
Manager サーバの非リンク ローカル 
IPv6 アドレスを取得する場合、[ルー

タアドバタイズメント (Router 
Advertisement)] オプション ボタンをク

リックします。

Cisco Unified Communications 
Manager サーバの静的な非リンク ロー

カル IPv6 アドレスを設定しない場合、

または DHCPv6 サーバから非リンク 
ローカル IPv6 アドレスをサーバに発行

しない場合に、このオプション ボタン

をクリックします。

Cisco Unified Communications 
Manager サーバが非リンク ローカル 
IPv6 アドレスを 1 つだけ取得するよう

にします。サーバに複数の IPv6 アドレ

スがある場合、Cisco Unified 
Communications Manager は予想どお

りに動作しない場合があります。

Cisco Unified Communications 
Manager サーバがステートレスなアド

レス自動設定によって IPv6 アドレスを

取得し、さらにサーバに対して設定さ

れた静的な IPv6 アドレスもある場合、
Cisco Unified Communications 
Manager はステートレスなアドレス自

動設定によって取得された IPv6 アドレ

スを無視し、静的なアドレスを使用し

ます。

[DHCP(DHCP)] オプ

ション ボタン

set network ipv6 dhcp enable DHCPv6 サーバから非リンク ローカル 
IPv6 アドレスを Cisco Unified 
Communications Manager サーバに発

行する場合、[DHCP(DHCP)] オプショ

ン ボタンをクリックするか、等価の 
CLI コマンドを発行します。

Cisco Unified Communications 
Manager サーバが非リンク ローカル 
IPv6 アドレスを 1 つだけ取得するよう

にします。サーバに複数の IPv6 アドレ

スがある場合、Cisco Unified 
Communications Manager は予想どお

りに動作しない場合があります。

表 28-2 IPv6 の CLI コマンドおよびイーサネット IPv6 の設定項目 （続き）

[イーサネット
IPv6(Ethernet IPv6)] 
ウィンドウでの設定項目 等価の CLI コマンド 説明
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ヒント Cisco Unified Communications オペレーティング システムでイーサネット IPv6 設定項目を設定するの

ではなく、表 28-2 で説明した CLI コマンドを実行する場合、変更を有効にするにはサーバをリブート

する必要があります。CLI コマンドの実行方法および他の IPv6 CLI コマンドについては、『Command 
Line Interface Reference Guide for Cisco Unifed Communications Solutions』を参照してください。

IPv6 のサービス パラメータとエンタープライズ パラメータの設定

表 28-3 に、IPv6 に関して設定できるエンタープライズ パラメータとサービス パラメータの説明を示

します。Cisco Unified Communications Manager の管理ページでエンタープライズ パラメータを設定

するには、[システム (System)] > [エンタープライズパラメータ (Enterprise Parameters)] を選択しま

す。Cisco Unified Communications Manager の管理ページでサービス パラメータを設定するには、[シ
ステム (System)] > [サービスパラメータ (Service Parameters)] を選択します。

ヒント エンタープライズ パラメータを設定する手順については、『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「エンタープライズ パラメータの設定」の章を参照してください。

サービス パラメータを設定する手順については、『Cisco Unified Communications Manager アドミニス
トレーション ガイド』の「サービス パラメータの設定」を参照してください。

[手動入力 (Manual 
Entry)] オプション ボタ

ン、[IPv6アドレス

(IPv6 Address)]、[サブ

ネットマスク (Subnet 
Mask)]

set network ipv6 static_address 
<addr> <mask>

これらのイーサネット IPv6 設定項目お

よび等価の CLI コマンドを使用すると、
Cisco Unified Communications 
Manager サーバの静的な IPv6 アドレス

を設定できます。

静的な非リンク ローカル IPv6 アドレス

の設定は、Cisco Unified 
Communications Manager サーバが 
IPv6 アドレスを DHCPv6 サーバから、

またはステートレスなアドレス自動設

定によって取得しないことを想定して

います。

[IPv6アドレス (IPv6 
Address)]

show network ipv6 settings これらの設定を使用すると、Cisco 
Unified Communications Manager サー

バの IPv6 アドレスを表示できます。

表 28-2 IPv6 の CLI コマンドおよびイーサネット IPv6 の設定項目 （続き）

[イーサネット
IPv6(Ethernet IPv6)] 
ウィンドウでの設定項目 等価の CLI コマンド 説明
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表 28-3 IPv6 のエンタープライズ パラメータとサービス パラメータ 

パラメータ 説明

Enable IPv6 このエンタープライズ パラメータでは、Cisco Unified Communications 
Manager が IPv6 を使用してコールをネゴシエートできるかどうか、および電

話機が IPv6 アドレスをアドバタイズできるかどうかが指定されます。このパ

ラメータを [True] に設定する前に、クラスタ内のすべてのサーバの Cisco 
Unified Communications オペレーティング システムで IPv6 を有効にしておき

ます。

このパラメータを [True] に設定すると、Cisco CallManager サービスはデュア

ルスタック モードで実行されます。これは、IPv6 をサポートするデバイスと

通信するために必要です。

デフォルト値は [False] であり、Cisco Unified Communications Manager は 
IPv6 を使用してコールをネゴシエートできず、電話機は IPv6 アドレスをアド

バタイズできません。

このエンタープライズ パラメータを更新した後、Cisco Unified サービスアビ

リティで Cisco CallManager、CTIManager、および Certificate Authority 
Proxy Function サービスを再起動します。

IP Addressing Mode 
Preference for Media

デュアルスタック デバイスだけに適用されるこのエンタープライズ パラメー

タでは、コールの各デバイスから IPv4 アドレスと IPv6 アドレスの両方が使用

可能な場合に Cisco Unified Communications Manager がメディア イベントに

使用するアドレッシング モードが指定されます。デフォルト値は [Prefer 
IPv4] です。

IP Addressing Mode 
Preference for 
Signaling

デュアルスタック デバイスだけに適用されるこのエンタープライズ パラメー

タでは、シグナリング イベントに対してデュアルスタック電話機が Cisco 
Unified Communications Manager に接続する方法、およびシグナリング イベ

ントに対してデュアルスタック SIP トランクがピア デバイスに接続する方法

が指定されます。

デフォルト値は [Prefer IPv4] です。

Allow 
Auto-Configuration 
for Phones

このパラメータでは、電話機がステートレスな自動設定によってアドレスを取

得できるかどうかが指定されます。有効な値は、[On]（電話機はルータの設定

に応じてルータ アドバタイズメントによって指定されたアドレス（ステート

レスまたはステートフル）を取得）または [Off]（電話機は常に DHCPv6 を使

用して IPv6 アドレスを取得）です。

Call Counting CAC 
Enabled

Cisco CallManager サービスをサポートするこのサービス パラメータでは、

Cisco Unified Communications Manager がロケーションベースのコール アド

ミッション制御（CAC）機能の一部としてコール カウントを使用するかどう

かが指定されます。コール カウントでは、コーデックまたはメディア ペイ

ロードや各コールに使用されるインターネット プロトコル バージョン（IPv6 
または IPv4）に関係なく、コールごとの帯域幅の予約および調整に固定値の

帯域幅が使用されます。コールの実際の帯域幅に関係なくコールごとに固定値

の帯域幅が予約されるため、コール カウントによって帯域幅がオーバーサブ

スクライブまたはアンダーサブスクライブされる可能性があります。ネット

ワークでコール カウント機能が必要でないかぎり、このパラメータはデフォ

ルト値の [False] （無効）に設定しておくことをお勧めします。CAC のコール 
カウントを有効にするには、このパラメータで [True] を選択します。CAC の
コール カウントを無効にするには、[False] を選択します。

このサービス パラメータは IPv4 および IPv6 コールに適用されます。
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Cisco Unified Communications Manager の管理ページの IPv6 および 
IPv4 設定項目へのアクセス

表 28-4 に、Cisco Unified Communications Manager の管理ページの IPv6 および IPv4 設定項目を示し

ます。ただし、表 28-3 で説明されている IPv6 サービス パラメータおよびエンタープライズ パラメー

タは除きます。表 28-4 の一部の IPv6 設定項目については、IPv4 の等価の設定項目が Cisco Unified 
Communications Manager の管理ページに表示されます。たとえば、SIP の [トランクの設定 (Trunk 
Configuration)] ウィンドウでは、ネットワークでの IP サポートに応じて、[接続先アドレス

IPv6(Destination Address IPv6)] または [接続先アドレス (Destination Address)] あるいは両方の設定項

目を設定できます。

関連する設定手順については、次の項を参照してください。

 • 「IPv6 のサービス パラメータとエンタープライズ パラメータの設定」（P.28-25）

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「サーバの設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「SIP ルート パター

ンの設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「共通デバイス設定

の設定」

Audio Bandwidth For 
Call Counting CAC

Cisco CallManager サービスをサポートするこのサービス パラメータでは、

Call Counting CAC Enabled パラメータを [True] に設定した後、音声コールに

ついて使用可能な帯域幅から差し引かれる帯域幅の量が指定されます。音声

コールごとに、コールで実際に使用される帯域幅に関係なく、このフィールド

に入力した帯域幅の量が差し引かれます。

このサービス パラメータは IPv4 および IPv6 コールに適用されます。

Video Bandwidth For 
Call Counting CAC

Cisco CallManager サービスをサポートするこのサービス パラメータでは、

Call Counting CAC Enabled パラメータを [True] に設定した後、ビデオ コール

について使用可能な帯域幅から差し引かれる帯域幅の単位が指定されます。ビ

デオ コールごとに、実際の帯域幅使用を反映するのに必要な単位数が、使用

可能な帯域幅から差し引かれます。たとえば、このパラメータで帯域幅単位と

して 512 kb/s を指定し、ビデオ コールが 384 kb/s を使用する場合、1 単位

（512 kb/s）が使用可能な帯域幅から差し引かれます。同様に、このパラメー

タで 512 kb/s を指定し、ビデオ コールが 768 kb/s をネゴシエートした場合、2 
単位の帯域幅（1064 kb/s）が使用可能な帯域幅から差し引かれます。

このサービス パラメータは IPv4 および IPv6 コールに適用されます。

Alternate Cisco File 
Server

Cisco TFTP サービスをサポートするこれらのサービス パラメータを使用する

と、代替 Cisco ファイル サーバ（別のクラスタにある TFTP サーバ）を設定

できます。これらのパラメータは、IPv4 または IPv6 アドレス、または IP ア
ドレスに解決されるホスト名をサポートし、プライマリ ファイル サーバと代

替ファイル サーバ間で通信するために TFTP が使用する IP スタックを決定し

ます。代替ファイル サーバでデュアルスタック モードがサポートされ、これ

らのパラメータ フィールドで同じサーバに対して IPv4 アドレスと IPv6 アド

レスの両方を設定する場合は、両方の IP アドレスをフィールドごとに 1 つず

つ追加する必要があります。TFTP サーバでは、設定した順序で各アドレスが

試行されます。

表 28-3 IPv6 のエンタープライズ パラメータとサービス パラメータ （続き）

パラメータ 説明
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 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「トランクの設定」

表 28-4 Cisco Unified Communications Manager の管理ページの IPv6 設定項目 

設定項目 説明

[システム (System)] > [サーバ (Server)]

[ホスト名 /IPアドレス
(Host Name/IP 
Address)]

このフィールドは IPv4 をサポートします。IPv4 アドレスにマッピングでき

る DNS がネットワークで使用されている場合、Cisco Unified 
Communications Manager サーバのホスト名を入力できます。使用されてい

ない場合、サーバの完全な IPv4 アドレスを入力する必要があります。

ヒント ネットワークで IPv6（または IPv4 と IPv6）がサポートされている
場合、[ホスト名 /IPアドレス (Host Name/IP Address)] フィールドに
加えて [IPv6名 (IPv6 Name)] フィールドを設定します。

[IPv6名 (IPv6 Name)] このフィールドは IPv6 をサポートします。IPv6 アドレスにマッピングでき

る DNS がネットワークで使用されている場合、Cisco Unified 
Communications Manager サーバのホスト名を入力できます。使用されてい

ない場合、Cisco Unified Communications Manager サーバの非リンク ロー

カル IP アドレスを入力します。非リンク ローカル IP アドレスを取得する方

法については、「[イーサネット IPv6(Ethernet IPv6)] ウィンドウでの IPv6 
CLI コマンドの実行および IPv6 の設定」（P.28-22）を参照してください。

SCCP を実行する電話機は、TFTP 設定ファイルに含まれているこのフィー

ルドを使用して Cisco Unified Communications Manager サーバの IPv6 アド

レスを取得し、その結果、電話機の登録が行われます。

ヒント Cisco Unified Communications Manager リリース 7.0(x) からリリー
ス 8.0(2) にアップグレードする前に、IPv6 用の DNS サーバをプロ
ビジョニングできます。ただし、リリース 8.0(2) へのアップグレー
ドが終了するまでは、IPv6 用の Cisco Unified Communications 
Manager の DNS レコードを設定しないでください。リリース 8.0(2) 
にアップグレードする前に IPv6 用の Cisco Unified Communications 
Manager の DNS レコードを設定すると、アップグレードが失敗し、
リブート後にシステムが機能しなくなります。

ヒント [IPv6名 (IPv6 Name)] フィールドの設定に加えて、[ホスト名 /IPア
ドレス (Host Name/IP Address)] フィールドも設定する必要がありま
す。そうすることで、Cisco Unified Communications Manager は 
IPv4（または IPv4 と IPv6）を使用する機能およびデバイスをサポー
トできます。

[コールルーティング (Call Routing)] > [SIPルートパターン (SIP Route Pattern)]

[IPv4パターン (IPv4 
Pattern)]

ドメイン、サブドメイン、IPv4 アドレス、または IP サブネットワーク アド

レスを入力します。

ヒント IP サブネットワーク アドレスについては、Classless Inter-Domain 
Routing（CIDR; クラスレス ドメイン間ルーティング）表記で、
X.X.X.X/Y と入力します。Y は、ネットワーク アドレスとなるアド
レスのビット数を示すネットワーク プレフィックスです。

ヒント SIP トランクが IPv6 または IPv4 と IPv6 の両方（デュアルスタック 
モード）をサポートする場合、[IPv4パターン (IPv4 Pattern)] に加え
て [IPv6パターン (IPv6 Pattern)] を設定します。
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[IPv6パターン (IPv6 
Pattern)]

Cisco Unified Communications Manager は SIP ルート パターンを使用して、

内部コールと外部コールの両方をルーティングまたはブロックします。この

フィールドの IPv6 アドレスは、内部コールと外部コールを IPv6 をサポート

する SIP トランクにルーティングするための基礎となります。

ヒント SIP トランクが IPv4 と IPv6 の両方をサポートする場合、[IPv6パター
ン (IPv6 Pattern)] に加えて [IPv4パターン (IPv4 Pattern)] を設定します。

[デバイス (Device)] > [デバイスの設定 (Device Settings)] > [共通デバイス設定 (Common 
Device Configuration)]

[IPアドレッシング

モード (IP Addressing 
Mode)]

デバイス（SIP トランクまたは SCCP を使用する電話機）が Cisco Unified 
Communications Manager に接続するために使用する IP アドレスのバージョ

ンを選択します。ドロップダウン リスト ボックスから、次のいずれかのオ

プションを選択します。

 • [IPv4のみ (IPv4 Only)]：メディア イベントとシグナリング イベントの

両方について、デバイスは IPv4 アドレスを使用して Cisco Unified 
Communications Manager に接続します。デバイスで IPv4 アドレスを使

用できない場合、コールは失敗します。

このオプションを選択した場合、電話機は IPv6 アドレスを解放します。

このオプションを選択した場合、SIP トランクは IPv4 アドレスを使用し

てピア デバイスに接続します。

 • [IPv6のみ (IPv6 Only)]：メディア イベントとシグナリング イベントの

両方について、デバイスは IPv6 アドレスを使用して Cisco Unified 
Communications Manager に接続します。デバイスで IPv6 アドレスを使

用できない場合、コールは失敗します。

このオプションを選択した場合、電話機は IPv4 アドレスを解放します。

このオプションを選択した場合、SIP トランクは IPv6 アドレスを使用し

てピア デバイスに接続します。

SIP を実行する電話機は IPv6 をサポートしないため、これらの電話機に

ついてはこのオプションを選択しないでください。SIP を実行する電話

機の [IPアドレッシングモード (IP Addressing Mode)] として [IPv6のみ

(IPv6 Only)] を設定した場合、Cisco TFTP サービスによって [IPアド

レッシングモード (IP Addressing Mode)] 設定は上書きされ、設定ファ

イルで [IPv4のみ (IPv4 Only)] が使用されます。

 • [IPv4と IPv6(IPv4 and IPv6)]（デフォルト）：IPv4 アドレスと IPv6 アドレ

スの両方を持つことができるデュアルスタック デバイスに対して、この

オプションを選択します。メディア イベントとシグナリング イベントの

両方について、デュアルスタック デバイスは IPv4 アドレスまたは IPv6 ア
ドレスを使用して Cisco Unified Communications Manager に接続します。

デバイスで（両方のタイプの IP アドレスではなく）IPv4 または IPv6 だけ

が使用可能な場合、デバイスは使用可能な IP アドレスを使用してコール

をネゴシエートします。デバイスがメディア イベントとシグナリング イ
ベントの両方について両方の IP アドレス タイプを持つ場合、Cisco 
Unified Communications Manager は、シグナリング イベントに対して [シ
グナリング用の IPアドレッシングモード設定 (IP Addressing Mode 
Preference for Signaling)] 設定項目の設定を使用し、メディア イベントに

対して IP Addressing Mode Preference for Media エンタープライズ パラ

メータを使用します。

表 28-4 Cisco Unified Communications Manager の管理ページの IPv6 設定項目 （続き）

設定項目 説明
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[シグナリング用の IP
アドレッシングモード

設定 (IP Addressing 
Mode Preference for 
Signaling)]

IPv4 アドレスと IPv6 アドレスの両方をサポートするデュアルスタック電話

機の場合、シグナリング イベント中に電話機が Cisco Unified 
Communications Manager への接続を確立するために使用する IP アドレスの

バージョンを選択します。デュアルスタック SIP トランクの場合、シグナリ

ング イベントに対して SIP トランクがピア デバイスに接続するために使用

する IP アドレスのバージョンを選択します。

ドロップダウン リスト ボックスから、次のいずれかのオプションを選択し

ます。

 • [IPv4]：デュアルスタック デバイスは、シグナリング イベント中に 
IPv4 アドレスで接続を確立します。

 • [IPv6]：デュアルスタック デバイスは、シグナリング イベント中に 
IPv6 アドレスで接続を確立します。

 • [システムデフォルトの使用 (Use System Default)]：エンタープライズ 
パラメータ IP Addressing Mode Preference for Signaling の設定が適用さ

れます。

[電話の自動設定を許

可 (Allow 
Auto-Configuration 
for Phones)]

このドロップダウン リスト ボックスは、SCCP を実行するデュアルスタック 
Cisco Unified IP Phone の IPv6 をサポートします。ドロップダウン リスト 
ボックスから、次のいずれかのオプションを選択します。

 • [オン (On)]：ルータでステートレスなアドレス自動設定によって M 
ビットがどのように設定されるかに応じて、電話機は Router 
Advertisement（RA; ルータ アドバタイズメント）でアドバタイズされ

る IPv6 ネットワーク ID を使用して IPv6 アドレスを自動設定できます。

Cisco Unified Communications Manager に登録するには、電話機に 
TFTP サーバ アドレスも必要です。TFTP サーバ アドレスは、電話機の

インターフェイスを介して手動で設定するか、DHCPv6 サーバから取得

できます。

ヒント 他の情報を取得するために DHCPv6 サーバを使用する必要があるこ
とを電話機に指示するには、ルータでステートレスなアドレス自動
設定によって O ビットが設定されるようにします。

 • [オフ (Off)]：電話機は、IPv6 アドレスおよび TFTP サーバ アドレスを 
DHCPv6 サーバから取得します。

 • [デフォルト (Default)]：Allow Auto-Configuration for Phones エンター

プライズ パラメータの設定を使用するには、このオプションを選択しま

す。

Cisco Unified Communications Manager はこの設定を使用しませんが、電話

機が取得する TFTP ファイルにこの情報が含まれています。

表 28-4 Cisco Unified Communications Manager の管理ページの IPv6 設定項目 （続き）

設定項目 説明
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[デバイス (Device)] > [SIPトランク (SIP Trunk)]

[接続先アドレス
(Destination Address)]

IPv4 をサポートする [接続先アドレス (Destination Address)] は、このトラ

ンクが通信するリモート SIP ピアを表します。このフィールドで許可される

値は、有効な V4 ドット付き IP アドレス、完全修飾ドメイン名（FQDN）、

または [接続先アドレスはSRV(Destination Address is an SRV)] フィールド

がオンの場合は DNS SRV レコードだけです。

SIP トランクは、設定された [接続先アドレス (Destination Address)] および

このトランクに関連付けられた [SIPトランクセキュリティプロファイル

(SIP Trunk Security Profile)] で指定された着信ポートだけから着信要求を受

け入れます。

リモート エンドが Cisco Unified Communications Manager クラスタである

場合、DNS SRV がこのフィールドで推奨される選択肢です。DNS SRV レ
コードには、クラスタ内のすべての Cisco Unified Communications Manager 
が含まれています。

ヒント IPv6 または IPv6 と IPv4 （デュアルスタック モード）をサポートで
きる SIP トランクの場合、[接続先アドレス (Destination Address)] 
フィールドに加えて [接続先アドレス IPv6(Destination Address 
IPv6)] フィールドを設定します。

[接続先アドレス
IPv6(Destination 
Address IPv6)]

[接続先アドレス IPv6(Destination Address IPv6)] は、このトランクが通信す

るリモート SIP ピアを表します。次の値のいずれかをフィールドに入力しま

す。

 • 有効な IPv6 アドレス（グローバル ユニキャスト アドレス、一意のロー

カル アドレス、またはホスト名）

 • 完全修飾ドメイン名（FQDN）

 • DNS SRV レコード（ただし、[接続先アドレスはSRV(Destination 
Address is an SRV)] チェックボックスをオンにした場合だけ）

SIP トランクは、設定された [接続先アドレス IPv6(Destination Address 
IPv6)] およびこのトランクに関連付けられた [SIPトランクセキュリティプロ

ファイル (SIP Trunk Security Profile)] で指定された着信ポートだけから着信

要求を受け入れます。

リモート エンドが Cisco Unified Communications Manager クラスタである

場合、このフィールドに DNS SRV レコードを入力することを検討してくだ

さい。DNS SRV レコードには、クラスタ内のすべての Cisco Unified 
Communications Manager が含まれています。

ヒント デュアルスタック モードで実行される SIP トランクまたは [IPアド
レッシングモード (IP Addressing Mode)] が [IPv6のみ (IPv6 Only)] 
をサポートする SIP トランクの場合、このフィールドを設定します。
SIP トランクがデュアルスタック モードで実行される場合、[接続先
アドレス (Destination Address)] フィールドも設定する必要がありま
す。

表 28-4 Cisco Unified Communications Manager の管理ページの IPv6 設定項目 （続き）

設定項目 説明
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エンド ユーザへの情報の提供
IPv6 のメニュー オプションが電話機に表示されますが、電話機の（エンド）ユーザに対する特別な考

慮事項はありません。ただし、ネットワークで IP アドレス サポートを適切に設定しないと、電話機で

コールを発信または応答しようとするときにユーザがビジー トーンや沈黙時間などを受信する場合が

あります。

ヒント 電話機での IPv6 の使用の詳細については、ご使用の電話機モデルおよびこのバージョンの Cisco 
Unified Communications Manager をサポートする『Cisco Unified IP Phone Administration Guide』を

参照してください。

[デバイス (Device)] > [デバイスの設定 (Device Settings)] > [SIPプロファイル (SIP Profile)]

[ANATを有効化
(Enable ANAT)]

このオプションを使用すると、デュアルスタック SIP トランクは IPv4 メ
ディアと IPv6 メディアの両方を提供できます。

[ANATを有効化 (Enable ANAT)] チェックボックスと [メディアターミネー

ションポイントが必須 (Media Termination Point Required)] チェックボック

スの両方をオンにすると、Cisco Unified Communications Manager はデュア

ルスタック MTP を挿入し、2 つの M 回線（IPv4 用と IPv6 用）を持つオ

ファーを送信します。デュアルスタック MTP を割り当てることができない

場合、Cisco Unified Communications Manager は SDP のない INVITE を送

信します。

[ANATを有効化 (Enable ANAT)] チェックボックスをオンにし、[メディア

ターミネーションポイントが必須 (Media Termination Point Required)] 
チェックボックスがオフの場合、Cisco Unified Communications Manager は 
SDP のない INVITE を送信します。

[ANATを有効化 (Enable ANAT)] チェックボックスと [メディアターミネー

ションポイントが必須 (Media Termination Point Required)] チェックボック

スの両方がオフの場合（または、MTP を割り当てることができない場合）、

Cisco Unified Communications Manager は SDP のない INVITE を送信しま

す。

[ANATを有効化 (Enable ANAT)] チェックボックスをオフにするが [メディ

アターミネーションポイントが必須 (Media Termination Point Required)] 
チェックボックスをオンにする場合、MTP を割り当てることができること

を前提とする次の情報を考慮します。

 • [IPアドレッシングモード (IP Addressing Mode)] が [IPv4のみ (IPv4 
Only)] の SIP トランクの場合、Cisco Unified Communications Manager 
は SDP で IPv4 アドレスを送信します。

 • [IPアドレッシングモード (IP Addressing Mode)] が [IPv6のみ (IPv6 
Only)] の SIP トランクの場合、Cisco Unified Communications Manager 
は SDP で IPv6 アドレスを送信します。

 • デュアルスタック SIP トランクの場合、Cisco Unified Communications 
Manager は IP Addressing Mode Preference for Media エンタープライズ 
パラメータの設定に基づいて、SDP で送信する IP アドレス タイプを決

定します。

表 28-4 Cisco Unified Communications Manager の管理ページの IPv6 設定項目 （続き）

設定項目 説明
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IPv6 のトラブルシューティング
IPv6 のトラブルシューティングについては、『Cisco Unified Communications Manager 
Troubleshooting Guide』を参照してください。

関連項目
 • 「IPv6 の設定チェックリスト」（P.28-2）

 • 「Cisco Unified Communications Manager の IPv6 の概要」（P.28-5）

 • 「[イーサネット IPv6(Ethernet IPv6)] ウィンドウでの IPv6 CLI コマンドの実行および IPv6 の設

定」（P.28-22）

 • 「IPv6 のサービス パラメータとエンタープライズ パラメータの設定」（P.28-25）

 • 「Cisco Unified Communications Manager の管理ページの IPv6 および IPv4 設定項目へのアクセ

ス」（P.28-27）

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「サーバの設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「エンタープライズ 
パラメータの設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「サービス パラメータ

の設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「メディア ターミ

ネーション ポイントの設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「SIP ルート パター

ンの設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「トランクの設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「共通デバイス設定の設

定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「Cisco TFTP」

参考資料

 • 『Deploying IPv6 in Unified Communications Networks with Cisco Unified Communications 
Manager 7.1(x)』

 • 『Cisco Unified IP Phone Administration Guide』

 • 『Cisco IOS IPv6 Configuration Library』

 • 『Implementing VoIP for IPv6』

 • 『Cisco Network Registrar User's Guide,6.2』

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』

 • 『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』

 • 『Cisco Unified Communications Manager Call Detail Records Administration Guide』

 • 『Cisco Unified Communications Manager CDR Analysis and Reporting Administration Guide』

 • 『Cisco Unified Communications Operating System Administration Guide』

 • 『Cisco Unified Communications Manager Bulk Administration ガイド』
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 • 『Cisco Unified Communications Manager セキュリティ ガイド』

 • 『Troubleshooting Guide for Cisco Unified Communications Manager』
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ライセンス

Cisco Unified Communications Manager の管理ページでライセンスを使用することにより、SIP を実行

するサードパーティ電話機も含め、Cisco Unified Communications Manager に接続されたデバイスの

数を正確に追跡でき、その数と購入したユニット ライセンスの数を比較できます。

ライセンスは、Cisco Unified Communications Manager ライセンスの管理と、Cisco Unified 
Communications Manager アプリケーションのライセンスおよびデバイスの数の順守に役立ちます。

ライセンスは、要求された Cisco Unified Communications Manager ノード（Cisco Unified 
Communications Manager クラスタ内のサーバ）およびそれらのノードに関連付けられたデバイスに対

して生成されます。ライセンスには、プロダクション ライセンスおよびスターター ライセンスの 2 種
類があります。Cisco Unified Communications Manager のプロダクション ライセンスは、シスコから

購入したデバイスおよびノードのライセンスで構成されます。ライセンス デバイスのタイプには、IP 
Phone などの物理デバイスと IP Communicator などのアプリケーションがあります。

新規インストールの Cisco Unified Communications Manager には、スターター ライセンスが含まれて

います。このライセンスは、プロダクション ライセンス ファイルがアップロードされたときに置き換

えられます。スターター ライセンスは、アップグレードまたは移行の場合は提供されません。

この項は、次の内容で構成されています。

 • 「ライセンスのチェックリスト」（P.29-2）

 • 「Cisco UCS B シリーズ ブレード サーバ上の VMware で稼動する Cisco Unified Communications 
Manager のライセンス」（P.29-3）

 • 「ライセンスについて」（P.29-3）

 – 「ライセンスの用語について」（P.29-4）

 – 「ライセンス関連のウィンドウについて」（P.29-5）

 – 「ライセンス ファイルの内容について」（P.29-6）

 – 「電話機に関するライセンス機能について」（P.29-8）

 – 「付加ライセンスの機能について」（P.29-9）

 – 「アプリケーションに関するライセンス機能について」（P.29-10）

 • 「インタラクションおよび制限事項」（P.29-11）

 • 「ライセンスの操作」（P.29-13）

 – 「必要なライセンス ユニット数の計算」（P.29-13）

 – 「ライセンス ファイルの取得」（P.29-14）

 – 「ライセンス マネージャ サービスが動作していることの確認」（P.29-17）

 – 「ライセンス ファイルのアップロード」（P.29-17）
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 – 「ライセンス ユニット レポートの生成」（P.29-19）

 – 「ライセンス機能割り当ての設定値」（P.29-20）

 – 「ライセンス機能割り当ての検索」（P.29-21）

 – 「1 人のユーザに対する機能割り当ての設定」（P.29-22）

 – 「複数ユーザに対する機能割り当ての設定」（P.29-22）

 • 「ライセンスのトラブルシューティング」（P.29-23）

 • 「関連項目」（P.29-24）

ライセンスのチェックリスト
表 29-1 に、サーバをインストールまたはアップグレードする場合のランセンスの手順を示します。

（注） サーバを交換する場合は、『Replacing a Single Server or Cluster for Cisco Unified Communications 
Manager』を参照してください。

（注） Cisco UCS B シリーズ ブレード サーバ上の VMware で稼動する Cisco Unified Communications 
Manager のライセンスの詳細については、『Installing Cisco Unified Communications Manager』を参

照してください。

表 29-1 ライセンスのチェックリスト 

設定手順 関連手順と関連項目

ステップ 1 ライセンスに関する資料を確認します。 「ライセンス」（P.29-1）

ステップ 2 ご使用の Cisco Unified Communications Manager システムに必

要なライセンスおよびデバイス ライセンス ユニットの数を判別

します。

「必要なライセンス ユニット数の計算」

（P.29-13）

ステップ 3 ライセンスを取得します。 「ライセンスについて」（P.29-3）

「新しい Cisco Unified Communications 
Manager ノードおよびデバイスのライセンス

の取得」（P.29-15）

「ソフトウェア機能ライセンスの取得」

（P.29-16）

ステップ 4 クラスタ内でサーバのインストールまたはアップグレードを実

行します。

『Cisco Unified Communications Operating 
System Administration Guide』

『Installing Cisco Unified Communications 
Manager Release 8.0(2)』
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    Cisco UCS B シリーズ ブレード サーバ上の VMware で稼動する Cisco Unified Communications              

Cisco UCS B シリーズ ブレード サーバ上の VMware で稼
動する Cisco Unified Communications Manager のライ
センス

Cisco UCS B シリーズ ブレード サーバ上の VMware で稼動する Cisco Unified Communications 
Manager のライセンスの詳細については、『Installing Cisco Unified Communications Manager』を参

照してください。

ライセンスについて
Cisco Unified Communications Manager の管理ページでライセンスを使用することにより、SIP を実行

するサードパーティ電話機も含め、Cisco Unified Communications Manager に接続されたデバイスの

数を正確に追跡でき、その数と購入したユニット ライセンスの数を比較できます。

ライセンスは、Cisco Unified Communications Manager ライセンスの管理と、Cisco Unified 
Communications Manager アプリケーションのライセンスおよびデバイスの数の順守に役立ちます。

ライセンスは、要求された Cisco Unified Communications Manager ノード（Cisco Unified 
Communications Manager クラスタ内のサーバ）およびそれらのノードに関連付けられたデバイスに対

して生成されます。

ステップ 5 Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、ライ

センスをアップロードします。（[システム (System)] > [ライセ

ンス (Licensing)] > [ライセンスファイルのアップロード

(License File Upload)]）

「ライセンス ファイルのアップロード」

（P.29-17）

ステップ 6 ライセンスのアップロード後、Cisco CallManager サービスが

以前アクティブであったすべてのノード上で動作していること

を確認します。動作していない場合は、サービスを再起動しま

す。（[Tools] > [Control Center—Feature Services]）

『Cisco Unified Serviceability Administration 
Guide』

表 29-1 ライセンスのチェックリスト （続き）

設定手順 関連手順と関連項目
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ライセンスの用語について

表 29-2 に、ライセンスに関して一般に使用される用語を示します。

表 29-2 ライセンスの用語

ウィンドウ 説明

付加ライセンス /付加デバ

イス

付加ライセンスを使用すると、Cisco IP Communicator、Cisco Unified 
Personal Communicator、Cisco Unified Mobile Communicator などの付加

（セカンダリ）デバイスをプライマリ デバイスとして機能する Cisco 
Unified IP Phone とともに使用する場合に、これらの付加デバイスに対し

て消費される Device License Unit（DLU; デバイス ライセンス ユニット）

が少なくなります。付加ライセンスを機能させるには、付加デバイスが

プライマリ デバイスと同数以下の DLU を消費する必要があります。

デバイス ライセンス ユ
ニット（DLU）

デバイス ライセンス ユニットは、Cisco Unified Communications 
Manager に接続されている各デバイスに割り当てられています。各デバ

イスには、そのデバイスのタイプおよび機能に基づいて、ユニット番号

が割り当てられています。複雑でハイエンドな機能を持つデバイスにな

るほど、より大きな番号が割り当てられます。

製品認可キー（PAK） シスコのデバイスを注文されると、シスコから Product Authorization Key
（PAK; 製品認可キー）が提供されます。PAK を使用すると、1,000 台以

上のデバイス ライセンス ユニットのバンドルを購入した場合に、複数の

クラスタにライセンスを分割できます。

たとえば、1 回の注文で 20 台の Cisco Unified Communications 
Manager ノードと 20000 台の電話ユニットを要求したとします。要求

が承認されると、PAK が発行されます。この PAK を使用して、お客様

はライセンスを複数のクラスタにまたがって分割でき、1 つのライセン

ス ファイルには 15 台の Cisco Unified Communications Manager ノード

と 15000 台の電話ユニットが含まれ、もう 1 つのライセンス ファイル

には 5 台の Cisco Unified Communications Manager ノードと 5000 台の

電話ユニットが含まれるようにすることができます。

プロダクション ライセンス Cisco Unified Communications Manager のプロダクション ライセンス

は、シスコから購入したデバイスおよびノードのライセンスで構成され

ます。

スターター ライセンス（デ

モ ライセンスとも呼ばれ

る）

Cisco Unified Communications Manager では、プロダクション ライセ

ンスをインストールする前に Cisco Unified Communications Manager 
の新規インストールを開始できるように、スターター ライセンスが提供

されています。スターター ライセンスは、使用可能な数は限られていま

すが、有効期限はありません。スターター ライセンスを使用できるの

は、新規インストールに限られます。以前のリリースからアップグレー

ドまたは移行する場合には、スターター ライセンスを使用できません。

スターター ライセンスがサポートするのは、単一ノードの Cisco 
Unified Communications Manager で最大 50 のデバイス ライセンス ユ
ニットです。

プロダクション ライセンスを入手し、アップロードすると、スターター 
ライセンスは上書きされます。
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ライセンス関連のウィンドウについて

表 29-3 の設定ウィンドウを使用して、Cisco Unified Communications Manager の管理ページでライセ

ンス機能を実行できます。

表 29-3 
Cisco Unified Communications Manager の管理ページのライセンス ウィンドウ 

ウィンドウ 説明

メイン ウィンドウ Cisco Unified Communications Manager の管理ページにログインする

と、Cisco Unified Communications Manager 用ライセンスの現在の状態

を示すメッセージが表示されることがあります。たとえば、Cisco 
Unified Communications Manager では、次のような状況を識別します。

 • Cisco Unified Communications Manager は現在スターター ライセ

ンスで動作しているため、適切なライセンス ファイルをアップロー

ドする必要がある。

 • Cisco Unified Communications Manager でライセンス数が不足して

いるため、追加のライセンス ファイルをアップロードする必要があ

る。

 • Cisco Unified Communications Manager で、現在、正しいソフト

ウェア機能ライセンスが使用されていない。この場合、Cisco 
CallManager サービスは停止し、適切なソフトウェア バージョン 
ライセンスをアップロードして Cisco CallManager サービスを再起

動するまで開始されません。

[システム (System)] > [ラ
イセンス (Licensing)] > [ラ
イセンスユニットレポート
(License Unit Report)]

このウィンドウには、使用可能なライセンスの合計数、および使用中の

ライセンスの数が表示されます。Cisco Unified Communications 
Manager によって、使用可能なライセンスの合計数を示したレポートが

生成されます。ライセンス ユニット レポートには、Cisco Unified 
Communications Manager サーバにインストールされたソフトウェア ラ
イセンス バージョンも表示されます。

このウィンドウには、ライセンス ファイルのステータスが表示されま

す。たとえば、各ライセンス タイプの [ステータス (Status)] カラムに

は、[デモ (Demo)]、[見つかりません (Missing)]、[無効 (Invalid)]、ま

たは [アップロード済み (Uploaded)] と表示されます。

[システム (System)] > [ラ
イセンス (Licensing)] > [ラ
イセンスユニット計算
(License Unit Calculator)]

このウィンドウでは、電話機モデルまたはアプリケーションに必要なデ

バイス ライセンス ユニットの数を計算できます。

[システム (System)] > [ラ
イセンス (Licensing)] > [ラ
イセンスファイルのアップ

ロード (License File 
Upload)]

このウィンドウでは、取得したライセンス ファイルをアップロードでき

ます。また、このウィンドウには、ライセンス ファイルをアップロード

すると、その機能のスターター ライセンスが削除されることを伝える

メッセージが表示されます。また、このウィンドウで、ライセンス ファ

イルを表示することもできます。

[システム (System)] > [ラ
イセンス (Licensing)] > [機
能割り当て (Capabilities 
Assignment)]

このウィンドウによって、ライセンスに対するトリガーが発生し、Cisco 
Unified Presence（CUP）ユーザおよび Cisco Unified Personal 
Communicator（CUPC）ユーザ用にデバイス ライセンス ユニットが消

費されます。
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ライセンス ファイルの内容について

[ライセンスファイルのアップロード (License File Upload)] ウィンドウに表示されるライセンス ファ

イルには、次の情報が含まれています。

 • ライセンス取得済み Cisco Unified Communications Manager ノードの数：これは、クラスタ内で

お客様にライセンスが付与されている Cisco Unified Communications Manager サーバの数を示し

ます。

 • サポートされている Cisco Unified Communications Manager のバージョン。

 • ライセンス取得済み電話ユニットの数：このシステムでは、電話機タイプごとに別個のライセンス

を作成するのではなく、ライセンス ユニットという概念を採用しています。電話機タイプごとに

固定数のライセンス ユニットが消費されます。

（注） デバイスごとに必要となるライセンス ユニットの数を判別するには、[システム (System)] > [ラ
イセンス (Licensing)] > [ライセンスユニット計算 (License Unit Calculator)] の順に選択します。

このウィンドウには、各デバイス タイプで必要となるライセンス ユニットの数が表示されます。

 • ライセンス ファイルをインストール可能なサーバの MAC アドレス。

ライセンス ファイルの例

以降の例（例 29-1、例 29-2、および例 29-3）では、それぞれ、永続的な IP Phone ライセンス、永続

的な Cisco Unified Communications Manager ノード ライセンス、およびソフトウェア機能ライセンス

のライセンス ファイルについて説明します。

[ユーザ管理 (User 
Management)] > [エンド

ユーザ (End User)]

このウィンドウには、[モビリティの有効化 (Enable Mobility)] チェック

ボックスが表示されます。このチェックボックスによって、ライセンス

に対するトリガーが発生し、Cisco Unified Mobility 用にデバイス ライセ

ンス ユニットが消費されます。詳細については、「Cisco Unified 
Mobility のライセンス」（P.29-10）を参照してください。

[デバイス (Device)] > [電
話 (Phone)]

このウィンドウには、「デバイスはアクティブ (Device Is Active)」とい

うメッセージが表示されます。このメッセージによって、ライセンスに

対するトリガーが発生し、電話機用にデバイス ライセンス ユニットが

消費されます。

このウィンドウには、Cisco IP Communicator、Cisco Unified Mobile 
Communicator、Cisco Unified Personal Communicator、およびクライ

アント サービス フレームワーク用の [プライマリPhone(Primary 
Phone)] ドロップダウン リスト ボックスが表示されます。[プライマリ

Phone(Primary Phone)] を設定すると、ライセンスに対するトリガーが

発生し、アプリケーションはプライマリ デバイスではなく付加デバイス

となるため、より少ないデバイス ライセンス ユニットがアプリケー

ション用に消費されます。

表 29-3 
Cisco Unified Communications Manager の管理ページのライセンス ウィンドウ （続き）

ウィンドウ 説明
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例 29-1 永続的な IP Phone ライセンス

INCREMENT PHONE_UNIT cisco 6.0 permanent uncounted \
 
VENDOR_STRING=<Count>1000</Count><OrigMacId>000BCD4EE59D</OrigMacId><LicFileVersion>1.0</L
icFileVersion> \
 HOSTID=000bcd4ee59d OVERDRAFT=50 \
 NOTICE=”<LicFileID>20050826140539162</LicFileID><LicLineID>2</LicLineID> \
 <PAK></PAK>” SIGN=”112D 17E4 A755 5EDC F616 0F2B B820 AA9C \
 0313 A36F B317 F359 1E08 5E15 E524 1915 66EA BC9F A82B CBC8 \
 4CAF 2930 017F D594 3E44 EBA3 04CD 01BF 38BA BF1B” 

上記のライセンス ファイルには、次の情報が含まれています。

 • キーワード permanent が示すとおり、このライセンスは無期限に有効です。

 • このライセンス ファイルは、1000 の PHONE_UNIT ライセンスを提供します。

 • OVERDRAFT=50 は、1000 のうち 5% の数量超過が許可されていることを示します。

OVERDRAFT の値はシスコが決定します。

 • シスコ独自のフィールド LicFileID は、このライセンス ファイルを識別するものです。

 • ライセンス ファイルでは、同一の機能（電話ユニット ライセンスまたはノード ライセンス）に対

して複数の INCREMENT 行を追加することで、ライセンスの数を増やすことができます。まった

く同一の INCREMENT 行は記述できず、それぞれの行が一意の署名を持っている必要がありま

す。

 • Cisco Unified Communications Manager 6.0(1) 以降で 5.0 のデバイス ライセンスを使用するには、

ご使用のシステムで実行している Cisco Unified Communications Manager のバージョンに応じて、

ソフトウェア機能ライセンスを取得する必要があります。

例 29-2 永続的な CCM_Node ライセンス

# Optional usage agreement,legal language,tracking information 
# Some other comments 

INCREMENT CCM_NODE cisco 6.0 permanent uncounted \
VENDOR_STRING=<Count>2</Count><OrigMacId>000e7feeebbd</OrigMacId><LicFileVersion>1.0</LicF
ileVersion> \
HOSTID=000e7feeebbd \
NOTICE=”<LicFileID>20060309193216861</LicFileID><LicLineID>1</LicLineID> \
<PAK></PAK>” SIGN=”1375 87CA 021E 6ABD C2EF C1D2 1E1A 9A08 \
6A0C 6624 1F21 E5CC 8D83 E154 202F 0A2A 4F75 00D6 C102 E5B9 \
5DA2 A3F9 AE38 CD9A CC86 3F14 9455 28F9 CBC8 31CC“

上記のライセンス ファイルには、次の情報が含まれています。

 • キーワード permanent が示すとおり、このライセンスは無期限に有効です。permanent は、ライセ

ンス ファイルが一時的なものではないことを示します。一時的なライセンスの場合は、ここに日

付が記述されます。

 • このライセンス ファイルでは、機能 CCM_NODES のバージョン 5.0 のライセンス 2 つが提供され

ます。

 • OrigMacId は、最初のライセンス ファイル発行対象となった MAC ID です。

 • HOSTID は、パブリッシャ サーバの MAC ID です。このフィールドが OrigMacID と異なる値に

なるのは、ライセンス ファイルに再ホスト手順が実行された場合だけです。

 • シスコ独自のフィールド LicFileID は、このライセンス ファイルを識別するものです。
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 • SIGN は、FlexLM が生成する署名を表しています。この署名を FlexLM 検証パッケージが Cisco 
Unified Communications Manager で使用して、ライセンス ファイルの改ざんが発生していないか

どうかを検出します。

 • ライセンス ファイルでは、同一の機能に対して複数の INCREMENT 行を追加することで、ライセ

ンスの数を増やすことができます。同一の INCREMENT 行が存在せず、それぞれの行が一意の署

名を持つようにする必要があります。

例 29-3 ソフトウェア機能ライセンス

INCREMENT SW_FEATURE cisco 6.0 permanent uncounted \

VENDOR_STRING=<Count>1</Count><OrigMacId>111222333444</OrigMacId><LicFileVersion>1.0</LicF
ileVersion> \

HOSTID=111222333444 \
NOTICE=”<LicFileID>20070911134257196</LicFileID><LicLineID>1</LicLineID> \
<PAK></PAK>” SIGN=”15CF FEF2 BB28 3A61 014F AEC1 7F18 8F8D \
6EC8 7BA7 8ACE 0267 BA34 DE1D BF94 0230 96A6 6DA6 83B6 D0CC \
1E53 E091 1304 9246 C7A3 CCEB 12E6 6FA3 E95C 6C92”

上記のライセンス ファイルには、次の情報が含まれています。

 • キーワード permanent が示すとおり、このライセンスは無期限に有効です。

 • INCREMENT SW_FEATURE 行は、このライセンスが Cisco Unified Communications Manager 
6.0. の機能サポートを提供することを示します。

 • Cisco Unified Communications Manager 6.0(1) 以降で 5.0 のデバイス ライセンスを使用するには、

ご使用のシステムで実行している Cisco Unified Communications Manager のバージョンに応じて、

ソフトウェア機能ライセンスを取得する必要があります。

電話機に関するライセンス機能について

電話機タイプごとに固定数のデバイス ライセンス ユニットが必要です。たとえば、Cisco Unified IP 
Wireless Phone 7920 にはデバイス ライセンス ユニットが 4 つ必要であり、Cisco Unified IP Phone 
7970 にはデバイス ライセンス ユニットが 5 つ必要です。4 台の 7920 電話機と 4 台の 7970 電話機用

にライセンスが必要な場合は、36 のデバイス ライセンス ユニットが必要になります。

電話機を [電話の設定 (Phone Configuration)] ウィンドウで設定する前に、次の点を考慮してください。

 • Cisco Unified Communications Manager のデータベースに、一括管理ツール（BAT; 一括管理ツー

ル）で作成されるダミー MAC アドレスではなく電話機の実際の MAC アドレスが格納される場

合、電話機がデータベースに追加されると、ライセンスによってすぐに電話機のデバイス ライセ

ンス ユニットが消費されます。

 – 実際の MAC アドレスを持つ電話機がデータベースに追加されるのは、使用中のデバイス ライ

センス ユニットと保留中のデバイス ライセンス ユニットの数が、使用可能なデバイス ライセ

ンス ユニットの総数を超えていない場合です。

 – 使用中のデバイス ライセンス ユニットと保留中のデバイス ライセンス ユニットの数が、使用

可能なデバイス ライセンス ユニットの総数を超えている場合、実際の MAC アドレスを持つ

電話機はデータベースに追加されません。

 • 電話機のデバイス ライセンス ユニットが消費され、電話機を Cisco Unified Communications 
Manager に登録できる場合は、Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [電話の設

定 (Phone Configuration)] ウィンドウに「デバイスはアクティブ (Device Is Active)」というメッ

セージが表示されます。
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BAT で作成されるダミー MAC アドレスではなく、実際の MAC アドレスを使用している電話機の

場合、「デバイスはアクティブ (Device Is Active)」というメッセージが表示されます。これは、電

話機がデバイス ライセンス ユニットを使用しており、Cisco Unified Communications Manager に
登録可能であることを示します。

BAT で作成されるダミー MAC アドレスを使用している電話機の場合、「デバイスはアクティブ

(Device Is Active)」というメッセージは表示されません。[電話の設定 (Phone Configuration)] 
ウィンドウでダミー MAC アドレスを実際の MAC アドレスに手動で変換すると、設定を保存した

後に「デバイスはアクティブ (Device Is Active)」というメッセージが表示されます。この操作に

よって、電話機を Cisco Unified Communications Manager に登録できるようになり、電話機のデ

バイス ライセンス ユニットが消費されます。

 • Cisco Unified Communications Manager では、BAT を利用することで、ダミー MAC アドレスを

使用して電話機をプロビジョニングできます。ただし、使用中のデバイス ライセンス ユニットと

保留中のデバイス ライセンス ユニットの数が、使用可能なデバイス ライセンス ユニットの総数を

超えないことが前提です。

 • Cisco Unified Communications Manager Auto-Register Phone Tool（TAPS）を使用して、自動登

録された電話機に BAT のダミー設定を関連付けると、Cisco Unified Communications Manager 
Auto-Register Phone Tool は自動登録された電話機をデータベースから削除します。削除された電

話機のデバイス ライセンス ユニットは、ライセンスに使用できるようになります。Cisco Unified 
Communications Manager Auto-Register Phone Tool によって、ダミー MAC アドレスを使用して

いる電話機にデバイス名が適用されると、[電話の設定 (Phone Configuration)] ウィンドウに「デ

バイスはアクティブ (Device Is Active)」というメッセージが表示されます。ライセンスによって

電話機のデバイス ライセンス ユニットが消費され、電話機を Cisco Unified Communications 
Manager に登録できる状態になります。ただし、使用中のデバイス ライセンス ユニットの数が、

使用可能なデバイス ライセンス ユニットの総数を超えていないことが前提です。

 • Cisco Unified Communications Manager Auto-Register Phone Tool を使用できるように電話機を自

動登録すると、その電話機はデータベースに登録されます。ただし、使用中のデバイス ライセン

ス ユニットの数が、使用可能なデバイス ライセンス ユニットの数を超えていないことが前提で

す。

 • 保留中、使用中、および使用可能なデバイス ライセンス ユニットの数は、Cisco Unified 
Communications Manager の管理ページにある [ライセンスユニットレポート (License Unit 
Report)] および [ライセンスユニット計算 (License Unit Calculator)] で確認できます。

付加ライセンスの機能について

付加ライセンスを使用すると、Cisco IP Communicator、Cisco Unified Personal Communicator、Cisco 
Unified Mobile Communicator などの付加（セカンダリ）デバイスをプライマリ デバイスとして機能す

る Cisco Unified IP Phone とともに使用する場合に、これらの付加デバイスに対して消費される 
Device License Unit（DLU; デバイス ライセンス ユニット）が少なくなります。付加ライセンスを機

能させるには、付加デバイスがプライマリ デバイスと同数以下の DLU を消費する必要があります。

たとえば、Cisco IP Communicator を Cisco Unified IP Phone 7970 のセカンダリ デバイスとして設定し

た場合、Cisco IP Communicator は 1 つの DLU だけ消費します。Cisco Unified IP Phone 7970 が 5 つの 
DLU を消費するのに対して、Cisco IP Communicator は 3 つの DLU を消費するので、付加ライセンス

が機能します。

一方、Cisco IP Communicator を Cisco Unified IP Phone 7906 のセカンダリ デバイスとして設定した

場合、Cisco Unified IP Phone 7906 は 2 つの DLU を消費し、Cisco IP Communicator は 3 つの DLU 
を消費するため、付加ライセンスは機能しません。たとえば、Cisco IP Communicator などのアプリ

ケーションを付加デバイスとして設定し、付加デバイスに必要な Device License Unit（DLU; デバイス 
ライセンス ユニット）が Cisco Unified IP Phone 7906 などのプライマリ デバイスよりも多い場合、エ

ラーが発生します。
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Cisco Unified Communications Manager が、Cisco IP Communicator、Cisco Unified Personal 
Communicator、および Cisco Unified Mobile Communicator を付加（セカンダリ）デバイスとして扱

うようにするには、Cisco IP Communicator、Cisco Unified Personal Communicator、および Cisco 
Unified Mobile Communicator の [電話の設定 (Phone Configuration)] ウィンドウで [プライマリ

Phone(Primary Phone)] を設定します。

[ライセンスユニット計算 (License Unit Calculator)] ウィンドウで、付加デバイスとして動作するアプ

リケーションの隣に (Adjunct) と表示されます。

アプリケーションに関するライセンス機能について

Cisco IP Communicator などの特定タイプのアプリケーションは、プライマリ デバイスまたは付加デバ

イスとしてデバイス ライセンス ユニットを消費します。付加デバイスとは、エンド ユーザがデスクの

電話機に加えて使用するデバイスまたはアプリケーションです。たとえば、Cisco IP Communicator 
は、エンド ユーザがデスクトップの電話機と Cisco IP Communicator の両方を使用する場合、付加デ

バイスとなります。エンド ユーザがデスクの電話を使用しない場合、 Cisco IP Communicator はプライ

マリ デバイスとなります。

特定のアプリケーション用のライセンスに関する詳細については、次の項を参照してください。

 • 「Cisco IP Communicator のライセンス」（P.29-10）

 • 「Cisco Unified Mobility のライセンス」（P.29-10）

 • 「Cisco Unified Mobile Communicator のライセンス」（P.29-11）

 • 「Cisco Unified Personal Communicator のライセンス」（P.29-11）

Cisco IP Communicator のライセンス

Cisco IP Communicator をエンド ユーザのプライマリ デバイスとして設定する場合は、3 つのデバイス 
ライセンス ユニットが消費されます。[電話の設定 (Phone Configuration)] の [プライマリ

Phone(Primary Phone)] フィールドで電話を選択して、付加デバイスとして設定された場合、1 つのデ

バイス ライセンス ユニットが消費されます。

Cisco Unified Mobility のライセンス

[エンドユーザの設定 (End User Configuration)] ウィンドウの [モビリティの有効化 (Enable Mobility)] 
チェックボックスをオンにすると、ライセンスに対するトリガーが発生し、モバイル コネクトのデバ

イス ライセンス ユニットが消費されます。消費されるデバイス ライセンス ユニットの数は、エンド 
ユーザに Cisco Unified Mobility 専用の付加デバイス（たとえば、デスクの電話機）を割り当てるかど

うかによって異なります。エンド ユーザに Cisco Unified Mobility 用の付加デバイスを割り当てるに

は、[エンドユーザの設定 (End User Configuration)] ウィンドウの [モビリティ情報 (Mobility 
Information)] ペインの [プライマリユーザデバイス (Primary User Device)] ドロップダウン リスト 
ボックスからデバイスを選択します。同じウィンドウの [デバイスの割り当て (Device Association)] ボ
タンをクリックするのではありません。

モバイル コネクトを使用可能にする前に、次の情報を考慮してください。

 • Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、Cisco Unified Mobility 用に同じデバ

イスを複数のユーザに割り当てることはできません。

 • 設定を計画するときに、ユーザがデスクの電話機と携帯電話の両方を使用するのかどうかを確認し

てください。ユーザが携帯電話とデスクの電話機の両方を使用する場合は、[エンドユーザの設定

(End User Configuration)] ウィンドウでモバイル コネクトを使用可能にした後で、ユーザに付加デ

バイスを必ず割り当ててください。

割り当てたデバイスは、付加デバイスとして機能します。つまり、ユーザが Cisco Unified 
Mobility 用の携帯電話に加えて使用するデバイス（デスクの電話など）として機能します。
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 • モバイル コネクトを使用可能にし、エンド ユーザに Cisco Unified Mobility 用の付加デバイスを割

り当てなかった場合は、4 つの DLU が消費されます。これは、[ライセンスユニット計算 (License 
Unit Calculator)] ウィンドウの [モビリティ有効エンドユーザ (Mobility Enabled End Users)] 行に

示されます。

 • モバイル コネクトを使用可能にし、エンド ユーザに Cisco Unified Mobility 用の付加デバイスを割

り当てた場合は、2 つの DLU が消費されます。これは、[ライセンスユニット計算 (License Unit 
Calculator)] ウィンドウの [Mobility Enabled End Users (Adjunct)] 行に示されます。

 • モバイル コネクトを使用可能にし、エンド ユーザにこの機能用の付加デバイスを割り当てること

を後で決定した場合は、2 つの DLU が与えられます。これは、[ライセンスユニット計算 (License 
Unit Calculator)] ウィンドウの [モビリティ有効エンドユーザ (Mobility Enabled End Users)] 行に

示されます。

たとえば、モバイル コネクトを使用可能にし、エンド ユーザにこの機能用の付加デバイスを割り

当てることを忘れて [保存 (Save)] をクリックすると、4 つの DLU が消費されます。その後、エン

ド ユーザにこの機能用の付加デバイスを割り当てて、[保存 (Save)] をクリックすると、2 つの 
DLU が与えられます。

 • モバイル コネクトを有効にした後に Cisco Unified Communications Manager の管理ページでデバ

イスを削除するか、割り当てを削除した場合は、デバイスまたは割り当ての削除後、2 つの DLU 
が消費されます。これは、[ライセンスユニット計算 (License Unit Calculator)] ウィンドウの [モ
ビリティ有効エンドユーザ (Mobility Enabled End Users)] 行に示されます。

Cisco Unified Mobile Communicator のライセンス

Cisco Unified Mobile Communicator では、ユーザがデスクの電話機を使用する場合は 1 つの Device 
License Unit（DLU; デバイス ライセンス ユニット）が消費され、デスクの電話機を使用しない場合、

つまり Cisco Unified Mobile Communicator をプライマリ デバイスとして使用する場合は 3 つの DLU 
が消費されます。Cisco Unified Mobile Communicator を [電話の設定 (Phone Configuration)] ウィンド

ウで設定するときに、Cisco Unified Mobile Communicator が付加（セカンダリ）デバイスである場合

は、プライマリ Phone を [プライマリPhone(Primary Phone)] ドロップダウン リスト ボックスから選

択します。

クライアント サービス フレームワークのライセンス

クライアント サービス フレームワークを [電話の設定 (Phone Configuration)] ウィンドウで設定すると

きに、クライアント サービス フレームワークが付加（セカンダリ）デバイスである場合は、プライマ

リ Phone を [プライマリPhone(Primary Phone)] ドロップダウン リスト ボックスから選択します。

Cisco Unified Personal Communicator のライセンス

ライセンス機能割り当て設定を Cisco Unified Communications Manager の管理ページで設定すると、

ライセンスに対するトリガーが発生し、Cisco Unified Personal Communicator 用にデバイス ライセン

ス ユニットが消費されます。「ライセンス機能割り当ての設定値」（P.29-20）を参照してください。

インタラクションおよび制限事項
ライセンスには、次のインタラクションと制限事項があります。

 • Microsoft Outlook を電子メールクライアントとして使用して、ライセンスを取得することを強く

推奨します。他の電子メール クライアントを使用してライセンス ファイルを取得すると、追加の

文字がライセンス ファイルに表示される場合があります。

 • Cisco Unified Communications Manager の管理ページでライセンス ファイルをアップロードする

前に、Cisco License Manager サービスが動作していることを Cisco Unified サービスアビリティで

確認してください。
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ライセンス マネージャ サービスによって、購入され、使用されるライセンスが追跡されます。こ

のサービスでは、ライセンスのチェックインとチェックアウトを制御するプロセスを参照し、各電

話機およびアプリケーション タイプで必要となるライセンス ユニットの数を追跡します。ライセ

ンス マネージャは、ライセンスの発行と再要求、およびライセンス超過が発生しているかどうか

の検出を行います。

 • Cisco Unified Communications Manager 6.0(1) から 6.1(1) へのアップグレードなど、一連のソフ

トウェア リリースの範囲内でアップグレードする場合は、新しいライセンスを取得する必要はあ

りません。

 • 8.0(2) へのアップグレードの後に、Cisco CallManager サービスがアクティブになっていることが 
Cisco Unified サービスアビリティに表示されても、Cisco CallManager サービスは自動的には実行

されません。Cisco Unified Communications Manager 8.0(2) へのアップグレードが完了したら、す

ぐに Cisco Unified Communications Manager の管理ページで Cisco Unified Communications 
Manager 8.0(2) に必要となるソフトウェア機能ライセンスをアップロードし、Cisco Unified サー

ビスアビリティで Cisco CallManager サービスを再起動します。これらの作業を実行するまでは、

デバイスを Cisco Unified Communications Manager 8.0(2) に登録できません。

 • ライセンス ファイルをアップロードした後は、Cisco Unified サービスアビリティで Cisco 
CallManager サービスを再起動する必要があります。

 • Cisco Unified Communications Manager は、ソフトウェア ライセンス バージョンを追跡します。

このバージョン確認は、Cisco CallManager サービスが再起動するときに毎回実行されます。（ラ

イセンス ファイルが見つからないなどの理由で）Cisco Unified Communications Manager がロー

ドに失敗した場合、サービス マネージャは Cisco CallManager サービスの再起動を 3 回試行しま

す。再起動のたびにライセンス ファイル確認が実行され、アラームが syslog に書き込まれます。

ソフトウェア ライセンス バージョンは、Cisco Unified Communications Manager の管理ページの 
[ライセンスユニットレポート (License Unit Report)] ウィンドウに表示されます。

 • ライセンス ファイルがデータベースにアップロードされるのは、ライセンス ファイル内に指定さ

れているバージョンが、クラスタの内部で動作している Cisco Unified Communications Manager 
のバージョンよりも新しいか、一致している場合だけです。このバージョン チェックに合格しな

かった場合は、アラームが生成されます。その場合、適切なバージョンを含む新しいライセンス 
ファイルを取得する必要があります。このバージョン チェックは、メジャー リリース番号だけに

基づいています。

 • DNS について、ダミー ノードを含むすべてのサーバの IP アドレスを DNS サーバでホスト名に

マッピングしたことを確認してください。この作業を行っていない場合、Cisco Unified 
Communications Manager は License Manager サービスがダウンしているというアラームを生成し

ます。

 • Cisco Unified Communications Manager の管理ページでライセンス ファイル名を削除することは

できません。ライセンス ファイル名を削除する方法については、『Command Line Interface 
Reference Guide for Cisco Unifed Communications Solutions』を参照してください。

 • 受信するライセンス ファイルの形式は、CCM<タイムスタンプ>.lic です。.lic 拡張子を保持して

いれば、ライセンス ファイルの名前を変更してもかまいません。ファイルの内容に何らかの変更

を加えると、ライセンスは使用できなくなります。

 • Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [電話の設定 (Phone Configuration)] ウィ

ンドウに「デバイスはアクティブ (Device Is Active)」というメッセージが表示された場合は、電

話機のデバイス ライセンス ユニットが消費され、電話機を Cisco Unified Communications 
Manager に登録できることを示します。このトピックの詳細については、「電話機に関するライセ

ンス機能について」（P.29-8）を参照してください。

 • サーバを交換する場合は、ライセンスの処理方法に関する考慮事項について、『Replacing a Single 
Server or Cluster for Cisco Unified Communications Manager』を参照してください。
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ライセンスの操作
この項は、次の内容で構成されています。

 • 「必要なライセンス ユニット数の計算」（P.29-13）

 • 「ライセンス ファイルの取得」（P.29-14）

 • 「ライセンス マネージャ サービスが動作していることの確認」（P.29-17）

 • 「ライセンス ファイルのアップロード」（P.29-17）

 • 「ライセンス ユニット レポートの生成」（P.29-19）

 • 「ライセンス機能割り当ての設定値」（P.29-20）

 • 「ライセンス機能割り当ての検索」（P.29-21）

 • 「1 人のユーザに対する機能割り当ての設定」（P.29-22）

 • 「複数ユーザに対する機能割り当ての設定」（P.29-22）

 • 「アラーム、アラート、およびライセンス ステータス通知」（P.29-23）

必要なライセンス ユニット数の計算

シスコのデバイスを注文されると、シスコから Product Authorization Key（PAK; 製品認可キー）が提

供されます。PAK を使用すると、1,000 台以上のデバイス ライセンス ユニットのバンドルを購入した

場合に、複数のクラスタにライセンスを分割できます。

たとえば、1 回の注文で 20 台の Cisco Unified Communications Manager ノードと 20000 台の電話ユ

ニットを要求したとします。要求が承認されると、PAK が発行されます。この PAK を使用して、お客

様はライセンスを複数のクラスタにまたがって分割でき、1 つのライセンス ファイルには 15 台の 
Cisco Unified Communications Manager ノードと 15000 台の電話ユニットが含まれ、もう 1 つのライ

センス ファイルには 5 台の Cisco Unified Communications Manager ノードと 5000 台の電話ユニット

が含まれるようにすることができます。

Cisco Unified Communications Manager をインストールまたはアップグレードした後に各デバイスで

必要となるライセンス ユニット数を判別するには、Cisco Unified Communications Manager の管理

ページで、[システム (System)] [ライセンス (Licensing)] > [ライセンスユニット計算 (License Unit 
Calculator)] の順に選択します。[ライセンスユニット計算 (License Unit Calculator)] ウィンドウを使

用して、ある電話機タイプを使用した特定の構成で必要となる、電話ユニット ライセンスの数と各タ

イプの電話機の数を計算します。デバイス ライセンス ユニットとは、各電話機タイプに対応した一定

数のライセンス ユニットのことです。たとえば、Cisco Unified IP Wireless Phone 7920 の場合はライ

センス ユニットが 4 つ必要であり、Cisco Unified IP Phone 7970 の場合はライセンス ユニットが 5 つ
必要です。4 台の 7920 電話機と 4 台の 7970 電話機を追加する場合は、36 の電話機ライセンス ユニッ

トが必要です。

表 29-4 に、Cisco Unified Communications Manager でのプライマリ ライセンス ユニットと付加ライ

センス ユニットの計算方法の例を示します。

表 29-4 特定のデバイス用に消費されるデバイス ライセンス ユニットの例 

設定するデバイスのタイプ デバイス ライセンス ユニットの数

Cisco Unified IP Phone 7961 4

Cisco IP Communicator 3
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電話機タイプの数、および電話機タイプごとの電話機の合計数を入力して、必要となる電話機ライセン

スの数を計算する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 [システム (System)] > [ライセンス (Licensing)] > [ライセンスユニット計算 (License Unit Calculator)] 
の順に選択します。

[ ライセンスユニット計算 (License Unit Calculator)] ウィンドウが表示されます。デバイス 1 台ごとに

消費されるライセンス ユニットの数が、ノードまたはデバイスごとに表示されます。

ステップ 2 [デバイス数 (Number of Devices)] カラムで、必要となる各ノードまたは電話機のデバイス数を更新し

ます。

ステップ 3 [計算 (Calculate)] をクリックします。

Cisco Unified Communications Manager ノード ライセンス ユニットと電話機ライセンス ユニットの合

計数が表示されます。

追加情報

「関連項目」（P.29-24）を参照してください。

ライセンス ファイルの取得

ライセンスは、Cisco Unified Communications Manager ライセンスの管理と、Cisco Unified 
Communications Manager アプリケーションのライセンスおよびデバイスの数の順守に役立ちます。こ

の項では、新しくインストールする Cisco Unified Communications Manager システムおよびデバイスの

ライセンスのほか、さまざまなリリースからアップグレードした Cisco Unified Communications 
Manager ノードのライセンスを取得する方法について説明します。

（注） Cisco Unified Communications Manager 6.0(1) から 6.1(1) へのアップグレードなど、一連のソフト

ウェア リリースの範囲内でアップグレードする場合は、新しいライセンスを取得する必要はありませ

ん。

Cisco Unified Personal Communicator 3

Cisco IP Communicator または Cisco Unified 
Personal Communicator を既存のデバイス

（Cisco Unified IP Phone 7961 など）に関連付け

る。

デバイス ライセンス ユニットは、Cisco IP 
Communicator または Cisco Unified Personal 
Communicator に対して与えられます。関連付け

られたデスクの電話に対して与えられるのではあ

りません。

Cisco IP Communicator が Cisco Unified IP 
Phone 7961 に関連付けられた場合、Cisco IP 
Communicator の DLU は 3 から 1 に減少します。

Cisco Unified IP Phone 7961 の DLU は変わりま

せん。

表 29-4 特定のデバイス用に消費されるデバイス ライセンス ユニットの例 （続き）

設定するデバイスのタイプ デバイス ライセンス ユニットの数
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ライセンスを取得するには、状況に応じて次のいずれかの項を参照してください。

 • 追加のデバイス ライセンス ユニットを必要とする新しい Cisco Unified Communications Manager 
サーバまたはデバイスをインストールする場合は、「新しい Cisco Unified Communications 
Manager ノードおよびデバイスのライセンスの取得」（P.29-15）を参照してください。

 • Cisco Unified Communications Manager 6.x のサポート対象バージョンからアップグレードする場

合は、「ソフトウェア機能ライセンスの取得」（P.29-16）を参照してください。

新しい Cisco Unified Communications Manager ノードおよびデバイスのライセンスの取得

新しい Cisco Unified Communications Manager ノード（サーバ）のノード ライセンス ファイルを取得

する手順、および追加のデバイス ライセンス ユニットを必要とする新しいデバイスのデバイス ライセ

ンスを取得する手順は、次のとおりです。

クラスタ内の各ノードでは、1 つのノード ライセンス ユニットが必要になります。各デバイス タイプ

では、タイプに応じて、一定数のライセンス ユニットが必要になります。たとえば、Cisco Unified IP 
Phone 7920 の場合はライセンス ユニットが 4 つ必要であり、Cisco Unified IP Phone 7970 の場合はラ

イセンス ユニットが 5 つ必要です。4 台の Cisco Unified IP Phone 7920 電話機と 4 台の Cisco Unified 
IP Phone 7970 電話機用にライセンスが必要な場合は、36 の電話機ライセンス ユニットが必要です。

Cisco Unified Communications Manager には、Cisco Unified Communications Manager の新規インス

トールを開始するときに使用できるスターター ライセンスが含まれています。パーマネント ライセンス

を取得してアップロードすると、スターター ライセンスは上書きされます。

必要なパーマネント ライセンスを取得するには、製品に付属の Product Authorization Key（PAK; 製品

認可キー）を使用します。次の手順を参照してください。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager に付属の（または電話で注文した）Product Authorization 
Key（PAK; 製品認可キー）を、http://www.cisco.com/go/license にある License Registration Web ツー

ルに入力します。

ステップ 2 [送信 (Submit)] をクリックします。

ステップ 3 システム プロンプトの指示に従います。Cisco Unified Communications Manager クラスタの最初の

ノードに搭載されている Ethernet 0 NIC の MAC アドレスを入力する必要があります。有効な電子メー

ル アドレスと、ライセンスを取得するノードおよびデバイス ライセンス ユニットの数も入力する必要

があります。

（注） システム内のデバイスで必要になるデバイス ライセンス ユニットの数を計算する方法について

は、「必要なライセンス ユニット数の計算」（P.29-13）を参照してください。

入力した電子メール ID 宛てに電子メールでライセンス ファイルが送信されます。ライセンス ファイル

の形式は、CCM< タイムスタンプ >.lic です。.lic 拡張子を保持していれば、ライセンス ファイルの名

前を変更してもかまいません。ファイルの内容に何らかの変更を加えると、ライセンスは使用できなく

なります。

（注） 1 つのライセンス ファイルがクラスタ内の複数のノードに適用される場合があります。ライセ

ンス ファイルの解釈方法については、「ライセンス ファイルのアップロード」（P.29-17）を参

照してください。

http://www.cisco.com/go/license
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ステップ 4 ライセンス ファイルは、「ステップ 3」 で入力した MAC アドレスを持つサーバにアップロードする必

要があります。「ライセンス ファイルのアップロード」（P.29-17）を参照してください。このサーバ

は、ライセンス マネージャの役割を果たします。

（注） ライセンス ファイル内に指定されているライセンスを使用できるのは、ライセンス ファイルをアップ

ロードしたクラスタの内部だけです。

追加情報

「関連項目」（P.29-24）を参照してください。

ソフトウェア機能ライセンスの取得

ソフトウェア機能ライセンスは、指定されたライセンス バージョンに応じて、システムの機能をアク

ティブにします。以前のデバイス ライセンス バージョンをこのバージョンの Cisco Unified 
Communications Manager で使用する場合は、システムで動作している Cisco Unified Communications 
Manager のバージョンに対応したソフトウェア機能ライセンスを取得する必要があります。

ソフトウェア機能ライセンスを取得する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 http://www.cisco.com/go/license にある License Registration Web ツールに移動します。

ステップ 2 Cisco Unified Communications Manager アップグレードに付属の Product Authorization Key（PAK; 製
品認可キー）を入力します。

ステップ 3 [送信 (Submit)] をクリックします。

ステップ 4 システム プロンプトの指示に従います。Cisco Unified Communications Manager クラスタの最初の

ノードに搭載されている Ethernet 0 NIC の MAC アドレスを入力する必要があります。有効な電子メー

ル アドレスも入力する必要があります。

入力した電子メール アドレス宛てに電子メールでライセンス ファイルが送信されます。ソフトウェア

機能ライセンスの内容を表示するには、「ライセンス ファイルの内容について」（P.29-6）を参照してく

ださい。

ステップ 5 ソフトウェア ライセンス ファイルは、「ステップ 4」 で入力した MAC アドレスを持つサーバにアップ

ロードする必要があります。「ライセンス ファイルのアップロード」（P.29-17）を参照してください。

追加情報

「関連項目」（P.29-24）を参照してください。

http://www.cisco.com/go/license
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ライセンス マネージャ サービスが動作していることの確認

ライセンス ファイルのロード先となる Cisco Unified Communications Manager サーバは、ライセンス 
マネージャの役割を果たします （ライセンス ファイルは、最初のノードだけにロードされます）。ライ

センス ファイルについては、「電話機に関するライセンス機能について」（P.29-8）を参照してくださ

い。

ライセンス マネージャは、購入され、使用されるライセンスを追跡する論理コンポーネントとして機

能します。これは、ライセンスのチェックインとチェックアウトを制御するプロセスです。各電話機お

よびアプリケーション タイプで必要となるライセンス ユニットの数を追跡します。ライセンス マネー

ジャは、ライセンスの発行と再要求、およびライセンス超過が発生しているかどうかの検出を行いま

す。

ライセンス マネージャ サービスを開始するには、Cisco Unified サービスアビリティを使用します。こ

の項では、サービスを開始、停止、または再起動する手順について説明します。

（注） ライセンス マネージャはネットワーク サービスであるため、Cisco Unified Communications Manager 
のインストール後に自動的に開始され、動作します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified サービスアビリティで、[Tools] > [Control Center - Network Services] の順に選択しま

す。

[Control Center - Network Services] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [Servers] ドロップダウン リスト ボックスから、Cisco Unified Communications Manager サーバを選択

します。

ステップ 3 Cisco License Manager に対応するオプション ボタンをクリックします。

ステップ 4 ライセンス マネージャ サービスを開始する場合は、[Start] をクリックします。

ステップ 5 ライセンス マネージャ サービスを停止する場合は、[Stop] をクリックします。

ステップ 6 ライセンス マネージャ サービスを再起動する場合は、[Restart] をクリックします。

追加情報

「関連項目」（P.29-24）を参照してください。

ライセンス ファイルのアップロード

ライセンス ファイル要求時に入力した MAC アドレスを持つ Cisco Unified Communications Manager 
サーバに対して、ライセンス ファイルをアップロードする手順は、次のとおりです。ライセンス ファ

イルの取得については、「電話機に関するライセンス機能について」（P.29-8）を参照してください。ラ

イセンス ファイルのロード先となる Cisco Unified Communications Manager サーバは、ライセンス マ
ネージャの役割を果たします。

[ライセンスファイルのアップロード (License File Upload)] ウィンドウに、ライセンス ファイルの

アップロードによって、その機能のスターター（デモ）ライセンスが削除されることを示すメッセージ

が表示されることがあります。
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互換性のある Cisco Unified CM 6.x リリースから Cisco Unified Communications Manager 8.0(2) への

アップグレードを実行後、Cisco CallManager サービスがアクティブになっていることが Cisco Unified 
サービスアビリティに表示されても、Cisco CallManager サービスは自動的には実行されません。

Cisco Unified Communications Manager 8.0(2) へのアップグレードが完了したら、すぐに Cisco 
Unified Communications Manager の管理ページで Cisco Unified Communications Manager 8.0(2) に必

要となるソフトウェア機能ライセンスをアップロードし、Cisco Unified サービスアビリティで Cisco 
CallManager サービスを再起動します。これらの作業を実行するまでは、デバイスを Cisco Unified 
Communications Manager 8.0(2) に登録できません。

（注） ライセンス ファイルは Cisco Unified Communications Manager クラスタの最初のノードでだけアップ

ロードしてください。

手順

ステップ 1 [システム (System)] > [ライセンス (Licensing)] > [ライセンスファイルのアップロード (License File 
Upload)] の順に選択します。

[ ライセンスファイルのアップロード (License File Upload)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [既存ライセンスファイル (Existing License Files)] ドロップダウン リスト ボックスに、サーバにすで

にアップロードされているライセンス ファイルが表示されます。

（注） 既存ファイルの内容を表示するには、ドロップダウン リスト ボックスからファイルを選択し、

[ファイルの表示 (View File)] をクリックします。

ステップ 3 アップロードする新しいライセンス ファイルを選択するには、[ライセンスファイルのアップロード

(Upload License File)] をクリックします。

[ ファイルのアップロード (Upload File)] ポップアップ ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 サーバにアップロードするには、[参照 (Browse)] をクリックして、ライセンス ファイルを選択します。

（注） 受信するライセンス ファイルの形式は、CCM<タイムスタンプ>.lic です。.lic 拡張子を保持し

ていれば、ライセンス ファイルの名前を変更してもかまいません。ファイルの内容に何らかの

変更を加えると、ライセンスは使用できなくなります。

ステップ 5 [アップロード (Upload)] をクリックします。

アップロード プロセスが完了すると、[ アップロード結果 (Upload Result)] ファイルが表示されます。

ステップ 6 [閉じる (Close)] をクリックします。

ステップ 7 [ライセンスファイルのアップロード (License File Upload)] ウィンドウに、アップロードしたファイルの

ステータスが表示されます。Cisco Unified サービスアビリティで、Cisco CallManager サービスを再起動

します。
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（注） ライセンス ファイルがデータベースにアップロードされるのは、ライセンス ファイル内に指定

されているバージョンが、クラスタの内部で動作している Cisco Unified Communications 
Manager のバージョンよりも新しいか、一致している場合だけです。このバージョン チェック

に合格しなかった場合は、アラームが生成されます。その場合、適切なバージョンを含む新し

いライセンス ファイルを取得する必要があります。このバージョン チェックは、メジャー リ
リース番号だけに基づいています。

追加情報

「関連項目」（P.29-24）を参照してください。

ライセンス ユニット レポートの生成

ライセンス ユニット レポートは、使用可能なライセンスの合計数、および使用中のライセンスの数を

表示するために使用します。このツールを実行すると、使用可能なライセンスの合計数を示したレポー

トが生成されます。ライセンス ユニット レポートには、Cisco Unified Communications Manager サー

バにインストールされたソフトウェア ライセンス バージョンも表示されます。

（注） ライセンスの要求の詳細については、「ライセンス ファイルの取得」（P.29-14）を参照してください。

ユニット ライセンスとは、各電話機タイプに対応した一定数のデバイス ライセンス ユニットのことで

す。たとえば、Cisco Unified IP Wireless 7920 の場合はデバイス ライセンス ユニットが 4 つ必要であり、

Cisco Unified IP Phone 7970 の場合はデバイス ライセンス ユニットが 5 つ必要です。4 台の 7920 電話機

と 4 台の 7970 電話機をプロビジョニングする場合は、36 の電話機ライセンス ユニットが必要です。

ライセンス ファイルに含まれているライセンス取得済みユニットの数は、購入したすべての電話機タ

イプのユニット ライセンスの数に対応しています。

[ライセンスユニットレポート (License Unit Report)] ウィンドウには、ライセンス ファイルのステータスが

表示されます。たとえば、各ライセンス タイプの [ステータス (Status)] カラムには、[デモ (Demo)]、[見つ

かりません (Missing)]、[無効 (Invalid)]、または [アップロード済み (Uploaded)] と表示されます。ステータ

スが無効である場合は、正しいライセンス MAC を使用してライセンス ファイルが取得されていること、

つまり、コマンドライン インターフェイスで show status cli コマンドを発行してライセンス MAC を取得し

ていることを確認し、[ライセンスファイルのアップロード (License File Upload)] ウィンドウに表示される

値を、ライセンス ファイルの内容で表示される値と比較します。これらの値が一致しない場合は、正しい

ライセンス MAC のライセンス ファイルを取得し、[ライセンスファイルのアップロード (License File 
Upload)] ウィンドウでアップロードします。cli コマンドの詳細については、『Command Line Interface 
Reference Guide for Cisco Unifed Communications Solutions』を参照してください。

（注） 各デバイスで必要となるライセンス ユニットの数を調べるには、[システム (System)] > [ライセンス

(Licensing)] > [ライセンスユニット計算 (License Unit Calculator)] の順に選択します。このウィンドウ

には、各デバイス タイプで必要となるライセンス ユニットの数が表示されます。

使用可能なライセンスの数についてレポートを生成する手順は、次のとおりです。
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手順

ステップ 1 [システム (System)] > [ライセンス (Licensing)] > [ライセンスユニットレポート (License Unit Report)] 
の順に選択します。

ステップ 2 [ライセンスユニットレポート (License Unit Report)] ウィンドウが表示されます。このウィンドウに

は、電話機ライセンスとノード ライセンスの数、およびソフトウェア ライセンスのバージョンが表示

されます。使用可能な電話機ライセンスとノード ライセンスは、次の項目別に表示されます。

 • [ 認証済みユニット数 (Units Authorized)]

 • [ 使用済みユニット数 (Units Used)]

 • [ 残りユニット数 (Units Remaining)]

ソフトウェア ライセンス バージョンには、次の項目が表示されます。

 • ライセンスサーバ名

 • Cisco Unified Communications Manager ソフトウェア バージョン

追加情報

「関連項目」（P.29-24）を参照してください。

ライセンス機能割り当ての設定値

機能割り当てによって、システム管理者はユーザに対して Cisco Unified Presence（CUP）機能および 
Cisco Unified Personal Communicator（CUPC）機能を有効にできます。CUP および CUPC のライセ

ンスが利用可能であることを確認する必要があります。

ライセンス機能割り当ては、既存のユーザに対して行います。開始する前に、[ユーザ管理 (User 
Management)] > [エンドユーザ (End User)] の順に選択し、[検索 (Find)] をクリックして、システムに

そのユーザが存在することを確認してください。

ユーザに対する機能割り当ての設定を開始する前に、[ライセンス (Licensing)] > [ライセンスユニット

計算 (License Unit Calculator)] を選択して、システムに必要な CUP（サーバおよびクライアント）ラ

イセンスと CUPC ライセンスの数を決定します。[ライセンス (Licensing)] > [ライセンスファイルの

アップロード (License File Upload)] を使用して、必要なライセンスを取得します。[ライセンス

(Licensing)] > [ライセンスユニットレポート (License Unit Report)] を使用して、合計ライセンスを確

認してください。

表 29-5 では、ライセンス機能割り当ての設定値について説明します。関連する手順については、「関連

項目」（P.29-24）を参照してください。

表 29-5  ライセンス機能割り当ての設定値

フィールド 説明

[ユーザ情報 (User Information)]

[ユーザ ID(User ID)] 機能割り当てを有効にするユーザの名前を表示します。
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ライセンス機能割り当ての検索

ネットワーク内にはユーザに対していくつかのライセンス機能割り当てが存在することがあるので、

Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、固有の条件を指定して、特定の機能割り

当てを見つけることができます。機能割り当てを検索する手順は、次のとおりです。

（注） Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、ブラウザ セッションでの作業中は、機能

割り当ての検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこのメニュー項目に戻ってくる

場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じたりしないかぎり、機能割り当ての検索設定は保持

されます。

手順

ステップ 1 [システム (System)] > [ライセンス (Licensing)] > [機能割り当て (Capabilities Assignment)] の順に選

択します。

[ 機能割り当ての検索と一覧表示 (Find and List Capabilities Assignment)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空になっていることを確認

し、「ステップ 3」 に進みます。

特定のレコードをフィルタリングまたは検索するには、次の操作を実行します。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスで、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスで、検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索文字を入力します。

（注） 別の検索条件を追加するには、[+] ボタンをクリックします。条件を追加した場合は、指定し

たすべての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、[–] ボタンをク

リックして、最後に追加された条件を削除するか、または [フィルタのクリア (Clear Filter)] ボ
タンをクリックして、追加されたすべての検索条件を削除します。

ステップ 3 [検索 (Find)] をクリックします。

すべてのレコードまたは条件に一致するレコードが表示されます。[ ページあたりの行数 (Rows per Page)] 
ドロップダウン リスト ボックスで別の値を選択すると、各ページに表示される項目数を変更できます。

[機能割り当て情報 (Capabilities Assignment Information)]

[CUP(Cisco Unified 
Presence)を有効にする
(Enable CUP (Cisco 
Unified Presence))]

このユーザに対して CUP を有効にするには、[CUP(Cisco Unified 
Presence)を有効にする (Enable CUP (Cisco Unified Presence))] チェッ

クボックスをオンにします。

[CUPC (Cisco Unified 
Personal Communicator)を
有効にする (Enable CUPC 
(Cisco Unified Personal 
Communicator))]

ユーザに対して CUPC を有効にするには、[CUPC (Cisco Unified 
Personal Communicator)を有効にする (Enable CUPC (Cisco Unified 
Personal Communicator))] チェックボックスをオンにします。CUP と 
CUPC の両方を有効にできますが、CUPC が必要な場合は、CUP も有

効にする必要があります。

表 29-5  （続き）ライセンス機能割り当ての設定値

フィールド 説明
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ステップ 4 表示されたレコード リストから、目的のレコードのリンクをクリックします。

（注） ソート順を逆にするには、リストのヘッダーにある上矢印または下矢印をクリックします（使

用可能な場合）。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

「関連項目」（P.29-24）を参照してください。

1 人のユーザに対する機能割り当ての設定

Cisco Unified Communications Manager データベースにユーザの機能割り当てを追加する手順、およ

びデータベース内の機能割り当てを更新する手順は、次のとおりです。

始める前に

機能割り当てを設定する前に、[システム (System)] メニューの [ライセンスファイルのアップロード

(License File Upload)] を使用して、シスコシステムズからライセンスを取得する必要があります。

手順

ステップ 1 [システム (System)] > [ライセンス (Licensing)] > [機能割り当て (Capabilities Assignment)] の順に選

択します。

[ 機能割り当ての検索と一覧表示 (Find and List Capabilities Assignment)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 新しい機能割り当てを追加するか、既存の機能割り当てを更新する場合は、該当する機能割り当てを見

つけて（「ライセンス ファイルのアップロード」（P.29-17）を参照）、「ステップ 3」 に進みます。

[ 機能割り当ての設定 (Capabilities Assignment Configuration)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 適切なチェックボックスをオンにします（表 29-5 を参照）。

ステップ 4 [保存 (Save)] をクリックして、機能割り当て情報をデータベースに保存します。

追加情報

「関連項目」（P.29-24）を参照してください。

複数ユーザに対する機能割り当ての設定

Cisco Unified Communications Manager データベースに複数ユーザの機能割り当てを追加する手順、

およびデータベース内の機能割り当てを更新する手順は、次のとおりです。

始める前に

機能割り当てを設定する前に、[システム (System)] メニューの [ライセンスファイルのアップロード

(License File Upload)] を使用して、シスコシステムズからライセンスを取得する必要があります。
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（注） 一括割り当て機能を使用する場合は、最大 250 ユーザに対してライセンスを割り当てることができます。

手順

ステップ 1 [システム (System)] > [ライセンス (Licensing)] > [機能割り当て (Capabilities Assignment)] の順に選

択します。

[ 機能割り当ての検索と一覧表示 (Find and List Capabilities Assignment)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 新しい機能割り当てを追加するか、既存の機能割り当てを更新する場合は、該当する機能割り当てを見

つけて（「ライセンス ファイルのアップロード」（P.29-17）を参照）、「ステップ 3」 に進みます。

ステップ 3 複数ユーザに対して新しい機能割り当てを有効にするか、既存の機能割り当てを更新するには、その

ユーザの横にあるチェックボックスをオンにするか、[すべてを選択 (Select All)] ボタンをクリックし

ます。

ステップ 4 [一括割り当て (Bulk Assignment)] ボタンをクリックします。

[ 機能割り当ての設定 (Capabilities Assignment Configuration)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 適切なチェックボックスをオンにします（表 29-5 を参照）。

ステップ 6 [保存 (Save)] をクリックして、機能割り当て情報をデータベースに保存します。

追加情報

「関連項目」（P.29-24）を参照してください。

ライセンスのトラブルシューティング
この項は、次の内容で構成されています。

 • 「アラーム、アラート、およびライセンス ステータス通知」（P.29-23）

アラーム、アラート、およびライセンス ステータス通知

Cisco Unified Communications Manager は、ライセンスが失われているかどうか、デモ ライセンスか

どうか、無効なライセンスかどうか、アップロードされたライセンスかどうかなど、ライセンスの状態

を識別します。さらに、Cisco Unified Communications Manager の管理ページには、Cisco Unified 
Communications Manager が現在スターター ライセンスで動作しているか、ライセンス数が不足して

いるか、不正なソフトウェア機能ライセンスで動作しているかについての警告が表示されます。このト

ピックの詳細については、「ライセンス関連のウィンドウについて」（P.29-5）を参照してください。

ヒント ステータスが無効である場合は、正しいライセンス MAC を使用してライセンス ファイルが取得され

ていること、つまり、コマンドライン インターフェイスで show status cli コマンドを発行してライセ

ンス MAC を取得していることを確認し、[ライセンスファイルのアップロード (License File Upload)] 
ウィンドウに表示される値を、ライセンス ファイルの内容で表示される値と比較します。

ライセンスについて、次のアラームが生成されます。

 • CiscoLicenseManagerDown
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 • CiscoLicenseOverDraft

 • CiscoLicenseRequestFailed

 • CiscoLicenseDataStoreError

 • CiscoLicenseInternalError

 • CiscoLicenseFileError

ヒント これらのアラームを検索するには、Cisco Unified サービスアビリティで JavaApplications Alarm 
Catalog にアクセスします。アラームの詳細については、『Cisco Unified Serviceability Administration 
Guide』を参照してください。

Cisco Unified Communications Manager が適切なライセンス ファイルを保有していない場合は、ア

ラートが生成されます。アラートについては、『Cisco Unified Real Time Monitoring Tool 
Administration Guide』を参照してください。

DNS について、ダミー ノードを含むすべてのサーバの IP アドレスを DNS サーバでホスト名にマッピ

ングしたことを確認してください。この作業を行っていない場合、Cisco Unified Communications 
Manager は License Manager サービスがダウンしているというアラームを生成します。

追加情報

「関連項目」（P.29-24）を参照してください。

関連項目
 • 「ライセンスのチェックリスト」（P.29-2）

 • 「ライセンスについて」（P.29-3）

 – 「ライセンスの用語について」（P.29-4）

 – 「ライセンス関連のウィンドウについて」（P.29-5）

 – 「ライセンス ファイルの内容について」（P.29-6）

 – 「電話機に関するライセンス機能について」（P.29-8）

 – 「付加ライセンスの機能について」（P.29-9）

 – 「アプリケーションに関するライセンス機能について」（P.29-10）

 • 「インタラクションおよび制限事項」（P.29-11）

 • 「ライセンスの操作」（P.29-13）

 – 「必要なライセンス ユニット数の計算」（P.29-13）

 – 「ライセンス ファイルの取得」（P.29-14）

 – 「ライセンス マネージャ サービスが動作していることの確認」（P.29-17）

 – 「ライセンス ファイルのアップロード」（P.29-17）

 – 「ライセンス ユニット レポートの生成」（P.29-19）

 – 「ライセンス機能割り当ての設定値」（P.29-20）

 – 「ライセンス機能割り当ての検索」（P.29-21）

 – 「1 人のユーザに対する機能割り当ての設定」（P.29-22）
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 – 「複数ユーザに対する機能割り当ての設定」（P.29-22）

 • 「ライセンスのトラブルシューティング」（P.29-23）

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「SIP を実行してい

るサードパーティ製の電話機用のライセンス」

 • 『Replacing a Single Server or Cluster for Cisco Unified Communications Manager』

 • 『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』

 • 『Cisco Unified Real Time Monitoring Tool Administration Guide』

 • 『Command Line Interface Reference Guide for Cisco Unifed Communications Solutions』
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ローカル ルート グループ

この章では、ローカル ルート グループに関する次の情報を提供します。

 • 「ローカル ルート グループの設定チェックリスト」（P.30-1）

 • 「ローカル ルート グループの概要」（P.30-3）

 • 「ローカル ルート グループでのルーティング」（P.30-6）

 • 「単純なローカル ルーティング」（P.30-6）

 • 「テール エンド ホップ オフ」（P.30-9）

 • 「着信側トランスフォーメーション」（P.30-11）

 • 「ローカル ルート グループのシステム要件」（P.30-13）

 • 「インタラクションおよび制限事項」（P.30-13）

 • 「ローカル ルート グループのインストールとアクティブ化」（P.30-15）

 • 「ローカル ルート グループの設定」（P.30-16）

 • 「ローカル ルート グループのサービス パラメータの設定」（P.30-16）

 • 「関連項目」（P.30-16）

ローカル ルート グループの設定チェックリスト
ローカル ルート グループ機能は、多数のロケーションを使用する集中型の Cisco Unified 
Communications Manager 構成でのプロビジョニングに関して、複雑さやメンテナンスの労力を軽減する

のに役立ちます。ローカル ルート グループ機能の根本的な進歩によって、ゲートウェイへのアクセスに

使用されるルート パターンから PSTN ゲートウェイのロケーションを切り離せるようになりました。

ローカル ルート グループ機能には、Cisco Unified Communications Manager の実装にプロビジョニン

グされるべきルート リストおよびルート パターンの数を削減する機能があります（この実装では、N 
個のサイトそれぞれが、その他の N-1 個のリモート サイトのローカル ゲートウェイにアクセスできる

必要があります）。このようなシナリオの 1 つの例として、Tail End Hop Off（TEHO; テール エンド 
ホップ オフ）があります。
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表 30-1 に、ローカル ルート グループ機能を設定するタスクの一覧を示します。ローカル ルート グ
ループ機能の詳細については、「ローカル ルート グループの概要」（P.30-3）および 「関連項目」

（P.30-16）を参照してください。

表 30-1 ローカル ルート グループの設定チェックリスト 

設定手順 関連手順と関連項目

ステップ 1 この機能のインタラクションと制限事項を確認します。 「インタラクション」（P.30-13）

「制限事項」（P.30-15）

ステップ 2 まだ実行していない場合は、Cisco Unified サービスアビリティ 
で Cisco CallManager サービスをアクティブにします。

『Cisco Unified Serviceability Administration 
Guide』

ステップ 3 Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [コー

ルルーティング（Call Routing）] > [ルート /ハント

(Route/Hunt)] > [ルートリスト (Route List)] メニュー オプショ

ンを使用して、標準のローカル ルート グループが含まれている

ローカル ルート リストをルート リストのメンバとして設定し

ます。

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「ルート 
リストの設定」

ステップ 4 Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [シス

テム (System)] > [デバイスプール (Device Pool)] メニュー オプ

ションを使用して、Cisco Unified Communications Manager 実
装におけるデバイス プールに対してローカル ルート グループ

を設定します。設定する各デバイス プールに対して、そのデバ

イス プールのローカル ルート グループとして使用するルート 
グループを指定します。

また、ユーザは各デバイス プールに対して、そのデバイス プー

ルのデバイスの着信側トランスフォーメーション CSS を設定で

きます。

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「デバイス 
プールの設定」

ステップ 5 ダイヤル プランがグローバル化されておらず、またローカル 
ルート グループが着信側のトランスフォーメーション パターン

を使用する必要がある場合には、Cisco Unified 
Communications Manager の管理ページの [デバイス

(Device)] > [ゲートウェイ (Gateway)] および [デバイス

(Device)] > [トランク (Trunk)] メニュー オプションを使用し

て、各ロケーションのゲートウェイおよびトランクを設定しま

す。

ローカル ルート グループ機能を設定する各デバイスに対して

は、次のフィールドを設定します。

 • [着信側トランスフォーメーションCSS(Called Party 
Transformation CSS)]：CSS を選択して、デバイスの着信

側番号のローカライズを許可します。

 • [デバイス プールの着信側トランスフォーメーションCSS
を使用 (Use Device Pool Called Party Transformation 
CSS)]：デバイスが属するデバイス プールによって指定さ

れている着信側トランスフォーメーション CSS を使用する

には、このチェックボックスをオンにします。このチェッ

クボックスがオフになっている場合は、デバイスに対して

指定されている着信側トランスフォーメーション CSS が使

用されます。

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「ゲート

ウェイの設定」

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「トランク

の設定」
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ローカル ルート グループの概要
ローカル ルート グループ機能は、多数のロケーションを使用する集中型の Cisco Unified 
Communications Manager 構成でのプロビジョニングに関して、複雑さやメンテナンスの労力を軽減す

るのに役立ちます。ローカル ルート グループ機能の根本的な進歩によって、ゲートウェイへのアクセ

スに使用されるルート パターンから PSTN ゲートウェイのロケーションを切り離せるようになりまし

た。

Cisco Unified Communications Manager では、発信側デバイスのローカル ルート グループ用デバイス 
プールの設定にそれぞれ基づいてプロビジョニングされたルート グループにバインドできる、特別な

ローカル ルート グループを導入しています。そのため、電話機など、別個のロケールにある複数のデ

バイスで、同一のルート リストおよびルート パターンを使用できます。ただし、Cisco Unified 
Communications Manager は、それ自体のローカル エンドに対して正しいゲートウェイを選択します。

（注） このマニュアルでは、管理者が Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [コールルー

ティング (Call Routing)] > [ルート /ハント (Route/Hunt)] > [ルートグループ (Route Group)] メニュー 
オプションを使用して設定するルート グループを指して、プロビジョニングされたルート グループと

いう用語を使用します。

ローカル ルート グループ機能には、Cisco Unified Communications Manager の実装にプロビジョニン

グされるべきルート リストおよびルート パターンの数を削減する機能があります（この実装では、N 
個のサイトそれぞれが、その他の N-1 個のリモート サイトのローカル ゲートウェイにアクセスできる

必要があります）。このようなシナリオの 1 つの例として、テール エンド ホップ オフ（TEHO）があり

ます。

ステップ 6 Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [コー

ルルーティング (Call Routing)] > [トランスフォーメーションパ

ターン (Transformation Pattern)] > [着信側トランスフォーメー

ションパターン (Called Party Transformation Pattern)] メニュー

項目を使用して、コールがゲートウェイを介してルーティング

される前に、番号に関する着信側トランスフォーメーション パ
ターンを設定します。

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「着信側ト

ランスフォーメーション パターンの設定」

ステップ 7 標準ローカル ルート グループを使用するように設定されたルー

ト リストを使用するため、Cisco Unified Communications 
Manager の管理ページで [コールルーティング (Call 
Routing)] > [ルート /ハント (Route/Hunt)] > [ルートパターン

(Route Pattern)] メニュー項目を使用して、ルート パターンを設

定します。

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「ルート 
パターンの設定」

ステップ 8 Cisco Unified Communications Manager の管理ページで [コー

ルルーティング (Call Routing)] > [ルートプランレポート

(Route Plan Report)] メニュー オプションを使用して、実装に関

するルート プラン レポートを生成および表示します。

実行したプロビジョニングがローカル ルート グループの設定に

対して正しいかどうかを確認するには、このルート プラン レ
ポートをチェックします。

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「ルート 
プラン レポート」

表 30-1 ローカル ルート グループの設定チェックリスト （続き）

設定手順 関連手順と関連項目
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単純なローカル ルーティングの場合、プロビジョニングは N 個のルート パターンおよびルート リスト

から、1 個のルート パターンおよびルート リストへと削減されます。テール エンド ホップ オフ

（TEHO）の場合は、ローカル ルート グループによって、N2 個のルート パターンおよびルート リスト

の代わりに、N 個のルート パターンおよびルート リストの設定が可能になります。現在では、より大

規模な実装のために N の値が 1000 をはるかに上回る値に達しているため、結果として、スケーラビリ

ティのための非常に大きな削減につながります。

以前は、Cisco Unified Communications Manager はゲートウェイを、複数のパターンの割り当て先デ

バイスとして扱っていました。ゲートウェイと、Cisco Unified Communications Manager がゲート

ウェイを関連付けるパターンとの間には、厳密で柔軟性にやや欠けるバインドが存在していました。

コールが発信されると、Cisco Unified Communications Manager は状態を、「発信者X がある番号をダ

イヤルした。その数字はパターン Y に一致する。パターン Y はルート リスト、ルート グループ、およ

びゲートウェイ A、B および C に直接関連付けられている」と見なしました。

次の各項では、ローカル ルート グループのプロビジョニングに関して詳細に説明し、その使用例を示

します。

 • 「ローカル ルート グループ」（P.30-4）

 • 「コール中に、プロビジョニングされたルート グループをローカル ルート グループにバインド」

（P.30-5）

 • 「ローカル ルート グループでのルーティング」（P.30-6）

 • 「着信側トランスフォーメーション」（P.30-11）

追加情報

「関連項目」（P.30-16）を参照してください。

ローカル ルート グループ

管理者は、新しいルート グループをルート リストに追加すると、選択対象であるすべての使用可能な

ルート グループを [ルートリストの設定 (Route List Configuration)] ウィンドウで確認できます。この

リストには、[標準ローカルルートグループ (Standard Local Route Group)] と名付けられた特別なルー

ト グループが、リストの最初のメンバとして含まれています。このローカル ルート グループは、仮想

ローカル ルート グループを示します。

ローカル ルート グループは、プロビジョニングされたルート グループには静的にバインドされませ

ん。ローカル ルート グループは [ルートグループの検索と一覧表示 (Find and List Route Groups)] ウィ

ンドウには表示されないため、削除や変更を行うことはできません。ただし、ローカル ルート グルー

プを任意のルート リストに追加することは可能です。この追加が行われると、ローカル ルート グルー

プはプロビジョニングされたルート グループのプレースホルダとして機能します。プロビジョニング

されたルート グループはその後、コールの設定時にローカル ルート グループに動的にバインドされま

す。

ローカル ルート グループをルート リストに追加すると、後でそのローカル ルート グループをリスト

から削除したり、またはプロビジョニングされた任意のルート グループと同様に、リスト内における

検索順序の場所を変更したりできるようになります。

追加情報

「関連項目」（P.30-16）を参照してください。
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コール中に、プロビジョニングされたルート グループをローカル ルート グ
ループにバインド

プロビジョニングされたルート グループのローカル ルート グループへのバインドをコール設定時まで

保留すると、プロビジョニングされた目的のルート グループが、コールを発信しているデバイスに対

してローカルなグループになります。このため、ロケーション X にあるデバイスはロケーション X の
PSTN のゲートウェイを含むプロビジョニングされたルート グループを使用し、ロケーション Y にあ

るデバイスはロケーション Y の PSTN のゲートウェイに関する別のプロビジョニングされたグループ

を使用します。

システムの各デバイスがそのローカル ルート グループを認識するためにプロビジョニングされている

ということを、確認する必要があります。何千ものデバイスが存在する可能性があるので、各デバイス

の設定ウィンドウでこの情報を特定せずにすむよう、Cisco Unified Communications Manager の管理

ページを使用して、デバイスのデバイス プール内で情報を特定できます。これは、デバイス プールが

共通のサイト特有の情報を指定するためです。

[デバイスプール設定 (Device Pool Configuration)] ウィンドウの [ローカルルートグループ (Local 
Route Group)] フィールドには、使用可能なすべての（プロビジョニングされた）ルート グループを一

覧表示するドロップダウン リスト ボックスがあります。このリストには、特別な標準ローカル ルート 
グループの名前は表示されません（デバイス プールでは、プロビジョニングされたルート グループだ

けが設定されるためです）。ただし、このリストには、最初の（デフォルトの）選択肢を示す <NONE> 
という特別な名前が表示されます。バインドを必要としない場合は、<NONE> を選択します。

デフォルトの値である <NONE> がデバイス プールに対して選択されている場合、ローカル ルート グ
ループである標準ローカル ルート グループを含むルート リストを使用するコールは常に、標準ローカ

ル ルート グループがリストに存在しないかのようにルーティングされます。

このメカニズムに基づき、特別な標準ローカル ルート グループを含むルート リスト上のデバイスから

発信されるコールは、次のように動作します。

1. ルート リストのアルゴリズムによって、未使用のトランクが見つかるまで、含まれているルート 
グループのリストが指定の順序で検索されます （以前および現在の実装に違いはありません）。

2. 検索によって特別な標準ローカル ルート グループが検出されると、このルート グループは自動的

に、発信側デバイスに対してプロビジョニングされているローカル ルート グループの名前に置換

されます。ただし、検索結果が次のいずれかである場合は例外です。

 • プロビジョニングされたルート グループが <NONE> を示している場合、標準ローカル ルート 
グループは完全にスキップされます。

 • 標準ローカル ルート グループがこのようにスキップされることによって検索が終了すると

（つまり、標準ローカル ルート グループがルート リスト内の最後または唯一のルート グルー

プとなった場合）、ルーティングは中断し、ユーザはリオーダー音（または同等の通知）を受

信します。

追加情報

「関連項目」（P.30-16）を参照してください。
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ローカル ルート グループでのルーティング

ローカル ルート グループのマッピングによって、Cisco Unified Communications Manager はゲート

ウェイをサービスのように扱うことができます。お客様はこのソリューションによって、ルート プラ

ンをプロビジョニングおよびメンテナンスするための労力を省けるという利点が得られます。

例

この例では、図 30-1 に示すように、5 つの管理対象サイトを持つ集中型コール モデルを想定していま

す。以降の項では、このコール モデルを使用して、ローカル ルート グループ機能に関する次の 2 種類

の現象を示します。

 • 各サイトがオフネット コールをローカル ゲートウェイにルーティングする必要がある、単純な

ローカル ルーティングのケース。

 • より複雑なテール エンド ホップ オフ（TEHO）のケース。

図 30-1 集中型モデルでのローカル オフネット アクセスの管理

ローカル ルート グループ機能を使用する Cisco Unified Communications Manager の構成では、目的の

接続先に必ず到達するよう、着信側トランスフォーメーションによってコールされた番号を正規化する

必要があります。

追加情報

「関連項目」（P.30-16）を参照してください。

単純なローカル ルーティング

単純なローカル ルーティングは、各サイトがそのローカル ゲートウェイにオフネット コールをルー

ティングすることが必要なケースに対応します。ルート パターンおよびルート リストのプロビジョニ

ングについては、N 個のルート パターンおよびルート リストを設定する手間を、1 個のルート パター

ンおよびルート リストだけの設定に減らすことができます。

GW-Rch

27
07

20

PSTN

V

PSTN

V

 GW-RTP

GW-Hrdn

RTP, NC

GW-Bldr

GW-SJ

PSTN

V

PSTN

VPSTN

V

M
Cisco Unified CM

CO

CA

VA

WAN

TX



 

30-7
Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド     

第 30 章      ローカル ルート グループ

    ローカル ルート グループの概要      

このケースではさらに、ある特定のサイトをホームとしている電話機すべてが、そのサイトに固有の単

一の Calling Search Space（CSS; コーリング サーチ スペース）に属していると仮定します。たとえば、

ボールダー サイトにある電話機は、CSS-Bldr コーリング サーチ スペースに属しています。その他の

サイトも同様にそれぞれ CSS に属しています。図 30-2 は、ローカル ルート グループ機能を使用しな

い状態で、このシステムで発生し得るプロビジョニングを示しています。つまり、9 をダイヤルし、続

けて 7 桁、10 桁、または 11 桁のパターンをダイヤルしてオフネット コールを発信する場合には、電話

機はサイトに関係なく、常にそのローカル ゲートウェイを優先します。さらに多くのサイトが追加さ

れると、それぞれのカラムは新しいエントリ（行）を含める必要があります。N 個のサイトが存在する

場合は、N 個のルート リスト、ルート パターン、パーティション、およびコーリング サーチ スペース

が必要となります。

図 30-2 ローカル ルート グループを使用しないローカル オフネット アクセスのプロビジョニング
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同じ実装でローカル ルート グループ機能を使用すると、サイトの数に関係なく、単一のルート リス

ト、パーティション、ルート パターン、および CSS を設定できるようになります。図 30-3 を参照し

てください。

図 30-3 ローカル ルート グループを使用するローカル オフネット アクセスのプロビジョニング

この場合、次の設定が適用されます。

 • すべての電話機が、単一の CSS-System コーリング サーチ スペース、および単一の P-System パー

ティションに属する。

 • 所定のサイトのすべての電話機が、そのサイトに固有である 1 つのデバイス プールに属する。

 • 各デバイス プールの [ローカルルートグループ (Local Route Group)] フィールドが、そのサイトの

特定のルート グループを識別する。この例では、ボールダーは RG-Bldr、リチャードソンは 
RG-Rch となる。

このため、このケースでのルート リスト、ルート パターン、パーティション、およびコーリング サー

チ スペースは、それぞれ N 個から 1 個に減少します。ゲートウェイ、ルート グループ、およびデバイ

ス プールの数は、N 個のサイトに対して N 個のままです。

すべてのサイトから 9.@ パターンにアクセスするため、新しいパーティション P_System、および新し

いコーリング サーチ スペース CSS_System が追加されます。コーリング サーチ スペース 
CSS_Boulder は、他のサイトの CSS と同様に、P_Boulder および P_System も含めることができます。

追加情報

「関連項目」（P.30-16）を参照してください。
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テール エンド ホップ オフ

テール エンド ホップ オフ（TEHO）とは、VoIP ネットワークを越えて長距離電話をルーティングし、

それらのコールをリモートのゲートウェイで市内電話として公衆電話交換網（PSTN）にドロップする

ことを指します。TEHO を使用する場合、N2 個のエンティティを設定する代わりに N 個のエンティ

ティを設定するだけでよく、設定上の複雑さを軽減できます。TEHO に関しては、次の状態を前提と

しています。

 • 各サイトには、他の N-1 個の各サイトに対する個別のルート パターン、およびルート リストが存

在する。

 • 所定のサイト S に関して、別の（リモート）サイトに対する N-1 個の各ルート リストは、その別

サイトにとってローカルな 1 つまたは複数のゲートウェイのルート グループを第 1 優先として持

ち、次に、S にとってローカルなルート グループを第 2 優先として持つ。したがって、十分なトラ

ンキング リソースが使用可能で、第 1 優先となり得る場合、長距離電話はリモート サイトでゲー

トウェイを使用してオフネットとなるため、通話料金の課金対象になりません。十分なトランキン

グ リソースが使用可能でない場合、コールはデフォルトのローカル ゲートウェイに戻り、通話料

金の課金対象となります。

この場合もやはり、Cisco Unified Communications Manager は、すべてのサイトに対して同じルー

ティング ポリシーを持ちます。第 2 優先項目として、サイトのローカル PSTN でコールをルーティン

グすると（システムがリモートの PSTN でコールを市内電話としてドロップしなかった場合）、お客様

はサイトごとにすべてのルーティング情報に関する別個のインスタンスをプロビジョニングするように

強制されます。図 30-4 を参照してください （この図では、一部のサイトの構成を示しています）。各

サイトには、他の N-1 個の各サイトに対するルート パターンおよびルート リストの固有のセット、お

よびリモートのアクセス コードがカバーしていないその他すべてのコールに関する汎用のローカル 
ルート リストがあります。この要件は、一般的なケースに関する N*(N-1)+N 個、つまり N2 個のルー

ト リストおよびルート パターンを必要とします。
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図 30-4 ローカル ルート グループを使用しない TEHO のプロビジョニング

ローカル ルート グループ機能を使用する場合、リモート サイトに必要な N*(N-1) 個のルート パター

ンおよびルート リストは N 個に減少し、N 個のローカル ルート パターンおよびローカル ルート リス

トは 1 個に減少します。全体的には図 30-5 のように、ルート リストおよびルート パターンの合計数は 
N2 から N+1 に減少し、コーリング サーチ スペースおよびパーティションは N 個から 1 個に減少しま

す。

27
07

23

CO

VA

TX

9.1.703.XXX.XXXX/ P-Bldr
RL: RL-Bld r-Hrdn

9.1.972.XXX.XXXX/ P-Bldr
RL: RL-Bld r-Rch

9.1.919.XXX.XXXX/ P-Bldr
RL: RL-Bld r-RTP

9.1.408.XXX.XXXX/ P -Bldr
RL: RL-Bld r-SJ

9.@/ P-Bldr
      RL-Bld r-Local

9.1.303.XXX.XXXX/ P-Hrdn
RL: RL- H rdn-Bldr

9.1.972.XXX.XXXX/ P-Hrdn
RL: RL-Hrdn-Rch

9.1.919.XXX.XXXX/ P-Hrdn
RL: R L-Hrdn-RTP

9.1.408.XXX.XXXX/ P-Hrdn
RL: RL-Hrdn-SJ

9.@/ P-Hrdn
      RL- H rdn-Local

9.1.303.XX X.XXXX/ P- Rch
RL: RL-R ch-Bldr

9.1.703.XXX.XXXX/ P- Rch
RL: RL- Rch-Hrdn

9.1.919.XXX.XXXX/ P- Rch
RL: RL-Rch-RTP

9.1.408.XXX.XXXX/ P- Rch
RL: RL-Rch-SJ

9.@/ P- Rch
      R L-Rch-Local

RL-Bld r-Hrdn
RG : RG-Hrdn
 RG-Bldr

RL-Bld r-Rch
RG: RG-Rch
 RG-Bldr

RL-Bld r-RTP
RG: RG-RTP
 RG-Bldr

RL-Bld r -SJ
RG: RG-SJ
 RG-Bldr

RL-Bld r-Local
RG: RG-Bldr

RL- Hrdn-Bldr
RG: RG-Bldr
 RG-Hrdn

RL-Hrdn-Rch
RG: RG-Rch
 RG-Hrdn

RL-Hrdn-RTP
RG: RG-RTP
 RG-Hrdn

RL-Hrdn-SJ
RG: RG-SJ
 RG-Hrdn

RL-Hrdn-Local
RG: RG-Hrdn

RL-Rch-Bldr
RG: RG-Bldr
 RG-Rch

RL-Rch-Hrdn
RG: RG-Hrdn
 RG-Rch

RL-Hrdn-RTP
RG: RG-RTP
 RG- Rch

RL-Hrdn-SJ
RG: RG-SJ
 RG-Rch

RL-Hrdn-Local
RG: RG-Rch

P-Bldr

P-Hrdn

P-Rch

CSS-Hrdn
P:P-Hrdn

CSS-Bldr
P: P-Bldr

CSS-Rch
P:P-Rch



 

30-11
Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド     

第 30 章      ローカル ルート グループ

    ローカル ルート グループの概要      

図 30-5 ローカル ルート グループを使用する TEHO のプロビジョニング

図 30-5 では、重要なエレメントが、各ルート リストの 2 番目の選択肢として標準ローカル ルート グ
ループを使用していることに注目してください。発信側デバイスのデバイス プールの設定によって、

特定のコール中に使用される、実際のプロビジョニングされたルート グループが動的に決定されます。

追加情報

「関連項目」（P.30-16）を参照してください。

着信側トランスフォーメーション

エンタープライズ番号とルート グループおよびゲートウェイとの間で疎結合が発生している最中には、

ルート グループおよびゲートウェイと PSTN が予想するパターンとの間に極度の密結合が発生します。

選択されたゲートウェイが 7 桁のダイヤリング ロケーションに存在する場合、PSTN は 7 桁を予想し

ます。選択されたゲートウェイが 10 桁のロケーションに存在する場合は、PSTN は 10 桁を予想して市

内番号にアクセスします。

例 1
コールがダラスから発信された場合、その着信番号は 9.5551212 を示します。ダラスのローカル ゲー

トウェイがビジーまたはアクセス不能である場合は、サンノゼのゲートウェイが選択されることを想定

して、9.5551212 を、サンノゼのゲートウェイがダイヤルアウトする 1 214 555 1212 に変換する必要が

あります。

ローカル ルート グループのケースに関する同じ例では、コールがダラスから発信されます。着信番号

は 9.5551212 を示しているため、システムは次のアクションを実行します。

1. 発信者がダイヤルしたとおりの番号を使用して、PreDot を破棄し、プレフィックス +1 214 を挿入

します。
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2. コールの番号を、グローバルに一意である E.164 ストリング（+1 214 555 1212）に変換します。

サンノゼのゲートウェイが選択された場合、システムはグローバル ストリングである +1 214 555 1212 
を 1 214 555 1212 に変換します。ダラスのゲートウェイが選択された場合、システムはグローバル ス
トリングを 214 555 1212 に変換します。

この例の図については、図 30-6 を参照してください。

図 30-6 コールされた番号の変換

例 2
コールが RTP から発信された場合、その着信番号は 5551212 を示します。RTP のローカル ゲートウェ

イがビジーまたはアクセス不能である場合は、サンノゼのゲートウェイが選択されることを想定して、

5551212 を、サンノゼのゲートウェイがダイヤルアウトする 1 919 555 1212 に変換する必要がありま

す。

ローカル ルート グループのケースに関する同じ例では、コールが RTP から発信されます。着信番号は 
9.5551212 を示しているため、システムは次のアクションを実行します。

1. ダイヤルしたとおりの番号を使用して、PreDot を破棄し、プレフィックス 91919 を挿入します。

2. 着信番号を、グローバルなダイヤリング ストリング（9 1 919 555 1212）に変換します。

サンノゼのゲートウェイが選択された場合、システムはグローバル ストリングである 91 919 555 1212 
を 1 919 555 1212 に変換します。RTP ゲートウェイが選択された場合、システムはグローバル ストリ

ングを 555 1212 に変換します。

追加情報

着信側トランスフォーメーションの詳細については、『Cisco Unified Communications Manager システ
ム ガイド』の「ルート プランの概要」にある「着信側番号トランスフォーメーション設定値」の項を

参照してください。

国際エスケープ文字 + の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』

の「ルート プランの概要」にある「国際エスケープ文字 + の使用」の項を参照してください。

また、「関連項目」（P.30-16）も参照してください。
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ローカル ルート グループのシステム要件
ローカル ルート グループ機能には、次のシステム要件があります。

 • Cisco Unified Communications Manager 7.0(1) 以降

追加情報

「関連項目」（P.30-16）を参照してください。

インタラクションおよび制限事項
次の項では、ローカル ルート グループにおけるインタラクションおよび制限事項について説明します。

 • 「インタラクション」（P.30-13）

 • 「制限事項」（P.30-15）

追加情報

「関連項目」（P.30-16）を参照してください。

インタラクション

次の各項では、ローカル ルート グループが Cisco Unified Communications Manager の他の機能および

アプリケーションとどのように通信するかについて説明します。

 • 「サポートされるデバイス」（P.30-13）

 • 「自動転送」（P.30-14）

 • 「その他の補足サービス」（P.30-14）

 • 「ルート プラン レポート」（P.30-14）

 • 「Cisco Unified Mobility」（P.30-15）

追加情報

「関連項目」（P.30-16）を参照してください。

サポートされるデバイス

コールを発信することが可能な Cisco Unified Communications Manager のデバイス タイプはすべて、

ローカル ルート グループ機能をサポートします。これには次のデバイスが含まれます。

 • Skinny デバイス

 • H.323 デバイス

 • SIP デバイス

 • MGCP デバイス（すべての PRI バリアント、BRI、および MGCP 電話機を含む）

 • CTI デバイス
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自動転送

自動転送されたコールに関しては、Cisco Unified Communications Manager は、プロビジョニングさ

れているローカル ルート グループを検索するために、転送先に関連付けられたデバイス プールの設定

においてプロビジョニングされているローカル ルート グループを使用します。したがって、電話機 A 
が（ローカルの）電話機 B にコールし、電話機 B がそのコールを（リモートの）電話機 C に転送する

場合、電話機 B ではなく、電話機 A のデバイス プールのローカル ルート グループ値が使用されます。

その他の補足サービス

多くの補足サービスは、コールを発信できます。このように発信されたコールでは、ローカル ルート 
グループはスキップされます。

コールを発信できるのは、次の機能です。

 • 折返し

 • MWI

 • モビリティ（フォローミー）

 • パス置換

標準ローカル ルート グループがスキップされることによって検索が終了すると（つまり、標準ローカ

ル ルート グループがルート リスト内の最後または唯一のルート グループとなった場合）、ルーティン

グは中断します。

コールを転送できるのは、次の機能です。

 • 割り込み

 • 折返し

 • コールパーク

 • 会議

 • ダイレクト コールパーク

 • 自動転送

 • 即時転送

 • ミートミー会議

 • コール ピックアップ

「自動転送」（P.30-14）で説明したとおり、Cisco Unified Communications Manager は、プロビジョニ

ングされているローカル ルート グループを検索するために、転送先に関連付けられたデバイス プール

の設定においてプロビジョニングされているローカル ルート グループを使用します。

ルート プラン レポート

ルート プラン レポートには、ルート リスト、関連するルート グループ、およびトランクやゲートウェ

イなどのルートに関する詳細が示されます。特別な標準ローカル ルート グループも示されます。次は

その一例です。
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ローカル ルート グループを使用しないルート パターンに対するルート プラン レポートの表示例

BoulderRouteList

|__ BoulderRG

__BoulderGW1

|__BoulderGW2

ローカル ルート グループを使用するルート プラン レポートの表示例

SystemRouteList

|__標準ローカル ルート グループ

Cisco Unified Mobility

リモート接続先に対するシングル ナンバー リーチ コールでは、発信側のデバイス プールによって標準

ローカル ルート グループの選択が決まります。

制限事項

ローカル ルート グループを設定する前に、次の制限事項を確認してください。

 • 「混合されたルート リスト」（P.30-15）

混合されたルート リスト

SIP ルート グループ、および Q.SIG ルート グループを、同時に 1 つのルート リストに挿入することは

できません。ローカル ルート グループ機能を使用する場合、混合されたルート リストの規則はプロビ

ジョニング中には実施されません。これは、コールの設定中に、標準ローカル ルート グループと、プ

ロビジョニングされたルート グループとの間にバインドが動的に発生するためです。このため、一部

の Q.SIG 関連機能が利用できなくなる場合があります。標準ローカル ルート グループから Q.SIG ルー

ト グループへのバインドは避けてください。

追加情報

「関連項目」（P.30-16）を参照してください。

ローカル ルート グループのインストールとアクティブ化
Cisco Unified Communications Manager リリース 7.0(1) 以降をインストールすると、ローカル ルート 
グループを設定できるようになります。

追加情報

「関連項目」（P.30-16）を参照してください。
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ローカル ルート グループの設定
この項は、次の内容で構成されています。

 • 「ローカル ルート グループのサービス パラメータの設定」（P.30-16）

ヒント ローカル ルート グループを設定する前に、「ローカル ルート グループの設定チェックリスト」

（P.30-1）を確認してください。

追加情報

「関連項目」（P.30-16）を参照してください。

ローカル ルート グループのサービス パラメータの設定

ローカル ルート グループ機能は、追加のサービス パラメータの設定を必要としません。

追加情報

「関連項目」（P.30-16）を参照してください。

関連項目
 • 「ローカル ルート グループの設定チェックリスト」（P.30-1）

 • 「ローカル ルート グループの概要」（P.30-3）

 • 「ローカル ルート グループ」（P.30-4）

 • 「コール中に、プロビジョニングされたルート グループをローカル ルート グループにバインド」

（P.30-5）

 • 「ローカル ルート グループでのルーティング」（P.30-6）

 • 「着信側トランスフォーメーション」（P.30-11）

 • 「ローカル ルート グループのシステム要件」（P.30-13）

 • 「インタラクションおよび制限事項」（P.30-13）

 • 「ローカル ルート グループのインストールとアクティブ化」（P.30-15）

 • 「ローカル ルート グループの設定」（P.30-16）

 • 「ローカル ルート グループのサービス パラメータの設定」（P.30-16）

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「ルート リストの

設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「デバイス プール

の設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「ゲートウェイの設

定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「トランクの設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「着信側トランス

フォーメーション パターンの設定」
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 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「発呼側トランス

フォーメーション パターンの設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「ルート パターン

の設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「ルート プラン レ
ポート」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「ルート グループ

の設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「コーリング サー

チ スペースの設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「パーティションの

設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「Cisco Unified Communications 
Manager 音声ゲートウェイの概要」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「ルート プランの概要」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「パーティションおよびコーリング 
サーチ スペース」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「システム レベルのコンフィギュ

レーション設定」
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論理パーティション

論理パーティション機能により、テレフォニー システムで許可または拒否の設定に基づいてコールお

よび機能を制御できます。一般的なテレフォニー システムでは、Voice over Internet Protocol（VoIP）
および Public Switched Telephone Networks（PSTN; 公衆電話交換網）へのアクセスを提供して、設定

によりアクセスを制御できます。

この章は、次の内容で構成されています。

 • 「論理パーティションの設定チェックリスト」（P.31-1）

 • 「論理パーティションの概要」（P.31-4）

 • 「論理パーティション アーキテクチャの概要」（P.31-8）

 • 「論理パーティション用のエンタープライズ パラメータ」（P.31-10）

 • 「論理パーティションのシステム要件」（P.31-22）

 • 「インタラクションおよび制限事項」（P.31-23）

 • 「論理パーティションの設定」（P.31-40）

 • 「以前のリリースからのアップグレード時の論理パーティション設定」（P.31-48）

 • 「論理パーティションのトラブルシューティング」（P.31-49）

 • 「関連項目」（P.31-49）

論理パーティションの設定チェックリスト
論理パーティションを使用すると、Cisco Unified Communications Manager システムを次のように設

定できます。異なる位置情報間でコールが発生したときに VoIP リソースと PSTN リソースを混在させ

ることができるよう 1 回線、複数回線、アナログの各電話機を設定して、コールの制限を回避できま

す。電話機には、位置情報（[電話の設定 (Phone Configuration)] ウィンドウ）と、位置情報フィルタ

（[デバイスプール設定 (Device Pool Configuration)] ウィンドウ）だけを設定できます。
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表 31-1 は、論理パーティションを設定するためのチェックリストです。論理パーティションの詳細に

ついては、「関連項目」（P.31-49）を参照してください。

表 31-1 論理パーティションの設定チェックリスト 

設定手順 手順と関連項目

ステップ 1 Enable Logical Partitioning エンタープライズ パラメータの値を 
[True] に設定して、論理パーティションを有効にします。

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「エンター

プライズ パラメータの設定」

「論理パーティション用のエンタープライズ 
パラメータ」（P.31-10）

ステップ 2 新しい [位置情報の設定 (Geolocation Configuration)] ウィンド

ウで一連の位置情報を定義します。

「位置情報の設定」（P.23-10）

ステップ 3 デバイス プール、デバイス、トランク、ゲートウェイ、または 
MGCP ポートに位置情報を割り当てます。

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「デバイス 
プールの設定値」

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「ゲート

ウェイの設定値」

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「電話機の 
MAC アドレスの表示」

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「トランク

の設定値」

ステップ 4 Default Geolocation エンタープライズ パラメータで指定された

デフォルト位置情報に位置情報を割り当てます。

「位置情報の設定」（P.23-10）

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「エンター

プライズ パラメータの設定」

「論理パーティション用のエンタープライズ 
パラメータ」（P.31-10）

ステップ 5 論理パーティションのデフォルト ポリシーを定義します。関連

する位置情報ポリシー レコードの [論理パーティションポリ

シーの設定 (Logical Partitioning Policy Configuration)] ウィン

ドウで、ポリシーの許可 /拒否が明示的に設定されていない場合

は、このポリシーに従って、有効な位置情報および位置情報

フィルタに関連付けられているデバイス間で PSTN コールを許

可するか、拒否するかが決定されます。

[エンタープライズパラメータ設定 (Enterprise Parameters 
Configuration)] ウィンドウを使用して、Logical Partitioning 
Default Policy エンタープライズ パラメータの値を設定します。

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「エンター

プライズ パラメータの設定」

「論理パーティション用のエンタープライズ 
パラメータ」（P.31-10）
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ステップ 6 論理パーティション ポリシー チェックに参加していないデバイ

スについては、位置情報を未指定として定義するか、または未

定義のままにしておきます。

（注） 位置情報または位置情報フィルタに関連付けられていな

いデバイスは、論理パーティション ポリシー チェック

に参加しません。この関連付けないという設定は、個々

のデバイス レベル、デバイス プール レベル、またはエ

ンタープライズ パラメータ レベルで定義できます。

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「デバイス 
プールの設定値」

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「ゲート

ウェイの設定値」

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「電話機の 
MAC アドレスの表示」

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「トランク

の設定値」

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「エンター

プライズ パラメータの設定」

「論理パーティション用のエンタープライズ 
パラメータ」（P.31-10）

ステップ 7 新しい [位置情報フィルタの設定 (Geo Location Filter 
Configuration)] ウィンドウで一連のフィルタ規則を定義しま

す。

「位置情報フィルタの設定」（P.23-17）

ステップ 8 デバイス プール、トランク、クラスタ間トランク、ゲートウェ

イ、または MGCP ポートに位置情報フィルタを割り当てます。

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「デバイス 
プールの設定値」

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「ゲート

ウェイの設定値」

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「トランク

の設定値」

ステップ 9 Logical Partitioning Default Filter エンタープライズ パラメータ

に指定されているデフォルトのフィルタに位置情報フィルタを

割り当てます。

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「エンター

プライズ パラメータの設定」

「論理パーティション用のエンタープライズ 
パラメータ」（P.31-10）

ステップ 10 新しい [論理パーティションポリシーの設定 (Logical 
Partitioning Policy Configuration)] ウィンドウで一連の論理

パーティション ポリシー レコードを定義します。

「論理パーティションポリシーの設定」

（P.31-41）

表 31-1 論理パーティションの設定チェックリスト （続き）

設定手順 手順と関連項目
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論理パーティションの概要
論理パーティションでは、Cisco Unified Communications Manager で提供するコール制御機能を指定

します。これにより、VoIP エンティティの次のペア間の通信を制御できます。

1. VoIP 電話機と VoIP ゲートウェイ

2. VoIP ゲートウェイと別の VoIP ゲートウェイ

3. クラスタ間トランクと VoIP 電話機

4. クラスタ間トランクと VoIP ゲートウェイ

Cisco Unified Communications Manager の設定に関するオプションがあるため、このような各種 VoIP デ
バイスが相互に通信できるようにしたり、デバイスを 1 つのデバイスまたは 1 つのデバイス グループに

制限したりできます。エンドポイントには、論理パーティション ポリシー ロジックは存在しません。

基本コールの確立時だけでなく、コール中機能の動作時にも、このような通信を制御するには、論理

パーティションが必要になります。

Cisco Unified Communications Manager 基本ルーティング ポリシーは、コーリング サーチ スペースお

よびパーティションで構成されています。禁止されている基本コールが確立されないようにするにはこ

のポリシーだけで十分ですが、禁止されているコールがコール中機能によって確立されないようにする

には十分とは言えません。Cisco Unified Communications Manager では、このようなコール中機能は、

参加やリダイレクトに影響を与えるために内部で使用されることが多いことから、一般に参加機能やリ

ダイレクト機能と呼ばれます。

論理パーティションは、このようなコール中シナリオを処理するように Cisco Unified 
Communications Manager を拡張します。論理パーティションの設定は補足機能とは独立しています。

補足機能の場合は、補足機能に参加またはリダイレクトされるデバイスに基づいてポリシー チェック

が実行されます。

（注） 論理パーティション ポリシー チェックは、コール処理中、番号分析 /コーリング サーチ スペース /
パーティション ロジックより後に実行されます。

論理パーティション ソリューションは、次の要素で構成されています。

 • 識別子：デバイスごとに一意の識別子を関連付けるためのフレームワーク。

ステップ 11 位置情報ポリシー レコード デバイス タイプ ペア間で一連のポ

リシーを定義します。

{{Geolocation Policy1,devType1},{Geolocation 
Policy2,devType2},policyValue}

「論理パーティションポリシーの設定」

（P.31-41）

ステップ 12 異なるクラスタのデバイスを論理パーティション ポリシー 
チェックに参加させるには、次のようにロケーション伝達をオ

ンにします。

 • ローカル クラスタの Intercluster Trunk（ICT; クラスタ間ト

ランク）または SIP トランクで [位置情報の送信 (Send 
Geolocation Information)] チェックボックスをオンにします。

 • リモート クラスタの ICT または SIP トランクで [位置情報

の送信 (Send Geolocation Information)] チェックボックス

をオンにします。

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「トランク

の設定値」

「ロケーション伝達の設定チェックリスト」

（P.23-4）

表 31-1 論理パーティションの設定チェックリスト （続き）

設定手順 手順と関連項目
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 • ポリシー：管理者は、Cisco Unified Communications Manager システムの 2 つのデバイス（VoIP 電
話機およびゲートウェイ）間の相互接続を決定する規則またはポリシーを定義できます。設定したポ

リシーは、デバイス ペア間で双方向に機能します。

 • ポリシー チェック：コール処理だけでなく、転送、ピックアップ、アドホック会議などの機能が、

定義されたポリシーをチェックし、その内容に従って参加者間のコールまたは機能を許可します。

識別子

識別子は、Cisco Unified Communications Manager 論理パーティション ソリューション内のデバイス

（要素）ごとにデバイス タイプを表します。デバイス タイプにより、すべての要素が内部とボーダーの 
2 つのタイプに分類されます。表 31-2 に、各デバイス タイプに関連付けられている Cisco Unified 
Communications Manager デバイスを示します。

（注） Cisco Unified Communications Manager 要素の分類は編集できません。ボーダーおよび内部だけを指

定できます。特定のデバイスを分類するには、表 31-2 に示すスキームに従う必要があります。たとえ

ば、SIP トランクはボーダー要素にだけ分類できます。

詳細については、「位置情報識別子」（P.23-8）を参照してください。位置情報識別子の例については、

「位置情報の例」（P.23-8）を参照してください。

許可ポリシーおよび拒否ポリシー

VoIP ネットワーク トポロジのシステム要件に基づいて、論理パーティションに次のデフォルト システ

ム ポリシーを提供するように Cisco Unified Communications Manager を設定できます。

 • 拒否：（前に挙げた）タイプ 1 ～ 4 の VoIP デバイス参加者間でコールまたは機能がブロックされます。

VoIP 通信を許可するには、論理パーティション設定によって許可ポリシーを設定します。

 • 許可：（前に挙げた）タイプ 1 ～ 4 の VoIP デバイス参加者間でコールまたは機能が許可されます。

VoIP 通信を拒否するには、論理パーティション設定によって拒否ポリシーを設定します。

追加情報

「関連項目」（P.31-49）を参照してください。

表 31-2 デバイス タイプおよび関連付けられた Cisco Unified Communications Manager 
デバイス 

デバイス タイプ Cisco Unified Communications Manager デバイス

ボーダー ゲートウェイ（たとえば、H.323 ゲートウェイ）

クラスタ間トランク（ICT）。ゲートキーパーによる制御

とゲートキーパー以外による制御の両方

H.225 トランク

SIP トランク

MGCP ポート（E1、T1、PRI、BRI、FXO）

内部 電話機（SCCP、SIP、サードパーティ）

CTI ルート ポイント

VG224 アナログ電話機

MGCP ポート（FXS）

Cisco Unityボイスメール（SCCP）
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インド通信規制の適用

Telecom Regulatory Authority of India（TRAI）の規制では、エンタープライズ データ ネットワーク

および公衆電話交換網（PSTN）経由の音声トラフィックを厳密に区別し、トール バイパス目的でこの 
2 つのネットワーク間のコールを混在させてはならないと規定されています。

次に、制限される（つまり、許可されない）基本シナリオを示します。

 • PSTN ゲートウェイをパススルーするコールが、WAN を使用して、地理的に異なる場所にある 
VoIP 電話機または VoIP PSTN ゲートウェイに直接接続されます。

 – インドに PSTN ゲートウェイが存在する場合でも、このシナリオは厳しく制限されます。

PSTN はインド以外の国、VoIP 電話機はインドにあって、接続した結果インドの通信サービ

ス プロバイダーの収益が低下する場合、この接続は制限の対象となります。

次に、許可される基本シナリオを示します。

 • 地理的に異なる場所にある 2 つの VoIP 電話機を直接結ぶコール

 • 地理的に同じ場所にある VoIP 電話機から PSTN ゲートウェイへのコール

PSTN ゲートウェイをパススルーするコールが、IP テレフォニーを使用して、異なるサイトまたは地

理的場所（位置情報）にある VoIP 電話機または VoIP PSTN ゲートウェイに直接接続しないようにす

る必要があります。

配置要件

TRAI 規制を順守し、トール バイパスを回避しつつ、推奨される設定ガイドラインに従って、1 回線電

話機が VoIP（Closed User Group [CUG; 非公開ユーザ グループ ]）または PSTN ネットワークの外部

に達することができるようにする必要があります。

（注） トール バイパスを回避するには、論理パーティションを有効にします。

利用可能な Cisco Unified Communications Manager サポート

Cisco Unified Communications Manager では、論理パーティション機能の実装に先立って、次のサ

ポートが提供されます。

 • 複数の電話機が、同じ回線を使用して、VoIP ネットワークまたは PSTN ネットワークに達するこ

とができます。

 • 既存の Calling Search Space（CSS; コーリング サーチ スペース）およびパーティションのメカニ

ズムにより、基本コール専用にネットワークをパーティション化できます。

1 回線の制限

論理パーティション機能の設定なしで（または設定前に）1 回線を使用するときには、次の制限があり

ます。

 • コール中の参加：転送などの補足機能の呼び出し時に、WAN 上の VoIP ネットワークに接続する

コールと PSTN ネットワークに確立される別のコールがともに参加することがあります。

 • リダイレクト：自動転送などの補足機能の呼び出し時に、WAN 上の VoIP ネットワークを流れる

コールが PSTN ネットワークにリダイレクトされることがあります。

論理パーティション機能が有効になっていないと、制限の対象となるシナリオを呼び出さないように補

足機能を設定することができません。
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論理パーティションを使用する前の既存の配置

インドなどの国では、電話機の分割回線を使用して、VoIP（CUG）ネットワークと PSTN ネットワー

クを分けています。この実装はこれまで、低コストのアナログ電話機と 1 回線の VoIP 電話機を使用で

きないようになっていました。

2 回線の電話機を使用する配置の場合、Join Across Lines（JAL; 回線をまたいで参加）や Direct 
Transfer Across Line（DTAL; 回線をまたいで直接転送）などの補足機能を呼び出すと、TRAI 規制で

制限されるシナリオとなることがあります。このような配置を TRAI 規制に準拠させるには、論理パー

ティション機能が必要です。

追加情報

「関連項目」（P.31-49）を参照してください。

これまでの経緯

従来、インドの規制では、VoIP システムを PSTN 相互接続システムとは物理的に分けるよう規定され

ていました。ユーザは、局間電話コール専用に VoIP システムで電話を使用していましたが、PSTN と
相互に通信する必要があるコールは PSTN システムを使用して確立する必要がありました。2008 年時

点の TRAI 規制では、単一のシステムで両タイプのコールをサポートすることが許可されています。た

だし、禁止されているコールは完了しないようにシステムを設定できる場合だけです。Cisco Unified 
Communications Manager システムでは、論理パーティションという用語がこの機能を指しています。

リリース 7.1(x) よりも前の Cisco Unified Communications Manager リリースを使用してインドでエン

タープライズ VoIP を実装する場合は、VoIP 接続と PSTN 接続のいずれにも同じ Cisco Unified IP 
Phone を使用します。Cisco Unified Communications Manager では、参加者が VoIP ドメインまたは 
PSTN ドメインに存在する 1 回線から補足機能を呼び出すときには、VoIP トラフィックと PSTN トラ

フィックの混在を制御するための特定の設定はサポートされていません。規制に準拠するために、これ

までインドに VoIP を実装する場合は、PSTN コールおよび VoIP コールに VoIP 電話機の分割回線を使

用していました。

Cisco Unified Communications Manager では、各回線の設定にパーティションおよびコーリング サー

チ スペース（CSS）という概念を導入しています。このため、VoIP ドメインと PSTN ドメインの制御

が別々になっており、1 回線の電話機では転送などの機能を実行できません。このような機能を呼び出

すと、PSTN ネットワークで VoIP の参加が可能になるためです。

この制限があるため、インドではシスコシステムズの装置を使用してエンタープライズ VoIP を配置し

ても、少なくとも 2 回線を備えた電話機を使用するという制限が引き続き存在し、ほとんどのカスタ

マーにとっては経済的なソリューションとなりません。また、この制限のため、仕様により 1 回線と

なっている低コストのアナログ電話機を使用するソリューションも、VG224/VG248 ゲートウェイを使

用するソリューションも実現できません。

これらの制限に対処するために、Cisco Unified Communications Manager ソリューションでは管理者

ポリシーによって Cisco Unified IP Phone で 1 回線の論理パーティションを設定できるようになってい

ます。ただし、参加者の属性タグまたは位置情報に基づいて、コール参加またはコールの転送を制御す

る必要があることに注意してください。

追加情報

「関連項目」（P.31-49）を参照してください。
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論理パーティション アーキテクチャの概要
論理パーティション ソリューションには、次の要素のプロビジョニングが必要です。

 • 位置情報識別子の設定

 – 管理者は、位置情報セット（住所）を定義できます。

 – 管理者は、これらの位置情報を VoIP 電話機、VoIP ゲートウェイ、IP トランク、デバイス 
プール、およびエンタープライズ パラメータに割り当てることができます。

 – 管理者は、位置情報からフィールドのサブセットを選択し、VoIP ゲートウェイ、IP トランク、

デバイス プール、およびエンタープライズ パラメータに関連付けるフィルタを定義できます。

 • ポリシーの設定

 – 管理者は、位置情報ポリシー レコードを定義し、接続を許可するか拒否するかを示すポリ

シーを位置情報ポリシー レコードのマトリクスに含めることができます。設定したポリシー

は、デバイス ペア間で双方向に機能します。

 • クラスタ間での位置情報の伝達

 – コールの確立時だけでなく、コール中の参加およびリダイレクト時にも、クラスタ間で位置情

報を伝達できます。

追加情報

「関連項目」（P.31-49）を参照してください。

論理パーティションでの位置情報および位置情報フィルタの使用

Cisco Unified Communications Manager 管理者は、次の項目を定義する必要があります。

 • 論理パーティションを使用するデバイスごとの位置情報。詳細については、「位置情報の特徴」

（P.23-6）を参照してください。

 • 論理パーティションを使用するデバイスごとの位置情報フィルタ。詳細については、「位置情報

フィルタについて」（P.23-16）を参照してください。

Cisco Unified Communications Manager 管理者は続いて、位置情報および位置情報フィルタをデバイ

スに割り当てます。

Cisco Unified Communications Manager クラスタ内の次のエンティティに位置情報と位置情報フィル

タの値を割り当てることができます。

 • デバイス プール

 • CTI ルート ポイント

 • 電話機（オプション）

 • CTI ポート

（注） 電話機の場合、電話機に位置情報フィルタを関連付けるためのドロップダウン リスト ボッ

クスは指定しません。

 • SIP トランク

 • クラスタ間トランク（ICT）

 • H.323 ゲートウェイ
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 • T1、E1、PRI、FXO タイプの MGCP ポート

Media Termination Points（MTP; メディア ターミネーション ポイント）、Conference Bridges（CFB; 
コンファレンス ブリッジ）、アナンシエータ、Music On Hold（MOH; 保留音）サーバなどのメディア 
デバイスは、位置情報および位置情報フィルタに関連付ける必要はありません。

Cisco Unified Communications Manager のデバイス層には、コール処理で使用される位置情報の値が

内部的に関連付けられます。次に、一連の処理を示します。

1. デバイスがデバイス レベルまたはデバイス プール レベルでの設定用に GeolocationPkid および 
GeolocationFilterPkid を読み取ります。

2. デバイスは、コール シグナリング時に CC（たとえば、CcRegisterPartyA）および 
PolicyAndRSVPRegisterReq メッセージでこの Pkid と deviceType の情報を伝達します。

3. コール処理およびコール機能層が、この情報を使用して、論理パーティション ポリシーをチェッ

クします。

位置情報の標準レコードは未指定です。位置情報をデバイスに関連付ける必要がない場合は、この値を

使用します。デバイスの場合、位置情報を未指定にするか、または位置情報フィルタに [なし (None)] 
を指定すると、識別子が作成されず、そのデバイスは論理パーティション ポリシー チェックに参加し

ません。

[エンタープライズパラメータ設定 (Enterprise Parameters Configuration)] ウィンドウのドロップダウ

ン リスト ボックスから、Default Geolocation エンタープライズ パラメータおよび Logical Partitioning 
Default Filter エンタープライズ パラメータを設定できることに留意してください。

位置情報および位置情報フィルタの例

位置情報の例については、「位置情報およびロケーション伝達」の章の表 23-4 を参照してください。

位置情報フィルタの例については、「位置情報およびロケーション伝達」の章の表 23-6 を参照してくだ

さい。

追加情報

「関連項目」（P.31-49）を参照してください。

シェアドラインおよびルート リストでの論理パーティション位置情報の使用

着信側がグループ デバイスの場合、グループ内のデバイスごとに別個の位置情報を適用できます。早

期在席シナリオの場合、実際に接続されるデバイスはデバイスが応答するまでわかりません。そのた

め、デバイスが応答するまで、位置情報は集約されます。

 • コール制御および機能の層は、デバイスが応答するまで、一時位置情報（「MixedDevice」）を受信

します。

 • デバイスが応答し、デバイスの実際の位置情報が使用可能になるまで、機能層または LPSession プ
ロセスの論理パーティション ポリシー チェックは無視されます。

 • この動作は、応答時まで論理パーティション ポリシー チェックを遅らせることによって、早期在

席転送機能および早期在席会議機能に影響を及ぼします。

追加情報

「関連項目」（P.31-49）を参照してください。
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論理パーティションでの位置情報識別子の使用

位置情報識別子は、位置情報、位置情報フィルタ、および Cisco Unified Communications Manager デ
バイスのデバイス タイプで構成されます。

詳細については、「位置情報およびロケーション伝達」の「位置情報識別子」（P.23-8）を参照してください。

追加情報

「関連項目」（P.31-49）を参照してください。

論理パーティション用のエンタープライズ パラメータ
論理パーティションの設定には、次のエンタープライズ パラメータを使用できます。

 • Enable Logical Partitioning：このパラメータは、論理パーティション機能を有効にするかどうか

を決定します。論理パーティション ポリシーは、コールだけでなく、転送、自動転送、ミート

ミーをはじめとする会議などの補足機能を制限するために使用します。有効な値は、[True]（論理

パーティションを有効にする）または [False]（論理パーティションを有効にしない）です。この

パラメータを [False] に設定すると、コールは論理パーティション ポリシーに照らして検証されま

せん。これは必須フィールドです。デフォルト値は [False] に設定されています。

 • Default Geolocation：このパラメータは、Cisco Unified Communications Manager の管理ページ

に位置情報が指定されていないすべてのデバイスおよびデバイス プールのデフォルトの位置情報

設定を決定します。有効な値には、Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [位置

情報の設定 (Geolocation Configuration)] ウィンドウに設定されているすべての位置情報の名前な

どがあります。デフォルトの位置情報は、Cisco Unified Communications Manager の管理ページ

の [デバイス設定 (Device Configuration)] ウィンドウまたは [デバイスプール設定 (Device Pool 
Configuration)] ウィンドウで、デバイスごとおよびデバイス プールごとに上書きできます。これ

は必須フィールドです。デフォルトの値は未指定です。

 • Logical Partitioning Default Policy：このパラメータは、位置情報間でコールを許可または拒否す

るためのデフォルトのポリシーを決定します。位置情報間のコールを許可して処理を続行する前

に、Cisco Unified Communications Manager は Cisco Unified Communications Manager の管理

ページの [論理パーティションポリシーの設定 (Logical Partitioning Policy Configuration)] ウィン

ドウの設定に基づいて、指定した位置情報間でコールが許可されていることを確認します。[論理

パーティションポリシーの設定 (Logical Partitioning Policy Configuration)] ウィンドウで [システ

ムデフォルトの使用 (Use System Default)] が指定されている場合、このパラメータの値によって

コールの許可または拒否が決定されます。有効な値は、[許可 (Allow)]（コールの続行を許可）ま

たは [拒否 (Deny)]（コールの続行を拒否）です。これは必須フィールドです。デフォルト値は [拒
否 (Deny)] に設定されています。

 • Logical Partitioning Default Filter：このパラメータは、論理パーティション機能における位置情報の

デフォルトのフィルタを指定します。フィルタを位置情報に適用すると、[位置情報の設定

(Geolocation Configuration)] ウィンドウで、その位置情報に属するデバイスおよびデバイス プール

に適用されるフィールドの数を削減できます。このパラメータのフィルタを選択するには、Cisco 
Unified Communications Manager の管理ページの [位置情報フィルタの設定 (Geo Location Filter 
Configuration)] ウィンドウにすでにフィルタが設定されていることを確認する必要があります。有

効な値には、[なし (None)]（位置情報フィールドを含めない）や、Cisco Unified Communications 
Manager の管理ページの [位置情報フィルタの設定 (Geo Location Filter Configuration)] ウィンドウに

設定されているすべてのフィルタの名前などがあります。デフォルト値は [なし (None)] です。

追加情報

「関連項目」（P.31-49）を参照してください。
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論理パーティション ポリシー

次のエンティティ間に必須の相互接続動作には、論理パーティション ポリシーを設定します。

 • PSTN ゲートウェイと VoIP 電話機

 • PSTN ゲートウェイと PSTN ゲートウェイ

 • クラスタ間トランク（ICT）と VoIP 電話機

 • ICT と VoIP ゲートウェイ

System Default Policy エンタープライズ パラメータ（デフォルト値 = DENY）は、設定済みのポリ

シーが見つからない場合のデフォルトのポリシーです。

許可ポリシーと拒否ポリシーを設定します。設定の詳細については、「許可ポリシーおよび拒否ポリ

シー」（P.31-5）を参照してください。

[論理パーティションポリシーの設定 (Logical Partitioning Policy Configuration)] ウィンドウ（Cisco 
Unified Communications Manager の管理ページの [コールルーティング (Call Routing)] > [論理パー

ティションポリシーの設定 (Logical Partitioning Policy Configuration)] メニュー オプション）で、管理

者は位置情報に設定されているフィールドのサブセットから位置情報ポリシー レコードを作成する必

要があります。Cisco Unified Communications Manager の管理ページを使用して論理パーティション 
ポリシー レコードを作成する方法の詳細については、「論理パーティションポリシーの設定」

（P.31-41）を参照してください。

論理パーティション ポリシーは、位置情報ポリシー レコードとデバイス タイプのペア間に設定しま

す。

論理パーティション ポリシーの例

({geolocpolicy1,devType1},{geolocpolicy2,devType2},Allow)

次の表に、位置情報、デバイス タイプ、およびポリシー タイプ間の論理パーティション ポリシーの構

造を示します。

まず、次の位置情報ポリシー レコードがあるとします。

これらのレコードから、次のサンプルの論理パーティション ポリシーを設定できます。システム デ
フォルト ポリシーは DENY です。

位置情報ポリシー レコード データ

BLRBLD1GeolocPolicy （country=IN、A1=KA、A3=Bangalore、LOC=BLD1）

BLRBLD2GeolocPolicy （country=IN、A1=KA、A3=Bangalore、LOC=BLD2）

MUMBLD1GeolocPolicy （country=IN、A1=MH、A3=Mumbai、LOC=BLD1）

blankGeolocPolicy （）：全フィールド空白

ソース ターゲット

ポリシーDevType1 GeolocationPolicy1 DevType2 GeolocationPolicy2

Border BLRBLD1GeolocPolicy Interior BLRBLD1GeolocPolicy 許可

Border BLRBLD1GeolocPolicy Border BLRBLD1GeolocPolicy 許可

Border BLRBLD2GeolocPolicy Interior BLRBLD2GeolocPolicy 許可

Border BLRBLD2GeolocPolicy Border BLRBLD2GeolocPolicy 許可
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最初の論理パーティショ・ポリシーは次のようになっています。

BLRBLD1GeolocPolicy に一致するゲートウェイと BLRBLD1GeolocPolicy に一致する VoIP 電話機の

間のすべてのトラフィックを許可しています。

さらに詳細なポリシーが必要である場合は、位置情報 NAM フィールドを使用すると、建物内のデバイ

スの名前を指定できます。

例

 • バンガロールの BLD1 にある固定電話機とゲートウェイ 1 の間

Interior:（country=IN、A1=KA、A3=Bangalore、LOC=BLD1、NAM=deskphone）

Border:（country=IN、A1=KA、A3=Bangalore、LOC=BLD1、NAM=gateway1）= 許可

 • バンガロールの BLD1 にある Cisco IP SoftPhone と ICT1 の間

Interior:（country=IN、A1=KA、A3=Bangalore、LOC=BLD1、NAM=softphone）

Border:（country=IN、A1=KA、A3=Bangalore、LOC=BLD1、NAM=ICT1）= 許可

位置情報フィールドが上記のポリシーに一致するデバイスは、ポリシーに従って互いに通信できます。

Cisco Unified Communications Manager の管理ページを使用して論理パーティション ポリシーを設定

する方法の詳細については、「論理パーティションポリシーの設定」（P.31-41）を参照してください。

追加情報

「関連項目」（P.31-49）を参照してください。

LPPolicyManager およびポリシー ツリー

LPPolicyManager は、データベースとのインターフェイスとなって、コール処理のポリシーを論理

パーティション ポリシー ツリー形式で保持する単一プロセスです。Cisco Unified Communications 
Manager サービスの起動中、LPPolicyManager はデータベース テーブルからポリシーを読み取り、論

理パーティション ポリシー ツリーを構築します。

データベースでポリシーの追加 /削除 /更新を行うと、LPPolicyManager に変更内容が通知され、その

変更が論理パーティション ポリシー ツリーに反映されます。

コール処理は、LPPolicyManager とのインターフェイスとなって、デバイスの位置情報ポリシー レ
コードに対応する論理パーティション ポリシーを読み取ります。

LPPolicyManager は、次の検索タイプのユーティリティ機能を備えています。

 • デバイス ペアの位置情報

 • 既存のデバイスと新規参加者の位置情報

 • 既存のデバイスの位置情報と新規参加者のリスト

Border MUMBLD1GeolocPolicy Interior MUMBLD1GeolocPolicy 許可

Border MUMBLD1GeolocPolicy Border MUMBLD1GeolocPolicy 許可

ソース ターゲット

ポリシーDevType1 GeolocationPolicy1 DevType2 GeolocationPolicy2

Border BLRBLD1GeolocPolicy Interior BLRBLD1GeolocPolicy 許可
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ポリシー ツリーの例

ここでは、ポリシー ツリーの例を示します。

図 31-1 に、論理パーティション ポリシーのポリシー ツリーの例を示します。バンガロールにあるゲー

トウェイ（BLD1、BLD2）とバンガロールにある VoIP 電話機 （BLD1、BLD2）の位置情報ポリシー 
レコード間に存在するインド クラスタのポリシーです。

（注） 通常、特定のソース位置情報ポリシー レコードと特定のターゲット位置情報ポリシー レコード間にポ

リシー ペアが 1 つだけ設定されます。

ポリシー ツリーは、ペア化されたポリシーがツリーのソース部分とターゲット部分となるように構築

されます。

たとえば、データがソース = Border:IN:KA:Bangalore:BLD1 およびターゲット = 
Interior:IN:KA:Bangalore:BLD1 で、許可ポリシーが設定されたポリシー レコードが、次のノードに

関連付けられています。

 • ソース部分の Border、IN、KA、Bangalore、BLD1

 • ターゲット部分の Interior、IN、KA、Bangalore、BLD1

この例の場合、許可ポリシーがターゲット部分のリーフノードに設定されます。

この図は、ツリーのターゲット部分ではレベルごとにポリシーが設定可能であることを示しています。

つまり、各ノード（Interior、IN、KA、Bangalore、および BLD1）にポリシーを設定できます。
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図 31-1 インド クラスタに適用される論理パーティション ポリシーのポリシー ツリーの例

ポリシー ツリー内を検索するための論理パーティション ポリシー検索アルゴリズムについては、「論理

パーティション ポリシー検索アルゴリズム」（P.31-15）を参照してください。表 31-3（P.31-16） に、

このポリシー ツリーでポリシーが見つかった場合の置換をすべて記載したリストを示します。

ポリシー ツリーの構築

ポリシー ツリーの構築は、決められたアルゴリズムに従います。ポリシー ツリーにはソース部分と

ターゲット部分が含まれています。

1. [GLP_X Border GLP_Y Interior] ポリシーが追加されます。構築には GLP_X Border のソース部分

と GLP_Y Interior のターゲット部分が必要です。

2. [GLP_Y Interior GLP_X Border] ポリシーが追加されます。構築には GLP_X Border のソース部分

と GLP_Y Interior のターゲット部分が必要です。

したがって、Border-to-Interior ポリシーは、Border 部分が必ずツリーのソース部分から始まります。

リーフノードにポリシーが追加されます。

3. [GLP_X Border GLP_Y Border] ポリシーが追加されます。

最初に、ソース部分の GLP_X を追加するか、またはソース部分の GLP_Y を追加するかどうかが決定

されます。
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既存のポリシーが（他の GLP ポリシーにより）GLP_X または GLP_Y のいずれのトークンにも一致しな

い場合、ツリーの構築には GLP_X Border のソース部分と GLP_Y Border のターゲット部分が必要です。

既存のポリシーがソース部分の一部のトークンに一致する場合、ソース部分はその GLP から取得されま

す。

例 1：GLP_Y Border GLP_X Interior は常に設定されます。

GLP_Y はソース部分ですでに使用されているので、[GLP_X Border GLP_Y Border] ポリシーを追加

するために GLP_Y がソース部分に追加されます。

例 2：2 つのポリシー [GLP_X Border GLP_Y Interior] と [GLP_Y Border GLP_X Interior] が存在する

場合は、Border で始まる 2 つのソース ブランチが存在します。

GLP_B は（GLP_Y と比較して）GLP_X と重複するトークンが多いこと、および GLP_A は Border 
ブランチとは一致しないことを前提としています。

[GLP_A Border GLP_B Border] ポリシーを追加するため、GLP_A または GLP_B が既存のソース ブ
ランチに一致するかどうかについて、ポリシーが検索されます。

GLP_B が GLP_X のトークンに一致すると、ツリーの一部が GLP_X と共有されます。

Border:IN:KA:BLR:BLD1 と Border:IN:MH:MUM:BLD1 が存在することを前提としています。

Border:IN:MH:Pune:BLD1 を Border:IN:KA:BLR:BLD2 ポリシーに追加する場合は、

Border:IN:KA:BLR のソース部分が使用されます。このとき、ソース ツリーのリーフには BLD2 が追

加され、Border:IN:MH:Pune:BLD1 のターゲット部分が追加されます。

したがって、Border-to-Border ポリシーの場合、ポリシー ツリーは既存のソース ブランチおよびター

ゲット ブランチに最も一致するように構築されます。できるだけ多くのノードを共有するように考慮

してください。

追加情報

「関連項目」（P.31-49）を参照してください。

論理パーティション ポリシー検索アルゴリズム

ここでは、論理パーティション ポリシー検索アルゴリズムについて説明します。

論理パーティション ポリシー検索アルゴリズムは、次のように機能します。

 • コール制御時または機能のインタラクション時にポリシーが検索されます。

 • 実行時にツリー走査を使用して設定済みのポリシーを検索する場合には、設定済みのポリシー ツ
リーが使用されます。

 • ソース（A）デバイスおよびターゲット（B）デバイスの位置情報（つまり、位置情報、位置情報

フィルタ、およびデバイス タイプ）を使用して、デバイス ペア間でポリシーが検索されます。

基本操作

位置情報および位置情報フィルタ情報から名前 /値のペア（つまり、pairList1 および pairList2）を構

築します。

例：pairList ="Country=IN:A1=KA:A3=Bangalore:LOC=BLD1"

検索の入力は {pairList1,devType1} および {pairList2,devType2} です。

ポリシーの検索では、次の手順が実行されます。

ステップ 1 devType1=Border および devType2=Interior の場合は、{devTypeA=devType1,pairListA= pairList1} 
および {devTypeB=devType2,pairListB= pairList2} を設定します。
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ステップ 2 devType1=Interior および devType2=Border の場合は、{devTypeA=devType2,pairListA= pairList2} 
および {devTypeB=devType1,pairListB= pairList1} を設定します。

ステップ 3 ポリシー ツリーのノードを検索して、完全一致ペアを照合します。{devTypeA,pairListA} の値を使用

し、ツリーのソース ブランチを探します。

ステップ 4 {devTypeB,pairListB} の値を使用し、ツリーの（ペア化された）ターゲット ブランチを探します。

ステップ 5 ツリーで完全一致が見つかり、ポリシーが設定されている場合は、リーフノードに設定されているポリ

シー データを使用し、ポリシー値を返します。

ステップ 6 完全一致が見つからない場合は、pairListB 入力からカラムを 1 つ除去して一致を検索します（つまり、

ポリシー ツリーの（ペア化された）ターゲット ブランチで 1 つ上のレベルに進み、対応するノードに

ポリシー データが設定されているかどうかを確認します）。

ステップ 7 一致が見つかった場合、ポリシー値を返します。見つからない場合、引き続きポリシー ツリーのペア

化されたブランチを上に進み、ポリシー データが設定されているかどうかを確認します。

ステップ 8 ポリシーが見つからない場合、pairListA に対応するソース ブランチで 1 つ上のレベル（ノード）に進

みます。

ステップ 9 ポリシーが見つかるか、またはルート ノードに達するまで、「ステップ 4」 から「ステップ 8」 を繰り返

します。

ステップ 10 devType1=Border および devType2=Border の場合は、走査を行って完全一致を検索します。

{devTypeA=devType1,pairListA= pairList1} および {devTypeB=devType2,pairListB= pairList2} を使

用します。見つからない場合は、走査を行って {devTypeA=devType2,pairListA= pairList2} および 
{devTypeB=devType1,pairListB= pairList1} を使用します。

（注） ツリー レイアウトには、管理者がポリシーを追加した方法に基づいて任意の順序を指定できま

す。したがって、両方の組み合せを使用してツリーを検索する必要があります。

ポリシーが次のデータで検索されるとします。

（devTypeA = "Border"、pairListA = "Country=IN:A1=KA:A3=Bangalore:LOC=BLD1"、devTypeB = "Interior"、
pairListB = "Country=IN:A1=KA:A3=Bangalore:LOC=BLD1"）。

表 31-3 に、考えられるポリシーの置換をすべて示します。どの値も照合されます。検索アルゴリズム

は、表に指定されている順に、設定済みのポリシーを探します。

最初に一致したエントリに対応する設定済みポリシーが使用されます。

表 31-3 ポリシー設定のさまざまなポリシーおよび 

ポリシーの検索順序の例 

GeolocationValueA GeolocationValueB ポリシー

Border:IN:KA:Bangalore:BLD1 Interior:IN:KA:Bangalore:BLD1 許可 /拒否

Border:IN:KA:Bangalore:BLD1 Interior:IN:KA:Bangalore 許可 /拒否

Border:IN:KA:Bangalore:BLD1 Interior:IN:KA 許可 /拒否

Border:IN:KA:Bangalore:BLD1 Interior:IN 許可 /拒否

Border:IN:KA:Bangalore:BLD1 Interior 許可 /拒否

Border:IN:KA:Bangalore Interior:IN:KA:Bangalore:BLD1 許可 /拒否

Border:IN:KA:Bangalore Interior:IN:KA:Bangalore 許可 /拒否

Border:IN:KA:Bangalore Interior:IN:KA 許可 /拒否

Border:IN:KA:Bangalore Interior:IN 許可 /拒否
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位置情報識別子のペアを指定したものの、設定済みのポリシーが見つからない場合は、論理パーティ

ション デフォルト システム ポリシーが使用されます。

追加情報

「関連項目」（P.31-49）を参照してください。

ポリシー マッチング

次の場合にポリシー チェックが行われます。

 • コールが PSTN ゲートウェイと VoIP 電話機を接続する場合。

 • コールが、PSTN ゲートウェイと VoIP 電話機を接続する補足サービス（転送や会議など）を呼び

出す場合。

 • ポリシーに基づいて、制限されているすべてのコールおよび接続が拒否される場合。

追加情報

「関連項目」（P.31-49）を参照してください。

Border:IN:KA:Bangalore Interior 許可 /拒否

Border:IN:KA Interior:IN:KA:Bangalore:BLD1 許可 /拒否

Border:IN:KA Interior:IN:KA:Bangalore 許可 /拒否

Border:IN:KA Interior:IN:KA 許可 /拒否

Border:IN:KA Interior:IN 許可 /拒否

Border:IN:KA Interior 許可 /拒否

Border:IN Interior:IN:KA:Bangalore:BLD1 許可 /拒否

Border:IN Interior:IN:KA:Bangalore 許可 /拒否

Border:IN Interior:IN:KA 許可 /拒否

Border:IN Interior:IN 許可 /拒否

Border:IN Interior 許可 /拒否

Border Interior:IN:KA:Bangalore:BLD1 許可 /拒否

Border Interior:IN:KA:Bangalore 許可 /拒否

Border Interior:IN:KA 許可 /拒否

Border Interior:IN 許可 /拒否

Border Interior 許可 /拒否

表 31-3 ポリシー設定のさまざまなポリシーおよび 

ポリシーの検索順序の例 （続き）

GeolocationValueA GeolocationValueB ポリシー
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ポリシー拒否の処理

論理パーティション ポリシーに従ってコールが拒否されると、次の処理が発生します。

 • Cisco Unified Communications Manager が送信するリオーダー音とともに基本コールがクリアされます。

 – 原因 コード = 63 "Service or option not available." を使用して、Q.850 準拠のデバイス

（SCCP、H323、MGCP）がクリアされます。

 – SIP ステータス コード = 503 "Service unavailable." を使用して、SIP 回線または SIP トランク

がクリアされます。

 • 機能が、個々の機能に基づいて処理されます。

 – コールのクリアが伴う場合、原因コード = 63 または SIP ステータス コード = 503 が使用されます。

 – 機能ベースのメッセージが、VoIP 電話機に送信されて状況表示行に表示されます。

 – 機能を呼び出すアナログ電話機の場合、転送の結果、両方のコールがクリアされます。会議

は、セカンダリ コールをクリアして、アナログ電話機のリオーダー音を再生します。

追加情報

「関連項目」（P.31-49）を参照してください。

LPSession インフラストラクチャおよびポリシー チェック

LPSession は、集中型ポリシー チェック インフラストラクチャを提供するように Cisco Unified 
Communications Manager Resource Reservation Protocol（RSVP）インフラストラクチャを拡張する

インフラストラクチャです。

（注） RSVP インフラストラクチャの拡張は、ペア化された同じような論理パーティション ポリシー チェッ

ク動作を土台としています。論理パーティションが RSVP のポリシー チェックに影響を及ぼすことは

ありません。その逆も同じです。

次の操作では、ポリシー チェックに LPSession インフラストラクチャを使用しています。

 • 基本コール

 • リダイレクト（たとえば、自動転送、リダイレクト機能、およびパーク復帰）

 • 分割 /参加プリミティブ

よく使用される次の機能では、分割 /参加または転送の前に、機能層で論理パーティション ポリシー 
チェックが実行されます。

 • 転送

 • アドホック会議

 • ミートミー会議

 • ピックアップ

 • コールパークとダイレクト コールパーク

それ以外の分割 /参加機能および類似機能は、分割 /参加プリミティブ レベルのポリシー チェックを 
LPSession インフラストラクチャに依存しています（たとえば、Cisco Unified Mobilityの場合は MKI）。

追加情報

「関連項目」（P.31-49）を参照してください。
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基本コール用の論理パーティション処理

ここでは、基本コールの論理パーティション処理について説明します。

動作

発信側デバイスおよび着信側デバイスの位置情報ポリシー レコード間で、論理パーティション ポリ

シーがチェックされます。

設定

発信側デバイスおよび着信側デバイスのいずれにも、位置情報および位置情報フィルタが関連付けられ

ます。

処理される状況

次の状況では、論理パーティションの処理が行われます。

 • VoIP 電話機と PSTN ゲートウェイ、PSTN ゲートウェイと別の PSTN ゲートウェイ、ICT と 
PSTN ゲートウェイ、または ICT と別の ICT 間での基本コールの間。

 • 番号分析の事後処理の間（コールをルーティングするために設定済みのコーリング サーチ スペー

スおよびパーティションが使用される）。

 • Cisco Unified Communications Manager が、着信側および発信側の Cisco Unified 
Communications Manager デバイスに関連付けられている位置識別子情報を使用して、論理パー

ティション ポリシー チェックを実行する場合。

 • 設定済みの論理パーティション ポリシーが発信 Cisco Unified Communications Manager デバイス

層に戻され、そのポリシーに従ってアクションが実行される場合。

処理されない状況

次の状況では、論理パーティションの処理は行われません。

 • 発信側と着信側の両方のデバイスが、VoIP 電話機（DevType = Interior）である場合。

 • 位置情報と位置情報フィルタがどのデバイスにも関連付けられていない場合。

拒否処理

論理パーティションは、次のようにコールの拒否を処理します。

 • コールが、リオーダー音とともに拒否されます。

 • コールは、電話、ゲートウェイ、およびクラスタ間トランクに延長されません。

 • Number of Basic Call Failures パフォーマンス モニタリング（perfmon）カウンタが増分されます。

追加情報

「関連項目」（P.31-49）を参照してください。
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論理パーティションと、SIP トランクおよびクラスタ間トランクをまたぐ
位置情報伝達とのインタラクション

論理パーティションが複数クラスタ環境に適用される場合は、ロケーション伝達を設定します。

ロケーション伝達設定は単一クラスタ環境の論理パーティション設定と同じ設定を必要としますが、デ

バイスがリモート クラスタに属する場合には追加の設定が必要です。

ロケーション伝達を必要としないシステムの論理パーティションを設定する方法の詳細については、

「論理パーティションの設定チェックリスト」（P.31-1）を参照してください。

参加者がクラスタをまたぐ論理パーティション シナリオをサポートするには、SIP トランクおよびクラ

スタ間トランクから次のサポートが必要です。

 • クラスタ間で位置情報およびデバイス タイプ情報が送信される。

 • コール確立時にも、コール中の参加とリダイレクト時にも、この情報が送信される。

 • トランクに位置情報フィルタが設定される。

 – この設定では、位置情報識別子の作成が許可されます。これらの位置情報識別子に基づいて、

論理パーティション ポリシー チェック用にポリシー レコードを設定できます。

SIP トランクまたはクラスタ間トランクの設定で [位置情報の送信 (Send Geolocation Information)] 
チェックボックスがオンになっている場合には、位置情報がクラスタ間で送信されます。

 • デバイスの位置情報が設定されている場合、SIP トランクまたはクラスタ間トランクのインタラク

ションでは、位置情報がトランクをまたいでコール シグナリングで送信されます。

（注） ロケーション伝達は、どの論理パーティション設定にも依存しません。

詳細については、「SIP トランクおよびクラスタ間トランクの間での位置情報の伝達」（P.23-22）を参

照してください。

「ロケーション伝達の設定チェックリスト」（P.23-4） に、ロケーション伝達の設定に関する詳細な

チェックリストを示します。

追加情報

「関連項目」（P.31-49）を参照してください。

取得した位置情報の論理パーティション処理

受信側クラスタが論理パーティションに対して有効になっている場合、受信側クラスタは取得した 
PIDF-LO 位置情報を使用して、Cisco Unified Communications Manager のデバイスの論理パーティ

ション ポリシーをチェックします。

詳細については、「受信された位置情報の処理」（P.23-23）を参照してください。

また、ポリシー チェックに位置情報を使用する機能のリストについては、「インタラクション」

（P.31-23）を参照してください。

追加情報

「関連項目」（P.31-49）を参照してください。
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論理パーティション機能とコール中位置情報変更とのインタラクション

論理パーティションが有効になっている場合、次の手順が実行されます。

 • SIP トランクまたはクラスタ間トランクが、論理パーティション ポリシーをチェックし、設定済み

ポリシーに基づいてアクションを実行します。

 • 会議やミートミーなどの機能層が、トランク デバイスの最新の位置情報に基づいて、論理パー

ティション ポリシーを再チェックします。

コール中位置情報の変更を伴う機能のインタラクションについては、「コール中に位置情報が変更され

た場合の機能インタラクション」（P.23-24）を参照してください。

また、ポリシー チェックに位置情報を使用する機能のリストについては、「インタラクション」

（P.31-23）を参照してください。

追加情報

「関連項目」（P.31-49）を参照してください。

ダイナミック SIP トランク

Cisco Intercompany Media Engine（IME）、Service Advisement Framework（SAF）、または Cisco ク
ラスタ間のエクステンションモビリティ（EMCC）などのダイナミック SIP トランクの場合、ター

ゲット クラスタは指定された宛先によって異なります。これらのトランク上で設定できるデバイスレ

ベルの位置情報および位置情報フィルタには、宛先に応じて設定を変更する柔軟性がない場合がありま

す。このような SIP トランクは、これらのトランクからのトラフィックが許可または拒否されるよう

に、適切に設定する必要があります。ロケーション伝達機能を使用することをお勧めします。この機能

を使用すると、実際の位置情報をクラスタ間に適用でき、正確な論理パーティション ポリシーの

チェックに役立ちます。

追加情報

「関連項目」（P.31-49）を参照してください。

論理パーティションの SIP トランクまたはクラスタ間トランク設定要件

論理パーティションが有効になっているクラスタは、一般に次のように動作します。

1. VoIP 電話機と SIP トランク（またはクラスタ間トランク [ICT]）間のトラフィックが許可されま

す。

2. SIP トランク（または ICT）と PSTN ゲートウェイ間のトラフィックがブロックされます。

3. SIP トランク（または ICT）と SIP トランク（または ICT）間の VoIP 専用トラフィックが許可さ

れます。

これらの動作を実現するには、論理パーティション ポリシーを設定する必要があります。

非ロケーション伝達クラスタとのインタラクション

動作 1 および 3 を実現するには、その動作ごとにポリシーを 1 つ設定する必要があります。デフォルト 
ポリシーが DENY である場合は、動作 2 のポリシーは必要ありません。

動作 1 および 3 については、ロケーション伝達が存在しないため、論理パーティション クラスタはト

ラフィックが VoIP 専用であるのか、リモート クラスタのゲートウェイから発信されているのかを特定

できません。つまり、一般に SIP トランク（または ICT）から VoIP 電話機または他の SIP トランク

（または ICT）に発信されるすべてのトラフィックを許可する必要があります。
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ロケーション伝達クラスタとのインタラクション

動作 1 の場合、SIP トランク（または ICT）をコールする VoIP 電話機には、そのトランクでのコール

の延長を許可するポリシーが必要です。これは、リモート クラスタからロケーション伝達情報を受信

する前に発生します。

SIP トランク（または ICT）からの着信 VoIP コールの場合、発信側 VoIP 電話機のポリシーは必要あり

ません。SIP トランク（または ICT）からのトラフィックを他の ICT または PSTN ゲートウェイに許

可する必要がある場合は、対応するポリシーが必要です。

例

バンガロールから RCDN クラスタを指す SIP トランクは次のように設定します。

位置情報 = "IN:KA:Bangalore:ICTToRCDN"

位置情報フィルタ = "UseCountry,UseA1,UseA3,UseNam"

この設定では、SIP トランクの位置情報識別子を次のように指定します。

{"IN:KA:Bangalore:ICTToRCDN",devType=Border}

論理パーティション ポリシーを次のように設定します。

"Border:IN:KA:Bangalore:ICTToRCDN" to Interior = 許可 

結果：バンガロール クラスタのすべての VoIP 電話機が Richardson と通信できます。

"Border:IN:KA:Bangalore:ICTToRCDN" to "Border:IN:KA:Bangalore:ICTToRCDN"= 許可 

結果：ICT が通信できます。

これらのポリシーは、動作 1 および 3 の要件を満たしています。

ロケーション伝達シナリオの場合、クラスタをまたぐデバイスの位置情報設定およびデバイス タイプ

に基づいて、ポリシーを設定します。

追加情報

「関連項目」（P.31-49）を参照してください。

論理パーティションのシステム要件
論理パーティションには、次のソフトウェア コンポーネントが必要です。

 • Cisco Unified Communications Manager 7.1 以降

 • クラスタ内の少なくとも 1 台のサーバ上で稼動している Cisco CallManager サービス

 • 英語以外の電話ロケール、または国に固有のトーンを使用する場合は、Cisco Unified 
Communications Manager Locale Installer

 • Microsoft Internet Explorer 7、Microsoft Internet Explorer 8、FireFox 3.x、Safari 4.x のいずれか

追加情報

「関連項目」（P.31-49）を参照してください。
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インタラクションおよび制限事項
次の項では、論理パーティションのインタラクションおよび制限事項について説明します。

 • 「インタラクション」（P.31-23）

 • 「制限」（P.31-38）

追加情報

「関連項目」（P.31-49）を参照してください。

インタラクション

次の項では、論理パーティションおよび補足機能と、次に挙げるコール処理 エンティティとのインタ

ラクションについて説明します。

（注） Logical Partitioning Default Policy エンタープライズ パラメータを設定し、[コールルーティング (Call 
Routing)] > [論理パーティションポリシーの設定 (Logical Partitioning Policy Configuration)] メニュー 
オプションを使用して対応する論理パーティション ポリシーを設定します。

 • 「自動転送」（P.31-24）

 • 「コール転送」（P.31-25）

 • 「アドホック会議、参加、回線をまたいで参加（JAL）」（P.31-27）

 • 「ミートミー会議」（P.31-28）

 • 「コール ピックアップ」（P.31-29）

 • 「コールパークとダイレクト コールパーク」（P.31-30）

 • 「Cisco エクステンション モビリティ」（P.31-32）

 • 「Cisco Unified Mobility」（P.31-33）

 • 「シェアドライン」（P.31-34）

 • 「割り込み、C 割り込み、およびリモート再開」（P.31-35）

 • 「ルート リストおよびハント パイロット」（P.31-36）

 • 「CTI 処理」（P.31-37）

また、論理パーティションは次の Cisco Unified Communications Manager コンポーネントと通信しま

す。

 • 一括管理ツール：一括管理ツール（BAT）による論理パーティションのサポートの詳細について

は、『Cisco Unified Communications Manager Bulk Administration ガイド』を参照してください。

 • 呼詳細レコード：論理パーティションで障害が発生した場合、既存のコール終了原因コードおよび

新しいシスコ固有のコール終了原因コードが使用されます。Call Detail Records（CDR; 呼詳細レ

コード）の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager Call Detail Records 
Administration Guide』を参照してください。
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 • Real-Time Monitoring Tool：Real-Time Monitoring Toolには Cisco Call Restriction オブジェクト

用に一連のパフォーマンス モニタリング（perfmon）カウンタがあり、論理パーティションで障害

が発生した場合に増分されます。また、Real-Time Monitoring Toolは [Call Activity] ウィンドウ

で Logical Partitioning Failures Total カウンタをトラッキングします。Real-Time Monitoring Tool
の詳細については、『Cisco Unified Real Time Monitoring Tool Administration Guide』を参照して

ください。

 • Cisco Unified Reporting：Cisco Unified Reporting論理パーティション ポリシーに関するレポート

を生成します。Cisco Unified Reportingが生成するレポートの詳細については、『Cisco Unified 
Reporting Administration Guide』を参照してください。

追加情報

「関連項目」（P.31-49）を参照してください。

自動転送

ここでは、論理パーティションと自動転送機能とのインタラクションについて説明します。

動作

コールの発信側デバイスおよびコールの自動転送先デバイスの位置情報識別子間で、論理パーティショ

ン ポリシー チェックが実行されます。

設定

発信側デバイスおよび転送元デバイスには、位置情報および位置情報フィルタが関連付けられます。

処理される状況

次の状況では、論理パーティションの処理が行われます。

 • コールを別のデバイスに転送するデバイスの着信コールを受信すると、自動転送機能が呼び出され

る場合。

 • デバイスの 1 つに、PSTN 参加者が指定されている場合。

 • Cisco Unified Communications Manager が、着信側および転送元の Cisco Unified 
Communications Manager デバイスに関連付けられている位置識別子情報を使用して、論理パー

ティション ポリシー チェックを実行する場合。

 • 設定済みの論理パーティション ポリシーが転送元 Cisco Unified Communications Manager デバイ

スに戻され、そのポリシーに従ってアクションが実行される場合。

 • この処理は、Call Forward All（CFwdAll; 不在転送）、Call Forward No Answer（CFNA; 無応答時

転送）、Call Forward Busy（CFB; 話中転送）など、あらゆる種類の自動転送に適用される。

処理されない状況

次の状況では、論理パーティションの処理は行われません。

 • 発信側と転送元の両方のデバイスが VoIP 電話機（DevType = Interior）である場合。

 • 位置情報と位置情報フィルタがどのデバイスにも関連付けられていない場合。

拒否処理

論理パーティションは、次のようにコールの拒否を処理します。

 • 発信側デバイスは、Cisco Unified Communications Manager からリオーダー音を受信します。

 – 原因コード = 63 "Service or option not available." を使用して、Q.850 準拠のデバイス

（SCCP、H323、または MGCP デバイスが実行されている電話機）がクリアされます。
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 – SIP ステータス コード = 503 "Service unavailable." を使用して、SIP 回線または SIP トランク

がクリアされます。

追加情報

「関連項目」（P.31-49）を参照してください。

コール転送

ここでは、論理パーティションとコール転送機能とのインタラクションについて説明します。

動作

転送元として機能するデバイスの位置情報識別子と、転送先として機能するデバイスの位置情報識別子

との間で、論理パーティション ポリシー チェックが実行されます。

設定

転送元デバイスおよび転送先デバイスには、位置情報および位置情報フィルタが関連付けられます。

処理される状況

次の状況では、論理パーティションの処理が行われます。

 • 電話機が [転送 ] ソフトキーを使用してコールを転送するとき、[転送 ] キーをもう一度押すと転送

機能が呼び出されて処理される場合。

 • 同様に、転送機能の呼び出しを伴う他のメカニズム（たとえば、直接転送、オンフック転送、フッ

ク フラッシュ転送、CTI アプリケーション開始転送）が含まれている場合。

 • 転送元および転送先、またはそのいずれかが PSTN 参加者である場合。

 • Cisco Unified Communications Manager が、転送元および転送先の Cisco Unified 
Communications Manager デバイスに関連付けられている位置識別子情報を使用して、論理パー

ティション ポリシー チェックを実行する場合。

 • この処理は通常、参加に先立ってプライマリ コールおよびセカンダリ コールを分割する前に実行

される。

処理されない状況

次の状況では、論理パーティションの処理は行われません。

 • 転送元と転送元の両方のデバイスが VoIP 電話機（DevType = Interior）である場合。

 • 位置情報と位置情報フィルタがどのデバイスにも関連付けられていない場合。

拒否処理

論理パーティションは、次のようにコールの拒否を処理します。

 • 「外線転送を制限中」というメッセージを VoIP 電話機に送信します。

 • 通常の転送：SCCP が実行されている電話機の場合、プライマリ コールが保留状態となり、打診

コールがアクティブなままとなります。SIP が実行されている電話機の場合、プライマリ コールと

打診コールの両方が保留状態となり、障害後に手動で再開する必要があります。

 • オンフック、フックフラッシュ、およびアナログ電話機開始転送：Cisco Unified Communications 
Manager からのリオーダー音とともに、原因コード = 63 "Service or option not available." を使用

して、プライマリ コールとセカンダリ コールの両方がクリアされます。

 • Number of Transfer Failures perfmon カウンタが増分されます。
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Block OffNet to OffNet Transfer サービス パラメータとのインタラクション

Block OffNet to OffNet Transfer サービス パラメータを使用すると、転送元と転送先の両方がオフネッ

ト コールの場合に、転送機能で転送操作をブロックできます。

このサービス パラメータの詳細については、「External Call Transfer Restrictions 機能」の章の 
「Block OffNet to OffNet Transfer サービス パラメータの設定」（P.22-7）を参照してください。

論理パーティションが無効になっている Cisco Unified Communications Manager クラスタでは、この

サービス パラメータによって指定される所定の動作が保持されます。

論理パーティションが有効なクラスタ 
論理パーティションが有効な Cisco Unified Communications Manager クラスタでは、次のようなポリ

シーを設定して、補足機能の位置情報ポリシー GLPolicyX を使用する複数の音声ゲートウェイ

（PSTN）参加者を許可するようにシステムを設定できます。

GLPolicyX Border GLPolicyX Border Allow

このようなポリシーを Cisco Unified Communications Manager で設定すると、（自動転送、任意転送、

アドホック会議などの）すべての機能が、位置情報ポリシー GLPolicyX Border を使用する参加者間で

有効になります。たとえば、GLPolicyX Border を使用する側からのコールを GLPolicyX Border を使

用する相手側に自動転送できます。

Cisco Unified Communications Manager の導入には、これらの参加者に対して転送機能を除くすべて

の補足機能が機能することが必要であるとします。このような場合は、論理パーティション ポリシー

が許可されている場合でも、Block OffNet to OffNet Transfer サービス パラメータによって、オフネッ

ト デバイス間の転送をブロックできます。

このサービス パラメータはオフネット間の転送のブロックだけを制御し、その他の補足機能には影響

しません。したがって、音声ゲートウェイ間の転送に関係するシナリオについては、次の詳細で詳しく

説明します。

詳細

1. ボーダー間論理パーティション ポリシーに拒否を指定

この位置情報ポリシーを使用する通話者間の転送操作の場合は、Cisco Unified Communications 
Manager によって転送が拒否されます。「外線転送を制限中」というメッセージが転送側に表示さ

れます。

Block OffNet to OffNet Transfer サービス パラメータ用の Cisco Unified Communications Manager 
の設定（[True] または [False]）は、転送操作には影響を及ぼしません。

論理パーティションの拒否ポリシーが優先され、Cisco Unified Communications Manager は厳密

にこのポリシーに従います。

2. ボーダー間論理パーティション ポリシーに許可を指定

この位置情報ポリシーを使用する通話者間の転送操作の場合は、許可ポリシーと Block OffNet to 
OffNet Transfer サービス パラメータの設定が、Cisco Unified Communications Manager によって

チェックされます。したがって、このサービス パラメータは、オフネット参加者間の転送に影響

を及ぼします。

a. Block OffNet to OffNet Transfer サービス パラメータに [True] を指定：Cisco Unified 
Communications Manager は両方の通話者（転送元と転送先）がオフネットかどうかをチェッ

クします。いずれもオフネットである場合、この通話の転送は拒否されます。また、「外線転

送を制限中」というメッセージが転送側に表示されます。

サービス パラメータによって転送がブロックされるため、Serviceability の Logical 
Partitioning Transfer Failures perfmon カウンタは増分されません。

b. Block OffNet to OffNet Transfer サービス パラメータに [False] を指定：転送に成功します。
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デバイスのオフネット /オンネット動作

発信コールの場合は、[ルートパターンの設定 (Route Pattern Configuration)] ウィンドウの [コールの

分類 (Call Classification)] 設定によって、オフネットまたはオンネットの値が決定されます。[ルート

パターンの設定 (Route Pattern Configuration)] ウィンドウの [コールの分類 (Call Classification)] の値

は、デバイスレベルの設定または Call Classification サービス パラメータの対応する値よりも優先され

ます。

着信コールの場合は、デバイスレベルの設定または対応する Call Classification サービス パラメータ値

によって、オフネットまたはオンネットの値が決定されます。

追加情報

「関連項目」（P.31-49）を参照してください。

アドホック会議、参加、回線をまたいで参加（JAL）

ここでは、論理パーティションと、アドホック会議、参加、および JAL 機能とのインタラクションに

ついて説明します。

動作

確立中の会議：アドホック会議に招待されるデバイスの位置情報識別子間で、論理パーティション ポ
リシーがチェックされます。

確立済みの会議：会議にすでに参加しているデバイスと、会議に招待されるデバイスの位置情報識別子

間で、論理パーティション ポリシーがチェックされます。

設定

参加デバイスには、位置情報および位置情報フィルタが関連付けられます。

コンファレンス ブリッジには、位置情報も位置情報フィルタも関連付ける必要がありません。参加者

だけに関連付けます。ポリシー チェックは参加者に対して実行されます。

処理される状況

次の状況では、論理パーティションの処理が行われます。

 • 電話機が、[会議 ] ソフトキーを使用して、アドホック会議または CTI アプリケーション開始アド

ホック会議を確立または延長する場合。

 • [会議 ] キーをもう一度押すと、会議機能が呼び出されて処理される場合。

 • Cisco Unified Communications Manager が、参加者位置識別子情報を使用して、ポリシー チェッ

クを実行する場合。

 • 確立済みの会議で、コール中の更新のために変更された参加者位置識別子情報に基づいて、再度ポリ

シー チェックが実行される場合。たとえば、応答へのアラート、保留 /リモート再開、転送、コール

パーク取得、リダイレクトなど、コール状態の変更時に、ポリシー チェックが実行されます。

 • PSTN が参加している場合。
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処理されない状況

次の状況では、論理パーティションの処理は行われません。

 • すべての参加者が VoIP 電話機（DevType = Interior）である場合。

 • 位置情報または位置情報フィルタがデバイスに関連付けられていないと、そのデバイスに対してポ

リシー チェックが実行されない場合。

拒否処理

論理パーティションは、次のように会議の拒否を処理します。

 • 確立中の会議の場合、CFB は割り当てられません。

 • SCCP が実行されている電話機または SIP が実行されている電話機の場合、プライマリ コール 
レッグが保留になり、打診コールがアクティブなままとなります。プライマリ コール レッグを再

開する必要がある場合、再開は手動で行う必要があります。

 • 「会議は使用できません」というメッセージが、会議を開始した VoIP 電話機に送信されます。

 • アナログ電話機が会議を開始すると、Cisco Unified Communications Manager からのリオーダー

音とともに、原因コード = 63 "Service or option not available." を使用して、セカンダリ コールが

クリアされます。

 • Number of Adhoc Conference Failures perfmon カウンタが増分されます。

追加情報

「関連項目」（P.31-49）を参照してください。

ミートミー会議

ここでは、論理パーティションとミートミー会議機能とのインタラクションについて説明します。

動作

ミートミー会議にすでに参加しているデバイスと、その会議に参加しようとしているデバイスの位置情

報識別子間で、論理パーティション ポリシーがチェックされます。

設定

参加デバイスには、位置情報および位置情報フィルタが関連付けられます。

コンファレンス ブリッジには、位置情報も位置情報フィルタも関連付ける必要がないことに注意して

ください。参加者だけに関連付けます。ポリシー チェックは参加者に対して実行されます。

処理される状況

次の状況では、論理パーティションの処理が行われます。

 • PSTN の参加には要件がある場合。

 • 会議参加時のポリシー チェックがサポートされる場合。参加者がミートミー番号をダイヤルして

ミートミー会議に参加するとき、その新規参加者にミートミー会議への参加を許可する前に、参加

者位置情報を使用してポリシー チェックが実行されます。

 • 確立済みのミートミー会議で、コール中の更新（保留 /再開、転送、割り込み、C 割り込み、コー

ルパーク取得など）時に、参加者の更新済みポリシーを使用してポリシー チェックが実行される

場合。
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処理されない状況

次の状況では、論理パーティションの処理は行われません。

 • すべての参加者が VoIP 電話機（DevType = Interior）であるときに、処理が発生しない場合。

 • 位置情報または位置情報フィルタがデバイスに関連付けられていないと、そのデバイスに対してポ

リシー チェックが実行されない場合。

拒否処理

論理パーティションは、次のようにコールの拒否を処理します。

 • 「ミートミーは使用できません」というメッセージが VoIP 電話機に送信されます。

 • 既存の会議は影響を受けません。

 • Cisco Unified Communications Manager からのリオーダー音とともにコールがクリアされます。

 – 原因コード = 63 "Service or option not available." を使用して、Q.850 準拠のデバイス

（SCCP、H323、または MGCP デバイスが実行されている電話機）がクリアされます。

 – SIP ステータス コード = 503 "Service unavailable." を使用して、SIP 回線または SIP トランク

がクリアされます。

 • Number of Meet-Me Conference Failures perfmon カウンタが増分されます。

追加情報

「関連項目」（P.31-49）を参照してください。

コール ピックアップ

ここでは、論理パーティションとコール ピックアップ機能とのインタラクションについて説明します。

動作

発信側デバイスの位置情報識別子と、コールをピックアップするデバイスの位置情報識別子との間で、

論理パーティション ポリシーがチェックされます。

設定

ピックアップを試みる発信側デバイスおよび着信側デバイスのいずれにも、位置情報および位置情報

フィルタが関連付けられます。

処理される状況

次の状況では、論理パーティションの処理が行われます。

 • PSTN デバイスが VoIP 電話機（A）をコールし、別の VoIP 電話機（B）にその電話機に対する

ピックアップ グループ関係がある場合（いずれの電話機も、同じピックアップ グループに属して

いるなど）。

 • 電話機 B が [ピック ]、[他Grp]、[グループ ピックアップ ]、[BLF ピックアップ ] のいずれかのボ

タンを押してピックアップを試みると、ピックアップ機能が呼び出される場合。

 • Cisco Unified Communications Manager が発信側デバイスの位置識別子情報とコールをピック

アップするデバイスの位置識別子情報を使用して、ポリシー チェックを実行する場合。

 • アラート コールが 1 つだけ発生すると、対応する論理パーティション ポリシーが最後のポリシー

として処理される場合。
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 • 複数のアラート コールが発生すると、アラート コールごとに論理パーティション ポリシーが

チェックされる場合。チェックは最も長いアラート コールから始まり、論理パーティション ポリ

シーが許可されてコールがピックアップされるまで続きます。最後に処理されたアラート コール

に論理パーティション拒否ポリシーがあり、これ以上アラート コールが発生しない場合は、拒否

処理アクションが実行されます。

処理されない状況

次の状況では、論理パーティションの処理は行われません。

 • 発信者が VoIP 電話機（DevType = Interior）で構成されているときに、処理が発生しない場合。

 • 位置情報または位置情報フィルタがデバイスに関連付けられていないときに、ポリシー チェック

が実行されない場合。

拒否処理

論理パーティションは、次のようにピックアップの拒否を処理します。

 • 「ピックアップは使用できません」というメッセージが、ピックアップを試みた VoIP 電話機に送信

されます。

 • アラート コールは影響を受けません。

 • アラート コールが複数存在する場合（許可ポリシーと拒否ポリシーが混在する場合）、拒否ポリ

シーがあるコールが最初のピックアップに失敗すると、Cisco Unified Communications Manager 
は次のアラート コールをピックアップして処理を続行します。

 • Cisco Unified Communications Manager は、ピックアップを試みた電話機にリオーダー音を送信

します。

 – 原因コード = 63 "Service or option not available." を使用して、Q.850 準拠のデバイス（SCCP 
が実行されている電話機）がクリアされます。

 – SIP ステータス コード = 503 "Service unavailable." を使用して、SIP 電話機がクリアされま

す。

 • Number of Pickup Failures perfmon カウンタが増分されます。

追加情報

「関連項目」（P.31-49）を参照してください。

コールパークとダイレクト コールパーク

ここでは、論理パーティションと、コールパーク機能およびダイレクト コールパーク機能とのインタ

ラクションについて説明します。

動作

コールを取得する側のデバイスの位置情報識別子と、パークされる側の位置情報識別子との間で、論理

パーティション ポリシーがチェックされます。

設定

取得の場合：パークされる側およびパーク取得を試みる側のデバイスには、位置情報および位置情報

フィルタが関連付けられます。

復帰の場合：パークされる側および復帰が発生する側のデバイスには、位置情報および位置情報フィル

タが関連付けられます。
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処理される状況

次の状況では、論理パーティションの処理が行われます。

 • パークされたコールが存在し、デバイスがパーク取得を試みると、パーク取得機能が呼び出される

場合。

 • パークされたコールが存在し、復帰タイマーの期限が切れると、パーク復帰機能が呼び出される場

合。

 • 参加者の 1 つが PSTN である必要がある場合。

 • パーク取得では、Cisco Unified Communications Manager がパークされる側のデバイスの位置識

別子情報と、パーク取得を実行する側のデバイスの位置識別子情報を使用して、ポリシー チェッ

クを実行する場合。

 • パーク復帰では、Cisco Unified Communications Manager がパークされる側のデバイスの位置識

別子情報と、コールがリダイレクトされる側のデバイスの位置識別子情報を使用して、ポリシー 
チェックを実行する場合。

処理されない状況

次の状況では、論理パーティションの処理は行われません。

 • 参加しているデバイスが VoIP 電話機（DevType = Interior）であるときに、処理が発生しない場

合。

 • 位置情報または位置情報フィルタがデバイスに関連付けられていないときに、ポリシー チェック

が実行されない場合。

拒否処理

論理パーティションは、次のように取得 /復帰の拒否を処理します。

 • 取得の場合、「パークされているコールを取得できません」というメッセージが VoIP 電話機に送信

されます。

 • Cisco Unified Communications Manager は、取得を試みている電話機にリオーダー音を送信しま

す。

 – 原因コード = 63 "Service or option not available." を使用して、Q.850 準拠のデバイス

（SCCP、H323、または MGCP デバイスが実行されている電話機）がクリアされます。

 – SIP ステータス コード = 503 "Service unavailable." を使用して、SIP が実行されている電話機

または SIP トランクがクリアされます。

 • 復帰の場合、リオーダー音とともに、パークされたコールがクリアされます。

 • Number of Park Retrieval Failures perfmon カウンタが増分されます（コールパークとダイレクト 
コールパークのいずれの取得も拒否される場合）。

追加情報

「関連項目」（P.31-49）を参照してください。
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Cisco エクステンション モビリティ

ここでは、論理パーティションと Cisco エクステンション モビリティ機能とのインタラクションにつ

いて説明します。

動作

ユーザは、同じ Cisco Unified Communications Manager クラスタ内で Cisco エクステンション モビリ

ティを使用して、VoIP 電話機にログインします。電話機からの着信コールまたは発信コールに対して、

論理パーティション ポリシーがチェックされます。

設定

Cisco エクステンション モビリティにログインする VoIP 電話機および PSTN アクセス デバイスのいず

れにも、位置情報および位置情報フィルタが関連付けられます。

処理される状況

次の状況では、論理パーティションの処理が行われます。

 • ユーザが、Cisco エクステンション モビリティを使用してデバイス プロファイルとは異なる位置

情報のデバイスにログインし、ユーザ ホーム サイトのゲートウェイを使用して PSTN コールを発

信するか、または着信 PSTN コールを取得する場合。

 • Cisco Unified Communications Manager が、Cisco エクステンション モビリティにログインした

デバイスと PSTN ゲートウェイ デバイスの位置識別子情報を使用してポリシー チェックを実行す

る場合。

 • 設定済みの論理パーティション ポリシーが発信 Cisco Unified Communications Manager デバイス

層に戻され、そのポリシーに従ってアクションが実行される場合。

処理されない状況

次の状況では、論理パーティションの処理は行われません。

 • 位置情報または位置情報フィルタが、Cisco エクステンション モビリティにログインする VoIP 電
話機にも、発信側と着信側のデバイスにも関連付けられない場合。

 • Cisco エクステンション モビリティにログインする VoIP 電話機がコールするか、または VoIP 電
話機（DevType = Interior）からのコールを取得する場合。

拒否処理

論理パーティションは、次のようにコールの拒否を処理します。

 • Cisco エクステンション モビリティにログインしている VoIP 電話機が、論理パーティション単位

で拒否する必要がある PSTN コールを発信した場合、そのコールはリオーダー音とともに拒否され

ます。

 • Cisco エクステンション モビリティにログインしている VoIP 電話機が、論理パーティション単位

で拒否する必要がある PSTN コールを取得した場合、そのコールはリオーダー音とともに拒否され

ます。

追加情報

「関連項目」（P.31-49）を参照してください。
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Cisco Unified Mobility

ここでは、論理パーティションと Cisco Unified Mobility機能とのインタラクションについて説明しま

す。これらのインタラクションは、モバイル コネクトまたはモバイル ボイス アクセスを必要とする

コールに適用されます。

動作

論理パーティションは、次のように Cisco Unified Mobility と通信します。

 • Single-Number-Reach（SNR; シングル ナンバー リーチ）コール：発信側デバイスと、そのモバイ

ル デバイスに接続する PSTN ゲートウェイとの間で、SNR コールに対して論理パーティション ポ
リシーがチェックされます。

 • セル ピックアップ：固定電話からのセル ピックアップ操作は、リモート宛先のモバイル デバイス

を接続している PSTN ゲートウェイに、接続済みのコールを参加させようとします。コールに参加

する前に、参加するデバイスの位置情報識別子を使用して、論理パーティション ポリシーが

チェックされます。

 • モバイル ボイス アクセス：着信ゲートウェイの位置情報識別子と着信側デバイスの位置情報識別

子との間で、論理パーティション ポリシーがチェックされます。

設定

参加するデバイスおよび PSTN アクセス ゲートウェイには、位置情報および位置情報フィルタが関連

付けられる必要があります。

処理される状況

次の状況では、論理パーティションの処理が行われます。

 • シングル ナンバー リーチ（SNR）コール

Cisco Unified Mobility がエンタープライズ拡張用に設定され、VoIP 電話機または別の PSTN ゲー

トウェイから SNR に対するコールが取得される場合。

Cisco Unified Communications Manager が、着信側および発信側の Cisco Unified 
Communications Manager デバイスに関連付けられている位置識別子情報を使用して、論理パー

ティション ポリシー チェックを実行する場合。

設定済みの論理パーティション ポリシーが着信側 Cisco Unified Communications Manager デバイ

ス層に戻され、そのポリシーに従ってアクションが実行される場合。

 • セル ピックアップ

Cisco Unified Mobility がエンタープライズ拡張用に設定され、VoIP 電話機（SNR）と別の VoIP 電
話機または PSTN ゲートウェイ（接続される側）との間でコールがアクティブである場合。

VoIP 電話機（SNR）が、モバイルへのセル ピックアップを実行して、携帯電話への到達に使用さ

れる PSTN ゲートウェイに、接続される側を参加させようとしている場合。

Cisco Unified Communications Manager が、PSTN ゲートウェイおよび接続される側に関連付けら

れている位置識別子情報を使用して、論理パーティション ポリシー チェックを実行する場合。

設定済みの論理パーティション ポリシーによって、セル ピックアップの操作が成功するか失敗す

るかが決定される場合。

 • モバイル ボイス アクセス

Cisco Unified Mobility がエンタープライズ拡張用に設定され、携帯電話が PSTN ゲートウェイか

らエンタープライズ VoIP 電話機にコールする場合。
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Cisco Unified Communications Manager が、発信側 PSTN ゲートウェイおよび着信側 VoIP 電話機

に関連付けられている位置識別子情報を使用して、論理パーティション ポリシー チェックを実行

する場合。

設定済みの論理パーティション ポリシーが着信側 Cisco Unified Communications Manager デバイ

ス層に戻され、そのポリシーに従ってアクションが実行される場合。

処理されない状況

次の状況では、論理パーティションの処理は行われません。

 • 位置情報または位置情報フィルタが、参加するデバイスに関連付けられていない場合。

 • デュアル モード フォンが使用されるときには、論理パーティションがサポートされない場合。

拒否処理

論理パーティションは、次のようにコールの拒否を処理します。

 • SNR および モバイル ボイス アクセスの場合、リオーダー音とともにコールがクリアまたは拒否さ

れます。

 • セル ピックアップの場合、接続される側と VoIP 電話機（SNR）間の元のコールが復元され、「携

帯電話へコールを送信できません」というメッセージが VoIP 電話機に表示されます。

追加情報

「関連項目」（P.31-49）を参照してください。

シェアドライン

ここでは、論理パーティションとシェアドライン機能とのインタラクションについて説明します。

動作

シェアドラインへのコールまたはシェアドラインからのコールでは、論理パーティション チェックに

基本コールと同じ処理が使用されます。

Cisco Unified Communications Manager 上のシェアドライン デバイスは、Remote-In-Use（RIU; リ
モートで使用中）情報を表示するために、論理パーティション ポリシー チェックを実行します。接続

される側の位置情報識別子と、RIU 情報を表示するシェアドライン デバイスとの間で、ポリシーが

チェックされます。

設定

シェアドライン デバイスおよび PSTN アクセス デバイス（VoIP ゲートウェイ）には、位置情報および

位置情報フィルタが関連付けられます。

処理される状況

基本コールで次の状況が発生した場合、論理パーティションの処理が行われます。

 • 異なる位置情報をまたぐ VoIP 電話機のシェアドラインが存在し、いずれかの VoIP 電話機がロー

カル PSTN ゲートウェイを介して PSTN コールを発信または取得する場合。

 • シェアドラインから PSTN ゲートウェイへのコールを完了するために、Cisco Unified 
Communications Manager が発信側シェアドライン電話機および着信側 PSTN ゲートウェイに関連付

けられている位置識別子情報を使用して、論理パーティション ポリシー チェックを実行する場合。

 • PSTN ゲートウェイからシェアドラインへのコールを完了するために、Cisco Unified 
Communications Manager が発信側 PSTN ゲートウェイおよび各着信側シェアドライン電話機に関連

付けられている位置識別子情報を使用して、論理パーティション ポリシー チェックを実行する場合。
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 • 設定済みの論理パーティション ポリシーが着信側 Cisco Unified Communications Manager デバイ

ス層に戻され、そのポリシーに従ってアクションが実行される場合。

 • リモートで使用中（RIU）情報を表示するかどうかを決定するために、Cisco Unified 
Communications Manager がシェアドラインに関連付けられている各デバイスの位置識別子情報

と、接続される側（発信側または着信側）の位置識別子情報を使用して、論理パーティション ポ
リシー チェックを実行する場合。

処理されない状況

次の状況では、論理パーティションの処理は行われません。

 • 発信側と着信側の両方のデバイスが VoIP 電話機（DevType = Interior）であるときに、処理が発生

しない場合。

 • 位置情報または位置情報フィルタがデバイスに関連付けられていないときに、処理が発生しない場

合。

拒否処理

論理パーティションは、次のようにコールの拒否を処理します。

 • Cisco Unified Communications Manager は、発信側デバイスで許可されていない位置情報にある

着信側シェアドライン デバイスへのコールをドロップします（またはコールを延長しません）。

 • リモートで使用中状態のシェアドライン デバイスには、コール インスタンス情報が表示されませ

ん。

追加情報

「関連項目」（P.31-49）を参照してください。

割り込み、C 割り込み、およびリモート再開

ここでは、論理パーティションと、割り込み、C 割り込み、およびリモート再開機能とのインタラク

ションについて説明します。

動作

シェアドラインでの割り込み、C 割り込み、またはリモート再開操作は、リモートで使用中（RIU）状

態でコール インスタンス情報が入手できるかどうかに依存します。

シェアドライン インタラクションに適用される同じ論理パーティション ポリシー チェックによって、

RIU 情報が入手できるかどうかが決定されます。

論理パーティション拒否の場合、制限されているシェアドラインでは RIU コール インスタンスが取り

消されます。

設定

シェアドライン デバイスおよび PSTN アクセス デバイスには、位置情報および位置情報フィルタが関

連付けられます。

処理される状況

次の状況では、論理パーティションの処理が行われます。

 • 異なる位置情報をまたぐ VoIP 電話機のシェアドラインが存在し、いずれかの VoIP 電話機がロー

カル PSTN ゲートウェイを介して PSTN コールを発信または取得する場合。

 • リモートで使用中（RIU）情報の表示がシェアドライン コール シナリオの場合と同じように処理

される場合。
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 • アクティブ コールがシェアドライン デバイスによって保留されている間、リモートの [解除 ] ボタ

ンが使用できない場合。

 • [割り込み ] ボタンおよび [C割込 ] ボタンが使用できないため、これらのシナリオが実行できない

場合。

処理されない状況

次の状況では、論理パーティションの処理は行われません。

 • 発信側と着信側の両方のデバイスが VoIP 電話機（DevType = Interior）であるときに、論理パー

ティション ポリシー チェックが無視される場合。

 • 位置情報または位置情報フィルタがデバイスに関連付けられていないときに、処理が発生しない場

合。

 • 会議やミートミーなどのアクティブな機能のために、接続される側がコンファレンス ブリッジと

なり、会議に参加するすべてのデバイスに許可される位置情報がアクティブなシェアドライン デ
バイスに関連付けられるときに、リモートで使用中のシェアドライン デバイスにコール インスタ

ンス情報が表示される場合。この場合、リモートで使用中の電話機では、許可されない参加者が会

議に参加している場合も含め、常に C 割り込み /割り込み機能を実行できます。C 割り込み /割り

込みの参加者の場合、論理パーティション ポリシー チェックが存在せず、論理パーティション拒

否シナリオを防止できません。

拒否処理

論理パーティションは、次のようにコールの拒否を処理します。

 • コール インスタンス情報は表示されません。

追加情報

「関連項目」（P.31-49）を参照してください。

ルート リストおよびハント パイロット

ここでは、論理パーティションと、ルート リストおよびハント パイロットとのインタラクションにつ

いて説明します。

動作

ルート リストの場合、デバイスから、ルート リストおよびルート グループに属しているゲートウェイ

または MGCP ポートへのコールが、参加する発信側デバイスおよび着信側デバイスの位置情報識別子

に基づいて、論理パーティション ポリシーに照らしてチェックされます。

ハント パイロットの場合、PSTN デバイスから、ハント リストまたはハント グループに属している回

線デバイスへのコールが、参加する発信側デバイスおよび着信側デバイスの位置情報識別子に基づい

て、論理パーティション ポリシーに照らしてチェックされます。

設定

発信側デバイスおよび着信側デバイスには、位置情報および位置情報フィルタが関連付けられます。

処理される状況

次の状況では、論理パーティションの処理が行われます。

 • VoIP 電話機または PSTN ゲートウェイからルート リストを経由して PSTN ゲートウェイに至る基

本コールが実行される場合。
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 • PSTN ゲートウェイからハント リストを経由して一連の VoIP 電話機に至る基本コールが実行され

る場合。

 • Cisco Unified Communications Manager が、着信側および発信側の Cisco Unified 
Communications Manager デバイスに関連付けられている位置識別子情報を使用して、論理パー

ティション ポリシー チェックを実行する場合。

 • 設定済みの論理パーティション ポリシーが発信 Cisco Unified Communications Manager デバイス

層に戻され、そのポリシーに従ってアクションが実行される場合。

処理されない状況

次の状況では、論理パーティションの処理は行われません。

 • 発信側と着信側の両方のデバイスが VoIP 電話機（DevType = Interior）であるときに、処理が発生

しない場合。

 • すべてのデバイスに位置情報と位置情報フィルタの両方を関連付ける必要がある場合。デバイスに

位置情報も位置情報フィルタも関連付けられていない場合、処理は発生しません。

拒否処理

論理パーティションは、次のようにコールの拒否を処理します。

 • Cisco Unified Communications Manager からのリオーダー音とともにコールがクリアまたは拒否

されます。

追加情報

「関連項目」（P.31-49）を参照してください。

CTI 処理

ここでは、論理パーティションと、参加またはリダイレクトを実行するすべての機能との CTI インタ

ラクションについて説明します。

動作

PSTN ゲートウェイへのコール、参加、またはリダイレクトを伴うすべての操作に対して、論理パー

ティション ポリシーがチェックされ、次の状況で論理パーティションに障害が発生した場合は CTI エ
ラーが生成されます。

 • 基本コール

 • 転送

 • 会議

 • パーク取得および類似した機能

設定

参加するデバイスには、位置情報および位置情報フィルタが関連付けられます。

処理される状況

次の状況では、論理パーティションの処理が行われます。

 • デバイスの 1 つに、PSTN 参加者が指定されている場合。

 • 操作のコンテキストで論理パーティション ポリシーがチェックされる場合。
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処理されない状況

次の状況では、論理パーティションの処理は行われません。

 • 位置情報または位置情報フィルタがデバイスに関連付けられていないときに、処理が発生しない場

合。

 • 参加しているすべてのデバイスが VoIP 電話機（DevType = Interior）であるときに、処理が発生し

ない場合。

拒否処理

論理パーティションは、次のように操作ベースの CTI 原因コードを生成して、コールの拒否を処理し

ます。

 • 基本コール：CTICCMSIP503SERVICENOTAVAILABL

 • リダイレクト：CTIERR_REDIRECT_CALL_PARTITIONING_POLICY

 • 参加、転送、会議、およびその他：CTIERR_FEATURE_NOT_AVAILABLE

追加情報

「関連項目」（P.31-49）を参照してください。

制限

論理パーティションには、次の制限事項があります。

 • UPDATE での SIP トランク User Agent Server（UAS; ユーザ エージェント サーバ）ロケーション

伝達

UAS は、UPDATE 要求を使用して、着信側の位置情報を User Agent Client（UAC; ユーザ エー

ジェント クライアント）に通知します。これは通常、180 Ringing の後に発生します。

この位置情報を受信する論理パーティション対応クラスタで実行される論理パーティション ポリ

シー チェックでは、ポリシーが拒否されると、コールがキャンセルされることがあります。使い

やすいエンド ユーザ エクスペリエンスが実現されない可能性があります。

 • 会議チェーンで会議をまたぐ参加者に対しては、論理パーティション チェックがサポートされま

せん。

たとえば、ミートミーおよびアドホックの会議チェーンには、論理パーティション拒否の参加者が

参加できます。

 • QSIG クラスタ間トランク（ICT）に関する制限

Q.SIG プロトコルが設定された ICT では、発信側デバイスまたは着信側デバイスの位置情報を通

知できないことに注意してください。Q.SIG トンネル化プロトコルが選択されたときには、[位置

情報の送信 (Send Geolocation Information)] の ICT 設定が無効になります。

 • シェアドライン アクティブ コール情報

論理パーティションが制限されるシナリオでは、ある機能によってシェアドライン コールが許可

カテゴリに移動される場合でも、シェアドラインはコール期間中にアクティブ コール情報をド

ロップします。

 • C 割り込み /割り込み

割り込み /C 割り込みは発生しません。接続される側の論理パーティション拒否ポリシーに基づい

て、シェアドラインではこれらの機能を試行できないようにしているためです（コール インスタ

ンスはドロップされます）。
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ただし、会議やミートミーなどのアクティブな機能のために、接続される側がコンファレンス ブ
リッジとなり、会議に参加するすべてのデバイスに許可される位置情報がアクティブなシェアドラ

イン デバイスに関連付けられるときは、リモートで使用中のシェアドライン デバイスにコール イ
ンスタンス情報が表示されます。この場合、リモートで使用中の電話機では、許可されない参加者

が会議に参加している場合も含め、常に C 割り込み /割り込み機能を実行できます。C 割り込み /
割り込みの参加者の場合、論理パーティション ポリシー チェックが存在せず、論理パーティショ

ン拒否シナリオを防止できません。

 • Cisco Unified Communications Manager は、位置情報を H.323 ゲートウェイまたは MGCP ゲート

ウェイに通知しません。

SIP トランクのチェックボックスに基づいて、SIP ゲートウェイへの通知を無効にすることができ

ます。

 • Cisco Unified Communications Manager は、H.225 ゲートキーパー制御によるトランクでは位置

情報を通知しません。

シナリオ：Cisco Unified Communications Manager 1 は論理パーティションが有効なままですが、

Cisco Unified Communications Manager 2 は論理パーティションが無効なままとなります。

CCM1 の電話機 A が、（ICT トランクまたは SIP トランクを使用して）CCM2 の電話機 B をコー

ルします。

電話機 B が会議を要請し、PSTN を会議に招待します。

制限：会議が確立されます。

電話機 B がオンフックになると、電話機 A と Cisco Unified Communications Manager 2 の PSTN 
間のコールがリオーダー音とともにクリアされます。

 • モビリティ セル ピックアップ：携帯電話でコールに応答すると、論理パーティション拒否処理が

実行されます。

コールが携帯電話に発信される前に、論理パーティション ポリシー チェックは発生しません（基

本 SNR コールの場合には発生します）。現在の仕様により、論理パーティション ポリシーが

チェックされるのは、携帯電話がコールに応答すると実行される SsJoinReq 処理の後だけです。

 • Cisco エクステンション モビリティ は、位置情報が異なる電話機にログインします。

ローカルルート グループの設定時に、発信 PSTN コールが発生することがあります。

着信 PSTN コールは電話機に対して発信されませんが、リオーダー音を受信します。

 • 論理パーティション ポリシーでは、BLF SD または BLF ピックアップ プレゼンス通知はチェック

されません。

現在、通知用には論理パーティション インフラストラクチャが追加されません。

自動転送で障害が発生しても、RTMT Number of Forwarding Failures perfmon カウンタは増分さ

れません。その代わり、Number of Basic Call Failures perfmon カウンタが増分されます。

 • IOS H.323 ゲートウェイおよび SIP ゲートウェイでは、コールの接続がリリースされても、補足機

能実行時の論理パーティション ポリシーにより、リオーダー音が発生しません。

例

IOS SIP ゲートウェイまたは H.323 ゲートウェイの背後にある Remote Destination（RD; リモート

接続先）の電話機が、VoIP 電話機 A をコールします。

認証の完了後、RD 電話機が電話機 C にコールを発信しますが、論理パーティション制限ポリシー

により、コールが拒否されます。

原因コード = 63 "Service or option not available." で RD 電話機へのコールがクリアされますが、そ

の RD 電話機へのリオーダー音は再生されません。
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（注） この原因コードは、すべての論理パーティション障害に共通のコードです。

この動作は、CONNECT 状態後はリオーダー音を再生しないという IOS ゲートウェイ側の仕様制

限により発生します。CONNECT 状態後に再生される唯一の音は、17（話し中）または 44（使用

可能な回線なし）です。

同じような制限が、フックフラッシュやオンフック転送などの補足機能に適用されます。

 • 論理パーティションで障害が発生した場合にコールをボイスメールに自動転送するための設定は存

在しません。

 • 論理パーティション拒否で障害が発生しても、アナウンスは発生しません。

 • Cisco Unified Communications Manager は、Cisco Unified MeetingPlace または Cisco Unified 
MeetingPlace Express に関連するコールの論理パーティション機能をサポートしていません。

追加情報

「関連項目」（P.31-49）を参照してください。

論理パーティションの設定
この項は、次の内容で構成されています。

 • 「位置情報の設定」（P.31-40）

 • 「位置情報フィルタの設定」（P.31-41）

 • 「論理パーティションポリシーの設定」（P.31-41）

ヒント 論理パーティションを設定する前に、「論理パーティションの設定チェックリスト」（P.31-1）を確認し

てください。

追加情報

「関連項目」（P.31-49）を参照してください。

位置情報の設定

位置情報を設定するには、Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [システム

(System)] > [位置情報の設定 (Geolocation Configuration)] メニュー オプションを使用します。

位置情報の設定の詳細については、「位置情報の設定」（P.23-10）を参照してください。

追加情報

「関連項目」（P.31-49）を参照してください。
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位置情報フィルタの設定

位置情報フィルタを設定するには、Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [システム

(System)] > [位置情報フィルタ (Geolocation Filter)] メニュー オプションを使用します。

位置情報フィルタの設定の詳細については、「位置情報フィルタの設定」（P.23-17）を参照してくださ

い。

追加情報

「関連項目」（P.31-49）を参照してください。

論理パーティションポリシーの設定

論理パーティション ポリシーを設定するには、Cisco Unified Communications Manager の管理ページ

の [コールルーティング (Call Routing)] > [論理パーティションポリシーの設定 (Logical Partitioning 
Policy Configuration)] メニュー オプションを使用します。

論理パーティション ポリシーの設定については、次の項を参照してください。

 • 「論理パーティション ポリシーの検索」（P.31-41）

 • 「論理パーティション ポリシーの設定」（P.31-42）

 • 「論理パーティション ポリシー レコードの削除」（P.31-43）

 • 「論理パーティション ポリシー ペア設定の削除」（P.31-44）

 • 「論理パーティション ポリシー ペア設定の更新」（P.31-44）

 • 「論理パーティション ポリシーの設定」（P.31-44）

追加情報

「関連項目」（P.31-49）を参照してください。

論理パーティション ポリシーの検索

ネットワークに複数の論理パーティション ポリシーが存在することがあるため、Cisco Unified 
Communications Manager では指定した条件に基づいて論理パーティション ポリシーを検索できます。

Cisco Unified Communications Manager データベースで特定の論理パーティション ポリシーを検索す

るには、次の手順に従います。

（注） ブラウザ セッションでの作業中は、Cisco Unified Communications Manager の管理ページで論理パー

ティション ポリシーの検索プリファレンスが保持されます。他のメニュー項目に移動してこのメ

ニュー項目に戻った場合でも、検索を変更するかブラウザを閉じない限り、論理パーティション ポリ

シーの検索プリファレンスは Cisco Unified Communications Manager の管理ページで保持されていま

す。

手順

ステップ 1 [コールルーティング (Call Routing)] > [論理パーティションポリシーの設定 (Logical Partitioning 
Policy Configuration)] を選択します。

[ ポリシーの検索と一覧表示 (Find and List Policies)] ウィンドウが表示されます。ウィンドウには、ア

クティブな（前の）クエリーのレコードが表示される場合もあります。
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ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空になっていることを確認

し、「ステップ 3」 に進みます。

特定のレコードをフィルタリングまたは検索するには、次の操作を実行します。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスで、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスで、検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索文字を入力します。

（注） 別の検索条件を追加するには、[+] ボタンをクリックします。条件を追加した場合は、指定し

たすべての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、[-] ボタンをクリッ

クして、最後に追加された条件を削除するか、または [フィルタのクリア (Clear Filter)] ボタン

をクリックして、追加されたすべての検索条件を削除します。

ステップ 3 [検索 (Find)] をクリックします。

条件に一致するレコードがすべて表示されます。[ ページあたりの行数 (Rows per Page)] ドロップダウ

ン リスト ボックスで別の値を選択すると、表示される項目数を変更できます。

（注） 適切なレコードの横にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削除 (Delete 
Selected)] をクリックすると、データベースから複数のレコードを削除できます。[すべてを選

択 (Select All)] をクリックして [選択項目の削除 (Delete Selected)] をクリックすると、この選

択対象として設定可能なすべてのレコードを削除できます。

ステップ 4 表示されたレコード リストから、目的のレコードのリンクをクリックします。

（注） ソート順を逆にするには、リストのヘッダーにある上矢印または下矢印をクリックします（使

用可能な場合）。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

「関連項目」（P.31-49）を参照してください。

論理パーティション ポリシーの設定

論理パーティション ポリシーを追加または更新するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [コールルーティング (Call Routing)] > [論理パーティションポリシーの設定 (Logical Partitioning 
Policy Configuration)] を選択します。

[ ポリシーの検索と一覧表示 (Find and List Policies)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

 • 新しい論理パーティション ポリシーを追加するには、[ 新規追加 (Add New)] をクリックします。
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[ 論理パーティションポリシーの設定 (Logical Partitioning Policy Configuration)] ウィンドウが表
示されます。

 • 論理パーティション ポリシーを更新するには、「論理パーティション ポリシーの検索」（P.31-41）
の説明に従って特定の論理パーティション ポリシーを検索します。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 31-4 を参照）。

ステップ 4 [保存 (Save)] をクリックします。

論理パーティション ポリシーを追加した場合は、ウィンドウの一番下にあるリスト ボックスに新しい

論理パーティション ポリシーが含まれています。

追加情報

「関連項目」（P.31-49）を参照してください。

論理パーティション ポリシー レコードの削除

既存の論理パーティション ポリシー レコードを削除するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [コールルーティング (Call Routing)] > [論理パーティションポリシーの設定 (Logical Partitioning 
Policy Configuration)] を選択します。

[ ポリシーの検索と一覧表示 (Find and List Policies)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 特定の論理パーティション ポリシーを検索するには、検索条件を入力し、[検索 (Find)] をクリックし

ます。

検索条件に一致した位置情報フィルタ論理パーティション ポリシーが表示されます。

ステップ 3 次のいずれかの操作を実行します。

 • 削除する論理パーティション ポリシーの横のチェックボックスをオンにし、[ 選択項目の削除

(Delete Selected)] をクリックします。

 • [ すべてを選択 (Select All)] をクリックし、[ 選択項目の削除 (Delete Selected)] をクリックして、

ウィンドウ内のすべての論理パーティション ポリシーを削除します。

 • 削除する論理パーティション ポリシー名をリストから選択し、[ 削除 (Delete)] をクリックします。

確認のダイアログボックスが表示されます。

ステップ 4 [OK] をクリックします。

このレコードに指定した論理パーティション ポリシーおよびすべてのペア ポリシーが削除されます。

追加情報

「関連項目」（P.31-49）を参照してください。



 

31-44
Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド

第 31 章      論理パーティション        

    論理パーティションの設定

論理パーティション ポリシー ペア設定の削除

この場合、論理パーティション ポリシー レコードを選択し、そのレコードの設定ウィンドウを表示し

ます。

ポリシーは現在ペアで設定されています。例を示します。

GLP-1 Border GLP-2 Interior Allow

GLP-1 Border GLP-3 Interior Allow

2 つ目のポリシーを削除する必要がある場合は、2 つ目のポリシーを選択し、[デフォルトポリシーの

使用 (Use Default Policy)] 設定を選択します。

保存すると、ポリシーの対応するペアがポリシーのマトリクスから削除されます。

GLP-1 レコードには変更が加えられないことに注意してください。

追加情報

「関連項目」（P.31-49）を参照してください。

論理パーティション ポリシー ペア設定の更新

この場合、論理パーティション ポリシー レコードを選択し、そのレコードの設定ウィンドウを表示し

ます。

ポリシーは現在ペアで設定されています。例を示します。

GLP-1 Border GLP-2 Interior Allow

GLP-1 Border GLP-3 Interior Allow

 2 つ目のポリシーを更新する必要がある場合は、2 つ目のポリシーを選択し、[ポリシー (Policy)] 設定

で [許可 (Allow)] または [拒否 (Deny)] を指定します。

保存すると、ポリシーの対応するペアがポリシーのマトリクスから更新されます。

追加情報

「関連項目」（P.31-49）を参照してください。

論理パーティション ポリシーの設定

次のエンティティ間に必須の相互接続動作には、論理パーティション ポリシーを設定します。

 • PSTN ゲートウェイと VoIP 電話機

 • PSTN ゲートウェイと PSTN ゲートウェイ

 • クラスタ間トランク（ICT）と VoIP 電話機

 • ICT と VoIP ゲートウェイ

System Default Policy エンタープライズ パラメータ（デフォルト値 = DENY）は、設定済みのポリ

シーが見つからない場合のデフォルトのポリシーです。

[論理パーティションポリシーの設定 (Logical Partitioning Policy Configuration)] ウィンドウ（Cisco 
Unified Communications Manager の管理ページの [コールルーティング (Call Routing)] > [論理パー

ティションポリシーの設定 (Logical Partitioning Policy Configuration)] メニュー オプション）で、管理

者は位置情報に設定されているフィールドのサブセットから位置情報ポリシー レコードを作成する必

要があります。

論理パーティション ポリシーは、位置情報ポリシー レコードとデバイス タイプのペア間に設定します。
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許可ポリシーと拒否ポリシーを設定します。設定の詳細については、「許可ポリシーおよび拒否ポリ

シー」（P.31-5）を参照してください。

例を含め論理パーティション ポリシーの詳細については、「論理パーティション ポリシー」（P.31-11）
を参照してください。

表 31-4 に、論理パーティション ポリシーの設定に使用する設定項目を示します。

表 31-4 [論理パーティションポリシーの設定 (Logical Partitioning Policy Configuration)] の設定 

フィールド 説明

論理パーティションポリシーの設定 (Logical Partitioning Policy Configuration)

[名前 (Name)] この論理パーティション ポリシーの一意の名前を入力します（1 ～ 
50 文字）。

引用符（"）、右山カッコ（>）、左山カッコ（<）、バックスラッシュ

（¥）、アンパサンド（&）、およびパーセント記号（%）を除くすべ

ての文字を使用できます。

[説明 (Description)] この論理パーティション ポリシーの説明を入力します。

[国 (Country)] ドロップダウン リスト ボックスから、この論理パーティション ポ
リシーの国を選択します。この論理パーティション ポリシーにこの

フィールドを指定しない場合は、[<なし>(<None>)] にしておくこ

とができます。

A1 ドロップダウン リスト ボックスから、この論理パーティション ポ
リシーの A1 値を選択します。この論理パーティション ポリシーに

このフィールドを指定しない場合は、[<なし>(<None>)] にしてお

くことができます。

A2 ドロップダウン リスト ボックスから、この論理パーティション ポ
リシーの A2 値を選択します。この論理パーティション ポリシーに

このフィールドを指定しない場合は、[<なし>(<None>)] にしてお

くことができます。

A3 ドロップダウン リスト ボックスから、この論理パーティション ポ
リシーの A3 値を選択します。この論理パーティション ポリシーに

このフィールドを指定しない場合は、[<なし>(<None>)] にしてお

くことができます。

A4 ドロップダウン リスト ボックスから、この論理パーティション ポ
リシーの A4 値を選択します。この論理パーティション ポリシーに

このフィールドを指定しない場合は、[<なし>(<None>)] にしてお

くことができます。

A5 ドロップダウン リスト ボックスから、この論理パーティション ポ
リシーの A5 値を選択します。この論理パーティション ポリシーに

このフィールドを指定しない場合は、[<なし>(<None>)] にしてお

くことができます。

A6 ドロップダウン リスト ボックスから、この論理パーティション ポ
リシーの A6 値を選択します。この論理パーティション ポリシーに

このフィールドを指定しない場合は、[<なし>(<None>)] にしてお

くことができます。

PRD ドロップダウン リスト ボックスから、この論理パーティション ポ
リシーの PRD 値を選択します。この論理パーティション ポリシー

にこのフィールドを指定しない場合は、[<なし>(<None>)] にして

おくことができます。
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POD ドロップダウン リスト ボックスから、この論理パーティション ポ
リシーの POD 値を選択します。この論理パーティション ポリシー

にこのフィールドを指定しない場合は、[<なし>(<None>)] にして

おくことができます。

STS ドロップダウン リスト ボックスから、この論理パーティション ポ
リシーの STS 値を選択します。この論理パーティション ポリシー

にこのフィールドを指定しない場合は、[<なし>(<None>)] にして

おくことができます。

HNO ドロップダウン リスト ボックスから、この論理パーティション ポ
リシーの HNO 値を選択します。この論理パーティション ポリシー

にこのフィールドを指定しない場合は、[<なし>(<None>)] にして

おくことができます。

HNS ドロップダウン リスト ボックスから、この論理パーティション ポ
リシーの HNS 値を選択します。この論理パーティション ポリシー

にこのフィールドを指定しない場合は、[<なし>(<None>)] にして

おくことができます。

LMK ドロップダウン リスト ボックスから、この論理パーティション ポ
リシーの LMK 値を選択します。この論理パーティション ポリシー

にこのフィールドを指定しない場合は、[<なし>(<None>)] にして

おくことができます。

LOC ドロップダウン リスト ボックスから、この論理パーティション ポ
リシーの LOC 値を選択します。この論理パーティション ポリシー

にこのフィールドを指定しない場合は、[<なし>(<None>)] にして

おくことができます。

FLR ドロップダウン リスト ボックスから、この論理パーティション ポ
リシーの FLR 値を選択します。この論理パーティション ポリシー

にこのフィールドを指定しない場合は、[<なし>(<None>)] にして

おくことができます。

NAM ドロップダウン リスト ボックスから、この論理パーティション ポ
リシーの NAM 値を選択します。この論理パーティション ポリシー

にこのフィールドを指定しない場合は、[<なし>(<None>)] にして

おくことができます。

PC ドロップダウン リスト ボックスから、この論理パーティション ポ
リシーの PC 値を選択します。この論理パーティション ポリシーに

このフィールドを指定しない場合は、[<なし>(<None>)] にしてお

くことができます。

[設定済みポリシー (Configured Policies)]

[デバイスタイプ (Device 
Type)]

この論理パーティション ポリシーと別の（または同じ）論理パー

ティション ポリシーとの関係を設定すると、その設定した関係用に

新しい行が 1 つ、このペインに表示されます。このカラムには、こ

の関係に現在設定されている論理パーティション ポリシーのデバイ

ス タイプが表示されます。

（注） このペインには、[デフォルトポリシーの使用 (Use Default 
Policy)] を指定しない関係だけが表示されます。

表 31-4 [論理パーティションポリシーの設定 (Logical Partitioning Policy Configuration)] の設定 

フィールド 説明
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[位置情報ポリシー
(Geolocation Policy)]

この論理パーティション ポリシーと別の（または同じ）論理パー

ティション ポリシーとの関係を設定すると、その設定した関係用に

新しい行が 1 つ、このペインに表示されます。このカラムには、こ

の関係の他の位置情報ポリシーが表示されます。

（注） このペインには、[デフォルトポリシーの使用 (Use Default 
Policy)] を指定しない関係だけが表示されます。

[他のデバイスタイプ (Other 
Device Type)]

この論理パーティション ポリシーと別の（または同じ）論理パー

ティション ポリシーとの関係を設定すると、その設定した関係用に

新しい行が 1 つ、このペインに表示されます。このカラムには、こ

の関係に設定されている他の論理パーティション ポリシーのデバイ

ス タイプが表示されます。

（注） このペインには、[デフォルトポリシーの使用 (Use Default 
Policy)] を指定しない関係だけが表示されます。

[ポリシー (Policy)] この論理パーティション ポリシーと別の（または同じ）論理パー

ティション ポリシーとの関係を設定すると、その設定した関係用に

新しい行が 1 つ、このペインに表示されます。このカラムには、こ

の関係に設定されている論理パーティション ポリシー値が表示され

ます。

（注） このペインには、[デフォルトポリシーの使用 (Use Default 
Policy)] を指定しない関係だけが表示されます。

[他の位置情報ポリシーへの関係を設定 (Configure Relationship to other Geo Location Policies)]

[デバイスタイプ (Device 
Type)]

この論理パーティション ポリシーと他の位置情報ポリシーとの関係

を設定するには、ドロップダウン リスト ボックスから、次のいず

れかの値を選択します。

 • [ボーダー (Border)]：デバイスが PSTN トランク、ゲートウェ

イ、および MGCP ポートである場合には、このデバイス タイ

プを選択します。

 • [内部 (Interior)]：デバイスが VoIP 電話機または内部のエンド

ポイントである場合には、このデバイス タイプを選択します。

（注） 各デバイス タイプ（ボーダーまたは内部）に関連付けるこ

とができる Cisco Unified Communications Manager デバイ

スのリストについては、表 31-2 を参照してください。

[位置情報ポリシー
(Geolocation Policy)]

この論理パーティション ポリシーとその位置情報ポリシーとの関係

を設定するには、このペインで別の位置情報ポリシーの名前を選択

します。

表 31-4 [論理パーティションポリシーの設定 (Logical Partitioning Policy Configuration)] の設定 

フィールド 説明
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    以前のリリースからのアップグレード時の論理パーティション設定

追加情報

「関連項目」（P.31-49）を参照してください。

以前のリリースからのアップグレード時の論理パーティショ
ン設定

リリース 7.1(2) よりも前のリリースから Cisco Unified Communications Manager をアップグレードす

るときは、論理パーティション設定に関連付けられているエンティティに次の値が割り当てられます。

 • Enable Logical Partitioning エンタープライズ パラメータは [False] となります。

 • Logical Partitioning Default Policy エンタープライズ パラメータは [拒否 (Deny)] となります。

 • 位置情報

 – 位置情報テーブルには、設定済みの位置情報レコードが存在しません。

 – Default Geolocation エンタープライズ パラメータは未指定です。

 – デバイス プールでは、位置情報の値が [なし (None)] となります。

 – デバイスでは、位置情報の値が [デフォルト (Default)] となります。

[他のデバイスタイプ (Other 
Device Type)]

ドロップダウン リスト ボックスから、[位置情報ポリシー

(Geolocation Policy)] カラムで選択した他の位置情報ポリシーのデ

バイス タイプを選択します。次のいずれかの値を選択します。

 • [ボーダー (Border)]：デバイスが PSTN トランク、ゲートウェ

イ、および MGCP ポートである場合には、このデバイス タイ

プを選択します。

 • [内部 (Interior)]：デバイスが VoIP 電話機または内部のエンド

ポイントである場合には、このデバイス タイプを選択します。

（注） 各デバイス タイプ（ボーダーまたは内部）に関連付けるこ

とができる Cisco Unified Communications Manager デバイ

スのリストについては、表 31-2 を参照してください。

[ポリシー (Policy)] ドロップダウン リスト ボックスから、この論理パーティション ポ
リシーと [位置情報ポリシー (Geolocation Policy)] カラムで選択し

た位置情報ポリシーとの間に適用するポリシーを選択します。次の

いずれかの値を選択します。

 • [デフォルトポリシーの使用 (Use Default Policy)]：Logical 
Partitioning Default Policy エンタープライズ パラメータに指定

されているデフォルトのポリシーを適用するには、この値を選

択します。

 • [許可 (Allow)]：この論理パーティション ポリシーと他の位置

情報ポリシーとの間に許可ポリシーを指定するには、この値を

選択します。

 • [拒否 (Deny)]：この論理パーティション ポリシーと他の位置情

報ポリシーとの間に拒否ポリシーを指定するには、この値を選

択します。

表 31-4 [論理パーティションポリシーの設定 (Logical Partitioning Policy Configuration)] の設定 

フィールド 説明
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 • 位置情報フィルタ

 – 位置情報フィルタ テーブルには、設定済みの位置情報フィルタ レコードが存在しません。

 – Logical Partitioning Default Filter エンタープライズ パラメータは [なし (None)] となります。

 – デバイス プールでは、位置情報フィルタの値が [なし (None)] となります。

 – デバイスでは、位置情報フィルタの値が [なし (None)] となります。

 • 論理パーティション ポリシー

 – 設定済みの位置情報ポリシー レコードおよびポリシーが、位置情報ポリシー テーブルおよび

位置情報ポリシー マトリクス テーブルに存在しません。

追加情報

「関連項目」（P.31-49）を参照してください。

論理パーティションのトラブルシューティング
論理パーティションのトラブルシューティングの詳細については、Cisco Unified Communications 
Manager Troubleshooting Guideを参照してください。

追加情報

「関連項目」（P.31-49）を参照してください。

関連項目
 • 「論理パーティションの設定チェックリスト」（P.31-1）

 • 「論理パーティションの概要」（P.31-4）

 • 「インド通信規制の適用」（P.31-6）

 • 「これまでの経緯」（P.31-7）

 • 「論理パーティション アーキテクチャの概要」（P.31-8）

 • 「論理パーティションでの位置情報および位置情報フィルタの使用」（P.31-8）

 • 「シェアドラインおよびルート リストでの論理パーティション位置情報の使用」（P.31-9）

 • 「論理パーティション用のエンタープライズ パラメータ」（P.31-10）

 • 「論理パーティション ポリシー」（P.31-11）

 • 「LPPolicyManager およびポリシー ツリー」（P.31-12）

 • 「論理パーティション ポリシー検索アルゴリズム」（P.31-15）

 • 「ポリシー マッチング」（P.31-17）

 • 「ポリシー拒否の処理」（P.31-18）

 • 「LPSession インフラストラクチャおよびポリシー チェック」（P.31-18）

 • 「基本コール用の論理パーティション処理」（P.31-19）

 • 「取得した位置情報の論理パーティション処理」（P.31-20）

 • 「論理パーティションと、SIP トランクおよびクラスタ間トランクをまたぐ位置情報伝達とのイン

タラクション」（P.31-20）
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    関連項目

 • 「論理パーティション機能とコール中位置情報変更とのインタラクション」（P.31-21）

 • 「論理パーティションの SIP トランクまたはクラスタ間トランク設定要件」（P.31-21）

 • 「論理パーティションのシステム要件」（P.31-22）

 • 「インタラクションおよび制限事項」（P.31-23）

 • 「インタラクション」（P.31-23）

 • 「自動転送」（P.31-24）

 • 「コール転送」（P.31-25）

 • 「アドホック会議、参加、回線をまたいで参加（JAL）」（P.31-27）

 • 「ミートミー会議」（P.31-28）

 • 「コール ピックアップ」（P.31-29）

 • 「コールパークとダイレクト コールパーク」（P.31-30）

 • 「Cisco エクステンション モビリティ」（P.31-32）

 • 「Cisco Unified Mobility」（P.31-33）

 • 「シェアドライン」（P.31-34）

 • 「割り込み、C 割り込み、およびリモート再開」（P.31-35）

 • 「ルート リストおよびハント パイロット」（P.31-36）

 • 「CTI 処理」（P.31-37）

 • 「制限」（P.31-38）

 • 「論理パーティションの設定」（P.31-40）

 • 「位置情報の設定」（P.31-40）

 • 「位置情報フィルタの設定」（P.31-41）

 • 「論理パーティションポリシーの設定」（P.31-41）

 • 「論理パーティション ポリシーの設定」（P.31-44）

 • 「以前のリリースからのアップグレード時の論理パーティション設定」（P.31-48）

 • 「論理パーティションのトラブルシューティング」（P.31-49）

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「デバイス プール

の設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「エンタープライズ 
パラメータの設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「CTI ルート ポイン

トの設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「ゲートウェイの設

定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「Cisco Unified IP 
Phone の設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「トランクの設定」

参考資料

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』
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 • 『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』

 • 『Cisco Unified Communications Manager Call Detail Records Administration Guide』

 • 『Cisco Unified Real-Time Monitoring Tool Administration Guide』

 • 『Cisco Unified Reporting Administration Guide』

 • 『Cisco Unified Communications Manager Bulk Administration ガイド』

 • 『Cisco Unified Communications Solution Reference Network Design (SRND) for Cisco Unified 
Communications Manager』

 • 『Cisco Unified Communications Manager セキュリティ ガイド』

 • 『Cisco Unified Communications Manager Assistant User Guide』
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32
迷惑呼 ID

この章では、迷惑呼 ID 機能に関する次の情報について説明します。

 • 「迷惑呼 ID の設定チェックリスト」（P.32-1）

 • 「迷惑呼 ID の概要」（P.32-2）

 • 「迷惑呼 ID のシステム要件」（P.32-3）

 • 「インタラクションおよび制限事項」（P.32-3）

 • 「迷惑呼 ID のインストール」（P.32-5）

 • 「迷惑呼 ID の設定」（P.32-5）

 • 「迷惑呼 ID のトラブルシューティング」（P.32-9）

 • 「関連項目」（P.32-9）

迷惑呼 ID の設定チェックリスト
Malicious Call Identification（MCID; 迷惑呼 ID）を使用すると、Cisco Unified Communications 
Manager にネットワーク内の着信コールの発信元を特定し登録するように要求することによって、悪

意のあるコールを報告できます。

インターネットワーク サービスである迷惑呼 ID（MCID）を使用すると、ユーザは、悪意のあるコー

ルを受信したときに、一連のイベントを開始できます。悪意のあるコールを受け取ったユーザは、その

コールへの接続中にソフトキーまたは機能コードを使用することにより、MCID 機能を呼び出すこと

ができます。MCID サービスはすぐに、そのコールに悪意のあるコールのフラグを設定し、Cisco 
Unified Communications Manager 管理者にアラームで通知します。MCID サービスは MCID 通知で 
Call Detail Records（CDR; 呼詳細レコード）にフラグを設定し、悪意のあるコールが進行中だという

通知をオフネット PSTN に送信します。
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表 32-1 は、迷惑呼 ID を設定するためのチェックリストです。迷惑呼 ID の詳細については、「迷惑呼 
ID の概要」（P.32-2）および 「関連項目」（P.32-9）を参照してください。

迷惑呼 ID の概要
迷惑呼 ID（MCID）補足サービスを使用すると、Cisco Unified Communications Manager にネットワーク内

の着信コールの発信元を特定し登録するように要求することによって、悪意のあるコールを報告できます。

インターネットワーク サービスである迷惑呼 ID（MCID）を使用すると、ユーザは、悪意のあるコールを

受信したときに、一連のイベントを開始できます。悪意のあるコールを受け取ったユーザは、そのコール

への接続中にソフトキーまたは機能コードを使用することにより、MCID 機能を呼び出すことができます。

MCID サービスはすぐに、そのコールに悪意のあるコールのフラグを設定し、Cisco Unified 
Communications Manager 管理者にアラームで通知します。MCID サービスは MCID 通知で呼詳細レコード

（CDR）にフラグを設定し、悪意のあるコールが進行中だという通知をオフネット PSTN に送信します。

システムは PSTN への PRI 接続を使用する際に、ISDN PRI サービスである MCID サービスをサポー

トします。MCID サービスには次の 2 つのコンポーネントが含まれています。

 • MCID-O：ユーザの要求に応じて機能を呼び出し、接続されたネットワークへ呼び出し要求を送信

する発信側コンポーネント。

 • MCID-T：接続されたネットワークから呼び出し要求を受信し、サービスを実行できるかどうかを

示す成功メッセージまたは失敗メッセージで応答する着信側コンポーネント。

（注） Cisco Unified Communications Manager は、発信側コンポーネントだけをサポートしています。

表 32-1 MCID の設定チェックリスト

設定手順 関連手順と関連項目 

ステップ 1 CDR サービス パラメータを設定します。 「迷惑呼 ID のサービス パラメータの設定」

（P.32-6）

『Cisco Unified Communications Manager 
アドミニストレーション ガイド』の「サー

ビス パラメータの設定」

ステップ 2 アラームを設定します。 「迷惑呼 ID のアラームの設定」（P.32-6）

『Cisco Unified Serviceability 
Administration Guide』

ステップ 3 ソフトキー テンプレートに Toggle Malicious Call Trace (MCID) ソ
フトキーを設定します。

「迷惑呼 ID 用のソフトキー テンプレートの

追加」（P.32-7）

『Cisco Unified Communications Manager 
アドミニストレーション ガイド』の「ソフ

トキー テンプレートの設定」

ステップ 4 MCID ソフトキー テンプレートを IP Phone に割り当てます。 「ユーザへの迷惑呼 ID 機能の提供」

（P.32-8）

『Cisco Unified Communications Manager 
アドミニストレーション ガイド』の

「Cisco Unified IP Phone の設定」

ステップ 5 迷惑呼 ID 機能が使用可能であることをユーザに通知します。 ユーザが Cisco Unified IP Phone で迷惑呼 
ID 機能にアクセスする方法については、電

話機のマニュアルを参照してください。
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Cisco Unified Communications Manager での迷惑呼 ID 機能の使用

MCID 機能は、いたずら電話や脅迫電話を追跡する便利な方法を提供します。ユーザがこの種のコー

ルを受信した場合、Cisco Unified Communications Manager システム管理者は、そのユーザの電話機

に [迷惑呼 ] ソフトキーを追加する新規ソフトキー テンプレートを割り当てることができます。SCCP 
ゲートウェイに接続されている POTS 電話機の場合、ユーザはフックフラッシュを使用し、機能コー

ド *39 を入力して MCID 機能を呼び出すことができます。

MCID 機能を使用すると、次のアクションが実行されます。

1. ユーザが脅迫電話を受け取り、[迷惑呼 ] ソフトキーを押します（あるいは、機能コード *39 を入

力します）。

2. Cisco Unified Communications Manager は、MCID 通知の受信応答として、デバイスでトーンを

再生できる場合はユーザに確認トーンを送信し、電話機にディスプレイがある場合はテキスト 
メッセージを表示します。

3. Cisco Unified Communications Manager は、そのコールの CDR を更新し、そのコールを悪意のあ

るコールとして登録するという指示を反映させます。

4. Cisco Unified Communications Manager は、イベント情報を持つアラームおよびローカルの 
syslog エントリを生成します。

5. Cisco Unified Communications Manager は、ファシリティ メッセージを使用して、接続された

ネットワークへ MCID 呼び出しを送信します。ファシリティの Information Element（IE; 情報要

素）は、MCID 呼び出しをエンコードします。

6. この通知の受信後、PSTN またはその他の接続されたネットワークが、当局へのコール情報の提供

などのアクションを実行します。

迷惑呼 ID のシステム要件
迷惑呼 ID サービスが機能するには、Cisco Unified Communications Manager 5.0 以降が必要です。

次のゲートウェイおよび接続が MCID サービスをサポートしています。

 • T1（NI2）および E1（ETSI）接続用に MGCP PRI バックホール インターフェイスを使用する 
PRI ゲートウェイ

 • H.323 トランクとゲートウェイ 

Cisco Unified IP Phone（SCCP）は、Standard User ソフトキー テンプレートの Toggle Malicious Call 
Trace (MCID) ソフトキーの使用による MCID をサポートしています。

Cisco ATA 186 アナログ電話ポートは、機能コード（*39）の使用による MCID をサポートしていま

す。

インタラクションおよび制限事項
次の項では、迷惑呼 ID におけるインタラクションおよび制限事項について説明します。

 • 「インタラクション」（P.32-4）

 • 「制限事項」（P.32-5）
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インタラクション

次の各項では、迷惑呼 ID が Cisco Unified Communications Manager アプリケーションおよびコール処

理と通信する方法について説明します。

 • 「電話会議」（P.32-4）

 • 「エクステンション モビリティ」（P.32-4）

 • 「呼詳細レコード」（P.32-4）

 • 「アラーム」（P.32-4）

電話会議

会議に接続されている場合、ユーザは MCID 機能を使用して、コールに悪意のあるコールのフラグを

設定できます。Cisco Unified Communications Manager は MCID 指示をユーザに送信し、アラームを

生成し、CDR を更新します。ただし、Cisco Unified Communications Manager は、会議に含まれてい

る可能性のある接続されたネットワークへは MCID 呼び出しメッセージを送信しません。

エクステンション モビリティ

エクステンション モビリティのユーザは、ユーザ デバイス プロファイルの一部として MCID ソフト

キーを持ち、電話機にログインしているときにこの機能を使用することができます。

呼詳細レコード

CDR を使用して悪意のあるコールを追跡するには、Cisco CallManager サービス パラメータで CDR 
Enabled Flag を [True] に設定する必要があります。コール中に MCID 機能を使用すると、そのコール

の CDR の Comment フィールドに「CallFlag=MALICIOUS」と記されます。

アラーム

MCID 機能のアラームを [Local Syslogs] に記録するには、Cisco Unified サービスアビリティ でアラー

ムを設定する必要があります。[Local Syslogs] の下で、「Informational」アラーム イベント レベルの

アラームを有効にします。

コール中に MCID 機能を使用すると、SDL トレースと Cisco Unified Communications Manager トレー

スがアラームに記録されます。Alarm Event Log は、Cisco Unified サービスアビリティ を使用して表

示できます。トレースは次の情報を提供します。

 • 日付と時刻

 • イベントのタイプ：情報

 • 情報：迷惑呼 ID 機能が Cisco Unified Communications Manager で呼び出されました。

 • 着信側の番号

 • 着信側デバイス名

 • 着信側の表示名

 • 発信側の番号

 • 発信側デバイス名

 • 発信側の表示名
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 • アプリケーション ID

 • クラスタ ID

 • ノード ID

アラームとトレースの詳細については、『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』を参照し

てください。

制限事項

迷惑呼 ID には、次の制限事項があります。

 • Cisco Unified Communications Manager は、迷惑呼 ID の発信機能（MCID-O）だけをサポートし

ています。Cisco Unified Communications Manager は、迷惑呼 ID の着信機能（MCID-T）をサ

ポートしていません。Cisco Unified Communications Manager が迷惑呼 ID のネットワークから通

知を受信した場合、Cisco Unified Communications Manager はその通知を無視します。

 • Cisco Unified Communications Manager は MCID-T 機能をサポートしていないため、MCID がク

ラスタ間トランクにまたがって機能できません。

 • Cisco MGCP FXS ゲートウェイは MCID をサポートしていません。フックフラッシュを受け入れ

て MGCP で機能コードを収集するメカニズムは存在しません。

 • MCID は QSIG 標準ではないので、QSIG トランクでは機能しません。

 • Cisco VG248 Analog Phone Gateway は MCID をサポートしていません。

 • Skinny Client Control Protocol（SCCP）IP Phone は、ソフトキーを使用して MCID 機能を呼び出

します。

 • MCID は、SIP を実行する電話機では機能しません。

 • MCID は SIP トランクをサポートしません。

設定の詳細については、「迷惑呼 ID の設定」（P.32-5）を参照してください。

迷惑呼 ID のインストール
システム機能の迷惑呼 ID は、Cisco Unified Communications Manager ソフトウェアに標準で備わって

います。MCID は、特にインストールまたはアクティブ化する必要はありません。

迷惑呼 ID の設定
この項の内容は次のとおりです。

 • 「迷惑呼 ID のサービス パラメータの設定」（P.32-6）

 • 「迷惑呼 ID のアラームの設定」（P.32-6）

 • 「迷惑呼 ID 用のソフトキー テンプレートの追加」（P.32-7）

 • 「ユーザへの迷惑呼 ID 機能の提供」（P.32-8）

 • 「ユーザからの迷惑呼 ID 機能の削除」（P.32-8）

ヒント 迷惑呼 ID を設定する前に、「迷惑呼 ID の設定チェックリスト」（P.32-1）を参照してください。
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迷惑呼 ID のサービス パラメータの設定

Cisco Unified Communications Manager で MCID インジケータを使用して CDR のフラグを設定でき

るようにするには、CDR フラグを使用可能にする必要があります。CDR を有効にするには、Cisco 
Unified Communications Manager の管理ページで次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、[システム (System)] > [サービスパラメータ

(Service Parameters)] を選択します。

ステップ 2 Cisco Unified Communications Manager サーバの名前を選択します。

ステップ 3 [サービス (Service)] フィールドで、[Cisco CallManager] を選択します。[サービスパラメータ設定

(Service Parameter Configuration)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 CDR がまだ有効になっていない場合は、[System] 領域で [CDR Enabled Flag] フィールドを [True] に
設定します。

ステップ 5 その変更を加える必要がある場合は、[保存 (Save)] をクリックします。

迷惑呼 ID のアラームの設定

MCID アラーム情報が [Local Syslogs] に表示されるようにするには、アラーム イベント レベルを有効

にする必要があります。MCID のアラームをアクティブにするには、Cisco Unified サービスアビリ

ティ で次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション (Navigation)] ドロップダウン リスト ボックスで [Cisco Unifiedサービスアビリティ

(Cisco Unified Serviceability)] を選択し、[移動 (Go)] をクリックします。Cisco Unified サービスアビ

リティ が表示されます。

ステップ 2 [Alarm] > [Configuration] を選択します。[Alarm Configuration] ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 サーバ リストから、Cisco Unified Communications Manager サーバを選択します。

ステップ 4 [Configured Services] リスト ボックスで、[Cisco CallManager] を選択します。[Alarm Configuration] 
ウィンドウが更新され、設定フィールドが反映されます。

ステップ 5 [Local Syslogs] の下で、[Alarm Event Level] ドロップダウン リストから [Informational] を選択しま

す。

ステップ 6 [Local Syslogs] の下で、[Enable Alarm] チェックボックスをオンにします。

ステップ 7 クラスタ内のすべてのノードに対してアラームを有効にするには、[Apply to All Nodes] チェックボッ

クスをオンにします。

ステップ 8 情報アラームをオンにするには、[Update] をクリックします。

追加情報

「関連項目」（P.32-9）を参照してください。
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迷惑呼 ID 用のソフトキー テンプレートの追加

[迷惑呼 ] ソフトキーをテンプレートに追加するには、Cisco Unified Communications Manager の管理

ページで、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、[デバイス (Device)] > [デバイスの設定

(Device Settings)] > [ソフトキーテンプレート (Softkey Template)] の順に選択します。[ソフトキーテ

ンプレートの検索と一覧表示 (Find and List Softkey Templates)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [新規追加 (Add New)] ボタンをクリックします。[ソフトキーテンプレートの設定 (Softkey Template 
Configuration)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [ベースとするソフトキーテンプレート (Create a softkey template based on)] フィールドで、[Standard 
User] を選択します。

ステップ 4 [コピー (Copy)] をクリックします。[ソフトキーテンプレートの設定 (Softkey Template 
Configuration)] ウィンドウが最新表示され、新しいフィールドが表示されます。

ステップ 5 [ソフトキーテンプレート情報 (Softkey Template Information)] の [名前 (Name)] フィールドに、これ

が MCID ソフトキー テンプレートであることを示す名前を入力します。

ステップ 6 [説明 (Description)] フィールドに、これが MCID ソフトキー テンプレートであることを示す説明を入

力します。

ステップ 7 [保存 (Save)] をクリックします。[ソフトキーテンプレートの設定 (Softkey Template Configuration)] 
ウィンドウが最新表示され、追加の設定フィールドが反映されます。

ステップ 8 [ソフトキーレイアウトの設定 (Configure Softkey Layout)] 関連リンク ボックスの横にある [移動 (Go)] 
ボタンをクリックします。[ソフトキーレイアウト設定 (Softkey Layout Configuration)] ウィンドウが

表示されます。

ステップ 9 [コールステートの選択 (Select a call state to configure)] フィールドで、[接続時 (Connected)] を選択し

ます。[選択されていないソフトキー (Unselected Softkeys)] のリストが変更され、このコール状態で

使用できるソフトキーが表示されます。

ステップ 10 [選択されていないソフトキー (Unselected Softkeys)] リストで、[Toggle Malicious Call Trace 
(MCID)] を選択します。

ステップ 11 [選択されたソフトキー (Selected Softkeys、位置順 )] リストにソフトキーを移動するには、右矢印を

クリックします。

ステップ 12 ソフトキー テンプレートの設定を確定するには、[保存 (Save)] をクリックします。

追加情報

「関連項目」（P.32-9）を参照してください。
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ユーザへの迷惑呼 ID 機能の提供

ユーザに迷惑呼 ID 機能を提供するには、ユーザの IP Phone に MCID ソフトキー テンプレートを割り

当てます。

（注） ソフトキーを使用できる電話機を持っていないユーザに対しては、機能コード情報を与え、機能を呼び

出す方法を説明します。

手順

ステップ 1 [デバイス (Device)] > [電話 (Phone)] の順に選択します。[電話の検索と一覧表示 (Find and List 
Phones)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 電話機設定を検索するには、適切な電話機検索情報を入力し、[検索 (Find)] をクリックします。

ステップ 3 更新する電話機を選択します。

ステップ 4 [ソフトキーテンプレート (Softkey Template)] フィールドに移動し、ドロップダウン リストから、作成

した MCID ソフトキー テンプレートを選択します。

ステップ 5 変更をデータベースに保存するには、[保存 (Save)] をクリックします。

ステップ 6 変更を電話機でアクティブにするため、[リセット (Reset)] をクリックします。

ステップ 7 迷惑呼 ID 機能が使用可能であることをユーザに通知します。

追加情報

「関連項目」（P.32-9）を参照してください。

ユーザからの迷惑呼 ID 機能の削除

ユーザから迷惑呼 ID 機能を削除するには、ユーザの IP Phone に別のソフトキー テンプレートを割り

当てます。

手順

ステップ 1 [デバイス (Device)] > [電話 (Phone)] の順に選択します。[電話の検索と一覧表示 (Find and List 
Phones)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 電話機設定を検索するには、適切な電話機検索情報を入力し、[検索 (Find)] をクリックします。

ステップ 3 更新する電話機を選択します。

ステップ 4 [ソフトキーテンプレート (Softkey Template)] フィールドに移動し、ドロップダウン リストから、

MCID のないソフトキー テンプレートを選択します。

ステップ 5 変更をデータベースに保存するには、[保存 (Save)] をクリックします。

ステップ 6 変更を電話機でアクティブにするため、[リセット (Reset)] をクリックします。

ステップ 7 迷惑呼 ID 機能を使用できなくなったことをユーザに通知します。



 

32-9
Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド     

第 32 章      迷惑呼 ID
    迷惑呼 ID のトラブルシューティング      

追加情報

「関連項目」（P.32-9）を参照してください。

迷惑呼 ID のトラブルシューティング
迷惑呼 ID 機能の追跡とトラブルシューティングを支援するために、Cisco Unified Communications 
Manager SDL トレースおよびアラームを使用できます。

これらのトレースとアラームの使用方法については、『Cisco Unified Serviceability Administration 
Guide』を参照してください。

追加情報

「関連項目」（P.32-9）を参照してください。

関連項目
 • 「迷惑呼 ID の設定チェックリスト」（P.32-1）

 • 「迷惑呼 ID の概要」（P.32-2）

 • 「迷惑呼 ID のシステム要件」（P.32-3）

 • 「インタラクションおよび制限事項」（P.32-3）

 • 「迷惑呼 ID のインストール」（P.32-5）

 • 「迷惑呼 ID の設定」（P.32-5）

 • 「迷惑呼 ID のトラブルシューティング」（P.32-9）

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「Cisco Unified IP 
Phone の設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「ソフトキー テン

プレートの設定」

 • 「迷惑呼 ID の設定チェックリスト」（P.32-1）

 • 「迷惑呼 ID のサービス パラメータの設定」（P.32-6）

 • 「迷惑呼 ID 用のソフトキー テンプレートの追加」（P.32-7）

 • 「迷惑呼 ID のアラームの設定」（P.32-6）

 • 「ユーザへの迷惑呼 ID 機能の提供」（P.32-8）

 • 「ユーザからの迷惑呼 ID 機能の削除」（P.32-8）

参考資料

 • 『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』

 • 『Cisco Unified IP Phone Administration Guide for Cisco Unified Communications Manager』

 • Cisco Unified IP Phone のユーザ資料とリリース ノート（すべてのモデル）
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モニタリングと録音

コール センターでは、コール センターのエージェントが提供するカスタマー サービスの品質を保証で

きる必要があります。法的責任から自社を保護するために、コール センターでは、エージェントとお

客様との会話をアーカイブできる必要があります。

サイレント コール モニタリング機能を使用すると、スーパーバイザは、モニタリング セッションを

エージェントに気づかれずに、エージェントとお客様との会話を傍受することができます。

コール録音機能を使用すると、システム管理者や許可を受けた担当者は、エージェントとお客様との会

話をアーカイブできます。

Cisco Unified Communications Manager は、1 つのクラスタ内でだけ、サイレント コール モニタリン

グ機能とコール録音機能をサポートしています。

サイレント コール モニタリング機能とコール録音機能は、Cisco Unified Communications Manager の
一般的な機能です。シスコでは、モニタリングと録音が可能なアプリケーションを利用できるすべての

配置またはインストール環境からこれらの機能を使用できるようにしています。このマニュアルの説明

では、コール モニタリングとコール録音のセッションに関与する当事者を指すときに、スーパーバイ
ザ、エージェント、およびお客様などの用語を使用します。

次のトピックでは、サイレント コール モニタリングとコール録音について説明します。

 • 「モニタリングと録音の設定チェックリスト」（P.33-1）

 • 「モニタリングと録音の概要」（P.33-2）

 • 「モニタリングと録音のシステム要件」（P.33-28）

 • 「インタラクションおよび制限事項」（P.33-29）

 • 「モニタリングと録音の設定」（P.33-30）

 • 「関連項目」（P.33-41）

モニタリングと録音の設定チェックリスト
コール センターでは、コール センターのエージェントが提供するカスタマー サービスの品質を保証で

きる必要があります。法的責任から自社を保護するために、コール センターでは、エージェントとお

客様との会話をアーカイブできる必要があります。

サイレント コール モニタリング機能を使用すると、スーパーバイザは、モニタリング セッションを

エージェントに気づかれずに、エージェントとお客様との会話を傍受することができます。コール録音

機能を使用すると、システム管理者や許可を受けた担当者は、エージェントとお客様との会話をアーカ

イブできます。



 

33-2
Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド

第 33 章      モニタリングと録音        

    モニタリングと録音の概要

表 33-1 の手順は、モニタリングと録音を設定するのに必要なアクションを要約しています。モニタリ

ングと録音の詳細については、「モニタリングと録音の概要」（P.33-2）および 「関連項目」（P.33-41）
を参照してください。

モニタリングと録音の概要
次のトピックでは、コール モニタリングとコール録音の概要について説明します。

 • 「コール モニタリングとコール録音に関する用語」（P.33-3）

 • 「コール モニタリングの概要」（P.33-4）

 • 「コール録音の概要」（P.33-4）

 • 「モニタリングと録音のアーキテクチャ」（P.33-5）

 • 「コール モニタリングとコール録音をサポートするデバイス」（P.33-7）

 • 「コール モニタリングの概要」（P.33-9）

表 33-1 モニタリングと録音の設定チェックリスト

設定手順 関連手順と関連項目

ステップ 1 モニタリングまたは録音を可能にするために IP Phone の 
BIB をオンにします。

『Cisco Unified Communications Manager アドミニス
トレーション ガイド』の「Cisco Unified IP Phone の
設定」

ステップ 2 モニタリングまたは録音アプリケーションのユーザを追加

します。

『Cisco Unified Communications Manager アドミニス
トレーション ガイド』の「アプリケーション ユーザ

の設定」

ステップ 3 モニタリングと録音が可能なグループにユーザを追加しま

す。

『Cisco Unified Communications Manager アドミニス
トレーション ガイド』の「アプリケーション ユーザ

の設定」

『Cisco Unified Communications Manager アドミニス
トレーション ガイド』の「ユーザ グループの設定」

ステップ 4 モニタリングまたは録音のトーンを設定します。 『Cisco Unified Communications Manager アドミニス
トレーション ガイド』の「サービス パラメータの設

定」

ステップ 5 モニタリング用コーリング サーチ スペースの DN を設定し

ます。

『Cisco Unified Communications Manager アドミニス
トレーション ガイド』の「電話番号の設定」

ステップ 6 ライン アピアランスに対して録音を有効にします。 『Cisco Unified Communications Manager アドミニス
トレーション ガイド』の「電話番号の設定」

ステップ 7 録音プロファイルを作成します。 『Cisco Unified Communications Manager アドミニス
トレーション ガイド』の「録音プロファイルの設定」

ステップ 8 レコーダをポイントする SIP トランクを作成します。 『Cisco Unified Communications Manager アドミニス
トレーション ガイド』の「トランクの設定」

ステップ 9 レコーダ用のルート パターンを作成します。 『Cisco Unified Communications Manager アドミニス
トレーション ガイド』の「ルート パターンの設定」

ステップ 10 レコーダの冗長性を設定します。 『Cisco Unified Communications Manager アドミニス
トレーション ガイド』の「トランクの設定」
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 • 「コール録音の概要」（P.33-16）

 • 「モニタリング コールと録音コールのコール特性」（P.33-24）

コール モニタリングとコール録音に関する用語

このマニュアルでは、コール モニタリングとコール録音について説明する際に、次の用語を使用して

います。

 • エージェント：お客様からのコールを受けるコール センターの従業員。

 • コール モニタリング：Cisco Unified Communications Manager の機能で、監視する側が他の通話

者の会話を聞くことや、その会話に参加することを可能にします。

 • コール録音：Cisco Unified Communications Manager の機能で、録音デバイスで他の通話者の会

話を録音することを可能にします。

 • お客様：このマニュアルでは、コール センターにコールする発信者を指します。

 • ローカル ストリーム：エージェントからお客様へのメディア ストリーム。

 • レコーダ：録音する側。

 • 録音アプリケーション：録音が可能なアプリケーションのことで、録音セッションを呼び出しま

す。

 • リモート ストリーム：お客様からエージェントへのメディア ストリーム。

 • スーパーバイザ：エージェントのスーパーバイザ。スーパーバイザは、エージェントとお客様との

コールを監視できます。

 • スーパーバイザ デスクトップ アプリケーション：モニタリングが可能なアプリケーションのこと

で、モニタリング セッションを呼び出すときに使用されます。

 • サイレント モニタリング：コール モニタリングのモードの 1 つ。Cisco Unified Communications 
Manager サイレント モニタリング機能を使用すると、監視する側（スーパーバイザ）は、モニタ

リング セッションを近端側（エージェント）に気づかれずに、近端側と遠端側（お客様）との会

話を聞くことができます。
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コール モニタリングの概要

サイレント コール モニタリングを使用すると、スーパーバイザは、品質管理や業績評価のためにエー

ジェント コールを傍受することができます。デフォルトでは、モニタリング セッションはエージェン

トに気づかれません。図 33-1 に、サイレント コール モニタリングを示します。

図 33-1 サイレント モニタリングの概要

コール録音の概要

コール録音は、コール センターでエージェントの会話をアーカイブする機能です。コール録音には次

の種類が存在します。

 • 完全録音：すべてのエージェントのすべてのコールが自動的に録音されます。

 • 選択録音：エージェントのコールの一部だけが録音されます。
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図 33-2 に、コール録音を示します。

図 33-2 コール録音の概要

モニタリングと録音のアーキテクチャ

コール モニタリングとコール録音は、コール センターの重要な機能です。従来のコール センターと環

境が異なる場合は、企業が直面する法律上または品質上の要件を満たすために、コール モニタリング

とコール録音を使用することがあります。

コール モニタリングとコール録音は、さまざまなアーキテクチャによって実現できます。Cisco 
Unified Communications Manager では、IP Phone ベースのアーキテクチャを使用して、コール モニタ

リングとコール録音を実現しています。IP Phone ベースのアーキテクチャには、次の機能があります。

 • IP Phone ベースのコール モニタリング：エージェントの電話機が、エージェントの音声とお客様

の音声を混合して、スーパーバイザの電話機に送信します。

 • IP Phone ベースのコール録音：エージェントの電話機が、エージェントの音声をレコーダに送信

します。この録音ストリームは、エージェントの音声で構成されます。また、エージェントの電話

機は、お客様の音声もレコーダに送信します。この録音ストリームは、お客様の音声で構成されま

す。
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図 33-3 に、モニタリングと録音に関する IP Phone ベースのアーキテクチャを示します。

図 33-3 モニタリングと録音に関する IP Phone ベースのアーキテクチャ

図 33-4 に、エージェントの IP Phone からのストリーミングを示します。

図 33-4 IP Phone ベースのモニタリングと録音を使用したエージェントの IP Phone からのストリーミ

ング 
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コール モニタリング機能とコール録音機能を使用する場合は、次の領域で特定の要件を満たす必要が

あります。

 • CTI/JTAPI/TSP

 • コール処理

 • Cisco Unified Communications Manager の管理

 • Cisco Unified Communications Manager データベース

 • IP Phone のファームウェア

コール モニタリングとコール録音をサポートするデバイス

この項では、コール モニタリングとコール録音をサポートする各種のデバイスについて説明します。

エージェントのデバイス

エージェントのデバイスは、モニタリング用にメディアを混合し、録音用にメディアを送信できる必要

があります。

モニタリングおよび録音機能をサポートするデバイスのリストは、バージョンおよびデバイス パック

ごとに異なります。

Cisco Unified Reporting アプリケーションでは、特定のリリースおよびデバイス パックのモニタリン

グおよび録音機能をサポートするデバイスの全リストを生成できます。そのためには、次の手順に従い

ます。

1. 次のいずれかの方法を使用して、Cisco Unified Reporting を起動します。

Web アプリケーションへのアクセスを許可されるまで、ユーザの認証には Cisco Tomcat サービス

が使用されます。アプリケーションには次の方法でアクセスできます。

 – Cisco Unified Communications Manager の管理ページのナビゲーション メニューで [Cisco 
Unifiedレポートツール (Cisco Unified Reporting)] を選択し、[移動 (Go)] をクリックします。

 – Cisco Unified Real-Time Monitoring Tool（RTMT）メニューで [File] > [Cisco Unified 
Reporting] の順に選択します。

 – https://<サーバ名または IP アドレス>:8443/cucreports/ と入力し、認証済みのユーザ名とパス

ワードを入力します。

2. ナビゲーション バーで、[System Reports] をクリックします。

3. 左側のカラムに表示されたレポートのリストで、[Unified CM Phone Feature List] オプションをク

リックします。

4. [Generate a new report] リンクをクリックして新規レポートを生成するか、または、レポートがす

でに存在する場合は、[Unified CM Phone Feature List] リンクをクリックします。

5. モニタリング機能をサポートするすべてのデバイスのレポートを生成するには、対応するドロップ

ダウン リスト ボックスから次の設定を選択し、[Submit] ボタンをクリックします。

[Product]：[All]

[Feature]：[Monitor]

[List Features] ペインに、モニタリング機能をサポートするすべてのデバイスのリストが表示され

ます。カラムの見出し（[Product] または [Protocol]）の隣にある上下の矢印キーをクリックして、

リストをソートできます。
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6. 録音機能をサポートするすべてのデバイスのレポートを生成するには、対応するドロップダウン 
リスト ボックスから次の設定を選択し、[Submit] ボタンをクリックします。

[Product]：[All]

[Feature]：[Record]

[List Features] ペインに、録音機能をサポートするすべてのデバイスのリストが表示されます。カ

ラムの見出し（[Product] または [Protocol]）の隣にある上下の矢印キーをクリックして、リスト

をソートできます。

Cisco Unified Reporting アプリケーションの詳細については、次の URL の『Cisco Unified Reporting 
Administration Guide』を参照してください。 
http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps556/prod_maintenance_guides_list.html

スーパーバイザのデバイス

スーパーバイザのデバイスは、片方向メディアを受信できる必要があります。

レコーダ

レコーダは、Cisco Unified Communications Manager SIP トランクとのインターフェイスを備えてお

り、録音コールを受信できる必要があります。

Nice と Witness のレコーダはテスト済みです。また、Verint などのサードパーティ ベンダーも適切な

レコーダを製造しています。

http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps556/prod_maintenance_guides_list.html
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コール モニタリングの概要

IP Phone ベースのサイレント コール モニタリングでは、モニタリング ストリームは、混合されたお客

様の音声とエージェントの音声で構成されます。モニタリング セッションをトリガーできるのはアプ

リケーションだけです。図 33-5 に、一般的なモニタリング セッションにおけるフローを示します。

図 33-5 サイレント コール モニタリング セッションのフロー

Cisco Unified Communications Manager の JTAPI または TAPI インターフェイスからモニタリングを

呼び出せるのは、アプリケーションだけです。モニタリングには、次の特性があります。

 • モニタリングはコール ベースであるため、モニタリング ターゲットに指定できるのは、エージェ

ントのライン アピアランスに示される特定のコールです。

 • アプリケーションからのモニタリング開始要求により、スーパーバイザの電話機が自動的にオフ

フックになり、エージェントにモニタリング コールを発信します。

 • エージェントの電話機は、モニタリング コールを自動的に受け入れます。モニタリング コールは、

エージェントには表示されません。

Cisco Unified Communications Manager ユーザ インターフェイスおよびアプリケーションは、モニタ

リングのための認証と許可を制御します。次の要件が適用されます。

 • アプリケーション ユーザは、Standard CTI Allow Call Monitoring ユーザ グループのメンバである

必要があります。

 • エージェントのデバイスは、アプリケーション ユーザの CTI コントロール リストに含まれている

必要があります。

サイレント モニタリング セッションの呼び出し

スーパーバイザは、サイレント モニタリング セッションを開始するには、エージェントがコールに応

答した後でデスクトップ アプリケーションを使用します。
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図 33-6 に、サイレント モニタリング セッションを示します。

図 33-6 サイレント モニタリング セッション

スーパーバイザがモニタリング セッションを開始する場合は、次の手順が行われます。

1. お客様がコール センターにコールします。コールがエージェントにルーティングされます。

2. エージェントがコールに応答します。エージェントの IP Phone とお客様の間に、双方向メディア 
ストリームが設定されます。

3. スーパーバイザが、デスクトップ アプリケーションでエージェントを選択し、[モニタリング ] を
クリックします。

4. スーパーバイザの電話機が、自動的にオフフックになります。

5. スーパーバイザの電話機が、エージェントにモニタリング コールを発信します。

6. エージェントの電話機の Built-in Bridge（BIB; 組み込みブリッジ）が、モニタリング コールを自

動的に受け入れます。エージェントの電話機が、エージェントの音声とお客様の音声に対するメ

ディアの混合を開始し、混合された音声をスーパーバイザの電話機に送信します。

サイレント モニタリング セッションを開始するには、スーパーバイザがエージェントと同じクラスタ

に登録されている必要があることに注意してください。ただし、モニタリング コールの開始後は、登

録先に関係なくモニタリング コールを転送できます。

スーパーバイザは、コールの開始後はいつでもモニタリング コールを終了できます。その場合は、ア

プリケーションから終了するか、または単純に電話を切ります。

スーパーバイザは、モニタリング コールを保留にし（MOH は挿入されません）、同一または別のデバ

イスからモニタリング コールを再開することができます。
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スーパーバイザがモニタリング コールを転送する場合

図 33-7 に、スーパーバイザによるモニタリング コールの転送を示します。

図 33-7 スーパーバイザがモニタリング コールを転送する場合

モニタリング コールの処理中に、スーパーバイザがモニタリング コールを転送する場合は、次の手順

が行われます。

1. スーパーバイザ 1 が [転送 ] ソフトキーを押し、スーパーバイザ 2 の電話番号をダイヤルします。

2. スーパーバイザ 2 がコールに応答します。

3. スーパーバイザ 1 が、[転送 ] ソフトキーを再度押して、転送を実行します。

4. モニタリング コールがスーパーバイザ 2 に転送されます。スーパーバイザ 2 が、混合されたエー

ジェントの音声とお客様の音声の受信を開始します。

エージェントはモニタリング コールを制御できない

エージェントは、モニタリング コールを直接制御できません。ただし、エージェントがプライマリ 
コールに対してアクションを実行すると、対応するアクションがモニタリング コールに対して実行さ

れます。

エージェントがお客様を保留にすると、Cisco Unified Communications Manager もモニタリング コー

ルを保留にします（ただし、MOH は挿入されません）。エージェントがお客様との電話を切ると、モ

ニタリング コールも終了します。
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図 33-8 に、スーパーバイザがエージェントを監視しているときにエージェントがお客様を保留にする

場合のシナリオを示します。

図 33-8 エージェントはモニタリング コールを制御できない

エージェントが監視されているときに、エージェントがお客様を保留にする場合は、次の手順が行われ

ます。

1. エージェントがお客様を保留にします。MOH が挿入され、お客様に再生されます。

2. Cisco Unified Communications Manager が、スーパーバイザを自動的に保留にします。MOH は
スーパーバイザには挿入されません。
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複数のモニタリング セッション

図 33-9 に、複数のモニタリング セッションにおけるコール フローを示します。

図 33-9 複数のモニタリング セッション

複数のモニタリング セッションでは、次の手順が行われます。

1. エージェントがお客様 1 と通話中で、スーパーバイザがお客様 1 とのエージェント コールを監視

しているときに、お客様 2 がエージェントにコールします。

2. エージェントがお客様 1 を保留にします。MOH がお客様 1 に挿入されます。

3. Cisco Unified Communications Manager が、スーパーバイザを保留にします。MOH はスーパーバ

イザには挿入されません。

4. エージェントがお客様 2 のコールに応答します。

5. スーパーバイザが、お客様 2 とのエージェント コールに対する 2 つ目のモニタリング要求を開始

します。

6. スーパーバイザの電話機が、最初のモニタリング コールを自動的に保留にします。

7. スーパーバイザの電話機がオフフックになり、エージェントに 2 つ目のモニタリング コールを発

信します。

8. エージェントの IP Phone（エージェントの IP Phone の BIB）が、モニタリング コールを自動的に

受け入れます。混合されたエージェントの音声とお客様 2 の音声が、スーパーバイザの電話機に送

信されます。
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    モニタリングと録音の概要

エージェント コールの割り込みまたはモニタリング

エージェント コールが監視されている場合、シェアドラインからの割り込みコールは失敗します。

エージェント コールが割り込まれた場合、モニタリング要求は No resource エラーにより拒否されま

す。

会議中のエージェントのモニタリング

コール センターのエージェントは、お客様との会話に別の通話相手を参加させることが必要になる場

合があります。

図 33-10 に、エージェント 1 がアドホック会議を開始し、お客様との会話にエージェント 2 を参加させ

るケースを示します。エージェント 1 のスーパーバイザは、お客様との最初のコールを監視していま

す。

設定の処理中に、モニタリング コールのメディアが一時的に切断されます。会議が実行されると、

スーパーバイザには会議の参加者すべての音声が聞こえます。

図 33-10 会議中のエージェントのモニタリング
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    モニタリングと録音の概要    

エージェントがスーパーバイザと会議を行う場合

スーパーバイザがエージェントを監視しているときに、そのエージェントがスーパーバイザとの会議を

作成する場合があります。

スーパーバイザは、会議に参加する前に、モニタリング コールを保留にする必要があります。

図 33-11 に、このシナリオを示します。

図 33-11 エージェントがスーパーバイザと会議を行う場合

図 33-11 は、スーパーバイザがモニタリング コールを保留にして会議に参加した場合の最終的な接続

を示しています。スーパーバイザが会議に参加している間、モニタリング セッションは保留状態にな

ります。スーパーバイザは、会議から退席した後は、モニタリング セッションを再開できます。
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    モニタリングと録音の概要

スーパーバイザが別のスーパーバイザと会議を行う場合

スーパーバイザは、モニタリング セッションについて、別のスーパーバイザと会議を行うことができ

ます。

スーパーバイザは、お互いの音声を聞いて会話することができます。また、両方のスーパーバイザに

は、エージェントとお客様との会話が聞こえます。

図 33-12 に、このシナリオを示します。

図 33-12 スーパーバイザが別のスーパーバイザと会議を行う場合

図 33-12 の例では、スーパーバイザ 1 が、エージェントへのコールのモニタリングを開始し、モニタ

リング コールについてスーパーバイザ 2 と会議を行います。お客様とエージェントは、引き続きお互

いの音声を聞くことができますが、スーパーバイザが監視していることには気づきません。スーパーバ

イザ 1 とスーパーバイザ 2 の両方には、エージェントとお客様との会話が聞こえます。2 人のスーパー

バイザには、お互いの音声が聞こえます。

コール録音の概要

IP Phone ベースのコール録音では、録音ストリームがエージェントの IP Phone からレコーダに送信さ

れます。この場合、エージェントの音声とお客様の音声は別々に送信されます。

管理者は、Cisco Unified Communications Manager でレコーダを SIP トランク デバイスとして設定し

ます。
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    モニタリングと録音の概要    

図 33-13 に、IP Phone ベースのコール録音セッションのフローを示します。

図 33-13 IP Phone ベースのコール録音 

コール録音のモード

コール録音には次のモードが存在します。

 • 自動録音

 • アプリケーションから呼び出される録音

自動録音では、エージェントがコールに応答するか、またはコールを開始すると、録音セッションが自

動的に確立します。

アプリケーションから呼び出される録音では、アプリケーションが TAPI/JTAPI API を介してアクティ

ブ コールの録音セッションを呼び出します。

管理者は、エージェントのライン アピアランスに対して録音オプションと録音プロファイルを設定し

ます。デフォルトでは、録音オプションは [コール録音が無効 (Call Recording Disabled)] に設定されて

います。

録音オプションが [自動コール録音が有効 (Automatic Call Recording Enabled)] または [アプリケー

ションから呼び出されたコール録音が有効 (Application Invoked Call Recording Enabled)] に設定され

ている場合は、ライン アピアランスを録音プロファイルと関連付けることができます。録音プロファ

イルは、Recording Calling Search Space および Recording Destination Address というパラメータに

なっています。

自動録音が有効の場合、アプリケーションの録音要求は拒否されます。
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    モニタリングと録音の概要

SIP トランク デバイスとしてのレコーダ

SIP トランクは、レコーダを直接ポイントします。多くのレコーダ（Witness や Nice のレコーダなど）

は、プロキシ、ロガーまたはストレージ、およびデータベースで構成されています。

レコーダは、SIP を介して Cisco Unified Communications Manager からの録音コールを受け入れます。

レコーダには電話番号が割り当てられます。また、SIP トランクに対してルート パターンが設定されま

す。

自動録音

自動録音では、エージェント コールがアクティブになると、エージェントの電話機の組み込みブリッ

ジ（BIB）に 2 つのサーバ コールが発信されます。エージェントの電話機が自動的に応答します。次

に、2 つのサーバ コールがレコーダにリダイレクトされます。

図 33-14 に、自動録音を示します。

図 33-14 自動録音

自動録音セッションでは、次の手順が行われます。

1. お客様がコール センターにコールします。

2. コールがエージェントにルーティングされます。エージェントがコールに応答します。エージェン

トの IP Phone が、お客様とのメディア ストリームの交換を開始します。

3. エージェントのライン アピアランスが自動録音用に設定されているため、自動的にメディア スト

リームの録音セッションに対するトリガーが発生します。Cisco Unified Communications Manager 
は、最初に、エージェントの音声に対する録音コールを、エージェントの IP Phone の組み込みブ

リッジ（BIB）に発信します。

4. Cisco Unified Communications Manager が、お客様の音声に対する 2 つ目の録音コールを、エー

ジェントの IP Phone の BIB に発信します。

5. レコーダが、SIP を介して Cisco Unified Communications Manager から、エージェントの音声に

対する録音コール設定メッセージを受信し、応答します。エージェントの IP Phone が、レコーダ

に対するエージェントの音声ストリームの送信を開始します。

6. レコーダが、SIP を介して Cisco Unified Communications Manager から、お客様の音声に対する

録音コール設定メッセージを受信し、応答します。エージェントの IP Phone が、レコーダに対す

るお客様の音声ストリームの送信を開始します。
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    モニタリングと録音の概要    

アプリケーションから呼び出される録音

アプリケーションから呼び出される録音では、エージェント コールがアクティブになると、アプリ

ケーションがコールに対する Start Recording コマンドを送信できるようになります。録音コールの設

定は、自動録音の設定と同じであることに注意してください。

図 33-15 に、アプリケーションから呼び出される録音を示します。

図 33-15 アプリケーションから呼び出される録音

コールがアクティブになると、スーパーバイザまたは許可を受けた担当者は、アクティブ コールに対

するコール録音セッションを開始できるようになります。図 33-15 は、この例を示しています。この

場合、スーパーバイザは、エージェントがアクティブ コールを受けていることに気づいたため、録音

アプリケーションでコールに対する録音ボタンをクリックします。アプリケーションが、Start 
Recording コマンドをコール情報と一緒に Cisco Unified Communications Manager に送信します。次

に、 Cisco Unified Communications Manager が、コールの 2 つの音声ストリームに対する、エージェン

トの IP Phone からレコーダへの 2 つの録音コールを確立します。
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    モニタリングと録音の概要

エージェントがコールを保留にすると録音コールは存続しない

エージェントがコールを保留にすると、録音コールは切断されます。また、エージェントがコールを再

開すると、録音コールは再度確立されます。

アプリケーションからの Start Recording Request は、コール期間全体にわたって存続します。

図 33-16 に、エージェントがコールを保留にすると録音コールが存続しないシナリオを示します。

図 33-16 エージェントがコールを保留にすると録音コールは存続しない
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    モニタリングと録音の概要    

割り込みコールの録音

割り込みコールを録音する場合は、お客様単独の音声と、エージェント 1 およびエージェント 2 の混合

音声という 2 つの録音ストリームが発生します。

図 33-17 に、割り込みコールが録音される場合のシナリオを示します。

図 33-17 割り込みコールの録音
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    モニタリングと録音の概要

エージェントの会議の録音

会議が録音される場合は、エージェント単独の音声と、残りの会議参加者の混合音声という 2 つの録音

ストリームが発生します。

エージェントは、自分が録音されているときに会議を作成する場合があります。会議の設定中に、録音

コールが切断され、再度確立されます。

図 33-18 に、エージェントの会議が録音される場合のシナリオを示します。

図 33-18 エージェントの会議が録音される
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    モニタリングと録音の概要    

モニタリングと録音の同時実行

録音は、エージェント コールの監視中に実行することもできます。

録音とモニタリングは、相互に独立して設定されます。

図 33-19 に、モニタリングと録音の同時実行を示します。

図 33-19 モニタリングと録音の同時実行

モニタリングと録音が同時に実行される場合、次の手順が行われます。

1. お客様がコール センターにコールします。

2. コールがエージェントにルーティングされます。エージェントがコールに応答します。エージェン

トの IP Phone とお客様の間に、双方向メディア ストリーミングが設定されます。

3. エージェントの電話機とレコーダの間に、エージェントの音声に対する録音コールが設定されま

す。

4. エージェントの電話機とレコーダの間に、お客様の音声に対する録音コールが設定されます。

5. スーパーバイザのデスクトップ アプリケーションに、エージェントがアクティブ コールを受けて

いることが表示されます。デスクトップ アプリケーションで、スーパーバイザが、エージェント

の現在のアクティブ コールに対する監視ボタンをクリックします。

6. スーパーバイザの IP Phone がオフフックになり、エージェントにモニタリング コールを発信しま

す。

7. エージェントの電話機が、モニタリング コールを受け入れます。エージェントの電話機が、スー

パーバイザの IP Phone に対するお客様とエージェントの混合音声ストリームの送信を開始します。

エージェントにもお客様にも、スーパーバイザの音声は聞こえません。
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    モニタリングと録音の概要

モニタリング コールと録音コールのコール特性

次の各項では、モニタリング コールと録音コールのさまざまな特性について説明します。

モニタリングと録音の通知トーン

地域によっては、エージェントまたはお客様に対して、コールが監視または録音されていることをトー

ン形式で通知しなければならない場合があります。

デフォルトの再生トーン オプションを設定するには、次のサービス パラメータを使用します。

 • Play Recording Notification Tone To Observed Target 

 • Play Recording Notification Tone To Observed Connected Parties 

 • Play Monitoring Notification Tone To Observed Target 

 • Play Monitoring Notification Tone To Observed Connected Parties

また、アプリケーションには、モニタリング要求または録音要求のトーン オプションも用意されてい

ます。トーンは、サービス パラメータまたはアプリケーションによってトーンが有効になった場合に

再生されます。

図 33-20 に、監視される接続側と監視されるターゲットを示します。

図 33-20 監視される接続側と監視されるターゲット

再生トーンの動作

モニタリング トーンと録音トーンは別々のトーンであり、個別に有効または無効にすることができま

す。

デフォルトでは、スーパーバイザにはモニタリング トーンも録音トーンも聞こえません。スーパーバ

イザへの再生をオプションで有効にするには、デバイスの録音トーンを設定します。

表 33-2 に、モニタリング シナリオと録音シナリオにおけるトーンの動作を示します。

 =  = 20
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表 33-2 再生トーンの動作 

再生先

エージェント

への再生

お客様への再

生

スーパーバイ

ザのモニタリ

ング ストリー

ム

エージェント

の録音スト

リーム

お客様の録音

ストリーム

なし なし なし なし なし なし

エージェント トーン なし なし なし なし

お客様 なし トーン なし トーン なし

両方 トーン トーン なし トーン なし
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    モニタリングと録音の概要    

モニタリング コールと録音コールのコーデック

エージェントのデバイスとスーパーバイザのデバイスは、Cisco Unified Communications Manager の
リージョン設定に従って、モニタリング コールのコーデックをネゴシエートします。

録音コールのコーデックは、お客様とエージェント間のコールのコーデックと一致します。

図 33-21 に、モニタリング コールと録音コールのコーデックを示します。

図 33-21 モニタリング コールと録音コールのコーデック

録音コールのコーデックの使用制限

録音コールのコーデックはエージェントとお客様間のコールのコーデックと一致するため、一致する

コーデックをレコーダがサポートしていない場合は、トランスコーダの挿入が必要になることがありま

す。

Cisco Unified IP Phone には、Cisco トランスコーダがサポートしていない新しいコーデックが追加さ

れています。

G722 コーデックと iLBC コーデックの使用を有効または無効にするには、次のサービス パラメータを

使用します。

 • G722 Codec Enabled

 • iLBC Codec Enabled

これらのサービス パラメータは、[サービスパラメータ設定 (Service Parameter Configuration)] ウィン

ドウの [Clusterwide Parameters (System - Location and Region)] セクションにあります。

各サービス パラメータには、次の値を設定できます。

 • [Enabled for All Devices]

 • [Enabled for All Devices Except Recording-Enabled Devices]

 • [Disabled] 
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    モニタリングと録音の概要

モニタリングと録音は片方向メディアである

モニタリング コールは、エージェントの電話機からスーパーバイザの電話機への片方向メディアで構

成されます。

録音コールは、エージェントの電話機からレコーダへの片方向メディアで構成されます。

モニタリング コールと録音コールは、通常のコール アドミッション制御に従って送信されます。ただ

し、帯域幅の計算は双方向メディアの場合と同じです。

エージェントとスーパーバイザ、またはエージェントとレコーダを分離する NAT は、モニタリング 
コールまたは録音コールに対して透過的に（Cisco Unified Communications Manager の制限の範囲内

で）動作します。

片方向メディアとファイアウォール

ファイアウォール ソフトウェアは、RTP ストリームのピンホールを空けるときに、宛先 IP アドレス、

宛先ポート、および送信元 IP アドレスを認識している必要があります。

メディアの SCCP メッセージは対称ではないことに注意してください（SIP は問題ありません）。

SCCP バージョン 12 における片方向メディア用の機能拡張では、次の機能が追加されています。

 • 伝送 IP およびポートに関する新しい StartMediaTransmissionAck（SMTACK）メッセージ

 • 追加の伝送 IP およびポートに関する OpenReceiveChannel（ORC）

図 33-22 に、片方向メディアとファイアウォールに関する問題を示します。

図 33-22 片方向メディアとファイアウォール

モニタリングと録音におけるコール保存

監視または録音されているエージェント コールがコール保存に移行する場合、Cisco Unified 
Communications Manager は、モニタリング コールまたは録音コールをコール保存モードに移行しま

す。

モニタリング コールまたは録音コールがコール保存モードに移行しても、エージェント コールは影響

を受けません。
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コール情報とコール表示

組み込みブリッジ（BIB）は、デバイス層のコンポーネントの 1 つです。BIB では、Cisco Unified IP 
Phone の DSP リソースが論理的に表現されています。電話デバイス層の BIB に発信されたコールは、

ユーザには表示されません。

エージェントへのモニタリング コールと録音コール（サーバ コール）は、エージェントの BIB に対し

て発信されます。

モニタリング コールの場合、スーパーバイザの電話機には「From Monitoring [agent user name/DN]」
と表示されます。

レコーダへの録音コールの場合、SIP INVITE メッセージの「from ヘッダー」にある特殊なタグは、音

声ストリームの送信元を示しています。

エージェントの音声の場合

From "AgentUserName" <sip:agentDN@ccm;x-nearend;x-refCI=12345; 
x-nearenddevice=[agent_devicename]"

お客様の音声の場合

From "AgentUserName" 
<sip:agentDN@ccm;x-farend;x-refCI=12345;x-farenddevice=[farend_devicename]"

アプリケーションへの CTI イベント送信

CTI イベントは、プライマリ コール レッグ（またはリファレンス コール レッグ）のエージェントに送

信されます（図 33-23 を参照）。

図 33-23 アプリケーションへの CTI イベント送信
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モニタリングと録音のシステム要件
次の各項では、モニタリングと録音のシステム要件について説明します。

CTI 要件

Computer Telephony Integration（CTI; コンピュータ /テレフォニー インテグレーション）は、コール

を個別に監視する機能をアプリケーションに提供します。シスコでは、監視される側としてモニタ 
ターゲットを定義し、監視する側としてモニタ イニシエータを定義します。

1 つのアプリケーションがモニタ ターゲットとモニタ イニシエータの両方を監視する場合、コール イ
ベントがアプリケーションに報告されるため、アプリケーションでは、容易にモニタ ターゲットの

コールを識別し、コールを監視できるようになります。別々のアプリケーションがモニタ ターゲット

とモニタ イニシエータを監視する場合は、モニタ ターゲットを監視するアプリケーションが、モニタ 
イニシエータを監視するアプリケーションにコール情報を提供する必要があります。モニタ イニシ

エータを監視するアプリケーションでは、使用可能なコール情報に基づいて、モニタリング要求を開始

できるようになります。モニタ イニシエータまたはモニタ ターゲットでコールが終了すると、モニタ

リング セッションは停止します。

録音の場合、Cisco Unified Communications Manager は、すべてのコールを自動的に録音する機能を

提供します。SIP または SCCP ステーションは、この自動録音を開始し、Cisco Unified 
Communications Manager の管理ページの設定に基づいて動作します。管理者は、録音を無効に設定す

ること、すべてのコールの自動録音を設定すること、またはライン アピアランス用のアプリケーショ

ン制御を使用したコール単位の録音を設定することができます。CTI では、データベース内の管理者設

定を上書きする機能を提供しません。

録音タイプがアプリケーション制御かつコール ベースの録音に設定されている場合、アプリケーショ

ンはコールごとに録音を開始できます。

録音機能とモニタリング機能またはその他の CTI 機能を呼び出す場合、SIP を実行している電話機に 
UDP トランスポートが使用されていると、動作が遅延したり、予期しない動作が発生したりすること

があります。

コールを監視または録音するためのアプリケーションでは、アプリケーションが使用するアプリケー

ション ユーザまたはエンド ユーザに対して、対応するモニタリング特権と録音特権を有効にする必要

があります。

便宜上、MonitoringPartyInfo、MonitoredPartyInfo、および RecordPartyInfo はすべて結合され、

CallAttributeInfo として CTI からアプリケーションに報告されます。

ハードウェア要件

モニタリング機能と録音機能では、サポートされる電話機および関連デバイスは限られています。詳細

については、「コール モニタリングとコール録音をサポートするデバイス」（P.33-7）を参照してくださ

い。
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インタラクションおよび制限事項
この項では、モニタリング機能と録音機能のインタラクションおよび制限事項について説明します。次

のトピックを参照してください。

 • 「インタラクション」（P.33-29）

 • 「制限事項」（P.33-30）

インタラクション

モニタリングと録音は、次のアプリケーションおよび機能と通信します。

 • 「CTI および JTAPI/TSP アプリケーション」（P.33-29）

 • 「Cisco Unified Communications Manager の他の機能」（P.33-29）

CTI および JTAPI/TSP アプリケーション

コンピュータ /テレフォニー インテグレーション（CTI）、Java Telephony API（JTAPI）、および TSP 
は、コールのモニタリングと録音をサポートしています。Cisco Unified Communications Manager シ
ステムでは、アプリケーションでこれらのインターフェイスを使用して、コールを監視または録音する

ことができます。

この機能の初期実装には、いくつかの制限があります。モニタリングの場合、アプリケーションでは、

監視される回線と、監視する側を開く必要があります。この要件が存在するのは、監視する側が監視さ

れるコールの監視要求を開始するときに、そのコールのコール ID を渡す必要があるためです。この制

限を回避するには、たとえば、監視される側の回線を開くアプリケーションと、監視する側の回線を開

くアプリケーションという 2 つの調整用アプリケーションを使用し、アウトオブバンド メカニズムを

利用して、監視される側のコール ID を渡します。IPCC Enterprise などのアプリケーションでは、後者

のアプローチが使用されます。

下位互換性に関する影響はありません。これは、モニタリングと録音は新しい機能なので、既存の機能

には影響しないためです。

Cisco Unified Communications Manager の他の機能

次の機能は、モニタリングおよび録音と透過的に連携します。

 • Forced Authorization Code（FAC; 強制承認コード）と Client Matter Code（CMC; クライアント識

別コード）

 • QSIG

 • Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）

次の機能と他の Cisco Unified Communications Manager コンポーネントは、モニタリングおよび録音

と通信します。

 • コール転送

 • 即時転送（i-Divert）

 • コールパーク

 • 割り込み

 • 保留音（MOH）
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 • 会議

 • 一括管理ツール（BAT）

制限事項

モニタリングと録音には、次の制限があります。

 • 「モニタリングと録音におけるセキュリティ処理」（P.33-30）

 • 「インターコム」（P.33-30）

モニタリングと録音におけるセキュリティ処理

Cisco Unified Communications Manager を使用すると、スーパーバイザまたは管理者はエージェント

とお客様に認識されることなく、両者の会話を監視できます。セキュアなコール モニタリングおよび

録音機能の使用および設定の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager セキュリティ 
ガイド』の「Secure Call Monitoring and Recording」の章を参照してください。

インターコム

ウィスパー インターコムとトークバック インターコムのコールに対してモニタリングまたは録音を行

うことはできません。インターコム コーリング サーチ スペース（CSS）の設定には、この制限が適用

されています。

モニタリングと録音の設定
次の各項では、モニタリングと録音を設定するのに必要な手順の詳細な例を示します。表 33-1 の設定

チェックリストでは、手順を 1 つの表に要約し、各メニュー オプションを詳細に説明している Cisco 
Unified Communications Manager の関連マニュアルを示します。

コール モニタリングとコール録音を設定するには、次のトピックを参照してください。

 • 「モニタリングまたは録音を可能にするために IP Phone の BIB をオンにする」（P.33-31）

 • 「モニタリングまたは録音アプリケーションのユーザを追加する」（P.33-32）

 • 「モニタリングと録音が可能なグループにユーザを追加する」（P.33-33）

 • 「モニタリングまたは録音のトーンを設定する」（P.33-34）

 • 「モニタリング用コーリング サーチ スペースを設定する」（P.33-35）

 • 「ライン アピアランスに対して録音を有効にする」（P.33-36）

 • 「録音プロファイルを作成する」（P.33-37）

 • 「レコーダをポイントする SIP トランクを作成する」（P.33-38）

 • 「レコーダ用のルート パターンを作成する」（P.33-39）

 • 「レコーダの冗長性を作成する」（P.33-40）

ヒント モニタリングおよび録音を設定する前に、「モニタリングと録音の設定チェックリスト」（P.33-1）を確

認してください。
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モニタリングまたは録音を可能にするために IP Phone の BIB をオンにす
る

エージェントの電話機のコールを監視または録音できるようにするには、その電話機の組み込みブリッ

ジを [オン (On)] に設定する必要があります。

また、Built-in Bridge Enable サービス パラメータを [On] に設定し、[電話の設定 (Phone 
Configuration)] ウィンドウ内の [ビルトインブリッジ (Built In Bridge)] を [デフォルト (Default)] のま

まにすることもできます。

Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [デバイス (Device)] > [電話 (Phone)] メ
ニュー オプションを使用して、必要な設定を実行します。

図 33-24 に、モニタリングまたは録音を可能にするために IP Phone の BIB をオンにする方法を示しま

す。

図 33-24 電話機の組み込みブリッジを [オン (On)] に設定

BIB  [ ] 
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モニタリングまたは録音アプリケーションのユーザを追加する

最初に、モニタリングまたは録音を呼び出すことが可能なアプリケーション ユーザを作成します。次

に、このアプリケーション ユーザを、モニタリング特権と録音特権を持つグループに割り当てる必要

があります。

[アプリケーションユーザの設定 (Application User Configuration)] ウィンドウまたは [エンドユーザの

設定 (End User Configuration)] ウィンドウで、アプリケーション ユーザまたはエンド ユーザを追加し

ます。

Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [ユーザ管理 (User Management)] > [アプリ

ケーションユーザ (Application User)] メニュー オプションを使用して、必要な設定を実行します。

図 33-25 に、モニタリングまたは録音アプリケーションのユーザを追加する方法を示します。

図 33-25 モニタリングまたは録音アプリケーションのユーザの追加
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モニタリングと録音が可能なグループにユーザを追加する

Standard CTI Allow Call Monitoring ユーザ グループと Standard CTI Allow Call Recording ユーザ グ
ループにユーザを追加します。

また、Standard CTI Enabled ユーザ グループにもユーザを追加します。

Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [ユーザ管理 (User Management)] > [アプリ

ケーションユーザ (Application User)] メニュー オプションを使用して、必要な設定を実行します。

図 33-26 に、これらのユーザ グループにユーザを追加する方法を示します。

図 33-26 適切なユーザ グループへのユーザの追加
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モニタリングまたは録音のトーンを設定する

トーンを、エージェントだけ、お客様だけ、またはその両方に再生できるようにするには、トーンの再

生に関するサービス パラメータを [True] に設定します。

また、モニタリングまたは録音を呼び出すアプリケーションは、Cisco Unified Communications 
Manager にトーン再生オプションを渡すことができます。モニタリング トーンまたは録音トーンは、

サービス パラメータまたはアプリケーションによってトーン再生オプションが指定されている場合に

再生されます。

Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [システム (System)] > [サービスパラメータ

(Service Parameters)] メニュー オプションを使用して、必要な設定を実行します。

図 33-27 に、サービス パラメータを使用してトーンを設定する方法を示します。

図 33-27 サービス パラメータを使用したトーンの設定
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モニタリング用コーリング サーチ スペースを設定する

エージェントを監視できるようにするには、スーパーバイザのライン アピアランスのモニタリング用

コーリング サーチ スペースに、エージェントの回線またはデバイス パーティションを含める必要があ

ります。

スーパーバイザのライン アピアランス ウィンドウで、モニタリング用コーリング サーチ スペースを設

定します。

Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [デバイス (Device)] > [電話 (Phone)] メ
ニュー オプションを使用して、必要な設定を実行します。電話機の [電話の設定 (Phone 
Configuration)] ウィンドウを表示するには、[割り当て情報 (Association Information)] ペインで回線 1 
などの回線をクリックします（この電話にすでに関連付けられている DN を選択するか、またはこの電

話に関連付ける DN を新規に追加できます）。表示される [電話番号の設定 (Directory Number 
Configuration)] ウィンドウで、この電話機のために選択した回線用に [モニタリング用コーリング 
サーチ スペース (Monitoring Calling Search Space)] フィールドを設定します。

図 33-28 に、モニタリング用コーリング サーチ スペースの設定方法を示します。

図 33-28 モニタリング用コーリング サーチ スペースの DN の設定
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ライン アピアランスに対して録音を有効にする

エージェントの録音を有効にするには、エージェントのライン アピアランスの [録音オプション

(Recording Option)] を [自動コール録音が有効 (Automatic Call Recording Enabled)] または [アプリ

ケーションから呼び出されたコール録音が有効 (Application Invoked Call Recording Enabled)] に設定

します。

ドロップダウン リスト ボックスから、作成済みの録音プロファイルを選択します。

Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [コールルーティング (Call Routing)] > [電話

番号 (Directory Number)] メニュー オプションを使用して、必要な設定を実行します。

図 33-29 に、ライン アピアランスに対して録音を有効にする方法を示します。

図 33-29 ライン アピアランスに対する録音の有効化
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録音プロファイルを作成する

[デバイスの設定 (Device Setting)] プルダウン メニューから、録音プロファイルを作成します。

録音コーリング サーチ スペースと録音接続先アドレスを入力します。

Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [デバイス (Device)] > [デバイスの設定

(Device Settings)] > [録音プロファイル (Recording Profile)] メニュー オプションを使用して、必要な

設定を実行します。

図 33-30 に、録音プロファイルの作成方法を示します。

図 33-30 録音プロファイルの作成
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レコーダをポイントする SIP トランクを作成する

レコーダをポイントする SIP トランクを作成します。

レコーダの DN を入力します。この DN は、SIP トランク用のルート パターン、またはレコーダを含む

ルート リストと一致している必要があります。

Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [デバイス (Device)] > [トランク (Trunk)] メ
ニュー オプションを使用して、必要な設定を実行します。

図 33-31 に、レコーダをポイントする SIP トランクの作成方法を示します。

図 33-31 レコーダをポイントする SIP トランクの作成
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レコーダ用のルート パターンを作成する

レコーダの SIP トランク用のルート パターンを作成します。このパターンは、録音プロファイル内の [録
音接続先アドレス (Recording Destination Address)] と一致している必要があります。

レコーダをポイントする SIP トランクを選択するか、またはレコーダがメンバになっているルート リ
ストを選択します。

Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [コールルーティング (Call Routing)] > [ルー

ト /ハント (Route/Hunt)] > [ルートパターン (Route Pattern)] メニュー オプションを使用して、必要な

設定を実行します。

図 33-32 に、レコーダ用のルート パラメータの作成方法を示します。

図 33-32 レコーダ用のルート パターンの作成
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レコーダの冗長性を作成する

多くのレコーダ（たとえば、Nice や Witness のレコーダ）は、組み込みのプロキシ機能と冗長性機能

を備えています。

レコーダの冗長性を実現するには、次のメカニズムも使用できます。

 • SIP トランクの設定において、レコーダの接続先アドレスに SRV レコードを使用します。

 • 冗長性とロード バランスのために複数のレコーダを使用します。レコーダごとに SIP トランクを

作成します。また、ルート リストを作成し、個々の SIP トランクがメンバになっているルート グ
ループを含めます。

Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [デバイス (Device)] > [トランク (Trunk)] メ
ニュー オプションを使用して、必要な設定を実行します。

図 33-33 に、SIP トランクに対して SRV を有効にする方法を示します。

図 33-33 SIP トランクに対する SRV の有効化

モニタリングと録音のサービス パラメータの設定

次に、コール モニタリング機能とコール録音機能に影響するサービス パラメータを示します。

通知

次のサービス パラメータは、コール モニタリング機能とコール録音機能によって監視または録音され

る側に通知トーンを再生する方法に影響します。

[Clusterwide Parameters (Feature - Call Recording)]
 • Play Recording Notification Tone To Observed Target 

 • Play Recording Notification Tone To Observed Connected Parties 

[Clusterwide Parameters (Feature - Monitoring)]
 • Play Monitoring Notification Tone To Observed Target 

 • Play Monitoring Notification Tone To Observed Connected Parties
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これらのサービス パラメータのデフォルト値は、[False] です。特定の通知トーンの再生を有効にする

には、各パラメータの値を [True] に変更する必要があります。

これらのサービス パラメータの詳細については、「モニタリングと録音の通知トーン」（P.33-24）を参

照してください。

コーデックの使用

G722 コーデックと iLBC コーデックの使用を有効または無効にするには、次のサービス パラメータを

使用します。

[Clusterwide Parameters (System - Location and Region)]
 • G722 Codec Enabled

 • iLBC Codec Enabled

これらのサービス パラメータの詳細については、「録音コールのコーデックの使用制限」（P.33-25）を

参照してください。

組み込みブリッジ

次のサービス パラメータは、電話機の組み込みブリッジを有効または無効にします。

[Clusterwide Parameters (Device - Phone)]

 • Built-in Bridge Enable

このサービス パラメータの詳細については、「モニタリングまたは録音を可能にするために IP Phone 
の BIB をオンにする」（P.33-31）を参照してください。

関連項目
 • 「モニタリングと録音の設定チェックリスト」（P.33-1）

 • 「モニタリングと録音の概要」（P.33-2）

 • 「モニタリングと録音のシステム要件」（P.33-28）

 • 「インタラクションおよび制限事項」（P.33-29）

 • 「モニタリングと録音の設定」（P.33-30）

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「Cisco Unified IP 
Phone の設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「アプリケーション 
ユーザの設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「ユーザ グループ

の設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「サービス パラ

メータの設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「電話番号の設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「録音プロファイル

の設定」
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 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「ルート パターン

の設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「トランクの設定」



C H A P T E R
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Multilevel Precedence and Preemption

Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）サービスを使用すると、適切に検証されたユーザが優

先コールをかけることができます。ユーザは必要に応じて、優先順位の低いコールを差し替えることが

できます。

優先順位は、コールに関連付けられた優先レベルを意味します。プリエンプションは、優先順位の高い

コールがデバイスを使用できるように、現在ターゲット デバイスを使用している優先順位の低いコー

ルを終了させるプロセスを意味します。

認証されたユーザは、宛先ステーションへ、または完全にサブスクライブされた 
Time-Division-Multiplexing（TDM; 時分割多重）トランクを介して、コールをプリエンプション処理

することができます。この機能により、国家の非常事態やネットワークの機能低下など、ネットワーク

に負荷がかかっている場合に、優先順位の高いユーザが重要な組織や担当者への通信を確実に行うこと

ができます。

この章では、次の情報について説明します。

 • 「MLPP の設定チェックリスト」（P.34-1）

 • 「MLPP の概要」（P.34-3）

 • 「MLPP 補足サービス」（P.34-33）

 • 「インタラクションおよび制限事項」（P.34-38）

 • 「MLPP のインストールとアクティブ化」（P.34-41）

 • 「MLPP の設定チェックリスト」（P.34-1）

 • 「MLPP のエンタープライズ パラメータの設定」（P.34-42）

 • 「関連項目」（P.34-43）

MLPP の設定チェックリスト
Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）サービスを使用すると、適切に検証されたユーザが優

先コールをかけることができます。ユーザは必要に応じて、優先順位の低いコールを差し替えることが

できます。

優先順位は、コールに関連付けられた優先レベルを意味します。プリエンプションは、優先順位の高い

コールがデバイスを使用できるように、現在ターゲット デバイスを使用している優先順位の低いコー

ルを終了させるプロセスを意味します。

認証されたユーザは、宛先ステーションへ、または完全にサブスクライブされた時分割多重（TDM）

トランクを介して、コールをプリエンプション処理することができます。この機能により、国家の非常

事態やネットワークの機能低下など、ネットワークに負荷がかかっている場合に、優先順位の高いユー

ザが重要な組織や担当者への通信を確実に行うことができます。
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表 34-1 に、MLPP を設定するためのチェックリストを示します。MLPP の詳細については、「MLPP 
の概要」（P.34-3）および 「関連項目」（P.34-43）を参照してください。

表 34-1 MLPP の設定チェックリスト 

設定手順 関連手順と関連項目 

ステップ 1 MLPP ドメイン、リソース プライオリティ ネームスペース 
ネットワーク ドメイン、およびリソース プライオリティ ネー

ムスペース ネットワーク ドメイン リストを設定します。

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「MLPP ド
メインの設定」

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「リソース 
プライオリティ ネームスペース ネットワー

ク ドメインの設定」

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「リソース 
プライオリティ ネームスペース リストの設

定」

ステップ 2 関連するデバイスが MLPP コールを発信できる共通デバイス設

定を設定します。

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「デバイス 
プールの設定」

ステップ 3 エンタープライズ パラメータを設定して、MLPP 表示とプリエ

ンプションを有効にします。個々のデバイスおよび共通デバイ

ス設定内のデバイスで MLPP が [デフォルト (Default)] に設定

されている場合、これらのデバイスおよび共通デバイス設定に

は MLLP 関連のエンタープライズ パラメータが適用されます。

「MLPP のエンタープライズ パラメータの設

定」（P.34-42）

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「エンター

プライズ パラメータの設定」

ステップ 4 ユーザ（発信側および関連するデバイス）が MLPP を使用して

優先コールをかけられるように、パーティションと Calling 
Search Spaces（CSS; コーリング サーチ スペース）を設定しま

す。

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「パーティ

ションの設定」

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「コーリン

グ サーチ スペースの設定」

ステップ 5 MLPP コールの MLPP 優先レベルとルート オプションを指定す

るルート パターン /ハント パイロットを設定します。

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「ルート 
パターンの設定」

ステップ 6 MLPP コールの MLPP 優先レベルとルート オプションを指定す

るトランスレーション パターンを設定します。

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「トランス

レーション パターンの設定」



 

34-3
Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド     

第 34 章      Multilevel Precedence and Preemption
    MLPP の概要     

MLPP の概要
Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）サービスを使用すると、優先コールをかけることがで

きます。適切に検証されたユーザは、優先順位の低いコールよりも優先順位の高いコールを優先させる

ことができます。認証されたユーザは、宛先ステーションへ、または完全にサブスクライブされた 
TDM トランクを介して、コールをプリエンプション処理することができます。この機能により、国家

の非常事態やネットワークの機能低下など、ネットワークに負荷がかかっている場合に、優先順位の高

いユーザが重要な組織や担当者への通信を確実に行うことができます。

次のトピックで、MLPP サービスについて説明します。

 • 「MLPP の用語」（P.34-4）

 • 「優先順位」（P.34-5）

 • 「エクゼクティブ オーバーライド優先レベル」（P.34-6）

ステップ 7 MLPP コールの MLPP ドメインを指定するゲートウェイを設定

します。次のゲートウェイ タイプが適用されます。

 • Cisco Catalyst 6000 24 ポート FXS ゲートウェイ

 • Cisco Catalyst 6000 E1 VoIP ゲートウェイ

 • Cisco Catalyst 6000 T1 VoIP ゲートウェイ

 • Cisco DE-30+ ゲートウェイ

 • Cisco DT-24+ ゲートウェイ

 • H.323 ゲートウェイ

（注） いくつかのゲートウェイ タイプで、[MLPP表示 (MLPP 
Indication)] と [MLPPプリエンプション (MLPP 
Preemption)] を設定できます。

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「ゲート

ウェイの設定」

ステップ 8 MLPP コールの MLPP ドメインを指定する Cisco Unified IP 
Phone を設定します。

（注） いくつかの電話機タイプで、[MLPP表示 (MLPP 
Indication)] と [MLPPプリエンプション (MLPP 
Preemption)] を設定できます。

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「Cisco 
Unified IP Phone の設定」

ステップ 9 MLPP コールをかける電話番号を設定します。 『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「Cisco 
Unified IP Phone の設定」

ステップ 10 MLPP コールをかけるユーザのユーザ デバイス プロファイルを

設定します。

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「デバイス 
プロファイルの設定」

ステップ 11 MLPP コールをかけるデバイスのデバイス プロファイル デフォ

ルトを設定します。

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「デフォル

ト デバイス プロファイルの設定」

ステップ 12 MLPP サービスが使用可能であることをユーザに通知します。 ユーザが Cisco Unified IP Phone で MLPP 機
能にアクセスする方法については、電話機の

マニュアルを参照してください。

表 34-1 MLPP の設定チェックリスト （続き）

設定手順 関連手順と関連項目 
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 • 「プリエンプション」（P.34-8）

 • 「ドメイン」（P.34-9）

 • 「リソース プライオリティ ネームスペース ネットワーク ドメイン」（P.34-9）

 • 「リソース プライオリティ ネームスペース ネットワーク ドメイン リスト」（P.34-11）

 • 「ロケーション ベースの MLPP」（P.34-11）

 • 「クラスタ間トランク経由の MLPP」（P.34-11）

 • 「MLPP 優先パターン」（P.34-11）

 • 「MLPP 表示対応」（P.34-12）

 • 「優先コールの設定」（P.34-12）

 • 「Alternate Party Diversion」（P.34-13）

 • 「MLPP プリエンプション対応」（P.34-15）

 • 「プリエンプションの詳細」（P.34-16）

 • 「MLPP アナウンス」（P.34-21）

 • 「優先順位パターン用の MLPP 番号計画アクセス制御」（P.34-25）

 • 「MLPP トランク選択」（P.34-26）

 • 「MLPP 階層設定」（P.34-29）

 • 「サービス パラメータの特別なトレース設定」（P.34-30）

 • 「優先コール用の CDR の録音」（P.34-30）

 • 「回線機能のインタラクション」（P.34-30）

 • 「コール保存」（P.34-32）

 • 「自動代替ルーティング」（P.34-32）

 • 「MGCP と PRI プロトコル」（P.34-32）

 • 「セキュアなエンドポイントとセキュアな通信」（P.34-32）

 • 「MLPP 優先順位と DSCP 値のマッピング」（P.34-33）

MLPP の用語

MLPP サービスでは次の用語を使用します。

 • コール：2 人以上のユーザ間または 2 つ以上のネットワーク エンティティ間の音声、ビデオ、また

はデータの接続。これは、番号をダイヤルするか、または定義済みのダイヤル プランに従って宛

先にルーティングすることで実現されます。

 • 優先順位：コールに関連付けられた優先レベル。

 • プリエンプション：優先順位の低い既存のコールを終了させ、優先順位の高いコールにターゲット 
デバイスを使用させるプロセス。

 • 優先コール：最も低い優先レベルよりも高い優先レベルを持つコール。

 • MLPP コール：優先レベルが確立された、設定中（つまり、アラート前）のコールまたは設定済み

のコール。

 • アクティブなコール：接続が確立され、発信側と着信側がアクティブになったコール。
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 • MLPP ドメイン ID：MLPP 加入者に関連付けられたデバイスとリソースの集合を指定します。特

定のドメインに属す MLPP 加入者が、同じドメインに属す別の MLPP 加入者に優先コールをかけ

ると、MLPP サービスは、着信側の MLPP 加入者の既存のコールを優先順位の高いコールに差し

替えます。MLPP サービスは、異なるドメイン間では使用できません。

 • リソース プライオリティ ネームスペース ネットワーク ドメイン：優先コールの際の SIP トランク

の動作を指定するもので、既存コールを差し替えることができます。SIP シグナリングにおけるリ

ソース プライオリティ ネームスペース ネットワーク ドメインは、レガシー TDM MLPP ネット

ワークで使用されている ISDN 優先の Information Element（IE; 情報要素）、および ISDN User 
Part（ISUP; ISDN ユーザ部）の優先パラメータに似ています。リソース プライオリティ ネームス

ペース ネットワーク ドメインは、発信コールに含まれており、コールを SIP トランクに転送する

トランスレーション パターンまたはルート パターンに基づいています。着信コールに関しては、

ネットワーク ドメインがリソース プライオリティ ネームスペース ネットワーク ドメイン リスト

に対して検証されます。このリストにネットワーク ドメインが存在しない場合、コールは拒否さ

れ、417 メッセージ（認識不能）が返されます。

 • リソース プライオリティ ネームスペース ネットワーク ドメイン リスト：設定済みのリソース プ
ライオリティ ネームスペース ネットワーク ドメインのリストで、着信コールの検証に使用しま

す。

 • MLPP 表示対応のデバイス：Cisco Unified Communications Manager で、デバイスと Cisco 
Unified Communications Manager によってデバイス制御プロトコルで優先順位とプリエンプショ

ンのシグナリング手順がサポートされ、Cisco Unified Communications Manager システムでその

ように設定されているデバイス。

 • MLPP プリエンプション対応のデバイス：Cisco Unified Communications Manager で、デバイス

と Cisco Unified Communications Manager によってデバイス制御プロトコルでプリエンプション

のシグナリング手順がサポートされ、Cisco Unified Communications Manager システムでそのよ

うに設定されているデバイス。Cisco Unified Communications Manager は、このインターフェイ

スでプリエンプションを開始できます。

優先順位

優先順位は、コールに関連付けられた優先レベルを示します。優先順位の割り当てはその場限りのもの

であり、ユーザは自分がかけようとしているコールに優先レベルを適用するかしないかを選択します。

MLPP の優先順位は、コール アドミッション制御または拡張型緊急通報システム（E911）とは関係し

ていません。ユーザは Cisco Unified Communications Manager の管理ページの専用ダイヤル パターン

によって MLPP 要求を開始できます。発信側（デバイスや回線など）に関連付けられたコーリング 
サーチ スペース（CSS）の設定によって、発信側が優先パターンをダイヤルして優先コールを発信で

きるかどうかが制御されます。

Defense Switched Network（DSN）および Defense Red Switched Network（DRSN）は、初期 MLPP 
配置用のターゲット システムを示します。通常は、優先レベルをコールに割り当てるメカニズムを適

用しますが、Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、優先ダイヤル パターンやそ

のパターンへのアクセスを許可または制限するコーリング サーチ スペースを定義することによって、

任意のダイヤル プランに優先レベルを割り当てることができます。DSN では、ストリング プレフィッ

クス NP を使用して優先コールを要求できるようにダイヤル プランが定義されます。NP の P は優先レ

ベルの要求を示し、N は事前設定された MLPP へのアクセス番号を示します。優先順位は次のとおり

です。

 • エクゼクティブ オーバーライド

 • フラッシュ オーバーライド

 • フラッシュ

 • 即時
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 • 優先順位

 • ルーチン

優先順位を呼び出さなければ、システムは通常のコール処理と自動転送を使用してコールを処理しま

す。

デフォルトの割り当てまたはエクステンション モビリティでユーザ プロファイルが電話機に割り当て

られている場合、電話機は、ユーザに関連付けられた CSS を含め、割り当てられたユーザの設定を継

承します。ただし、電話機の CSS はユーザ プロファイルを上書きできます。Cisco Unified 
Communications Manager は、パターンが一致した場合に、ダイヤルされたパターンに関連する優先レ

ベルをコールに割り当てます。システムは、割り当てられた優先レベルで、コール要求を優先コールと

して設定します。

ある宛先に対して優先コールが発信されると、Cisco Unified Communications Manager は、優先コー

ルの発信元または宛先のいずれかが MLPP 表示対応である場合に、発信元と宛先の両方に優先順位の

インジケータを送信します。発信元の場合、このインジケータは、優先順位呼び戻し音と、デバイスで

表示がサポートされている場合はコールの優先レベルまたはドメインの表示で示されます。宛先の場

合、このインジケータは、優先順位呼び出し音と、デバイスで表示がサポートされている場合はコール

の優先レベルまたはドメインの表示で示されます。

エクゼクティブ オーバーライド優先レベル

最高の優先レベルとしてエクゼクティブ オーバーライド優先レベルが指定されています。エクゼク

ティブ オーバーライド優先レベルが優先順位の低いコールを差し替えるときに、エクゼクティブ オー

バーライド コールはその優先レベルをフラッシュ オーバーライド（次に高いレベル）に変更するため、

後続のエクゼクティブ オーバーライド コールは最初の優先コールを差し替えることができます。

エクゼクティブ オーバーライド優先コールの差し替えには、Executive Override Call Preemptable サー

ビス パラメータを [True] に設定する必要があります。このサービス パラメータを [False] に設定する

と、エクゼクティブ オーバーライド優先コールはその優先レベルを保持するため、差し替えることが

できません。

図 34-1 に、2 つのエクゼクティブ オーバーライド優先コールの例を示します。一方は差し替えが可能

で、もう一方は差し替えができません。

図 34-1 エクゼクティブ オーバーライド優先コールの例

この例では、Cisco Unified Communications Manager インストール 1 の Executive Override Call 
Preemptable サービス パラメータには [False] が指定されていますが、Cisco Unified Communications 
Manager インストール 2 では、Executive Override Call Preemptable サービス パラメータに [True] が
指定されています。

ONA は T1 PRI 4ESS トランクを通して、インストール 1 からインストール 2 の DNA へのエクゼク

ティブ オーバーライド優先コールを開始します。DNA が応答し、コールが接続されます。
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インストール 1 で、ONB がエクゼクティブ オーバーライド優先コールを使用して ONA にコールしよ

うとすると、インストール 1 ではエクゼクティブ オーバーライド コールを差し替えることができない

ため、ONB は BPA（Blocked Precedence Announcement）を受信します。ONB がエクゼクティブ 
オーバーライド優先コールを使用して DNA にコールしようとすると、インストール 2 ではエクゼク

ティブ オーバーライド コールを差し替えることができるため、ONA と DNA の間のコールは差し替え

られます。同様に、エクゼクティブ オーバーライド優先コールを使用して DNB が DNA をコールする

と、後続のエクゼクティブ オーバーライド優先コールは ONA と DNA の間のコールを差し替えます。

エクゼクティブ オーバーライド優先コールの設定

図 34-2 に、エクゼクティブ オーバーライド優先コールが行われた場合のイベントの例を示します。

図 34-2 エクゼクティブ オーバーライド優先コールの設定

この例では、電話機 1000 がオンフックになり、9*1001 をダイヤルします （ルート パターン 9*XXXX 
設定にはエクゼクティブ オーバーライドが指定されています）。

発信元では、この優先コールが成功すると、Cisco Unified Communications Manager はユーザへの呼

び戻し音を再生する信号を Cisco Unified IP Phone に送ります。Cisco Unified IP Phone 1000 が MLPP 
表示対応の場合、優先順位呼び戻し音が再生されます。これ以外の場合は、通常の呼び戻し音が再生さ

れます。

優先コールが接続できない場合、Cisco Unified IP Phone 1000 が MLPP 表示対応であれば、Blocked 
Precedence Announcement（BPA）が再生されます。これ以外の場合は、通常のリオーダー音が再生さ

れます。

宛先では、エクゼクティブ オーバーライド優先コールが Cisco Unified IP Phone 1001 に正しく提供さ

れると、デバイスで可聴呼び出し音を生成する信号が Cisco Unified Communications Manager によっ

て宛先に送信されます。Cisco Unified IP Phone 1001 が MLPP 表示対応の場合、優先順位呼び出しが

再生されます。これ以外の場合は、通常の呼び出し音が再生されます。

また、電話機 1001 が MLPP 表示対応である場合は、Cisco Unified IP Phone 1001 に優先情報（フラッ

シュ オーバーライド優先コール アイコンなど）が表示されます。これ以外の場合は、優先情報は表示

されません。

IP IP

1000 1001

9x -1001
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PRI 4ESS インターフェイス間のエクゼクティブ オーバーライド優先コール

図 34-3 に、PRI 4ESS インターフェイス間のエクゼクティブ オーバーライド優先コールの例を示します。

図 34-3 PRI 4ESS インターフェイス間のエクゼクティブ オーバーライド優先コール

Cisco Unified Communications Manager では、PRI 4ESS インターフェイス間のエクゼクティブ オー

バーライド優先コールを処理する際、PRI 4ESS UUIE を介した優先レベル以外は、他の優先コールの

処理に使用する方法と同じ方法を使用します。

UUIE を介した優先情報が渡されるのは、[サービスパラメータ設定 (Service Parameter 
Configuration)] ウィンドウ上の [User-to-User IE Status] が [True] になっており、[ゲートウェイの設定

(Gateway Configuration)] ウィンドウの [UUIEを介した優先レベルの通知 (Passing Precedence Level 
Through UUIE)] が選択されている場合に限られます。

DRSN への PRI 4ES UUIE ベースの MLPP インターフェイス

Cisco Unified Communications Manager は、PRI 4ESS UUIE フィールド経由で MLPP 情報を渡すこと

ができるようになりました。以前のリリースの Cisco Unified Communications Manager は、Defense 
Switched Network（DSN）スイッチに接続するために、ANSI T1.619a 仕様に従って開発された PRI 
インターフェイス用の MLPP を提供しました。Defense Red Switch Network（DRSN）スイッチは、

ANSI T1.619a ベースの MLPP をサポートしていませんが、UUIE を使用することで PRI 4ESS イン

ターフェイス上の MLPP をサポートしています。

プリエンプション

プリエンプション プロセスは、優先順位の高いコールがデバイスを使用できるように、現在ターゲッ

ト デバイスを使用している優先順位の低いコールを終了させます。プリエンプションには、プリエン

プション処理されるユーザへの通知とそれに対する受信応答、およびプリエンプションの直後とコール

の終了前の共有リソースの予約が含まれます。プリエンプションは、どのメソッドが起動するかに応じ

て、次のいずれかの形式をとります。

 • ユーザ アクセス チャネル プリエンプション：このタイプのプリエンプションは、電話機およびその

他のエンドユーザ デバイスに適用されます。また、着信側のユーザ アクセス チャネルを差し替える

必要がある場合に、着信側と接続先の両方がプリエンプション通知を受信し、既存の MLPP コール

がすぐにクリアされます。着信側は、優先順位の高いコールが実行される前に、プリエンプションに

受信応答する必要があります。その後、着信側には新規 MLPP コールが提供されます。着信側がプ

リエンプションに受信応答しない場合、優先順位の高いコールは 30 秒後に実行されます。
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 • 共通ネットワーク ファシリティ プリエンプション：このタイプのプリエンプションは、トランク

に適用されます。このタイプのプリエンプションは、ネットワーク リソースがコールで混雑して

おり、このうちの一部のコールの優先順位が、発信側が要求しているコールよりも低くなっている

ことを意味します。1 つまたは複数の優先順位の低いコールが、優先順位の高いコールに差し替え

られます。

（注） 既存のコールを差し替えるためにコールが使用するすべてのデバイスでプリエンプションが有効になっ

ていることを確認してください。発信側と着信側のデバイス（電話機）でプリエンプションが有効に

なっているだけでは不十分なので、コールに使用されるゲートウェイでもプリエンプションが有効に

なっていることを確認してください。

ドメイン

MLPP ドメインは、MLPP 加入者に関連付けられたデバイスとリソースの集合を指定したものです。

特定のドメインに属す MLPP 加入者が、同じドメインに属す別の MLPP 加入者に優先コールをかける

と、MLPP サービスは、着信側の MLPP 加入者の既存のコールを優先順位の高いコールに差し替えま

す。MLPP サービスは、異なるドメイン間では使用できません。

発信ユーザによる MLPP ドメインへの加入によって、コールのドメインとその接続が決まります。あ

るドメイン内の優先順位の高いコールだけが、同じドメイン内のコールが使用している接続を差し替え

ることができます。

管理者は、Cisco Unified Communications Manager の管理ページにゼロ以上の 16 進数としてドメイン

を入力します。

追加情報

「関連項目」（P.34-43）を参照してください。

リソース プライオリティ ネームスペース ネットワーク ドメイン

リソース プライオリティ ネームスペース ネットワーク ドメインにより、SIP トランクを使用する 
Voice over Secured IP（VoSIP）ネットワーク向けのネームスペース ドメインを設定できるようになり

ます。Cisco Unified Communications Manager が SIP シグナル化されたリソースに優先順位を付ける

ことによって、電話回線、IP 帯域幅、およびゲートウェイに緊急事態や輻輳が発生した場合にこれら

のリソースが最も効率的に利用されます。エンドポイントは、優先順位やプリエンプションに関する情

報を受信します。これは、RFC 4411 および RFC 4412 に基づいて行われます。

SIP シグナリングは、リソース プライオリティ ヘッダーを含みます。リソース プライオリティ ヘッ

ダーは、レガシー TDM MLPP ネットワークで使用されている ISDN 優先の情報要素（IE）、および 
ISDN ユーザ部（ISUP）の優先パラメータに似ています。リソース プライオリティ ヘッダーは、RFC 
3261 (Section 20.26) のプライオリティ ヘッダーと関連していますが、同一ではありません。

RFC 3261 プライオリティ ヘッダーは、エンドポイントに対する SIP 要求の重要度を示します。たとえ

ば、このヘッダーには、モバイル デバイスおよびアシスタントへのコール ルーティング、およびコー

ルの接続先がビジーである場合のコール受理に関する決定事項が表示されます。RFC 3261 プライオリ

ティ ヘッダーは、PSTN ゲートウェイまたはプロキシのリソースの使用には影響を及ぼしません。
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RFC 3261 プライオリティ ヘッダーでは任意の値がアサートされますが、ネームスペース ネットワー

ク ドメインの Resource Priority ヘッダー フィールドは認証の対象になります。Resource Priority ヘッ

ダー フィールドは、IP ルータの転送動作、またはパケット転送プライオリティなどの通信リソースの

使用に対して、直接的な影響を与えません。

発信メッセージにおける RFC 4411 および RFC 4412 リソース プライオリティ ヘッダーは、コールを 
SIP トランクに転送するトランスレーション パターンまたはルート パターンに基づいています。Cisco 
Unified Communications Manager の管理ページで設定されたエンドポイントでコールが終端している

場合は、着信コールがリソース プライオリティ ネームスペース ネットワーク ドメインのリストで検証

されます。

次のメッセージには、Resource Priority ヘッダーが含まれています。

 • INVITE

 • UPDATE

 • REFER 

以下は、最優先事項（値は 4）を示すリソース プライオリティ ヘッダーを含む INVITE メッセージの

例です。

INVITE sip:6000@10.18.154.36:5060 SIP/2.0Via: SIP/2.0/TCP 
10.18.154.44;branch=z9hG4bK1636ee4aRemote-Party-ID: “Raleigh - 5001" 
<sip:5001@10.18.154.44>;party=calling;screen=yes;privacy=offFrom: “Raleigh - 5001" 
<sip:5001@10.18.154.44>;tag=936ad6ec-4d3c-4a42-a812-99ac56d972e1-14875646To: 
<sip:6000@10.18.154.36>
Date: Mon,21 Mar 2005 14:39:21 GMTCall-ID: 
1d13800-23e1dc99-4c-2c9a12ac@172.18.154.44Supported: 100rel,timer,replacesRequire: 
resource-priorityMin-SE:  1800User-Agent: Cisco-CCM5.0Allow: 
INVITE,OPTIONS,INFO,BYE,CANCEL,ACK,PRACK,UPDATE,REFER,SUBSCRIBE,NOTIFYCSeq: 101 
INVITEContact: <sip:5001@10.18.154.44:5060;transport=tcp>Expires: 180Allow-Events: 
presence,dialog,kpmlCall-Info:<sip:10.18.154.44:5060>;method=”NOTIFY;Event=telephone-event
;Duration=500”Resource-Priority: namespace.4
Max-Forwards: 70Content-Type: application/sdpContent-Length: 269v=0o=CiscoSystemsCCM-SIP 
2000 1 IN IP4 10.18.154.44s=SIP Callc=IN IP4 10.18.154.45t=0 0m=audio 19580 RTP/AVP 0 
101a=rtpmap:0 PCMU/8000a=ptime:20a=rtpmap:101 telephone-event/8000a=fmtp:101 0-15

また、デフォルトのリソース プライオリティ ネームスペース ネットワーク ドメインを SIP プロファイ

ルに追加して、誤って設定された着信のネームスペース ネットワーク ドメインを処理する際に使用す

ることもできます。

（注） トランスレーション パターンとルート パターンの番号分析がサポートされています。

次の補足サービスがサポートされています。

 • 優先コール待機

 • コール転送

 • 自動転送

 • 三者通話

次のヘッダー、マッピング、およびキューイングはサポートされていません。

 • Accept-Resource-Priority ヘッダー

 • PRACK および ACK での RP ヘッダーの包含

 • 各ネームスペースにおける優先レベルのマッピング

 • コール キューイング、およびその他の MLPP 以外のサービス
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リソース プライオリティ ネームスペース ネットワーク ドメイン リスト

リソース プライオリティ ネームスペース ネットワーク ドメイン リストは、許容可能なネットワーク 
ドメインを含んでおり、SIP プロファイルに追加されます。許容可能なネットワーク ドメインがこのリ

ストに含まれている場合、着信コールはこのリストと比較された上で処理されます。着信コールが有効

でない場合は、コールは拒否され、417 エラー応答（不明）が発信側に送信されます。

ロケーション ベースの MLPP
Cisco Unified Communications Manager は、Skinny Client Control Protocol の電話機と TDM

（PRI/CAS）トランクでの MLPP をサポートしています。Cisco Unified Communications Manager は、

Wide Area Network（WAN; ワイドエリア ネットワーク）リンク上の MLPP もサポートしています。

ロケーション ベースの Call Admission Control（CAC; コール アドミッション制御）は、Cisco Unified 
Communications Manager の WAN リンクの帯域幅を管理します。優先順位の高いコールを接続する必

要がある場合、拡張されたロケーションでは、コールの優先レベル、および低い優先レベルのコールの

差し替えが考慮されます。

ロケーションの拡張とは、優先コールが着信し、そのコールを宛先のロケーションに接続する十分な帯

域幅が見つからない場合に、Cisco Unified Communications Manager が優先レベルの最も低い 1 つ以

上のコールを探して、コールを差し替え、優先順位の高いコールに利用できる帯域幅を確保することで

す。差し替え処理を行っても帯域幅の要件を満たすことができないと、新しいコールは失敗します。

追加情報

「関連項目」（P.34-43）を参照してください。

クラスタ間トランク経由の MLPP
Cisco Unified Communications Manager は、クラスタ間トランク経由の MLPP 優先順位とプリエンプ

ションをサポートしています。ダイヤルした数値によって優先レベルを通知します。ロケーション 
コール アドミッション制御メカニズムは、プリエンプションを制御します。アナウンスと MLPP 原因

コードも、クラスタ間トランク経由で使用できます。

MLPP 優先パターン

MLPP 優先パターンを設定するには、Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [トラン

スレーションパターンの設定 (Translation Pattern Configuration)] ウィンドウにアクセスします。この

ウィンドウでは、次の MLPP 優先パターンを使用できます。

 • エクゼクティブ オーバーライド（最高）

 • フラッシュ オーバーライド

 • フラッシュ

 • 即時

 • 優先順位

 • 標準（最低）

 • デフォルト（優先レベルが変更されないことを意味します）

詳細については、『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「トラ

ンスレーション パターンの設定」を参照してください。
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MLPP 表示対応

MLPP 表示対応のデバイスには次の特徴があります。

 • MLPP 表示対応のデバイスは、プリエンプション トーンを再生できます。

 • MLPP 表示対応のデバイスは、アナウンス サーバが生成する MLPP プリエンプション アナウンス

を受信できます。

 • MLPP 表示対応のデバイスは、プリエンプションを受信できます。

デバイスを設定して MLPP 表示を有効にするには、各デバイスの設定ウィンドウを使用します。各デ

バイスの [MLPP表示 (MLPP Indication)] フィールドで、値を [オン (On)] に設定します。

デバイスに対する MLPP 表示の設定の詳細については、次のトピックを参照してください。

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「デバイス プール

の設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「ゲートウェイの設

定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「Cisco Unified IP 
Phone の設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「デバイス プロ

ファイルの設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「デフォルト デバ

イス プロファイルの設定」

優先コールの設定

優先コールの設定では、次の一連のイベントが発生します。

1. ユーザが電話機をオフフックにして優先コールをダイヤルします。コール パターンは NP-XXX を
指定しています。ここで、N は優先アクセス番号を示し、P はコールの優先レベルを示します。

2. 発信側は、コールの処理中に特別な優先順位呼び戻し音と優先順位表示を受信します。

3. 着信側は、優先コールを示す特別な優先順位呼び出し音と優先順位表示を受信します。

例

ユーザ 1000 がユーザ 1001 に優先コールをかけます。そのために、ユーザ 1000 は 90-1001 などの優

先コール パターンをダイヤルします。

コールが処理されると、発信側の Cisco Unified IP Phone が優先順位呼び戻し音と優先順位表示を受信

します。着信側が優先コールに受信応答すると、着信側の Cisco Unified IP Phone は、優先順位呼び出

し音（特別な呼び出し音）と優先順位表示を受信します。



 

34-13
Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド     

第 34 章      Multilevel Precedence and Preemption
    MLPP の概要     

クラスタ間トランクの間での優先コールの設定

図 34-4 に、クラスタ間トランクの間での優先コールに使用できる設定例を示します。クラスタ間トラ

ンクの間には、優先情報要素のサポートは存在しないため、追加ディジットを転送することで優先情報

を送信します。優先情報の送信を実行するには、両方のクラスタにダイヤル プランを適切に設定する

必要があります。

図 34-4 クラスタ間トランクの間での優先コールの設定例

この例では、1000 は 92-2000 をダイヤルします。これは両方のクラスタの適切な優先パターンに一致

しており、優先コールを設定します。

Alternate Party Diversion

Alternate Party Diversion（APD）は、特別なタイプの自動転送から構成されます。ユーザが APD に
設定されている場合は、通話中または応答のない Directory Number（DN; 電話番号）に優先コールが

かけられたときに APD が実行されます。

MLPP APD は優先コールだけに適用されます。MLPP APD コールは、優先コールの DN 無応答時転送

の設定を無効にします。

通常、優先コールは、Use Standard VM Handling For Precedence Calls エンタープライズ パラメータ

の値で制御されるので、ボイスメール システムには転送されません。詳細については、「MLPP のエン

タープライズ パラメータの設定」（P.34-42）を参照してください。

APD を設定するために、管理者は、MLPP 優先コールのターゲットとなる電話番号の [電話番号の設

定 (Directory Number Configuration)] ウィンドウで [MLPP代替パーティの設定 (MLPP Alternate Party 
Settings)] を設定します。詳細については、『Cisco Unified Communications Manager アドミニスト
レーション ガイド』の「Cisco Unified IP Phone の設定」を参照してください。
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例

図 34-5 に、着信側が優先コールを受信し、Alternate Party Diversion の発信先が設定されている場合の 
Alternate Party Diversion を示します。

図 34-5 Alternate Party Diversion の例

この例では、発信側がユーザ 1000 に優先コールをかけます。着信側の 1000 には Call Forward Busy
（CFB; 話中転送）用に 2000 が設定され、Call Forward Alternate Party（CFAP）用に 1001 が設定され

ています。この図には、この例の他のすべてのユーザの CFB 設定と CFAP 設定が示されています。

1000 が優先コールを受信したときに通話中である場合、コールはユーザ 2000 に送信されます。ユー

ザ 2000 も通話中である場合、コールはユーザ 3000 に送信されます。ユーザ 2000 もユーザ 3000 も
コールに応答しない場合、コールはユーザ 1001 に送信されます。つまり、コールは、元の着信側に関

連する話中転送ユーザに対して指定された代替パーティではなく、元の着信側に対して指定された代替

パーティに送信されます。

同様に、ユーザ 1001 が通話中でコールに応答しない場合、コールはユーザ 5000 に転送されます。ユー

ザ 5000 が通話中である場合、コールはユーザ 6000 に転送されます。ユーザ 5000 もユーザ 6000 もコー

ルに応答しない場合、コールはユーザ 1001 の代替パーティであるユーザ 1002 に転送されます。ユーザ 
1002 が通話中で応答しない場合、コールはユーザ 1002 の代替パーティであるユーザ 1003 に転送され

ます。
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MLPP プリエンプション対応

MLPP プリエンプションを有効にするには、プリエンプション機能のあるデバイスでプリエンプショ

ンを明示的に設定します。

プリエンプションの受信

プリエンプションが無効になっているデバイス（[MLPPプリエンプション (MLPP Preemption)] 値が [無
効 (Disabled)] に設定されているデバイス）は、MLPP ネットワークで優先コールを受信できますが、そ

のデバイス自体をプリエンプション処理することはできません。プリエンプションが無効になっている

デバイスは（別のデバイスで）、差し替えられたコールに接続できます。この場合、デバイスはプリエン

プションを受信します。

プリエンプション対応

デバイスでプリエンプションを有効にするには、デバイスの [MLPPプリエンプション (MLPP 
Preemption)] 値を [強制 (Forceful)] または [デフォルト (Default)] に設定します。デバイスの [MLPP
プリエンプション (MLPP Preemption)] 値が [強制 (Forceful)] に設定されている場合、システムは、そ

の独自のインターフェイスでデバイスをプリエンプション処理することができます。つまり、デバイス

は、優先コールがデバイス リソースについて競合している場合にプリエンプション処理を受けること

ができます。

デバイスの [MLPPプリエンプション (MLPP Preemption)] 設定が [デフォルト (Default)] である場合、

デバイスは共通デバイス設定から [MLPPプリエンプション (MLPP Preemption)] 設定を継承します。

デバイスの共通デバイス設定の [MLPPプリエンプション (MLPP Preemption)] 設定が [強制 (Forceful)] 
である場合や、共通デバイス設定の [MLPPプリエンプション (MLPP Preemption)] 設定が [デフォルト

(Default)] で MLPP Preemption Setting エンタープライズ パラメータ値が [Forceful Preemption] であ

る場合、デバイスは有効なプリエンプションを継承します。

デバイスを設定して MLPP プリエンプションを有効にするには、各デバイスの設定ウィンドウを使用

します。各デバイスの [MLPPプリエンプション (MLPP Preemption)] フィールドで、値を [強制

(Forceful)] または [デフォルト (Default)] に設定します。

デバイスに対する MLPP プリエンプションの設定の詳細については、次のトピックを参照してください。

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「共通デバイス設

定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「ゲートウェイの設

定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「Cisco Unified IP 
Phone の設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「デバイス プロ

ファイルの設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「デフォルト デバ

イス プロファイルの設定」
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プリエンプションの詳細

次の種類のプリエンプションが存在します。

 • ユーザ アクセス プリエンプション

 • 共通ネットワーク ファシリティ プリエンプション

 • ロケーションベースのプリエンプション

ユーザ アクセス プリエンプション

低いレベルの優先コールがすでにアクティブであるユーザに優先コールを行う場合、ユーザアクセス 
プリエンプションが実行されます。いずれのコールも同じ MLPP ドメインに存在します。このタイプ

のプリエンプションは、Cisco Unified Communications Manager MLPP システムで Cisco Skinny 
Client Control Protocol が制御する MLPP 表示対応の電話機に対して使用できます。プリエンプション

は、優先コール要求が検証された場合や、要求されたコールの優先順位が宛先の MLPP プリエンプ

ション対応の電話機で接続されている既存のコールの優先順位よりも高い場合に実行されます。コール

処理は、プリエンプション トーンを使用して接続先にプリエンプションを通知し、アクティブなコー

ルをリリースします。着信側は電話を切ることによってプリエンプションに応答し、新規 MLPP コー

ルを取得します。

ユーザ アクセス プリエンプションで実行される一連のステップを理解するために、次の例を参照して

ください。

例

図 34-6 に、ユーザ アクセス プリエンプションの例を示します。

図 34-6 ユーザ アクセス プリエンプションの例

このユーザ アクセス プリエンプションの例では、次の一連のイベントが発生します。

1. ユーザ 1000 がユーザ 1001 に優先レベルがフラッシュ オーバーライドの優先コールをかけ、ユー

ザ 1001 がそれに応答します。この例では、ユーザ 1000 が優先コールをかけるために 90-1001 を
ダイヤルします。
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2. ユーザ 1002 が 9*-1001 をダイヤルしてユーザ 1001 に優先コールをかけます。このコールの優先

レベルはエクゼクティブ オーバーライドであるため、アクティブな優先コールよりも優先順位の

高いコールになります。

3. ユーザ 1001 にコールが送信されると、発信側は優先順位表示を受信（つまり、エクゼクティブ 
オーバーライド表示ではなく、フラッシュ オーバーライド表示）し、既存の優先順位の低いコー

ルのユーザはどちらもプリエンプション トーンを受信します。

4. プリエンプションを実行するために、優先順位の低いコールのユーザ（ユーザ 1000 とユーザ 
1001）が電話を切ります。

5. 優先順位の高いコールがユーザ 1001 に送信され、ユーザ 1001 は優先順位呼び出し音を受信しま

す。発信側であるユーザ 1002 は、優先順位呼び戻し音を受信します。

このインスタンスでは別個のプリエンプションが実行されます。優先順位の高いコールの宛先ではない

ユーザに対しては、再利用以外のプリエンプション処理が実行されます。このインターフェイスではプ

リエンプションは実行されないので、このデバイスでプリエンプションが有効である必要はありませ

ん。優先順位の高いコールの宛先であるユーザに対しては、再利用のプリエンプション処理が実行され

ます。このインターフェイスではプリエンプションが実行されるので、このデバイスでプリエンプショ

ンが有効であることを確認してください。

User Access Channel Nonpreemptable

エンドユーザ デバイスは MLPP 表示対応として設定できますが、MLPP プリエンプション対応として

は設定できません。この場合、電話機は（特別なプリエンプション トーンと呼び出し音を使用して）

MLPP 表示を生成できますが、Cisco Unified Communications Manager のデバイス制御プロトコルで

はプリエンプションがサポートされていません。管理者は、Cisco Unified Communications Manager 
の管理ページが手順をサポートしている場合でも、電話機でプリエンプション手順を無効にできます。

以前から、ユーザ アクセス デバイス（電話機）では、複数の同時コールを処理するメカニズムが制限

されているか、まったくありませんでした。コール待機機能でも、多数の電話機および関連するスイッ

チには、ユーザが同じ回線で複数のコールを同時に管理できるようなメカニズムはありません。

Cisco Unified Communications Manager の管理ページは、コール待機機能を効果的に強化し、Cisco 
Unified IP Phone（794X および 796X シリーズ）のユーザにこの機能を提供しています。これらの 
Cisco Unified IP Phone には、ユーザが Cisco Unified Communications Manager システムとインター

フェイスする際に複数の同時コールを適切に制御するためのユーザ インターフェイスが含まれていま

す。この拡張機能を使用すると、ユーザがすでに他のコールを管理している場合でも、これらのタイプ

の電話機に送信されたすべての優先コールにコール待機機能を適用できます。ユーザが優先コールを受

信すると、宛先の電話機のユーザは、優先順位の低いコールを単にリリースするだけでなく、既存の

コールをどう処理するかを決定できます。これらのデバイスのユーザに対して、Cisco Unified 
Communications Manager 管理者は、Cisco Unified Communications Manager でこの機能を利用する

ために、デバイスを非 MLPP プリエンプション対応として設定できます。

共通ネットワーク ファシリティ プリエンプション

共通ネットワーク ファシリティ プリエンプションは、MLPP システムでトランクなどのネットワーク 
リソースに適用されます。共通ネットワーク ファシリティでプリエンプションが行われると、既存の

コールのユーザすべてがプリエンプションの通知を受信し、既存の接続がすぐに切断されます。新規

コールは、新しい着信側への特別な通知なしで、プリエンプション処理されるファシリティを使用して

通常どおり設定されます。ターゲット MGCP ゲートウェイ プラットフォーム上の PRI トランクと 
T1-CAS トランクは、Cisco Unified Communications Manager でこのタイプのプリエンプションをサ

ポートします。
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プリエンプションは、優先コール要求が検証された場合や、要求されたコールの優先順位が宛先の 
MLPP プリエンプション対応のトランクを介した既存のコールの優先順位よりも高く、トランクが完

全に使用中である（つまり、コールをそれ以上処理できない）場合に実行されます。コール処理は、優

先順位の低いコールを特定し、接続されたユーザに PRI トランク インターフェイスのプリエンプショ

ンを通知し、後続の使用のためにチャネルを予約し、選択された優先順位の低いコールを切断します。

システムは予約されたチャネルを使用して、プリエンプションを起動した優先コール用にゲートウェイ

を介して接続を確立します。

共通ネットワーク ファシリティ プリエンプションで実行される一連のステップについては、次の例を

参照してください。

例 1
図 34-7 に、共通ネットワーク ファシリティ プリエンプションの例を示します。

図 34-7 共通ネットワーク ファシリティ プリエンプションの例

この共通ネットワーク ファシリティ プリエンプションの例では、次の一連のイベントが発生します。

1. ユーザ 1000 がユーザ 2000 に優先レベルがフラッシュ オーバーライドの優先コールをかけ、ユー

ザ 2000 がそれに応答します。この例では、ユーザ 1000 が優先コールをかけるために 90-2000 を
ダイヤルします。優先レベルがフラッシュ オーバーライドのフラッシュ コールはアクティブを指

定します。

コールは、2 つのゲートウェイが完全にサブスクライブされた TDM を定義する共通ネットワーク 
ファシリティを使用します。

2. ユーザ 1001 は次に、9*-2001 をダイヤルしてユーザ 2001 に優先順位の高い（エクゼクティブ 
オーバーライド）コールをかけます （フラッシュ コールがゲートウェイ A 上で最も優先順位の低

いコールであることと、ユーザ 1000 とユーザ 1001 が同じ MLPP ドメイン内にあることを想定し

ています）。

ゲートウェイ A でプリエンプションが実行され、ゲートウェイ A が再利用のためプリエンプショ

ン処理されます。このインターフェイスではプリエンプションが実行されるので、このデバイスで

プリエンプションが有効であることを確認する必要があります。ゲートウェイ B も再利用のため

プリエンプション処理されますが、このインターフェイスではプリエンプションは実行されないの

で、このデバイスでプリエンプションを有効にする必要はありません。
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ユーザ 1000 とユーザ 2000 の両方がプリエンプション トーンを受信します。どちらのデバイスも

再利用のためのプリエンプション処理はされず、これらのインターフェイスではプリエンプション

は実行されないので、これらのデバイスでプリエンプションを有効にする必要はありません。

この例では、ほとんどすべてのイベントが即時に発生します。共通ネットワーク ファシリティ プリエ

ンプションを実行するために、ユーザが電話を切る必要はありません。

例 2
図 34-8 に、リトライ タイマー Trr のある共通ネットワーク ファシリティ プリエンプションの例を示し

ます。リトライ タイマー Trr は、あるチャネルでプリエンプションが成功しなかった場合に別のチャネ

ルでプリエンプションを再試行するメカニズムを提供します。このタイマーは、TDM トランクだけに

適用されます。

図 34-8 リトライ タイマー Trr のある共通ネットワーク ファシリティ プリエンプション

このリトライ タイマー Trr のある共通ネットワーク ファシリティ プリエンプションの例では、次の一

連のイベントが発生します。

1. 優先順位がフラッシュ オーバーライドの着信コールが PRI トランク デバイスに到着します。

着信コールによってチャネル 3 のプリエンプションが起動しますが、リトライ タイマー Trr で指定

された時間内に応答がありません。

2. リトライ タイマー Trr が時間切れになります。

チャネル 3 でプリエンプションが実行されます。

3. このプリエンプションによって応答が行われ、チャネル 1 で優先コールが発信されます。

ロケーションベースのプリエンプション

次の例では、ロケーションベースのプリエンプションについて説明します。

例 1
次の例では、別のデバイスで新しいコールとロケーション優先コールが実行されます。この種類のロ

ケーションベースのプリエンプションの例については、図 34-9 を参照してください。
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図 34-9 別のデバイスにおけるロケーションベースのプリエンプション

この例では、ロケーションベースのプリエンプションのシナリオについて説明します。この例には、3 種
類のロケーションが存在します。

 • リモート ロケーション 0（RL0）には電話機 A があり、160K の帯域幅が使用可能

 • リモート ロケーション 1（RL1）には電話機 B と電話機 C があり、80K の帯域幅が使用可能

 • リモート ロケーション 2（RL2）には電話機 D があり、240K の帯域幅が使用可能

次の一連のイベントが順に発生します。

1. A はプライオリティ優先レベルで B へのコールを行い、このコールがアクティブになります。使

用可能な帯域幅として、RL0 では 80K、RL1 では 0K、RL2 では 240K が指定されています。

2. D は、即時優先レベルで C にコールします。RL1 の帯域幅が足りず、D のコールの優先順位が高

いため、D のコールは A と B の間のコールを差し替えます。

3. D と C の間のコールが実行されます。使用可能な帯域幅として、RL0 では 160K、RL1 では 0K、

RL2 では 160K が指定されています。
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例 2
次の例では、同一のデバイスで新しいコールとロケーション優先コールが実行されます。この種類のロ

ケーションベースのプリエンプションの例については、図 34-10 を参照してください。

図 34-10 同一デバイスでのロケーションベースのプリエンプション

この例では、ロケーションベースのプリエンプションのシナリオについて説明します。この例には、3 種
類のロケーションが存在します。

 • リモート ロケーション 0（RL0）には電話機 A があり、160K の帯域幅が使用可能

 • リモート ロケーション 1（RL1）には電話機 B があり、80K の帯域幅が使用可能

 • リモート ロケーション 2（RL2）には電話機 D があり、240K の帯域幅が使用可能

次の一連のイベントが順に発生します。

1. A はプライオリティ優先レベルで B へのコールを行い、このコールがアクティブになります。使

用可能な帯域幅として、RL0 では 80K、RL1 では 0K、RL2 では 240K が指定されています。

2. D は、即時優先レベルで B にコールします。RL1 の帯域幅が足りず、D のコールの優先順位が高

いため、D のコールは A と B の間のコールを差し替えます。

3. B はまずプリエンプション トーンを受信して、次に [終了 ] ソフトキーが表示されます。

4. B は、[終了 ] ソフトキーを押し、電話を切るか、タイムアウトするまで待ちます。D から B への

コールは B に送信されます。D から B へのコールを実行すると、使用可能な帯域幅は、RL0 では 
160K、RL1 では 0K、RL2 では 160K です。

MLPP アナウンス

MLPP 優先コールの試行が失敗したユーザは、優先コールがブロックされた理由を説明する各種のア

ナウンスを受信します。

次の各項では、特定の MLPP アナウンスについて説明します。

 • 「Unauthorized Precedence Announcement」（P.34-22）

 • 「Blocked Precedence Announcement」（P.34-23）
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 • 「Busy Station Not Equipped for Preemption」（P.34-24）

 • 「クラスタ間トランクを超えたアナウンス」（P.34-24）

MLPP アナウンスについては、『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「アナン

シエータ」の章にある「サポートされているトーンおよびアナウンス」を参照してください。

Unauthorized Precedence Announcement を生成する Precedence Level Exceeded の条件の設定の詳細

については、『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「ルート 
パターンの設定」および「トランスレーション パターンの設定」を参照してください。

追加情報

「関連項目」（P.34-43）を参照してください。

Unauthorized Precedence Announcement

ユーザは、自分の回線に許可された最高の優先レベルよりも高い優先レベルのコールをかけようとする

と、Unauthorized Precedence Announcement を受信します。ユーザは、自分に権限のない発信パター

ンを使用して優先コールをダイヤルしたときに、Unauthorized Precedence Announcement を受信しま

す。

Cisco Unified Communications Manager は、パターンと一致してコールをブロックする理由が示され

たコールの試行をブロックするように特定のパターンまたはパーティションが設定されている場合だ

け、Precedence Level Exceeded の条件を認識します。

許可された発信パターンを割り当てるには、Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [ルー

トパターンの設定 (Route Pattern Configuration)] ウィンドウまたは [ハントパイロットの設定 (Hunt Pilot 
Configuration)] ウィンドウと [トランスレーションパターンの設定 (Translation Pattern Configuration)] ウィ

ンドウを使用します。MLPP Precedence Level Exceeded の条件を設定するには、Cisco Unified 
Communications Manager の管理ページで、[ルートパターンの設定 (Route Pattern Configuration)] ウィン

ドウまたは [ハントパイロットの設定 (Hunt Pilot Configuration)] ウィンドウと [トランスレーションパター

ンの設定 (Translation Pattern Configuration)] ウィンドウの [ルートオプション (Route Option)] フィールド

を使用して [このパターンをブロック (Block this pattern)] オプションを選択します。ドロップダウン リス

ト ボックスで、[Precedence Level Exceeded] を選択します。詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「ルート パターンの設定」および「トラン

スレーション パターンの設定」を参照してください。
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例

図 34-11 に、Unauthorized Precedence Announcement を受信するユーザの例を示します。

図 34-11 Unauthorized Precedence Announcement の例

この例では、ユーザ 1002 が優先コールを開始するために 90 をダイヤルします。9 は優先順位アクセス

番号を示し、0 はユーザが使おうとしている優先レベルを示します。このユーザはフラッシュ オーバー

ライド優先コール（優先レベル 0 のコール）を許可されていないので、ユーザは Unauthorized 
Precedence Announcement を受信します。

Blocked Precedence Announcement

優先コールの宛先がオフフックである場合や、宛先が同等かそれ以上の優先順位の優先コールで通話中

で、コール待機機能も自動転送機能もなく、Alternate Party Diversion（APD）の発信先も指定されて

いない場合、あるいは共通ネットワーク リソースがない場合、ユーザは Blocked Precedence 
Announcement を受信します。

例

図 34-12 に、Blocked Precedence Announcement の例を示します。

図 34-12 Blocked Precedence Announcement の例

IP
90

1002

14
18

40

90-1001

1000 1001

IP IP

99
71

0



 

34-24
Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド

第 34 章      Multilevel Precedence and Preemption           
    MLPP の概要

この例では、ユーザ 1000 が 90-1001 をダイヤルしてユーザ 1001 に優先コールをかけます。ユーザ 
1001 は、オフフックまたは同等以上の優先レベルの優先コールで通話中であり、コール待機機能も自

動転送機能もなく、Alternate Party Diversion の発信先も指定されていないため、ユーザ 1000 は 
Blocked Precedence Announcement を受信します。

Busy Station Not Equipped for Preemption

ユーザは、ダイヤルした番号がプリエンプション対応ではない場合に、このアナウンスを受信します。

つまり、ダイヤルした番号が通話中で、コール待機機能や自動転送機能がなく、Alternate Party 
Diversion の発信先も指定されていない場合です。

クラスタ間トランクを超えたアナウンス

図 34-13 に、クラスタ間トランクを超えて配信される MLPP アナウンスのインスタンスを示します。

図 34-13 クラスタ間トランクを超えた MLPP アナウンスの例

この例では、クラスタ間トランクが接続する 2 つのクラスタ上に電話機 1000 と 2000 が存在します。

ユーザ 2000 には、コール待機や自動転送などの機能は設定されていません。

次の一連のイベントが順に発生します。

1. ユーザ 2000 は、電話機をオフフックしてダイヤルを開始します （ユーザ 2000 のステータスは発

信側ビジーとプリエンプション非対応が指定されています）。

2. ユーザ 1000 はクラスタ間トランク経由でユーザ 2000 に優先コールをダイヤルします。ユーザ 
2000 は通話中であり、プリエンプション対応ではないため、コールは拒否されます。

3. ユーザ 1000 が優先コールを発信したため、コールは優先処理を受信し、リモート クラスタ上のア

ナウンス サーバは適切な Blocked Precedence Announcement（BPA）をスイッチ名とクラスタの

ロケーションとともにユーザ 1000 に送信します。
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優先順位パターン用の MLPP 番号計画アクセス制御

MLPP は、ユーザに対して定義されたコーリング サーチ スペースとパーティションを使用して MLPP 
コールを認証および検証し、優先順位パターンにアクセス制御を提供します。

ユーザの最高優先順位は、ユーザ設定時に設定されます。MLPP 機能を備えたすべてのステーション 
デバイスが、MLPP 対応または MLPP 非対応として設定されます。ユーザ プロファイルが適用される

デバイスは、そのデバイスから開始される優先コールに関して、そのユーザの優先レベルを継承しま

す。デフォルト ユーザが割り当てられたデバイスは、デフォルト ユーザの標準優先レベルを継承しま

す。

発信側に関連付けられたコーリング サーチ スペース（CSS）の設定によって、ユーザが優先パターン

をダイヤル（優先コールを発信）できるかどうかが制御されます。Cisco Unified Communications 
Manager には、許可される最高の優先順位値を明示的に示す設定はありません。

次の例に、第 3 のユーザにプライオリティ レベルの優先コールをかけようとする 2 人のユーザについ

て、優先コールへのアクセスの違いを示します。

例

図 34-14 に、優先順位パターン用の MLPP 番号計画アクセス制御の例を示します。

図 34-14 優先順位パターン用の MLPP 番号計画アクセス制御の例
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次の表で、この例の 3 人のユーザを定義します。

この例では、パーティションとコーリング サーチ スペースを使用して優先コールへのアクセスを制御

する方法を示します。

Private 3000 が優先順位パターン 93 をダイヤルして優先コールをかけると、次のイベントが発生します。

 • コール処理は、Private 3000 のコーリング サーチ スペースを検索し、Routine CSS を検出します。

 • Private 3000 の Routine CSS 内で、コール処理は Block Priority パーティションを検出します。

 • Block Priority パーティションで、コール処理はパターン 93 を検出し、トランスレーション パ
ターン 93 に移動します。

 • トランスレーション パターン 93 は、優先コールがこのユーザ（DN）に対してブロックされるこ

とを決定し、コール処理は Unauthorized Precedence Announcement（UPA）を発行します。

Major 2000 が番号 931000 をダイヤルして優先コールをかけると、次のイベントが発生します。

 • コール処理は、Major 2000 のコーリング サーチ スペースを検索し、Priority CSS を検出します。

 • Major 2000 の Priority CSS 内で、コール処理は Priority パーティションを検出します。

 • Priority パーティションで、コール処理はパターン 93.XXXX を検出し、トランスレーション パ
ターン 93.XXXX に移動します。

 • トランスレーション パターン 93.XXXX は、優先コールがこのユーザ（DN）に対して許可される

ことを決定します。したがって、コール処理は、ユーザ General 1000 へのプライオリティ レベル

の優先コールを実行します。

MLPP トランク選択

MLPP トランク選択では、ルート リストとルート グループを使用して使用可能なトランクのハントが

実行されます。Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、単一のダイヤル パターン

を介して複数のゲートウェイにコールをルーティングし、使用可能なチャネルを検索するようにルート 
リストおよび関連するルート グループを設定することができます。ルート リストには、ルート リスト

がコールをルーティングできる多数のトランク リソースがありますが、個々のリソースは多数のゲー

トウェイに分散している場合があります。

ゲートウェイの集合（つまり、ルート リストとルート グループの設定）で使用可能なトランク リソー

スを特定できない場合、Cisco Unified Communications Manager は、集合内で優先レベルの低い共有

リソースのプリエンプションの開始を試みます。ルート リストとルート グループの設定でプリエンプ

ション対応のチャネルをさらに検索する方法は 2 つあります。

ユーザ 電話番号（DN）

パーティショ

ン コーリング サーチ スペース（CSS）

General 1000 ルーチン フラッシュ オーバーライド

Major 2000 ルーチン 優先順位

Private 3000 ルーチン ルーチン
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方法 1
ルート リストおよび単一のルート グループを設定します。ルート グループにトランク インターフェイ

ス（ゲートウェイ）を追加し、Direct Route ゲートウェイをルート グループ内の最初のゲートウェイ

として位置決めします。ルート グループをルート リストに関連付け、Top Down 分散アルゴリズムを

選択します。この設定を使用して、システムはまずルート グループ内のすべてのゲートウェイでアイ

ドル状態のチャネルを検索します。ルート グループ内のどのゲートウェイにもアイドル状態のチャネ

ルがない場合は、次のように、ルート グループ内の最初のゲートウェイ（つまり、Direct Route ゲー

トウェイ）で優先的なトランク選択が開始されます。

 • コール処理は、分散アルゴリズムに基づいて集合から現在のルートを選択し、ゲートウェイ デバ

イスがプリエンプションを開始できるかどうかを判別するために、このゲートウェイ デバイスへ

コールを発信します。

 • 現在のゲートウェイ デバイスが優先コール要求を拒否した場合（つまり、ゲートウェイ デバイス

がプリエンプションを開始できない場合）、コール処理は集合内の次のゲートウェイを現在のルー

トとして選択し、ゲートウェイ デバイスがプリエンプションを開始するか、ルート リストとルー

ト グループの集合内のすべてのゲートウェイ デバイスが検索されるまで、この手順を続行します。

方法 2
使用可能なルート（トランク インターフェイス）ごとに、ルート リストおよび個別のルート グループ

を設定します。1 つのルート グループを Direct ルート グループとして指定し、残りのルート グループ

を Alternate ルート グループとして指定します。Direct Route トランク インターフェイス（ゲートウェ

イ）を Direct ルート グループの唯一のメンバとして追加します。Alternate Route ゲートウェイを個々

の Alternate ルート グループに追加します。ルート グループをルート リストに関連付け、Direct ルー

ト グループをルート リスト内の最初のルート グループとして設定し、ルート グループの関連付けごと

に Top Down 分散アルゴリズムを選択します。

この設定を使用して、まず Direct ルート グループ内の Direct ゲートウェイでアイドル状態のチャネル

が検索されます。Direct ゲートウェイ内にアイドル状態のチャネルがない場合、システムは次のよう

に、この Direct ゲートウェイに対して優先的なトランク選択を開始します。

 • コール処理は、Direct ルートを選択し、このゲートウェイ デバイスにコールを発信して、ゲート

ウェイ デバイスがプリエンプションを開始できるかどうかを判別します。

 • Direct ゲートウェイ デバイスが優先コール要求を拒否した場合（つまり、ゲートウェイ デバイス

がプリエンプションを開始できない場合）は、ルート リスト内の次のルート グループが現在の

ルートとして選択されます。現在のゲートウェイでアイドル状態のチャネルが見つかるか、現在の

ゲートウェイ デバイスがプリエンプションを開始するか、ルート リストとルート グループの集合

内のすべてのゲートウェイ デバイスが検索されるまで、この手順が続行されます。

例

次の例は、フラッシュ レベルの着信優先コールが使用可能なトランク デバイスを探している場合に、

使用可能なトランク デバイスを検索する 2 つの方法を示しています。



 

34-28
Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド

第 34 章      Multilevel Precedence and Preemption           
    MLPP の概要

図 34-15 に、ルート リストとルート グループを使用して使用可能なトランク デバイスをハントする 
MLPP トランク選択の例を示します。

図 34-15 MLPP トランク選択（ハント）の例

方法 1 では、次の一連のイベントが発生します。

1. フラッシュ レベルの着信優先コールがルート リスト RL に到達します。これには、ルート グルー

プ RG1 だけが含まれています。

2. ルート グループ RG1 には 3 つのトランク デバイスが含まれています。

RG1 内の 3 つのトランク デバイスのうち、トランク デバイス 1 とトランク デバイス 2 は通話中な

ので、システムは使用可能なトランク デバイス 3 にコールを発信します。

方法 2 では、次の一連のイベントが発生します。

1. フラッシュ レベルの着信優先コールがルート リスト RL に到達し、まずルート グループ RG1 へ移

動します。ここで、コールはトランク デバイス 1 へ送信されますが、トランク デバイス 1 は通話

中です。

トランク デバイス 1 の場合、このデバイスを使用しているコールを差し替えるには、フラッシュ

よりも優先順位の高いコールである必要があります。

2. コールはルート リスト RL 内で次のルート グループを探し、ルート グループ RG2 を検出します。

ルート グループ RG2 にはトランク デバイス 2 が含まれています。これも通話中ですが、プライオ

リティよりも優先レベルの高い優先コールであれば、トランク デバイス 2 でプリエンプションを

実行できます。

このコールの方が優先順位が高いので、トランク デバイス 2 の既存のコールが差し替えられます。

RL
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RG2
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MLPP 階層設定

デバイスの MLPP 設定は次の階層に従っています。

 • デバイスの [MLPP表示 (MLPP Indication)] が [オフ (Off)] に設定されている場合、デバイスは 
MLPP コールのインジケータを送信できません。デバイスの [MLPPプリエンプション (MLPP 
Preemption)] が [無効 (Disabled)] に設定されている場合、デバイスはコールを差し替えることが

できません。これらの設定は、デバイスの共通デバイス設定項目を上書きします。

 • デバイスの [MLPP表示 (MLPP Indication)] が [オン (On)] に設定されている場合、デバイスは 
MLPP コールのインジケータを送信できます。デバイスの [MLPPプリエンプション (MLPP 
Preemption)] が [強制 (Forceful)] に設定されている場合、デバイスはコールを差し替えることがで

きます。これらの設定は、デバイスの共通デバイス設定項目を上書きします。

 • デバイスの [MLPP表示 (MLPP Indication)] が [デフォルト (Default)] に設定されている場合、デ

バイスはそのデバイスの共通デバイス設定から、MLPP コールのインジケータの送信の設定を継承

します。デバイスの [MLPPプリエンプション (MLPP Preemption)] が [デフォルト (Default)] に設

定されている場合、デバイスは共通デバイス設定から、コールの差し替えの設定を継承します。

共通デバイス設定の MLPP 設定は次の階層に従っています。

 • 共通デバイス設定の [MLPP表示 (MLPP Indication)] が [オフ (Off)] に設定されている場合、共通

デバイス設定内のデバイスは MLPP コールのインジケータを送信できません。共通デバイス設定

の [MLPPプリエンプション (MLPP Preemption)] が [無効 (Disabled)] に設定されている場合、共

通デバイス設定内のデバイスはコールを差し替えることができません。これらの設定は、MLPP エ
ンタープライズ パラメータ設定を上書きします。

 • 共通デバイス設定の [MLPP表示 (MLPP Indication)] が [オン (On)] に設定されている場合、共通

デバイス設定内のデバイスは MLPP コールのインジケータを送信できます。共通デバイス設定の 
[MLPPプリエンプション (MLPP Preemption)] が [強制 (Forceful)] に設定されている場合、共通デ

バイス設定内のデバイスはコールを差し替えることができます。これらの設定は、MLPP エンター

プライズ パラメータ設定を上書きします。

 • 共通デバイス設定の [MLPP表示 (MLPP Indication)] が [デフォルト (Default)] に設定されている

場合、デバイスは MLPP Indication Status エンタープライズ パラメータから、MLPP コールのイ

ンジケータの送信の設定を継承します。共通デバイス設定の [MLPPプリエンプション (MLPP 
Preemption)] が [デフォルト (Default)] に設定されている場合、共通デバイス設定は MLPP 
Preemption Setting エンタープライズ パラメータから、コールの差し替えの設定を継承します。

MLPP Indication Status エンタープライズ パラメータは、エンタープライズ内の共通デバイス設定およ

び共通デバイス設定のインジケータ ステータスを定義しますが、共通デバイス設定および個々のデバ

イスのデフォルト以外の設定でその値を上書きできます。このエンタープライズ パラメータのデフォ

ルト値は、[MLPP Indication turned off] です。

MLPP Preemption Setting エンタープライズ パラメータは、エンタープライズ内のデバイスおよび共通

デバイス設定のプリエンプション機能を定義しますが、共通デバイス設定および個々のデバイスのデ

フォルト以外の設定でその値を上書きできます。このエンタープライズ パラメータのデフォルト値は、

[No preemption allowed] です。

MLPP Domain Identifier エンタープライズ パラメータは、MLPP ドメインを指定します。MLPP サー

ビスはドメインだけに適用されます。つまり、特定のドメインに属す加入者と、ネットワークおよびア

クセス リソースだけに適用されます。MLPP 加入者からのコールに属す接続とリソースには、優先レ

ベルと MLPP ドメイン識別子のマークが付けられます。同じドメイン内の MLPP ユーザからの優先順

位の高いコールだけが、同じドメイン内の優先順位の低いコールを差し替えることができます。
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サービス パラメータの特別なトレース設定

MLPP は、トレース用のサービス パラメータを発行します。

詳細については、『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』を参照してください。

優先コール用の CDR の録音

MLPP 優先コールは、Call Detail Records（CDR; 呼詳細レコード）を生成します。CDR は、優先コー

ルの優先レベルを示します。

通常は、同じ優先レベルのコール レッグが適用されます。転送コールや会議コールでは優先レベルが

異なる場合があるので、Cisco Unified Communications Manager CDR はコールの各レッグの優先レベ

ルを示します。

Cisco Unified Communications Manager CDR は、差し替えられたコールの切断のプリエンプション値

を記録します。

詳細については、『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』を参照してください。

回線機能のインタラクション

MLPP は、次の各項で説明しているように、回線機能と通信します。

 • 「自動転送」（P.34-30）

 • 「コール転送」（P.34-31）

 • 「シェアドライン」（P.34-31）

 • 「コール待機」（P.34-31）

自動転送

MLPP は、次のリストで説明しているように、自動転送機能と通信します。

 • コールの話中転送

 – オプションで、任意の MLPP 対応ステーションに対して事前設定の Precedence Alternate 
Party ターゲットを設定できます。

 – Cisco Unified Communications Manager は、コールに Precedence Alternate Party Diversion 手
順を適用する前に、通常の方法で優先コールを転送する話中転送機能を適用します。

 – 着信優先コールの優先順位が既存のコールの優先順位と同じかそれより低い場合、コール処理

は通常の自動転送機能を呼び出します。

 – 優先コールの宛先ステーションがプリエンプション対応ではない場合（つまり、MLPP が設定

されていない場合）、コール処理は自動転送機能を呼び出します。

 – システムは、転送された複数のコール間でのコールの優先順位を保存します。

 – 着信優先コールの優先順位が既存のコールの優先順位より高い場合は、プリエンプションが実

行されます。優先コールが送信されたステーションの電話が切られるまで、アクティブなコー

ルによって差し替えられるコールの両方のユーザに、連続的なプリエンプション トーンが再

生されます。電話を切ると、優先コールが送信されたステーションに優先順位呼び出し音が再

生されます。宛先ステーションは、オフフックになると、優先コールに接続されます。
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 • コールの無応答時転送

 – コールの優先レベルがプライオリティ以上である場合、コール処理は、自動転送プロセスで

コールの優先レベルを保存し、転送先のユーザの差し替えを試みます。

 – 優先コールの宛先に対して Alternate Party が設定されている場合、コール処理は、Precedence 
Call Alternate Party タイムアウトの期限が切れた後に、優先コールを代替パーティに転送しま

す。

優先コールの宛先に対して Alternate Party が設定されていない場合、コール処理は、優先コー

ルを Call Forward No Answer（CFNA; 無応答時転送）設定に転送します。

 – 優先コールは通常、ボイスメール システムではなくユーザにルーティングされます。管理者

は、優先コールがボイスメール システムに転送されるのを避けるため、Use Standard VM 
Handling For Precedence Calls エンタープライズ パラメータを設定します。詳細については、

「MLPP のエンタープライズ パラメータの設定」（P.34-42）を参照してください。

コール転送

MLPP は、コール転送機能と通信します。ブラインド転送と打診転送の場合は、コンサルト コールも

含め、転送されるコールの各接続が、コールが確立されたときに接続に割り当てられた優先順位を維持

します。

シェアドライン

MLPP は、シェアドラインと通信します。保留中のコールがあるシェアドライン アピアランスは、同

じ電話番号（DN）を持つ別の端末への優先順位の高いコールを確立するため、差し替えられる可能性

があります。この場合、保留中の元のコールは切断されず、優先コールが接続されます。優先コールが

終了すると、ユーザは保留中の元のコールを取得できます。

コール待機

MLPP は、次のリストで説明しているように、コール待機機能と通信します。

 • ネットワーク リソースの不足のためコール待機ステータスと MLPP 優先コールの間に競合が発生

した場合、コールは差し替えられます。

 • コール待機が設定された宛先ステーションに優先コールが発信されると、次のイベントが発生します。

 – 要求された優先順位が既存のコールの優先順位よりも高い場合、既存のコールは差し替えられ

ます。宛先ユーザがプリエンプション対応ではない場合、コール処理は、通常のコール待機機

能とアラートを呼び出します。優先コールの優先レベルがプライオリティ以上である場合、宛

先ユーザは優先コール待機トーンとケイデンスを受信します。

 – 要求された優先レベルが既存のコールの優先順位と同じである場合、コール処理は、通常の

コール待機機能を呼び出します。優先コールの優先順位が標準である場合、コール処理は、標

準コール待機トーンで宛先に警告します。優先コールの優先順位がプライオリティ以上である

場合、コール処理は、優先コール待機トーンで宛先に警告します。

 – 要求された優先レベルが既存のコールの優先順位より低い場合、コール処理は、通常のコール

待機機能を呼び出します。優先コールの優先順位が標準である場合、コール処理は、標準コー

ル待機トーンで宛先に警告します。優先コールの優先順位がプライオリティ以上である場合、

コール処理は、優先コール待機トーンで宛先に警告します。

 – デバイスに複数の表示がある場合、宛先ユーザは、優先順位の低いコールを保留にし、優先順

位の高いコールに受信応答することができます。優先順位の高いコールが終了すると、宛先

ユーザは、保留にした優先順位の低いコールを再開できます。
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コール保存

Cisco Unified Communications Manager コール保存機能によって保存される MGCP トランク コールま

たは接続は、コール保存機能が呼び出された後、優先レベルと MLPP ドメインを保存します。デバイ

スが Cisco Unified Communications Manager に登録された後、システムは、保存されたコールを 
Cisco Unified Communications Manager システムのデバイス層だけに保存します。そのため、保存さ

れたコールは 2 つの半々のコールとして扱われます。これらのデバイスでプリエンプションが実行され

た場合、一方のレッグだけが他方のレッグへのプリエンプション プロトコルに従うことができます。

システムは、RTP ポートのクローズによってしかコールの終了を検知できません。

自動代替ルーティング

AAR の拡張機能である Automated Alternate Routing (AAR) for Insufficient Bandwidth 機能は、ロ

ケーションの帯域幅が不十分で Cisco Unified Communications Manager がコールをブロックした場合

に、代替番号を使用し、Public Switched Telephone Network（PSTN）またはその他のネットワークを

介してコールを再ルーティングするため、自動的にフォールバックするメカニズムを提供します。この

機能を使用すると、発信者は電話を切ったり着信側に再びダイヤルしたりする必要がなくなります。

優先コールの試みが AAR サービスの起動条件と一致した場合、優先コールは AAR 設定の指定に従い、

PSTN またはその他のネットワークを介して再ルーティングされます。Cisco Unified Communications 
Manager は、コールがルーティングされたネットワーク インターフェイスの MLPP 表示対応および 
MLPP プリエンプション対応の設定に基づいて、コールが最初から PSTN またはその他のネットワー

クを介してルーティングされた場合と同じように、コールの優先順位を処理します。

自動代替ルーティングの設定の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager アドミニス
トレーション ガイド』の「自動代替ルーティングのグループ設定」を参照してください。

MGCP と PRI プロトコル

MLPP は、Cisco Unified Communications Manager が MGCP プロトコルを使用して制御し、MLPP プ
リエンプション対応として設定されたターゲット Voice over IP ゲートウェイ上の T1-CAS および 
T1-PRI（北米）インターフェイスに対してだけ、共通ネットワーク ファシリティ プリエンプションを

サポートします。

セキュアなエンドポイントとセキュアな通信

従来の Department of Defense（DOD; 米国国防総省）の TDM ネットワークでは、従来のアナログ 
STU（secure telephone units）と BRI STE（secure telephone equipment）をセキュアなエンドポイン

トとして使用しています。これらはセキュアな通信には重要です。新たに開発された IP STE でも、従

来の設備の必要性を削減するためのサポートが必要です。Cisco Unified Communications Manager は、

これらのデバイスの Skinny Client Control Protocol をサポートしています。モデム リレーは、V.150 
プロトコルを使用しており、セキュアな通信を提供しています。
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MLPP 優先順位と DSCP 値のマッピング

Cisco Unified Communications Manager は、IP ネットワーク内のコールに優先順位を付けるために、

MLPP 優先レベルを IP ヘッダーの ToS フィールドの DSCP 値にマッピングします。次の優先レベルを 
DSCP 値にマッピングできます。

 • エクゼクティブ オーバーライド

 • フラッシュ オーバーライド

 • フラッシュ

 • 即時

 • 優先順位

ネットワーク内のすべての Cisco Unified Communications Manager クラスタで同一になるように、

MLPP 優先レベルを DSCP 値にマッピングする必要があります。

MLPP 優先レベルを DSCP 値にマッピングするには、サービス パラメータの [Clusterwide Parameters 
(System-QoS)] セクションで各優先レベルにマッピングする DSCP 値を選択します。[保存 (Save)] ボ
タンをクリックして、変更を保存します。

MLPP 補足サービス
Cisco Unified Communications Manager の管理機能は、次の MLPP 補足サービスとエンティティのサ

ポートを提供しています。

 • 「複数ライン アピアランスに対する MLPP サポート」（P.34-33）

 • 「自動転送」（P.34-34）

 • 「三者通話」（P.34-35）

 • 「コール転送」（P.34-35）

 • 「コール ピックアップ」（P.34-36）

 • 「ハント パイロットとハント リスト」（P.34-36）

 • 「SCCP ゲートウェイ エンドポイントに対する補足サービス サポート」（P.34-37）

次のサブセクションでは、各 MLPP 補足サービスについて説明します。補足サービスごとに、サービ

スの説明、設定情報、推奨事項、およびトラブルシューティング情報を説明します。

複数ライン アピアランスに対する MLPP サポート

コール アピアランスが使用中ではなく、ビジー トリガーが超過していない場合、着信優先コールが表

示されます。これによって、アクティブな回線が優先コール待機トーンを受信し、エンドポイント 
ディスプレイに適切な優先バブルが表示されます。着信コールによって、優先順位呼び出しトーンは再

生されません。代わりに、アクティブ アピアランスで優先コール待機トーンが再生されます。

コール アピアランスが使用中で、呼び出されたエンドポイントに自動転送が設定されていない場合、

エンドポイントでは、優先順位の高い着信コールによって、低いアクティブ レベルまたは非アクティ

ブのコール アピアランスが差し替えられます。優先順位が同じ場合は、アクティブ アピアランスが差

し替えられます。
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非アクティブ（保留中の）アピアランスが差し替えられる場合、着信コールはエンドポイント ディス

プレイに適切な優先バブルを表示し、アクティブ コール アピアランスに優先コール待機トーンが表示

されます。差し替えられた他のユーザ（保留中のコールの相手側）は、コール プリエンプション トー

ンを受信します。

アクティブ コール アピアランスが差し替えられる場合、通常のコール プリエンプションが実行されま

す（プリエンプション トーンがアクティブ アピアランスおよびもう一方のアクティブ回線に表示され

ます）。既存の非アクティブ（保留中の）コール アピアランスは影響されないので、いつでも受け取る

ことができます。

設定

複数ライン アピアランスに対する MLPP サポートを正常に機能させるためには、次の設定が推奨され

ます。

 • 必須ではありませんが、推奨される IP Phone の設定は、最大コール数が 4 で、ビジー トリガー数

が 2 です。

 • MLPP 補足サービスとのインタラクションでは、複数のパーティションを使用して、同じ DN を同

じステーションに 2 回割り当てることはできません。

 • 複数のアラート コールが着信したときに、最も優先順位の高いコールに応答できないので、すべ

ての IP Phone の [自動回線選択 ] オプションを無効にします。

トラブルシューティング

詳細なトレースが設定された CCM トレース ログを使用すると、whatToDo タグを検索することで、着

信コールにプリエンプション条件がどのように適用されたかを知ることができます。

自動転送

米国国防総省（DoD）は、携帯電話などのオフネット エンドポイントに優先コールが自動転送される

ことを禁止しています。さらに、自動転送されたコールは複数の転送ホップで元の優先順位を維持する

必要があります。

Call Forward All（CFA; 不在転送）シナリオでは、優先コールは、元の着信側の MLPP Alternate Party
（MAP）ターゲットにただちにルーティングされます。CFA ターゲットは、MLPP コールでは使用さ

れません。

話中転送（CFB）シナリオでは、優先コールは、「制限事項」（P.34-39）に記述されたホップ数の制限

値に従い、着信側エンドポイントのオープン アピアランスの状態で、設定された CFB の宛先に転送さ

れます。

無応答時転送（CFNA）シナリオでは、コール処理が元の着信側の CFNA ターゲットに単一の転送

ホップを試みます。応答なしタイマーの期限が切れる前にエンドポイントが応答しないと、コールが元

の着信側の MAP ターゲットに送信されます。

設定

DoD の MLPP 操作では、すべての MLPP エンドポイントに MLPP Alternate Party（MAP）ターゲッ

トの電話番号が設定されている必要があります。MAP は通常、アテンダントの番号を指定し、転送さ

れた MLPP コールの最後の宛先として使用されます。

MAP が必要なときに既定の設定にエンドポイントが従っていない場合、MLPP コール発信者にリオー

ダー音が聞こえます。これは、着信側の設定に必要な MAP 設定が含まれていないことを示します。こ

の音が再生されるのは、他の転送オプションが使用不可であるか、設定されていない場合に、コールが

アテンダントに転送されたときだけです。
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例

次に、自動転送の例について説明します。まず、CFNA タイマーが 5 秒に設定された MLPP コールの

呼び出し音が鳴ります（フラッシュ オーバーライド優先レベルで 3001 が 3003 にコールします）。タイ

マーの期限が切れると、コールは元の着信側の CFNA ターゲット（3004）にリダイレクトされます。

このプロセス中、コールは優先レベル 1（フラッシュ オーバーライド）を維持します。

三者通話

Cisco Unified Communications Manager では、三者通話について次の要件が規定されています。

 • 三者通話の各接続では、元の優先レベルを維持する必要がある。

 • 三者通話の分割操作を実行する電話機は、異なる優先レベルが混在する場合、2 つのコールのうち

高い方の優先レベルを使用する。

Cisco Unified Communications Manager の MLPP には、会議ブリッジ リソースのプリエンプションも

含まれます。会議ブリッジが飽和状態になった場合、より高い優先順位の三者通話が新たに設定された

ときに、各ストリームが差し替えられます。

設定

Maximum Ad Hoc Conference サービス パラメータを 3 に設定することを推奨します。この設定は、ア

ドホック コールを 3 人の参加者に制限します。Cisco Unified Communications Manager は、アドホッ

ク会議機能を使用して、三者通話を実装しています。

Cisco Unified Communications Manager IP Voice Media Streaming アプリケーションを使用して、三者

通話を行います。IOS DSP ファームは MLPP のサポートに対応していないので、IOS DSP ファームを

使用して会議コールを行わないでください。

プリエンプションが行われるのは、1 つのブリッジだけです。

MLPP の三者通話は、Cisco Unified Communications Manager のリリース 4.2 に追加された会議

チェーン機能と相互運用しません。

例 1
この例では、A、B、および C 間の三者通話について説明します。A はプライオリティ 4 で B をコール

した後に、プライオリティ 2（フラッシュ）で C をコールして、会議を開始しています。会議はアク

ティブ状態で、3 人の参加者で進められています。A はフラッシュ優先レベル、B はプライオリティ優

先レベル、C はフラッシュ優先レベルです。C が電話を切ると、A と B が同時に通常のコールに参加

します。A を、フラッシュからプライオリティにダウングレードする必要があります。

例 2
この例では、会議コールが既存の会議コールを差し替えます。ブリッジを飽和状態にするために、会議

ブリッジの最大ストリーム値が 3 に設定されています。最初の三者通話は標準優先レベル（5）で A、

B、および C 間で確立されます。その後、電話機 D がユーザ E および F とともにフラッシュ優先レベ

ル（2）で三者通話を確立します。

コール転送

スイッチが同じ優先レベルを持つ 2 つのセグメント間でコール転送を開始する場合、セグメントは転送

時にその優先レベルを維持する必要があります。異なる優先レベルのコール セグメント間でコール転

送が行われた場合、転送を開始するスイッチは 2 つのセグメント間の高い方の優先レベルの接続にマー

クを付けます。
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Cisco Unified Communications Manager は、転送操作に関わるコール レッグの優先レベルをアップグ

レードすることで、この要件をサポートします。たとえば、ユーザ A がプライオリティ優先レベルで

ユーザ B をコールします。その後、ユーザ B は C への転送を開始して、ダイヤル時にフラッシュ優先

番号をダイヤルします。転送が完了すると、ユーザ A の優先レベルがプライオリティからフラッシュ

にアップグレードされます。

（注） 優先レベルのアップグレードは、クラスタ間トランク（ICT）または PRI トランクなどのトランク デ
バイスでは機能しません。

設定

MLPP 転送サービスに、設定要件はありません。この機能は MLPP が有効になったときに自動的に有

効になり、電話機は [転送 ] ソフトキーをサポートします。

コール ピックアップ

Cisco Unified Communications Manager は、次の要件を含む最高の優先レベルの条件をコール ピック

アップ アルゴリズムに追加します。

 • コール ピックアップ グループに無応答状態のユーザが複数存在し、それらの無応答状態のユーザ

が異なる優先レベルの場合、そのグループのコール ピックアップの試行では、最も優先順位の高

いコールが最初に取得されます。

 • 同じ優先レベルの複数のコールの呼び出し音が同時に鳴っている場合、そのグループのコール 
ピックアップの試行では、呼び出し時間の最も長いコールが最初に取得されます。

 • MLPP コールのグループ ピックアップ機能がサポートされています。操作の内容は、通常のコー

ル ピックアップ機能と同じになります。

 • MLPP コールでは、他グループ ピックアップはサポートされていません。

 • 複数のコールが電話番号 A を呼び出している場合、ダイレクト コールパーク機能を使用して電話

番号A からのコールに応答したユーザは、優先順位が最も高い着信コールに接続されます。これ

は、このユーザが電話番号A からのコールに応答するためにダイレクト コールパーク機能を使用

するような設定がなされたと判断したためです。

設定

MLPP 機能のコール ピックアップには設定上の特別な考慮事項はありません。一方、MLPP コールで

は他グループのピックアップはサポートされていません。

ハント パイロットとハント リスト

Cisco Unified Communications Manager には、ハント パイロット機能の以前の実装に対する変更内容

が追加されました。ハント パイロットとの MLPP のインタラクションが次のように変更されました。

 • ハント グループ内のすべての回線がビジーになるまで通常のハント アルゴリズム ロジックが実行

されます。

 • すべての回線がビジー状態の場合、最も低い優先コールがプリエンプションに選択されます。

 • プリエンプションが実行される場合、通常の回線グループの応答なしタイマーが続行します。この

タイマーの期限が切れると、ハント グループ内で次に低いレベルの優先コールがプリエンプショ

ンに選択されます。
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次のハント アルゴリズムに対して MLPP が実装されます。

 • 優先度順

 • 最長アイドル時間

 • ラウンドロビン

ブロードキャスト アルゴリズムが使用中の場合でも、プリエンプションは実行されます。シスコは、

ブロードキャスト アルゴリズムに対して明示的なサポートを提供しておりません。

Cisco Unified Communications Manager では、ハント グループで複数の回線グループの設定を行うこ

とができます。現在の実装では、ハント グループで 1 つの回線グループだけがサポートされています。

複数の回線グループが設定されている場合でもプリエンプションは実行されますが、ハント グループ

に複数の回線グループが設定されている場合には最も低い優先コールをプリエンプションに選択できま

せん。

設定

ハント パイロットとハント リストには、次の設定が必要になります。

 • ハント グループに 1 つのハント リストだけを設定します。プリエンプションは、リスト内の最初

のグループだけで実行されます。

 • すべてのハント グループ オプションを [次のメンバへ、ただし次のグループにはハントしない

(Try next member,but do not go to next group)] に設定します。これには、[応答なし (No Answer)]、
[話し中 (Busy)]、および [使用不可 (Not Available)] のオプションが含まれます。

 • ハント グループ アルゴリズムを優先度順、ラウンドロビン、または最長アイドル時間に設定しま

す。シスコは、ブロードキャスト アルゴリズムに対するサポートは提供しておりません。

 • ハント パイロットの [個人の初期設定を使用 (Use Personal Preferences)] チェックボックスをオフ

にします。

 • ハント パイロットの MLPP 優先度の設定に [デフォルト (Default)] を指定していることを確認しま

す。

 • ハント リスト内のすべてのステーションを 1 つの MLPP ドメインに設定します。

さらに、次の設定を行うことを強く推奨します。

 • Forward No Answer DN ハント パイロットを最後の DN に設定します。

 • Forward on Busy DN ハント パイロットを最後の DN に設定します。

SCCP ゲートウェイ エンドポイントに対する補足サービス サポート

これらの更新によって、SCCP ゲートウェイ エンドポイントに対する補足サービス サポートと SCCP 
ゲートウェイでの基本コールに対する MLPP サポートがまとめられます。

（注） この機能はアナログ電話機でだけサポートされています。

補足サービス サポートの更新によって、次の機能が組み込まれます。

 • コール保留：SCCP ゲートウェイ上の MLPP とのコール保留インタラクション中に、ユーザは次

の機能を利用できます。

 – プリエンプション（新しいコールの優先順位が保留中のコールおよびアクティブなコールの優

先順位よりも高い場合）
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（注） プリエンプションによって、保留中のコールとアクティブなコールの両方が差し替えられます。

 • 優先コール待機：SCCP ゲートウェイ上の MLPP とのコール待機インタラクション中に、ユーザ

は次の機能を利用できます。

 – ゲートウェイでの優先コール待機音のサポート

 – 単一のアクティブ コールの場合、優先コール待機を再生する代わりに優先順位の高い新しい

コールのプリエンプション

 – 優先コールを呼び出し中の電話機では、着信コールが優先順位の低い呼び出し中のコールを差

し替えます。

（注） ユーザがコール中にコール待機キャンセル機能の呼び出しを選択した場合、このことが優先コール待機

の設定よりも優先されるのは、そのコールだけとなります。コール待機キャンセル設定はこの設定を呼

び出した電話機にだけ適用され、発信先の電話機には影響を及ぼしません。 

コール待機キャンセル機能の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager アドミニスト
レーション ガイド』を参照してください。

 • Allow Call Waiting During an In-Progress Outbound Analog Call サービス パラメータ：Cisco 
Unified Communications Manager に追加された新しいパラメータです。このパラメータは、発信

コールにコール待機対応の SCCP ゲートウェイ アナログ電話機が使用されており、かつ、この電

話機がコール待機トーンを再生できない場合に、この電話機に着信コールを表示することが、

Cisco Unified Communications Manager によって許可されるかどうかを決定します。アナログ電

話機は、発信コールがアラートまたは接続の状態になるまでは、コール待機トーンを再生できない

場合があります。有効な値は、[True] または [False] です。

 – [True]：コール待機対応のアナログ電話機は、電話機のコール待機トーン再生機能に関係なく

着信コールを受け、標準のコール応答時間制限が適用されます。

 – [False]：Cisco Unified Communications Manager では、これをビジー トリガー コール制限に

達する通常のアナログ ライン アピアランスとして処理します。この処理には、転送アクショ

ン、トーン、またはトリガーに適用可能なその他の機能が含まれる場合があります。

（注） サービス パラメータの使用の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager アドミニスト
レーション ガイド』の「サーバ上のサービスに対するサービス パラメータの設定」を参照してくださ

い。

インタラクションおよび制限事項
次の項では、MLPP におけるインタラクションおよび制限事項について説明します。

 • 「インタラクション」（P.34-39）

 • 「制限事項」（P.34-39）
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インタラクション

MLPP は、次の Cisco Unified Communications Manager 機能と通信します。

 • Cisco エクステンション モビリティ：ユーザがエクステンション モビリティを使用してデバイス

にログインした場合、MLPP サービス ドメインはユーザ デバイス プロファイルとの関連付けを維

持します。エクステンション モビリティでは、[MLPP表示 (MLPP Indication)] 設定と [MLPPプ

リエンプション (MLPP Preemption)] 設定も適用されます。デバイスまたはデバイス プロファイル

が MLPP をサポートしていない場合、これらの設定は適用されません。

 • 即時転送：即時転送は、コールのタイプ（たとえば、優先コール）に関係なく、ボイスメール 
メールボックスへコールを転送します。Alternate Party Diversion（コールの優先順位）がアク

ティブになっている場合は、無応答時転送（CFNA）も非アクティブになります。

 • Cisco Unified Communications Manager Assistant（Unified CM Assistant）：MLPP は、次のよう

に Unified CM Assistant と通信します。

 – Cisco Unified Communications Manager Assistant は、MLPP 優先コールを処理する際、コー

ルの優先順位を保持します。

 – Cisco Unified Communications Manager Assistant は、他のすべてのコールと同じように 
MLPP 優先コールをフィルタリングします。コールの優先順位は、コールがフィルタリングさ

れるかどうかには影響を与えません。

 – Cisco Unified Communications Manager Assistant はコールの優先順位を登録しないので、

Assistant Console でコールの優先順位について追加のインジケータを送信することはありませ

ん。

 • Resource Reservation Protocol（RSVP）：RSVP は最初から MLPP をサポートしています。RSVP 
がアクティブな場合の MLPP の動作については、『Cisco Unified Communications Manager システ
ム ガイド』の「Resource Reservation Protocol」の章の「RSVP ベースの MLPP」に説明がありま

す。

 • 補足サービス：MLPP は、複数ライン アピアランス、コール転送、自動転送、三者通話、コール 
ピックアップ、およびハント パイロットと通信します。各サービスとのインタラクションについ

て説明している 「MLPP 補足サービス」（P.34-33）および後続の項を参照してください。

制限事項

MLPP には、次の制限事項があります。

 • 共通ネットワーク ファシリティ プリエンプションがサポートされるのは、Cisco Unified 
Communications Manager が MGCP プロトコルを使用して制御し、MLPP プリエンプション対応

として設定されたターゲット Voice over IP ゲートウェイ上の T1-CAS および T1-PRI（北米）イン

ターフェイスに対してだけです。

 • User Access Channel がサポートされるのは、次の Cisco Unified IP Phone モデルに対してだけで

す。これらは、MLPP プリエンプション対応として設定されている必要があります。

 – Cisco 796X シリーズ IP Phone

 – Cisco 794X シリーズ IP Phone

 • IOS ゲートウェイは、Cisco Unified Communications Manager への SCCP インターフェイスをサ

ポートします。したがって、Cisco Unified Communications Manager でサポート対象の電話機モ

デルとして表示される BRI とアナログ電話機をサポートします。
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 • トーンや呼び出し音など、MLPP 関連の通知を生成するのは MLPP 表示対応のデバイスだけです。

MLPP 表示対応ではないデバイスで優先コールが終了した場合、優先順位呼び出し音は再生されま

せん。MLPP 表示対応ではないデバイスから優先コールが発信された場合、優先順位呼び戻し音は

再生されません。差し替えられるコール（つまり、プリエンプションを開始したコールの相手側）

に MLPP 表示対応ではないデバイスが含まれている場合、そのデバイスにプリエンプション トー

ンは再生されません。

 • 電話機の場合、MLPP 表示対応ではないデバイス（つまり、[MLPP表示 (MLPP Indication)] が [オフ

(Off)] に設定されている）でプリエンプションは実行できません。

トランクの場合、MLPP 表示とプリエンプションは別々に機能します。

 • Cisco Unified Communications Manager は、Look Ahead for Busy（LFB）オプションをサポート

していません。

 • クラスタ間トランク MLPP は、ダイヤルされた数値によって優先順位情報を送達します。ドメイ

ン情報は保存されないため、着信コールのトランクごとに設定する必要があります。

 • 729 Annex A をサポートしています。

 • さまざまなロケーション帯域幅のプリエンプション制限があります。

 • DRSN の場合、CDR は値 0、1、2、3、および 4 の優先レベルを表しており、DSN で使用されて

いるように 0 はエクゼクティブ オーバーライドを示し、4 は標準を示します。このように CDR は 
DRSN フォーマットを使用していません。

 • ロケーション プリエンプションは、ビデオ コールには適用されません。Cisco Unified 
Communications Manager では、オーディオの帯域幅とビデオの帯域幅は、別々に追跡されます。

ビデオ コールは、プリエンプション処理されません。

 • MLPP 対応デバイスは回線グループではサポートされません。このため、シスコは次のガイドライ

ンを推奨しています。

 – 回線グループ内では MLPP 対応デバイスを設定しないでください。ただし、ルート グループ

はサポートしています。トランク選択とハンティングの両方の方法がサポートされています。

 – 回線グループまたはルート グループで MLPP 対応デバイスが設定されている場合、プリエン

プション イベント中にルート リストがデバイスにロックされていないと、差し替えられた

コールはルート リストまたはハント リストの他のデバイスに再ルーティングされる可能性が

あります。また、どのデバイスもコールを受信できない場合にだけ、プリエンプション イン

ジケータが返されることがあります。

 – ルート リストは、トランク選択および優先コールのハンティングのいずれかのアルゴリズムを

サポートするように設定できます。方法 1 では、Preemptive 検索を直接実行します。方法 2 で
は、最初に一般的な検索を実行します。この検索がうまく行かない場合は、Preemptive 検索を

実行します。方法 2 では、ルート リストのデバイス全体に 2 回繰り返す必要があります。

方法 2 にルート リストが設定されている場合、回線グループを含む特定のシナリオでは、ルー

ト リストはデバイス全体を 2 度繰り返して優先コールを検索することになります。

 • [MLPP表示 (MLPP Indication)] を（エンタープライズ パラメータ、共通デバイス設定、またはデ

バイス レベルで）オンにすると、デバイスの [MLPP表示 (MLPP Indication)] がオフ（無効）に

なっていない限り、デバイス上の回線では通常の呼出音設定の動作が無効になります。

 • 補足サービス：補足サービスに対する MLPP サポートでは、次の制限事項が指定されます。

 – 現在の MLPP 設計は、他グループ ピックアップではなく、基本のコール ピックアップ機能お

よびグループ コール ピックアップ機能だけに対応しています。ダイレクト コール ピックアッ

プ機能のサポートは、「コール ピックアップ」（P.34-36）の説明のとおりに機能します。
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 – 着信 MLPP コールに対する CFA サポートでは、MAP ターゲットが設定されている場合、

コールを常に着信側の MAP ターゲットに自動転送します。設定が正しくない場合（つまり、

MAP ターゲットが指定されていない場合）、コールは拒否され、発信側ではリオーダー音が聞

こえます。

 – 着信 MLPP コールに対する CFNA サポートでは、コールを CFNA ターゲットに 1 回自動転送

します。最初のホップの後、コールが無応答状態の場合、MAP ターゲットが設定されていれ

ば、コールは元の着信側の MAP ターゲットに送信されます。設定が正しくない場合（つま

り、MAP ターゲットが指定されていない場合）、コールは拒否され、発信側ではリオーダー音

が聞こえます。

 – 着信 MLPP コールに対する CFB サポートでは、転送ホップに設定されている最大数までコー

ルを自動転送します。最大ホップ数に達した場合、MAP ターゲットが設定されていれば、

コールは元の着信側の MAP ターゲットに送信されます。設定が正しくない場合（つまり、

MAP ターゲットが指定されていない場合）、コールは拒否され、発信側ではリオーダー音が聞

こえます。

 – ハント パイロットのサポートでは、ハント グループ アルゴリズムが最長アイドル時間、優先

度順、またはラウンドロビンを指定している必要があります。ビジー処理、応答なし処理、お

よび未登録処理のハント グループ オプションが [次のメンバへ、ただし次のグループにはハン

トしない (Try next member,but do not go to next group)] に設定されていることを確認します。

プリエンプションが行われるのは、1 つのハント グループだけです。

設定の詳細については、「MLPP の設定チェックリスト」（P.34-1）を参照してください。

MLPP のインストールとアクティブ化
システム機能である MLPP は、Cisco Unified Communications Manager ソフトウェアに標準で備わっ

ており、特別なインストールは必要ありません。

MLPP の設定
この項は、次の内容で構成されています。

 • 「MLPP のエンタープライズ パラメータの設定」（P.34-42）

ヒント MLPP を設定する前に、「MLPP の設定チェックリスト」（P.34-1）を確認してください。
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MLPP のエンタープライズ パラメータの設定

Cisco Unified Communications Manager には、MLPP に適用されるエンタープライズ パラメータとし

て次のものがあります。MLPP サービスを使用可能にするには、指示に従って MLPP 関連のエンター

プライズ パラメータを設定してください。

 • MLPP Domain Identifier：デフォルトではゼロ（0）です。このパラメータは、ドメインを定義す

るために設定します。MLPP サービスはドメインに適用されるため、Cisco Unified 
Communications Manager は、指定されたドメイン内の MLPP ユーザからのコールに属す接続と

リソースだけに優先レベルのマークを付けます。Cisco Unified Communications Manager は、同

じドメイン内の MLPP ユーザからの優先順位の低いコールだけを差し替えることができます。

（注） このパラメータの変更を有効にするには、すべてのデバイスをリセットする必要がありま

す。

 • MLPP Indication Status：デフォルトでは、[MLPP Indication turned off] です。このパラメータは、

デバイスが MLPP 優先コールを示すために MLPP トーンと特別な表示を使用するかどうかを指定

します。エンタープライズで MLPP 表示を有効にするには、このパラメータを [MLPP Indication 
turned on] に設定します。

（注） このパラメータの変更を有効にするには、すべてのデバイスをリセットする必要がありま

す。

 • MLPP Preemption Setting：デフォルトでは、[No preemption allowed] です。このパラメータは、

優先順位の高いコールを接続するためにデバイスがプリエンプションおよびプリエンプション シ
グナル（プリエンプション トーンなど）を適用するかどうかを指定します。エンタープライズで 
MLPP プリエンプションを有効にするには、このパラメータを [Forceful Preemption] に設定しま

す。

（注） このパラメータの変更を有効にするには、すべてのデバイスをリセットする必要がありま

す。

 • Precedence Alternate Party Timeout：デフォルトでは 30 秒です。優先コールで、着信側が 
Alternate Party Diversion に加入している場合、このタイマーは、着信側がプリエンプションに受

信応答しない場合や優先コールに応答しない場合に Cisco Unified Communications Manager が
コールを代替パーティに転送するまでの秒数を示します。

 • Use Standard VM Handling For Precedence Calls：デフォルトでは、[False] です。このパラメータ

は、優先コールがボイスメール システムに自動転送されるかどうかを指定します。このパラメー

タが [False] に設定されている場合、優先コールはボイスメール システムに転送されません。この

パラメータが [True] に設定されている場合、優先コールはボイスメール システムに転送されます。

MLPP では、ボイスメール システムではなくユーザが常に優先コールに応答する必要があるので、

このパラメータを [False] に設定することをお勧めします。

エンタープライズ パラメータの詳細については、『Cisco Unified Communications Manager アドミニス
トレーション ガイド』の「エンタープライズ パラメータの設定」の章を参照してください。

追加情報

「関連項目」（P.34-43）を参照してください。
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関連項目
 • 「MLPP の設定チェックリスト」（P.34-1）

 • 「MLPP の概要」（P.34-3）

 • 「MLPP 補足サービス」（P.34-33）

 • 「インタラクションおよび制限事項」（P.34-38）

 • 「MLPP のインストールとアクティブ化」（P.34-41）

 • 「MLPP の設定チェックリスト」（P.34-1）

 • 「MLPP のエンタープライズ パラメータの設定」（P.34-42）

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「MLPP ドメインの

設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「リソース プライ

オリティ ネームスペース ネットワーク ドメインの設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「リソース プライ

オリティ ネームスペース リストの設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「コール アドミッション制御」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「Resource Reservation Protocol」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「共通デバイス設

定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「エンタープライズ 
パラメータの設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「自動代替ルーティ

ングのグループ設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「パーティションの

設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「コーリング サー

チ スペースの設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「ルート パターン

の設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「トランスレーショ

ン パターンの設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「アナンシエータ」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「アナンシエータの

設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「ゲートウェイの設

定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「トランクの設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「Cisco Unified IP 
Phone の設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「デバイス プロ

ファイルの設定」
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 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「デフォルト デバ

イス プロファイルの設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「アナンシエータの

設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「ルート パターン

の設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「トランスレーショ

ン パターンの設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「ロケーション」

参考資料

 • 『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』

 • 『Cisco Unified IP Phone 7960G/7940G Administration Guide for Cisco Unified Communications 
Manager』



C H A P T E R
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保留音

統合 Music On Hold（MOH; 保留音）機能を使用すると、ユーザは、ストリーミング ソースからスト

リームされる音楽を使用して、ネット上およびネット外のユーザを保留にできます。保留音機能では、

次の 2 種類の保留を使用できます。

 • エンドユーザ保留。

 • ネットワーク保留。転送保留、会議保留、およびコールパーク保留が含まれます。

保留音は、録音された音声や生の音声が必要なその他のシナリオもサポートします。

この章では、次の情報について説明します。

 • 「保留音の設定チェックリスト」（P.35-1）

 • 「マルチキャストの設定チェックリスト」（P.35-3）

 • 「保留音のパフォーマンス監視の設定チェックリスト」（P.35-4）

 • 「保留音の概要」（P.35-4）

 • 「保留音サーバ」（P.35-11）

 • 「保留音オーディオ ソース」（P.35-12）

 • 「保留音のシステム要件と制限」（P.35-17）

 • 「保留音のフェールオーバーとフォールバック」（P.35-19）

 • 「保留音オーディオ ソースの設定」（P.35-19）

 • 「固定保留音オーディオ ソースの設定」（P.35-24）

 • 「保留音サーバ設定」（P.35-26）

 • 「保留音オーディオ ファイル管理の設定」（P.35-33）

 • 「関連項目」（P.35-37）

保留音の設定チェックリスト 
統合保留音（MOH）機能を使用すると、ユーザは、ストリーミング ソースからストリームされる音楽

を使用して、ネット上およびネット外のユーザを保留にできます。保留音機能では、次の 2 種類の保留

を使用できます。

 • エンドユーザ保留。

 • ネットワーク保留。転送保留、会議保留、およびコールパーク保留が含まれます。

保留音は、録音された音声や生の音声が必要なその他のシナリオもサポートします。
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表 35-1 は、保留音を設定するためのチェックリストです。保留音の詳細については、「保留音の概要」

（P.35-4）および「関連項目」（P.35-37）を参照してください。

表 35-1 保留音の設定チェックリスト 

設定手順 手順と関連項目

ステップ 1 Cisco IP Voice Media Streaming アプリケーションは、Cisco 
Unified Communications Manager のインストール時に自動的に

インストールされます。MOH サーバを提供するには、Cisco 
Unified サービスアビリティ アプリケーションを使用して Cisco 
IP Voice Media Streaming アプリケーションをアクティブにす

る必要があります。

サーバの追加時に、Cisco Unified Communications Manager は 
Media Termination Point（MTP; メディア ターミネーション ポ
イント）、会議ブリッジ、アナンシエータ、および保留音デバイ

スをデータベースに自動的に追加します。

（注） インストール時に、デフォルトの保留音オーディオ 
ソースが存在しなかった場合、Cisco Unified 
Communications Manager によってインストールおよび

設定されます。保留音機能は、他に変更を加えることな

く、このデフォルトのオーディオ ソースを使用して処

理できます。

『Installing Cisco Unified Communications 
Manager Release 8.0(2)』

ステップ 2 保留音オーディオ トランスレータを実行します。

注意 オーディオ トランスレータが、Cisco Unified 
Communications Manager と同じサーバ上のファイル

を変換すると、重大な問題が発生する可能性があり

ます。オーディオ トランスレータは利用可能なすべ

ての CPU 時間を使用しようとします。このため、

Cisco Unified Communications Manager にエラーま

たは遅延が発生する場合があります。

「保留音オーディオ ソース」（P.35-12）

（注） インストール プログラムは自動的に次の動作を実行します。ユーザが手動で保留音コンポーネントを追加する場合

は、必ず、次の手順に従ってください。

ステップ 3 保留音サーバを設定します。 「保留音サーバの設定」（P.35-28）

ステップ 4 オーディオ ソース ファイルを追加して設定します。 「保留音オーディオ ソースの検索」（P.35-20）
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マルチキャストの設定チェックリスト
表 35-2 は、さまざまな Cisco Unified Communications Manager サービスを構成してマルチキャストを

許可するためのチェックリストです。マルチキャストを利用可能にするには、すべての手順を実行する

必要があります。

表 35-2 マルチキャスト設定チェックリスト 

設定手順 手順と関連項目

ステップ 1 保留音サーバを設定してマルチキャスト オーディオ ソースを有

効にします。

注意 ファイアウォールが存在する状況では、IP アドレス

の増分によるマルチキャストを強く推奨します。こ

の方法により、各マルチキャスト オーディオ ソース

は一意な IP アドレスを持つことになり、ネットワー

クの飽和状態の回避に役立ちます。

「保留音サーバの設定項目」（P.35-29）

ステップ 2 オーディオ ソースを設定してマルチキャストを許可します。

（注） Computer Telephony Integration（CTI; コンピュータ /
テレフォニー インテグレーション）デバイスは、マル

チキャスト保留音機能をサポートしていません。CTI デ
バイスが、そのメディア リソース グループ リストにあ

るマルチキャスト MOH デバイスで設定されている場合

は、コール制御に関する問題が発生する可能性がありま

す。CTI デバイスは、マルチキャスト メディア スト

リーミングをサポートしていません。

「保留音オーディオ ソースの設定項目」

（P.35-22）

ステップ 3 メディア リソース グループを作成して、MOH オーディオでマ

ルチキャストを使用するように設定します。

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「メディア 
リソース グループの削除」

ステップ 4 メディア リソース グループ リストを作成し、1 つのマルチキャ

スト メディア リソース グループをプライマリ メディア リソー

ス グループにします。

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「メディア 
リソース グループ リストの設定値」

ステップ 5 デバイス プールまたは特定のデバイスに対して、「ステップ 4」 
で作成したメディア リソース グループ リストを選択します。

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「デバイス 
プールの設定」

ステップ 6 必要に応じて、マルチキャスト MOH に影響するサービス パラ

メータを設定します。

「Multicast MOH Direction Attribute for SIP 
サービス パラメータ」（P.35-15）

「Send Multicast MOH in H.245 OLC Message 
サービス パラメータ」（P.35-16）
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保留音のパフォーマンス監視の設定チェックリスト
保留音のパフォーマンスを監視するには、表 35-3 に示すアクティビティを実行します。

追加情報

「関連項目」（P.35-37）を参照してください。

保留音の概要
この項では、保留音機能について、定義、サービスの特徴、機能性とその例、およびサポートされる機

能を挙げて説明します。

追加情報

「関連項目」（P.35-37）を参照してください。

保留音の定義

最も簡単な例では、電話機 A から電話機 B に通話していて、電話機 A が電話機 B を保留にする場合に

保留音が実行されます。保留音（MOH）リソースが利用可能な場合は、電話機 B には保留音サーバか

らストリームされる音楽が聞こえます。

次の定義は、後の説明で重要となる情報です。

 • MOH サーバ：保留音オーディオ ソースを提供し、1 つの保留音オーディオ ソースを複数のスト

リームに接続するソフトウェア アプリケーション。

 • メディア リソース グループ：メディア サーバの論理グループ。メディア リソース グループは、必

要に応じて地理的なロケーションまたはサイトに関連付ける場合があります。また、メディア リ
ソース グループを形成して、サーバの使用状況や必要なサービス タイプ（ユニキャストまたはマ

ルチキャスト）を制御することもできます。

表 35-3 保留音のパフォーマンスの監視 

監視アクティビティ 詳細情報

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager の Real-Time 
Monitoring Tool（RTMT）を使用して、リソースの使用状況と

デバイスの復旧状態を確認します。

『Cisco Unified Real Time Monitoring Tool 
Administration Guide』

『Cisco Unified Serviceability Administration 
Guide』には、この情報を表示する別の方法

が示されています。

ステップ 2 イベント ログで、Cisco IP Voice Media Streaming アプリケー

ションのエントリを検索します。

『Cisco Unified Serviceability Administration 
Guide』

ステップ 3 Cisco IP Voice Media Streaming アプリケーション サービスが動

作していることを確認します。

『Cisco Unified Serviceability Administration 
Guide』には、この情報を表示する別の方法

が示されています。

「関連項目」（P.35-37）

ステップ 4 Media Application トレース（Cisco Cluster Management Suite
（CMS））を検索して、検出されている保留音関連のアクティビ

ティを確認します。

『Cisco Unified Serviceability Administration 
Guide』
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 • メディア リソース グループ リスト：優先順位を付けられたメディア リソース グループで構成され

るリスト。アプリケーションは、メディア リソース グループ リストで定義されている優先順位に

従って、必要なメディア リソースを利用可能なメディア リソースの中から選択できます。

 • オーディオ ソース ID：保留音サーバ内のオーディオ ソースを表す ID。オーディオ ソースには、

ディスク上のファイルや、ソース ストリーム保留音サーバがストリーミング データを取得する固

定デバイスがあります。MOH サーバは 51 までのオーディオ ソース ID（1 ～ 51）をサポートしま

す。各オーディオ ソース（オーディオ ソース ID で表される）は、必要に応じてユニキャスト 
モードおよびマルチキャスト モードとしてストリームできます。

 • 保留にした側：アクティブな、2 パーティ間のコールで、保留動作（ユーザ保留またはネットワー

ク保留）を開始した側。例：A 側が B 側に通話している場合で、A 側が [保留 ] ソフトキーを押し

て保留動作を開始した場合は、A 側が保留にした側です。

 • 保留にされた側：アクティブな、2 パーティ間のコールで、保留動作を開始しなかったが保留状態

になった側。例：A 側が B 側に通話している場合で、A 側が [保留 ] ソフトキーを押して保留動作

を開始した場合は、B 側が保留にされた側です。

次のオーディオ ソース ID 選択規則は、オーディオ ソース ID とメディア リソース グループ リストの

選択に適用されます。

 • エンドユーザではなく、システム管理者がオーディオ ソース ID を定義（設定）します。

 • システム管理者が、デバイスまたはデバイス プール（複数）に対してオーディオ ソース ID を選択

（設定）します。

 • 保留にした側が、保留にされた側に適用するオーディオ ソース ID を定義します。

 • Cisco Unified Communications Manager は、4 つのレベルの優先順位を付けられたオーディオ 
ソース ID を実装しています。レベル 4 が最も高い優先順位で、レベル 1 が最も低い優先順位です。

 – レベル 4 のオーディオ ソース ID が定義されている場合、システムはレベル 4 を選択します。

レベル 4 は、電話番号 /回線ベースです。ゲートウェイなど、回線定義のないデバイスにはこ

のレベルはありません。

 – レベル 4 のオーディオ ソース ID が定義されていない場合は、システムはレベル 3 の任意の選

択されたオーディオ ソース ID を検索します。レベル 3 は、デバイス ベースです。

 – レベル 4 のオーディオ ソース ID も、レベル 3 のオーディオ ソース ID も選択されなかった場

合、システムはレベル 2 に定義されているオーディオ ソース ID を選択します。レベル 2 はデ

バイス プール ベースです。

 – すべての上位レベルのオーディオ ソース ID が選択されなかった場合は、システムはレベル 1 の
オーディオ ソース ID を検索します。レベル 1 はクラスタ全体のパラメータです。

次のメディア リソース グループ リスト選択規則が適用されます。

 • 保留にされた側が、Cisco Unified Communications Manager が保留音リソースの割り当てに使用

するメディア リソース グループ リストを決定します。

 • 2 つのレベルの、優先順位を付けられたメディア リソース グループ リストが選択できます。

 – レベル 2 のメディア リソース グループ リストは、高い優先順位のレベルを提供します。この

レベルは、デバイス ベースです。Cisco Unified Communications Manager は、このようなメ

ディア リソース グループ リストが定義されている場合には、デバイス レベルのメディア リ
ソース グループ リストを使用します。

 – レベル 1 のメディア リソース グループ リストは、低い優先順位のレベルを提供します。この

レベルは、オプションのデバイス プール パラメータです。Cisco Unified Communications 
Manager は、そのデバイスのデバイス レベルでメディア リソース グループ リストが定義され

ていない場合にだけ、デバイス プール レベル メディア リソース グループ リストを使用しま

す。
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 • メディア リソース グループ リストが定義されていない場合は、Cisco Unified Communications 
Manager はシステム デフォルト リソースを使用します。システム デフォルト リソースは、既存の

メディア リソース グループのどれにも割り当てられていないリソースで構成されます。システム 
デフォルト リソースは必ずユニキャストです。

追加情報

「関連項目」（P.35-37）を参照してください。

保留音の特徴

統合保留音機能を使用すると、ユーザは、ストリーミング ソースからストリームされる音楽を使用し

て、ネット上およびネット外のユーザを保留にできます。このソースは、すべてのネット上またはネッ

ト外の保留状態のデバイスで音楽を利用可能にします。ネット上のデバイスには、保留状態、打診保留

状態、または Interactive Voice Response（IVR; 対話型音声応答）やコール分散によるパーク保留状態

のステーション デバイスおよびステーション アプリケーションがあります。ネット外のユーザには、

Media Gateway Control Protocol（MGCP）/Skinny ゲートウェイ、Internetwork Operating System
（IOS）H.323 ゲートウェイ、および IOS Media Gateway Control Protocol ゲートウェイを介して接続

しているユーザがあります。保留音機能は、IOS H.323/Media Gateway Control Protocol 上の Foreign 
Exchange Station（FXS）ポートを介して Cisco IP ネットワークに接続する Cisco IP Plain Old 
Telephone Service（POTS; 一般電話サービス）電話機でも利用できます。また、Cisco Media Gateway 
Control Protocol/Skinny ゲートウェイでも利用できます。

統合保留音機能は、メディア サーバ、データベース管理、コール制御、メディア リソース マネー

ジャ、およびメディア制御機能領域を網羅しています。

保留音サーバは、音楽リソース /ストリームを提供します。これらのリソースは、初期化 /復旧時に 
Cisco Unified Communications Manager に登録されます。

データベース管理は、Cisco Unified Communications Manager 管理者がデバイスに保留音機能を設定

するためのユーザ インターフェイスを提供します。また、データベース管理は、Cisco Unified 
Communications Manager コール制御に設定情報を提供します。

コール制御は、保留音シナリオ ロジックを制御します。

メディア リソース マネージャは、保留音サーバからの登録要求を処理します。また、コール制御の要

求のもとで、保留音リソースの割り当てと割り当て解除を行います。

メディア制御は、メディア ストリーム接続の確立を制御します。メディア ストリーム接続には、片方

向の接続または双方向の接続があります。

終端デバイスで保留音が機能するには、そのデバイスに保留音関連情報がプロビジョニングされている

ことを事前に確認する必要があります。Cisco Unified Communications Manager を初期化すると、メ

ディア リソース マネージャが作成されます。保留音サーバ（複数）は、メディア リソース マネージャ

に保留音リソースを登録します。

終端のデバイスまたは機能がコールを保留状態にすると、Cisco Unified Communications Manager は
保留にされたデバイスを音楽リソースに接続します。保留にされたデバイスが元に戻ると、保留音リ

ソースから切断され、通常のアクティビティが再開されます。

追加情報

「関連項目」（P.35-37）を参照してください。
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保留音の機能性

保留音が機能するためには、次のリストに示す操作を実行する必要があります。

 • 保留音サーバを設定する。

 • オーディオ ソースを設定する。後述の例では、「お待ちいただきありがとうございます」と「ポ
ピュラー音楽 1」というオーディオ ソースを設定およびプロビジョニングします。

（注） 特にマルチキャストを使用する場合には、最初にオーディオ ソースを設定してから、保留

音サーバを設定します。ユーザ インターフェイスでは、いずれの手順も最初に行うことが

できます。

（注） オーディオ ソースがマルチキャストに設定されている場合、デバイスが保留中かどうかに

かかわらず、MOH サーバは常にオーディオ ストリームを伝送します。

 • メディア リソース グループを設定する。マルチキャストが必要な場合は、[MOHオーディオにマ

ルチキャストを使用 (Use Multicast for MOH Audio、最低 1つのマルチキャストMOHリソースが

使用可能な場合 )] チェックボックスをオンにします。

（注） CTI デバイスは、マルチキャスト保留音機能をサポートしていません。CTI デバイスが、

そのメディア リソース グループ リストにあるマルチキャスト MOH デバイスで設定されて

いる場合は、コール制御に関する問題が発生する可能性があります。CTI デバイスは、マ

ルチキャスト メディア ストリーミングをサポートしていません。

 • メディア リソース グループ リストを設定する。

 • メディア リソース グループ リストおよびオーディオ ソースにデバイス プールを割り当てる。

 • メディア リソース グループ リストおよびオーディオ ソースにデバイスを割り当てる（デバイス 
プールの割り当てに上書きします）。

 • オーディオ ソースに回線を割り当てる（デバイス設定に上書きします）。

ここまでの設定操作を実行して、保留音機能を次のように設定すると、後続の例に示すように、ユーザ

保留、転送保留、コールパークの保留音機能が動作します。

メディア リソース グループ

MOH は保留音サーバを意味します。MRG はメディア リソース グループを意味します。

 • MRG_D は MOH_D を含む。

 • MRG_S_D は MOH_S および MOH_D を含む。

メディア リソース グループ リスト

MRGL はメディア リソース グループ リストを意味します。

 • MRGL_D は MRG_D を含む。

 • MRGL_S_D は MRG_S_D および MRG_D を含む（優先順位の順）。
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ノード

 • Dallas ノードは電話機 D および MOH_D を含む。

 • San Jose ノードは電話機 S および MOH_S を含む。

 • 電話機 D にオーディオ ソース ID 5（「お待ちいただきありがとうございます」または単なる音楽

（ユーザ保留とネットワーク保留の両方））、および MRGL_D を割り当てる。

 • 電話機 S にオーディオ ソース ID 1（「ポピュラー音楽 1」（ユーザ保留とネットワーク保留の両

方））、および MRGL_S_D を割り当てる。

ユーザ保留の例

電話機 D が電話機 S をコールし、電話機 S が応答します。電話機 D で [保留 ] ソフトキーが押されま

す。結果：電話機 S は、MOH_S からストリーミングするアナウンス「お待ちいただきありがとうござ
います」または単なる音楽を受信します （MOH_S には利用可能なストリームが存在します）。電話機 
D で [復帰 ] ソフトキーが押された場合、電話機 S は音楽ストリームから切断され、電話機 D に再度接

続します。

転送保留の例

転送保留は、ネットワーク保留の一例です。

電話機 D が電話機 S をコールし、電話機 S が応答します。電話機 D で [転送 ] ソフトキーが押されま

す。電話機 S は、MOH_D からストリーミングするアナウンス「お待ちいただきありがとうございま
す」または単なる音楽を受信します （MOH_S には利用可能なストリームが存在しませんが、MOH_D 
には存在します）。電話機 D が転送動作を完了したら、電話機 S は音楽ストリームから切断され、転送

先の電話機 X に転送されます。

コールパークの例

コールパークは、ネットワーク保留の一例です。

電話機 D が電話機 S をコールし、電話機 S が応答します。電話機 S で [パーク ] ソフトキーが押されま

す。電話機 D はビープ音を受信します （MOH_D には利用可能なストリームが存在しません）。電話機 
X はパーク コールをピック アップします。電話機 S は電話機 X に転送されます（電話機 D と電話機 
X が会話をします）。

追加情報

「関連項目」（P.35-37）を参照してください。

サポートされている保留音機能

保留音では、次に示す機能がサポートされます。機能のリストはカテゴリごとに示します。機能のカテ

ゴリには、保留音サーバの特徴、サーバのスケーラビリティ、サーバの管理性、サーバの冗長性、デー

タベースのスケーラビリティ、およびデータベースの管理性があります。

保留音サーバの特徴

 • サーバは、そのディスクに格納されている保留音データ ソース ファイルから保留音を配信します。

 • サーバは、外部のオーディオ ソース（たとえば、ループ テープレコーダ、ラジオ、CD）から保留

音を配信します。
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 • 保留音サーバは、すべてのソース ストリームに対して、つまりすべての接続されたストリームに

対して単一の保留音データ ソースを使用できます。複数の保留音サーバが必要な場合は、各保留

音サーバのローカル サーバに常に保留音データ ソース ファイルを格納しておきます。Cisco 
Unified Communications Manager は、メディア リソース グループ内の保留音サーバ間で、固定デ

バイス（ハードウェア）のオーディオ ソースを配布することはサポートしていません。

 • 保留音データ ソース ファイルは、すべての保留音サーバで共通の 1 つのファイル名を持ちます。

 • 保留音データ ソース ファイルが各 MOH サーバにアップロードされていることを確認する必要が

あります。

 • 各オーディオ ソースは、指定したファイルまたは指定した固定ソース（ラジオ、CD など）のいず

れかからの入力を受信します。

 • 指定した固定ソースは、有効または無効な単一のデバイスから成ります。

 • ローカル マシン上のオーディオ ドライバは、単一の固定ソースを保留音サーバで利用可能にしま

す。

 • 保留音サーバは、G.711（a-law および mu-law）、G.729a、およびワイドバンド コーデックをサ

ポートします。

 • 保留音サーバは、1 つのプライマリ Cisco Unified Communications Manager サーバに登録します。

サーバのスケーラビリティ

 • 保留音は、保留音サーバあたり 1 ～ 500 のシンプレックス ユニキャスト ストリームをサポートし

ます。

 • 保留音は、シスコが開発した複数のメディア処理アプリケーション、たとえば対話型音声応答

（IVR）や Auto-Attendant（AA; 自動アテンダント）をサポートします。Cisco Unified 
Communications Manager は、このサポートを容易にします。

 • 保留音サーバは、同時に 50 までの保留音データ ソース ファイルをソースとしてサポートします。

 • 保留音サーバは、ファイル ストリーム ソースに加えて 1 つの固定デバイス ストリーム ソースをサ

ポートします。このソースは固定オーディオ ソースであり、[固定MOHオーディオソースの設定

(Fixed MOH Audio Source Configuration)] ウィンドウで設定されます。このソースには、Cisco 
USB 保留音対応のアダプタが別途必要です。

サーバの管理性

 • Cisco Unified サービスアビリティ のウィンドウから、保留音サーバ アプリケーションである 
Cisco IP Media Streaming Application を、任意の標準 Media Convergence Server（MCS; メディ

ア コンバージェンス サーバ）上で、サービスとしてアクティブにできます。

 • 保留音アプリケーションは、同じメディア コンバージェンス サーバ（MCS）で別のメディア アプ

リケーションとしてアクティブにできます。したがって、保留音アプリケーションと他のメディア 
アプリケーションが MCS 上に共存することになります。

 • 保留音サーバ アプリケーションは、1 つのクラスタ内の複数のメディア コンバージェンス サーバ

（MCS）にインストールできます。

 • Cisco Unified Communications Manager クラスタでは、Cisco Media Convergence Server（MCS）
と Cisco Unified Computing System（UCS）のノードを混在させることができます。外部ソース

（USB オーディオ ドングル）で保留音機能を使用する場合は、外部ソースから MOH を提供する

ノード用に MCS サーバを使用する必要があります。

 • 管理者は、サーバが提供する各ソース ストリームのソースを指定できます。

 • ストリーム ソースの管理はブラウザを介して行います。
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サーバの冗長化

 • 保留音サーバは Cisco Unified Communications Manager リストをサポートします。リストの 1 番
目のエントリはプライマリ サーバとして機能します。リスト上の後続の Cisco Unified 
Communications Manager は、優先順位順のバックアップ Cisco Unified Communications Manager 
として機能します。

 • 保留音サーバは、その Cisco Unified Communications Manager リストから Cisco Unified 
Communications Manager へのプライマリ接続およびバックアップ接続を維持できます。

 • 保留音サーバは、クラスタ上の他のサーバや電話機で使用される標準的な手順に従ってバックアッ

プ Cisco Unified Communications Manager を引き継ぐことができます。

 • 保留音サーバは、クラスタ上の他のメディア サーバの標準的な手順に従ってプライマリ サーバを

引き継ぐことができます。

Cisco Unified Communications Manager/データベース要件

 • Cisco Unified Communications Manager がコールを処理していて、コール中の両方の終端を保留

にした場合、Cisco Unified Communications Manager は保留にされた終端を保留音に接続できま

す。この機能は、ネットワーク保留およびユーザ保留にも当てはまります。ネットワーク保留に

は、転送、会議、コールパークなどが含まれます。

 • 保留音用のメディア リソース グループは、すべての接続されたストリーム用に単一の音楽ソース 
ストリームを持つことをサポートします。

 • システムは、リモート サイトに保留音サーバを置かずに、中心のサイトに保留音サーバを置くこ

とをサポートします。保留音サービスが必要なリモート サイトのデバイスは、サービスがローカ

ルで利用できない場合は WAN を介してメディア リソース グループからサービスを取得します。

 • 保留音サーバは、クラスタ内のすべてのサイトに分配できます。

 • 保留音サーバは、すべてのソース ストリームに対して、つまりすべての接続されたストリームに

対して単一の保留音データ ソースを使用できます。複数の保留音サーバが関連する場合は、保留

音データ ソースは各サーバ上にローカルに格納される 1 つのファイルです。

 • システムは、デバイスに保留音を供給するプライマリ メディア リソース グループにストリームが

ないときはそれを検出でき、デバイスに指定されたセカンダリまたは三次のメディア リソース グ
ループからストリームを選択できます。

 • デバイスを保留音に接続する際、低帯域幅コーデックのサポートが必要な場合には、システムでト

ランスコーダを挿入できます。

データベースのスケーラビリティ

 • Cisco Unified Communications Manager は、保留音サーバあたり 1 ～ 500 のユニキャスト セッ

ションをサポートします。

 • 1 つのクラスタは、1 ～ 20 を超える保留音サーバをサポートします。

 • 1 つのクラスタは、1 ～ 10,000 を超える保留音ストリームをクラスタで同時にサポートします。

 • 1 つのクラスタは、1 ～ 500 以上の保留音用のメディア リソースグループをサポートします。

 • 保留音用の 1 つのメディア リソース グループは、1 ～ 20 以上の保留音サーバをサポートできます。

管理性

 • 管理者は、デバイスごとにメディア リソース グループ リストを選択できます。

 • 管理者は、デバイス /Directory Number（DN; 電話番号）ごとに保留音ソース ストリームを選択で

きます。

 • 管理者は、デバイス /DN ごとに Music On Consult（ネットワーク保留）ソース ストリームを選択

できます。
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 • 管理者は、指定したメディア リソース グループの一部にする保留音サーバを設定できます。

 • 管理者は、メディア リソース グループおよびメディア リソース グループ リストを設定すること

で、プライマリ、セカンダリ、および三次の保留音 /Consult サーバを各デバイスに対して指定で

きます。

 • 管理者は、複数の保留音サーバをプロビジョニングできます。

 • 管理者は、保留音サーバがシステム内で MOH をサービスできるように、システムに登録されてい

る任意のデバイスをプロビジョニングできます。

 • 保留音の設定と管理はすべてブラウザを介して行います。

 • 管理者は、ユーザ保留およびネットワーク保留のオーディオ ソースを各デバイス プールに対して

指定します。これらのデフォルト オーディオ ソースはファイル ベースまたは固定デバイス ベース

として機能します。

 • 管理者は、マルチキャストをサポートするリソースが存在する場合は、保留音サーバをユニキャス

トまたはマルチキャストのどちらかに指定できます。

（注） CTI デバイスは、マルチキャスト保留音機能をサポートしていません。CTI デバイスが、

そのメディア リソース グループ リストにあるマルチキャスト MOH デバイスで設定されて

いる場合は、コール制御に関する問題が発生する可能性があります。CTI デバイスは、マ

ルチキャスト メディア ストリーミングをサポートしていません。

 • 管理者は、すべての保留音サーバをリセットできます。

追加情報

「関連項目」（P.35-37）を参照してください。

保留音サーバ
保留音サーバは、Cisco Unified Communications Manager との通信に Station Stimulus（Skinny 
Client）メッセージ プロトコルを使用します。保留音サーバは、Cisco Unified Communications 
Manager に単一のデバイスとして登録し、サポート可能なシンプレックス ユニキャスト オーディオ ス
トリームの数をレポートします。保留音サーバはそのメディアのタイプの能力を G.711 mu-law および 
a-law、G.729a、およびワイドバンドとして Cisco Unified Communications Manager に通知します。

Cisco Unified Communications Manager は、保留音サーバに Skinny クライアント メッセージを送信し

て保留音ユニキャスト ストリームを起動および停止します。

1 つの保留音サーバは、500 までのシンプレックス ユニキャスト オーディオ ストリームを処理します。

1 つのメディア リソース グループには、1 つまたは複数の保留音サーバが含まれます。1 つの保留音

サーバは 51 のオーディオ ソースをサポートします。1 つのオーディオ ソースは、ローカル コンピュー

タのオーディオ ドライバを使用する固定デバイスをソースとします。残りのオーディオ ソースは、

ローカル保留音サーバ上のファイルをソースとします。

複数の保留音サーバに対して単一のファイルを使用できますが、固定デバイスは 1 つの保留音サーバに

対してだけソースとして使用できます。保留音オーディオ ソース ファイルは、ストリーミングに適し

たフォーマットで格納されます。Cisco Unified Communications Manager は、クラスタ内の保留音

サーバ間にシンプレックス ユニキャスト ストリームを割り当てます。

保留音サーバは、メディア コンバージェンス サーバ シリーズのハードウェア プラットフォームを使用

します。同一のコンピュータに保留音サーバ アプリケーションとしてインストールされている Cisco 
USB サウンド アダプタは、外部固定オーディオ ソースを供給します。外部固定オーディオ ソースに

は、ループ テープレコーダ、ラジオ、CD があります。
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保留音サーバが実際に Cisco IP Voice Media Streaming アプリケーションのコンポーネントである場合

は、標準の、デバイス復旧およびデータベース変更通知をサポートします。

各保留音サーバは、保留音オーディオ ソース ファイルのコピーをローカルのハードディスクに格納し

ます。各オーディオ ソース ファイルは、そのファイルが Cisco Unified Communications Manager の管

理ページのインターフェイスで追加されたときに、サーバに配布されます。

（注） 管理者は、保留音オーディオ ソース ファイルを MOH サーバごとにアップロードする必要があります。

追加情報

「関連項目」（P.35-37）を参照してください。

保留音オーディオ ソース
管理者がオーディオ ソース ファイルをインポートすると、Cisco Unified Communications Manager の
管理のウィンドウ インターフェイスがそのファイルを処理し、保留音サーバで使用可能な形式に変換

します。

 • オーディオ ソース ファイルとして推奨される形式には、次の仕様があります。

 • 16 ビット Pulse Code Modulation（PCM; パルス符号変調）wav ファイル

 • ステレオまたはモノラル

 • サンプル レートが 48 kHz、32 kHz、16 kHz、または 8 kHz

追加情報

「関連項目」（P.35-37）を参照してください。

オーディオ ソースの作成

次のファイル形式を含めて、ほとんどの標準 wav ファイルは、入力用オーディオ ソース ファイルとし

て使用できます。

 • 16 ビット PCM（ステレオ /モノラル）

 • 8 ビット Consultative Committee for International Telegraph and Telephone（CCITT; 国際電信電話

諮問委員会）a-law または mu-law（ステレオ /モノラル）

（注） 保留音機能は、MP3 形式をサポートしていません。

オーディオ ソースを作成するときは、次の手順を実行します。

 • 管理者がオーディオ ソース ファイルを Cisco Unified Communications Manager 保留音サーバにイ

ンポートします。この手順では、ファイルを転送し、保留音サーバで使用可能な形式に変換するた

めに、多少時間がかかります。

 • 管理者は、オーディオ ソース ファイルにオーディオ ソース番号を割り当てるために、事前に各ク

ラスタ内の各 MOH サーバにオーディオ ソース ファイルをインポートする必要があります。

 • 保留音サーバは、ローカルのオーディオ ソース ファイルを使用します。
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 • 保留音サーバは、Cisco Unified Communications Manager が必要とする、または要求するファイ

ルをカーネル モードの Real-time Transport Protocol（RTP; リアルタイム転送プロトコル）ドライ

バを使用して配信します。

追加情報

「関連項目」（P.35-37）を参照してください。

オーディオ ソース ファイルの格納

Cisco Unified Communications Manager の以前のリリースでは、MOH ファイルの格納領域に制限があ

りませんでした。MOH アップロード ツールには、アップロードするファイル数やファイルのサイズの

制限がありません。変更されたアップロード用の JSP ページでは、既存の MOH ファイルのディスク

使用量がチェックされ、十分なスペースがある場合にだけアップロードが許可されます。

（注） クラスタ内の最小のノードにより MOH の容量が決まります。

追加情報

「関連項目」（P.35-37）を参照してください。

オーディオ ソースの管理

保留音オーディオ ソースを作成した後、オーディオ ソースの管理はすべて Cisco Unified 
Communications Manager の管理ページで行います。[メディアリソース (Media Resources)] > [保留音

オーディオソース (Music On Hold Audio Source)] を選択して、[保留音オーディオソースの設定

(Music On Hold  Audio Source Configuration)] ウィンドウを表示します。このウィンドウを使用して、

所定のオーディオ ソースに対して保留音オーディオ ソースの追加、更新、または削除を行います。各

オーディオ ソース ファイルに対して、保留音オーディオ ソース番号および保留音オーディオ ソース名

を割り当て、このオーディオ ソースが連続して再生するかどうか、マルチキャストを許可するかどう

かを決定します。1 つのオーディオ ソースに対して、このウィンドウは保留音オーディオ ソース ファ

イルのステータスも表示します。詳細については、「保留音オーディオ ソースの検索」（P.35-20）を参

照してください。

（注） [保留音オーディオソースの設定 (Music On Hold  Audio Source Configuration)] ウィンドウで、特定の

サーバだけにオーディオ ソース ファイルをアップロードできます。このウィンドウには、オーディオ 
ソース ファイルを他のサーバに自動コピーする機能がありません。各サーバ上の Cisco Unified 
Communications Manager アプリケーションにアクセスして、オーディオ ソース ファイルを加入者

サーバに手動でアップロードする必要があります。

追加情報

「関連項目」（P.35-37）を参照してください。
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マルチキャストとユニキャストのオーディオ ソース

マルチキャスト保留音は、システムリソースを節約します。マルチキャストを使用すると、複数のユー

ザが同一のオーディオ ソース ストリームを使用して保留音を提供できるようになります。マルチキャ

スト オーディオ ソースは IP アドレスに関連付けられます。

ユニキャスト保留音は、システムのデフォルトです。各ユーザまたは各接続に対して別個のソース ス
トリームを使用します。ユーザはある特定のデバイスまたはストリームに接続します。

（注） MOH 機能により、保留にされたどのユーザも、いつ保留状態になったかに関係なく、ストリーム中の

オーディオ ソースの同じ箇所を聞くことになります。 
 

MOH を使用して、ユーザが保留状態になったときにアナウンスを配信している場合、標準の MOH 設
定で問題が発生する可能性があります。最初に保留状態になったユーザ以外のユーザは、アナウンスを

最初から聞くことができません。これらのユーザは進行中のアナウンス（オーディオ ソース）に途中

から加わることになります。 
 

マルチキャストとユニキャストの両方の設定で、保留にされたユーザに対して同じオーディオ ソース

の動作が実行されます。各オーディオ ソースは、1 度使用されるとストリームが内部で分割され、保留

にされたユーザに送信されます。この場合、マルチキャストとユニキャストの違いは、データ自体を

ネットワークで送信する方法だけです。 
 

そのため、基本的な MOH 設定は、ユーザが最初から聞く必要があるアナウンスの再生には適しませ

ん。

管理者は、マルチキャストでは、デバイスの管理、IP アドレスの管理、およびポートの管理が必要に

なります。これに対して、ユニキャストではデバイスの管理だけが必要になります。

マルチキャストでは、管理者は少なくとも 1 つのオーディオ ソースを定義してマルチキャストを許可

する必要があります。保留音サーバにマルチキャストを定義するには、まず、サーバにマルチキャスト

を許可する必要があります。

マルチキャストでは、1 つのアドレスは、1 つの IP アドレスと 1 つのポート番号の組み合せで構成され

ます。マルチキャスト用の各オーディオ ソースには、1 組のアドレスが必要です。各 MOH サーバの各

フォーマットに 1 つずつ必要です。MOH サーバをマルチキャスト用に設定する場合は、アドレスを

ポートまたは IP アドレスの増分によって割り当てる必要があるかどうかを指定します。

注意 ファイアウォールが存在する状況でのネットワークの飽和状態を避けるため、ポート番号の代わり

に IP アドレスの増分によるマルチキャストを強く推奨します。これに従うことにより、各マルチ

キャスト オーディオ ソースは一意な IP アドレスを持つことになり、ネットワークの飽和状態の回

避に役立ちます。

[保留音 (MOH)サーバの設定 (Music On Hold (MOH) Server Configuration)] ウィンドウの [最大ホッ

プ (Max Hops)] フィールドは、1 つのオーディオ ソースが経由できるルータの最大数を示します。最大

ホップが 0 に設定されている場合は、オーディオ ソースは自身のサブネット内に留まる必要がありま

す。最大ホップが 1 に設定されている場合は、オーディオ ソースはルータを 1 つまで経由して隣接し

たサブネットに移動できます。最大ホップは 2 に設定することを推奨します。

標準化団体は IP アドレスを予約しています。224.0.1.0 ～ 239.255.255.255 の範囲のアドレスは、マル

チキャストのアドレスとして予約されています。ただし、224.0.1.0 ～ 238.255.255.255 の範囲のアド

レスは、パブリック マルチキャスト アプリケーションに割り当てられます。パブリック マルチキャス
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ト アドレスを保留音マルチキャストに使用しないでください。その代わり、プライベート ネットワー

ク上の、管理上制御されるアプリケーション用に予約されている範囲（239.0.0.0 ～ 239.255.255.255）
の IP アドレスを使用することを推奨します。

マルチキャストに有効なポート番号は、16384 ～ 32767 の範囲の偶数です （システムが奇数を予約し

ています）。

マルチキャストは、メディア リソース グループおよびメディア リソース グループ リストがいずれも

マルチキャスト保留音サーバを含むように定義されている場合にだけ機能します。メディア リソース 
グループでは、マルチキャスト用に設定されている保留音サーバを含む必要があります。これらのサー

バには (MOH)[Multicast] というラベルが付けられています。また、メディア リソース グループをマ

ルチキャストに定義する場合は、[MOHオーディオにマルチキャストを使用 (Use Multicast for MOH 
Audio、最低 1つのマルチキャストMOHリソースが使用可能な場合 )] チェックボックスをオンにしま

す。

メディア リソース グループ リストがデバイス プールおよびデバイスに関連付けられている場合は、メ

ディア リソース グループ リストを定義して、マルチキャストに設定されているメディア リソース グ
ループがリストの先頭のグループとなるようにします。マルチキャスト オーディオ ソースが最初に検

索され、デバイスに関する作業が容易になるため、この方法を行うことをお勧めします。

保留音処理では、使用するメディア リソースは、保留にされたデバイス（保留状態になっているデバ

イス）によって決定されますが、使用するオーディオ ソースは、保留にしたデバイス（保留動作を開

始したデバイス）によって決定されます。

（注） メディア ターミネーション ポイント（MTP）が呼び出された場合、マルチキャスト保留音（MOH）

には次の制限が適用されます。マルチキャスト MOH を使用しているサイトのコール レッグで MTP リ
ソースが呼び出された場合、発信者に保留音は聞こえず、無音状態になります。このシナリオを回避す

るには、マルチキャスト MOH の代わりに、ユニキャスト MOH または保留トーンを設定してくださ

い。

（注） CTI デバイスは、マルチキャスト保留音機能をサポートしていません。CTI デバイスが、そのメディア 
リソース グループ リストにあるマルチキャスト MOH デバイスで設定されている場合は、コール制御

に関する問題が発生する可能性があります。CTI デバイスは、マルチキャスト メディア ストリーミン

グをサポートしていません。

Multicast MOH Direction Attribute for SIP サービス パラメータ

Multicast MOH Direction Attribute for SIP サービス パラメータは、Cisco Unified Communications 
Manager で、マルチキャスト保留音（MOH）の INVITE メッセージの Session Description Protocol

（SDP）の方向属性が sendOnly と recvOnly のどちらに設定されるかを決定します。

Cisco Unified IP Phone 7940 および 7960 で Session Initiation Protocol（SIP; セッション開始プロトコ

ル）電話ロード 8.4 以前を使用する構成の場合、または Cisco Unified IP Phone 7906、7911、7941、
7961、7970、および 7971 で SIP 電話ロード 8.1(x) 以前を使用する構成の場合は、このパラメータを 
sendOnly に設定します。それ以外の場合は、このパラメータをデフォルト値の recvOnly に設定したま

まにします。
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H.323 クラスタ間トランク経由のマルチキャスト保留音

H.323 クラスタ間トランク経由のマルチキャスト保留音（MOH）機能を使用すると、マルチキャスト 
MOH が H.323 クラスタ間トランク（ICT）経由で動作するようになります。この機能が実装されるま

で、マルチキャスト MOH は同じ ICT を経由する各ユニキャスト MOH の帯域幅を使用しており、帯

域幅が浪費されていました。

また、この機能が実装されるまでは、H.323 Open Logical Channel（OLC; オープン論理チャネル）の 
ACK メッセージで、マルチキャスト MOH 用の IP アドレスおよびポートが伝達されていました。この

機能の実装により、H.323 OLC メッセージでマルチキャスト MOH 用の IP アドレスおよびポートが伝

達され、Cisco Unified Communications Manager によって情報を処理するメカニズムが H.323 OLC 
メッセージに組み込まれるようになりました。

クラスタ間トランク経由でコールが接続し、発信側または着信側の片方が [保留 ] キーを押すと、MOH 
がクラスタ間トランク経由で配信されます。マルチキャスト MOH が有効で、保留にした側およびトラ

ンクがマルチキャスト MOH サーバを使用するように設定されている場合、MOH はマルチキャストで

配信されます。このトランク上で保留状態になっているコールの数に関係なく、トランク経由で配信さ

れるマルチキャスト MOH ストリームは 1 つだけです。

Send Multicast MOH in H.245 OLC Message サービス パラメータ

Send Multicast MOH in H.245 OLC Message サービス パラメータは、H.323 クラスタ間トランク経由のマルチ

キャスト保留音機能を制御します。コールに関わる Cisco Unified Communications Manager の両方のノード

で、このパラメータの設定を有効にするために単一送信マルチキャストをサポートしている必要がありま

す。このサービス パラメータは、コールを保留にした側だけに影響し、遠端側がマルチキャスト転送アドレ

スを伝達する方法には影響しません。このパラメータを無効にしても、コールの保留にされた側に単一送信

マルチキャストをサポートする機能がある限り、マルチキャスト MOH は保留にされた側に適用されます。

Cisco CallManager サービスをサポートしているクラスタ全体のサービス パラメータ Send Multicast 
MOH in H.245 OLC Message を使用してこの機能を設定する場合は、Cisco Unified Communications 
Manager の管理で [システム (System)] > [サービスパラメータ (Service Parameters)] を選択します。続

いて、サーバおよび Cisco CallManager サービスを選択します。Send Multicast MOH in H.245 OLC 
Message のドロップダウン リスト ボックスで [True] を選択します。

このサービス パラメータは、H.323 クラスタ間トランクおよびデバイスでのマルチキャスト MOH の
動作を制御します。新しいサービス パラメータは、SIP トランク経由のマルチキャスト MOH は制御し

ません。SIP トランク経由のマルチキャスト MOH では新しい動作が構成されないためです。

Cisco Unified Communications Manager の管理設定のヒント

Cisco Unified Communications Manager のクラスタ間トランク経由で接続するコールは、この機能を

使用してマルチキャスト MOH を実現します。Cisco Unified Communications Manager 間のミドル 
ボックスでTerminal Capability Set（TCS; ターミナル機能セット）内の新しいフィールドおよび OLC 
メッセージが渡されていない場合、この機能は動作しません。

マルチキャスト MOH を設定するための通常の設定以外に、この新機能に対する追加の設定はありませ

ん。この機能は、単一送信マルチキャストをサポートしている Cisco Unified Communications 
Manager 間だけに適用されます。

デフォルトでは、この機能はアクティブのままになります。この機能を無効にするには、Send 
Multicast MOH in H.245 OLC Message サービス パラメータの値を [False] に設定します。この機能で

発生する可能性がある相互運用性の問題を解決するには、この操作を実行します。

（注） マルチキャスト MOH は、H.323 と SIP プロトコルとの相互運用性をサポートしません。

追加情報

「関連項目」（P.35-37）を参照してください。
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保留音のシステム要件と制限
保留音機能には、次に示すシステム要件と制限があります。

 • 保留音機能を使用するオーディオ ストリーミング デバイスはすべてシンプレックス ストリームを

サポートします。保留音サーバは最大 500 のシンプレックス ストリームをサポートします。

 • 保留音（MOH）サーバは Cisco IP Voice Media Streaming アプリケーションに含まれ、Cisco 
Unified Communications Manager とともにインストールされます。MOH サーバをアクティブに

するには、Cisco Unified サービスアビリティ アプリケーションを使用します。メディア コンバー

ジェンス サーバでアクティブにできる Cisco IP Voice Media Streaming アプリケーションは 1 つだ

けなので、サーバごとに有効にできる MOH サーバは 1 つだけです。ただし、Cisco IP Voice 
Media Streaming アプリケーションは複数のサーバでアクティブにできるので、クラスタ内の複数

の MOH サーバに提供できます。

 • 1 つの Cisco Unified Communications Manager クラスタでは、最大 50 のオーディオ ソースを定義で

きます。[Cisco Unified CMの管理 (Cisco Unified CM Administration)] ウィンドウでは、各オーディ

オ ソースのインポート、追加、更新、および削除がサポートされています。保留音サーバは 1 つの

固定入力ソースもサポートします。システムは、G.711 a-law/mu-law、G.729a、およびワイドバンド

の各コーデックをサポートします。

（注） G.729a コーデックは、スピーチ用であるため、これを保留音の音楽に使用すると、十分な

音質を提供できない可能性があります。

 • 各クラスタは、ファイルからのオーディオ ソースを 50 まで定義でき、固定オーディオ ソースを 1 つ
定義できます。[Cisco Unified CMの管理 (Cisco Unified CM Administration)] ウィンドウでは、各

オーディオ ソースの追加、更新、および削除がサポートされています。すべてのサーバは、50 以下

の同じファイルのローカル コピーを使用します。固定オーディオ ソースは、各 MOH サーバに設定

する必要があります。

 • 各クラスタには、最大 20 の保留音サーバを定義できます。[Cisco Unified CMの管理 (Cisco 
Unified CM Administration)] ウィンドウでは、保留音サーバを更新できます。MOH サーバは、

サーバの追加時に自動的に追加されます。サーバを削除しない限り、MOH サーバは削除できませ

ん。このウィンドウで管理者は、各 MOH サーバに対して次の特性を指定できます。

 – 名前

 – ノード（サーバのホスト名）

 – デバイス プール

 – ユニキャストおよびマルチキャストのストリームの最大数

 – マルチキャストへのソース

 – 各マルチキャストのソース：IP アドレス、ポート、存続可能時間（ルータ ホップの最大数）

 • Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、クラスタあたり少なくとも 500 のメ

ディア リソース グループを定義できます。各メディア リソース グループには、少なくとも 20 の
メディア リソースの組み合せを含めることができます。メディア リソースには、保留音サーバ、

メディア ターミネーション ポイント、トランスコーダ、会議デバイスがあります。1 つのクラス

タ内の保留音サーバは、少なくとも 10,000 の保留音ストリームを同時にサポートします。メディ

ア リソース グループの詳細については、『Cisco Unified Communications Manager システム ガイ
ド』の「メディア リソース グループ」を参照してください。
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 • Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、メディア リソース グループ リストを

定義できます。メディア リソース グループ リストの詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager システム ガイド』の「メディア リソース グループ リスト」を参照して

ください。

 • Cisco Unified Communications Manager の管理ページの電話機およびゲートウェイ用のデバイス

設定ウィンドウに対する変更では、デバイスのオプションのパラメータとして、メディア リソー

ス グループ リスト、保留ストリーム ソース、打診ストリーム ソースを選択できます。

 • Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [電話番号の設定 (Directory Number 
Configuration)] ウィンドウに対する変更では、ユーザ保留音源およびネットワーク保留音源を選

択できます。

 • Cisco Unified Communications Manager の管理ページのサービス パラメータに対する変更では、

クラスタ全体の、デフォルトの保留音ストリーム ソース（デフォルトは 1 を指定）、およびデフォ

ルトのメディア リソース グループの種類（デフォルトはユニキャストを指定）を入力できます。

 • 同じ MCS サーバ上でアナンシエータ、ソフトウェア MTP、またはソフトウェア会議ブリッジが

使用中の場合は、保留音サーバが使用できるストリームの数が減ることがあります。

 • メディア ターミネーション ポイント（MTP）が呼び出された場合、マルチキャスト保留音

（MOH）には次の制限が適用されます。マルチキャスト MOH を使用しているサイトのコール 
レッグで MTP リソースが呼び出された場合、発信者に保留音は聞こえず、無音状態になります。

このシナリオを回避するには、マルチキャスト MOH の代わりに、ユニキャスト MOH または保留

トーンを設定してください。

 • CTI デバイスは、マルチキャスト保留音機能をサポートしていません。CTI デバイスが、そのメ

ディア リソース グループ リストにあるマルチキャスト MOH デバイスで設定されている場合は、

コール制御に関する問題が発生する可能性があります。CTI デバイスは、マルチキャスト メディ

ア ストリーミングをサポートしていません。

 • マルチキャスト MOH は、H.323 と SIP プロトコルとの相互運用性をサポートしません。

 • 保留音のコンポーネントである IP Voice Media Streaming アプリケーションは IPv4 をサポートし

ています。Cisco Unified Communications Manager はマルチキャスト保留音の IPv6 をサポートし

ないため、[IPアドレッシングモード (IP Addressing Mode)] が [IPv6のみ (IPv6 Only)] のデバイス

はマルチキャスト保留音をサポートできません。この場合、Cisco Unified Communications 
Manager は電話の保留時に音ではなくトーンを再生します。[IPアドレッシングモード (IP 
Addressing Mode)] が [IPv6のみ (IPv6 Only)] で、ユニキャスト保留音を使用する電話機の場合、

Cisco Unified Communications Manager は IPv4 を IPv6 （またはその逆）に変換できる MTP をメ

ディア ストリームに挿入します。IPv6 の詳細については、「インターネット プロトコル バージョ

ン 6（IPv6）」（P.28-1）を参照してください。

 • Cisco Unified Communications Manager が VMware での実行時には USB をサポートしないため、

固定保留音デバイスでは USB で接続するオーディオ ソースを指定できません。ただし、VMware 
では内部の保留音はサポートされます。

 • Cisco Unified Communications Manager クラスタでは、Cisco Media Convergence Server（MCS）
と Cisco Unified Computing System（UCS）のノードを混在させることができます。外部ソース

（USB オーディオ ドングル）で保留音機能を使用する場合は、外部ソースから MOH を提供する

ノード用に MCS サーバを使用する必要があります。

追加情報

「関連項目」（P.35-37）を参照してください。
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保留音のフェールオーバーとフォールバック
保留音サーバは Cisco Unified Communications Manager リストをサポートし、ソフトウェア会議ブ

リッジおよびメディア ターミネーション ポイントによって実装されたフェールオーバーをサポートし

ます。フェールオーバー中、システムは利用可能な場合はバックアップ Cisco Unified Communications 
Manager への接続を維持します。

アクティブな保留音セッション中に保留音サーバが故障した場合、Cisco Unified Communications 
Manager は特別な処理を行いません。保留にされた側は、この時点では何も受信しませんが、この状

況は通常のコール機能には影響しません。

追加情報

「関連項目」（P.35-37）を参照してください。

保留音の設定
この項は、次の内容で構成されています。

 • 「保留音オーディオ ソースの設定」（P.35-19）

 • 「固定保留音オーディオ ソースの設定」（P.35-24）

 • 「保留音サーバ設定」（P.35-26）

 • 「保留音オーディオ ファイル管理の設定」（P.35-33）

 • 「保留音サーバのパフォーマンスの表示」（P.35-36）

 • 「サービス状態の確認」（P.35-37）

ヒント 保留音を設定する前に、「保留音の設定チェックリスト」（P.35-1）、「マルチキャストの設定チェックリスト」

（P.35-3）、および「保留音のパフォーマンス監視の設定チェックリスト」（P.35-4）を確認してください。

保留音オーディオ ソースの設定

統合保留音機能には、ストリーミング ソースからストリームされる音楽を使用して、ネット上および

ネット外のユーザを保留にする機能があります。この機能では、次の動作があります。

 • エンドユーザ保留。

 • ネットワーク保留。これには、転送保留、会議保留、およびパーク保留が含まれます。

保留音の設定には、保留音オーディオ ソースの設定と保留音サーバの設定があります。

保留音オーディオ ソースを設定するには、次のトピックを参照してください。

 • 「保留音オーディオ ソースの検索」（P.35-20）

 • 「保留音オーディオ ソースの設定」（P.35-21）

 • 「保留音オーディオ ソースの削除」（P.35-22）

 • 「保留音オーディオ ソースの設定項目」（P.35-22）

追加情報

「関連項目」（P.35-37）を参照してください。
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保留音オーディオ ソースの検索

ネットワーク上には複数の保留音オーディオ ソースが存在する場合があります。Cisco Unified 
Communications Manager では、指定された条件に基づいて、保留音オーディオ ソースを検索できま

す。Cisco Unified Communications Manager データベースで特定の保留音オーディオ ソースを検索す

るには、次の手順を実行します。

（注） ブラウザ セッションでの作業中は、Cisco Unified Communications Manager の管理ページで保留音

オーディオ ソースの検索プリファレンスが保持されます。他のメニュー項目に移動してこのメニュー

項目に戻った場合でも、検索を変更するかブラウザを閉じない限り、保留音オーディオ ソースの検索

プリファレンスは Cisco Unified Communications Manager の管理ページで保持されています。

手順

ステップ 1 [メディアリソース (Media Resources)] > [保留音オーディオソース (Music On Hold Audio Source)] を
選択します。

[ 保留音サーバオーディオソースの検索と一覧表示 (Find and List Music On Hold Server Audio 
Sources)] ウィンドウが表示されます。ウィンドウには、アクティブな（前の）クエリーのレコードが

表示される場合もあります。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空になっていることを確認

し、「ステップ 3」 に進みます。

特定のレコードをフィルタリングまたは検索するには、次の操作を実行します。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスで、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスで、検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索文字を入力します。

（注） 別の検索条件を追加するには、[+] ボタンをクリックします。条件を追加した場合は、指定し

たすべての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、[-] ボタンをクリッ

クして、最後に追加された条件を削除するか、または [フィルタのクリア (Clear Filter)] ボタン

をクリックして、追加されたすべての検索条件を削除します。

ステップ 3 [検索 (Find)] をクリックします。

条件に一致するレコードがすべて表示されます。[ ページあたりの行数 (Rows per Page)] ドロップダウ

ン リスト ボックスで別の値を選択すると、各ページに表示される項目数を変更できます。

（注） 適切なレコードの横にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削除 (Delete 
Selected)] をクリックすると、データベースから複数のレコードを削除できます。[すべてを選

択 (Select All)] をクリックして [選択項目の削除 (Delete Selected)] をクリックすると、この選

択対象として設定可能なすべてのレコードを削除できます。
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ステップ 4 表示されたレコード リストから、目的のレコードのリンクをクリックします。

（注） ソート順を逆にするには、リストのヘッダーにある上矢印または下矢印をクリックします（使

用可能な場合）。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

「関連項目」（P.35-37）を参照してください。

保留音オーディオ ソースの設定

保留音オーディオ ソースを追加または更新するには、次の手順に従います。この手順では、既存の

オーディオ ソースをオーディオ ストリーム番号と関連付けたり、新しいカスタム オーディオ ソースを

アップロードしたりできます。

（注） 新しいバージョンのオーディオ ソース ファイルを利用可能な場合は、新しいバージョンを使用するた

めにこの更新手順を実行する必要があります。

手順

ステップ 1 [メディアリソース (Media Resources)] > [保留音オーディオソース (Music On Hold Audio Source)] を
選択します。

[ 保留音サーバオーディオソースの検索と一覧表示 (Find and List Music On Hold Server Audio 
Sources)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

 • 新しい保留音オーディオ ソースを追加するには、[ 新規追加 (Add New)] をクリックします。

[ 保留音オーディオソースの設定 (Music On Hold  Audio Source Configuration)] ウィンドウが表示
されます。

 • 保留音オーディオ ソースを更新するには、「保留音オーディオ ソースの検索」（P.35-20）の説明に

従って、対象となる保留音オーディオ ソースを検索します。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 35-4 を参照）。

ステップ 4 [保存 (Save)] をクリックします。

保留音オーディオ ソースを追加すると、ウィンドウ下部のリスト ボックスに、その新しい保留音オー

ディオ ソースが表示されます。

（注） [MOHオーディオソースファイル状況 (MOH Audio Source File Status)] ペインでは、追加され

たソースに対する MOH オーディオ トランスレーションの状態を知ることができます。

追加情報

「関連項目」（P.35-37）を参照してください。
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保留音オーディオ ソースの削除

既存の保留音オーディオ ソースを削除するには、次の手順に従います。

（注） 削除しても、保留音オーディオ ソース ファイルが削除されるわけではありません。MOH オーディオ 
ストリーム番号との関連付けが解除されるだけです。

手順

ステップ 1 [メディアリソース (Media Resources)] > [保留音オーディオソース (Music On Hold Audio Source)] を
選択します。

[ 保留音サーバオーディオソースの検索と一覧表示 (Find and List Music On Hold Server Audio 
Sources)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 特定の保留音オーディオ ソースを検索するには、検索条件を入力して [検索 (Find)] をクリックします。

検索条件と一致した保留音オーディオ ソースのリストが表示されます。

ステップ 3 次のいずれかの操作を実行します。

 • 削除する保留音オーディオ ソースの横のチェックボックスをオンにし、[ 選択項目の削除 (Delete 
Selected)] をクリックします。

 • [ すべてを選択 (Select All)] をクリックして [ 選択項目の削除 (Delete Selected)] をクリックするこ

とにより、すべての保留音オーディオ ソースを削除します。

 • 削除する保留音オーディオ ソース名をリストから選択し、[ 削除 (Delete)] をクリックします。

確認のダイアログボックスが表示されます。

ステップ 4 [OK] をクリックします。

選択した保留音オーディオ ソースとオーディオ ストリーム番号の関連付けが削除されます。

追加情報

「関連項目」（P.35-37）を参照してください。

保留音オーディオ ソースの設定項目

表 35-4 に、保留音オーディオ ソースの設定に使用する設定項目を示します。

表 35-4 保留音オーディオ ソースの設定項目 

フィールド 説明

[保留音サーバオーディオソース情報 (Music On Hold Server Audio Source Information)]

[MOHオーディオストリーム番

号 (MOH Audio Stream 
Number)]

この MOH オーディオ ソースに対するストリーム番号を選択するに

は、このフィールドを使用します。値を設定するには、ドロップダ

ウンの矢印をクリックして、表示されているリストから値を選択し

ます。既存の MOH オーディオ ソースの場合、この値は [MOH
オーディオソース (MOH Audio Sources)] タイトルに表示されます。

[MOHオーディオソースファイ

ル (MOH Audio Source File)]
この MOH オーディオ ソースに対するファイルを選択するには、こ

のフィールドを使用します。値を設定するには、ドロップダウンの

矢印をクリックして、表示されているリストから値を選択します。
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[MOHオーディオソース名
(MOH Audio Source Name)]

このフィールドには MOH オーディオ ソースの一意の名前を入力し

ます。50 文字以内で名前を構成します。有効な文字は、英文字、数

字、スペース、ダッシュ、ドット（ピリオド）、およびアンダース

コアです。

[連続再生 (Play continuously、
繰り返し )]

この MOH オーディオ ソースの連続再生を指定するには、この

チェックボックスをオンにします。

（注） このチェックボックスをオンにすることをお勧めします。

オーディオ ソースの連続再生が指定されていない場合、最

初に保留状態になった側だけが MOH オーディオ ソースを

受信し、追加の側では受信されません。

[マルチキャストの許可 (Allow 
Multicasting)]

この MOH オーディオ ソースがマルチキャストを許可することを指

定するには、このチェックボックスをオンにします。

[MOHオーディオソースファイ

ル状況 (MOH Audio Source 
File Status)]

このペインでは、選択した MOH オーディオ ソースのソース ファ

イルに関する情報を表示します。1 つの MOH オーディオ ソースに

対して、次の属性を表示します。

 • [InputFileName]

 • [ErrorCode]

 • [ErrorText]

 • [DurationSeconds]

 • [DiskSpaceKB]

 • [LowDateTime]

 • [HighDateTime]

 • [OutputFileList]

 – ULAW wav ファイル名と状態

 – ALAW wav ファイル名と状態

 – G.729 wav ファイル名と状態

 – ワイドバンド wav ファイル名と状態

 • MOH オーディオ トランスレーション完了日

表 35-4 保留音オーディオ ソースの設定項目 （続き）

フィールド 説明
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追加情報

「関連項目」（P.35-37）を参照してください。

固定保留音オーディオ ソースの設定

保留音サーバは、ファイル ストリーム ソースに加えて 1 つの固定デバイス ストリーム ソースをサポー

トします。このソースは固定オーディオ ソースであり、[固定MOHオーディオソースの設定 (Fixed 
MOH Audio Source Configuration)] ウィンドウで設定されます。固定オーディオ ソースは、ローカル 
コンピュータのオーディオ ドライバを使用する固定デバイスをソースとします。

各クラスタに 1 つの固定オーディオ ソースを定義できます。固定オーディオ ソースは、クラスタ単位

で各 MOH サーバに設定する必要があります。そのためには、別売の Cisco USB MOH サウンド アダ

プタが必要です。

（注） Cisco Unified Communications Manager が VMware での実行時には USB をサポートしないため、固

定保留音デバイスでは Universal Serial Bus （USB）で接続するオーディオ ソースを指定できません。

ただし、VMware では内部の保留音はサポートされます。

[MOHオーディオソース (MOH Audio Sources)]

（MOH オーディオ ソースのリ

スト）

追加された各 MOH オーディオ ソースについて、このリスト ボックス

に MOH オーディオ ソース名が表示されます。MOH オーディオ ソー

ス名をクリックして、その MOH オーディオ ソースを設定します。

[ファイルのアップロード
(Upload File)]

ドロップダウン リスト ボックスに表示されていない MOH オーディオ 
ソース ファイルをアップロードするには、[ファイルのアップロード

(Upload File)] ボタンをクリックします。表示された [ファイルのアッ

プロード (Upload File)] ポップアップ ウィンドウに、オーディオ ソー

ス ファイルを指定するパスを入力します。パスとファイル名が不明な

場合は、[ファイルのアップロード (Upload File)] フィールドの右側に

ある [参照 ...(Browse...)] ボタンをクリックして、ファイルを検索しま

す。目的のオーディオ ソース ファイルが見つかったら、[ファイルの

アップロード (Upload File)] ボタンをクリックして、ファイルをアップ

ロードします。オーディオ ファイルをアップロードすると、[アップ

ロード結果 (Upload Result)] ウィンドウにアップロードの結果が示され

ます。[閉じる (Close)] をクリックして、ウィンドウを閉じます。

（注） ファイルをアップロードすると、ファイルが Cisco Unified 
Communications Manager サーバにアップロードされ、オー

ディオ変換を行って MOH に適したコーデック対応オー

ディオ ファイルが作成されます。元のファイルのサイズに

応じて、この処理には数分かかることがあります。

（注） オーディオ ソース ファイルの MOH サーバへのアップロードで

は、ファイルは 1 つの MOH サーバだけにアップロードされま

す。したがって、各サーバ上の Cisco Unified Communications 
Manager の管理ページを使用して、クラスタ内の MOH サーバ

ごとにオーディオ ソース ファイルをアップロードする必要が

あります。MOH オーディオ ソース ファイルは、自動的にはク

ラスタ内の他の MOH サーバに適用されません。

表 35-4 保留音オーディオ ソースの設定項目 （続き）

フィールド 説明
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固定保留音オーディオ ソースを設定するには、次のトピックを参照してください。

 • 「固定保留音（MOH）オーディオ ソースの設定」（P.35-25）

 • 「固定保留音（MOH）オーディオ ソースの削除」（P.35-25）

 • 「固定保留音（MOH）オーディオ ソースの設定項目」（P.35-26）

固定保留音（MOH）オーディオ ソースの設定

固定保留音オーディオ ソースを設定するには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 [メディアリソース (Media Resources)] > [固定MOHオーディオソース (Fixed MOH Audio Source)] を
選択します。

[ 固定 MOH オーディオソースの設定 (Fixed MOH Audio Source Configuration)] ウィンドウが表示さ

れます。

ステップ 2 固定保留音（MOH）オーディオ ソースを設定し、有効にするには、表 35-5 の説明に従って適切な設

定値を入力します。

ステップ 3 [保存 (Save)] をクリックします。

[ 固定 MOH オーディオソースの設定 (Fixed MOH Audio Source Configuration)] ウィンドウが表示さ

れ、[ 更新に成功しました (Update Successful)] というステータス メッセージが表示されます。

追加情報

「関連項目」（P.35-37）を参照してください。

固定保留音（MOH）オーディオ ソースの削除

既存の固定保留音オーディオ ソースを削除するには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 [メディアリソース (Media Resources)] > [固定MOHオーディオソース (Fixed MOH Audio Source)] を
選択します。

[ 固定 MOH オーディオソースの設定 (Fixed MOH Audio Source Configuration)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 表示された固定 MOH オーディオ ソースが有効（[有効 (Enable、チェックした場合、名前は必須 )] 
チェックボックスがオン）であれば、その固定 MOH オーディオ ソースを削除できます。

この固定 MOH オーディオ ソースを削除するには、[ 削除 (Delete)] をクリックします。

確認のダイアログボックスが表示されます。

ステップ 3 [OK] をクリックします。

選択した固定保留音オーディオ ソースがデータベースから削除されます。

追加情報

「関連項目」（P.35-37）を参照してください。
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固定保留音（MOH）オーディオ ソースの設定項目

表 35-5 に、固定保留音（MOH）オーディオ ソースの設定に使用する設定項目を示します。

追加情報

「関連項目」（P.35-37）を参照してください。

保留音サーバ設定

メディア リソース グループの保留音用にサーバを設定できます。保留音サーバを設定するには、次の

トピックを参照してください。

 • 「保留音サーバの検索」（P.35-27）

 • 「保留音サーバの設定」（P.35-28）

 • 「保留音サーバのリセットまたは再起動」（P.35-28）

 • 「保留音サーバの同期化」（P.35-29）

 • 「保留音サーバの設定項目」（P.35-29）

どの保留音サーバを設定する場合も、サーバの設定をトレースしてください。詳細については、『Cisco 
Unified Serviceability Administration Guide』を参照してください。

追加情報

「関連項目」（P.35-37）を参照してください。

表 35-5 固定保留音（MOH）オーディオ ソースの設定項目 

フィールド 説明

[固定MOHオーディオソース情報 (Fixed MOH Audio Source Information)]

[ソース ID(Source ID)] このフィールドには、固定 MOH オーディオ ソースのストリーム番

号が表示されます。

[名前 (Name)] このフィールドに固定 MOH オーディオ ソースの一意の名前を入力

します。50 文字以内で名前を構成します。有効な文字は、英文字、

数字、スペース、ダッシュ、ドット（ピリオド）、およびアンダー

スコアです。

（注） Cisco Unified Communications Manager が VMware での実

行時には USB をサポートしないため、固定保留音デバイス

では Universal Serial Bus （USB）で接続するオーディオ 
ソースを指定できません。ただし、VMware では内部の保

留音はサポートされます。

[マルチキャストの許可 (Allow 
Multicasting)]

この固定 MOH オーディオ ソースがマルチキャストを許可すること

を指定するには、このチェックボックスをオンにします。

[有効 (Enable、チェックした場

合、名前は必須 )]
固定 MOH オーディオ ソースを有効にするには、このチェックボッ

クスをオンにします。
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保留音サーバの検索

ネットワーク上には複数の保留音サーバが存在する場合があります。Cisco Unified Communications 
Manager では、特定の条件に基づいて、特定の保留音サーバを検索できます。保留音サーバを検索す

るには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 [メディアリソース (Media Resources)] > [保留音サーバ (Music On Hold Server)] を選択します。

[ 保留音サーバの検索と一覧表示 (Find and List Music On Hold Servers)] ウィンドウが表示されます。

ウィンドウには、アクティブな（前の）クエリーのレコードが表示される場合もあります。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空になっていることを確認

し、「ステップ 3」 に進みます。

特定のレコードをフィルタリングまたは検索するには、次の操作を実行します。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスで、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスで、検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索文字を入力します。

（注） 別の検索条件を追加するには、[+] ボタンをクリックします。条件を追加した場合は、指定し

たすべての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、[-] ボタンをクリッ

クして、最後に追加された条件を削除するか、または [フィルタのクリア (Clear Filter)] ボタン

をクリックして、追加されたすべての検索条件を削除します。

ステップ 3 [検索 (Find)] をクリックします。

条件に一致するレコードがすべて表示されます。[ ページあたりの行数 (Rows per Page)] ドロップダウ

ン リスト ボックスで別の値を選択すると、各ページに表示される項目数を変更できます。

（注） 適切なレコードの横にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削除 (Delete 
Selected)] をクリックすると、データベースから複数のレコードを削除できます。[すべてを選

択 (Select All)] をクリックして [選択項目の削除 (Delete Selected)] をクリックすると、この選

択対象として設定可能なすべてのレコードを削除できます。

ステップ 4 表示されたレコード リストから、目的のレコードのリンクをクリックします。

（注） ソート順を逆にするには、リストのヘッダーにある上矢印または下矢印をクリックします（使

用可能な場合）。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

「関連項目」（P.35-37）を参照してください。
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保留音サーバの設定

保留音サーバを更新するには、次の手順に従います。

（注） 保留音サーバの追加および削除はできません。

手順

ステップ 1 [メディアリソース (Media Resources)] > [保留音サーバ (Music On Hold Server)] を選択します。

[ 保留音サーバの検索と一覧表示 (Find and List Music On Hold Servers)] ウィンドウが表示されます。2 つ
のドロップダウン リスト ボックスを使用して、保留音サーバを検索します。

ステップ 2 保留音サーバを更新するには、更新する保留音サーバをクリックします。[保留音 (MOH)サーバの設

定 (Music On Hold (MOH) Server Configuration)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 適切な設定値を入力するか更新します（表 35-6 を参照）。

ステップ 4 この保留音サーバを更新するには、[保存 (Save)] をクリックします。

データベース内の保留音サーバが更新されます。

追加情報

「関連項目」（P.35-37）を参照してください。

保留音サーバのリセットまたは再起動

既存の保留音サーバをリセットするには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 「保留音サーバの検索」（P.35-27）の手順に従って、保留音サーバを検索します。

ステップ 2 リセットする保留音サーバをクリックします。

ステップ 3 [リセット (Reset)] ボタンをクリックします。

ポップアップ ウィンドウに情報メッセージが表示されます。

ステップ 4 メッセージを読んだ後に、[リスタート (Restart)] をクリックして保留音サーバを再起動するか、また

は [リセット (Reset)] をクリックしてサーバをリセットします。

ステップ 5 ポップアップ ウィンドウを閉じるには、[閉じる (Close)] をクリックします。

追加情報

「関連項目」（P.35-37）を参照してください。
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保留音サーバの同期化

保留音サーバを最新の設定変更内容で同期化するには、次の手順を実行します。これにより、実行可能

なもっとも簡単な方法で未適用の設定を適用できます （たとえば、影響を受けるデバイスでリセット

や再起動が不要な場合もあります）。

手順

ステップ 1 [メディアリソース (Media Resources)] > [保留音サーバ (Music On Hold Server)] を選択します。

[ 保留音サーバの検索と一覧表示 (Find and List Music On Hold Servers)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 使用する検索条件を選択します。

ステップ 3 [検索 (Find)] をクリックします。

ウィンドウに、検索条件と一致した保留音サーバのリストが表示されます。

ステップ 4 同期化する保留音サーバの横のチェックボックスをオンにします。ウィンドウ内のすべての保留音サー

バを選択するには、一致レコード タイトルバーのチェックボックスをオンにします。

ステップ 5 [選択項目への設定の適用 (Apply Config to Selected)] をクリックします。

[ 設定情報の適用 (Apply Configuration Information)] ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 6 [OK] をクリックします。

追加情報

「関連項目」（P.35-37）を参照してください。

保留音サーバの設定項目

表 35-6 に、保留音サーバの構成に使用する設定項目を示します。

表 35-6 保留音サーバの設定項目 

フィールド 説明

[デバイス情報 (Device Information)]

[ホストサーバ (Host Server)] 既存の保留音サーバの場合、このフィールドは表示専用です。

[保留音サーバ名 (Music On Hold 
Server Name)]

この必須フィールドには保留音サーバの一意の名前を入力しま

す。15 文字以内で名前を構成します。有効な文字は、英文字、

数字、スペース、ダッシュ、ドット（ピリオド）、およびアン

ダースコアです。

[説明 (Description)] 保留音サーバの説明を入力します。50 文字まで入力できます。 [説
明 (Description)] には、アンパサンド（&）、二重引用符（"）、角

カッコ（[]）、小なり記号（<）、大なり記号（>）、またはパーセン

ト記号（%）を含めることはできません。

[デバイスプール (Device Pool)] 保留音サーバにデバイス プールを選択するには、この必須

フィールドを使用します。ドロップダウンの矢印をクリックし

て、表示されているリストからデバイス プールを選択します。
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[ロケーション (Location)] ロケーションは、集中型コール処理システムに Call Admission 
Control（CAC; コール アドミッション制御）を実装する際に使

用します。CAC を使用すると、ロケーション間のリンクを経由

する音声およびビデオ コールで利用可能な帯域幅の量を制限す

ることによって、音声品質とビデオ アベイラビリティを制御で

きます。ロケーションは、このロケーションへのコールと、この

ロケーションからのコールで利用可能な帯域幅の合計を指定しま

す。

ドロップダウン リスト ボックスから、この MOH サーバに適し

たロケーションを選択します。

ロケーション設定が Hub_None の場合、ロケーション機能は、

MOH サーバで消費される帯域幅を追跡しません。ロケーション

設定が Phantom の場合、H.323 または SIP プロトコルを使用す

るクラスタ間トランクの間で適切な CAC を有効にするロケー

ションが指定されます。

新しいロケーションを設定するには、[システム (System)] > [ロ
ケーション (Location)] メニュー オプションを使用します。

ロケーションの詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の

「ロケーションの設定」を参照してください。クラスタ間トラン

クの間でのロケーションベースの CAC については、『Cisco 
Unified Communications Manager システム ガイド』の「クラス

タ間トランクでのロケーションに基づくコール アドミッション

制御」を参照してください。

[最大半二重ストリーム
(Maximum Half Duplex Streams)]

この必須フィールドには、保留音サーバがサポートするユニキャ

スト保留音ストリームの最大数を入力します。この値は、ある時

点でこの保留音サーバからストリームされるユニキャスト保留音

を使用できるデバイスの最大数を決定します。有効な値の範囲は 
0 ～ 500 です。

[最大マルチキャスト接続
(Maximum Multicast 
Connections)]

この必須フィールドには、保留音サーバがサポートするマルチ

キャスト保留音ストリームの最大数を入力します。この値は、あ

る時点でこの保留音サーバからストリームされるマルチキャスト

保留音を使用できるデバイスの最大数を決定します。有効な値の

範囲は 1 ～ 999999 です。

[固定オーディオソースデバイス
(Fixed Audio Source Device)]

固定オーディオ ソース デバイスのデバイス名を入力します。こ

のデバイスはサーバ単位のオーバーライドとして機能し、サーバ

に特別なサウンド デバイスがインストールされている場合に使

用されます。

表 35-6 保留音サーバの設定項目 （続き）

フィールド 説明
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[信頼できるリレーポイントを使

用 (Use Trusted Relay Point)]
ドロップダウン リスト ボックスで、Cisco Unified 
Communications Manager が Trusted Relay Point（TRP; 信頼で

きるリレーポイント）のデバイスをこのメディア エンドポイン

トで挿入するかどうかについて、有効化または無効化を指定しま

す。次のいずれかの値を選択します。

 • [オフ (Off)]：このデバイスでの TRP の使用を無効にする場

合、この値を選択します。

 • [オン (On)]：このデバイスでの TRP の使用を有効にする場

合、この値を選択します。

信頼できるリレーポイント（TRP）のデバイスとは、「信頼でき

るリレーポイント」というラベルが付けられている MTP デバイ

スまたはトランスコーダ デバイスのことを意味します。

複数のリソースがエンドポイントに必要な場合（たとえばトラン

スコーダや RSVPAgent）、Cisco Unified Communications 
Manager は関連付けられたエンドポイント デバイスに最も近い 
TRP を選択します。

TRP と MTP の両方がエンドポイントに必要な場合、TRP は必須

の MTP として使用されます。コール機能の詳細については、

『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の

「Cisco Unified Communications Manager での TRP の挿入」を参

照してください。

TRP と RSVPAgent の両方がエンドポイントに必要な場合、

Cisco Unified Communications Manager はまず、TRP としても

使用可能な RSVPAgent を検索します。

TRP とトランスコーダの両方がエンドポイントに必要な場合、

Cisco Unified Communications Manager はまず、TRP としても

指定可能なトランスコーダを検索します。

ネットワーク仮想化および信頼できるリレーポイントの詳しい説

明については、『Cisco Unified Communications Manager システ
ム ガイド』の「メディア リソースの管理」の章の「信頼済みリ

レー ポイント」の項、およびそのサブトピックを参照してくだ

さい。

[実行フラグ (Run Flag)] 保留音サーバに対応する実行フラグを選択するには、この必須

フィールドを使用します。ドロップダウンの矢印をクリックし

て、[Yes] または [No] を選択します。[No] を選択すると、保留

音サーバが無効になります。

表 35-6 保留音サーバの設定項目 （続き）

フィールド 説明
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[マルチキャストオーディオソース情報 (Multicast Audio Source Information)]

[このMOHサーバでマルチキャス

トオーディオソースを有効にする
(Enable Multicast Audio Sources 
on this MOH Server)]

この保留音サーバに対応するオーディオ ソースのマルチキャス

トを有効または無効にするには、このチェックボックスをオンま

たはオフにします。

（注） この MOH サーバがマルチキャスト メディア リソース グ
ループに属している場合は、この MOH サーバでマルチ

キャストを有効にするかどうか、この MOH サーバの削

除やリストにある各グループのマルチキャスト設定の変

更によって指定したメディア リソース グループを更新す

るかどうかを尋ねるメッセージが表示されます。

[基本マルチキャスト IPアドレス
(Base Multicast IP Address)]

マルチキャスト サポートが必要な場合は、ベース マルチキャス

ト IP アドレスをこのフィールドに入力します。マルチキャスト

に有効な IP アドレスは 224.0.1.0 ～ 239.255.255.255 です。

（注） 224.0.1.0 ～ 238.255.255.255 の IP アドレスは、パブリッ

ク マルチキャスト アプリケーションに予約されている IP 
マルチキャスト アドレスの範囲に含まれます。このアド

レスを使用すると、インターネット上の既存のマルチ

キャスト アプリケーションと干渉する可能性があります。

プライベート ネットワーク上の、管理上制御されるアプ

リケーション用に予約されている範囲 

（239.0.0.0 ～ 239.255.255.255）の IP アドレスを使用す

ることを推奨します。

[基本マルチキャストポート番号
(Base Multicast Port Number)]

マルチキャスト サポートが必要な場合は、基本マルチキャスト 
ポート番号をこのフィールドに入力します。有効なマルチキャス

ト ポート番号は、16384 ～ 32766 の範囲の偶数です。

[マルチキャストの追加
(Increment Multicast on)]

ポート番号のマルチキャストを増やすには、[ポート番号 (Port 
Number)] をクリックします。

IP アドレスのマルチキャストを増やすには、[IPアドレス (IP 
Address)] をクリックします。

（注） ファイアウォールが存在する場合は、IP アドレスの増分

によるマルチキャストを優先方式として使用します。こ

の方法により、各マルチキャスト オーディオ ソースは一

意な IP アドレスを持つことになり、ネットワークの飽和

状態の回避に役立ちます。

表 35-6 保留音サーバの設定項目 （続き）

フィールド 説明
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追加情報

「関連項目」（P.35-37）を参照してください。

保留音オーディオ ファイル管理の設定

保留音機能でオーディオ ソースとして使用されるオーディオ ファイルを管理できます。[メディアリ

ソース (Media Resources)] > [MOHオーディオファイル (MOH Audio File Management)] メニュー オ
プションを使用すると、管理者は次の機能を実行できます。

 • システムに格納されている MOH オーディオ ファイルのリストを表示する。

 • 新しい MOH オーディオ ファイルをアップロードする。

 • MOH オーディオ ファイルを削除する。

保留音オーディオ ソースのオーディオ ファイルを管理するには、次のトピックを参照してください。

 • 「保留音オーディオ ファイルの表示」（P.35-34）

 • 「保留音オーディオ ファイルのアップロード」（P.35-34）

 • 「保留音オーディオ ファイルの削除」（P.35-35）

[選択されたマルチキャストオーディオソース (Selected Multicast Audio Sources)]

[マルチキャストの許可 (Allow Multicasting)] チェックボックス

がオンになっているオーディオ ソースだけが、このリストに表

示されます。表示されたオーディオ ソースがない場合は、次の

メッセージが表示されます。

マルチキャストが選択されている保留音オーディオソースは

ありません。ページの右上の [オーディオソースの設定

(Configure Audio Sources)] をクリックして、マルチキャス

トオーディオソースを選択してください。

[関連リンク (Related Links)] ドロップダウン リスト ボックスで 
[オーディオソースの設定 (Configure Audio Sources)] を選択し、

[移動 (Go)] をクリックします。

[番号 (No.)] このフィールドは、特定のマルチキャスト オーディオ ソースに

関連付けられている保留音オーディオ ストリーム番号を示しま

す。マルチキャストを許可するように定義されているオーディオ 
ソースだけが表示されます。

[オーディオソース名 (Audio 
Source Name)]

このフィールドは、マルチキャストを許可するように定義されて

いるオーディオ ソースの名前を示します。

[最大ホップ (Max Hops)] 各マルチキャスト オーディオ ソースに対して、マルチキャスト 
パケットが通過できるルータ ホップの最大数を入力します。有

効な値の範囲は 1 ～ 15 です。

（注） 大きな値を使用すると、ネットワークの飽和状態が発生

することがあります。このフィールドは Time to Live（存
続可能時間）としても識別されます。

表 35-6 保留音サーバの設定項目 （続き）

フィールド 説明
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追加情報

「関連項目」（P.35-37）を参照してください。

保留音オーディオ ファイルの表示

システムに格納されている保留音オーディオ ファイルのリストを表示するには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、[メディアリソース (Media Resources)] > 
[MOHオーディオファイル (MOH Audio File Management)] を選択します。

[ 保留音オーディオファイル管理 (Music On Hold Audio File Management)] ウィンドウが表示されま

す。

レコード リストのエントリごとに、次の情報が表示されます。

 • チェックボックス：オーディオ ファイルが削除可能な場合は、表示されている最初のカラムに

チェックボックスが表示されます。

 • [ファイル名 (File Name)]：このカラムには、オーディオ ファイル名が表示されます。

 • [長さ (Length)]：このカラムには、オーディオ ファイルの長さが分および秒単位で表示されます。

 • [ファイル状況 (File Status)]：このカラムには、ファイル状況が表示されます。次の値があります。

 – [Translation Complete]：この状況にあるファイルは正常にアップロードされており、保留音

オーディオ ソースのオーディオ ファイルとして使用できます。

 – [In Use]：このオーディオ ファイルを MOH オーディオ ソース ファイルとして使用する保留

音オーディオ ソースを追加すると、このオーディオ ファイルのファイル状況は [In Use] に変

わります。このファイル状況のファイルは削除できません。

追加情報

「関連項目」（P.35-37）を参照してください。

保留音オーディオ ファイルのアップロード

保留音オーディオ ファイルをアップロードするには、次の手順に従います。オーディオ ファイルを

アップロードすると、保留音オーディオ ソースとして使用可能になります。[メディアリソース

(Media Resources)] > [保留音オーディオソース (Music On Hold Audio Source)] メニュー オプション

を使用して新しいオーディオ ソースを追加すると、新しくアップロードしたオーディオ ファイルが 
[MOHオーディオソースファイル (MOH Audio Source File)] ドロップダウン リスト ボックスで使用可

能になります。

手順

ステップ 1 [メディアリソース (Media Resources)] > [MOHオーディオファイル (MOH Audio File Management)] 
を選択します。

[ 保留音オーディオファイル管理 (Music On Hold Audio File Management)] ウィンドウが表示されま

す。
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ステップ 2 [ファイルのアップロード (Upload File)] ボタンをクリックします。

[ ファイルのアップロード (Upload File)] ポップアップ ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 次のいずれかのオプションを選択します。

 • オーディオ ファイルを指定するファイルへのパスがわかっている場合は、[ ファイル (File)] 
フィールドにパスを入力します。

 • パスとファイル名が不明な場合は、[ ファイル (File)] フィールドの右側にある [ 参照 (Browse)] ボ
タンをクリックして、オーディオ ファイルを検索します。オーディオ ファイルを検索したら、目

的のオーディオ ファイルをクリックし、[ 開く (Open)] をクリックします。選択したオーディオ 
ファイルへのパスが、[ ファイルのアップロード (Upload File)] ポップアップ ウィンドウの [ ファ

イル (File)] フィールドに表示されます。

ステップ 4 指定したオーディオ ファイルをアップロードするには、[アップロード (Upload)] をクリックします。

オーディオ ファイルをアップロードすると、[ アップロード結果 (Upload Result)] ウィンドウにアップ

ロードの結果が示されます。

（注） ファイルをアップロードすると、ファイルが Cisco Unified Communications Manager サーバに

アップロードされ、オーディオ変換を行って MOH に適したコーデック対応オーディオ ファイ

ルが作成されます。元のファイルのサイズに応じて、この処理には数分かかることがありま

す。

（注） オーディオ ソース ファイルの MOH サーバへのアップロードでは、ファイルは 1 つの MOH 
サーバだけにアップロードされます。したがって、各サーバ上の Cisco Unified 
Communications Manager の管理ページを使用して、クラスタ内の MOH サーバごとにオー

ディオ ソース ファイルをアップロードする必要があります。MOH オーディオ ソース ファイ

ルは、自動的にはクラスタ内の他の MOH サーバに適用されません。

ステップ 5 [アップロード結果 (Upload Result)] ウィンドウを閉じるには、[閉じる (Close)] をクリックします。

新しくアップロードしたオーディオ ファイルが、[ 保留音オーディオファイル管理 (Music On Hold 
Audio File Management)] ウィンドウのオーディオ ファイル リストに追加されます。

追加情報

「関連項目」（P.35-37）を参照してください。

保留音オーディオ ファイルの削除

既存の保留音オーディオ ファイルを削除するには、次の手順に従います。

（注） In Use 状態を示す MOH オーディオ ファイルは削除できません。このようなファイルを削除するには、

最初に [メディアリソース (Media Resources)] > [保留音オーディオソース (Music On Hold Audio 
Source)] メニュー オプションを使用して、このオーディオ ファイルを使用する MOH オーディオ ソー

スを検索します。その MOH オーディオ ソースを削除するか、またはそのオーディオ ソースが別の

オーディオ ファイルを使用するように変更します。
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手順

ステップ 1 [メディアリソース (Media Resources)] > [MOHオーディオファイル (MOH Audio File Management)] 
を選択します。

[ 保留音オーディオファイル管理 (Music On Hold Audio File Management)] ウィンドウが表示されま

す。

ステップ 2 削除する保留音オーディオ ファイルの左にあるチェックボックスをオンにします。

（注） 複数のオーディオ ファイルをクリックすると、複数のオーディオ ファイルを一度に削除できま

す。また、[すべてを選択 (Select All]) ボタンをクリックすると、すべてのオーディオ ファイ

ルを削除対象に選択できます。選択したオーディオ ファイルを選択解除するには、[すべてを

クリア (Clear All)] ボタンを使用します。

ステップ 3 [選択項目の削除 (Delete Selected)] ボタンをクリックします。

このファイルが完全に削除されることを警告するポップアップ ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 削除するには、[OK] をクリックします。

オーディオ ファイルが保留音オーディオ ファイルのリストから削除されます。

追加情報

「関連項目」（P.35-37）を参照してください。

保留音サーバのパフォーマンスの表示

保留音サーバの Perfmon カウンタを表示するには、Cisco Unified Real-Time Monitoring Tool
（RTMT）を使用します。

表 35-7 で、Real-Time Monitoring Tool の [Performance] ウィンドウに表示されるパフォーマンス モニ

タリング カウンタについて詳しく説明します。

表 35-7 保留音のパフォーマンス カウンタ 

パフォーマンス カウンタ名 説明

MOHConnectionState プライマリおよびセカンダリ Cisco Unified Communications 
Manager を示します。

 • 1 = プライマリ

 • 2 = セカンダリ

 • 0 = 接続されていない

MOHAudioSourcesActive アクティブなオーディオ ソースの合計数を示します。サポー

トされている各コーデック タイプを含みます。オーディオ 
ソース 1 で mu-law および G.729 が有効な場合、このオー

ディオ ソースのカウントは 2 になります。

MOHStreamsActive アクティブ ストリームの合計数を示します。2 つの潜在的な

オーバーヘッド ストリームが各オーディオ ソース /コーデッ

ク タイプに対して存在します。1 つは実際のオーディオ ソー

ス用であり、もう 1 つはマルチキャスト用です。
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サービス状態の確認

保留音サービスが動作しているかどうかを確認するには、Performance Management を使用します。

追加情報

「関連項目」（P.35-37）を参照してください。

関連項目
 • 「保留音の設定チェックリスト」（P.35-1）

 • 「マルチキャストの設定チェックリスト」（P.35-3）

 • 「保留音のパフォーマンス監視の設定チェックリスト」（P.35-4）

 • 「保留音の概要」（P.35-4）

 • 「保留音の定義」（P.35-4）

 • 「保留音の特徴」（P.35-6）

 • 「保留音の機能性」（P.35-7）

 • 「サポートされている保留音機能」（P.35-8）

 • 「保留音のシステム要件と制限」（P.35-17）

 • 「保留音のフェールオーバーとフォールバック」（P.35-19）

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「メディア リソー

ス グループの設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「メディア リソー

ス グループ リストの設定」

保留音オーディオ ソース

 • 「保留音オーディオ ソース」（P.35-12）

 • 「オーディオ ソース ファイルの格納」（P.35-13）

 • 「オーディオ ソースの管理」（P.35-13）

 • 「マルチキャストとユニキャストのオーディオ ソース」（P.35-14）

 • 「H.323 クラスタ間トランク経由のマルチキャスト保留音」（P.35-16）

 • 「マルチキャストの設定チェックリスト」（P.35-3）

 • 「保留音オーディオ ソースの検索」（P.35-20）

MOHStreamsAvailable 利用可能なシンプレックス ストリームの合計数を示します。

合計は、すべてのデバイスのデバイス ドライバで利用可能な

ストリームの合計数を表します。

MOHConnectionsLost 対応する Cisco Unified Communications Manager への接続

が失われた回数の合計を示します。

MOHStreamsTotal 処理されるストリームの合計数を示します。

表 35-7 保留音のパフォーマンス カウンタ （続き）

パフォーマンス カウンタ名 説明
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 • 「保留音オーディオ ソースの設定」（P.35-21）

 • 「保留音オーディオ ソースの削除」（P.35-22）

 • 「保留音オーディオ ソースの設定項目」（P.35-22）

固定保留音オーディオ ソース

 • 「固定保留音オーディオ ソースの設定」（P.35-24）

 • 「固定保留音（MOH）オーディオ ソースの設定」（P.35-25）

 • 「固定保留音（MOH）オーディオ ソースの削除」（P.35-25）

 • 「固定保留音（MOH）オーディオ ソースの設定項目」（P.35-26）

保留音サーバ

 • 「保留音サーバ」（P.35-11）

 • 「サービス状態の確認」（P.35-37）

 • 「保留音サーバ設定」（P.35-26）

 • 「保留音サーバの検索」（P.35-27）

 • 「保留音サーバの設定」（P.35-28）

 • 「保留音サーバのリセットまたは再起動」（P.35-28）

 • 「保留音サーバの同期化」（P.35-29）

 • 「保留音サーバの設定項目」（P.35-29）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「信頼済みリレー ポイント」

保留音オーディオ ファイル管理

 • 「保留音オーディオ ファイル管理の設定」（P.35-33）

 • 「保留音オーディオ ファイルの表示」（P.35-34）

 • 「保留音オーディオ ファイルのアップロード」（P.35-34）

 • 「保留音オーディオ ファイルの削除」（P.35-35）

参考資料

 • 「インターネット プロトコル バージョン 6（IPv6）」（P.28-1）

 • 『Cisco Unified Real Time Monitoring Tool Administration Guide』

 • 『Installing Cisco Unified Communications Manager Release 8.0(2)』

 • 『Upgrading Cisco Unified Communications Manager Release 8.0(2)』

 • 『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』



C H A P T E R
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プレゼンス

プレゼンス機能を使用すると、電話番号または SIP URI で別のユーザのリアルタイム ステータスを監

視できます。

ここでは、次のトピックについて説明します。

 • 「プレゼンスの設定チェックリスト」（P.36-1）

 • 「プレゼンスの概要」（P.36-4）

 • 「プレゼンスと電話機およびトランクの連動について」（P.36-5）

 • 「プレゼンスとルート リストの連動について」（P.36-7）

 • 「プレゼンス グループについて」（P.36-7）

 • 「プレゼンス認証について」（P.36-10）

 • 「SUBSCRIBE コーリング サーチ スペースの動作について」（P.36-12）

 • 「システム要件」（P.36-13）

 • 「プレゼンス機能のインタラクションおよび制限事項」（P.36-13）

 • 「プレゼンスの設定」（P.36-14）

 • 「関連項目」（P.36-24）

プレゼンスの設定チェックリスト
プレゼンス機能を使用すると、ユーザ（ウォッチャ）はウォッチャのデバイスから電話番号または SIP 
URI で別のユーザのリアルタイム ステータスを監視できます。ウォッチャは、次のオプションを使用

して、ユーザのステータスを監視できます。

 • BLF/短縮ダイヤル ボタン

 • ディレクトリ ウィンドウ内の不在履歴、発信履歴、または着信履歴のリスト

 • 社内ディレクトリなどの共有ディレクトリ

ヒント 次の説明では、電話機と SIP トランクが Cisco Unified Communications Manager データベースにある

ことを前提としています。電話機または SIP トランクを追加する方法については、『Cisco Unified 
Communications Manager アドミニストレーション ガイド』を参照してください。
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表 36-1 に、プレゼンス機能を設定するために実行する必要があるタスクを示します。

 • プレゼンスのためにコール リスト電話機機能を設定するには、「ステップ 2」 から「ステップ 7」 を
実行します。

 • プレゼンスのために BLF/短縮ダイヤル電話機機能を設定するには、「ステップ 3」 および「ステッ

プ 6」 から「ステップ 10」 を実行します。

（注） BLF/短縮ダイヤルのためにプレゼンス グループまたは Default Inter-Presence Group Subscription パラ

メータを設定する必要はありません。

 • 両方の機能を設定するには、チェックリストのすべての手順を実行します。

表 36-1 プレゼンス設定チェックリスト 

設定手順 手順と関連項目

ステップ 1 まだ設定していない場合は、プレゼンス機能で使用する電話機

および SIP トランクを設定してください。

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』

ステップ 2 BLF for Call Lists エンタープライズ パラメータを有効にしま

す。

「プレゼンス サービス パラメータとエンター

プライズ パラメータの設定」（P.36-14）

ステップ 3 Cisco Unified Communications Manager の管理ページでプレゼ

ンスのためのクラスタ全体のサービス パラメータを設定します。

「プレゼンス サービス パラメータとエンター

プライズ パラメータの設定」（P.36-14）

ステップ 4 プレゼンス グループ認証を使用するには、プレゼンス グループ

と権限を設定します。

「プレゼンス グループについて」（P.36-7）

「プレゼンス グループの検索」（P.36-16）

「プレゼンス グループの設定」（P.36-17）

「プレゼンス グループの設定項目」（P.36-17）

「プレゼンス グループとプレゼンス認証のヒ

ント」（P.36-20）

ステップ 5 Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、電話

番号、SIP トランク、SIP を実行している電話機、SCCP を実行

している電話機、エンド ユーザ、およびアプリケーション ユー

ザ（SIP トランクを介してプレゼンス要求を送信しているアプリ

ケーション ユーザ）にプレゼンス グループを適用します。

「プレゼンス グループについて」（P.36-7）

「プレゼンス グループの適用」（P.36-19）

「プレゼンス グループとプレゼンス認証のヒ

ント」（P.36-20）
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ステップ 6 SIP トランクからのプレゼンス要求を許可するには、[SIPトラ

ンクセキュリティプロファイルの設定 (SIP Trunk Security 
Profile Configuration)] ウィンドウの [プレゼンス登録の許可

(Accept Presence Subscription)] チェックボックスをオンにしま

す。

トランク レベルの認証に加えて、SIP トランク アプリケーショ

ンに対してアプリケーションレベルの認証を有効にするには、

[SIPトランクセキュリティプロファイルの設定 (SIP Trunk 
Security Profile Configuration)] ウィンドウで次のチェックボッ

クスをオンにします。

 • [ダイジェスト認証を有効化 (Enable Digest Authentication)] 

 • [アプリケーションレベル認証を有効化 (Enable Application 
Level Authorization)]

（注） [ダイジェスト認証を有効化 (Enable Digest 
Authentication)] をオンにしないと、[アプリケーション

レベル認証を有効化 (Enable Application Level 
Authorization)] をオンにできません。

トランクにプロファイルを適用します。トランクをリセットし、

変更を有効にします。

[アプリケーションレベル認証を有効化 (Enable Application 
Level Authorization)] をオンにした場合は、アプリケーションの 
[アプリケーションユーザの設定 (Application User 
Configuration)] ウィンドウの [プレゼンス登録の許可 (Accept 
Presence Subscription)] チェックボックスをオンにします。

「プレゼンス認証について」（P.36-10）

「プレゼンス グループとプレゼンス認証のヒ

ント」（P.36-20）

『Cisco Unified Communications Manager セ
キュリティ ガイド』の「SIP トランク セキュ

リティ プロファイルの設定」

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「アプリ

ケーション ユーザの設定」

ステップ 7 SUBSCRIBE コーリング サーチ スペースを設定し、必要に応じ

て電話機、トランク、またはエンド ユーザにコーリング サーチ 
スペースを適用します。

「SUBSCRIBE コーリング サーチ スペースの

動作について」（P.36-12）

「SUBSCRIBE コーリング サーチ スペースの

設定と適用」（P.36-15）

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「コーリン

グ サーチ スペースの設定」

「プレゼンスとルート リストの連動について」

（P.36-7）

ステップ 8 BLF/短縮ダイヤル ボタンの電話ボタン テンプレートをカスタ

マイズします。

「カスタマイズされた電話ボタン テンプレー

トでの BLF/短縮ダイヤル ボタンの設定」

（P.36-21）

表 36-1 プレゼンス設定チェックリスト （続き）

設定手順 手順と関連項目
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プレゼンスの概要
Cisco Unified Communications Manager の管理ページでプレゼンスを設定する場合、ウォッチャと呼

ばれる関連ユーザは、ウォッチャのデバイスから電話番号または SIP URI のプレゼンス エンティティ

のリアルタイム ステータスを監視できます。

（注） SIP URI は、xten3@CompB.cisco.com または 2085017328@10.21.91.156:5060 のように、

user@host 形式で構成されるコールの宛先を構成します。

ウォッチャは、次のオプションを使用して、プレゼンス エンティティ（プレゼンティティとも呼ばれ

る）のステータスを監視できます。

 • BLF/短縮ダイヤル ボタン

 • ディレクトリ ウィンドウ内の不在履歴、発信履歴、または着信履歴のリスト

 • 社内ディレクトリなどの共有ディレクトリ

コール リストおよびディレクトリは、既存のエントリの BLF ステータスを表示します。BLF/短縮ダ

イヤル ボタンを設定すると、プレゼンス エンティティが、ウォッチャのデバイスで短縮ダイヤルとし

て表示されます。

ヒント プレゼンスをサポートし、SIP を実行している電話機では、BLF/短縮ダイヤル ボタンとして電話番号

または SIP URI を設定できます。プレゼンスをサポートし、SCCP を実行している電話機では、BLF/
短縮ダイヤル ボタンとして電話番号だけを設定できます。 
 

電話機またはユーザ デバイス プロファイルに対して BLF/短縮ダイヤル ボタンを設定します。BLF 値
は、クラスタ上にある必要はありません。電話機に表示される Busy Lamp Field（BLF; ビジー ランプ 
フィールド）ステータス アイコンについては、ご使用の電話機をサポートする Cisco Unified IP Phone 
のマニュアルを参照してください。ご使用の電話機がプレゼンスをサポートしているかどうかを確認す

るには、その電話機とこのバージョンの Cisco Unified Communications Manager をサポートする 
Cisco Unified IP Phone のマニュアルを参照してください。

プレゼンス エンティティのステータスを表示するために、ウォッチャはプレゼンス要求を Cisco 
Unified Communications Manager に送信します。管理者がプレゼンス機能を設定した後に、ウォッ

チャのデバイスにリアルタイム ステータス アイコンが表示され、プレゼンス エンティティについて通

話中、非通話中、ステータス不明などを示します。

ステップ 9 まだ設定していない場合は、BLF/短縮ダイヤル ボタンを追加す

る電話機を設定します。BLF/短縮ダイヤル回線に対して設定す

る電話ボタン テンプレートを選択してください。

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「Cisco 
Unified IP Phone の設定」

ステップ 10 電話機またはユーザ デバイス プロファイルに対して BLF/短縮

ダイヤル ボタンを設定します。

「プレゼンスの概要」（P.36-4）

「プレゼンスと電話機およびトランクの連動

について」（P.36-5）

「BLF/短縮ダイヤル ボタンの設定」

（P.36-22）

「BLF/短縮ダイヤルの設定項目」（P.36-22）

表 36-1 プレゼンス設定チェックリスト （続き）

設定手順 手順と関連項目
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エクステンション モビリティのユーザは、エクステンション モビリティをサポートする電話機で、プ

レゼンス機能を使用できます。

プレゼンス グループ認証によって、認証されたウォッチャだけが宛先のプレゼンス ステータスにアク

セスできます。管理者は、BLF/短縮ダイヤルを設定するときに宛先を監視する権限をウォッチャに与

えるので、プレゼンス グループ認証は BLF/短縮ダイヤルには適用されません。

（注） SIP を実行している電話機の場合は、コール リストに表示される BLF/短縮ダイヤルとして設定された

電話番号または SIP URI にもプレゼンス グループ認証が適用されません。

クラスタ外からのプレゼンス要求を許可するには、外部のトランクまたはアプリケーションからのプレ

ゼンス要求を受け入れるように、管理者がシステムを設定する必要があります。プレゼンス グループ

をクラスタ外のトランクおよびアプリケーションに割り当て、プレゼンス グループ認証を呼び出すこ

とができます。

SUBSCRIBE コーリング サーチ スペースは、Cisco Unified Communications Manager がトランクまた

は電話機からのプレゼンス要求をルーティングする方法を決定します。エンド ユーザに関連付けられ

た SUBSCRIBE コーリング サーチ スペースは、エクステンション モビリティ コールのために使用さ

れます。

プレゼンスと電話機およびトランクの連動について

ヒント この項の説明を参照する際には、「プレゼンス グループについて」（P.36-7）、「プレゼンス認証につい

て」（P.36-10）、「プレゼンスとルート リストの連動について」（P.36-7）、および 「SUBSCRIBE コー

リング サーチ スペースの動作について」（P.36-12）も参照してください。この項の説明は、電話機と

トランクがプレゼンス エンティティ（プレゼンス グループで設定されている）のステータスを表示す

る権限を持っていることを前提としています。

Cisco Unified Communications Manager は、クラスタ内かクラスタ外かに関係なく、Cisco Unified 
Communications Manager ユーザに対するすべてのプレゼンス要求を処理します。

電話機とプレゼンス エンティティが同じ場所に設置されている場合、電話機を介してプレゼンス要求

を送信する Cisco Unified Communications Manager ウォッチャに対して、Cisco Unified 
Communications Manager はプレゼンス ステータスで直接応答します。

デバイスがクラスタ外に存在する場合、Cisco Unified Communications Manager は SIP トランクを介

して外部デバイスに照会します。ウォッチャが外部デバイスを監視する権限を持っている場合、SIP ト
ランクは外部デバイスにプレゼンス要求を送信し、ウォッチャにプレゼンス ステータスを返します。

Cisco Unified Communications Manager トランクを介してプレゼンス要求を送信する Cisco Unified 
Communications Manager 以外のウォッチャに対して、Cisco Unified Communications Manager は、

そのプレゼンス エンティティをサポートしている場合に、プレゼンス ステータスで応答します。Cisco 
Unified Communications Manager がそのプレゼンス エンティティをサポートしていない場合、要求は

拒否されます。

次の例は、プレゼンス要求を送受信する権限を持っている電話機およびトランクに対して、プレゼンス

がどのように動作するかを示しています。
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Cisco Unified Communications Manager ユーザが別の Cisco Unified Communications 
Manager ユーザの BLF ステータスを照会する

Cisco Unified Communications Manager ユーザが別の Cisco Unified Communications Manager ユーザ

にコールしましたが、着信側のユーザは電話に出ることができませんでした。電話に出られるようにな

ると、着信側は不在履歴のリストをチェックし、電話機が Cisco Unified Communications Manager に
接続されます。Cisco Unified Communications Manager は、着信側が正当なウォッチャであることを

検証し、発信側が Cisco Unified Communications Manager プレゼンス エンティティであることを確認

します。発信者の BLF ステータスが、着信側のユーザの電話機で更新されます。

Cisco Unified Communications Manager ユーザが Cisco Unified Communications Manager 
以外のユーザの BLF ステータスを照会する

Cisco Unified Communications Manager 以外のユーザが Cisco Unified Communications Manager ユー

ザにコールしましたが、その Cisco Unified Communications Manager ユーザは電話に出ることができ

ませんでした。電話に出られるようになると、Cisco Unified Communications Manager ユーザは不在

履歴のリストをチェックし、電話機が Cisco Unified Communications Manager に接続されます。Cisco 
Unified Communications Manager は、Cisco Unified Communications Manager ユーザが正当なウォッ

チャであることを検証し、Cisco Unified Communications Manager 以外のユーザがプレゼンス エン

ティティであることを確認します。SIP トランクは、Cisco Unified Communications Manager 以外の

ネットワークおよび Cisco Unified Communications Manager と対話し、Cisco Unified 
Communications Manager 以外のユーザのステータスは、Cisco Unified Communications Manager 
ユーザの電話機で更新されます。

Cisco Unified Communications Manager 以外のユーザが Cisco Unified Communications 
Manager ユーザのプレゼンス ステータスを照会する

Cisco Unified Communications Manager 以外のユーザが、Cisco Unified Communications Manager 
ユーザの状態を照会します。この要求は、Cisco Unified Communications Manager SIP トランクを介し

て送信されます。Cisco Unified Communications Manager は、その Cisco Unified Communications 
Manager 以外のユーザが正当なウォッチャであることを検証し、Cisco Unified Communications 
Manager ユーザが Cisco Unified Communications Manager プレゼンス エンティティであることを確認

します。Cisco Unified Communications Manager は、Cisco Unified Communications Manager 以外の

ユーザの電話機にステータスを送信します。

BLF ステータスを取得するために Cisco Unified Communications Manager が社内ディレクトリ
にアクセスする

Cisco Unified Communications Manager ユーザは、電話機の社内ディレクトリにアクセスします。

ディレクトリ エントリごとに、BLF ステータスが表示されます。

電話機が BLF/短縮ダイヤルを監視する

管理者がプレゼンス機能と BLF/短縮ダイヤル ボタンを設定した後に、ユーザはプレゼンス エンティ

ティのリアルタイム ステータスの監視をすぐに開始できます。
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プレゼンスとルート リストの連動について

ヒント この項の説明を参照する際には、「プレゼンスと電話機およびトランクの連動について」（P.36-5）、「プ

レゼンス グループについて」（P.36-7）、「プレゼンス認証について」（P.36-10）、および 
「SUBSCRIBE コーリング サーチ スペースの動作について」（P.36-12）も参照してください。

Cisco Unified Communications Manager は、ウォッチャからプレゼンス要求を受信し、プレゼンス エ
ンティティからステータス応答を受信します。ウォッチャとプレゼンス エンティティは、クラスタ内

またはクラスタ外に存在できます。

Cisco Unified Communications Manager は、SIP トランクを介した外部着信および発信プレゼンス要求

をサポートしています。SIP トランクは、ルート リストのメンバであるルート グループのメンバにす

ることができます。Cisco Unified Communications Manager が発信 SIP トランクまたはルート グルー

プに関連付けられたプレゼンス要求または通知ステータスを受信した場合、Cisco はその要求またはス

テータスを SIP トランクに転送します。

（注） プレゼンス要求および応答は、SIP トランク、または SIP トランクに関連付けられたルートにルーティ

ングする必要があります。MGCP/H323 トランク デバイスにルーティングされるプレゼンス要求は拒

否されます。

要求がルート グループまたはリストに転送された場合、そのグループまたはリスト内の SIP トランク

はその要求を伝送できます。Cisco Unified Communications Manager は、そのグループまたはリスト

で次に使用可能か、またはアイドル状態の発信 SIP トランクに要求を転送します。このプロセスは、

Cisco Unified Communications Manager が正常な応答を受信するか、処理が失敗するまで繰り返され

ます。

外部プレゼンティティへのプレゼンス要求が成功した後に、SIP トランクはそのプレゼンティティに対

するステータスの変更に基づく通知メッセージを受信し、ウォッチャに通知するためにルート リスト /
グループにそのステータスを送信します。異なるウォッチャが、ルート リスト /グループおよび SIP ト
ランクを介して到達される同じプレゼンティティにプレゼンス要求を送信した場合、Cisco Unified 
Communications Manager は別の登録を作成せずに、プレゼンティティのキャッシュされたステータス

を登録者に送信します。

プレゼンティティは、タイムアウトまたはその他の理由のためにいつでも登録を解除できます。SIP ト
ランクが解除ステータスを受信した場合、その解除ステータスはウォッチャに通知するためにルート 
リストまたはグループに渡されます。

ルート リストの設定の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレー
ション ガイド』の「ルート リストの設定」の章を参照してください。

プレゼンス グループについて

ヒント Cisco CallManager サービスの Default Inter-Presence Group Subscription サービス パラメータは、プ

レゼンス グループのクラスタ全体の権限パラメータを [Allow Subscription] または [Disallow 
Subscription] に設定します。この設定により、管理者はシステム デフォルトを設定し、クラスタのデ

フォルト設定を使用してプレゼンス グループの関係を設定できます。このサービス パラメータの設定

については、「プレゼンス サービス パラメータとエンタープライズ パラメータの設定」（P.36-14）を参

照してください。
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Cisco Unified Communications Manager では、ウォッチャが監視できる宛先を制御するために、プレ

ゼンス グループを設定できます。プレゼンス グループを設定するには、Cisco Unified 
Communications Manager の管理ページでグループを作成し、同じグループに 1 つ以上の宛先とウォッ

チャを割り当てます。

（注） 同じプレゼンス グループ内のプレゼンス要求は常に許可されます。

[プレゼンスグループの設定 (Presence Group Configuration)] ウィンドウのドロップダウン リストか

ら、次のいずれかの権限を使用して、その他のプレゼンス グループに対する関係を指定する必要もあ

ります。

 • [システムデフォルトの使用 (Use System Default)]：権限の設定用として Default Inter-Presence 
Group Subscription サービス パラメータ（[Allow Subscription] または [Disallow Subscription]）
設定を使用するには、グループを選択し、[登録許可 (Subscription Permission)] を [システムデ

フォルトの使用 (Use System Default)] に設定します。

 • [登録の許可 (Allow Subscription)]：このグループのウォッチャに対して、別のグループのメンバ

を監視することを許可するには、グループを選択し、[登録許可 (Subscription Permission)] を [登
録の許可 (Allow Subscription)] に設定します。

 • [登録の拒否 (Disallow Subscription)]：このグループのウォッチャに対して、別のグループのメンバ

を監視することを禁止するには、グループを選択し、[登録許可 (Subscription Permission)] を [登録

の拒否 (Disallow Subscription)] に設定します。

ヒント 新しいプレゼンス グループを追加するたびに、Cisco Unified Communications Manager は初期権限設

定としてデフォルトのクラスタ設定を使用して、新しいグループに対するすべてのグループ関係を定義

します。別の権限を適用するには、変更する各権限について、新しいグループと既存のグループ間で新

しい権限を設定します。

プレゼンス グループに対して設定した権限は、[プレゼンスグループの関係 (Presence Group 
Relationship)] ペインに表示されます。グループ間の関係に対してシステムのデフォルト権限設定を使

用する権限は表示されません。

例：プレゼンス グループ権限の設定

Default Inter-Presence Group Subscription のクラスタ全体の設定が [Disallow Subscription] に設定され

ているとします。2 つのプレゼンス グループ、グループ A（従業員）とグループ B（マネージャ）を作

成します。グループ B のメンバによるグループ A のメンバの監視を許可し、グループ B のメンバによ

るグループ A のメンバの監視を禁止する場合は、グループ B からグループ A に対して [Allow 
Subscription] を設定します （システムのデフォルトは [Disallow Subscription] であるため、Default 
Inter-Presence Group Subscription サービス設定を変更しない限り、グループ A はグループ B に対する

登録をすでに禁止されています）。

Cisco Unified Communications Manager は、インストール時に Standard Presence グループを自動的に

作成します。このグループは、プレゼンス ユーザのデフォルト グループとして機能します。すべての

プレゼンス ユーザ（アプリケーション ユーザを除く）は、初めに Standard Presence グループに割り当

てられます。このグループは削除できません。

（注） すべてのアプリケーション ユーザが SIP トランクを使用したり、プレゼンス要求を開始したりするわ

けではないため、アプリケーション ユーザのデフォルト設定は [なし (None)] に指定されています。ア

プリケーション ユーザを Standard Presence グループに割り当てるには、管理者がこのオプションを設

定する必要があります。
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作成する各プレゼンス グループに対して、Cisco Unified Communications Manager の管理ページで次

の 1 つ以上の項目に対してプレゼンス グループを適用します（表 36-2 を参照）。

ヒント SIP トランクを介したプレゼンス要求の追加要件については、「プレゼンス認証について」（P.36-10）
を参照してください。

次の例では、電話機またはトランクが異なるプレゼンス グループおよび権限を使用して宛先ステータ

スを取得する方法を説明します。

BLF/短縮ダイヤルに割り当てられた電話番号に関するステータスを電話機が要求する場合

電話機 B と同じ場所に設置されている電話機 A には、電話機 B のプレゼンス ステータスを監視するた

めに、BLF/短縮ダイヤル ボタンとして電話番号 1111（電話機 B）が設定されています。電話機 A は、

電話番号 1111 のリアルタイム ステータスを受信し、BLF/短縮ダイヤル ボタンの横にステータス アイ

コンを表示します。プレゼンス グループ認証は実行されません。

表 36-2 プレゼンス グループの適用 

プレゼンス グループの適用先

プレゼンス エンティティまたは

ウォッチャ 備考

電話番号 プレゼンス エンティティ SIP または SCCP のいずれかを

実行している電話機

トランク ウォッチャおよびプレゼンス エ
ンティティ

SIP トランク上で接続される 
SIP トランク、またはプロキシ 
サーバを介してプレゼンス要求

を送信する外部プレゼンス サー

バ（ウォッチャとして機能）

SIP トランクに対する発信プレ

ゼンス要求（プレゼンス エン

ティティとして機能）

電話機 ウォッチャ SIP または SCCP のいずれかを

実行している電話機

アプリケーション ユーザ ウォッチャ SIP トランク上で接続される 
SIP トランクまたはプロキシ 
サーバを介してプレゼンス要求

を送信する外部アプリケーショ

ン（たとえば、Web Dial、
IPPM、Meeting Place、会議

サーバ、プレゼンス サーバ）

エンド ユーザ ウォッチャ ユーザ ディレクトリとコール リ
スト、およびエクステンション 
モビリティの設定のため

注 1：電話機がウォッチャとして機能します。電話機の回線は、ウォッチャとして機能できません。

注 2：BLF/短縮ダイヤルのためにプレゼンス グループをプロビジョニングする必要はありません。
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コール リストの電話番号に関するステータスを電話機が要求する場合

プレゼンス グループの User Group に設定されている電話機 A の [不在履歴 ] コール リストには 1111 があ

ります。電話機 B の電話番号 1111 には、プレゼンス グループ Executive Group が設定されています。[プ
レゼンスグループの設定 (Presence Group Configuration)] ウィンドウには、[プレゼンスグループの関係

(Presence Group Relationship)] ペインでの指定に従って、User Group と Executive Group 間の関係は [登録

の拒否 (Disallow Subscription)] であることが示されます。電話機 A は、電話番号 1111 のリアルタイム ス
テータスを受信できず、[不在履歴 ] リスト エントリの横にリアルステータス アイコンを表示しません。

Cisco Unified Communications Manager の電話番号に関するステータスを、SIP トランクに接
続された SIP プロキシ サーバが要求する場合

次の例では、異なるプレゼンス グループが SIP トランクおよび電話番号に対して設定された場合に、

SIP トランクが電話番号のステータスを取得する方法を説明します。SIP プロキシ サーバ D は、SIP ト
ランク C を使用して、電話番号 5555 のステータスを取得するために Cisco Unified Communications 
Manager に接続します。これは、電話番号 5555 が、プロキシ サーバに接続し、SIP を実行している電

話機 E の BLF/短縮ダイヤル ボタンとして存在しているためです。SIP トランクは、プレゼンス グルー

プの Administrator Group に設定され、電話番号 5555 は Engineering Group に割り当てられているこ

とを示します。[プレゼンスグループの設定 (Presence Group Configuration)] ウィンドウには、[プレゼ

ンスグループの関係 (Presence Group Relationship)] ペインでの指定に従って、Administrator Group と 
Engineering Group 間の関係は [登録の許可 (Allow Subscription)] であることが示されます。Cisco 
Unified Communications Manager は、電話番号のステータスをこのトランクに送信し、このトランク

はそのステータスを SIP プロキシ サーバ D に渡します。SIP を実行している電話機 E は、電話番号 
5555 のリアルタイム ステータスを受信し、BLF/短縮ダイヤル ボタンの横にリアルタイム ステータス 
アイコンを表示します。

プレゼンス認証について

ヒント この項の説明を参照する際には、「プレゼンスと電話機およびトランクの連動について」（P.36-5）、「プ

レゼンス グループについて」（P.36-7）、および 「SUBSCRIBE コーリング サーチ スペースの動作につ

いて」（P.36-12）も参照してください。

プレゼンス エンティティのステータスを表示するために、ウォッチャはプレゼンス要求を Cisco 
Unified Communications Manager に送信します。システムでは、これらのメカニズムを使用してプレ

ゼンス エンティティに対するステータス要求を開始することをウォッチャに許可する必要があります。

 • ウォッチャのプレゼンス グループには、クラスタ内かクラスタ外かに関係なく、プレゼンス エン

ティティのプレゼンス グループに関するステータスを取得するための認証が必要です。

 • Cisco Unified Communications Manager には、外部プレゼンス サーバまたはアプリケーションか

らプレゼンス要求を受け入れるための認証が必要です。

（注） 認証処理は、プレゼンス要求に対するコーリング サーチ スペース ルーティングから独立しています。

プレゼンス グループ認証を開始するには、1 つ以上のプレゼンス グループを設定し、適切な権限を割

り当てる必要があります。管理者はプレゼンス グループの権限を設定し、ウォッチャのプレゼンス グ
ループが他のグループのメンバのステータスを監視できる場合を指定します。プレゼンス要求を検証す

るために、Cisco Unified Communications Manager は、設定されたプレゼンス グループに割り当てら

れた権限を使用して、データベース ルックアップを実行します。
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プレゼンス グループ認証を使用しないことを選択する場合は、すべてのプレゼンス ユーザをデフォル

トのプレゼンス グループに割り当てたままにし、追加のグループまたは権限を設定しないでください。

ただし、外部プレゼンス サーバまたはアプリケーションから着信プレゼンス要求を受け入れることを 
Cisco Unified Communications Manager に許可する場合は、SIP トランクまたはアプリケーションに対

して権限を設定する必要があります。

ヒント 管理者は、BLF/短縮ダイヤル ボタンを追加または変更する場合、その宛先を監視する権限をウォッ

チャに与える必要があります。

管理者は、SIP トランクおよびアプリケーション ユーザに対するパラメータを設定し、SIP トランクを

介して着信するプレゼンス要求を受け入れるように Cisco Unified Communications Manager システム

を設定します。

SIP トランクからの着信プレゼンス要求を受け入れることを Cisco Unified Communications Manager シス

テムに許可するには、[SIPトランクセキュリティプロファイルの設定 (SIP Trunk Security Profile 
Configuration)] ウィンドウの [プレゼンス登録の許可 (Accept Presence Subscription)] チェックボックスを

オンにします（SIP トランク上の着信プレゼンス要求を禁止するには、チェックボックスをオフにしま

す）。SIP トランク プレゼンス要求が許可されている場合、Cisco Unified Communications Manager は、そ

のトランクに接続する SIP ユーザ エージェント（SIP プロキシ サーバまたは外部プレゼンス サーバ）から

の要求を受け入れます。SIP トランクからのプレゼンス要求を受け入れるように Cisco Unified 
Communications Manager を設定する場合には、オプションとしてダイジェスト認証を検討してください。

ヒント SIP トランク上の着信プレゼンス要求でプレゼンス グループ認証を使用するには、トランクに対してプ

レゼンス グループ（たとえば、External_Presence_Serv_Group1）を設定し、クラスタ内のその他のグ

ループに対して適切な権限を設定します。

SIP トランクに接続する外部アプリケーションからのプレゼンス要求を受け入れることを Cisco 
Unified Communications Manager システムに許可するには、[SIPトランクセキュリティプロファイル

の設定 (SIP Trunk Security Profile Configuration)] GUI の [アプリケーションレベル認証を有効化

(Enable Application Level Authorization)] チェックボックスと、アプリケーションの [アプリケーショ

ンユーザの設定 (Application User Configuration)] ウィンドウの [プレゼンス登録の許可 (Accept 
Presence Subscription)] チェックボックスをオンにします。アプリケーション ユーザからのプレゼンス

要求を受け入れるように Cisco Unified Communications Manager システムを設定した場合、Cisco 
Unified Communications Manager は、SIP トランク上で受信した各プレゼンス要求を受け入れる前に

検証します。

ヒント SIP トランク アプリケーションからの着信プレゼンス要求でプレゼンス グループ認証を使用するには、

アプリケーションに対してプレゼンス グループ（たとえば、Presence_User）を設定し、クラスタ内の

その他のグループに対して適切な権限を設定します。

SIP トランク プレゼンス要求に対して両方のレベルの認証を設定した場合、SIP トランクのプレゼンス 
グループは、アプリケーションの着信要求でプレゼンス グループが識別されなかった場合だけに使用

されます。

アプリケーション認証が発生する前に、Cisco Unified Communications Manager は、初めにダイジェ

スト認証を使用して外部アプリケーションを認証する必要があります。[ダイジェスト認証を有効化

(Enable Digest Authentication)] をオンにしないと、[アプリケーションレベル認証を有効化 (Enable 
Application Level Authorization)] をオンにできません。
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（注） 認証はトランクで成功し、アプリケーションで失敗することがあります。プレゼンス認証を設定する場

合の追加の検討事項については、「プレゼンス グループとプレゼンス認証のヒント」（P.36-20）を参照

してください。

認証と許可の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager セキュリティ ガイド』を参照

してください。

SUBSCRIBE コーリング サーチ スペースの動作について
SUBSCRIBE コーリング サーチ スペースは、Cisco Unified Communications Manager がトランクまた

は電話機からのプレゼンス要求をルーティングする方法を決定します。ウォッチャに関連付けられた 
SUBSCRIBE コーリング サーチ スペースは、プレゼンス要求のプレゼンス エンティティへのルーティ

ング情報を検索するパーティションのリストを指定します。

特にこの目的のためにコーリング サーチ スペースを設定するには、すべてのコーリング サーチ スペー

スと同様にコーリング サーチ スペースを設定します（[コールルーティング (Call Routing)] > [コント

ロールのクラス (Class of Control)] > [コーリングサーチスペース (Calling Search Space)]）。コーリン

グ サーチ スペースの設定方法の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager アドミニ
ストレーション ガイド』の「コーリング サーチ スペースの設定」の章を参照してください。

[SUBSCRIBEコーリングサーチスペース (SUBSCRIBE Calling Search Space)] オプションを使用する

と、プレゼンス要求に対してコールを処理するコーリング サーチ スペースとは別個のコーリング サー

チ スペースを適用できます。プレゼンス要求に対して異なるコーリング サーチ スペースを選択しない

場合、[SUBSCRIBEコーリングサーチスペース (SUBSCRIBE Calling Search Space)] はデフォルトで 
[なし (None)] になります。

SIP トランク、電話機、またはエンド ユーザに対して SUBSCRIBE コーリング サーチ スペースを適用

します。エンド ユーザに関連付けられた SUBSCRIBE コーリング サーチ スペースは、エクステンショ

ン モビリティ コールのために使用されます。

プレゼンスとエクステンション モビリティの連動について

ヒント この項の説明を参照する際には、「プレゼンス グループについて」（P.36-7）、「プレゼンス認証につい

て」（P.36-10）、および 「SUBSCRIBE コーリング サーチ スペースの動作について」（P.36-12）も参照

してください。

Cisco Unified Communications Manager の管理ページのユーザ デバイス プロファイルで BLF/短縮ダイヤ

ル ボタンを設定する場合、Cisco エクステンション モビリティをサポートしている電話機は、デバイス

にログインした後に、BLF/短縮ダイヤル ボタン上にプレゼンス ステータスを表示できます。ユーザに対

して設定された SUBSCRIBE コーリング サーチ スペースとプレゼンス グループが適用されます。

エクステンション モビリティ ユーザがログアウトしたときに、Cisco エクステンション モビリティを

サポートする電話機は、設定されたログアウト プロファイルに対して BLF/短縮ダイヤル ボタン上に

プレゼンス ステータスを表示します。ログアウト プロファイルに対してユーザ デバイス プロファイル

が設定されている場合は、そのユーザに対して設定された SUBSCRIBE コーリング サーチ スペースと

プレゼンス グループが適用されます。
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ヒント デバイス プロファイルの設定の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager アドミニス
トレーション ガイド』の「デバイス プロファイルの設定」の章を参照してください。

システム要件
Cisco Unified Communications Manager のプレゼンス機能には、次のシステム要件があります。

 • クラスタ内の各サーバの Cisco Unified Communications Manager  8.0(2)。

 • プレゼンスまたは Busy Lamp Field（BLF; ビジー ランプ フィールド）をサポートする Cisco 
Unified IP Phone モデルを識別するには、Cisco Unified Reporting で Unified CM Phone 機能一覧

レポートを生成します。このレポートを生成するには、[BLF Speed Dial]、[BLF Speed Dial with 
URI]、または [Presence Subscription] を選択します。

プレゼンス機能のインタラクションおよび制限事項
プレゼンス機能には、次のインタラクションと制限事項があります。

 • Cisco Unified Communications Manager Assistant は、SIP プレゼンスをサポートしていません。

 • Cisco Unified Communications Manager は、ハント リストに関連付けられた電話番号へのインバ

ウンド プレゼンス要求をサポートしています。

 • Cisco Unified Communications Manager は、ハント パイロットに関連付けられた電話番号へのプ

レゼンス要求を拒否します。

 • コール リスト機能の BLF は、Cisco Unified IP Phone 7940 および Cisco Unified IP Phone 7960 で
はサポートされていません。

 • 管理者は、BLF/短縮ダイヤルを設定するときに宛先を監視する権限をウォッチャに与えるので、

プレゼンス グループ認証は BLF/短縮ダイヤルには適用されません。SIP を実行している電話機の

場合は、コール リストに表示される BLF/短縮ダイヤルとして設定された電話番号または SIP URI 
にもプレゼンス グループ認証が適用されません。

 • 回線が複数ある Cisco Unified IP Phone では、電話機はプレゼンス認証を判断するために、不在履

歴と発信履歴の回線電話番号に関連付けられたキャッシュ情報を使用します。このコール情報が存

在しない場合、電話機はプレゼンス認証の登録者としてプライマリ回線を使用します。複数の回線

がある Cisco Unified IP Phone の BLF/短縮ダイヤル ボタンでは、電話機は登録者として最初に利

用可能な回線を使用します。

 • SIP を実行している Cisco Unified IP Phone 7960、7940、7905、および 7912 に対して設定された

電話番号を監視する場合は、プレゼンティティがオフフックのときに（ただしコール接続状態では

ない）、ウォッチャのデバイスに「非通話中」のステータス アイコンが表示されます。これらの電

話機は、オフフック ステータスを検出しません。その他のすべての電話機タイプでは、プレゼン

ティティのオフフック状態に対して、ウォッチャのデバイスに「通話中」のステータス アイコン

が表示されます。

 • BLF は BAT 電話テンプレートで設定できます。

次の制限事項は、H.323 電話機がプレゼンティティとして機能している場合に、H.323 電話機の DN と 
Presence BLF のインタラクションに適用されます。

 • H.323 電話機が呼び出し状態にある場合、BLF ステータスは「話中」としてレポートされます 
（SCCP または SIP のいずれかを実行し、呼び出し状態にある電話機のプレゼンティティでは、

BLF ステータスは「アイドル」としてレポートされます）。
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 • イーサネット ケーブルが電話機から外れている場合など、何らかの理由のために H.323 電話機が 
Cisco Unified Communications Manager に接続されていない場合、BLF ステータスは常に「アイ

ドル」としてレポートされます （SCCP または SIP のいずれかを実行し、Cisco Unified 
Communications Manager に接続されていない電話機のプレゼンティティでは、BLF ステータスは

「不明」としてレポートされます）。

プレゼンスの設定
この項は、次の内容で構成されています。

 • 「プレゼンス サービス パラメータとエンタープライズ パラメータの設定」（P.36-14）

 • 「SUBSCRIBE コーリング サーチ スペースの設定と適用」（P.36-15）

 • 「プレゼンス グループの検索」（P.36-16）

 • 「プレゼンス グループの設定」（P.36-17）

 • 「プレゼンス グループの設定項目」（P.36-17）

 • 「プレゼンス グループの削除」（P.36-18）

 • 「プレゼンス グループの適用」（P.36-19）

 • 「プレゼンス グループとプレゼンス認証のヒント」（P.36-20）

 • 「カスタマイズされた電話ボタン テンプレートでの BLF/短縮ダイヤル ボタンの設定」（P.36-21）

 • 「BLF/短縮ダイヤル ボタンの設定」（P.36-22）

 • 「BLF/短縮ダイヤルの設定項目」（P.36-22）

ヒント プレゼンスを設定する前に、「プレゼンスの設定チェックリスト」（P.36-1）を確認してください。

プレゼンス サービス パラメータとエンタープライズ パラメータの設定

Cisco Unified Communications Manager の管理ページでプレゼンス エンタープライズ パラメータ（た

とえば、BLF For Call Lists パラメータ）を設定するには、[システム (System)] > [エンタープライズパ

ラメータ (Enterprise Parameters)] を選択します。各パラメータの詳細については、[エンタープライズ

パラメータ設定 (Enterprise Parameters Configuration)] ウィンドウに表示される疑問符をクリックする

か、パラメータ名のリンクをクリックしてください。

プレゼンス サービス パラメータ（たとえば、Default Inter-Presence Group Subscription パラメータ）

を設定するには、次の手順を実行します。

ヒント Default Inter-Presence Group Subscription パラメータは、BLF/短縮ダイヤルには適用されません。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、[システム (System)] > [サービスパラメータ

(Service Parameters)] を選択します。

ステップ 2 ドロップダウン リスト ボックスから、パラメータを設定するサーバを選択します。
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ステップ 3 [サービス (Service)] ドロップダウン リスト ボックスから、[Cisco CallManager (Active)] サービスを

選択します。

サービスが「Active」と表示されていない場合は、そのサービスを Cisco Unified サービスアビリティ 
でアクティブにします。

ステップ 4 プレゼンス機能に対するクラスタ全体のサービス パラメータを探します。

ヒント 各パラメータの詳細については、パラメータ名をクリックするか、[サービスパラメータ設定

(Service Parameter Configuration)] ウィンドウに表示される疑問符をクリックしてください。

ステップ 5 パラメータ値を更新します。

ステップ 6 [保存 (Save)] をクリックします。

追加情報

「関連項目」（P.36-24）を参照してください。

SUBSCRIBE コーリング サーチ スペースの設定と適用

Cisco Unified Communications Manager の管理ページで設定するすべてのコーリング サーチ スペース

は、[トランクの設定 (Trunk Configuration)] ウィンドウまたは [電話の設定 (Phone Configuration)] 
ウィンドウの [SUBSCRIBEコーリングサーチスペース (SUBSCRIBE Calling Search Space)] ドロップ

ダウン リスト ボックスに表示されます。

SUBSCRIBE コーリング サーチ スペースは、Cisco Unified Communications Manager がトランクまた

は電話機からのプレゼンス要求をルーティングする方法を決定します。プレゼンス要求に対して異なる

コーリング サーチ スペースを選択しない場合、[SUBSCRIBEコーリングサーチスペース

(SUBSCRIBE Calling Search Space)] はデフォルトで [なし (None)] になります。

特にこの目的のためにコーリング サーチ スペースを設定するには、すべてのコーリング サーチ スペー

スと同様にコーリング サーチ スペースを設定します（[コールルーティング (Call Routing)] > [コント

ロールのクラス (Class of Control)] > [コーリングサーチスペース (Calling Search Space)]）。コーリン

グ サーチ スペースの設定方法の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager アドミニ
ストレーション ガイド』の「コーリング サーチ スペースの設定」の章を参照してください。

SIP トランク、電話機、またはエンド ユーザに対して SUBSCRIBE コーリング サーチ スペースを適用

するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 次のいずれかの手順を実行します。

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「Cisco Unified IP 
Phone の設定」の章の説明に従って、電話機を検索します。

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「トランクの設定」

の章の説明に従って、SIP トランクを検索します。

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「エンド ユーザの

設定」の章の説明に従って、エンド ユーザを検索します。

ステップ 2 設定ウィンドウが表示されたら、[SUBSCRIBEコーリングサーチスペース (SUBSCRIBE Calling 
Search Space)] ドロップダウン リスト ボックスからコーリング サーチ スペースを選択します。
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ステップ 3 [保存 (Save)] をクリックします。

ステップ 4 [リセット (Reset)] をクリックします。

追加情報

「関連項目」（P.36-24）を参照してください。

プレゼンス グループの検索

プレゼンス グループの検索と一覧表示のウィンドウでは、プレゼンス グループを検索できます。プレ

ゼンス グループは、プレゼンス機能で認証のために使用されます。プレゼンス グループを検索するに

は、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [システム (System)] > [プレゼンスグループ (Presence Group)] を選択します。

[ プレゼンスグループの検索と一覧表示 (Find and List Presence Groups)] ウィンドウが表示されます。

ウィンドウには、アクティブな（前の）クエリーのレコードが表示される場合もあります。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空になっていることを確認

し、「ステップ 3」 に進みます。

特定のレコードをフィルタリングまたは検索するには、次の操作を実行します。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスで、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスで、検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索文字を入力します。

（注） 別の検索条件を追加するには、[+] ボタンをクリックします。条件を追加した場合は、指定し

たすべての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、[-] ボタンをクリッ

クして、最後に追加された条件を削除するか、または [フィルタのクリア (Clear Filter)] ボタン

をクリックして、追加されたすべての検索条件を削除します。

ステップ 3 [検索 (Find)] をクリックします。

条件に一致するレコードがすべて表示されます。[ ページあたりの行数 (Rows per Page)] ドロップダウ

ン リスト ボックスで別の値を選択すると、各ページに表示される項目数を変更できます。

（注） 適切なレコードの横にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削除 (Delete 
Selected)] をクリックすると、データベースから複数のレコードを削除できます。[すべてを選

択 (Select All)] をクリックして [選択項目の削除 (Delete Selected)] をクリックすると、この選

択対象として設定可能なすべてのレコードを削除できます。

ステップ 4 表示されたレコード リストから、目的のレコードのリンクをクリックします。

（注） ソート順を逆にするには、リストのヘッダーにある上矢印または下矢印をクリックします（使

用可能な場合）。
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選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

「関連項目」（P.36-24）を参照してください。

プレゼンス グループの設定

プレゼンス グループを追加、更新、またはコピーするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager の管理で、[システム (System)] > [プレゼンスグループ

(Presence Group)] を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

 • 新しいプレゼンス グループを追加するには、[ 新規追加 (Add New)] ボタンをクリックし、「ステッ

プ 3」 に進みます。

 • 既存のプレゼンス グループをコピーするには、「プレゼンス グループの検索」（P.36-16）の説明に

従って対象のグループを検索し、コピーするプレゼンス グループの横にある [ コピー (Copy)] アイ

コンをクリックし、「ステップ 3」 に進みます。

 • 既存のプレゼンス グループを更新するには、「プレゼンス グループの検索」（P.36-16）の説明に

従って対象のグループを検索し、「ステップ 3」 に進みます。

 • プレゼンス グループの名前を変更するには、「プレゼンス グループの検索」（P.36-16）の説明に

従ってグループを検索し、リストのグループに対する [ 名前 (Name)] リンクをクリックし、表示さ

れたウィンドウに新しい名前を入力して、「ステップ 4」 に進みます。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 36-3 を参照）。

ステップ 4 [保存 (Save)] をクリックします。

その他の手順

プレゼンス グループを設定した後に、Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、SIP 
または SCCP のいずれかを実行している電話機、SIP トランク、電話番号、アプリケーション ユーザ

（SIP トランクを介してプレゼンス要求を送信するアプリケーション ユーザ）、またはエンド ユーザに

そのプレゼンス グループ設定を適用します。「プレゼンス グループの適用」（P.36-19）を参照してくだ

さい。

追加情報

「関連項目」（P.36-24）を参照してください。

プレゼンス グループの設定項目

プレゼンス認証は、プレゼンス グループと連携して動作します。表 36-3 に、プレゼンス グループの設

定項目を示します。これらの設定を設定する前に、「プレゼンス グループとプレゼンス認証のヒント」

（P.36-20） を確認してください。関連する手順については、「関連項目」（P.36-24）を参照してくださ

い。
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プレゼンス グループの削除

この項では、Cisco Unified Communications Manager データベースからプレゼンス グループを削除す

る方法を説明します。

始める前に

Cisco Unified Communications Manager の管理ページからプレゼンス グループを削除する前に、その

プレゼンス グループを使用するすべてのデバイスとユーザに別のグループを適用するか、そのデバイ

スとグループをすべて削除する必要があります。

そのプレゼンス グループを使用しているデバイスまたはユーザを調べるには、検索と一覧表示のウィ

ンドウでそのプレゼンス グループの [名前 (Name)] リンクをクリックし、表示された [プレゼンスグ

ループの設定 (Presence Group Configuration)] ウィンドウで、[関連リンク (Related Links)] ドロップダ

ウン リスト ボックスから [依存関係レコード (Dependency Records)] を選択し、[移動 (Go)] をクリッ

クします。

システムで依存関係レコード機能が有効になっていない場合は、[システム (System)] > [エンタープラ

イズパラメータ (Enterprise Parameters)] で Enable Dependency Records を有効にします。依存関係レ

コードの詳細については、『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』を参照してくだ

さい。

表 36-3 プレゼンス グループの設定項目 

フィールド 説明

[名前 (Name)] 設定するプレゼンス グループの名前を入力します（たとえば、

「Executive_Group」）。

[説明 (Description)] 設定するプレゼンス グループの説明を入力します。

[他のプレゼンスグループ

への関係を変更 (Modify 
Relationship to Other 
Presence Groups)]

選択されたグループに対する指定グループの権限を設定するため、1 つ以

上のプレゼンス グループを選択します。

[登録許可 (Subscription 
Permission)]

選択したプレゼンス グループに対して、ドロップダウン リスト ボックス

から次のいずれかのオプションを選択します。

 • [システムデフォルトの使用 (Use System Default)]：Default 
Inter-Presence Group Subscription のクラスタ全体のサービス パラ

メータ（[Allow Subscription] または [Disallow Subscription]）で権

限を設定します。

 • [登録の許可 (Allow Subscription)]：指定グループのメンバに対して、

選択されたグループのメンバのリアルタイム ステータスの表示を許

可します。

 • [登録の拒否 (Disallow Subscription)]：指定グループのメンバに対し

て、選択されたグループのメンバのリアルタイム ステータスの表示

を禁止します。

設定した権限は、[保存 (Save)] をクリックしたときに [プレゼンスグ

ループの関係 (Presence Group Relationship)] ペインに表示されます。シ

ステムのデフォルト権限設定を使用するグループは、すべて表示されま

せん。
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手順

ステップ 1 「プレゼンス グループの検索」（P.36-16）の手順を使用して、プレゼンス グループを検索します。

ステップ 2 複数のプレゼンス グループを削除するには、検索と一覧表示のウィンドウの該当するプレゼンス グルー

プの横にあるチェックボックスをオンにし、[選択項目の削除 (Delete Selected)] アイコンまたは [選択項

目の削除 (Delete Selected)] ボタンをクリックします。

ステップ 3 1 つのプレゼンス グループを削除するには、次のいずれかの手順を実行します。

 • 検索と一覧表示のウィンドウで、該当するプレゼンス グループの横にあるチェックボックスをオ

ンにし、[ 選択項目の削除 (Delete Selected)] アイコンまたは [ 選択項目の削除 (Delete Selected)] 
ボタンをクリックします。

 • 検索と一覧表示のウィンドウで、そのプレゼンス グループの [ 名前 (Name)] リンクをクリックしま

す。表示された [ プレゼンスグループの設定 (Presence Group Configuration)] ウィンドウで、[ 削除

(Delete)] アイコンまたは [ 削除 (Delete)] ボタンをクリックします。

ステップ 4 削除操作の確認に対して、[OK] をクリックして削除するか、[キャンセル (Cancel)] をクリックして削

除操作を取り消します。

追加情報

「関連項目」（P.36-24）を参照してください。

プレゼンス グループの適用

Cisco Unified Communications Manager の管理ページでのプレゼンス グループの設定方法については、

「プレゼンス グループについて」（P.36-7）を参照してください。プレゼンス認証に対する権限の設定方

法については、「プレゼンス認証について」（P.36-10）を参照してください。同じプレゼンス グループ

のメンバ間のプレゼンス要求は常に許可されます。

電話番号、SIP トランク、SIP を実行している電話機、SCCP を実行している電話機、アプリケーショ

ン ユーザ（SIP トランクを介してプレゼンス要求を送信しているアプリケーション ユーザ）、またはエ

ンド ユーザにプレゼンス グループを適用するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 次のいずれかの手順を実行します。

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「トランクの設定」

の章の説明に従って、SIP トランクを検索します。

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「アプリケーション 
ユーザの設定」の章の説明に従って、アプリケーション ユーザを検索します。

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「エンド ユーザの

設定」の章の説明に従って、エンド ユーザを検索します。

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「Cisco Unified IP 
Phone の設定」の章の説明に従って、SCCP または SIP のいずれかを実行している電話機を検索し

ます。
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ヒント 表示された [電話の設定 (Phone Configuration)] ウィンドウで [割り当て情報 (Association 
Information)] ペインの [回線 (Line)] リンクをクリックすると、[電話番号の設定 (Directory 
Number Configuration)] ウィンドウを表示できます。[電話番号の設定 (Directory Number 
Configuration)] ウィンドウで、電話番号のプレゼンス グループを指定します。 
 

管理者は、BLF/短縮ダイヤル ボタンを追加または変更する場合、その宛先を監視する権限を

ウォッチャに与える必要があります。

ステップ 2 設定ページが表示されたら、[プレゼンスグループ (Presence Group)] ドロップダウン リスト ボックス

からグループを選択します。プロビジョニングのヒントについては、「プレゼンス グループとプレゼン

ス認証のヒント」（P.36-20）を参照してください。

ステップ 3 [保存 (Save)] をクリックします。

ステップ 4 デバイスに対して、[リセット (Reset)] をクリックする必要があります。

ステップ 5 「ステップ 1」 に示す項目すべてに対してこの手順を繰り返します。

追加情報

「関連項目」（P.36-24）を参照してください。

プレゼンス グループとプレゼンス認証のヒント

プレゼンス認証は、プレゼンス グループと連携して動作します。この項では、プレゼンス グループで

プレゼンス認証を設定する場合に使用できるヒントを示します。

 • 宛先の監視をウォッチャに許可するには、アプリケーション ユーザを含め、要求を発信している

ウォッチャに適用されるプレゼンス グループに対して、そのプレゼンス エンティティに適用され

るグループを監視する権限を与える必要があります。サポートされるアプリケーションのエンド 
ユーザ（たとえば、Cisco Unified Communications Manager Assistant エンド ユーザ）も、そのア

プリケーションで設定されるプレゼンス エンティティに関するステータスを要求するので、

ウォッチャとして機能します。

 • SIP トランク アプリケーションからプレゼンス要求を受信してルーティングすることを Cisco 
Unified Communications Manager に許可するには、[アプリケーションユーザの設定 (Application 
User Configuration)] ウィンドウの [プレゼンス登録の許可 (Accept Presence Subscription)] チェッ

クボックスをオンにし、着信 SUBSCRIBE 要求を許可します。アプリケーション ユーザに対して

プレゼンス グループが適用されていない場合、Cisco Unified Communications Manager はトラン

クに適用されるプレゼンス グループを使用します。

 • アプリケーション ユーザに対して [プレゼンス登録の許可 (Accept Presence Subscription)] チェッ

クボックスをオンにしたが、トランクに適用される [SIPトランクセキュリティプロファイルの設

定 (SIP Trunk Security Profile Configuration)] の [プレゼンス登録の許可 (Accept Presence 
Subscription)] チェックボックスをオンにしない場合、そのトランクに接続されている SIP ユーザ 
エージェントに 403 エラー メッセージが送信されます。

 • アプリケーション ユーザに対して [プレゼンス登録の許可 (Accept Presence Subscription)] チェッ

クボックスをオンにしたが、トランクに適用される [SIPトランクセキュリティプロファイルの設

定 (SIP Trunk Security Profile Configuration)] の [アプリケーションレベル認証を有効化 (Enable 
Application Level Authorization)] チェックボックスをオンにしない場合、そのトランクに接続さ

れている SIP ユーザ エージェントに 403 エラー メッセージが送信されます。
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 • SIP トラックに対してダイジェスト認証を設定しない場合、着信登録を受け入れるようにトランク

を設定できますが、アプリケーションレベルの認証は開始できず、Cisco Unified Communications 
Manager はグループ認証を実行する前にすべての着信要求を受け入れます。

 • SIP トランクが、[SIPトランクセキュリティプロファイルの設定 (SIP Trunk Security Profile 
Configuration)] の設定に従ってダイジェスト認証を使用する場合、着信プレゼンス要求では、送

信デバイスからの資格情報の認証が必要です。アプリケーションレベルの認証とともにダイジェス

ト認証が使用される場合、Cisco Unified Communications Manager は、プレゼンス要求を送信し

ているアプリケーションの資格情報も認証します。

 • SIP トランク アプリケーションで許可および認証が成功した後に、Cisco Unified Communications 
Manager は要求を受け入れる前に、グループ認証を実行して SUBSCRIBE 要求に関連付けられた

グループ権限を検証します。

 • 管理者は、SIP URI の BLF/短縮ダイヤル ボタンを追加または変更する場合、その宛先を監視する

権限をウォッチャに与える必要があります。システムが SIP URI BLF に到達するために SIP トラ

ンクを使用している場合、その SIP トランクに関連付けられたプレゼンス グループが適用されま

す。

 • SIP URI を BLF/短縮ダイヤル ボタンとして設定する場合は、ルーティング パターンを適切に設定

してください。詳細については、『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーショ
ン ガイド』の「SIP ルート パターンの設定」を参照してください。

カスタマイズされた電話ボタン テンプレートでの BLF/短縮ダイヤル ボタ
ンの設定

管理者は、電話機、ユーザ デバイス プロファイル、または自動生成されたデバイス プロファイルに対

して BLF/短縮ダイヤル ボタンを設定できます。カスタマイズされた電話ボタン テンプレートで BLF/
短縮ダイヤル ボタンを設定し、電話機またはユーザ デバイス プロファイルにそのテンプレートを適用

しない限り、[新規BLF SDを追加 (Add a new BLF SD)] リンクをクリックしても [割り当て情報

(Association Information)] ペインは表示されません。電話機またはデバイス プロファイルにテンプ

レートを適用した（電話機またはデバイス プロファイル設定を保存した）後に、[新規BLF SDを追加

(Add a new BLF SD)] リンクをクリックすると [割り当て情報 (Association Information)] ペインが表示

されます。

ヒント テンプレートが BLF/短縮ダイヤルをサポートしていない場合、[新規BLF SDを追加 (Add a new BLF 
SD)] リンクは [割り当てられていない関連項目 (Unassigned Associated Items)] ペインに表示されます。

カスタマイズされた電話ボタン テンプレートで BLF/短縮ダイヤル ボタンを設定するには、次の手順

を実行します。

手順

ステップ 1 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「電話ボタン テンプ

レートの設定」の章の説明に従って、デバイスの電話ボタン テンプレートを検索します。

ステップ 2 検索と一覧表示のウィンドウが表示されたら、その電話ボタン テンプレートの [コピー (Copy)] アイコ

ンをクリックします。

ステップ 3 [ボタンテンプレート名 (Button Template Name)] フィールドに、「BLF SIP 7970」など、テンプレート

の新しい名前を入力します。

ステップ 4 [保存 (Save)] をクリックします。
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ステップ 5 表示された [電話ボタンテンプレートの設定 (Phone Button Template Configuration)] ウィンドウで、

BLF/短縮ダイヤル ボタンとして回線を設定する場合は、[機能 (Feature)] ドロップダウン リスト ボッ

クスから [Speed Dial BLF] を選択します。

ステップ 6 [保存 (Save)] をクリックします。

ステップ 7 電話機に適用済みの既存のカスタマイズされた電話ボタン テンプレートを更新する場合は、[リセット

(Reset)] をクリックします。

BLF/短縮ダイヤル ボタンの設定

BLF/短縮ダイヤル ボタンを設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [電話の設定 (Phone Configuration)] ウィンドウで BLF/短縮ダイヤル ボタンを設定するには、『Cisco 
Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「Cisco Unified IP Phone の設

定」の章の説明に従って、電話機を検索します。

ステップ 2 ユーザ デバイス プロファイルに対して BLF/短縮ダイヤル ボタンを設定するには、『Cisco Unified 
Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「デバイス プロファイルの設定」の章

の説明に従って、ユーザ デバイス プロファイルを検索します。

ステップ 3 設定ウィンドウが表示されたら、[割り当て情報 (Association Information)] ペインの [新規BLF SDを

追加 (Add a New BLF SD)] リンクをクリックします。

ヒント 電話機またはデバイス プロファイルに適用した電話ボタン テンプレートが BLF/短縮ダイヤル

をサポートしていない場合、このリンクは [割り当て情報 (Association Information)] ペインに

表示されません。電話ボタン テンプレートが BLF/短縮ダイヤルをサポートしていない場合、

このリンクは [割り当てられていない関連項目 (Unassigned Associated Items)] ペインに表示さ

れます。

ステップ 4 表 36-4 の説明に従って設定を行います。管理者は、BLF/短縮ダイヤル ボタンとして設定された宛先

を監視する権限をウォッチャに与える必要があります。

ステップ 5 設定を完了したら、[保存 (Save)] をクリックしてウィンドウを閉じます。

ペインに宛先または電話番号（あるいはその両方）が表示されます。

追加情報

「関連項目」（P.36-24）を参照してください。

BLF/短縮ダイヤルの設定項目

プレゼンス機能では、ウォッチャはプレゼンス エンティティ（プレゼンティティとも呼ばれる）のス

テータスを監視できます。BLF/短縮ダイヤル ボタンを設定すると、プレゼンス エンティティが、

ウォッチャのデバイスで短縮ダイヤルとして表示されます。
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表 36-4 では、BLF/短縮ダイヤル ボタンの設定項目を説明します。プレゼンスの詳細については、「関

連項目」（P.36-24）を参照してください。

表 36-4 BLF/短縮ダイヤル ボタンの設定項目 

フィールド 説明

[接続先 (Destination)] SIP URI または電話番号を BLF/短縮ダイヤル ボタンとして設定するに

は、次のいずれかの作業を実行します。

 • SIP を実行している電話機だけの場合は、SIP URI を入力します。

SCCP を実行している電話機では、SIP URI を BLF/短縮ダイヤル ボ
タンとして設定することはできません。

 • SCCP または SIP のいずれかを実行している電話機では、この

フィールドに電話番号を入力するか、[電話番号 (Directory Number)] 
ドロップダウン リスト ボックスに移動します。

Cisco Unified Communications Manager 以外の電話番号を BLF/短縮

ダイヤル ボタンとして設定する場合は、このフィールドにその電話

番号を入力します。

このフィールドには、数値、アスタリスク（*）、およびシャープ記号

（#）だけを入力します。

[接続先 (Destination)] フィールドを設定する場合は、[電話番号

(Directory Number)] ドロップダウン リスト ボックスからオプションを選

択しないでください。[接続先 (Destination)] を設定した後で [電話番号

(Directory Number)] ドロップダウン リスト ボックスからオプションを選

択した場合、[接続先 (Destination)] 設定は削除されます。

[電話番号 (Directory 
Number)]

[電話番号 (Directory Number)] ドロップダウン リスト ボックスには、

Cisco Unified Communications Manager データベースに存在する電話番

号のリストが表示されます。これを設定するのは、[接続先

(Destination)] フィールドを設定しない場合だけです。

SCCP または SIP のいずれかを実行している電話機では、6002-Partition 
3 のように、ユーザが短縮ダイヤル ボタンを押した場合にシステムがダ

イヤルする番号（および対応するパーティション（表示されている場

合））を選択します。特定のパーティションなしで表示される電話番号

は、デフォルト パーティションに属します。

[ラベル (Label)] BLF/短縮ダイヤル ボタンに表示するテキストを入力します。

このフィールドは国際化をサポートしています。電話機が国際化をサ

ポートしていない場合、システムは [ラベルASCII(Label ASCII)] フィー

ルドに表示されるテキストを使用します。

[ラベルASCII(Label 
ASCII)]

短縮ダイヤル ボタンに表示するテキストを入力します。

ASCII ラベルは、[ラベル (Label)] フィールドに入力したテキストの非国

際化バージョンを表します。電話機が国際化をサポートしていない場合、

システムはこのフィールドに表示されるテキストを使用します。

ヒント [ラベル (Label)] フィールドとは異なるテキストを [ラベル
ASCII(Label ASCII)] フィールドに入力した場合、Cisco Unified 
Communications Manager の管理ページは、テキストが異なって
いても両方のフィールドの設定を受け付けます。
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関連項目
 • 「プレゼンスの設定チェックリスト」（P.36-1）

 • 「プレゼンスの概要」（P.36-4）

 • 「プレゼンスと電話機およびトランクの連動について」（P.36-5）

 • 「プレゼンスとルート リストの連動について」（P.36-7）

 • 「プレゼンス グループについて」（P.36-7）

 • 「プレゼンス認証について」（P.36-10）

 • 「SUBSCRIBE コーリング サーチ スペースの動作について」（P.36-12）

 • 「プレゼンス機能のインタラクションおよび制限事項」（P.36-13）

 • 「プレゼンス サービス パラメータとエンタープライズ パラメータの設定」（P.36-14）

 • 「SUBSCRIBE コーリング サーチ スペースの設定と適用」（P.36-15）

 • 「プレゼンス グループの検索」（P.36-16）

 • 「プレゼンス グループの設定」（P.36-17）

 • 「プレゼンス グループの設定項目」（P.36-17）

 • 「プレゼンス グループの削除」（P.36-18）

 • 「プレゼンス グループの適用」（P.36-19）

 • 「プレゼンス グループとプレゼンス認証のヒント」（P.36-20）

 • 「カスタマイズされた電話ボタン テンプレートでの BLF/短縮ダイヤル ボタンの設定」（P.36-21）

 • 「BLF/短縮ダイヤル ボタンの設定」（P.36-22）

 • 「BLF/短縮ダイヤルの設定項目」（P.36-22）

関連マニュアル

 • 『Cisco Unified Communications Manager セキュリティ ガイド』の「ダイジェスト認証」

 • 『Cisco Unified Communications Manager セキュリティ ガイド』の「許可」 

 • ご使用の電話機とこのバージョンの Cisco Unified Communications Manager をサポートしている

電話機管理マニュアル

 • Cisco Unified IP Phone、または SIP を実行している電話機のユーザ資料

 • ご使用の電話機のファームウェア リリース ノート
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Quality Report Tool（QRT）は、Cisco Unified IP Phone の音声品質や一般的な問題に関するレポート 
ツールで、1 つのサービスとして動作し、IP Phone のオーディオおよびその他の一般的な問題を簡単か

つ正確にレポートすることができます。QRT は、Cisco Unified Communications Manager のインス

トールとともに自動的にロードされます。また、Cisco Extended Functions（CEF）サービスによって

サポートされています （Cisco Extended Functions サービスの詳細については、『Cisco Unified 
Serviceability Administration Guide』を参照してください）。

システム管理者は、ソフトキー テンプレートの作成、設定、および割り当てによって、ユーザの IP 
Phone に [品質 ] ソフトキーを関連付けることで QRT 機能を使用可能にできます。QRT を使用する

ユーザ インタラクションの量に応じて、2 つの異なるユーザ モードを選択できます。

（注） システムは、QRT を設定し、レポートを表示するための権限として管理者特権をユーザに与えます。

この章では、QRT 機能の設定および使用に関する次の情報を説明します。

 • 「QRT の設定チェックリスト」（P.37-2）

 • 「Quality Report Tool について」（P.37-3）

 • 「QRT のシステム要件」（P.37-6）

 • 「Cisco Extended Functions サービスの依存関係」（P.37-7）

 • 「CTI へのセキュアな TLS 接続」（P.37-9）

 • 「QRT の使用」（P.37-10）

 • 「インタラクションおよび制限事項」（P.37-16）

 • 「QRT 機能のインストールとアクティブ化」（P.37-17）

 • 「QRT 機能の設定」（P.37-17）

 • 「QRT Viewer の使用」（P.37-26）

 • 「ユーザへの QRT 機能の情報提供」（P.37-31）

 • 「QRT 機能のトラブルシューティング」（P.37-31）

 • 「関連項目」（P.37-33）
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QRT の設定チェックリスト
Quality Report Tool（QRT）は、Cisco Unified IP Phone の音声品質や一般的な問題に関するレポート 
ツールで、1 つのサービスとして動作し、IP Phone のオーディオおよびその他の一般的な問題を簡単か

つ正確にレポートすることができます。QRT は、Cisco Unified Communications Manager のインス

トールとともに自動的にロードされます。また、Cisco Extended Functions（CEF）サービスによって

サポートされています （Cisco Extended Functions サービスの詳細については、『Cisco Unified 
Serviceability Administration Guide』を参照してください）。

システム管理者は、ソフトキー テンプレートの作成、設定、および割り当てによって、ユーザの IP 
Phone に [品質 ] ソフトキーを関連付けることで QRT 機能を使用可能にできます。QRT を使用する

ユーザ インタラクションの量に応じて、異なるユーザ モードを選択できます。

表 37-1 に、Cisco Unified Communications Manager で QRT 機能を設定する手順を示します。詳細に

ついては、「関連項目」（P.37-33）を参照してください。

表 37-1 QRT 設定チェックリスト 

設定手順 関連手順と関連項目

ステップ 1 Standard User ソフトキー テンプレートのコピーを作成し、次の

コール状態に対して [品質 ] ソフトキーを追加します。

 • オンフック

 • 接続時

 • 接続時（会議打診）

 • 接続時（転送打診）

「品質ソフトキーを含むソフトキー テンプ

レートの作成」（P.37-18）

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「ソフト

キー テンプレートの設定」

ステップ 2 新しいソフトキー テンプレートを共通デバイス設定に追加しま

す。

「共通デバイス設定での QRT ソフトキー テン

プレートの構成」（P.37-20）

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「共通デバ

イス設定の設定」

ステップ 3 [電話の設定 (Phone Configuration)] ウィンドウを使用して、新

しいソフトキー テンプレートをユーザの電話機に追加します。

（注） ソフトキーに共通デバイス設定を使用する場合は、共通

デバイス設定を電話機の設定に割り当てることができま

す。または、各電話機に個別にソフトキーを追加するこ

ともできます。

「電話機の設定における QRT ソフトキー テン

プレートの追加」（P.37-21）

『Cisco Unified Communications Manager ア
ドミニストレーション ガイド』の「ソフト

キー テンプレートの設定」

ステップ 4 Cisco Unified サービスアビリティ ツールの Service Activation 
を使用して、Cisco Extended Functions サービスをアクティブ

にします。

「QRT を使用する場合の Cisco Extended 
Functions サービスのアクティブ化」

（P.37-23）

『Cisco Unified Serviceability Administration 
Guide』

ステップ 5 Cisco Unified サービスアビリティで、QRT のアラームとト

レースを設定します。

「QRT のアラームおよびトレースの設定」

（P.37-23）

『Cisco Unified Serviceability Administration 
Guide』
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Quality Report Tool について
Cisco Unified Communications Manager をインストールすると、Cisco Extended Functions サービスが

インストールされ、Cisco Unified Communications Manager サーバ上に QRT 機能がロードされます。

システム管理者は、ソフトキー テンプレートを使用することで QRT 機能を使用可能にします。次にシ

ステム パラメータを設定し、Cisco Unified サービスアビリティ ツールをセットアップすることによっ

て、システムにおけるこの機能の動作を定義します。これで QRT Viewer アプリケーションを使用し

て、電話機の問題のレポートを作成、カスタマイズ、および表示できます （システムには、QRT 
Viewer アプリケーションが Real-Time Monitoring Tool の一部として含まれています）。詳細について

は、「QRT Viewer の使用」（P.37-26）を参照してください。

QRT アベイラビリティは、最大で 4 種類の異なるコール状態に対して設定でき、2 種類の異なるユー

ザ モードを選択できます。ユーザ モードは、QRT が使用可能なユーザ インタラクションのレベルを決

定します。また、詳細な音声品質レポート、またはより一般的な電話機の問題のレポート、および関連

統計情報を使用できます （詳細については、「拡張メニューの選択肢」（P.37-11）を参照してくださ

い）。

ユーザの IP Phone に問題が発生した場合は、次のいずれかのコール状態の間に Cisco Unified IP Phone 
の [品質 ] ソフトキーを押すと、この機能を起動できます。

 • 接続時

 • 接続時（会議打診）

 • 接続時（転送打診）

 • オンフック

サポートされているコール状態で、適切な問題分類カテゴリを使用することで、IP Phone に発生して

いる問題に最も当てはまる原因コードを選択できます。問題カテゴリ、原因コード、およびサポートさ

れているコール状態の詳細については、「問題分類カテゴリと原因コード」（P.37-12）を参照してくだ

さい。

Quality Report Tool は、複数の重要なコンポーネントによって構成されています。次の項では、これら

のコンポーネントに関する情報と、QRT 機能のアーキテクチャについて説明します。

 • 「QRT のコンポーネント」（P.37-4）

 • 「QRT アーキテクチャの概要」（P.37-4）

追加情報

「関連項目」（P.37-33）を参照してください。

ステップ 6 QRT の Cisco Extended Functions サービス パラメータを設定し

ます。

「QRT の Cisco Extended Functions サービス 
パラメータの設定」（P.37-25）

ステップ 7 QRT Viewer にアクセスして、IP Phone の問題レポートを作成、

カスタマイズ、および表示します。

「QRT Viewer の使用」（P.37-26）

『Cisco Unified Serviceability Administration 
Guide』

表 37-1 QRT 設定チェックリスト （続き）

設定手順 関連手順と関連項目
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QRT のコンポーネント

多層構成で Web ベースのアプリケーションである QRT には、次の重要なコンポーネントが含まれてい

ます。

 • クライアント コンポーネント

 • エンド ユーザ インターフェイスとしての IP Phone ブラウザ

 • 機能およびツールの設定とビューア アプリケーション用の、Cisco Unified Communications 
Manager の管理ページのウィンドウ

 • サーバ コンポーネント

 • Cisco Extended Functions サービス

 • Skinny メッセージ用の Cisco Unified Communications Manager

 • QBE メッセージ用の CTIManager

 • 構成データおよびデバイス データ用のデータベース

 • 実行時のデバイス関連情報を収集する Cisco RIS Data Collector

 • アラーム インターフェイス

 • System Diagnostic Interface（SDI; システム診断インターフェイス）トレース

 • サービス：ユーザ レポートを収集および管理するための Cisco Extended Functions サービス。ま

た IP Phone 上のユーザ インターフェイスの処理や、Cisco RIS Data Collector へのアラート通知や 
SNMP トラップの発行も行います。

 • ビューア アプリケーション：Real-Time Monitoring Tool（RTMT）のトレース収集機能に含まれ

る QRT Viewer アプリケーション。生成されたレポートのフィルタリング、形式設定、および表示

を行うことができます。QRT 情報が含まれたトレース ファイルを表示すると、レポートが自動的

に QRT Viewer で開かれます。

追加情報

「関連項目」（P.37-33）を参照してください。

QRT アーキテクチャの概要

QRT 機能は、Cisco Extended Functions サービスを使用します。このサービスは、次のインターフェイ

スによって構成されています。

 • 「Cisco CTIManager インターフェイス（QBEHelper）」（P.37-5）

 • 「Cisco Unified Communications Manager データベース インターフェイス（DBL ライブラリ）」

（P.37-5）

 • 「スクリーン ヘルパーとディクショナリ」（P.37-6）

 • 「Redundancy Manager」（P.37-6）

 • 「DB Change Notifier」（P.37-6）

 • 「SDI トレースおよびアラーム」（P.37-6）

Cisco Extended Functions サービスは、Skinny プロトコル（Cisco Unified IP Phone と Cisco Unified 
Communications Manager の間で使用するプロトコル）および Quick Byte Encoding プロトコル

（Cisco CTIManager と TSP/JTAPI の間で使用するプロトコル）を介した XML サービス インターフェ

イス（XSI）を使用して電話機と接続します。
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ユーザが [品質 ] ソフトキーを押すと、QRT によってデバイスが開かれ、最大 4 つの異なる画面に問題

カテゴリと関連する原因コードが表示され、ユーザのフィードバックを取得できます。

問題を最も適切に説明するオプションをユーザが選択すると、システムはフィードバックを XML ファ

イルに記録し、Cisco RIS Data Collector にアラートと SNMP トラップを生成するように通知するア

ラームを発行します。ユーザのインタラクションが完了したことを QRT が検出すると、デバイスが閉

じられます。

（注） 実際にログに記録される情報は、ユーザの選択、および宛先デバイスが Cisco Unified IP Phone である

かどうかに依存します。

図 37-1 に、Cisco Extended Functions サービスのアーキテクチャを示します。

図 37-1 Cisco Extended Functions サービスのアーキテクチャの使用

Cisco CTIManager インターフェイス（QBEHelper）

QBEHelper ライブラリによって、CEF サービスと、構成済みの Cisco CTIManager との通信を可能に

するインターフェイスが提供されます。

Cisco Unified Communications Manager データベース インターフェイス（DBL ライブラ
リ）

DBL ライブラリによって、Cisco Unified Communications Manager データベースで構成および登録さ

れた各種デバイスで Cisco Extended Functions サービスがクエリーを実行するためのインターフェイス

が提供されます。
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スクリーン ヘルパーとディクショナリ

Cisco Extended Functions サービスのスクリーン ヘルパーは、Cisco Extended Functions サービスを起

動したときに、XML ディクショナリ ファイルを読み取り、インストールされたすべてのロケールのド

キュメント オブジェクト モデル（DOM）オブジェクトを作成します。システムは、この DOM オブ

ジェクトを使用して、Cisco Unified IP Phone で必要な XSI スクリーンを構築します。

Redundancy Manager

1 つの Cisco Unified Communications Manager クラスタ内で複数の Cisco Extended Functions がアク

ティブになっている場合、Redundancy Manager は、アルゴリズムを使用して、アクティブ CEF と
バックアップ CEF を判断します。Redundancy Manager は、CEF サービスを実行しているサーバの最

も小さな IP アドレスをアクティブ サービスとして使用します。その他の CEF サービスは、バック

アップ サービスとして機能します。

DB Change Notifier

DB Change Notifier は、サービス パラメータの変更、トレース パラメータの変更、アラーム設定の変

更、クラスタ内の他の Cisco Extended Functions サービスのステータス変更など、データベースの変更

に関するすべての通知を処理し、それらの変更を CEF サービスにレポートします。

SDI トレースおよびアラーム

Cisco Extended Functions サービスは、SDI トレース ライブラリとアラーム ライブラリを使用します。

このライブラリは、イベント ビューアへのトレースとアラームを生成します。アラーム ライブラリは、

CEF サービスに関する情報を Syslog、SNMP、および Cisco RIS Data Collector サービスに送達しま

す。トレースおよびアラームの詳細については、『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』
を参照してください。

追加情報

「関連項目」（P.37-33）を参照してください。

QRT のシステム要件
QRT 機能が動作するには、次のソフトウェア コンポーネントが必要です。

 • Cisco Unified Communications Manager

 • Cisco Real-Time Monitoring Tool

QRT 機能は、次の機能を持つ任意のモデルの IP Phone でサポートされています。

 • ソフトキー テンプレートのサポート

 • IP Phone サービスのサポート

 • CTI による制御が可能であること

 • 内部 HTTP サーバ
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（注） 詳細については、ご使用のモデルの IP Phone に適合する Cisco Unified IP Phone のガイドを次の URL 
で参照してください。 
http://www.cisco.com/en/US/products/hw/phones/ps379/tsd_products_support_series_home.html

追加情報

「関連項目」（P.37-33）を参照してください。

Cisco Extended Functions サービスの依存関係
Cisco Extended Functions サービスは、次のサービスに依存しています。

 • Cisco CallManager：クラスタ内で少なくとも 1 つの Cisco CallManager サービスが実行されてい

る必要がありますが、CEF と同じサーバで実行する必要はありません。

 • Cisco CTIManager：クラスタ内で少なくとも 1 つの Cisco CTIManager サービスが実行されてい

る必要がありますが、CEF と同じサーバで実行する必要はありません。

 • Cisco Database Layer Monitor：1 つの Cisco Database Layer Monitor サービスが CEF と同じサー

バで実行されている必要があります。

 • Cisco RIS Data Collector：1 つの Cisco RIS Data Collector サービスが CEF と同じサーバで実行さ

れている必要があります。

（注） Cisco Database Layer Monitor と Cisco RIS Data Collector は同一のサーバで実行されている必要があ

ります。Cisco Unified Communications Manager クラスタでは、複数の CEF サービスを実行できま

す。

ヒント サーバ 1 台で構成される Cisco Unified Communications Manager システムの場合は、そのサーバにす

べてのサービスをインストールします。

http://www.cisco.com/en/US/products/hw/phones/ps379/tsd_products_support_series_home.html
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図 37-2 に、一般的な Cisco Extended Functions サービスの設定を示します。

図 37-2 Cisco Extended Functions サービスの依存関係（一般的な設定）

追加情報

「関連項目」（P.37-33）を参照してください。

1 つのクラスタ内に複数の Cisco Extended Functions アプリケーション
がある場合

1 つの Cisco Unified Communications Manager クラスタ内で複数の Cisco Extended Functions サービ

スがアクティブになっている場合、CEF はアルゴリズムを使用して、アクティブにするサービスと残

りのバックアップ用のサービスを判断します。最も小さな IP アドレスの CEF アプリケーションがアク

ティブになります。その次に小さな IP アドレスのサービスが、アクティブなサービスのバックアップ

になります。その他のサービスも、IP アドレスが小さい順に、互いのバックアップとして機能します。

新しいサービスをクラスタに追加した場合、CEF はアルゴリズムを再起動し、アクティブにするサー

ビスを判別します。

（注） クラスタ内で Cisco Extended Functions サービスを起動すると、最も下位の IP アドレスを持つ CEF 
サービスがアクティブになります。このプロセスによって、約 2 分間サービスが中断する場合がありま

す。

Cisco CTIManager に対するディレクトリ ステータスおよび Cisco Extended Functions サービスの登録

ステータスを確認するには、Real-Time Monitoring Tool（RTMT）を使用します。使用方法について

は、『Cisco Unified Real Time Monitoring Tool Administration Guide』を参照してください。

追加情報

「関連項目」（P.37-33）を参照してください。

CCM

CCM

CCM

CCM
CEF

CEF
CCM

RIS

CCM = Cisco CallManager
CTI = Cisco CTI Manager
CEF = Cisco Extended Functions QRT
RIS = Cisco RIS Data Collector 20

22
34



 

37-9
Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド     

第 37 章      Quality Report Tool
    CTI へのセキュアな TLS 接続       

CTI へのセキュアな TLS 接続
QRT は、CTI へのセキュアな Transport Layer Security（TLS）接続をサポートしています。セキュア

な接続を確立するには、次の手順の説明のように、「CCMQRTSecureSysUser」アプリケーション ユー

ザを使用します。

（注） [サービスパラメータ設定 (Service Parameter Configuration)] ウィンドウからセキュリティを有効にし

た場合、QRT は、Application CAPF プロファイルを使用して CTI Manager へのセキュアな接続を確

立します。セキュアな接続を行うには、「CTI Manager Connection Security Flag」と「CAPF Profile 
Instance Id for Secure Connection to CTI Manager」の両方のサービス パラメータを設定する必要があ

ります。「QRT の Cisco Extended Functions サービス パラメータの設定」（P.37-25）を参照してくださ

い。詳細については、『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の

「アプリケーションユーザ CAPF プロファイルの設定」および「サービス パラメータの設定」を参照し

てください。

（注） CTI へのセキュアな TLS 接続を確立するには、セキュリティ サービス パラメータ Cluster Security 
Mode CAPF Phone Port の値を 1 に設定する必要もあります。これは、Cisco Unified Communications 
Manager の管理ページの [システム (Systems)] > [エンタープライズパラメータ (Enterprise 
Parameters)] で行います。『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』

の「エンタープライズ パラメータの設定」を参照してください。

アプリケーション ユーザを設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、[ユーザ管理 (User Management)] > [アプリ

ケーションユーザ (Application User)] を選択します。

[ アプリケーションユーザの検索と一覧表示 (Find and List Application Users)] ウィンドウが表示され

ます。

ステップ 2 [検索 (Find)] をクリックします。

ステップ 3 [アプリケーションユーザの検索と一覧表示 (Find and List Application Users)] ウィンドウで、

[CCMQRTSecureSysUser] または [CCMQRTSysUser] をクリックします。

（注） CAPF プロファイルを設定するには、『Cisco Unified Communications Manager アドミニスト
レーション ガイド』の「アプリケーションユーザ CAPF プロファイルの設定」を参照してくだ

さい。

追加情報

「関連項目」（P.37-33）を参照してください。



 

37-10
Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド

第 37 章      Quality Report Tool          
    QRT の使用

QRT の使用
QRT を正しくインストールして設定すると、[品質 ] ソフトキーを特定のモデルの Cisco Unified IP 
Phone 上に設定できます。QRT をサポートしている IP Phone のモデルについては、「QRT のシステム

要件」（P.37-6）を参照してください。

（注） Cisco Unified Communications Manager Standard User テンプレートには、[品質 ] ソフトキーは含まれ

ていません。QRT 機能を有効にし、ユーザが [品質 ] ソフトキーを使ってこの機能を使用できるように

する必要があります。これには、Cisco Unified Communications Manager の管理ページから [品質 ] ソ
フトキーの作成、設定、および割り当てを行います。ソフトキー テンプレートの設定方法については、

「QRT 機能の設定」（P.37-17）を参照してください。

次の項では、QRT を使用したユーザ インタラクション機能を説明します。

 • 「ユーザ インターフェイス」（P.37-10）

 • 「拡張メニューの選択肢」（P.37-11）

 • 「問題分類カテゴリと原因コード」（P.37-12）

ユーザ関連情報の詳細については、ご使用の電話機モデルに適合する Cisco Unified IP Phone のガイド

を次の URL で参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/products/hw/phones/ps379/tsd_products_support_series_home.html

追加情報

「関連項目」（P.37-33）を参照してください。

ユーザ インターフェイス

QRT ユーザ インターフェイスには、次に示す複数のコンポーネントが含まれています。

 • 電話スクリーン：共通デバイス設定内のすべての IP Phone で使用できます。[品質 ] ソフトキーは

設定済みで、電話スクリーンは複数のロケールをサポートしています。

次の各コンポーネントには、Cisco Unified Communications Manager 管理者だけがアクセスできます。

 • Serviceability：「Cisco Unified サービスアビリティ機能の設定」（P.37-22）を参照してください。

 • アラート設定：「QRT のアラームおよびトレースの設定」（P.37-23）を参照してください。

 • サービス パラメータ：「QRT の Cisco Extended Functions サービス パラメータの設定」（P.37-25）
を参照してください。

 • ビューア アプリケーション：「QRT Viewer の使用」（P.37-26）を参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/products/hw/phones/ps379/tsd_products_support_series_home.html
http://www.cisco.com/en/US/products/hw/phones/ps379/tsd_products_support_series_home.html
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「図 37-3」 に、Cisco Unified IP Phone に表示された [品質 ] ソフトキーの例を示します。

図 37-3 QRT Phone Interface の表示

追加情報

「関連項目」（P.37-33）を参照してください。

拡張メニューの選択肢

拡張メニューを選択することで、ユーザは QRT と対話し、レポートする電話機の問題に関する詳細を

入力できます。ユーザが送信する情報の量によって、拡張メニューの選択肢を有効にするか、またはよ

り受動的なインターフェイスをユーザに提供するかを選択できます。

Cisco Unified Communications Manager の [サービスパラメータ設定 (Service Parameter 
Configuration)] ウィンドウでは、次のオプションを使用して QRT のユーザ インターフェイス モード

を設定できます。

 • サイレント モード：このモードでは、ユーザに拡張メニューの選択肢は表示されません。ユーザ

が [品質 ] ソフトキーを押すと、システムはストリーミングの統計情報を収集し、ユーザ インタラ

クションを追加せずにレポートを記録します。

システムがサイレント モードをサポートするのは、IP Phone のコール状態が接続時、接続時（会

議打診）、または接続時（転送打診）の場合だけです。

「図 37-4」 に、サイレント モードの QRT の表示例を示します。

図 37-4 サイレント モードでの音声品質のフィードバックの送信

 • 対話モード：このモードでは、ユーザに拡張メニュー選択肢が表示され、IP Phone の音声品質に

関連するユーザ入力を追加することができます（適用可能な原因コードについては、「問題分類カ

テゴリと原因コード」（P.37-12）を参照してください）。このモードでは、ユーザは電話機をリ

ブートする場合や電話をかけることができない場合など、オーディオ以外の問題についてもレポー

トできます。
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システムが対話モードをサポートするのは、IP Phone のコール状態が接続時またはオンフックの

場合だけです。

「図 37-5」 は、電話機がオンフックで対話モードになっている状態で [品質 ] ソフトキーを押した場

合の QRT 表示の例です。

図 37-5 QRT Phone Interface：オンフック、対話モードの表示

（注） [品質 ] ソフトキーは、サポートされているコール状態だけに設定されていることを確認してください。

（注） Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [サービスパラメータ設定 (Service Parameter 
Configuration)] ウィンドウの [Display Extended QRT Menu Choices] フィールドで、ユーザが拡張メ

ニューの選択肢にアクセスできるかどうかを設定します。詳細については、「QRT の Cisco Extended 
Functions サービス パラメータの設定」（P.37-25）を参照してください。

追加情報

「関連項目」（P.37-33）を参照してください。

問題分類カテゴリと原因コード

次の表に、ユーザが IP Phone に関する問題のレポートを作成する際に選択可能な問題カテゴリと対応

する原因コードを示します。

 • 拡張メニューの選択肢を設定すると、追加オプションを使用できるようになります。

 • ユーザは 1 つの問題について 1 つのカテゴリと 1 つの原因コードだけを選択できます。

 • 各問題カテゴリは、IP Phone がサポートしているコール状態になっている場合だけ使用可能にな

ります。
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表 37-2 に、[現在のコールに問題がある ] カテゴリで使用可能な、サポートされているコール状態およ

び原因コードを示します。

「図 37-6」 に示す例は、IP Phone の状態が接続時のときに [品質 ] ソフトキーを押した場合の電話機の

表示です。このメニューを使用すると、ユーザは追加の詳細を入力してから現在のコールに関する問題

を送信できます。

図 37-6 [現在のコールに問題がある ] のレポート

表 37-2 問題カテゴリ：[現在のコールに問題がある ]

問題カテゴリ

サポートされている

コール状態 原因コード 統計情報

現在のコールに問題がある  • 接続時

 • 接続時（会議打

診）

 • 接続時（転送打

診）

 • [エコーが聞こえる ]

 • [相手側でエコーが聞こえ

る ]

 • [音声が切れ切れになる ]

 • [音声が機械的になる ]

 • [遅延時間が長い ]

 • [相手側からの音声が小さ

い ]

 • [相手側で聞こえる音声が

小さい ]

 • [相手側からの音声が聞こ

えない ]

 • [相手側でこちら側の音声

が聞こえない ]

システムは、発信元デバイス

と宛先デバイスからストリー

ミング統計情報を収集しま

す。

（注） 発信元デバイス /IP 
Phone とは、[品質 ] 
ソフトキーが押され

たデバイスのことで

す。たとえば、この

場合の「発信元」と

「宛先」は、接続され

たコールの発信側と

着信側を指していま

せん。
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表 37-3 に、[直前のコールに問題がある ] カテゴリで使用可能な、サポートされているコール状態およ

び原因コードを示します。

「図 37-7」 に示す例は、ユーザが [直前のコールに問題がある ] カテゴリを選択した場合の電話機の表示

です。このメニューを使用すると、ユーザは追加の詳細を入力してから最後のコールに関する問題を送

信できます。

図 37-7 [直前のコールに問題がある ] のレポート

表 37-4 に、[最近、電話機の電源を切って入れ直した ] カテゴリで使用可能な、サポートされている

コール状態を示します。このカテゴリに関連付けられている原因コードはありません。

表 37-3 問題カテゴリ：[直前のコールに問題がある ]

問題カテゴリ

サポートされている

コール状態 原因コード 統計情報

直前のコールに問題がある  • オンフック  • [エコーが聞こえた ]

 • [相手側でエコーが聞こえた ]

 • [音声が切れ切れになる ]

 • [音声が機械的になる ]

 • [遅延時間が長い ]

 • [相手側からの音声が小さい ]

 • [相手側で聞こえるこちら側から

の音声が小さくなる ]

 • [相手側からの音声が聞こえな

かった ]

 • [相手側でこちら側からの音声が

聞こえなかった ]

 • [コールが終了された ]

システムは、発信元デバイス

からストリーミング統計情報

を収集します。

表 37-4 問題カテゴリ：[最近、電話機の電源を切って入れ直した ]

問題カテゴリ

サポートされている

コール状態 原因コード 統計情報

最近、電話機の電源を切って

入れ直した

 • オンフック なし
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「図 37-8」 に示す例は、ユーザが [最近、電話機の電源を切って入れ直した ] カテゴリを選択した場合の

電話機の表示です。ユーザのフィードバックはシステムによって記録されます。

図 37-8 [最近、電話機の電源を切って入れ直した ] の問題のレポート

表 37-5 に、[コールできません ] カテゴリで使用可能な、サポートされているコール状態および原因

コードを示します。

「図 37-9」 に示す例は、ユーザが [コールできません ] カテゴリを選択した場合の電話機の表示です。

図 37-9 [コールできません ] の問題のレポート

表 37-5 問題カテゴリ：[コールできません ]

問題カテゴリ

サポートされている

コール状態 原因コード 統計情報

コールできません  • オンフック  • [ビジー音が聞こえる ]

 • [早いビジー音が聞こえる ]

 • [番号をダイヤルした後にダ

イヤルトーンが聞こえる ]

 • [番号をダイヤルした後に

何も聞こえない ]

 • [ダイヤルトーンが聞こえ

ない ]
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（注） QRT は、発信元の IP Phone、宛先の IP Phone、Cisco RIS Data Collector、Cisco Unified 
Communications Manager データベース、およびユーザなど、さまざまなソースから情報を収集しま

す。この場合の「発信元」と「宛先」は、接続されたコールの発信側と着信側を指していません。電話

機の問題レポートに含まれるフィールドの詳細については、「QRT レポート」（P.37-27）を参照してく

ださい。

追加情報

「関連項目」（P.37-33）を参照してください。

インタラクションおよび制限事項
次のインタラクションおよび制限事項は、Cisco Unified Communications Manager で QRT 機能を使用

する場合に適用されます。

 • Cisco Extended Functions、Cisco CallManager、CTI Manager、および Cisco RIS Data Collector 
の各サービスが実行されており、完全に動作していることを確認してください。

 • IP Phone で [品質 ] ソフトキー機能を使用するには、システム管理者がソフトキー テンプレートの

作成、設定、および割り当てを行う必要があります。

 • [品質 ] ソフトキーは、サポートされているコール状態だけに設定されていることを確認してくだ

さい。

 • 拡張メニューの選択肢は、Display Extended QRT Menu Choices サービス パラメータが [True] に
設定されている場合だけ使用可能になり、[現在のコールに問題がある ] カテゴリをサポートしま

す。

 • ユーザが QRT とインタラクションを行っている間に、他のアプリケーション機能（Cisco Call 
Back または Cisco Unified Communications Manager Assistant）または機能キー（[設定 ]、[ディ

レクトリ ]、または [メッセージ ]）が起動されるか、あるいはユーザが QRT 選択を完了しない場

合、システムは QRT 表示を上書きします。この場合、システムはデバイスに待機状態を強制する

ため、QRT によるインタラクションの完了が妨げられてデバイスが終了します。

（注） 無人のデバイスは大量のリソースを消費し、CTI のパフォーマンスに影響を与えるため、シス

テムは QRT がオープンなデバイスを定期的にチェックするように設定しています。これらの

システム設定は変更できません。

 • TCP ではなく UDP をトランスポートとして使用するように設定されており、SIP を実行している

電話機は、「デバイス データ パススルー」機能をサポートしません。QRT ではパススルー機能が

必要なため、QRT はこのような UDP 設定の SIP 電話機をサポートしません。

 • Quality Report Tool は、デバイスが [IPv4のみ (IPv4 Only)] または [IPv4と IPv6(IPv4 and IPv6)]
（デュアル スタック モード）の [IPアドレッシングモード (IP Addressing Mode)] を使用する場合、

IPv6 をサポートします。[IPアドレッシングモード (IP Addressing Mode)] が [IPv6のみ (IPv6 
Only)] の電話機のユーザは、電話機の [品質 ] ソフトキーを押して音声などの問題を報告できませ

ん。また、QRT レポートには、[IPアドレッシングモード (IP Addressing Mode)] が [IPv6のみ

(IPv6 Only)] の電話機のストリーミング統計情報は含まれていません。IPv6 の詳細については、

「インターネット プロトコル バージョン 6（IPv6）」（P.28-1）を参照してください。

追加情報

「関連項目」（P.37-33）を参照してください。
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QRT 機能のインストールとアクティブ化
QRT は Cisco Extended Functions サービス内の機能であるため、Cisco Unified Communications 
Manager インストールの一部として自動的にインストールされます。

インストールが完了したら、次の手順を実行してユーザに対する QRT 機能を使用可能にし、管理レ

ポート機能を設定してください。

1. Cisco Unified IP Phone のユーザ用に QRT 機能を正しく設定します。「QRT 機能の設定」

（P.37-17）を参照してください。

2. Cisco Unified サービスアビリティ で Cisco Extended Functions サービスを有効にし、QRT ととも

に使用するアラームとトレースを設定します。詳細については、「Cisco Unified サービスアビリ

ティ機能の設定」（P.37-22）および『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』を参照し

てください。

3. Cisco Extended Functions サービスに適用可能なサービス パラメータを設定して、システム内でど

のように QRT が動作するかを定義します。「QRT の Cisco Extended Functions サービス パラメー

タの設定」（P.37-25）を参照してください。

4. QRT Viewer アプリケーションを使用して、電話機の問題レポートを作成、カスタマイズ、および

表示します。「QRT Viewer の使用」（P.37-26）を参照してください。

（注） QRT 機能（ソフトキーや IP Phone に表示されるメッセージ）を英語以外の言語で表示する必要がある

場合は、QRT を設定する前に、ロケール インストーラがイントールされていることを確認します。詳

細については、『Cisco Unified Communications Operating System Administration Guide』を参照して

ください。

追加情報

「関連項目」（P.37-33）を参照してください。

QRT 機能の設定
QRT 機能を正しく設定するには、表 37-1 に示す QRT 設定チェックリストの手順を確認します。次に

設定するための要件を実行し、Cisco Extended Functions サービスをアクティブにしてからサービス パ
ラメータを設定します。

ここでは、QRT を有効にするための設定情報を説明します。

 • 「品質ソフトキーを含むソフトキー テンプレートの作成」（P.37-18）

 • 「共通デバイス設定での QRT ソフトキー テンプレートの構成」（P.37-20）

 • 「電話機の設定における QRT ソフトキー テンプレートの追加」（P.37-21）

 • 「QRT を使用する場合の Cisco Extended Functions サービスのアクティブ化」（P.37-23）

 • 「QRT のアラームおよびトレースの設定」（P.37-23）

 • 「QRT の Cisco Extended Functions サービス パラメータの設定」（P.37-25）

 • 「関連項目」（P.37-33）

ヒント QRT機能を設定する前に、「QRT の設定チェックリスト」（P.37-2）を確認してください。
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品質ソフトキーを含むソフトキー テンプレートの作成

次の手順に従って、[品質 ] ソフトキーを含むソフトキー テンプレートを作成します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、[デバイス (Device)] > [デバイスの設定

(Device Settings)] > [ソフトキーテンプレート (Softkey Template)] を選択します。

ステップ 2 [新規追加 (Add New)] をクリックします （または、[検索 (Find)] ボタンをクリックして、使用可能な

ソフトキー テンプレートのリストを表示する方法もあります）。

a. [新規追加 (Add New)] ボタンをクリックした場合は、[ベースとするソフトキーテンプレート

(Create a softkey template based on)] ドロップダウン リストから Standard User ソフトキー テンプ

レートを選択します。

b. [検索 (Find)] ボタンをクリックし、使用可能なソフトキー テンプレートのリストを表示した場合

は、ソフトキー テンプレートのリストから Standard User ソフトキー テンプレートを選択します。

ステップ 3 [コピー (Copy)] ボタンをクリックします。

[ ソフトキーテンプレートの設定 (Softkey Template Configuration)] ウィンドウに、新しい情報が表示

されます。

ステップ 4 [ソフトキーテンプレート情報 (Softkey Template Information)] の [名前 (Name)] フィールドに、「QRT 
Standard User」など、テンプレートの新しい名前を入力し、説明を追加します。

「図 37-10」 に、Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [ ソフトキーテンプレートの

設定 (Softkey Template Configuration)] ウィンドウの例を示します。ここで、ソフトキー テンプレート

をコピーします。

図 37-10 [ソフトキーテンプレートの設定 (Softkey Template Configuration)] ウィンドウ
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図 37-11 コピー後の [ソフトキーテンプレートの設定 (Softkey Template Configuration)] ウィンドウ

ステップ 5 [保存 (Save)] をクリックします。

[ ソフトキーテンプレートの設定 (Softkey Template Configuration)] ウィンドウに、新しい情報が再表

示されます。

ステップ 6 アプリケーションを追加するには、[アプリケーションを追加 (Add Application)] ボタンをクリックし

ます。手順の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイ
ド』の「非標準ソフトキー テンプレートへのアプリケーション ソフトキーの追加」の項を参照してく

ださい。

ステップ 7 [品質 ] ソフトキーをテンプレートに追加するには、[ソフトキーテンプレートの設定 (Softkey 
Template Configuration)] ウィンドウで [関連リンク (Related Links)] ドロップダウン リスト ボックス

から [ソフトキーレイアウトの設定 (Configure Softkey Layout)] を選択し、[移動 (Go)] をクリックし

ます。

[ ソフトキーレイアウト設定 (Softkey Layout Configuration)] ウィンドウが表示されます。

（注） [品質 ] ソフトキーは、接続時、接続時（会議打診）、接続時（転送打診）、およびオンフックの

コール状態に追加する必要があります。

ステップ 8 [品質 ] ソフトキーをオンフック コール状態に追加するには、コール状態のドロップダウン リスト ボッ

クスから [オンフック (On Hook)] を選択します。

[ ソフトキーレイアウト設定 (Softkey Layout Configuration)] ウィンドウが再表示され、[ 選択されて

いないソフトキー (Unselected Softkeys)] リストと [ 選択されたソフトキー (Selected Softkeys、位置順

)] リストが表示されます。

ステップ 9 [選択されていないソフトキー (Unselected Softkeys)] リストで [Quality Report Tool (QRT)] ソフト

キーを選択し、右矢印をクリックして [選択されたソフトキー (Selected Softkeys、位置順 )] リストに

ソフトキーを移動します。

上下の矢印キーを使用し、[ 選択されたソフトキー (Selected Softkeys、位置順 )] リスト内の項目に優

先順位を付けることができます。
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「図 37-12」 に、Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [ ソフトキーレイアウト設定

(Softkey Layout Configuration)] ウィンドウの例を示します。

図 37-12 QRT [ソフトキーレイアウト設定 (Softkey Layout Configuration)] ウィンドウ

ステップ 10 [保存 (Save)] をクリックして保存し、処理を続けます。

ステップ 11 [品質 ] ソフトキーを接続時、接続時（会議打診）、および接続時（転送打診）のコール状態に追加する

には、各コール状態に対して「ステップ 8」 ～「ステップ 10」 を繰り返します。

（注） サポートされているコール状態だけに [品質 ] ソフトキーを設定していることを確認し、入力が

完了するごとに [保存 (Save)] ボタンをクリックします。

追加情報

「関連項目」（P.37-33）を参照してください。

共通デバイス設定での QRT ソフトキー テンプレートの構成

次の手順に従って、QRT ソフトキー テンプレートを共通デバイス設定に追加します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、[デバイス (Device)] > [デバイスの設定

(Device Settings)] > [共通デバイス設定 (Common Device Configuration)] を選択します。

ステップ 2 [検索 (Find)] をクリックします。
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ステップ 3 表示された作成済みの共通デバイス設定のいずれかを選択します。

テンプレートは、QRT 機能のユーザ用にカスタマイズした任意の共通デバイス設定に追加できます。

ステップ 4 [ソフトキーテンプレート (Softkey Template)] フィールドのドロップダウン リスト ボックスから、[品
質 ] ソフトキーを含むソフトキー テンプレートを選択します （このテンプレートをまだ作成していな

い場合は、「品質ソフトキーを含むソフトキー テンプレートの作成」（P.37-18）を参照してください）。

（注） この共通デバイス設定の一部である IP Phone はすべて、このソフトキー テンプレートを継承

するため、複数の電話機へのソフトキー テンプレートの割り当てが容易になります。ソフト

キー テンプレートを個々の IP Phone に関連付ける方法については、「電話機の設定における 
QRT ソフトキー テンプレートの追加」（P.37-21）を参照してください。

ステップ 5 [保存 (Save)] をクリックします。

追加情報

「関連項目」（P.37-33）を参照してください。

電話機の設定における QRT ソフトキー テンプレートの追加

次の手順に従って、QRT ソフトキー テンプレートをユーザごとの電話機に追加します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、[デバイス (Device)] > [電話 (Phone)] を選択

します。

[ 電話の検索と一覧表示 (Find and List Phones)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ソフトキー テンプレートを追加する電話機を検索します。詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「Cisco Unified IP Phone の設定」の章

にある「電話機の検索」の項を参照してください。

ステップ 3 [ソフトキーテンプレート (Softkey Template)] フィールドのドロップダウン リスト ボックスから、[品
質 ] ソフトキーを含むソフトキー テンプレートを選択します （このテンプレートをまだ作成していな

い場合は、「品質ソフトキーを含むソフトキー テンプレートの作成」（P.37-18）を参照してください）。

この方法の代わりに [ 共通デバイス設定 (Common Device Configuration)] フィールドから共通デバイ

ス設定内のソフトキー テンプレートを設定した場合は、新しいソフトキー テンプレートが含まれた共

通デバイス設定を選択します。
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「図 37-13」 に、Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [電話の設定 (Phone 
Configuration)] ウィンドウの例を示します。

図 37-13 [電話の設定 (Phone Configuration)] ウィンドウ

ステップ 4 [保存 (Save)] をクリックします。

追加情報

「関連項目」（P.37-33）を参照してください。

Cisco Unified サービスアビリティ機能の設定

Cisco Extended Functions サービスは、次の Cisco Unified サービスアビリティ機能を使用します。

 • Service Activation：Cisco Unified サービスアビリティ の [Tools] ウィンドウで設定します。

 • SDI Trace：Cisco Unified サービスアビリティ の [Trace Configuration] ウィンドウで設定します。

 • Alarm Interface：Cisco Unified サービスアビリティ の [Alarm Configuration] ウィンドウで設定します。

 • Real-Time Monitoring Tool（RTMT）：QRT および CTIManager の稼動状態を監視するために使用

します。RTMT の詳細については、『Cisco Unified Real Time Monitoring Tool Administration 
Guide』を参照してください。

この項では、QRT を使用する場合に、Cisco Unified サービスアビリティ機能をどのようにアクティブ

にし、設定するかについて説明します。内容は、次のとおりです。

 • 「QRT を使用する場合の Cisco Extended Functions サービスのアクティブ化」（P.37-23）

 • 「QRT のアラームおよびトレースの設定」（P.37-23）
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Cisco Unified サービスアビリティの詳細については、『Cisco Unified Serviceability Administration 
Guide』を参照してください。

QRT を使用する場合の Cisco Extended Functions サービスのアクティブ化

QRT 機能を使用する場合に、Cisco Extended Functions サービスをアクティブにする手順は、次のとおり

です。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager の管理ページのウィンドウの右上隅にある [ナビゲーション

(Navigation)] ドロップダウン リスト ボックスから [Cisco Unified サービスアビリティ (Cisco Unified 
Serviceability)] を選択し、[移動 (Go)] をクリックします。

Cisco Unified サービスアビリティのウィンドウが表示されます。

ステップ 2 Cisco Extended Functions サービスをアクティブにするには、[Tools] > [Service Activation] を選択します。

[ サーバ (Server)] ドロップダウン リスト ボックスが表示されます。

ステップ 3 [Server] ドロップダウン リスト ボックスから、Cisco Extended Functions サービスをアクティブにする 
Cisco Unified Communications Manager サーバを選択します。

ステップ 4 [Cisco Extended Functions] チェックボックスをオンにします。

ステップ 5 [保存 (Save)] をクリックします。

CEF アクティブ化の状態が無効から有効に変化します。

ヒント Cisco Extended Functions サービスのアクティブ化の状態を確認するには、Cisco Unified サー

ビスアビリティで [Tools] > [Control Center - Feature Services] を選択します。[Cisco Extended 
Functions] を確認します。Cisco Extended Functions サービスがアクティブになっている場合

は、「Activated」と表示されます。

追加情報

「関連項目」（P.37-33）を参照してください。

QRT のアラームおよびトレースの設定

Cisco Unified サービスアビリティを使用してアラームと SDI トレースを設定するには、次の手順を実

行します。

手順：アラーム設定

ステップ 1 Cisco Unified サービスアビリティのウィンドウで、[Alarm] > [Configuration] を選択します。

[Server] ドロップダウン リスト ボックスが表示されます。

ステップ 2 [Server] ドロップダウン リスト ボックスから、アラームを設定する Cisco Unified Communications 
Manager サーバを選択します。

ステップ 3 [Service Group] ドロップダウン リスト ボックスから、[CM Services] を選択します。

ステップ 4 [Service] ドロップダウン リスト ボックスから、[Cisco Extended Functions] を選択します。
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ステップ 5 [Local Syslogs] と [SDI Trace] の両方について [Enable Alarm] チェックボックスをオンにします。

ステップ 6 このドロップダウン リスト ボックスから、次のいずれかのオプションを選択し、[Local Syslogs] と 
[SDI Trace] の両方に [Alarm Event Level] を設定します。

 • [Emergency]

 • [Alert]

 • [Critical]

 • [Error]

 • [Warning]

 • [Notice]

 • [Informational]

 • [Debug]

デフォルト値は [Error] に設定されています。

ステップ 7 [Save] をクリックします。

手順：トレース設定

ステップ 1 Cisco Unified サービスアビリティのウィンドウで、[Trace] > [Configuration] を選択します。

[Server] ドロップダウン リスト ボックスが表示されます。

ステップ 2 [Server] ドロップダウン リスト ボックスから、トレースを設定する Cisco Unified Communications 
Manager サーバを選択します。

ステップ 3 [Service Group] ドロップダウン リスト ボックスから、[CM Services] を選択します。

ステップ 4 [Service] ドロップダウン リスト ボックスから、[Cisco Extended Functions] を選択します。

ステップ 5 次の各チェックボックスをオンにします。

 • [Trace On] 

 • [Cisco Extended Functions Trace Fields]

ステップ 6 このドロップダウン リスト ボックスから、次のいずれかのオプションを選択し、[Debug Trace Level] 
を設定します。

 • [Error]

 • [Special]

 • [State Transition]

 • [Significant]

 • [Entry_exit]

 • [Arbitrary]

 • [Detailed]

デフォルト値は [Error] に設定されています。

（注） トラブルシューティングのためには、このセクションにあるすべてのチェックボックスをオン

にするようにしてください。
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ステップ 7 [Save] をクリックします。

アラームおよびトレースの設定の詳細については、『Cisco Unified Serviceability Administration 
Guide』を参照してください。

QRT の Cisco Extended Functions サービス パラメータの設定

Cisco Unified Communications Manager の管理ページを使用して Cisco Extended Functions のサービ

ス パラメータを設定するには、次の手順を実行します。

（注） Cisco Technical Assistance Center（TAC）の指示があった場合を除き、デフォルトのサービス パラ

メータ設定の使用をお勧めします。

手順

ステップ 1 ディスプレイに Cisco Unified サービスアビリティのウィンドウが表示されている場合は、ウィンドウ

の右上隅にある [ナビゲーション (Navigation)] ドロップダウン リスト ボックスから [Cisco Unified 
CMの管理 (Cisco Unified CM Administration)] を選択し、[移動 (Go)] をクリックします。

[Cisco Unified CM の管理 (Cisco Unified CM Administration)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [Cisco Unified CMの管理 (Cisco Unified CM Administration)] ウィンドウで、[システム (System)] > [サー

ビスパラメータ (Service Parameters)] を選択します。

[ サーバ (Server)] ドロップダウン リスト ボックスが表示されます。

ステップ 3 [サーバ (Server)] ドロップダウン リスト ボックスから、QRT アプリケーションがある Cisco Unified 
Communications Manager サーバを選択します。

[ サービス (Service)] ドロップダウン リスト ボックスが表示されます。

ステップ 4 [サービス (Service)] ドロップダウン リスト ボックスから、[Cisco Extended Functions] サービスを選

択します。

ステップ 5 QRT に関する次の Cisco Extended Functions サービス パラメータを設定します。

a. Display Extended QRT Menu Choices：拡張メニュー選択項目をユーザに表示するかどうかを決定

します。次のいずれかの設定オプションを選択できます。

 • このフィールドを [True] に設定すると、拡張メニュー選択項目が表示されます（対話モード）。

 • このフィールドを [False] に設定すると、拡張メニュー選択項目が表示されません（サイレン

ト モード）。

 • 推奨するデフォルト値として [False]（サイレント モード）が設定されています。

b. Streaming Statistics Polling Duration：ストリーミング統計情報のポーリングに使用する間隔を決

定します。次のいずれかの設定オプションを選択できます。

 • このフィールドを -1 に設定すると、コールが終了するまでポーリングが行われます。

 • このフィールドを 0 に設定すると、ポーリングはまったく行われません。

 • このフィールドを任意の正の値に設定すると、その秒数の間、ポーリングが行われます。コー

ルが終了すると、ポーリングは停止します。

 • 推奨するデフォルトの値として、-1（コールが終了するまでポーリングを行う）が設定されて

います。
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c. Streaming Statistics Polling Frequency（秒）：各ポーリングの間に待機する秒数を指定します。

 • 値の範囲は、30 ～ 3600 です。

 • 推奨するデフォルトの値として 30 が設定されています。

d. Maximum No. of Files：ファイルの最大数を指定します。この数を超えると、ファイル カウント

が最初から始まり、古いファイルが上書きされます。

 • 値の範囲は、1 ～ 10000 です。

 • 推奨するデフォルトの値として 250 が設定されています。

e. Maximum No. of Lines per File：各ファイルでの行の最大数を指定します。この数を超えると、次

のファイルが始まります。

 • 値の範囲は、100 ～ 2000 です。

 • 推奨するデフォルトの値として 2000 が設定されています。

ステップ 6 CTI へのセキュアな TLS 接続を設定するには、次のサービス パラメータを設定します。

a. CAPF Profile Instance Id for Secure Connection to CTI Manager：アプリケーション ユーザ 
CCMQRTSysUser の Application CAPF プロファイルのインスタンス ID を指定します。Cisco 
Extended Function サービスは、これを使用して CTI Manager へのセキュアな接続を確立します。

CTI Manager Connection Security Flag が有効な場合は、このパラメータを設定する必要がありま

す。

（注） CTI Manager Connection Security Flag サービス パラメータを有効にし、必ずセキュリ

ティをオンにしてください。変更を有効にするには、Cisco Extended Functions サービス

を再起動する必要があります。

Application CAPF プロファイルの設定方法については、「CTI へのセキュアな TLS 接続」（P.37-9）
を参照してください。

b. CTI Manager Connection Security Flag：Cisco Extended Functions サービスの CTI Manager 接続

のセキュリティを有効にするか、無効にするかを指定します。有効にした場合、Cisco Extended 
Functions は、アプリケーション ユーザ CCMQRTSysUser のインスタンス ID について設定された 
Application CAPF プロファイルを使用して、CTI Manager へのセキュアな接続を確立します。

 • 選択可能な値は、[True] と [False] です。

 • CTI へのセキュアな接続を有効にするには、[True] を選択する必要があります。

ステップ 7 [保存 (Save)] をクリックします。

追加情報

「関連項目」（P.37-33）を参照してください。

QRT Viewer の使用
QRT Viewer を使用すると、Quality Report Tool が生成する IP Phone の問題レポートを表示できます。

QRT Viewer では、ツールによって生成された電話機の問題レポートをフィルタリング、フォーマッ

ト、および表示できるため、必要な特定の情報が提供されます。

 • QRT Viewer アプリケーションを表示するには、Real-Time Monitoring Tool（RTMT）プラグイン

をインストールする必要があります。このプラグインには、トレース収集機能が含まれています。
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 • このトレース収集機能を使用すると、ログ ファイルの収集と表示ができます。QRT Viewer は、そ

のトレース収集機能に含まれています。

（注） RTMT とトレース収集機能のインストールと設定に関する詳細、および IP Phone 問題のレポートに利

用する QRT Viewer のアクセス、設定、使用、およびカスタマイズの詳細については、『Cisco Unified 
Serviceability Administration Guide』および『Cisco Unified Real Time Monitoring Tool Administration 
Guide』を参照してください。

追加情報

「関連項目」（P.37-33）を参照してください。

QRT レポート

QRT は、発信元の IP Phone、宛先の IP Phone、Cisco RIS Data Collector、Cisco Unified 
Communications Manager、およびユーザなど、さまざまなソースから情報を収集します （システム

は、ゲートウェイまたは他のデバイスから情報を収集しません）。この場合の「発信元」と「宛先」は、

接続されたコールの発信側と着信側を指していません。

（注） QRT レポートの詳細については、『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』の QRT Viewer 
に関する章を参照してください。

次に、QRT レポートのフィールドをカテゴリごとにセグメント化して示します。

発信元デバイスから収集される情報

 • 発信元デバイスの電話番号（複数回線デバイスの場合は、最初のプライマリ電話番号の情報だけが

表示されます）

 • 発信元デバイスのタイプ（CP-7960、CP-7940 など）

 • 発信元のストリーム 1 ポート番号

 • 発信元のコーデック（G.711u など）

 • 発信元のパケット（2、45、78 など）

 • 発信元の rcvr パケット（12、45、78 など）

 • 発信元の rcvr ジッタ（0 0 など）

 • 発信元の失われた rcvr パケット（0、21 0、21 など）

 • 発信元の暗黙的なサンプリング タイムスタンプ（12:30、13:00、13:30、14:00 など）

 • 宛先デバイス名（IP）

 • 宛先のストリーム 1 ポート番号

（注） パケット、ジッタ、失われたパケットなどをサンプルとして収集する数は、サンプリングの間隔とポー

リングの頻度によって異なります。ストリーミング情報は、1 回のコールについて一度だけ収集されま

す。たとえば、電話機 A が電話機 B にコールし、電話機 A と電話機 B の両方が同一のコールについて

複数のレポートを送信した場合は、最初のレポートだけにストリーミング データが含まれます。また、

[直前のコールに問題がある ] カテゴリについては、これらの値は電話機に保存されたストリーミング

統計情報の最後のスナップショットだけを反映します。
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宛先デバイスから収集される情報

宛先デバイスが、同一の Cisco Unified Communications Manager クラスタ内にあるサポート対象の 
Cisco Unified IP Phone である場合は、次の情報が収集されます。宛先デバイスが IP Phone ではない場

合、収集される情報は IP アドレス、デバイス名、およびデバイス タイプだけです。

 • 宛先デバイスの電話番号（複数回線デバイスの場合は、最初のプライマリ電話番号の情報だけが表

示される）

 • 宛先デバイスのタイプ（CP-7960、CP-7940 など）

 • 宛先のコーデック

 • 宛先のパケット

 • 宛先の rcvr パケット

 • 宛先の rcvr ジッタ

 • 宛先の失われた rcvr パケット

 • 宛先のサンプリング タイムスタンプ（暗黙的）

（注） パケット、ジッタ、失われたパケットなどをサンプルとして収集する数は、サンプリングの間隔とポー

リングの頻度によって異なります。ストリーミング情報は、1 回のコールについて一度だけ収集されま

す。たとえば、電話機 A が電話機 B にコールし、電話機 A と電話機 B の両方が同一のコールについて

複数のレポートを送信した場合は、最初のレポートだけにストリーミング データが含まれます。QRT 
は、[現在のコールに問題がある ] カテゴリの場合だけ、宛先の IP Phone から情報を収集しようとしま

す。

RIS Data Collector から収集される情報

 • 発信元デバイスの所有者（現在 IP Phone にログインしているユーザの名前。明示的にログインし

ているユーザがいない場合、このフィールドはヌルになる）

 • 発信元デバイスの IP アドレス

 • 発信元デバイスに登録されている Cisco Unified Communications Manager の名前

 • 発信元デバイスのタイプ（デバイスが、サポートされている IP Phone でない場合。たとえば、

RISCLASS_PHONE、RISCLASS_GATEWAY、RISCLASS_H323、RISCLASS_CTI、
RISCLASS_VOICEMAIL）

 • 発信元デバイスのモデル（DBLTypeModel::MODEL_TELECASTER_MGR、

DBLTypeModel::MODEL_TELECASTER_BUSINESS など）

 • 発信元デバイスのプロダクト（DBLTypeProduct::PRODUCT_7960、
DBLTypeProduct::PRODUCT_7940 など）

 • 宛先デバイスの名前

 • 宛先デバイスのタイプ（デバイスが、サポートされている IP Phone でない場合。たとえば、

RISCLASS_PHONE、RISCLASS_GATEWAY、RISCLASS_H323、RISCLASS_CTI、
RISCLASS_VOICEMAIL）

 • 宛先デバイスのモデル（DBLTypeModel::MODEL_TELECASTER_MGR、

DBLTypeModel::MODEL_TELECASTER_BUSINESS など）

 • 宛先デバイスのプロダクト（DBLTypeProduct::PRODUCT_7960、
DBLTypeProduct::PRODUCT_7940 など）

 • 宛先デバイスに登録されている Cisco Unified Communications Manager の名前
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 • 宛先デバイスの所有者（現在 IP Phone にログインしているユーザの名前。明示的にログインして

いるユーザがいない場合、このフィールドはヌルになる）

Cisco Unified Communications Manager/CTIManager から収集される情報

 • 発信元デバイスの名前（MAC アドレス）

 • CallingPartyNumber（コールの発信側。転送されたコールについては、転送されたユーザが発信

側になる）

 • OriginalCalledPartyNumber（数字の変換が行われた後の元の着信側）

 • FinalCalledPartyNumber（このフィールドによって、転送されたコールについては最終的にコール

を受信する側が指定され、転送されないコールについては元の着信側が指定される）

 • LastRedirectDn（このフィールドによって、転送されたコールについてはコールを転送する最後の

着信側が指定され、転送されないコールについては転送または会議経由で最終的にコールを転送す

る着信側が指定される）

 • globalCallID_callManagerId（CDR Analysis and Reporting（CAR）用のコールを区別する）

 • globalCallID_callId（CAR のコールを区別する）

 • CallState（接続時、接続時（会議打診）、接続時（転送打診）、オンフック）

Cisco Unified Communications Manager データベースから収集される情報

 • サンプリング間隔：サービス パラメータ（50 秒など）

 • サンプリング頻度：サービス パラメータ（30 秒など）

 • クラスタ ID：エンタープライズ パラメータ

ユーザから収集される情報

 • カテゴリ

 • 原因コード

 • タイムスタンプ（明示的）

「表 37-6」 に、サポートされているカテゴリごとに使用可能なフィールドを示します。

（注） QRT レポートの各フィールド（Source Model、Source Product、Destination Model、Destination 
Product、および CallState）には、該当する電話機モデルと製品名（たとえば、SCCP を実行している

電話機）が表示されます。

表 37-6 サポートされているカテゴリごとの QRT フィールド 

情報ソース

現在のコールに問

題がある

直前のコールに問題

がある

最近、電話機の電源

を切って入れ直した コールできません

Source Device Name X X X X

DN of Source Device X X X X

IP Address of Source Device X X X X

Source Device Type X X X X

Source Device Owner X X X X

Registered Cisco Unified 
Communications Manager for 
Source Device

X X X X
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Source Model X X X X

Source Product X X X X

Source Stream 1 Port Number X X

Source Codec X X

Source Packets X X

Source Rcvr Packets X X

Source Rcvr Jitter X X

Source Rcvr Packet Lost X X

Source Sampling Timestamp X

Destination Device Name X X

DN of Destination Device X X

IP Address of Destination Device X X

Destination Device Type X X

Destination Stream 1 Port Number X

Destination Codec X

Destination Packets X

Destination Rcvr Packets X

Destination Rcvr Jitter X

Destination Rcvr Packet Lost X

Destination Sampling Timestamp X

Destination Device Owner X X

Registered Cisco Unified 
Communications Manager for 
Destination Device

X X

Destination Model X X

Destination Product X X

Calling Party Number X

Original Called Party Number X

Final Called Party Number X

Last Redirect DN X

globalCallID_callManagerId X

globalCallID_callId X

Sampling Duration X X X X

Sampling Frequency X X X X

Cluster ID X X X X

Category X X X X

Reason Code X X X

表 37-6 サポートされているカテゴリごとの QRT フィールド （続き）

情報ソース

現在のコールに問

題がある

直前のコールに問題

がある

最近、電話機の電源

を切って入れ直した コールできません
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追加情報

「関連項目」（P.37-33）を参照してください。

ユーザへの QRT 機能の情報提供
Cisco Unified IP Phone のガイドには、Cisco Unified IP Phone 上で QRT 機能を使用するための手順が

記載されています。詳細については、ご使用の電話機モデルに適合する Cisco Unified IP Phone のガイ

ドを次の URL で参照してください。 
http://www.cisco.com/en/US/products/hw/phones/ps379/tsd_products_support_series_home.html

追加情報

「関連項目」（P.37-33）を参照してください。

QRT 機能のトラブルシューティング
Cisco Unified サービスアビリティには、Cisco Unified Communications Manager の問題のトラブル

シューティングを支援する Web ベースのツールがあります。Cisco Unified サービスアビリティの 
Trace Configuration、Alarm Configuration、および Real-Time Monitoring Tool を使用して、QRT に
関する不具合をトラブルシューティングします。詳細については、『Cisco Unified Serviceability 
Administration Guide』を参照してください。

TimeStamp When Report is 
Submitted

X X X X

sProtocol 

（注） sProtocol は、電話機の

ソース プロトコルを表し

ます。このプロトコルの

値は、SCCP を実行してい

る電話機の場合は 1、SIP 
を実行している電話機の

場合は 2、UNKNOWN の
場合は 0 です。

X X X X

dProtocol

（注） dProtocol は、電話機の宛

先プロトコルを表します。

このプロトコルの値は、

SCCP を実行している電話

機の場合は 1、SIP を実行

している電話機の場合は 
2、UNKNOWN の場合は 
0 です。

X X

表 37-6 サポートされているカテゴリごとの QRT フィールド （続き）

情報ソース

現在のコールに問

題がある

直前のコールに問題

がある

最近、電話機の電源

を切って入れ直した コールできません

http://www.cisco.com/en/US/products/hw/phones/ps379/tsd_products_support_series_home.html
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Trace ツールと Alarm ツールは連携して動作します。Cisco CallManager サービスのトレースとアラー

ムの設定値を指定すると、ローカル Syslogs またはシステム診断インターフェイス（SDI）ログ ファイ

ルにアラームを送信できます （SDI ログ ファイルは、テキスト形式でだけ表示できます）。

Cisco CallManager サービスのトレースは、デバッグ レベル、特定のトレース フィールド、および電

話機やゲートウェイなどの Cisco Unified Communications Manager デバイスに対して設定できます。

また、SDI トレース ログ ファイルに送信されるアラームのトレースを実行することもできます。

問題をトラブルシューティングするには、トレース収集機能を使用してトレース ファイルを収集し、

トレース データを分析します （トレース収集機能には QRT Viewer が含まれます）。

トレース収集機能には、次の 3 つの機能があります。

 • トレース パラメータの設定

 • トレース ファイルの収集

 • 問題をトラブルシューティングするためのトレース データの分析

（注） Trace を有効にするとシステムのパフォーマンスが低下するため、Trace はトラブルシューティングを

行う場合だけ有効にしてください。Trace の使用方法についての支援が必要な場合は、Cisco TAC にご

連絡ください。

トラブルシューティングのヒント

以下の例で、QRT のシナリオをトラブルシューティングする際の一般的な問題と推奨処置をいくつか

示します。

問題   [品質 ] ソフトキーを使用できない。

ソリューション   QRT 機能を使用するには、ソフトキー テンプレートの作成、設定、および割り当て

を行う必要があります。

問題   [品質 ] ソフトキーが機能しない。

ソリューション   Cisco Extended Functions サービス、Cisco CallManager サービス、Cisco 
CTIManager サービス、および Cisco RIS Data Collector サービスが動作しているかどうかを確認しま

す。

問題   QRT レポートにデータが含まれていない。

ソリューション   システムは、ユーザ、発信元 IP Phone、宛先 IP Phone、RIS Data Collector、Cisco 
Unified Communications Manager、および Cisco Unified Communications Manager データベースな

ど、さまざまなソースからデータを収集します。宛先デバイスが、サポートされている IP Phone であ

ることを確認してください。ゲートウェイなどのサポートされていないデバイスの場合、システムは宛

先デバイスからデータを収集しません。

（注） Cisco Unified サービスアビリティ ツールの詳細については、『Cisco Unified Serviceability 
Administration Guide』を参照してください。 
 

Cisco Unified Communications Manager のトラブルシューティングについては、『Troubleshooting 
Guide for Cisco Unified Communications Manager』 を参照してください。

追加情報

「関連項目」（P.37-33）を参照してください。
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関連項目
 • 「QRT の設定チェックリスト」（P.37-2）

 • 「Quality Report Tool について」（P.37-3）

 • 「QRT のシステム要件」（P.37-6）

 • 「Cisco Extended Functions サービスの依存関係」（P.37-7）

 • 「CTI へのセキュアな TLS 接続」（P.37-9）

 • 「QRT の使用」（P.37-10）

 • 「インタラクションおよび制限事項」（P.37-16）

 • 「QRT 機能のインストールとアクティブ化」（P.37-17）

 • 「QRT 機能の設定」（P.37-17）

 • 「QRT Viewer の使用」（P.37-26）

 • 「ユーザへの QRT 機能の情報提供」（P.37-31）

 • 「QRT 機能のトラブルシューティング」（P.37-31）

 • 「インターネット プロトコル バージョン 6（IPv6）」（P.28-1）

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「ソフトキー テン

プレートの設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「デバイス プール

の設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「Cisco Unified IP Phone」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「デバイス デフォ

ルトの設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「サービス パラ

メータの設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「Cisco Unified IP 
Phone の設定」

参考資料

 • 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』

 • 『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』

 • 『Cisco Unified Communications Manager セキュリティ ガイド』

 • 『Troubleshooting Guide for Cisco Unified Communications Manager』

 • 『Cisco Unified IP Phone Administration Guide for Cisco Unified Communications Manager』

 • Cisco IP Telephony Locale Installer の使用方法

 • 適切な Cisco Unified IP Phone のガイド
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